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公益財団法人日本交通公社
および

「旅の図書館」
への

アクセス

〒107-0062
東京都港区南青山二丁目7番29号 日本交通公社ビル
東京メトロ銀座線、半蔵門線、都営大江戸線
「青山一丁目」5番出口から徒歩3分
●青山通りからお越しの方…楽天クリムゾンハウス青山のビルをくぐり、
　レストラン『NARISAWA』の前の公開空地を通り抜けると
　正面左側が日本交通公社ビルです。
●外苑東通りからお越しの方…1つめの角を西に曲がり、
　2つめの交差点を越え、約10m先左側が日本交通公社ビルです。
●駐車場はございません。

NARISAWA

楽天クリムゾン
ハウス青山

ポプラ

赤坂御用地

外
苑
東通り

外
苑
東
通
り

　コロ
ナ
禍
収
束
後
、
世
界
中
で
観
光
客
の
移
動
が
再

開
・
活
発
化
す
る
な
か
で
、
日
本
に
お
い
て
も
訪
日
外

国
人
旅
行
者
数
が
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
水
準
を
上
回
り
、

2
0
2
4
年
の
暦
年
値
は
過
去
最
高
を
更
新
し
た
。

こ
れ
に
と
も
な
い
、
世
界
の
観
光
地
で
は
、
観
光
客
の

来
訪
に
起
因
す
る
混
雑
や
交
通
渋
滞
な
ど
、
住
民
の
生

活
環
境
に
負
の
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
状
況
が
発
生
し

て
い
る
。「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」で
あ
る
。

　今
号
で
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
を
行
う
バ
ル

セ
ロ
ナ
や
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
な
ど
の
人
気
観
光
都
市
を
取
り

上
げ
、
欧
州
に
お
け
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
現
況
と

最
新
の
対
応
策
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
観
光
と
住
民

生
活
と
の
リ
バ
ラ
ン
ス
に
焦
点
を
当
て
て
、
そ
の
考
え
方

や
戦
略
的
対
応
に
つ
い
て
考
察
す
る
。



　近
年
、オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
報
道
が
相
次
い
で
い
る
。特
に
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光

客
の
数
は
コ
ロ
ナ
禍
前
を
上
回
り
、円
安
の
影
響
も
相
ま
っ
て
、有
名
観
光
地
で
は
多
様
な
言
語

が
飛
び
交
い
、活
気
を
見
せ
て
い
る
。三
大
都
市
圏
や
京
都
、富
士
山
の
絶
景
ポ
イ
ン
ト
、S
N
S

で
人
気
の
地
域
に
は
、多
く
の
観
光
客
が
押
し
寄
せ
て
い
る
。

　し
か
し
、そ
の
一
方
で
、迷
惑
系
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
に
よ
る
常
識
を
逸
脱
し
た
行
動
、騒
音
や
混

雑
に
よ
る
地
元
住
民
の
生
活
へ
の
影
響
、さ
ら
に
は
寺
社
仏
閣
へ
の
落
書
き
や
器
物
破
損
と
い
っ

た
問
題
も
深
刻
化
し
て
い
る
。ま
た
、北
海
道
の
ニ
セ
コ
町
や
長
野
県
の
白
馬
村
な
ど
で
は
、外
国

人
に
よ
る
投
機
目
的
の
不
動
産
購
入
が
進
み
、不
動
産
価
格
の
高
騰
に
よ
り
地
元
住
民
の
住
宅
取

得
が
困
難
に
な
る
ケ
ー
ス
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」と
い
う
言
葉
が
持
つ
否
定
的
な
響
き
が
広
ま
る
一
方
で
、そ
の
実
態

は
一
様
で
は
な
い
。オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
は
ト
レ
ー
ド
オ
フ
の
側
面
が
あ
り
、観
光
業
が
地

元
経
済
に
恩
恵
を
も
た
ら
し
て
い
る
場
合
、安
易
な
各
種
制
限
の
導
入
は
慎
重
を
期
す
べ
き
で
あ

る
。オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
宿
泊
施
設
や
土
産
物
店
な
ど
を
経
営
す
る
観
光
業
者
に
と
っ
て
は

経
済
的
な
恩
恵
が
大
き
い
一
方
で
、日
常
生
活
を
送
る
地
元
住
民
に
と
っ
て
は
混
雑
や
騒
音
が
不

快
要
因
と
な
る
。つ
ま
り
観
光
業
か
ら
直
接
的
な
利
益
を
得
る
人
々
と
、観
光
客
の
増
加
に
よ
る

不
便
を
感
じ
る
人
々
で
は
、オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
す
る
見
方
が
大
き
く
異
な
る
の
が
現
実

で
あ
る
。そ
の
た
め
、オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
に
お
い
て
は
、対
象
地
域
の
経
済
的
、文
化
的
、

生
態
的
か
つ
社
会
的
持
続
可
能
性
を
見
据
え
た
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
必
要
と
な
る
。

　そ
の
上
で
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
に
お
い
て
は
、い
く
つ
か
論
点
を
整
理
す
る
必
要
が
あ

る
。ま
ず
、「
多
す
ぎ
る
観
光
客
」と
い
う
単
純
な
訪
問
客
数
の
問
題
で
は
な
く
、ど
の
よ
う
な
観
光

客
が
、ど
の
季
節
や
時
間
帯
に
、ど
の
よ
う
な
場
所
を
訪
れ
、ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
る
の
か
を
検

証
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。ま
た
、オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
発
生
し
て
い
る
地
域
の
特
性
に

も
着
目
す
べ
き
だ
。例
え
ば
、静
寂
性
が
求
め
ら
れ
る
寺
社
仏
閣
や
自
然
豊
か
な
地
域
に
お
け
る

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
、都
市
部
で
の
そ
れ
と
は
、そ
の
影
響
や
意
味
合
い
が
異
な
る
た
め
、一

律
の
対
応
で
は
な
く
地
域
ご
と
の
特
性
を
考
慮
し
た
対
策
が
求
め
ら
れ
る
。

　本
特
集
号
で
は
、オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
対
応
事
例
を
紹
介
し
つ
つ
、地
域
の
持
続
可
能

性
を
踏
ま
え
た
観
光
推
進
の
あ
り
方
を
検
証
す
る
。
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1

成
功
を
乗
り
越
え
て

〜
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の

　  
教
訓
〜

収
額
の
引
き
上
げ
が
行
わ
れ
る
が
、
逆
効
果

と
な
る
免
除
措
置
は
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
日

帰
り
客
に
対
し
、
彼
ら
が
生
み
出
す
社
会
的

コ
ス
ト
の
一
部
を
負
担
さ
せ
る
と
い
う
考
え

自
体
は
良
い
が
、
そ
の
実
施
は
2
0
2
5
年

も
失
敗
に
終
わ
る
だ
ろ
う
。

　ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
、
過
度
な
成
功
の
代
償

に
直
面
し
て
い
る
他
の
多
く
の
観
光
地
に

と
っ
て
、
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
一
例
と

な
る
可
能
性
が
あ
る
。ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
が
長

年
に
わ
た
り
集
中
的
に
研
究
さ
れ
て
き
た
結

果
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
要
因
に
関
す

る
理
解
が
大
き
く
進
展
し
て
い
る
。
ま
た
、

は
な
く
、
観
光
資
源
を
有
す
る
地
域
の
住
民

や
地
元
企
業
に
豊
か
さ
と
幸
福
を
も
た
ら
す

手
段
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。

　よ
り
戦
術
的
な
レ
ベ
ル
で
は
、ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
で
は
以
前
か
ら
い
く
つ
か
の
具
体
的

な
ア
イ
デ
ア
が
検
討
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら

を
新
た
な
戦
略
に
組
み
込
み
、
い
よ
い
よ
実

行
に
移
す
べ
き
段
階
に
あ
る
。

　
　
　ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
ラ
グ
ー
ン
（
潟
）

　
　
　の
中
の
島
で
あ
る
た
め
、
本
土
と
市

中
心
部
の
間
に
緩
衝
地
帯
（
バ
ッ
フ
ァ
ー

ゾ
ー
ン
）
を
設
け
、
歴
史
地
区
に
入
る
前
に

日
帰
り
客
の
流
れ
を
管
理
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。
訪
問
者
の
流
れ
を
専
用
の
ハ
ブ
や

タ
ー
ミ
ナ
ル
に
集
約
し
、
通
勤
者
の
交
通
と

分
離
す
る
こ
と
が
革
新
的
な
訪
問
者
管
理
政

策
の
基
盤
と
な
る
。
当
然
な
が
ら
、
タ
ー
ミ

ナ
ル
の
整
備
と
並
行
し
て
、
歴
史
地
区
へ
の

往
来
を
支
え
る
高
度
な
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
導

入
も
求
め
ら
れ
る
。

　
　
　第
二
に
、
予
約
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す

　
　
　る
こ
と
で
、
日
帰
り
客
を
含
む
全
て

の
訪
問
者
に
対
し
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
受
け

入
れ
可
能
人
数
の
制
約
や
、
そ
の
希
少
性
へ

の
理
解
を
促
す
こ
と
が
で
き
る
。そ
の
結
果
、

訪
問
者
は
計
画
的
に
旅
行
を
組
み
立
て
る
よ

う
に
な
り
、
突
発
的
な
訪
問
が
抑
制
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
る
。ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
で
は
、ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
へ
の
全
て
の
ア
ク
セ
ス
を
制
限
す

る
こ
と
や
、
訪
問
者
を
社
会
経
済
的
な
要
因

に
基
づ
い
て
差
別
す
る
こ
と
は
、
明
確
に
違

憲
と
な
る
。
予
約
を
義
務
化
す
る
必
要
は
な

い
が
、
予
約
な
し
で
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
訪
問

を
よ
り
困
難
か
つ
高
額
に
す
る
こ
と
で
、
訪

問
者
の
意
識
を
高
め
る
効
果
が
期
待
で
き

る
。
こ
の
予
約
シ
ス
テ
ム
の
ア
イ
デ
ア
は
、

2
0
0
2
年
か
ら
2
0
0
5
年
に
か
け
て
試

験
的
に
導
入
さ
れ
、一
定
の
成
功
を
収
め
た
。

　
　
　絶
対
に
避
け
る
べ
き
な
の
は
、
ヨ
ー

　
　
　ロ
ッ
パ
の
多
く
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
都
市
で
現
在
行
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
B
&
B
を
含
む
観
光
宿
泊
施
設
の
開
発

を
さ
ら
に
厳
し
く
制
限
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
施
策
は
す
で
に
1
9
8
0
年
代
か
ら

1
9
9
0
年
代
に
か
け
て
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で

試
行
さ
れ
た
が
、
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
抑
制
に
は
寄
与
せ
ず
、
む
し
ろ
日

帰
り
観
光
を
促
進
す
る
結
果
と
な
り
、
年
間

の
訪
問
者
数
に
は
一
切
影
響
を
及
ぼ
さ
な

か
っ
た
。

　
　
　最
新
の
I
C
T
技
術
は
、
市
内
中
心

　
　
　部
へ
の
訪
問
者
の
混
雑
し
た
流
れ
を

整
理
す
る
た
め
に
多
様
な
形
で
活
用
可
能
で

あ
る
。ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
全
域
に
設
置
さ
れ
た

監
視
カ
メ
ラ
に
加
え
、
携
帯
電
話
の
通
信
基

地
局
か
ら
収
集
さ
れ
る
デ
ー
タ
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
の
決
済
情
報
、
公
共
交
通
機
関
や

観
光
施
設
の
チ
ケ
ッ
ト
販
売
デ
ー
タ
な
ど
を

分
析
し
、
そ
れ
ら
を
統
合
す
る
管
理
シ
ス
テ

ム
を
構
築
で
き
る
。
こ
の
管
理
シ
ス
テ
ム
は
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
代
替
の
交
通
手
段
、
タ
ー

ミ
ナ
ル
お
よ
び
経
路
を
提
案
す
る
こ
と
で
、

混
雑
の
発
生
を
事
前
に
予
測
し
、
問
題
が
発

生
す
る
前
に
解
決
へ
と
導
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　第
五
に
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
市
は

　
　
　「Deto

u
rism

」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド

の
も
と
、
周
辺
部
の
観
光
地
を
含
む
代
替

ル
ー
ト
の
促
進
に
慎
重
な
が
ら
着
手
し
て
い

る
。
こ
の
施
策
は
、
歴
史
地
区
に
集
中
す
る

観
光
負
荷
の
分
散
を
促
進
す
る
可
能
性
が
あ

る
。
財
政
的
支
援
の
不
足
を
含
む
い
く
つ
か

の
重
要
な
制
約
が
存
在
す
る
も
の
の
、
そ
れ

で
も
こ
の
負
荷
が
も
た
ら
す
負
の
影
響
を
軽

減
す
る
一
助
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　最
後
に
、
財
政
政
策
の
仕
組
み
を
活

　
　
　用
す
る
こ
と
で
、
観
光
開
発
を
よ
り

持
続
可
能
な
も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
点

を
指
摘
し
た
い
。
2
0
0
1
年
に
観
光
バ
ス

向
け
の
交
通
規
制
区
域
（
Z
T
L
）
が
導
入

さ
れ
た
後
、
イ
タ
リ
ア
政
府
は
観
光
都
市
が

「
従
来
型
」
の
観
光
税
を
再
導
入
で
き
る
よ

う
に
し
た
。
こ
の
税
は
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に

宿
泊
す
る
訪
問
者
に
実
質
的
な
負
担
を
課
し

て
い
る
。Z
T
L
と
観
光
税
を
合
わ
せ
る
と
、

年
間
5
0
0
0
万
ユ
ー
ロ
以
上
の
収
益
を
生

み
出
し
て
い
る
。2
0
2
4
年
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
市
は
「
ア
ク
セ
ス
フ
ィ
ー
（
＝
入
島
料
）」

の
試
験
運
用
を
開
始
し
た
。
こ
の
制
度
は
、

日
帰
り
観
光
客
に
都
市
維
持
の
た
め
の
負
担

を
求
め
る
と
と
も
に
、
無
計
画
か
つ
短
時
間

の
訪
問
を
抑
制
す
る
目
的
で
設
計
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
観
点
か
ら
見
る
と
、
初
期
の
成
果

は
極
め
て
不
満
足
な
も
の
で
あ
る
。
実
際
、

広
報
お
よ
び
こ
の
負
担
金
の
徴
収
に
要
し
た

総
費
用
が
、
徴
収
さ
れ
た
総
額
を
上
回
っ
た

だ
け
で
な
く
、「
ア
ク
セ
ス
フ
ィ
ー
」
徴
収

が
適
用
さ
れ
た
混
雑
日
（
レ
ッ
ド
デ
ー
）
に

は
、
2
0
2
3
年
と
比
較
し
て
観
光
負
荷
が

む
し
ろ
若
干
増
加
す
る
と
い
う
結
果
が
示
さ

れ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
試
み
は
部
分

的
に
は
成
功
し
た
と
言
え
る
。と
い
う
の
も
、

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
最
大
の
目
的
は
達
成
さ
れ

た
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
こ
の〝
駆
け
引
き
〞

と
、
ド
ー
ハ
に
お
け
る
日
本
代
表
団
の
決
定

的
な
支
援
に
よ
り
、ユ
ネ
ス
コ
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
を
「
危
機
遺
産
リ
ス
ト
」
に
記
載
す
る
決
定

を
、
少
な
く
と
も
1
年
間
（
次
回
の
市
長
選

挙
ま
で
）
延
期
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
こ

の
制
度
は
2
0
2
5
年
に
若
干
の
変
更
を
加

え
た
形
で
再
導
入
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

よ
り
多
く
の
「
レ
ッ
ド
デ
ー
」
の
設
定
と
徴

見
る
こ
と
が
で
き
る
（V

an
 d
er B

o
rg, 

1
9
9
4

）。
加
え
て
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
数
多

く
の
映
画
の
舞
台
と
な
り
、
あ
ら
ゆ
る
イ
ベ

ン
ト
や
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
発
信
拠

点
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
て
い
る
。ま
た
、

そ
の
代
表
的
な
建
築
物
の
い
く
つ
か
は
、
世

界
各
地
の
カ
ジ
ノ
や
展
示
会
場
、
テ
ー
マ

パ
ー
ク
の
演
出
の
一
環
と
し
て
実
物
大
で
再

現
さ
れ
て
い
る
。ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
独
自
性
、

圧
倒
的
な
ブ
ラ
ン
ド
力
、
そ
し
て
継
続
的
な

メ
デ
ィ
ア
露
出
が
、
こ
の
街
を
比
類
な
き
成

功
を
収
め
る
観
光
地
へ
と
押
し
上
げ
た
。

　驚
く
こ
と
で
も
な
い
が
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

に
は
年
間
3
0
0
0
万
人
が
訪
れ
る
。
2
0

2
3
年
に
は
、
こ
れ
ら
の
訪
問
者
の
う
ち
、

約
4
5
0
万
人
が
公
式
な
宿
泊
施
設
に
滞
在

し
、
平
均
し
て
2
泊
強
を
過
ご
し
た
。
そ
の

結
果
、
延
べ
宿
泊
数
は
約
1
0
0
0
万
泊
に

達
し
た
。
公
式
デ
ー
タ
は
ま
だ
発
表
さ
れ
て

い
な
い
が
、
2
0
2
4
年
は
2
0
1
9
年
の

過
去
最
高
記
録
を
上
回
る
可
能
性
が
高
い
。

　観
光
が
地
域
社
会
に
与
え
る
影
響
の
第
一

指
標
と
し
て
、
歴
史
地
区
の
住
民
一
人
当
た

り
の
延
べ
宿
泊
数
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
指

標
は
観
光
地
に
お
け
る
観
光
負
荷
を
測
定
す

る
た
め
の
強
度
指
標
で
、
観
光
都
市
の
各
地

と
比
較
さ
れ
つ
つ
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

ホ
ー
ズ
（
2
0
1
5
）
に
よ
る
と
、
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最
も
観
光
客
の

多
い
都
市
の
一
つ
で
、
住
民
一
人
当
た
り
の

宿
泊
数
が
13
・
0
泊
、
リ
ス
ボ
ン
が
12
・
6

泊
で
こ
れ
に
続
き
、
プ
ラ
ハ
（
10
・
3
泊
）、

チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
（
9
・
7
泊
）、
ス
ト
ッ
ク

ホ
ル
ム
（
7
・
5
泊
）、
ア
テ
ネ
（
6
・
4
泊
）

と
続
い
て
い
る
。ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
歴
史
地
区

に
お
け
る
同
指
標
は
、
2
0
2
3
年
時
点
で

住
民
一
人
当
た
り
1
7
3
・
2
泊
に
達
し
て

お
り
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
が
他
の
観
光
都
市
に

と
っ
て
決
し
て
手
本
と
す
べ
き
で
は
な
い
例

で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。

　次
に
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
観
光
収
容
力

（
T
C
C
）
の
線
形
計
画
法
モ
デ
ル
の
最
新

バ
ー
ジ
ョ
ン
（C

osta &
 V
an
 d
er B

org, 

1988 

お
よ
び B

ertocchi et al., 2020

）

に
よ
る
解
析
で
は
、
年
間
訪
問
者
数
が
こ
の

指
標
を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
る
こ
と
が
明
確

に
示
さ
れ
た
。
2
0
1
8
年
に
お
い
て
、ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
の
観
光
収
容
力（
T
C
C
）は

1
9
8
8
年
の
1
1
0
0
万
人
か
ら

1
7
0
0
万
人
へ
と
増
加
し
、
滞
在
客
と
日

帰
り
客
が
ほ
ぼ
均
等
に
分
布
し
て
い
た
。
こ

の
算
出
で
は
、
地
域
の
公
共
交
通
機
関
へ
の

投
資
、
廃
棄
物
管
理
シ
ス
テ
ム
の
改
善
、
そ

し
て
特
に
B
&
B
を
含
む
宿
泊
施
設
の

ベ
ッ
ド
数
の
増
加
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
。

1
7
0
0
万
人
と
い
う
観
光
収
容
力

（
T
C
C
）
に
対
し
、
実
際
に
は
年
間
3
0

0
0
万
人
も
の
人
々
が
こ
の
イ
タ
リ
ア
の
芸

術
都
市
を
訪
れ
て
お
り
、
T
C
C
の
ほ
ぼ
2

倍
に
達
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
訪
問
者
の
構

成
も
理
想
と
は
か
け
離
れ
て
お
り
（
実
際
に

は
滞
在
客
20
％
、
日
帰
り
客
80
％
）、
最
適

と
さ
れ
る
50
％
ず
つ
の
割
合
と
は
大
き
な
乖

離
が
見
ら
れ
る
。

　ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
お
け
る
観
光
の
供
給
と

需
要
の
量
的
お
よ
び
質
的
な
不
均
衡
、
そ
し

て
受
け
入
れ
側
が
感
じ
る
過
度
な
負
担
（
先

述
の
宿
泊
数
と
住
民
数
の
比
率
に
示
さ
れ
る
）

と
い
う
観
光
客
の
流
入
に
よ
っ
て
生
じ
る
コ

ス
ト
が
、
そ
の
恩
恵
を
大
き
く
上
回
る
要
因

と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
恩
恵
の
大
部
分
は

観
光
産
業
に
集
中
し
て
い
る
。
言
い
換
え
れ

ば
、
そ
の
負
担
が
か
か
る
人
々
の
多
く
は
、

観
光
に
よ
る
恩
恵
を
全
く
受
け
て
い
な
い
か
、

ご
く
間
接
的
に
し
か
享
受
し
て
い
な
い
。

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
観
光
に

お
け
る
新
旧
の
視
点
：

分
析
に
基
づ
く
具
体
的
な

観
光
戦
略
と
政
策
の
提
言

　ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
よ
う
に
観
光
が
主
要
産

業
と
な
っ
て
い
る
場
所
で
は
、
観
光
は
経
済

的
お
よ
び
社
会
的
発
展
の
た
め
の
戦
略
的
な

都
市
開
発
計
画
に
お
い
て
不
可
欠
な
要
素
と

位
置
付
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、

戦
略
の
具
体
的
な
形
を
示
す
前
に
、
観
光
は

孤
立
し
た
存
在
で
は
な
い
こ
と
を
認
識
す
る

必
要
が
あ
る
。
観
光
が
多
様
な
生
活
の
側
面

と
相
互
に
作
用
す
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
で

あ
り
、
そ
の
た
め
観
光
戦
略
も
全
体
の
戦
略

に
強
く
統
合
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ラ

グ
ー
ン
（
潟
）
都
市
に
対
す
る
信
頼
性
の
あ

る
、
統
合
的
か
つ
共
有
さ
れ
た
ビ
ジ
ョ
ン
の

構
築
は
、
あ
ら
ゆ
る
観
光
政
策
の
前
提
条
件

で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

に
は
、
観
光
政
策
の
基
盤
と
な
る
ビ
シ
ョ
ン

が
完
全
に
欠
如
し
て
い
る
。

　ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
健
全
か
つ
革
新
的
な
観

光
開
発
戦
略
に
は
、
二
つ
の
基
盤
と
な
る
出

発
点
が
あ
る
。
ま
ず
第
一
に
、
新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
を
基
盤
と
し
、
時
代
に
そ
ぐ
わ

な
い
マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

に
取
っ
て
代
わ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め

に
は
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
訪
れ
る
観
光
客
の

「
全
体
的
な
環
境
負
荷
」
に
着
目
し
、
観
光

の
質
を
重
視
す
る
必
要
が
あ
る
。
可
能
で
あ

れ
ば
、
観
光
が
生
み
出
す
付
加
価
値
を
最
大

化
し
、
単
に
収
益
や
雇
用
を
生
み
出
す
だ
け

で
な
く
、
社
会
や
環
境
へ
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

影
響
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
第
二
に
、
観

光
開
発
は
そ
れ
自
体
を
目
的
と
す
る
も
の
で

2019

）。

　残
念
な
が
ら
、
持
続
不
可
能
性
は
観
光
と

い
う
商
品
の
本
質
に
よ
る
直
接
的
な
結
果
で

あ
る
。
観
光
地
の
観
光
資
源
（
観
光
名
所
、

公
共
空
間
、
イ
ン
フ
ラ
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
な

ど
）
の
多
く
は
、
そ
の
地
理
的
環
境
に
固
有

の
も
の
で
あ
り
再
生
産
が
不
可
能
な
た
め
、

極
め
て
希
少
な
公
共
財
と
し
て
の
性
質
を
持

つ
。
こ
れ
ら
の
資
源
の
最
適
な
配
分
を
市
場

原
理
の
み
に
委
ね
よ
う
と
す
る
と
、
決
し
て

最
適
な
配
分
に
は
つ
な
が
ら
ず
、
持
続
不
可

能
な
利
用
が
ほ
ぼ
不
可
避
と
な
る
。ま
さ
に
、

こ
の
「
極
め
て
希
少
で
あ
り
な
が
ら
コ
モ
ン

ズ
（
共
有
財
）
に
基
づ
い
て
い
る
」
と
い
う

特
性
の
組
み
合
わ
せ
は
、
観
光
地
が
ギ
ャ

レ
ッ
ト
・
ハ
ー
デ
ィ
ン
の
言
う
「
コ
モ
ン
ズ

の
悲
劇
」の
犠
牲
と
な
る
リ
ス
ク
を
高
め
る
。

ハ
ー
デ
ィ
ン
（
1
9
6
8
）
は
、『S

cience

』

誌
に
掲
載
さ
れ
た
先
駆
的
な
論
文
に
お
い

て
、
コ
モ
ン
ズ
の
利
用
が
限
界
効
用
経
済
に

お
い
て
ど
の
よ
う
に
作
用
す
る
か
を
述
べ
て

い
る
。
ハ
ー
デ
ィ
ン
は
、
利
用
規
則
の
な
い

公
有
地
で
家
畜
が
放
牧
さ
れ
て
い
る
状
況
を

想
像
し
て
ほ
し
い
と
問
い
か
け
る
。
自
身
の

富
を
増
や
そ
う
と
す
る
個
人
は
、
自
ら
の
群

れ
を
拡
大
し
よ
う
と
動
機
付
け
ら
れ
る
。
し

か
し
、
追
加
さ
れ
る
一
頭
一
頭
の
動
物
が
、

共
有
財
を
避
け
ら
れ
な
い
形
で
徐
々
に
、
し

か
し
大
き
く
劣
化
さ
せ
て
い
く
。〝
こ
こ
に

悲
劇
が
あ
る
。
人
は
、
有
限
な
世
界
に
お
い

て
、
際
限
な
く
家
畜
を
増
や
し
続
け
る
こ
と

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
に
閉
じ
込
め

ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
共
有
財
の
自
由
を

信
じ
る
社
会
の
中
で
、
各
人
が
自
ら
の
利
益

を
追
求
し
な
が
ら
進
む
先
に
あ
る
の
は
破
滅

で
あ
る
。
〞筆
者
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
は
ハ
ー
デ
ィ
ン
の
「
コ
モ
ン
ズ
の
悲
劇
」

の
多
く
の
現
象
の
う
ち
の
一
例
に
過
ぎ
な
い

と
考
え
る
。

　当
然
な
が
ら
、オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、

観
光
資
源
の
非
最
適
な
配
分
の
唯
一
の
形
態

で
は
な
い
。
観
光
の
活
用
不
足
、
す
な
わ
ち

ア
ン
ダ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
観
光
市
場
の
非

効
率
性
が
逆
方
向
に
進
む
形
態
で
あ
り
、
こ

れ
も
ま
た
社
会
的
・
経
済
的
に
望
ま
し
く
な

い
。
特
に
、
観
光
が
経
済
再
生
の
重
要
な
要

素
で
あ
る
地
域
や
、
他
の
開
発
の
選
択
肢
が

未
検
討
ま
た
は
実
施
困
難
な
地
域
に
お
い

て
、
そ
の
影
響
は
大
き
い
。
市
場
の
不
完
全

性
や
政
策
の
不
在
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ

る
観
光
資
源
の
誤
配
分
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
ア
ン
ダ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
形

で
顕
在
化
す
る
が
、
ラ
ワ
ー
ス
（
2
0
1
7
）

の
提
唱
す
る
持
続
可
能
な
ペ
ー
ス
で
の
経
済

発
展
に
関
す
る
革
新
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ

く
解
釈
も
可
能
で
あ
る
。
彼
女
は
、
世
界
経

済
の
状
態
を
ド
ー
ナ
ツ
に
例
え
て
概
念
化
し

て
い
る
。
彼
女
の
理
論
は
、
持
続
不
可
能
な

観
光
開
発
と
持
続
可
能
な
形
で
の
最
適
な
発

展
の
両
側
面
を
統
合
し
た
観
光
地
発
展
の
ビ

ジ
ョ
ン
へ
と
容
易
に
展
開
可
能
で
あ
る
。

ド
ー
ナ
ツ
型
の
観
光
地
は
、
世
界
経
済
と
同

様
に
、
外
的
境
界
と
内
的
境
界
と
い
う
二
つ

の
境
界
を
持
つ
。「
外
的
境
界
」
は
、
観
光

地
が
持
続
不
可
能
な
影
響
を
受
け
る
前
に
支

え
ら
れ
る
最
大
の
観
光
客
流
入
量
を
指
す
。

一
方
、「
内
的
境
界
」
は
そ
の
観
光
地
が
社

会
的
・
経
済
的
に
観
光
の
恩
恵
を
十
分
に
享

受
し
て
い
な
い
水
準
を
示
し
て
い
る
。
ラ

ワ
ー
ス
に
よ
れ
ば
、
持
続
可
能
性
と
は
、
内

的
境
界
を
確
実
に
超
え
な
が
ら
も
、
外
的
境

界
に
は
踏
み
込
ま
な
い
こ
と
を
指
す
。
従
っ

て
、
観
光
地
に
お
け
る
持
続
可
能
な
観
光
開

発
を
推
進
す
る
こ
と
は
、
ラ
ワ
ー
ス
の
言
葉

を
借
り
れ
ば
、「
人
々
の
基
本
的
な
ニ
ー
ズ

を
満
た
す
」
た
め
に
観
光
を
活
用
し
つ
つ
、

そ
の
影
響
を
「
地
球
の
限
界
を
超
え
な
い
」

範
囲
に
と
ど
め
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　生
態
学
的
境
界
の
越
境
は
、「
観
光
収
容

力
（
T
C
C
）」
と
し
て
知
ら
れ
る
概
念
と
類

似
点
を
持
つ
（
例
：C

o
sta &

 V
an
 d
er 

B
o
rg, 1

9
8
8

）。
観
光
収
容
力
（
T
C
C
）

の
超
過
は
、
観
光
地
の
持
続
可
能
性
と
相
容

れ
な
い
環
境
的
な
悪
影
響
の
発
生
を
伴
う
。

ゆ
え
に
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
（
観

光
）
ド
ー
ナ
ツ
の
外
的
境
界
を
超
え
な
い
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。
観
光
シ
ス

テ
ム
を
ド
ー
ナ
ツ
の
比
喩
で
表
現
す
る
こ
と

は
、
観
光
地
が
今
後
ま
す
ま
す
直
面
す
る
政

治
的
ジ
レ
ン
マ
、
す
な
わ
ち
「
ど
の
よ
う
に

し
て
観
光
地
を
損
な
う
こ
と
な
く
豊
か
さ
や

幸
福
を
生
み
出
せ
る
の
か
」
や
「
持
続
不
可

能
な
観
光
の
真
の
原
因
は
何
か
」
を
よ
り
深

く
理
解
す
る
の
に
役
立
つ
。
民
泊
や
B
&
B
、

格
安
航
空
会
社
、
強
欲
な
観
光
事
業
者
、「
十

分
な
知
識
を
持
た
な
い
」
観
光
客
、
無
力
な

地
方
政
治
家
を
一
括
し
て
批
判
す
る
よ
う
な

単
純
化
さ
れ
た
分
析
は
、
し
ば
し
ば
持
続
不

可
能
な
観
光
開
発
の
本
質
的
な
要
因
を
見
え

に
く
く
し
、
結
果
と
し
て
誤
っ
た
観
光
政
策

の
策
定
に
つ
な
が
る
。

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を

理
解
す
る
こ
と
は

持
続
不
可
能
な

観
光
開
発
を

理
解
す
る
一
助

　ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
世
界
的
に
象
徴
的
な
観

光
地
の
一
つ
で
あ
り
、
現
在
も
ユ
ネ
ス
コ
世

界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
街
の
写
真
は

ほ
ぼ
全
て
の
大
手
旅
行
会
社
の
宣
伝
資
料
で

継
続
的
に
内
在
す
る

観
光
の
持
続
不
可
能
性

　観
光
が
経
済
お
よ
び
社
会
活
動
と
し
て
急

速
に
変
貌
を
遂
げ
た
の
は
、
第
二
次
世
界
大

戦
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
多
く
の
場
所
で
、

特
に
工
業
国
で
は
平
均
国
民
所
得
や
有
給
休

暇
日
数
、
そ
し
て
自
家
用
車
の
所
有
率
な
ど

が
劇
的
に
増
加
し
、
観
光
は
一
部
の
富
裕
層

に
限
ら
れ
た
も
の
か
ら
、
大
衆
的
な
現
象
へ

と
変
化
し
た
。
こ
の
驚
く
べ
き
マ
ス
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
成
長
に
伴
い
、
そ
れ
に
対
応
し
た
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
出
現
し
、
成
功
モ
デ
ル
が

模
倣
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
規
模
の
経
済
の
追

求
と
、
ほ
ぼ
価
格
の
み
に
依
存
す
る
競
争
に

よ
り
構
築
さ
れ
た
。

　こ
の
モ
デ
ル
に
対
す
る
最
初
の
批
判
は
数

十
年
前
に
登
場
し
（
例
え
ばK

rippendorf, 

1986

を
参
照
）、
特
に
海
岸
地
域
や
山
岳
地

帯
と
い
っ
た
脆
弱
な
環
境
へ
の
観
光
に
よ
る

影
響
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
1
9
9
0

年
代
に
は
一
定
数
の
研
究
者
が
、
遺
産
都
市

を
含
む
他
の
観
光
地
も
マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
と

同
様
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
導
入
し
た
こ
と

で
、
過
剰
な
観
光
負
荷
に
よ
る
深
刻
な
影
響

を
受
け
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
今
日
、

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
、バ
ル
セ
ロ
ナ
、京
都
と
い
っ

た
成
功
し
た
観
光
地
は
、
過
剰
で
持
続
不
可

能
な
観
光
客
の
集
中
に
悩
ま
さ
れ
て
お
り
、

「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
い
う
流
行
語

で
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（U

N
W
T
O
, 

過
去
50
年
間
に
わ
た
っ
て
提
案
さ
れ
て
き
た

対
策
の
中
に
は
、
注
目
に
値
し
、
慎
重
に
検

討
す
べ
き
も
の
も
あ
る
。
観
光
地
が
成
功
に

よ
る
問
題
に
対
処
す
る
に
は
、
ま
ず
従
来
の

マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
型
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
か

ら
、「
環
境
負
荷（
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
）」と「
質
」

に
基
づ
く
モ
デ
ル
へ
と
移
行
す
る
必
要
が
あ

る
。
加
え
て
、
地
域
住
民
や
地
元
企
業
に
不

満
を
も
た
ら
す
観
光
開
発
政
策
は
速
や
か
に

見
直
し
、
地
域
社
会
を
基
盤
と
し
た
政
策
へ

と
移
行
す
る
必
要
が
あ
る
（V

an der B
org 

編, 2022

）。

（
大
森
り
ょ
う
子
訳
／
原
文
P
12
〜
P
9
） 写真：サン・マルコ広場（ヴェネツィア）

ル
ー
ヴ
ェ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
／

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
カ
・
フ
ォ
ス
カ
リ
大
学
教
授

ヤ
ン
・
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ボ
ル
グ

成功を乗り越えて～ヴェネツィアの教訓～1
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1

成
功
を
乗
り
越
え
て

〜
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の

　  

教
訓
〜

収
額
の
引
き
上
げ
が
行
わ
れ
る
が
、
逆
効
果

と
な
る
免
除
措
置
は
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
日

帰
り
客
に
対
し
、
彼
ら
が
生
み
出
す
社
会
的

コ
ス
ト
の
一
部
を
負
担
さ
せ
る
と
い
う
考
え

自
体
は
良
い
が
、
そ
の
実
施
は
2
0
2
5
年

も
失
敗
に
終
わ
る
だ
ろ
う
。

　ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
、
過
度
な
成
功
の
代
償

に
直
面
し
て
い
る
他
の
多
く
の
観
光
地
に

と
っ
て
、
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
一
例
と

な
る
可
能
性
が
あ
る
。ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
が
長

年
に
わ
た
り
集
中
的
に
研
究
さ
れ
て
き
た
結

果
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
要
因
に
関
す

る
理
解
が
大
き
く
進
展
し
て
い
る
。
ま
た
、

は
な
く
、
観
光
資
源
を
有
す
る
地
域
の
住
民

や
地
元
企
業
に
豊
か
さ
と
幸
福
を
も
た
ら
す

手
段
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。

　よ
り
戦
術
的
な
レ
ベ
ル
で
は
、ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
で
は
以
前
か
ら
い
く
つ
か
の
具
体
的

な
ア
イ
デ
ア
が
検
討
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら

を
新
た
な
戦
略
に
組
み
込
み
、
い
よ
い
よ
実

行
に
移
す
べ
き
段
階
に
あ
る
。

　
　
　ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
ラ
グ
ー
ン
（
潟
）

　
　
　の
中
の
島
で
あ
る
た
め
、
本
土
と
市

中
心
部
の
間
に
緩
衝
地
帯
（
バ
ッ
フ
ァ
ー

ゾ
ー
ン
）
を
設
け
、
歴
史
地
区
に
入
る
前
に

日
帰
り
客
の
流
れ
を
管
理
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。
訪
問
者
の
流
れ
を
専
用
の
ハ
ブ
や

タ
ー
ミ
ナ
ル
に
集
約
し
、
通
勤
者
の
交
通
と

分
離
す
る
こ
と
が
革
新
的
な
訪
問
者
管
理
政

策
の
基
盤
と
な
る
。
当
然
な
が
ら
、
タ
ー
ミ

ナ
ル
の
整
備
と
並
行
し
て
、
歴
史
地
区
へ
の

往
来
を
支
え
る
高
度
な
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
導

入
も
求
め
ら
れ
る
。

　
　
　第
二
に
、
予
約
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す

　
　
　る
こ
と
で
、
日
帰
り
客
を
含
む
全
て

の
訪
問
者
に
対
し
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
受
け

入
れ
可
能
人
数
の
制
約
や
、
そ
の
希
少
性
へ

の
理
解
を
促
す
こ
と
が
で
き
る
。そ
の
結
果
、

訪
問
者
は
計
画
的
に
旅
行
を
組
み
立
て
る
よ

う
に
な
り
、
突
発
的
な
訪
問
が
抑
制
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
る
。ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
で
は
、ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
へ
の
全
て
の
ア
ク
セ
ス
を
制
限
す

る
こ
と
や
、
訪
問
者
を
社
会
経
済
的
な
要
因

に
基
づ
い
て
差
別
す
る
こ
と
は
、
明
確
に
違

憲
と
な
る
。
予
約
を
義
務
化
す
る
必
要
は
な

い
が
、
予
約
な
し
で
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
訪
問

を
よ
り
困
難
か
つ
高
額
に
す
る
こ
と
で
、
訪

問
者
の
意
識
を
高
め
る
効
果
が
期
待
で
き

る
。
こ
の
予
約
シ
ス
テ
ム
の
ア
イ
デ
ア
は
、

2
0
0
2
年
か
ら
2
0
0
5
年
に
か
け
て
試

験
的
に
導
入
さ
れ
、一
定
の
成
功
を
収
め
た
。

　
　
　絶
対
に
避
け
る
べ
き
な
の
は
、
ヨ
ー

　
　
　ロ
ッ
パ
の
多
く
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
都
市
で
現
在
行
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
B
&
B
を
含
む
観
光
宿
泊
施
設
の
開
発

を
さ
ら
に
厳
し
く
制
限
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
施
策
は
す
で
に
1
9
8
0
年
代
か
ら

1
9
9
0
年
代
に
か
け
て
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で

試
行
さ
れ
た
が
、
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
抑
制
に
は
寄
与
せ
ず
、
む
し
ろ
日

帰
り
観
光
を
促
進
す
る
結
果
と
な
り
、
年
間

の
訪
問
者
数
に
は
一
切
影
響
を
及
ぼ
さ
な

か
っ
た
。

　
　
　最
新
の
I
C
T
技
術
は
、
市
内
中
心

　
　
　部
へ
の
訪
問
者
の
混
雑
し
た
流
れ
を

整
理
す
る
た
め
に
多
様
な
形
で
活
用
可
能
で

あ
る
。ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
全
域
に
設
置
さ
れ
た

監
視
カ
メ
ラ
に
加
え
、
携
帯
電
話
の
通
信
基

地
局
か
ら
収
集
さ
れ
る
デ
ー
タ
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
の
決
済
情
報
、
公
共
交
通
機
関
や

観
光
施
設
の
チ
ケ
ッ
ト
販
売
デ
ー
タ
な
ど
を

分
析
し
、
そ
れ
ら
を
統
合
す
る
管
理
シ
ス
テ

ム
を
構
築
で
き
る
。
こ
の
管
理
シ
ス
テ
ム
は
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
代
替
の
交
通
手
段
、
タ
ー

ミ
ナ
ル
お
よ
び
経
路
を
提
案
す
る
こ
と
で
、

混
雑
の
発
生
を
事
前
に
予
測
し
、
問
題
が
発

生
す
る
前
に
解
決
へ
と
導
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　第
五
に
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
市
は

　
　
　「Deto

u
rism

」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド

の
も
と
、
周
辺
部
の
観
光
地
を
含
む
代
替

ル
ー
ト
の
促
進
に
慎
重
な
が
ら
着
手
し
て
い

る
。
こ
の
施
策
は
、
歴
史
地
区
に
集
中
す
る

観
光
負
荷
の
分
散
を
促
進
す
る
可
能
性
が
あ

る
。
財
政
的
支
援
の
不
足
を
含
む
い
く
つ
か

の
重
要
な
制
約
が
存
在
す
る
も
の
の
、
そ
れ

で
も
こ
の
負
荷
が
も
た
ら
す
負
の
影
響
を
軽

減
す
る
一
助
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　最
後
に
、
財
政
政
策
の
仕
組
み
を
活

　
　
　用
す
る
こ
と
で
、
観
光
開
発
を
よ
り

持
続
可
能
な
も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
点

を
指
摘
し
た
い
。
2
0
0
1
年
に
観
光
バ
ス

向
け
の
交
通
規
制
区
域
（
Z
T
L
）
が
導
入

さ
れ
た
後
、
イ
タ
リ
ア
政
府
は
観
光
都
市
が

「
従
来
型
」
の
観
光
税
を
再
導
入
で
き
る
よ

う
に
し
た
。
こ
の
税
は
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に

宿
泊
す
る
訪
問
者
に
実
質
的
な
負
担
を
課
し

て
い
る
。Z
T
L
と
観
光
税
を
合
わ
せ
る
と
、

年
間
5
0
0
0
万
ユ
ー
ロ
以
上
の
収
益
を
生

み
出
し
て
い
る
。2
0
2
4
年
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
市
は
「
ア
ク
セ
ス
フ
ィ
ー
（
＝
入
島
料
）」

の
試
験
運
用
を
開
始
し
た
。
こ
の
制
度
は
、

日
帰
り
観
光
客
に
都
市
維
持
の
た
め
の
負
担

を
求
め
る
と
と
も
に
、
無
計
画
か
つ
短
時
間

の
訪
問
を
抑
制
す
る
目
的
で
設
計
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
観
点
か
ら
見
る
と
、
初
期
の
成
果

は
極
め
て
不
満
足
な
も
の
で
あ
る
。
実
際
、

広
報
お
よ
び
こ
の
負
担
金
の
徴
収
に
要
し
た

総
費
用
が
、
徴
収
さ
れ
た
総
額
を
上
回
っ
た

だ
け
で
な
く
、「
ア
ク
セ
ス
フ
ィ
ー
」
徴
収

が
適
用
さ
れ
た
混
雑
日
（
レ
ッ
ド
デ
ー
）
に

は
、
2
0
2
3
年
と
比
較
し
て
観
光
負
荷
が

む
し
ろ
若
干
増
加
す
る
と
い
う
結
果
が
示
さ

れ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
試
み
は
部
分

的
に
は
成
功
し
た
と
言
え
る
。と
い
う
の
も
、

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
最
大
の
目
的
は
達
成
さ
れ

た
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
こ
の〝
駆
け
引
き
〞

と
、
ド
ー
ハ
に
お
け
る
日
本
代
表
団
の
決
定

的
な
支
援
に
よ
り
、ユ
ネ
ス
コ
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
を
「
危
機
遺
産
リ
ス
ト
」
に
記
載
す
る
決
定

を
、
少
な
く
と
も
1
年
間
（
次
回
の
市
長
選

挙
ま
で
）
延
期
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
こ

の
制
度
は
2
0
2
5
年
に
若
干
の
変
更
を
加

え
た
形
で
再
導
入
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

よ
り
多
く
の
「
レ
ッ
ド
デ
ー
」
の
設
定
と
徴

見
る
こ
と
が
で
き
る
（V

an
 d
er B

o
rg, 

1
9
9
4

）。
加
え
て
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
数
多

く
の
映
画
の
舞
台
と
な
り
、
あ
ら
ゆ
る
イ
ベ

ン
ト
や
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
発
信
拠

点
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
て
い
る
。ま
た
、

そ
の
代
表
的
な
建
築
物
の
い
く
つ
か
は
、
世

界
各
地
の
カ
ジ
ノ
や
展
示
会
場
、
テ
ー
マ

パ
ー
ク
の
演
出
の
一
環
と
し
て
実
物
大
で
再

現
さ
れ
て
い
る
。ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
独
自
性
、

圧
倒
的
な
ブ
ラ
ン
ド
力
、
そ
し
て
継
続
的
な

メ
デ
ィ
ア
露
出
が
、
こ
の
街
を
比
類
な
き
成

功
を
収
め
る
観
光
地
へ
と
押
し
上
げ
た
。

　驚
く
こ
と
で
も
な
い
が
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

に
は
年
間
3
0
0
0
万
人
が
訪
れ
る
。
2
0

2
3
年
に
は
、
こ
れ
ら
の
訪
問
者
の
う
ち
、

約
4
5
0
万
人
が
公
式
な
宿
泊
施
設
に
滞
在

し
、
平
均
し
て
2
泊
強
を
過
ご
し
た
。
そ
の

結
果
、
延
べ
宿
泊
数
は
約
1
0
0
0
万
泊
に

達
し
た
。
公
式
デ
ー
タ
は
ま
だ
発
表
さ
れ
て

い
な
い
が
、
2
0
2
4
年
は
2
0
1
9
年
の

過
去
最
高
記
録
を
上
回
る
可
能
性
が
高
い
。

　観
光
が
地
域
社
会
に
与
え
る
影
響
の
第
一

指
標
と
し
て
、
歴
史
地
区
の
住
民
一
人
当
た

り
の
延
べ
宿
泊
数
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
指

標
は
観
光
地
に
お
け
る
観
光
負
荷
を
測
定
す

る
た
め
の
強
度
指
標
で
、
観
光
都
市
の
各
地

と
比
較
さ
れ
つ
つ
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

ホ
ー
ズ
（
2
0
1
5
）
に
よ
る
と
、
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最
も
観
光
客
の

多
い
都
市
の
一
つ
で
、
住
民
一
人
当
た
り
の

宿
泊
数
が
13
・
0
泊
、
リ
ス
ボ
ン
が
12
・
6

泊
で
こ
れ
に
続
き
、
プ
ラ
ハ
（
10
・
3
泊
）、

チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
（
9
・
7
泊
）、
ス
ト
ッ
ク

ホ
ル
ム
（
7
・
5
泊
）、
ア
テ
ネ
（
6
・
4
泊
）

と
続
い
て
い
る
。ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
歴
史
地
区

に
お
け
る
同
指
標
は
、
2
0
2
3
年
時
点
で

住
民
一
人
当
た
り
1
7
3
・
2
泊
に
達
し
て

お
り
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
が
他
の
観
光
都
市
に

と
っ
て
決
し
て
手
本
と
す
べ
き
で
は
な
い
例

で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。

　次
に
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
観
光
収
容
力

（
T
C
C
）
の
線
形
計
画
法
モ
デ
ル
の
最
新

バ
ー
ジ
ョ
ン
（C

osta &
 V
an
 d
er B

org, 

1988 

お
よ
び B

ertocchi et al., 2020

）

に
よ
る
解
析
で
は
、
年
間
訪
問
者
数
が
こ
の

指
標
を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
る
こ
と
が
明
確

に
示
さ
れ
た
。
2
0
1
8
年
に
お
い
て
、ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
の
観
光
収
容
力（
T
C
C
）は

1
9
8
8
年
の
1
1
0
0
万
人
か
ら

1
7
0
0
万
人
へ
と
増
加
し
、
滞
在
客
と
日

帰
り
客
が
ほ
ぼ
均
等
に
分
布
し
て
い
た
。
こ

の
算
出
で
は
、
地
域
の
公
共
交
通
機
関
へ
の

投
資
、
廃
棄
物
管
理
シ
ス
テ
ム
の
改
善
、
そ

し
て
特
に
B
&
B
を
含
む
宿
泊
施
設
の

ベ
ッ
ド
数
の
増
加
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
。

1
7
0
0
万
人
と
い
う
観
光
収
容
力

（
T
C
C
）
に
対
し
、
実
際
に
は
年
間
3
0

0
0
万
人
も
の
人
々
が
こ
の
イ
タ
リ
ア
の
芸

術
都
市
を
訪
れ
て
お
り
、
T
C
C
の
ほ
ぼ
2

倍
に
達
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
訪
問
者
の
構

成
も
理
想
と
は
か
け
離
れ
て
お
り
（
実
際
に

は
滞
在
客
20
％
、
日
帰
り
客
80
％
）、
最
適

と
さ
れ
る
50
％
ず
つ
の
割
合
と
は
大
き
な
乖

離
が
見
ら
れ
る
。

　ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
お
け
る
観
光
の
供
給
と

需
要
の
量
的
お
よ
び
質
的
な
不
均
衡
、
そ
し

て
受
け
入
れ
側
が
感
じ
る
過
度
な
負
担
（
先

述
の
宿
泊
数
と
住
民
数
の
比
率
に
示
さ
れ
る
）

と
い
う
観
光
客
の
流
入
に
よ
っ
て
生
じ
る
コ

ス
ト
が
、
そ
の
恩
恵
を
大
き
く
上
回
る
要
因

と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
恩
恵
の
大
部
分
は

観
光
産
業
に
集
中
し
て
い
る
。
言
い
換
え
れ

ば
、
そ
の
負
担
が
か
か
る
人
々
の
多
く
は
、

観
光
に
よ
る
恩
恵
を
全
く
受
け
て
い
な
い
か
、

ご
く
間
接
的
に
し
か
享
受
し
て
い
な
い
。

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
観
光
に

お
け
る
新
旧
の
視
点
：

分
析
に
基
づ
く
具
体
的
な

観
光
戦
略
と
政
策
の
提
言

　ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
よ
う
に
観
光
が
主
要
産

業
と
な
っ
て
い
る
場
所
で
は
、
観
光
は
経
済

的
お
よ
び
社
会
的
発
展
の
た
め
の
戦
略
的
な

都
市
開
発
計
画
に
お
い
て
不
可
欠
な
要
素
と

位
置
付
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、

戦
略
の
具
体
的
な
形
を
示
す
前
に
、
観
光
は

孤
立
し
た
存
在
で
は
な
い
こ
と
を
認
識
す
る

必
要
が
あ
る
。
観
光
が
多
様
な
生
活
の
側
面

と
相
互
に
作
用
す
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
で

あ
り
、
そ
の
た
め
観
光
戦
略
も
全
体
の
戦
略

に
強
く
統
合
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ラ

グ
ー
ン
（
潟
）
都
市
に
対
す
る
信
頼
性
の
あ

る
、
統
合
的
か
つ
共
有
さ
れ
た
ビ
ジ
ョ
ン
の

構
築
は
、
あ
ら
ゆ
る
観
光
政
策
の
前
提
条
件

で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

に
は
、
観
光
政
策
の
基
盤
と
な
る
ビ
シ
ョ
ン

が
完
全
に
欠
如
し
て
い
る
。

　ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
健
全
か
つ
革
新
的
な
観

光
開
発
戦
略
に
は
、
二
つ
の
基
盤
と
な
る
出

発
点
が
あ
る
。
ま
ず
第
一
に
、
新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
を
基
盤
と
し
、
時
代
に
そ
ぐ
わ

な
い
マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

に
取
っ
て
代
わ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め

に
は
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
訪
れ
る
観
光
客
の

「
全
体
的
な
環
境
負
荷
」
に
着
目
し
、
観
光

の
質
を
重
視
す
る
必
要
が
あ
る
。
可
能
で
あ

れ
ば
、
観
光
が
生
み
出
す
付
加
価
値
を
最
大

化
し
、
単
に
収
益
や
雇
用
を
生
み
出
す
だ
け

で
な
く
、
社
会
や
環
境
へ
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

影
響
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
第
二
に
、
観

光
開
発
は
そ
れ
自
体
を
目
的
と
す
る
も
の
で

2019

）。

　残
念
な
が
ら
、
持
続
不
可
能
性
は
観
光
と

い
う
商
品
の
本
質
に
よ
る
直
接
的
な
結
果
で

あ
る
。
観
光
地
の
観
光
資
源
（
観
光
名
所
、

公
共
空
間
、
イ
ン
フ
ラ
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
な

ど
）
の
多
く
は
、
そ
の
地
理
的
環
境
に
固
有

の
も
の
で
あ
り
再
生
産
が
不
可
能
な
た
め
、

極
め
て
希
少
な
公
共
財
と
し
て
の
性
質
を
持

つ
。
こ
れ
ら
の
資
源
の
最
適
な
配
分
を
市
場

原
理
の
み
に
委
ね
よ
う
と
す
る
と
、
決
し
て

最
適
な
配
分
に
は
つ
な
が
ら
ず
、
持
続
不
可

能
な
利
用
が
ほ
ぼ
不
可
避
と
な
る
。ま
さ
に
、

こ
の
「
極
め
て
希
少
で
あ
り
な
が
ら
コ
モ
ン

ズ
（
共
有
財
）
に
基
づ
い
て
い
る
」
と
い
う

特
性
の
組
み
合
わ
せ
は
、
観
光
地
が
ギ
ャ

レ
ッ
ト
・
ハ
ー
デ
ィ
ン
の
言
う
「
コ
モ
ン
ズ

の
悲
劇
」の
犠
牲
と
な
る
リ
ス
ク
を
高
め
る
。

ハ
ー
デ
ィ
ン
（
1
9
6
8
）
は
、『S

cience

』

誌
に
掲
載
さ
れ
た
先
駆
的
な
論
文
に
お
い

て
、
コ
モ
ン
ズ
の
利
用
が
限
界
効
用
経
済
に

お
い
て
ど
の
よ
う
に
作
用
す
る
か
を
述
べ
て

い
る
。
ハ
ー
デ
ィ
ン
は
、
利
用
規
則
の
な
い

公
有
地
で
家
畜
が
放
牧
さ
れ
て
い
る
状
況
を

想
像
し
て
ほ
し
い
と
問
い
か
け
る
。
自
身
の

富
を
増
や
そ
う
と
す
る
個
人
は
、
自
ら
の
群

れ
を
拡
大
し
よ
う
と
動
機
付
け
ら
れ
る
。
し

か
し
、
追
加
さ
れ
る
一
頭
一
頭
の
動
物
が
、

共
有
財
を
避
け
ら
れ
な
い
形
で
徐
々
に
、
し

か
し
大
き
く
劣
化
さ
せ
て
い
く
。〝
こ
こ
に

悲
劇
が
あ
る
。
人
は
、
有
限
な
世
界
に
お
い

て
、
際
限
な
く
家
畜
を
増
や
し
続
け
る
こ
と

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
に
閉
じ
込
め

ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
共
有
財
の
自
由
を

信
じ
る
社
会
の
中
で
、
各
人
が
自
ら
の
利
益

を
追
求
し
な
が
ら
進
む
先
に
あ
る
の
は
破
滅

で
あ
る
。
〞筆
者
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
は
ハ
ー
デ
ィ
ン
の
「
コ
モ
ン
ズ
の
悲
劇
」

の
多
く
の
現
象
の
う
ち
の
一
例
に
過
ぎ
な
い

と
考
え
る
。

　当
然
な
が
ら
、オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、

観
光
資
源
の
非
最
適
な
配
分
の
唯
一
の
形
態

で
は
な
い
。
観
光
の
活
用
不
足
、
す
な
わ
ち

ア
ン
ダ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
観
光
市
場
の
非

効
率
性
が
逆
方
向
に
進
む
形
態
で
あ
り
、
こ

れ
も
ま
た
社
会
的
・
経
済
的
に
望
ま
し
く
な

い
。
特
に
、
観
光
が
経
済
再
生
の
重
要
な
要

素
で
あ
る
地
域
や
、
他
の
開
発
の
選
択
肢
が

未
検
討
ま
た
は
実
施
困
難
な
地
域
に
お
い

て
、
そ
の
影
響
は
大
き
い
。
市
場
の
不
完
全

性
や
政
策
の
不
在
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ

る
観
光
資
源
の
誤
配
分
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
ア
ン
ダ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
形

で
顕
在
化
す
る
が
、
ラ
ワ
ー
ス
（
2
0
1
7
）

の
提
唱
す
る
持
続
可
能
な
ペ
ー
ス
で
の
経
済

発
展
に
関
す
る
革
新
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ

く
解
釈
も
可
能
で
あ
る
。
彼
女
は
、
世
界
経

済
の
状
態
を
ド
ー
ナ
ツ
に
例
え
て
概
念
化
し

て
い
る
。
彼
女
の
理
論
は
、
持
続
不
可
能
な

観
光
開
発
と
持
続
可
能
な
形
で
の
最
適
な
発

展
の
両
側
面
を
統
合
し
た
観
光
地
発
展
の
ビ

ジ
ョ
ン
へ
と
容
易
に
展
開
可
能
で
あ
る
。

ド
ー
ナ
ツ
型
の
観
光
地
は
、
世
界
経
済
と
同

様
に
、
外
的
境
界
と
内
的
境
界
と
い
う
二
つ

の
境
界
を
持
つ
。「
外
的
境
界
」
は
、
観
光

地
が
持
続
不
可
能
な
影
響
を
受
け
る
前
に
支

え
ら
れ
る
最
大
の
観
光
客
流
入
量
を
指
す
。

一
方
、「
内
的
境
界
」
は
そ
の
観
光
地
が
社

会
的
・
経
済
的
に
観
光
の
恩
恵
を
十
分
に
享

受
し
て
い
な
い
水
準
を
示
し
て
い
る
。
ラ

ワ
ー
ス
に
よ
れ
ば
、
持
続
可
能
性
と
は
、
内

的
境
界
を
確
実
に
超
え
な
が
ら
も
、
外
的
境

界
に
は
踏
み
込
ま
な
い
こ
と
を
指
す
。
従
っ

て
、
観
光
地
に
お
け
る
持
続
可
能
な
観
光
開

発
を
推
進
す
る
こ
と
は
、
ラ
ワ
ー
ス
の
言
葉

を
借
り
れ
ば
、「
人
々
の
基
本
的
な
ニ
ー
ズ

を
満
た
す
」
た
め
に
観
光
を
活
用
し
つ
つ
、

そ
の
影
響
を
「
地
球
の
限
界
を
超
え
な
い
」

範
囲
に
と
ど
め
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　生
態
学
的
境
界
の
越
境
は
、「
観
光
収
容

力
（
T
C
C
）」
と
し
て
知
ら
れ
る
概
念
と
類

似
点
を
持
つ
（
例
：C

o
sta &

 V
an
 d
er 

B
o
rg, 1

9
8
8

）。
観
光
収
容
力
（
T
C
C
）

の
超
過
は
、
観
光
地
の
持
続
可
能
性
と
相
容

れ
な
い
環
境
的
な
悪
影
響
の
発
生
を
伴
う
。

ゆ
え
に
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
（
観

光
）
ド
ー
ナ
ツ
の
外
的
境
界
を
超
え
な
い
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。
観
光
シ
ス

テ
ム
を
ド
ー
ナ
ツ
の
比
喩
で
表
現
す
る
こ
と

は
、
観
光
地
が
今
後
ま
す
ま
す
直
面
す
る
政

治
的
ジ
レ
ン
マ
、
す
な
わ
ち
「
ど
の
よ
う
に

し
て
観
光
地
を
損
な
う
こ
と
な
く
豊
か
さ
や

幸
福
を
生
み
出
せ
る
の
か
」
や
「
持
続
不
可

能
な
観
光
の
真
の
原
因
は
何
か
」
を
よ
り
深

く
理
解
す
る
の
に
役
立
つ
。
民
泊
や
B
&
B
、

格
安
航
空
会
社
、
強
欲
な
観
光
事
業
者
、「
十

分
な
知
識
を
持
た
な
い
」
観
光
客
、
無
力
な

地
方
政
治
家
を
一
括
し
て
批
判
す
る
よ
う
な

単
純
化
さ
れ
た
分
析
は
、
し
ば
し
ば
持
続
不

可
能
な
観
光
開
発
の
本
質
的
な
要
因
を
見
え

に
く
く
し
、
結
果
と
し
て
誤
っ
た
観
光
政
策

の
策
定
に
つ
な
が
る
。

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を

理
解
す
る
こ
と
は

持
続
不
可
能
な

観
光
開
発
を

理
解
す
る
一
助

　ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
世
界
的
に
象
徴
的
な
観

光
地
の
一
つ
で
あ
り
、
現
在
も
ユ
ネ
ス
コ
世

界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
街
の
写
真
は

ほ
ぼ
全
て
の
大
手
旅
行
会
社
の
宣
伝
資
料
で

継
続
的
に
内
在
す
る

観
光
の
持
続
不
可
能
性

　観
光
が
経
済
お
よ
び
社
会
活
動
と
し
て
急

速
に
変
貌
を
遂
げ
た
の
は
、
第
二
次
世
界
大

戦
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
多
く
の
場
所
で
、

特
に
工
業
国
で
は
平
均
国
民
所
得
や
有
給
休

暇
日
数
、
そ
し
て
自
家
用
車
の
所
有
率
な
ど

が
劇
的
に
増
加
し
、
観
光
は
一
部
の
富
裕
層

に
限
ら
れ
た
も
の
か
ら
、
大
衆
的
な
現
象
へ

と
変
化
し
た
。
こ
の
驚
く
べ
き
マ
ス
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
成
長
に
伴
い
、
そ
れ
に
対
応
し
た
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
出
現
し
、
成
功
モ
デ
ル
が

模
倣
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
規
模
の
経
済
の
追

求
と
、
ほ
ぼ
価
格
の
み
に
依
存
す
る
競
争
に

よ
り
構
築
さ
れ
た
。

　こ
の
モ
デ
ル
に
対
す
る
最
初
の
批
判
は
数

十
年
前
に
登
場
し
（
例
え
ばK

rippendorf, 

1986

を
参
照
）、
特
に
海
岸
地
域
や
山
岳
地

帯
と
い
っ
た
脆
弱
な
環
境
へ
の
観
光
に
よ
る

影
響
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
1
9
9
0

年
代
に
は
一
定
数
の
研
究
者
が
、
遺
産
都
市

を
含
む
他
の
観
光
地
も
マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
と

同
様
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
導
入
し
た
こ
と

で
、
過
剰
な
観
光
負
荷
に
よ
る
深
刻
な
影
響

を
受
け
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
今
日
、

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
、バ
ル
セ
ロ
ナ
、京
都
と
い
っ

た
成
功
し
た
観
光
地
は
、
過
剰
で
持
続
不
可

能
な
観
光
客
の
集
中
に
悩
ま
さ
れ
て
お
り
、

「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
い
う
流
行
語

で
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（U

N
W
T
O
, 

過
去
50
年
間
に
わ
た
っ
て
提
案
さ
れ
て
き
た

対
策
の
中
に
は
、
注
目
に
値
し
、
慎
重
に
検

討
す
べ
き
も
の
も
あ
る
。
観
光
地
が
成
功
に

よ
る
問
題
に
対
処
す
る
に
は
、
ま
ず
従
来
の

マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
型
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
か

ら
、「
環
境
負
荷（
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
）」と「
質
」

に
基
づ
く
モ
デ
ル
へ
と
移
行
す
る
必
要
が
あ

る
。
加
え
て
、
地
域
住
民
や
地
元
企
業
に
不

満
を
も
た
ら
す
観
光
開
発
政
策
は
速
や
か
に

見
直
し
、
地
域
社
会
を
基
盤
と
し
た
政
策
へ

と
移
行
す
る
必
要
が
あ
る
（V

an der B
org 

編, 2022

）。

（
大
森
り
ょ
う
子
訳
／
原
文
P
12
〜
P
9
） 写真：サン・マルコ広場（ヴェネツィア）
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収
額
の
引
き
上
げ
が
行
わ
れ
る
が
、
逆
効
果

と
な
る
免
除
措
置
は
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
日

帰
り
客
に
対
し
、
彼
ら
が
生
み
出
す
社
会
的

コ
ス
ト
の
一
部
を
負
担
さ
せ
る
と
い
う
考
え

自
体
は
良
い
が
、
そ
の
実
施
は
2
0
2
5
年

も
失
敗
に
終
わ
る
だ
ろ
う
。

　ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
、
過
度
な
成
功
の
代
償

に
直
面
し
て
い
る
他
の
多
く
の
観
光
地
に

と
っ
て
、
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
一
例
と

な
る
可
能
性
が
あ
る
。ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
が
長

年
に
わ
た
り
集
中
的
に
研
究
さ
れ
て
き
た
結

果
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
要
因
に
関
す

る
理
解
が
大
き
く
進
展
し
て
い
る
。
ま
た
、

は
な
く
、
観
光
資
源
を
有
す
る
地
域
の
住
民

や
地
元
企
業
に
豊
か
さ
と
幸
福
を
も
た
ら
す

手
段
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。

　よ
り
戦
術
的
な
レ
ベ
ル
で
は
、ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
で
は
以
前
か
ら
い
く
つ
か
の
具
体
的

な
ア
イ
デ
ア
が
検
討
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら

を
新
た
な
戦
略
に
組
み
込
み
、
い
よ
い
よ
実

行
に
移
す
べ
き
段
階
に
あ
る
。

　
　
　ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
ラ
グ
ー
ン
（
潟
）

　
　
　の
中
の
島
で
あ
る
た
め
、
本
土
と
市

中
心
部
の
間
に
緩
衝
地
帯
（
バ
ッ
フ
ァ
ー

ゾ
ー
ン
）
を
設
け
、
歴
史
地
区
に
入
る
前
に

日
帰
り
客
の
流
れ
を
管
理
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。
訪
問
者
の
流
れ
を
専
用
の
ハ
ブ
や

タ
ー
ミ
ナ
ル
に
集
約
し
、
通
勤
者
の
交
通
と

分
離
す
る
こ
と
が
革
新
的
な
訪
問
者
管
理
政

策
の
基
盤
と
な
る
。
当
然
な
が
ら
、
タ
ー
ミ

ナ
ル
の
整
備
と
並
行
し
て
、
歴
史
地
区
へ
の

往
来
を
支
え
る
高
度
な
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
導

入
も
求
め
ら
れ
る
。

　
　
　第
二
に
、
予
約
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す

　
　
　る
こ
と
で
、
日
帰
り
客
を
含
む
全
て

の
訪
問
者
に
対
し
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
受
け

入
れ
可
能
人
数
の
制
約
や
、
そ
の
希
少
性
へ

の
理
解
を
促
す
こ
と
が
で
き
る
。そ
の
結
果
、

訪
問
者
は
計
画
的
に
旅
行
を
組
み
立
て
る
よ

う
に
な
り
、
突
発
的
な
訪
問
が
抑
制
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
る
。ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
で
は
、ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
へ
の
全
て
の
ア
ク
セ
ス
を
制
限
す

る
こ
と
や
、
訪
問
者
を
社
会
経
済
的
な
要
因

に
基
づ
い
て
差
別
す
る
こ
と
は
、
明
確
に
違

憲
と
な
る
。
予
約
を
義
務
化
す
る
必
要
は
な

い
が
、
予
約
な
し
で
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
訪
問

を
よ
り
困
難
か
つ
高
額
に
す
る
こ
と
で
、
訪

問
者
の
意
識
を
高
め
る
効
果
が
期
待
で
き

る
。
こ
の
予
約
シ
ス
テ
ム
の
ア
イ
デ
ア
は
、

2
0
0
2
年
か
ら
2
0
0
5
年
に
か
け
て
試

験
的
に
導
入
さ
れ
、一
定
の
成
功
を
収
め
た
。

　
　
　絶
対
に
避
け
る
べ
き
な
の
は
、
ヨ
ー

　
　
　ロ
ッ
パ
の
多
く
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
都
市
で
現
在
行
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
B
&
B
を
含
む
観
光
宿
泊
施
設
の
開
発

を
さ
ら
に
厳
し
く
制
限
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
施
策
は
す
で
に
1
9
8
0
年
代
か
ら

1
9
9
0
年
代
に
か
け
て
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で

試
行
さ
れ
た
が
、
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
抑
制
に
は
寄
与
せ
ず
、
む
し
ろ
日

帰
り
観
光
を
促
進
す
る
結
果
と
な
り
、
年
間

の
訪
問
者
数
に
は
一
切
影
響
を
及
ぼ
さ
な

か
っ
た
。

　
　
　最
新
の
I
C
T
技
術
は
、
市
内
中
心

　
　
　部
へ
の
訪
問
者
の
混
雑
し
た
流
れ
を

整
理
す
る
た
め
に
多
様
な
形
で
活
用
可
能
で

あ
る
。ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
全
域
に
設
置
さ
れ
た

監
視
カ
メ
ラ
に
加
え
、
携
帯
電
話
の
通
信
基

地
局
か
ら
収
集
さ
れ
る
デ
ー
タ
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
の
決
済
情
報
、
公
共
交
通
機
関
や

観
光
施
設
の
チ
ケ
ッ
ト
販
売
デ
ー
タ
な
ど
を

分
析
し
、
そ
れ
ら
を
統
合
す
る
管
理
シ
ス
テ

ム
を
構
築
で
き
る
。
こ
の
管
理
シ
ス
テ
ム
は
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
代
替
の
交
通
手
段
、
タ
ー

ミ
ナ
ル
お
よ
び
経
路
を
提
案
す
る
こ
と
で
、

混
雑
の
発
生
を
事
前
に
予
測
し
、
問
題
が
発

生
す
る
前
に
解
決
へ
と
導
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　第
五
に
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
市
は

　
　
　「Deto

u
rism

」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド

の
も
と
、
周
辺
部
の
観
光
地
を
含
む
代
替

ル
ー
ト
の
促
進
に
慎
重
な
が
ら
着
手
し
て
い

る
。
こ
の
施
策
は
、
歴
史
地
区
に
集
中
す
る

観
光
負
荷
の
分
散
を
促
進
す
る
可
能
性
が
あ

る
。
財
政
的
支
援
の
不
足
を
含
む
い
く
つ
か

の
重
要
な
制
約
が
存
在
す
る
も
の
の
、
そ
れ

で
も
こ
の
負
荷
が
も
た
ら
す
負
の
影
響
を
軽

減
す
る
一
助
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　最
後
に
、
財
政
政
策
の
仕
組
み
を
活

　
　
　用
す
る
こ
と
で
、
観
光
開
発
を
よ
り

持
続
可
能
な
も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
点

を
指
摘
し
た
い
。
2
0
0
1
年
に
観
光
バ
ス

向
け
の
交
通
規
制
区
域
（
Z
T
L
）
が
導
入

さ
れ
た
後
、
イ
タ
リ
ア
政
府
は
観
光
都
市
が

「
従
来
型
」
の
観
光
税
を
再
導
入
で
き
る
よ

う
に
し
た
。
こ
の
税
は
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に

宿
泊
す
る
訪
問
者
に
実
質
的
な
負
担
を
課
し

て
い
る
。Z
T
L
と
観
光
税
を
合
わ
せ
る
と
、

年
間
5
0
0
0
万
ユ
ー
ロ
以
上
の
収
益
を
生

み
出
し
て
い
る
。2
0
2
4
年
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
市
は
「
ア
ク
セ
ス
フ
ィ
ー
（
＝
入
島
料
）」

の
試
験
運
用
を
開
始
し
た
。
こ
の
制
度
は
、

日
帰
り
観
光
客
に
都
市
維
持
の
た
め
の
負
担

を
求
め
る
と
と
も
に
、
無
計
画
か
つ
短
時
間

の
訪
問
を
抑
制
す
る
目
的
で
設
計
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
観
点
か
ら
見
る
と
、
初
期
の
成
果

は
極
め
て
不
満
足
な
も
の
で
あ
る
。
実
際
、

広
報
お
よ
び
こ
の
負
担
金
の
徴
収
に
要
し
た

総
費
用
が
、
徴
収
さ
れ
た
総
額
を
上
回
っ
た

だ
け
で
な
く
、「
ア
ク
セ
ス
フ
ィ
ー
」
徴
収

が
適
用
さ
れ
た
混
雑
日
（
レ
ッ
ド
デ
ー
）
に

は
、
2
0
2
3
年
と
比
較
し
て
観
光
負
荷
が

む
し
ろ
若
干
増
加
す
る
と
い
う
結
果
が
示
さ

れ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
試
み
は
部
分

的
に
は
成
功
し
た
と
言
え
る
。と
い
う
の
も
、

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
最
大
の
目
的
は
達
成
さ
れ

た
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
こ
の〝
駆
け
引
き
〞

と
、
ド
ー
ハ
に
お
け
る
日
本
代
表
団
の
決
定

的
な
支
援
に
よ
り
、ユ
ネ
ス
コ
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
を
「
危
機
遺
産
リ
ス
ト
」
に
記
載
す
る
決
定

を
、
少
な
く
と
も
1
年
間
（
次
回
の
市
長
選

挙
ま
で
）
延
期
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
こ

の
制
度
は
2
0
2
5
年
に
若
干
の
変
更
を
加

え
た
形
で
再
導
入
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

よ
り
多
く
の
「
レ
ッ
ド
デ
ー
」
の
設
定
と
徴

見
る
こ
と
が
で
き
る
（V

an
 d
er B

o
rg, 

1
9
9
4

）。
加
え
て
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
数
多

く
の
映
画
の
舞
台
と
な
り
、
あ
ら
ゆ
る
イ
ベ

ン
ト
や
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
発
信
拠

点
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
て
い
る
。ま
た
、

そ
の
代
表
的
な
建
築
物
の
い
く
つ
か
は
、
世

界
各
地
の
カ
ジ
ノ
や
展
示
会
場
、
テ
ー
マ

パ
ー
ク
の
演
出
の
一
環
と
し
て
実
物
大
で
再

現
さ
れ
て
い
る
。ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
独
自
性
、

圧
倒
的
な
ブ
ラ
ン
ド
力
、
そ
し
て
継
続
的
な

メ
デ
ィ
ア
露
出
が
、
こ
の
街
を
比
類
な
き
成

功
を
収
め
る
観
光
地
へ
と
押
し
上
げ
た
。

　驚
く
こ
と
で
も
な
い
が
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

に
は
年
間
3
0
0
0
万
人
が
訪
れ
る
。
2
0

2
3
年
に
は
、
こ
れ
ら
の
訪
問
者
の
う
ち
、

約
4
5
0
万
人
が
公
式
な
宿
泊
施
設
に
滞
在

し
、
平
均
し
て
2
泊
強
を
過
ご
し
た
。
そ
の

結
果
、
延
べ
宿
泊
数
は
約
1
0
0
0
万
泊
に

達
し
た
。
公
式
デ
ー
タ
は
ま
だ
発
表
さ
れ
て

い
な
い
が
、
2
0
2
4
年
は
2
0
1
9
年
の

過
去
最
高
記
録
を
上
回
る
可
能
性
が
高
い
。

　観
光
が
地
域
社
会
に
与
え
る
影
響
の
第
一

指
標
と
し
て
、
歴
史
地
区
の
住
民
一
人
当
た

り
の
延
べ
宿
泊
数
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
指

標
は
観
光
地
に
お
け
る
観
光
負
荷
を
測
定
す

る
た
め
の
強
度
指
標
で
、
観
光
都
市
の
各
地

と
比
較
さ
れ
つ
つ
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

ホ
ー
ズ
（
2
0
1
5
）
に
よ
る
と
、
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最
も
観
光
客
の

多
い
都
市
の
一
つ
で
、
住
民
一
人
当
た
り
の

宿
泊
数
が
13
・
0
泊
、
リ
ス
ボ
ン
が
12
・
6

泊
で
こ
れ
に
続
き
、
プ
ラ
ハ
（
10
・
3
泊
）、

チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
（
9
・
7
泊
）、
ス
ト
ッ
ク

ホ
ル
ム
（
7
・
5
泊
）、
ア
テ
ネ
（
6
・
4
泊
）

と
続
い
て
い
る
。ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
歴
史
地
区

に
お
け
る
同
指
標
は
、
2
0
2
3
年
時
点
で

住
民
一
人
当
た
り
1
7
3
・
2
泊
に
達
し
て

お
り
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
が
他
の
観
光
都
市
に

と
っ
て
決
し
て
手
本
と
す
べ
き
で
は
な
い
例

で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。

　次
に
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
観
光
収
容
力

（
T
C
C
）
の
線
形
計
画
法
モ
デ
ル
の
最
新

バ
ー
ジ
ョ
ン
（C

osta &
 V
an
 d
er B

org, 

1988 

お
よ
び B

ertocchi et al., 2020

）

に
よ
る
解
析
で
は
、
年
間
訪
問
者
数
が
こ
の

指
標
を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
る
こ
と
が
明
確

に
示
さ
れ
た
。
2
0
1
8
年
に
お
い
て
、ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
の
観
光
収
容
力（
T
C
C
）は

1
9
8
8
年
の
1
1
0
0
万
人
か
ら

1
7
0
0
万
人
へ
と
増
加
し
、
滞
在
客
と
日

帰
り
客
が
ほ
ぼ
均
等
に
分
布
し
て
い
た
。
こ

の
算
出
で
は
、
地
域
の
公
共
交
通
機
関
へ
の

投
資
、
廃
棄
物
管
理
シ
ス
テ
ム
の
改
善
、
そ

し
て
特
に
B
&
B
を
含
む
宿
泊
施
設
の

ベ
ッ
ド
数
の
増
加
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
。

1
7
0
0
万
人
と
い
う
観
光
収
容
力

（
T
C
C
）
に
対
し
、
実
際
に
は
年
間
3
0

0
0
万
人
も
の
人
々
が
こ
の
イ
タ
リ
ア
の
芸

術
都
市
を
訪
れ
て
お
り
、
T
C
C
の
ほ
ぼ
2

倍
に
達
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
訪
問
者
の
構

成
も
理
想
と
は
か
け
離
れ
て
お
り
（
実
際
に

は
滞
在
客
20
％
、
日
帰
り
客
80
％
）、
最
適

と
さ
れ
る
50
％
ず
つ
の
割
合
と
は
大
き
な
乖

離
が
見
ら
れ
る
。

　ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
お
け
る
観
光
の
供
給
と

需
要
の
量
的
お
よ
び
質
的
な
不
均
衡
、
そ
し

て
受
け
入
れ
側
が
感
じ
る
過
度
な
負
担
（
先

述
の
宿
泊
数
と
住
民
数
の
比
率
に
示
さ
れ
る
）

と
い
う
観
光
客
の
流
入
に
よ
っ
て
生
じ
る
コ

ス
ト
が
、
そ
の
恩
恵
を
大
き
く
上
回
る
要
因

と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
恩
恵
の
大
部
分
は

観
光
産
業
に
集
中
し
て
い
る
。
言
い
換
え
れ

ば
、
そ
の
負
担
が
か
か
る
人
々
の
多
く
は
、

観
光
に
よ
る
恩
恵
を
全
く
受
け
て
い
な
い
か
、

ご
く
間
接
的
に
し
か
享
受
し
て
い
な
い
。

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
観
光
に

お
け
る
新
旧
の
視
点
：

分
析
に
基
づ
く
具
体
的
な

観
光
戦
略
と
政
策
の
提
言

　ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
よ
う
に
観
光
が
主
要
産

業
と
な
っ
て
い
る
場
所
で
は
、
観
光
は
経
済

的
お
よ
び
社
会
的
発
展
の
た
め
の
戦
略
的
な

都
市
開
発
計
画
に
お
い
て
不
可
欠
な
要
素
と

位
置
付
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、

戦
略
の
具
体
的
な
形
を
示
す
前
に
、
観
光
は

孤
立
し
た
存
在
で
は
な
い
こ
と
を
認
識
す
る

必
要
が
あ
る
。
観
光
が
多
様
な
生
活
の
側
面

と
相
互
に
作
用
す
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
で

あ
り
、
そ
の
た
め
観
光
戦
略
も
全
体
の
戦
略

に
強
く
統
合
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ラ

グ
ー
ン
（
潟
）
都
市
に
対
す
る
信
頼
性
の
あ

る
、
統
合
的
か
つ
共
有
さ
れ
た
ビ
ジ
ョ
ン
の

構
築
は
、
あ
ら
ゆ
る
観
光
政
策
の
前
提
条
件

で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

に
は
、
観
光
政
策
の
基
盤
と
な
る
ビ
シ
ョ
ン

が
完
全
に
欠
如
し
て
い
る
。

　ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
健
全
か
つ
革
新
的
な
観

光
開
発
戦
略
に
は
、
二
つ
の
基
盤
と
な
る
出

発
点
が
あ
る
。
ま
ず
第
一
に
、
新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
を
基
盤
と
し
、
時
代
に
そ
ぐ
わ

な
い
マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

に
取
っ
て
代
わ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め

に
は
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
訪
れ
る
観
光
客
の

「
全
体
的
な
環
境
負
荷
」
に
着
目
し
、
観
光

の
質
を
重
視
す
る
必
要
が
あ
る
。
可
能
で
あ

れ
ば
、
観
光
が
生
み
出
す
付
加
価
値
を
最
大

化
し
、
単
に
収
益
や
雇
用
を
生
み
出
す
だ
け

で
な
く
、
社
会
や
環
境
へ
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

影
響
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
第
二
に
、
観

光
開
発
は
そ
れ
自
体
を
目
的
と
す
る
も
の
で

2019

）。

　残
念
な
が
ら
、
持
続
不
可
能
性
は
観
光
と

い
う
商
品
の
本
質
に
よ
る
直
接
的
な
結
果
で

あ
る
。
観
光
地
の
観
光
資
源
（
観
光
名
所
、

公
共
空
間
、
イ
ン
フ
ラ
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
な

ど
）
の
多
く
は
、
そ
の
地
理
的
環
境
に
固
有

の
も
の
で
あ
り
再
生
産
が
不
可
能
な
た
め
、

極
め
て
希
少
な
公
共
財
と
し
て
の
性
質
を
持

つ
。
こ
れ
ら
の
資
源
の
最
適
な
配
分
を
市
場

原
理
の
み
に
委
ね
よ
う
と
す
る
と
、
決
し
て

最
適
な
配
分
に
は
つ
な
が
ら
ず
、
持
続
不
可

能
な
利
用
が
ほ
ぼ
不
可
避
と
な
る
。ま
さ
に
、

こ
の
「
極
め
て
希
少
で
あ
り
な
が
ら
コ
モ
ン

ズ
（
共
有
財
）
に
基
づ
い
て
い
る
」
と
い
う

特
性
の
組
み
合
わ
せ
は
、
観
光
地
が
ギ
ャ

レ
ッ
ト
・
ハ
ー
デ
ィ
ン
の
言
う
「
コ
モ
ン
ズ

の
悲
劇
」の
犠
牲
と
な
る
リ
ス
ク
を
高
め
る
。

ハ
ー
デ
ィ
ン
（
1
9
6
8
）
は
、『S

cience

』

誌
に
掲
載
さ
れ
た
先
駆
的
な
論
文
に
お
い

て
、
コ
モ
ン
ズ
の
利
用
が
限
界
効
用
経
済
に

お
い
て
ど
の
よ
う
に
作
用
す
る
か
を
述
べ
て

い
る
。
ハ
ー
デ
ィ
ン
は
、
利
用
規
則
の
な
い

公
有
地
で
家
畜
が
放
牧
さ
れ
て
い
る
状
況
を

想
像
し
て
ほ
し
い
と
問
い
か
け
る
。
自
身
の

富
を
増
や
そ
う
と
す
る
個
人
は
、
自
ら
の
群

れ
を
拡
大
し
よ
う
と
動
機
付
け
ら
れ
る
。
し

か
し
、
追
加
さ
れ
る
一
頭
一
頭
の
動
物
が
、

共
有
財
を
避
け
ら
れ
な
い
形
で
徐
々
に
、
し

か
し
大
き
く
劣
化
さ
せ
て
い
く
。〝
こ
こ
に

悲
劇
が
あ
る
。
人
は
、
有
限
な
世
界
に
お
い

て
、
際
限
な
く
家
畜
を
増
や
し
続
け
る
こ
と

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
に
閉
じ
込
め

ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
共
有
財
の
自
由
を

信
じ
る
社
会
の
中
で
、
各
人
が
自
ら
の
利
益

を
追
求
し
な
が
ら
進
む
先
に
あ
る
の
は
破
滅

で
あ
る
。
〞筆
者
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
は
ハ
ー
デ
ィ
ン
の
「
コ
モ
ン
ズ
の
悲
劇
」

の
多
く
の
現
象
の
う
ち
の
一
例
に
過
ぎ
な
い

と
考
え
る
。

　当
然
な
が
ら
、オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、

観
光
資
源
の
非
最
適
な
配
分
の
唯
一
の
形
態

で
は
な
い
。
観
光
の
活
用
不
足
、
す
な
わ
ち

ア
ン
ダ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
観
光
市
場
の
非

効
率
性
が
逆
方
向
に
進
む
形
態
で
あ
り
、
こ

れ
も
ま
た
社
会
的
・
経
済
的
に
望
ま
し
く
な

い
。
特
に
、
観
光
が
経
済
再
生
の
重
要
な
要

素
で
あ
る
地
域
や
、
他
の
開
発
の
選
択
肢
が

未
検
討
ま
た
は
実
施
困
難
な
地
域
に
お
い

て
、
そ
の
影
響
は
大
き
い
。
市
場
の
不
完
全

性
や
政
策
の
不
在
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ

る
観
光
資
源
の
誤
配
分
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
ア
ン
ダ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
形

で
顕
在
化
す
る
が
、
ラ
ワ
ー
ス
（
2
0
1
7
）

の
提
唱
す
る
持
続
可
能
な
ペ
ー
ス
で
の
経
済

発
展
に
関
す
る
革
新
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ

く
解
釈
も
可
能
で
あ
る
。
彼
女
は
、
世
界
経

済
の
状
態
を
ド
ー
ナ
ツ
に
例
え
て
概
念
化
し

て
い
る
。
彼
女
の
理
論
は
、
持
続
不
可
能
な

観
光
開
発
と
持
続
可
能
な
形
で
の
最
適
な
発

展
の
両
側
面
を
統
合
し
た
観
光
地
発
展
の
ビ

ジ
ョ
ン
へ
と
容
易
に
展
開
可
能
で
あ
る
。

ド
ー
ナ
ツ
型
の
観
光
地
は
、
世
界
経
済
と
同

様
に
、
外
的
境
界
と
内
的
境
界
と
い
う
二
つ

の
境
界
を
持
つ
。「
外
的
境
界
」
は
、
観
光

地
が
持
続
不
可
能
な
影
響
を
受
け
る
前
に
支

え
ら
れ
る
最
大
の
観
光
客
流
入
量
を
指
す
。

一
方
、「
内
的
境
界
」
は
そ
の
観
光
地
が
社

会
的
・
経
済
的
に
観
光
の
恩
恵
を
十
分
に
享

受
し
て
い
な
い
水
準
を
示
し
て
い
る
。
ラ

ワ
ー
ス
に
よ
れ
ば
、
持
続
可
能
性
と
は
、
内

的
境
界
を
確
実
に
超
え
な
が
ら
も
、
外
的
境

界
に
は
踏
み
込
ま
な
い
こ
と
を
指
す
。
従
っ

て
、
観
光
地
に
お
け
る
持
続
可
能
な
観
光
開

発
を
推
進
す
る
こ
と
は
、
ラ
ワ
ー
ス
の
言
葉

を
借
り
れ
ば
、「
人
々
の
基
本
的
な
ニ
ー
ズ

を
満
た
す
」
た
め
に
観
光
を
活
用
し
つ
つ
、

そ
の
影
響
を
「
地
球
の
限
界
を
超
え
な
い
」

範
囲
に
と
ど
め
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　生
態
学
的
境
界
の
越
境
は
、「
観
光
収
容

力
（
T
C
C
）」
と
し
て
知
ら
れ
る
概
念
と
類

似
点
を
持
つ
（
例
：C

o
sta &

 V
an
 d
er 

B
o
rg, 1

9
8
8

）。
観
光
収
容
力
（
T
C
C
）

の
超
過
は
、
観
光
地
の
持
続
可
能
性
と
相
容

れ
な
い
環
境
的
な
悪
影
響
の
発
生
を
伴
う
。

ゆ
え
に
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
（
観

光
）
ド
ー
ナ
ツ
の
外
的
境
界
を
超
え
な
い
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。
観
光
シ
ス

テ
ム
を
ド
ー
ナ
ツ
の
比
喩
で
表
現
す
る
こ
と

で
、
観
光
地
が
今
後
ま
す
ま
す
直
面
す
る
政

治
的
ジ
レ
ン
マ
、
す
な
わ
ち
「
ど
の
よ
う
に

し
て
観
光
地
を
損
な
う
こ
と
な
く
豊
か
さ
や

幸
福
を
生
み
出
せ
る
の
か
」
や
「
持
続
不
可

能
な
観
光
の
真
の
原
因
は
何
か
」
を
よ
り
深

く
理
解
す
る
の
に
役
立
つ
。
民
泊
や
B
&
B
、

格
安
航
空
会
社
、
強
欲
な
観
光
事
業
者
、「
十

分
な
知
識
を
持
た
な
い
」
観
光
客
、
無
力
な

地
方
政
治
家
を
一
括
し
て
批
判
す
る
よ
う
な

単
純
化
さ
れ
た
分
析
は
、
し
ば
し
ば
持
続
不

可
能
な
観
光
開
発
の
本
質
的
な
要
因
を
見
え

に
く
く
し
、
結
果
と
し
て
誤
っ
た
観
光
政
策

の
策
定
に
つ
な
が
る
。

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を

理
解
す
る
こ
と
は

持
続
不
可
能
な

観
光
開
発
を

理
解
す
る
一
助

　ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
世
界
的
に
象
徴
的
な
観

光
地
の
一
つ
で
あ
り
、
現
在
も
ユ
ネ
ス
コ
世

界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
街
の
写
真
は

ほ
ぼ
全
て
の
大
手
旅
行
会
社
の
宣
伝
資
料
で

継
続
的
に
内
在
す
る

観
光
の
持
続
不
可
能
性

　観
光
が
経
済
お
よ
び
社
会
活
動
と
し
て
急

速
に
変
貌
を
遂
げ
た
の
は
、
第
二
次
世
界
大

戦
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
多
く
の
場
所
で
、

特
に
工
業
国
で
は
平
均
国
民
所
得
や
有
給
休

暇
日
数
、
そ
し
て
自
家
用
車
の
所
有
率
な
ど

が
劇
的
に
増
加
し
、
観
光
は
一
部
の
富
裕
層

に
限
ら
れ
た
も
の
か
ら
、
大
衆
的
な
現
象
へ

と
変
化
し
た
。
こ
の
驚
く
べ
き
マ
ス
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
成
長
に
伴
い
、
そ
れ
に
対
応
し
た
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
出
現
し
、
成
功
モ
デ
ル
が

模
倣
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
規
模
の
経
済
の
追

求
と
、
ほ
ぼ
価
格
の
み
に
依
存
す
る
競
争
に

よ
り
構
築
さ
れ
た
。

　こ
の
モ
デ
ル
に
対
す
る
最
初
の
批
判
は
数

十
年
前
に
登
場
し
（
例
え
ばK

rippendorf, 

1986

を
参
照
）、
特
に
海
岸
地
域
や
山
岳
地

帯
と
い
っ
た
脆
弱
な
環
境
へ
の
観
光
に
よ
る

影
響
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
1
9
9
0

年
代
に
は
一
定
数
の
研
究
者
が
、
遺
産
都
市

を
含
む
他
の
観
光
地
も
マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
と

同
様
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
導
入
し
た
こ
と

で
、
過
剰
な
観
光
負
荷
に
よ
る
深
刻
な
影
響

を
受
け
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
今
日
、

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
、バ
ル
セ
ロ
ナ
、京
都
と
い
っ

た
成
功
し
た
観
光
地
は
、
過
剰
で
持
続
不
可

能
な
観
光
客
の
集
中
に
悩
ま
さ
れ
て
お
り
、

「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
い
う
流
行
語

で
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（U

N
W
T
O
, 

過
去
50
年
間
に
わ
た
っ
て
提
案
さ
れ
て
き
た

対
策
の
中
に
は
、
注
目
に
値
し
、
慎
重
に
検

討
す
べ
き
も
の
も
あ
る
。
観
光
地
が
成
功
に

よ
る
問
題
に
対
処
す
る
に
は
、
ま
ず
従
来
の

マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
型
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
か

ら
、「
環
境
負
荷（
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
）」と「
質
」

に
基
づ
く
モ
デ
ル
へ
と
移
行
す
る
必
要
が
あ

る
。
加
え
て
、
地
域
住
民
や
地
元
企
業
に
不

満
を
も
た
ら
す
観
光
開
発
政
策
は
速
や
か
に

見
直
し
、
地
域
社
会
を
基
盤
と
し
た
政
策
へ

と
移
行
す
る
必
要
が
あ
る
（V

an der B
org 

編, 2022

）。

（
大
森
り
ょ
う
子
訳
／
原
文
P
12
〜
P
9
）
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収
額
の
引
き
上
げ
が
行
わ
れ
る
が
、
逆
効
果

と
な
る
免
除
措
置
は
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
日

帰
り
客
に
対
し
、
彼
ら
が
生
み
出
す
社
会
的

コ
ス
ト
の
一
部
を
負
担
さ
せ
る
と
い
う
考
え

自
体
は
良
い
が
、
そ
の
実
施
は
2
0
2
5
年

も
失
敗
に
終
わ
る
だ
ろ
う
。

　ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
、
過
度
な
成
功
の
代
償

に
直
面
し
て
い
る
他
の
多
く
の
観
光
地
に

と
っ
て
、
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
一
例
と

な
る
可
能
性
が
あ
る
。ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
が
長

年
に
わ
た
り
集
中
的
に
研
究
さ
れ
て
き
た
結

果
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
要
因
に
関
す

る
理
解
が
大
き
く
進
展
し
て
い
る
。
ま
た
、

は
な
く
、
観
光
資
源
を
有
す
る
地
域
の
住
民

や
地
元
企
業
に
豊
か
さ
と
幸
福
を
も
た
ら
す

手
段
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。

　よ
り
戦
術
的
な
レ
ベ
ル
で
は
、ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
で
は
以
前
か
ら
い
く
つ
か
の
具
体
的

な
ア
イ
デ
ア
が
検
討
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら

を
新
た
な
戦
略
に
組
み
込
み
、
い
よ
い
よ
実

行
に
移
す
べ
き
段
階
に
あ
る
。

　
　
　ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
ラ
グ
ー
ン
（
潟
）

　
　
　の
中
の
島
で
あ
る
た
め
、
本
土
と
市

中
心
部
の
間
に
緩
衝
地
帯
（
バ
ッ
フ
ァ
ー

ゾ
ー
ン
）
を
設
け
、
歴
史
地
区
に
入
る
前
に

日
帰
り
客
の
流
れ
を
管
理
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。
訪
問
者
の
流
れ
を
専
用
の
ハ
ブ
や

タ
ー
ミ
ナ
ル
に
集
約
し
、
通
勤
者
の
交
通
と

分
離
す
る
こ
と
が
革
新
的
な
訪
問
者
管
理
政

策
の
基
盤
と
な
る
。
当
然
な
が
ら
、
タ
ー
ミ

ナ
ル
の
整
備
と
並
行
し
て
、
歴
史
地
区
へ
の

往
来
を
支
え
る
高
度
な
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
導

入
も
求
め
ら
れ
る
。

　
　
　第
二
に
、
予
約
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す

　
　
　る
こ
と
で
、
日
帰
り
客
を
含
む
全
て

の
訪
問
者
に
対
し
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
受
け

入
れ
可
能
人
数
の
制
約
や
、
そ
の
希
少
性
へ

の
理
解
を
促
す
こ
と
が
で
き
る
。そ
の
結
果
、

訪
問
者
は
計
画
的
に
旅
行
を
組
み
立
て
る
よ

う
に
な
り
、
突
発
的
な
訪
問
が
抑
制
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
る
。ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
で
は
、ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
へ
の
全
て
の
ア
ク
セ
ス
を
制
限
す

る
こ
と
や
、
訪
問
者
を
社
会
経
済
的
な
要
因

に
基
づ
い
て
差
別
す
る
こ
と
は
、
明
確
に
違

憲
と
な
る
。
予
約
を
義
務
化
す
る
必
要
は
な

い
が
、
予
約
な
し
で
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
訪
問

を
よ
り
困
難
か
つ
高
額
に
す
る
こ
と
で
、
訪

問
者
の
意
識
を
高
め
る
効
果
が
期
待
で
き

る
。
こ
の
予
約
シ
ス
テ
ム
の
ア
イ
デ
ア
は
、

2
0
0
2
年
か
ら
2
0
0
5
年
に
か
け
て
試

験
的
に
導
入
さ
れ
、一
定
の
成
功
を
収
め
た
。

　
　
　絶
対
に
避
け
る
べ
き
な
の
は
、
ヨ
ー

　
　
　ロ
ッ
パ
の
多
く
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
都
市
で
現
在
行
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
B
&
B
を
含
む
観
光
宿
泊
施
設
の
開
発

を
さ
ら
に
厳
し
く
制
限
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
施
策
は
す
で
に
1
9
8
0
年
代
か
ら

1
9
9
0
年
代
に
か
け
て
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で

試
行
さ
れ
た
が
、
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
抑
制
に
は
寄
与
せ
ず
、
む
し
ろ
日

帰
り
観
光
を
促
進
す
る
結
果
と
な
り
、
年
間

の
訪
問
者
数
に
は
一
切
影
響
を
及
ぼ
さ
な

か
っ
た
。

　
　
　最
新
の
I
C
T
技
術
は
、
市
内
中
心

　
　
　部
へ
の
訪
問
者
の
混
雑
し
た
流
れ
を

整
理
す
る
た
め
に
多
様
な
形
で
活
用
可
能
で

あ
る
。ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
全
域
に
設
置
さ
れ
た

監
視
カ
メ
ラ
に
加
え
、
携
帯
電
話
の
通
信
基

地
局
か
ら
収
集
さ
れ
る
デ
ー
タ
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
の
決
済
情
報
、
公
共
交
通
機
関
や

観
光
施
設
の
チ
ケ
ッ
ト
販
売
デ
ー
タ
な
ど
を

分
析
し
、
そ
れ
ら
を
統
合
す
る
管
理
シ
ス
テ

ム
を
構
築
で
き
る
。
こ
の
管
理
シ
ス
テ
ム
は
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
代
替
の
交
通
手
段
、
タ
ー

ミ
ナ
ル
お
よ
び
経
路
を
提
案
す
る
こ
と
で
、

混
雑
の
発
生
を
事
前
に
予
測
し
、
問
題
が
発

生
す
る
前
に
解
決
へ
と
導
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　第
五
に
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
市
は

　
　
　「Deto

u
rism

」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド

の
も
と
、
周
辺
部
の
観
光
地
を
含
む
代
替

ル
ー
ト
の
促
進
に
慎
重
な
が
ら
着
手
し
て
い

る
。
こ
の
施
策
は
、
歴
史
地
区
に
集
中
す
る

観
光
負
荷
の
分
散
を
促
進
す
る
可
能
性
が
あ

る
。
財
政
的
支
援
の
不
足
を
含
む
い
く
つ
か

の
重
要
な
制
約
が
存
在
す
る
も
の
の
、
そ
れ

で
も
こ
の
負
荷
が
も
た
ら
す
負
の
影
響
を
軽

減
す
る
一
助
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　最
後
に
、
財
政
政
策
の
仕
組
み
を
活

　
　
　用
す
る
こ
と
で
、
観
光
開
発
を
よ
り

持
続
可
能
な
も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
点

を
指
摘
し
た
い
。
2
0
0
1
年
に
観
光
バ
ス

向
け
の
交
通
規
制
区
域
（
Z
T
L
）
が
導
入

さ
れ
た
後
、
イ
タ
リ
ア
政
府
は
観
光
都
市
が

「
従
来
型
」
の
観
光
税
を
再
導
入
で
き
る
よ

う
に
し
た
。
こ
の
税
は
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に

宿
泊
す
る
訪
問
者
に
実
質
的
な
負
担
を
課
し

て
い
る
。Z
T
L
と
観
光
税
を
合
わ
せ
る
と
、

年
間
5
0
0
0
万
ユ
ー
ロ
以
上
の
収
益
を
生

み
出
し
て
い
る
。2
0
2
4
年
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
市
は
「
ア
ク
セ
ス
フ
ィ
ー
（
＝
入
島
料
）」

の
試
験
運
用
を
開
始
し
た
。
こ
の
制
度
は
、

日
帰
り
観
光
客
に
都
市
維
持
の
た
め
の
負
担

を
求
め
る
と
と
も
に
、
無
計
画
か
つ
短
時
間

の
訪
問
を
抑
制
す
る
目
的
で
設
計
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
観
点
か
ら
見
る
と
、
初
期
の
成
果

は
極
め
て
不
満
足
な
も
の
で
あ
る
。
実
際
、

広
報
お
よ
び
こ
の
負
担
金
の
徴
収
に
要
し
た

総
費
用
が
、
徴
収
さ
れ
た
総
額
を
上
回
っ
た

だ
け
で
な
く
、「
ア
ク
セ
ス
フ
ィ
ー
」
徴
収

が
適
用
さ
れ
た
混
雑
日
（
レ
ッ
ド
デ
ー
）
に

は
、
2
0
2
3
年
と
比
較
し
て
観
光
負
荷
が

む
し
ろ
若
干
増
加
す
る
と
い
う
結
果
が
示
さ

れ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
試
み
は
部
分

的
に
は
成
功
し
た
と
言
え
る
。と
い
う
の
も
、

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
最
大
の
目
的
は
達
成
さ
れ

た
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
こ
の〝
駆
け
引
き
〞

と
、
ド
ー
ハ
に
お
け
る
日
本
代
表
団
の
決
定

的
な
支
援
に
よ
り
、ユ
ネ
ス
コ
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
を
「
危
機
遺
産
リ
ス
ト
」
に
記
載
す
る
決
定

を
、
少
な
く
と
も
1
年
間
（
次
回
の
市
長
選

挙
ま
で
）
延
期
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
こ

の
制
度
は
2
0
2
5
年
に
若
干
の
変
更
を
加

え
た
形
で
再
導
入
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

よ
り
多
く
の
「
レ
ッ
ド
デ
ー
」
の
設
定
と
徴

見
る
こ
と
が
で
き
る
（V

an
 d
er B

o
rg, 

1
9
9
4

）。
加
え
て
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
数
多

く
の
映
画
の
舞
台
と
な
り
、
あ
ら
ゆ
る
イ
ベ

ン
ト
や
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
発
信
拠

点
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
て
い
る
。ま
た
、

そ
の
代
表
的
な
建
築
物
の
い
く
つ
か
は
、
世

界
各
地
の
カ
ジ
ノ
や
展
示
会
場
、
テ
ー
マ

パ
ー
ク
の
演
出
の
一
環
と
し
て
実
物
大
で
再

現
さ
れ
て
い
る
。ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
独
自
性
、

圧
倒
的
な
ブ
ラ
ン
ド
力
、
そ
し
て
継
続
的
な

メ
デ
ィ
ア
露
出
が
、
こ
の
街
を
比
類
な
き
成

功
を
収
め
る
観
光
地
へ
と
押
し
上
げ
た
。

　驚
く
こ
と
で
も
な
い
が
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

に
は
年
間
3
0
0
0
万
人
が
訪
れ
る
。
2
0

2
3
年
に
は
、
こ
れ
ら
の
訪
問
者
の
う
ち
、

約
4
5
0
万
人
が
公
式
な
宿
泊
施
設
に
滞
在

し
、
平
均
し
て
2
泊
強
を
過
ご
し
た
。
そ
の

結
果
、
延
べ
宿
泊
数
は
約
1
0
0
0
万
泊
に

達
し
た
。
公
式
デ
ー
タ
は
ま
だ
発
表
さ
れ
て

い
な
い
が
、
2
0
2
4
年
は
2
0
1
9
年
の

過
去
最
高
記
録
を
上
回
る
可
能
性
が
高
い
。

　観
光
が
地
域
社
会
に
与
え
る
影
響
の
第
一

指
標
と
し
て
、
歴
史
地
区
の
住
民
一
人
当
た

り
の
延
べ
宿
泊
数
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
指

標
は
観
光
地
に
お
け
る
観
光
負
荷
を
測
定
す

る
た
め
の
強
度
指
標
で
、
観
光
都
市
の
各
地

と
比
較
さ
れ
つ
つ
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

ホ
ー
ズ
（
2
0
1
5
）
に
よ
る
と
、
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最
も
観
光
客
の

多
い
都
市
の
一
つ
で
、
住
民
一
人
当
た
り
の

宿
泊
数
が
13
・
0
泊
、
リ
ス
ボ
ン
が
12
・
6

泊
で
こ
れ
に
続
き
、
プ
ラ
ハ
（
10
・
3
泊
）、

チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
（
9
・
7
泊
）、
ス
ト
ッ
ク

ホ
ル
ム
（
7
・
5
泊
）、
ア
テ
ネ
（
6
・
4
泊
）

と
続
い
て
い
る
。ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
歴
史
地
区

に
お
け
る
同
指
標
は
、
2
0
2
3
年
時
点
で

住
民
一
人
当
た
り
1
7
3
・
2
泊
に
達
し
て

お
り
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
が
他
の
観
光
都
市
に

と
っ
て
決
し
て
手
本
と
す
べ
き
で
は
な
い
例

で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。

　次
に
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
観
光
収
容
力

（
T
C
C
）
の
線
形
計
画
法
モ
デ
ル
の
最
新

バ
ー
ジ
ョ
ン
（C

osta &
 V
an
 d
er B

org, 

1988 

お
よ
び B

ertocchi et al., 2020

）

に
よ
る
解
析
で
は
、
年
間
訪
問
者
数
が
こ
の

指
標
を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
る
こ
と
が
明
確

に
示
さ
れ
た
。
2
0
1
8
年
に
お
い
て
、ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
の
観
光
収
容
力（
T
C
C
）は

1
9
8
8
年
の
1
1
0
0
万
人
か
ら

1
7
0
0
万
人
へ
と
増
加
し
、
滞
在
客
と
日

帰
り
客
が
ほ
ぼ
均
等
に
分
布
し
て
い
た
。
こ

の
算
出
で
は
、
地
域
の
公
共
交
通
機
関
へ
の

投
資
、
廃
棄
物
管
理
シ
ス
テ
ム
の
改
善
、
そ

し
て
特
に
B
&
B
を
含
む
宿
泊
施
設
の

ベ
ッ
ド
数
の
増
加
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
。

1
7
0
0
万
人
と
い
う
観
光
収
容
力

（
T
C
C
）
に
対
し
、
実
際
に
は
年
間
3
0

0
0
万
人
も
の
人
々
が
こ
の
イ
タ
リ
ア
の
芸

術
都
市
を
訪
れ
て
お
り
、
T
C
C
の
ほ
ぼ
2

倍
に
達
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
訪
問
者
の
構

成
も
理
想
と
は
か
け
離
れ
て
お
り
（
実
際
に

は
滞
在
客
20
％
、
日
帰
り
客
80
％
）、
最
適

と
さ
れ
る
50
％
ず
つ
の
割
合
と
は
大
き
な
乖

離
が
見
ら
れ
る
。

　ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
お
け
る
観
光
の
供
給
と

需
要
の
量
的
お
よ
び
質
的
な
不
均
衡
、
そ
し

て
受
け
入
れ
側
が
感
じ
る
過
度
な
負
担
（
先

述
の
宿
泊
数
と
住
民
数
の
比
率
に
示
さ
れ
る
）

と
い
う
観
光
客
の
流
入
に
よ
っ
て
生
じ
る
コ

ス
ト
が
、
そ
の
恩
恵
を
大
き
く
上
回
る
要
因

と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
恩
恵
の
大
部
分
は

観
光
産
業
に
集
中
し
て
い
る
。
言
い
換
え
れ

ば
、
そ
の
負
担
が
か
か
る
人
々
の
多
く
は
、

観
光
に
よ
る
恩
恵
を
全
く
受
け
て
い
な
い
か
、

ご
く
間
接
的
に
し
か
享
受
し
て
い
な
い
。

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
観
光
に

お
け
る
新
旧
の
視
点
：

分
析
に
基
づ
く
具
体
的
な

観
光
戦
略
と
政
策
の
提
言

　ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
よ
う
に
観
光
が
主
要
産

業
と
な
っ
て
い
る
場
所
で
は
、
観
光
は
経
済

的
お
よ
び
社
会
的
発
展
の
た
め
の
戦
略
的
な

都
市
開
発
計
画
に
お
い
て
不
可
欠
な
要
素
と

位
置
付
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、

戦
略
の
具
体
的
な
形
を
示
す
前
に
、
観
光
は

孤
立
し
た
存
在
で
は
な
い
こ
と
を
認
識
す
る

必
要
が
あ
る
。
観
光
が
多
様
な
生
活
の
側
面

と
相
互
に
作
用
す
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
で

あ
り
、
そ
の
た
め
観
光
戦
略
も
全
体
の
戦
略

に
強
く
統
合
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ラ

グ
ー
ン
（
潟
）
都
市
に
対
す
る
信
頼
性
の
あ

る
、
統
合
的
か
つ
共
有
さ
れ
た
ビ
ジ
ョ
ン
の

構
築
は
、
あ
ら
ゆ
る
観
光
政
策
の
前
提
条
件

で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

に
は
、
観
光
政
策
の
基
盤
と
な
る
ビ
シ
ョ
ン

が
完
全
に
欠
如
し
て
い
る
。

　ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
健
全
か
つ
革
新
的
な
観

光
開
発
戦
略
に
は
、
二
つ
の
基
盤
と
な
る
出

発
点
が
あ
る
。
ま
ず
第
一
に
、
新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
を
基
盤
と
し
、
時
代
に
そ
ぐ
わ

な
い
マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

に
取
っ
て
代
わ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め

に
は
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
訪
れ
る
観
光
客
の

「
全
体
的
な
環
境
負
荷
」
に
着
目
し
、
観
光

の
質
を
重
視
す
る
必
要
が
あ
る
。
可
能
で
あ

れ
ば
、
観
光
が
生
み
出
す
付
加
価
値
を
最
大

化
し
、
単
に
収
益
や
雇
用
を
生
み
出
す
だ
け

で
な
く
、
社
会
や
環
境
へ
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

影
響
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
第
二
に
、
観

光
開
発
は
そ
れ
自
体
を
目
的
と
す
る
も
の
で

2019

）。

　残
念
な
が
ら
、
持
続
不
可
能
性
は
観
光
と

い
う
商
品
の
本
質
に
よ
る
直
接
的
な
結
果
で

あ
る
。
観
光
地
の
観
光
資
源
（
観
光
名
所
、

公
共
空
間
、
イ
ン
フ
ラ
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
な

ど
）
の
多
く
は
、
そ
の
地
理
的
環
境
に
固
有

の
も
の
で
あ
り
再
生
産
が
不
可
能
な
た
め
、

極
め
て
希
少
な
公
共
財
と
し
て
の
性
質
を
持

つ
。
こ
れ
ら
の
資
源
の
最
適
な
配
分
を
市
場

原
理
の
み
に
委
ね
よ
う
と
す
る
と
、
決
し
て

最
適
な
配
分
に
は
つ
な
が
ら
ず
、
持
続
不
可

能
な
利
用
が
ほ
ぼ
不
可
避
と
な
る
。ま
さ
に
、

こ
の
「
極
め
て
希
少
で
あ
り
な
が
ら
コ
モ
ン

ズ
（
共
有
財
）
に
基
づ
い
て
い
る
」
と
い
う

特
性
の
組
み
合
わ
せ
は
、
観
光
地
が
ギ
ャ

レ
ッ
ト
・
ハ
ー
デ
ィ
ン
の
言
う
「
コ
モ
ン
ズ

の
悲
劇
」の
犠
牲
と
な
る
リ
ス
ク
を
高
め
る
。

ハ
ー
デ
ィ
ン
（
1
9
6
8
）
は
、『S

cience

』

誌
に
掲
載
さ
れ
た
先
駆
的
な
論
文
に
お
い

て
、
コ
モ
ン
ズ
の
利
用
が
限
界
効
用
経
済
に

お
い
て
ど
の
よ
う
に
作
用
す
る
か
を
述
べ
て

い
る
。
ハ
ー
デ
ィ
ン
は
、
利
用
規
則
の
な
い

公
有
地
で
家
畜
が
放
牧
さ
れ
て
い
る
状
況
を

想
像
し
て
ほ
し
い
と
問
い
か
け
る
。
自
身
の

富
を
増
や
そ
う
と
す
る
個
人
は
、
自
ら
の
群

れ
を
拡
大
し
よ
う
と
動
機
付
け
ら
れ
る
。
し

か
し
、
追
加
さ
れ
る
一
頭
一
頭
の
動
物
が
、

共
有
財
を
避
け
ら
れ
な
い
形
で
徐
々
に
、
し

か
し
大
き
く
劣
化
さ
せ
て
い
く
。〝
こ
こ
に

悲
劇
が
あ
る
。
人
は
、
有
限
な
世
界
に
お
い

て
、
際
限
な
く
家
畜
を
増
や
し
続
け
る
こ
と

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
に
閉
じ
込
め

ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
共
有
財
の
自
由
を

信
じ
る
社
会
の
中
で
、
各
人
が
自
ら
の
利
益

を
追
求
し
な
が
ら
進
む
先
に
あ
る
の
は
破
滅

で
あ
る
。
〞筆
者
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
は
ハ
ー
デ
ィ
ン
の
「
コ
モ
ン
ズ
の
悲
劇
」

の
多
く
の
現
象
の
う
ち
の
一
例
に
過
ぎ
な
い

と
考
え
る
。

　当
然
な
が
ら
、オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、

観
光
資
源
の
非
最
適
な
配
分
の
唯
一
の
形
態

で
は
な
い
。
観
光
の
活
用
不
足
、
す
な
わ
ち

ア
ン
ダ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
観
光
市
場
の
非

効
率
性
が
逆
方
向
に
進
む
形
態
で
あ
り
、
こ

れ
も
ま
た
社
会
的
・
経
済
的
に
望
ま
し
く
な

い
。
特
に
、
観
光
が
経
済
再
生
の
重
要
な
要

素
で
あ
る
地
域
や
、
他
の
開
発
の
選
択
肢
が

未
検
討
ま
た
は
実
施
困
難
な
地
域
に
お
い

て
、
そ
の
影
響
は
大
き
い
。
市
場
の
不
完
全

性
や
政
策
の
不
在
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ

る
観
光
資
源
の
誤
配
分
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
ア
ン
ダ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
形

で
顕
在
化
す
る
が
、
ラ
ワ
ー
ス
（
2
0
1
7
）

の
提
唱
す
る
持
続
可
能
な
ペ
ー
ス
で
の
経
済

発
展
に
関
す
る
革
新
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ

く
解
釈
も
可
能
で
あ
る
。
彼
女
は
、
世
界
経

済
の
状
態
を
ド
ー
ナ
ツ
に
例
え
て
概
念
化
し

て
い
る
。
彼
女
の
理
論
は
、
持
続
不
可
能
な

観
光
開
発
と
持
続
可
能
な
形
で
の
最
適
な
発

展
の
両
側
面
を
統
合
し
た
観
光
地
発
展
の
ビ

ジ
ョ
ン
へ
と
容
易
に
展
開
可
能
で
あ
る
。

ド
ー
ナ
ツ
型
の
観
光
地
は
、
世
界
経
済
と
同

様
に
、
外
的
境
界
と
内
的
境
界
と
い
う
二
つ

の
境
界
を
持
つ
。「
外
的
境
界
」
は
、
観
光

地
が
持
続
不
可
能
な
影
響
を
受
け
る
前
に
支

え
ら
れ
る
最
大
の
観
光
客
流
入
量
を
指
す
。

一
方
、「
内
的
境
界
」
は
そ
の
観
光
地
が
社

会
的
・
経
済
的
に
観
光
の
恩
恵
を
十
分
に
享

受
し
て
い
な
い
水
準
を
示
し
て
い
る
。
ラ

ワ
ー
ス
に
よ
れ
ば
、
持
続
可
能
性
と
は
、
内

的
境
界
を
確
実
に
超
え
な
が
ら
も
、
外
的
境

界
に
は
踏
み
込
ま
な
い
こ
と
を
指
す
。
従
っ

て
、
観
光
地
に
お
け
る
持
続
可
能
な
観
光
開

発
を
推
進
す
る
こ
と
は
、
ラ
ワ
ー
ス
の
言
葉

を
借
り
れ
ば
、「
人
々
の
基
本
的
な
ニ
ー
ズ

を
満
た
す
」
た
め
に
観
光
を
活
用
し
つ
つ
、

そ
の
影
響
を
「
地
球
の
限
界
を
超
え
な
い
」

範
囲
に
と
ど
め
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　生
態
学
的
境
界
の
越
境
は
、「
観
光
収
容

力
（
T
C
C
）」
と
し
て
知
ら
れ
る
概
念
と
類

似
点
を
持
つ
（
例
：C

o
sta &

 V
an
 d
er 

B
o
rg, 1

9
8
8

）。
観
光
収
容
力
（
T
C
C
）

の
超
過
は
、
観
光
地
の
持
続
可
能
性
と
相
容

れ
な
い
環
境
的
な
悪
影
響
の
発
生
を
伴
う
。

ゆ
え
に
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
（
観

光
）
ド
ー
ナ
ツ
の
外
的
境
界
を
超
え
な
い
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。
観
光
シ
ス

テ
ム
を
ド
ー
ナ
ツ
の
比
喩
で
表
現
す
る
こ
と

で
、
観
光
地
が
今
後
ま
す
ま
す
直
面
す
る
政

治
的
ジ
レ
ン
マ
、
す
な
わ
ち
「
ど
の
よ
う
に

し
て
観
光
地
を
損
な
う
こ
と
な
く
豊
か
さ
や

幸
福
を
生
み
出
せ
る
の
か
」
や
「
持
続
不
可

能
な
観
光
の
真
の
原
因
は
何
か
」
を
よ
り
深

く
理
解
す
る
の
に
役
立
つ
。
民
泊
や
B
&
B
、

格
安
航
空
会
社
、
強
欲
な
観
光
事
業
者
、「
十

分
な
知
識
を
持
た
な
い
」
観
光
客
、
無
力
な

地
方
政
治
家
を
一
括
し
て
批
判
す
る
よ
う
な

単
純
化
さ
れ
た
分
析
は
、
し
ば
し
ば
持
続
不

可
能
な
観
光
開
発
の
本
質
的
な
要
因
を
見
え

に
く
く
し
、
結
果
と
し
て
誤
っ
た
観
光
政
策

の
策
定
に
つ
な
が
る
。

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を

理
解
す
る
こ
と
は

持
続
不
可
能
な

観
光
開
発
を

理
解
す
る
一
助

　ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
世
界
的
に
象
徴
的
な
観

光
地
の
一
つ
で
あ
り
、
現
在
も
ユ
ネ
ス
コ
世

界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
街
の
写
真
は

ほ
ぼ
全
て
の
大
手
旅
行
会
社
の
宣
伝
資
料
で

継
続
的
に
内
在
す
る

観
光
の
持
続
不
可
能
性

　観
光
が
経
済
お
よ
び
社
会
活
動
と
し
て
急

速
に
変
貌
を
遂
げ
た
の
は
、
第
二
次
世
界
大

戦
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
多
く
の
場
所
で
、

特
に
工
業
国
で
は
平
均
国
民
所
得
や
有
給
休

暇
日
数
、
そ
し
て
自
家
用
車
の
所
有
率
な
ど

が
劇
的
に
増
加
し
、
観
光
は
一
部
の
富
裕
層

に
限
ら
れ
た
も
の
か
ら
、
大
衆
的
な
現
象
へ

と
変
化
し
た
。
こ
の
驚
く
べ
き
マ
ス
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
成
長
に
伴
い
、
そ
れ
に
対
応
し
た
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
出
現
し
、
成
功
モ
デ
ル
が

模
倣
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
規
模
の
経
済
の
追

求
と
、
ほ
ぼ
価
格
の
み
に
依
存
す
る
競
争
に

よ
り
構
築
さ
れ
た
。

　こ
の
モ
デ
ル
に
対
す
る
最
初
の
批
判
は
数

十
年
前
に
登
場
し
（
例
え
ばK

rippendorf, 

1986

を
参
照
）、
特
に
海
岸
地
域
や
山
岳
地

帯
と
い
っ
た
脆
弱
な
環
境
へ
の
観
光
に
よ
る

影
響
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
1
9
9
0

年
代
に
は
一
定
数
の
研
究
者
が
、
遺
産
都
市

を
含
む
他
の
観
光
地
も
マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
と

同
様
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
導
入
し
た
こ
と

で
、
過
剰
な
観
光
負
荷
に
よ
る
深
刻
な
影
響

を
受
け
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
今
日
、

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
、バ
ル
セ
ロ
ナ
、京
都
と
い
っ

た
成
功
し
た
観
光
地
は
、
過
剰
で
持
続
不
可

能
な
観
光
客
の
集
中
に
悩
ま
さ
れ
て
お
り
、

「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
い
う
流
行
語

で
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（U

N
W
T
O
, 

過
去
50
年
間
に
わ
た
っ
て
提
案
さ
れ
て
き
た

対
策
の
中
に
は
、
注
目
に
値
し
、
慎
重
に
検

討
す
べ
き
も
の
も
あ
る
。
観
光
地
が
成
功
に

よ
る
問
題
に
対
処
す
る
に
は
、
ま
ず
従
来
の

マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
型
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
か

ら
、「
環
境
負
荷（
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
）」と「
質
」

に
基
づ
く
モ
デ
ル
へ
と
移
行
す
る
必
要
が
あ

る
。
加
え
て
、
地
域
住
民
や
地
元
企
業
に
不

満
を
も
た
ら
す
観
光
開
発
政
策
は
速
や
か
に

見
直
し
、
地
域
社
会
を
基
盤
と
し
た
政
策
へ

と
移
行
す
る
必
要
が
あ
る
（V

an der B
org 

編, 2022

）。

（
大
森
り
ょ
う
子
訳
／
原
文
P
12
〜
P
9
）
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収
額
の
引
き
上
げ
が
行
わ
れ
る
が
、
逆
効
果

と
な
る
免
除
措
置
は
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
日

帰
り
客
に
対
し
、
彼
ら
が
生
み
出
す
社
会
的

コ
ス
ト
の
一
部
を
負
担
さ
せ
る
と
い
う
考
え

自
体
は
良
い
が
、
そ
の
実
施
は
2
0
2
5
年

も
失
敗
に
終
わ
る
だ
ろ
う
。

　ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
、
過
度
な
成
功
の
代
償

に
直
面
し
て
い
る
他
の
多
く
の
観
光
地
に

と
っ
て
、
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
一
例
と

な
る
可
能
性
が
あ
る
。ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
が
長

年
に
わ
た
り
集
中
的
に
研
究
さ
れ
て
き
た
結

果
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
要
因
に
関
す

る
理
解
が
大
き
く
進
展
し
て
い
る
。
ま
た
、

は
な
く
、
観
光
資
源
を
有
す
る
地
域
の
住
民

や
地
元
企
業
に
豊
か
さ
と
幸
福
を
も
た
ら
す

手
段
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。

　よ
り
戦
術
的
な
レ
ベ
ル
で
は
、ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
で
は
以
前
か
ら
い
く
つ
か
の
具
体
的

な
ア
イ
デ
ア
が
検
討
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら

を
新
た
な
戦
略
に
組
み
込
み
、
い
よ
い
よ
実

行
に
移
す
べ
き
段
階
に
あ
る
。

　
　
　ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
ラ
グ
ー
ン
（
潟
）

　
　
　の
中
の
島
で
あ
る
た
め
、
本
土
と
市

中
心
部
の
間
に
緩
衝
地
帯
（
バ
ッ
フ
ァ
ー

ゾ
ー
ン
）
を
設
け
、
歴
史
地
区
に
入
る
前
に

日
帰
り
客
の
流
れ
を
管
理
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。
訪
問
者
の
流
れ
を
専
用
の
ハ
ブ
や

タ
ー
ミ
ナ
ル
に
集
約
し
、
通
勤
者
の
交
通
と

分
離
す
る
こ
と
が
革
新
的
な
訪
問
者
管
理
政

策
の
基
盤
と
な
る
。
当
然
な
が
ら
、
タ
ー
ミ

ナ
ル
の
整
備
と
並
行
し
て
、
歴
史
地
区
へ
の

往
来
を
支
え
る
高
度
な
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
導

入
も
求
め
ら
れ
る
。

　
　
　第
二
に
、
予
約
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す

　
　
　る
こ
と
で
、
日
帰
り
客
を
含
む
全
て

の
訪
問
者
に
対
し
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
受
け

入
れ
可
能
人
数
の
制
約
や
、
そ
の
希
少
性
へ

の
理
解
を
促
す
こ
と
が
で
き
る
。そ
の
結
果
、

訪
問
者
は
計
画
的
に
旅
行
を
組
み
立
て
る
よ

う
に
な
り
、
突
発
的
な
訪
問
が
抑
制
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
る
。ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
で
は
、ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
へ
の
全
て
の
ア
ク
セ
ス
を
制
限
す

る
こ
と
や
、
訪
問
者
を
社
会
経
済
的
な
要
因

に
基
づ
い
て
差
別
す
る
こ
と
は
、
明
確
に
違

憲
と
な
る
。
予
約
を
義
務
化
す
る
必
要
は
な

い
が
、
予
約
な
し
で
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
訪
問

を
よ
り
困
難
か
つ
高
額
に
す
る
こ
と
で
、
訪

問
者
の
意
識
を
高
め
る
効
果
が
期
待
で
き

る
。
こ
の
予
約
シ
ス
テ
ム
の
ア
イ
デ
ア
は
、

2
0
0
2
年
か
ら
2
0
0
5
年
に
か
け
て
試

験
的
に
導
入
さ
れ
、一
定
の
成
功
を
収
め
た
。

　
　
　絶
対
に
避
け
る
べ
き
な
の
は
、
ヨ
ー

　
　
　ロ
ッ
パ
の
多
く
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
都
市
で
現
在
行
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
B
&
B
を
含
む
観
光
宿
泊
施
設
の
開
発

を
さ
ら
に
厳
し
く
制
限
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
施
策
は
す
で
に
1
9
8
0
年
代
か
ら

1
9
9
0
年
代
に
か
け
て
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で

試
行
さ
れ
た
が
、
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
抑
制
に
は
寄
与
せ
ず
、
む
し
ろ
日

帰
り
観
光
を
促
進
す
る
結
果
と
な
り
、
年
間

の
訪
問
者
数
に
は
一
切
影
響
を
及
ぼ
さ
な

か
っ
た
。

　
　
　最
新
の
I
C
T
技
術
は
、
市
内
中
心

　
　
　部
へ
の
訪
問
者
の
混
雑
し
た
流
れ
を

整
理
す
る
た
め
に
多
様
な
形
で
活
用
可
能
で

あ
る
。ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
全
域
に
設
置
さ
れ
た

監
視
カ
メ
ラ
に
加
え
、
携
帯
電
話
の
通
信
基

地
局
か
ら
収
集
さ
れ
る
デ
ー
タ
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
の
決
済
情
報
、
公
共
交
通
機
関
や

観
光
施
設
の
チ
ケ
ッ
ト
販
売
デ
ー
タ
な
ど
を

分
析
し
、
そ
れ
ら
を
統
合
す
る
管
理
シ
ス
テ

ム
を
構
築
で
き
る
。
こ
の
管
理
シ
ス
テ
ム
は
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
代
替
の
交
通
手
段
、
タ
ー

ミ
ナ
ル
お
よ
び
経
路
を
提
案
す
る
こ
と
で
、

混
雑
の
発
生
を
事
前
に
予
測
し
、
問
題
が
発

生
す
る
前
に
解
決
へ
と
導
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　第
五
に
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
市
は

　
　
　「Deto

u
rism

」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド

の
も
と
、
周
辺
部
の
観
光
地
を
含
む
代
替

ル
ー
ト
の
促
進
に
慎
重
な
が
ら
着
手
し
て
い

る
。
こ
の
施
策
は
、
歴
史
地
区
に
集
中
す
る

観
光
負
荷
の
分
散
を
促
進
す
る
可
能
性
が
あ

る
。
財
政
的
支
援
の
不
足
を
含
む
い
く
つ
か

の
重
要
な
制
約
が
存
在
す
る
も
の
の
、
そ
れ

で
も
こ
の
負
荷
が
も
た
ら
す
負
の
影
響
を
軽

減
す
る
一
助
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　最
後
に
、
財
政
政
策
の
仕
組
み
を
活

　
　
　用
す
る
こ
と
で
、
観
光
開
発
を
よ
り

持
続
可
能
な
も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
点

を
指
摘
し
た
い
。
2
0
0
1
年
に
観
光
バ
ス

向
け
の
交
通
規
制
区
域
（
Z
T
L
）
が
導
入

さ
れ
た
後
、
イ
タ
リ
ア
政
府
は
観
光
都
市
が

「
従
来
型
」
の
観
光
税
を
再
導
入
で
き
る
よ

う
に
し
た
。
こ
の
税
は
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に

宿
泊
す
る
訪
問
者
に
実
質
的
な
負
担
を
課
し

て
い
る
。Z
T
L
と
観
光
税
を
合
わ
せ
る
と
、

年
間
5
0
0
0
万
ユ
ー
ロ
以
上
の
収
益
を
生

み
出
し
て
い
る
。2
0
2
4
年
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
市
は
「
ア
ク
セ
ス
フ
ィ
ー
（
＝
入
島
料
）」

の
試
験
運
用
を
開
始
し
た
。
こ
の
制
度
は
、

日
帰
り
観
光
客
に
都
市
維
持
の
た
め
の
負
担

を
求
め
る
と
と
も
に
、
無
計
画
か
つ
短
時
間

の
訪
問
を
抑
制
す
る
目
的
で
設
計
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
観
点
か
ら
見
る
と
、
初
期
の
成
果

は
極
め
て
不
満
足
な
も
の
で
あ
る
。
実
際
、

広
報
お
よ
び
こ
の
負
担
金
の
徴
収
に
要
し
た

総
費
用
が
、
徴
収
さ
れ
た
総
額
を
上
回
っ
た

だ
け
で
な
く
、「
ア
ク
セ
ス
フ
ィ
ー
」
徴
収

が
適
用
さ
れ
た
混
雑
日
（
レ
ッ
ド
デ
ー
）
に

は
、
2
0
2
3
年
と
比
較
し
て
観
光
負
荷
が

む
し
ろ
若
干
増
加
す
る
と
い
う
結
果
が
示
さ

れ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
試
み
は
部
分

的
に
は
成
功
し
た
と
言
え
る
。と
い
う
の
も
、

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
最
大
の
目
的
は
達
成
さ
れ

た
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
こ
の〝
駆
け
引
き
〞

と
、
ド
ー
ハ
に
お
け
る
日
本
代
表
団
の
決
定

的
な
支
援
に
よ
り
、ユ
ネ
ス
コ
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
を
「
危
機
遺
産
リ
ス
ト
」
に
記
載
す
る
決
定

を
、
少
な
く
と
も
1
年
間
（
次
回
の
市
長
選

挙
ま
で
）
延
期
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
こ

の
制
度
は
2
0
2
5
年
に
若
干
の
変
更
を
加

え
た
形
で
再
導
入
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

よ
り
多
く
の
「
レ
ッ
ド
デ
ー
」
の
設
定
と
徴

見
る
こ
と
が
で
き
る
（V

an
 d
er B

o
rg, 

1
9
9
4

）。
加
え
て
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
数
多

く
の
映
画
の
舞
台
と
な
り
、
あ
ら
ゆ
る
イ
ベ

ン
ト
や
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
発
信
拠

点
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
て
い
る
。ま
た
、

そ
の
代
表
的
な
建
築
物
の
い
く
つ
か
は
、
世

界
各
地
の
カ
ジ
ノ
や
展
示
会
場
、
テ
ー
マ

パ
ー
ク
の
演
出
の
一
環
と
し
て
実
物
大
で
再

現
さ
れ
て
い
る
。ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
独
自
性
、

圧
倒
的
な
ブ
ラ
ン
ド
力
、
そ
し
て
継
続
的
な

メ
デ
ィ
ア
露
出
が
、
こ
の
街
を
比
類
な
き
成

功
を
収
め
る
観
光
地
へ
と
押
し
上
げ
た
。

　驚
く
こ
と
で
も
な
い
が
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

に
は
年
間
3
0
0
0
万
人
が
訪
れ
る
。
2
0

2
3
年
に
は
、
こ
れ
ら
の
訪
問
者
の
う
ち
、

約
4
5
0
万
人
が
公
式
な
宿
泊
施
設
に
滞
在

し
、
平
均
し
て
2
泊
強
を
過
ご
し
た
。
そ
の

結
果
、
延
べ
宿
泊
数
は
約
1
0
0
0
万
泊
に

達
し
た
。
公
式
デ
ー
タ
は
ま
だ
発
表
さ
れ
て

い
な
い
が
、
2
0
2
4
年
は
2
0
1
9
年
の

過
去
最
高
記
録
を
上
回
る
可
能
性
が
高
い
。

　観
光
が
地
域
社
会
に
与
え
る
影
響
の
第
一

指
標
と
し
て
、
歴
史
地
区
の
住
民
一
人
当
た

り
の
延
べ
宿
泊
数
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
指

標
は
観
光
地
に
お
け
る
観
光
負
荷
を
測
定
す

る
た
め
の
強
度
指
標
で
、
観
光
都
市
の
各
地

と
比
較
さ
れ
つ
つ
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

ホ
ー
ズ
（
2
0
1
5
）
に
よ
る
と
、
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最
も
観
光
客
の

多
い
都
市
の
一
つ
で
、
住
民
一
人
当
た
り
の

宿
泊
数
が
13
・
0
泊
、
リ
ス
ボ
ン
が
12
・
6

泊
で
こ
れ
に
続
き
、
プ
ラ
ハ
（
10
・
3
泊
）、

チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
（
9
・
7
泊
）、
ス
ト
ッ
ク

ホ
ル
ム
（
7
・
5
泊
）、
ア
テ
ネ
（
6
・
4
泊
）

と
続
い
て
い
る
。ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
歴
史
地
区

に
お
け
る
同
指
標
は
、
2
0
2
3
年
時
点
で

住
民
一
人
当
た
り
1
7
3
・
2
泊
に
達
し
て

お
り
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
が
他
の
観
光
都
市
に

と
っ
て
決
し
て
手
本
と
す
べ
き
で
は
な
い
例

で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。

　次
に
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
観
光
収
容
力

（
T
C
C
）
の
線
形
計
画
法
モ
デ
ル
の
最
新

バ
ー
ジ
ョ
ン
（C

osta &
 V
an
 d
er B

org, 

1988 

お
よ
び B

ertocchi et al., 2020

）

に
よ
る
解
析
で
は
、
年
間
訪
問
者
数
が
こ
の

指
標
を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
る
こ
と
が
明
確

に
示
さ
れ
た
。
2
0
1
8
年
に
お
い
て
、ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
の
観
光
収
容
力（
T
C
C
）は

1
9
8
8
年
の
1
1
0
0
万
人
か
ら

1
7
0
0
万
人
へ
と
増
加
し
、
滞
在
客
と
日

帰
り
客
が
ほ
ぼ
均
等
に
分
布
し
て
い
た
。
こ

の
算
出
で
は
、
地
域
の
公
共
交
通
機
関
へ
の

投
資
、
廃
棄
物
管
理
シ
ス
テ
ム
の
改
善
、
そ

し
て
特
に
B
&
B
を
含
む
宿
泊
施
設
の

ベ
ッ
ド
数
の
増
加
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
。

1
7
0
0
万
人
と
い
う
観
光
収
容
力

（
T
C
C
）
に
対
し
、
実
際
に
は
年
間
3
0

0
0
万
人
も
の
人
々
が
こ
の
イ
タ
リ
ア
の
芸

術
都
市
を
訪
れ
て
お
り
、
T
C
C
の
ほ
ぼ
2

倍
に
達
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
訪
問
者
の
構

成
も
理
想
と
は
か
け
離
れ
て
お
り
（
実
際
に

は
滞
在
客
20
％
、
日
帰
り
客
80
％
）、
最
適

と
さ
れ
る
50
％
ず
つ
の
割
合
と
は
大
き
な
乖

離
が
見
ら
れ
る
。

　ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
お
け
る
観
光
の
供
給
と

需
要
の
量
的
お
よ
び
質
的
な
不
均
衡
、
そ
し

て
受
け
入
れ
側
が
感
じ
る
過
度
な
負
担
（
先

述
の
宿
泊
数
と
住
民
数
の
比
率
に
示
さ
れ
る
）

と
い
う
観
光
客
の
流
入
に
よ
っ
て
生
じ
る
コ

ス
ト
が
、
そ
の
恩
恵
を
大
き
く
上
回
る
要
因

と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
恩
恵
の
大
部
分
は

観
光
産
業
に
集
中
し
て
い
る
。
言
い
換
え
れ

ば
、
そ
の
負
担
が
か
か
る
人
々
の
多
く
は
、

観
光
に
よ
る
恩
恵
を
全
く
受
け
て
い
な
い
か
、

ご
く
間
接
的
に
し
か
享
受
し
て
い
な
い
。

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
観
光
に

お
け
る
新
旧
の
視
点
：

分
析
に
基
づ
く
具
体
的
な

観
光
戦
略
と
政
策
の
提
言

　ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
よ
う
に
観
光
が
主
要
産

業
と
な
っ
て
い
る
場
所
で
は
、
観
光
は
経
済

的
お
よ
び
社
会
的
発
展
の
た
め
の
戦
略
的
な

都
市
開
発
計
画
に
お
い
て
不
可
欠
な
要
素
と

位
置
付
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、

戦
略
の
具
体
的
な
形
を
示
す
前
に
、
観
光
は

孤
立
し
た
存
在
で
は
な
い
こ
と
を
認
識
す
る

必
要
が
あ
る
。
観
光
が
多
様
な
生
活
の
側
面

と
相
互
に
作
用
す
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
で

あ
り
、
そ
の
た
め
観
光
戦
略
も
全
体
の
戦
略

に
強
く
統
合
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ラ

グ
ー
ン
（
潟
）
都
市
に
対
す
る
信
頼
性
の
あ

る
、
統
合
的
か
つ
共
有
さ
れ
た
ビ
ジ
ョ
ン
の

構
築
は
、
あ
ら
ゆ
る
観
光
政
策
の
前
提
条
件

で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

に
は
、
観
光
政
策
の
基
盤
と
な
る
ビ
シ
ョ
ン

が
完
全
に
欠
如
し
て
い
る
。

　ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
健
全
か
つ
革
新
的
な
観

光
開
発
戦
略
に
は
、
二
つ
の
基
盤
と
な
る
出

発
点
が
あ
る
。
ま
ず
第
一
に
、
新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
を
基
盤
と
し
、
時
代
に
そ
ぐ
わ

な
い
マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

に
取
っ
て
代
わ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め

に
は
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
訪
れ
る
観
光
客
の

「
全
体
的
な
環
境
負
荷
」
に
着
目
し
、
観
光

の
質
を
重
視
す
る
必
要
が
あ
る
。
可
能
で
あ

れ
ば
、
観
光
が
生
み
出
す
付
加
価
値
を
最
大

化
し
、
単
に
収
益
や
雇
用
を
生
み
出
す
だ
け

で
な
く
、
社
会
や
環
境
へ
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

影
響
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
第
二
に
、
観

光
開
発
は
そ
れ
自
体
を
目
的
と
す
る
も
の
で

2019

）。

　残
念
な
が
ら
、
持
続
不
可
能
性
は
観
光
と

い
う
商
品
の
本
質
に
よ
る
直
接
的
な
結
果
で

あ
る
。
観
光
地
の
観
光
資
源
（
観
光
名
所
、

公
共
空
間
、
イ
ン
フ
ラ
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
な

ど
）
の
多
く
は
、
そ
の
地
理
的
環
境
に
固
有

の
も
の
で
あ
り
再
生
産
が
不
可
能
な
た
め
、

極
め
て
希
少
な
公
共
財
と
し
て
の
性
質
を
持

つ
。
こ
れ
ら
の
資
源
の
最
適
な
配
分
を
市
場

原
理
の
み
に
委
ね
よ
う
と
す
る
と
、
決
し
て

最
適
な
配
分
に
は
つ
な
が
ら
ず
、
持
続
不
可

能
な
利
用
が
ほ
ぼ
不
可
避
と
な
る
。ま
さ
に
、

こ
の
「
極
め
て
希
少
で
あ
り
な
が
ら
コ
モ
ン

ズ
（
共
有
財
）
に
基
づ
い
て
い
る
」
と
い
う

特
性
の
組
み
合
わ
せ
は
、
観
光
地
が
ギ
ャ

レ
ッ
ト
・
ハ
ー
デ
ィ
ン
の
言
う
「
コ
モ
ン
ズ

の
悲
劇
」の
犠
牲
と
な
る
リ
ス
ク
を
高
め
る
。

ハ
ー
デ
ィ
ン
（
1
9
6
8
）
は
、『S

cience

』

誌
に
掲
載
さ
れ
た
先
駆
的
な
論
文
に
お
い

て
、
コ
モ
ン
ズ
の
利
用
が
限
界
効
用
経
済
に

お
い
て
ど
の
よ
う
に
作
用
す
る
か
を
述
べ
て

い
る
。
ハ
ー
デ
ィ
ン
は
、
利
用
規
則
の
な
い

公
有
地
で
家
畜
が
放
牧
さ
れ
て
い
る
状
況
を

想
像
し
て
ほ
し
い
と
問
い
か
け
る
。
自
身
の

富
を
増
や
そ
う
と
す
る
個
人
は
、
自
ら
の
群

れ
を
拡
大
し
よ
う
と
動
機
付
け
ら
れ
る
。
し

か
し
、
追
加
さ
れ
る
一
頭
一
頭
の
動
物
が
、

共
有
財
を
避
け
ら
れ
な
い
形
で
徐
々
に
、
し

か
し
大
き
く
劣
化
さ
せ
て
い
く
。〝
こ
こ
に

悲
劇
が
あ
る
。
人
は
、
有
限
な
世
界
に
お
い

て
、
際
限
な
く
家
畜
を
増
や
し
続
け
る
こ
と

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
に
閉
じ
込
め

ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
共
有
財
の
自
由
を

信
じ
る
社
会
の
中
で
、
各
人
が
自
ら
の
利
益

を
追
求
し
な
が
ら
進
む
先
に
あ
る
の
は
破
滅

で
あ
る
。
〞筆
者
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
は
ハ
ー
デ
ィ
ン
の
「
コ
モ
ン
ズ
の
悲
劇
」

の
多
く
の
現
象
の
う
ち
の
一
例
に
過
ぎ
な
い

と
考
え
る
。

　当
然
な
が
ら
、オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、

観
光
資
源
の
非
最
適
な
配
分
の
唯
一
の
形
態

で
は
な
い
。
観
光
の
活
用
不
足
、
す
な
わ
ち

ア
ン
ダ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
観
光
市
場
の
非

効
率
性
が
逆
方
向
に
進
む
形
態
で
あ
り
、
こ

れ
も
ま
た
社
会
的
・
経
済
的
に
望
ま
し
く
な

い
。
特
に
、
観
光
が
経
済
再
生
の
重
要
な
要

素
で
あ
る
地
域
や
、
他
の
開
発
の
選
択
肢
が

未
検
討
ま
た
は
実
施
困
難
な
地
域
に
お
い

て
、
そ
の
影
響
は
大
き
い
。
市
場
の
不
完
全

性
や
政
策
の
不
在
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ

る
観
光
資
源
の
誤
配
分
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
ア
ン
ダ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
形

で
顕
在
化
す
る
が
、
ラ
ワ
ー
ス
（
2
0
1
7
）

の
提
唱
す
る
持
続
可
能
な
ペ
ー
ス
で
の
経
済

発
展
に
関
す
る
革
新
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ

く
解
釈
も
可
能
で
あ
る
。
彼
女
は
、
世
界
経

済
の
状
態
を
ド
ー
ナ
ツ
に
例
え
て
概
念
化
し

て
い
る
。
彼
女
の
理
論
は
、
持
続
不
可
能
な

観
光
開
発
と
持
続
可
能
な
形
で
の
最
適
な
発

展
の
両
側
面
を
統
合
し
た
観
光
地
発
展
の
ビ

ジ
ョ
ン
へ
と
容
易
に
展
開
可
能
で
あ
る
。

ド
ー
ナ
ツ
型
の
観
光
地
は
、
世
界
経
済
と
同

様
に
、
外
的
境
界
と
内
的
境
界
と
い
う
二
つ

の
境
界
を
持
つ
。「
外
的
境
界
」
は
、
観
光

地
が
持
続
不
可
能
な
影
響
を
受
け
る
前
に
支

え
ら
れ
る
最
大
の
観
光
客
流
入
量
を
指
す
。

一
方
、「
内
的
境
界
」
は
そ
の
観
光
地
が
社

会
的
・
経
済
的
に
観
光
の
恩
恵
を
十
分
に
享

受
し
て
い
な
い
水
準
を
示
し
て
い
る
。
ラ

ワ
ー
ス
に
よ
れ
ば
、
持
続
可
能
性
と
は
、
内

的
境
界
を
確
実
に
超
え
な
が
ら
も
、
外
的
境

界
に
は
踏
み
込
ま
な
い
こ
と
を
指
す
。
従
っ

て
、
観
光
地
に
お
け
る
持
続
可
能
な
観
光
開

発
を
推
進
す
る
こ
と
は
、
ラ
ワ
ー
ス
の
言
葉

を
借
り
れ
ば
、「
人
々
の
基
本
的
な
ニ
ー
ズ

を
満
た
す
」
た
め
に
観
光
を
活
用
し
つ
つ
、

そ
の
影
響
を
「
地
球
の
限
界
を
超
え
な
い
」

範
囲
に
と
ど
め
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　生
態
学
的
境
界
の
越
境
は
、「
観
光
収
容

力
（
T
C
C
）」
と
し
て
知
ら
れ
る
概
念
と
類

似
点
を
持
つ
（
例
：C

o
sta &

 V
an
 d
er 

B
o
rg, 1

9
8
8

）。
観
光
収
容
力
（
T
C
C
）

の
超
過
は
、
観
光
地
の
持
続
可
能
性
と
相
容

れ
な
い
環
境
的
な
悪
影
響
の
発
生
を
伴
う
。

ゆ
え
に
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
（
観

光
）
ド
ー
ナ
ツ
の
外
的
境
界
を
超
え
な
い
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。
観
光
シ
ス

テ
ム
を
ド
ー
ナ
ツ
の
比
喩
で
表
現
す
る
こ
と

は
、
観
光
地
が
今
後
ま
す
ま
す
直
面
す
る
政

治
的
ジ
レ
ン
マ
、
す
な
わ
ち
「
ど
の
よ
う
に

し
て
観
光
地
を
損
な
う
こ
と
な
く
豊
か
さ
や

幸
福
を
生
み
出
せ
る
の
か
」
や
「
持
続
不
可

能
な
観
光
の
真
の
原
因
は
何
か
」
を
よ
り
深

く
理
解
す
る
の
に
役
立
つ
。
民
泊
や
B
&
B
、

格
安
航
空
会
社
、
強
欲
な
観
光
事
業
者
、「
十

分
な
知
識
を
持
た
な
い
」
観
光
客
、
無
力
な

地
方
政
治
家
を
一
括
し
て
批
判
す
る
よ
う
な

単
純
化
さ
れ
た
分
析
は
、
し
ば
し
ば
持
続
不

可
能
な
観
光
開
発
の
本
質
的
な
要
因
を
見
え

に
く
く
し
、
結
果
と
し
て
誤
っ
た
観
光
政
策

の
策
定
に
つ
な
が
る
。

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を

理
解
す
る
こ
と
は

持
続
不
可
能
な

観
光
開
発
を

理
解
す
る
一
助

　ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
世
界
的
に
象
徴
的
な
観

光
地
の
一
つ
で
あ
り
、
現
在
も
ユ
ネ
ス
コ
世

界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
街
の
写
真
は

ほ
ぼ
全
て
の
大
手
旅
行
会
社
の
宣
伝
資
料
で

継
続
的
に
内
在
す
る

観
光
の
持
続
不
可
能
性

　観
光
が
経
済
お
よ
び
社
会
活
動
と
し
て
急

速
に
変
貌
を
遂
げ
た
の
は
、
第
二
次
世
界
大

戦
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
多
く
の
場
所
で
、

特
に
工
業
国
で
は
平
均
国
民
所
得
や
有
給
休

暇
日
数
、
そ
し
て
自
家
用
車
の
所
有
率
な
ど

が
劇
的
に
増
加
し
、
観
光
は
一
部
の
富
裕
層

に
限
ら
れ
た
も
の
か
ら
、
大
衆
的
な
現
象
へ

と
変
化
し
た
。
こ
の
驚
く
べ
き
マ
ス
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
成
長
に
伴
い
、
そ
れ
に
対
応
し
た
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
出
現
し
、
成
功
モ
デ
ル
が

模
倣
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
規
模
の
経
済
の
追

求
と
、
ほ
ぼ
価
格
の
み
に
依
存
す
る
競
争
に

よ
り
構
築
さ
れ
た
。

　こ
の
モ
デ
ル
に
対
す
る
最
初
の
批
判
は
数

十
年
前
に
登
場
し
（
例
え
ばK

rippendorf, 

1986

を
参
照
）、
特
に
海
岸
地
域
や
山
岳
地

帯
と
い
っ
た
脆
弱
な
環
境
へ
の
観
光
に
よ
る

影
響
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
1
9
9
0

年
代
に
は
一
定
数
の
研
究
者
が
、
遺
産
都
市

を
含
む
他
の
観
光
地
も
マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
と

同
様
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
導
入
し
た
こ
と

で
、
過
剰
な
観
光
負
荷
に
よ
る
深
刻
な
影
響

を
受
け
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
今
日
、

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
、バ
ル
セ
ロ
ナ
、京
都
と
い
っ

た
成
功
し
た
観
光
地
は
、
過
剰
で
持
続
不
可

能
な
観
光
客
の
集
中
に
悩
ま
さ
れ
て
お
り
、

「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
い
う
流
行
語

で
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（U

N
W
T
O
, 

The Persistent and Intrinsic Unsustainability 
of Tourism

It was only after the Second World War that 
tourism as an economic and social activity 
rapidly transformed. In many places, especially 
in industrialized countries, average per capita 
income, the number of days of paid vacation, 
not to mention the ownership of a private car, 
among other things, increased dramatically and 
tourism has finally transformed from an activity 
reserved for a limited number of wealthy people 
into a mass phenomenon. With this frightening 
growth of mass tourism, a corresponding busi-
ness model has emerged, based on the mere 
replication of successful formulas, articulated 
through the search for economies of scale and 
a competitiveness almost based purely on 
prices.
The first criticisms of this model appeared 
decades ago (see for example Krippendorf, 
1986), especially with respect to the effects of 
tourism on delicate places such as seaside and 
mountain areas. In the 90s several authors 
have argued that other types of destinations, 
including heritage cities, started to suffer 
significantly from excessive tourist pressure, as 
they had embraced the same mass tourism busi-
ness model. Today, successful destinations 
such as Venice, Barcelona or Kyoto are afflicted 
by excessive and unsustainable tourist pres-
ence, which has been fashionably labeled 
“overtourism” (UNWTO, 2019).
Unsustainability is, unfortunately, a direct 
consequence of the very nature of the tourism 
product. Since many tourist assets of a destina-
tion (such as attractions, public spaces, infra-
structures and public services) are uniquely 
linked to a specific geographical context, and 
thus are not reproducible, turn out to be 
extremely scarce public commodities. Trying to 
determine their optimal allocation exclusively by 
market forces can never lead to optimal alloca-
tion of such capital and the unsustainable use 
of it becomes almost a certainty.
Indeed, this mix of being extremely scarce and 

being based on commons, raises the risk that 
destinations become victims of what Garrett 
Hardin famously called the tragedy of the com-
mons. In his groundbreaking article in Science, 
Hardin (1968) describes how the use of a com-
mons works in a marginalist economy. Hardin 
asks us to imagine animals grazing on publicly 
owned land for which rules of use are absent. 
Individuals aiming to increase their wealth are 
driven to expand their herd. However, each 
animal added to the total contributes inevitably 
to degrade the commons in a gradual but signif-
icant way. ‘Therein is the tragedy. Each man 
is locked into a system that compels him to 
increase his herd without limit ‒ in a world that 
is limited. Ruin is the destination toward which 
all men rush, each pursuing his own best inter-
est in a society that believes in the freedom of 
the commons’. I believe overtourism is but one 
of the many manifestations of the Hardin’s 
tragedy of the commons.
Overtourism is, of course, not the only form of 
suboptimal allocation of tourism. Tourism 
underutilization, or in other words undertour-
ism, which reflects the opposite direction in 
which tourism market inefficiency could move, is 
also socially and economically undesirable, 
especially in places where tourism represents a 
key asset for economic revitalization and where 
other alternative development trajectories have 
not been explored or are difficult to implement.
Indeed, the misallocation of tourism resources 
because markets are imperfect and policies are 
absent, both in the form of overtourism and 
undertourism, finds a possible interpretation 
also following the innovative vision of a sustain-
able pace of economic development that was 
designed by Raworth (2017). She conceptualiz-
es the state of the global economy comparing it 
to a donut. Her theory can easily be declined 
into a vision of the development of a destination 
that combines both forms of unsustainable tour-
ism development together with that of optimality 
in sustainability terms. The donut destination 
has, very much like the global economy, two 
boundaries: an external one and an internal 

one. The “external boundary” corresponds to 
the maximum tourist flow that a tourist destina-
tion can support before the impacts become 
unsustainable. The “internal boundary” of 
the donut represents the threshold below which 
the destination is not yet benefiting socially and 
economically from tourism. Sustainability 
according to Raworth means decisively over-
coming the internal boundary, but at the same 
time respecting the external one. Pursuing 
sustainable tourism development for a destina-
tion therefore means, in Raworth words, both 
using tourism to “be able to satisfy the primary 
needs of people”, but without being so inten-
sive "as to go beyond planetary boundaries".
The crossing of the ecological boundary pres-
ents similarities with what is known as the tour-
ist carrying capacity or TCC (see for example 
Costa and Van der Borg, 1988). The exceeding 
of the TCC involves the emergence of a negative 
(environmental) damage incompatible with the 
sustainability of the destination. Ergo, over-
tourism is, therefore, to need not to overcome 
the external boundary of the (tourism) donut. 
Representing a tourist system using the meta-
phor of the donut helps to better understand 
the political dilemma destinations will more 
frequently need to face, that is how do you 
create wealth and wellbeing for the destination 
without harming it, and what the real causes of 
unsustainable tourism are. Any other simplify-
ing analysis that proposes to indistinctly 
criticize AIRBnB and B&Bs, low-cost airlines, 
greedy tourism entrepreneurs, ‘uneducated’ 
visitors, and powerless local politicians, often 
leads to a smokescreen that obscures the true, 
fundamental causes of an unsustainable tour-
ism development process, and, hence, to the 
wrong set of tourism policies.

Understanding Venice May Help Us To Under-
stand Unsustainable Tourism Development

Venice is one of the world's iconic tourism 
destinations. It is still a UNESCO World Heri-
tage Site. Photographs of the city can be found 
in the promotional materials of virtually all 
major tour operators (Van der Borg, 1994). In 
addition, the city provides the backdrop for 
numerous films while Venice serves as a sound-
ing board for any event or demonstration. Some 
of its most prominent buildings have been 
rebuilt in full scale to add flavor to the casinos, 
exhibition areas and parks all over the world. 

The uniqueness of Venice, the incredibly strong 
brand it has, and its constant media exposure 
have turned it into an attraction that is success-
ful like no other.
Not surprisingly, Venice is vested yearly by 
approximately 30 million people. Of these 
visitors, approximately 4.5 million have arrived 
in 2023 in official accommodation establish-
ments, spending slightly more that 2 nights on 
average, generating thus almost 10 million 
overnight stays. Although the official data have 
not yet been published, the year 2024 promises 
to surpass the 2019 record year.
A first indication of the impact of tourism on 
local society is obtained by calculating the 
number of overnight stays per inhabitant of the 
historic center, an intensity indicator often 
used to evaluate the tourist pressure on desti-
nations, and comparing this indicator for 
various destinations of city travel. Hodes 
(2015) argued that Amsterdam is one of the 
most intensively visited cities in Europe, with 
13.0 overnight stays per inhabitant. Lisbon 
follows closely behind with 12.6 overnight stays 
per inhabitant, while Prague (10.3), Zurich 
(9.7), Stockholm (7.5) and Athens (6.4) follow 
at a distance. The same indicator for the histor-
ic center of Venice and updated to 2023 
amounts to 173.2 overnight stays per inhabi-
tant, confirming the fact that Venice is the 
example that other urban destinations should 
never follow.
Secondly, an updated version the linear 
programming model of the TCC of Venice (see 
Costa and Van der Borg, 1988 and Bertocchi et 
al, 2020) clearly showed that the yearly number 
of visitors abundantly exceeded that indicator. 
Indeed, in 2018 the TCC of Venice had risen 
from 11 million visitors in 1988 to 17 million 
visitors per year, equally distributed in tourists 
and day visitors. This calculation was obtained 
by taking into account investments made in 
local public transport, improvements in the 
solid waste management system, and, in partic-
ular, the expansion of beds in accommodation 
facilities, including B&Bs. With respect to the 
TCC of 17 million visitors, in fact not only are 
the 30 million people per year that come to the 
Italian city of art (almost twice the TCC), but 
also the composition of the flow of visitors (in 
reality 20% tourists with 80% day trippers) and 
very far from a desirable one (optimally 50 % 
tourists with 50% day trippers).
The quantitative and qualitative imbalance 

between tourist supply and demand in Venice, 
together with the excessive pressure perceived 
by the hosts (expressed by the earlier men-
tioned ratio between overnight stays and inhab-
itants) are the reason why the collective costs 
that tourist flows generate are far higher than 
their collective benefits, which are mainly 
concentrated in the industry. In other words, 
those who pay this bill in many cases do not 
benefit from tourism at all or do so only in a 
very indirect way.

Old and New Ideas for Venetian Tourism: 
From an Analysis to Suggestions for Concrete 
Tourism Strategies and Policies

In places that possess economies dominated by 
tourism like Venice, tourism should be a funda-
mental ingredient in a strategic urban develop-
ment strategy for economic and social develop-
ment of the city. Before outlining how such a 
strategy could look like, it is necessary to 
consider that tourism in such a strategy does 
not survives in some sort of bubble. It is very 
important that the tourism interacts with many 
dimensions of life, and therefore the tourist 
strategy must also be strongly integrated into 
the strategy as a whole. Creating a credible, 
integrated, and shared vision for the lagoon city 
is a necessary precondition for any tourism 
policy. A vision into which the tourism policies 
might be anchored is completely lacking in 
Venice today.
A sound and innovative tourism development 
strategy for Venice embraces two fundamental 
starting points. In the first place, it should be 
based on a new business model of this business 
and to replace the obsolete mass tourism busi-
ness model. To do so, it should be focusing on 
the quality of tourism, by looking into the "over-
all footprint" of the visitors to Venice, maximiz-
ing, if possible, the added value tourism 
creates, not of tourism just generating income 
and jobs, but also considering its positive 
impacts on the society and the environment. 
Secondly, tourism development should not be a 
means on itself, but it should be a vehicle to 
generate welfare and wellbeing to the locals and 
the local firms that ‘own’ the tourism assets 
in the first place.
On a more tactical level, there have been some 
specific ideas circulating in Venice for some 
time that, embedded within this new strategy, 
finally deserve to be implemented:

1. Being Venice an island in a lagoon, a buffer 
zone can be created between the mainland 
and the center of the city to intercept the 
day visitors of Venice before entering the 
historical center. Separating the flow of 
visitors in dedicated hubs or terminals from 
the traffic of the commuters forms the basis 
of an innovative visitor management policy. 
Obviously, together with the terminals, 
intelligent transport infrastructures to and 
from the historic center will also have to be 
implemented.

2. In the second place, s reservation system 
would not only make all visitors, including 
day-trippers, aware of the limited availabili-
ty and the sensitivity of Venice as a com-
modity, and may therefore nudge people to 
plan their visit to Venice rather than impro-
vise it. It would definitely be unconstitution-
al according to European law to close all 
the accesses to Venice, or discriminate 
visitors on the basis of their socioeconomic 
profile. A reservation, however, should not 
be made mandatory, but it would make it 
more difficult and much more expensive to 
visit Venice without a reservation, thus 
making visitors more mindful. The idea of a 
reservation was tested between 2002 and 
2005 with some success;

3. What should be avoided at all costs is to 
place further explicit limits on the develop-
ment of tourist accommodation, including 
B&Bs, as they are currently doing in many 
overtouristic places in Europe. This was 
already attempted in Venice in the 80s and 
90s and, instead of stopping the gentrifica-
tion process, it simply incentivized day 
tourism and had no effect whatsoever on 
the yearly influx of visitors.

4. New ICT technologies can be used in 
various ways to reorganize the chaotic flows 
of all visitors to the center of the city. Secu-
rity cameras present throughout Venice, 
together with the results of an analysis of 
the data collected through the cells that 
facilitate the use of mobile phones, credit 
card data, ticketing in public transport and 
attraction, and so forth, might be aggregat-
ed in a sort of control room. This control 
room can suggest alternative modes of 
transport, terminals and routing in real 
time, and thus contribute to the anticipation 
of the problem of congestion and thus solve 
the problem before any crowding occurs;

5. Fifthly, the City of Venice has started very 
timidly to promote alternative routes that 
involve more peripheral attractions under 
the label "Detourism". This might help to 
foster a better distribution of tourist pres-
sure on the historic center. Although the 
project has important limitations, not in the 
least place the lack of financial support, it 
could still help mitigate the negative impacts 
that this pressure entails;

6. Finally, it is important to note that fiscal 
policy schemes can be used to make tour-
ism development more sustainable. After 
the establishment of an Area Restricted for 
Traffic (ZTL) for tourist busses in 2001, the 
Italian Government made it possible for 
tourist cities to reintroduce a ‘classical’ 
tourist tax that substantially affects those 
who spend the night in Venice. Together, 
the ZTL and the tourist tax generate reve-
nues of over 50 million euros per year. In 
2024 the City of Venice has started an 
experiment with an “access fee”, original-
ly designed to make the daily tourist 
contribute to the maintenance of the city 
and to act as a disincentive for those who 
visit Venice in an unaware and hasty fash-
ion. Seen from this perspective, the first 
results are absolutely unsatisfactory. In 
fact, not only has the overall expenditure 
for communication and for the collection of 
this contribution be higher than the amount 
of taxes collected, but on the red (critical) 
days in which the complex system of collec-
tion of the “access contribution” was 
activated, the pressure of tourism even 
increased slightly with respect to 2023. In 
any case, the experiment was a partial 
success since it has achieved the main 
objective of Venice. Indeed, with this bluff 
and the decisive help of the Japanese dele-
gation in Doha, it has convinced UNESCO 
to postpone by at least one year (next 
municipal elections) the inscription of 
Venice in the list of World Heritage in 
danger. The scheme will be repeated in 
2025 in a slightly different form. More 
‘red days’ and a higher tax, but the same 
counterproductive exemptions. Although 
the idea of asking day visitors a contribu-
tion to the collective costs they are produc-
ing is a good one, the implementation will 
prove to be a fiasco also in 2025.

It is obviously that Venice might become a best 
practice for many other destinations that face 
the consequences of an excess of success. Not 
only has Venice be studied intensively and have 
many of these studies led to a major under-
standing of the factors that cause overtourism, 
some of the proposals that have been construct-
ed for Venice the last 50 years deserve atten-
tion and even some careful following. Coping 
with their success, destinations should first of 
all change the dominating mass tourism busi-
ness model in that based on footprints and 
quality. Moreover, they should realize them-
selves that tourism development policies that 
makes their citizens and the local entrepre-
neurs unhappy should be abandoned immedi-
ately and replaced with ones that are communi-
ty based (Van der Borg (ed), 2022).
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び
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ネ
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え
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ツ
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過
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し
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に
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す
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必
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あ
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収
額
の
引
き
上
げ
が
行
わ
れ
る
が
、
逆
効
果

と
な
る
免
除
措
置
は
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
日

帰
り
客
に
対
し
、
彼
ら
が
生
み
出
す
社
会
的

コ
ス
ト
の
一
部
を
負
担
さ
せ
る
と
い
う
考
え

自
体
は
良
い
が
、
そ
の
実
施
は
2
0
2
5
年

も
失
敗
に
終
わ
る
だ
ろ
う
。

　ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
、
過
度
な
成
功
の
代
償

に
直
面
し
て
い
る
他
の
多
く
の
観
光
地
に

と
っ
て
、
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
一
例
と

な
る
可
能
性
が
あ
る
。ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
が
長

年
に
わ
た
り
集
中
的
に
研
究
さ
れ
て
き
た
結

果
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
要
因
に
関
す

る
理
解
が
大
き
く
進
展
し
て
い
る
。
ま
た
、

は
な
く
、
観
光
資
源
を
有
す
る
地
域
の
住
民

や
地
元
企
業
に
豊
か
さ
と
幸
福
を
も
た
ら
す

手
段
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。

　よ
り
戦
術
的
な
レ
ベ
ル
で
は
、ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
で
は
以
前
か
ら
い
く
つ
か
の
具
体
的

な
ア
イ
デ
ア
が
検
討
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら

を
新
た
な
戦
略
に
組
み
込
み
、
い
よ
い
よ
実

行
に
移
す
べ
き
段
階
に
あ
る
。

　
　
　ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
ラ
グ
ー
ン
（
潟
）

　
　
　の
中
の
島
で
あ
る
た
め
、
本
土
と
市

中
心
部
の
間
に
緩
衝
地
帯
（
バ
ッ
フ
ァ
ー

ゾ
ー
ン
）
を
設
け
、
歴
史
地
区
に
入
る
前
に

日
帰
り
客
の
流
れ
を
管
理
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。
訪
問
者
の
流
れ
を
専
用
の
ハ
ブ
や

タ
ー
ミ
ナ
ル
に
集
約
し
、
通
勤
者
の
交
通
と

分
離
す
る
こ
と
が
革
新
的
な
訪
問
者
管
理
政

策
の
基
盤
と
な
る
。
当
然
な
が
ら
、
タ
ー
ミ

ナ
ル
の
整
備
と
並
行
し
て
、
歴
史
地
区
へ
の

往
来
を
支
え
る
高
度
な
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
導

入
も
求
め
ら
れ
る
。

　
　
　第
二
に
、
予
約
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す

　
　
　る
こ
と
で
、
日
帰
り
客
を
含
む
全
て

の
訪
問
者
に
対
し
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
受
け

入
れ
可
能
人
数
の
制
約
や
、
そ
の
希
少
性
へ

の
理
解
を
促
す
こ
と
が
で
き
る
。そ
の
結
果
、

訪
問
者
は
計
画
的
に
旅
行
を
組
み
立
て
る
よ

う
に
な
り
、
突
発
的
な
訪
問
が
抑
制
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
る
。ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
で
は
、ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
へ
の
全
て
の
ア
ク
セ
ス
を
制
限
す

る
こ
と
や
、
訪
問
者
を
社
会
経
済
的
な
要
因

に
基
づ
い
て
差
別
す
る
こ
と
は
、
明
確
に
違

憲
と
な
る
。
予
約
を
義
務
化
す
る
必
要
は
な

い
が
、
予
約
な
し
で
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
訪
問

を
よ
り
困
難
か
つ
高
額
に
す
る
こ
と
で
、
訪

問
者
の
意
識
を
高
め
る
効
果
が
期
待
で
き

る
。
こ
の
予
約
シ
ス
テ
ム
の
ア
イ
デ
ア
は
、

2
0
0
2
年
か
ら
2
0
0
5
年
に
か
け
て
試

験
的
に
導
入
さ
れ
、一
定
の
成
功
を
収
め
た
。

　
　
　絶
対
に
避
け
る
べ
き
な
の
は
、
ヨ
ー

　
　
　ロ
ッ
パ
の
多
く
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
都
市
で
現
在
行
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
B
&
B
を
含
む
観
光
宿
泊
施
設
の
開
発

を
さ
ら
に
厳
し
く
制
限
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
施
策
は
す
で
に
1
9
8
0
年
代
か
ら

1
9
9
0
年
代
に
か
け
て
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で

試
行
さ
れ
た
が
、
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
抑
制
に
は
寄
与
せ
ず
、
む
し
ろ
日

帰
り
観
光
を
促
進
す
る
結
果
と
な
り
、
年
間

の
訪
問
者
数
に
は
一
切
影
響
を
及
ぼ
さ
な

か
っ
た
。

　
　
　最
新
の
I
C
T
技
術
は
、
市
内
中
心

　
　
　部
へ
の
訪
問
者
の
混
雑
し
た
流
れ
を

整
理
す
る
た
め
に
多
様
な
形
で
活
用
可
能
で

あ
る
。ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
全
域
に
設
置
さ
れ
た

監
視
カ
メ
ラ
に
加
え
、
携
帯
電
話
の
通
信
基

地
局
か
ら
収
集
さ
れ
る
デ
ー
タ
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
の
決
済
情
報
、
公
共
交
通
機
関
や

観
光
施
設
の
チ
ケ
ッ
ト
販
売
デ
ー
タ
な
ど
を

分
析
し
、
そ
れ
ら
を
統
合
す
る
管
理
シ
ス
テ

ム
を
構
築
で
き
る
。
こ
の
管
理
シ
ス
テ
ム
は
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
代
替
の
交
通
手
段
、
タ
ー

ミ
ナ
ル
お
よ
び
経
路
を
提
案
す
る
こ
と
で
、

混
雑
の
発
生
を
事
前
に
予
測
し
、
問
題
が
発

生
す
る
前
に
解
決
へ
と
導
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　第
五
に
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
市
は

　
　
　「Deto

u
rism

」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド

の
も
と
、
周
辺
部
の
観
光
地
を
含
む
代
替

ル
ー
ト
の
促
進
に
慎
重
な
が
ら
着
手
し
て
い

る
。
こ
の
施
策
は
、
歴
史
地
区
に
集
中
す
る

観
光
負
荷
の
分
散
を
促
進
す
る
可
能
性
が
あ

る
。
財
政
的
支
援
の
不
足
を
含
む
い
く
つ
か

の
重
要
な
制
約
が
存
在
す
る
も
の
の
、
そ
れ

で
も
こ
の
負
荷
が
も
た
ら
す
負
の
影
響
を
軽

減
す
る
一
助
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　最
後
に
、
財
政
政
策
の
仕
組
み
を
活

　
　
　用
す
る
こ
と
で
、
観
光
開
発
を
よ
り

持
続
可
能
な
も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
点

を
指
摘
し
た
い
。
2
0
0
1
年
に
観
光
バ
ス

向
け
の
交
通
規
制
区
域
（
Z
T
L
）
が
導
入

さ
れ
た
後
、
イ
タ
リ
ア
政
府
は
観
光
都
市
が

「
従
来
型
」
の
観
光
税
を
再
導
入
で
き
る
よ

う
に
し
た
。
こ
の
税
は
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に

宿
泊
す
る
訪
問
者
に
実
質
的
な
負
担
を
課
し

て
い
る
。Z
T
L
と
観
光
税
を
合
わ
せ
る
と
、

年
間
5
0
0
0
万
ユ
ー
ロ
以
上
の
収
益
を
生

み
出
し
て
い
る
。2
0
2
4
年
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
市
は
「
ア
ク
セ
ス
フ
ィ
ー
（
＝
入
島
料
）」

の
試
験
運
用
を
開
始
し
た
。
こ
の
制
度
は
、

日
帰
り
観
光
客
に
都
市
維
持
の
た
め
の
負
担

を
求
め
る
と
と
も
に
、
無
計
画
か
つ
短
時
間

の
訪
問
を
抑
制
す
る
目
的
で
設
計
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
観
点
か
ら
見
る
と
、
初
期
の
成
果

は
極
め
て
不
満
足
な
も
の
で
あ
る
。
実
際
、

広
報
お
よ
び
こ
の
負
担
金
の
徴
収
に
要
し
た

総
費
用
が
、
徴
収
さ
れ
た
総
額
を
上
回
っ
た

だ
け
で
な
く
、「
ア
ク
セ
ス
フ
ィ
ー
」
徴
収

が
適
用
さ
れ
た
混
雑
日
（
レ
ッ
ド
デ
ー
）
に

は
、
2
0
2
3
年
と
比
較
し
て
観
光
負
荷
が

む
し
ろ
若
干
増
加
す
る
と
い
う
結
果
が
示
さ

れ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
試
み
は
部
分

的
に
は
成
功
し
た
と
言
え
る
。と
い
う
の
も
、

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
最
大
の
目
的
は
達
成
さ
れ

た
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
こ
の〝
駆
け
引
き
〞

と
、
ド
ー
ハ
に
お
け
る
日
本
代
表
団
の
決
定

的
な
支
援
に
よ
り
、ユ
ネ
ス
コ
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
を
「
危
機
遺
産
リ
ス
ト
」
に
記
載
す
る
決
定

を
、
少
な
く
と
も
1
年
間
（
次
回
の
市
長
選

挙
ま
で
）
延
期
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
こ

の
制
度
は
2
0
2
5
年
に
若
干
の
変
更
を
加

え
た
形
で
再
導
入
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

よ
り
多
く
の
「
レ
ッ
ド
デ
ー
」
の
設
定
と
徴

見
る
こ
と
が
で
き
る
（V

an
 d
er B

o
rg, 

1
9
9
4

）。
加
え
て
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
数
多

く
の
映
画
の
舞
台
と
な
り
、
あ
ら
ゆ
る
イ
ベ

ン
ト
や
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
発
信
拠

点
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
て
い
る
。ま
た
、

そ
の
代
表
的
な
建
築
物
の
い
く
つ
か
は
、
世

界
各
地
の
カ
ジ
ノ
や
展
示
会
場
、
テ
ー
マ

パ
ー
ク
の
演
出
の
一
環
と
し
て
実
物
大
で
再

現
さ
れ
て
い
る
。ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
独
自
性
、

圧
倒
的
な
ブ
ラ
ン
ド
力
、
そ
し
て
継
続
的
な

メ
デ
ィ
ア
露
出
が
、
こ
の
街
を
比
類
な
き
成

功
を
収
め
る
観
光
地
へ
と
押
し
上
げ
た
。

　驚
く
こ
と
で
も
な
い
が
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

に
は
年
間
3
0
0
0
万
人
が
訪
れ
る
。
2
0

2
3
年
に
は
、
こ
れ
ら
の
訪
問
者
の
う
ち
、

約
4
5
0
万
人
が
公
式
な
宿
泊
施
設
に
滞
在

し
、
平
均
し
て
2
泊
強
を
過
ご
し
た
。
そ
の

結
果
、
延
べ
宿
泊
数
は
約
1
0
0
0
万
泊
に

達
し
た
。
公
式
デ
ー
タ
は
ま
だ
発
表
さ
れ
て

い
な
い
が
、
2
0
2
4
年
は
2
0
1
9
年
の

過
去
最
高
記
録
を
上
回
る
可
能
性
が
高
い
。

　観
光
が
地
域
社
会
に
与
え
る
影
響
の
第
一

指
標
と
し
て
、
歴
史
地
区
の
住
民
一
人
当
た

り
の
延
べ
宿
泊
数
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
指

標
は
観
光
地
に
お
け
る
観
光
負
荷
を
測
定
す

る
た
め
の
強
度
指
標
で
、
観
光
都
市
の
各
地

と
比
較
さ
れ
つ
つ
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

ホ
ー
ズ
（
2
0
1
5
）
に
よ
る
と
、
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最
も
観
光
客
の

多
い
都
市
の
一
つ
で
、
住
民
一
人
当
た
り
の

宿
泊
数
が
13
・
0
泊
、
リ
ス
ボ
ン
が
12
・
6

泊
で
こ
れ
に
続
き
、
プ
ラ
ハ
（
10
・
3
泊
）、

チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
（
9
・
7
泊
）、
ス
ト
ッ
ク

ホ
ル
ム
（
7
・
5
泊
）、
ア
テ
ネ
（
6
・
4
泊
）

と
続
い
て
い
る
。ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
歴
史
地
区

に
お
け
る
同
指
標
は
、
2
0
2
3
年
時
点
で

住
民
一
人
当
た
り
1
7
3
・
2
泊
に
達
し
て

お
り
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
が
他
の
観
光
都
市
に

と
っ
て
決
し
て
手
本
と
す
べ
き
で
は
な
い
例

で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。

　次
に
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
観
光
収
容
力

（
T
C
C
）
の
線
形
計
画
法
モ
デ
ル
の
最
新

バ
ー
ジ
ョ
ン
（C

osta &
 V
an
 d
er B

org, 

1988 

お
よ
び B

ertocchi et al., 2020

）

に
よ
る
解
析
で
は
、
年
間
訪
問
者
数
が
こ
の

指
標
を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
る
こ
と
が
明
確

に
示
さ
れ
た
。
2
0
1
8
年
に
お
い
て
、ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
の
観
光
収
容
力（
T
C
C
）は

1
9
8
8
年
の
1
1
0
0
万
人
か
ら

1
7
0
0
万
人
へ
と
増
加
し
、
滞
在
客
と
日

帰
り
客
が
ほ
ぼ
均
等
に
分
布
し
て
い
た
。
こ

の
算
出
で
は
、
地
域
の
公
共
交
通
機
関
へ
の

投
資
、
廃
棄
物
管
理
シ
ス
テ
ム
の
改
善
、
そ

し
て
特
に
B
&
B
を
含
む
宿
泊
施
設
の

ベ
ッ
ド
数
の
増
加
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
。

1
7
0
0
万
人
と
い
う
観
光
収
容
力

（
T
C
C
）
に
対
し
、
実
際
に
は
年
間
3
0

0
0
万
人
も
の
人
々
が
こ
の
イ
タ
リ
ア
の
芸

術
都
市
を
訪
れ
て
お
り
、
T
C
C
の
ほ
ぼ
2

倍
に
達
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
訪
問
者
の
構

成
も
理
想
と
は
か
け
離
れ
て
お
り
（
実
際
に

は
滞
在
客
20
％
、
日
帰
り
客
80
％
）、
最
適

と
さ
れ
る
50
％
ず
つ
の
割
合
と
は
大
き
な
乖

離
が
見
ら
れ
る
。

　ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
お
け
る
観
光
の
供
給
と

需
要
の
量
的
お
よ
び
質
的
な
不
均
衡
、
そ
し

て
受
け
入
れ
側
が
感
じ
る
過
度
な
負
担
（
先

述
の
宿
泊
数
と
住
民
数
の
比
率
に
示
さ
れ
る
）

と
い
う
観
光
客
の
流
入
に
よ
っ
て
生
じ
る
コ

ス
ト
が
、
そ
の
恩
恵
を
大
き
く
上
回
る
要
因

と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
恩
恵
の
大
部
分
は

観
光
産
業
に
集
中
し
て
い
る
。
言
い
換
え
れ

ば
、
そ
の
負
担
が
か
か
る
人
々
の
多
く
は
、

観
光
に
よ
る
恩
恵
を
全
く
受
け
て
い
な
い
か
、

ご
く
間
接
的
に
し
か
享
受
し
て
い
な
い
。

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
観
光
に

お
け
る
新
旧
の
視
点
：

分
析
に
基
づ
く
具
体
的
な

観
光
戦
略
と
政
策
の
提
言

　ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
よ
う
に
観
光
が
主
要
産

業
と
な
っ
て
い
る
場
所
で
は
、
観
光
は
経
済

的
お
よ
び
社
会
的
発
展
の
た
め
の
戦
略
的
な

都
市
開
発
計
画
に
お
い
て
不
可
欠
な
要
素
と

位
置
付
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、

戦
略
の
具
体
的
な
形
を
示
す
前
に
、
観
光
は

孤
立
し
た
存
在
で
は
な
い
こ
と
を
認
識
す
る

必
要
が
あ
る
。
観
光
が
多
様
な
生
活
の
側
面

と
相
互
に
作
用
す
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
で

あ
り
、
そ
の
た
め
観
光
戦
略
も
全
体
の
戦
略

に
強
く
統
合
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ラ

グ
ー
ン
（
潟
）
都
市
に
対
す
る
信
頼
性
の
あ

る
、
統
合
的
か
つ
共
有
さ
れ
た
ビ
ジ
ョ
ン
の

構
築
は
、
あ
ら
ゆ
る
観
光
政
策
の
前
提
条
件

で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

に
は
、
観
光
政
策
の
基
盤
と
な
る
ビ
シ
ョ
ン

が
完
全
に
欠
如
し
て
い
る
。

　ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
健
全
か
つ
革
新
的
な
観

光
開
発
戦
略
に
は
、
二
つ
の
基
盤
と
な
る
出

発
点
が
あ
る
。
ま
ず
第
一
に
、
新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
を
基
盤
と
し
、
時
代
に
そ
ぐ
わ

な
い
マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

に
取
っ
て
代
わ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め

に
は
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
訪
れ
る
観
光
客
の

「
全
体
的
な
環
境
負
荷
」
に
着
目
し
、
観
光

の
質
を
重
視
す
る
必
要
が
あ
る
。
可
能
で
あ

れ
ば
、
観
光
が
生
み
出
す
付
加
価
値
を
最
大

化
し
、
単
に
収
益
や
雇
用
を
生
み
出
す
だ
け

で
な
く
、
社
会
や
環
境
へ
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

影
響
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
第
二
に
、
観

光
開
発
は
そ
れ
自
体
を
目
的
と
す
る
も
の
で

2019

）。

　残
念
な
が
ら
、
持
続
不
可
能
性
は
観
光
と

い
う
商
品
の
本
質
に
よ
る
直
接
的
な
結
果
で

あ
る
。
観
光
地
の
観
光
資
源
（
観
光
名
所
、

公
共
空
間
、
イ
ン
フ
ラ
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
な

ど
）
の
多
く
は
、
そ
の
地
理
的
環
境
に
固
有

の
も
の
で
あ
り
再
生
産
が
不
可
能
な
た
め
、

極
め
て
希
少
な
公
共
財
と
し
て
の
性
質
を
持

つ
。
こ
れ
ら
の
資
源
の
最
適
な
配
分
を
市
場

原
理
の
み
に
委
ね
よ
う
と
す
る
と
、
決
し
て

最
適
な
配
分
に
は
つ
な
が
ら
ず
、
持
続
不
可

能
な
利
用
が
ほ
ぼ
不
可
避
と
な
る
。ま
さ
に
、

こ
の
「
極
め
て
希
少
で
あ
り
な
が
ら
コ
モ
ン

ズ
（
共
有
財
）
に
基
づ
い
て
い
る
」
と
い
う

特
性
の
組
み
合
わ
せ
は
、
観
光
地
が
ギ
ャ

レ
ッ
ト
・
ハ
ー
デ
ィ
ン
の
言
う
「
コ
モ
ン
ズ

の
悲
劇
」の
犠
牲
と
な
る
リ
ス
ク
を
高
め
る
。

ハ
ー
デ
ィ
ン
（
1
9
6
8
）
は
、『S

cience

』

誌
に
掲
載
さ
れ
た
先
駆
的
な
論
文
に
お
い

て
、
コ
モ
ン
ズ
の
利
用
が
限
界
効
用
経
済
に

お
い
て
ど
の
よ
う
に
作
用
す
る
か
を
述
べ
て

い
る
。
ハ
ー
デ
ィ
ン
は
、
利
用
規
則
の
な
い

公
有
地
で
家
畜
が
放
牧
さ
れ
て
い
る
状
況
を

想
像
し
て
ほ
し
い
と
問
い
か
け
る
。
自
身
の

富
を
増
や
そ
う
と
す
る
個
人
は
、
自
ら
の
群

れ
を
拡
大
し
よ
う
と
動
機
付
け
ら
れ
る
。
し

か
し
、
追
加
さ
れ
る
一
頭
一
頭
の
動
物
が
、

共
有
財
を
避
け
ら
れ
な
い
形
で
徐
々
に
、
し

か
し
大
き
く
劣
化
さ
せ
て
い
く
。〝
こ
こ
に

悲
劇
が
あ
る
。
人
は
、
有
限
な
世
界
に
お
い

て
、
際
限
な
く
家
畜
を
増
や
し
続
け
る
こ
と

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
に
閉
じ
込
め

ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
共
有
財
の
自
由
を

信
じ
る
社
会
の
中
で
、
各
人
が
自
ら
の
利
益

を
追
求
し
な
が
ら
進
む
先
に
あ
る
の
は
破
滅

で
あ
る
。
〞筆
者
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
は
ハ
ー
デ
ィ
ン
の
「
コ
モ
ン
ズ
の
悲
劇
」

の
多
く
の
現
象
の
う
ち
の
一
例
に
過
ぎ
な
い

と
考
え
る
。

　当
然
な
が
ら
、オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、

観
光
資
源
の
非
最
適
な
配
分
の
唯
一
の
形
態

で
は
な
い
。
観
光
の
活
用
不
足
、
す
な
わ
ち

ア
ン
ダ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
観
光
市
場
の
非

効
率
性
が
逆
方
向
に
進
む
形
態
で
あ
り
、
こ

れ
も
ま
た
社
会
的
・
経
済
的
に
望
ま
し
く
な

い
。
特
に
、
観
光
が
経
済
再
生
の
重
要
な
要

素
で
あ
る
地
域
や
、
他
の
開
発
の
選
択
肢
が

未
検
討
ま
た
は
実
施
困
難
な
地
域
に
お
い

て
、
そ
の
影
響
は
大
き
い
。
市
場
の
不
完
全

性
や
政
策
の
不
在
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ

る
観
光
資
源
の
誤
配
分
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
ア
ン
ダ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
形

で
顕
在
化
す
る
が
、
ラ
ワ
ー
ス
（
2
0
1
7
）

の
提
唱
す
る
持
続
可
能
な
ペ
ー
ス
で
の
経
済

発
展
に
関
す
る
革
新
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ

く
解
釈
も
可
能
で
あ
る
。
彼
女
は
、
世
界
経

済
の
状
態
を
ド
ー
ナ
ツ
に
例
え
て
概
念
化
し

て
い
る
。
彼
女
の
理
論
は
、
持
続
不
可
能
な

観
光
開
発
と
持
続
可
能
な
形
で
の
最
適
な
発

展
の
両
側
面
を
統
合
し
た
観
光
地
発
展
の
ビ

ジ
ョ
ン
へ
と
容
易
に
展
開
可
能
で
あ
る
。

ド
ー
ナ
ツ
型
の
観
光
地
は
、
世
界
経
済
と
同

様
に
、
外
的
境
界
と
内
的
境
界
と
い
う
二
つ

の
境
界
を
持
つ
。「
外
的
境
界
」
は
、
観
光

地
が
持
続
不
可
能
な
影
響
を
受
け
る
前
に
支

え
ら
れ
る
最
大
の
観
光
客
流
入
量
を
指
す
。

一
方
、「
内
的
境
界
」
は
そ
の
観
光
地
が
社

会
的
・
経
済
的
に
観
光
の
恩
恵
を
十
分
に
享

受
し
て
い
な
い
水
準
を
示
し
て
い
る
。
ラ

ワ
ー
ス
に
よ
れ
ば
、
持
続
可
能
性
と
は
、
内

的
境
界
を
確
実
に
超
え
な
が
ら
も
、
外
的
境

界
に
は
踏
み
込
ま
な
い
こ
と
を
指
す
。
従
っ

て
、
観
光
地
に
お
け
る
持
続
可
能
な
観
光
開

発
を
推
進
す
る
こ
と
は
、
ラ
ワ
ー
ス
の
言
葉

を
借
り
れ
ば
、「
人
々
の
基
本
的
な
ニ
ー
ズ

を
満
た
す
」
た
め
に
観
光
を
活
用
し
つ
つ
、

そ
の
影
響
を
「
地
球
の
限
界
を
超
え
な
い
」

範
囲
に
と
ど
め
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　生
態
学
的
境
界
の
越
境
は
、「
観
光
収
容

力
（
T
C
C
）」
と
し
て
知
ら
れ
る
概
念
と
類

似
点
を
持
つ
（
例
：C

o
sta &

 V
an
 d
er 

B
o
rg, 1

9
8
8

）。
観
光
収
容
力
（
T
C
C
）

の
超
過
は
、
観
光
地
の
持
続
可
能
性
と
相
容

れ
な
い
環
境
的
な
悪
影
響
の
発
生
を
伴
う
。

ゆ
え
に
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
（
観

光
）
ド
ー
ナ
ツ
の
外
的
境
界
を
超
え
な
い
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。
観
光
シ
ス

テ
ム
を
ド
ー
ナ
ツ
の
比
喩
で
表
現
す
る
こ
と

で
、
観
光
地
が
今
後
ま
す
ま
す
直
面
す
る
政

治
的
ジ
レ
ン
マ
、
す
な
わ
ち
「
ど
の
よ
う
に

し
て
観
光
地
を
損
な
う
こ
と
な
く
豊
か
さ
や

幸
福
を
生
み
出
せ
る
の
か
」
や
「
持
続
不
可

能
な
観
光
の
真
の
原
因
は
何
か
」
を
よ
り
深

く
理
解
す
る
の
に
役
立
つ
。
民
泊
や
B
&
B
、

格
安
航
空
会
社
、
強
欲
な
観
光
事
業
者
、「
十

分
な
知
識
を
持
た
な
い
」
観
光
客
、
無
力
な

地
方
政
治
家
を
一
括
し
て
批
判
す
る
よ
う
な

単
純
化
さ
れ
た
分
析
は
、
し
ば
し
ば
持
続
不

可
能
な
観
光
開
発
の
本
質
的
な
要
因
を
見
え

に
く
く
し
、
結
果
と
し
て
誤
っ
た
観
光
政
策

の
策
定
に
つ
な
が
る
。

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を

理
解
す
る
こ
と
は

持
続
不
可
能
な

観
光
開
発
を

理
解
す
る
一
助

　ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
世
界
的
に
象
徴
的
な
観

光
地
の
一
つ
で
あ
り
、
現
在
も
ユ
ネ
ス
コ
世

界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
街
の
写
真
は

ほ
ぼ
全
て
の
大
手
旅
行
会
社
の
宣
伝
資
料
で

継
続
的
に
内
在
す
る

観
光
の
持
続
不
可
能
性

　観
光
が
経
済
お
よ
び
社
会
活
動
と
し
て
急

速
に
変
貌
を
遂
げ
た
の
は
、
第
二
次
世
界
大

戦
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
多
く
の
場
所
で
、

特
に
工
業
国
で
は
平
均
国
民
所
得
や
有
給
休

暇
日
数
、
そ
し
て
自
家
用
車
の
所
有
率
な
ど

が
劇
的
に
増
加
し
、
観
光
は
一
部
の
富
裕
層

に
限
ら
れ
た
も
の
か
ら
、
大
衆
的
な
現
象
へ

と
変
化
し
た
。
こ
の
驚
く
べ
き
マ
ス
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
成
長
に
伴
い
、
そ
れ
に
対
応
し
た
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
出
現
し
、
成
功
モ
デ
ル
が

模
倣
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
規
模
の
経
済
の
追

求
と
、
ほ
ぼ
価
格
の
み
に
依
存
す
る
競
争
に

よ
り
構
築
さ
れ
た
。

　こ
の
モ
デ
ル
に
対
す
る
最
初
の
批
判
は
数

十
年
前
に
登
場
し
（
例
え
ばK

rippendorf, 

1986

を
参
照
）、
特
に
海
岸
地
域
や
山
岳
地

帯
と
い
っ
た
脆
弱
な
環
境
へ
の
観
光
に
よ
る

影
響
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
1
9
9
0

年
代
に
は
一
定
数
の
研
究
者
が
、
遺
産
都
市

を
含
む
他
の
観
光
地
も
マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
と

同
様
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
導
入
し
た
こ
と

で
、
過
剰
な
観
光
負
荷
に
よ
る
深
刻
な
影
響

を
受
け
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
今
日
、

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
、バ
ル
セ
ロ
ナ
、京
都
と
い
っ

た
成
功
し
た
観
光
地
は
、
過
剰
で
持
続
不
可

能
な
観
光
客
の
集
中
に
悩
ま
さ
れ
て
お
り
、

「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
い
う
流
行
語

で
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（U

N
W
T
O
, 

The Persistent and Intrinsic Unsustainability 
of Tourism

It was only after the Second World War that 
tourism as an economic and social activity 
rapidly transformed. In many places, especially 
in industrialized countries, average per capita 
income, the number of days of paid vacation, 
not to mention the ownership of a private car, 
among other things, increased dramatically and 
tourism has finally transformed from an activity 
reserved for a limited number of wealthy people 
into a mass phenomenon. With this frightening 
growth of mass tourism, a corresponding busi-
ness model has emerged, based on the mere 
replication of successful formulas, articulated 
through the search for economies of scale and 
a competitiveness almost based purely on 
prices.
The first criticisms of this model appeared 
decades ago (see for example Krippendorf, 
1986), especially with respect to the effects of 
tourism on delicate places such as seaside and 
mountain areas. In the 90s several authors 
have argued that other types of destinations, 
including heritage cities, started to suffer 
significantly from excessive tourist pressure, as 
they had embraced the same mass tourism busi-
ness model. Today, successful destinations 
such as Venice, Barcelona or Kyoto are afflicted 
by excessive and unsustainable tourist pres-
ence, which has been fashionably labeled 
“overtourism” (UNWTO, 2019).
Unsustainability is, unfortunately, a direct 
consequence of the very nature of the tourism 
product. Since many tourist assets of a destina-
tion (such as attractions, public spaces, infra-
structures and public services) are uniquely 
linked to a specific geographical context, and 
thus are not reproducible, turn out to be 
extremely scarce public commodities. Trying to 
determine their optimal allocation exclusively by 
market forces can never lead to optimal alloca-
tion of such capital and the unsustainable use 
of it becomes almost a certainty.
Indeed, this mix of being extremely scarce and 

being based on commons, raises the risk that 
destinations become victims of what Garrett 
Hardin famously called the tragedy of the com-
mons. In his groundbreaking article in Science, 
Hardin (1968) describes how the use of a com-
mons works in a marginalist economy. Hardin 
asks us to imagine animals grazing on publicly 
owned land for which rules of use are absent. 
Individuals aiming to increase their wealth are 
driven to expand their herd. However, each 
animal added to the total contributes inevitably 
to degrade the commons in a gradual but signif-
icant way. ‘Therein is the tragedy. Each man 
is locked into a system that compels him to 
increase his herd without limit ‒ in a world that 
is limited. Ruin is the destination toward which 
all men rush, each pursuing his own best inter-
est in a society that believes in the freedom of 
the commons’. I believe overtourism is but one 
of the many manifestations of the Hardin’s 
tragedy of the commons.
Overtourism is, of course, not the only form of 
suboptimal allocation of tourism. Tourism 
underutilization, or in other words undertour-
ism, which reflects the opposite direction in 
which tourism market inefficiency could move, is 
also socially and economically undesirable, 
especially in places where tourism represents a 
key asset for economic revitalization and where 
other alternative development trajectories have 
not been explored or are difficult to implement.
Indeed, the misallocation of tourism resources 
because markets are imperfect and policies are 
absent, both in the form of overtourism and 
undertourism, finds a possible interpretation 
also following the innovative vision of a sustain-
able pace of economic development that was 
designed by Raworth (2017). She conceptualiz-
es the state of the global economy comparing it 
to a donut. Her theory can easily be declined 
into a vision of the development of a destination 
that combines both forms of unsustainable tour-
ism development together with that of optimality 
in sustainability terms. The donut destination 
has, very much like the global economy, two 
boundaries: an external one and an internal 

one. The “external boundary” corresponds to 
the maximum tourist flow that a tourist destina-
tion can support before the impacts become 
unsustainable. The “internal boundary” of 
the donut represents the threshold below which 
the destination is not yet benefiting socially and 
economically from tourism. Sustainability 
according to Raworth means decisively over-
coming the internal boundary, but at the same 
time respecting the external one. Pursuing 
sustainable tourism development for a destina-
tion therefore means, in Raworth words, both 
using tourism to “be able to satisfy the primary 
needs of people”, but without being so inten-
sive "as to go beyond planetary boundaries".
The crossing of the ecological boundary pres-
ents similarities with what is known as the tour-
ist carrying capacity or TCC (see for example 
Costa and Van der Borg, 1988). The exceeding 
of the TCC involves the emergence of a negative 
(environmental) damage incompatible with the 
sustainability of the destination. Ergo, over-
tourism is, therefore, to need not to overcome 
the external boundary of the (tourism) donut. 
Representing a tourist system using the meta-
phor of the donut helps to better understand 
the political dilemma destinations will more 
frequently need to face, that is how do you 
create wealth and wellbeing for the destination 
without harming it, and what the real causes of 
unsustainable tourism are. Any other simplify-
ing analysis that proposes to indistinctly 
criticize AIRBnB and B&Bs, low-cost airlines, 
greedy tourism entrepreneurs, ‘uneducated’ 
visitors, and powerless local politicians, often 
leads to a smokescreen that obscures the true, 
fundamental causes of an unsustainable tour-
ism development process, and, hence, to the 
wrong set of tourism policies.

Understanding Venice May Help Us To Under-
stand Unsustainable Tourism Development

Venice is one of the world's iconic tourism 
destinations. It is still a UNESCO World Heri-
tage Site. Photographs of the city can be found 
in the promotional materials of virtually all 
major tour operators (Van der Borg, 1994). In 
addition, the city provides the backdrop for 
numerous films while Venice serves as a sound-
ing board for any event or demonstration. Some 
of its most prominent buildings have been 
rebuilt in full scale to add flavor to the casinos, 
exhibition areas and parks all over the world. 

The uniqueness of Venice, the incredibly strong 
brand it has, and its constant media exposure 
have turned it into an attraction that is success-
ful like no other.
Not surprisingly, Venice is vested yearly by 
approximately 30 million people. Of these 
visitors, approximately 4.5 million have arrived 
in 2023 in official accommodation establish-
ments, spending slightly more that 2 nights on 
average, generating thus almost 10 million 
overnight stays. Although the official data have 
not yet been published, the year 2024 promises 
to surpass the 2019 record year.
A first indication of the impact of tourism on 
local society is obtained by calculating the 
number of overnight stays per inhabitant of the 
historic center, an intensity indicator often 
used to evaluate the tourist pressure on desti-
nations, and comparing this indicator for 
various destinations of city travel. Hodes 
(2015) argued that Amsterdam is one of the 
most intensively visited cities in Europe, with 
13.0 overnight stays per inhabitant. Lisbon 
follows closely behind with 12.6 overnight stays 
per inhabitant, while Prague (10.3), Zurich 
(9.7), Stockholm (7.5) and Athens (6.4) follow 
at a distance. The same indicator for the histor-
ic center of Venice and updated to 2023 
amounts to 173.2 overnight stays per inhabi-
tant, confirming the fact that Venice is the 
example that other urban destinations should 
never follow.
Secondly, an updated version the linear 
programming model of the TCC of Venice (see 
Costa and Van der Borg, 1988 and Bertocchi et 
al, 2020) clearly showed that the yearly number 
of visitors abundantly exceeded that indicator. 
Indeed, in 2018 the TCC of Venice had risen 
from 11 million visitors in 1988 to 17 million 
visitors per year, equally distributed in tourists 
and day visitors. This calculation was obtained 
by taking into account investments made in 
local public transport, improvements in the 
solid waste management system, and, in partic-
ular, the expansion of beds in accommodation 
facilities, including B&Bs. With respect to the 
TCC of 17 million visitors, in fact not only are 
the 30 million people per year that come to the 
Italian city of art (almost twice the TCC), but 
also the composition of the flow of visitors (in 
reality 20% tourists with 80% day trippers) and 
very far from a desirable one (optimally 50 % 
tourists with 50% day trippers).
The quantitative and qualitative imbalance 

between tourist supply and demand in Venice, 
together with the excessive pressure perceived 
by the hosts (expressed by the earlier men-
tioned ratio between overnight stays and inhab-
itants) are the reason why the collective costs 
that tourist flows generate are far higher than 
their collective benefits, which are mainly 
concentrated in the industry. In other words, 
those who pay this bill in many cases do not 
benefit from tourism at all or do so only in a 
very indirect way.

Old and New Ideas for Venetian Tourism: 
From an Analysis to Suggestions for Concrete 
Tourism Strategies and Policies

In places that possess economies dominated by 
tourism like Venice, tourism should be a funda-
mental ingredient in a strategic urban develop-
ment strategy for economic and social develop-
ment of the city. Before outlining how such a 
strategy could look like, it is necessary to 
consider that tourism in such a strategy does 
not survives in some sort of bubble. It is very 
important that the tourism interacts with many 
dimensions of life, and therefore the tourist 
strategy must also be strongly integrated into 
the strategy as a whole. Creating a credible, 
integrated, and shared vision for the lagoon city 
is a necessary precondition for any tourism 
policy. A vision into which the tourism policies 
might be anchored is completely lacking in 
Venice today.
A sound and innovative tourism development 
strategy for Venice embraces two fundamental 
starting points. In the first place, it should be 
based on a new business model of this business 
and to replace the obsolete mass tourism busi-
ness model. To do so, it should be focusing on 
the quality of tourism, by looking into the "over-
all footprint" of the visitors to Venice, maximiz-
ing, if possible, the added value tourism 
creates, not of tourism just generating income 
and jobs, but also considering its positive 
impacts on the society and the environment. 
Secondly, tourism development should not be a 
means on itself, but it should be a vehicle to 
generate welfare and wellbeing to the locals and 
the local firms that ‘own’ the tourism assets 
in the first place.
On a more tactical level, there have been some 
specific ideas circulating in Venice for some 
time that, embedded within this new strategy, 
finally deserve to be implemented:

1. Being Venice an island in a lagoon, a buffer 
zone can be created between the mainland 
and the center of the city to intercept the 
day visitors of Venice before entering the 
historical center. Separating the flow of 
visitors in dedicated hubs or terminals from 
the traffic of the commuters forms the basis 
of an innovative visitor management policy. 
Obviously, together with the terminals, 
intelligent transport infrastructures to and 
from the historic center will also have to be 
implemented.

2. In the second place, s reservation system 
would not only make all visitors, including 
day-trippers, aware of the limited availabili-
ty and the sensitivity of Venice as a com-
modity, and may therefore nudge people to 
plan their visit to Venice rather than impro-
vise it. It would definitely be unconstitution-
al according to European law to close all 
the accesses to Venice, or discriminate 
visitors on the basis of their socioeconomic 
profile. A reservation, however, should not 
be made mandatory, but it would make it 
more difficult and much more expensive to 
visit Venice without a reservation, thus 
making visitors more mindful. The idea of a 
reservation was tested between 2002 and 
2005 with some success;

3. What should be avoided at all costs is to 
place further explicit limits on the develop-
ment of tourist accommodation, including 
B&Bs, as they are currently doing in many 
overtouristic places in Europe. This was 
already attempted in Venice in the 80s and 
90s and, instead of stopping the gentrifica-
tion process, it simply incentivized day 
tourism and had no effect whatsoever on 
the yearly influx of visitors.

4. New ICT technologies can be used in 
various ways to reorganize the chaotic flows 
of all visitors to the center of the city. Secu-
rity cameras present throughout Venice, 
together with the results of an analysis of 
the data collected through the cells that 
facilitate the use of mobile phones, credit 
card data, ticketing in public transport and 
attraction, and so forth, might be aggregat-
ed in a sort of control room. This control 
room can suggest alternative modes of 
transport, terminals and routing in real 
time, and thus contribute to the anticipation 
of the problem of congestion and thus solve 
the problem before any crowding occurs;

5. Fifthly, the City of Venice has started very 
timidly to promote alternative routes that 
involve more peripheral attractions under 
the label "Detourism". This might help to 
foster a better distribution of tourist pres-
sure on the historic center. Although the 
project has important limitations, not in the 
least place the lack of financial support, it 
could still help mitigate the negative impacts 
that this pressure entails;

6. Finally, it is important to note that fiscal 
policy schemes can be used to make tour-
ism development more sustainable. After 
the establishment of an Area Restricted for 
Traffic (ZTL) for tourist busses in 2001, the 
Italian Government made it possible for 
tourist cities to reintroduce a ‘classical’ 
tourist tax that substantially affects those 
who spend the night in Venice. Together, 
the ZTL and the tourist tax generate reve-
nues of over 50 million euros per year. In 
2024 the City of Venice has started an 
experiment with an “access fee”, original-
ly designed to make the daily tourist 
contribute to the maintenance of the city 
and to act as a disincentive for those who 
visit Venice in an unaware and hasty fash-
ion. Seen from this perspective, the first 
results are absolutely unsatisfactory. In 
fact, not only has the overall expenditure 
for communication and for the collection of 
this contribution be higher than the amount 
of taxes collected, but on the red (critical) 
days in which the complex system of collec-
tion of the “access contribution” was 
activated, the pressure of tourism even 
increased slightly with respect to 2023. In 
any case, the experiment was a partial 
success since it has achieved the main 
objective of Venice. Indeed, with this bluff 
and the decisive help of the Japanese dele-
gation in Doha, it has convinced UNESCO 
to postpone by at least one year (next 
municipal elections) the inscription of 
Venice in the list of World Heritage in 
danger. The scheme will be repeated in 
2025 in a slightly different form. More 
‘red days’ and a higher tax, but the same 
counterproductive exemptions. Although 
the idea of asking day visitors a contribu-
tion to the collective costs they are produc-
ing is a good one, the implementation will 
prove to be a fiasco also in 2025.

It is obviously that Venice might become a best 
practice for many other destinations that face 
the consequences of an excess of success. Not 
only has Venice be studied intensively and have 
many of these studies led to a major under-
standing of the factors that cause overtourism, 
some of the proposals that have been construct-
ed for Venice the last 50 years deserve atten-
tion and even some careful following. Coping 
with their success, destinations should first of 
all change the dominating mass tourism busi-
ness model in that based on footprints and 
quality. Moreover, they should realize them-
selves that tourism development policies that 
makes their citizens and the local entrepre-
neurs unhappy should be abandoned immedi-
ately and replaced with ones that are communi-
ty based (Van der Borg (ed), 2022).
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ヴ
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学
で
観
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経
済
学
お
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マ
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メ
ン
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を
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え
、同
大
学
の
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学
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程

の
コ
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デ
ィ
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も
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め
る
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た
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ア
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア・カ・フ
ォ
ス
カ
リ
大
学
で
も
講

義
を
行
っ
て
い
る
。オ
ラ
ン
ダ
の
エ
ラ
ス
ム
ス
大
学
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
校
で
経
済
学
の
博
士
号
を
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し
て

お
り
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
観
光
開
発
に
関
す
る
博
士
論
文
を
も
と
に
、持
続
可
能
な
都
市
観
光
を
実
現
す
る
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め
の
条
件
を
テ

ー
マ
に
し
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究
を
継
続
的
に
発
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し
て
い
る
。
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の
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。
観
光
地
が
成
功
に

よ
る
問
題
に
対
処
す
る
に
は
、
ま
ず
従
来
の

マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
型
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
か

ら
、「
環
境
負
荷（
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
）」と「
質
」

に
基
づ
く
モ
デ
ル
へ
と
移
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す
る
必
要
が
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、
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る
必
要
が
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る
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The Persistent and Intrinsic Unsustainability 
of Tourism

It was only after the Second World War that 
tourism as an economic and social activity 
rapidly transformed. In many places, especially 
in industrialized countries, average per capita 
income, the number of days of paid vacation, 
not to mention the ownership of a private car, 
among other things, increased dramatically and 
tourism has finally transformed from an activity 
reserved for a limited number of wealthy people 
into a mass phenomenon. With this frightening 
growth of mass tourism, a corresponding busi-
ness model has emerged, based on the mere 
replication of successful formulas, articulated 
through the search for economies of scale and 
a competitiveness almost based purely on 
prices.
The first criticisms of this model appeared 
decades ago (see for example Krippendorf, 
1986), especially with respect to the effects of 
tourism on delicate places such as seaside and 
mountain areas. In the 90s several authors 
have argued that other types of destinations, 
including heritage cities, started to suffer 
significantly from excessive tourist pressure, as 
they had embraced the same mass tourism busi-
ness model. Today, successful destinations 
such as Venice, Barcelona or Kyoto are afflicted 
by excessive and unsustainable tourist pres-
ence, which has been fashionably labeled 
“overtourism” (UNWTO, 2019).
Unsustainability is, unfortunately, a direct 
consequence of the very nature of the tourism 
product. Since many tourist assets of a destina-
tion (such as attractions, public spaces, infra-
structures and public services) are uniquely 
linked to a specific geographical context, and 
thus are not reproducible, turn out to be 
extremely scarce public commodities. Trying to 
determine their optimal allocation exclusively by 
market forces can never lead to optimal alloca-
tion of such capital and the unsustainable use 
of it becomes almost a certainty.
Indeed, this mix of being extremely scarce and 

being based on commons, raises the risk that 
destinations become victims of what Garrett 
Hardin famously called the tragedy of the com-
mons. In his groundbreaking article in Science, 
Hardin (1968) describes how the use of a com-
mons works in a marginalist economy. Hardin 
asks us to imagine animals grazing on publicly 
owned land for which rules of use are absent. 
Individuals aiming to increase their wealth are 
driven to expand their herd. However, each 
animal added to the total contributes inevitably 
to degrade the commons in a gradual but signif-
icant way. ‘Therein is the tragedy. Each man 
is locked into a system that compels him to 
increase his herd without limit ‒ in a world that 
is limited. Ruin is the destination toward which 
all men rush, each pursuing his own best inter-
est in a society that believes in the freedom of 
the commons’. I believe overtourism is but one 
of the many manifestations of the Hardin’s 
tragedy of the commons.
Overtourism is, of course, not the only form of 
suboptimal allocation of tourism. Tourism 
underutilization, or in other words undertour-
ism, which reflects the opposite direction in 
which tourism market inefficiency could move, is 
also socially and economically undesirable, 
especially in places where tourism represents a 
key asset for economic revitalization and where 
other alternative development trajectories have 
not been explored or are difficult to implement.
Indeed, the misallocation of tourism resources 
because markets are imperfect and policies are 
absent, both in the form of overtourism and 
undertourism, finds a possible interpretation 
also following the innovative vision of a sustain-
able pace of economic development that was 
designed by Raworth (2017). She conceptualiz-
es the state of the global economy comparing it 
to a donut. Her theory can easily be declined 
into a vision of the development of a destination 
that combines both forms of unsustainable tour-
ism development together with that of optimality 
in sustainability terms. The donut destination 
has, very much like the global economy, two 
boundaries: an external one and an internal 

one. The “external boundary” corresponds to 
the maximum tourist flow that a tourist destina-
tion can support before the impacts become 
unsustainable. The “internal boundary” of 
the donut represents the threshold below which 
the destination is not yet benefiting socially and 
economically from tourism. Sustainability 
according to Raworth means decisively over-
coming the internal boundary, but at the same 
time respecting the external one. Pursuing 
sustainable tourism development for a destina-
tion therefore means, in Raworth words, both 
using tourism to “be able to satisfy the primary 
needs of people”, but without being so inten-
sive "as to go beyond planetary boundaries".
The crossing of the ecological boundary pres-
ents similarities with what is known as the tour-
ist carrying capacity or TCC (see for example 
Costa and Van der Borg, 1988). The exceeding 
of the TCC involves the emergence of a negative 
(environmental) damage incompatible with the 
sustainability of the destination. Ergo, over-
tourism is, therefore, to need not to overcome 
the external boundary of the (tourism) donut. 
Representing a tourist system using the meta-
phor of the donut helps to better understand 
the political dilemma destinations will more 
frequently need to face, that is how do you 
create wealth and wellbeing for the destination 
without harming it, and what the real causes of 
unsustainable tourism are. Any other simplify-
ing analysis that proposes to indistinctly 
criticize AIRBnB and B&Bs, low-cost airlines, 
greedy tourism entrepreneurs, ‘uneducated’ 
visitors, and powerless local politicians, often 
leads to a smokescreen that obscures the true, 
fundamental causes of an unsustainable tour-
ism development process, and, hence, to the 
wrong set of tourism policies.

Understanding Venice May Help Us To Under-
stand Unsustainable Tourism Development

Venice is one of the world's iconic tourism 
destinations. It is still a UNESCO World Heri-
tage Site. Photographs of the city can be found 
in the promotional materials of virtually all 
major tour operators (Van der Borg, 1994). In 
addition, the city provides the backdrop for 
numerous films while Venice serves as a sound-
ing board for any event or demonstration. Some 
of its most prominent buildings have been 
rebuilt in full scale to add flavor to the casinos, 
exhibition areas and parks all over the world. 

The uniqueness of Venice, the incredibly strong 
brand it has, and its constant media exposure 
have turned it into an attraction that is success-
ful like no other.
Not surprisingly, Venice is vested yearly by 
approximately 30 million people. Of these 
visitors, approximately 4.5 million have arrived 
in 2023 in official accommodation establish-
ments, spending slightly more that 2 nights on 
average, generating thus almost 10 million 
overnight stays. Although the official data have 
not yet been published, the year 2024 promises 
to surpass the 2019 record year.
A first indication of the impact of tourism on 
local society is obtained by calculating the 
number of overnight stays per inhabitant of the 
historic center, an intensity indicator often 
used to evaluate the tourist pressure on desti-
nations, and comparing this indicator for 
various destinations of city travel. Hodes 
(2015) argued that Amsterdam is one of the 
most intensively visited cities in Europe, with 
13.0 overnight stays per inhabitant. Lisbon 
follows closely behind with 12.6 overnight stays 
per inhabitant, while Prague (10.3), Zurich 
(9.7), Stockholm (7.5) and Athens (6.4) follow 
at a distance. The same indicator for the histor-
ic center of Venice and updated to 2023 
amounts to 173.2 overnight stays per inhabi-
tant, confirming the fact that Venice is the 
example that other urban destinations should 
never follow.
Secondly, an updated version the linear 
programming model of the TCC of Venice (see 
Costa and Van der Borg, 1988 and Bertocchi et 
al, 2020) clearly showed that the yearly number 
of visitors abundantly exceeded that indicator. 
Indeed, in 2018 the TCC of Venice had risen 
from 11 million visitors in 1988 to 17 million 
visitors per year, equally distributed in tourists 
and day visitors. This calculation was obtained 
by taking into account investments made in 
local public transport, improvements in the 
solid waste management system, and, in partic-
ular, the expansion of beds in accommodation 
facilities, including B&Bs. With respect to the 
TCC of 17 million visitors, in fact not only are 
the 30 million people per year that come to the 
Italian city of art (almost twice the TCC), but 
also the composition of the flow of visitors (in 
reality 20% tourists with 80% day trippers) and 
very far from a desirable one (optimally 50 % 
tourists with 50% day trippers).
The quantitative and qualitative imbalance 

between tourist supply and demand in Venice, 
together with the excessive pressure perceived 
by the hosts (expressed by the earlier men-
tioned ratio between overnight stays and inhab-
itants) are the reason why the collective costs 
that tourist flows generate are far higher than 
their collective benefits, which are mainly 
concentrated in the industry. In other words, 
those who pay this bill in many cases do not 
benefit from tourism at all or do so only in a 
very indirect way.

Old and New Ideas for Venetian Tourism: 
From an Analysis to Suggestions for Concrete 
Tourism Strategies and Policies

In places that possess economies dominated by 
tourism like Venice, tourism should be a funda-
mental ingredient in a strategic urban develop-
ment strategy for economic and social develop-
ment of the city. Before outlining how such a 
strategy could look like, it is necessary to 
consider that tourism in such a strategy does 
not survives in some sort of bubble. It is very 
important that the tourism interacts with many 
dimensions of life, and therefore the tourist 
strategy must also be strongly integrated into 
the strategy as a whole. Creating a credible, 
integrated, and shared vision for the lagoon city 
is a necessary precondition for any tourism 
policy. A vision into which the tourism policies 
might be anchored is completely lacking in 
Venice today.
A sound and innovative tourism development 
strategy for Venice embraces two fundamental 
starting points. In the first place, it should be 
based on a new business model of this business 
and to replace the obsolete mass tourism busi-
ness model. To do so, it should be focusing on 
the quality of tourism, by looking into the "over-
all footprint" of the visitors to Venice, maximiz-
ing, if possible, the added value tourism 
creates, not of tourism just generating income 
and jobs, but also considering its positive 
impacts on the society and the environment. 
Secondly, tourism development should not be a 
means on itself, but it should be a vehicle to 
generate welfare and wellbeing to the locals and 
the local firms that ‘own’ the tourism assets 
in the first place.
On a more tactical level, there have been some 
specific ideas circulating in Venice for some 
time that, embedded within this new strategy, 
finally deserve to be implemented:

1. Being Venice an island in a lagoon, a buffer 
zone can be created between the mainland 
and the center of the city to intercept the 
day visitors of Venice before entering the 
historical center. Separating the flow of 
visitors in dedicated hubs or terminals from 
the traffic of the commuters forms the basis 
of an innovative visitor management policy. 
Obviously, together with the terminals, 
intelligent transport infrastructures to and 
from the historic center will also have to be 
implemented.

2. In the second place, s reservation system 
would not only make all visitors, including 
day-trippers, aware of the limited availabili-
ty and the sensitivity of Venice as a com-
modity, and may therefore nudge people to 
plan their visit to Venice rather than impro-
vise it. It would definitely be unconstitution-
al according to European law to close all 
the accesses to Venice, or discriminate 
visitors on the basis of their socioeconomic 
profile. A reservation, however, should not 
be made mandatory, but it would make it 
more difficult and much more expensive to 
visit Venice without a reservation, thus 
making visitors more mindful. The idea of a 
reservation was tested between 2002 and 
2005 with some success;

3. What should be avoided at all costs is to 
place further explicit limits on the develop-
ment of tourist accommodation, including 
B&Bs, as they are currently doing in many 
overtouristic places in Europe. This was 
already attempted in Venice in the 80s and 
90s and, instead of stopping the gentrifica-
tion process, it simply incentivized day 
tourism and had no effect whatsoever on 
the yearly influx of visitors.

4. New ICT technologies can be used in 
various ways to reorganize the chaotic flows 
of all visitors to the center of the city. Secu-
rity cameras present throughout Venice, 
together with the results of an analysis of 
the data collected through the cells that 
facilitate the use of mobile phones, credit 
card data, ticketing in public transport and 
attraction, and so forth, might be aggregat-
ed in a sort of control room. This control 
room can suggest alternative modes of 
transport, terminals and routing in real 
time, and thus contribute to the anticipation 
of the problem of congestion and thus solve 
the problem before any crowding occurs;

5. Fifthly, the City of Venice has started very 
timidly to promote alternative routes that 
involve more peripheral attractions under 
the label "Detourism". This might help to 
foster a better distribution of tourist pres-
sure on the historic center. Although the 
project has important limitations, not in the 
least place the lack of financial support, it 
could still help mitigate the negative impacts 
that this pressure entails;

6. Finally, it is important to note that fiscal 
policy schemes can be used to make tour-
ism development more sustainable. After 
the establishment of an Area Restricted for 
Traffic (ZTL) for tourist busses in 2001, the 
Italian Government made it possible for 
tourist cities to reintroduce a ‘classical’ 
tourist tax that substantially affects those 
who spend the night in Venice. Together, 
the ZTL and the tourist tax generate reve-
nues of over 50 million euros per year. In 
2024 the City of Venice has started an 
experiment with an “access fee”, original-
ly designed to make the daily tourist 
contribute to the maintenance of the city 
and to act as a disincentive for those who 
visit Venice in an unaware and hasty fash-
ion. Seen from this perspective, the first 
results are absolutely unsatisfactory. In 
fact, not only has the overall expenditure 
for communication and for the collection of 
this contribution be higher than the amount 
of taxes collected, but on the red (critical) 
days in which the complex system of collec-
tion of the “access contribution” was 
activated, the pressure of tourism even 
increased slightly with respect to 2023. In 
any case, the experiment was a partial 
success since it has achieved the main 
objective of Venice. Indeed, with this bluff 
and the decisive help of the Japanese dele-
gation in Doha, it has convinced UNESCO 
to postpone by at least one year (next 
municipal elections) the inscription of 
Venice in the list of World Heritage in 
danger. The scheme will be repeated in 
2025 in a slightly different form. More 
‘red days’ and a higher tax, but the same 
counterproductive exemptions. Although 
the idea of asking day visitors a contribu-
tion to the collective costs they are produc-
ing is a good one, the implementation will 
prove to be a fiasco also in 2025.

It is obviously that Venice might become a best 
practice for many other destinations that face 
the consequences of an excess of success. Not 
only has Venice be studied intensively and have 
many of these studies led to a major under-
standing of the factors that cause overtourism, 
some of the proposals that have been construct-
ed for Venice the last 50 years deserve atten-
tion and even some careful following. Coping 
with their success, destinations should first of 
all change the dominating mass tourism busi-
ness model in that based on footprints and 
quality. Moreover, they should realize them-
selves that tourism development policies that 
makes their citizens and the local entrepre-
neurs unhappy should be abandoned immedi-
ately and replaced with ones that are communi-
ty based (Van der Borg (ed), 2022).

Jan van der Borg
Associate Professor
Jan van der Borg teaches Tourism Economics 
and Management at KU Leuven (BE), where he 
also coordinates the MSc in Tourism, and 
Venice Ca’ Foscari University (IT). He has a 
PhD in Economics from the Erasmus University 
Rotterdam (NL). Building further on his disser-
tation on tourism development in Venice, the 
conditions to achieve sustainable urban tourism 
have been a recurring subject of most of his 
publications.

成功を乗り越えて～ヴェネツィアの教訓～1

10



The Persistent and Intrinsic Unsustainability 
of Tourism

It was only after the Second World War that 
tourism as an economic and social activity 
rapidly transformed. In many places, especially 
in industrialized countries, average per capita 
income, the number of days of paid vacation, 
not to mention the ownership of a private car, 
among other things, increased dramatically and 
tourism has finally transformed from an activity 
reserved for a limited number of wealthy people 
into a mass phenomenon. With this frightening 
growth of mass tourism, a corresponding busi-
ness model has emerged, based on the mere 
replication of successful formulas, articulated 
through the search for economies of scale and 
a competitiveness almost based purely on 
prices.
The first criticisms of this model appeared 
decades ago (see for example Krippendorf, 
1986), especially with respect to the effects of 
tourism on delicate places such as seaside and 
mountain areas. In the 90s several authors 
have argued that other types of destinations, 
including heritage cities, started to suffer 
significantly from excessive tourist pressure, as 
they had embraced the same mass tourism busi-
ness model. Today, successful destinations 
such as Venice, Barcelona or Kyoto are afflicted 
by excessive and unsustainable tourist pres-
ence, which has been fashionably labeled 
“overtourism” (UNWTO, 2019).
Unsustainability is, unfortunately, a direct 
consequence of the very nature of the tourism 
product. Since many tourist assets of a destina-
tion (such as attractions, public spaces, infra-
structures and public services) are uniquely 
linked to a specific geographical context, and 
thus are not reproducible, turn out to be 
extremely scarce public commodities. Trying to 
determine their optimal allocation exclusively by 
market forces can never lead to optimal alloca-
tion of such capital and the unsustainable use 
of it becomes almost a certainty.
Indeed, this mix of being extremely scarce and 

being based on commons, raises the risk that 
destinations become victims of what Garrett 
Hardin famously called the tragedy of the com-
mons. In his groundbreaking article in Science, 
Hardin (1968) describes how the use of a com-
mons works in a marginalist economy. Hardin 
asks us to imagine animals grazing on publicly 
owned land for which rules of use are absent. 
Individuals aiming to increase their wealth are 
driven to expand their herd. However, each 
animal added to the total contributes inevitably 
to degrade the commons in a gradual but signif-
icant way. ‘Therein is the tragedy. Each man 
is locked into a system that compels him to 
increase his herd without limit ‒ in a world that 
is limited. Ruin is the destination toward which 
all men rush, each pursuing his own best inter-
est in a society that believes in the freedom of 
the commons’. I believe overtourism is but one 
of the many manifestations of the Hardin’s 
tragedy of the commons.
Overtourism is, of course, not the only form of 
suboptimal allocation of tourism. Tourism 
underutilization, or in other words undertour-
ism, which reflects the opposite direction in 
which tourism market inefficiency could move, is 
also socially and economically undesirable, 
especially in places where tourism represents a 
key asset for economic revitalization and where 
other alternative development trajectories have 
not been explored or are difficult to implement.
Indeed, the misallocation of tourism resources 
because markets are imperfect and policies are 
absent, both in the form of overtourism and 
undertourism, finds a possible interpretation 
also following the innovative vision of a sustain-
able pace of economic development that was 
designed by Raworth (2017). She conceptualiz-
es the state of the global economy comparing it 
to a donut. Her theory can easily be declined 
into a vision of the development of a destination 
that combines both forms of unsustainable tour-
ism development together with that of optimality 
in sustainability terms. The donut destination 
has, very much like the global economy, two 
boundaries: an external one and an internal 

one. The “external boundary” corresponds to 
the maximum tourist flow that a tourist destina-
tion can support before the impacts become 
unsustainable. The “internal boundary” of 
the donut represents the threshold below which 
the destination is not yet benefiting socially and 
economically from tourism. Sustainability 
according to Raworth means decisively over-
coming the internal boundary, but at the same 
time respecting the external one. Pursuing 
sustainable tourism development for a destina-
tion therefore means, in Raworth words, both 
using tourism to “be able to satisfy the primary 
needs of people”, but without being so inten-
sive "as to go beyond planetary boundaries".
The crossing of the ecological boundary pres-
ents similarities with what is known as the tour-
ist carrying capacity or TCC (see for example 
Costa and Van der Borg, 1988). The exceeding 
of the TCC involves the emergence of a negative 
(environmental) damage incompatible with the 
sustainability of the destination. Ergo, over-
tourism is, therefore, to need not to overcome 
the external boundary of the (tourism) donut. 
Representing a tourist system using the meta-
phor of the donut helps to better understand 
the political dilemma destinations will more 
frequently need to face, that is how do you 
create wealth and wellbeing for the destination 
without harming it, and what the real causes of 
unsustainable tourism are. Any other simplify-
ing analysis that proposes to indistinctly 
criticize AIRBnB and B&Bs, low-cost airlines, 
greedy tourism entrepreneurs, ‘uneducated’ 
visitors, and powerless local politicians, often 
leads to a smokescreen that obscures the true, 
fundamental causes of an unsustainable tour-
ism development process, and, hence, to the 
wrong set of tourism policies.

Understanding Venice May Help Us To Under-
stand Unsustainable Tourism Development

Venice is one of the world's iconic tourism 
destinations. It is still a UNESCO World Heri-
tage Site. Photographs of the city can be found 
in the promotional materials of virtually all 
major tour operators (Van der Borg, 1994). In 
addition, the city provides the backdrop for 
numerous films while Venice serves as a sound-
ing board for any event or demonstration. Some 
of its most prominent buildings have been 
rebuilt in full scale to add flavor to the casinos, 
exhibition areas and parks all over the world. 

The uniqueness of Venice, the incredibly strong 
brand it has, and its constant media exposure 
have turned it into an attraction that is success-
ful like no other.
Not surprisingly, Venice is vested yearly by 
approximately 30 million people. Of these 
visitors, approximately 4.5 million have arrived 
in 2023 in official accommodation establish-
ments, spending slightly more that 2 nights on 
average, generating thus almost 10 million 
overnight stays. Although the official data have 
not yet been published, the year 2024 promises 
to surpass the 2019 record year.
A first indication of the impact of tourism on 
local society is obtained by calculating the 
number of overnight stays per inhabitant of the 
historic center, an intensity indicator often 
used to evaluate the tourist pressure on desti-
nations, and comparing this indicator for 
various destinations of city travel. Hodes 
(2015) argued that Amsterdam is one of the 
most intensively visited cities in Europe, with 
13.0 overnight stays per inhabitant. Lisbon 
follows closely behind with 12.6 overnight stays 
per inhabitant, while Prague (10.3), Zurich 
(9.7), Stockholm (7.5) and Athens (6.4) follow 
at a distance. The same indicator for the histor-
ic center of Venice and updated to 2023 
amounts to 173.2 overnight stays per inhabi-
tant, confirming the fact that Venice is the 
example that other urban destinations should 
never follow.
Secondly, an updated version the linear 
programming model of the TCC of Venice (see 
Costa and Van der Borg, 1988 and Bertocchi et 
al, 2020) clearly showed that the yearly number 
of visitors abundantly exceeded that indicator. 
Indeed, in 2018 the TCC of Venice had risen 
from 11 million visitors in 1988 to 17 million 
visitors per year, equally distributed in tourists 
and day visitors. This calculation was obtained 
by taking into account investments made in 
local public transport, improvements in the 
solid waste management system, and, in partic-
ular, the expansion of beds in accommodation 
facilities, including B&Bs. With respect to the 
TCC of 17 million visitors, in fact not only are 
the 30 million people per year that come to the 
Italian city of art (almost twice the TCC), but 
also the composition of the flow of visitors (in 
reality 20% tourists with 80% day trippers) and 
very far from a desirable one (optimally 50 % 
tourists with 50% day trippers).
The quantitative and qualitative imbalance 

between tourist supply and demand in Venice, 
together with the excessive pressure perceived 
by the hosts (expressed by the earlier men-
tioned ratio between overnight stays and inhab-
itants) are the reason why the collective costs 
that tourist flows generate are far higher than 
their collective benefits, which are mainly 
concentrated in the industry. In other words, 
those who pay this bill in many cases do not 
benefit from tourism at all or do so only in a 
very indirect way.

Old and New Ideas for Venetian Tourism: 
From an Analysis to Suggestions for Concrete 
Tourism Strategies and Policies

In places that possess economies dominated by 
tourism like Venice, tourism should be a funda-
mental ingredient in a strategic urban develop-
ment strategy for economic and social develop-
ment of the city. Before outlining how such a 
strategy could look like, it is necessary to 
consider that tourism in such a strategy does 
not survives in some sort of bubble. It is very 
important that the tourism interacts with many 
dimensions of life, and therefore the tourist 
strategy must also be strongly integrated into 
the strategy as a whole. Creating a credible, 
integrated, and shared vision for the lagoon city 
is a necessary precondition for any tourism 
policy. A vision into which the tourism policies 
might be anchored is completely lacking in 
Venice today.
A sound and innovative tourism development 
strategy for Venice embraces two fundamental 
starting points. In the first place, it should be 
based on a new business model of this business 
and to replace the obsolete mass tourism busi-
ness model. To do so, it should be focusing on 
the quality of tourism, by looking into the "over-
all footprint" of the visitors to Venice, maximiz-
ing, if possible, the added value tourism 
creates, not of tourism just generating income 
and jobs, but also considering its positive 
impacts on the society and the environment. 
Secondly, tourism development should not be a 
means on itself, but it should be a vehicle to 
generate welfare and wellbeing to the locals and 
the local firms that ‘own’ the tourism assets 
in the first place.
On a more tactical level, there have been some 
specific ideas circulating in Venice for some 
time that, embedded within this new strategy, 
finally deserve to be implemented:

1. Being Venice an island in a lagoon, a buffer 
zone can be created between the mainland 
and the center of the city to intercept the 
day visitors of Venice before entering the 
historical center. Separating the flow of 
visitors in dedicated hubs or terminals from 
the traffic of the commuters forms the basis 
of an innovative visitor management policy. 
Obviously, together with the terminals, 
intelligent transport infrastructures to and 
from the historic center will also have to be 
implemented.

2. In the second place, s reservation system 
would not only make all visitors, including 
day-trippers, aware of the limited availabili-
ty and the sensitivity of Venice as a com-
modity, and may therefore nudge people to 
plan their visit to Venice rather than impro-
vise it. It would definitely be unconstitution-
al according to European law to close all 
the accesses to Venice, or discriminate 
visitors on the basis of their socioeconomic 
profile. A reservation, however, should not 
be made mandatory, but it would make it 
more difficult and much more expensive to 
visit Venice without a reservation, thus 
making visitors more mindful. The idea of a 
reservation was tested between 2002 and 
2005 with some success;

3. What should be avoided at all costs is to 
place further explicit limits on the develop-
ment of tourist accommodation, including 
B&Bs, as they are currently doing in many 
overtouristic places in Europe. This was 
already attempted in Venice in the 80s and 
90s and, instead of stopping the gentrifica-
tion process, it simply incentivized day 
tourism and had no effect whatsoever on 
the yearly influx of visitors.

4. New ICT technologies can be used in 
various ways to reorganize the chaotic flows 
of all visitors to the center of the city. Secu-
rity cameras present throughout Venice, 
together with the results of an analysis of 
the data collected through the cells that 
facilitate the use of mobile phones, credit 
card data, ticketing in public transport and 
attraction, and so forth, might be aggregat-
ed in a sort of control room. This control 
room can suggest alternative modes of 
transport, terminals and routing in real 
time, and thus contribute to the anticipation 
of the problem of congestion and thus solve 
the problem before any crowding occurs;

5. Fifthly, the City of Venice has started very 
timidly to promote alternative routes that 
involve more peripheral attractions under 
the label "Detourism". This might help to 
foster a better distribution of tourist pres-
sure on the historic center. Although the 
project has important limitations, not in the 
least place the lack of financial support, it 
could still help mitigate the negative impacts 
that this pressure entails;

6. Finally, it is important to note that fiscal 
policy schemes can be used to make tour-
ism development more sustainable. After 
the establishment of an Area Restricted for 
Traffic (ZTL) for tourist busses in 2001, the 
Italian Government made it possible for 
tourist cities to reintroduce a ‘classical’ 
tourist tax that substantially affects those 
who spend the night in Venice. Together, 
the ZTL and the tourist tax generate reve-
nues of over 50 million euros per year. In 
2024 the City of Venice has started an 
experiment with an “access fee”, original-
ly designed to make the daily tourist 
contribute to the maintenance of the city 
and to act as a disincentive for those who 
visit Venice in an unaware and hasty fash-
ion. Seen from this perspective, the first 
results are absolutely unsatisfactory. In 
fact, not only has the overall expenditure 
for communication and for the collection of 
this contribution be higher than the amount 
of taxes collected, but on the red (critical) 
days in which the complex system of collec-
tion of the “access contribution” was 
activated, the pressure of tourism even 
increased slightly with respect to 2023. In 
any case, the experiment was a partial 
success since it has achieved the main 
objective of Venice. Indeed, with this bluff 
and the decisive help of the Japanese dele-
gation in Doha, it has convinced UNESCO 
to postpone by at least one year (next 
municipal elections) the inscription of 
Venice in the list of World Heritage in 
danger. The scheme will be repeated in 
2025 in a slightly different form. More 
‘red days’ and a higher tax, but the same 
counterproductive exemptions. Although 
the idea of asking day visitors a contribu-
tion to the collective costs they are produc-
ing is a good one, the implementation will 
prove to be a fiasco also in 2025.

It is obviously that Venice might become a best 
practice for many other destinations that face 
the consequences of an excess of success. Not 
only has Venice be studied intensively and have 
many of these studies led to a major under-
standing of the factors that cause overtourism, 
some of the proposals that have been construct-
ed for Venice the last 50 years deserve atten-
tion and even some careful following. Coping 
with their success, destinations should first of 
all change the dominating mass tourism busi-
ness model in that based on footprints and 
quality. Moreover, they should realize them-
selves that tourism development policies that 
makes their citizens and the local entrepre-
neurs unhappy should be abandoned immedi-
ately and replaced with ones that are communi-
ty based (Van der Borg (ed), 2022).
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The Persistent and Intrinsic Unsustainability 
of Tourism

It was only after the Second World War that 
tourism as an economic and social activity 
rapidly transformed. In many places, especially 
in industrialized countries, average per capita 
income, the number of days of paid vacation, 
not to mention the ownership of a private car, 
among other things, increased dramatically and 
tourism has finally transformed from an activity 
reserved for a limited number of wealthy people 
into a mass phenomenon. With this frightening 
growth of mass tourism, a corresponding busi-
ness model has emerged, based on the mere 
replication of successful formulas, articulated 
through the search for economies of scale and 
a competitiveness almost based purely on 
prices.
The first criticisms of this model appeared 
decades ago (see for example Krippendorf, 
1986), especially with respect to the effects of 
tourism on delicate places such as seaside and 
mountain areas. In the 90s several authors 
have argued that other types of destinations, 
including heritage cities, started to suffer 
significantly from excessive tourist pressure, as 
they had embraced the same mass tourism busi-
ness model. Today, successful destinations 
such as Venice, Barcelona or Kyoto are afflicted 
by excessive and unsustainable tourist pres-
ence, which has been fashionably labeled 
“overtourism” (UNWTO, 2019).
Unsustainability is, unfortunately, a direct 
consequence of the very nature of the tourism 
product. Since many tourist assets of a destina-
tion (such as attractions, public spaces, infra-
structures and public services) are uniquely 
linked to a specific geographical context, and 
thus are not reproducible, turn out to be 
extremely scarce public commodities. Trying to 
determine their optimal allocation exclusively by 
market forces can never lead to optimal alloca-
tion of such capital and the unsustainable use 
of it becomes almost a certainty.
Indeed, this mix of being extremely scarce and 

Jan van der Borg
KU Leuven / Venice Ca’ Foscari University

being based on commons, raises the risk that 
destinations become victims of what Garrett 
Hardin famously called the tragedy of the com-
mons. In his groundbreaking article in Science, 
Hardin (1968) describes how the use of a com-
mons works in a marginalist economy. Hardin 
asks us to imagine animals grazing on publicly 
owned land for which rules of use are absent. 
Individuals aiming to increase their wealth are 
driven to expand their herd. However, each 
animal added to the total contributes inevitably 
to degrade the commons in a gradual but signif-
icant way. ‘Therein is the tragedy. Each man 
is locked into a system that compels him to 
increase his herd without limit ‒ in a world that 
is limited. Ruin is the destination toward which 
all men rush, each pursuing his own best inter-
est in a society that believes in the freedom of 
the commons’. I believe overtourism is but one 
of the many manifestations of the Hardin’s 
tragedy of the commons.
Overtourism is, of course, not the only form of 
suboptimal allocation of tourism. Tourism 
underutilization, or in other words undertour-
ism, which reflects the opposite direction in 
which tourism market inefficiency could move, is 
also socially and economically undesirable, 
especially in places where tourism represents a 
key asset for economic revitalization and where 
other alternative development trajectories have 
not been explored or are difficult to implement.
Indeed, the misallocation of tourism resources 
because markets are imperfect and policies are 
absent, both in the form of overtourism and 
undertourism, finds a possible interpretation 
also following the innovative vision of a sustain-
able pace of economic development that was 
designed by Raworth (2017). She conceptualiz-
es the state of the global economy comparing it 
to a donut. Her theory can easily be declined 
into a vision of the development of a destination 
that combines both forms of unsustainable tour-
ism development together with that of optimality 
in sustainability terms. The donut destination 
has, very much like the global economy, two 
boundaries: an external one and an internal 

one. The “external boundary” corresponds to 
the maximum tourist flow that a tourist destina-
tion can support before the impacts become 
unsustainable. The “internal boundary” of 
the donut represents the threshold below which 
the destination is not yet benefiting socially and 
economically from tourism. Sustainability 
according to Raworth means decisively over-
coming the internal boundary, but at the same 
time respecting the external one. Pursuing 
sustainable tourism development for a destina-
tion therefore means, in Raworth words, both 
using tourism to “be able to satisfy the primary 
needs of people”, but without being so inten-
sive "as to go beyond planetary boundaries".
The crossing of the ecological boundary pres-
ents similarities with what is known as the tour-
ist carrying capacity or TCC (see for example 
Costa and Van der Borg, 1988). The exceeding 
of the TCC involves the emergence of a negative 
(environmental) damage incompatible with the 
sustainability of the destination. Ergo, over-
tourism is, therefore, to need not to overcome 
the external boundary of the (tourism) donut. 
Representing a tourist system using the meta-
phor of the donut helps to better understand 
the political dilemma destinations will more 
frequently need to face, that is how do you 
create wealth and wellbeing for the destination 
without harming it, and what the real causes of 
unsustainable tourism are. Any other simplify-
ing analysis that proposes to indistinctly 
criticize AIRBnB and B&Bs, low-cost airlines, 
greedy tourism entrepreneurs, ‘uneducated’ 
visitors, and powerless local politicians, often 
leads to a smokescreen that obscures the true, 
fundamental causes of an unsustainable tour-
ism development process, and, hence, to the 
wrong set of tourism policies.

Understanding Venice May Help Us To Under-
stand Unsustainable Tourism Development

Venice is one of the world's iconic tourism 
destinations. It is still a UNESCO World Heri-
tage Site. Photographs of the city can be found 
in the promotional materials of virtually all 
major tour operators (Van der Borg, 1994). In 
addition, the city provides the backdrop for 
numerous films while Venice serves as a sound-
ing board for any event or demonstration. Some 
of its most prominent buildings have been 
rebuilt in full scale to add flavor to the casinos, 
exhibition areas and parks all over the world. 

The uniqueness of Venice, the incredibly strong 
brand it has, and its constant media exposure 
have turned it into an attraction that is success-
ful like no other.
Not surprisingly, Venice is vested yearly by 
approximately 30 million people. Of these 
visitors, approximately 4.5 million have arrived 
in 2023 in official accommodation establish-
ments, spending slightly more that 2 nights on 
average, generating thus almost 10 million 
overnight stays. Although the official data have 
not yet been published, the year 2024 promises 
to surpass the 2019 record year.
A first indication of the impact of tourism on 
local society is obtained by calculating the 
number of overnight stays per inhabitant of the 
historic center, an intensity indicator often 
used to evaluate the tourist pressure on desti-
nations, and comparing this indicator for 
various destinations of city travel. Hodes 
(2015) argued that Amsterdam is one of the 
most intensively visited cities in Europe, with 
13.0 overnight stays per inhabitant. Lisbon 
follows closely behind with 12.6 overnight stays 
per inhabitant, while Prague (10.3), Zurich 
(9.7), Stockholm (7.5) and Athens (6.4) follow 
at a distance. The same indicator for the histor-
ic center of Venice and updated to 2023 
amounts to 173.2 overnight stays per inhabi-
tant, confirming the fact that Venice is the 
example that other urban destinations should 
never follow.
Secondly, an updated version the linear 
programming model of the TCC of Venice (see 
Costa and Van der Borg, 1988 and Bertocchi et 
al, 2020) clearly showed that the yearly number 
of visitors abundantly exceeded that indicator. 
Indeed, in 2018 the TCC of Venice had risen 
from 11 million visitors in 1988 to 17 million 
visitors per year, equally distributed in tourists 
and day visitors. This calculation was obtained 
by taking into account investments made in 
local public transport, improvements in the 
solid waste management system, and, in partic-
ular, the expansion of beds in accommodation 
facilities, including B&Bs. With respect to the 
TCC of 17 million visitors, in fact not only are 
the 30 million people per year that come to the 
Italian city of art (almost twice the TCC), but 
also the composition of the flow of visitors (in 
reality 20% tourists with 80% day trippers) and 
very far from a desirable one (optimally 50 % 
tourists with 50% day trippers).
The quantitative and qualitative imbalance 

between tourist supply and demand in Venice, 
together with the excessive pressure perceived 
by the hosts (expressed by the earlier men-
tioned ratio between overnight stays and inhab-
itants) are the reason why the collective costs 
that tourist flows generate are far higher than 
their collective benefits, which are mainly 
concentrated in the industry. In other words, 
those who pay this bill in many cases do not 
benefit from tourism at all or do so only in a 
very indirect way.

Old and New Ideas for Venetian Tourism: 
From an Analysis to Suggestions for Concrete 
Tourism Strategies and Policies

In places that possess economies dominated by 
tourism like Venice, tourism should be a funda-
mental ingredient in a strategic urban develop-
ment strategy for economic and social develop-
ment of the city. Before outlining how such a 
strategy could look like, it is necessary to 
consider that tourism in such a strategy does 
not survives in some sort of bubble. It is very 
important that the tourism interacts with many 
dimensions of life, and therefore the tourist 
strategy must also be strongly integrated into 
the strategy as a whole. Creating a credible, 
integrated, and shared vision for the lagoon city 
is a necessary precondition for any tourism 
policy. A vision into which the tourism policies 
might be anchored is completely lacking in 
Venice today.
A sound and innovative tourism development 
strategy for Venice embraces two fundamental 
starting points. In the first place, it should be 
based on a new business model of this business 
and to replace the obsolete mass tourism busi-
ness model. To do so, it should be focusing on 
the quality of tourism, by looking into the "over-
all footprint" of the visitors to Venice, maximiz-
ing, if possible, the added value tourism 
creates, not of tourism just generating income 
and jobs, but also considering its positive 
impacts on the society and the environment. 
Secondly, tourism development should not be a 
means on itself, but it should be a vehicle to 
generate welfare and wellbeing to the locals and 
the local firms that ‘own’ the tourism assets 
in the first place.
On a more tactical level, there have been some 
specific ideas circulating in Venice for some 
time that, embedded within this new strategy, 
finally deserve to be implemented:

1. Being Venice an island in a lagoon, a buffer 
zone can be created between the mainland 
and the center of the city to intercept the 
day visitors of Venice before entering the 
historical center. Separating the flow of 
visitors in dedicated hubs or terminals from 
the traffic of the commuters forms the basis 
of an innovative visitor management policy. 
Obviously, together with the terminals, 
intelligent transport infrastructures to and 
from the historic center will also have to be 
implemented.

2. In the second place, s reservation system 
would not only make all visitors, including 
day-trippers, aware of the limited availabili-
ty and the sensitivity of Venice as a com-
modity, and may therefore nudge people to 
plan their visit to Venice rather than impro-
vise it. It would definitely be unconstitution-
al according to European law to close all 
the accesses to Venice, or discriminate 
visitors on the basis of their socioeconomic 
profile. A reservation, however, should not 
be made mandatory, but it would make it 
more difficult and much more expensive to 
visit Venice without a reservation, thus 
making visitors more mindful. The idea of a 
reservation was tested between 2002 and 
2005 with some success;

3. What should be avoided at all costs is to 
place further explicit limits on the develop-
ment of tourist accommodation, including 
B&Bs, as they are currently doing in many 
overtouristic places in Europe. This was 
already attempted in Venice in the 80s and 
90s and, instead of stopping the gentrifica-
tion process, it simply incentivized day 
tourism and had no effect whatsoever on 
the yearly influx of visitors.

4. New ICT technologies can be used in 
various ways to reorganize the chaotic flows 
of all visitors to the center of the city. Secu-
rity cameras present throughout Venice, 
together with the results of an analysis of 
the data collected through the cells that 
facilitate the use of mobile phones, credit 
card data, ticketing in public transport and 
attraction, and so forth, might be aggregat-
ed in a sort of control room. This control 
room can suggest alternative modes of 
transport, terminals and routing in real 
time, and thus contribute to the anticipation 
of the problem of congestion and thus solve 
the problem before any crowding occurs;

5. Fifthly, the City of Venice has started very 
timidly to promote alternative routes that 
involve more peripheral attractions under 
the label "Detourism". This might help to 
foster a better distribution of tourist pres-
sure on the historic center. Although the 
project has important limitations, not in the 
least place the lack of financial support, it 
could still help mitigate the negative impacts 
that this pressure entails;

6. Finally, it is important to note that fiscal 
policy schemes can be used to make tour-
ism development more sustainable. After 
the establishment of an Area Restricted for 
Traffic (ZTL) for tourist busses in 2001, the 
Italian Government made it possible for 
tourist cities to reintroduce a ‘classical’ 
tourist tax that substantially affects those 
who spend the night in Venice. Together, 
the ZTL and the tourist tax generate reve-
nues of over 50 million euros per year. In 
2024 the City of Venice has started an 
experiment with an “access fee”, original-
ly designed to make the daily tourist 
contribute to the maintenance of the city 
and to act as a disincentive for those who 
visit Venice in an unaware and hasty fash-
ion. Seen from this perspective, the first 
results are absolutely unsatisfactory. In 
fact, not only has the overall expenditure 
for communication and for the collection of 
this contribution be higher than the amount 
of taxes collected, but on the red (critical) 
days in which the complex system of collec-
tion of the “access contribution” was 
activated, the pressure of tourism even 
increased slightly with respect to 2023. In 
any case, the experiment was a partial 
success since it has achieved the main 
objective of Venice. Indeed, with this bluff 
and the decisive help of the Japanese dele-
gation in Doha, it has convinced UNESCO 
to postpone by at least one year (next 
municipal elections) the inscription of 
Venice in the list of World Heritage in 
danger. The scheme will be repeated in 
2025 in a slightly different form. More 
‘red days’ and a higher tax, but the same 
counterproductive exemptions. Although 
the idea of asking day visitors a contribu-
tion to the collective costs they are produc-
ing is a good one, the implementation will 
prove to be a fiasco also in 2025.

It is obviously that Venice might become a best 
practice for many other destinations that face 
the consequences of an excess of success. Not 
only has Venice be studied intensively and have 
many of these studies led to a major under-
standing of the factors that cause overtourism, 
some of the proposals that have been construct-
ed for Venice the last 50 years deserve atten-
tion and even some careful following. Coping 
with their success, destinations should first of 
all change the dominating mass tourism busi-
ness model in that based on footprints and 
quality. Moreover, they should realize them-
selves that tourism development policies that 
makes their citizens and the local entrepre-
neurs unhappy should be abandoned immedi-
ately and replaced with ones that are communi-
ty based (Van der Borg (ed), 2022).
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す

る
こ
と
も
不
可
欠
で
あ
る
。そ
の
上
で
、オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
め
ぐ
っ
て
意
見
の
異
な

る
市
民
間
の
対
話
や
議
論
の
ア
リ
ー
ナ
を
出

現
さ
せ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
首
長
選
挙
や

裁
判
等
に
よ
る
観
光
推
進
か
反
観
光
か
の
二

者
択
一
的
な
議
論
で
は
な
く
、
二
者
の
対
立

を
乗
り
越
え
る
よ
う
な
弁
証
法
的
解
決
策
の

模
索
が
進
め
ら
れ
る
と
良
い
だ
ろ
う
。

側
は
、
こ
の
問
題
を
ど
う
捉
え
て
、
ど
の
よ

う
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
の
か
。

　観
光
大
国
で
あ
る
イ
タ
リ
ア
は
、
当
然
な

が
ら
国
家
戦
略
に
お
い
て
も
観
光
を
重
要
視

し
て
い
る
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
契
機
に
次

世
代
E
U
と
呼
ば
れ
る
基
金
を
得
て
、

2
0
2
1
年
7
月
に
成
立
し
た
国
家
復
興
・

回
復
計
画
（P

iano N
azionale di R

ipresa 

e R
esilienza

：PN
R
R

）で
は
、
6
つ
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の
う
ち
の
1
つ
目
に
観
光
を
位
置
付

け
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
も
言
及
し
て

い
る
。
た
だ
し
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

内
容
や
範
囲
に
は
触
れ
ず
、
観
光
客
の
流
れ

を
持
続
可
能
な
形
で
イ
タ
リ
ア
全
土
に
バ
ラ

ン
ス
さ
せ
、
文
化
お
よ
び
観
光
の
振
興
に
よ

る
過
疎
地
域
の
再
生
を
目
指
す
根
拠
と
し
て

位
置
付
け
る
。
よ
り
具
体
的
に
は
「C

ap
u
t 

M
u
n
d
i

（
世
界
の
首
都
）」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
あ
り
、
ロ
ー
マ
か
ら
イ
タ
リ
ア
全
土
に
続

く
歴
史
的
で
ユ
ニ
ー
ク
な
道
路
を
活
用
し

て
、
様
々
な
セ
グ
メ
ン
ト
に
対
応
す
る
よ
う

な
新
た
な
観
光
ル
ー
ト
を
構
築
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

　同
様
に
イ
タ
リ
ア
国
家
に
よ
る
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
と
し
て
は
、
市
民
の
声
に

押
さ
れ
る
形
で
、
イ
タ
リ
ア
内
務
省
が

2
0
2
4
年
11
月
、
民
泊
サ
ー
ビ
ス
用
の

キ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
使
用
の
締
め
付
け
を
図
る

通
達
を
出
し
た
。
キ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
使
用
を

禁
止
す
る
の
で
は
な
く
、
テ
ロ
の
可
能
性
を

含
め
た
安
全
保
障
上
の
理
由
か
ら
、
宿
泊
施

設
の
管
理
者
に
宿
泊
者
の
本
人
確
認
を
怠
ら

な
い
よ
う
、
キ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
不
正
な
使
用

を
禁
止
す
る
も
の
で
あ
る
。以
上
の
よ
う
に
、

国
家
レ
ベ
ル
で
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

内
容
や
範
囲
を
定
め
な
い
ま
ま
、
し
か
し
何

ら
か
の
対
策
を
通
し
て
、
間
接
的
に
そ
の
問

題
に
対
処
し
て
い
る
よ
う
に
映
る
。
な
お
、

2
0
2
0
年
よ
り
ロ
ー
マ
、
ナ
ポ
リ
、
フ
ィ

レ
ン
ツ
ェ
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
、
ミ
ラ
ノ
の
5
都

市
が
共
同
で
短
期
賃
貸
物
件
関
連
の
課
題
に

取
り
組
み
、
国
家
へ
対
策
の
提
案
を
行
っ
て

い
る
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
は
、
国
家
よ

り
も
各
自
治
体
に
お
い
て
、
具
体
的
か
つ

前
衛
的
で
あ
る
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
市
は

2
0
1
8
年
に
成
立
し
た
周
辺
17
自
治
体
と

の
広
域
観
光
圏
を
基
盤
と
し
て
、
2
0
2
2

年
よ
り
、
歴
史
的
市
街
地
に
集
中
す
る
観
光

客
の
流
れ
を
自
転
車
ル
ー
ト
な
ど
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
広
域
的
に
分
散
さ
せ

る
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。
フ
ィ
レ
ン

ツ
ェ
観
光
研
究
セ
ン
タ
ー
の
収
集
し
た
観
光

流
動
に
関
す
る
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、

2
0
2
4
年
に
は
周
辺
自
治
体
の
観
光
客
数

が
急
増
し
、
取
り
組
み
の
結
果
が
表
れ
て
い

る
と
い
う
。
さ
ら
に
、
2
0
2
3
年
6
月
に

は
長
期
賃
貸
物
件
居
住
者
向
け
の
住
環
境
の

改
善
を
目
的
に
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
を
モ
デ
ル
と

し
て
、
世
界
遺
産
区
域
で
の
民
泊
サ
ー
ビ
ス

の
新
規
開
業
を
禁
止
し
た
。
こ
の
決
定
は
裁

判
所
に
よ
っ
て
一
旦
は
無
効
と
さ
れ
た
が
、

2
0
2
4
年
7
月
に
再
び
市
は
民
泊
サ
ー
ビ

ス
の
新
規
開
業
を
禁
止
す
る
都
市
計
画
決
議

を
承
認
し
た
。
新
規
開
業
を
計
画
し
て
い
る

事
業
者
側
は
、
短
期
賃
貸
物
件
の
増
加
と
住

民
向
け
の
住
宅
不
足
の
間
に
直
接
的
な
因
果

関
係
は
存
在
し
な
い
と
主
張
し
、
市
を
提
訴

す
る
構
え
で
、
こ
の
争
い
の
展
望
は
不
透
明

な
ま
ま
で
あ
る
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
さ
ら
さ
れ
て
い

る
小
さ
な
自
治
体
で
は
、
さ
ら
に
野
心
的
な

対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。
チ
ン
ク
エ
テ
ッ

レ
は
、
リ
グ
リ
ア
海
に
面
し
、
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ

か
ら
東
に
続
く
美
し
い
漁
村
集
落
群
を
含
む

国
立
公
園
だ
が
、
人
口
4
0
0
0
人
の
地
域

に
毎
年
3
5
0
万
人
（
う
ち
ク
ル
ー
ズ
客

2
0
0
万
人
）
の
観
光
客
が
訪
れ
、
特
に
夏

の
繁
忙
期
に
は
狭
い
路
地
を
観
光
客
が
埋
め

つ
く
し
、
地
域
へ
の
交
通
手
段
で
あ
る
列
車

チ
ン
ク
エ
テ
ッ
レ
・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
も
混
雑

し
て
時
間
通
り
に
運
行
さ
れ
な
い
状
況
に
な

る
。
静
か
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
住
民
は
、

移
動
の
自
由
を
奪
わ
れ
、
夜
遅
く
ま
で
続
く

喧
騒
に
頭
を
悩
ま
せ
る
。
海
沿
い
の
細
い
遊

歩
道
で
あ
る
「
愛
の
小
道
」
に
は
観
光
客
が

殺
到
す
る
こ
と
に
加
え
て
、
た
び
た
び
高
潮

や
土
砂
災
害
に
見
舞
わ
れ
る
な
ど
、
自
然
災

害
を
含
め
た
崩
落
の
リ
ス
ク
が
大
き
い
。
そ

の
た
め
の
対
策
と
し
て
、
チ
ン
ク
エ
テ
ッ
レ

国
立
公
園
は
2
0
0
1
年
よ
り
定
額
で
複
数

の
観
光
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
で
き
る
チ
ン
ク
エ

テ
ッ
レ
カ
ー
ド
を
導
入
、「
愛
の
小
道
」
な

ど
の
ト
レ
イ
ル
を
含
め
た
地
域
の
観
光
資
源

を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
提
供
す
る
こ
と
で
観

光
客
を
分
散
さ
せ
、
滞
在
時
間
を
延
ば
す
と

同
時
に
、
石
垣
な
ど
の
修
復
の
た
め
の
資
金

と
し
て
き
た
。
現
在
、「
愛
の
小
道
」
は
事

前
予
約
制
で
人
数
を
制
限
す
る
と
と
も
に
、

原
則
一
方
通
行
と
し
て
い
る
。
な
お
、
住
民

の
入
場
は
無
料
で
、
入
場
可
能
時
間
も
観
光

客
よ
り
長
く
設
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

2
0
2
4
年
に
は
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
よ
る

混
雑
予
測
に
基
づ
い
て
「
愛
の
小
道
」
以
外

の
ト
レ
イ
ル
を
一
方
通
行
に
し
た
り
、
リ
ア

ル
タ
イ
ム
の
情
報
や
警
告
を
表
示
す
る
デ
ジ

タ
ル
ト
ー
テ
ム
を
主
要
な
ト
レ
イ
ル
の
入
り

口
に
設
置
す
る
な
ど
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
導

入
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　一
方
、
ロ
ー
マ
市
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
対
策
は
や
や
消
極
的
に
映
る
。
観
光
客
の

混
雑
が
危
険
な
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
る
ト
レ

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
す
る
何
ら
か
の
対
策
を
講

じ
る
こ
と
に
賛
成
し
て
い
る
。そ
の
割
合
は
、

観
光
客
の
多
い
地
域
ほ
ど
高
い
と
い
う
。
ま

た
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
最
も
深
刻
な

影
響
に
つ
い
て
は
、
住
民
に
と
っ
て
の
住
み

や
す
さ
の
悪
化
（
51
％
）、
観
光
客
に
と
っ

て
の
悪
い
観
光
体
験
（
39
％
）、
環
境
や
生

態
系
へ
の
影
響
（
38
％
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。
多
く
の
イ
タ
リ
ア
人
が
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
の

証
左
で
あ
り
、
こ
れ
は
日
常
生
活
で
は
見
え

て
こ
な
い
事
実
で
あ
る
。
な
お
、
同
社
が

2
0
2
3
年
か
ら
2
0
2
4
年
に
か
け
て
22

カ
国
の
外
国
人
を
対
象
に
行
っ
た
調
査
に
よ

れ
ば
、
イ
タ
リ
ア
の
ど
の
都
市
を
知
っ
て
い

る
か
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
ロ
ー
マ

（
68
％
）、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
（
53
％
）、
ミ
ラ
ノ

（
47
％
）、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
（
30
％
）、
ナ
ポ

リ
（
30
％
）
が
上
位
を
占
め
て
お
り
、
そ
の

他
の
都
市
に
つ
い
て
は
10
％
を
下
回
る
回
答

率
で
あ
っ
た
。
知
名
度
の
高
い
都
市
に
観
光

客
が
集
中
す
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ

る
。
近
年
、
こ
の
よ
う
な
大
都
市
で
は
、
家

族
や
学
生
向
け
の
住
宅
が
観
光
客
向
け
の
短

期
賃
貸
物
件
に
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
状
況

が
、
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
。
住
ま
い
を
追
い
出
さ
れ
た
住
民
の
多

く
は
、
そ
の
状
況
を
批
判
す
る
機
会
を
持
て

ず
、
黙
殺
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
ろ

う
が
、
抗
議
の
動
き
は
少
し
ず
つ
現
れ
て
き

て
い
る
。

　例
え
ば
、
2
0
2
4
年
10
月
頃
か
ら
開
始

さ
れ
た
「
ロ
ビ
ン
フ
ッ
ド
と
そ
の
一
族
」
と

い
う
活
動
は
、A

irb
n
b

を
は
じ
め
と
す
る

観
光
客
用
の
民
泊
サ
ー
ビ
ス
の
象
徴
と
し

て
、
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
の
鍵
を
保
管
す
る

キ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
攻
撃
の
対
象
に
し
て
い

る
。活
動
家
は
夜
間
に
街
へ
出
て
、民
泊
サ
ー

ビ
ス
の
キ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
見
つ
け
る
と
、
暗

証
番
号
を
入
力
で
き
な
い
よ
う
に
接
着
剤
を

注
入
し
て
破
壊
し
、
ロ
ビ
ン
フ
ッ
ド
の
帽
子

が
描
か
れ
た
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
っ
て
い
く
。

ロ
ー
マ
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
活
動
は
、
イ
タ

リ
ア
全
土
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
。こ
の
ほ
か
、

イ
タ
リ
ア
観
光
大
臣
に
抗
議
す
る
内
容
の
横

断
幕
が
市
内
に
掲
げ
ら
れ
た
り
、
観
光
客
を

歓
迎
し
な
い
旨
の
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ（
落
書
き
）

が
建
物
の
壁
に
描
か
れ
た
り
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
目
に
見
え
る
形
で
の
抗
議
の
声
は

即
座
に
政
府
に
よ
っ
て
撤
去
・
消
去
さ
れ
る

た
め
、
日
常
生
活
の
中
で
は
ほ
と
ん
ど
気
づ

か
な
い
が
、
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
こ
の
よ
う

な
活
動
を
知
る
こ
と
に
な
る
。
筆
者
も
こ
の

よ
う
な
声
を
探
し
て
街
を
歩
い
て
み
た
が
、

中
心
市
街
地
で
は
な
か
な
か
見
つ
か
ら
ず
、

中
心
市
街
地
の
や
や
周
縁
部
に
そ
の
痕
跡
を

発
見
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
筆
者

が
住
ん
で
い
る
よ
う
な
、
ほ
ぼ
観
光
地
化
さ

れ
た
歴
史
的
市
街
地
で
は
な
く
、
観
光
客
は

ほ
と
ん
ど
見
か
け
な
い
よ
う
な
、
し
か
し
観

光
客
向
け
の
短
期
賃
貸
物
件
が
増
え
つ
つ
あ

る
（
と
思
わ
れ
る
）
住
宅
地
に
お
い
て
で
あ
っ

た
。
家
屋
を
め
ぐ
る
観
光
客
と
住
民
に
よ
る

せ
め
ぎ
合
い
の
最
前
線
と
で
も
言
え
よ
う
か
。

　イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
問
題
は
、
確
実
に
存
在
す
る
。
し
か
し
、

そ
の
内
容
や
範
囲
は
判
然
と
し
な
い
。
政
府

の
前
の
路
上
に
テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
が
設
置
さ

れ
、
多
く
の
お
客
は
屋
外
で
の
飲
食
を
楽
し

む
。
連
日
、
深
夜
ま
で
賑
わ
っ
て
お
り
、
観

光
地
と
し
て
は
素
敵
な
光
景
だ
が
、
住
民
と

し
て
は
甚
だ
迷
惑
で
あ
っ
た
。
窓
を
閉
め
て

も
、
陽
気
な
お
客
の
話
し
声
や
笑
い
声
が
寝

室
ま
で
響
い
て
き
て
、
な
か
な
か
寝
付
け
な

か
っ
た
。
観
光
地
に
住
む
と
い
う
こ
と
は
こ

う
い
う
こ
と
な
の
か
と
、実
感
さ
せ
ら
れ
た
。

　イ
タ
リ
ア
は
観
光
大
国
で
あ
る
。
U
N
W

T
O
（
国
連
世
界
観
光
機
構
）
に
よ
れ
ば
、

2
0
2
3
年
の
国
際
観
光
客
到
着
数
は

5
7
3
9
万
人
で
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
、

ア
メ
リ
カ
に
次
い
で
4
番
目
に
位
置
し
て
お

り
、
そ
の
数
を
順
調
に
伸
ば
し
て
い
る
。
観

光
産
業
に
よ
る
付
加
価
値
（
観
光
G
D
P
）

が
国
内
総
生
産
（
G
D
P
）
に
占
め
る
割
合

は
5
・
7
%
（
2
0
1
9
年
）
に
の
ぼ
り
、

日
本
の
2
・
0
%
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。

イ
タ
リ
ア
の
首
都
で
あ
り
主
要
観
光
地
で
あ

る
ロ
ー
マ
も
ま
た
、
2
0
2
4
年
の
観
光
客

到
着
数
は
2
2
2
0
万
人
、
延
べ
宿
泊
数
は

5
1
4
0
万
人
泊
と
過
去
最
高
を
記
録
し
て

お
り
、
2
0
2
5
年
は
ジ
ュ
ビ
リ
ー
（
カ
ト

リ
ッ
ク
の
聖
年
）
で
も
あ
り
、
さ
ら
な
る
観

光
客
の
増
加
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

　で
は
、
イ
タ
リ
ア
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
実
態
は
ど
う
な
の
か
。
こ
れ
を
把
握
す

る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
。
冒
頭
で
自
身
の

感
じ
た
こ
と
を
書
い
て
み
て
、
少
な
く
と
も

観
光
客
の
増
加
が
、
住
宅
事
情
の
厳
し
さ
や

騒
音
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い

が
、
そ
れ
が
ど
の
程
度
な
の
か
は
不
明
で
あ

る
。ロ
ー
マ
の
中
心
部
で
暮
ら
し
て
い
て
も
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
肌
で
感
じ
た
り
、

目
に
見
え
る
形
で
確
認
し
た
り
す
る
の
は
困

難
だ
と
思
え
る
。
確
か
に
ロ
ー
マ
の
街
は
人

や
車
で
混
雑
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
市
民
と

観
光
客
の
笑
顔
で
溢
れ
て
い
て
、
商
店
や
飲

食
店
、
広
場
な
ど
の
公
共
空
間
は
人
々
で
賑

わ
っ
て
い
て
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い

う
現
象
は
幻
想
な
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る

こ
と
も
あ
る
。

　一
方
で
、
新
聞
や
ウ
ェ
ブ
な
ど
の
メ
デ
ィ

ア
で
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
用

語
は
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
。
市
場
調
査
を
専

門
と
す
る
I
P
S
O
S
社
の
イ
タ
リ
ア
観
光

に
関
す
る
調
査「F

u
tu
re4

T
o
u
rism

」は
、

イ
タ
リ
ア
人
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対

す
る
認
識
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
調
査
に

よ
れ
ば
、
イ
タ
リ
ア
人
の
6
割
が
オ
ー
バ
ー

　筆
者
は
2
0
2
4
年
7
月
か
ら
2
0
2
5

年
3
月
ま
で
の
9
ヶ
月
間
、
研
究
休
暇
で
イ

タ
リ
ア
に
滞
在
す
る
機
会
を
得
た
。
住
ま
い

は
ロ
ー
マ
・
ナ
ヴ
ォ
ー
ナ
広
場
か
ら
ほ
ど
近

い
、
狭
い
路
地
に
面
す
る
築
5
0
0
年
あ
ま

り
の
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
で
、
観
光
客
の
多
い

エ
リ
ア
に
住
む
こ
と
に
な
っ
た
。
ロ
ー
マ
で

の
生
活
を
開
始
し
て
驚
い
た
こ
と
が
2
つ

あ
っ
た
。

　1
つ
は
、
ホ
ー
ム
レ
ス
の
多
さ
で
あ
る
。

テ
ル
ミ
ニ
駅
近
く
に
多
い
の
は
知
っ
て
い
た

が
、
ナ
ヴ
ォ
ー
ナ
広
場
周
辺
に
も
ホ
ー
ム
レ

ス
ら
し
き
方
を
多
く
見
か
け
た
。
教
会
の
前

で
物
乞
い
を
す
る
人
、
時
々
大
声
で
わ
め
き

散
ら
し
な
が
ら
街
を
さ
ま
よ
う
人
な
ど
、
自

宅
近
く
を
歩
く
と
た
び
た
び
出
く
わ
し
た
。

確
か
に
、
ロ
ー
マ
の
住
宅
事
情
は
厳
し
い
も

の
が
あ
る
。
筆
者
が
借
り
た
ア
パ
ー
ト
メ
ン

ト
の
家
賃
も
、
東
京
の
自
宅
の
そ
れ
の
2
倍

近
く
で
あ
り
、
1
年
以
上
住
み
続
け
る
の
は

難
し
い
と
感
じ
て
い
た
。
O
E
C
D
（
経
済

協
力
開
発
機
構
）
に
よ
れ
ば
、
2
0
2
3
年

の
イ
タ
リ
ア
の
一
人
当
た
り
の
国
民
所
得
は

4
万
1
1
2
4
ド
ル（
日
本
は
3
万
5
5
8
8

ド
ル
）
と
、
日
本
よ
り
や
や
高
い
も
の
の
、

そ
れ
ほ
ど
所
得
が
大
き
く
異
な
る
わ
け
で
は

な
い
。
お
そ
ら
く
、
多
く
の
イ
タ
リ
ア
人
に

と
っ
て
、
ロ
ー
マ
中
心
部
の
家
賃
は
到
底
払

え
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
同
じ

く
O
E
C
D
に
よ
る
と
イ
タ
リ
ア
の
家
賃
は

上
昇
し
続
け
て
お
り
（
2
0
1
5
年
を

1
0
0
と
し
た
と
き
の
2
0
2
4
年
の
家
賃

指
数
は
1
0
7
・
9
、
日
本
は
99
・
7
）、

住
宅
事
情
の
厳
し
さ
は
、
以
上
の
よ
う
な

デ
ー
タ
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

　も
う
1
つ
は
、
騒
音
で
あ
る
。
自
宅
は
ア

パ
ー
ト
メ
ン
ト
の
4
階
だ
っ
た
が
、
向
か
い

の
建
物
の
1
階
に
は
レ
ス
ト
ラ
ン
が
入
っ
て

い
た
。
割
と
人
気
店
の
よ
う
で
、
連
日
多
く

の
お
客
が
入
っ
て
い
た
。
夕
方
に
な
る
と
店 写真:ローマで筆者が借りたアパートメント前の深夜の様子

1
．ロ
ー
マ
に
住
ん
で

感
じ
た
こ
と
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表 1 イタリア・日本の国際観光客到着数およびローマの観光客到着数の推移

（出典：UNWTO、ローマ市）

ヴ
ィ
の
泉
の
入
場
制
限
を
課
し
た
り
有
料
制

を
検
討
し
た
り
し
て
い
る
が
、
局
所
的
、
対

症
療
法
的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
印
象

で
あ
る
。
先
述
の
「C

ap
u
t M

u
n
d
i

」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
ロ
ー
マ
郊
外
の
ア
ッ
ピ

ア
街
道
の
整
備
や
、
ガ
ビ
イ
古
代
都
市
な
ど

ロ
ー
マ
市
周
辺
の
代
替
観
光
ル
ー
ト
を
提
案

す
る
ア
プ
リ
「U

nexpected Itineraries

」

を
開
発
す
る
な
ど
し
て
、
観
光
客
の
空
間
的

分
散
を
図
っ
て
い
る
。
異
色
の
取
り
組
み
と

し
て
、
地
域
D
M
O
で
あ
るE

sq
u
ilin

o
 

C
o
m
u
n
ità

は
、
ロ
ー
マ
市
中
心
部
に
あ
り

な
が
ら
観
光
客
に
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な

い
エ
ス
ク
イ
リ
ー
ノ
地
区
に
お
い
て
生
活
と

観
光
の
共
存
を
図
り
、
本
物
の
観
光
を
提
供

す
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
モ
デ
ル
を
模
索
し
て
い
る

が
、
ロ
ー
マ
市
全
体
に
お
い
て
は
住
民
の
生

活
の
質
の
低
下
に
は
目
が
向
け
ら
れ
て
い
な

い
よ
う
で
あ
る
。

　イ
タ
リ
ア
国
内
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

対
策
を
概
観
し
て
き
た
が
、
い
ず
れ
も
は
じ

ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
そ
の
効
果
は
ほ
と

ん
ど
出
て
い
な
い
た
め
、
現
時
点
で
評
価
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
た
だ
、
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
内
容
と
範
囲
を
明
確
に
し
な

け
れ
ば
、
有
効
な
対
策
を
打
ち
出
せ
な
い
こ

と
に
は
疑
い
の
余
地
が
な
い
。
住
民
の
生
活

の
質
の
低
下
の
問
題
が
現
れ
て
い
る
の
か
、

観
光
客
の
観
光
体
験
の
質
の
低
下
の
問
題
が

現
れ
て
い
る
の
か
。
そ
の
問
題
は
空
間
や
時

間
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
き
め
細
か
い
対

応
が
可
能
な
小
規
模
な
政
策
集
団
に
よ
る
対

策
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
チ
ン
ク

エ
テ
ッ
レ
の
「
愛
の
小
道
」
の
よ
う
に
、
時

間
あ
た
り
の
観
光
客
数
と
い
う
パ
ラ
メ
ー
タ

を
定
め
、
そ
の
上
限
4
0
0
名
と
い
う
閾
値

を
設
定
す
る
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
対
策
は

一
つ
の
あ
り
方
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
の
パ
ラ
メ
ー
タ
設
定
が
問
題
の
本
質
を
つ

い
て
い
る
の
か
、
そ
の
閾
値
が
問
題
解
決
に

と
っ
て
適
切
な
の
か
、
絶
え
ず
議
論
や
検
証

が
必
要
だ
ろ
う
。

　他
方
で
、
上
記
の
よ
う
な
パ
ラ
メ
ー
タ
や

閾
値
の
設
定
が
困
難
な
地
域
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
ろ
う
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
感
じ
る

か
ど
う
か
は
主
観
的
な
問
題
で
あ
り
、
人
に

よ
っ
て
捉
え
方
が
異
な
る
。
ま
た
、
観
光
に

よ
っ
て
恩
恵
を
受
け
る
人
と
損
害
を
受
け
る

人
と
い
う
立
場
の
違
い
も
あ
る
。
ロ
ー
マ
で

見
て
き
た
よ
う
に
、
過
度
な
観
光
に
よ
っ
て

自
身
の
生
活
に
悪
影
響
を
受
け
て
い
る
人
の

大
多
数
は
沈
黙
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
容
易
に
想
像
さ
れ
、
非
合
法
的
な
手
段

で
し
か
そ
の
声
を
発
す
る
こ
と
が
難
し
い
。

多
く
の
イ
タ
リ
ア
国
民
は
何
ら
か
の
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
が
必
要
と
考
え
て
い

る
調
査
結
果
も
あ
る
。そ
の
た
め
、オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
て
い
る

人
の
声
な
き
声
を
す
く
い
上
げ
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
逆
に
、
観
光
が
市
民
生
活
に
も

た
ら
す
恩
恵
に
つ
い
て
広
く
市
民
に
周
知
す

る
こ
と
も
不
可
欠
で
あ
る
。そ
の
上
で
、オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
め
ぐ
っ
て
意
見
の
異
な

る
市
民
間
の
対
話
や
議
論
の
ア
リ
ー
ナ
を
出

現
さ
せ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
首
長
選
挙
や

裁
判
等
に
よ
る
観
光
推
進
か
反
観
光
か
の
二

者
択
一
的
な
議
論
で
は
な
く
、
二
者
の
対
立

を
乗
り
越
え
る
よ
う
な
弁
証
法
的
解
決
策
の

模
索
が
進
め
ら
れ
る
と
良
い
だ
ろ
う
。

側
は
、
こ
の
問
題
を
ど
う
捉
え
て
、
ど
の
よ

う
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
の
か
。

　観
光
大
国
で
あ
る
イ
タ
リ
ア
は
、
当
然
な

が
ら
国
家
戦
略
に
お
い
て
も
観
光
を
重
要
視

し
て
い
る
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
契
機
に
次

世
代
E
U
と
呼
ば
れ
る
基
金
を
得
て
、

2
0
2
1
年
7
月
に
成
立
し
た
国
家
復
興
・

回
復
計
画
（P

iano N
azionale di R

ipresa 

e R
esilienza

：PN
R
R

）で
は
、
6
つ
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の
う
ち
の
1
つ
目
に
観
光
を
位
置
付

け
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
も
言
及
し
て

い
る
。
た
だ
し
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

内
容
や
範
囲
に
は
触
れ
ず
、
観
光
客
の
流
れ

を
持
続
可
能
な
形
で
イ
タ
リ
ア
全
土
に
バ
ラ

ン
ス
さ
せ
、
文
化
お
よ
び
観
光
の
振
興
に
よ

る
過
疎
地
域
の
再
生
を
目
指
す
根
拠
と
し
て

位
置
付
け
る
。
よ
り
具
体
的
に
は
「C

ap
u
t 

M
u
n
d
i

（
世
界
の
首
都
）」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
あ
り
、
ロ
ー
マ
か
ら
イ
タ
リ
ア
全
土
に
続

く
歴
史
的
で
ユ
ニ
ー
ク
な
道
路
を
活
用
し

て
、
様
々
な
セ
グ
メ
ン
ト
に
対
応
す
る
よ
う

な
新
た
な
観
光
ル
ー
ト
を
構
築
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

　同
様
に
イ
タ
リ
ア
国
家
に
よ
る
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
と
し
て
は
、
市
民
の
声
に

押
さ
れ
る
形
で
、
イ
タ
リ
ア
内
務
省
が

2
0
2
4
年
11
月
、
民
泊
サ
ー
ビ
ス
用
の

キ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
使
用
の
締
め
付
け
を
図
る

通
達
を
出
し
た
。
キ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
使
用
を

禁
止
す
る
の
で
は
な
く
、
テ
ロ
の
可
能
性
を

含
め
た
安
全
保
障
上
の
理
由
か
ら
、
宿
泊
施

設
の
管
理
者
に
宿
泊
者
の
本
人
確
認
を
怠
ら

な
い
よ
う
、
キ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
不
正
な
使
用

を
禁
止
す
る
も
の
で
あ
る
。以
上
の
よ
う
に
、

国
家
レ
ベ
ル
で
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

内
容
や
範
囲
を
定
め
な
い
ま
ま
、
し
か
し
何

ら
か
の
対
策
を
通
し
て
、
間
接
的
に
そ
の
問

題
に
対
処
し
て
い
る
よ
う
に
映
る
。
な
お
、

2
0
2
0
年
よ
り
ロ
ー
マ
、
ナ
ポ
リ
、
フ
ィ

レ
ン
ツ
ェ
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
、
ミ
ラ
ノ
の
5
都

市
が
共
同
で
短
期
賃
貸
物
件
関
連
の
課
題
に

取
り
組
み
、
国
家
へ
対
策
の
提
案
を
行
っ
て

い
る
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
は
、
国
家
よ

り
も
各
自
治
体
に
お
い
て
、
具
体
的
か
つ

前
衛
的
で
あ
る
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
市
は

2
0
1
8
年
に
成
立
し
た
周
辺
17
自
治
体
と

の
広
域
観
光
圏
を
基
盤
と
し
て
、
2
0
2
2

年
よ
り
、
歴
史
的
市
街
地
に
集
中
す
る
観
光

客
の
流
れ
を
自
転
車
ル
ー
ト
な
ど
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
広
域
的
に
分
散
さ
せ

る
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。
フ
ィ
レ
ン

ツ
ェ
観
光
研
究
セ
ン
タ
ー
の
収
集
し
た
観
光

流
動
に
関
す
る
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、

2
0
2
4
年
に
は
周
辺
自
治
体
の
観
光
客
数

が
急
増
し
、
取
り
組
み
の
結
果
が
表
れ
て
い

る
と
い
う
。
さ
ら
に
、
2
0
2
3
年
6
月
に

は
長
期
賃
貸
物
件
居
住
者
向
け
の
住
環
境
の

改
善
を
目
的
に
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
を
モ
デ
ル
と

し
て
、
世
界
遺
産
区
域
で
の
民
泊
サ
ー
ビ
ス

の
新
規
開
業
を
禁
止
し
た
。
こ
の
決
定
は
裁

判
所
に
よ
っ
て
一
旦
は
無
効
と
さ
れ
た
が
、

2
0
2
4
年
7
月
に
再
び
市
は
民
泊
サ
ー
ビ

ス
の
新
規
開
業
を
禁
止
す
る
都
市
計
画
決
議

を
承
認
し
た
。
新
規
開
業
を
計
画
し
て
い
る

事
業
者
側
は
、
短
期
賃
貸
物
件
の
増
加
と
住

民
向
け
の
住
宅
不
足
の
間
に
直
接
的
な
因
果

関
係
は
存
在
し
な
い
と
主
張
し
、
市
を
提
訴

す
る
構
え
で
、
こ
の
争
い
の
展
望
は
不
透
明

な
ま
ま
で
あ
る
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
さ
ら
さ
れ
て
い

る
小
さ
な
自
治
体
で
は
、
さ
ら
に
野
心
的
な

対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。
チ
ン
ク
エ
テ
ッ

レ
は
、
リ
グ
リ
ア
海
に
面
し
、
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ

か
ら
東
に
続
く
美
し
い
漁
村
集
落
群
を
含
む

国
立
公
園
だ
が
、
人
口
4
0
0
0
人
の
地
域

に
毎
年
3
5
0
万
人
（
う
ち
ク
ル
ー
ズ
客

2
0
0
万
人
）
の
観
光
客
が
訪
れ
、
特
に
夏

の
繁
忙
期
に
は
狭
い
路
地
を
観
光
客
が
埋
め

つ
く
し
、
地
域
へ
の
交
通
手
段
で
あ
る
列
車

チ
ン
ク
エ
テ
ッ
レ
・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
も
混
雑

し
て
時
間
通
り
に
運
行
さ
れ
な
い
状
況
に
な

る
。
静
か
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
住
民
は
、

移
動
の
自
由
を
奪
わ
れ
、
夜
遅
く
ま
で
続
く

喧
騒
に
頭
を
悩
ま
せ
る
。
海
沿
い
の
細
い
遊

歩
道
で
あ
る
「
愛
の
小
道
」
に
は
観
光
客
が

殺
到
す
る
こ
と
に
加
え
て
、
た
び
た
び
高
潮

や
土
砂
災
害
に
見
舞
わ
れ
る
な
ど
、
自
然
災

害
を
含
め
た
崩
落
の
リ
ス
ク
が
大
き
い
。
そ

の
た
め
の
対
策
と
し
て
、
チ
ン
ク
エ
テ
ッ
レ

国
立
公
園
は
2
0
0
1
年
よ
り
定
額
で
複
数

の
観
光
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
で
き
る
チ
ン
ク
エ

テ
ッ
レ
カ
ー
ド
を
導
入
、「
愛
の
小
道
」
な

ど
の
ト
レ
イ
ル
を
含
め
た
地
域
の
観
光
資
源

を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
提
供
す
る
こ
と
で
観

光
客
を
分
散
さ
せ
、
滞
在
時
間
を
延
ば
す
と

同
時
に
、
石
垣
な
ど
の
修
復
の
た
め
の
資
金

と
し
て
き
た
。
現
在
、「
愛
の
小
道
」
は
事

前
予
約
制
で
人
数
を
制
限
す
る
と
と
も
に
、

原
則
一
方
通
行
と
し
て
い
る
。
な
お
、
住
民

の
入
場
は
無
料
で
、
入
場
可
能
時
間
も
観
光

客
よ
り
長
く
設
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

2
0
2
4
年
に
は
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
よ
る

混
雑
予
測
に
基
づ
い
て
「
愛
の
小
道
」
以
外

の
ト
レ
イ
ル
を
一
方
通
行
に
し
た
り
、
リ
ア

ル
タ
イ
ム
の
情
報
や
警
告
を
表
示
す
る
デ
ジ

タ
ル
ト
ー
テ
ム
を
主
要
な
ト
レ
イ
ル
の
入
り

口
に
設
置
す
る
な
ど
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
導

入
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　一
方
、
ロ
ー
マ
市
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
対
策
は
や
や
消
極
的
に
映
る
。
観
光
客
の

混
雑
が
危
険
な
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
る
ト
レ

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
す
る
何
ら
か
の
対
策
を
講

じ
る
こ
と
に
賛
成
し
て
い
る
。そ
の
割
合
は
、

観
光
客
の
多
い
地
域
ほ
ど
高
い
と
い
う
。
ま

た
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
最
も
深
刻
な

影
響
に
つ
い
て
は
、
住
民
に
と
っ
て
の
住
み

や
す
さ
の
悪
化
（
51
％
）、
観
光
客
に
と
っ

て
の
悪
い
観
光
体
験
（
39
％
）、
環
境
や
生

態
系
へ
の
影
響
（
38
％
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。
多
く
の
イ
タ
リ
ア
人
が
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
の

証
左
で
あ
り
、
こ
れ
は
日
常
生
活
で
は
見
え

て
こ
な
い
事
実
で
あ
る
。
な
お
、
同
社
が

2
0
2
3
年
か
ら
2
0
2
4
年
に
か
け
て
22

カ
国
の
外
国
人
を
対
象
に
行
っ
た
調
査
に
よ

れ
ば
、
イ
タ
リ
ア
の
ど
の
都
市
を
知
っ
て
い

る
か
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
ロ
ー
マ

（
68
％
）、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
（
53
％
）、
ミ
ラ
ノ

（
47
％
）、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
（
30
％
）、
ナ
ポ

リ
（
30
％
）
が
上
位
を
占
め
て
お
り
、
そ
の

他
の
都
市
に
つ
い
て
は
10
％
を
下
回
る
回
答

率
で
あ
っ
た
。
知
名
度
の
高
い
都
市
に
観
光

客
が
集
中
す
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ

る
。
近
年
、
こ
の
よ
う
な
大
都
市
で
は
、
家

族
や
学
生
向
け
の
住
宅
が
観
光
客
向
け
の
短

期
賃
貸
物
件
に
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
状
況

が
、
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
。
住
ま
い
を
追
い
出
さ
れ
た
住
民
の
多

く
は
、
そ
の
状
況
を
批
判
す
る
機
会
を
持
て

ず
、
黙
殺
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
ろ

う
が
、
抗
議
の
動
き
は
少
し
ず
つ
現
れ
て
き

て
い
る
。

　例
え
ば
、
2
0
2
4
年
10
月
頃
か
ら
開
始

さ
れ
た
「
ロ
ビ
ン
フ
ッ
ド
と
そ
の
一
族
」
と

い
う
活
動
は
、A

irb
n
b

を
は
じ
め
と
す
る

観
光
客
用
の
民
泊
サ
ー
ビ
ス
の
象
徴
と
し

て
、
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
の
鍵
を
保
管
す
る

キ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
攻
撃
の
対
象
に
し
て
い

る
。活
動
家
は
夜
間
に
街
へ
出
て
、民
泊
サ
ー

ビ
ス
の
キ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
見
つ
け
る
と
、
暗

証
番
号
を
入
力
で
き
な
い
よ
う
に
接
着
剤
を

注
入
し
て
破
壊
し
、
ロ
ビ
ン
フ
ッ
ド
の
帽
子

が
描
か
れ
た
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
っ
て
い
く
。

ロ
ー
マ
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
活
動
は
、
イ
タ

リ
ア
全
土
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
。こ
の
ほ
か
、

イ
タ
リ
ア
観
光
大
臣
に
抗
議
す
る
内
容
の
横

断
幕
が
市
内
に
掲
げ
ら
れ
た
り
、
観
光
客
を

歓
迎
し
な
い
旨
の
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ（
落
書
き
）

が
建
物
の
壁
に
描
か
れ
た
り
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
目
に
見
え
る
形
で
の
抗
議
の
声
は

即
座
に
政
府
に
よ
っ
て
撤
去
・
消
去
さ
れ
る

た
め
、
日
常
生
活
の
中
で
は
ほ
と
ん
ど
気
づ

か
な
い
が
、
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
こ
の
よ
う

な
活
動
を
知
る
こ
と
に
な
る
。
筆
者
も
こ
の

よ
う
な
声
を
探
し
て
街
を
歩
い
て
み
た
が
、

中
心
市
街
地
で
は
な
か
な
か
見
つ
か
ら
ず
、

中
心
市
街
地
の
や
や
周
縁
部
に
そ
の
痕
跡
を

発
見
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
筆
者

が
住
ん
で
い
る
よ
う
な
、
ほ
ぼ
観
光
地
化
さ

れ
た
歴
史
的
市
街
地
で
は
な
く
、
観
光
客
は

ほ
と
ん
ど
見
か
け
な
い
よ
う
な
、
し
か
し
観

光
客
向
け
の
短
期
賃
貸
物
件
が
増
え
つ
つ
あ

る
（
と
思
わ
れ
る
）
住
宅
地
に
お
い
て
で
あ
っ

た
。
家
屋
を
め
ぐ
る
観
光
客
と
住
民
に
よ
る

せ
め
ぎ
合
い
の
最
前
線
と
で
も
言
え
よ
う
か
。

　イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
問
題
は
、
確
実
に
存
在
す
る
。
し
か
し
、

そ
の
内
容
や
範
囲
は
判
然
と
し
な
い
。
政
府

の
前
の
路
上
に
テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
が
設
置
さ

れ
、
多
く
の
お
客
は
屋
外
で
の
飲
食
を
楽
し

む
。
連
日
、
深
夜
ま
で
賑
わ
っ
て
お
り
、
観

光
地
と
し
て
は
素
敵
な
光
景
だ
が
、
住
民
と

し
て
は
甚
だ
迷
惑
で
あ
っ
た
。
窓
を
閉
め
て

も
、
陽
気
な
お
客
の
話
し
声
や
笑
い
声
が
寝

室
ま
で
響
い
て
き
て
、
な
か
な
か
寝
付
け
な

か
っ
た
。
観
光
地
に
住
む
と
い
う
こ
と
は
こ

う
い
う
こ
と
な
の
か
と
、実
感
さ
せ
ら
れ
た
。

　イ
タ
リ
ア
は
観
光
大
国
で
あ
る
。
U
N
W

T
O
（
国
連
世
界
観
光
機
関
）
に
よ
れ
ば
、

2
0
2
3
年
の
国
際
観
光
客
到
着
数
は

5
7
3
9
万
人
で
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
、

ア
メ
リ
カ
に
次
い
で
4
番
目
に
位
置
し
て
お

り
、
そ
の
数
を
順
調
に
伸
ば
し
て
い
る
。
観

光
産
業
に
よ
る
付
加
価
値
（
観
光
G
D
P
）

が
国
内
総
生
産
（
G
D
P
）
に
占
め
る
割
合

は
5
・
7
%
（
2
0
1
9
年
）
に
の
ぼ
り
、

日
本
の
2
・
0
%
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。

イ
タ
リ
ア
の
首
都
で
あ
り
主
要
観
光
地
で
あ

る
ロ
ー
マ
も
ま
た
、
2
0
2
4
年
の
観
光
客

到
着
数
は
2
2
2
0
万
人
、
延
べ
宿
泊
数
は

5
1
4
0
万
人
泊
と
過
去
最
高
を
記
録
し
て

お
り
、
2
0
2
5
年
は
ジ
ュ
ビ
リ
ー
（
カ
ト

リ
ッ
ク
の
聖
年
）
で
も
あ
り
、
さ
ら
な
る
観

光
客
の
増
加
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

　で
は
、
イ
タ
リ
ア
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
実
態
は
ど
う
な
の
か
。
こ
れ
を
把
握
す

る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
。
冒
頭
で
自
身
の

感
じ
た
こ
と
を
書
い
て
み
て
、
少
な
く
と
も

観
光
客
の
増
加
が
、
住
宅
事
情
の
厳
し
さ
や

騒
音
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い

が
、
そ
れ
が
ど
の
程
度
な
の
か
は
不
明
で
あ

る
。ロ
ー
マ
の
中
心
部
で
暮
ら
し
て
い
て
も
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
肌
で
感
じ
た
り
、

目
に
見
え
る
形
で
確
認
し
た
り
す
る
の
は
困

難
だ
と
思
え
る
。
確
か
に
ロ
ー
マ
の
街
は
人

や
車
で
混
雑
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
市
民
と

観
光
客
の
笑
顔
で
溢
れ
て
い
て
、
商
店
や
飲

食
店
、
広
場
な
ど
の
公
共
空
間
は
人
々
で
賑

わ
っ
て
い
て
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い

う
現
象
は
幻
想
な
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る

こ
と
も
あ
る
。

　一
方
で
、
新
聞
や
ウ
ェ
ブ
な
ど
の
メ
デ
ィ

ア
で
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
用

語
は
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
。
市
場
調
査
を
専

門
と
す
る
I
P
S
O
S
社
の
イ
タ
リ
ア
観
光

に
関
す
る
調
査「F

u
tu
re4

T
o
u
rism

」は
、

イ
タ
リ
ア
人
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対

す
る
認
識
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
調
査
に

よ
れ
ば
、
イ
タ
リ
ア
人
の
6
割
が
オ
ー
バ
ー

　筆
者
は
2
0
2
4
年
7
月
か
ら
2
0
2
5

年
3
月
ま
で
の
9
ヶ
月
間
、
研
究
休
暇
で
イ

タ
リ
ア
に
滞
在
す
る
機
会
を
得
た
。
住
ま
い

は
ロ
ー
マ
・
ナ
ヴ
ォ
ー
ナ
広
場
か
ら
ほ
ど
近

い
、
狭
い
路
地
に
面
す
る
築
5
0
0
年
あ
ま

り
の
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
で
、
観
光
客
の
多
い

エ
リ
ア
に
住
む
こ
と
に
な
っ
た
。
ロ
ー
マ
で

の
生
活
を
開
始
し
て
驚
い
た
こ
と
が
2
つ

あ
っ
た
。

　1
つ
は
、
ホ
ー
ム
レ
ス
の
多
さ
で
あ
る
。

テ
ル
ミ
ニ
駅
近
く
に
多
い
の
は
知
っ
て
い
た

が
、
ナ
ヴ
ォ
ー
ナ
広
場
周
辺
に
も
ホ
ー
ム
レ

ス
ら
し
き
方
を
多
く
見
か
け
た
。
教
会
の
前

で
物
乞
い
を
す
る
人
、
時
々
大
声
で
わ
め
き

散
ら
し
な
が
ら
街
を
さ
ま
よ
う
人
な
ど
、
自

宅
近
く
を
歩
く
と
た
び
た
び
出
く
わ
し
た
。

確
か
に
、
ロ
ー
マ
の
住
宅
事
情
は
厳
し
い
も

の
が
あ
る
。
筆
者
が
借
り
た
ア
パ
ー
ト
メ
ン

ト
の
家
賃
も
、
東
京
の
自
宅
の
そ
れ
の
2
倍

近
く
で
あ
り
、
1
年
以
上
住
み
続
け
る
の
は

難
し
い
と
感
じ
て
い
た
。
O
E
C
D
（
経
済

協
力
開
発
機
構
）
に
よ
れ
ば
、
2
0
2
3
年

の
イ
タ
リ
ア
の
一
人
当
た
り
の
国
民
所
得
は

4
万
1
1
2
4
ド
ル（
日
本
は
3
万
5
5
8
8

ド
ル
）
と
、
日
本
よ
り
や
や
高
い
も
の
の
、

そ
れ
ほ
ど
所
得
が
大
き
く
異
な
る
わ
け
で
は

な
い
。
お
そ
ら
く
、
多
く
の
イ
タ
リ
ア
人
に

と
っ
て
、
ロ
ー
マ
中
心
部
の
家
賃
は
到
底
払

え
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
同
じ

く
O
E
C
D
に
よ
る
と
イ
タ
リ
ア
の
家
賃
は

上
昇
し
続
け
て
お
り
（
2
0
1
5
年
を

1
0
0
と
し
た
と
き
の
2
0
2
4
年
の
家
賃

指
数
は
1
0
7
・
9
、
日
本
は
99
・
7
）、

住
宅
事
情
の
厳
し
さ
は
、
以
上
の
よ
う
な

デ
ー
タ
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

　も
う
1
つ
は
、
騒
音
で
あ
る
。
自
宅
は
ア

パ
ー
ト
メ
ン
ト
の
4
階
だ
っ
た
が
、
向
か
い

の
建
物
の
1
階
に
は
レ
ス
ト
ラ
ン
が
入
っ
て

い
た
。
割
と
人
気
店
の
よ
う
で
、
連
日
多
く

の
お
客
が
入
っ
て
い
た
。
夕
方
に
な
る
と
店

ロ
ー
マ・サ
ン
ロ
レ
ン
ツ
ォ
地
区
に
張
り
出
さ
れ
た
ポ
ス
タ
ー

「
ロ
ー
マ
は
ホ
テ
ル
で
は
な
い
」

ナ
ポ
リ・サ
ン
タ
キ
ア
ラ
教
会
前
の

落
書
き「
観
光
客
は
帰
れ
」

写真:観光客への抗議の声

攻
撃
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
キ
ー
ボ
ッ
ク

ス（
ロ
ー
マ
市・Via Gregorio VII

）

6,000

3,000

4,000

5,000

2,000

1,000

7,000

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023
0

4,636
4,770 4,858

5,073
5,237 5,825

6,157
6,451

2,519 2,689

4,994 5,739

1,200 1,264
1,338 1,394 1,426 1,469

1,897 1,945

410

550

1,476 2,102

836
1,036

1,338

1,974 2,404

2,869

3,119 3,188

410

25 383

2,507

2
．観
光
大
国・

イ
タ
リ
ア
の

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

3
．イ
タ
リ
ア
の

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

対
策

ローマの観光客到着数（万人）

日本の国際観光客到着数（万人）

イタリアの国際観光客到着数（万人）

（万人）

（年）

イタリアにおける観光と生活の共存をめぐる現状と雑感2
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表 1 イタリア・日本の国際観光客到着数およびローマの観光客到着数の推移

（出典：UNWTO、ローマ市）

ヴ
ィ
の
泉
の
入
場
制
限
を
課
し
た
り
有
料
制

を
検
討
し
た
り
し
て
い
る
が
、
局
所
的
、
対

症
療
法
的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
印
象

で
あ
る
。
先
述
の
「C

ap
u
t M

u
n
d
i

」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
ロ
ー
マ
郊
外
の
ア
ッ
ピ

ア
街
道
の
整
備
や
、
ガ
ビ
イ
古
代
都
市
な
ど

ロ
ー
マ
市
周
辺
の
代
替
観
光
ル
ー
ト
を
提
案

す
る
ア
プ
リ
「U

nexpected Itineraries

」

を
開
発
す
る
な
ど
し
て
、
観
光
客
の
空
間
的

分
散
を
図
っ
て
い
る
。
異
色
の
取
り
組
み
と

し
て
、
地
域
D
M
O
で
あ
るE

sq
u
ilin

o
 

C
o
m
u
n
ità

は
、
ロ
ー
マ
市
中
心
部
に
あ
り

な
が
ら
観
光
客
に
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な

い
エ
ス
ク
イ
リ
ー
ノ
地
区
に
お
い
て
生
活
と

観
光
の
共
存
を
図
り
、
本
物
の
観
光
を
提
供

す
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
モ
デ
ル
を
模
索
し
て
い
る

が
、
ロ
ー
マ
市
全
体
に
お
い
て
は
住
民
の
生

活
の
質
の
低
下
に
は
目
が
向
け
ら
れ
て
い
な

い
よ
う
で
あ
る
。

　イ
タ
リ
ア
国
内
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

対
策
を
概
観
し
て
き
た
が
、
い
ず
れ
も
は
じ

ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
そ
の
効
果
は
ほ
と

ん
ど
出
て
い
な
い
た
め
、
現
時
点
で
評
価
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
た
だ
、
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
内
容
と
範
囲
を
明
確
に
し
な

け
れ
ば
、
有
効
な
対
策
を
打
ち
出
せ
な
い
こ

と
に
は
疑
い
の
余
地
が
な
い
。
住
民
の
生
活

の
質
の
低
下
の
問
題
が
現
れ
て
い
る
の
か
、

観
光
客
の
観
光
体
験
の
質
の
低
下
の
問
題
が

現
れ
て
い
る
の
か
。
そ
の
問
題
は
空
間
や
時

間
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
き
め
細
か
い
対

応
が
可
能
な
小
規
模
な
政
策
集
団
に
よ
る
対

策
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
チ
ン
ク

エ
テ
ッ
レ
の
「
愛
の
小
道
」
の
よ
う
に
、
時

間
あ
た
り
の
観
光
客
数
と
い
う
パ
ラ
メ
ー
タ

を
定
め
、
そ
の
上
限
4
0
0
名
と
い
う
閾
値

を
設
定
す
る
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
対
策
は

一
つ
の
あ
り
方
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
の
パ
ラ
メ
ー
タ
設
定
が
問
題
の
本
質
を
つ

い
て
い
る
の
か
、
そ
の
閾
値
が
問
題
解
決
に

と
っ
て
適
切
な
の
か
、
絶
え
ず
議
論
や
検
証

が
必
要
だ
ろ
う
。

　他
方
で
、
上
記
の
よ
う
な
パ
ラ
メ
ー
タ
や

閾
値
の
設
定
が
困
難
な
地
域
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
ろ
う
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
感
じ
る

か
ど
う
か
は
主
観
的
な
問
題
で
あ
り
、
人
に

よ
っ
て
捉
え
方
が
異
な
る
。
ま
た
、
観
光
に

よ
っ
て
恩
恵
を
受
け
る
人
と
損
害
を
受
け
る

人
と
い
う
立
場
の
違
い
も
あ
る
。
ロ
ー
マ
で

見
て
き
た
よ
う
に
、
過
度
な
観
光
に
よ
っ
て

自
身
の
生
活
に
悪
影
響
を
受
け
て
い
る
人
の

大
多
数
は
沈
黙
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
容
易
に
想
像
さ
れ
、
非
合
法
的
な
手
段

で
し
か
そ
の
声
を
発
す
る
こ
と
が
難
し
い
。

多
く
の
イ
タ
リ
ア
国
民
は
何
ら
か
の
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
が
必
要
と
考
え
て
い

る
調
査
結
果
も
あ
る
。そ
の
た
め
、オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
て
い
る

人
の
声
な
き
声
を
す
く
い
上
げ
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
逆
に
、
観
光
が
市
民
生
活
に
も

た
ら
す
恩
恵
に
つ
い
て
広
く
市
民
に
周
知
す

る
こ
と
も
不
可
欠
で
あ
る
。そ
の
上
で
、オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
め
ぐ
っ
て
意
見
の
異
な

る
市
民
間
の
対
話
や
議
論
の
ア
リ
ー
ナ
を
出

現
さ
せ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
首
長
選
挙
や

裁
判
等
に
よ
る
観
光
推
進
か
反
観
光
か
の
二

者
択
一
的
な
議
論
で
は
な
く
、
二
者
の
対
立

を
乗
り
越
え
る
よ
う
な
弁
証
法
的
解
決
策
の

模
索
が
進
め
ら
れ
る
と
良
い
だ
ろ
う
。

側
は
、
こ
の
問
題
を
ど
う
捉
え
て
、
ど
の
よ

う
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
の
か
。

　観
光
大
国
で
あ
る
イ
タ
リ
ア
は
、
当
然
な

が
ら
国
家
戦
略
に
お
い
て
も
観
光
を
重
要
視

し
て
い
る
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
契
機
に
次

世
代
E
U
と
呼
ば
れ
る
基
金
を
得
て
、

2
0
2
1
年
7
月
に
成
立
し
た
国
家
復
興
・

回
復
計
画
（P

iano N
azionale di R

ipresa 

e R
esilienza

：PN
R
R

）で
は
、
6
つ
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の
う
ち
の
1
つ
目
に
観
光
を
位
置
付

け
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
も
言
及
し
て

い
る
。
た
だ
し
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

内
容
や
範
囲
に
は
触
れ
ず
、
観
光
客
の
流
れ

を
持
続
可
能
な
形
で
イ
タ
リ
ア
全
土
に
バ
ラ

ン
ス
さ
せ
、
文
化
お
よ
び
観
光
の
振
興
に
よ

る
過
疎
地
域
の
再
生
を
目
指
す
根
拠
と
し
て

位
置
付
け
る
。
よ
り
具
体
的
に
は
「C

ap
u
t 

M
u
n
d
i

（
世
界
の
首
都
）」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
あ
り
、
ロ
ー
マ
か
ら
イ
タ
リ
ア
全
土
に
続

く
歴
史
的
で
ユ
ニ
ー
ク
な
道
路
を
活
用
し

て
、
様
々
な
セ
グ
メ
ン
ト
に
対
応
す
る
よ
う

な
新
た
な
観
光
ル
ー
ト
を
構
築
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

　同
様
に
イ
タ
リ
ア
国
家
に
よ
る
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
と
し
て
は
、
市
民
の
声
に

押
さ
れ
る
形
で
、
イ
タ
リ
ア
内
務
省
が

2
0
2
4
年
11
月
、
民
泊
サ
ー
ビ
ス
用
の

キ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
使
用
の
締
め
付
け
を
図
る

通
達
を
出
し
た
。
キ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
使
用
を

禁
止
す
る
の
で
は
な
く
、
テ
ロ
の
可
能
性
を

含
め
た
安
全
保
障
上
の
理
由
か
ら
、
宿
泊
施

設
の
管
理
者
に
宿
泊
者
の
本
人
確
認
を
怠
ら

な
い
よ
う
、
キ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
不
正
な
使
用

を
禁
止
す
る
も
の
で
あ
る
。以
上
の
よ
う
に
、

国
家
レ
ベ
ル
で
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

内
容
や
範
囲
を
定
め
な
い
ま
ま
、
し
か
し
何

ら
か
の
対
策
を
通
し
て
、
間
接
的
に
そ
の
問

題
に
対
処
し
て
い
る
よ
う
に
映
る
。
な
お
、

2
0
2
0
年
よ
り
ロ
ー
マ
、
ナ
ポ
リ
、
フ
ィ

レ
ン
ツ
ェ
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
、
ミ
ラ
ノ
の
5
都

市
が
共
同
で
短
期
賃
貸
物
件
関
連
の
課
題
に

取
り
組
み
、
国
家
へ
対
策
の
提
案
を
行
っ
て

い
る
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
は
、
国
家
よ

り
も
各
自
治
体
に
お
い
て
、
具
体
的
か
つ

前
衛
的
で
あ
る
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
市
は

2
0
1
8
年
に
成
立
し
た
周
辺
17
自
治
体
と

の
広
域
観
光
圏
を
基
盤
と
し
て
、
2
0
2
2

年
よ
り
、
歴
史
的
市
街
地
に
集
中
す
る
観
光

客
の
流
れ
を
自
転
車
ル
ー
ト
な
ど
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
広
域
的
に
分
散
さ
せ

る
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。
フ
ィ
レ
ン

ツ
ェ
観
光
研
究
セ
ン
タ
ー
の
収
集
し
た
観
光

流
動
に
関
す
る
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、

2
0
2
4
年
に
は
周
辺
自
治
体
の
観
光
客
数

が
急
増
し
、
取
り
組
み
の
結
果
が
表
れ
て
い

る
と
い
う
。
さ
ら
に
、
2
0
2
3
年
6
月
に

は
長
期
賃
貸
物
件
居
住
者
向
け
の
住
環
境
の

改
善
を
目
的
に
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
を
モ
デ
ル
と

し
て
、
世
界
遺
産
区
域
で
の
民
泊
サ
ー
ビ
ス

の
新
規
開
業
を
禁
止
し
た
。
こ
の
決
定
は
裁

判
所
に
よ
っ
て
一
旦
は
無
効
と
さ
れ
た
が
、

2
0
2
4
年
7
月
に
再
び
市
は
民
泊
サ
ー
ビ

ス
の
新
規
開
業
を
禁
止
す
る
都
市
計
画
決
議

を
承
認
し
た
。
新
規
開
業
を
計
画
し
て
い
る

事
業
者
側
は
、
短
期
賃
貸
物
件
の
増
加
と
住

民
向
け
の
住
宅
不
足
の
間
に
直
接
的
な
因
果

関
係
は
存
在
し
な
い
と
主
張
し
、
市
を
提
訴

す
る
構
え
で
、
こ
の
争
い
の
展
望
は
不
透
明

な
ま
ま
で
あ
る
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
さ
ら
さ
れ
て
い

る
小
さ
な
自
治
体
で
は
、
さ
ら
に
野
心
的
な

対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。
チ
ン
ク
エ
テ
ッ

レ
は
、
リ
グ
リ
ア
海
に
面
し
、
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ

か
ら
東
に
続
く
美
し
い
漁
村
集
落
群
を
含
む

国
立
公
園
だ
が
、
人
口
4
0
0
0
人
の
地
域

に
毎
年
3
5
0
万
人
（
う
ち
ク
ル
ー
ズ
客

2
0
0
万
人
）
の
観
光
客
が
訪
れ
、
特
に
夏

の
繁
忙
期
に
は
狭
い
路
地
を
観
光
客
が
埋
め

つ
く
し
、
地
域
へ
の
交
通
手
段
で
あ
る
列
車

チ
ン
ク
エ
テ
ッ
レ
・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
も
混
雑

し
て
時
間
通
り
に
運
行
さ
れ
な
い
状
況
に
な

る
。
静
か
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
住
民
は
、

移
動
の
自
由
を
奪
わ
れ
、
夜
遅
く
ま
で
続
く

喧
騒
に
頭
を
悩
ま
せ
る
。
海
沿
い
の
細
い
遊

歩
道
で
あ
る
「
愛
の
小
道
」
に
は
観
光
客
が

殺
到
す
る
こ
と
に
加
え
て
、
た
び
た
び
高
潮

や
土
砂
災
害
に
見
舞
わ
れ
る
な
ど
、
自
然
災

害
を
含
め
た
崩
落
の
リ
ス
ク
が
大
き
い
。
そ

の
た
め
の
対
策
と
し
て
、
チ
ン
ク
エ
テ
ッ
レ

国
立
公
園
は
2
0
0
1
年
よ
り
定
額
で
複
数

の
観
光
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
で
き
る
チ
ン
ク
エ

テ
ッ
レ
カ
ー
ド
を
導
入
、「
愛
の
小
道
」
な

ど
の
ト
レ
イ
ル
を
含
め
た
地
域
の
観
光
資
源

を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
提
供
す
る
こ
と
で
観

光
客
を
分
散
さ
せ
、
滞
在
時
間
を
延
ば
す
と

同
時
に
、
石
垣
な
ど
の
修
復
の
た
め
の
資
金

と
し
て
き
た
。
現
在
、「
愛
の
小
道
」
は
事

前
予
約
制
で
人
数
を
制
限
す
る
と
と
も
に
、

原
則
一
方
通
行
と
し
て
い
る
。
な
お
、
住
民

の
入
場
は
無
料
で
、
入
場
可
能
時
間
も
観
光

客
よ
り
長
く
設
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

2
0
2
4
年
に
は
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
よ
る

混
雑
予
測
に
基
づ
い
て
「
愛
の
小
道
」
以
外

の
ト
レ
イ
ル
を
一
方
通
行
に
し
た
り
、
リ
ア

ル
タ
イ
ム
の
情
報
や
警
告
を
表
示
す
る
デ
ジ

タ
ル
ト
ー
テ
ム
を
主
要
な
ト
レ
イ
ル
の
入
り

口
に
設
置
す
る
な
ど
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
導

入
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　一
方
、
ロ
ー
マ
市
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
対
策
は
や
や
消
極
的
に
映
る
。
観
光
客
の

混
雑
が
危
険
な
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
る
ト
レ

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
す
る
何
ら
か
の
対
策
を
講

じ
る
こ
と
に
賛
成
し
て
い
る
。そ
の
割
合
は
、

観
光
客
の
多
い
地
域
ほ
ど
高
い
と
い
う
。
ま

た
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
最
も
深
刻
な

影
響
に
つ
い
て
は
、
住
民
に
と
っ
て
の
住
み

や
す
さ
の
悪
化
（
51
％
）、
観
光
客
に
と
っ

て
の
悪
い
観
光
体
験
（
39
％
）、
環
境
や
生

態
系
へ
の
影
響
（
38
％
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。
多
く
の
イ
タ
リ
ア
人
が
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
の

証
左
で
あ
り
、
こ
れ
は
日
常
生
活
で
は
見
え

て
こ
な
い
事
実
で
あ
る
。
な
お
、
同
社
が

2
0
2
3
年
か
ら
2
0
2
4
年
に
か
け
て
22

カ
国
の
外
国
人
を
対
象
に
行
っ
た
調
査
に
よ

れ
ば
、
イ
タ
リ
ア
の
ど
の
都
市
を
知
っ
て
い

る
か
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
ロ
ー
マ

（
68
％
）、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
（
53
％
）、
ミ
ラ
ノ

（
47
％
）、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
（
30
％
）、
ナ
ポ

リ
（
30
％
）
が
上
位
を
占
め
て
お
り
、
そ
の

他
の
都
市
に
つ
い
て
は
10
％
を
下
回
る
回
答

率
で
あ
っ
た
。
知
名
度
の
高
い
都
市
に
観
光

客
が
集
中
す
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ

る
。
近
年
、
こ
の
よ
う
な
大
都
市
で
は
、
家

族
や
学
生
向
け
の
住
宅
が
観
光
客
向
け
の
短

期
賃
貸
物
件
に
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
状
況

が
、
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
。
住
ま
い
を
追
い
出
さ
れ
た
住
民
の
多

く
は
、
そ
の
状
況
を
批
判
す
る
機
会
を
持
て

ず
、
黙
殺
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
ろ

う
が
、
抗
議
の
動
き
は
少
し
ず
つ
現
れ
て
き

て
い
る
。

　例
え
ば
、
2
0
2
4
年
10
月
頃
か
ら
開
始

さ
れ
た
「
ロ
ビ
ン
フ
ッ
ド
と
そ
の
一
族
」
と

い
う
活
動
は
、A

irb
n
b

を
は
じ
め
と
す
る

観
光
客
用
の
民
泊
サ
ー
ビ
ス
の
象
徴
と
し

て
、
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
の
鍵
を
保
管
す
る

キ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
攻
撃
の
対
象
に
し
て
い

る
。活
動
家
は
夜
間
に
街
へ
出
て
、民
泊
サ
ー

ビ
ス
の
キ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
見
つ
け
る
と
、
暗

証
番
号
を
入
力
で
き
な
い
よ
う
に
接
着
剤
を

注
入
し
て
破
壊
し
、
ロ
ビ
ン
フ
ッ
ド
の
帽
子

が
描
か
れ
た
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
っ
て
い
く
。

ロ
ー
マ
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
活
動
は
、
イ
タ

リ
ア
全
土
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
。こ
の
ほ
か
、

イ
タ
リ
ア
観
光
大
臣
に
抗
議
す
る
内
容
の
横

断
幕
が
市
内
に
掲
げ
ら
れ
た
り
、
観
光
客
を

歓
迎
し
な
い
旨
の
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ（
落
書
き
）

が
建
物
の
壁
に
描
か
れ
た
り
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
目
に
見
え
る
形
で
の
抗
議
の
声
は

即
座
に
政
府
に
よ
っ
て
撤
去
・
消
去
さ
れ
る

た
め
、
日
常
生
活
の
中
で
は
ほ
と
ん
ど
気
づ

か
な
い
が
、
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
こ
の
よ
う

な
活
動
を
知
る
こ
と
に
な
る
。
筆
者
も
こ
の

よ
う
な
声
を
探
し
て
街
を
歩
い
て
み
た
が
、

中
心
市
街
地
で
は
な
か
な
か
見
つ
か
ら
ず
、

中
心
市
街
地
の
や
や
周
縁
部
に
そ
の
痕
跡
を

発
見
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
筆
者

が
住
ん
で
い
る
よ
う
な
、
ほ
ぼ
観
光
地
化
さ

れ
た
歴
史
的
市
街
地
で
は
な
く
、
観
光
客
は

ほ
と
ん
ど
見
か
け
な
い
よ
う
な
、
し
か
し
観

光
客
向
け
の
短
期
賃
貸
物
件
が
増
え
つ
つ
あ

る
（
と
思
わ
れ
る
）
住
宅
地
に
お
い
て
で
あ
っ

た
。
家
屋
を
め
ぐ
る
観
光
客
と
住
民
に
よ
る

せ
め
ぎ
合
い
の
最
前
線
と
で
も
言
え
よ
う
か
。

　イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
問
題
は
、
確
実
に
存
在
す
る
。
し
か
し
、

そ
の
内
容
や
範
囲
は
判
然
と
し
な
い
。
政
府

の
前
の
路
上
に
テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
が
設
置
さ

れ
、
多
く
の
お
客
は
屋
外
で
の
飲
食
を
楽
し

む
。
連
日
、
深
夜
ま
で
賑
わ
っ
て
お
り
、
観

光
地
と
し
て
は
素
敵
な
光
景
だ
が
、
住
民
と

し
て
は
甚
だ
迷
惑
で
あ
っ
た
。
窓
を
閉
め
て

も
、
陽
気
な
お
客
の
話
し
声
や
笑
い
声
が
寝

室
ま
で
響
い
て
き
て
、
な
か
な
か
寝
付
け
な

か
っ
た
。
観
光
地
に
住
む
と
い
う
こ
と
は
こ

う
い
う
こ
と
な
の
か
と
、実
感
さ
せ
ら
れ
た
。

　イ
タ
リ
ア
は
観
光
大
国
で
あ
る
。
U
N
W

T
O
（
国
連
世
界
観
光
機
構
）
に
よ
れ
ば
、

2
0
2
3
年
の
国
際
観
光
客
到
着
数
は

5
7
3
9
万
人
で
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
、

ア
メ
リ
カ
に
次
い
で
4
番
目
に
位
置
し
て
お

り
、
そ
の
数
を
順
調
に
伸
ば
し
て
い
る
。
観

光
産
業
に
よ
る
付
加
価
値
（
観
光
G
D
P
）

が
国
内
総
生
産
（
G
D
P
）
に
占
め
る
割
合

は
5
・
7
%
（
2
0
1
9
年
）
に
の
ぼ
り
、

日
本
の
2
・
0
%
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。

イ
タ
リ
ア
の
首
都
で
あ
り
主
要
観
光
地
で
あ

る
ロ
ー
マ
も
ま
た
、
2
0
2
4
年
の
観
光
客

到
着
数
は
2
2
2
0
万
人
、
延
べ
宿
泊
数
は

5
1
4
0
万
人
泊
と
過
去
最
高
を
記
録
し
て

お
り
、
2
0
2
5
年
は
ジ
ュ
ビ
リ
ー
（
カ
ト

リ
ッ
ク
の
聖
年
）
で
も
あ
り
、
さ
ら
な
る
観

光
客
の
増
加
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

　で
は
、
イ
タ
リ
ア
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
実
態
は
ど
う
な
の
か
。
こ
れ
を
把
握
す

る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
。
冒
頭
で
自
身
の

感
じ
た
こ
と
を
書
い
て
み
て
、
少
な
く
と
も

観
光
客
の
増
加
が
、
住
宅
事
情
の
厳
し
さ
や

騒
音
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い

が
、
そ
れ
が
ど
の
程
度
な
の
か
は
不
明
で
あ

る
。ロ
ー
マ
の
中
心
部
で
暮
ら
し
て
い
て
も
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
肌
で
感
じ
た
り
、

目
に
見
え
る
形
で
確
認
し
た
り
す
る
の
は
困

難
だ
と
思
え
る
。
確
か
に
ロ
ー
マ
の
街
は
人

や
車
で
混
雑
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
市
民
と

観
光
客
の
笑
顔
で
溢
れ
て
い
て
、
商
店
や
飲

食
店
、
広
場
な
ど
の
公
共
空
間
は
人
々
で
賑

わ
っ
て
い
て
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い

う
現
象
は
幻
想
な
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る

こ
と
も
あ
る
。

　一
方
で
、
新
聞
や
ウ
ェ
ブ
な
ど
の
メ
デ
ィ

ア
で
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
用

語
は
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
。
市
場
調
査
を
専

門
と
す
る
I
P
S
O
S
社
の
イ
タ
リ
ア
観
光

に
関
す
る
調
査「F

u
tu
re4

T
o
u
rism

」は
、

イ
タ
リ
ア
人
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対

す
る
認
識
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
調
査
に

よ
れ
ば
、
イ
タ
リ
ア
人
の
6
割
が
オ
ー
バ
ー

　筆
者
は
2
0
2
4
年
7
月
か
ら
2
0
2
5

年
3
月
ま
で
の
9
ヶ
月
間
、
研
究
休
暇
で
イ

タ
リ
ア
に
滞
在
す
る
機
会
を
得
た
。
住
ま
い

は
ロ
ー
マ
・
ナ
ヴ
ォ
ー
ナ
広
場
か
ら
ほ
ど
近

い
、
狭
い
路
地
に
面
す
る
築
5
0
0
年
あ
ま

り
の
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
で
、
観
光
客
の
多
い

エ
リ
ア
に
住
む
こ
と
に
な
っ
た
。
ロ
ー
マ
で

の
生
活
を
開
始
し
て
驚
い
た
こ
と
が
2
つ

あ
っ
た
。

　1
つ
は
、
ホ
ー
ム
レ
ス
の
多
さ
で
あ
る
。

テ
ル
ミ
ニ
駅
近
く
に
多
い
の
は
知
っ
て
い
た

が
、
ナ
ヴ
ォ
ー
ナ
広
場
周
辺
に
も
ホ
ー
ム
レ

ス
ら
し
き
方
を
多
く
見
か
け
た
。
教
会
の
前

で
物
乞
い
を
す
る
人
、
時
々
大
声
で
わ
め
き

散
ら
し
な
が
ら
街
を
さ
ま
よ
う
人
な
ど
、
自

宅
近
く
を
歩
く
と
た
び
た
び
出
く
わ
し
た
。

確
か
に
、
ロ
ー
マ
の
住
宅
事
情
は
厳
し
い
も

の
が
あ
る
。
筆
者
が
借
り
た
ア
パ
ー
ト
メ
ン

ト
の
家
賃
も
、
東
京
の
自
宅
の
そ
れ
の
2
倍

近
く
で
あ
り
、
1
年
以
上
住
み
続
け
る
の
は

難
し
い
と
感
じ
て
い
た
。
O
E
C
D
（
経
済

協
力
開
発
機
構
）
に
よ
れ
ば
、
2
0
2
3
年

の
イ
タ
リ
ア
の
一
人
当
た
り
の
国
民
所
得
は

4
万
1
1
2
4
ド
ル（
日
本
は
3
万
5
5
8
8

ド
ル
）
と
、
日
本
よ
り
や
や
高
い
も
の
の
、

そ
れ
ほ
ど
所
得
が
大
き
く
異
な
る
わ
け
で
は

な
い
。
お
そ
ら
く
、
多
く
の
イ
タ
リ
ア
人
に

と
っ
て
、
ロ
ー
マ
中
心
部
の
家
賃
は
到
底
払

え
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
同
じ

く
O
E
C
D
に
よ
る
と
イ
タ
リ
ア
の
家
賃
は

上
昇
し
続
け
て
お
り
（
2
0
1
5
年
を

1
0
0
と
し
た
と
き
の
2
0
2
4
年
の
家
賃

指
数
は
1
0
7
・
9
、
日
本
は
99
・
7
）、

住
宅
事
情
の
厳
し
さ
は
、
以
上
の
よ
う
な

デ
ー
タ
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

　も
う
1
つ
は
、
騒
音
で
あ
る
。
自
宅
は
ア

パ
ー
ト
メ
ン
ト
の
4
階
だ
っ
た
が
、
向
か
い

の
建
物
の
1
階
に
は
レ
ス
ト
ラ
ン
が
入
っ
て

い
た
。
割
と
人
気
店
の
よ
う
で
、
連
日
多
く

の
お
客
が
入
っ
て
い
た
。
夕
方
に
な
る
と
店

ロ
ー
マ・サ
ン
ロ
レ
ン
ツ
ォ
地
区
に
張
り
出
さ
れ
た
ポ
ス
タ
ー

「
ロ
ー
マ
は
ホ
テ
ル
で
は
な
い
」

ナ
ポ
リ・サ
ン
タ
キ
ア
ラ
教
会
前
の

落
書
き「
観
光
客
は
帰
れ
」

写真:観光客への抗議の声

攻
撃
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
キ
ー
ボ
ッ
ク

ス（
ロ
ー
マ
市・Via Gregorio VII

）
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佐
野
浩
祥（
さ
の・ひ
ろ
よ
し
）

東
洋
大
学
国
際
観
光
学
部
教
授
。

2
0
0
6
年
東
京
工
業
大
学
大

学
院
情
報
理
工
学
研
究
科
修
了
。

博
士（
工
学
）。立
教
大
学
観
光

学
部
、金
沢
星
稜
大
学
経
済
学
部
を
経
て
、

2
0
1
9
年
よ
り
現
職
。専
門
は
、国
土・地
域
計
画
、

都
市
計
画
史
、観
光
ま
ち
づ
く
り
。主
な
著
書
に「
都

市
計
画
家・石
川
栄
耀
」「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
地
域
創

生
」「
初
め
て
学
ぶ
都
市
計
画
」「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ

ィ
の
ア
ー
バ
ニ
ズ
ム
」（
い
ず
れ
も
共
著
）な
ど
。

ヴ
ィ
の
泉
の
入
場
制
限
を
課
し
た
り
有
料
制

を
検
討
し
た
り
し
て
い
る
が
、
局
所
的
、
対

症
療
法
的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
印
象

で
あ
る
。
先
述
の
「C

ap
u
t M

u
n
d
i

」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
ロ
ー
マ
郊
外
の
ア
ッ
ピ

ア
街
道
の
整
備
や
、
ガ
ビ
イ
古
代
都
市
な
ど

ロ
ー
マ
市
周
辺
の
代
替
観
光
ル
ー
ト
を
提
案

す
る
ア
プ
リ
「U

nexpected Itineraries

」

を
開
発
す
る
な
ど
し
て
、
観
光
客
の
空
間
的

分
散
を
図
っ
て
い
る
。
異
色
の
取
り
組
み
と

し
て
、
地
域
D
M
O
で
あ
るE

sq
u
ilin

o
 

C
o
m
u
n
ità

は
、
ロ
ー
マ
市
中
心
部
に
あ
り

な
が
ら
観
光
客
に
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な

い
エ
ス
ク
イ
リ
ー
ノ
地
区
に
お
い
て
生
活
と

観
光
の
共
存
を
図
り
、
本
物
の
観
光
を
提
供

す
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
モ
デ
ル
を
模
索
し
て
い
る

が
、
ロ
ー
マ
市
全
体
に
お
い
て
は
住
民
の
生

活
の
質
の
低
下
に
は
目
が
向
け
ら
れ
て
い
な

い
よ
う
で
あ
る
。

　イ
タ
リ
ア
国
内
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

対
策
を
概
観
し
て
き
た
が
、
い
ず
れ
も
は
じ

ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
そ
の
効
果
は
ほ
と

ん
ど
出
て
い
な
い
た
め
、
現
時
点
で
評
価
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
た
だ
、
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
内
容
と
範
囲
を
明
確
に
し
な

け
れ
ば
、
有
効
な
対
策
を
打
ち
出
せ
な
い
こ

と
に
は
疑
い
の
余
地
が
な
い
。
住
民
の
生
活

の
質
の
低
下
の
問
題
が
現
れ
て
い
る
の
か
、

観
光
客
の
観
光
体
験
の
質
の
低
下
の
問
題
が

現
れ
て
い
る
の
か
。
そ
の
問
題
は
空
間
や
時

間
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
き
め
細
か
い
対

応
が
可
能
な
小
規
模
な
政
策
集
団
に
よ
る
対

策
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
チ
ン
ク

エ
テ
ッ
レ
の
「
愛
の
小
道
」
の
よ
う
に
、
時

間
あ
た
り
の
観
光
客
数
と
い
う
パ
ラ
メ
ー
タ

を
定
め
、
そ
の
上
限
4
0
0
名
と
い
う
閾
値

を
設
定
す
る
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
対
策
は

一
つ
の
あ
り
方
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
の
パ
ラ
メ
ー
タ
設
定
が
問
題
の
本
質
を
つ

い
て
い
る
の
か
、
そ
の
閾
値
が
問
題
解
決
に

と
っ
て
適
切
な
の
か
、
絶
え
ず
議
論
や
検
証

が
必
要
だ
ろ
う
。

　他
方
で
、
上
記
の
よ
う
な
パ
ラ
メ
ー
タ
や

閾
値
の
設
定
が
困
難
な
地
域
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
ろ
う
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
感
じ
る

か
ど
う
か
は
主
観
的
な
問
題
で
あ
り
、
人
に

よ
っ
て
捉
え
方
が
異
な
る
。
ま
た
、
観
光
に

よ
っ
て
恩
恵
を
受
け
る
人
と
損
害
を
受
け
る

人
と
い
う
立
場
の
違
い
も
あ
る
。
ロ
ー
マ
で

見
て
き
た
よ
う
に
、
過
度
な
観
光
に
よ
っ
て

自
身
の
生
活
に
悪
影
響
を
受
け
て
い
る
人
の

大
多
数
は
沈
黙
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
容
易
に
想
像
さ
れ
、
非
合
法
的
な
手
段

で
し
か
そ
の
声
を
発
す
る
こ
と
が
難
し
い
。

多
く
の
イ
タ
リ
ア
国
民
は
何
ら
か
の
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
が
必
要
と
考
え
て
い

る
調
査
結
果
も
あ
る
。そ
の
た
め
、オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
て
い
る

人
の
声
な
き
声
を
す
く
い
上
げ
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
逆
に
、
観
光
が
市
民
生
活
に
も

た
ら
す
恩
恵
に
つ
い
て
広
く
市
民
に
周
知
す

る
こ
と
も
不
可
欠
で
あ
る
。そ
の
上
で
、オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
め
ぐ
っ
て
意
見
の
異
な

る
市
民
間
の
対
話
や
議
論
の
ア
リ
ー
ナ
を
出

現
さ
せ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
首
長
選
挙
や

裁
判
等
に
よ
る
観
光
推
進
か
反
観
光
か
の
二

者
択
一
的
な
議
論
で
は
な
く
、
二
者
の
対
立

を
乗
り
越
え
る
よ
う
な
弁
証
法
的
解
決
策
の

模
索
が
進
め
ら
れ
る
と
良
い
だ
ろ
う
。

側
は
、
こ
の
問
題
を
ど
う
捉
え
て
、
ど
の
よ

う
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
の
か
。

　観
光
大
国
で
あ
る
イ
タ
リ
ア
は
、
当
然
な

が
ら
国
家
戦
略
に
お
い
て
も
観
光
を
重
要
視

し
て
い
る
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
契
機
に
次

世
代
E
U
と
呼
ば
れ
る
基
金
を
得
て
、

2
0
2
1
年
7
月
に
成
立
し
た
国
家
復
興
・

回
復
計
画
（P

iano N
azionale di R

ipresa 

e R
esilienza

：PN
R
R

）で
は
、
6
つ
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の
う
ち
の
1
つ
目
に
観
光
を
位
置
付

け
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
も
言
及
し
て

い
る
。
た
だ
し
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

内
容
や
範
囲
に
は
触
れ
ず
、
観
光
客
の
流
れ

を
持
続
可
能
な
形
で
イ
タ
リ
ア
全
土
に
バ
ラ

ン
ス
さ
せ
、
文
化
お
よ
び
観
光
の
振
興
に
よ

る
過
疎
地
域
の
再
生
を
目
指
す
根
拠
と
し
て

位
置
付
け
る
。
よ
り
具
体
的
に
は
「C

ap
u
t 

M
u
n
d
i

（
世
界
の
首
都
）」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
あ
り
、
ロ
ー
マ
か
ら
イ
タ
リ
ア
全
土
に
続

く
歴
史
的
で
ユ
ニ
ー
ク
な
道
路
を
活
用
し

て
、
様
々
な
セ
グ
メ
ン
ト
に
対
応
す
る
よ
う

な
新
た
な
観
光
ル
ー
ト
を
構
築
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

　同
様
に
イ
タ
リ
ア
国
家
に
よ
る
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
と
し
て
は
、
市
民
の
声
に

押
さ
れ
る
形
で
、
イ
タ
リ
ア
内
務
省
が

2
0
2
4
年
11
月
、
民
泊
サ
ー
ビ
ス
用
の

キ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
使
用
の
締
め
付
け
を
図
る

通
達
を
出
し
た
。
キ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
使
用
を

禁
止
す
る
の
で
は
な
く
、
テ
ロ
の
可
能
性
を

含
め
た
安
全
保
障
上
の
理
由
か
ら
、
宿
泊
施

設
の
管
理
者
に
宿
泊
者
の
本
人
確
認
を
怠
ら

な
い
よ
う
、
キ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
不
正
な
使
用

を
禁
止
す
る
も
の
で
あ
る
。以
上
の
よ
う
に
、

国
家
レ
ベ
ル
で
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

内
容
や
範
囲
を
定
め
な
い
ま
ま
、
し
か
し
何

ら
か
の
対
策
を
通
し
て
、
間
接
的
に
そ
の
問

題
に
対
処
し
て
い
る
よ
う
に
映
る
。
な
お
、

2
0
2
0
年
よ
り
ロ
ー
マ
、
ナ
ポ
リ
、
フ
ィ

レ
ン
ツ
ェ
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
、
ミ
ラ
ノ
の
5
都

市
が
共
同
で
短
期
賃
貸
物
件
関
連
の
課
題
に

取
り
組
み
、
国
家
へ
対
策
の
提
案
を
行
っ
て

い
る
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
は
、
国
家
よ

り
も
各
自
治
体
に
お
い
て
、
具
体
的
か
つ

前
衛
的
で
あ
る
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
市
は

2
0
1
8
年
に
成
立
し
た
周
辺
17
自
治
体
と

の
広
域
観
光
圏
を
基
盤
と
し
て
、
2
0
2
2

年
よ
り
、
歴
史
的
市
街
地
に
集
中
す
る
観
光

客
の
流
れ
を
自
転
車
ル
ー
ト
な
ど
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
広
域
的
に
分
散
さ
せ

る
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。
フ
ィ
レ
ン

ツ
ェ
観
光
研
究
セ
ン
タ
ー
の
収
集
し
た
観
光

流
動
に
関
す
る
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、

2
0
2
4
年
に
は
周
辺
自
治
体
の
観
光
客
数

が
急
増
し
、
取
り
組
み
の
結
果
が
表
れ
て
い

る
と
い
う
。
さ
ら
に
、
2
0
2
3
年
6
月
に

は
長
期
賃
貸
物
件
居
住
者
向
け
の
住
環
境
の

改
善
を
目
的
に
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
を
モ
デ
ル
と

し
て
、
世
界
遺
産
区
域
で
の
民
泊
サ
ー
ビ
ス

の
新
規
開
業
を
禁
止
し
た
。
こ
の
決
定
は
裁

判
所
に
よ
っ
て
一
旦
は
無
効
と
さ
れ
た
が
、

2
0
2
4
年
7
月
に
再
び
市
は
民
泊
サ
ー
ビ

ス
の
新
規
開
業
を
禁
止
す
る
都
市
計
画
決
議

を
承
認
し
た
。
新
規
開
業
を
計
画
し
て
い
る

事
業
者
側
は
、
短
期
賃
貸
物
件
の
増
加
と
住

民
向
け
の
住
宅
不
足
の
間
に
直
接
的
な
因
果

関
係
は
存
在
し
な
い
と
主
張
し
、
市
を
提
訴

す
る
構
え
で
、
こ
の
争
い
の
展
望
は
不
透
明

な
ま
ま
で
あ
る
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
さ
ら
さ
れ
て
い

る
小
さ
な
自
治
体
で
は
、
さ
ら
に
野
心
的
な

対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。
チ
ン
ク
エ
テ
ッ

レ
は
、
リ
グ
リ
ア
海
に
面
し
、
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ

か
ら
東
に
続
く
美
し
い
漁
村
集
落
群
を
含
む

国
立
公
園
だ
が
、
人
口
4
0
0
0
人
の
地
域

に
毎
年
3
5
0
万
人
（
う
ち
ク
ル
ー
ズ
客

2
0
0
万
人
）
の
観
光
客
が
訪
れ
、
特
に
夏

の
繁
忙
期
に
は
狭
い
路
地
を
観
光
客
が
埋
め

つ
く
し
、
地
域
へ
の
交
通
手
段
で
あ
る
列
車

チ
ン
ク
エ
テ
ッ
レ
・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
も
混
雑

し
て
時
間
通
り
に
運
行
さ
れ
な
い
状
況
に
な

る
。
静
か
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
住
民
は
、

移
動
の
自
由
を
奪
わ
れ
、
夜
遅
く
ま
で
続
く

喧
騒
に
頭
を
悩
ま
せ
る
。
海
沿
い
の
細
い
遊

歩
道
で
あ
る
「
愛
の
小
道
」
に
は
観
光
客
が

殺
到
す
る
こ
と
に
加
え
て
、
た
び
た
び
高
潮

や
土
砂
災
害
に
見
舞
わ
れ
る
な
ど
、
自
然
災

害
を
含
め
た
崩
落
の
リ
ス
ク
が
大
き
い
。
そ

の
た
め
の
対
策
と
し
て
、
チ
ン
ク
エ
テ
ッ
レ

国
立
公
園
は
2
0
0
1
年
よ
り
定
額
で
複
数

の
観
光
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
で
き
る
チ
ン
ク
エ

テ
ッ
レ
カ
ー
ド
を
導
入
、「
愛
の
小
道
」
な

ど
の
ト
レ
イ
ル
を
含
め
た
地
域
の
観
光
資
源

を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
提
供
す
る
こ
と
で
観

光
客
を
分
散
さ
せ
、
滞
在
時
間
を
延
ば
す
と

同
時
に
、
石
垣
な
ど
の
修
復
の
た
め
の
資
金

と
し
て
き
た
。
現
在
、「
愛
の
小
道
」
は
事

前
予
約
制
で
人
数
を
制
限
す
る
と
と
も
に
、

原
則
一
方
通
行
と
し
て
い
る
。
な
お
、
住
民

の
入
場
は
無
料
で
、
入
場
可
能
時
間
も
観
光

客
よ
り
長
く
設
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

2
0
2
4
年
に
は
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
よ
る

混
雑
予
測
に
基
づ
い
て
「
愛
の
小
道
」
以
外

の
ト
レ
イ
ル
を
一
方
通
行
に
し
た
り
、
リ
ア

ル
タ
イ
ム
の
情
報
や
警
告
を
表
示
す
る
デ
ジ

タ
ル
ト
ー
テ
ム
を
主
要
な
ト
レ
イ
ル
の
入
り

口
に
設
置
す
る
な
ど
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
導

入
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　一
方
、
ロ
ー
マ
市
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
対
策
は
や
や
消
極
的
に
映
る
。
観
光
客
の

混
雑
が
危
険
な
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
る
ト
レ

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
す
る
何
ら
か
の
対
策
を
講

じ
る
こ
と
に
賛
成
し
て
い
る
。そ
の
割
合
は
、

観
光
客
の
多
い
地
域
ほ
ど
高
い
と
い
う
。
ま

た
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
最
も
深
刻
な

影
響
に
つ
い
て
は
、
住
民
に
と
っ
て
の
住
み

や
す
さ
の
悪
化
（
51
％
）、
観
光
客
に
と
っ

て
の
悪
い
観
光
体
験
（
39
％
）、
環
境
や
生

態
系
へ
の
影
響
（
38
％
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。
多
く
の
イ
タ
リ
ア
人
が
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
の

証
左
で
あ
り
、
こ
れ
は
日
常
生
活
で
は
見
え

て
こ
な
い
事
実
で
あ
る
。
な
お
、
同
社
が

2
0
2
3
年
か
ら
2
0
2
4
年
に
か
け
て
22

カ
国
の
外
国
人
を
対
象
に
行
っ
た
調
査
に
よ

れ
ば
、
イ
タ
リ
ア
の
ど
の
都
市
を
知
っ
て
い

る
か
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
ロ
ー
マ

（
68
％
）、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
（
53
％
）、
ミ
ラ
ノ

（
47
％
）、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
（
30
％
）、
ナ
ポ

リ
（
30
％
）
が
上
位
を
占
め
て
お
り
、
そ
の

他
の
都
市
に
つ
い
て
は
10
％
を
下
回
る
回
答

率
で
あ
っ
た
。
知
名
度
の
高
い
都
市
に
観
光

客
が
集
中
す
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ

る
。
近
年
、
こ
の
よ
う
な
大
都
市
で
は
、
家

族
や
学
生
向
け
の
住
宅
が
観
光
客
向
け
の
短

期
賃
貸
物
件
に
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
状
況

が
、
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
。
住
ま
い
を
追
い
出
さ
れ
た
住
民
の
多

く
は
、
そ
の
状
況
を
批
判
す
る
機
会
を
持
て

ず
、
黙
殺
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
ろ

う
が
、
抗
議
の
動
き
は
少
し
ず
つ
現
れ
て
き

て
い
る
。

　例
え
ば
、
2
0
2
4
年
10
月
頃
か
ら
開
始

さ
れ
た
「
ロ
ビ
ン
フ
ッ
ド
と
そ
の
一
族
」
と

い
う
活
動
は
、A

irb
n
b

を
は
じ
め
と
す
る

観
光
客
用
の
民
泊
サ
ー
ビ
ス
の
象
徴
と
し

て
、
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
の
鍵
を
保
管
す
る

キ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
攻
撃
の
対
象
に
し
て
い

る
。活
動
家
は
夜
間
に
街
へ
出
て
、民
泊
サ
ー

ビ
ス
の
キ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
見
つ
け
る
と
、
暗

証
番
号
を
入
力
で
き
な
い
よ
う
に
接
着
剤
を

注
入
し
て
破
壊
し
、
ロ
ビ
ン
フ
ッ
ド
の
帽
子

が
描
か
れ
た
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
っ
て
い
く
。

ロ
ー
マ
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
活
動
は
、
イ
タ

リ
ア
全
土
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
。こ
の
ほ
か
、

イ
タ
リ
ア
観
光
大
臣
に
抗
議
す
る
内
容
の
横

断
幕
が
市
内
に
掲
げ
ら
れ
た
り
、
観
光
客
を

歓
迎
し
な
い
旨
の
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ（
落
書
き
）

が
建
物
の
壁
に
描
か
れ
た
り
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
目
に
見
え
る
形
で
の
抗
議
の
声
は

即
座
に
政
府
に
よ
っ
て
撤
去
・
消
去
さ
れ
る

た
め
、
日
常
生
活
の
中
で
は
ほ
と
ん
ど
気
づ

か
な
い
が
、
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
こ
の
よ
う

な
活
動
を
知
る
こ
と
に
な
る
。
筆
者
も
こ
の

よ
う
な
声
を
探
し
て
街
を
歩
い
て
み
た
が
、

中
心
市
街
地
で
は
な
か
な
か
見
つ
か
ら
ず
、

中
心
市
街
地
の
や
や
周
縁
部
に
そ
の
痕
跡
を

発
見
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
筆
者

が
住
ん
で
い
る
よ
う
な
、
ほ
ぼ
観
光
地
化
さ

れ
た
歴
史
的
市
街
地
で
は
な
く
、
観
光
客
は

ほ
と
ん
ど
見
か
け
な
い
よ
う
な
、
し
か
し
観

光
客
向
け
の
短
期
賃
貸
物
件
が
増
え
つ
つ
あ

る
（
と
思
わ
れ
る
）
住
宅
地
に
お
い
て
で
あ
っ

た
。
家
屋
を
め
ぐ
る
観
光
客
と
住
民
に
よ
る

せ
め
ぎ
合
い
の
最
前
線
と
で
も
言
え
よ
う
か
。

　イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
問
題
は
、
確
実
に
存
在
す
る
。
し
か
し
、

そ
の
内
容
や
範
囲
は
判
然
と
し
な
い
。
政
府

の
前
の
路
上
に
テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
が
設
置
さ

れ
、
多
く
の
お
客
は
屋
外
で
の
飲
食
を
楽
し

む
。
連
日
、
深
夜
ま
で
賑
わ
っ
て
お
り
、
観

光
地
と
し
て
は
素
敵
な
光
景
だ
が
、
住
民
と

し
て
は
甚
だ
迷
惑
で
あ
っ
た
。
窓
を
閉
め
て

も
、
陽
気
な
お
客
の
話
し
声
や
笑
い
声
が
寝

室
ま
で
響
い
て
き
て
、
な
か
な
か
寝
付
け
な

か
っ
た
。
観
光
地
に
住
む
と
い
う
こ
と
は
こ

う
い
う
こ
と
な
の
か
と
、実
感
さ
せ
ら
れ
た
。

　イ
タ
リ
ア
は
観
光
大
国
で
あ
る
。
U
N
W

T
O
（
国
連
世
界
観
光
機
構
）
に
よ
れ
ば
、

2
0
2
3
年
の
国
際
観
光
客
到
着
数
は

5
7
3
9
万
人
で
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
、

ア
メ
リ
カ
に
次
い
で
4
番
目
に
位
置
し
て
お

り
、
そ
の
数
を
順
調
に
伸
ば
し
て
い
る
。
観

光
産
業
に
よ
る
付
加
価
値
（
観
光
G
D
P
）

が
国
内
総
生
産
（
G
D
P
）
に
占
め
る
割
合

は
5
・
7
%
（
2
0
1
9
年
）
に
の
ぼ
り
、

日
本
の
2
・
0
%
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。

イ
タ
リ
ア
の
首
都
で
あ
り
主
要
観
光
地
で
あ

る
ロ
ー
マ
も
ま
た
、
2
0
2
4
年
の
観
光
客

到
着
数
は
2
2
2
0
万
人
、
延
べ
宿
泊
数
は

5
1
4
0
万
人
泊
と
過
去
最
高
を
記
録
し
て

お
り
、
2
0
2
5
年
は
ジ
ュ
ビ
リ
ー
（
カ
ト

リ
ッ
ク
の
聖
年
）
で
も
あ
り
、
さ
ら
な
る
観

光
客
の
増
加
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

　で
は
、
イ
タ
リ
ア
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
実
態
は
ど
う
な
の
か
。
こ
れ
を
把
握
す

る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
。
冒
頭
で
自
身
の

感
じ
た
こ
と
を
書
い
て
み
て
、
少
な
く
と
も

観
光
客
の
増
加
が
、
住
宅
事
情
の
厳
し
さ
や

騒
音
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い

が
、
そ
れ
が
ど
の
程
度
な
の
か
は
不
明
で
あ

る
。ロ
ー
マ
の
中
心
部
で
暮
ら
し
て
い
て
も
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
肌
で
感
じ
た
り
、

目
に
見
え
る
形
で
確
認
し
た
り
す
る
の
は
困

難
だ
と
思
え
る
。
確
か
に
ロ
ー
マ
の
街
は
人

や
車
で
混
雑
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
市
民
と

観
光
客
の
笑
顔
で
溢
れ
て
い
て
、
商
店
や
飲

食
店
、
広
場
な
ど
の
公
共
空
間
は
人
々
で
賑

わ
っ
て
い
て
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い

う
現
象
は
幻
想
な
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る

こ
と
も
あ
る
。

　一
方
で
、
新
聞
や
ウ
ェ
ブ
な
ど
の
メ
デ
ィ

ア
で
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
用

語
は
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
。
市
場
調
査
を
専

門
と
す
る
I
P
S
O
S
社
の
イ
タ
リ
ア
観
光

に
関
す
る
調
査「F

u
tu
re4

T
o
u
rism

」は
、

イ
タ
リ
ア
人
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対

す
る
認
識
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
調
査
に

よ
れ
ば
、
イ
タ
リ
ア
人
の
6
割
が
オ
ー
バ
ー

　筆
者
は
2
0
2
4
年
7
月
か
ら
2
0
2
5

年
3
月
ま
で
の
9
ヶ
月
間
、
研
究
休
暇
で
イ

タ
リ
ア
に
滞
在
す
る
機
会
を
得
た
。
住
ま
い

は
ロ
ー
マ
・
ナ
ヴ
ォ
ー
ナ
広
場
か
ら
ほ
ど
近

い
、
狭
い
路
地
に
面
す
る
築
5
0
0
年
あ
ま

り
の
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
で
、
観
光
客
の
多
い

エ
リ
ア
に
住
む
こ
と
に
な
っ
た
。
ロ
ー
マ
で

の
生
活
を
開
始
し
て
驚
い
た
こ
と
が
2
つ

あ
っ
た
。

　1
つ
は
、
ホ
ー
ム
レ
ス
の
多
さ
で
あ
る
。

テ
ル
ミ
ニ
駅
近
く
に
多
い
の
は
知
っ
て
い
た

が
、
ナ
ヴ
ォ
ー
ナ
広
場
周
辺
に
も
ホ
ー
ム
レ

ス
ら
し
き
方
を
多
く
見
か
け
た
。
教
会
の
前

で
物
乞
い
を
す
る
人
、
時
々
大
声
で
わ
め
き

散
ら
し
な
が
ら
街
を
さ
ま
よ
う
人
な
ど
、
自

宅
近
く
を
歩
く
と
た
び
た
び
出
く
わ
し
た
。

確
か
に
、
ロ
ー
マ
の
住
宅
事
情
は
厳
し
い
も

の
が
あ
る
。
筆
者
が
借
り
た
ア
パ
ー
ト
メ
ン

ト
の
家
賃
も
、
東
京
の
自
宅
の
そ
れ
の
2
倍

近
く
で
あ
り
、
1
年
以
上
住
み
続
け
る
の
は

難
し
い
と
感
じ
て
い
た
。
O
E
C
D
（
経
済

協
力
開
発
機
構
）
に
よ
れ
ば
、
2
0
2
3
年

の
イ
タ
リ
ア
の
一
人
当
た
り
の
国
民
所
得
は

4
万
1
1
2
4
ド
ル（
日
本
は
3
万
5
5
8
8

ド
ル
）
と
、
日
本
よ
り
や
や
高
い
も
の
の
、

そ
れ
ほ
ど
所
得
が
大
き
く
異
な
る
わ
け
で
は

な
い
。
お
そ
ら
く
、
多
く
の
イ
タ
リ
ア
人
に

と
っ
て
、
ロ
ー
マ
中
心
部
の
家
賃
は
到
底
払

え
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
同
じ

く
O
E
C
D
に
よ
る
と
イ
タ
リ
ア
の
家
賃
は

上
昇
し
続
け
て
お
り
（
2
0
1
5
年
を

1
0
0
と
し
た
と
き
の
2
0
2
4
年
の
家
賃

指
数
は
1
0
7
・
9
、
日
本
は
99
・
7
）、

住
宅
事
情
の
厳
し
さ
は
、
以
上
の
よ
う
な

デ
ー
タ
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

　も
う
1
つ
は
、
騒
音
で
あ
る
。
自
宅
は
ア

パ
ー
ト
メ
ン
ト
の
4
階
だ
っ
た
が
、
向
か
い

の
建
物
の
1
階
に
は
レ
ス
ト
ラ
ン
が
入
っ
て

い
た
。
割
と
人
気
店
の
よ
う
で
、
連
日
多
く

の
お
客
が
入
っ
て
い
た
。
夕
方
に
な
る
と
店

4
．観
光
と
生
活
の

リ
バ
ラ
ン
ス
戦
略
の

あ
り
方

イタリアにおける観光と生活の共存をめぐる現状と雑感2
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佐
野
浩
祥（
さ
の・ひ
ろ
よ
し
）

東
洋
大
学
国
際
観
光
学
部
教
授
。

2
0
0
6
年
東
京
工
業
大
学
大

学
院
情
報
理
工
学
研
究
科
修
了
。

博
士（
工
学
）。立
教
大
学
観
光

学
部
、金
沢
星
稜
大
学
経
済
学
部
を
経
て
、

2
0
1
9
年
よ
り
現
職
。専
門
は
、国
土・地
域
計
画
、

都
市
計
画
史
、観
光
ま
ち
づ
く
り
。主
な
著
書
に「
都

市
計
画
家・石
川
栄
耀
」「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
地
域
創

生
」「
初
め
て
学
ぶ
都
市
計
画
」「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ

ィ
の
ア
ー
バ
ニ
ズ
ム
」（
い
ず
れ
も
共
著
）な
ど
。

ヴ
ィ
の
泉
の
入
場
制
限
を
課
し
た
り
有
料
制

を
検
討
し
た
り
し
て
い
る
が
、
局
所
的
、
対

症
療
法
的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
印
象

で
あ
る
。
先
述
の
「C

ap
u
t M

u
n
d
i

」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
ロ
ー
マ
郊
外
の
ア
ッ
ピ

ア
街
道
の
整
備
や
、
ガ
ビ
イ
古
代
都
市
な
ど

ロ
ー
マ
市
周
辺
の
代
替
観
光
ル
ー
ト
を
提
案

す
る
ア
プ
リ
「U

nexpected Itineraries

」

を
開
発
す
る
な
ど
し
て
、
観
光
客
の
空
間
的

分
散
を
図
っ
て
い
る
。
異
色
の
取
り
組
み
と

し
て
、
地
域
D
M
O
で
あ
るE

sq
u
ilin

o
 

C
o
m
u
n
ità

は
、
ロ
ー
マ
市
中
心
部
に
あ
り

な
が
ら
観
光
客
に
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な

い
エ
ス
ク
イ
リ
ー
ノ
地
区
に
お
い
て
生
活
と

観
光
の
共
存
を
図
り
、
本
物
の
観
光
を
提
供

す
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
モ
デ
ル
を
模
索
し
て
い
る

が
、
ロ
ー
マ
市
全
体
に
お
い
て
は
住
民
の
生

活
の
質
の
低
下
に
は
目
が
向
け
ら
れ
て
い
な

い
よ
う
で
あ
る
。

　イ
タ
リ
ア
国
内
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

対
策
を
概
観
し
て
き
た
が
、
い
ず
れ
も
は
じ

ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
そ
の
効
果
は
ほ
と

ん
ど
出
て
い
な
い
た
め
、
現
時
点
で
評
価
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
た
だ
、
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
内
容
と
範
囲
を
明
確
に
し
な

け
れ
ば
、
有
効
な
対
策
を
打
ち
出
せ
な
い
こ

と
に
は
疑
い
の
余
地
が
な
い
。
住
民
の
生
活

の
質
の
低
下
の
問
題
が
現
れ
て
い
る
の
か
、

観
光
客
の
観
光
体
験
の
質
の
低
下
の
問
題
が

現
れ
て
い
る
の
か
。
そ
の
問
題
は
空
間
や
時

間
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
き
め
細
か
い
対

応
が
可
能
な
小
規
模
な
政
策
集
団
に
よ
る
対

策
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
チ
ン
ク

エ
テ
ッ
レ
の
「
愛
の
小
道
」
の
よ
う
に
、
時

間
あ
た
り
の
観
光
客
数
と
い
う
パ
ラ
メ
ー
タ

を
定
め
、
そ
の
上
限
4
0
0
名
と
い
う
閾
値

を
設
定
す
る
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
対
策
は

一
つ
の
あ
り
方
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
の
パ
ラ
メ
ー
タ
設
定
が
問
題
の
本
質
を
つ

い
て
い
る
の
か
、
そ
の
閾
値
が
問
題
解
決
に

と
っ
て
適
切
な
の
か
、
絶
え
ず
議
論
や
検
証

が
必
要
だ
ろ
う
。

　他
方
で
、
上
記
の
よ
う
な
パ
ラ
メ
ー
タ
や

閾
値
の
設
定
が
困
難
な
地
域
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
ろ
う
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
感
じ
る

か
ど
う
か
は
主
観
的
な
問
題
で
あ
り
、
人
に

よ
っ
て
捉
え
方
が
異
な
る
。
ま
た
、
観
光
に

よ
っ
て
恩
恵
を
受
け
る
人
と
損
害
を
受
け
る

人
と
い
う
立
場
の
違
い
も
あ
る
。
ロ
ー
マ
で

見
て
き
た
よ
う
に
、
過
度
な
観
光
に
よ
っ
て

自
身
の
生
活
に
悪
影
響
を
受
け
て
い
る
人
の

大
多
数
は
沈
黙
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
容
易
に
想
像
さ
れ
、
非
合
法
的
な
手
段

で
し
か
そ
の
声
を
発
す
る
こ
と
が
難
し
い
。

多
く
の
イ
タ
リ
ア
国
民
は
何
ら
か
の
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
が
必
要
と
考
え
て
い

る
調
査
結
果
も
あ
る
。そ
の
た
め
、オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
て
い
る

人
の
声
な
き
声
を
す
く
い
上
げ
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
逆
に
、
観
光
が
市
民
生
活
に
も

た
ら
す
恩
恵
に
つ
い
て
広
く
市
民
に
周
知
す

る
こ
と
も
不
可
欠
で
あ
る
。そ
の
上
で
、オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
め
ぐ
っ
て
意
見
の
異
な

る
市
民
間
の
対
話
や
議
論
の
ア
リ
ー
ナ
を
出

現
さ
せ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
首
長
選
挙
や

裁
判
等
に
よ
る
観
光
推
進
か
反
観
光
か
の
二

者
択
一
的
な
議
論
で
は
な
く
、
二
者
の
対
立

を
乗
り
越
え
る
よ
う
な
弁
証
法
的
解
決
策
の

模
索
が
進
め
ら
れ
る
と
良
い
だ
ろ
う
。

側
は
、
こ
の
問
題
を
ど
う
捉
え
て
、
ど
の
よ

う
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
の
か
。

　観
光
大
国
で
あ
る
イ
タ
リ
ア
は
、
当
然
な

が
ら
国
家
戦
略
に
お
い
て
も
観
光
を
重
要
視

し
て
い
る
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
契
機
に
次

世
代
E
U
と
呼
ば
れ
る
基
金
を
得
て
、

2
0
2
1
年
7
月
に
成
立
し
た
国
家
復
興
・

回
復
計
画
（P

iano N
azionale di R

ipresa 

e R
esilienza

：PN
R
R

）で
は
、
6
つ
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の
う
ち
の
1
つ
目
に
観
光
を
位
置
付

け
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
も
言
及
し
て

い
る
。
た
だ
し
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

内
容
や
範
囲
に
は
触
れ
ず
、
観
光
客
の
流
れ

を
持
続
可
能
な
形
で
イ
タ
リ
ア
全
土
に
バ
ラ

ン
ス
さ
せ
、
文
化
お
よ
び
観
光
の
振
興
に
よ

る
過
疎
地
域
の
再
生
を
目
指
す
根
拠
と
し
て

位
置
付
け
る
。
よ
り
具
体
的
に
は
「C

ap
u
t 

M
u
n
d
i

（
世
界
の
首
都
）」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
あ
り
、
ロ
ー
マ
か
ら
イ
タ
リ
ア
全
土
に
続

く
歴
史
的
で
ユ
ニ
ー
ク
な
道
路
を
活
用
し

て
、
様
々
な
セ
グ
メ
ン
ト
に
対
応
す
る
よ
う

な
新
た
な
観
光
ル
ー
ト
を
構
築
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

　同
様
に
イ
タ
リ
ア
国
家
に
よ
る
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
と
し
て
は
、
市
民
の
声
に

押
さ
れ
る
形
で
、
イ
タ
リ
ア
内
務
省
が

2
0
2
4
年
11
月
、
民
泊
サ
ー
ビ
ス
用
の

キ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
使
用
の
締
め
付
け
を
図
る

通
達
を
出
し
た
。
キ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
使
用
を

禁
止
す
る
の
で
は
な
く
、
テ
ロ
の
可
能
性
を

含
め
た
安
全
保
障
上
の
理
由
か
ら
、
宿
泊
施

設
の
管
理
者
に
宿
泊
者
の
本
人
確
認
を
怠
ら

な
い
よ
う
、
キ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
不
正
な
使
用

を
禁
止
す
る
も
の
で
あ
る
。以
上
の
よ
う
に
、

国
家
レ
ベ
ル
で
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

内
容
や
範
囲
を
定
め
な
い
ま
ま
、
し
か
し
何

ら
か
の
対
策
を
通
し
て
、
間
接
的
に
そ
の
問

題
に
対
処
し
て
い
る
よ
う
に
映
る
。
な
お
、

2
0
2
0
年
よ
り
ロ
ー
マ
、
ナ
ポ
リ
、
フ
ィ

レ
ン
ツ
ェ
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
、
ミ
ラ
ノ
の
5
都

市
が
共
同
で
短
期
賃
貸
物
件
関
連
の
課
題
に

取
り
組
み
、
国
家
へ
対
策
の
提
案
を
行
っ
て

い
る
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
は
、
国
家
よ

り
も
各
自
治
体
に
お
い
て
、
具
体
的
か
つ

前
衛
的
で
あ
る
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
市
は

2
0
1
8
年
に
成
立
し
た
周
辺
17
自
治
体
と

の
広
域
観
光
圏
を
基
盤
と
し
て
、
2
0
2
2

年
よ
り
、
歴
史
的
市
街
地
に
集
中
す
る
観
光

客
の
流
れ
を
自
転
車
ル
ー
ト
な
ど
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
広
域
的
に
分
散
さ
せ

る
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。
フ
ィ
レ
ン

ツ
ェ
観
光
研
究
セ
ン
タ
ー
の
収
集
し
た
観
光

流
動
に
関
す
る
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、

2
0
2
4
年
に
は
周
辺
自
治
体
の
観
光
客
数

が
急
増
し
、
取
り
組
み
の
結
果
が
表
れ
て
い

る
と
い
う
。
さ
ら
に
、
2
0
2
3
年
6
月
に

は
長
期
賃
貸
物
件
居
住
者
向
け
の
住
環
境
の

改
善
を
目
的
に
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
を
モ
デ
ル
と

し
て
、
世
界
遺
産
区
域
で
の
民
泊
サ
ー
ビ
ス

の
新
規
開
業
を
禁
止
し
た
。
こ
の
決
定
は
裁

判
所
に
よ
っ
て
一
旦
は
無
効
と
さ
れ
た
が
、

2
0
2
4
年
7
月
に
再
び
市
は
民
泊
サ
ー
ビ

ス
の
新
規
開
業
を
禁
止
す
る
都
市
計
画
決
議

を
承
認
し
た
。
新
規
開
業
を
計
画
し
て
い
る

事
業
者
側
は
、
短
期
賃
貸
物
件
の
増
加
と
住

民
向
け
の
住
宅
不
足
の
間
に
直
接
的
な
因
果

関
係
は
存
在
し
な
い
と
主
張
し
、
市
を
提
訴

す
る
構
え
で
、
こ
の
争
い
の
展
望
は
不
透
明

な
ま
ま
で
あ
る
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
さ
ら
さ
れ
て
い

る
小
さ
な
自
治
体
で
は
、
さ
ら
に
野
心
的
な

対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。
チ
ン
ク
エ
テ
ッ

レ
は
、
リ
グ
リ
ア
海
に
面
し
、
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ

か
ら
東
に
続
く
美
し
い
漁
村
集
落
群
を
含
む

国
立
公
園
だ
が
、
人
口
4
0
0
0
人
の
地
域

に
毎
年
3
5
0
万
人
（
う
ち
ク
ル
ー
ズ
客

2
0
0
万
人
）
の
観
光
客
が
訪
れ
、
特
に
夏

の
繁
忙
期
に
は
狭
い
路
地
を
観
光
客
が
埋
め

つ
く
し
、
地
域
へ
の
交
通
手
段
で
あ
る
列
車

チ
ン
ク
エ
テ
ッ
レ
・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
も
混
雑

し
て
時
間
通
り
に
運
行
さ
れ
な
い
状
況
に
な

る
。
静
か
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
住
民
は
、

移
動
の
自
由
を
奪
わ
れ
、
夜
遅
く
ま
で
続
く

喧
騒
に
頭
を
悩
ま
せ
る
。
海
沿
い
の
細
い
遊

歩
道
で
あ
る
「
愛
の
小
道
」
に
は
観
光
客
が

殺
到
す
る
こ
と
に
加
え
て
、
た
び
た
び
高
潮

や
土
砂
災
害
に
見
舞
わ
れ
る
な
ど
、
自
然
災

害
を
含
め
た
崩
落
の
リ
ス
ク
が
大
き
い
。
そ

の
た
め
の
対
策
と
し
て
、
チ
ン
ク
エ
テ
ッ
レ

国
立
公
園
は
2
0
0
1
年
よ
り
定
額
で
複
数

の
観
光
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
で
き
る
チ
ン
ク
エ

テ
ッ
レ
カ
ー
ド
を
導
入
、「
愛
の
小
道
」
な

ど
の
ト
レ
イ
ル
を
含
め
た
地
域
の
観
光
資
源

を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
提
供
す
る
こ
と
で
観

光
客
を
分
散
さ
せ
、
滞
在
時
間
を
延
ば
す
と

同
時
に
、
石
垣
な
ど
の
修
復
の
た
め
の
資
金

と
し
て
き
た
。
現
在
、「
愛
の
小
道
」
は
事

前
予
約
制
で
人
数
を
制
限
す
る
と
と
も
に
、

原
則
一
方
通
行
と
し
て
い
る
。
な
お
、
住
民

の
入
場
は
無
料
で
、
入
場
可
能
時
間
も
観
光

客
よ
り
長
く
設
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

2
0
2
4
年
に
は
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
よ
る

混
雑
予
測
に
基
づ
い
て
「
愛
の
小
道
」
以
外

の
ト
レ
イ
ル
を
一
方
通
行
に
し
た
り
、
リ
ア

ル
タ
イ
ム
の
情
報
や
警
告
を
表
示
す
る
デ
ジ

タ
ル
ト
ー
テ
ム
を
主
要
な
ト
レ
イ
ル
の
入
り

口
に
設
置
す
る
な
ど
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
導

入
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　一
方
、
ロ
ー
マ
市
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
対
策
は
や
や
消
極
的
に
映
る
。
観
光
客
の

混
雑
が
危
険
な
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
る
ト
レ

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
す
る
何
ら
か
の
対
策
を
講

じ
る
こ
と
に
賛
成
し
て
い
る
。そ
の
割
合
は
、

観
光
客
の
多
い
地
域
ほ
ど
高
い
と
い
う
。
ま

た
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
最
も
深
刻
な

影
響
に
つ
い
て
は
、
住
民
に
と
っ
て
の
住
み

や
す
さ
の
悪
化
（
51
％
）、
観
光
客
に
と
っ

て
の
悪
い
観
光
体
験
（
39
％
）、
環
境
や
生

態
系
へ
の
影
響
（
38
％
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。
多
く
の
イ
タ
リ
ア
人
が
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
の

証
左
で
あ
り
、
こ
れ
は
日
常
生
活
で
は
見
え

て
こ
な
い
事
実
で
あ
る
。
な
お
、
同
社
が

2
0
2
3
年
か
ら
2
0
2
4
年
に
か
け
て
22

カ
国
の
外
国
人
を
対
象
に
行
っ
た
調
査
に
よ

れ
ば
、
イ
タ
リ
ア
の
ど
の
都
市
を
知
っ
て
い

る
か
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
ロ
ー
マ

（
68
％
）、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
（
53
％
）、
ミ
ラ
ノ

（
47
％
）、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
（
30
％
）、
ナ
ポ

リ
（
30
％
）
が
上
位
を
占
め
て
お
り
、
そ
の

他
の
都
市
に
つ
い
て
は
10
％
を
下
回
る
回
答

率
で
あ
っ
た
。
知
名
度
の
高
い
都
市
に
観
光

客
が
集
中
す
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ

る
。
近
年
、
こ
の
よ
う
な
大
都
市
で
は
、
家

族
や
学
生
向
け
の
住
宅
が
観
光
客
向
け
の
短

期
賃
貸
物
件
に
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
状
況

が
、
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
。
住
ま
い
を
追
い
出
さ
れ
た
住
民
の
多

く
は
、
そ
の
状
況
を
批
判
す
る
機
会
を
持
て

ず
、
黙
殺
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
ろ

う
が
、
抗
議
の
動
き
は
少
し
ず
つ
現
れ
て
き

て
い
る
。

　例
え
ば
、
2
0
2
4
年
10
月
頃
か
ら
開
始

さ
れ
た
「
ロ
ビ
ン
フ
ッ
ド
と
そ
の
一
族
」
と

い
う
活
動
は
、A

irb
n
b

を
は
じ
め
と
す
る

観
光
客
用
の
民
泊
サ
ー
ビ
ス
の
象
徴
と
し

て
、
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
の
鍵
を
保
管
す
る

キ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
攻
撃
の
対
象
に
し
て
い

る
。活
動
家
は
夜
間
に
街
へ
出
て
、民
泊
サ
ー

ビ
ス
の
キ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
見
つ
け
る
と
、
暗

証
番
号
を
入
力
で
き
な
い
よ
う
に
接
着
剤
を

注
入
し
て
破
壊
し
、
ロ
ビ
ン
フ
ッ
ド
の
帽
子

が
描
か
れ
た
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
っ
て
い
く
。

ロ
ー
マ
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
活
動
は
、
イ
タ

リ
ア
全
土
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
。こ
の
ほ
か
、

イ
タ
リ
ア
観
光
大
臣
に
抗
議
す
る
内
容
の
横

断
幕
が
市
内
に
掲
げ
ら
れ
た
り
、
観
光
客
を

歓
迎
し
な
い
旨
の
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ（
落
書
き
）

が
建
物
の
壁
に
描
か
れ
た
り
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
目
に
見
え
る
形
で
の
抗
議
の
声
は

即
座
に
政
府
に
よ
っ
て
撤
去
・
消
去
さ
れ
る

た
め
、
日
常
生
活
の
中
で
は
ほ
と
ん
ど
気
づ

か
な
い
が
、
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
こ
の
よ
う

な
活
動
を
知
る
こ
と
に
な
る
。
筆
者
も
こ
の

よ
う
な
声
を
探
し
て
街
を
歩
い
て
み
た
が
、

中
心
市
街
地
で
は
な
か
な
か
見
つ
か
ら
ず
、

中
心
市
街
地
の
や
や
周
縁
部
に
そ
の
痕
跡
を

発
見
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
筆
者

が
住
ん
で
い
る
よ
う
な
、
ほ
ぼ
観
光
地
化
さ

れ
た
歴
史
的
市
街
地
で
は
な
く
、
観
光
客
は

ほ
と
ん
ど
見
か
け
な
い
よ
う
な
、
し
か
し
観

光
客
向
け
の
短
期
賃
貸
物
件
が
増
え
つ
つ
あ

る
（
と
思
わ
れ
る
）
住
宅
地
に
お
い
て
で
あ
っ

た
。
家
屋
を
め
ぐ
る
観
光
客
と
住
民
に
よ
る

せ
め
ぎ
合
い
の
最
前
線
と
で
も
言
え
よ
う
か
。

　イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
問
題
は
、
確
実
に
存
在
す
る
。
し
か
し
、

そ
の
内
容
や
範
囲
は
判
然
と
し
な
い
。
政
府

の
前
の
路
上
に
テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
が
設
置
さ

れ
、
多
く
の
お
客
は
屋
外
で
の
飲
食
を
楽
し

む
。
連
日
、
深
夜
ま
で
賑
わ
っ
て
お
り
、
観

光
地
と
し
て
は
素
敵
な
光
景
だ
が
、
住
民
と

し
て
は
甚
だ
迷
惑
で
あ
っ
た
。
窓
を
閉
め
て

も
、
陽
気
な
お
客
の
話
し
声
や
笑
い
声
が
寝

室
ま
で
響
い
て
き
て
、
な
か
な
か
寝
付
け
な

か
っ
た
。
観
光
地
に
住
む
と
い
う
こ
と
は
こ

う
い
う
こ
と
な
の
か
と
、実
感
さ
せ
ら
れ
た
。

　イ
タ
リ
ア
は
観
光
大
国
で
あ
る
。
U
N
W

T
O
（
国
連
世
界
観
光
機
構
）
に
よ
れ
ば
、

2
0
2
3
年
の
国
際
観
光
客
到
着
数
は

5
7
3
9
万
人
で
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
、

ア
メ
リ
カ
に
次
い
で
4
番
目
に
位
置
し
て
お

り
、
そ
の
数
を
順
調
に
伸
ば
し
て
い
る
。
観

光
産
業
に
よ
る
付
加
価
値
（
観
光
G
D
P
）

が
国
内
総
生
産
（
G
D
P
）
に
占
め
る
割
合

は
5
・
7
%
（
2
0
1
9
年
）
に
の
ぼ
り
、

日
本
の
2
・
0
%
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。

イ
タ
リ
ア
の
首
都
で
あ
り
主
要
観
光
地
で
あ

る
ロ
ー
マ
も
ま
た
、
2
0
2
4
年
の
観
光
客

到
着
数
は
2
2
2
0
万
人
、
延
べ
宿
泊
数
は

5
1
4
0
万
人
泊
と
過
去
最
高
を
記
録
し
て

お
り
、
2
0
2
5
年
は
ジ
ュ
ビ
リ
ー
（
カ
ト

リ
ッ
ク
の
聖
年
）
で
も
あ
り
、
さ
ら
な
る
観

光
客
の
増
加
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

　で
は
、
イ
タ
リ
ア
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
実
態
は
ど
う
な
の
か
。
こ
れ
を
把
握
す

る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
。
冒
頭
で
自
身
の

感
じ
た
こ
と
を
書
い
て
み
て
、
少
な
く
と
も

観
光
客
の
増
加
が
、
住
宅
事
情
の
厳
し
さ
や

騒
音
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い

が
、
そ
れ
が
ど
の
程
度
な
の
か
は
不
明
で
あ

る
。ロ
ー
マ
の
中
心
部
で
暮
ら
し
て
い
て
も
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
肌
で
感
じ
た
り
、

目
に
見
え
る
形
で
確
認
し
た
り
す
る
の
は
困

難
だ
と
思
え
る
。
確
か
に
ロ
ー
マ
の
街
は
人

や
車
で
混
雑
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
市
民
と

観
光
客
の
笑
顔
で
溢
れ
て
い
て
、
商
店
や
飲

食
店
、
広
場
な
ど
の
公
共
空
間
は
人
々
で
賑

わ
っ
て
い
て
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い

う
現
象
は
幻
想
な
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る

こ
と
も
あ
る
。

　一
方
で
、
新
聞
や
ウ
ェ
ブ
な
ど
の
メ
デ
ィ

ア
で
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
用

語
は
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
。
市
場
調
査
を
専

門
と
す
る
I
P
S
O
S
社
の
イ
タ
リ
ア
観
光

に
関
す
る
調
査「F

u
tu
re4

T
o
u
rism

」は
、

イ
タ
リ
ア
人
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対

す
る
認
識
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
調
査
に

よ
れ
ば
、
イ
タ
リ
ア
人
の
6
割
が
オ
ー
バ
ー

　筆
者
は
2
0
2
4
年
7
月
か
ら
2
0
2
5

年
3
月
ま
で
の
9
ヶ
月
間
、
研
究
休
暇
で
イ

タ
リ
ア
に
滞
在
す
る
機
会
を
得
た
。
住
ま
い

は
ロ
ー
マ
・
ナ
ヴ
ォ
ー
ナ
広
場
か
ら
ほ
ど
近

い
、
狭
い
路
地
に
面
す
る
築
5
0
0
年
あ
ま

り
の
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
で
、
観
光
客
の
多
い

エ
リ
ア
に
住
む
こ
と
に
な
っ
た
。
ロ
ー
マ
で

の
生
活
を
開
始
し
て
驚
い
た
こ
と
が
2
つ

あ
っ
た
。

　1
つ
は
、
ホ
ー
ム
レ
ス
の
多
さ
で
あ
る
。

テ
ル
ミ
ニ
駅
近
く
に
多
い
の
は
知
っ
て
い
た

が
、
ナ
ヴ
ォ
ー
ナ
広
場
周
辺
に
も
ホ
ー
ム
レ

ス
ら
し
き
方
を
多
く
見
か
け
た
。
教
会
の
前

で
物
乞
い
を
す
る
人
、
時
々
大
声
で
わ
め
き

散
ら
し
な
が
ら
街
を
さ
ま
よ
う
人
な
ど
、
自

宅
近
く
を
歩
く
と
た
び
た
び
出
く
わ
し
た
。

確
か
に
、
ロ
ー
マ
の
住
宅
事
情
は
厳
し
い
も

の
が
あ
る
。
筆
者
が
借
り
た
ア
パ
ー
ト
メ
ン

ト
の
家
賃
も
、
東
京
の
自
宅
の
そ
れ
の
2
倍

近
く
で
あ
り
、
1
年
以
上
住
み
続
け
る
の
は

難
し
い
と
感
じ
て
い
た
。
O
E
C
D
（
経
済

協
力
開
発
機
構
）
に
よ
れ
ば
、
2
0
2
3
年

の
イ
タ
リ
ア
の
一
人
当
た
り
の
国
民
所
得
は

4
万
1
1
2
4
ド
ル（
日
本
は
3
万
5
5
8
8

ド
ル
）
と
、
日
本
よ
り
や
や
高
い
も
の
の
、

そ
れ
ほ
ど
所
得
が
大
き
く
異
な
る
わ
け
で
は

な
い
。
お
そ
ら
く
、
多
く
の
イ
タ
リ
ア
人
に

と
っ
て
、
ロ
ー
マ
中
心
部
の
家
賃
は
到
底
払

え
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
同
じ

く
O
E
C
D
に
よ
る
と
イ
タ
リ
ア
の
家
賃
は

上
昇
し
続
け
て
お
り
（
2
0
1
5
年
を

1
0
0
と
し
た
と
き
の
2
0
2
4
年
の
家
賃

指
数
は
1
0
7
・
9
、
日
本
は
99
・
7
）、

住
宅
事
情
の
厳
し
さ
は
、
以
上
の
よ
う
な

デ
ー
タ
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

　も
う
1
つ
は
、
騒
音
で
あ
る
。
自
宅
は
ア

パ
ー
ト
メ
ン
ト
の
4
階
だ
っ
た
が
、
向
か
い

の
建
物
の
1
階
に
は
レ
ス
ト
ラ
ン
が
入
っ
て

い
た
。
割
と
人
気
店
の
よ
う
で
、
連
日
多
く

の
お
客
が
入
っ
て
い
た
。
夕
方
に
な
る
と
店

4
．観
光
と
生
活
の

リ
バ
ラ
ン
ス
戦
略
の

あ
り
方

イタリアにおける観光と生活の共存をめぐる現状と雑感2
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図 1 バルセロナにおける観光フラット（民泊）数の推移
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3「
観
光
都
市
」か
ら

「
観
光
と
と
も
に
生
き
る
都
市
」へ

〜
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
け
る

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
の

最
前
線
〜

○
観
光
バ
ス
の
停
留
所
や
タ
ク
シ
ー
乗
り
場

の
撤
去
あ
る
い
は
移
動
：
市
民
生
活
の

動
線
と
重
な
る
領
域
に
あ
る
停
留
所
を

撤
去
し
、
よ
り
幅
員
の
広
い
通
り
入
移

動
す
る
等
（
サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
／

グ
エ
ル
公
園
）

○
不
適
切
な
駐
車
や
自
転
車
の
移
動
、
パ
ー

ソ
ナ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ
車
両
の
速
度
超
過
等

へ
の
監
視
強
化（
サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
）

○
観
光
用
途
以
外
の
地
元
商
業
へ
の
支
援
策

（
サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
）

○
清
掃
や
警
備
活
動
の
強
化

○
市
場
で
提
供
す
る
産
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
適

正
化
（
ボ
ケ
リ
ア
市
場
）

○
観
光
客
と
市
民
の
適
切
な
利
用
規
模
を
設

定
す
る
た
め
の
調
査
の
実
施
（
ボ
ケ
リ
ア

市
場
）

○
市
場
内
・
近
隣
の
公
共
空
間
の
市
民
利
用

の
促
進

○
定
期
バ
ス
路
線
の
強
化
（
グ
エ
ル
公
園
）

○
観
光
客
へ
の
マ
ナ
ー
啓
発
（
グ
エ
ル
公
園
）

○
チ
ケ
ッ
ト
販
売
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
：
入
場

を
事
前
予
約
制
に
す
る
こ
と
で
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
で
の
混
雑
を
避
け
る（
グ
エ
ル
公
園
）。

規
制
の
目
的

　宿
泊
施
設
の
立
地
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
バ

ル
セ
ロ
ナ
の
観
光
政
策
の
中
で
最
も
特
徴
的

な
対
策
の
ひ
と
つ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
都
市

計
画
法
に
基
づ
い
て
、
2
0
1
7
年
1
月
に

可
決
・
承
認
さ
れ
た
の
が
観
光
宿
泊
施
設
特

別
都
市
計
画
（
P
E
U
A
T
）
だ
。
宿
泊
施

設
の
立
地
規
制
を
通
し
て
、
用
途
の
混
在
を

図
り
、
界
隈
の
公
共
空
間
で
の
生
活
を
維
持

す
る
と
と
も
に
そ
こ
へ
の
観
光
の
影
響
を
最

小
限
に
留
め
、
持
続
可
能
な
経
済
活
動
の
展

開
を
図
る
と
こ
ろ
に
狙
い
が
あ
る
。
何
よ
り

も
、
市
民
の
住
む
権
利
を
保
障
す
る
こ
と
が

最
大
の
眼
目
で
あ
る
。

P
E
U
A
T
の
枠
組
み

　P
E
U
A
T
は
ま
ず
民
泊
の
新
規
許
可
を

2
0
1
4
年
段
階
の
9
6
0
9
件
で
凍
結
し

て
お
り
、
民
泊
の
立
地
は
こ
れ
以
降
、
原
則

禁
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
P
E
U
A
T

は
計
画
手
法
と
し
て
は
シ
ン
プ
ル
で
、
市
内

を
大
き
く
4
つ
の
ゾ
ー
ン
に
ゾ
ー
ニ
ン
グ
し

（
図
3
）、
ゾ
ー
ン
ご
と
に
宿
泊
施
設
の
整
備

の
条
件
を
定
め
て
い
る
。
以
下
に
示
す
よ
う

に
、
ほ
ぼ
都
心
の
全
域
を
カ
バ
ー
し
て
い
る

ゾ
ー
ン
1
と
ゾ
ー
ン
2
へ
の
宿
泊
施
設
の
立

地
を
原
則
禁
じ
る
と
い
う
厳
し
い
規
制
が
敷

か
れ
て
い
る
。

　ゾ
ー
ン
1
は
、
建
築
や
町
並
み
、
ビ
ー
チ

等
の
観
光
資
源
が
集
積
し
て
い
る
一
方
、
古

く
か
ら
の
生
活
が
根
付
く
歴
史
的
市
街
地
の

多
く
を
含
ん
で
お
り
、
す
で
に
市
内
の
宿
泊

施
設
の
60
%
以
上
が
集
積
し
、
観
光
系
産
業

の
増
殖
に
よ
る
地
元
商
店
の
構
成
の
変
化
な

ど
、
市
民
生
活
の
舞
台
の
変
容
が
現
れ
つ
つ

あ
る
。
ま
た
、
観
光
客
数
／
住
民
の
割
合
の

高
さ
が
際
立
つ
エ
リ
ア
で
も
あ
る
。
市
の
平

均
は
7
・
5
%
で
あ
る
が
、
ゾ
ー
ン
1
の
平

均
は
25
・
1
%
で
あ
り
、
中
で
も
カ
テ
ド
ラ

ル
や
レ
イ
ア
ー
ル
広
場
が
立
地
す
る
旧
市
街

の
ゴ
シ
ッ
ク
地
区
は
46
%
、
市
内
随
一
の
商

業
地
や
モ
デ
ル
ニ
ス
モ
建
築
が
軒
を
連
ね
る

拡
張
地
区
は
68
%
を
示
し
て
い
る
。

　ゾ
ー
ン
1
の
少
し
外
側
の
エ
リ
ア
に
あ
た

り
、
宿
泊
施
設
の
集
中
が
目
立
ち
始
め
て
お

り
、
か
つ
そ
れ
ら
が
今
後
立
地
す
る
可
能
性

の
高
い
エ
リ
ア
が
該
当
す
る
。
観
光
客
数
／

住
民
の
割
合
は
10
%
程
度
で
あ
る
。
観
光
用

途
と
界
隈
の
生
活
用
途
の
混
在
が
懸
念
さ
れ

る
と
と
も
に
、
公
共
空
間
変
容
の
兆
候
が
あ

る
エ
リ
ア
で
あ
る
。
ゾ
ー
ン
1
の
よ
う
に
宿

泊
施
設
が
飽
和
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、

予
防
的
に
禁
止
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
と

理
解
で
き
る
。

　ゾ
ー
ン
2
も
新
規
開
発
を
原
則
不
許
可
と

し
、ゾ
ー
ン
全
体
の
ベ
ッ
ド
数
を
維
持
す
る
、

す
な
わ
ち
増
加
さ
せ
な
い
こ
と
を
基
本
方
針

と
す
る
。
あ
わ
せ
て
、
宿
泊
施
設
の
規
模
に

応
じ
て
、
宿
泊
施
設
同
士
の
距
離
が
規
定
さ

れ
、
1
5
0
床
を
基
準
に
そ
れ
よ
り
規
模
が

大
き
く
な
る
場
合
、
2
0
0
m
〜
3
0
0
m

の
距
離
の
確
保
が
求
め
ら
れ
る
。

　ゾ
ー
ン
3
は
宿
泊
施
設
の
供
給
が
相
対
的

に
少
な
く
、
地
域
の
物
理
的
容
量
か
ら
見
て

も
ま
だ
受
け
入
れ
が
可
能
な
エ
リ
ア
が
該
当

す
る
。

　ゾ
ー
ン
内
の
宿
泊
施
設
の
総
量
は
、 

市
内

の
ホ
テ
ル
・
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
・
民
泊
の
総

ベ
ッ
ド
数
の
10
%
程
度
が
想
定
さ
れ
る
と
は

の
名
称
で
も
あ
る
「
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

は
、
市
民
の
日
常
生
活
と
融
合
し
た
質
の
高

い
観
光
体
験
を
実
現
す
る
た
め
に
不
可
欠
で

あ
る
、
と
の
立
場
だ
。
経
済
の
多
様
化
を
推

進
し
、
観
光
分
野
以
外
の
人
材
育
成
や
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
を
加
速
さ
せ
、
観
光
に

由
来
す
る
経
済
が
都
市
経
済
に
占
め
る
割
合

を
減
ら
す
こ
と
、
さ
ら
に
観
光
が
社
会
的
利

益
を
生
む
存
在
に
変
革
す
る
こ
と
も
、
併
せ

て
謳
わ
れ
て
い
る
。

　観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
政
策
の
基
本
的
方
針

と
概
要
、
各
方
針
に
基
づ
く
具
体
的
措
置
は

表
1
の
通
り
で
あ
る
。

　い
ず
れ
も
興
味
深
い
対
策
で
あ
る
が
、
本

稿
で
は
紙
面
の
関
係
か
ら
、「
観
光
集
積
地

の
混
雑
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」、「
宿
泊
施
設
の
立

地
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」、「
課
税
」
に
絞
っ
て
、

以
下
に
取
り
組
み
の
特
徴
を
記
述
す
る
。

　政
策
介
入
の
単
位
と
し
て
、
交
流
人
口
か

定
住
人
口
を
問
わ
ず
多
く
の
人
々
が
集
積
す

る
「
大
混
雑
エ
リ
ア
（
E
G
A
）」
を
導
入
し

て
い
る
。
観
光
的
な
魅
力
が
高
い
一
方
、
市

店
等
、
依
然
と
し
て
市
民
生
活
に
と
っ
て
重

要
な
機
能
が
残
存
し
て
い
る
た
め
、
共
存
策

の
実
行
が
急
務
と
の
認
識
だ
。

具
体
的
措
置

　E
G
A
ご
と
に
、「
公
共
空
間
の
占
有
と

混
雑
」「
観
光
に
伴
う
活
動
や
用
途
の
変
化
」

「
歩
行
者
動
線
」「
日
常
生
活
や
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
の
摩
擦
」
を
緩
和
・
軽
減
す
る
た

も
た
ら
す
負
の
影
響
を
軽
減
し
、
市
民
の
生

活
改
善
を
促
進
す
る
取
り
組
み
の
た
め
に
も

再
投
資
が
可
能
で
あ
る
。

　そ
の
財
源
は
「
観
光
市
民
還
元
基
金
」
と

呼
ば
れ
、
市
独
自
の
追
加
課
税
（
滞
在
一
回

に
つ
き
最
大
4
ユ
ー
ロ
）
に
よ
り
可
能
と

な
っ
て
い
る
。
観
光
促
進
の
た
め
に
使
用
さ

れ
る
も
の
で
は
な
く
、
市
の
財
源
に
直
接
還

元
さ
れ
、
具
体
的
に
は
以
下
の
活
動
に
再
投

資
さ
れ
る
。

○
民
泊
の
管
理
強
化

○
観
光
客
の
圧
力
に
最
も
影
響
を
受
け
て
い

る
地
区
の
住
民
の
生
活
の
質
の
向
上

○
観
光
に
依
存
し
な
い
経
済
、
社
会
、
文
化

活
動
の
促
進

○
観
光
の
分
散
化
を
改
善
す
る
新
た
な
コ
ン

テ
ン
ツ
作
成

　市
民
還
元
基
金
は
、
地
域
経
済
活
性
化
に

関
連
す
る
他
の
施
策
と
連
動
し
な
が
ら
、
市

民
向
け
の
文
化
コ
ン
テ
ン
ツ
の
創
出
、
近
隣

商
業
の
振
興
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動

推
進
、
事
業
所
誘
致
等
の
生
活
基
盤
の
再
生

に
も
投
じ
ら
れ
る
。

　バ
ル
セ
ロ
ナ
市
議
会
は
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ

州
政
府
に
対
し
、
宿
泊
税
の
目
的
と
配
分
基

準
を
変
更
し
、
観
光
の
負
の
外
部
性
を
緩
和

す
る
取
り
組
み
に
よ
り
多
く
の
予
算
が
充
て

ら
れ
る
よ
う
働
き
か
け
る
こ
と
を
検
討
中
で

あ
る
。

宿
泊
税
の
改
定

　短
期
ク
ル
ー
ズ
船
観
光
（
12
時
間
未
満
）

に
対
し
て
、
宿
泊
税
の
現
行
税
率
の
引
き
上

げ
を
求
め
て
い
る
。
ク
ル
ー
ズ
船
が
も
た
ら

す
空
間
利
用
へ
の
大
き
な
影
響
を
、
で
き
る

だ
け
大
き
な
収
入
に
つ
な
げ
、
現
在
市
の
財

政
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
清
掃
や
警
備
な
ど

特
定
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
関
す
る
追

加
的
負
担
を
軽
減
す
る
。
ク
ル
ー
ズ
船
の

シ
ー
ズ
ン
と
船
の
収
容
能
力
の
両
方
に
適
応

し
た
、
累
進
課
税
も
検
討
も
視
野
に
入
れ
て

い
る
。

　バ
ル
セ
ロ
ナ
社
会
の
根
底
に
あ
る
の
は
、

現
在
の
観
光
モ
デ
ル
に
対
す
る
市
民
レ
ベ
ル

で
の
危
機
感
の
共
有
だ
。
そ
の
危
機
感
は
、

観
光
客
の
混
雑
が
不
便
を
も
た
ら
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
単
な
る
利

便
性
の
低
下
を
超
え
て
、
主
に
地
価
高
騰
や

適
切
な
価
格
の
不
動
産
の
不
足
に
よ
る
住
民

や
商
店
の
入
れ
替
え
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
変
質
を
招
き
、
や
が
て
我
が
ま
ち
バ
ル
セ

ロ
ナ
が
誰
の
も
の
で
も
な
く
な
っ
て
し
ま

う
、
と
い
う
都
市
の
存
立
に
関
わ
る
意
思
表

示
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
。

　観
光
政
策
は
、
市
民
の
日
常
生
活
が
維
持

さ
れ
、
観
光
に
よ
っ
て
さ
ら
に
そ
の
質
が
高

め
ら
れ
、
そ
れ
が
ま
た
観
光
的
魅
力
と
し
て

再
生
さ
れ
る
た
め
に
講
じ
ら
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
ま
た
、
観
光
活
動
は
空
間
に
立
ち
現
れ

る
の
で
あ
る
か
ら
、
土
地
利
用
規
制
を
通
し

た
都
市
計
画
と
の
連
動
も
欠
か
せ
な
い
。
観

光
都
市
（ciu

d
ad
 tu

rística

）
で
は
な
く
、

観
光
と
と
も
に
生
き
る
都
市
（ciu

d
ad
 

co
n
 tu

rism
o

）
へ
と
脱
皮
を
図
る
バ
ル
セ

ロ
ナ
の
奮
闘
と
ジ
レ
ン
マ
は
、
次
世
代
の
都

市
と
観
光
の
あ
り
よ
う
を
考
え
る
論
点
を
い

く
つ
も
示
し
て
い
る
。

い
え
、
ゾ
ー
ン
内
で
あ
れ
ば
ど
こ
で
も
立
地

可
能
な
の
で
は
な
く
、
ゾ
ー
ン
内
の
各
行
政

区
ご
と
に
宿
泊
施
設
の
最
大
ベ
ッ
ド
数
が
規

定
さ
れ
、
5
つ
の
行
政
区
に
お
い
て
合
計

4
0
2
5
床
が
上
限
と
な
る
。

　ま
た
、
ゾ
ー
ン
2
同
様
、
宿
泊
施
設
の
規

模
に
応
じ
て
、
宿
泊
施
設
同
士
の
距
離
が
規

定
さ
れ
る
。

　ゾ
ー
ン
4
は
、
市
内
で
大
規
模
再
開
発
が

進
行
中
の
4
区
域
が
該
当
す
る
。
再
開
発
に

応
じ
て
、
一
定
の
宿
泊
施
設
の
立
地
が
認
め

ら
れ
る
。

　か
つ
て
城
壁
外
に
形
成
さ
れ
た
旧
集
落
を

核
に
発
展
し
、
19
世
紀
末
か
ら
20
世
紀
初
頭

に
か
け
て
市
域
に
統
合
さ
れ
た
歴
史
的
市
街

地
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
エ
リ

ア
は
ゾ
ー
ン
2
あ
る
い
は
3
に
相
当
す
る

が
、
都
市
形
態
や
土
地
利
用
の
特
異
性
に
鑑

み
、
各
ゾ
ー
ン
の
規
定
で
は
な
く
、
固
有
の

規
制
が
別
途
定
め
ら
れ
る
。

　ゾ
ー
ン
2
お
よ
び
3
を
走
る
幹
線
道
路
沿

い
は
、
当
該
エ
リ
ア
に
お
け
る
規
制
と
は
ま

た
別
の
規
制
措
置
と
な
る
。
宿
泊
施
設
間
の

距
離
は
1
5
0
m
以
上
離
れ
て
い
る
こ
と
が

条
件
と
な
る
が
、
そ
の
宿
泊
施
設
が
立
地
す

る
ゾ
ー
ン
内
の
別
の
宿
泊
施
設
と
の
距
離
も

同
時
に
勘
案
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
市
の
住
宅
問
題

を
悪
化
さ
せ
て
い
る
と
の
問
題
意
識
に
鑑

み
、
市
は
2
0
1
8
年
10
月
に
6
0
0
㎡
以

上
の
開
発
の
際
に
は
そ
の
床
面
積
の
30
％
を

低
家
賃
の
社
会
住
宅
に
割
り
当
て
る
こ
と
を

義
務
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
30
%
規
制
と
呼
ば

れ
る
都
市
計
画
措
置
を
講
じ
た
。
本
規
制
は

新
規
開
発
だ
け
で
な
く
、
大
規
模
改
修
の
住

宅
再
整
備
に
も
同
様
に
適
用
さ
れ
て
い
る
。

目
的
は
、
手
頃
な
価
格
帯
の
住
宅
を
確
保
す

る
こ
と
で
、
市
民
が
住
み
続
け
る
こ
と
を
可

能
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
当
然
な
が
ら
こ
の

規
制
は
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
に
重
く
の
し
か
か
る

た
め
、
現
在
ま
で
に
こ
の
規
制
で
生
み
出
さ

れ
た
住
戸
は
93
戸
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　2
0
2
3
年
の
市
長
交
代
後
、
30
%
規
制

を
緩
和
あ
る
い
は
撤
廃
す
べ
し
と
の
声
が
上

が
り
、
議
論
が
継
続
中
で
あ
る
。
市
の
住
宅

問
題
に
強
い
N
P
O
は
、
30
%
規
制
の
大
幅

な
緩
和
あ
る
い
は
撤
廃
は
3
9
0
9
棟
の
建

物
に
住
む
6
万
2
7
5
6
世
帯
の
入
居
者
世

帯
を
立
ち
退
き
の
リ
ス
ク
に
さ
ら
す
こ
と
、

最
大
1
万
8
8
2
7
戸
の
追
加
の
公
営
住
宅

を
建
設
す
る
機
会
を
市
が
失
う
こ
と
を
試
算

し
て
い
る
。

民
泊
全
廃
を
め
ぐ
る
議
論

　バ
ル
セ
ロ
ナ
の
み
な
ら
ず
、
社
会
一
般
に

住
宅
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
こ
と
を
背
景

に
、
住
宅
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
問
題
を
抱
え
る

カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
の
複
数
の
自
治
体
に
お
け

る
観
光
用
宿
泊
施
設
を
規
制
す
る
政
令
が

2
0
2
3
年
11
月
7
日
に
承
認
さ
れ
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
は
現
在
ま
で
に

認
可
を
受
け
て
い
る
約
1
万
戸
に
及
ぶ
観
光

フ
ラ
ッ
ト
が
廃
止
さ
れ
る
。
こ
の
措
置
は
、

市
内
の
フ
ラ
ッ
ト
を
観
光
用
途
で
は
な
く
居

住
用
途
に
再
転
換
し
、
住
宅
ス
ト
ッ
ク
を
増

加
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
契
約

者
が
同
居
し
て
い
る
部
屋
貸
し
に
つ
い
て
も

禁
止
の
対
象
と
な
る
。
こ
の
法
令
に
基
づ
け

ば
、
2
0
2
8
年
11
月
ま
で
に
、
バ
ル
セ
ロ

ナ
に
は
観
光
用
ア
パ
ー
ト
は
一
切
な
く
な
る

こ
と
に
な
る
。

　急
に
も
思
え
る
こ
の
政
令
に
対
し
て
、
民

泊
協
会
（
A
P
A
R
T
U
R
）
は
家
族
向
け

の
観
光
部
門
を
壊
滅
さ
せ
る
も
の
と
し
て
猛

反
発
し
て
い
る
。
民
泊
協
会
は
、
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
が
深
刻
に
な
る
中
で
、
共
存
可

能
な
民
泊
の
あ
り
方
を
粘
り
強
く
模
索
し
て

き
た
経
緯
が
あ
り
、
突
然
の
決
定
に
「
市
内

の
民
泊
を
廃
止
す
れ
ば
、
違
法
民
泊
の
急
増

に
つ
な
が
る
だ
け
だ
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

民
泊
協
会
は
設
立
か
ら
一
貫
し
て
違
法
民
泊

の
解
消
に
力
を
注
い
で
き
て
お
り
、
違
法
民

泊
の
増
加
は
市
民
と
の
共
生
を
促
進
す
る
代

わ
り
に
税
金
か
ら
逃
れ
、
住
民
や
観
光
客
と

対
立
す
る
存
在
に
な
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て

い
る
。

観
光
市
民
還
元
基
金

　バ
ル
セ
ロ
ナ
の
宿
泊
税
は
、
正
式
に
は
観

光
施
設
宿
泊
税
と
呼
ば
れ
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ

州
法
に
よ
り
2
0
1
2
年
11
月
か
ら
施
行
さ

れ
て
い
る
。
同
法
に
よ
れ
ば
、
税
収
は
州
の

観
光
振
興
の
促
進
の
た
め
に
使
用
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
観
光
が

　バ
ル
セ
ロ
ナ
市
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
観
光

活
動
の
停
滞
を
踏
ま
え
、
事
業
者
に
対
す
る

臨
時
補
助
金
制
度
を
通
し
て
観
光
産
業
の
回

復
を
軌
道
に
乗
せ
つ
つ
、
一
方
で
コ
ロ
ナ
禍

以
前
に
深
刻
だ
っ
た
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
悪
影
響
を
緩
和
す
る
と
い
う
難
し
い
舵
取

り
を
迫
ら
れ
た
。
2
0
2
1
年
に
は
バ
ル
セ

ロ
ナ
・
グ
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ル
が
宣
言
さ
れ
た
。

グ
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ル
で
は
、
観
光
産
業
を
都

市
経
済
に
お
け
る
戦
略
的
分
野
の
ひ
と
つ
に

位
置
付
け
、
観
光
の
発
展
が
す
べ
て
の
市
民

に
富
を
も
た
ら
す
べ
き
こ
と
が
謳
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
2
0
2
3
年
6
月
に
は
、
急
進

的
な
観
光
政
策
を
推
進
し
て
き
た
ア
ダ
・
コ

ラ
ウ
か
ら
、
ホ
テ
ル
業
界
を
支
持
層
の
一
つ

に
抱
え
る
ジ
ャ
ウ
マ
・
コ
ル
ボ
ー
ニ
に
市
長

が
交
代
し
た
。

　こ
う
し
た
社
会
情
勢
の
変
化
を
受
け
、
観

光
戦
略
2
0
2
0
の
枠
組
み
を
継
続
し
つ

つ
、
市
は
2
0
2
7
年
ま
で
の
短
期
的
措
置

を
新
た
に
講
じ
て
い
る
。
計
画
文
書
に
よ
れ

ば
、
そ
の
目
的
は
「
住
民
の
繁
栄
と
幸
福
の

促
進
を
最
優
先
の
目
的
と
し
、
他
の
経
済
部

門
の
発
展
を
促
す
持
続
可
能
で
敬
意
あ
る
観

光
経
済
を
推
進
す
る
」
こ
と
で
あ
る
。
政
策

策
の
目
玉
で
あ
っ
た
観
光
宿

泊
施
設
特
別
都
市
計
画

（
P
E
U
A
T
）
は
、
よ
り
総

合
的
な
政
策
に
統
合
さ
れ
、

「
観
光
戦
略
プ
ラ
ン
2
0
2
0
」

と
し
て
2
0
1
7
年
1
月
に

発
表
さ
れ
た
。
本
プ
ラ
ン
は
、

そ
の
目
的
を
「
住
民
の
生
活

の
質
と
観
光
客
の
満
足
度
を

両
立
さ
せ
、
観
光
活
動
の
社

会
的
還
元
を
最
大
化
し
、
観

光
地
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
持
続
可

能
性
を
確
保
す
る
こ
と
」
に

置
い
て
い
る
。
混
雑
地
の
観

光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
と
い
っ
た
従
来
の
取
り
組

み
に
加
え
、
交
通
政
策
、
都

市
計
画
（
土
地
利
用
を
通
し

た
観
光
宿
泊
施
設
の
立
地
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
）、
地
域
経
済

の
発
展
、
事
業
者
の
社
会
的

責
任
、
宿
泊
税
な
ど
観
光
に

関
連
す
る
多
分
野
に
わ
た
る

各
種
の
施
策
を
束
ね
る
観
光

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
あ
る

（
阿
部
2
0
2
0
）。

在
化
す
る
と
と
も
に
、
冒
頭
で
紹
介
し
た
よ

う
な
市
民
か
ら
の
観
光
客
へ
の
反
発
（
こ
う

し
た
態
度
は
一
般
的
に
「
観
光
客
嫌
悪
／
観

光
恐
怖
症
」
と
呼
ば
れ
る
）
が
散
発
的
に
生

じ
て
き
た
。
観
光
案
内
板
な
ど
に
ス
プ
レ
ー

で
落
書
き
さ
れ
た〝T

o
u
rist G

o
 H
o
m
e

〞

（
観
光
客
は
帰
れ
）
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、「
観

光
客
の
経
験
の
質
」
に
負
の
影
響
を
与
え
か

ね
な
い
。

　観
光
フ
ラ
ッ
ト
（
直
訳
す
る
と
「
観
光
の

用
に
供
す
る
住
宅
」
で
あ
り
、
日
本
の
民
泊

に
近
い
）
の
数
は
特
に
2
0
1
1
年
以
降
、

飛
躍
的
に
増
加
し
た
（
図
1
）。
2
0
1
1

年
か
ら
2
0
1
4
年
の
間
に
8
2
4
件
か
ら

9
6
0
9
件
へ
と
激
増
し
て
い
る
。

2
0
1
5
年
5
月
の
市
長
選
で
、
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
解
決
を
政
策
の
目
玉
に
据
え

た
ア
ダ
・
コ
ラ
ウ
が
当
選
し
、
宿
泊
施
設
の

立
地
許
可
が
凍
結
さ
れ
た
後
は
、
徐
々
に
そ

の
数
を
減
ら
し
て
い
る
。
こ
れ
は
後
述
す
る

観
光
宿
泊
施
設
の
立
地
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
眼

目
と
す
る
都
市
計
画
措
置
（
P
E
U
A
T
）

の
影
響
で
あ
る
。
な
お
、
登
録
さ
れ
た
観
光

客
用
宿
泊
施
設
の
ベ
ッ
ド
数
を
見
る
と
、

2
0
2
3
年
の
段
階
で
ベ
ッ
ド
は
合
計

15
万
2
3
2
0
床
あ
り
、
そ
の
う
ち
7
万

6
6
6
2
床
が
ホ
テ
ル
、
5
万
8
1
2
4
が

観
光
フ
ラ
ッ
ト
（
民
泊
）
で
あ
っ
た
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
が
地
域
社
会
に
与
え

る
負
の
影
響
は
、
基
本

的
に
は
他
の
観
光
都
市

と
類
似
し
て
い
る
が
、

バ
ル
セ
ロ
ナ
で
特
に
問

題
と
な
っ
て
き
た
の
が

宿
泊
施
設
の
立
地
と
地

価
の
上
昇
、
そ
れ
が
も

た
ら
す
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
変
容
で
あ
っ
た
。

　現
在
の
観
光
政
策
の

原
型
と
な
っ
て
い
る
の

が
2
0
0
8
年
に
策
定

さ
れ
た
観
光
戦
略
プ
ラ

ン
2
0
1
5
で
あ
る
。

プ
ラ
ン
の
目
的
は
、「
観

光
の
改
善
を
促
進
す
る

こ
と
」
と
「
観
光
と
市
民

生
活
を
調
和
さ
せ
る
方

法
を
改
善
す
る
こ
と
」
だ
っ
た
。
ま
だ
観
光

活
動
の
過
剰
な
集
積
が
市
民
共
通
の
問
題
と

し
て
浮
上
す
る
前
の
政
策
な
の
で
、
当
時
と

し
て
は
非
常
に
革
新
的
な
構
想
だ
っ
た
と
言

え
よ
う
。

　そ
の
後
、
2
0
1
3
年
頃
か
ら
観
光
活
動

と
市
民
生
活
の
軋
轢
が
表
面
化
し
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
政
治
争
点
化
す
る
。
野

放
図
な
観
光
の
成
長
へ
の
対
応
が
急
務
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
2
0
1
5
年
に
主
に
以

下
の
3
種
の
措
置
が
緊
急
対
策
と
し
て
考
案

さ
れ
た
。

○
観
光
宿
泊
施
設
特
別
都
市
計
画

（
P
E
U
A
T
）の
策
定
。
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ

ル
、民
泊
、シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
立
地
を
規
制
。

○
観
光
に
関
す
る
議
論
を
促
進
し
、
都
市
の

観
光
モ
デ
ル
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
関

係
者
を
ま
と
め
る
恒
久
的
な
機
関
と
し

て
、
観
光
・
都
市
協
議
会
を
設
立
す
る
。

○
2
0
1
6
〜
2
0
2
0
年
の
市
の
観
光
政

策
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
し
て
、
観
光
戦

略
プ
ラ
ン
2
0
2
0
を
策
定
す
る
。

　2
0
1
5
年
6
月
に
、
ア
ダ
・
コ
ラ
ウ
が

市
長
の
座
に
つ
い
た
（
在
任
2
0
1
5
年
6

月
〜
2
0
2
3
年
6
月
）。
前
記
の
緊
急
対

　テ
ラ
ス
席
に
座
っ
て
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

て
い
る
観
光
客
に
向
け
て
、
地
元
住
民
が
水

鉄
砲
を
放
つ
。
日
本
で
も
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ

ル
に
報
道
さ
れ
た
、
初
夏
の
ス
ペ
イ
ン
・
バ

ル
セ
ロ
ナ
で
の
出
来
事
だ
。「
観
光
客
は
帰

れ
」「
バ
ル
セ
ロ
ナ
は
売
り
物
で
は
な
い
」「
マ

ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
バ
ル
セ
ロ
ナ
を
殺
す
」
等

の
過
激
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ボ
ー
ド
に
記
し
た

約
2
8
0
0
人
に
も
及
ぶ
住
民
た
ち
が
抗
議

の
声
を
上
げ
な
が
ら
観
光
客
が
多
く
集
う
街

路
を
練
り
歩
い
た
。

　地
元
の
自
治
会
連
合
「
観
光
低
減
に
向
け

た
住
民
評
議
会
」に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
こ
の

抗
議
運
動
は
、
混
雑
や
観
光
客
の
マ
ナ
ー
が

主
題
な
の
で
は
な
い
。
観
光
の
止
ま
る
こ
と

を
知
ら
な
い
成
長
が
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
圧
迫

し
、
家
賃
や
物
価
の
高
騰
を
誘
引
し
、
古
く

か
ら
の
市
民
が
住
み
続
け
ら
れ
な
く
な
る
こ

と
。
そ
し
て
観
光
産
業
の
利
益
が
不
当
に
配

分
さ
れ
、
社
会
的
不
平
等
を
拡
大
し
て
い
る

こ
と
。
コ
ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
表
明
さ
れ
て
い

た
観
光
に
対
す
る
市
民
の
不
満
は
、
こ
こ
に

き
て
再
度
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

　も
ち
ろ
ん
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
が
手
を
こ
ま

ね
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
バ
ル
セ
ロ
ナ

市
は
コ
ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
観
光
が
も
た
ら
す

負
の
影
響
が
深
刻
化
し
て
い
た
都
市
で
あ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
的
挑
戦
を
続
け
て
き

た
経
緯
が
あ
る（
阿
部
2
0
2
0
）。む
し
ろ
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
先
進
地
で
あ
る

と
言
え
よ
う
。
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
観

光
活
動
の
停
滞
を
経
て
、
現
在
の
バ
ル
セ
ロ

ナ
は
ど
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
も
と
、
具
体

的
措
置
を
構
想
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
本

稿
で
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
緩
和
を

目
指
す
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
観
光
政
策
の
最
前
線

を
報
告
す
る
。

　2
0
1
9
年
に
約
1
6
1
0
万
人
を
記
録

し
た
観
光
客
数
は
コ
ロ
ナ
禍
で
急
減
す
る
も

の
の
、2
0
2
3
年
に
は
約
1
5
6
0
万
人
、

2
0
2
4
年
に
は
約
1
5
5
0
万
人
に
ま
で

回
復
し
て
い
る
。
観
光
客
の
8
割
は
外
国
人

観
光
客
で
あ
り
、
観
光
立
国
ス
ペ
イ
ン
の
中

で
も
そ
の
割
合
の
高
さ
は
際
立
っ
て
い
る
。

観
光
客
数
は
コ
ロ
ナ
前
よ
り
微
減
し
て
い
る

も
の
の
、
観
光
行
動
の
変
化
で
目
立
つ
の
が

平
均
滞
在
日
数
の
増
加
で
あ
り
、
2
0
1
9

年
と
比
べ
て
9
・
3
%
増
加
し
て
い
る
。
観

光
客
一
人
一
泊
当
た
り
の
消
費
額
も

2
0
2
3
年
か
ら
8
・
7
%
増
加
し
、
観
光

が
も
た
ら
す
経
済
効
果
は
1
0
0
億
ユ
ー
ロ

を
超
え
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　バ
ル
セ
ロ
ナ
で
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が

市
民
の
深
刻
な
懸
念
事
項
に
な
り
出
し
た
の

は
2
0
1
4
年
の
夏
頃
で
あ
る
。
公
共
空
間

や
公
共
交
通
の
混
雑
、
観
光
客
の
マ
ナ
ー
の

悪
化
、
物
価
の
高
騰
、
宿
泊
施
設
の
急
増
に

伴
う
不
動
産
価
格
の
上
昇
、
住
民
や
商
店
の

追
い
出
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
変
容
と

い
っ
た
「
住
民
の
生
活
の
質
」
の
低
下
が
顕

龍
谷
大
学

政
策
学
部
教
授

阿
部
大
輔

1
．オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

状
況

2
．市
の

観
光
政
策

の
系
譜

（出典：Ajuntament de Barcelona）
2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

め
の
具
体
的
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
。
16
エ
リ

ア
の
中
で
、
先
ん
じ
て
対
策
が
講
じ
ら
れ
て

い
る
の
が
特
に
観
光
客
の
集
積
が
顕
著
な
サ

グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
周
辺
地
区
、
ボ
ケ
リ

ア
市
場
、グ
エ
ル
公
園
の
3
エ
リ
ア
で
あ
る
。

主
た
る
対
策
は
、
以
下
に
示
す
よ
う
に
、「
交

通
動
線
の
再
整
理
」「
事
前
予
約
制
の
強
化
」

「
空
間
の
市
民
利
用
の
促
進
」
に
大
別
さ
れ

よ
う
。

81 99
528 596 632 632

824

4730

7044

9606
9606 9633 9657 9581 9572

9541 9434

民
の
生
活
の
舞
台
と
し
て
も
重
要
で
あ
り
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
空
間
利
用

に
摩
擦
が
生
じ
て
い
る
合
計
16
エ
リ
ア
が
対

象
と
な
っ
て
い
る
（
図
2
、
写
真
1
・
2
）。

こ
う
し
た
エ
リ
ア
は
観
光
活
動
が
優
勢
の
よ

う
に
見
え
る
が
、
市
場
や
小
規
模
生
業
、
商

観
光
戦
略
プ
ラ
ン
2
0
2
0

（
2
0
1
7
年
）

観
光
と
市
民
生
活

の
調
和
と
い
う

継
続
課
題

2度にわたる規制緩和 市長交代 承認

「観光都市」から「観光とともに生きる都市」へ3
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図 1 バルセロナにおける観光フラット（民泊）数の推移
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3「
観
光
都
市
」か
ら

「
観
光
と
と
も
に
生
き
る
都
市
」へ

〜
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
け
る

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
の

最
前
線
〜

○
観
光
バ
ス
の
停
留
所
や
タ
ク
シ
ー
乗
り
場

の
撤
去
あ
る
い
は
移
動
：
市
民
生
活
の

動
線
と
重
な
る
領
域
に
あ
る
停
留
所
を

撤
去
し
、
よ
り
幅
員
の
広
い
通
り
へ
移

動
す
る
等
（
サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
／

グ
エ
ル
公
園
）

○
不
適
切
な
駐
車
や
自
転
車
の
移
動
、
パ
ー

ソ
ナ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ
車
両
の
速
度
超
過
等

へ
の
監
視
強
化（
サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
）

○
観
光
用
途
以
外
の
地
元
商
業
へ
の
支
援
策

（
サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
）

○
清
掃
や
警
備
活
動
の
強
化

○
市
場
で
提
供
す
る
産
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
適

正
化
（
ボ
ケ
リ
ア
市
場
）

○
観
光
客
と
市
民
の
適
切
な
利
用
規
模
を
設

定
す
る
た
め
の
調
査
の
実
施
（
ボ
ケ
リ
ア

市
場
）

○
市
場
内
・
近
隣
の
公
共
空
間
の
市
民
利
用

の
促
進

○
定
期
バ
ス
路
線
の
強
化
（
グ
エ
ル
公
園
）

○
観
光
客
へ
の
マ
ナ
ー
啓
発
（
グ
エ
ル
公
園
）

○
チ
ケ
ッ
ト
販
売
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
：
入
場

を
事
前
予
約
制
に
す
る
こ
と
で
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
で
の
混
雑
を
避
け
る（
グ
エ
ル
公
園
）。

規
制
の
目
的

　宿
泊
施
設
の
立
地
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
バ

ル
セ
ロ
ナ
の
観
光
政
策
の
中
で
最
も
特
徴
的

な
対
策
の
ひ
と
つ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
都
市

計
画
法
に
基
づ
い
て
、
2
0
1
7
年
1
月
に

可
決
・
承
認
さ
れ
た
の
が
観
光
宿
泊
施
設
特

別
都
市
計
画
（
P
E
U
A
T
）
だ
。
宿
泊
施

設
の
立
地
規
制
を
通
し
て
、
用
途
の
混
在
を

図
り
、
界
隈
の
公
共
空
間
で
の
生
活
を
維
持

す
る
と
と
も
に
そ
こ
へ
の
観
光
の
影
響
を
最

小
限
に
留
め
、
持
続
可
能
な
経
済
活
動
の
展

開
を
図
る
と
こ
ろ
に
狙
い
が
あ
る
。
何
よ
り

も
、
市
民
の
住
む
権
利
を
保
障
す
る
こ
と
が

最
大
の
眼
目
で
あ
る
。

P
E
U
A
T
の
枠
組
み

　P
E
U
A
T
は
ま
ず
民
泊
の
新
規
許
可
を

2
0
1
4
年
段
階
の
9
6
0
9
件
で
凍
結
し

て
お
り
、
民
泊
の
立
地
は
こ
れ
以
降
、
原
則

禁
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
P
E
U
A
T

は
計
画
手
法
と
し
て
は
シ
ン
プ
ル
で
、
市
内

を
大
き
く
4
つ
の
ゾ
ー
ン
に
ゾ
ー
ニ
ン
グ
し

（
図
3
）、
ゾ
ー
ン
ご
と
に
宿
泊
施
設
の
整
備

の
条
件
を
定
め
て
い
る
。
以
下
に
示
す
よ
う

に
、
ほ
ぼ
都
心
の
全
域
を
カ
バ
ー
し
て
い
る

ゾ
ー
ン
1
と
ゾ
ー
ン
2
へ
の
宿
泊
施
設
の
立

地
を
原
則
禁
じ
る
と
い
う
厳
し
い
規
制
が
敷

か
れ
て
い
る
。

　ゾ
ー
ン
1
は
、
建
築
や
町
並
み
、
ビ
ー
チ

等
の
観
光
資
源
が
集
積
し
て
い
る
一
方
、
古

く
か
ら
の
生
活
が
根
付
く
歴
史
的
市
街
地
の

多
く
を
含
ん
で
お
り
、
す
で
に
市
内
の
宿
泊

施
設
の
60
%
以
上
が
集
積
し
、
観
光
系
産
業

の
増
殖
に
よ
る
地
元
商
店
の
構
成
の
変
化
な

ど
、
市
民
生
活
の
舞
台
の
変
容
が
現
れ
つ
つ

あ
る
。
ま
た
、
観
光
客
数
／
住
民
の
割
合
の

高
さ
が
際
立
つ
エ
リ
ア
で
も
あ
る
。
市
の
平

均
は
7
・
5
%
で
あ
る
が
、
ゾ
ー
ン
1
の
平

均
は
25
・
1
%
で
あ
り
、
中
で
も
カ
テ
ド
ラ

ル
や
レ
イ
ア
ー
ル
広
場
が
立
地
す
る
旧
市
街

の
ゴ
シ
ッ
ク
地
区
は
46
%
、
市
内
随
一
の
商

業
地
や
モ
デ
ル
ニ
ス
モ
建
築
が
軒
を
連
ね
る

拡
張
地
区
は
68
%
を
示
し
て
い
る
。

　ゾ
ー
ン
1
の
少
し
外
側
の
エ
リ
ア
に
あ
た

り
、
宿
泊
施
設
の
集
中
が
目
立
ち
始
め
て
お

り
、
か
つ
そ
れ
ら
が
今
後
立
地
す
る
可
能
性

の
高
い
エ
リ
ア
が
該
当
す
る
。
観
光
客
数
／

住
民
の
割
合
は
10
%
程
度
で
あ
る
。
観
光
用

途
と
界
隈
の
生
活
用
途
の
混
在
が
懸
念
さ
れ

る
と
と
も
に
、
公
共
空
間
変
容
の
兆
候
が
あ

る
エ
リ
ア
で
あ
る
。
ゾ
ー
ン
1
の
よ
う
に
宿

泊
施
設
が
飽
和
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、

予
防
的
に
禁
止
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
と

理
解
で
き
る
。

　ゾ
ー
ン
2
も
新
規
開
発
を
原
則
不
許
可
と

し
、ゾ
ー
ン
全
体
の
ベ
ッ
ド
数
を
維
持
す
る
、

す
な
わ
ち
増
加
さ
せ
な
い
こ
と
を
基
本
方
針

と
す
る
。
あ
わ
せ
て
、
宿
泊
施
設
の
規
模
に

応
じ
て
、
宿
泊
施
設
同
士
の
距
離
が
規
定
さ

れ
、
1
5
0
床
を
基
準
に
そ
れ
よ
り
規
模
が

大
き
く
な
る
場
合
、
2
0
0
m
〜
3
0
0
m

の
距
離
の
確
保
が
求
め
ら
れ
る
。

　ゾ
ー
ン
3
は
宿
泊
施
設
の
供
給
が
相
対
的

に
少
な
く
、
地
域
の
物
理
的
容
量
か
ら
見
て

も
ま
だ
受
け
入
れ
が
可
能
な
エ
リ
ア
が
該
当

す
る
。

　ゾ
ー
ン
内
の
宿
泊
施
設
の
総
量
は
、 

市
内

の
ホ
テ
ル
・
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
・
民
泊
の
総

ベ
ッ
ド
数
の
10
%
程
度
が
想
定
さ
れ
る
と
は

の
名
称
で
も
あ
る
「
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

は
、
市
民
の
日
常
生
活
と
融
合
し
た
質
の
高

い
観
光
体
験
を
実
現
す
る
た
め
に
不
可
欠
で

あ
る
、
と
の
立
場
だ
。
経
済
の
多
様
化
を
推

進
し
、
観
光
分
野
以
外
の
人
材
育
成
や
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
を
加
速
さ
せ
、
観
光
に

由
来
す
る
経
済
が
都
市
経
済
に
占
め
る
割
合

を
減
ら
す
こ
と
、
さ
ら
に
観
光
が
社
会
的
利

益
を
生
む
存
在
に
変
革
す
る
こ
と
も
、
併
せ

て
謳
わ
れ
て
い
る
。

　観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
政
策
の
基
本
的
方
針

と
概
要
、
各
方
針
に
基
づ
く
具
体
的
措
置
は

表
1
の
通
り
で
あ
る
。

　い
ず
れ
も
興
味
深
い
対
策
で
あ
る
が
、
本

稿
で
は
紙
面
の
関
係
か
ら
、「
観
光
集
積
地

の
混
雑
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」、「
宿
泊
施
設
の
立

地
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」、「
課
税
」
に
絞
っ
て
、

以
下
に
取
り
組
み
の
特
徴
を
記
述
す
る
。

　政
策
介
入
の
単
位
と
し
て
、
交
流
人
口
か

定
住
人
口
を
問
わ
ず
多
く
の
人
々
が
集
積
す

る
「
大
混
雑
エ
リ
ア
（
E
G
A
）」
を
導
入
し

て
い
る
。
観
光
的
な
魅
力
が
高
い
一
方
、
市

店
等
、
依
然
と
し
て
市
民
生
活
に
と
っ
て
重

要
な
機
能
が
残
存
し
て
い
る
た
め
、
共
存
策

の
実
行
が
急
務
と
の
認
識
だ
。

具
体
的
措
置

　E
G
A
ご
と
に
、「
公
共
空
間
の
占
有
と

混
雑
」「
観
光
に
伴
う
活
動
や
用
途
の
変
化
」

「
歩
行
者
動
線
」「
日
常
生
活
や
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
の
摩
擦
」
を
緩
和
・
軽
減
す
る
た

も
た
ら
す
負
の
影
響
を
軽
減
し
、
市
民
の
生

活
改
善
を
促
進
す
る
取
り
組
み
の
た
め
に
も

再
投
資
が
可
能
で
あ
る
。

　そ
の
財
源
は
「
観
光
市
民
還
元
基
金
」
と

呼
ば
れ
、
市
独
自
の
追
加
課
税
（
滞
在
一
回

に
つ
き
最
大
4
ユ
ー
ロ
）
に
よ
り
可
能
と

な
っ
て
い
る
。
観
光
促
進
の
た
め
に
使
用
さ

れ
る
も
の
で
は
な
く
、
市
の
財
源
に
直
接
還

元
さ
れ
、
具
体
的
に
は
以
下
の
活
動
に
再
投

資
さ
れ
る
。

○
民
泊
の
管
理
強
化

○
観
光
客
の
圧
力
に
最
も
影
響
を
受
け
て
い

る
地
区
の
住
民
の
生
活
の
質
の
向
上

○
観
光
に
依
存
し
な
い
経
済
、
社
会
、
文
化

活
動
の
促
進

○
観
光
の
分
散
化
を
改
善
す
る
新
た
な
コ
ン

テ
ン
ツ
作
成

　市
民
還
元
基
金
は
、
地
域
経
済
活
性
化
に

関
連
す
る
他
の
施
策
と
連
動
し
な
が
ら
、
市

民
向
け
の
文
化
コ
ン
テ
ン
ツ
の
創
出
、
近
隣

商
業
の
振
興
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動

推
進
、
事
業
所
誘
致
等
の
生
活
基
盤
の
再
生

に
も
投
じ
ら
れ
る
。

　バ
ル
セ
ロ
ナ
市
議
会
は
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ

州
政
府
に
対
し
、
宿
泊
税
の
目
的
と
配
分
基

準
を
変
更
し
、
観
光
の
負
の
外
部
性
を
緩
和

す
る
取
り
組
み
に
よ
り
多
く
の
予
算
が
充
て

ら
れ
る
よ
う
働
き
か
け
る
こ
と
を
検
討
中
で

あ
る
。

宿
泊
税
の
改
定

　短
期
ク
ル
ー
ズ
船
観
光
（
12
時
間
未
満
）

に
対
し
て
、
宿
泊
税
の
現
行
税
率
の
引
き
上

げ
を
求
め
て
い
る
。
ク
ル
ー
ズ
船
が
も
た
ら

す
空
間
利
用
へ
の
大
き
な
影
響
を
、
で
き
る

だ
け
大
き
な
収
入
に
つ
な
げ
、
現
在
市
の
財

政
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
清
掃
や
警
備
な
ど

特
定
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
関
す
る
追

加
的
負
担
を
軽
減
す
る
。
ク
ル
ー
ズ
船
の

シ
ー
ズ
ン
と
船
の
収
容
能
力
の
両
方
に
適
応

し
た
、
累
進
課
税
も
検
討
も
視
野
に
入
れ
て

い
る
。

　バ
ル
セ
ロ
ナ
社
会
の
根
底
に
あ
る
の
は
、

現
在
の
観
光
モ
デ
ル
に
対
す
る
市
民
レ
ベ
ル

で
の
危
機
感
の
共
有
だ
。
そ
の
危
機
感
は
、

観
光
客
の
混
雑
が
不
便
を
も
た
ら
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
単
な
る
利

便
性
の
低
下
を
超
え
て
、
主
に
地
価
高
騰
や

適
切
な
価
格
の
不
動
産
の
不
足
に
よ
る
住
民

や
商
店
の
入
れ
替
え
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
変
質
を
招
き
、
や
が
て
我
が
ま
ち
バ
ル
セ

ロ
ナ
が
誰
の
も
の
で
も
な
く
な
っ
て
し
ま

う
、
と
い
う
都
市
の
存
立
に
関
わ
る
意
思
表

示
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
。

　観
光
政
策
は
、
市
民
の
日
常
生
活
が
維
持

さ
れ
、
観
光
に
よ
っ
て
さ
ら
に
そ
の
質
が
高

め
ら
れ
、
そ
れ
が
ま
た
観
光
的
魅
力
と
し
て

再
生
さ
れ
る
た
め
に
講
じ
ら
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
ま
た
、
観
光
活
動
は
空
間
に
立
ち
現
れ

る
の
で
あ
る
か
ら
、
土
地
利
用
規
制
を
通
し

た
都
市
計
画
と
の
連
動
も
欠
か
せ
な
い
。
観

光
都
市
（ciu

d
ad
 tu

rística

）
で
は
な
く
、

観
光
と
と
も
に
生
き
る
都
市
（ciu

d
ad
 

co
n
 tu

rism
o

）
へ
と
脱
皮
を
図
る
バ
ル
セ

ロ
ナ
の
奮
闘
と
ジ
レ
ン
マ
は
、
次
世
代
の
都

市
と
観
光
の
あ
り
よ
う
を
考
え
る
論
点
を
い

く
つ
も
示
し
て
い
る
。

い
え
、
ゾ
ー
ン
内
で
あ
れ
ば
ど
こ
で
も
立
地

可
能
な
の
で
は
な
く
、
ゾ
ー
ン
内
の
各
行
政

区
ご
と
に
宿
泊
施
設
の
最
大
ベ
ッ
ド
数
が
規

定
さ
れ
、
5
つ
の
行
政
区
に
お
い
て
合
計

4
0
2
5
床
が
上
限
と
な
る
。

　ま
た
、
ゾ
ー
ン
2
同
様
、
宿
泊
施
設
の
規

模
に
応
じ
て
、
宿
泊
施
設
同
士
の
距
離
が
規

定
さ
れ
る
。

　ゾ
ー
ン
4
は
、
市
内
で
大
規
模
再
開
発
が

進
行
中
の
4
区
域
が
該
当
す
る
。
再
開
発
に

応
じ
て
、
一
定
の
宿
泊
施
設
の
立
地
が
認
め

ら
れ
る
。

　か
つ
て
城
壁
外
に
形
成
さ
れ
た
旧
集
落
を

核
に
発
展
し
、
19
世
紀
末
か
ら
20
世
紀
初
頭

に
か
け
て
市
域
に
統
合
さ
れ
た
歴
史
的
市
街

地
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
エ
リ

ア
は
ゾ
ー
ン
2
あ
る
い
は
3
に
相
当
す
る

が
、
都
市
形
態
や
土
地
利
用
の
特
異
性
に
鑑

み
、
各
ゾ
ー
ン
の
規
定
で
は
な
く
、
固
有
の

規
制
が
別
途
定
め
ら
れ
る
。

　ゾ
ー
ン
2
お
よ
び
3
を
走
る
幹
線
道
路
沿

い
は
、
当
該
エ
リ
ア
に
お
け
る
規
制
と
は
ま

た
別
の
規
制
措
置
と
な
る
。
宿
泊
施
設
間
の

距
離
は
1
5
0
m
以
上
離
れ
て
い
る
こ
と
が

条
件
と
な
る
が
、
そ
の
宿
泊
施
設
が
立
地
す

る
ゾ
ー
ン
内
の
別
の
宿
泊
施
設
と
の
距
離
も

同
時
に
勘
案
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
市
の
住
宅
問
題

を
悪
化
さ
せ
て
い
る
と
の
問
題
意
識
に
鑑

み
、
市
は
2
0
1
8
年
10
月
に
6
0
0
㎡
以

上
の
開
発
の
際
に
は
そ
の
床
面
積
の
30
％
を

低
家
賃
の
社
会
住
宅
に
割
り
当
て
る
こ
と
を

義
務
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
30
%
規
制
と
呼
ば

れ
る
都
市
計
画
措
置
を
講
じ
た
。
本
規
制
は

新
規
開
発
だ
け
で
な
く
、
大
規
模
改
修
の
住

宅
再
整
備
に
も
同
様
に
適
用
さ
れ
て
い
る
。

目
的
は
、
手
頃
な
価
格
帯
の
住
宅
を
確
保
す

る
こ
と
で
、
市
民
が
住
み
続
け
る
こ
と
を
可

能
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
当
然
な
が
ら
こ
の

規
制
は
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
に
重
く
の
し
か
か
る

た
め
、
現
在
ま
で
に
こ
の
規
制
で
生
み
出
さ

れ
た
住
戸
は
93
戸
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　2
0
2
3
年
の
市
長
交
代
後
、
30
%
規
制

を
緩
和
あ
る
い
は
撤
廃
す
べ
し
と
の
声
が
上

が
り
、
議
論
が
継
続
中
で
あ
る
。
市
の
住
宅

問
題
に
強
い
N
P
O
は
、
30
%
規
制
の
大
幅

な
緩
和
あ
る
い
は
撤
廃
は
3
9
0
9
棟
の
建

物
に
住
む
6
万
2
7
5
6
世
帯
の
入
居
者
世

帯
を
立
ち
退
き
の
リ
ス
ク
に
さ
ら
す
こ
と
、

最
大
1
万
8
8
2
7
戸
の
追
加
の
公
営
住
宅

を
建
設
す
る
機
会
を
市
が
失
う
こ
と
を
試
算

し
て
い
る
。

民
泊
全
廃
を
め
ぐ
る
議
論

　バ
ル
セ
ロ
ナ
の
み
な
ら
ず
、
社
会
一
般
に

住
宅
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
こ
と
を
背
景

に
、
住
宅
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
問
題
を
抱
え
る

カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
の
複
数
の
自
治
体
に
お
け

る
観
光
用
宿
泊
施
設
を
規
制
す
る
政
令
が

2
0
2
3
年
11
月
7
日
に
承
認
さ
れ
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
は
現
在
ま
で
に

認
可
を
受
け
て
い
る
約
1
万
戸
に
及
ぶ
観
光

フ
ラ
ッ
ト
が
廃
止
さ
れ
る
。
こ
の
措
置
は
、

市
内
の
フ
ラ
ッ
ト
を
観
光
用
途
で
は
な
く
居

住
用
途
に
再
転
換
し
、
住
宅
ス
ト
ッ
ク
を
増

加
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
契
約

者
が
同
居
し
て
い
る
部
屋
貸
し
に
つ
い
て
も

禁
止
の
対
象
と
な
る
。
こ
の
法
令
に
基
づ
け

ば
、
2
0
2
8
年
11
月
ま
で
に
、
バ
ル
セ
ロ

ナ
に
は
観
光
用
ア
パ
ー
ト
は
一
切
な
く
な
る

こ
と
に
な
る
。

　急
に
も
思
え
る
こ
の
政
令
に
対
し
て
、
民

泊
協
会
（
A
P
A
R
T
U
R
）
は
家
族
向
け

の
観
光
部
門
を
壊
滅
さ
せ
る
も
の
と
し
て
猛

反
発
し
て
い
る
。
民
泊
協
会
は
、
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
が
深
刻
に
な
る
中
で
、
共
存
可

能
な
民
泊
の
あ
り
方
を
粘
り
強
く
模
索
し
て

き
た
経
緯
が
あ
り
、
突
然
の
決
定
に
「
市
内

の
民
泊
を
廃
止
す
れ
ば
、
違
法
民
泊
の
急
増

に
つ
な
が
る
だ
け
だ
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

民
泊
協
会
は
設
立
か
ら
一
貫
し
て
違
法
民
泊

の
解
消
に
力
を
注
い
で
き
て
お
り
、
違
法
民

泊
の
増
加
は
市
民
と
の
共
生
を
促
進
す
る
代

わ
り
に
税
金
か
ら
逃
れ
、
住
民
や
観
光
客
と

対
立
す
る
存
在
に
な
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て

い
る
。

観
光
市
民
還
元
基
金

　バ
ル
セ
ロ
ナ
の
宿
泊
税
は
、
正
式
に
は
観

光
施
設
宿
泊
税
と
呼
ば
れ
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ

州
法
に
よ
り
2
0
1
2
年
11
月
か
ら
施
行
さ

れ
て
い
る
。
同
法
に
よ
れ
ば
、
税
収
は
州
の

観
光
振
興
の
促
進
の
た
め
に
使
用
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
観
光
が

　バ
ル
セ
ロ
ナ
市
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
観
光

活
動
の
停
滞
を
踏
ま
え
、
事
業
者
に
対
す
る

臨
時
補
助
金
制
度
を
通
し
て
観
光
産
業
の
回

復
を
軌
道
に
乗
せ
つ
つ
、
一
方
で
コ
ロ
ナ
禍

以
前
に
深
刻
だ
っ
た
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
悪
影
響
を
緩
和
す
る
と
い
う
難
し
い
舵
取

り
を
迫
ら
れ
た
。
2
0
2
1
年
に
は
バ
ル
セ

ロ
ナ
・
グ
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ル
が
宣
言
さ
れ
た
。

グ
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ル
で
は
、
観
光
産
業
を
都

市
経
済
に
お
け
る
戦
略
的
分
野
の
ひ
と
つ
に

位
置
付
け
、
観
光
の
発
展
が
す
べ
て
の
市
民

に
富
を
も
た
ら
す
べ
き
こ
と
が
謳
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
2
0
2
3
年
6
月
に
は
、
急
進

的
な
観
光
政
策
を
推
進
し
て
き
た
ア
ダ
・
コ

ラ
ウ
か
ら
、
ホ
テ
ル
業
界
を
支
持
層
の
一
つ

に
抱
え
る
ジ
ャ
ウ
マ
・
コ
ル
ボ
ー
ニ
に
市
長

が
交
代
し
た
。

　こ
う
し
た
社
会
情
勢
の
変
化
を
受
け
、
観

光
戦
略
2
0
2
0
の
枠
組
み
を
継
続
し
つ

つ
、
市
は
2
0
2
7
年
ま
で
の
短
期
的
措
置

を
新
た
に
講
じ
て
い
る
。
計
画
文
書
に
よ
れ

ば
、
そ
の
目
的
は
「
住
民
の
繁
栄
と
幸
福
の

促
進
を
最
優
先
の
目
的
と
し
、
他
の
経
済
部

門
の
発
展
を
促
す
持
続
可
能
で
敬
意
あ
る
観

光
経
済
を
推
進
す
る
」
こ
と
で
あ
る
。
政
策

策
の
目
玉
で
あ
っ
た
観
光
宿

泊
施
設
特
別
都
市
計
画

（
P
E
U
A
T
）
は
、
よ
り
総

合
的
な
政
策
に
統
合
さ
れ
、

「
観
光
戦
略
プ
ラ
ン
2
0
2
0
」

と
し
て
2
0
1
7
年
1
月
に

発
表
さ
れ
た
。
本
プ
ラ
ン
は
、

そ
の
目
的
を
「
住
民
の
生
活

の
質
と
観
光
客
の
満
足
度
を

両
立
さ
せ
、
観
光
活
動
の
社

会
的
還
元
を
最
大
化
し
、
観

光
地
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
持
続
可

能
性
を
確
保
す
る
こ
と
」
に

置
い
て
い
る
。
混
雑
地
の
観

光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
と
い
っ
た
従
来
の
取
り
組

み
に
加
え
、
交
通
政
策
、
都

市
計
画
（
土
地
利
用
）、
地
域

経
済
の
発
展
、
事
業
者
の
社

会
的
責
任
、
宿
泊
税
な
ど
観

光
に
関
連
す
る
多
分
野
に
わ

た
る
各
種
の
施
策
を
束
ね
る

観
光
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
あ

る
（
阿
部
2
0
2
0
）。

在
化
す
る
と
と
も
に
、
冒
頭
で
紹
介
し
た
よ

う
な
市
民
か
ら
の
観
光
客
へ
の
反
発
（
こ
う

し
た
態
度
は
一
般
的
に
「
観
光
客
嫌
悪
／
観

光
恐
怖
症
」
と
呼
ば
れ
る
）
が
散
発
的
に
生

じ
て
き
た
。
観
光
案
内
板
な
ど
に
ス
プ
レ
ー

で
落
書
き
さ
れ
た〝T

o
u
rist G

o
 H
o
m
e

〞

（
観
光
客
は
帰
れ
）
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、「
観

光
客
の
経
験
の
質
」
に
負
の
影
響
を
与
え
か

ね
な
い
。

　観
光
フ
ラ
ッ
ト
（
直
訳
す
る
と
「
観
光
の

用
に
供
す
る
住
宅
」
で
あ
り
、
日
本
の
民
泊

に
近
い
）
の
数
は
特
に
2
0
1
1
年
以
降
、

飛
躍
的
に
増
加
し
た
（
図
1
）。
2
0
1
1

年
か
ら
2
0
1
4
年
の
間
に
8
2
4
件
か
ら

9
6
0
9
件
へ
と
激
増
し
て
い
る
。

2
0
1
5
年
5
月
の
市
長
選
で
、
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
解
決
を
政
策
の
目
玉
に
据
え

た
ア
ダ
・
コ
ラ
ウ
が
当
選
し
、
宿
泊
施
設
の

立
地
許
可
が
凍
結
さ
れ
た
後
は
、
徐
々
に
そ

の
数
を
減
ら
し
て
い
る
。
こ
れ
は
後
述
す
る

観
光
宿
泊
施
設
の
立
地
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
眼

目
と
す
る
都
市
計
画
措
置
（
P
E
U
A
T
）

の
影
響
で
あ
る
。
な
お
、
登
録
さ
れ
た
観
光

客
用
宿
泊
施
設
の
ベ
ッ
ド
数
を
見
る
と
、

2
0
2
3
年
の
段
階
で
ベ
ッ
ド
は
合
計

15
万
2
3
2
0
床
あ
り
、
そ
の
う
ち
7
万

6
6
6
2
床
が
ホ
テ
ル
、
5
万
8
1
2
4
床

が
観
光
フ
ラ
ッ
ト
（
民
泊
）
で
あ
っ
た
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
が
地
域
社
会
に
与
え

る
負
の
影
響
は
、
基
本

的
に
は
他
の
観
光
都
市

と
類
似
し
て
い
る
が
、

バ
ル
セ
ロ
ナ
で
特
に
問

題
と
な
っ
て
き
た
の
が

宿
泊
施
設
の
立
地
と
地

価
の
上
昇
、
そ
れ
が
も

た
ら
す
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
変
容
で
あ
っ
た
。

　現
在
の
観
光
政
策
の

原
型
と
な
っ
て
い
る
の

が
2
0
0
8
年
に
策
定

さ
れ
た
観
光
戦
略
プ
ラ

ン
2
0
1
5
で
あ
る
。

プ
ラ
ン
の
目
的
は
、「
観

光
の
改
善
を
促
進
す
る

こ
と
」
と
「
観
光
と
市
民

生
活
を
調
和
さ
せ
る
方

法
を
改
善
す
る
こ
と
」
だ
っ
た
。
ま
だ
観
光

活
動
の
過
剰
な
集
積
が
市
民
共
通
の
問
題
と

し
て
浮
上
す
る
前
の
政
策
な
の
で
、
当
時
と

し
て
は
非
常
に
革
新
的
な
構
想
だ
っ
た
と
言

え
よ
う
。

　そ
の
後
、
2
0
1
3
年
頃
か
ら
観
光
活
動

と
市
民
生
活
の
軋
轢
が
表
面
化
し
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
政
治
争
点
化
す
る
。
野

放
図
な
観
光
の
成
長
へ
の
対
応
が
急
務
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
2
0
1
5
年
に
主
に
以

下
の
3
種
の
措
置
が
緊
急
対
策
と
し
て
考
案

さ
れ
た
。

○
観
光
宿
泊
施
設
特
別
都
市
計
画

（
P
E
U
A
T
）の
策
定
。
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ

ル
、民
泊
、シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
立
地
を
規
制
。

○
観
光
に
関
す
る
議
論
を
促
進
し
、
都
市
の

観
光
モ
デ
ル
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
関

係
者
を
ま
と
め
る
恒
久
的
な
機
関
と
し

て
、
観
光
・
都
市
協
議
会
を
設
立
す
る
。

○
2
0
1
6
〜
2
0
2
0
年
の
市
の
観
光
政

策
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
し
て
、
観
光
戦

略
プ
ラ
ン
2
0
2
0
を
策
定
す
る
。

　2
0
1
5
年
6
月
に
、
ア
ダ
・
コ
ラ
ウ
が

市
長
の
座
に
つ
い
た
（
在
任
2
0
1
5
年
6

月
〜
2
0
2
3
年
6
月
）。
前
記
の
緊
急
対

　テ
ラ
ス
席
に
座
っ
て
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

て
い
る
観
光
客
に
向
け
て
、
地
元
住
民
が
水

鉄
砲
を
放
つ
。
日
本
で
も
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ

ル
に
報
道
さ
れ
た
、
初
夏
の
ス
ペ
イ
ン
・
バ

ル
セ
ロ
ナ
で
の
出
来
事
だ
。「
観
光
客
は
帰

れ
」「
バ
ル
セ
ロ
ナ
は
売
り
物
で
は
な
い
」「
マ

ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
バ
ル
セ
ロ
ナ
を
殺
す
」
等

の
過
激
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ボ
ー
ド
に
記
し
た

約
2
8
0
0
人
に
も
及
ぶ
住
民
た
ち
が
抗
議

の
声
を
上
げ
な
が
ら
観
光
客
が
多
く
集
う
街

路
を
練
り
歩
い
た
。

　地
元
の
自
治
会
連
合
「
観
光
低
減
に
向
け

た
住
民
評
議
会
」に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
こ
の

抗
議
運
動
は
、
混
雑
や
観
光
客
の
マ
ナ
ー
が

主
題
な
の
で
は
な
い
。
観
光
の
止
ま
る
こ
と

を
知
ら
な
い
成
長
が
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
圧
迫

し
、
家
賃
や
物
価
の
高
騰
を
誘
引
し
、
古
く

か
ら
の
市
民
が
住
み
続
け
ら
れ
な
く
な
る
こ

と
。
そ
し
て
観
光
産
業
の
利
益
が
不
当
に
配

分
さ
れ
、
社
会
的
不
平
等
を
拡
大
し
て
い
る

こ
と
。
コ
ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
表
明
さ
れ
て
い

た
観
光
に
対
す
る
市
民
の
不
満
は
、
こ
こ
に

き
て
再
度
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

　も
ち
ろ
ん
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
が
手
を
こ
ま

ね
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
バ
ル
セ
ロ
ナ

市
は
コ
ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
観
光
が
も
た
ら
す

負
の
影
響
が
深
刻
化
し
て
い
た
都
市
で
あ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
的
挑
戦
を
続
け
て
き

た
経
緯
が
あ
る（
阿
部
2
0
2
0
）。む
し
ろ
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
先
進
地
で
あ
る

と
言
え
よ
う
。
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
観

光
活
動
の
停
滞
を
経
て
、
現
在
の
バ
ル
セ
ロ

ナ
は
ど
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
も
と
、
具
体

的
措
置
を
構
想
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
本

稿
で
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
緩
和
を

目
指
す
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
観
光
政
策
の
最
前
線

を
報
告
す
る
。

　2
0
1
9
年
に
約
1
6
1
0
万
人
を
記
録

し
た
観
光
客
数
は
コ
ロ
ナ
禍
で
急
減
す
る
も

の
の
、2
0
2
3
年
に
は
約
1
5
6
0
万
人
、

2
0
2
4
年
に
は
約
1
5
5
0
万
人
に
ま
で

回
復
し
て
い
る
。
観
光
客
の
8
割
は
外
国
人

観
光
客
で
あ
り
、
観
光
立
国
ス
ペ
イ
ン
の
中

で
も
そ
の
割
合
の
高
さ
は
際
立
っ
て
い
る
。

観
光
客
数
は
コ
ロ
ナ
前
よ
り
微
減
し
て
い
る

も
の
の
、
観
光
行
動
の
変
化
で
目
立
つ
の
が

平
均
滞
在
日
数
の
増
加
で
あ
り
、
2
0
1
9

年
と
比
べ
て
9
・
3
%
増
加
し
て
い
る
。
観

光
客
一
人
一
泊
当
た
り
の
消
費
額
も

2
0
2
3
年
か
ら
8
・
7
%
増
加
し
、
観
光

が
も
た
ら
す
経
済
効
果
は
1
0
0
億
ユ
ー
ロ

を
超
え
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　バ
ル
セ
ロ
ナ
で
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が

市
民
の
深
刻
な
懸
念
事
項
に
な
り
出
し
た
の

は
2
0
1
4
年
の
夏
頃
で
あ
る
。
公
共
空
間

や
公
共
交
通
の
混
雑
、
観
光
客
の
マ
ナ
ー
の

悪
化
、
物
価
の
高
騰
、
宿
泊
施
設
の
急
増
に

伴
う
不
動
産
価
格
の
上
昇
、
住
民
や
商
店
の

追
い
出
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
変
容
と

い
っ
た
「
住
民
の
生
活
の
質
」
の
低
下
が
顕

龍
谷
大
学

政
策
学
部
教
授

阿
部
大
輔

1
．オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

状
況

2
．市
の

観
光
政
策

の
系
譜

（出典：Ajuntament de Barcelona）
2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

め
の
具
体
的
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
。
16
エ
リ

ア
の
中
で
、
先
ん
じ
て
対
策
が
講
じ
ら
れ
て

い
る
の
が
特
に
観
光
客
の
集
積
が
顕
著
な
サ

グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
周
辺
地
区
、
ボ
ケ
リ

ア
市
場
、グ
エ
ル
公
園
の
3
エ
リ
ア
で
あ
る
。

主
た
る
対
策
は
、
以
下
に
示
す
よ
う
に
、「
交

通
動
線
の
再
整
理
」「
事
前
予
約
制
の
強
化
」

「
空
間
の
市
民
利
用
の
促
進
」
に
大
別
さ
れ

よ
う
。

81 99
528 596 632 632

824

4730

7044

9606
9606 9633 9657 9581 9572

9541 9434

民
の
生
活
の
舞
台
と
し
て
も
重
要
で
あ
り
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
空
間
利
用

に
摩
擦
が
生
じ
て
い
る
合
計
16
エ
リ
ア
が
対

象
と
な
っ
て
い
る
（
図
2
、
写
真
1
・
2
）。

こ
う
し
た
エ
リ
ア
は
観
光
活
動
が
優
勢
の
よ

う
に
見
え
る
が
、
市
場
や
小
規
模
生
業
、
商

観
光
戦
略
プ
ラ
ン
2
0
2
0

（
2
0
1
7
年
）

観
光
と
市
民
生
活

の
調
和
と
い
う

継
続
課
題

2度にわたる規制緩和

市長交代に伴う 
宿泊施設立地許可
の凍結

観光宿泊施設
特別都市計画の承認

「観光都市」から「観光とともに生きる都市」へ3
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○
観
光
バ
ス
の
停
留
所
や
タ
ク
シ
ー
乗
り
場

の
撤
去
あ
る
い
は
移
動
：
市
民
生
活
の

動
線
と
重
な
る
領
域
に
あ
る
停
留
所
を

撤
去
し
、
よ
り
幅
員
の
広
い
通
り
へ
移

動
す
る
等
（
サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
／

グ
エ
ル
公
園
）

○
不
適
切
な
駐
車
や
自
転
車
の
移
動
、
パ
ー

ソ
ナ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ
車
両
の
速
度
超
過
等

へ
の
監
視
強
化（
サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
）

○
観
光
用
途
以
外
の
地
元
商
業
へ
の
支
援
策

（
サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
）

○
清
掃
や
警
備
活
動
の
強
化

○
市
場
で
提
供
す
る
産
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
適

正
化
（
ボ
ケ
リ
ア
市
場
）

○
観
光
客
と
市
民
の
適
切
な
利
用
規
模
を
設

定
す
る
た
め
の
調
査
の
実
施
（
ボ
ケ
リ
ア

市
場
）

○
市
場
内
・
近
隣
の
公
共
空
間
の
市
民
利
用

の
促
進

○
定
期
バ
ス
路
線
の
強
化
（
グ
エ
ル
公
園
）

○
観
光
客
へ
の
マ
ナ
ー
啓
発
（
グ
エ
ル
公
園
）

○
チ
ケ
ッ
ト
販
売
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
：
入
場

を
事
前
予
約
制
に
す
る
こ
と
で
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
で
の
混
雑
を
避
け
る（
グ
エ
ル
公
園
）。

規
制
の
目
的

　宿
泊
施
設
の
立
地
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
バ

ル
セ
ロ
ナ
の
観
光
政
策
の
中
で
最
も
特
徴
的

な
対
策
の
ひ
と
つ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
都
市

計
画
法
に
基
づ
い
て
、
2
0
1
7
年
1
月
に

可
決
・
承
認
さ
れ
た
の
が
観
光
宿
泊
施
設
特

別
都
市
計
画
（
P
E
U
A
T
）
だ
。
宿
泊
施

設
の
立
地
規
制
を
通
し
て
、
用
途
の
混
在
を

図
り
、
界
隈
の
公
共
空
間
で
の
生
活
を
維
持

す
る
と
と
も
に
そ
こ
へ
の
観
光
の
影
響
を
最

小
限
に
留
め
、
持
続
可
能
な
経
済
活
動
の
展

開
を
図
る
と
こ
ろ
に
狙
い
が
あ
る
。
何
よ
り

も
、
市
民
の
住
む
権
利
を
保
障
す
る
こ
と
が

最
大
の
眼
目
で
あ
る
。

P
E
U
A
T
の
枠
組
み

　P
E
U
A
T
は
ま
ず
民
泊
の
新
規
許
可
を

2
0
1
4
年
段
階
の
9
6
0
9
件
で
凍
結
し

て
お
り
、
民
泊
の
立
地
は
こ
れ
以
降
、
原
則

禁
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
P
E
U
A
T

は
計
画
手
法
と
し
て
は
シ
ン
プ
ル
で
、
市
内

を
大
き
く
4
つ
の
ゾ
ー
ン
に
ゾ
ー
ニ
ン
グ
し

（
図
3
）、
ゾ
ー
ン
ご
と
に
宿
泊
施
設
の
整
備

の
条
件
を
定
め
て
い
る
。
以
下
に
示
す
よ
う

に
、
ほ
ぼ
都
心
の
全
域
を
カ
バ
ー
し
て
い
る

ゾ
ー
ン
1
と
ゾ
ー
ン
2
へ
の
宿
泊
施
設
の
立

地
を
原
則
禁
じ
る
と
い
う
厳
し
い
規
制
が
敷

か
れ
て
い
る
。

　ゾ
ー
ン
1
は
、
建
築
や
町
並
み
、
ビ
ー
チ

等
の
観
光
資
源
が
集
積
し
て
い
る
一
方
、
古

く
か
ら
の
生
活
が
根
付
く
歴
史
的
市
街
地
の

多
く
を
含
ん
で
お
り
、
す
で
に
市
内
の
宿
泊

施
設
の
60
%
以
上
が
集
積
し
、
観
光
系
産
業

の
増
殖
に
よ
る
地
元
商
店
の
構
成
の
変
化
な

ど
、
市
民
生
活
の
舞
台
の
変
容
が
現
れ
つ
つ

あ
る
。
ま
た
、
観
光
客
数
／
住
民
の
割
合
の

高
さ
が
際
立
つ
エ
リ
ア
で
も
あ
る
。
市
の
平

均
は
7
・
5
%
で
あ
る
が
、
ゾ
ー
ン
1
の
平

均
は
25
・
1
%
で
あ
り
、
中
で
も
カ
テ
ド
ラ

ル
や
レ
イ
ア
ー
ル
広
場
が
立
地
す
る
旧
市
街

の
ゴ
シ
ッ
ク
地
区
は
46
%
、
市
内
随
一
の
商

業
地
や
モ
デ
ル
ニ
ス
モ
建
築
が
軒
を
連
ね
る

拡
張
地
区
は
68
%
を
示
し
て
い
る
。

　ゾ
ー
ン
1
の
少
し
外
側
の
エ
リ
ア
に
あ
た

り
、
宿
泊
施
設
の
集
中
が
目
立
ち
始
め
て
お

り
、
か
つ
そ
れ
ら
が
今
後
立
地
す
る
可
能
性

の
高
い
エ
リ
ア
が
該
当
す
る
。
観
光
客
数
／

住
民
の
割
合
は
10
%
程
度
で
あ
る
。
観
光
用

途
と
界
隈
の
生
活
用
途
の
混
在
が
懸
念
さ
れ

る
と
と
も
に
、
公
共
空
間
変
容
の
兆
候
が
あ

る
エ
リ
ア
で
あ
る
。
ゾ
ー
ン
1
の
よ
う
に
宿

泊
施
設
が
飽
和
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、

予
防
的
に
禁
止
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
と

理
解
で
き
る
。

　ゾ
ー
ン
2
も
新
規
開
発
を
原
則
不
許
可
と

し
、ゾ
ー
ン
全
体
の
ベ
ッ
ド
数
を
維
持
す
る
、

す
な
わ
ち
増
加
さ
せ
な
い
こ
と
を
基
本
方
針

と
す
る
。
あ
わ
せ
て
、
宿
泊
施
設
の
規
模
に

応
じ
て
、
宿
泊
施
設
同
士
の
距
離
が
規
定
さ

れ
、
1
5
0
床
を
基
準
に
そ
れ
よ
り
規
模
が

大
き
く
な
る
場
合
、
2
0
0
m
〜
3
0
0
m

の
距
離
の
確
保
が
求
め
ら
れ
る
。

　ゾ
ー
ン
3
は
宿
泊
施
設
の
供
給
が
相
対
的

に
少
な
く
、
地
域
の
物
理
的
容
量
か
ら
見
て

も
ま
だ
受
け
入
れ
が
可
能
な
エ
リ
ア
が
該
当

す
る
。

　ゾ
ー
ン
内
の
宿
泊
施
設
の
総
量
は
、 

市
内

の
ホ
テ
ル
・
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
・
民
泊
の
総

ベ
ッ
ド
数
の
10
%
程
度
が
想
定
さ
れ
る
と
は

の
名
称
で
も
あ
る
「
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

は
、
市
民
の
日
常
生
活
と
融
合
し
た
質
の
高

い
観
光
体
験
を
実
現
す
る
た
め
に
不
可
欠
で

あ
る
、
と
の
立
場
だ
。
経
済
の
多
様
化
を
推

進
し
、
観
光
分
野
以
外
の
人
材
育
成
や
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
を
加
速
さ
せ
、
観
光
に

由
来
す
る
経
済
が
都
市
経
済
に
占
め
る
割
合

を
減
ら
す
こ
と
、
さ
ら
に
観
光
が
社
会
的
利

益
を
生
む
存
在
に
変
革
す
る
こ
と
も
、
併
せ

て
謳
わ
れ
て
い
る
。

　観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
政
策
の
基
本
的
方
針

と
概
要
、
各
方
針
に
基
づ
く
具
体
的
措
置
は

表
1
の
通
り
で
あ
る
。

　い
ず
れ
も
興
味
深
い
対
策
で
あ
る
が
、
本

稿
で
は
紙
面
の
関
係
か
ら
、「
観
光
集
積
地

の
混
雑
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」、「
宿
泊
施
設
の
立

地
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」、「
課
税
」
に
絞
っ
て
、

以
下
に
取
り
組
み
の
特
徴
を
記
述
す
る
。

　政
策
介
入
の
単
位
と
し
て
、
交
流
人
口
か

定
住
人
口
を
問
わ
ず
多
く
の
人
々
が
集
積
す

る
「
大
混
雑
エ
リ
ア
（
E
G
A
）」
を
導
入
し

て
い
る
。
観
光
的
な
魅
力
が
高
い
一
方
、
市

店
等
、
依
然
と
し
て
市
民
生
活
に
と
っ
て
重

要
な
機
能
が
残
存
し
て
い
る
た
め
、
共
存
策

の
実
行
が
急
務
と
の
認
識
だ
。

具
体
的
措
置

　E
G
A
ご
と
に
、「
公
共
空
間
の
占
有
と

混
雑
」「
観
光
に
伴
う
活
動
や
用
途
の
変
化
」

「
歩
行
者
動
線
」「
日
常
生
活
や
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
の
摩
擦
」
を
緩
和
・
軽
減
す
る
た

も
た
ら
す
負
の
影
響
を
軽
減
し
、
市
民
の
生

活
改
善
を
促
進
す
る
取
り
組
み
の
た
め
に
も

再
投
資
が
可
能
で
あ
る
。

　そ
の
財
源
は
「
観
光
市
民
還
元
基
金
」
と

呼
ば
れ
、
市
独
自
の
追
加
課
税
（
滞
在
一
回

に
つ
き
最
大
4
ユ
ー
ロ
）
に
よ
り
可
能
と

な
っ
て
い
る
。
観
光
促
進
の
た
め
に
使
用
さ

れ
る
も
の
で
は
な
く
、
市
の
財
源
に
直
接
還

元
さ
れ
、
具
体
的
に
は
以
下
の
活
動
に
再
投

資
さ
れ
る
。

○
民
泊
の
管
理
強
化

○
観
光
客
の
圧
力
に
最
も
影
響
を
受
け
て
い

る
地
区
の
住
民
の
生
活
の
質
の
向
上

○
観
光
に
依
存
し
な
い
経
済
、
社
会
、
文
化

活
動
の
促
進

○
観
光
の
分
散
化
を
改
善
す
る
新
た
な
コ
ン

テ
ン
ツ
作
成

　市
民
還
元
基
金
は
、
地
域
経
済
活
性
化
に

関
連
す
る
他
の
施
策
と
連
動
し
な
が
ら
、
市

民
向
け
の
文
化
コ
ン
テ
ン
ツ
の
創
出
、
近
隣

商
業
の
振
興
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動

推
進
、
事
業
所
誘
致
等
の
生
活
基
盤
の
再
生

に
も
投
じ
ら
れ
る
。

　バ
ル
セ
ロ
ナ
市
議
会
は
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ

州
政
府
に
対
し
、
宿
泊
税
の
目
的
と
配
分
基

準
を
変
更
し
、
観
光
の
負
の
外
部
性
を
緩
和

す
る
取
り
組
み
に
よ
り
多
く
の
予
算
が
充
て

ら
れ
る
よ
う
働
き
か
け
る
こ
と
を
検
討
中
で

あ
る
。

宿
泊
税
の
改
定

　短
期
ク
ル
ー
ズ
船
観
光
（
12
時
間
未
満
）

に
対
し
て
、
宿
泊
税
の
現
行
税
率
の
引
き
上

げ
を
求
め
て
い
る
。
ク
ル
ー
ズ
船
が
も
た
ら

す
空
間
利
用
へ
の
大
き
な
影
響
を
、
で
き
る

だ
け
大
き
な
収
入
に
つ
な
げ
、
現
在
市
の
財

政
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
清
掃
や
警
備
な
ど

特
定
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
関
す
る
追

加
的
負
担
を
軽
減
す
る
。
ク
ル
ー
ズ
船
の

シ
ー
ズ
ン
と
船
の
収
容
能
力
の
両
方
に
適
応

し
た
、
累
進
課
税
も
検
討
も
視
野
に
入
れ
て

い
る
。

　バ
ル
セ
ロ
ナ
社
会
の
根
底
に
あ
る
の
は
、

現
在
の
観
光
モ
デ
ル
に
対
す
る
市
民
レ
ベ
ル

で
の
危
機
感
の
共
有
だ
。
そ
の
危
機
感
は
、

観
光
客
の
混
雑
が
不
便
を
も
た
ら
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
単
な
る
利

便
性
の
低
下
を
超
え
て
、
主
に
地
価
高
騰
や

適
切
な
価
格
の
不
動
産
の
不
足
に
よ
る
住
民

や
商
店
の
入
れ
替
え
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
変
質
を
招
き
、
や
が
て
我
が
ま
ち
バ
ル
セ

ロ
ナ
が
誰
の
も
の
で
も
な
く
な
っ
て
し
ま

う
、
と
い
う
都
市
の
存
立
に
関
わ
る
意
思
表

示
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
。

　観
光
政
策
は
、
市
民
の
日
常
生
活
が
維
持

さ
れ
、
観
光
に
よ
っ
て
さ
ら
に
そ
の
質
が
高

め
ら
れ
、
そ
れ
が
ま
た
観
光
的
魅
力
と
し
て

再
生
さ
れ
る
た
め
に
講
じ
ら
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
ま
た
、
観
光
活
動
は
空
間
に
立
ち
現
れ

る
の
で
あ
る
か
ら
、
土
地
利
用
規
制
を
通
し

た
都
市
計
画
と
の
連
動
も
欠
か
せ
な
い
。
観

光
都
市
（ciu

d
ad
 tu

rística

）
で
は
な
く
、

観
光
と
と
も
に
生
き
る
都
市
（ciu

d
ad
 

co
n
 tu

rism
o

）
へ
と
脱
皮
を
図
る
バ
ル
セ

ロ
ナ
の
奮
闘
と
ジ
レ
ン
マ
は
、
次
世
代
の
都

市
と
観
光
の
あ
り
よ
う
を
考
え
る
論
点
を
い

く
つ
も
示
し
て
い
る
。

い
え
、
ゾ
ー
ン
内
で
あ
れ
ば
ど
こ
で
も
立
地

可
能
な
の
で
は
な
く
、
ゾ
ー
ン
内
の
各
行
政

区
ご
と
に
宿
泊
施
設
の
最
大
ベ
ッ
ド
数
が
規

定
さ
れ
、
5
つ
の
行
政
区
に
お
い
て
合
計

4
0
2
5
床
が
上
限
と
な
る
。

　ま
た
、
ゾ
ー
ン
2
同
様
、
宿
泊
施
設
の
規

模
に
応
じ
て
、
宿
泊
施
設
同
士
の
距
離
が
規

定
さ
れ
る
。

　ゾ
ー
ン
4
は
、
市
内
で
大
規
模
再
開
発
が

進
行
中
の
4
区
域
が
該
当
す
る
。
再
開
発
に

応
じ
て
、
一
定
の
宿
泊
施
設
の
立
地
が
認
め

ら
れ
る
。

　か
つ
て
城
壁
外
に
形
成
さ
れ
た
旧
集
落
を

核
に
発
展
し
、
19
世
紀
末
か
ら
20
世
紀
初
頭

に
か
け
て
市
域
に
統
合
さ
れ
た
歴
史
的
市
街

地
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
エ
リ

ア
は
ゾ
ー
ン
2
あ
る
い
は
3
に
相
当
す
る

が
、
都
市
形
態
や
土
地
利
用
の
特
異
性
に
鑑

み
、
各
ゾ
ー
ン
の
規
定
で
は
な
く
、
固
有
の

規
制
が
別
途
定
め
ら
れ
る
。

　ゾ
ー
ン
2
お
よ
び
3
を
走
る
幹
線
道
路
沿

い
は
、
当
該
エ
リ
ア
に
お
け
る
規
制
と
は
ま

た
別
の
規
制
措
置
と
な
る
。
宿
泊
施
設
間
の

距
離
は
1
5
0
m
以
上
離
れ
て
い
る
こ
と
が

条
件
と
な
る
が
、
そ
の
宿
泊
施
設
が
立
地
す

る
ゾ
ー
ン
内
の
別
の
宿
泊
施
設
と
の
距
離
も

同
時
に
勘
案
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
市
の
住
宅
問
題

を
悪
化
さ
せ
て
い
る
と
の
問
題
意
識
に
鑑

み
、
市
は
2
0
1
8
年
10
月
に
6
0
0
㎡
以

上
の
開
発
の
際
に
は
そ
の
床
面
積
の
30
％
を

低
家
賃
の
社
会
住
宅
に
割
り
当
て
る
こ
と
を

義
務
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
30
%
規
制
と
呼
ば

れ
る
都
市
計
画
措
置
を
講
じ
た
。
本
規
制
は

新
規
開
発
だ
け
で
な
く
、
大
規
模
改
修
の
住

宅
再
整
備
に
も
同
様
に
適
用
さ
れ
て
い
る
。

目
的
は
、
手
頃
な
価
格
帯
の
住
宅
を
確
保
す

る
こ
と
で
、
市
民
が
住
み
続
け
る
こ
と
を
可

能
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
当
然
な
が
ら
こ
の

規
制
は
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
に
重
く
の
し
か
か
る

た
め
、
現
在
ま
で
に
こ
の
規
制
で
生
み
出
さ

れ
た
住
戸
は
93
戸
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　2
0
2
3
年
の
市
長
交
代
後
、
30
%
規
制

を
緩
和
あ
る
い
は
撤
廃
す
べ
し
と
の
声
が
上

が
り
、
議
論
が
継
続
中
で
あ
る
。
市
の
住
宅

問
題
に
強
い
N
P
O
は
、
30
%
規
制
の
大
幅

な
緩
和
あ
る
い
は
撤
廃
は
3
9
0
9
棟
の
建

物
に
住
む
6
万
2
7
5
6
世
帯
の
入
居
者
世

帯
を
立
ち
退
き
の
リ
ス
ク
に
さ
ら
す
こ
と
、

最
大
1
万
8
8
2
7
戸
の
追
加
の
公
営
住
宅

を
建
設
す
る
機
会
を
市
が
失
う
こ
と
を
試
算

し
て
い
る
。

民
泊
全
廃
を
め
ぐ
る
議
論

　バ
ル
セ
ロ
ナ
の
み
な
ら
ず
、
社
会
一
般
に

住
宅
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
こ
と
を
背
景

に
、
住
宅
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
問
題
を
抱
え
る

カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
の
複
数
の
自
治
体
に
お
け

る
観
光
用
宿
泊
施
設
を
規
制
す
る
政
令
が

2
0
2
3
年
11
月
7
日
に
承
認
さ
れ
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
は
現
在
ま
で
に

認
可
を
受
け
て
い
る
約
1
万
戸
に
及
ぶ
観
光

フ
ラ
ッ
ト
が
廃
止
さ
れ
る
。
こ
の
措
置
は
、

市
内
の
フ
ラ
ッ
ト
を
観
光
用
途
で
は
な
く
居

住
用
途
に
再
転
換
し
、
住
宅
ス
ト
ッ
ク
を
増

加
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
契
約

者
が
同
居
し
て
い
る
部
屋
貸
し
に
つ
い
て
も

禁
止
の
対
象
と
な
る
。
こ
の
法
令
に
基
づ
け

ば
、
2
0
2
8
年
11
月
ま
で
に
、
バ
ル
セ
ロ

ナ
に
は
観
光
用
ア
パ
ー
ト
は
一
切
な
く
な
る

こ
と
に
な
る
。

　急
に
も
思
え
る
こ
の
政
令
に
対
し
て
、
民

泊
協
会
（
A
P
A
R
T
U
R
）
は
家
族
向
け

の
観
光
部
門
を
壊
滅
さ
せ
る
も
の
と
し
て
猛

反
発
し
て
い
る
。
民
泊
協
会
は
、
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
が
深
刻
に
な
る
中
で
、
共
存
可

能
な
民
泊
の
あ
り
方
を
粘
り
強
く
模
索
し
て

き
た
経
緯
が
あ
り
、
突
然
の
決
定
に
「
市
内

の
民
泊
を
廃
止
す
れ
ば
、
違
法
民
泊
の
急
増

に
つ
な
が
る
だ
け
だ
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

民
泊
協
会
は
設
立
か
ら
一
貫
し
て
違
法
民
泊

の
解
消
に
力
を
注
い
で
き
て
お
り
、
違
法
民

泊
の
増
加
は
市
民
と
の
共
生
を
促
進
す
る
代

わ
り
に
税
金
か
ら
逃
れ
、
住
民
や
観
光
客
と

対
立
す
る
存
在
に
な
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て

い
る
。

観
光
市
民
還
元
基
金

　バ
ル
セ
ロ
ナ
の
宿
泊
税
は
、
正
式
に
は
観

光
施
設
宿
泊
税
と
呼
ば
れ
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ

州
法
に
よ
り
2
0
1
2
年
11
月
か
ら
施
行
さ

れ
て
い
る
。
同
法
に
よ
れ
ば
、
税
収
は
州
の

観
光
振
興
の
促
進
の
た
め
に
使
用
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
観
光
が

　バ
ル
セ
ロ
ナ
市
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
観
光

活
動
の
停
滞
を
踏
ま
え
、
事
業
者
に
対
す
る

臨
時
補
助
金
制
度
を
通
し
て
観
光
産
業
の
回

復
を
軌
道
に
乗
せ
つ
つ
、
一
方
で
コ
ロ
ナ
禍

以
前
に
深
刻
だ
っ
た
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
悪
影
響
を
緩
和
す
る
と
い
う
難
し
い
舵
取

り
を
迫
ら
れ
た
。
2
0
2
1
年
に
は
バ
ル
セ

ロ
ナ
・
グ
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ル
が
宣
言
さ
れ
た
。

グ
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ル
で
は
、
観
光
産
業
を
都

市
経
済
に
お
け
る
戦
略
的
分
野
の
ひ
と
つ
に

位
置
付
け
、
観
光
の
発
展
が
す
べ
て
の
市
民

に
富
を
も
た
ら
す
べ
き
こ
と
が
謳
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
2
0
2
3
年
6
月
に
は
、
急
進

的
な
観
光
政
策
を
推
進
し
て
き
た
ア
ダ
・
コ

ラ
ウ
か
ら
、
ホ
テ
ル
業
界
を
支
持
層
の
一
つ

に
抱
え
る
ジ
ャ
ウ
マ
・
コ
ル
ボ
ー
ニ
に
市
長

が
交
代
し
た
。

　こ
う
し
た
社
会
情
勢
の
変
化
を
受
け
、
観

光
戦
略
2
0
2
0
の
枠
組
み
を
継
続
し
つ

つ
、
市
は
2
0
2
7
年
ま
で
の
短
期
的
措
置

を
新
た
に
講
じ
て
い
る
。
計
画
文
書
に
よ
れ

ば
、
そ
の
目
的
は
「
住
民
の
繁
栄
と
幸
福
の

促
進
を
最
優
先
の
目
的
と
し
、
他
の
経
済
部

門
の
発
展
を
促
す
持
続
可
能
で
敬
意
あ
る
観

光
経
済
を
推
進
す
る
」
こ
と
で
あ
る
。
政
策

策
の
目
玉
で
あ
っ
た
観
光
宿

泊
施
設
特
別
都
市
計
画

（
P
E
U
A
T
）
は
、
よ
り
総

合
的
な
政
策
に
統
合
さ
れ
、

「
観
光
戦
略
プ
ラ
ン
2
0
2
0
」

と
し
て
2
0
1
7
年
1
月
に

発
表
さ
れ
た
。
本
プ
ラ
ン
は
、

そ
の
目
的
を
「
住
民
の
生
活

の
質
と
観
光
客
の
満
足
度
を

両
立
さ
せ
、
観
光
活
動
の
社

会
的
還
元
を
最
大
化
し
、
観

光
地
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
持
続
可

能
性
を
確
保
す
る
こ
と
」
に

置
い
て
い
る
。
混
雑
地
の
観

光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
と
い
っ
た
従
来
の
取
り
組

み
に
加
え
、
交
通
政
策
、
都

市
計
画
（
土
地
利
用
）、
地
域

経
済
の
発
展
、
事
業
者
の
社

会
的
責
任
、
宿
泊
税
な
ど
観

光
に
関
連
す
る
多
分
野
に
わ

た
る
各
種
の
施
策
を
束
ね
る

観
光
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
あ

る
（
阿
部
2
0
2
0
）。

在
化
す
る
と
と
も
に
、
冒
頭
で
紹
介
し
た
よ

う
な
市
民
か
ら
の
観
光
客
へ
の
反
発
（
こ
う

し
た
態
度
は
一
般
的
に
「
観
光
客
嫌
悪
／
観

光
恐
怖
症
」
と
呼
ば
れ
る
）
が
散
発
的
に
生

じ
て
き
た
。
観
光
案
内
板
な
ど
に
ス
プ
レ
ー

で
落
書
き
さ
れ
た〝T

o
u
rist G

o
 H
o
m
e

〞

（
観
光
客
は
帰
れ
）
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、「
観

光
客
の
経
験
の
質
」
に
負
の
影
響
を
与
え
か

ね
な
い
。

　観
光
フ
ラ
ッ
ト
（
直
訳
す
る
と
「
観
光
の

用
に
供
す
る
住
宅
」
で
あ
り
、
日
本
の
民
泊

に
近
い
）
の
数
は
特
に
2
0
1
1
年
以
降
、

飛
躍
的
に
増
加
し
た
（
図
1
）。
2
0
1
1

年
か
ら
2
0
1
4
年
の
間
に
8
2
4
件
か
ら

9
6
0
9
件
へ
と
激
増
し
て
い
る
。

2
0
1
5
年
5
月
の
市
長
選
で
、
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
解
決
を
政
策
の
目
玉
に
据
え

た
ア
ダ
・
コ
ラ
ウ
が
当
選
し
、
宿
泊
施
設
の

立
地
許
可
が
凍
結
さ
れ
た
後
は
、
徐
々
に
そ

の
数
を
減
ら
し
て
い
る
。
こ
れ
は
後
述
す
る

観
光
宿
泊
施
設
の
立
地
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
眼

目
と
す
る
都
市
計
画
措
置
（
P
E
U
A
T
）

の
影
響
で
あ
る
。
な
お
、
登
録
さ
れ
た
観
光

客
用
宿
泊
施
設
の
ベ
ッ
ド
数
を
見
る
と
、

2
0
2
3
年
の
段
階
で
ベ
ッ
ド
は
合
計

15
万
2
3
2
0
床
あ
り
、
そ
の
う
ち
7
万

6
6
6
2
床
が
ホ
テ
ル
、
5
万
8
1
2
4
床

が
観
光
フ
ラ
ッ
ト
（
民
泊
）
で
あ
っ
た
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
が
地
域
社
会
に
与
え

る
負
の
影
響
は
、
基
本

的
に
は
他
の
観
光
都
市

と
類
似
し
て
い
る
が
、

バ
ル
セ
ロ
ナ
で
特
に
問

題
と
な
っ
て
き
た
の
が

宿
泊
施
設
の
立
地
と
地

価
の
上
昇
、
そ
れ
が
も

た
ら
す
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
変
容
で
あ
っ
た
。

　現
在
の
観
光
政
策
の

原
型
と
な
っ
て
い
る
の

が
2
0
0
8
年
に
策
定

さ
れ
た
観
光
戦
略
プ
ラ

ン
2
0
1
5
で
あ
る
。

プ
ラ
ン
の
目
的
は
、「
観

光
の
改
善
を
促
進
す
る

こ
と
」
と
「
観
光
と
市
民

生
活
を
調
和
さ
せ
る
方

法
を
改
善
す
る
こ
と
」
だ
っ
た
。
ま
だ
観
光

活
動
の
過
剰
な
集
積
が
市
民
共
通
の
問
題
と

し
て
浮
上
す
る
前
の
政
策
な
の
で
、
当
時
と

し
て
は
非
常
に
革
新
的
な
構
想
だ
っ
た
と
言

え
よ
う
。

　そ
の
後
、
2
0
1
3
年
頃
か
ら
観
光
活
動

と
市
民
生
活
の
軋
轢
が
表
面
化
し
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
政
治
争
点
化
す
る
。
野

放
図
な
観
光
の
成
長
へ
の
対
応
が
急
務
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
2
0
1
5
年
に
主
に
以

下
の
3
種
の
措
置
が
緊
急
対
策
と
し
て
考
案

さ
れ
た
。

○
観
光
宿
泊
施
設
特
別
都
市
計
画

（
P
E
U
A
T
）の
策
定
。
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ

ル
、民
泊
、シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
立
地
を
規
制
。

○
観
光
に
関
す
る
議
論
を
促
進
し
、
都
市
の

観
光
モ
デ
ル
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
関

係
者
を
ま
と
め
る
恒
久
的
な
機
関
と
し

て
、
観
光
・
都
市
協
議
会
を
設
立
す
る
。

○
2
0
1
6
〜
2
0
2
0
年
の
市
の
観
光
政

策
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
し
て
、
観
光
戦

略
プ
ラ
ン
2
0
2
0
を
策
定
す
る
。

　2
0
1
5
年
6
月
に
、
ア
ダ
・
コ
ラ
ウ
が

市
長
の
座
に
つ
い
た
（
在
任
2
0
1
5
年
6

月
〜
2
0
2
3
年
6
月
）。
前
記
の
緊
急
対

　テ
ラ
ス
席
に
座
っ
て
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

て
い
る
観
光
客
に
向
け
て
、
地
元
住
民
が
水

鉄
砲
を
放
つ
。
日
本
で
も
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ

ル
に
報
道
さ
れ
た
、
初
夏
の
ス
ペ
イ
ン
・
バ

ル
セ
ロ
ナ
で
の
出
来
事
だ
。「
観
光
客
は
帰

れ
」「
バ
ル
セ
ロ
ナ
は
売
り
物
で
は
な
い
」「
マ

ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
バ
ル
セ
ロ
ナ
を
殺
す
」
等

の
過
激
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ボ
ー
ド
に
記
し
た

約
2
8
0
0
人
に
も
及
ぶ
住
民
た
ち
が
抗
議

の
声
を
上
げ
な
が
ら
観
光
客
が
多
く
集
う
街

路
を
練
り
歩
い
た
。

　地
元
の
自
治
会
連
合
「
観
光
低
減
に
向
け

た
住
民
評
議
会
」に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
こ
の

抗
議
運
動
は
、
混
雑
や
観
光
客
の
マ
ナ
ー
が

主
題
な
の
で
は
な
い
。
観
光
の
止
ま
る
こ
と

を
知
ら
な
い
成
長
が
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
圧
迫

し
、
家
賃
や
物
価
の
高
騰
を
誘
引
し
、
古
く

か
ら
の
市
民
が
住
み
続
け
ら
れ
な
く
な
る
こ

と
。
そ
し
て
観
光
産
業
の
利
益
が
不
当
に
配

分
さ
れ
、
社
会
的
不
平
等
を
拡
大
し
て
い
る

こ
と
。
コ
ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
表
明
さ
れ
て
い

た
観
光
に
対
す
る
市
民
の
不
満
は
、
こ
こ
に

き
て
再
度
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

　も
ち
ろ
ん
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
が
手
を
こ
ま

ね
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
バ
ル
セ
ロ
ナ

市
は
コ
ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
観
光
が
も
た
ら
す

負
の
影
響
が
深
刻
化
し
て
い
た
都
市
で
あ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
的
挑
戦
を
続
け
て
き

た
経
緯
が
あ
る（
阿
部
2
0
2
0
）。む
し
ろ
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
先
進
地
で
あ
る

と
言
え
よ
う
。
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
観

光
活
動
の
停
滞
を
経
て
、
現
在
の
バ
ル
セ
ロ

ナ
は
ど
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
も
と
、
具
体

的
措
置
を
構
想
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
本

稿
で
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
緩
和
を

目
指
す
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
観
光
政
策
の
最
前
線

を
報
告
す
る
。

　2
0
1
9
年
に
約
1
6
1
0
万
人
を
記
録

し
た
観
光
客
数
は
コ
ロ
ナ
禍
で
急
減
す
る
も

の
の
、2
0
2
3
年
に
は
約
1
5
6
0
万
人
、

2
0
2
4
年
に
は
約
1
5
5
0
万
人
に
ま
で

回
復
し
て
い
る
。
観
光
客
の
8
割
は
外
国
人

観
光
客
で
あ
り
、
観
光
立
国
ス
ペ
イ
ン
の
中

で
も
そ
の
割
合
の
高
さ
は
際
立
っ
て
い
る
。

観
光
客
数
は
コ
ロ
ナ
前
よ
り
微
減
し
て
い
る

も
の
の
、
観
光
行
動
の
変
化
で
目
立
つ
の
が

平
均
滞
在
日
数
の
増
加
で
あ
り
、
2
0
1
9

年
と
比
べ
て
9
・
3
%
増
加
し
て
い
る
。
観

光
客
一
人
一
泊
当
た
り
の
消
費
額
も

2
0
2
3
年
か
ら
8
・
7
%
増
加
し
、
観
光

が
も
た
ら
す
経
済
効
果
は
1
0
0
億
ユ
ー
ロ

を
超
え
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　バ
ル
セ
ロ
ナ
で
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が

市
民
の
深
刻
な
懸
念
事
項
に
な
り
出
し
た
の

は
2
0
1
4
年
の
夏
頃
で
あ
る
。
公
共
空
間

や
公
共
交
通
の
混
雑
、
観
光
客
の
マ
ナ
ー
の

悪
化
、
物
価
の
高
騰
、
宿
泊
施
設
の
急
増
に

伴
う
不
動
産
価
格
の
上
昇
、
住
民
や
商
店
の

追
い
出
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
変
容
と

い
っ
た
「
住
民
の
生
活
の
質
」
の
低
下
が
顕

都市の特定のエリアへの訪問者の集積は、負の外部性を招く。来訪者の密度と量が非
常に高いエリアへの環境への影響は、住民の生活の質と来訪者の訪問の質を保証す
るために軽減されなければならない。観光圧力を緩和し、都市の新陳代謝を確保し、観
光産業の質と観光客の責任を高めるために、観光活動をマネジメントする必要がある。
観光活動集積地の、それぞれに異なる地域特性やニーズ、可能性、課題を踏まえたマ
ネジメント措置が欠かせない。
観光活動の管理が市町村の財政に及ぼすコストと、それが市町村の財源にもたらす収
入のバランスを取るための資金調達メカニズムを模索する必要がある。市と住民にと
って最も負の外部性をもたらす活動による市町村の財源への経済的貢献を増やし、社
会的還元基金を充実させる必要がある。
課税は、より責任ある持続可能な観光慣行を奨励し、負の外部性を生み出す行為を抑
制するための重要な手段として考えられている。その目的は、直接費用と社会費用の分
配における公平性を高め、一般的な料金システムまたは特定の慣行に対する特定の課
税を通じて、システムの経済的持続可能性を保証することである。
ますます複雑で多様化する観光客の交通のマネジメントが必要である。市民の日常の
移動と調和した責任ある観光モデルを促進し、交通システムと公共空間の合理的かつ
一貫した利用をもたらすことが目的である。
観光客の宿泊施設の規制は、住宅、日常生活、持続可能な観光の権利を保障するため
の基本的な手段である。観光宿泊施設に関する特別都市計画（PEUAT）の改正は、当
初の精神と目的を維持しながら実施される。その精神と目的とは、観光客の圧力を緩
和し、都市のバランスと多様性を追求し、住宅、休息、近隣の幸福、空間の質に対する
権利を保障することである。
観光客の活動の激しさや集中は、地域社会の生活環境の悪化や住民の生活の質の低
下につながる。同様に、観光客の多い空間は、特に治安の面で問題となる。これらの問
題に対処するために、ルールの制定、広報キャンペーン、仲介サービスなど、観光客と
観光客以外の利用者の良好な共存を図る必要がある。
環境、文化、労働条件、社会・経済的還元を責任を持って尊重した形でマネジメントす
ることが不可欠である。気候緊急事態においては、観光管理対策も、干ばつや極端な気
温といった深刻な脅威に対処するレジリエンスの観点から講じられなければならない。
観光活動とプロモーション、来訪者のケア、サービス、体験の包括的なデジタル化を推
進することは、バルセロナが観光地として持続可能性の基準を確保し、その構造的な
競争力を保証するために必要である。
観光活動の経済発展と社会的利益を確保することは、都市と地域社会の成長と幸福
に観光産業が貢献することを保証する上で重要である。民間事業者のイニシアティブ
を推進し、持続可能で革新的な地域経済の基盤を育成することは不可欠である。また、
観光と地域社会のつながりを強化し、すべての市民にとってバランスのとれた経済発
展と社会的利益をもたらすことも重要である。
観光はそもそも地理的に偏りがあるため、そのマネジメントはエリアごとに取り組む必
要がある。観光客の訪問先において、文化やスポーツ、ガストロノミー、教育などの新た
な体験を盛り込み、観光活動の地理的な分散化と観光活動の多様化を促進する。
観光地としてのイメージを形成するとともに、旅行の動機や都市観光へ関心を持つセ
グメントやマーケットに対応する。デジタル化の機会を活用して平均滞在日数の増加
やリピーターの増加を図り、より大きな経済的・社会的利益をもたらす。
観光活動に関する情報やデータを蓄積することは、さまざまな意思決定を行うために
不可欠である。また、トレンド、機会、課題を特定し、リソースの使用を最適化し、変化に
対応するためにも必要である。情報の取得、管理、視覚化のための革新的な手法の開
発が必要である。
近年バルセロナでは観光産業が成長し、その活動に関連する公的・民間双方のアクタ
ーが増加したため、この分野の複雑性に対処し、関係するすべてのアクターの努力を適
切に調整・整合化するための有効なガバナンス体制の必要性が生じている。

3
．公
共
空
間
の

混
雑
の
改
善
策

図 2 観光活動のマネジメントの対象となる「大混雑エリア」（EGA）

表 1 バルセロナ市の観光政策の基本的方針

め
の
具
体
的
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
。
16
エ
リ

ア
の
中
で
、
先
ん
じ
て
対
策
が
講
じ
ら
れ
て

い
る
の
が
特
に
観
光
客
の
集
積
が
顕
著
な
サ

グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
周
辺
地
区
、
ボ
ケ
リ

ア
市
場
、グ
エ
ル
公
園
の
3
エ
リ
ア
で
あ
る
。

主
た
る
対
策
は
、
以
下
に
示
す
よ
う
に
、「
交

通
動
線
の
再
整
理
」「
事
前
予
約
制
の
強
化
」

「
空
間
の
市
民
利
用
の
促
進
」
に
大
別
さ
れ

よ
う
。

民
の
生
活
の
舞
台
と
し
て
も
重
要
で
あ
り
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
空
間
利
用

に
摩
擦
が
生
じ
て
い
る
合
計
16
エ
リ
ア
が
対

象
と
な
っ
て
い
る
（
図
2
、
写
真
1
・
2
）。

こ
う
し
た
エ
リ
ア
は
観
光
活
動
が
優
勢
の
よ

う
に
見
え
る
が
、
市
場
や
小
規
模
生
業
、
商

概要 具体的措置取り組み

❶公共空間のマネジメント 大混雑エリア（EGA）の
特定とマネジメント

観光から市民への
還元資金の創設

都市内交通改善のための
バス4.0ゾーンの整備

PEUATの改訂
違法民泊の摘発

観光客を対象とする
コミュニケーション・

キャンペーン（マナー啓発）

干ばつ対策としての
節水の推進

プロモーションの
デジタル化

観光産業を構成する
民間部門の

デジタル化を目的とした
助成金の募集の実施

バルセロナのビーチの
改善とフォーラム海水浴場

の再生（ZBF）

観光プロモーションの
新たな戦略

ビッグデータ技術を用いた
観光客の流れの分析

都市観光の
国際ネットワークの形成

❷課税と財源の強化

❸市内交通の改善

❹宿泊施設

❺共生・治安・予防

❻持続可能性とレジリエンス

❼デジタル化とイノベーション

❽経済発展と経済的利益

❾エリアごとの戦略と
観光の提供（促進）

10プロモーションと歓迎

11情報

12コミュニティとガバナンス

グエル公園

観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
向
け
た
措
置

（
2
0
2
4
〜
2
0
2
7
年
）

大
混
雑
エ
リ
ア（
E
G
A
）の
設
定

（Ajuntament de Barcelona (2024)をもとに筆者作成）出典：Ajuntament de Barcelona (2024)

ボケリア市場

サグラダ・ファミリア

「観光都市」から「観光とともに生きる都市」へ3
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○
観
光
バ
ス
の
停
留
所
や
タ
ク
シ
ー
乗
り
場

の
撤
去
あ
る
い
は
移
動
：
市
民
生
活
の

動
線
と
重
な
る
領
域
に
あ
る
停
留
所
を

撤
去
し
、
よ
り
幅
員
の
広
い
通
り
入
移

動
す
る
等
（
サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
／

グ
エ
ル
公
園
）

○
不
適
切
な
駐
車
や
自
転
車
の
移
動
、
パ
ー

ソ
ナ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ
車
両
の
速
度
超
過
等

へ
の
監
視
強
化（
サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
）

○
観
光
用
途
以
外
の
地
元
商
業
へ
の
支
援
策

（
サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
）

○
清
掃
や
警
備
活
動
の
強
化

○
市
場
で
提
供
す
る
産
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
適

正
化
（
ボ
ケ
リ
ア
市
場
）

○
観
光
客
と
市
民
の
適
切
な
利
用
規
模
を
設

定
す
る
た
め
の
調
査
の
実
施
（
ボ
ケ
リ
ア

市
場
）

○
市
場
内
・
近
隣
の
公
共
空
間
の
市
民
利
用

の
促
進

○
定
期
バ
ス
路
線
の
強
化
（
グ
エ
ル
公
園
）

○
観
光
客
へ
の
マ
ナ
ー
啓
発
（
グ
エ
ル
公
園
）

○
チ
ケ
ッ
ト
販
売
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
：
入
場

を
事
前
予
約
制
に
す
る
こ
と
で
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
で
の
混
雑
を
避
け
る（
グ
エ
ル
公
園
）。

規
制
の
目
的

　宿
泊
施
設
の
立
地
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
バ

ル
セ
ロ
ナ
の
観
光
政
策
の
中
で
最
も
特
徴
的

な
対
策
の
ひ
と
つ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
都
市

計
画
法
に
基
づ
い
て
、
2
0
1
7
年
1
月
に

可
決
・
承
認
さ
れ
た
の
が
観
光
宿
泊
施
設
特

別
都
市
計
画
（
P
E
U
A
T
）
だ
。
宿
泊
施

設
の
立
地
規
制
を
通
し
て
、
用
途
の
混
在
を

図
り
、
界
隈
の
公
共
空
間
で
の
生
活
を
維
持

す
る
と
と
も
に
そ
こ
へ
の
観
光
の
影
響
を
最

小
限
に
留
め
、
持
続
可
能
な
経
済
活
動
の
展

開
を
図
る
と
こ
ろ
に
狙
い
が
あ
る
。
何
よ
り

も
、
市
民
の
住
む
権
利
を
保
障
す
る
こ
と
が

最
大
の
眼
目
で
あ
る
。

P
E
U
A
T
の
枠
組
み

　P
E
U
A
T
は
ま
ず
民
泊
の
新
規
許
可
を

2
0
1
4
年
段
階
の
9
6
0
9
件
で
凍
結
し

て
お
り
、
民
泊
の
立
地
は
こ
れ
以
降
、
原
則

禁
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
P
E
U
A
T

は
計
画
手
法
と
し
て
は
シ
ン
プ
ル
で
、
市
内

を
大
き
く
4
つ
の
ゾ
ー
ン
に
ゾ
ー
ニ
ン
グ
し

（
図
3
）、
ゾ
ー
ン
ご
と
に
宿
泊
施
設
の
整
備

の
条
件
を
定
め
て
い
る
。
以
下
に
示
す
よ
う

に
、
ほ
ぼ
都
心
の
全
域
を
カ
バ
ー
し
て
い
る

ゾ
ー
ン
1
と
ゾ
ー
ン
2
へ
の
宿
泊
施
設
の
立

地
を
原
則
禁
じ
る
と
い
う
厳
し
い
規
制
が
敷

か
れ
て
い
る
。

　ゾ
ー
ン
1
は
、
建
築
や
町
並
み
、
ビ
ー
チ

等
の
観
光
資
源
が
集
積
し
て
い
る
一
方
、
古

く
か
ら
の
生
活
が
根
付
く
歴
史
的
市
街
地
の

多
く
を
含
ん
で
お
り
、
す
で
に
市
内
の
宿
泊

施
設
の
60
%
以
上
が
集
積
し
、
観
光
系
産
業

の
増
殖
に
よ
る
地
元
商
店
の
構
成
の
変
化
な

ど
、
市
民
生
活
の
舞
台
の
変
容
が
現
れ
つ
つ

あ
る
。
ま
た
、
観
光
客
数
／
住
民
の
割
合
の

高
さ
が
際
立
つ
エ
リ
ア
で
も
あ
る
。
市
の
平

均
は
7
・
5
%
で
あ
る
が
、
ゾ
ー
ン
1
の
平

均
は
25
・
1
%
で
あ
り
、
中
で
も
カ
テ
ド
ラ

ル
や
レ
イ
ア
ー
ル
広
場
が
立
地
す
る
旧
市
街

の
ゴ
シ
ッ
ク
地
区
は
46
%
、
市
内
随
一
の
商

業
地
や
モ
デ
ル
ニ
ス
モ
建
築
が
軒
を
連
ね
る

拡
張
地
区
は
68
%
を
示
し
て
い
る
。

　ゾ
ー
ン
1
の
少
し
外
側
の
エ
リ
ア
に
あ
た

り
、
宿
泊
施
設
の
集
中
が
目
立
ち
始
め
て
お

り
、
か
つ
そ
れ
ら
が
今
後
立
地
す
る
可
能
性

の
高
い
エ
リ
ア
が
該
当
す
る
。
観
光
客
数
／

住
民
の
割
合
は
10
%
程
度
で
あ
る
。
観
光
用

途
と
界
隈
の
生
活
用
途
の
混
在
が
懸
念
さ
れ

る
と
と
も
に
、
公
共
空
間
変
容
の
兆
候
が
あ

る
エ
リ
ア
で
あ
る
。
ゾ
ー
ン
1
の
よ
う
に
宿

泊
施
設
が
飽
和
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、

予
防
的
に
禁
止
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
と

理
解
で
き
る
。

　ゾ
ー
ン
2
も
新
規
開
発
を
原
則
不
許
可
と

し
、ゾ
ー
ン
全
体
の
ベ
ッ
ド
数
を
維
持
す
る
、

す
な
わ
ち
増
加
さ
せ
な
い
こ
と
を
基
本
方
針

と
す
る
。
あ
わ
せ
て
、
宿
泊
施
設
の
規
模
に

応
じ
て
、
宿
泊
施
設
同
士
の
距
離
が
規
定
さ

れ
、
1
5
0
床
を
基
準
に
そ
れ
よ
り
規
模
が

大
き
く
な
る
場
合
、
2
0
0
m
〜
3
0
0
m

の
距
離
の
確
保
が
求
め
ら
れ
る
。

　ゾ
ー
ン
3
は
宿
泊
施
設
の
供
給
が
相
対
的

に
少
な
く
、
地
域
の
物
理
的
容
量
か
ら
見
て

も
ま
だ
受
け
入
れ
が
可
能
な
エ
リ
ア
が
該
当

す
る
。

　ゾ
ー
ン
内
の
宿
泊
施
設
の
総
量
は
、 

市
内

の
ホ
テ
ル
・
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
・
民
泊
の
総

ベ
ッ
ド
数
の
10
%
程
度
が
想
定
さ
れ
る
と
は

の
名
称
で
も
あ
る
「
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

は
、
市
民
の
日
常
生
活
と
融
合
し
た
質
の
高

い
観
光
体
験
を
実
現
す
る
た
め
に
不
可
欠
で

あ
る
、
と
の
立
場
だ
。
経
済
の
多
様
化
を
推

進
し
、
観
光
分
野
以
外
の
人
材
育
成
や
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
を
加
速
さ
せ
、
観
光
に

由
来
す
る
経
済
が
都
市
経
済
に
占
め
る
割
合

を
減
ら
す
こ
と
、
さ
ら
に
観
光
が
社
会
的
利

益
を
生
む
存
在
に
変
革
す
る
こ
と
も
、
併
せ

て
謳
わ
れ
て
い
る
。

　観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
政
策
の
基
本
的
方
針

と
概
要
、
各
方
針
に
基
づ
く
具
体
的
措
置
は

表
1
の
通
り
で
あ
る
。

　い
ず
れ
も
興
味
深
い
対
策
で
あ
る
が
、
本

稿
で
は
紙
面
の
関
係
か
ら
、「
観
光
集
積
地

の
混
雑
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」、「
宿
泊
施
設
の
立

地
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」、「
課
税
」
に
絞
っ
て
、

以
下
に
取
り
組
み
の
特
徴
を
記
述
す
る
。

　政
策
介
入
の
単
位
と
し
て
、
交
流
人
口
か

定
住
人
口
を
問
わ
ず
多
く
の
人
々
が
集
積
す

る
「
大
混
雑
エ
リ
ア
（
E
G
A
）」
を
導
入
し

て
い
る
。
観
光
的
な
魅
力
が
高
い
一
方
、
市

店
等
、
依
然
と
し
て
市
民
生
活
に
と
っ
て
重

要
な
機
能
が
残
存
し
て
い
る
た
め
、
共
存
策

の
実
行
が
急
務
と
の
認
識
だ
。

具
体
的
措
置

　E
G
A
ご
と
に
、「
公
共
空
間
の
占
有
と

混
雑
」「
観
光
に
伴
う
活
動
や
用
途
の
変
化
」

「
歩
行
者
動
線
」「
日
常
生
活
や
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
の
摩
擦
」
を
緩
和
・
軽
減
す
る
た

も
た
ら
す
負
の
影
響
を
軽
減
し
、
市
民
の
生

活
改
善
を
促
進
す
る
取
り
組
み
の
た
め
に
も

再
投
資
が
可
能
で
あ
る
。

　そ
の
財
源
は
「
観
光
市
民
還
元
基
金
」
と

呼
ば
れ
、
市
独
自
の
追
加
課
税
（
滞
在
一
回

に
つ
き
最
大
4
ユ
ー
ロ
）
に
よ
り
可
能
と

な
っ
て
い
る
。
観
光
促
進
の
た
め
に
使
用
さ

れ
る
も
の
で
は
な
く
、
市
の
財
源
に
直
接
還

元
さ
れ
、
具
体
的
に
は
以
下
の
活
動
に
再
投

資
さ
れ
る
。

○
民
泊
の
管
理
強
化

○
観
光
客
の
圧
力
に
最
も
影
響
を
受
け
て
い

る
地
区
の
住
民
の
生
活
の
質
の
向
上

○
観
光
に
依
存
し
な
い
経
済
、
社
会
、
文
化

活
動
の
促
進

○
観
光
の
分
散
化
を
改
善
す
る
新
た
な
コ
ン

テ
ン
ツ
作
成

　市
民
還
元
基
金
は
、
地
域
経
済
活
性
化
に

関
連
す
る
他
の
施
策
と
連
動
し
な
が
ら
、
市

民
向
け
の
文
化
コ
ン
テ
ン
ツ
の
創
出
、
近
隣

商
業
の
復
興
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動

推
進
、
事
業
所
誘
致
等
の
生
活
基
盤
の
再
生

に
も
投
じ
ら
れ
る
。

　バ
ル
セ
ロ
ナ
市
議
会
は
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ

州
政
府
に
対
し
、
宿
泊
税
の
目
的
と
配
分
基

準
を
変
更
し
、
観
光
の
負
の
外
部
性
を
緩
和

す
る
取
り
組
み
に
よ
り
多
く
の
予
算
が
充
て

ら
れ
る
よ
う
働
き
か
け
る
こ
と
を
検
討
中
で

あ
る
。

宿
泊
税
の
改
定

　短
期
ク
ル
ー
ズ
船
観
光
（
12
時
間
未
満
）

に
対
し
て
、
宿
泊
税
の
現
行
税
率
の
引
き
上

げ
を
求
め
て
い
る
。
ク
ル
ー
ズ
船
が
も
た
ら

す
空
間
利
用
へ
の
大
き
な
影
響
を
、
で
き
る

だ
け
大
き
な
収
入
に
つ
な
げ
、
現
在
市
の
財

政
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
清
掃
や
警
備
な
ど

特
定
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
関
す
る
追

加
的
負
担
を
軽
減
す
る
。
ク
ル
ー
ズ
船
の

シ
ー
ズ
ン
と
船
の
収
容
能
力
の
両
方
に
適
応

し
た
、
累
進
課
税
も
検
討
も
視
野
に
入
れ
て

い
る
。

　バ
ル
セ
ロ
ナ
社
会
の
根
底
に
あ
る
の
は
、

現
在
の
観
光
モ
デ
ル
に
対
す
る
市
民
レ
ベ
ル

で
の
危
機
感
の
共
有
だ
。
そ
の
危
機
感
は
、

観
光
客
の
混
雑
が
不
便
を
も
た
ら
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
単
な
る
利

便
性
の
低
下
を
超
え
て
、
主
に
地
価
高
騰
や

適
切
な
価
格
の
不
動
産
の
不
足
に
よ
る
住
民

や
商
店
の
入
れ
替
え
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
変
質
を
招
き
、
や
が
て
我
が
ま
ち
バ
ル
セ

ロ
ナ
が
誰
の
も
の
で
も
な
く
な
っ
て
し
ま

う
、
と
い
う
都
市
の
存
立
に
関
わ
る
意
思
表

示
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
。

　観
光
政
策
は
、
市
民
の
日
常
生
活
が
維
持

さ
れ
、
観
光
に
よ
っ
て
さ
ら
に
そ
の
質
が
高

め
ら
れ
、
そ
れ
が
ま
た
観
光
的
魅
力
と
し
て

再
生
さ
れ
る
た
め
に
講
じ
ら
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
ま
た
、
観
光
活
動
は
空
間
に
立
ち
現
れ

る
の
で
あ
る
か
ら
、
土
地
利
用
規
制
を
通
し

た
都
市
計
画
と
の
連
動
も
欠
か
せ
な
い
。
観

光
都
市
（ciu

d
ad
 tu

rística

）
で
は
な
く
、

観
光
と
と
も
に
生
き
る
都
市
（ciu

d
ad
 

co
n
 tu

rism
o

）
へ
と
脱
皮
を
図
る
バ
ル
セ

ロ
ナ
の
奮
闘
と
ジ
レ
ン
マ
は
、
次
世
代
の
都

市
と
観
光
の
あ
り
よ
う
を
考
え
る
論
点
を
い

く
つ
も
示
し
て
い
る
。

い
え
、
ゾ
ー
ン
内
で
あ
れ
ば
ど
こ
で
も
立
地

可
能
な
の
で
は
な
く
、
ゾ
ー
ン
内
の
各
行
政

区
ご
と
に
宿
泊
施
設
の
最
大
ベ
ッ
ド
数
が
規

定
さ
れ
、
5
つ
の
行
政
区
に
お
い
て
合
計

4
0
2
5
床
が
上
限
と
な
る
。

　ま
た
、
ゾ
ー
ン
2
同
様
、
宿
泊
施
設
の
規

模
に
応
じ
て
、
宿
泊
施
設
同
士
の
距
離
が
規

定
さ
れ
る
。

　ゾ
ー
ン
4
は
、
市
内
で
大
規
模
再
開
発
が

進
行
中
の
4
区
域
が
該
当
す
る
。
再
開
発
に

応
じ
て
、
一
定
の
宿
泊
施
設
の
立
地
が
認
め

ら
れ
る
。

　か
つ
て
城
壁
外
に
形
成
さ
れ
た
旧
集
落
を

核
に
発
展
し
、
19
世
紀
末
か
ら
20
世
紀
初
頭

に
か
け
て
市
域
に
統
合
さ
れ
た
歴
史
的
市
街

地
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
エ
リ

ア
は
ゾ
ー
ン
2
あ
る
い
は
3
に
相
当
す
る

が
、
都
市
形
態
や
土
地
利
用
の
特
異
性
に
鑑

み
、
各
ゾ
ー
ン
の
規
定
で
は
な
く
、
固
有
の

規
制
が
別
途
定
め
ら
れ
る
。

　ゾ
ー
ン
2
お
よ
び
3
を
走
る
幹
線
道
路
沿

い
は
、
当
該
エ
リ
ア
に
お
け
る
規
制
と
は
ま

た
別
の
規
制
措
置
と
な
る
。
宿
泊
施
設
間
の

距
離
は
1
5
0
m
以
上
離
れ
て
い
る
こ
と
が

条
件
と
な
る
が
、
そ
の
宿
泊
施
設
が
立
地
す

る
ゾ
ー
ン
内
の
別
の
宿
泊
施
設
と
の
距
離
も

同
時
に
勘
案
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
市
の
住
宅
問
題

を
悪
化
さ
せ
て
い
る
と
の
問
題
意
識
に
鑑

み
、
市
は
2
0
1
8
年
10
月
に
6
0
0
㎡
以

上
の
開
発
の
際
に
は
そ
の
床
面
積
の
30
％
を

低
家
賃
の
社
会
住
宅
に
割
り
当
て
る
こ
と
を

義
務
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
30
%
規
制
と
呼
ば

れ
る
都
市
計
画
措
置
を
講
じ
た
。
本
規
制
は

新
規
開
発
だ
け
で
な
く
、
大
規
模
改
修
の
住

宅
再
整
備
に
も
同
様
に
適
用
さ
れ
て
い
る
。

目
的
は
、
手
頃
な
価
格
帯
の
住
宅
を
確
保
す

る
こ
と
で
、
市
民
が
住
み
続
け
る
こ
と
を
可

能
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
当
然
な
が
ら
こ
の

規
制
は
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
に
重
く
の
し
か
か
る

た
め
、
現
在
ま
で
に
こ
の
規
制
で
生
み
出
さ

れ
た
住
戸
は
93
戸
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　2
0
2
3
年
の
市
長
交
代
後
、
30
%
規
制

を
緩
和
あ
る
い
は
撤
廃
す
べ
し
と
の
声
が
上

が
り
、
議
論
が
継
続
中
で
あ
る
。
市
の
住
宅

問
題
に
強
い
N
P
O
は
、
30
%
規
制
の
大
幅

な
緩
和
あ
る
い
は
撤
廃
は
3
9
0
9
棟
の
建

物
に
住
む
6
万
2
7
5
6
世
帯
の
入
居
者
世

帯
を
立
ち
退
き
の
リ
ス
ク
に
さ
ら
す
こ
と
、

最
大
1
万
8
8
2
7
戸
の
追
加
の
公
営
住
宅

を
建
設
す
る
機
会
を
市
が
失
う
こ
と
を
試
算

し
て
い
る
。

民
泊
全
廃
を
め
ぐ
る
議
論

　バ
ル
セ
ロ
ナ
の
み
な
ら
ず
、
社
会
一
般
に

住
宅
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
こ
と
を
背
景

に
、
住
宅
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
問
題
を
抱
え
る

カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
の
複
数
の
自
治
体
に
お
け

る
観
光
用
宿
泊
施
設
を
規
制
す
る
政
令
が

2
0
2
3
年
11
月
7
日
に
承
認
さ
れ
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
は
現
在
ま
で
に

認
可
を
受
け
て
い
る
約
1
万
戸
に
及
ぶ
観
光

フ
ラ
ッ
ト
が
廃
止
さ
れ
る
。
こ
の
措
置
は
、

市
内
の
フ
ラ
ッ
ト
を
観
光
用
途
で
は
な
く
居

住
用
途
に
再
転
換
し
、
住
宅
ス
ト
ッ
ク
を
増

加
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
契
約

者
が
同
居
し
て
い
る
部
屋
貸
し
に
つ
い
て
も

禁
止
の
対
象
と
な
る
。
こ
の
法
令
に
基
づ
け

ば
、
2
0
2
8
年
11
月
ま
で
に
、
バ
ル
セ
ロ

ナ
に
は
観
光
用
ア
パ
ー
ト
は
一
切
な
く
な
る

こ
と
に
な
る
。

　急
に
も
思
え
る
こ
の
政
令
に
対
し
て
、
民

泊
協
会
（
A
P
A
R
T
U
R
）
は
家
族
向
け

の
観
光
部
門
を
壊
滅
さ
せ
る
も
の
と
し
て
猛

反
発
し
て
い
る
。
民
泊
協
会
は
、
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
が
深
刻
に
な
る
中
で
、
共
存
可

能
な
民
泊
の
あ
り
方
を
粘
り
強
く
模
索
し
て

き
た
経
緯
が
あ
り
、
突
然
の
決
定
に
「
市
内

の
民
泊
を
廃
止
す
れ
ば
、
違
法
民
泊
の
急
増

に
つ
な
が
る
だ
け
だ
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

民
泊
協
会
は
設
立
か
ら
一
貫
し
て
違
法
民
泊

の
解
消
に
力
を
注
い
で
き
て
お
り
、
違
法
民

泊
の
増
加
は
市
民
と
の
共
生
を
促
進
す
る
代

わ
り
に
税
金
か
ら
逃
れ
、
住
民
や
観
光
客
と

対
立
す
る
存
在
に
な
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て

い
る
。

観
光
市
民
還
元
基
金

　バ
ル
セ
ロ
ナ
の
宿
泊
税
は
、
正
式
に
は
観

光
施
設
宿
泊
税
と
呼
ば
れ
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ

州
法
に
よ
り
2
0
1
2
年
11
月
か
ら
施
行
さ

れ
て
い
る
。
同
法
に
よ
れ
ば
、
税
収
は
州
の

観
光
振
興
の
促
進
の
た
め
に
使
用
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
観
光
が

　バ
ル
セ
ロ
ナ
市
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
観
光

活
動
の
停
滞
を
踏
ま
え
、
事
業
者
に
対
す
る

臨
時
補
助
金
制
度
を
通
し
て
観
光
産
業
の
回

復
を
軌
道
に
乗
せ
つ
つ
、
一
方
で
コ
ロ
ナ
禍

以
前
に
深
刻
だ
っ
た
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
悪
影
響
を
緩
和
す
る
と
い
う
難
し
い
舵
取

り
を
迫
ら
れ
た
。
2
0
2
1
年
に
は
バ
ル
セ

ロ
ナ
・
グ
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ル
が
宣
言
さ
れ
た
。

グ
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ル
で
は
、
観
光
産
業
を
都

市
経
済
に
お
け
る
戦
略
的
分
野
の
ひ
と
つ
に

位
置
付
け
、
観
光
の
発
展
が
す
べ
て
の
市
民

に
富
を
も
た
ら
す
べ
き
こ
と
が
謳
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
2
0
2
3
年
6
月
に
は
、
急
進

的
な
観
光
政
策
を
推
進
し
て
き
た
ア
ダ
・
コ

ラ
ウ
か
ら
、
ホ
テ
ル
業
界
を
支
持
層
の
一
つ

に
抱
え
る
ジ
ャ
ウ
マ
・
コ
ル
ボ
ー
ニ
に
市
長

が
交
代
し
た
。

　こ
う
し
た
社
会
情
勢
の
変
化
を
受
け
、
観

光
戦
略
2
0
2
0
の
枠
組
み
を
継
続
し
つ

つ
、
市
は
2
0
2
7
年
ま
で
の
短
期
的
措
置

を
新
た
に
講
じ
て
い
る
。
計
画
文
書
に
よ
れ

ば
、
そ
の
目
的
は
「
住
民
の
繁
栄
と
幸
福
の

促
進
を
最
優
先
の
目
的
と
し
、
他
の
経
済
部

門
の
発
展
を
促
す
持
続
可
能
で
敬
意
あ
る
観

光
経
済
を
推
進
す
る
」
こ
と
で
あ
る
。
政
策

策
の
目
玉
で
あ
っ
た
観
光
宿

泊
施
設
特
別
都
市
計
画

（
P
E
U
A
T
）
は
、
よ
り
総

合
的
な
政
策
に
統
合
さ
れ
、

「
観
光
戦
略
プ
ラ
ン
2
0
2
0
」

と
し
て
2
0
1
7
年
1
月
に

発
表
さ
れ
た
。
本
プ
ラ
ン
は
、

そ
の
目
的
を
「
住
民
の
生
活

の
質
と
観
光
客
の
満
足
度
を

両
立
さ
せ
、
観
光
活
動
の
社

会
的
還
元
を
最
大
化
し
、
観

光
地
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
持
続
可

能
性
を
確
保
す
る
こ
と
」
に

置
い
て
い
る
。
混
雑
地
の
観

光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
と
い
っ
た
従
来
の
取
り
組

み
に
加
え
、
交
通
政
策
、
都

市
計
画
（
土
地
利
用
を
通
し

た
観
光
宿
泊
施
設
の
立
地
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
）、
地
域
経
済

の
発
展
、
事
業
者
の
社
会
的

責
任
、
宿
泊
税
な
ど
観
光
に

関
連
す
る
多
分
野
に
わ
た
る

各
種
の
施
策
を
束
ね
る
観
光

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
あ
る

（
阿
部
2
0
2
0
）。

在
化
す
る
と
と
も
に
、
冒
頭
で
紹
介
し
た
よ

う
な
市
民
か
ら
の
観
光
客
へ
の
反
発
（
こ
う

し
た
態
度
は
一
般
的
に
「
観
光
客
嫌
悪
／
観

光
恐
怖
症
」
と
呼
ば
れ
る
）
が
散
発
的
に
生

じ
て
き
た
。
観
光
案
内
板
な
ど
に
ス
プ
レ
ー

で
落
書
き
さ
れ
た〝T

o
u
rist G

o
 H
o
m
e

〞

（
観
光
客
は
帰
れ
）
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、「
観

光
客
の
経
験
の
質
」
に
負
の
影
響
を
与
え
か

ね
な
い
。

　観
光
フ
ラ
ッ
ト
（
直
訳
す
る
と
「
観
光
の

よ
う
に
供
す
る
住
宅
」
で
あ
り
、
日
本
の
民

泊
に
近
い
）の
数
は
特
に
2
0
1
1
年
以
降
、

飛
躍
的
に
増
加
し
た
（
図
1
）。
2
0
1
1

年
か
ら
2
0
1
4
年
の
間
に
8
2
4
件
か
ら

9
6
0
9
件
へ
と
激
増
し
て
い
る
。

2
0
1
5
年
5
月
の
市
長
選
で
、
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
解
決
を
政
策
の
目
玉
に
据
え

た
ア
ダ
・
コ
ラ
ウ
が
当
選
し
、
宿
泊
施
設
の

立
地
許
可
が
凍
結
さ
れ
た
後
は
、
徐
々
に
そ

の
数
を
減
ら
し
て
い
る
。
こ
れ
は
後
述
す
る

観
光
宿
泊
施
設
の
立
地
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
眼

目
と
す
る
都
市
計
画
措
置
（
P
E
U
A
T
）

の
影
響
で
あ
る
。
な
お
、
登
録
さ
れ
た
観
光

客
用
宿
泊
施
設
の
ベ
ッ
ド
数
を
見
る
と
、

2
0
2
3
年
の
段
階
で
ベ
ッ
ド
は
合
計
15
万

2
3
2
0
床
あ
り
、
そ
の
う
ち
7
万

6
6
6
2
が
ホ
テ
ル
、
5
万
8
1
2
4
が
観

光
フ
ラ
ッ
ト
（
民
泊
）
で
あ
っ
た
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
が
地
域
社
会
に
与
え

る
負
の
影
響
は
、
基
本

的
に
は
他
の
観
光
都
市

と
類
似
し
て
い
る
が
、

バ
ル
セ
ロ
ナ
で
特
に
問

題
と
な
っ
て
き
た
の
が

宿
泊
施
設
の
立
地
と
地

価
の
上
昇
、
そ
れ
が
も

た
ら
す
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
変
容
で
あ
っ
た
。

　現
在
の
観
光
政
策
の

原
型
と
な
っ
て
い
る
の

が
2
0
0
8
年
に
策
定

さ
れ
た
観
光
戦
略
プ
ラ

ン
2
0
1
5
で
あ
る
。

プ
ラ
ン
の
目
的
は
、「
観

光
の
改
善
を
促
進
す
る

こ
と
」
と
「
観
光
と
市
民

生
活
を
調
和
さ
せ
る
方

法
を
改
善
す
る
こ
と
」
だ
っ
た
。
ま
だ
観
光

活
動
の
過
剰
な
集
積
が
市
民
共
通
の
問
題
と

し
て
浮
上
す
る
前
の
政
策
な
の
で
、
当
時
と

し
て
は
非
常
に
革
新
的
な
構
想
だ
っ
た
と
言

え
よ
う
。

　そ
の
後
、
2
0
1
3
年
頃
か
ら
観
光
活
動

と
市
民
生
活
の
軋
轢
が
表
面
化
し
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
政
治
争
点
化
す
る
。
野

放
図
な
観
光
の
成
長
へ
の
対
応
が
急
務
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
2
0
1
5
年
に
主
に
以

下
の
3
種
の
措
置
が
緊
急
対
策
と
し
て
考
案

さ
れ
た
。

○
観
光
宿
泊
施
設
特
別
都
市
計
画

（
P
E
U
A
T
）の
策
定
。
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ

ル
、民
泊
、シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
立
地
を
規
制
。

○
観
光
に
関
す
る
議
論
を
促
進
し
、
都
市
の

観
光
モ
デ
ル
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
関

係
者
を
ま
と
め
る
恒
久
的
な
機
関
と
し

て
、
観
光
・
都
市
協
議
会
を
設
立
す
る
。

○
2
0
1
6
〜
2
0
2
0
年
の
市
の
観
光
政

策
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
し
て
、
観
光
戦

略
プ
ラ
ン
2
0
2
0
を
策
定
す
る
。

　2
0
1
5
年
6
月
に
、
ア
ダ
・
コ
ラ
ウ
が

市
長
の
座
に
つ
い
た
（
在
任
2
0
1
5
年
6

月
〜
2
0
2
3
年
6
月
）。
前
記
の
緊
急
対

　テ
ラ
ス
席
に
座
っ
て
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

て
い
る
観
光
客
に
向
け
て
、
地
元
住
民
が
水

鉄
砲
を
放
つ
。
日
本
で
も
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ

ル
に
報
道
さ
れ
た
、
初
夏
の
ス
ペ
イ
ン
・
バ

ル
セ
ロ
ナ
で
の
出
来
事
だ
。「
観
光
客
は
帰

れ
」「
バ
ル
セ
ロ
ナ
は
売
り
物
で
は
な
い
」「
マ

ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
バ
ル
セ
ロ
ナ
を
殺
す
」
等

の
過
激
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ボ
ー
ド
に
記
し
た

約
2
8
0
0
人
に
も
及
ぶ
住
民
た
ち
が
抗
議

の
声
を
上
げ
な
が
ら
観
光
客
が
多
く
集
う
街

路
を
練
り
歩
い
た
。

　地
元
の
自
治
会
連
合
「
観
光
低
減
に
向
け

た
住
民
評
議
会
」に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
こ
の

抗
議
運
動
は
、
混
雑
や
観
光
客
の
マ
ナ
ー
が

主
題
な
の
で
は
な
い
。
観
光
の
止
ま
る
こ
と

を
知
ら
な
い
成
長
が
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
圧
迫

し
、
家
賃
や
物
価
の
高
騰
を
誘
引
し
、
古
く

か
ら
の
市
民
が
住
み
続
け
ら
れ
な
く
な
る
こ

と
。
そ
し
て
観
光
産
業
の
利
益
が
不
当
に
配

分
さ
れ
、
社
会
的
不
平
等
を
拡
大
し
て
い
る

こ
と
。
コ
ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
表
明
さ
れ
て
い

た
観
光
客
に
対
す
る
市
民
の
不
満
は
、
こ
こ

に
き
て
再
度
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

　も
ち
ろ
ん
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
が
手
を
こ
ま

ね
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
バ
ル
セ
ロ
ナ

市
は
コ
ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
観
光
が
も
た
ら
す

負
の
影
響
が
深
刻
化
し
て
い
た
都
市
で
あ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
的
挑
戦
を
続
け
て
き

た
経
緯
が
あ
る（
阿
部
2
0
2
0
）。む
し
ろ
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
先
進
地
で
あ
る

と
言
え
よ
う
。
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
観

光
活
動
の
停
滞
を
経
て
、
現
在
の
バ
ル
セ
ロ

ナ
は
ど
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
も
と
、
具
体

的
措
置
を
構
想
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
本

稿
で
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
緩
和
を

目
指
す
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
観
光
政
策
の
最
前
線

を
報
告
す
る
。

　2
0
1
9
年
に
約
1
6
1
0
万
人
を
記
録

し
た
観
光
客
数
は
コ
ロ
ナ
禍
で
急
減
す
る
も

の
の
、2
0
2
3
年
に
は
約
1
5
6
0
万
人
、

2
0
2
4
年
に
は
約
1
5
5
0
万
人
に
ま
で

回
復
し
て
い
る
。
観
光
客
の
8
割
は
外
国
人

観
光
客
で
あ
り
、
観
光
立
国
ス
ペ
イ
ン
の
中

で
も
そ
の
割
合
の
高
さ
は
際
立
っ
て
い
る
。

観
光
客
数
は
コ
ロ
ナ
前
よ
り
微
減
し
て
い
る

も
の
の
、
観
光
行
動
の
変
化
で
目
立
つ
の
が

平
均
滞
在
日
数
の
増
加
で
あ
り
、
2
0
1
9

年
と
比
べ
て
9
・
3
%
増
加
し
て
い
る
。
観

光
客
一
人
一
泊
当
た
り
の
消
費
額
も

2
0
2
3
年
か
ら
8
・
7
%
増
加
し
、
観
光

が
も
た
ら
す
経
済
効
果
は
1
0
0
億
ユ
ー
ロ

を
超
え
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　バ
ル
セ
ロ
ナ
で
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が

市
民
の
深
刻
な
懸
念
事
項
に
な
り
出
し
た
の

は
2
0
1
4
年
の
夏
頃
で
あ
る
。
公
共
空
間

や
公
共
交
通
の
混
雑
、
観
光
客
の
マ
ナ
ー
の

悪
化
、
物
価
の
高
騰
、
宿
泊
施
設
の
急
増
に

伴
う
不
動
産
価
格
の
上
昇
、
住
民
や
商
店
の

追
い
出
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
変
容
と

い
っ
た
「
住
民
の
生
活
の
質
」
の
低
下
が
顕

都市の特定のエリアへの訪問者の集積は、負の外部性を招く。来訪者の密度と量が非
常に高いエリアへの環境への影響は、住民の生活の質と来訪者の訪問の質を保証す
るために軽減されなければならない。観光圧力を緩和し、都市の新陳代謝を確保し、観
光産業の質と観光客の責任を高めるために、観光活動をマネジメントする必要がある。
観光活動集積地の、それぞれに異なる地域特性やニーズ、可能性、課題を踏まえたマ
ネジメント措置が欠かせない。
観光活動の管理が市町村の財政に及ぼすコストと、それが市町村の財源にもたらす収
入のバランスを取るための資金調達メカニズムを模索する必要がある。市と住民にと
って最も負の外部性をもたらす活動による市町村の財源への経済的貢献を増やし、社
会的還元基金を充実させる必要がある。
課税は、より責任ある持続可能な観光慣行を奨励し、負の外部性を生み出す行為を抑
制するための重要な手段として考えられている。その目的は、直接費用と社会費用の分
配における公平性を高め、一般的な料金システムまたは特定の慣行に対する特定の課
税を通じて、システムの経済的持続可能性を保証することである。
ますます複雑で多様化する観光客の交通のマネジメントが必要である。市民の日常の
移動と調和した責任ある観光モデルを促進し、交通システムと公共空間の合理的かつ
一貫した利用をもたらすことが目的である。
観光客の宿泊施設の規制は、住宅、日常生活、持続可能な観光の権利を保障するため
の基本的な手段である。観光宿泊施設に関する特別都市計画（PEUAT）の改正は、当
初の精神と目的を維持しながら実施される。その精神と目的とは、観光客の圧力を緩
和し、都市のバランスと多様性を追求し、住宅、休息、近隣の幸福、空間の質に対する
権利を保障することである。
観光客の活動の激しさや集中は、地域社会の生活環境の悪化や住民の生活の質の低
下につながる。同様に、観光客の多い空間は、特に治安の面で問題となる。これらの問
題に対処するために、ルールの制定、広報キャンペーン、仲介サービスなど、観光客と
観光客以外の利用者の良好な共存を図る必要がある。
環境、文化、労働条件、社会・経済的還元を責任を持って尊重した形でマネジメントす
ることが不可欠である。気候緊急事態においては、観光管理対策も、干ばつや極端な気
温といった深刻な脅威に対処するレジリエンスの観点から講じられなければならない。
観光活動とプロモーション、来訪者のケア、サービス、体験の包括的なデジタル化を推
進することは、バルセロナが観光地として持続可能性の基準を確保し、その構造的な
競争力を保証するために必要である。
観光活動の経済発展と社会的利益を確保することは、都市と地域社会の成長と幸福
に観光産業が貢献することを保証する上で重要である。民間事業者のイニシアティブ
を推進し、持続可能で革新的な地域経済の基盤を育成することは不可欠である。また、
観光と地域社会のつながりを強化し、すべての市民にとってバランスのとれた経済発
展と社会的利益をもたらすことも重要である。
観光はそもそも地理的に偏りがあるため、そのマネジメントはエリアごとに取り組む必
要がある。観光客の訪問先において、文化やスポーツ、ガストロノミー、教育などの新た
な体験を盛り込み、観光活動の地理的な分散化と観光活動の多様化を促進する。
観光地としてのイメージを形成するとともに、旅行の動機や都市観光へ関心を持つセ
グメントやマーケットに対応する。デジタル化の機会を活用して平均滞在日数の増加
やリピーターの増加を図り、より大きな経済的・社会的利益をもたらす。
観光活動に関する情報やデータを蓄積することは、さまざまな意思決定を行うために
不可欠である。また、トレンド、機会、課題を特定し、リソースの使用を最適化し、変化に
対応するためにも必要である。情報の取得、管理、視覚化のための革新的な手法の開
発が必要である。
近年バルセロナでは観光産業が成長し、その活動に関連する公的・民間双方のアクタ
ーが増加したため、この分野の複雑性に対処し、関係するすべてのアクターの努力を適
切に調整・整合化するための有効なガバナンス体制の必要性が生じている。

3
．公
共
空
間
の

混
雑
の
改
善
策

図 2 観光活動のマネジメントの対象となる「大混雑エリア」（EGA）

表 1 バルセロナ市の観光政策の基本的方針

め
の
具
体
的
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
。
16
エ
リ

ア
の
中
で
、
先
ん
じ
て
対
策
が
講
じ
ら
れ
て

い
る
の
が
特
に
観
光
客
の
集
積
が
顕
著
な
サ

グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
周
辺
地
区
、
ボ
ケ
リ

ア
市
場
、グ
エ
ル
公
園
の
3
エ
リ
ア
で
あ
る
。

主
た
る
対
策
は
、
以
下
に
示
す
よ
う
に
、「
交

通
動
線
の
再
整
理
」「
事
前
予
約
制
の
強
化
」

「
空
間
の
市
民
利
用
の
促
進
」
に
大
別
さ
れ

よ
う
。

民
の
生
活
の
舞
台
と
し
て
も
重
要
で
あ
り
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
空
間
利
用

に
摩
擦
が
生
じ
て
い
る
合
計
16
エ
リ
ア
が
対

象
と
な
っ
て
い
る
（
図
2
、
写
真
1
・
2
）。

こ
う
し
た
エ
リ
ア
は
観
光
活
動
が
優
勢
の
よ

う
に
見
え
る
が
、
市
場
や
小
規
模
生
業
、
商

概要 具体的措置取り組み

❶公共空間のマネジメント 大混雑エリア（EGA）の
特定とマネジメント

観光から市民への
還元資金の創設

都市内交通改善のための
バス4.0ゾーンの整備

PEUATの改訂
違法民泊の摘発

観光客を対象とする
コミュニケーション・

キャンペーン（マナー啓発）

干ばつ対策としての
節水の推進

プロモーションの
デジタル化

観光産業を構成する
民間部門の

デジタル化を目的とした
助成金の募集の実施

バルセロナのビーチの
改善とフォーラム海水浴場

の再生（ZBF）

観光プロモーションの
新たな戦略

ビッグデータ技術を用いた
観光客の流れの分析

都市観光の
国際ネットワークの形成

❷課税と財源の強化

❸市内交通の改善

❹宿泊施設

❺共生・治安・予防

❻持続可能性とレジリエンス

❼デジタル化とイノベーション

❽経済発展と経済的利益

❾エリアごとの戦略と
観光の提供（促進）

10プロモーションと歓迎

11情報

12コミュニティとガバナンス

グエル公園

観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
向
け
た
措
置

（
2
0
2
4
〜
2
0
2
7
年
）

大
混
雑
エ
リ
ア（
E
G
A
）の
設
定

（Ajuntament de Barcelona (2024)をもとに筆者作成）出典：Ajuntament de Barcelona (2024)
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○
観
光
バ
ス
の
停
留
所
や
タ
ク
シ
ー
乗
り
場

の
撤
去
あ
る
い
は
移
動
：
市
民
生
活
の

動
線
と
重
な
る
領
域
に
あ
る
停
留
所
を

撤
去
し
、
よ
り
幅
員
の
広
い
通
り
へ
移

動
す
る
等
（
サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
／

グ
エ
ル
公
園
）

○
不
適
切
な
駐
車
や
自
転
車
の
移
動
、
パ
ー

ソ
ナ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ
車
両
の
速
度
超
過
等

へ
の
監
視
強
化（
サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
）

○
観
光
用
途
以
外
の
地
元
商
業
へ
の
支
援
策

（
サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
）

○
清
掃
や
警
備
活
動
の
強
化

○
市
場
で
提
供
す
る
産
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
適

正
化
（
ボ
ケ
リ
ア
市
場
）

○
観
光
客
と
市
民
の
適
切
な
利
用
規
模
を
設

定
す
る
た
め
の
調
査
の
実
施
（
ボ
ケ
リ
ア

市
場
）

○
市
場
内
・
近
隣
の
公
共
空
間
の
市
民
利
用

の
促
進

○
定
期
バ
ス
路
線
の
強
化
（
グ
エ
ル
公
園
）

○
観
光
客
へ
の
マ
ナ
ー
啓
発
（
グ
エ
ル
公
園
）

○
チ
ケ
ッ
ト
販
売
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
：
入
場

を
事
前
予
約
制
に
す
る
こ
と
で
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
で
の
混
雑
を
避
け
る（
グ
エ
ル
公
園
）。

規
制
の
目
的

　宿
泊
施
設
の
立
地
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
バ

ル
セ
ロ
ナ
の
観
光
政
策
の
中
で
最
も
特
徴
的

な
対
策
の
ひ
と
つ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
都
市

計
画
法
に
基
づ
い
て
、
2
0
1
7
年
1
月
に

可
決
・
承
認
さ
れ
た
の
が
観
光
宿
泊
施
設
特

別
都
市
計
画
（
P
E
U
A
T
）
だ
。
宿
泊
施

設
の
立
地
規
制
を
通
し
て
、
用
途
の
混
在
を

図
り
、
界
隈
の
公
共
空
間
で
の
生
活
を
維
持

す
る
と
と
も
に
そ
こ
へ
の
観
光
の
影
響
を
最

小
限
に
留
め
、
持
続
可
能
な
経
済
活
動
の
展

開
を
図
る
と
こ
ろ
に
狙
い
が
あ
る
。
何
よ
り

も
、
市
民
の
住
む
権
利
を
保
障
す
る
こ
と
が

最
大
の
眼
目
で
あ
る
。

P
E
U
A
T
の
枠
組
み

　P
E
U
A
T
は
ま
ず
民
泊
の
新
規
許
可
を

2
0
1
4
年
段
階
の
9
6
0
9
件
で
凍
結
し

て
お
り
、
民
泊
の
立
地
は
こ
れ
以
降
、
原
則

禁
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
P
E
U
A
T

は
計
画
手
法
と
し
て
は
シ
ン
プ
ル
で
、
市
内

を
大
き
く
4
つ
の
ゾ
ー
ン
に
ゾ
ー
ニ
ン
グ
し

（
図
3
）、
ゾ
ー
ン
ご
と
に
宿
泊
施
設
の
整
備

の
条
件
を
定
め
て
い
る
。
以
下
に
示
す
よ
う

に
、
ほ
ぼ
都
心
の
全
域
を
カ
バ
ー
し
て
い
る

ゾ
ー
ン
1
と
ゾ
ー
ン
2
へ
の
宿
泊
施
設
の
立

地
を
原
則
禁
じ
る
と
い
う
厳
し
い
規
制
が
敷

か
れ
て
い
る
。

　ゾ
ー
ン
1
は
、
建
築
や
町
並
み
、
ビ
ー
チ

等
の
観
光
資
源
が
集
積
し
て
い
る
一
方
、
古

く
か
ら
の
生
活
が
根
付
く
歴
史
的
市
街
地
の

多
く
を
含
ん
で
お
り
、
す
で
に
市
内
の
宿
泊

施
設
の
60
%
以
上
が
集
積
し
、
観
光
系
産
業

の
増
殖
に
よ
る
地
元
商
店
の
構
成
の
変
化
な

ど
、
市
民
生
活
の
舞
台
の
変
容
が
現
れ
つ
つ

あ
る
。
ま
た
、
観
光
客
数
／
住
民
の
割
合
の

高
さ
が
際
立
つ
エ
リ
ア
で
も
あ
る
。
市
の
平

均
は
7
・
5
%
で
あ
る
が
、
ゾ
ー
ン
1
の
平

均
は
25
・
1
%
で
あ
り
、
中
で
も
カ
テ
ド
ラ

ル
や
レ
イ
ア
ー
ル
広
場
が
立
地
す
る
旧
市
街

の
ゴ
シ
ッ
ク
地
区
は
46
%
、
市
内
随
一
の
商

業
地
や
モ
デ
ル
ニ
ス
モ
建
築
が
軒
を
連
ね
る

拡
張
地
区
は
68
%
を
示
し
て
い
る
。

　ゾ
ー
ン
1
の
少
し
外
側
の
エ
リ
ア
に
あ
た

り
、
宿
泊
施
設
の
集
中
が
目
立
ち
始
め
て
お

り
、
か
つ
そ
れ
ら
が
今
後
立
地
す
る
可
能
性

の
高
い
エ
リ
ア
が
該
当
す
る
。
観
光
客
数
／

住
民
の
割
合
は
10
%
程
度
で
あ
る
。
観
光
用

途
と
界
隈
の
生
活
用
途
の
混
在
が
懸
念
さ
れ

る
と
と
も
に
、
公
共
空
間
変
容
の
兆
候
が
あ

る
エ
リ
ア
で
あ
る
。
ゾ
ー
ン
1
の
よ
う
に
宿

泊
施
設
が
飽
和
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、

予
防
的
に
禁
止
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
と

理
解
で
き
る
。

　ゾ
ー
ン
2
も
新
規
開
発
を
原
則
不
許
可
と

し
、ゾ
ー
ン
全
体
の
ベ
ッ
ド
数
を
維
持
す
る
、

す
な
わ
ち
増
加
さ
せ
な
い
こ
と
を
基
本
方
針

と
す
る
。
あ
わ
せ
て
、
宿
泊
施
設
の
規
模
に

応
じ
て
、
宿
泊
施
設
同
士
の
距
離
が
規
定
さ

れ
、
1
5
0
床
を
基
準
に
そ
れ
よ
り
規
模
が

大
き
く
な
る
場
合
、
2
0
0
m
〜
3
0
0
m

の
距
離
の
確
保
が
求
め
ら
れ
る
。

　ゾ
ー
ン
3
は
宿
泊
施
設
の
供
給
が
相
対
的

に
少
な
く
、
地
域
の
物
理
的
容
量
か
ら
見
て

も
ま
だ
受
け
入
れ
が
可
能
な
エ
リ
ア
が
該
当

す
る
。

　ゾ
ー
ン
内
の
宿
泊
施
設
の
総
量
は
、 

市
内

の
ホ
テ
ル
・
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
・
民
泊
の
総

ベ
ッ
ド
数
の
10
%
程
度
が
想
定
さ
れ
る
と
は

の
名
称
で
も
あ
る
「
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

は
、
市
民
の
日
常
生
活
と
融
合
し
た
質
の
高

い
観
光
体
験
を
実
現
す
る
た
め
に
不
可
欠
で

あ
る
、
と
の
立
場
だ
。
経
済
の
多
様
化
を
推

進
し
、
観
光
分
野
以
外
の
人
材
育
成
や
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
を
加
速
さ
せ
、
観
光
に

由
来
す
る
経
済
が
都
市
経
済
に
占
め
る
割
合

を
減
ら
す
こ
と
、
さ
ら
に
観
光
が
社
会
的
利

益
を
生
む
存
在
に
変
革
す
る
こ
と
も
、
併
せ

て
謳
わ
れ
て
い
る
。

　観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
政
策
の
基
本
的
方
針

と
概
要
、
各
方
針
に
基
づ
く
具
体
的
措
置
は

表
1
の
通
り
で
あ
る
。

　い
ず
れ
も
興
味
深
い
対
策
で
あ
る
が
、
本

稿
で
は
紙
面
の
関
係
か
ら
、「
観
光
集
積
地

の
混
雑
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」、「
宿
泊
施
設
の
立

地
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」、「
課
税
」
に
絞
っ
て
、

以
下
に
取
り
組
み
の
特
徴
を
記
述
す
る
。

　政
策
介
入
の
単
位
と
し
て
、
交
流
人
口
か

定
住
人
口
を
問
わ
ず
多
く
の
人
々
が
集
積
す

る
「
大
混
雑
エ
リ
ア
（
E
G
A
）」
を
導
入
し

て
い
る
。
観
光
的
な
魅
力
が
高
い
一
方
、
市

店
等
、
依
然
と
し
て
市
民
生
活
に
と
っ
て
重

要
な
機
能
が
残
存
し
て
い
る
た
め
、
共
存
策

の
実
行
が
急
務
と
の
認
識
だ
。

具
体
的
措
置

　E
G
A
ご
と
に
、「
公
共
空
間
の
占
有
と

混
雑
」「
観
光
に
伴
う
活
動
や
用
途
の
変
化
」

「
歩
行
者
動
線
」「
日
常
生
活
や
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
の
摩
擦
」
を
緩
和
・
軽
減
す
る
た

も
た
ら
す
負
の
影
響
を
軽
減
し
、
市
民
の
生

活
改
善
を
促
進
す
る
取
り
組
み
の
た
め
に
も

再
投
資
が
可
能
で
あ
る
。

　そ
の
財
源
は
「
観
光
市
民
還
元
基
金
」
と

呼
ば
れ
、
市
独
自
の
追
加
課
税
（
滞
在
一
回

に
つ
き
最
大
4
ユ
ー
ロ
）
に
よ
り
可
能
と

な
っ
て
い
る
。
観
光
促
進
の
た
め
に
使
用
さ

れ
る
も
の
で
は
な
く
、
市
の
財
源
に
直
接
還

元
さ
れ
、
具
体
的
に
は
以
下
の
活
動
に
再
投

資
さ
れ
る
。

○
民
泊
の
管
理
強
化

○
観
光
客
の
圧
力
に
最
も
影
響
を
受
け
て
い

る
地
区
の
住
民
の
生
活
の
質
の
向
上

○
観
光
に
依
存
し
な
い
経
済
、
社
会
、
文
化

活
動
の
促
進

○
観
光
の
分
散
化
を
改
善
す
る
新
た
な
コ
ン

テ
ン
ツ
作
成

　市
民
還
元
基
金
は
、
地
域
経
済
活
性
化
に

関
連
す
る
他
の
施
策
と
連
動
し
な
が
ら
、
市

民
向
け
の
文
化
コ
ン
テ
ン
ツ
の
創
出
、
近
隣

商
業
の
振
興
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動

推
進
、
事
業
所
誘
致
等
の
生
活
基
盤
の
再
生

に
も
投
じ
ら
れ
る
。

　バ
ル
セ
ロ
ナ
市
議
会
は
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ

州
政
府
に
対
し
、
宿
泊
税
の
目
的
と
配
分
基

準
を
変
更
し
、
観
光
の
負
の
外
部
性
を
緩
和

す
る
取
り
組
み
に
よ
り
多
く
の
予
算
が
充
て

ら
れ
る
よ
う
働
き
か
け
る
こ
と
を
検
討
中
で

あ
る
。

宿
泊
税
の
改
定

　短
期
ク
ル
ー
ズ
船
観
光
（
12
時
間
未
満
）

に
対
し
て
、
宿
泊
税
の
現
行
税
率
の
引
き
上

げ
を
求
め
て
い
る
。
ク
ル
ー
ズ
船
が
も
た
ら

す
空
間
利
用
へ
の
大
き
な
影
響
を
、
で
き
る

だ
け
大
き
な
収
入
に
つ
な
げ
、
現
在
市
の
財

政
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
清
掃
や
警
備
な
ど

特
定
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
関
す
る
追

加
的
負
担
を
軽
減
す
る
。
ク
ル
ー
ズ
船
の

シ
ー
ズ
ン
と
船
の
収
容
能
力
の
両
方
に
適
応

し
た
、
累
進
課
税
も
検
討
も
視
野
に
入
れ
て

い
る
。

　バ
ル
セ
ロ
ナ
社
会
の
根
底
に
あ
る
の
は
、

現
在
の
観
光
モ
デ
ル
に
対
す
る
市
民
レ
ベ
ル

で
の
危
機
感
の
共
有
だ
。
そ
の
危
機
感
は
、

観
光
客
の
混
雑
が
不
便
を
も
た
ら
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
単
な
る
利

便
性
の
低
下
を
超
え
て
、
主
に
地
価
高
騰
や

適
切
な
価
格
の
不
動
産
の
不
足
に
よ
る
住
民

や
商
店
の
入
れ
替
え
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
変
質
を
招
き
、
や
が
て
我
が
ま
ち
バ
ル
セ

ロ
ナ
が
誰
の
も
の
で
も
な
く
な
っ
て
し
ま

う
、
と
い
う
都
市
の
存
立
に
関
わ
る
意
思
表

示
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
。

　観
光
政
策
は
、
市
民
の
日
常
生
活
が
維
持

さ
れ
、
観
光
に
よ
っ
て
さ
ら
に
そ
の
質
が
高

め
ら
れ
、
そ
れ
が
ま
た
観
光
的
魅
力
と
し
て

再
生
さ
れ
る
た
め
に
講
じ
ら
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
ま
た
、
観
光
活
動
は
空
間
に
立
ち
現
れ

る
の
で
あ
る
か
ら
、
土
地
利
用
規
制
を
通
し

た
都
市
計
画
と
の
連
動
も
欠
か
せ
な
い
。
観

光
都
市
（ciu

d
ad
 tu

rística

）
で
は
な
く
、

観
光
と
と
も
に
生
き
る
都
市
（ciu

d
ad
 

co
n
 tu

rism
o

）
へ
と
脱
皮
を
図
る
バ
ル
セ

ロ
ナ
の
奮
闘
と
ジ
レ
ン
マ
は
、
次
世
代
の
都

市
と
観
光
の
あ
り
よ
う
を
考
え
る
論
点
を
い

く
つ
も
示
し
て
い
る
。

い
え
、
ゾ
ー
ン
内
で
あ
れ
ば
ど
こ
で
も
立
地

可
能
な
の
で
は
な
く
、
ゾ
ー
ン
内
の
各
行
政

区
ご
と
に
宿
泊
施
設
の
最
大
ベ
ッ
ド
数
が
規

定
さ
れ
、
5
つ
の
行
政
区
に
お
い
て
合
計

4
0
2
5
床
が
上
限
と
な
る
。

　ま
た
、
ゾ
ー
ン
2
同
様
、
宿
泊
施
設
の
規

模
に
応
じ
て
、
宿
泊
施
設
同
士
の
距
離
が
規

定
さ
れ
る
。

　ゾ
ー
ン
4
は
、
市
内
で
大
規
模
再
開
発
が

進
行
中
の
4
区
域
が
該
当
す
る
。
再
開
発
に

応
じ
て
、
一
定
の
宿
泊
施
設
の
立
地
が
認
め

ら
れ
る
。

　か
つ
て
城
壁
外
に
形
成
さ
れ
た
旧
集
落
を

核
に
発
展
し
、
19
世
紀
末
か
ら
20
世
紀
初
頭

に
か
け
て
市
域
に
統
合
さ
れ
た
歴
史
的
市
街

地
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
エ
リ

ア
は
ゾ
ー
ン
2
あ
る
い
は
3
に
相
当
す
る

が
、
都
市
形
態
や
土
地
利
用
の
特
異
性
に
鑑

み
、
各
ゾ
ー
ン
の
規
定
で
は
な
く
、
固
有
の

規
制
が
別
途
定
め
ら
れ
る
。

　ゾ
ー
ン
2
お
よ
び
3
を
走
る
幹
線
道
路
沿

い
は
、
当
該
エ
リ
ア
に
お
け
る
規
制
と
は
ま

た
別
の
規
制
措
置
と
な
る
。
宿
泊
施
設
間
の

距
離
は
1
5
0
m
以
上
離
れ
て
い
る
こ
と
が

条
件
と
な
る
が
、
そ
の
宿
泊
施
設
が
立
地
す

る
ゾ
ー
ン
内
の
別
の
宿
泊
施
設
と
の
距
離
も

同
時
に
勘
案
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
市
の
住
宅
問
題

を
悪
化
さ
せ
て
い
る
と
の
問
題
意
識
に
鑑

み
、
市
は
2
0
1
8
年
10
月
に
6
0
0
㎡
以

上
の
開
発
の
際
に
は
そ
の
床
面
積
の
30
％
を

低
家
賃
の
社
会
住
宅
に
割
り
当
て
る
こ
と
を

義
務
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
30
%
規
制
と
呼
ば

れ
る
都
市
計
画
措
置
を
講
じ
た
。
本
規
制
は

新
規
開
発
だ
け
で
な
く
、
大
規
模
改
修
の
住

宅
再
整
備
に
も
同
様
に
適
用
さ
れ
て
い
る
。

目
的
は
、
手
頃
な
価
格
帯
の
住
宅
を
確
保
す

る
こ
と
で
、
市
民
が
住
み
続
け
る
こ
と
を
可

能
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
当
然
な
が
ら
こ
の

規
制
は
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
に
重
く
の
し
か
か
る

た
め
、
現
在
ま
で
に
こ
の
規
制
で
生
み
出
さ

れ
た
住
戸
は
93
戸
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　2
0
2
3
年
の
市
長
交
代
後
、
30
%
規
制

を
緩
和
あ
る
い
は
撤
廃
す
べ
し
と
の
声
が
上

が
り
、
議
論
が
継
続
中
で
あ
る
。
市
の
住
宅

問
題
に
強
い
N
P
O
は
、
30
%
規
制
の
大
幅

な
緩
和
あ
る
い
は
撤
廃
は
3
9
0
9
棟
の
建

物
に
住
む
6
万
2
7
5
6
世
帯
の
入
居
者
世

帯
を
立
ち
退
き
の
リ
ス
ク
に
さ
ら
す
こ
と
、

最
大
1
万
8
8
2
7
戸
の
追
加
の
公
営
住
宅

を
建
設
す
る
機
会
を
市
が
失
う
こ
と
を
試
算

し
て
い
る
。

民
泊
全
廃
を
め
ぐ
る
議
論

　バ
ル
セ
ロ
ナ
の
み
な
ら
ず
、
社
会
一
般
に

住
宅
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
こ
と
を
背
景

に
、
住
宅
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
問
題
を
抱
え
る

カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
の
複
数
の
自
治
体
に
お
け

る
観
光
用
宿
泊
施
設
を
規
制
す
る
政
令
が

2
0
2
3
年
11
月
7
日
に
承
認
さ
れ
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
は
現
在
ま
で
に

認
可
を
受
け
て
い
る
約
1
万
戸
に
及
ぶ
観
光

フ
ラ
ッ
ト
が
廃
止
さ
れ
る
。
こ
の
措
置
は
、

市
内
の
フ
ラ
ッ
ト
を
観
光
用
途
で
は
な
く
居

住
用
途
に
再
転
換
し
、
住
宅
ス
ト
ッ
ク
を
増

加
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
契
約

者
が
同
居
し
て
い
る
部
屋
貸
し
に
つ
い
て
も

禁
止
の
対
象
と
な
る
。
こ
の
法
令
に
基
づ
け

ば
、
2
0
2
8
年
11
月
ま
で
に
、
バ
ル
セ
ロ

ナ
に
は
観
光
用
ア
パ
ー
ト
は
一
切
な
く
な
る

こ
と
に
な
る
。

　急
に
も
思
え
る
こ
の
政
令
に
対
し
て
、
民

泊
協
会
（
A
P
A
R
T
U
R
）
は
家
族
向
け

の
観
光
部
門
を
壊
滅
さ
せ
る
も
の
と
し
て
猛

反
発
し
て
い
る
。
民
泊
協
会
は
、
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
が
深
刻
に
な
る
中
で
、
共
存
可

能
な
民
泊
の
あ
り
方
を
粘
り
強
く
模
索
し
て

き
た
経
緯
が
あ
り
、
突
然
の
決
定
に
「
市
内

の
民
泊
を
廃
止
す
れ
ば
、
違
法
民
泊
の
急
増

に
つ
な
が
る
だ
け
だ
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

民
泊
協
会
は
設
立
か
ら
一
貫
し
て
違
法
民
泊

の
解
消
に
力
を
注
い
で
き
て
お
り
、
違
法
民

泊
の
増
加
は
市
民
と
の
共
生
を
促
進
す
る
代

わ
り
に
税
金
か
ら
逃
れ
、
住
民
や
観
光
客
と

対
立
す
る
存
在
に
な
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て

い
る
。

観
光
市
民
還
元
基
金

　バ
ル
セ
ロ
ナ
の
宿
泊
税
は
、
正
式
に
は
観

光
施
設
宿
泊
税
と
呼
ば
れ
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ

州
法
に
よ
り
2
0
1
2
年
11
月
か
ら
施
行
さ

れ
て
い
る
。
同
法
に
よ
れ
ば
、
税
収
は
州
の

観
光
振
興
の
促
進
の
た
め
に
使
用
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
観
光
が

　バ
ル
セ
ロ
ナ
市
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
観
光

活
動
の
停
滞
を
踏
ま
え
、
事
業
者
に
対
す
る

臨
時
補
助
金
制
度
を
通
し
て
観
光
産
業
の
回

復
を
軌
道
に
乗
せ
つ
つ
、
一
方
で
コ
ロ
ナ
禍

以
前
に
深
刻
だ
っ
た
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
悪
影
響
を
緩
和
す
る
と
い
う
難
し
い
舵
取

り
を
迫
ら
れ
た
。
2
0
2
1
年
に
は
バ
ル
セ

ロ
ナ
・
グ
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ル
が
宣
言
さ
れ
た
。

グ
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ル
で
は
、
観
光
産
業
を
都

市
経
済
に
お
け
る
戦
略
的
分
野
の
ひ
と
つ
に

位
置
付
け
、
観
光
の
発
展
が
す
べ
て
の
市
民

に
富
を
も
た
ら
す
べ
き
こ
と
が
謳
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
2
0
2
3
年
6
月
に
は
、
急
進

的
な
観
光
政
策
を
推
進
し
て
き
た
ア
ダ
・
コ

ラ
ウ
か
ら
、
ホ
テ
ル
業
界
を
支
持
層
の
一
つ

に
抱
え
る
ジ
ャ
ウ
マ
・
コ
ル
ボ
ー
ニ
に
市
長

が
交
代
し
た
。

　こ
う
し
た
社
会
情
勢
の
変
化
を
受
け
、
観

光
戦
略
2
0
2
0
の
枠
組
み
を
継
続
し
つ

つ
、
市
は
2
0
2
7
年
ま
で
の
短
期
的
措
置

を
新
た
に
講
じ
て
い
る
。
計
画
文
書
に
よ
れ

ば
、
そ
の
目
的
は
「
住
民
の
繁
栄
と
幸
福
の

促
進
を
最
優
先
の
目
的
と
し
、
他
の
経
済
部

門
の
発
展
を
促
す
持
続
可
能
で
敬
意
あ
る
観

光
経
済
を
推
進
す
る
」
こ
と
で
あ
る
。
政
策

策
の
目
玉
で
あ
っ
た
観
光
宿

泊
施
設
特
別
都
市
計
画

（
P
E
U
A
T
）
は
、
よ
り
総

合
的
な
政
策
に
統
合
さ
れ
、

「
観
光
戦
略
プ
ラ
ン
2
0
2
0
」

と
し
て
2
0
1
7
年
1
月
に

発
表
さ
れ
た
。
本
プ
ラ
ン
は
、

そ
の
目
的
を
「
住
民
の
生
活

の
質
と
観
光
客
の
満
足
度
を

両
立
さ
せ
、
観
光
活
動
の
社

会
的
還
元
を
最
大
化
し
、
観

光
地
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
持
続
可

能
性
を
確
保
す
る
こ
と
」
に

置
い
て
い
る
。
混
雑
地
の
観

光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
と
い
っ
た
従
来
の
取
り
組

み
に
加
え
、
交
通
政
策
、
都

市
計
画
（
土
地
利
用
を
通
し

た
観
光
宿
泊
施
設
の
立
地
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
）、
地
域
経
済

の
発
展
、
事
業
者
の
社
会
的

責
任
、
宿
泊
税
な
ど
観
光
に

関
連
す
る
多
分
野
に
わ
た
る

各
種
の
施
策
を
束
ね
る
観
光

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
あ
る

（
阿
部
2
0
2
0
）。

在
化
す
る
と
と
も
に
、
冒
頭
で
紹
介
し
た
よ

う
な
市
民
か
ら
の
観
光
客
へ
の
反
発
（
こ
う

し
た
態
度
は
一
般
的
に
「
観
光
客
嫌
悪
／
観

光
恐
怖
症
」
と
呼
ば
れ
る
）
が
散
発
的
に
生

じ
て
き
た
。
観
光
案
内
板
な
ど
に
ス
プ
レ
ー

で
落
書
き
さ
れ
た〝T

o
u
rist G

o
 H
o
m
e

〞

（
観
光
客
は
帰
れ
）
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、「
観

光
客
の
経
験
の
質
」
に
負
の
影
響
を
与
え
か

ね
な
い
。

　観
光
フ
ラ
ッ
ト
（
直
訳
す
る
と
「
観
光
の

用
に
供
す
る
住
宅
」
で
あ
り
、
日
本
の
民
泊

に
近
い
）
の
数
は
特
に
2
0
1
1
年
以
降
、

飛
躍
的
に
増
加
し
た
（
図
1
）。
2
0
1
1

年
か
ら
2
0
1
4
年
の
間
に
8
2
4
件
か
ら

9
6
0
9
件
へ
と
激
増
し
て
い
る
。

2
0
1
5
年
5
月
の
市
長
選
で
、
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
解
決
を
政
策
の
目
玉
に
据
え

た
ア
ダ
・
コ
ラ
ウ
が
当
選
し
、
宿
泊
施
設
の

立
地
許
可
が
凍
結
さ
れ
た
後
は
、
徐
々
に
そ

の
数
を
減
ら
し
て
い
る
。
こ
れ
は
後
述
す
る

観
光
宿
泊
施
設
の
立
地
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
眼

目
と
す
る
都
市
計
画
措
置
（
P
E
U
A
T
）

の
影
響
で
あ
る
。
な
お
、
登
録
さ
れ
た
観
光

客
用
宿
泊
施
設
の
ベ
ッ
ド
数
を
見
る
と
、

2
0
2
3
年
の
段
階
で
ベ
ッ
ド
は
合
計

15
万
2
3
2
0
床
あ
り
、
そ
の
う
ち
7
万

6
6
6
2
床
が
ホ
テ
ル
、
5
万
8
1
2
4
が

観
光
フ
ラ
ッ
ト
（
民
泊
）
で
あ
っ
た
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
が
地
域
社
会
に
与
え

る
負
の
影
響
は
、
基
本

的
に
は
他
の
観
光
都
市

と
類
似
し
て
い
る
が
、

バ
ル
セ
ロ
ナ
で
特
に
問

題
と
な
っ
て
き
た
の
が

宿
泊
施
設
の
立
地
と
地

価
の
上
昇
、
そ
れ
が
も

た
ら
す
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
変
容
で
あ
っ
た
。

　現
在
の
観
光
政
策
の

原
型
と
な
っ
て
い
る
の

が
2
0
0
8
年
に
策
定

さ
れ
た
観
光
戦
略
プ
ラ

ン
2
0
1
5
で
あ
る
。

プ
ラ
ン
の
目
的
は
、「
観

光
の
改
善
を
促
進
す
る

こ
と
」
と
「
観
光
と
市
民

生
活
を
調
和
さ
せ
る
方

法
を
改
善
す
る
こ
と
」
だ
っ
た
。
ま
だ
観
光

活
動
の
過
剰
な
集
積
が
市
民
共
通
の
問
題
と

し
て
浮
上
す
る
前
の
政
策
な
の
で
、
当
時
と

し
て
は
非
常
に
革
新
的
な
構
想
だ
っ
た
と
言

え
よ
う
。

　そ
の
後
、
2
0
1
3
年
頃
か
ら
観
光
活
動

と
市
民
生
活
の
軋
轢
が
表
面
化
し
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
政
治
争
点
化
す
る
。
野

放
図
な
観
光
の
成
長
へ
の
対
応
が
急
務
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
2
0
1
5
年
に
主
に
以

下
の
3
種
の
措
置
が
緊
急
対
策
と
し
て
考
案

さ
れ
た
。

○
観
光
宿
泊
施
設
特
別
都
市
計
画

（
P
E
U
A
T
）の
策
定
。
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ

ル
、民
泊
、シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
立
地
を
規
制
。

○
観
光
に
関
す
る
議
論
を
促
進
し
、
都
市
の

観
光
モ
デ
ル
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
関

係
者
を
ま
と
め
る
恒
久
的
な
機
関
と
し

て
、
観
光
・
都
市
協
議
会
を
設
立
す
る
。

○
2
0
1
6
〜
2
0
2
0
年
の
市
の
観
光
政

策
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
し
て
、
観
光
戦

略
プ
ラ
ン
2
0
2
0
を
策
定
す
る
。

　2
0
1
5
年
6
月
に
、
ア
ダ
・
コ
ラ
ウ
が

市
長
の
座
に
つ
い
た
（
在
任
2
0
1
5
年
6

月
〜
2
0
2
3
年
6
月
）。
前
記
の
緊
急
対

　テ
ラ
ス
席
に
座
っ
て
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

て
い
る
観
光
客
に
向
け
て
、
地
元
住
民
が
水

鉄
砲
を
放
つ
。
日
本
で
も
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ

ル
に
報
道
さ
れ
た
、
初
夏
の
ス
ペ
イ
ン
・
バ

ル
セ
ロ
ナ
で
の
出
来
事
だ
。「
観
光
客
は
帰

れ
」「
バ
ル
セ
ロ
ナ
は
売
り
物
で
は
な
い
」「
マ

ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
バ
ル
セ
ロ
ナ
を
殺
す
」
等

の
過
激
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ボ
ー
ド
に
記
し
た

約
2
8
0
0
人
に
も
及
ぶ
住
民
た
ち
が
抗
議

の
声
を
上
げ
な
が
ら
観
光
客
が
多
く
集
う
街

路
を
練
り
歩
い
た
。

　地
元
の
自
治
会
連
合
「
観
光
低
減
に
向
け

た
住
民
評
議
会
」に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
こ
の

抗
議
運
動
は
、
混
雑
や
観
光
客
の
マ
ナ
ー
が

主
題
な
の
で
は
な
い
。
観
光
の
止
ま
る
こ
と

を
知
ら
な
い
成
長
が
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
圧
迫

し
、
家
賃
や
物
価
の
高
騰
を
誘
引
し
、
古
く

か
ら
の
市
民
が
住
み
続
け
ら
れ
な
く
な
る
こ

と
。
そ
し
て
観
光
産
業
の
利
益
が
不
当
に
配

分
さ
れ
、
社
会
的
不
平
等
を
拡
大
し
て
い
る

こ
と
。
コ
ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
表
明
さ
れ
て
い

た
観
光
に
対
す
る
市
民
の
不
満
は
、
こ
こ
に

き
て
再
度
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

　も
ち
ろ
ん
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
が
手
を
こ
ま

ね
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
バ
ル
セ
ロ
ナ

市
は
コ
ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
観
光
が
も
た
ら
す

負
の
影
響
が
深
刻
化
し
て
い
た
都
市
で
あ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
的
挑
戦
を
続
け
て
き

た
経
緯
が
あ
る（
阿
部
2
0
2
0
）。む
し
ろ
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
先
進
地
で
あ
る

と
言
え
よ
う
。
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
観

光
活
動
の
停
滞
を
経
て
、
現
在
の
バ
ル
セ
ロ

ナ
は
ど
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
も
と
、
具
体

的
措
置
を
構
想
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
本

稿
で
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
緩
和
を

目
指
す
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
観
光
政
策
の
最
前
線

を
報
告
す
る
。

　2
0
1
9
年
に
約
1
6
1
0
万
人
を
記
録

し
た
観
光
客
数
は
コ
ロ
ナ
禍
で
急
減
す
る
も

の
の
、2
0
2
3
年
に
は
約
1
5
6
0
万
人
、

2
0
2
4
年
に
は
約
1
5
5
0
万
人
に
ま
で

回
復
し
て
い
る
。
観
光
客
の
8
割
は
外
国
人

観
光
客
で
あ
り
、
観
光
立
国
ス
ペ
イ
ン
の
中

で
も
そ
の
割
合
の
高
さ
は
際
立
っ
て
い
る
。

観
光
客
数
は
コ
ロ
ナ
前
よ
り
微
減
し
て
い
る

も
の
の
、
観
光
行
動
の
変
化
で
目
立
つ
の
が

平
均
滞
在
日
数
の
増
加
で
あ
り
、
2
0
1
9

年
と
比
べ
て
9
・
3
%
増
加
し
て
い
る
。
観

光
客
一
人
一
泊
当
た
り
の
消
費
額
も

2
0
2
3
年
か
ら
8
・
7
%
増
加
し
、
観
光

が
も
た
ら
す
経
済
効
果
は
1
0
0
億
ユ
ー
ロ

を
超
え
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　バ
ル
セ
ロ
ナ
で
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が

市
民
の
深
刻
な
懸
念
事
項
に
な
り
出
し
た
の

は
2
0
1
4
年
の
夏
頃
で
あ
る
。
公
共
空
間

や
公
共
交
通
の
混
雑
、
観
光
客
の
マ
ナ
ー
の

悪
化
、
物
価
の
高
騰
、
宿
泊
施
設
の
急
増
に

伴
う
不
動
産
価
格
の
上
昇
、
住
民
や
商
店
の

追
い
出
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
変
容
と

い
っ
た
「
住
民
の
生
活
の
質
」
の
低
下
が
顕

4
．都
市
計
画
を

通
し
た

宿
泊
施
設
の

立
地
規
制

図 3 宿泊施設の立地を規制する特別都市計画のゾーニング

写真2:ボケリア市場

写真1:グエル公園

め
の
具
体
的
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
。
16
エ
リ

ア
の
中
で
、
先
ん
じ
て
対
策
が
講
じ
ら
れ
て

い
る
の
が
特
に
観
光
客
の
集
積
が
顕
著
な
サ

グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
周
辺
地
区
、
ボ
ケ
リ

ア
市
場
、グ
エ
ル
公
園
の
3
エ
リ
ア
で
あ
る
。

主
た
る
対
策
は
、
以
下
に
示
す
よ
う
に
、「
交

通
動
線
の
再
整
理
」「
事
前
予
約
制
の
強
化
」

「
空
間
の
市
民
利
用
の
促
進
」
に
大
別
さ
れ

よ
う
。

民
の
生
活
の
舞
台
と
し
て
も
重
要
で
あ
り
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
空
間
利
用

に
摩
擦
が
生
じ
て
い
る
合
計
16
エ
リ
ア
が
対

象
と
な
っ
て
い
る
（
図
2
、
写
真
1
・
2
）。

こ
う
し
た
エ
リ
ア
は
観
光
活
動
が
優
勢
の
よ

う
に
見
え
る
が
、
市
場
や
小
規
模
生
業
、
商

◎
ゾ
ー
ン
3

新
規
施
設
の
開
設
や

既
存
施
設
の
拡
張
が
可
能

◎
ゾ
ー
ン
1

一
切
の
宿
泊
系
用
途
を

禁
じ
る

◎
ゾ
ー
ン
2

条
件
付
き
認
可
だ
が

原
則
的
に
増
設
は
禁
じ
る

出典：Ajuntament de Barcelona (2024)に筆者追記

「観光都市」から「観光とともに生きる都市」へ3
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○
観
光
バ
ス
の
停
留
所
や
タ
ク
シ
ー
乗
り
場

の
撤
去
あ
る
い
は
移
動
：
市
民
生
活
の

動
線
と
重
な
る
領
域
に
あ
る
停
留
所
を

撤
去
し
、
よ
り
幅
員
の
広
い
通
り
入
移

動
す
る
等
（
サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
／

グ
エ
ル
公
園
）

○
不
適
切
な
駐
車
や
自
転
車
の
移
動
、
パ
ー

ソ
ナ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ
車
両
の
速
度
超
過
等

へ
の
監
視
強
化（
サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
）

○
観
光
用
途
以
外
の
地
元
商
業
へ
の
支
援
策

（
サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
）

○
清
掃
や
警
備
活
動
の
強
化

○
市
場
で
提
供
す
る
産
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
適

正
化
（
ボ
ケ
リ
ア
市
場
）

○
観
光
客
と
市
民
の
適
切
な
利
用
規
模
を
設

定
す
る
た
め
の
調
査
の
実
施
（
ボ
ケ
リ
ア

市
場
）

○
市
場
内
・
近
隣
の
公
共
空
間
の
市
民
利
用

の
促
進

○
定
期
バ
ス
路
線
の
強
化
（
グ
エ
ル
公
園
）

○
観
光
客
へ
の
マ
ナ
ー
啓
発
（
グ
エ
ル
公
園
）

○
チ
ケ
ッ
ト
販
売
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
：
入
場

を
事
前
予
約
制
に
す
る
こ
と
で
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
で
の
混
雑
を
避
け
る（
グ
エ
ル
公
園
）。

規
制
の
目
的

　宿
泊
施
設
の
立
地
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
バ

ル
セ
ロ
ナ
の
観
光
政
策
の
中
で
最
も
特
徴
的

な
対
策
の
ひ
と
つ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
都
市

計
画
法
に
基
づ
い
て
、
2
0
1
7
年
1
月
に

可
決
・
承
認
さ
れ
た
の
が
観
光
宿
泊
施
設
特

別
都
市
計
画
（
P
E
U
A
T
）
だ
。
宿
泊
施

設
の
立
地
規
制
を
通
し
て
、
用
途
の
混
在
を

図
り
、
界
隈
の
公
共
空
間
で
の
生
活
を
維
持

す
る
と
と
も
に
そ
こ
へ
の
観
光
の
影
響
を
最

小
限
に
留
め
、
持
続
可
能
な
経
済
活
動
の
展

開
を
図
る
と
こ
ろ
に
狙
い
が
あ
る
。
何
よ
り

も
、
市
民
の
住
む
権
利
を
保
障
す
る
こ
と
が

最
大
の
眼
目
で
あ
る
。

P
E
U
A
T
の
枠
組
み

　P
E
U
A
T
は
ま
ず
民
泊
の
新
規
許
可
を

2
0
1
4
年
段
階
の
9
6
0
9
件
で
凍
結
し

て
お
り
、
民
泊
の
立
地
は
こ
れ
以
降
、
原
則

禁
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
P
E
U
A
T

は
計
画
手
法
と
し
て
は
シ
ン
プ
ル
で
、
市
内

を
大
き
く
4
つ
の
ゾ
ー
ン
に
ゾ
ー
ニ
ン
グ
し

（
図
3
）、
ゾ
ー
ン
ご
と
に
宿
泊
施
設
の
整
備

の
条
件
を
定
め
て
い
る
。
以
下
に
示
す
よ
う

に
、
ほ
ぼ
都
心
の
全
域
を
カ
バ
ー
し
て
い
る

ゾ
ー
ン
1
と
ゾ
ー
ン
2
へ
の
宿
泊
施
設
の
立

地
を
原
則
禁
じ
る
と
い
う
厳
し
い
規
制
が
敷

か
れ
て
い
る
。

　ゾ
ー
ン
1
は
、
建
築
や
町
並
み
、
ビ
ー
チ

等
の
観
光
資
源
が
集
積
し
て
い
る
一
方
、
古

く
か
ら
の
生
活
が
根
付
く
歴
史
的
市
街
地
の

多
く
を
含
ん
で
お
り
、
す
で
に
市
内
の
宿
泊

施
設
の
60
%
以
上
が
集
積
し
、
観
光
系
産
業

の
増
殖
に
よ
る
地
元
商
店
の
構
成
の
変
化
な

ど
、
市
民
生
活
の
舞
台
の
変
容
が
現
れ
つ
つ

あ
る
。
ま
た
、
観
光
客
数
／
住
民
の
割
合
の

高
さ
が
際
立
つ
エ
リ
ア
で
も
あ
る
。
市
の
平

均
は
7
・
5
%
で
あ
る
が
、
ゾ
ー
ン
1
の
平

均
は
25
・
1
%
で
あ
り
、
中
で
も
カ
テ
ド
ラ

ル
や
レ
イ
ア
ー
ル
広
場
が
立
地
す
る
旧
市
街

の
ゴ
シ
ッ
ク
地
区
は
46
%
、
市
内
随
一
の
商

業
地
や
モ
デ
ル
ニ
ス
モ
建
築
が
軒
を
連
ね
る

拡
張
地
区
は
68
%
を
示
し
て
い
る
。

　ゾ
ー
ン
1
の
少
し
外
側
の
エ
リ
ア
に
あ
た

り
、
宿
泊
施
設
の
集
中
が
目
立
ち
始
め
て
お

り
、
か
つ
そ
れ
ら
が
今
後
立
地
す
る
可
能
性

の
高
い
エ
リ
ア
が
該
当
す
る
。
観
光
客
数
／

住
民
の
割
合
は
10
%
程
度
で
あ
る
。
観
光
用

途
と
界
隈
の
生
活
用
途
の
混
在
が
懸
念
さ
れ

る
と
と
も
に
、
公
共
空
間
変
容
の
兆
候
が
あ

る
エ
リ
ア
で
あ
る
。
ゾ
ー
ン
1
の
よ
う
に
宿

泊
施
設
が
飽
和
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、

予
防
的
に
禁
止
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
と

理
解
で
き
る
。

　ゾ
ー
ン
2
も
新
規
開
発
を
原
則
不
許
可
と

し
、ゾ
ー
ン
全
体
の
ベ
ッ
ド
数
を
維
持
す
る
、

す
な
わ
ち
増
加
さ
せ
な
い
こ
と
を
基
本
方
針

と
す
る
。
あ
わ
せ
て
、
宿
泊
施
設
の
規
模
に

応
じ
て
、
宿
泊
施
設
同
士
の
距
離
が
規
定
さ

れ
、
1
5
0
床
を
基
準
に
そ
れ
よ
り
規
模
が

大
き
く
な
る
場
合
、
2
0
0
m
〜
3
0
0
m

の
距
離
の
確
保
が
求
め
ら
れ
る
。

　ゾ
ー
ン
3
は
宿
泊
施
設
の
供
給
が
相
対
的

に
少
な
く
、
地
域
の
物
理
的
容
量
か
ら
見
て

も
ま
だ
受
け
入
れ
が
可
能
な
エ
リ
ア
が
該
当

す
る
。

　ゾ
ー
ン
内
の
宿
泊
施
設
の
総
量
は
、 

市
内

の
ホ
テ
ル
・
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
・
民
泊
の
総

ベ
ッ
ド
数
の
10
%
程
度
が
想
定
さ
れ
る
と
は

の
名
称
で
も
あ
る
「
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

は
、
市
民
の
日
常
生
活
と
融
合
し
た
質
の
高

い
観
光
体
験
を
実
現
す
る
た
め
に
不
可
欠
で

あ
る
、
と
の
立
場
だ
。
経
済
の
多
様
化
を
推

進
し
、
観
光
分
野
以
外
の
人
材
育
成
や
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
を
加
速
さ
せ
、
観
光
に

由
来
す
る
経
済
が
都
市
経
済
に
占
め
る
割
合

を
減
ら
す
こ
と
、
さ
ら
に
観
光
が
社
会
的
利

益
を
生
む
存
在
に
変
革
す
る
こ
と
も
、
併
せ

て
謳
わ
れ
て
い
る
。

　観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
政
策
の
基
本
的
方
針

と
概
要
、
各
方
針
に
基
づ
く
具
体
的
措
置
は

表
1
の
通
り
で
あ
る
。

　い
ず
れ
も
興
味
深
い
対
策
で
あ
る
が
、
本

稿
で
は
紙
面
の
関
係
か
ら
、「
観
光
集
積
地

の
混
雑
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」、「
宿
泊
施
設
の
立

地
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」、「
課
税
」
に
絞
っ
て
、

以
下
に
取
り
組
み
の
特
徴
を
記
述
す
る
。

　政
策
介
入
の
単
位
と
し
て
、
交
流
人
口
か

定
住
人
口
を
問
わ
ず
多
く
の
人
々
が
集
積
す

る
「
大
混
雑
エ
リ
ア
（
E
G
A
）」
を
導
入
し

て
い
る
。
観
光
的
な
魅
力
が
高
い
一
方
、
市

店
等
、
依
然
と
し
て
市
民
生
活
に
と
っ
て
重

要
な
機
能
が
残
存
し
て
い
る
た
め
、
共
存
策

の
実
行
が
急
務
と
の
認
識
だ
。

具
体
的
措
置

　E
G
A
ご
と
に
、「
公
共
空
間
の
占
有
と

混
雑
」「
観
光
に
伴
う
活
動
や
用
途
の
変
化
」

「
歩
行
者
動
線
」「
日
常
生
活
や
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
の
摩
擦
」
を
緩
和
・
軽
減
す
る
た

も
た
ら
す
負
の
影
響
を
軽
減
し
、
市
民
の
生

活
改
善
を
促
進
す
る
取
り
組
み
の
た
め
に
も

再
投
資
が
可
能
で
あ
る
。

　そ
の
財
源
は
「
観
光
市
民
還
元
基
金
」
と

呼
ば
れ
、
市
独
自
の
追
加
課
税
（
滞
在
一
回

に
つ
き
最
大
4
ユ
ー
ロ
）
に
よ
り
可
能
と

な
っ
て
い
る
。
観
光
促
進
の
た
め
に
使
用
さ

れ
る
も
の
で
は
な
く
、
市
の
財
源
に
直
接
還

元
さ
れ
、
具
体
的
に
は
以
下
の
活
動
に
再
投

資
さ
れ
る
。

○
民
泊
の
管
理
強
化

○
観
光
客
の
圧
力
に
最
も
影
響
を
受
け
て
い

る
地
区
の
住
民
の
生
活
の
質
の
向
上

○
観
光
に
依
存
し
な
い
経
済
、
社
会
、
文
化

活
動
の
促
進

○
観
光
の
分
散
化
を
改
善
す
る
新
た
な
コ
ン

テ
ン
ツ
作
成

　市
民
還
元
基
金
は
、
地
域
経
済
活
性
化
に

関
連
す
る
他
の
施
策
と
連
動
し
な
が
ら
、
市

民
向
け
の
文
化
コ
ン
テ
ン
ツ
の
創
出
、
近
隣

商
業
の
振
興
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動

推
進
、
事
業
所
誘
致
等
の
生
活
基
盤
の
再
生

に
も
投
じ
ら
れ
る
。

　バ
ル
セ
ロ
ナ
市
議
会
は
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ

州
政
府
に
対
し
、
宿
泊
税
の
目
的
と
配
分
基

準
を
変
更
し
、
観
光
の
負
の
外
部
性
を
緩
和

す
る
取
り
組
み
に
よ
り
多
く
の
予
算
が
充
て

ら
れ
る
よ
う
働
き
か
け
る
こ
と
を
検
討
中
で

あ
る
。

宿
泊
税
の
改
定

　短
期
ク
ル
ー
ズ
船
観
光
（
12
時
間
未
満
）

に
対
し
て
、
宿
泊
税
の
現
行
税
率
の
引
き
上

げ
を
求
め
て
い
る
。
ク
ル
ー
ズ
船
が
も
た
ら

す
空
間
利
用
へ
の
大
き
な
影
響
を
、
で
き
る

だ
け
大
き
な
収
入
に
つ
な
げ
、
現
在
市
の
財

政
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
清
掃
や
警
備
な
ど

特
定
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
関
す
る
追

加
的
負
担
を
軽
減
す
る
。
ク
ル
ー
ズ
船
の

シ
ー
ズ
ン
と
船
の
収
容
能
力
の
両
方
に
適
応

し
た
、
累
進
課
税
も
検
討
も
視
野
に
入
れ
て

い
る
。

　バ
ル
セ
ロ
ナ
社
会
の
根
底
に
あ
る
の
は
、

現
在
の
観
光
モ
デ
ル
に
対
す
る
市
民
レ
ベ
ル

で
の
危
機
感
の
共
有
だ
。
そ
の
危
機
感
は
、

観
光
客
の
混
雑
が
不
便
を
も
た
ら
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
単
な
る
利

便
性
の
低
下
を
超
え
て
、
主
に
地
価
高
騰
や

適
切
な
価
格
の
不
動
産
の
不
足
に
よ
る
住
民

や
商
店
の
入
れ
替
え
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
変
質
を
招
き
、
や
が
て
我
が
ま
ち
バ
ル
セ

ロ
ナ
が
誰
の
も
の
で
も
な
く
な
っ
て
し
ま

う
、
と
い
う
都
市
の
存
立
に
関
わ
る
意
思
表

示
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
。

　観
光
政
策
は
、
市
民
の
日
常
生
活
が
維
持

さ
れ
、
観
光
に
よ
っ
て
さ
ら
に
そ
の
質
が
高

め
ら
れ
、
そ
れ
が
ま
た
観
光
的
魅
力
と
し
て

再
生
さ
れ
る
た
め
に
講
じ
ら
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
ま
た
、
観
光
活
動
は
空
間
に
立
ち
現
れ

る
の
で
あ
る
か
ら
、
土
地
利
用
規
制
を
通
し

た
都
市
計
画
と
の
連
動
も
欠
か
せ
な
い
。
観

光
都
市
（ciu

d
ad
 tu

rística

）
で
は
な
く
、

観
光
と
と
も
に
生
き
る
都
市
（ciu

d
ad
 

co
n
 tu

rism
o

）
へ
と
脱
皮
を
図
る
バ
ル
セ

ロ
ナ
の
奮
闘
と
ジ
レ
ン
マ
は
、
次
世
代
の
都

市
と
観
光
の
あ
り
よ
う
を
考
え
る
論
点
を
い

く
つ
も
示
し
て
い
る
。

い
え
、
ゾ
ー
ン
内
で
あ
れ
ば
ど
こ
で
も
立
地

可
能
な
の
で
は
な
く
、
ゾ
ー
ン
内
の
各
行
政

区
ご
と
に
宿
泊
施
設
の
最
大
ベ
ッ
ド
数
が
規

定
さ
れ
、
5
つ
の
行
政
区
に
お
い
て
合
計

4
0
2
5
床
が
上
限
と
な
る
。

　ま
た
、
ゾ
ー
ン
2
同
様
、
宿
泊
施
設
の
規

模
に
応
じ
て
、
宿
泊
施
設
同
士
の
距
離
が
規

定
さ
れ
る
。

　ゾ
ー
ン
4
は
、
市
内
で
大
規
模
再
開
発
が

進
行
中
の
4
区
域
が
該
当
す
る
。
再
開
発
に

応
じ
て
、
一
定
の
宿
泊
施
設
の
立
地
が
認
め

ら
れ
る
。

　か
つ
て
城
壁
外
に
形
成
さ
れ
た
旧
集
落
を

核
に
発
展
し
、
19
世
紀
末
か
ら
20
世
紀
初
頭

に
か
け
て
市
域
に
統
合
さ
れ
た
歴
史
的
市
街

地
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
エ
リ

ア
は
ゾ
ー
ン
2
あ
る
い
は
3
に
相
当
す
る

が
、
都
市
形
態
や
土
地
利
用
の
特
異
性
に
鑑

み
、
各
ゾ
ー
ン
の
規
定
で
は
な
く
、
固
有
の

規
制
が
別
途
定
め
ら
れ
る
。

　ゾ
ー
ン
2
お
よ
び
3
を
走
る
幹
線
道
路
沿

い
は
、
当
該
エ
リ
ア
に
お
け
る
規
制
と
は
ま

た
別
の
規
制
措
置
と
な
る
。
宿
泊
施
設
間
の

距
離
は
1
5
0
m
以
上
離
れ
て
い
る
こ
と
が

条
件
と
な
る
が
、
そ
の
宿
泊
施
設
が
立
地
す

る
ゾ
ー
ン
内
の
別
の
宿
泊
施
設
と
の
距
離
も

同
時
に
勘
案
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
市
の
住
宅
問
題

を
悪
化
さ
せ
て
い
る
と
の
問
題
意
識
に
鑑

み
、
市
は
2
0
1
8
年
10
月
に
6
0
0
㎡
以

上
の
開
発
の
際
に
は
そ
の
床
面
積
の
30
％
を

低
家
賃
の
社
会
住
宅
に
割
り
当
て
る
こ
と
を

義
務
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
30
%
規
制
と
呼
ば

れ
る
都
市
計
画
措
置
を
講
じ
た
。
本
規
制
は

新
規
開
発
だ
け
で
な
く
、
大
規
模
改
修
の
住

宅
再
整
備
に
も
同
様
に
適
用
さ
れ
て
い
る
。

目
的
は
、
手
頃
な
価
格
帯
の
住
宅
を
確
保
す

る
こ
と
で
、
市
民
が
住
み
続
け
る
こ
と
を
可

能
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
当
然
な
が
ら
こ
の

規
制
は
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
に
重
く
の
し
か
か
る

た
め
、
現
在
ま
で
に
こ
の
規
制
で
生
み
出
さ

れ
た
住
戸
は
93
戸
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　2
0
2
3
年
の
市
長
交
代
後
、
30
%
規
制

を
緩
和
あ
る
い
は
撤
廃
す
べ
し
と
の
声
が
上

が
り
、
議
論
が
継
続
中
で
あ
る
。
市
の
住
宅

問
題
に
強
い
N
P
O
は
、
30
%
規
制
の
大
幅

な
緩
和
あ
る
い
は
撤
廃
は
3
9
0
9
棟
の
建

物
に
住
む
6
万
2
7
5
6
世
帯
の
入
居
者
世

帯
を
立
ち
退
き
の
リ
ス
ク
に
さ
ら
す
こ
と
、

最
大
1
万
8
8
2
7
戸
の
追
加
の
公
営
住
宅

を
建
設
す
る
機
会
を
市
が
失
う
こ
と
を
試
算

し
て
い
る
。

民
泊
全
廃
を
め
ぐ
る
議
論

　バ
ル
セ
ロ
ナ
の
み
な
ら
ず
、
社
会
一
般
に

住
宅
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
こ
と
を
背
景

に
、
住
宅
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
問
題
を
抱
え
る

カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
の
複
数
の
自
治
体
に
お
け

る
観
光
用
宿
泊
施
設
を
規
制
す
る
政
令
が

2
0
2
3
年
11
月
7
日
に
承
認
さ
れ
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
は
現
在
ま
で
に

認
可
を
受
け
て
い
る
約
1
万
戸
に
及
ぶ
観
光

フ
ラ
ッ
ト
が
廃
止
さ
れ
る
。
こ
の
措
置
は
、

市
内
の
フ
ラ
ッ
ト
を
観
光
用
途
で
は
な
く
居

住
用
途
に
再
転
換
し
、
住
宅
ス
ト
ッ
ク
を
増

加
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
契
約

者
が
同
居
し
て
い
る
部
屋
貸
し
に
つ
い
て
も

禁
止
の
対
象
と
な
る
。
こ
の
法
令
に
基
づ
け

ば
、
2
0
2
8
年
11
月
ま
で
に
、
バ
ル
セ
ロ

ナ
に
は
観
光
用
ア
パ
ー
ト
は
一
切
な
く
な
る

こ
と
に
な
る
。

　急
に
も
思
え
る
こ
の
政
令
に
対
し
て
、
民

泊
協
会
（
A
P
A
R
T
U
R
）
は
家
族
向
け

の
観
光
部
門
を
壊
滅
さ
せ
る
も
の
と
し
て
猛

反
発
し
て
い
る
。
民
泊
協
会
は
、
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
が
深
刻
に
な
る
中
で
、
共
存
可

能
な
民
泊
の
あ
り
方
を
粘
り
強
く
模
索
し
て

き
た
経
緯
が
あ
り
、
突
然
の
決
定
に
「
市
内

の
民
泊
を
廃
止
す
れ
ば
、
違
法
民
泊
の
急
増

に
つ
な
が
る
だ
け
だ
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

民
泊
協
会
は
設
立
か
ら
一
貫
し
て
違
法
民
泊

の
解
消
に
力
を
注
い
で
き
て
お
り
、
違
法
民

泊
の
増
加
は
市
民
と
の
共
生
を
促
進
す
る
代

わ
り
に
税
金
か
ら
逃
れ
、
住
民
や
観
光
客
と

対
立
す
る
存
在
に
な
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て

い
る
。

観
光
市
民
還
元
基
金

　バ
ル
セ
ロ
ナ
の
宿
泊
税
は
、
正
式
に
は
観

光
施
設
宿
泊
税
と
呼
ば
れ
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ

州
法
に
よ
り
2
0
1
2
年
11
月
か
ら
施
行
さ

れ
て
い
る
。
同
法
に
よ
れ
ば
、
税
収
は
州
の

観
光
振
興
の
促
進
の
た
め
に
使
用
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
観
光
が

　バ
ル
セ
ロ
ナ
市
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
観
光

活
動
の
停
滞
を
踏
ま
え
、
事
業
者
に
対
す
る

臨
時
補
助
金
制
度
を
通
し
て
観
光
産
業
の
回

復
を
軌
道
に
乗
せ
つ
つ
、
一
方
で
コ
ロ
ナ
禍

以
前
に
深
刻
だ
っ
た
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
悪
影
響
を
緩
和
す
る
と
い
う
難
し
い
舵
取

り
を
迫
ら
れ
た
。
2
0
2
1
年
に
は
バ
ル
セ

ロ
ナ
・
グ
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ル
が
宣
言
さ
れ
た
。

グ
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ル
で
は
、
観
光
産
業
を
都

市
経
済
に
お
け
る
戦
略
的
分
野
の
ひ
と
つ
に

位
置
付
け
、
観
光
の
発
展
が
す
べ
て
の
市
民

に
富
を
も
た
ら
す
べ
き
こ
と
が
謳
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
2
0
2
3
年
6
月
に
は
、
急
進

的
な
観
光
政
策
を
推
進
し
て
き
た
ア
ダ
・
コ

ラ
ウ
か
ら
、
ホ
テ
ル
業
界
を
支
持
層
の
一
つ

に
抱
え
る
ジ
ャ
ウ
マ
・
コ
ル
ボ
ー
ニ
に
市
長

が
交
代
し
た
。

　こ
う
し
た
社
会
情
勢
の
変
化
を
受
け
、
観

光
戦
略
2
0
2
0
の
枠
組
み
を
継
続
し
つ

つ
、
市
は
2
0
2
7
年
ま
で
の
短
期
的
措
置

を
新
た
に
講
じ
て
い
る
。
計
画
文
書
に
よ
れ

ば
、
そ
の
目
的
は
「
住
民
の
繁
栄
と
幸
福
の

促
進
を
最
優
先
の
目
的
と
し
、
他
の
経
済
部

門
の
発
展
を
促
す
持
続
可
能
で
敬
意
あ
る
観

光
経
済
を
推
進
す
る
」
こ
と
で
あ
る
。
政
策

策
の
目
玉
で
あ
っ
た
観
光
宿

泊
施
設
特
別
都
市
計
画

（
P
E
U
A
T
）
は
、
よ
り
総

合
的
な
政
策
に
統
合
さ
れ
、

「
観
光
戦
略
プ
ラ
ン
2
0
2
0
」

と
し
て
2
0
1
7
年
1
月
に

発
表
さ
れ
た
。
本
プ
ラ
ン
は
、

そ
の
目
的
を
「
住
民
の
生
活

の
質
と
観
光
客
の
満
足
度
を

両
立
さ
せ
、
観
光
活
動
の
社

会
的
還
元
を
最
大
化
し
、
観

光
地
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
持
続
可

能
性
を
確
保
す
る
こ
と
」
に

置
い
て
い
る
。
混
雑
地
の
観

光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
と
い
っ
た
従
来
の
取
り
組

み
に
加
え
、
交
通
政
策
、
都

市
計
画
（
土
地
利
用
を
通
し

た
観
光
宿
泊
施
設
の
立
地
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
）、
地
域
経
済

の
発
展
、
事
業
者
の
社
会
的

責
任
、
宿
泊
税
な
ど
観
光
に

関
連
す
る
多
分
野
に
わ
た
る

各
種
の
施
策
を
束
ね
る
観
光

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
あ
る

（
阿
部
2
0
2
0
）。

在
化
す
る
と
と
も
に
、
冒
頭
で
紹
介
し
た
よ

う
な
市
民
か
ら
の
観
光
客
へ
の
反
発
（
こ
う

し
た
態
度
は
一
般
的
に
「
観
光
客
嫌
悪
／
観

光
恐
怖
症
」
と
呼
ば
れ
る
）
が
散
発
的
に
生

じ
て
き
た
。
観
光
案
内
板
な
ど
に
ス
プ
レ
ー

で
落
書
き
さ
れ
た〝T

o
u
rist G

o
 H
o
m
e

〞

（
観
光
客
は
帰
れ
）
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、「
観

光
客
の
経
験
の
質
」
に
負
の
影
響
を
与
え
か

ね
な
い
。

　観
光
フ
ラ
ッ
ト
（
直
訳
す
る
と
「
観
光
の

用
に
供
す
る
住
宅
」
で
あ
り
、
日
本
の
民
泊

に
近
い
）
の
数
は
特
に
2
0
1
1
年
以
降
、

飛
躍
的
に
増
加
し
た
（
図
1
）。
2
0
1
1

年
か
ら
2
0
1
4
年
の
間
に
8
2
4
件
か
ら

9
6
0
9
件
へ
と
激
増
し
て
い
る
。

2
0
1
5
年
5
月
の
市
長
選
で
、
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
解
決
を
政
策
の
目
玉
に
据
え

た
ア
ダ
・
コ
ラ
ウ
が
当
選
し
、
宿
泊
施
設
の

立
地
許
可
が
凍
結
さ
れ
た
後
は
、
徐
々
に
そ

の
数
を
減
ら
し
て
い
る
。
こ
れ
は
後
述
す
る

観
光
宿
泊
施
設
の
立
地
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
眼

目
と
す
る
都
市
計
画
措
置
（
P
E
U
A
T
）

の
影
響
で
あ
る
。
な
お
、
登
録
さ
れ
た
観
光

客
用
宿
泊
施
設
の
ベ
ッ
ド
数
を
見
る
と
、

2
0
2
3
年
の
段
階
で
ベ
ッ
ド
は
合
計

15
万
2
3
2
0
床
あ
り
、
そ
の
う
ち
7
万

6
6
6
2
床
が
ホ
テ
ル
、
5
万
8
1
2
4
が

観
光
フ
ラ
ッ
ト
（
民
泊
）
で
あ
っ
た
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
が
地
域
社
会
に
与
え

る
負
の
影
響
は
、
基
本

的
に
は
他
の
観
光
都
市

と
類
似
し
て
い
る
が
、

バ
ル
セ
ロ
ナ
で
特
に
問

題
と
な
っ
て
き
た
の
が

宿
泊
施
設
の
立
地
と
地

価
の
上
昇
、
そ
れ
が
も

た
ら
す
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
変
容
で
あ
っ
た
。

　現
在
の
観
光
政
策
の

原
型
と
な
っ
て
い
る
の

が
2
0
0
8
年
に
策
定

さ
れ
た
観
光
戦
略
プ
ラ

ン
2
0
1
5
で
あ
る
。

プ
ラ
ン
の
目
的
は
、「
観

光
の
改
善
を
促
進
す
る

こ
と
」
と
「
観
光
と
市
民

生
活
を
調
和
さ
せ
る
方

法
を
改
善
す
る
こ
と
」
だ
っ
た
。
ま
だ
観
光

活
動
の
過
剰
な
集
積
が
市
民
共
通
の
問
題
と

し
て
浮
上
す
る
前
の
政
策
な
の
で
、
当
時
と

し
て
は
非
常
に
革
新
的
な
構
想
だ
っ
た
と
言

え
よ
う
。

　そ
の
後
、
2
0
1
3
年
頃
か
ら
観
光
活
動

と
市
民
生
活
の
軋
轢
が
表
面
化
し
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
政
治
争
点
化
す
る
。
野

放
図
な
観
光
の
成
長
へ
の
対
応
が
急
務
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
2
0
1
5
年
に
主
に
以

下
の
3
種
の
措
置
が
緊
急
対
策
と
し
て
考
案

さ
れ
た
。

○
観
光
宿
泊
施
設
特
別
都
市
計
画

（
P
E
U
A
T
）の
策
定
。
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ

ル
、民
泊
、シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
立
地
を
規
制
。

○
観
光
に
関
す
る
議
論
を
促
進
し
、
都
市
の

観
光
モ
デ
ル
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
関

係
者
を
ま
と
め
る
恒
久
的
な
機
関
と
し

て
、
観
光
・
都
市
協
議
会
を
設
立
す
る
。

○
2
0
1
6
〜
2
0
2
0
年
の
市
の
観
光
政

策
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
し
て
、
観
光
戦

略
プ
ラ
ン
2
0
2
0
を
策
定
す
る
。

　2
0
1
5
年
6
月
に
、
ア
ダ
・
コ
ラ
ウ
が

市
長
の
座
に
つ
い
た
（
在
任
2
0
1
5
年
6

月
〜
2
0
2
3
年
6
月
）。
前
記
の
緊
急
対

　テ
ラ
ス
席
に
座
っ
て
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

て
い
る
観
光
客
に
向
け
て
、
地
元
住
民
が
水

鉄
砲
を
放
つ
。
日
本
で
も
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ

ル
に
報
道
さ
れ
た
、
初
夏
の
ス
ペ
イ
ン
・
バ

ル
セ
ロ
ナ
で
の
出
来
事
だ
。「
観
光
客
は
帰

れ
」「
バ
ル
セ
ロ
ナ
は
売
り
物
で
は
な
い
」「
マ

ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
バ
ル
セ
ロ
ナ
を
殺
す
」
等

の
過
激
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ボ
ー
ド
に
記
し
た

約
2
8
0
0
人
に
も
及
ぶ
住
民
た
ち
が
抗
議

の
声
を
上
げ
な
が
ら
観
光
客
が
多
く
集
う
街

路
を
練
り
歩
い
た
。

　地
元
の
自
治
会
連
合
「
観
光
低
減
に
向
け

た
住
民
評
議
会
」に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
こ
の

抗
議
運
動
は
、
混
雑
や
観
光
客
の
マ
ナ
ー
が

主
題
な
の
で
は
な
い
。
観
光
の
止
ま
る
こ
と

を
知
ら
な
い
成
長
が
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
圧
迫

し
、
家
賃
や
物
価
の
高
騰
を
誘
引
し
、
古
く

か
ら
の
市
民
が
住
み
続
け
ら
れ
な
く
な
る
こ

と
。
そ
し
て
観
光
産
業
の
利
益
が
不
当
に
配

分
さ
れ
、
社
会
的
不
平
等
を
拡
大
し
て
い
る

こ
と
。
コ
ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
表
明
さ
れ
て
い

た
観
光
に
対
す
る
市
民
の
不
満
は
、
こ
こ
に

き
て
再
度
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

　も
ち
ろ
ん
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
が
手
を
こ
ま

ね
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
バ
ル
セ
ロ
ナ

市
は
コ
ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
観
光
が
も
た
ら
す

負
の
影
響
が
深
刻
化
し
て
い
た
都
市
で
あ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
的
挑
戦
を
続
け
て
き

た
経
緯
が
あ
る（
阿
部
2
0
2
0
）。む
し
ろ
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
先
進
地
で
あ
る

と
言
え
よ
う
。
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
観

光
活
動
の
停
滞
を
経
て
、
現
在
の
バ
ル
セ
ロ

ナ
は
ど
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
も
と
、
具
体

的
措
置
を
構
想
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
本

稿
で
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
緩
和
を

目
指
す
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
観
光
政
策
の
最
前
線

を
報
告
す
る
。

　2
0
1
9
年
に
約
1
6
1
0
万
人
を
記
録

し
た
観
光
客
数
は
コ
ロ
ナ
禍
で
急
減
す
る
も

の
の
、2
0
2
3
年
に
は
約
1
5
6
0
万
人
、

2
0
2
4
年
に
は
約
1
5
5
0
万
人
に
ま
で

回
復
し
て
い
る
。
観
光
客
の
8
割
は
外
国
人

観
光
客
で
あ
り
、
観
光
立
国
ス
ペ
イ
ン
の
中

で
も
そ
の
割
合
の
高
さ
は
際
立
っ
て
い
る
。

観
光
客
数
は
コ
ロ
ナ
前
よ
り
微
減
し
て
い
る

も
の
の
、
観
光
行
動
の
変
化
で
目
立
つ
の
が

平
均
滞
在
日
数
の
増
加
で
あ
り
、
2
0
1
9

年
と
比
べ
て
9
・
3
%
増
加
し
て
い
る
。
観

光
客
一
人
一
泊
当
た
り
の
消
費
額
も

2
0
2
3
年
か
ら
8
・
7
%
増
加
し
、
観
光

が
も
た
ら
す
経
済
効
果
は
1
0
0
億
ユ
ー
ロ

を
超
え
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　バ
ル
セ
ロ
ナ
で
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が

市
民
の
深
刻
な
懸
念
事
項
に
な
り
出
し
た
の

は
2
0
1
4
年
の
夏
頃
で
あ
る
。
公
共
空
間

や
公
共
交
通
の
混
雑
、
観
光
客
の
マ
ナ
ー
の

悪
化
、
物
価
の
高
騰
、
宿
泊
施
設
の
急
増
に

伴
う
不
動
産
価
格
の
上
昇
、
住
民
や
商
店
の

追
い
出
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
変
容
と

い
っ
た
「
住
民
の
生
活
の
質
」
の
低
下
が
顕

4
．都
市
計
画
を

通
し
た

宿
泊
施
設
の

立
地
規
制

図 3 宿泊施設の立地を規制する特別都市計画のゾーニング

写真2:ボケリア市場

写真1:グエル公園

め
の
具
体
的
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
。
16
エ
リ

ア
の
中
で
、
先
ん
じ
て
対
策
が
講
じ
ら
れ
て

い
る
の
が
特
に
観
光
客
の
集
積
が
顕
著
な
サ

グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
周
辺
地
区
、
ボ
ケ
リ

ア
市
場
、グ
エ
ル
公
園
の
3
エ
リ
ア
で
あ
る
。

主
た
る
対
策
は
、
以
下
に
示
す
よ
う
に
、「
交

通
動
線
の
再
整
理
」「
事
前
予
約
制
の
強
化
」

「
空
間
の
市
民
利
用
の
促
進
」
に
大
別
さ
れ

よ
う
。

民
の
生
活
の
舞
台
と
し
て
も
重
要
で
あ
り
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
空
間
利
用

に
摩
擦
が
生
じ
て
い
る
合
計
16
エ
リ
ア
が
対

象
と
な
っ
て
い
る
（
図
2
、
写
真
1
・
2
）。

こ
う
し
た
エ
リ
ア
は
観
光
活
動
が
優
勢
の
よ

う
に
見
え
る
が
、
市
場
や
小
規
模
生
業
、
商

◎
ゾ
ー
ン
3

新
規
施
設
の
開
設
や

既
存
施
設
の
拡
張
が
可
能

◎
ゾ
ー
ン
1

一
切
の
宿
泊
系
用
途
を

禁
じ
る

◎
ゾ
ー
ン
2

条
件
付
き
認
可
だ
が

原
則
的
に
増
設
は
禁
じ
る

出典：Ajuntament de Barcelona (2024)に筆者追記

「観光都市」から「観光とともに生きる都市」へ3

第265号 May 202523



○
観
光
バ
ス
の
停
留
所
や
タ
ク
シ
ー
乗
り
場

の
撤
去
あ
る
い
は
移
動
：
市
民
生
活
の

動
線
と
重
な
る
領
域
に
あ
る
停
留
所
を

撤
去
し
、
よ
り
幅
員
の
広
い
通
り
入
移

動
す
る
等
（
サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
／

グ
エ
ル
公
園
）

○
不
適
切
な
駐
車
や
自
転
車
の
移
動
、
パ
ー

ソ
ナ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ
車
両
の
速
度
超
過
等

へ
の
監
視
強
化（
サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
）

○
観
光
用
途
以
外
の
地
元
商
業
へ
の
支
援
策

（
サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
）

○
清
掃
や
警
備
活
動
の
強
化

○
市
場
で
提
供
す
る
産
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
適

正
化
（
ボ
ケ
リ
ア
市
場
）

○
観
光
客
と
市
民
の
適
切
な
利
用
規
模
を
設

定
す
る
た
め
の
調
査
の
実
施
（
ボ
ケ
リ
ア

市
場
）

○
市
場
内
・
近
隣
の
公
共
空
間
の
市
民
利
用

の
促
進

○
定
期
バ
ス
路
線
の
強
化
（
グ
エ
ル
公
園
）

○
観
光
客
へ
の
マ
ナ
ー
啓
発
（
グ
エ
ル
公
園
）

○
チ
ケ
ッ
ト
販
売
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
：
入
場

を
事
前
予
約
制
に
す
る
こ
と
で
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
で
の
混
雑
を
避
け
る（
グ
エ
ル
公
園
）。

規
制
の
目
的

　宿
泊
施
設
の
立
地
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
バ

ル
セ
ロ
ナ
の
観
光
政
策
の
中
で
最
も
特
徴
的

な
対
策
の
ひ
と
つ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
都
市

計
画
法
に
基
づ
い
て
、
2
0
1
7
年
1
月
に

可
決
・
承
認
さ
れ
た
の
が
観
光
宿
泊
施
設
特

別
都
市
計
画
（
P
E
U
A
T
）
だ
。
宿
泊
施

設
の
立
地
規
制
を
通
し
て
、
用
途
の
混
在
を

図
り
、
界
隈
の
公
共
空
間
で
の
生
活
を
維
持

す
る
と
と
も
に
そ
こ
へ
の
観
光
の
影
響
を
最

小
限
に
留
め
、
持
続
可
能
な
経
済
活
動
の
展

開
を
図
る
と
こ
ろ
に
狙
い
が
あ
る
。
何
よ
り

も
、
市
民
の
住
む
権
利
を
保
障
す
る
こ
と
が

最
大
の
眼
目
で
あ
る
。

P
E
U
A
T
の
枠
組
み

　P
E
U
A
T
は
ま
ず
民
泊
の
新
規
許
可
を

2
0
1
4
年
段
階
の
9
6
0
9
件
で
凍
結
し

て
お
り
、
民
泊
の
立
地
は
こ
れ
以
降
、
原
則

禁
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
P
E
U
A
T

は
計
画
手
法
と
し
て
は
シ
ン
プ
ル
で
、
市
内

を
大
き
く
4
つ
の
ゾ
ー
ン
に
ゾ
ー
ニ
ン
グ
し

（
図
3
）、
ゾ
ー
ン
ご
と
に
宿
泊
施
設
の
整
備

の
条
件
を
定
め
て
い
る
。
以
下
に
示
す
よ
う

に
、
ほ
ぼ
都
心
の
全
域
を
カ
バ
ー
し
て
い
る

ゾ
ー
ン
1
と
ゾ
ー
ン
2
へ
の
宿
泊
施
設
の
立

地
を
原
則
禁
じ
る
と
い
う
厳
し
い
規
制
が
敷

か
れ
て
い
る
。

　ゾ
ー
ン
1
は
、
建
築
や
町
並
み
、
ビ
ー
チ

等
の
観
光
資
源
が
集
積
し
て
い
る
一
方
、
古

く
か
ら
の
生
活
が
根
付
く
歴
史
的
市
街
地
の

多
く
を
含
ん
で
お
り
、
す
で
に
市
内
の
宿
泊

施
設
の
60
%
以
上
が
集
積
し
、
観
光
系
産
業

の
増
殖
に
よ
る
地
元
商
店
の
構
成
の
変
化
な

ど
、
市
民
生
活
の
舞
台
の
変
容
が
現
れ
つ
つ

あ
る
。
ま
た
、
観
光
客
数
／
住
民
の
割
合
の

高
さ
が
際
立
つ
エ
リ
ア
で
も
あ
る
。
市
の
平

均
は
7
・
5
%
で
あ
る
が
、
ゾ
ー
ン
1
の
平

均
は
25
・
1
%
で
あ
り
、
中
で
も
カ
テ
ド
ラ

ル
や
レ
イ
ア
ー
ル
広
場
が
立
地
す
る
旧
市
街

の
ゴ
シ
ッ
ク
地
区
は
46
%
、
市
内
随
一
の
商

業
地
や
モ
デ
ル
ニ
ス
モ
建
築
が
軒
を
連
ね
る

拡
張
地
区
は
68
%
を
示
し
て
い
る
。

　ゾ
ー
ン
1
の
少
し
外
側
の
エ
リ
ア
に
あ
た

り
、
宿
泊
施
設
の
集
中
が
目
立
ち
始
め
て
お

り
、
か
つ
そ
れ
ら
が
今
後
立
地
す
る
可
能
性

の
高
い
エ
リ
ア
が
該
当
す
る
。
観
光
客
数
／

住
民
の
割
合
は
10
%
程
度
で
あ
る
。
観
光
用

途
と
界
隈
の
生
活
用
途
の
混
在
が
懸
念
さ
れ

る
と
と
も
に
、
公
共
空
間
変
容
の
兆
候
が
あ

る
エ
リ
ア
で
あ
る
。
ゾ
ー
ン
1
の
よ
う
に
宿

泊
施
設
が
飽
和
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、

予
防
的
に
禁
止
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
と

理
解
で
き
る
。

　ゾ
ー
ン
2
も
新
規
開
発
を
原
則
不
許
可
と

し
、ゾ
ー
ン
全
体
の
ベ
ッ
ド
数
を
維
持
す
る
、

す
な
わ
ち
増
加
さ
せ
な
い
こ
と
を
基
本
方
針

と
す
る
。
あ
わ
せ
て
、
宿
泊
施
設
の
規
模
に

応
じ
て
、
宿
泊
施
設
同
士
の
距
離
が
規
定
さ

れ
、
1
5
0
床
を
基
準
に
そ
れ
よ
り
規
模
が

大
き
く
な
る
場
合
、
2
0
0
m
〜
3
0
0
m

の
距
離
の
確
保
が
求
め
ら
れ
る
。

　ゾ
ー
ン
3
は
宿
泊
施
設
の
供
給
が
相
対
的

に
少
な
く
、
地
域
の
物
理
的
容
量
か
ら
見
て

も
ま
だ
受
け
入
れ
が
可
能
な
エ
リ
ア
が
該
当

す
る
。

　ゾ
ー
ン
内
の
宿
泊
施
設
の
総
量
は
、 

市
内

の
ホ
テ
ル
・
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
・
民
泊
の
総

ベ
ッ
ド
数
の
10
%
程
度
が
想
定
さ
れ
る
と
は

の
名
称
で
も
あ
る
「
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

は
、
市
民
の
日
常
生
活
と
融
合
し
た
質
の
高

い
観
光
体
験
を
実
現
す
る
た
め
に
不
可
欠
で

あ
る
、
と
の
立
場
だ
。
経
済
の
多
様
化
を
推

進
し
、
観
光
分
野
以
外
の
人
材
育
成
や
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
を
加
速
さ
せ
、
観
光
に

由
来
す
る
経
済
が
都
市
経
済
に
占
め
る
割
合

を
減
ら
す
こ
と
、
さ
ら
に
観
光
が
社
会
的
利

益
を
生
む
存
在
に
変
革
す
る
こ
と
も
、
併
せ

て
謳
わ
れ
て
い
る
。

　観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
政
策
の
基
本
的
方
針

と
概
要
、
各
方
針
に
基
づ
く
具
体
的
措
置
は

表
1
の
通
り
で
あ
る
。

　い
ず
れ
も
興
味
深
い
対
策
で
あ
る
が
、
本

稿
で
は
紙
面
の
関
係
か
ら
、「
観
光
集
積
地

の
混
雑
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」、「
宿
泊
施
設
の
立

地
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」、「
課
税
」
に
絞
っ
て
、

以
下
に
取
り
組
み
の
特
徴
を
記
述
す
る
。

　政
策
介
入
の
単
位
と
し
て
、
交
流
人
口
か

定
住
人
口
を
問
わ
ず
多
く
の
人
々
が
集
積
す

る
「
大
混
雑
エ
リ
ア
（
E
G
A
）」
を
導
入
し

て
い
る
。
観
光
的
な
魅
力
が
高
い
一
方
、
市

店
等
、
依
然
と
し
て
市
民
生
活
に
と
っ
て
重

要
な
機
能
が
残
存
し
て
い
る
た
め
、
共
存
策

の
実
行
が
急
務
と
の
認
識
だ
。

具
体
的
措
置

　E
G
A
ご
と
に
、「
公
共
空
間
の
占
有
と

混
雑
」「
観
光
に
伴
う
活
動
や
用
途
の
変
化
」

「
歩
行
者
動
線
」「
日
常
生
活
や
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
の
摩
擦
」
を
緩
和
・
軽
減
す
る
た

も
た
ら
す
負
の
影
響
を
軽
減
し
、
市
民
の
生

活
改
善
を
促
進
す
る
取
り
組
み
の
た
め
に
も

再
投
資
が
可
能
で
あ
る
。

　そ
の
財
源
は
「
観
光
市
民
還
元
基
金
」
と

呼
ば
れ
、
市
独
自
の
追
加
課
税
（
滞
在
一
回

に
つ
き
最
大
4
ユ
ー
ロ
）
に
よ
り
可
能
と

な
っ
て
い
る
。
観
光
促
進
の
た
め
に
使
用
さ

れ
る
も
の
で
は
な
く
、
市
の
財
源
に
直
接
還

元
さ
れ
、
具
体
的
に
は
以
下
の
活
動
に
再
投

資
さ
れ
る
。

○
民
泊
の
管
理
強
化

○
観
光
客
の
圧
力
に
最
も
影
響
を
受
け
て
い

る
地
区
の
住
民
の
生
活
の
質
の
向
上

○
観
光
に
依
存
し
な
い
経
済
、
社
会
、
文
化

活
動
の
促
進

○
観
光
の
分
散
化
を
改
善
す
る
新
た
な
コ
ン

テ
ン
ツ
作
成

　市
民
還
元
基
金
は
、
地
域
経
済
活
性
化
に

関
連
す
る
他
の
施
策
と
連
動
し
な
が
ら
、
市

民
向
け
の
文
化
コ
ン
テ
ン
ツ
の
創
出
、
近
隣

商
業
の
復
興
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動

推
進
、
事
業
所
誘
致
等
の
生
活
基
盤
の
再
生

に
も
投
じ
ら
れ
る
。

　バ
ル
セ
ロ
ナ
市
議
会
は
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ

州
政
府
に
対
し
、
宿
泊
税
の
目
的
と
配
分
基

準
を
変
更
し
、
観
光
の
負
の
外
部
性
を
緩
和

す
る
取
り
組
み
に
よ
り
多
く
の
予
算
が
充
て

ら
れ
る
よ
う
働
き
か
け
る
こ
と
を
検
討
中
で

あ
る
。

宿
泊
税
の
改
定

　短
期
ク
ル
ー
ズ
船
観
光
（
12
時
間
未
満
）

に
対
し
て
、
宿
泊
税
の
現
行
税
率
の
引
き
上

げ
を
求
め
て
い
る
。
ク
ル
ー
ズ
船
が
も
た
ら

す
空
間
利
用
へ
の
大
き
な
影
響
を
、
で
き
る

だ
け
大
き
な
収
入
に
つ
な
げ
、
現
在
市
の
財

政
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
清
掃
や
警
備
な
ど

特
定
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
関
す
る
追

加
的
負
担
を
軽
減
す
る
。
ク
ル
ー
ズ
船
の

シ
ー
ズ
ン
と
船
の
収
容
能
力
の
両
方
に
適
応

し
た
、
累
進
課
税
も
検
討
も
視
野
に
入
れ
て

い
る
。

　バ
ル
セ
ロ
ナ
社
会
の
根
底
に
あ
る
の
は
、

現
在
の
観
光
モ
デ
ル
に
対
す
る
市
民
レ
ベ
ル

で
の
危
機
感
の
共
有
だ
。
そ
の
危
機
感
は
、

観
光
客
の
混
雑
が
不
便
を
も
た
ら
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
単
な
る
利

便
性
の
低
下
を
超
え
て
、
主
に
地
価
高
騰
や

適
切
な
価
格
の
不
動
産
の
不
足
に
よ
る
住
民

や
商
店
の
入
れ
替
え
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
変
質
を
招
き
、
や
が
て
我
が
ま
ち
バ
ル
セ

ロ
ナ
が
誰
の
も
の
で
も
な
く
な
っ
て
し
ま

う
、
と
い
う
都
市
の
存
立
に
関
わ
る
意
思
表

示
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
。

　観
光
政
策
は
、
市
民
の
日
常
生
活
が
維
持

さ
れ
、
観
光
に
よ
っ
て
さ
ら
に
そ
の
質
が
高

め
ら
れ
、
そ
れ
が
ま
た
観
光
的
魅
力
と
し
て

再
生
さ
れ
る
た
め
に
講
じ
ら
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
ま
た
、
観
光
活
動
は
空
間
に
立
ち
現
れ

る
の
で
あ
る
か
ら
、
土
地
利
用
規
制
を
通
し

た
都
市
計
画
と
の
連
動
も
欠
か
せ
な
い
。
観

光
都
市
（ciu

d
ad
 tu

rística

）
で
は
な
く
、

観
光
と
と
も
に
生
き
る
都
市
（ciu

d
ad
 

co
n
 tu

rism
o

）
へ
と
脱
皮
を
図
る
バ
ル
セ

ロ
ナ
の
奮
闘
と
ジ
レ
ン
マ
は
、
次
世
代
の
都

市
と
観
光
の
あ
り
よ
う
を
考
え
る
論
点
を
い

く
つ
も
示
し
て
い
る
。

い
え
、
ゾ
ー
ン
内
で
あ
れ
ば
ど
こ
で
も
立
地

可
能
な
の
で
は
な
く
、
ゾ
ー
ン
内
の
各
行
政

区
ご
と
に
宿
泊
施
設
の
最
大
ベ
ッ
ド
数
が
規

定
さ
れ
、
5
つ
の
行
政
区
に
お
い
て
合
計

4
0
2
5
床
が
上
限
と
な
る
。

　ま
た
、
ゾ
ー
ン
2
同
様
、
宿
泊
施
設
の
規

模
に
応
じ
て
、
宿
泊
施
設
同
士
の
距
離
が
規

定
さ
れ
る
。

　ゾ
ー
ン
4
は
、
市
内
で
大
規
模
再
開
発
が

進
行
中
の
4
区
域
が
該
当
す
る
。
再
開
発
に

応
じ
て
、
一
定
の
宿
泊
施
設
の
立
地
が
認
め

ら
れ
る
。

　か
つ
て
城
壁
外
に
形
成
さ
れ
た
旧
集
落
を

核
に
発
展
し
、
19
世
紀
末
か
ら
20
世
紀
初
頭

に
か
け
て
市
域
に
統
合
さ
れ
た
歴
史
的
市
街

地
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
エ
リ

ア
は
ゾ
ー
ン
2
あ
る
い
は
3
に
相
当
す
る

が
、
都
市
形
態
や
土
地
利
用
の
特
異
性
に
鑑

み
、
各
ゾ
ー
ン
の
規
定
で
は
な
く
、
固
有
の

規
制
が
別
途
定
め
ら
れ
る
。

　ゾ
ー
ン
2
お
よ
び
3
を
走
る
幹
線
道
路
沿

い
は
、
当
該
エ
リ
ア
に
お
け
る
規
制
と
は
ま

た
別
の
規
制
措
置
と
な
る
。
宿
泊
施
設
間
の

距
離
は
1
5
0
m
以
上
離
れ
て
い
る
こ
と
が

条
件
と
な
る
が
、
そ
の
宿
泊
施
設
が
立
地
す

る
ゾ
ー
ン
内
の
別
の
宿
泊
施
設
と
の
距
離
も

同
時
に
勘
案
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
市
の
住
宅
問
題

を
悪
化
さ
せ
て
い
る
と
の
問
題
意
識
に
鑑

み
、
市
は
2
0
1
8
年
10
月
に
6
0
0
㎡
以

上
の
開
発
の
際
に
は
そ
の
床
面
積
の
30
％
を

低
家
賃
の
社
会
住
宅
に
割
り
当
て
る
こ
と
を

義
務
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
30
%
規
制
と
呼
ば

れ
る
都
市
計
画
措
置
を
講
じ
た
。
本
規
制
は

新
規
開
発
だ
け
で
な
く
、
大
規
模
改
修
の
住

宅
再
整
備
に
も
同
様
に
適
用
さ
れ
て
い
る
。

目
的
は
、
手
頃
な
価
格
帯
の
住
宅
を
確
保
す

る
こ
と
で
、
市
民
が
住
み
続
け
る
こ
と
を
可

能
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
当
然
な
が
ら
こ
の

規
制
は
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
に
重
く
の
し
か
か
る

た
め
、
現
在
ま
で
に
こ
の
規
制
で
生
み
出
さ

れ
た
住
戸
は
93
戸
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　2
0
2
3
年
の
市
長
交
代
後
、
30
%
規
制

を
緩
和
あ
る
い
は
撤
廃
す
べ
し
と
の
声
が
上

が
り
、
議
論
が
継
続
中
で
あ
る
。
市
の
住
宅

問
題
に
強
い
N
P
O
は
、
30
%
規
制
の
大
幅

な
緩
和
あ
る
い
は
撤
廃
は
3
9
0
9
棟
の
建

物
に
住
む
6
万
2
7
5
6
世
帯
の
入
居
者
世

帯
を
立
ち
退
き
の
リ
ス
ク
に
さ
ら
す
こ
と
、

最
大
1
万
8
8
2
7
戸
の
追
加
の
公
営
住
宅

を
建
設
す
る
機
会
を
市
が
失
う
こ
と
を
試
算

し
て
い
る
。

民
泊
全
廃
を
め
ぐ
る
議
論

　バ
ル
セ
ロ
ナ
の
み
な
ら
ず
、
社
会
一
般
に

住
宅
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
こ
と
を
背
景

に
、
住
宅
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
問
題
を
抱
え
る

カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
の
複
数
の
自
治
体
に
お
け

る
観
光
用
宿
泊
施
設
を
規
制
す
る
政
令
が

2
0
2
3
年
11
月
7
日
に
承
認
さ
れ
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
は
現
在
ま
で
に

認
可
を
受
け
て
い
る
約
1
万
戸
に
及
ぶ
観
光

フ
ラ
ッ
ト
が
廃
止
さ
れ
る
。
こ
の
措
置
は
、

市
内
の
フ
ラ
ッ
ト
を
観
光
用
途
で
は
な
く
居

住
用
途
に
再
転
換
し
、
住
宅
ス
ト
ッ
ク
を
増

加
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
契
約

者
が
同
居
し
て
い
る
部
屋
貸
し
に
つ
い
て
も

禁
止
の
対
象
と
な
る
。
こ
の
法
令
に
基
づ
け

ば
、
2
0
2
8
年
11
月
ま
で
に
、
バ
ル
セ
ロ

ナ
に
は
観
光
用
ア
パ
ー
ト
は
一
切
な
く
な
る

こ
と
に
な
る
。

　急
に
も
思
え
る
こ
の
政
令
に
対
し
て
、
民

泊
協
会
（
A
P
A
R
T
U
R
）
は
家
族
向
け

の
観
光
部
門
を
壊
滅
さ
せ
る
も
の
と
し
て
猛

反
発
し
て
い
る
。
民
泊
協
会
は
、
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
が
深
刻
に
な
る
中
で
、
共
存
可

能
な
民
泊
の
あ
り
方
を
粘
り
強
く
模
索
し
て

き
た
経
緯
が
あ
り
、
突
然
の
決
定
に
「
市
内

の
民
泊
を
廃
止
す
れ
ば
、
違
法
民
泊
の
急
増

に
つ
な
が
る
だ
け
だ
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

民
泊
協
会
は
設
立
か
ら
一
貫
し
て
違
法
民
泊

の
解
消
に
力
を
注
い
で
き
て
お
り
、
違
法
民

泊
の
増
加
は
市
民
と
の
共
生
を
促
進
す
る
代

わ
り
に
税
金
か
ら
逃
れ
、
住
民
や
観
光
客
と

対
立
す
る
存
在
に
な
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て

い
る
。

観
光
市
民
還
元
基
金

　バ
ル
セ
ロ
ナ
の
宿
泊
税
は
、
正
式
に
は
観

光
施
設
宿
泊
税
と
呼
ば
れ
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ

州
法
に
よ
り
2
0
1
2
年
11
月
か
ら
施
行
さ

れ
て
い
る
。
同
法
に
よ
れ
ば
、
税
収
は
州
の

観
光
振
興
の
促
進
の
た
め
に
使
用
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
観
光
が

　バ
ル
セ
ロ
ナ
市
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
観
光

活
動
の
停
滞
を
踏
ま
え
、
事
業
者
に
対
す
る

臨
時
補
助
金
制
度
を
通
し
て
観
光
産
業
の
回

復
を
軌
道
に
乗
せ
つ
つ
、
一
方
で
コ
ロ
ナ
禍

以
前
に
深
刻
だ
っ
た
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
悪
影
響
を
緩
和
す
る
と
い
う
難
し
い
舵
取

り
を
迫
ら
れ
た
。
2
0
2
1
年
に
は
バ
ル
セ

ロ
ナ
・
グ
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ル
が
宣
言
さ
れ
た
。

グ
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ル
で
は
、
観
光
産
業
を
都

市
経
済
に
お
け
る
戦
略
的
分
野
の
ひ
と
つ
に

位
置
付
け
、
観
光
の
発
展
が
す
べ
て
の
市
民

に
富
を
も
た
ら
す
べ
き
こ
と
が
謳
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
2
0
2
3
年
6
月
に
は
、
急
進

的
な
観
光
政
策
を
推
進
し
て
き
た
ア
ダ
・
コ

ラ
ウ
か
ら
、
ホ
テ
ル
業
界
を
支
持
層
の
一
つ

に
抱
え
る
ジ
ャ
ウ
マ
・
コ
ル
ボ
ー
ニ
に
市
長

が
交
代
し
た
。

　こ
う
し
た
社
会
情
勢
の
変
化
を
受
け
、
観

光
戦
略
2
0
2
0
の
枠
組
み
を
継
続
し
つ

つ
、
市
は
2
0
2
7
年
ま
で
の
短
期
的
措
置

を
新
た
に
講
じ
て
い
る
。
計
画
文
書
に
よ
れ

ば
、
そ
の
目
的
は
「
住
民
の
繁
栄
と
幸
福
の

促
進
を
最
優
先
の
目
的
と
し
、
他
の
経
済
部

門
の
発
展
を
促
す
持
続
可
能
で
敬
意
あ
る
観

光
経
済
を
推
進
す
る
」
こ
と
で
あ
る
。
政
策

策
の
目
玉
で
あ
っ
た
観
光
宿

泊
施
設
特
別
都
市
計
画

（
P
E
U
A
T
）
は
、
よ
り
総

合
的
な
政
策
に
統
合
さ
れ
、

「
観
光
戦
略
プ
ラ
ン
2
0
2
0
」

と
し
て
2
0
1
7
年
1
月
に

発
表
さ
れ
た
。
本
プ
ラ
ン
は
、

そ
の
目
的
を
「
住
民
の
生
活

の
質
と
観
光
客
の
満
足
度
を

両
立
さ
せ
、
観
光
活
動
の
社

会
的
還
元
を
最
大
化
し
、
観

光
地
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
持
続
可

能
性
を
確
保
す
る
こ
と
」
に

置
い
て
い
る
。
混
雑
地
の
観

光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
と
い
っ
た
従
来
の
取
り
組

み
に
加
え
、
交
通
政
策
、
都

市
計
画
（
土
地
利
用
を
通
し

た
観
光
宿
泊
施
設
の
立
地
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
）、
地
域
経
済

の
発
展
、
事
業
者
の
社
会
的

責
任
、
宿
泊
税
な
ど
観
光
に

関
連
す
る
多
分
野
に
わ
た
る

各
種
の
施
策
を
束
ね
る
観
光

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
あ
る

（
阿
部
2
0
2
0
）。

在
化
す
る
と
と
も
に
、
冒
頭
で
紹
介
し
た
よ

う
な
市
民
か
ら
の
観
光
客
へ
の
反
発
（
こ
う

し
た
態
度
は
一
般
的
に
「
観
光
客
嫌
悪
／
観

光
恐
怖
症
」
と
呼
ば
れ
る
）
が
散
発
的
に
生

じ
て
き
た
。
観
光
案
内
板
な
ど
に
ス
プ
レ
ー

で
落
書
き
さ
れ
た〝T

o
u
rist G

o
 H
o
m
e

〞

（
観
光
客
は
帰
れ
）
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、「
観

光
客
の
経
験
の
質
」
に
負
の
影
響
を
与
え
か

ね
な
い
。

　観
光
フ
ラ
ッ
ト
（
直
訳
す
る
と
「
観
光
の

よ
う
に
供
す
る
住
宅
」
で
あ
り
、
日
本
の
民

泊
に
近
い
）の
数
は
特
に
2
0
1
1
年
以
降
、

飛
躍
的
に
増
加
し
た
（
図
1
）。
2
0
1
1

年
か
ら
2
0
1
4
年
の
間
に
8
2
4
件
か
ら

9
6
0
9
件
へ
と
激
増
し
て
い
る
。

2
0
1
5
年
5
月
の
市
長
選
で
、
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
解
決
を
政
策
の
目
玉
に
据
え

た
ア
ダ
・
コ
ラ
ウ
が
当
選
し
、
宿
泊
施
設
の

立
地
許
可
が
凍
結
さ
れ
た
後
は
、
徐
々
に
そ

の
数
を
減
ら
し
て
い
る
。
こ
れ
は
後
述
す
る

観
光
宿
泊
施
設
の
立
地
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
眼

目
と
す
る
都
市
計
画
措
置
（
P
E
U
A
T
）

の
影
響
で
あ
る
。
な
お
、
登
録
さ
れ
た
観
光

客
用
宿
泊
施
設
の
ベ
ッ
ド
数
を
見
る
と
、

2
0
2
3
年
の
段
階
で
ベ
ッ
ド
は
合
計
15
万

2
3
2
0
床
あ
り
、
そ
の
う
ち
7
万

6
6
6
2
が
ホ
テ
ル
、
5
万
8
1
2
4
が
観

光
フ
ラ
ッ
ト
（
民
泊
）
で
あ
っ
た
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
が
地
域
社
会
に
与
え

る
負
の
影
響
は
、
基
本

的
に
は
他
の
観
光
都
市

と
類
似
し
て
い
る
が
、

バ
ル
セ
ロ
ナ
で
特
に
問

題
と
な
っ
て
き
た
の
が

宿
泊
施
設
の
立
地
と
地

価
の
上
昇
、
そ
れ
が
も

た
ら
す
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
変
容
で
あ
っ
た
。

　現
在
の
観
光
政
策
の

原
型
と
な
っ
て
い
る
の

が
2
0
0
8
年
に
策
定

さ
れ
た
観
光
戦
略
プ
ラ

ン
2
0
1
5
で
あ
る
。

プ
ラ
ン
の
目
的
は
、「
観

光
の
改
善
を
促
進
す
る

こ
と
」
と
「
観
光
と
市
民

生
活
を
調
和
さ
せ
る
方

法
を
改
善
す
る
こ
と
」
だ
っ
た
。
ま
だ
観
光

活
動
の
過
剰
な
集
積
が
市
民
共
通
の
問
題
と

し
て
浮
上
す
る
前
の
政
策
な
の
で
、
当
時
と

し
て
は
非
常
に
革
新
的
な
構
想
だ
っ
た
と
言

え
よ
う
。

　そ
の
後
、
2
0
1
3
年
頃
か
ら
観
光
活
動

と
市
民
生
活
の
軋
轢
が
表
面
化
し
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
政
治
争
点
化
す
る
。
野

放
図
な
観
光
の
成
長
へ
の
対
応
が
急
務
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
2
0
1
5
年
に
主
に
以

下
の
3
種
の
措
置
が
緊
急
対
策
と
し
て
考
案

さ
れ
た
。

○
観
光
宿
泊
施
設
特
別
都
市
計
画

（
P
E
U
A
T
）の
策
定
。
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ

ル
、民
泊
、シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
立
地
を
規
制
。

○
観
光
に
関
す
る
議
論
を
促
進
し
、
都
市
の

観
光
モ
デ
ル
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
関

係
者
を
ま
と
め
る
恒
久
的
な
機
関
と
し

て
、
観
光
・
都
市
協
議
会
を
設
立
す
る
。

○
2
0
1
6
〜
2
0
2
0
年
の
市
の
観
光
政

策
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
し
て
、
観
光
戦

略
プ
ラ
ン
2
0
2
0
を
策
定
す
る
。

　2
0
1
5
年
6
月
に
、
ア
ダ
・
コ
ラ
ウ
が

市
長
の
座
に
つ
い
た
（
在
任
2
0
1
5
年
6

月
〜
2
0
2
3
年
6
月
）。
前
記
の
緊
急
対

　テ
ラ
ス
席
に
座
っ
て
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

て
い
る
観
光
客
に
向
け
て
、
地
元
住
民
が
水

鉄
砲
を
放
つ
。
日
本
で
も
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ

ル
に
報
道
さ
れ
た
、
初
夏
の
ス
ペ
イ
ン
・
バ

ル
セ
ロ
ナ
で
の
出
来
事
だ
。「
観
光
客
は
帰

れ
」「
バ
ル
セ
ロ
ナ
は
売
り
物
で
は
な
い
」「
マ

ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
バ
ル
セ
ロ
ナ
を
殺
す
」
等

の
過
激
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ボ
ー
ド
に
記
し
た

約
2
8
0
0
人
に
も
及
ぶ
住
民
た
ち
が
抗
議

の
声
を
上
げ
な
が
ら
観
光
客
が
多
く
集
う
街

路
を
練
り
歩
い
た
。

　地
元
の
自
治
会
連
合
「
観
光
低
減
に
向
け

た
住
民
評
議
会
」に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
こ
の

抗
議
運
動
は
、
混
雑
や
観
光
客
の
マ
ナ
ー
が

主
題
な
の
で
は
な
い
。
観
光
の
止
ま
る
こ
と

を
知
ら
な
い
成
長
が
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
圧
迫

し
、
家
賃
や
物
価
の
高
騰
を
誘
引
し
、
古
く

か
ら
の
市
民
が
住
み
続
け
ら
れ
な
く
な
る
こ

と
。
そ
し
て
観
光
産
業
の
利
益
が
不
当
に
配

分
さ
れ
、
社
会
的
不
平
等
を
拡
大
し
て
い
る

こ
と
。
コ
ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
表
明
さ
れ
て
い

た
観
光
客
に
対
す
る
市
民
の
不
満
は
、
こ
こ

に
き
て
再
度
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

　も
ち
ろ
ん
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
が
手
を
こ
ま

ね
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
バ
ル
セ
ロ
ナ

市
は
コ
ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
観
光
が
も
た
ら
す

負
の
影
響
が
深
刻
化
し
て
い
た
都
市
で
あ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
的
挑
戦
を
続
け
て
き

た
経
緯
が
あ
る（
阿
部
2
0
2
0
）。む
し
ろ
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
先
進
地
で
あ
る

と
言
え
よ
う
。
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
観

光
活
動
の
停
滞
を
経
て
、
現
在
の
バ
ル
セ
ロ

ナ
は
ど
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
も
と
、
具
体

的
措
置
を
構
想
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
本

稿
で
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
緩
和
を

目
指
す
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
観
光
政
策
の
最
前
線

を
報
告
す
る
。

　2
0
1
9
年
に
約
1
6
1
0
万
人
を
記
録

し
た
観
光
客
数
は
コ
ロ
ナ
禍
で
急
減
す
る
も

の
の
、2
0
2
3
年
に
は
約
1
5
6
0
万
人
、

2
0
2
4
年
に
は
約
1
5
5
0
万
人
に
ま
で

回
復
し
て
い
る
。
観
光
客
の
8
割
は
外
国
人

観
光
客
で
あ
り
、
観
光
立
国
ス
ペ
イ
ン
の
中

で
も
そ
の
割
合
の
高
さ
は
際
立
っ
て
い
る
。

観
光
客
数
は
コ
ロ
ナ
前
よ
り
微
減
し
て
い
る

も
の
の
、
観
光
行
動
の
変
化
で
目
立
つ
の
が

平
均
滞
在
日
数
の
増
加
で
あ
り
、
2
0
1
9

年
と
比
べ
て
9
・
3
%
増
加
し
て
い
る
。
観

光
客
一
人
一
泊
当
た
り
の
消
費
額
も

2
0
2
3
年
か
ら
8
・
7
%
増
加
し
、
観
光

が
も
た
ら
す
経
済
効
果
は
1
0
0
億
ユ
ー
ロ

を
超
え
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　バ
ル
セ
ロ
ナ
で
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が

市
民
の
深
刻
な
懸
念
事
項
に
な
り
出
し
た
の

は
2
0
1
4
年
の
夏
頃
で
あ
る
。
公
共
空
間

や
公
共
交
通
の
混
雑
、
観
光
客
の
マ
ナ
ー
の

悪
化
、
物
価
の
高
騰
、
宿
泊
施
設
の
急
増
に

伴
う
不
動
産
価
格
の
上
昇
、
住
民
や
商
店
の

追
い
出
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
変
容
と

い
っ
た
「
住
民
の
生
活
の
質
」
の
低
下
が
顕

阿
部
大
輔（
あ
べ・だ
い
す
け
）

龍
谷
大
学
政
策
学
部
政
策
学
科 

教
授
。1
9
7
5
年
ホ
ノ
ル
ル
生

ま
れ
。早
稲
田
大
学
理
工
学
部
土
木
工
学
科
卒
業
、東
京
大
学
大
学

院
工
学
系
研
究 

科
都
市
工
学
専
攻
修
士
課
程
修
了
、同
博
士
課
程

修
了
。2
0
0
3
〜
2
0
0
6
年
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
工
科
大
学
バ
ル

セ
ロ
ナ
建
築
高
等
研
究
院（
E
T
S
A
B
）博
士
課
程
に
留
学（
こ
の
間
、ス
ペ
イ
ン
政

府
給
費
奨
学
生
）。博
士
論
文
提
出
資
格（
D
E
A
）取
得
。博
士（
工
学
）。専
攻
は
都
市

計
画・都
市
デ
ザ
イ
ン
。政
策
研
究
大
学
院
大
学
研
究
助
手
、東
京
大
学
都
市
持
続
再
生

研
究
セ
ン
タ
ー
特
任
助
教
を
経
て
現
職
。2
0
1
8
年
|
2
0
1
9
年
バ
ル
セ
ロ
ナ
自

治
大
学
客
員
研
究
員
。単
著
に『
バ
ル
セ
ロ
ナ
旧
市
街
の
再
生
戦
略
』（
学
芸
出
版
社
、

2
0
0
9 

年
）、共
編
著
に『
ポ
ス
ト・オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム： 

界
隈
を
再
生
す
る
観

光
戦
略
』（
学
芸
出
版
社
、2
0
2
0
年
）、『
C
R
E
A
T
I
V
E 

L
O
C
A
L： 

エ
リ

ア 

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
海
外
編
』（
学
芸
出
版
社
、2
0
1
7
年
）、 『
地
域
空
間
の
包
容
力

と
社
会
的
持
続
性
』（
日
本
経
済
評
論
社
、2
0
1
3
年
）、『
持
続
可
能
な
都
市
再
生
の 

か
た
ち
』（
日
本
評
論
社
、2
0
1
4
年
）な
ど
。

5
．課
税
に
よ
る

観
光
利
益
の

社
会
的
還
元

6
．観
光
と
生
き
る

都
市
へ

＜参考文献＞
Ajuntament de Barcelona, Mesura de Govern per 
a la Gestió Turística2024-2027, 2024
Ajuntament de Barcelona, Turismo 2020 Barcelona Una
estrategia colectiva para un turismo sostenible, 2017
阿部大輔、「バルセロナ　都市計画を通した観光活動適正化の試み」
『ポスト・ オーバーツーリズム』(阿部大輔編)、学芸出版社、
pp.73-100、2020

め
の
具
体
的
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
。
16
エ
リ

ア
の
中
で
、
先
ん
じ
て
対
策
が
講
じ
ら
れ
て

い
る
の
が
特
に
観
光
客
の
集
積
が
顕
著
な
サ

グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
周
辺
地
区
、
ボ
ケ
リ

ア
市
場
、グ
エ
ル
公
園
の
3
エ
リ
ア
で
あ
る
。

主
た
る
対
策
は
、
以
下
に
示
す
よ
う
に
、「
交

通
動
線
の
再
整
理
」「
事
前
予
約
制
の
強
化
」

「
空
間
の
市
民
利
用
の
促
進
」
に
大
別
さ
れ

よ
う
。

民
の
生
活
の
舞
台
と
し
て
も
重
要
で
あ
り
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
空
間
利
用

に
摩
擦
が
生
じ
て
い
る
合
計
16
エ
リ
ア
が
対

象
と
な
っ
て
い
る
（
図
2
、
写
真
1
・
2
）。

こ
う
し
た
エ
リ
ア
は
観
光
活
動
が
優
勢
の
よ

う
に
見
え
る
が
、
市
場
や
小
規
模
生
業
、
商

◎
ゾ
ー
ン
4

再
開
発
に
応
じ
て

立
地
が
可
能

◎
特
別
措
置
エ
リ
ア

◎
幹
線
道
路
沿
い

住
む
権
利
を
確
保
す
る

「
30
%
規
制
」

「観光都市」から「観光とともに生きる都市」へ3
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○
観
光
バ
ス
の
停
留
所
や
タ
ク
シ
ー
乗
り
場

の
撤
去
あ
る
い
は
移
動
：
市
民
生
活
の

動
線
と
重
な
る
領
域
に
あ
る
停
留
所
を

撤
去
し
、
よ
り
幅
員
の
広
い
通
り
入
移

動
す
る
等
（
サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
／

グ
エ
ル
公
園
）

○
不
適
切
な
駐
車
や
自
転
車
の
移
動
、
パ
ー

ソ
ナ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ
車
両
の
速
度
超
過
等

へ
の
監
視
強
化（
サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
）

○
観
光
用
途
以
外
の
地
元
商
業
へ
の
支
援
策

（
サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
）

○
清
掃
や
警
備
活
動
の
強
化

○
市
場
で
提
供
す
る
産
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
適

正
化
（
ボ
ケ
リ
ア
市
場
）

○
観
光
客
と
市
民
の
適
切
な
利
用
規
模
を
設

定
す
る
た
め
の
調
査
の
実
施
（
ボ
ケ
リ
ア

市
場
）

○
市
場
内
・
近
隣
の
公
共
空
間
の
市
民
利
用

の
促
進

○
定
期
バ
ス
路
線
の
強
化
（
グ
エ
ル
公
園
）

○
観
光
客
へ
の
マ
ナ
ー
啓
発
（
グ
エ
ル
公
園
）

○
チ
ケ
ッ
ト
販
売
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
：
入
場

を
事
前
予
約
制
に
す
る
こ
と
で
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
で
の
混
雑
を
避
け
る（
グ
エ
ル
公
園
）。

規
制
の
目
的

　宿
泊
施
設
の
立
地
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
バ

ル
セ
ロ
ナ
の
観
光
政
策
の
中
で
最
も
特
徴
的

な
対
策
の
ひ
と
つ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
都
市

計
画
法
に
基
づ
い
て
、
2
0
1
7
年
1
月
に

可
決
・
承
認
さ
れ
た
の
が
観
光
宿
泊
施
設
特

別
都
市
計
画
（
P
E
U
A
T
）
だ
。
宿
泊
施

設
の
立
地
規
制
を
通
し
て
、
用
途
の
混
在
を

図
り
、
界
隈
の
公
共
空
間
で
の
生
活
を
維
持

す
る
と
と
も
に
そ
こ
へ
の
観
光
の
影
響
を
最

小
限
に
留
め
、
持
続
可
能
な
経
済
活
動
の
展

開
を
図
る
と
こ
ろ
に
狙
い
が
あ
る
。
何
よ
り

も
、
市
民
の
住
む
権
利
を
保
障
す
る
こ
と
が

最
大
の
眼
目
で
あ
る
。

P
E
U
A
T
の
枠
組
み

　P
E
U
A
T
は
ま
ず
民
泊
の
新
規
許
可
を

2
0
1
4
年
段
階
の
9
6
0
9
件
で
凍
結
し

て
お
り
、
民
泊
の
立
地
は
こ
れ
以
降
、
原
則

禁
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
P
E
U
A
T

は
計
画
手
法
と
し
て
は
シ
ン
プ
ル
で
、
市
内

を
大
き
く
4
つ
の
ゾ
ー
ン
に
ゾ
ー
ニ
ン
グ
し

（
図
3
）、
ゾ
ー
ン
ご
と
に
宿
泊
施
設
の
整
備

の
条
件
を
定
め
て
い
る
。
以
下
に
示
す
よ
う

に
、
ほ
ぼ
都
心
の
全
域
を
カ
バ
ー
し
て
い
る

ゾ
ー
ン
1
と
ゾ
ー
ン
2
へ
の
宿
泊
施
設
の
立

地
を
原
則
禁
じ
る
と
い
う
厳
し
い
規
制
が
敷

か
れ
て
い
る
。

　ゾ
ー
ン
1
は
、
建
築
や
町
並
み
、
ビ
ー
チ

等
の
観
光
資
源
が
集
積
し
て
い
る
一
方
、
古

く
か
ら
の
生
活
が
根
付
く
歴
史
的
市
街
地
の

多
く
を
含
ん
で
お
り
、
す
で
に
市
内
の
宿
泊

施
設
の
60
%
以
上
が
集
積
し
、
観
光
系
産
業

の
増
殖
に
よ
る
地
元
商
店
の
構
成
の
変
化
な

ど
、
市
民
生
活
の
舞
台
の
変
容
が
現
れ
つ
つ

あ
る
。
ま
た
、
観
光
客
数
／
住
民
の
割
合
の

高
さ
が
際
立
つ
エ
リ
ア
で
も
あ
る
。
市
の
平

均
は
7
・
5
%
で
あ
る
が
、
ゾ
ー
ン
1
の
平

均
は
25
・
1
%
で
あ
り
、
中
で
も
カ
テ
ド
ラ

ル
や
レ
イ
ア
ー
ル
広
場
が
立
地
す
る
旧
市
街

の
ゴ
シ
ッ
ク
地
区
は
46
%
、
市
内
随
一
の
商

業
地
や
モ
デ
ル
ニ
ス
モ
建
築
が
軒
を
連
ね
る

拡
張
地
区
は
68
%
を
示
し
て
い
る
。

　ゾ
ー
ン
1
の
少
し
外
側
の
エ
リ
ア
に
あ
た

り
、
宿
泊
施
設
の
集
中
が
目
立
ち
始
め
て
お

り
、
か
つ
そ
れ
ら
が
今
後
立
地
す
る
可
能
性

の
高
い
エ
リ
ア
が
該
当
す
る
。
観
光
客
数
／

住
民
の
割
合
は
10
%
程
度
で
あ
る
。
観
光
用

途
と
界
隈
の
生
活
用
途
の
混
在
が
懸
念
さ
れ

る
と
と
も
に
、
公
共
空
間
変
容
の
兆
候
が
あ

る
エ
リ
ア
で
あ
る
。
ゾ
ー
ン
1
の
よ
う
に
宿

泊
施
設
が
飽
和
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、

予
防
的
に
禁
止
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
と

理
解
で
き
る
。

　ゾ
ー
ン
2
も
新
規
開
発
を
原
則
不
許
可
と

し
、ゾ
ー
ン
全
体
の
ベ
ッ
ド
数
を
維
持
す
る
、

す
な
わ
ち
増
加
さ
せ
な
い
こ
と
を
基
本
方
針

と
す
る
。
あ
わ
せ
て
、
宿
泊
施
設
の
規
模
に

応
じ
て
、
宿
泊
施
設
同
士
の
距
離
が
規
定
さ

れ
、
1
5
0
床
を
基
準
に
そ
れ
よ
り
規
模
が

大
き
く
な
る
場
合
、
2
0
0
m
〜
3
0
0
m

の
距
離
の
確
保
が
求
め
ら
れ
る
。

　ゾ
ー
ン
3
は
宿
泊
施
設
の
供
給
が
相
対
的

に
少
な
く
、
地
域
の
物
理
的
容
量
か
ら
見
て

も
ま
だ
受
け
入
れ
が
可
能
な
エ
リ
ア
が
該
当

す
る
。

　ゾ
ー
ン
内
の
宿
泊
施
設
の
総
量
は
、 

市
内

の
ホ
テ
ル
・
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
・
民
泊
の
総

ベ
ッ
ド
数
の
10
%
程
度
が
想
定
さ
れ
る
と
は

の
名
称
で
も
あ
る
「
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

は
、
市
民
の
日
常
生
活
と
融
合
し
た
質
の
高

い
観
光
体
験
を
実
現
す
る
た
め
に
不
可
欠
で

あ
る
、
と
の
立
場
だ
。
経
済
の
多
様
化
を
推

進
し
、
観
光
分
野
以
外
の
人
材
育
成
や
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
を
加
速
さ
せ
、
観
光
に

由
来
す
る
経
済
が
都
市
経
済
に
占
め
る
割
合

を
減
ら
す
こ
と
、
さ
ら
に
観
光
が
社
会
的
利

益
を
生
む
存
在
に
変
革
す
る
こ
と
も
、
併
せ

て
謳
わ
れ
て
い
る
。

　観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
政
策
の
基
本
的
方
針

と
概
要
、
各
方
針
に
基
づ
く
具
体
的
措
置
は

表
1
の
通
り
で
あ
る
。

　い
ず
れ
も
興
味
深
い
対
策
で
あ
る
が
、
本

稿
で
は
紙
面
の
関
係
か
ら
、「
観
光
集
積
地

の
混
雑
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」、「
宿
泊
施
設
の
立

地
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」、「
課
税
」
に
絞
っ
て
、

以
下
に
取
り
組
み
の
特
徴
を
記
述
す
る
。

　政
策
介
入
の
単
位
と
し
て
、
交
流
人
口
か

定
住
人
口
を
問
わ
ず
多
く
の
人
々
が
集
積
す

る
「
大
混
雑
エ
リ
ア
（
E
G
A
）」
を
導
入
し

て
い
る
。
観
光
的
な
魅
力
が
高
い
一
方
、
市

店
等
、
依
然
と
し
て
市
民
生
活
に
と
っ
て
重

要
な
機
能
が
残
存
し
て
い
る
た
め
、
共
存
策

の
実
行
が
急
務
と
の
認
識
だ
。

具
体
的
措
置

　E
G
A
ご
と
に
、「
公
共
空
間
の
占
有
と

混
雑
」「
観
光
に
伴
う
活
動
や
用
途
の
変
化
」

「
歩
行
者
動
線
」「
日
常
生
活
や
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
の
摩
擦
」
を
緩
和
・
軽
減
す
る
た

も
た
ら
す
負
の
影
響
を
軽
減
し
、
市
民
の
生

活
改
善
を
促
進
す
る
取
り
組
み
の
た
め
に
も

再
投
資
が
可
能
で
あ
る
。

　そ
の
財
源
は
「
観
光
市
民
還
元
基
金
」
と

呼
ば
れ
、
市
独
自
の
追
加
課
税
（
滞
在
一
回

に
つ
き
最
大
4
ユ
ー
ロ
）
に
よ
り
可
能
と

な
っ
て
い
る
。
観
光
促
進
の
た
め
に
使
用
さ

れ
る
も
の
で
は
な
く
、
市
の
財
源
に
直
接
還

元
さ
れ
、
具
体
的
に
は
以
下
の
活
動
に
再
投

資
さ
れ
る
。

○
民
泊
の
管
理
強
化

○
観
光
客
の
圧
力
に
最
も
影
響
を
受
け
て
い

る
地
区
の
住
民
の
生
活
の
質
の
向
上

○
観
光
に
依
存
し
な
い
経
済
、
社
会
、
文
化

活
動
の
促
進

○
観
光
の
分
散
化
を
改
善
す
る
新
た
な
コ
ン

テ
ン
ツ
作
成

　市
民
還
元
基
金
は
、
地
域
経
済
活
性
化
に

関
連
す
る
他
の
施
策
と
連
動
し
な
が
ら
、
市

民
向
け
の
文
化
コ
ン
テ
ン
ツ
の
創
出
、
近
隣

商
業
の
振
興
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動

推
進
、
事
業
所
誘
致
等
の
生
活
基
盤
の
再
生

に
も
投
じ
ら
れ
る
。

　バ
ル
セ
ロ
ナ
市
議
会
は
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ

州
政
府
に
対
し
、
宿
泊
税
の
目
的
と
配
分
基

準
を
変
更
し
、
観
光
の
負
の
外
部
性
を
緩
和

す
る
取
り
組
み
に
よ
り
多
く
の
予
算
が
充
て

ら
れ
る
よ
う
働
き
か
け
る
こ
と
を
検
討
中
で

あ
る
。

宿
泊
税
の
改
定

　短
期
ク
ル
ー
ズ
船
観
光
（
12
時
間
未
満
）

に
対
し
て
、
宿
泊
税
の
現
行
税
率
の
引
き
上

げ
を
求
め
て
い
る
。
ク
ル
ー
ズ
船
が
も
た
ら

す
空
間
利
用
へ
の
大
き
な
影
響
を
、
で
き
る

だ
け
大
き
な
収
入
に
つ
な
げ
、
現
在
市
の
財

政
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
清
掃
や
警
備
な
ど

特
定
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
関
す
る
追

加
的
負
担
を
軽
減
す
る
。
ク
ル
ー
ズ
船
の

シ
ー
ズ
ン
と
船
の
収
容
能
力
の
両
方
に
適
応

し
た
、
累
進
課
税
も
検
討
も
視
野
に
入
れ
て

い
る
。

　バ
ル
セ
ロ
ナ
社
会
の
根
底
に
あ
る
の
は
、

現
在
の
観
光
モ
デ
ル
に
対
す
る
市
民
レ
ベ
ル

で
の
危
機
感
の
共
有
だ
。
そ
の
危
機
感
は
、

観
光
客
の
混
雑
が
不
便
を
も
た
ら
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
単
な
る
利

便
性
の
低
下
を
超
え
て
、
主
に
地
価
高
騰
や

適
切
な
価
格
の
不
動
産
の
不
足
に
よ
る
住
民

や
商
店
の
入
れ
替
え
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
変
質
を
招
き
、
や
が
て
我
が
ま
ち
バ
ル
セ

ロ
ナ
が
誰
の
も
の
で
も
な
く
な
っ
て
し
ま

う
、
と
い
う
都
市
の
存
立
に
関
わ
る
意
思
表

示
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
。

　観
光
政
策
は
、
市
民
の
日
常
生
活
が
維
持

さ
れ
、
観
光
に
よ
っ
て
さ
ら
に
そ
の
質
が
高

め
ら
れ
、
そ
れ
が
ま
た
観
光
的
魅
力
と
し
て

再
生
さ
れ
る
た
め
に
講
じ
ら
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
ま
た
、
観
光
活
動
は
空
間
に
立
ち
現
れ

る
の
で
あ
る
か
ら
、
土
地
利
用
規
制
を
通
し

た
都
市
計
画
と
の
連
動
も
欠
か
せ
な
い
。
観

光
都
市
（ciu

d
ad
 tu

rística

）
で
は
な
く
、

観
光
と
と
も
に
生
き
る
都
市
（ciu

d
ad
 

co
n
 tu

rism
o

）
へ
と
脱
皮
を
図
る
バ
ル
セ

ロ
ナ
の
奮
闘
と
ジ
レ
ン
マ
は
、
次
世
代
の
都

市
と
観
光
の
あ
り
よ
う
を
考
え
る
論
点
を
い

く
つ
も
示
し
て
い
る
。

い
え
、
ゾ
ー
ン
内
で
あ
れ
ば
ど
こ
で
も
立
地

可
能
な
の
で
は
な
く
、
ゾ
ー
ン
内
の
各
行
政

区
ご
と
に
宿
泊
施
設
の
最
大
ベ
ッ
ド
数
が
規

定
さ
れ
、
5
つ
の
行
政
区
に
お
い
て
合
計

4
0
2
5
床
が
上
限
と
な
る
。

　ま
た
、
ゾ
ー
ン
2
同
様
、
宿
泊
施
設
の
規

模
に
応
じ
て
、
宿
泊
施
設
同
士
の
距
離
が
規

定
さ
れ
る
。

　ゾ
ー
ン
4
は
、
市
内
で
大
規
模
再
開
発
が

進
行
中
の
4
区
域
が
該
当
す
る
。
再
開
発
に

応
じ
て
、
一
定
の
宿
泊
施
設
の
立
地
が
認
め

ら
れ
る
。

　か
つ
て
城
壁
外
に
形
成
さ
れ
た
旧
集
落
を

核
に
発
展
し
、
19
世
紀
末
か
ら
20
世
紀
初
頭

に
か
け
て
市
域
に
統
合
さ
れ
た
歴
史
的
市
街

地
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
エ
リ

ア
は
ゾ
ー
ン
2
あ
る
い
は
3
に
相
当
す
る

が
、
都
市
形
態
や
土
地
利
用
の
特
異
性
に
鑑

み
、
各
ゾ
ー
ン
の
規
定
で
は
な
く
、
固
有
の

規
制
が
別
途
定
め
ら
れ
る
。

　ゾ
ー
ン
2
お
よ
び
3
を
走
る
幹
線
道
路
沿

い
は
、
当
該
エ
リ
ア
に
お
け
る
規
制
と
は
ま

た
別
の
規
制
措
置
と
な
る
。
宿
泊
施
設
間
の

距
離
は
1
5
0
m
以
上
離
れ
て
い
る
こ
と
が

条
件
と
な
る
が
、
そ
の
宿
泊
施
設
が
立
地
す

る
ゾ
ー
ン
内
の
別
の
宿
泊
施
設
と
の
距
離
も

同
時
に
勘
案
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
市
の
住
宅
問
題

を
悪
化
さ
せ
て
い
る
と
の
問
題
意
識
に
鑑

み
、
市
は
2
0
1
8
年
10
月
に
6
0
0
㎡
以

上
の
開
発
の
際
に
は
そ
の
床
面
積
の
30
％
を

低
家
賃
の
社
会
住
宅
に
割
り
当
て
る
こ
と
を

義
務
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
30
%
規
制
と
呼
ば

れ
る
都
市
計
画
措
置
を
講
じ
た
。
本
規
制
は

新
規
開
発
だ
け
で
な
く
、
大
規
模
改
修
の
住

宅
再
整
備
に
も
同
様
に
適
用
さ
れ
て
い
る
。

目
的
は
、
手
頃
な
価
格
帯
の
住
宅
を
確
保
す

る
こ
と
で
、
市
民
が
住
み
続
け
る
こ
と
を
可

能
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
当
然
な
が
ら
こ
の

規
制
は
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
に
重
く
の
し
か
か
る

た
め
、
現
在
ま
で
に
こ
の
規
制
で
生
み
出
さ

れ
た
住
戸
は
93
戸
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　2
0
2
3
年
の
市
長
交
代
後
、
30
%
規
制

を
緩
和
あ
る
い
は
撤
廃
す
べ
し
と
の
声
が
上

が
り
、
議
論
が
継
続
中
で
あ
る
。
市
の
住
宅

問
題
に
強
い
N
P
O
は
、
30
%
規
制
の
大
幅

な
緩
和
あ
る
い
は
撤
廃
は
3
9
0
9
棟
の
建

物
に
住
む
6
万
2
7
5
6
世
帯
の
入
居
者
世

帯
を
立
ち
退
き
の
リ
ス
ク
に
さ
ら
す
こ
と
、

最
大
1
万
8
8
2
7
戸
の
追
加
の
公
営
住
宅

を
建
設
す
る
機
会
を
市
が
失
う
こ
と
を
試
算

し
て
い
る
。

民
泊
全
廃
を
め
ぐ
る
議
論

　バ
ル
セ
ロ
ナ
の
み
な
ら
ず
、
社
会
一
般
に

住
宅
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
こ
と
を
背
景

に
、
住
宅
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
問
題
を
抱
え
る

カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
の
複
数
の
自
治
体
に
お
け

る
観
光
用
宿
泊
施
設
を
規
制
す
る
政
令
が

2
0
2
3
年
11
月
7
日
に
承
認
さ
れ
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
は
現
在
ま
で
に

認
可
を
受
け
て
い
る
約
1
万
戸
に
及
ぶ
観
光

フ
ラ
ッ
ト
が
廃
止
さ
れ
る
。
こ
の
措
置
は
、

市
内
の
フ
ラ
ッ
ト
を
観
光
用
途
で
は
な
く
居

住
用
途
に
再
転
換
し
、
住
宅
ス
ト
ッ
ク
を
増

加
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
契
約

者
が
同
居
し
て
い
る
部
屋
貸
し
に
つ
い
て
も

禁
止
の
対
象
と
な
る
。
こ
の
法
令
に
基
づ
け

ば
、
2
0
2
8
年
11
月
ま
で
に
、
バ
ル
セ
ロ

ナ
に
は
観
光
用
ア
パ
ー
ト
は
一
切
な
く
な
る

こ
と
に
な
る
。

　急
に
も
思
え
る
こ
の
政
令
に
対
し
て
、
民

泊
協
会
（
A
P
A
R
T
U
R
）
は
家
族
向
け

の
観
光
部
門
を
壊
滅
さ
せ
る
も
の
と
し
て
猛

反
発
し
て
い
る
。
民
泊
協
会
は
、
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
が
深
刻
に
な
る
中
で
、
共
存
可

能
な
民
泊
の
あ
り
方
を
粘
り
強
く
模
索
し
て

き
た
経
緯
が
あ
り
、
突
然
の
決
定
に
「
市
内

の
民
泊
を
廃
止
す
れ
ば
、
違
法
民
泊
の
急
増

に
つ
な
が
る
だ
け
だ
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

民
泊
協
会
は
設
立
か
ら
一
貫
し
て
違
法
民
泊

の
解
消
に
力
を
注
い
で
き
て
お
り
、
違
法
民

泊
の
増
加
は
市
民
と
の
共
生
を
促
進
す
る
代

わ
り
に
税
金
か
ら
逃
れ
、
住
民
や
観
光
客
と

対
立
す
る
存
在
に
な
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て

い
る
。

観
光
市
民
還
元
基
金

　バ
ル
セ
ロ
ナ
の
宿
泊
税
は
、
正
式
に
は
観

光
施
設
宿
泊
税
と
呼
ば
れ
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ

州
法
に
よ
り
2
0
1
2
年
11
月
か
ら
施
行
さ

れ
て
い
る
。
同
法
に
よ
れ
ば
、
税
収
は
州
の

観
光
振
興
の
促
進
の
た
め
に
使
用
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
観
光
が

　バ
ル
セ
ロ
ナ
市
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
観
光

活
動
の
停
滞
を
踏
ま
え
、
事
業
者
に
対
す
る

臨
時
補
助
金
制
度
を
通
し
て
観
光
産
業
の
回

復
を
軌
道
に
乗
せ
つ
つ
、
一
方
で
コ
ロ
ナ
禍

以
前
に
深
刻
だ
っ
た
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
悪
影
響
を
緩
和
す
る
と
い
う
難
し
い
舵
取

り
を
迫
ら
れ
た
。
2
0
2
1
年
に
は
バ
ル
セ

ロ
ナ
・
グ
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ル
が
宣
言
さ
れ
た
。

グ
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ル
で
は
、
観
光
産
業
を
都

市
経
済
に
お
け
る
戦
略
的
分
野
の
ひ
と
つ
に

位
置
付
け
、
観
光
の
発
展
が
す
べ
て
の
市
民

に
富
を
も
た
ら
す
べ
き
こ
と
が
謳
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
2
0
2
3
年
6
月
に
は
、
急
進

的
な
観
光
政
策
を
推
進
し
て
き
た
ア
ダ
・
コ

ラ
ウ
か
ら
、
ホ
テ
ル
業
界
を
支
持
層
の
一
つ

に
抱
え
る
ジ
ャ
ウ
マ
・
コ
ル
ボ
ー
ニ
に
市
長

が
交
代
し
た
。

　こ
う
し
た
社
会
情
勢
の
変
化
を
受
け
、
観

光
戦
略
2
0
2
0
の
枠
組
み
を
継
続
し
つ

つ
、
市
は
2
0
2
7
年
ま
で
の
短
期
的
措
置

を
新
た
に
講
じ
て
い
る
。
計
画
文
書
に
よ
れ

ば
、
そ
の
目
的
は
「
住
民
の
繁
栄
と
幸
福
の

促
進
を
最
優
先
の
目
的
と
し
、
他
の
経
済
部

門
の
発
展
を
促
す
持
続
可
能
で
敬
意
あ
る
観

光
経
済
を
推
進
す
る
」
こ
と
で
あ
る
。
政
策

策
の
目
玉
で
あ
っ
た
観
光
宿

泊
施
設
特
別
都
市
計
画

（
P
E
U
A
T
）
は
、
よ
り
総

合
的
な
政
策
に
統
合
さ
れ
、

「
観
光
戦
略
プ
ラ
ン
2
0
2
0
」

と
し
て
2
0
1
7
年
1
月
に

発
表
さ
れ
た
。
本
プ
ラ
ン
は
、

そ
の
目
的
を
「
住
民
の
生
活

の
質
と
観
光
客
の
満
足
度
を

両
立
さ
せ
、
観
光
活
動
の
社

会
的
還
元
を
最
大
化
し
、
観

光
地
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
持
続
可

能
性
を
確
保
す
る
こ
と
」
に

置
い
て
い
る
。
混
雑
地
の
観

光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
と
い
っ
た
従
来
の
取
り
組

み
に
加
え
、
交
通
政
策
、
都

市
計
画
（
土
地
利
用
を
通
し

た
観
光
宿
泊
施
設
の
立
地
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
）、
地
域
経
済

の
発
展
、
事
業
者
の
社
会
的

責
任
、
宿
泊
税
な
ど
観
光
に

関
連
す
る
多
分
野
に
わ
た
る

各
種
の
施
策
を
束
ね
る
観
光

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
あ
る

（
阿
部
2
0
2
0
）。

在
化
す
る
と
と
も
に
、
冒
頭
で
紹
介
し
た
よ

う
な
市
民
か
ら
の
観
光
客
へ
の
反
発
（
こ
う

し
た
態
度
は
一
般
的
に
「
観
光
客
嫌
悪
／
観

光
恐
怖
症
」
と
呼
ば
れ
る
）
が
散
発
的
に
生

じ
て
き
た
。
観
光
案
内
板
な
ど
に
ス
プ
レ
ー

で
落
書
き
さ
れ
た〝T

o
u
rist G

o
 H
o
m
e

〞

（
観
光
客
は
帰
れ
）
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、「
観

光
客
の
経
験
の
質
」
に
負
の
影
響
を
与
え
か

ね
な
い
。

　観
光
フ
ラ
ッ
ト
（
直
訳
す
る
と
「
観
光
の

用
に
供
す
る
住
宅
」
で
あ
り
、
日
本
の
民
泊

に
近
い
）
の
数
は
特
に
2
0
1
1
年
以
降
、

飛
躍
的
に
増
加
し
た
（
図
1
）。
2
0
1
1

年
か
ら
2
0
1
4
年
の
間
に
8
2
4
件
か
ら

9
6
0
9
件
へ
と
激
増
し
て
い
る
。

2
0
1
5
年
5
月
の
市
長
選
で
、
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
解
決
を
政
策
の
目
玉
に
据
え

た
ア
ダ
・
コ
ラ
ウ
が
当
選
し
、
宿
泊
施
設
の

立
地
許
可
が
凍
結
さ
れ
た
後
は
、
徐
々
に
そ

の
数
を
減
ら
し
て
い
る
。
こ
れ
は
後
述
す
る

観
光
宿
泊
施
設
の
立
地
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
眼

目
と
す
る
都
市
計
画
措
置
（
P
E
U
A
T
）

の
影
響
で
あ
る
。
な
お
、
登
録
さ
れ
た
観
光

客
用
宿
泊
施
設
の
ベ
ッ
ド
数
を
見
る
と
、

2
0
2
3
年
の
段
階
で
ベ
ッ
ド
は
合
計

15
万
2
3
2
0
床
あ
り
、
そ
の
う
ち
7
万

6
6
6
2
床
が
ホ
テ
ル
、
5
万
8
1
2
4
が

観
光
フ
ラ
ッ
ト
（
民
泊
）
で
あ
っ
た
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
が
地
域
社
会
に
与
え

る
負
の
影
響
は
、
基
本

的
に
は
他
の
観
光
都
市

と
類
似
し
て
い
る
が
、

バ
ル
セ
ロ
ナ
で
特
に
問

題
と
な
っ
て
き
た
の
が

宿
泊
施
設
の
立
地
と
地

価
の
上
昇
、
そ
れ
が
も

た
ら
す
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
変
容
で
あ
っ
た
。

　現
在
の
観
光
政
策
の

原
型
と
な
っ
て
い
る
の

が
2
0
0
8
年
に
策
定

さ
れ
た
観
光
戦
略
プ
ラ

ン
2
0
1
5
で
あ
る
。

プ
ラ
ン
の
目
的
は
、「
観

光
の
改
善
を
促
進
す
る

こ
と
」
と
「
観
光
と
市
民

生
活
を
調
和
さ
せ
る
方

法
を
改
善
す
る
こ
と
」
だ
っ
た
。
ま
だ
観
光

活
動
の
過
剰
な
集
積
が
市
民
共
通
の
問
題
と

し
て
浮
上
す
る
前
の
政
策
な
の
で
、
当
時
と

し
て
は
非
常
に
革
新
的
な
構
想
だ
っ
た
と
言

え
よ
う
。

　そ
の
後
、
2
0
1
3
年
頃
か
ら
観
光
活
動

と
市
民
生
活
の
軋
轢
が
表
面
化
し
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
政
治
争
点
化
す
る
。
野

放
図
な
観
光
の
成
長
へ
の
対
応
が
急
務
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
2
0
1
5
年
に
主
に
以

下
の
3
種
の
措
置
が
緊
急
対
策
と
し
て
考
案

さ
れ
た
。

○
観
光
宿
泊
施
設
特
別
都
市
計
画

（
P
E
U
A
T
）の
策
定
。
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ

ル
、民
泊
、シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
立
地
を
規
制
。

○
観
光
に
関
す
る
議
論
を
促
進
し
、
都
市
の

観
光
モ
デ
ル
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
関

係
者
を
ま
と
め
る
恒
久
的
な
機
関
と
し

て
、
観
光
・
都
市
協
議
会
を
設
立
す
る
。

○
2
0
1
6
〜
2
0
2
0
年
の
市
の
観
光
政

策
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
し
て
、
観
光
戦

略
プ
ラ
ン
2
0
2
0
を
策
定
す
る
。

　2
0
1
5
年
6
月
に
、
ア
ダ
・
コ
ラ
ウ
が

市
長
の
座
に
つ
い
た
（
在
任
2
0
1
5
年
6

月
〜
2
0
2
3
年
6
月
）。
前
記
の
緊
急
対

　テ
ラ
ス
席
に
座
っ
て
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

て
い
る
観
光
客
に
向
け
て
、
地
元
住
民
が
水

鉄
砲
を
放
つ
。
日
本
で
も
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ

ル
に
報
道
さ
れ
た
、
初
夏
の
ス
ペ
イ
ン
・
バ

ル
セ
ロ
ナ
で
の
出
来
事
だ
。「
観
光
客
は
帰

れ
」「
バ
ル
セ
ロ
ナ
は
売
り
物
で
は
な
い
」「
マ

ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
バ
ル
セ
ロ
ナ
を
殺
す
」
等

の
過
激
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ボ
ー
ド
に
記
し
た

約
2
8
0
0
人
に
も
及
ぶ
住
民
た
ち
が
抗
議

の
声
を
上
げ
な
が
ら
観
光
客
が
多
く
集
う
街

路
を
練
り
歩
い
た
。

　地
元
の
自
治
会
連
合
「
観
光
低
減
に
向
け

た
住
民
評
議
会
」に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
こ
の

抗
議
運
動
は
、
混
雑
や
観
光
客
の
マ
ナ
ー
が

主
題
な
の
で
は
な
い
。
観
光
の
止
ま
る
こ
と

を
知
ら
な
い
成
長
が
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
圧
迫

し
、
家
賃
や
物
価
の
高
騰
を
誘
引
し
、
古
く

か
ら
の
市
民
が
住
み
続
け
ら
れ
な
く
な
る
こ

と
。
そ
し
て
観
光
産
業
の
利
益
が
不
当
に
配

分
さ
れ
、
社
会
的
不
平
等
を
拡
大
し
て
い
る

こ
と
。
コ
ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
表
明
さ
れ
て
い

た
観
光
に
対
す
る
市
民
の
不
満
は
、
こ
こ
に

き
て
再
度
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

　も
ち
ろ
ん
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
が
手
を
こ
ま

ね
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
バ
ル
セ
ロ
ナ

市
は
コ
ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
観
光
が
も
た
ら
す

負
の
影
響
が
深
刻
化
し
て
い
た
都
市
で
あ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
的
挑
戦
を
続
け
て
き

た
経
緯
が
あ
る（
阿
部
2
0
2
0
）。む
し
ろ
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
先
進
地
で
あ
る

と
言
え
よ
う
。
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
観

光
活
動
の
停
滞
を
経
て
、
現
在
の
バ
ル
セ
ロ

ナ
は
ど
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
も
と
、
具
体

的
措
置
を
構
想
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
本

稿
で
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
緩
和
を

目
指
す
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
観
光
政
策
の
最
前
線

を
報
告
す
る
。

　2
0
1
9
年
に
約
1
6
1
0
万
人
を
記
録

し
た
観
光
客
数
は
コ
ロ
ナ
禍
で
急
減
す
る
も

の
の
、2
0
2
3
年
に
は
約
1
5
6
0
万
人
、

2
0
2
4
年
に
は
約
1
5
5
0
万
人
に
ま
で

回
復
し
て
い
る
。
観
光
客
の
8
割
は
外
国
人

観
光
客
で
あ
り
、
観
光
立
国
ス
ペ
イ
ン
の
中

で
も
そ
の
割
合
の
高
さ
は
際
立
っ
て
い
る
。

観
光
客
数
は
コ
ロ
ナ
前
よ
り
微
減
し
て
い
る

も
の
の
、
観
光
行
動
の
変
化
で
目
立
つ
の
が

平
均
滞
在
日
数
の
増
加
で
あ
り
、
2
0
1
9

年
と
比
べ
て
9
・
3
%
増
加
し
て
い
る
。
観

光
客
一
人
一
泊
当
た
り
の
消
費
額
も

2
0
2
3
年
か
ら
8
・
7
%
増
加
し
、
観
光

が
も
た
ら
す
経
済
効
果
は
1
0
0
億
ユ
ー
ロ

を
超
え
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　バ
ル
セ
ロ
ナ
で
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が

市
民
の
深
刻
な
懸
念
事
項
に
な
り
出
し
た
の

は
2
0
1
4
年
の
夏
頃
で
あ
る
。
公
共
空
間

や
公
共
交
通
の
混
雑
、
観
光
客
の
マ
ナ
ー
の

悪
化
、
物
価
の
高
騰
、
宿
泊
施
設
の
急
増
に

伴
う
不
動
産
価
格
の
上
昇
、
住
民
や
商
店
の

追
い
出
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
変
容
と

い
っ
た
「
住
民
の
生
活
の
質
」
の
低
下
が
顕

阿
部
大
輔（
あ
べ・だ
い
す
け
）

龍
谷
大
学
政
策
学
部
政
策
学
科 

教
授
。1
9
7
5
年
ホ
ノ
ル
ル
生

ま
れ
。早
稲
田
大
学
理
工
学
部
土
木
工
学
科
卒
業
、東
京
大
学
大
学

院
工
学
系
研
究 

科
都
市
工
学
専
攻
修
士
課
程
修
了
、同
博
士
課
程

修
了
。2
0
0
3
〜
2
0
0
6
年
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
工
科
大
学
バ
ル

セ
ロ
ナ
建
築
高
等
研
究
院（
E
T
S
A
B
）博
士
課
程
に
留
学（
こ
の
間
、ス
ペ
イ
ン
政

府
給
費
奨
学
生
）。博
士
論
文
提
出
資
格（
D
E
A
）取
得
。博
士（
工
学
）。専
攻
は
都
市

計
画・都
市
デ
ザ
イ
ン
。政
策
研
究
大
学
院
大
学
研
究
助
手
、東
京
大
学
都
市
持
続
再
生

研
究
セ
ン
タ
ー
特
任
助
教
を
経
て
現
職
。2
0
1
8
年
|
2
0
1
9
年
バ
ル
セ
ロ
ナ
自

治
大
学
客
員
研
究
員
。単
著
に『
バ
ル
セ
ロ
ナ
旧
市
街
の
再
生
戦
略
』（
学
芸
出
版
社
、

2
0
0
9 

年
）、共
編
著
に『
ポ
ス
ト・オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム： 

界
隈
を
再
生
す
る
観

光
戦
略
』（
学
芸
出
版
社
、2
0
2
0
年
）、『
C
R
E
A
T
I
V
E 

L
O
C
A
L： 

エ
リ

ア 

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
海
外
編
』（
学
芸
出
版
社
、2
0
1
7
年
）、 『
地
域
空
間
の
包
容
力

と
社
会
的
持
続
性
』（
日
本
経
済
評
論
社
、2
0
1
3
年
）、『
持
続
可
能
な
都
市
再
生
の 

か
た
ち
』（
日
本
評
論
社
、2
0
1
4
年
）な
ど
。

5
．課
税
に
よ
る

観
光
利
益
の

社
会
的
還
元

6
．観
光
と
生
き
る

都
市
へ
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Ajuntament de Barcelona, Turismo 2020 Barcelona Una
estrategia colectiva para un turismo sostenible, 2017
阿部大輔、「バルセロナ　都市計画を通した観光活動適正化の試み」
『ポスト・ オーバーツーリズム』(阿部大輔編)、学芸出版社、
pp.73-100、2020

め
の
具
体
的
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
。
16
エ
リ

ア
の
中
で
、
先
ん
じ
て
対
策
が
講
じ
ら
れ
て

い
る
の
が
特
に
観
光
客
の
集
積
が
顕
著
な
サ

グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
周
辺
地
区
、
ボ
ケ
リ

ア
市
場
、グ
エ
ル
公
園
の
3
エ
リ
ア
で
あ
る
。

主
た
る
対
策
は
、
以
下
に
示
す
よ
う
に
、「
交

通
動
線
の
再
整
理
」「
事
前
予
約
制
の
強
化
」

「
空
間
の
市
民
利
用
の
促
進
」
に
大
別
さ
れ

よ
う
。

民
の
生
活
の
舞
台
と
し
て
も
重
要
で
あ
り
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
空
間
利
用

に
摩
擦
が
生
じ
て
い
る
合
計
16
エ
リ
ア
が
対

象
と
な
っ
て
い
る
（
図
2
、
写
真
1
・
2
）。

こ
う
し
た
エ
リ
ア
は
観
光
活
動
が
優
勢
の
よ

う
に
見
え
る
が
、
市
場
や
小
規
模
生
業
、
商

◎
ゾ
ー
ン
4

再
開
発
に
応
じ
て

立
地
が
可
能

◎
特
別
措
置
エ
リ
ア

◎
幹
線
道
路
沿
い

住
む
権
利
を
確
保
す
る

「
30
%
規
制
」

「観光都市」から「観光とともに生きる都市」へ3
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　本
号
の
特
集
テ
ー
マ
は
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
で
あ
る
。
当
機
関
誌
『
観
光
文
化
』

に
て
こ
の
課
題
を
特
集
テ
ー
マ
と
し
て
扱
う

の
は
今
回
が
二
度
目
と
な
る
。
前
回
扱
っ
た

の
は
2
0
1
9
年
1
月
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
が
社
会
問
題
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
く

最
中
で
あ
っ
た
。
当
初
、
特
集
テ
ー
マ
を「
地

域
に
忍
び
寄
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
脅

威
」と
設
定
し
た
も
の
の
、
最
終
的
に
は「
観

光
客
急
増
で
問
わ
れ
る
〝
地
域
の
意
思
〞
」

〔
図
1
〕
と
変
更
し
た
。
そ
れ
は
、
次
の
理

由
か
ら
で
あ
っ
た
。

光
産
業
に
集
中
し
て
い
る
状
態
に
あ
る
こ

と
。
観
光
が
主
要
産
業
で
あ
る
当
地
で
は
、

経
済
的
、
社
会
的
発
展
の
た
め
の
戦
略
に

観
光
は
不
可
欠
な
要
素
で
あ
り
、
観
光
は

多
様
な
生
活
側
面
と
相
互
作
用
す
る
こ
と

か
ら
、
観
光
戦
略
も
強
く
全
体
戦
略
に
統

合
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、

成
功
に
よ
る
弊
害
を
抑
え
る
た
め
、
観
光

地
は
環
境
負
荷
（
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
）
と
質

を
重
視
し
た
モ
デ
ル
へ
転
換
し
、
地
域
社

会
を
基
盤
と
し
た
政
策
へ
と
見
直
す
必
要

が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

【
特
集
2
】イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
観
光
と

生
活
を
め
ぐ
る
現
状
と
雑
感

　佐
野
氏
は
、
ロ
ー
マ
と
い
う
観
光
地
に
住

ん
で
感
じ
た
住
宅
事
情
の
厳
し
さ
や
、連
日
、

深
夜
に
ま
で
及
ぶ
屋
外
飲
食
の
騒
音
に
よ
る

迷
惑
等
を
伝
え
た
。
街
が
市
民
と
観
光
客
の

笑
顔
で
溢
れ
、
人
々
で
賑
う
一
方
で
、
あ
る

調
査
結
果
か
ら
多
く
の
イ
タ
リ
ア
人
が
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ

と
。
ま
た
、
家
屋
を
め
ぐ
る
観
光
客
と
住
民

に
よ
る
せ
め
ぎ
合
い
の
最
前
線
と
し
て
、
住

ま
い
を
追
い
出
さ
れ
た
住
民
の
目
に
見
え
る

抗
議
が
即
座
に
撤
去
さ
れ
て
い
る
状
況
と
、

中
心
市
街
地
の
周
縁
部
で
そ
の
痕
跡
が
発
見

さ
れ
る
状
況
を
報
告
い
た
だ
い
た
。

　イ
タ
リ
ア
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策

は
始
動
期
に
あ
り
、
問
題
の
内
容
と
範
囲
を

明
確
に
す
る
こ
と
。
住
民
の
生
活
の
質
の
低

下
や
観
光
客
の
体
験
の
質
の
低
下
に
対
応
す

る
た
め
、
小
規
模
な
政
策
集
団
に
よ
る
柔
軟

な
対
策
が
求
め
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

イ
タ
リ
ア
で
は
、
国
家
よ
り
も
各
自
治
体
が

前
衛
的
で
あ
り
、
例
え
ば
、
チ
ン
ク
エ
テ
ッ

レ
で
は
観
光
客
数
を
制
限
す
る
方
法
が
導
入

さ
れ
た
。
た
だ
、
そ
の
妥
当
性
に
つ
い
て
は

今
後
の
議
論
と
検
証
が
必
要
で
あ
り
、ま
た
、

パ
ラ
メ
ー
タ
や
閾
値
の
設
定
が
難
し
い
地
域

も
多
い
と
指
摘
す
る
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
認
識
は
主
観
的
で
、
観
光
の
恩
恵
を
受

け
る
人
と
被
害
を
受
け
る
人
が
存
在
す
る
。

被
害
を
受
け
る
人
の
声
を
す
く
い
上
げ
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
同
時
に
、
観
光
の
恩
恵

を
広
く
市
民
に
周
知
す
る
こ
と
も
不
可
欠
で

あ
る
。
市
民
間
の
対
話
の
場
を
設
け
、
観
光

推
進
か
反
観
光
か
の
二
者
択
一
で
は
な
く
、

対
立
を
乗
り
越
え
る
解
決
策
を
探
る
こ
と
が

望
ま
れ
る
と
語
る
。

【
特
集
3
】「
観
光
都
市
」か
ら

「
観
光
と
と
も
に
生
き
る
都
市
」へ

―
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
け
る

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
の
最
前
線

　阿
部
氏
か
ら
は
、「
観
光
と
と
も
に
生
き

る
都
市
へ
と
脱
皮
を
図
る
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
奮

闘
と
ジ
レ
ン
マ
」
を
報
告
い
た
だ
い
た
。

　再
燃
す
る
住
民
の
抗
議
運
動
の
主
題
は
、

混
雑
や
マ
ナ
ー
問
題
で
は
な
い
と
い
う
。
観

光
の
成
長
が
も
た
ら
す
公
共
サ
ー
ビ
ス
へ
の

圧
迫
や
地
価
・
家
賃
、
物
価
の
高
騰
が
、
住

民
や
商
店
の
入
れ
替
え
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
変
容
を
招
い
て
し
ま
う
こ
と
。
観

光
産
業
の
利
益
の
不
当
な
配
分
が
社
会
的
不

平
等
を
拡
大
し
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
、
住

民
の
危
機
感
は
「
や
が
て
我
が
ま
ち
バ
ル
セ

ロ
ナ
が
誰
の
も
の
で
も
な
く
な
っ
て
し
ま

う
、
と
い
う
都
市
の
存
立
に
関
わ
る
意
思
表

示
」
だ
と
述
べ
る
。

　観
光
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
2
0
1
7
）
の
特

徴
は
、
観
光
に
関
連
す
る
多
分
野
（
交
通
政

策
、
都
市
計
画
、
地
域
経
済
の
発
展
、
事
業

者
の
責
任
、
宿
泊
税
な
ど
）
の
施
策
を
束
ね

て
い
る
点
に
あ
る
。
近
年
は
、
市
長
交
代
と

い
う
社
会
情
勢
の
変
化
の
中
で
、「
住
民
の

繁
栄
と
幸
福
促
進
」
を
最
優
先
と
し
、「
他
の

経
済
部
門
の
発
展
を
促
す
持
続
可
能
で
敬
意

あ
る
観
光
経
済
」
を
推
進
す
る
方
向
に
あ
る
。

　混
雑
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し
て
、「
大
混
雑

エ
リ
ア
」
で
は
、
交
通
動
線
の
再
整
理
、
事

前
予
約
制
の
強
化
、
空
間
の
市
民
利
用
の
促

進
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
宿
泊
施
設
の
立
地

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
し
て
「
観
光
宿
泊
施
設
特

別
都
市
計
画
」
に
よ
り
、
用
途
混
在
を
図
り
、

市
民
の
住
む
権
利
を
保
障
す
る
と
と
も
に
、

公
共
空
間
で
の
生
活
を
維
持
し
持
続
可
能
な

経
済
活
動
の
展
開
を
図
る
。
ま
た
、
床
面
積

の
30
％
を
低
家
賃
の
社
会
住
宅
に
割
り
当
て

る
都
市
計
画
措
置
も
講
じ
て
い
る
。
民
泊
全

廃
措
置
に
つ
い
て
は
、
違
法
民
泊
の
急
増
に

つ
な
が
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
と
い
う
。
課

税
に
つ
い
て
は
、
州
の
宿
泊
税
に
市
独
自
の

追
加
課
税
を
導
入
し
、「
観
光
市
民
還
元
基

金
」
と
し
て
、
観
光
の
負
の
外
部
性
を
緩
和

し
、
市
民
の
生
活
改
善
を
図
る
取
組
に
再
投

資
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　バ
ル
セ
ロ
ナ
の
政
策
挑
戦
は
、
次
世
代
の

都
市
と
観
光
の
あ
り
方
と
し
て
「
市
民
の
日

常
生
活
を
維
持
し
、
観
光
に
よ
っ
て
更
に
高

め
ら
れ
、
観
光
魅
力
と
し
て
再
生
さ
れ
る
観

光
政
策
」
を
提
示
す
る
。

　観
光
が
持
続
可
能
性
な
地
域
形
成
に
資
す

る
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
観
光
の
持
続
不

可
能
に
な
る
本
質
を
理
解
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
リ
バ
ラ
ン
ス
戦
略
を

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
、
ま

ず
欧
州
の
持
続
可
能
な
観
光
と
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
近
年
の
動
向
を
概
観

し
た
後
（
3
‐
1
）、
ボ
ル
グ
氏
か
ら
紹
介

い
た
だ
い
た
「
ド
ー
ナ
ツ
経
済
」
を
も
と
に
、

地
域
全
体
戦
略
に
観
光
を
位
置
づ
け
る
上
で

の
俯
瞰
的
な
視
野
、
視
点
に
つ
い
て
述
べ
る

（
3
‐
2
）。
さ
ら
に
バ
ラ
ン
ス
の
検
討
、
是

正
に
向
け
て
、
観
光
戦
略
に
落
と
し
込
む
た

め
の
視
点
を
と
り
ま
と
め
る
（
3
‐
3
）。

　

U
N
W
T
O

（
現U

N
 T
ourism

）
は
持
続
可

能
な
観
光
と
い
う
概
念
を
「
訪
問
客
、
業
界
、

環
境
お
よ
び
訪
問
客
を
受
け
入
れ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
つ
つ
、
現
在

お
よ
び
将
来
の
経
済
、
社
会
、
環
境
へ
の
影

響
を
十
分
に
考
慮
す
る
観
光
」（
2
0
0
5
）

と
定
義
し
た
※
2

。

　近
年
の
欧
州
の
持
続
可
能
な
観
光
政
策

に
関
す
る
指
針
と
し
て
は
、「T

ran
sitio

n
 

p
ath

w
ay fo

r to
u
rism

」（
欧
州
委
員
会
、

2
0
2
2
）
や
「
欧
州
観
光
ア
ジ
ェ
ン
ダ

2
0
3
0
」（
欧
州
連
合
理
事
会
、
2
0
2
2
）

と
い
っ
た
重
要
文
書
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ

ら
の
指
針
は
、
グ
リ
ー
ン
化
お
よ
び
デ
ジ
タ

ル
化
へ
の
移
行
を
一
層
加
速
さ
せ
、
観
光
エ

コ
シ
ス
テ
ム
を
よ
り
持
続
可
能
か
つ
回
復
力

の
高
い
も
の
へ
と
転
換
す
る
取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
る
※
3

。
こ
れ
ら
の
文
脈
を
前
提
と

し
て
、
こ
こ
か
ら
は
、
本
特
集
に
関
連
す
る

内
容
を
断
片
的
で
は
あ
る
が
紹
介
す
る
。

〇
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
観
光
の
成
長
に

関
す
る
調
査
研
究

　欧
州
委
員
会
の
「
観
光
地
レ
ベ
ル
で
の
ア

ン
バ
ラ
ン
ス
な
観
光
の
成
長 

最
終
報
告
書
」

（
2
0
2
2
）
に
よ
る
と
、「
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

な
観
光
」
は
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と

互
換
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
観
光

に
よ
る
目
に
見
え
な
い
影
響
を
含
意
す
る
用

語
と
し
て
説
明
さ
れ
る
。
ま
た
、
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
単
な
る
観
光
客
数
の
多
さ

に
限
定
さ
れ
な
い
点
や
、
都
市
部
で
発
生
し

た
比
較
的
新
し
い
現
象
へ
の
批
判
と
し
て
捉

え
ら
れ
て
い
る
点
が
マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
異

な
る
と
さ
れ
る
。

〇
持
続
可
能
な
E
U
観
光

―
明
日
の
観
光
の
形
成

　欧
州
委
員
会
は
、
2
0
2
3
年
に
E
U
観

光
地
の
持
続
可
能
性
と
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
支
援

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
た
。
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
の
成
長
志
向
の
考
え
方
に
対
し

て
は
、
経
済
的
利
益
と
社
会
、
文
化
、
環
境

へ
の
影
響
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
な
い
観

光
地
は
、
環
境
の
安
定
性
、
真
正
性
、
住
み

や
す
さ
、
そ
し
て
、
観
光
地
と
し
て
の
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
や
評
判
を
落
と
す
リ
ス

ク
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。

〇
持
続
可
能
な
観
光
パ
ー
ト
ナ
シ
ッ
プ

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

　E
U
の
都
市
ア
ジ
ェ
ン
ダ
に
基
づ
き

2
0
2
2
年
12
月
に
発
足
し
た
「
持
続
可
能

な
観
光
パ
ー
ト
ナ
シ
ッ
プ
」
は
、
都
市
政
策

に
お
け
る
都
市
観
光
特
有
の
課
題
へ
の
対
応

に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
2
0
2
4

年
に
作
成
さ
れ
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
、

「
環
境
」「
開
発
」「
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
成
長
」

の
3
つ
の
主
要
テ
ー
マ
か
ら
考
察
さ
れ
た
も

の
で
、
よ
り
良
い
規
制
、
よ
り
良
い
資
金
調

達
、
よ
り
良
い
知
識
の
3
本
柱
の
も
と
6
つ

の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
定
め
て
い
る
。

 

『
ド
ー
ナ
ツ
経
済
（D

oughnut E
conom

-

ics

）』（
2
0
1
7
）
は
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
大
学
の
経
済
学
者
ケ
イ
ト
•
ラ
ワ
ー
ス
が

2
0
1
1
年
に
提
唱
し
た
理
論
で
あ
る
。
人

類
の
長
期
的
な
目
標
か
ら
始
め
て
、
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
繁
栄
の
道
を
探
る
た
め
に
導
き

だ
さ
れ
た
も
の
で
、
ド
ー
ナ
ツ
の
よ
う
な
同

心
円
状
の
大
小
二
本
の
輪
で
人
類
の
持
続
可

能
な
生
活
を
可
視
化
す
る
。
内
側
の
小
円

（
ド
ー
ナ
ツ
の
穴
）
は
社
会
的
基
盤
（S

o
cial 

F
o
u
n
d
atio

n

）
を
示
し
、
人
々
が
健
全
に

生
活
す
る
た
め
に
必
要
な
最
低
限
の
条
件
を

表
す
。
外
側
の
大
円
（
ド
ー
ナ
ツ
の
外
）
は

生
態
学
的
天
井
（E

co
lo
gical C

eilin
g

）

を
表
わ
し
、
地
球
の
環
境
負
荷
の
限
界
を
示

す
。
ド
ー
ナ
ツ
の
生
地
の
部
分
で
あ
る
小
円

と
大
円
で
囲
ま
れ
る
安
全
な
空
間
を
超
え
る

こ
と
は
、
経
済
が
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
い
る

こ
と
を
意
味
す
る
（「
ド
ー
ナ
ツ
経
済
」
の
詳

細
説
明
は
今
回
は
省
略
）。
こ
の
ド
ー
ナ
ツ

経
済
を
世
界
で
初
め
て
採
用
し
た
の
は
、
オ

ラ
ン
ダ
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
あ
る
。

2
0
2
0
年
に
は
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ

ミ
ー
（
循
環
経
済
）
戦
略
の
中
核
に
据
え
る
都

市
像
と
し
て
『A

m
sterdam

 C
ity D

ough-

nut

』
を
発
表
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
「
ド
ー

ナ
ツ
経
済
」
を
観
光
の
文
脈
に
合
わ
せ
て
解

釈
し
、
調
整
し
た
も
の
が
欧
州
観
光
未
来
研

究
所
の
ハ
ー
ト
マ
ン
ら
（
2
0
2
2
）
に
よ

る
「
ド
ー
ナ
ツ
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

（D
o
u
gh
n
u
t D

estin
atio

n

）」〔
図
2
〕
で

あ
る
。

 

「
ド
ー
ナ
ツ
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、

ド
ー
ナ
ツ
経
済
の
概
念
と
そ
れ
に
付
随
す
る 

7
つ
の
思
考
法
を
適
用
し
、
観
光
地
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
よ
り
良
い
方
向
に
再
考
で
き
る
か

を
探
求
し
、
再
概
念
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

観
光
地
が
持
続
可
能
な
繁
栄
を
図
る
た
め

に
、
ど
の
よ
う
な
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
べ
き

か
視
覚
的
に
示
し
た
も
の
で
、同
モ
デ
ル
は
、

オ
ーバーツ
ー
リズム
下
で
の

リバランス
戦
略
―
欧
州
都
市
を
通
じ
て
―

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

観
光
研
究
部 

主
任
研
究
員

後
藤
健
太
郎

　ま
ず
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
特
集
で

事
例
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
に
対
す
る
地
域

が
抱
く
懸
念
が
想
像
以
上
に
大
き
か
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
地
域
内
で
の
議
論
も
ま
ま
な
ら

な
い
中
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
発
生
地
域

と
し
て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
印
象
が
拡
散
す
る
こ

と
へ
の
懸
念
で
あ
っ
た
。
当
時
、
事
例
地
域

の
方
か
ら
「
如
何
な
る
姿
勢
、
意
図
の
も
と

で
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
扱
い
、
発
信
す

る
の
か
」
と
厳
し
く
問
い
た
だ
さ
れ
た
こ
と

は
今
で
も
記
憶
の
深
奥
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

　と
は
い
え
、
特
定
の
地
域
で
問
題
が
生
じ

て
い
た
の
は
確
か
で
あ
っ
た
。
観
光
文
化
の

振
興
を
通
じ
た
豊
か
な
社
会
実
現
を
目
指
す

観
光
研
究
機
関
と
し
て
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
」
と
い
う
現
象
に
ど
の
よ
う
に
向
き
合

う
の
か
。
問
題
現
象
を
正
確
に
捉
え
る
こ
と

は
第
一
歩
で
あ
る
が
、
問
題
提
起
や
発
信
す

る
こ
と
を
超
え
て
、
有
効
な
解
決
策
や
指
針

を
提
示
で
き
る
の
か
。
急
激
な
成
長
、
過
度

な
成
長
に
よ
る
痛
み
を
軽
減
す
る
だ
け
で
よ

い
の
か
。
需
要
獲
得
の
機
会
を
損
失
し
て
い

る
状
況
も
一
部
に
見
受
け
ら
れ
る
中
で
、「
地

域
は
観
光
を
通
じ
て
負
の
影
響
だ
け
で
は
な

く
正
の
影
響
も
受
け
て
お
り
、
前
者
だ
け
を

あ
る
立
場
か
ら
切
り
出
し
て
取
り
上
げ
る
だ

け
で
は
、本
当
の
解
決
に
至
ら
な
い
」（
後
藤
、

2
0
1
9
）
と
い
う
の
が
当
時
の
姿
勢
の
着

地
点
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
前
回
の
特
集
で

は
、
住
民
の
暮
ら
し
と
観
光
の
共
存
を
模
索

し
続
け
た
地
域
に
焦
点
を
当
て
、
環
境
変
化

を
経
験
し
な
が
ら
も
議
論
を
重
ね
、〝
地
域

現
在
の
観
光
の
考
え
方
（
再
生
型
観
光
、
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
、ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
思
考
、パ
ー

パ
ス
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
、
環
境
収
容
力
な
ど
）

と
よ
く
共
鳴
し
て
い
る
と
い
う
。

（
1
）
超
過
と
不
足
を
防
ぐ
モ
デ
ル

　安
全
な
空
間
内
に
定
位
す
る
こ
と
は
、
観

光
地
が
持
続
可
能
に
運
営
さ
れ
て
い
る
状
態

を
表
す
。
安
全
な
空
間
内
に
留
ま
る
た
め
に
、

観
光
地
は
、
超
過
や
不
足
を
避
け
な
が
ら
、

4
つ
の
要
素 

―
―
起
業
家
と
従
業
員
の
労

働
環
境
の
質
、
訪
問
者
の
体
験
の
質
、
住
民

の
生
活
の
質
、
場
所
の
質
（
公
共
ス
ペ
ー
ス
、

遺
産
、生
態
系
）
―
―
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て

い
る
こ
と
が
重
要
と
の
こ
と
で
あ
る
。
安
全

な
空
間
の
外
側
へ
突
き
抜
け
た
状
態
「
超
過

（
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー
ト
）」
は
、
観
光
地
が
過

度
に
開
発
さ
れ
、
環
境
や
社
会
に
悪
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
状
態
を
示
す
。
安
全
な
空
間

の
内
側
へ
突
き
抜
け
た
状
態
「
不
足
（
シ
ョ
ー

ト
ホ
ー
ル
）」
は
、
観
光
地
が
必
要
な
社
会

的
基
盤
の
水
準
を
満
た
し
て
い
な
い
状
態
を

示
す
。
安
全
な
空
間
内
に
留
ま
る
た
め
に
そ

の
上
限
と
下
限
、閾
値
を
監
視
す
る
こ
と
は
、

利
害
関
係
者
に
対
す
る
早
期
警
告
信
号
と
緊

急
信
号
と
し
て
機
能
す
る
。
緊
急
信
号
を
超

え
る
と
、目
的
地
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
い

る
た
め
、
即
時
の
対
応
が
必
要
と
な
る
。

　ラ
ワ
ー
ス
は
、
新
し
い
経
済
へ
の
大
転
換

を
促
す
た
め
、
ド
ー
ナ
ツ
モ
デ
ル
と
と
も
に

全
体
像
を
示
す
た
め
の
7
つ
の
思
考
法
を
提

示
し
た
。
そ
れ
を
観
光
地
に
応
用
し
た
も
の

が
観
光
地
を
再
定
義
す
る
7
つ
の
思
考
法

〔
表
1
〕
で
あ
る
。「
1
．目
標
を
変
え
る
：

手
段
と
し
て
の
観
光
」「
2
．全
体
像
を
見
る
：

観
光
は
よ
り
大
き
な
全
体
に
組
み
込
ま
れ
て

い
る
」「
3
．人
間
性
を
育
む
：
観
光
客
は
合

理
的
な
経
済
人
で
は
な
い
」「
4
．シ
ス
テ
ム

に
精
通
す
る
：
観
光
は
動
的
で
複
雑
な
シ
ス

テ
ム
の
一
部
で
あ
る
」「
5
．観
光
は
再
配
的

で
あ
る
必
要
が
あ
る
：
観
光
は
全
て
の
人
に

利
益
を
も
た
ら
す
」「
6
．再
生
の
た
め
に
創

造
す
る
：
観
光
は
再
生
可
能
で
あ
る
必
要
が

あ
る
」「
7
．成
長
に
こ
だ
わ
ら
な
い
：
観
光

の
成
長
は
無
限
で
は
な
い
」。
同
研
究
の
内

容
を
確
認
す
る
限
り
、
ま
だ
ま
だ
議
論
の
余

地
や
補
完
の
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
例

え
ば
、「
1
：
手
段
と
し
て
の
観
光
」
に
つ
い

て
は
、
観
光
と
い
う
手
段
を
通
じ
て
何
を
得

た
い
の
か
、そ
の
目
的
を
ま
ず
明
確
に
定
め
、

そ
れ
を
検
証
可
能
な
形
で
共
有
す
る
必
要
が

あ
る
。
同
時
に
、
観
光
客
の
目
的
や
行
動
に

寄
り
添
え
な
け
れ
ば
、「
安
全
な
空
間
」
に

定
位
す
る
の
は
難
し
い
。
ま
た
、
そ
の
際
に

は
、「
計
画
が
適
切
な
観
光
市
場
を
作
っ
て

い
く
と
い
う
発
想
こ
そ
が
求
め
ら
れ
る
」（
阿

部
， 

2
0
1
9
）
だ
ろ
う
。「
2
：
観
光
は
よ

り
大
き
な
全
体
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
」
に

つ
い
て
は
、
ボ
ル
グ
氏
は
、
観
光
が
孤
立

し
て
存
在
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
説
い

た
。
持
続
可
能
な
都
市
観
光
の
枠
組
み
で
捉

え
る
上
で
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
以
上
の

議
論
の
必
要
」
と
な
る
意
味
も
こ
こ
に
あ
る
。

「
7
：
観
光
の
成
長
は
無
限
で
は
な
い
」
に
つ

い
て
は
、
具
体
例
と
し
て
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

市
の
帯
域
設
定
（
上
限
2
0
0
0
万
人
泊
、

下
限
1
0
0
0
万
人
泊
）
が
紹
介
さ
れ
て
い

る
。し
か
し
、現
状
、上
限
で
の
措
置
に
対
し
、

下
限
を
下
回
っ
た
場
合
の
対
応
は
見
え
て
い

な
い
※
4

。
佐
野
氏
は
、
チ
ン
ク
エ
テ
ッ
レ

の
愛
の
小
道
で
導
入
さ
れ
て
い
る
閾
値
（
観

光
客
数
の
上
限
4
0
0
名
）
を
設
定
す
る
シ

ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
対
策
は
一
つ
の
あ
り
方

と
し
な
が
ら
も
、「
そ
の
パ
ラ
メ
ー
タ
設
定

が
問
題
の
本
質
を
つ
い
て
い
る
の
か
、
そ
の

閾
値
が
問
題
解
決
に
と
っ
て
適
切
な
の
か
、

絶
え
ず
議
論
や
検
証
が
必
要
」
と
述
べ
る
。

ま
た
、
パ
ラ
メ
ー
タ
や
閾
値
の
設
定
が
困
難

な
地
域
が
ほ
と
ん
ど
で
は
な
い
か
と
疑
問
を

呈
し
て
い
る
。

　ラ
ワ
ー
ス
に
よ
る
と
、
そ
も
そ
も
7
つ
の

思
考
法
は
、
具
体
的
な
政
策
や
制
度
を
提
案

す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
。「
今
後
直
面

す
る
変
化
の
速
さ
や
大
き
さ
、
不
確
か
さ
を

考
え
る
な
ら
、
将
来
の
政
策
や
制
度
を
決
め

て
し
ま
う
の
は
無
謀
」（
ケ
イ
ト
・
ラ
ワ
ー
ス

『
ド
ー
ナ
ツ
経
済
』
黒
輪
篤
嗣
訳
、 

2
0
2
1
、 

p
・
48
）
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
思
考
法
の

内
容
は
固
定
的
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
モ

デ
ル
に
つ
い
て
も
同
様
だ
。実
装
の
た
め
に
、

ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
か
。
目
標
に
対

し
て
常
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
と
な
る
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
し
て
は
、
我

が
国
に
お
い
て
は
、
国
内
外
の
事
例
を
参
考

に
そ
の
対
策
（
戦
術
）は
既
に
一
定
程
度
整
理

さ
れ
て
い
る
。
類
似
し
た
も
の
を
提
示
す
る

こ
と
を
避
け
、
こ
こ
で
は
、
リ
バ
ラ
ン
ス
に
向

け
た
視
点
か
ら
我
が
国
に
と
っ
て
重
要
と
思

わ
れ
る
2
点
に
絞
っ
て
述
べ
る
。
一
つ
目
は
ア

プ
ロ
ー
チ
す
る
対
象
の
拡
大
、
再
認
識
に
つ

い
て
、
二
つ
目
は
全
体
最
適
に
向
か
う
た
め

の
シ
ス
テ
ム
思
考
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　観
光
政
策
及
び
D
M
M
（D

estination 

M
arketing and M

anagem
ent

）
が
対
象

と
す
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
関
係

性
を
整
理
し
て
い
る
の
がK

agerm
eier

（
2
0
2
2
）
に
よ
る
〔
図
3
〕
で
あ
る
。
こ

れ
は
ド
ー
ナ
ツ
の
断
面
と
見
る
こ
と
も
で
き

る
だ
ろ
う
※
5

。
観
光
政
策
及
び
D
M
M
は
、

対
象
を
経
済
セ
ク
タ
ー
か
ら
住
民
や
働
く
従

事
者
に
ま
で
拡
げ
る
必
要
が
生
じ
て
い
る
。

一
方
で
、
実
際
は
住
民
は
「
一
括
り
に
は
で

き
な
い
ほ
ど
多
様
」（
真
野
、
2
0
1
3
）
で

あ
る
が
、
住
民
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
同
質

の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
こ
れ
ま
で
扱
わ
れ
て
い

た
（Żem

ła an
d S

zrom
ek,

2
0
2
4
）。

熊
谷
氏
、
ボ
ル
グ
氏
、
佐
野
氏
か
ら
は
、
住

民
と
言
っ
て
も
一
様
で
な
い
こ
と
、
観
光
の

恩
恵
の
受
け
方
も
異
な
り
、
見
方
が
大
き
く

異
な
る
現
実
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
従
事
者
に
つ
い
て
も
同
様
に
均
質
で
あ

る
こ
と
は
な
く
、
一
括
り
に
で
き
な
い
ほ
ど

実
際
は
多
様
で
あ
ろ
う
。
同
じ
グ
ル
ー
プ
内

で
も
、
利
害
は
し
ば
し
ば
異
な
り
、
時
に

は
矛
盾
す
る
こ
と
も
あ
る
（G

óm
ez and 

A
lfonso, 

2
0
1
9
）。
観
光
客
と
同
様
に
、

住
民
や
従
事
者
に
つ
い
て
も
セ
グ
メ
ン
ト

し
、
細
や
か
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
こ
と

が
今
後
は
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
対
応
と
し
て

は
、
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
（ow

nership

）
と

誇
り
の
醸
成
に
つ
な
が
る
か
を
意
識
し
つ

つ
、①
負
の
影
響
の
軽
減
の
他
、②
意
識
の
把

握
と
共
有
、③
観
光
の
恩
恵
等
に
対
す
る
理

解
促
進
、④
観
光
に
関
与
・
対
話
す
る
場
、

仕
組
み
の
構
築
、⑤
住
民
等
の
利
用
環
境
の

確
保
や
還
元
（
配
分
）、⑥
住
宅
政
策
の
6
つ

深
く
掘
り
下
げ
、
そ
の
背
景
や
原
因
に
目
を

向
け
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
問
題
現
象
を

特
定
し
、
そ
れ
を
分
解
し
て
個
々
の
要
素
を

捉
え
る
こ
と
を
超
え
て
、
各
要
素
の
相
互
作

用
や
影
響
を
総
合
的
に
理
解
す
る
シ
ス
テ
ム

思
考
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
短
期

的
な
解
決
策
だ
け
で
な
く
、
長
期
的
な
影
響

や
副
作
用
も
考
慮
し
た
包
括
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
を
確
立
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
持
続
的
な
測
定
と
監
視
を
行
い
、

観
光
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
最
適
化
や
問
題
の
早

期
検
出
を
目
指
し
て
、
観
光
デ
ー
タ
の
収
集

範
囲
を
拡
大
し
、
統
計
基
盤
を
整
備
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
欧
州
委
員
会

（
2
0
2
2
a
）
の
指
摘
の
通
り
、
旅
行
・
宿

泊
に
関
す
る
基
本
統
計
か
ら
観
光
の
社
会

的
・
環
境
的
・
経
済
的
影
響
に
関
す
る
デ
ー

タ
ま
で
、
幅
広
い
情
報
を
網
羅
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
※
6

。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
及
び
そ
の
対
策
に

よ
る
相
互
作
用
や
影
響
の
一
例
と
し
て
、
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
内
に
お
い
て
は
、
宿
泊
施

設
が
規
制
さ
れ
た
結
果
、
周
辺
自
治
体
で
宿

泊
施
設
が
増
加（
ウ
ォ
ー
タ
ー
ベ
ッ
ド
効
果
）

し
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
転
移
が
懸
念

さ
れ
る
と
と
も
に
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
周
辺

か
ら
日
帰
り
で
市
内
を
訪
問
す
る
た
め
、
問

題
現
象
が
そ
れ
ほ
ど
減
少
し
な
い
、
税
収
が

漏
出
す
る
と
い
う
指
摘
が
報
告
さ
れ
て
い
る

（
五
木
田
、 

2
0
2
5
； 

後
藤
、 

2
0
2
5
）。

ボ
ル
ク
氏
は
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
経
験
か
ら
、

観
光
客
向
け
の
宿
泊
施
設
の
開
発
に
更
に
厳

し
い
制
限
を
か
け
る
こ
と
は
絶
対
に
避
け
る

べ
き
と
述
べ
る
。
観
光
業
の
成
長
を
妨
げ
る

の
で
は
な
く
、
観
光
以
外
の
経
済
活
動
や
観

光
に
代
わ
る
活
動
を
促
進
す
る
こ
と
（
住
宅

補
助
等
）
が
重
要
だ
と
い
う
（B

ertocchi et 

al., 2020

）。

　今
後
は
デ
ー
タ
に
基
づ
く
意
思
決
定
や
行

動
基
準
を
設
け
た
、
シ
ス
テ
ム
全
体
を
構
築

す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
弊
害
を
最

小
限
に
抑
え
、
住
民
と
観
光
客
の
双
方
が
調

和
の
中
で
共
存
で
き
る
環
境
を
育
む
対
策
の

連
動
が
重
要
だ
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
も
た
ら
す
影
響

は
多
面
的
で
あ
り
、
一
朝
一
夕
に
解
決
で
き

る
も
の
で
は
な
い
。
都
市
の
成
長
や
社
会
の

変
化
と
と
も
、
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
の
変
化
を

見
据
え
た
継
続
的
な
投
資
と
、
住
民
の
生
活

舞
台
で
あ
る
地
域
へ
の
再
投
資
の
バ
ラ
ン
ス

を
見
極
め
、
対
応
す
る
こ
と
が
今
後
は
求
め

2
．欧
州
都
市
の

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と

都
市
観
光

1
．は
じ
め
に

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の

向
き
合
い
方

の
意
思
〞を
確
立
し
、
行
動
し
て
き
た
各
地

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
。
そ
れ
ら
を
通
じ

て
、
日
本
の
持
続
可
能
な
観
光
の
あ
り
方
を

探
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
。

　あ
れ
か
ら
約
5
年
の
月
日
が
過
ぎ
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
は
、
観
光
産
業

に
甚
大
な
打
撃
を
与
え
た
。
観
光
客
数
は
一

定
程
度
回
復
し
つ
つ
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
を

以
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
観
光
業
に
与
え
た
影

響
が
消
え
た
、
と
す
る
の
は
時
期
尚
早
で
あ

る
。
一
方
で
、
同
時
に
目
を
向
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
は
、
複
数
年
に
わ
た
る
厳
し
い

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、「
観
光
の
あ
り
方
」

そ
の
も
の
を
見
直
し
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
対
策
を
積
み
重
ね
て
き
た
地
域
も
存
在
す

る
こ
と
だ
。
近
年
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

再
燃
を
耳
に
す
る
中
で
、
本
号
で
は
、
最
適

状
態
を
模
索
し
リ
バ
ラ
ン
ス
を
図
る
動
き
に

着
目
し
て
、
欧
州
都
市
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
対
策
を
取
り
上
げ
る
。
欧
州
は
、
ア
ジ

ア
よ
り
も
一
早
く
観
光
旅
行
市
場
が
回
復
し

て
い
る
状
況
に
あ
っ
た
。
観
光
客
数
が
従
前

の
水
準
に
戻
る
中
で
再
燃
し
て
い
る
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
と
同
じ

な
の
か
否
か
※
1

。「
観
光
客
が
い
な
け
れ

ば
、
街
の
バ
ラ
ン
ス
も
崩
れ
て
し
ま
い
ま

す
」（A

m
s
te
rd

a
m
 &

 P
a
rtn

e
rs
, 

2
0
2
0
）
と
い
う
言
葉
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
観
光
需
要
の
激
減
が
も
た
ら
し
た
新
た

な
認
識
を
示
唆
し
て
い
る
。
我
が
国
に
目
を

向
け
る
と
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
影
響

が
顕
在
化
し
て
い
る
地
域
だ
け
で
な
く
、
未

然
防
止
を
目
的
と
し
た
取
り
組
み
が
各
地
で

展
開
さ
れ
て
い
る
。
観
光
に
よ
る
正
と
負
の

影
響
を
冷
静
か
つ
総
合
的
に
捉
え
よ
う
と
す

る
姿
勢
が
育
ま
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
時

期
に
、
我
が
国
の
持
続
可
能
な
地
域
に
資
す

る
観
光
の
あ
り
方
、
取
組
を
捉
え
直
す
新
た

な
視
野
、
枠
組
み
を
提
示
し
て
お
き
た
い
。

　本
特
集
で
は
、
欧
州
都
市
に
焦
点
を
当
て

た
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
影
響
が
都
市

部
で
深
刻
で
あ
る
こ
と
は
従
前
か
ら
報
告
さ

れ
て
い
る
が
、
同
時
に
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
以
上
の
議
論
の
必
要
性
と
し
て
、「
持
続

可
能
な
都
市
観
光
（U

rb
an
 T
o
u
rism

）」

に
関
す
る
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
都
市
化

が
進
展
す
る
中
で
、
他
の
観
光
形
態
と
比
べ

て
都
市
観
光
が
急
速
に
増
加
し
て
い
る
こ

と
。
都
市
は
多
機
能
性
ゆ
え
訪
問
者
の
動
機

や
体
験
が
様
々
で
同
時
に
実
現
で
き
る
が
、

観
光
客
と
住
民
の
ニ
ー
ズ
等
が
交
差
す
る
に

つ
れ
、
観
光
客
に
よ
る
負
荷
は
都
市
の

バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
、
市
生
活
の
質
を
低
下

さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
（A

all et al., 

2
0
1
9
）。
今
回
、
特
集
記
事
を
寄
稿
い

た
だ
い
た
ボ
ル
グ
氏
は
、
編
著
者
と
し
て

都
市
観
光
に
関
す
る
図
書
『A

 R
esearch

 

A
g
e
n
d
a
 fo

r U
rb
a
n
 T

o
u
ris

m

』

（
2
0
2
2
）
を
発
行
し
て
い
る
。
ま
た
、

ボ
ル
グ
氏
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
イ
ン

ホ
ラ
ン
ト
応
用
科
学
大
学
で
は
、
2
0
2
0

年
に
「N

ew
 U
rban T

ourism

」
を
扱
う
研

究
グ
ル
ー
プ
が
設
置
さ
れ
た
。
持
続
可
能
か

つ
回
復
力
の
あ
る
方
法
で
都
市
観
光
を
再
建

す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
が
今
求
め
ら

れ
て
い
る
（K

oens, 

2
0
2
0
）。

　本
特
集
で
は
、
欧
州
に
お
け
る
代
表
的
な

観
光
都
市
で
あ
る
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
、ロ
ー
マ
、

バ
ル
セ
ロ
ナ
等
を
対
象
に
し
た
。
そ
し
て
、

欧
州
に
居
住
ま
た
は
居
住
経
験
を
有
す
る
三

名
の
学
識
経
験
者
に
寄
稿
い
た
だ
い
た
。
日

本
か
ら
座
し
て
見
る
の
で
は
な
く
、
欧
州
か

ら
見
て
み
よ
う
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
（
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
前
号
『
観
光
文

化
』
2
6
4
号
「
特
集 

世
界
の
観
光
ダ
イ
ナ

ミ
ズ
ム
2
0
2
4
」
で
現
地
視
察
結
果

を
報
告
）。
ま
た
、
都
市
の
観
光
収
容
力

（T
ourism

 C
arrying C

apacity

）
に
つ
い

て
は
、
我
が
国
で
は
研
究
の
蓄
積
が
十
分
で

は
な
い
。
そ
こ
で
、
巻
頭
言
は
、
自
然
公
園

の
環
境
収
容
力
を
専
門
と
さ
れ
る
熊
谷
氏
に

ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
。
以
降
で
は
、
ま
ず
特

集
記
事
か
ら
各
地
の
状
況
等
を
振
り
返
る
。

【
特
集
1
】成
功
を
乗
り
越
え
て
：

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
教
訓

　ボ
ル
グ
氏
は
、
継
続
的
に
内
在
す
る
持
続

不
可
能
性
は
、
観
光
と
い
う
商
品
の
本
質

に
起
因
す
る
直
接
的
な
結
果
と
述
べ
る
。

地
理
的
環
境
に
固
有
で
再
生
産
が
不
可
能

か
つ
希
少
な
公
共
財
で
あ
る
観
光
資
源
は
、

そ
の
配
分
を
市
場
原
理
の
み
に
委
ね
る
と
、

最
適
な
配
分
に
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

観
光
資
源
の
非
最
適
な
配
分
は
、
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
み
に
よ
っ
て
生
じ
る
も
の

で
は
な
く
、
ア
ン
ダ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
観
光

の
活
用
不
足
）で
も
顕
在
化
す
る
。オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
単
純
化
さ
れ
た
分

析
は
、
持
続
不
可
能
な
観
光
開
発
の
要
因

を
見
え
に
く
し
、
問
題
の
本
質
的
な
理
解

を
妨
げ
る
と
さ
れ
る
。

　ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
、
観
光
の
強

度
（Intensity

）
と
観
光
収
容
力
（
T
C
C
）

の
解
析
結
果
か
ら
、
既
に
指
標
を
大
幅
に
上

回
っ
て
い
る
こ
と
。
現
在
、
観
光
の
需
要
と

供
給
の
量
的
及
び
質
的
な
不
均
衡
状
態
に
あ

り
、
受
け
入
れ
側
の
負
担
や
コ
ス
ト
が
恩
恵

を
大
き
く
上
回
り
、
恩
恵
の
大
部
分
は
、
観

図 1『観光文化』240号 表紙

https://www.jtb.or.jp/book/tourism-culture/tourism-culture-240vision/
注：「オーバーツーリズム」という用語は特集記事のタイトルや本文に留めた。

ら
れ
る
。。
本
特
集
で
は
、
欧
州
都
市
の
事

例
を
通
じ
て
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
下
に

あ
る
地
域
を
持
続
可
能
な
か
た
ち
で
再
構
築

す
る
た
め
の
観
光
の
あ
り
方
、
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
観
光
の
可
能
性
を
探
っ
た
。
観
光
は

単
独
で
存
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、
都
市
の

経
済
、
環
境
、
住
民
生
活
と
密
接
か
つ
複
雑

に
関
わ
る
。
観
光
に
よ
る
経
済
効
果
を
最
大

化
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
社
会
の
課
題

解
決
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
枠
組
み
が
必
要

で
あ
る
。
ド
ー
ナ
ツ
経
済
の
考
え
方
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
地
域
全
体
の
戦
略
の
中
で
観

光
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
す
る
こ
と
が
、
今
後

の
重
要
な
視
点
と
な
る
だ
ろ
う
。
本
特
集
で

示
さ
れ
た
知
見
を
活
か
し
、
我
が
国
に
お
い

て
も
、
長
期
的
な
視
野
の
も
と
、
各
地
域
の

特
性
に
応
じ
た
柔
軟
な
政
策
を
展
開
し
つ

つ
、
観
光
の
恩
恵
と
負
担
の
適
切
な
配
分
を

探
り
な
が
ら
、
地
域
の
持
続
可
能
性
を
高
め

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

が
挙
げ
ら
れ
る
。
我
が
国
は
、
主
に
①
と
④

に
つ
い
て
は
取
り
組
ん
で
き
た
も
の
の
、
そ

の
他
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
複
雑
な
問

題
の
解
決
に
あ
た
っ
て
は
、
単
な
る
表
面
的

な
症
状
に
対
処
す
る
の
で
は
な
く
、
問
題
を

オーバーツーリズム下でのリバランス戦略 ―欧州都市を通じて̶視座
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　本
号
の
特
集
テ
ー
マ
は
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
で
あ
る
。
当
機
関
誌
『
観
光
文
化
』

に
て
こ
の
課
題
を
特
集
テ
ー
マ
と
し
て
扱
う

の
は
今
回
が
二
度
目
と
な
る
。
前
回
扱
っ
た

の
は
2
0
1
9
年
1
月
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
が
社
会
問
題
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
く

最
中
で
あ
っ
た
。
当
初
、
特
集
テ
ー
マ
を「
地

域
に
忍
び
寄
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
脅

威
」と
設
定
し
た
も
の
の
、
最
終
的
に
は「
観

光
客
急
増
で
問
わ
れ
る
〝
地
域
の
意
思
〞
」

〔
図
1
〕
と
変
更
し
た
。
そ
れ
は
、
次
の
理

由
か
ら
で
あ
っ
た
。

光
産
業
に
集
中
し
て
い
る
状
態
に
あ
る
こ

と
。
観
光
が
主
要
産
業
で
あ
る
当
地
で
は
、

経
済
的
、
社
会
的
発
展
の
た
め
の
戦
略
に

観
光
は
不
可
欠
な
要
素
で
あ
り
、
観
光
は

多
様
な
生
活
側
面
と
相
互
作
用
す
る
こ
と

か
ら
、
観
光
戦
略
も
強
く
全
体
戦
略
に
統

合
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、

成
功
に
よ
る
弊
害
を
抑
え
る
た
め
、
観
光

地
は
環
境
負
荷
（
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
）
と
質

を
重
視
し
た
モ
デ
ル
へ
転
換
し
、
地
域
社

会
を
基
盤
と
し
た
政
策
へ
と
見
直
す
必
要

が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

【
特
集
2
】イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
観
光
と

生
活
を
め
ぐ
る
現
状
と
雑
感

　佐
野
氏
は
、
ロ
ー
マ
と
い
う
観
光
地
に
住

ん
で
感
じ
た
住
宅
事
情
の
厳
し
さ
や
、連
日
、

深
夜
に
ま
で
及
ぶ
屋
外
飲
食
の
騒
音
に
よ
る

迷
惑
等
を
伝
え
た
。
街
が
市
民
と
観
光
客
の

笑
顔
で
溢
れ
、
人
々
で
賑
う
一
方
で
、
あ
る

調
査
結
果
か
ら
多
く
の
イ
タ
リ
ア
人
が
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ

と
。
ま
た
、
家
屋
を
め
ぐ
る
観
光
客
と
住
民

に
よ
る
せ
め
ぎ
合
い
の
最
前
線
と
し
て
、
住

ま
い
を
追
い
出
さ
れ
た
住
民
の
目
に
見
え
る

抗
議
が
即
座
に
撤
去
さ
れ
て
い
る
状
況
と
、

中
心
市
街
地
の
周
縁
部
で
そ
の
痕
跡
が
発
見

さ
れ
る
状
況
を
報
告
い
た
だ
い
た
。

　イ
タ
リ
ア
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策

は
始
動
期
に
あ
り
、
問
題
の
内
容
と
範
囲
を

明
確
に
す
る
こ
と
。
住
民
の
生
活
の
質
の
低

下
や
観
光
客
の
体
験
の
質
の
低
下
に
対
応
す

る
た
め
、
小
規
模
な
政
策
集
団
に
よ
る
柔
軟

な
対
策
が
求
め
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

イ
タ
リ
ア
で
は
、
国
家
よ
り
も
各
自
治
体
が

前
衛
的
で
あ
り
、
例
え
ば
、
チ
ン
ク
エ
テ
ッ

レ
で
は
観
光
客
数
を
制
限
す
る
方
法
が
導
入

さ
れ
た
。
た
だ
、
そ
の
妥
当
性
に
つ
い
て
は

今
後
の
議
論
と
検
証
が
必
要
で
あ
り
、ま
た
、

パ
ラ
メ
ー
タ
や
閾
値
の
設
定
が
難
し
い
地
域

も
多
い
と
指
摘
す
る
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
認
識
は
主
観
的
で
、
観
光
の
恩
恵
を
受

け
る
人
と
被
害
を
受
け
る
人
が
存
在
す
る
。

被
害
を
受
け
る
人
の
声
を
す
く
い
上
げ
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
同
時
に
、
観
光
の
恩
恵

を
広
く
市
民
に
周
知
す
る
こ
と
も
不
可
欠
で

あ
る
。
市
民
間
の
対
話
の
場
を
設
け
、
観
光

推
進
か
反
観
光
か
の
二
者
択
一
で
は
な
く
、

対
立
を
乗
り
越
え
る
解
決
策
を
探
る
こ
と
が

望
ま
れ
る
と
語
る
。

【
特
集
3
】「
観
光
都
市
」か
ら

「
観
光
と
と
も
に
生
き
る
都
市
」へ

―
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
け
る

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
の
最
前
線

　阿
部
氏
か
ら
は
、「
観
光
と
と
も
に
生
き

る
都
市
へ
と
脱
皮
を
図
る
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
奮

闘
と
ジ
レ
ン
マ
」
を
報
告
い
た
だ
い
た
。

　再
燃
す
る
住
民
の
抗
議
運
動
の
主
題
は
、

混
雑
や
マ
ナ
ー
問
題
で
は
な
い
と
い
う
。
観

光
の
成
長
が
も
た
ら
す
公
共
サ
ー
ビ
ス
へ
の

圧
迫
や
地
価
・
家
賃
、
物
価
の
高
騰
が
、
住

民
や
商
店
の
入
れ
替
え
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
変
容
を
招
い
て
し
ま
う
こ
と
。
観

光
産
業
の
利
益
の
不
当
な
配
分
が
社
会
的
不

平
等
を
拡
大
し
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
、
住

民
の
危
機
感
は
「
や
が
て
我
が
ま
ち
バ
ル
セ

ロ
ナ
が
誰
の
も
の
で
も
な
く
な
っ
て
し
ま

う
、
と
い
う
都
市
の
存
立
に
関
わ
る
意
思
表

示
」
だ
と
述
べ
る
。

　観
光
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
2
0
1
7
）
の
特

徴
は
、
観
光
に
関
連
す
る
多
分
野
（
交
通
政

策
、
都
市
計
画
、
地
域
経
済
の
発
展
、
事
業

者
の
責
任
、
宿
泊
税
な
ど
）
の
施
策
を
束
ね

て
い
る
点
に
あ
る
。
近
年
は
、
市
長
交
代
と

い
う
社
会
情
勢
の
変
化
の
中
で
、「
住
民
の

繁
栄
と
幸
福
促
進
」
を
最
優
先
と
し
、「
他
の

経
済
部
門
の
発
展
を
促
す
持
続
可
能
で
敬
意

あ
る
観
光
経
済
」
を
推
進
す
る
方
向
に
あ
る
。

　混
雑
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し
て
、「
大
混
雑

エ
リ
ア
」
で
は
、
交
通
動
線
の
再
整
理
、
事

前
予
約
制
の
強
化
、
空
間
の
市
民
利
用
の
促

進
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
宿
泊
施
設
の
立
地

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
し
て
「
観
光
宿
泊
施
設
特

別
都
市
計
画
」
に
よ
り
、
用
途
混
在
を
図
り
、

市
民
の
住
む
権
利
を
保
障
す
る
と
と
も
に
、

公
共
空
間
で
の
生
活
を
維
持
し
持
続
可
能
な

経
済
活
動
の
展
開
を
図
る
。
ま
た
、
床
面
積

の
30
％
を
低
家
賃
の
社
会
住
宅
に
割
り
当
て

る
都
市
計
画
措
置
も
講
じ
て
い
る
。
民
泊
全

廃
措
置
に
つ
い
て
は
、
違
法
民
泊
の
急
増
に

つ
な
が
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
と
い
う
。
課

税
に
つ
い
て
は
、
州
の
宿
泊
税
に
市
独
自
の

追
加
課
税
を
導
入
し
、「
観
光
市
民
還
元
基

金
」
と
し
て
、
観
光
の
負
の
外
部
性
を
緩
和

し
、
市
民
の
生
活
改
善
を
図
る
取
組
に
再
投

資
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　バ
ル
セ
ロ
ナ
の
政
策
挑
戦
は
、
次
世
代
の

都
市
と
観
光
の
あ
り
方
と
し
て
「
市
民
の
日

常
生
活
を
維
持
し
、
観
光
に
よ
っ
て
更
に
高

め
ら
れ
、
観
光
魅
力
と
し
て
再
生
さ
れ
る
観

光
政
策
」
を
提
示
す
る
。

　観
光
が
持
続
可
能
性
な
地
域
形
成
に
資
す

る
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
観
光
の
持
続
不

可
能
に
な
る
本
質
を
理
解
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
リ
バ
ラ
ン
ス
戦
略
を

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
、
ま

ず
欧
州
の
持
続
可
能
な
観
光
と
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
近
年
の
動
向
を
概
観

し
た
後
（
3
‐
1
）、
ボ
ル
グ
氏
か
ら
紹
介

い
た
だ
い
た
「
ド
ー
ナ
ツ
経
済
」
を
も
と
に
、

地
域
全
体
戦
略
に
観
光
を
位
置
づ
け
る
上
で

の
俯
瞰
的
な
視
野
、
視
点
に
つ
い
て
述
べ
る

（
3
‐
2
）。
さ
ら
に
バ
ラ
ン
ス
の
検
討
、
是

正
に
向
け
て
、
観
光
戦
略
に
落
と
し
込
む
た

め
の
視
点
を
と
り
ま
と
め
る
（
3
‐
3
）。

　

U
N
W
T
O

（
現U

N
 T
ourism

）
は
持
続
可

能
な
観
光
と
い
う
概
念
を
「
訪
問
客
、
業
界
、

環
境
お
よ
び
訪
問
客
を
受
け
入
れ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
つ
つ
、
現
在

お
よ
び
将
来
の
経
済
、
社
会
、
環
境
へ
の
影

響
を
十
分
に
考
慮
す
る
観
光
」（
2
0
0
5
）

と
定
義
し
た
※
2

。

　近
年
の
欧
州
の
持
続
可
能
な
観
光
政
策

に
関
す
る
指
針
と
し
て
は
、「T

ran
sitio

n
 

p
ath

w
ay fo

r to
u
rism

」（
欧
州
委
員
会
、

2
0
2
2
）
や
「
欧
州
観
光
ア
ジ
ェ
ン
ダ

2
0
3
0
」（
欧
州
連
合
理
事
会
、
2
0
2
2
）

と
い
っ
た
重
要
文
書
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ

ら
の
指
針
は
、
グ
リ
ー
ン
化
お
よ
び
デ
ジ
タ

ル
化
へ
の
移
行
を
一
層
加
速
さ
せ
、
観
光
エ

コ
シ
ス
テ
ム
を
よ
り
持
続
可
能
か
つ
回
復
力

の
高
い
も
の
へ
と
転
換
す
る
取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
る
※
3

。
こ
れ
ら
の
文
脈
を
前
提
と

し
て
、
こ
こ
か
ら
は
、
本
特
集
に
関
連
す
る

内
容
を
断
片
的
で
は
あ
る
が
紹
介
す
る
。

〇
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
観
光
の
成
長
に

関
す
る
調
査
研
究

　欧
州
委
員
会
の
「
観
光
地
レ
ベ
ル
で
の
ア

ン
バ
ラ
ン
ス
な
観
光
の
成
長 

最
終
報
告
書
」

（
2
0
2
2
）
に
よ
る
と
、「
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

な
観
光
」
は
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と

互
換
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
観
光

に
よ
る
目
に
見
え
な
い
影
響
を
含
意
す
る
用

語
と
し
て
説
明
さ
れ
る
。
ま
た
、
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
単
な
る
観
光
客
数
の
多
さ

に
限
定
さ
れ
な
い
点
や
、
都
市
部
で
発
生
し

た
比
較
的
新
し
い
現
象
へ
の
批
判
と
し
て
捉

え
ら
れ
て
い
る
点
が
マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
異

な
る
と
さ
れ
る
。

〇
持
続
可
能
な
E
U
観
光

―
明
日
の
観
光
の
形
成

　欧
州
委
員
会
は
、
2
0
2
3
年
に
E
U
観

光
地
の
持
続
可
能
性
と
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
支
援

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
た
。
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
の
成
長
志
向
の
考
え
方
に
対
し

て
は
、
経
済
的
利
益
と
社
会
、
文
化
、
環
境

へ
の
影
響
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
な
い
観

光
地
は
、
環
境
の
安
定
性
、
真
正
性
、
住
み

や
す
さ
、
そ
し
て
、
観
光
地
と
し
て
の
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
や
評
判
を
落
と
す
リ
ス

ク
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。

〇
持
続
可
能
な
観
光
パ
ー
ト
ナ
シ
ッ
プ

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

　E
U
の
都
市
ア
ジ
ェ
ン
ダ
に
基
づ
き

2
0
2
2
年
12
月
に
発
足
し
た
「
持
続
可
能

な
観
光
パ
ー
ト
ナ
シ
ッ
プ
」
は
、
都
市
政
策

に
お
け
る
都
市
観
光
特
有
の
課
題
へ
の
対
応

に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
2
0
2
4

年
に
作
成
さ
れ
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
、

「
環
境
」「
開
発
」「
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
成
長
」

の
3
つ
の
主
要
テ
ー
マ
か
ら
考
察
さ
れ
た
も

の
で
、
よ
り
良
い
規
制
、
よ
り
良
い
資
金
調

達
、
よ
り
良
い
知
識
の
3
本
柱
の
も
と
6
つ

の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
定
め
て
い
る
。

 

『
ド
ー
ナ
ツ
経
済
（D

oughnut E
conom

-

ics

）』（
2
0
1
7
）
は
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
大
学
の
経
済
学
者
ケ
イ
ト
•
ラ
ワ
ー
ス
が

2
0
1
1
年
に
提
唱
し
た
理
論
で
あ
る
。
人

類
の
長
期
的
な
目
標
か
ら
始
め
て
、
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
繁
栄
の
道
を
探
る
た
め
に
導
き

だ
さ
れ
た
も
の
で
、
ド
ー
ナ
ツ
の
よ
う
な
同

心
円
状
の
大
小
二
本
の
輪
で
人
類
の
持
続
可

能
な
生
活
を
可
視
化
す
る
。
内
側
の
小
円

（
ド
ー
ナ
ツ
の
穴
）
は
社
会
的
基
盤
（S

o
cial 

F
o
u
n
d
atio

n

）
を
示
し
、
人
々
が
健
全
に

生
活
す
る
た
め
に
必
要
な
最
低
限
の
条
件
を

表
す
。
外
側
の
大
円
（
ド
ー
ナ
ツ
の
外
）
は

生
態
学
的
天
井
（E

co
lo
gical C

eilin
g

）

を
表
わ
し
、
地
球
の
環
境
負
荷
の
限
界
を
示

す
。
ド
ー
ナ
ツ
の
生
地
の
部
分
で
あ
る
小
円

と
大
円
で
囲
ま
れ
る
安
全
な
空
間
を
超
え
る

こ
と
は
、
経
済
が
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
い
る

こ
と
を
意
味
す
る
（「
ド
ー
ナ
ツ
経
済
」
の
詳

細
説
明
は
今
回
は
省
略
）。
こ
の
ド
ー
ナ
ツ

経
済
を
世
界
で
初
め
て
採
用
し
た
の
は
、
オ

ラ
ン
ダ
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
あ
る
。

2
0
2
0
年
に
は
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ

ミ
ー
（
循
環
経
済
）
戦
略
の
中
核
に
据
え
る
都

市
像
と
し
て
『A

m
sterdam

 C
ity D

ough-

nut

』
を
発
表
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
「
ド
ー

ナ
ツ
経
済
」
を
観
光
の
文
脈
に
合
わ
せ
て
解

釈
し
、
調
整
し
た
も
の
が
欧
州
観
光
未
来
研

究
所
の
ハ
ー
ト
マ
ン
ら
（
2
0
2
2
）
に
よ

る
「
ド
ー
ナ
ツ
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

（D
o
u
gh
n
u
t D

estin
atio

n

）」〔
図
2
〕
で

あ
る
。

 

「
ド
ー
ナ
ツ
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、

ド
ー
ナ
ツ
経
済
の
概
念
と
そ
れ
に
付
随
す
る 

7
つ
の
思
考
法
を
適
用
し
、
観
光
地
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
よ
り
良
い
方
向
に
再
考
で
き
る
か

を
探
求
し
、
再
概
念
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

観
光
地
が
持
続
可
能
な
繁
栄
を
図
る
た
め

に
、
ど
の
よ
う
な
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
べ
き

か
視
覚
的
に
示
し
た
も
の
で
、同
モ
デ
ル
は
、

オ
ーバーツ
ー
リズム
下
で
の

リバランス
戦
略
―
欧
州
都
市
を
通
じ
て
―

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

観
光
研
究
部 

主
任
研
究
員

後
藤
健
太
郎

　ま
ず
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
特
集
で

事
例
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
に
対
す
る
地
域

が
抱
く
懸
念
が
想
像
以
上
に
大
き
か
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
地
域
内
で
の
議
論
も
ま
ま
な
ら

な
い
中
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
発
生
地
域

と
し
て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
印
象
が
拡
散
す
る
こ

と
へ
の
懸
念
で
あ
っ
た
。
当
時
、
事
例
地
域

の
方
か
ら
「
如
何
な
る
姿
勢
、
意
図
の
も
と

で
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
扱
い
、
発
信
す

る
の
か
」
と
厳
し
く
問
い
た
だ
さ
れ
た
こ
と

は
今
で
も
記
憶
の
深
奥
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

　と
は
い
え
、
特
定
の
地
域
で
問
題
が
生
じ

て
い
た
の
は
確
か
で
あ
っ
た
。
観
光
文
化
の

振
興
を
通
じ
た
豊
か
な
社
会
実
現
を
目
指
す

観
光
研
究
機
関
と
し
て
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
」
と
い
う
現
象
に
ど
の
よ
う
に
向
き
合

う
の
か
。
問
題
現
象
を
正
確
に
捉
え
る
こ
と

は
第
一
歩
で
あ
る
が
、
問
題
提
起
や
発
信
す

る
こ
と
を
超
え
て
、
有
効
な
解
決
策
や
指
針

を
提
示
で
き
る
の
か
。
急
激
な
成
長
、
過
度

な
成
長
に
よ
る
痛
み
を
軽
減
す
る
だ
け
で
よ

い
の
か
。
需
要
獲
得
の
機
会
を
損
失
し
て
い

る
状
況
も
一
部
に
見
受
け
ら
れ
る
中
で
、「
地

域
は
観
光
を
通
じ
て
負
の
影
響
だ
け
で
は
な

く
正
の
影
響
も
受
け
て
お
り
、
前
者
だ
け
を

あ
る
立
場
か
ら
切
り
出
し
て
取
り
上
げ
る
だ

け
で
は
、本
当
の
解
決
に
至
ら
な
い
」（
後
藤
、

2
0
1
9
）
と
い
う
の
が
当
時
の
姿
勢
の
着

地
点
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
前
回
の
特
集
で

は
、
住
民
の
暮
ら
し
と
観
光
の
共
存
を
模
索

し
続
け
た
地
域
に
焦
点
を
当
て
、
環
境
変
化

を
経
験
し
な
が
ら
も
議
論
を
重
ね
、〝
地
域

現
在
の
観
光
の
考
え
方
（
再
生
型
観
光
、
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
、ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
思
考
、パ
ー

パ
ス
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
、
環
境
収
容
力
な
ど
）

と
よ
く
共
鳴
し
て
い
る
と
い
う
。

（
1
）
超
過
と
不
足
を
防
ぐ
モ
デ
ル

　安
全
な
空
間
内
に
定
位
す
る
こ
と
は
、
観

光
地
が
持
続
可
能
に
運
営
さ
れ
て
い
る
状
態

を
表
す
。
安
全
な
空
間
内
に
留
ま
る
た
め
に
、

観
光
地
は
、
超
過
や
不
足
を
避
け
な
が
ら
、

4
つ
の
要
素 

―
―
起
業
家
と
従
業
員
の
労

働
環
境
の
質
、
訪
問
者
の
体
験
の
質
、
住
民

の
生
活
の
質
、
場
所
の
質
（
公
共
ス
ペ
ー
ス
、

遺
産
、生
態
系
）
―
―
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て

い
る
こ
と
が
重
要
と
の
こ
と
で
あ
る
。
安
全

な
空
間
の
外
側
へ
突
き
抜
け
た
状
態
「
超
過

（
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー
ト
）」
は
、
観
光
地
が
過

度
に
開
発
さ
れ
、
環
境
や
社
会
に
悪
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
状
態
を
示
す
。
安
全
な
空
間

の
内
側
へ
突
き
抜
け
た
状
態
「
不
足
（
シ
ョ
ー

ト
ホ
ー
ル
）」
は
、
観
光
地
が
必
要
な
社
会

的
基
盤
の
水
準
を
満
た
し
て
い
な
い
状
態
を

示
す
。
安
全
な
空
間
内
に
留
ま
る
た
め
に
そ

の
上
限
と
下
限
、閾
値
を
監
視
す
る
こ
と
は
、

利
害
関
係
者
に
対
す
る
早
期
警
告
信
号
と
緊

急
信
号
と
し
て
機
能
す
る
。
緊
急
信
号
を
超

え
る
と
、目
的
地
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
い

る
た
め
、
即
時
の
対
応
が
必
要
と
な
る
。

　ラ
ワ
ー
ス
は
、
新
し
い
経
済
へ
の
大
転
換

を
促
す
た
め
、
ド
ー
ナ
ツ
モ
デ
ル
と
と
も
に

全
体
像
を
示
す
た
め
の
7
つ
の
思
考
法
を
提

示
し
た
。
そ
れ
を
観
光
地
に
応
用
し
た
も
の

が
観
光
地
を
再
定
義
す
る
7
つ
の
思
考
法

〔
表
1
〕
で
あ
る
。「
1
．目
標
を
変
え
る
：

手
段
と
し
て
の
観
光
」「
2
．全
体
像
を
見
る
：

観
光
は
よ
り
大
き
な
全
体
に
組
み
込
ま
れ
て

い
る
」「
3
．人
間
性
を
育
む
：
観
光
客
は
合

理
的
な
経
済
人
で
は
な
い
」「
4
．シ
ス
テ
ム

に
精
通
す
る
：
観
光
は
動
的
で
複
雑
な
シ
ス

テ
ム
の
一
部
で
あ
る
」「
5
．観
光
は
再
配
的

で
あ
る
必
要
が
あ
る
：
観
光
は
全
て
の
人
に

利
益
を
も
た
ら
す
」「
6
．再
生
の
た
め
に
創

造
す
る
：
観
光
は
再
生
可
能
で
あ
る
必
要
が

あ
る
」「
7
．成
長
に
こ
だ
わ
ら
な
い
：
観
光

の
成
長
は
無
限
で
は
な
い
」。
同
研
究
の
内

容
を
確
認
す
る
限
り
、
ま
だ
ま
だ
議
論
の
余

地
や
補
完
の
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
例

え
ば
、「
1
：
手
段
と
し
て
の
観
光
」
に
つ
い

て
は
、
観
光
と
い
う
手
段
を
通
じ
て
何
を
得

た
い
の
か
、そ
の
目
的
を
ま
ず
明
確
に
定
め
、

そ
れ
を
検
証
可
能
な
形
で
共
有
す
る
必
要
が

あ
る
。
同
時
に
、
観
光
客
の
目
的
や
行
動
に

寄
り
添
え
な
け
れ
ば
、「
安
全
な
空
間
」
に

定
位
す
る
の
は
難
し
い
。
ま
た
、
そ
の
際
に

は
、「
計
画
が
適
切
な
観
光
市
場
を
作
っ
て

い
く
と
い
う
発
想
こ
そ
が
求
め
ら
れ
る
」（
阿

部
， 

2
0
1
9
）
だ
ろ
う
。「
2
：
観
光
は
よ

り
大
き
な
全
体
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
」
に

つ
い
て
は
、
ボ
ル
グ
氏
は
、
観
光
が
孤
立

し
て
存
在
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
説
い

た
。
持
続
可
能
な
都
市
観
光
の
枠
組
み
で
捉

え
る
上
で
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
以
上
の

議
論
の
必
要
」
と
な
る
意
味
も
こ
こ
に
あ
る
。

「
7
：
観
光
の
成
長
は
無
限
で
は
な
い
」
に
つ

い
て
は
、
具
体
例
と
し
て
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

市
の
帯
域
設
定
（
上
限
2
0
0
0
万
人
泊
、

下
限
1
0
0
0
万
人
泊
）
が
紹
介
さ
れ
て
い

る
。し
か
し
、現
状
、上
限
で
の
措
置
に
対
し
、

下
限
を
下
回
っ
た
場
合
の
対
応
は
見
え
て
い

な
い
※
4

。
佐
野
氏
は
、
チ
ン
ク
エ
テ
ッ
レ

の
愛
の
小
道
で
導
入
さ
れ
て
い
る
閾
値
（
観

光
客
数
の
上
限
4
0
0
名
）
を
設
定
す
る
シ

ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
対
策
は
一
つ
の
あ
り
方

と
し
な
が
ら
も
、「
そ
の
パ
ラ
メ
ー
タ
設
定

が
問
題
の
本
質
を
つ
い
て
い
る
の
か
、
そ
の

閾
値
が
問
題
解
決
に
と
っ
て
適
切
な
の
か
、

絶
え
ず
議
論
や
検
証
が
必
要
」
と
述
べ
る
。

ま
た
、
パ
ラ
メ
ー
タ
や
閾
値
の
設
定
が
困
難

な
地
域
が
ほ
と
ん
ど
で
は
な
い
か
と
疑
問
を

呈
し
て
い
る
。

　ラ
ワ
ー
ス
に
よ
る
と
、
そ
も
そ
も
7
つ
の

思
考
法
は
、
具
体
的
な
政
策
や
制
度
を
提
案

す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
。「
今
後
直
面

す
る
変
化
の
速
さ
や
大
き
さ
、
不
確
か
さ
を

考
え
る
な
ら
、
将
来
の
政
策
や
制
度
を
決
め

て
し
ま
う
の
は
無
謀
」（
ケ
イ
ト
・
ラ
ワ
ー
ス

『
ド
ー
ナ
ツ
経
済
』
黒
輪
篤
嗣
訳
、 

2
0
2
1
、 

p
・
48
）
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
思
考
法
の

内
容
は
固
定
的
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
モ

デ
ル
に
つ
い
て
も
同
様
だ
。実
装
の
た
め
に
、

ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
か
。
目
標
に
対

し
て
常
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
と
な
る
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
し
て
は
、
我

が
国
に
お
い
て
は
、
国
内
外
の
事
例
を
参
考

に
そ
の
対
策
（
戦
術
）は
既
に
一
定
程
度
整
理

さ
れ
て
い
る
。
類
似
し
た
も
の
を
提
示
す
る

こ
と
を
避
け
、
こ
こ
で
は
、
リ
バ
ラ
ン
ス
に
向

け
た
視
点
か
ら
我
が
国
に
と
っ
て
重
要
と
思

わ
れ
る
2
点
に
絞
っ
て
述
べ
る
。
一
つ
目
は
ア

プ
ロ
ー
チ
す
る
対
象
の
拡
大
、
再
認
識
に
つ

い
て
、
二
つ
目
は
全
体
最
適
に
向
か
う
た
め

の
シ
ス
テ
ム
思
考
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　観
光
政
策
及
び
D
M
M
（D

estination 

M
arketing and M

anagem
ent

）
が
対
象

と
す
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
関
係

性
を
整
理
し
て
い
る
の
がK

agerm
eier

（
2
0
2
2
）
に
よ
る
〔
図
3
〕
で
あ
る
。
こ

れ
は
ド
ー
ナ
ツ
の
断
面
と
見
る
こ
と
も
で
き

る
だ
ろ
う
※
5

。
観
光
政
策
及
び
D
M
M
は
、

対
象
を
経
済
セ
ク
タ
ー
か
ら
住
民
や
働
く
従

事
者
に
ま
で
拡
げ
る
必
要
が
生
じ
て
い
る
。

一
方
で
、
実
際
は
住
民
は
「
一
括
り
に
は
で

き
な
い
ほ
ど
多
様
」（
真
野
、
2
0
1
3
）
で

あ
る
が
、
住
民
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
同
質

の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
こ
れ
ま
で
扱
わ
れ
て
い

た
（Żem

ła an
d S

zrom
ek,

2
0
2
4
）。

熊
谷
氏
、
ボ
ル
グ
氏
、
佐
野
氏
か
ら
は
、
住

民
と
言
っ
て
も
一
様
で
な
い
こ
と
、
観
光
の

恩
恵
の
受
け
方
も
異
な
り
、
見
方
が
大
き
く

異
な
る
現
実
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
従
事
者
に
つ
い
て
も
同
様
に
均
質
で
あ

る
こ
と
は
な
く
、
一
括
り
に
で
き
な
い
ほ
ど

実
際
は
多
様
で
あ
ろ
う
。
同
じ
グ
ル
ー
プ
内

で
も
、
利
害
は
し
ば
し
ば
異
な
り
、
時
に

は
矛
盾
す
る
こ
と
も
あ
る
（G

óm
ez and 

A
lfonso, 

2
0
1
9
）。
観
光
客
と
同
様
に
、

住
民
や
従
事
者
に
つ
い
て
も
セ
グ
メ
ン
ト

し
、
細
や
か
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
こ
と

が
今
後
は
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
対
応
と
し
て

は
、
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
（ow

nership

）
と

誇
り
の
醸
成
に
つ
な
が
る
か
を
意
識
し
つ

つ
、①
負
の
影
響
の
軽
減
の
他
、②
意
識
の
把

握
と
共
有
、③
観
光
の
恩
恵
等
に
対
す
る
理

解
促
進
、④
観
光
に
関
与
・
対
話
す
る
場
、

仕
組
み
の
構
築
、⑤
住
民
等
の
利
用
環
境
の

確
保
や
還
元
（
配
分
）、⑥
住
宅
政
策
の
6
つ

深
く
掘
り
下
げ
、
そ
の
背
景
や
原
因
に
目
を

向
け
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
問
題
現
象
を

特
定
し
、
そ
れ
を
分
解
し
て
個
々
の
要
素
を

捉
え
る
こ
と
を
超
え
て
、
各
要
素
の
相
互
作

用
や
影
響
を
総
合
的
に
理
解
す
る
シ
ス
テ
ム

思
考
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
短
期

的
な
解
決
策
だ
け
で
な
く
、
長
期
的
な
影
響

や
副
作
用
も
考
慮
し
た
包
括
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
を
確
立
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
持
続
的
な
測
定
と
監
視
を
行
い
、

観
光
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
最
適
化
や
問
題
の
早

期
検
出
を
目
指
し
て
、
観
光
デ
ー
タ
の
収
集

範
囲
を
拡
大
し
、
統
計
基
盤
を
整
備
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
欧
州
委
員
会

（
2
0
2
2
a
）
の
指
摘
の
通
り
、
旅
行
・
宿

泊
に
関
す
る
基
本
統
計
か
ら
観
光
の
社
会

的
・
環
境
的
・
経
済
的
影
響
に
関
す
る
デ
ー

タ
ま
で
、
幅
広
い
情
報
を
網
羅
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
※
6

。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
及
び
そ
の
対
策
に

よ
る
相
互
作
用
や
影
響
の
一
例
と
し
て
、
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
内
に
お
い
て
は
、
宿
泊
施

設
が
規
制
さ
れ
た
結
果
、
周
辺
自
治
体
で
宿

泊
施
設
が
増
加（
ウ
ォ
ー
タ
ー
ベ
ッ
ド
効
果
）

し
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
転
移
が
懸
念

さ
れ
る
と
と
も
に
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
周
辺

か
ら
日
帰
り
で
市
内
を
訪
問
す
る
た
め
、
問

題
現
象
が
そ
れ
ほ
ど
減
少
し
な
い
、
税
収
が

漏
出
す
る
と
い
う
指
摘
が
報
告
さ
れ
て
い
る

（
五
木
田
、 

2
0
2
5
； 

後
藤
、 

2
0
2
5
）。

ボ
ル
ク
氏
は
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
経
験
か
ら
、

観
光
客
向
け
の
宿
泊
施
設
の
開
発
に
更
に
厳

し
い
制
限
を
か
け
る
こ
と
は
絶
対
に
避
け
る

べ
き
と
述
べ
る
。
観
光
業
の
成
長
を
妨
げ
る

の
で
は
な
く
、
観
光
以
外
の
経
済
活
動
や
観

光
に
代
わ
る
活
動
を
促
進
す
る
こ
と
（
住
宅

補
助
等
）
が
重
要
だ
と
い
う
（B

ertocchi et 

al., 2020

）。

　今
後
は
デ
ー
タ
に
基
づ
く
意
思
決
定
や
行

動
基
準
を
設
け
た
、
シ
ス
テ
ム
全
体
を
構
築

す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
弊
害
を
最

小
限
に
抑
え
、
住
民
と
観
光
客
の
双
方
が
調

和
の
中
で
共
存
で
き
る
環
境
を
育
む
対
策
の

連
動
が
重
要
だ
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
も
た
ら
す
影
響

は
多
面
的
で
あ
り
、
一
朝
一
夕
に
解
決
で
き

る
も
の
で
は
な
い
。
都
市
の
成
長
や
社
会
の

変
化
と
と
も
、
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
の
変
化
を

見
据
え
た
継
続
的
な
投
資
と
、
住
民
の
生
活

舞
台
で
あ
る
地
域
へ
の
再
投
資
の
バ
ラ
ン
ス

を
見
極
め
、
対
応
す
る
こ
と
が
今
後
は
求
め

2
．欧
州
都
市
の

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と

都
市
観
光

1
．は
じ
め
に

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の

向
き
合
い
方

の
意
思
〞を
確
立
し
、
行
動
し
て
き
た
各
地

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
。
そ
れ
ら
を
通
じ

て
、
日
本
の
持
続
可
能
な
観
光
の
あ
り
方
を

探
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
。

　あ
れ
か
ら
約
5
年
の
月
日
が
過
ぎ
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
は
、
観
光
産
業

に
甚
大
な
打
撃
を
与
え
た
。
観
光
客
数
は
一

定
程
度
回
復
し
つ
つ
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
を

以
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
観
光
業
に
与
え
た
影

響
が
消
え
た
、
と
す
る
の
は
時
期
尚
早
で
あ

る
。
一
方
で
、
同
時
に
目
を
向
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
は
、
複
数
年
に
わ
た
る
厳
し
い

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、「
観
光
の
あ
り
方
」

そ
の
も
の
を
見
直
し
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
対
策
を
積
み
重
ね
て
き
た
地
域
も
存
在
す

る
こ
と
だ
。
近
年
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

再
燃
を
耳
に
す
る
中
で
、
本
号
で
は
、
最
適

状
態
を
模
索
し
リ
バ
ラ
ン
ス
を
図
る
動
き
に

着
目
し
て
、
欧
州
都
市
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
対
策
を
取
り
上
げ
る
。
欧
州
は
、
ア
ジ

ア
よ
り
も
一
早
く
観
光
旅
行
市
場
が
回
復
し

て
い
る
状
況
に
あ
っ
た
。
観
光
客
数
が
従
前

の
水
準
に
戻
る
中
で
再
燃
し
て
い
る
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
と
同
じ

な
の
か
否
か
※
1

。「
観
光
客
が
い
な
け
れ

ば
、
街
の
バ
ラ
ン
ス
も
崩
れ
て
し
ま
い
ま

す
」（A

m
s
te
rd

a
m
 &

 P
a
rtn

e
rs
, 

2
0
2
0
）
と
い
う
言
葉
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
観
光
需
要
の
激
減
が
も
た
ら
し
た
新
た

な
認
識
を
示
唆
し
て
い
る
。
我
が
国
に
目
を

向
け
る
と
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
影
響

が
顕
在
化
し
て
い
る
地
域
だ
け
で
な
く
、
未

然
防
止
を
目
的
と
し
た
取
り
組
み
が
各
地
で

展
開
さ
れ
て
い
る
。
観
光
に
よ
る
正
と
負
の

影
響
を
冷
静
か
つ
総
合
的
に
捉
え
よ
う
と
す

る
姿
勢
が
育
ま
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
時

期
に
、
我
が
国
の
持
続
可
能
な
地
域
に
資
す

る
観
光
の
あ
り
方
、
取
組
を
捉
え
直
す
新
た

な
視
野
、
枠
組
み
を
提
示
し
て
お
き
た
い
。

　本
特
集
で
は
、
欧
州
都
市
に
焦
点
を
当
て

た
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
影
響
が
都
市

部
で
深
刻
で
あ
る
こ
と
は
従
前
か
ら
報
告
さ

れ
て
い
る
が
、
同
時
に
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
以
上
の
議
論
の
必
要
性
と
し
て
、「
持
続

可
能
な
都
市
観
光
（U

rb
an
 T
o
u
rism

）」

に
関
す
る
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
都
市
化

が
進
展
す
る
中
で
、
他
の
観
光
形
態
と
比
べ

て
都
市
観
光
が
急
速
に
増
加
し
て
い
る
こ

と
。
都
市
は
多
機
能
性
ゆ
え
訪
問
者
の
動
機

や
体
験
が
様
々
で
同
時
に
実
現
で
き
る
が
、

観
光
客
と
住
民
の
ニ
ー
ズ
等
が
交
差
す
る
に

つ
れ
、
観
光
客
に
よ
る
負
荷
は
都
市
の

バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
、
市
生
活
の
質
を
低
下

さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
（A

all et al., 

2
0
1
9
）。
今
回
、
特
集
記
事
を
寄
稿
い

た
だ
い
た
ボ
ル
グ
氏
は
、
編
著
者
と
し
て

都
市
観
光
に
関
す
る
図
書
『A

 R
esearch

 

A
g
e
n
d
a
 fo

r U
rb
a
n
 T

o
u
ris

m

』

（
2
0
2
2
）
を
発
行
し
て
い
る
。
ま
た
、

ボ
ル
グ
氏
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
イ
ン

ホ
ラ
ン
ト
応
用
科
学
大
学
で
は
、
2
0
2
0

年
に
「N

ew
 U
rban T

ourism

」
を
扱
う
研

究
グ
ル
ー
プ
が
設
置
さ
れ
た
。
持
続
可
能
か

つ
回
復
力
の
あ
る
方
法
で
都
市
観
光
を
再
建

す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
が
今
求
め
ら

れ
て
い
る
（K

oens, 

2
0
2
0
）。

　本
特
集
で
は
、
欧
州
に
お
け
る
代
表
的
な

観
光
都
市
で
あ
る
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
、ロ
ー
マ
、

バ
ル
セ
ロ
ナ
等
を
対
象
に
し
た
。
そ
し
て
、

欧
州
に
居
住
ま
た
は
居
住
経
験
を
有
す
る
三

名
の
学
識
経
験
者
に
寄
稿
い
た
だ
い
た
。
日

本
か
ら
座
し
て
見
る
の
で
は
な
く
、
欧
州
か

ら
見
て
み
よ
う
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
（
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
前
号
『
観
光
文

化
』
2
6
4
号
「
特
集 

世
界
の
観
光
ダ
イ
ナ

ミ
ズ
ム
2
0
2
4
」
で
現
地
視
察
結
果

を
報
告
）。
ま
た
、
都
市
の
観
光
収
容
力

（T
ourism

 C
arrying C

apacity

）
に
つ
い

て
は
、
我
が
国
で
は
研
究
の
蓄
積
が
十
分
で

は
な
い
。
そ
こ
で
、
巻
頭
言
は
、
自
然
公
園

の
環
境
収
容
力
を
専
門
と
さ
れ
る
熊
谷
氏
に

ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
。
以
降
で
は
、
ま
ず
特

集
記
事
か
ら
各
地
の
状
況
等
を
振
り
返
る
。

【
特
集
1
】成
功
を
乗
り
越
え
て
：

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
教
訓

　ボ
ル
グ
氏
は
、
継
続
的
に
内
在
す
る
持
続

不
可
能
性
は
、
観
光
と
い
う
商
品
の
本
質

に
起
因
す
る
直
接
的
な
結
果
と
述
べ
る
。

地
理
的
環
境
に
固
有
で
再
生
産
が
不
可
能

か
つ
希
少
な
公
共
財
で
あ
る
観
光
資
源
は
、

そ
の
配
分
を
市
場
原
理
の
み
に
委
ね
る
と
、

最
適
な
配
分
に
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

観
光
資
源
の
非
最
適
な
配
分
は
、
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
み
に
よ
っ
て
生
じ
る
も
の

で
は
な
く
、
ア
ン
ダ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
観
光

の
活
用
不
足
）で
も
顕
在
化
す
る
。オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
単
純
化
さ
れ
た
分

析
は
、
持
続
不
可
能
な
観
光
開
発
の
要
因

を
見
え
に
く
し
、
問
題
の
本
質
的
な
理
解

を
妨
げ
る
と
さ
れ
る
。

　ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
、
観
光
の
強

度
（Intensity

）
と
観
光
収
容
力
（
T
C
C
）

の
解
析
結
果
か
ら
、
既
に
指
標
を
大
幅
に
上

回
っ
て
い
る
こ
と
。
現
在
、
観
光
の
需
要
と

供
給
の
量
的
及
び
質
的
な
不
均
衡
状
態
に
あ

り
、
受
け
入
れ
側
の
負
担
や
コ
ス
ト
が
恩
恵

を
大
き
く
上
回
り
、
恩
恵
の
大
部
分
は
、
観

図 1『観光文化』240号 表紙

https://www.jtb.or.jp/book/tourism-culture/tourism-culture-240vision/
注：「オーバーツーリズム」という用語は特集記事のタイトルや本文に留めた。

ら
れ
る
。。
本
特
集
で
は
、
欧
州
都
市
の
事

例
を
通
じ
て
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
下
に

あ
る
地
域
を
持
続
可
能
な
か
た
ち
で
再
構
築

す
る
た
め
の
観
光
の
あ
り
方
、
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
観
光
の
可
能
性
を
探
っ
た
。
観
光
は

単
独
で
存
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、
都
市
の

経
済
、
環
境
、
住
民
生
活
と
密
接
か
つ
複
雑

に
関
わ
る
。
観
光
に
よ
る
経
済
効
果
を
最
大

化
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
社
会
の
課
題

解
決
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
枠
組
み
が
必
要

で
あ
る
。
ド
ー
ナ
ツ
経
済
の
考
え
方
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
地
域
全
体
の
戦
略
の
中
で
観

光
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
す
る
こ
と
が
、
今
後

の
重
要
な
視
点
と
な
る
だ
ろ
う
。
本
特
集
で

示
さ
れ
た
知
見
を
活
か
し
、
我
が
国
に
お
い

て
も
、
長
期
的
な
視
野
の
も
と
、
各
地
域
の

特
性
に
応
じ
た
柔
軟
な
政
策
を
展
開
し
つ

つ
、
観
光
の
恩
恵
と
負
担
の
適
切
な
配
分
を

探
り
な
が
ら
、
地
域
の
持
続
可
能
性
を
高
め

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

が
挙
げ
ら
れ
る
。
我
が
国
は
、
主
に
①
と
④

に
つ
い
て
は
取
り
組
ん
で
き
た
も
の
の
、
そ

の
他
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
複
雑
な
問

題
の
解
決
に
あ
た
っ
て
は
、
単
な
る
表
面
的

な
症
状
に
対
処
す
る
の
で
は
な
く
、
問
題
を
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　本
号
の
特
集
テ
ー
マ
は
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
で
あ
る
。
当
機
関
誌
『
観
光
文
化
』

に
て
こ
の
課
題
を
特
集
テ
ー
マ
と
し
て
扱
う

の
は
今
回
が
二
度
目
と
な
る
。
前
回
扱
っ
た

の
は
2
0
1
9
年
1
月
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
が
社
会
問
題
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
く

最
中
で
あ
っ
た
。
当
初
、
特
集
テ
ー
マ
を「
地

域
に
忍
び
寄
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
脅

威
」と
設
定
し
た
も
の
の
、
最
終
的
に
は「
観

光
客
急
増
で
問
わ
れ
る
〝
地
域
の
意
思
〞
」

〔
図
1
〕
と
変
更
し
た
。
そ
れ
は
、
次
の
理

由
か
ら
で
あ
っ
た
。

光
産
業
に
集
中
し
て
い
る
状
態
に
あ
る
こ

と
。
観
光
が
主
要
産
業
で
あ
る
当
地
で
は
、

経
済
的
、
社
会
的
発
展
の
た
め
の
戦
略
に

観
光
は
不
可
欠
な
要
素
で
あ
り
、
観
光
は

多
様
な
生
活
側
面
と
相
互
作
用
す
る
こ
と

か
ら
、
観
光
戦
略
も
強
く
全
体
戦
略
に
統

合
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、

成
功
に
よ
る
弊
害
を
抑
え
る
た
め
、
観
光

地
は
環
境
負
荷
（
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
）
と
質

を
重
視
し
た
モ
デ
ル
へ
転
換
し
、
地
域
社

会
を
基
盤
と
し
た
政
策
へ
と
見
直
す
必
要

が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

【
特
集
2
】イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
観
光
と

生
活
を
め
ぐ
る
現
状
と
雑
感

　佐
野
氏
は
、
ロ
ー
マ
と
い
う
観
光
地
に
住

ん
で
感
じ
た
住
宅
事
情
の
厳
し
さ
や
、連
日
、

深
夜
に
ま
で
及
ぶ
屋
外
飲
食
の
騒
音
に
よ
る

迷
惑
等
を
伝
え
た
。
街
が
市
民
と
観
光
客
の

笑
顔
で
溢
れ
、
人
々
で
賑
う
一
方
で
、
あ
る

調
査
結
果
か
ら
多
く
の
イ
タ
リ
ア
人
が
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ

と
。
ま
た
、
家
屋
を
め
ぐ
る
観
光
客
と
住
民

に
よ
る
せ
め
ぎ
合
い
の
最
前
線
と
し
て
、
住

ま
い
を
追
い
出
さ
れ
た
住
民
の
目
に
見
え
る

抗
議
が
即
座
に
撤
去
さ
れ
て
い
る
状
況
と
、

中
心
市
街
地
の
周
縁
部
で
そ
の
痕
跡
が
発
見

さ
れ
る
状
況
を
報
告
い
た
だ
い
た
。

　イ
タ
リ
ア
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策

は
始
動
期
に
あ
り
、
問
題
の
内
容
と
範
囲
を

明
確
に
す
る
こ
と
。
住
民
の
生
活
の
質
の
低

下
や
観
光
客
の
体
験
の
質
の
低
下
に
対
応
す

る
た
め
、
小
規
模
な
政
策
集
団
に
よ
る
柔
軟

な
対
策
が
求
め
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

イ
タ
リ
ア
で
は
、
国
家
よ
り
も
各
自
治
体
が

前
衛
的
で
あ
り
、
例
え
ば
、
チ
ン
ク
エ
テ
ッ

レ
で
は
観
光
客
数
を
制
限
す
る
方
法
が
導
入

さ
れ
た
。
た
だ
、
そ
の
妥
当
性
に
つ
い
て
は

今
後
の
議
論
と
検
証
が
必
要
で
あ
り
、ま
た
、

パ
ラ
メ
ー
タ
や
閾
値
の
設
定
が
難
し
い
地
域

も
多
い
と
指
摘
す
る
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
認
識
は
主
観
的
で
、
観
光
の
恩
恵
を
受

け
る
人
と
被
害
を
受
け
る
人
が
存
在
す
る
。

被
害
を
受
け
る
人
の
声
を
す
く
い
上
げ
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
同
時
に
、
観
光
の
恩
恵

を
広
く
市
民
に
周
知
す
る
こ
と
も
不
可
欠
で

あ
る
。
市
民
間
の
対
話
の
場
を
設
け
、
観
光

推
進
か
反
観
光
か
の
二
者
択
一
で
は
な
く
、

対
立
を
乗
り
越
え
る
解
決
策
を
探
る
こ
と
が

望
ま
れ
る
と
語
る
。

【
特
集
3
】「
観
光
都
市
」か
ら

「
観
光
と
と
も
に
生
き
る
都
市
」へ

―
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
け
る

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
の
最
前
線

　阿
部
氏
か
ら
は
、「
観
光
と
と
も
に
生
き

る
都
市
へ
と
脱
皮
を
図
る
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
奮

闘
と
ジ
レ
ン
マ
」
を
報
告
い
た
だ
い
た
。

　再
燃
す
る
住
民
の
抗
議
運
動
の
主
題
は
、

混
雑
や
マ
ナ
ー
問
題
で
は
な
い
と
い
う
。
観

光
の
成
長
が
も
た
ら
す
公
共
サ
ー
ビ
ス
へ
の

圧
迫
や
地
価
・
家
賃
、
物
価
の
高
騰
が
、
住

民
や
商
店
の
入
れ
替
え
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
変
容
を
招
い
て
し
ま
う
こ
と
。
観

光
産
業
の
利
益
の
不
当
な
配
分
が
社
会
的
不

平
等
を
拡
大
し
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
、
住

民
の
危
機
感
は
「
や
が
て
我
が
ま
ち
バ
ル
セ

ロ
ナ
が
誰
の
も
の
で
も
な
く
な
っ
て
し
ま

う
、
と
い
う
都
市
の
存
立
に
関
わ
る
意
思
表

示
」
だ
と
述
べ
る
。

　観
光
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
2
0
1
7
）
の
特

徴
は
、
観
光
に
関
連
す
る
多
分
野
（
交
通
政

策
、
都
市
計
画
、
地
域
経
済
の
発
展
、
事
業

者
の
責
任
、
宿
泊
税
な
ど
）
の
施
策
を
束
ね

て
い
る
点
に
あ
る
。
近
年
は
、
市
長
交
代
と

い
う
社
会
情
勢
の
変
化
の
中
で
、「
住
民
の

繁
栄
と
幸
福
促
進
」
を
最
優
先
と
し
、「
他
の

経
済
部
門
の
発
展
を
促
す
持
続
可
能
で
敬
意

あ
る
観
光
経
済
」
を
推
進
す
る
方
向
に
あ
る
。

　混
雑
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し
て
、「
大
混
雑

エ
リ
ア
」
で
は
、
交
通
動
線
の
再
整
理
、
事

前
予
約
制
の
強
化
、
空
間
の
市
民
利
用
の
促

進
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
宿
泊
施
設
の
立
地

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
し
て
「
観
光
宿
泊
施
設
特

別
都
市
計
画
」
に
よ
り
、
用
途
混
在
を
図
り
、

市
民
の
住
む
権
利
を
保
障
す
る
と
と
も
に
、

公
共
空
間
で
の
生
活
を
維
持
し
持
続
可
能
な

経
済
活
動
の
展
開
を
図
る
。
ま
た
、
床
面
積

の
30
％
を
低
家
賃
の
社
会
住
宅
に
割
り
当
て

る
都
市
計
画
措
置
も
講
じ
て
い
る
。
民
泊
全

廃
措
置
に
つ
い
て
は
、
違
法
民
泊
の
急
増
に

つ
な
が
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
と
い
う
。
課

税
に
つ
い
て
は
、
州
の
宿
泊
税
に
市
独
自
の

追
加
課
税
を
導
入
し
、「
観
光
市
民
還
元
基

金
」
と
し
て
、
観
光
の
負
の
外
部
性
を
緩
和

し
、
市
民
の
生
活
改
善
を
図
る
取
組
に
再
投

資
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　バ
ル
セ
ロ
ナ
の
政
策
挑
戦
は
、
次
世
代
の

都
市
と
観
光
の
あ
り
方
と
し
て
「
市
民
の
日

常
生
活
を
維
持
し
、
観
光
に
よ
っ
て
更
に
高

め
ら
れ
、
観
光
魅
力
と
し
て
再
生
さ
れ
る
観

光
政
策
」
を
提
示
す
る
。

　観
光
が
持
続
可
能
性
な
地
域
形
成
に
資
す

る
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
観
光
の
持
続
不

可
能
に
な
る
本
質
を
理
解
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
リ
バ
ラ
ン
ス
戦
略
を

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
、
ま

ず
欧
州
の
持
続
可
能
な
観
光
と
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
近
年
の
動
向
を
概
観

し
た
後
（
3
‐
1
）、
ボ
ル
グ
氏
か
ら
紹
介

い
た
だ
い
た
「
ド
ー
ナ
ツ
経
済
」
を
も
と
に
、

地
域
全
体
戦
略
に
観
光
を
位
置
づ
け
る
上
で

の
俯
瞰
的
な
視
野
、
視
点
に
つ
い
て
述
べ
る

（
3
‐
2
）。
さ
ら
に
バ
ラ
ン
ス
の
検
討
、
是

正
に
向
け
て
、
観
光
戦
略
に
落
と
し
込
む
た

め
の
視
点
を
と
り
ま
と
め
る
（
3
‐
3
）。

　

U
N
W
T
O

（
現U

N
 T
ourism

）
は
持
続
可

能
な
観
光
と
い
う
概
念
を
「
訪
問
客
、
業
界
、

環
境
お
よ
び
訪
問
客
を
受
け
入
れ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
つ
つ
、
現
在

お
よ
び
将
来
の
経
済
、
社
会
、
環
境
へ
の
影

響
を
十
分
に
考
慮
す
る
観
光
」（
2
0
0
5
）

と
定
義
し
た
※
2

。

　近
年
の
欧
州
の
持
続
可
能
な
観
光
政
策

に
関
す
る
指
針
と
し
て
は
、「T

ran
sitio

n
 

p
ath

w
ay fo

r to
u
rism

」（
欧
州
委
員
会
、

2
0
2
2
）
や
「
欧
州
観
光
ア
ジ
ェ
ン
ダ

2
0
3
0
」（
欧
州
連
合
理
事
会
、
2
0
2
2
）

と
い
っ
た
重
要
文
書
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ

ら
の
指
針
は
、
グ
リ
ー
ン
化
お
よ
び
デ
ジ
タ

ル
化
へ
の
移
行
を
一
層
加
速
さ
せ
、
観
光
エ

コ
シ
ス
テ
ム
を
よ
り
持
続
可
能
か
つ
回
復
力

の
高
い
も
の
へ
と
転
換
す
る
取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
る
※
3

。
こ
れ
ら
の
文
脈
を
前
提
と

し
て
、
こ
こ
か
ら
は
、
本
特
集
に
関
連
す
る

内
容
を
断
片
的
で
は
あ
る
が
紹
介
す
る
。

〇
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
観
光
の
成
長
に

関
す
る
調
査
研
究

　欧
州
委
員
会
の
「
観
光
地
レ
ベ
ル
で
の
ア

ン
バ
ラ
ン
ス
な
観
光
の
成
長 

最
終
報
告
書
」

（
2
0
2
2
）
に
よ
る
と
、「
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

な
観
光
」
は
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と

互
換
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
観
光

に
よ
る
目
に
見
え
な
い
影
響
を
含
意
す
る
用

語
と
し
て
説
明
さ
れ
る
。
ま
た
、
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
単
な
る
観
光
客
数
の
多
さ

に
限
定
さ
れ
な
い
点
や
、
都
市
部
で
発
生
し

た
比
較
的
新
し
い
現
象
へ
の
批
判
と
し
て
捉

え
ら
れ
て
い
る
点
が
マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
異

な
る
と
さ
れ
る
。

〇
持
続
可
能
な
E
U
観
光

―
明
日
の
観
光
の
形
成

　欧
州
委
員
会
は
、
2
0
2
3
年
に
E
U
観

光
地
の
持
続
可
能
性
と
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
支
援

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
た
。
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
の
成
長
志
向
の
考
え
方
に
対
し

て
は
、
経
済
的
利
益
と
社
会
、
文
化
、
環
境

へ
の
影
響
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
な
い
観

光
地
は
、
環
境
の
安
定
性
、
真
正
性
、
住
み

や
す
さ
、
そ
し
て
、
観
光
地
と
し
て
の
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
や
評
判
を
落
と
す
リ
ス

ク
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。

〇
持
続
可
能
な
観
光
パ
ー
ト
ナ
シ
ッ
プ

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

　E
U
の
都
市
ア
ジ
ェ
ン
ダ
に
基
づ
き

2
0
2
2
年
12
月
に
発
足
し
た
「
持
続
可
能

な
観
光
パ
ー
ト
ナ
シ
ッ
プ
」
は
、
都
市
政
策

に
お
け
る
都
市
観
光
特
有
の
課
題
へ
の
対
応

に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
2
0
2
4

年
に
作
成
さ
れ
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
、

「
環
境
」「
開
発
」「
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
成
長
」

の
3
つ
の
主
要
テ
ー
マ
か
ら
考
察
さ
れ
た
も

の
で
、
よ
り
良
い
規
制
、
よ
り
良
い
資
金
調

達
、
よ
り
良
い
知
識
の
3
本
柱
の
も
と
6
つ

の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
定
め
て
い
る
。

 

『
ド
ー
ナ
ツ
経
済
（D

oughnut E
conom

-

ics

）』（
2
0
1
7
）
は
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
大
学
の
経
済
学
者
ケ
イ
ト
•
ラ
ワ
ー
ス
が

2
0
1
1
年
に
提
唱
し
た
理
論
で
あ
る
。
人

類
の
長
期
的
な
目
標
か
ら
始
め
て
、
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
繁
栄
の
道
を
探
る
た
め
に
導
き

だ
さ
れ
た
も
の
で
、
ド
ー
ナ
ツ
の
よ
う
な
同

心
円
状
の
大
小
二
本
の
輪
で
人
類
の
持
続
可

能
な
生
活
を
可
視
化
す
る
。
内
側
の
小
円

（
ド
ー
ナ
ツ
の
穴
）
は
社
会
的
基
盤
（S

o
cial 

F
o
u
n
d
atio

n

）
を
示
し
、
人
々
が
健
全
に

生
活
す
る
た
め
に
必
要
な
最
低
限
の
条
件
を

表
す
。
外
側
の
大
円
（
ド
ー
ナ
ツ
の
外
）
は

生
態
学
的
天
井
（E

co
lo
gical C

eilin
g

）

を
表
わ
し
、
地
球
の
環
境
負
荷
の
限
界
を
示

す
。
ド
ー
ナ
ツ
の
生
地
の
部
分
で
あ
る
小
円

と
大
円
で
囲
ま
れ
る
安
全
な
空
間
を
超
え
る

こ
と
は
、
経
済
が
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
い
る

こ
と
を
意
味
す
る
（「
ド
ー
ナ
ツ
経
済
」
の
詳

細
説
明
は
今
回
は
省
略
）。
こ
の
ド
ー
ナ
ツ

経
済
を
世
界
で
初
め
て
採
用
し
た
の
は
、
オ

ラ
ン
ダ
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
あ
る
。

2
0
2
0
年
に
は
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ

ミ
ー
（
循
環
経
済
）
戦
略
の
中
核
に
据
え
る
都

市
像
と
し
て
『A

m
sterdam

 C
ity D

ough-

nut

』
を
発
表
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
「
ド
ー

ナ
ツ
経
済
」
を
観
光
の
文
脈
に
合
わ
せ
て
解

釈
し
、
調
整
し
た
も
の
が
欧
州
観
光
未
来
研

究
所
の
ハ
ー
ト
マ
ン
ら
（
2
0
2
2
）
に
よ

る
「
ド
ー
ナ
ツ
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

（D
o
u
gh
n
u
t D

estin
atio

n

）」〔
図
2
〕
で

あ
る
。

 

「
ド
ー
ナ
ツ
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、

ド
ー
ナ
ツ
経
済
の
概
念
と
そ
れ
に
付
随
す
る 

7
つ
の
思
考
法
を
適
用
し
、
観
光
地
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
よ
り
良
い
方
向
に
再
考
で
き
る
か

を
探
求
し
、
再
概
念
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

観
光
地
が
持
続
可
能
な
繁
栄
を
図
る
た
め

に
、
ど
の
よ
う
な
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
べ
き

か
視
覚
的
に
示
し
た
も
の
で
、同
モ
デ
ル
は
、

　ま
ず
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
特
集
で

事
例
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
に
対
す
る
地
域

が
抱
く
懸
念
が
想
像
以
上
に
大
き
か
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
地
域
内
で
の
議
論
も
ま
ま
な
ら

な
い
中
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
発
生
地
域

と
し
て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
印
象
が
拡
散
す
る
こ

と
へ
の
懸
念
で
あ
っ
た
。
当
時
、
事
例
地
域

の
方
か
ら
「
如
何
な
る
姿
勢
、
意
図
の
も
と

で
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
扱
い
、
発
信
す

る
の
か
」
と
厳
し
く
問
い
た
だ
さ
れ
た
こ
と

は
今
で
も
記
憶
の
深
奥
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

　と
は
い
え
、
特
定
の
地
域
で
問
題
が
生
じ

て
い
た
の
は
確
か
で
あ
っ
た
。
観
光
文
化
の

振
興
を
通
じ
た
豊
か
な
社
会
実
現
を
目
指
す

観
光
研
究
機
関
と
し
て
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
」
と
い
う
現
象
に
ど
の
よ
う
に
向
き
合

う
の
か
。
問
題
現
象
を
正
確
に
捉
え
る
こ
と

は
第
一
歩
で
あ
る
が
、
問
題
提
起
や
発
信
す

る
こ
と
を
超
え
て
、
有
効
な
解
決
策
や
指
針

を
提
示
で
き
る
の
か
。
急
激
な
成
長
、
過
度

な
成
長
に
よ
る
痛
み
を
軽
減
す
る
だ
け
で
よ

い
の
か
。
需
要
獲
得
の
機
会
を
損
失
し
て
い

る
状
況
も
一
部
に
見
受
け
ら
れ
る
中
で
、「
地

域
は
観
光
を
通
じ
て
負
の
影
響
だ
け
で
は
な

く
正
の
影
響
も
受
け
て
お
り
、
前
者
だ
け
を

あ
る
立
場
か
ら
切
り
出
し
て
取
り
上
げ
る
だ

け
で
は
、本
当
の
解
決
に
至
ら
な
い
」（
後
藤
、

2
0
1
9
）
と
い
う
の
が
当
時
の
姿
勢
の
着

地
点
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
前
回
の
特
集
で

は
、
住
民
の
暮
ら
し
と
観
光
の
共
存
を
模
索

し
続
け
た
地
域
に
焦
点
を
当
て
、
環
境
変
化

を
経
験
し
な
が
ら
も
議
論
を
重
ね
、〝
地
域

現
在
の
観
光
の
考
え
方
（
再
生
型
観
光
、
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
、ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
思
考
、パ
ー

パ
ス
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
、
環
境
収
容
力
な
ど
）

と
よ
く
共
鳴
し
て
い
る
と
い
う
。

（
1
）
超
過
と
不
足
を
防
ぐ
モ
デ
ル

　安
全
な
空
間
内
に
定
位
す
る
こ
と
は
、
観

光
地
が
持
続
可
能
に
運
営
さ
れ
て
い
る
状
態

を
表
す
。
安
全
な
空
間
内
に
留
ま
る
た
め
に
、

観
光
地
は
、
超
過
や
不
足
を
避
け
な
が
ら
、

4
つ
の
要
素 

―
―
起
業
家
と
従
業
員
の
労

働
環
境
の
質
、
訪
問
者
の
体
験
の
質
、
住
民

の
生
活
の
質
、
場
所
の
質
（
公
共
ス
ペ
ー
ス
、

遺
産
、生
態
系
）
―
―
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て

い
る
こ
と
が
重
要
と
の
こ
と
で
あ
る
。
安
全

な
空
間
の
外
側
へ
突
き
抜
け
た
状
態
「
超
過

（
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー
ト
）」
は
、
観
光
地
が
過

度
に
開
発
さ
れ
、
環
境
や
社
会
に
悪
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
状
態
を
示
す
。
安
全
な
空
間

の
内
側
へ
突
き
抜
け
た
状
態
「
不
足
（
シ
ョ
ー

ト
ホ
ー
ル
）」
は
、
観
光
地
が
必
要
な
社
会

的
基
盤
の
水
準
を
満
た
し
て
い
な
い
状
態
を

示
す
。
安
全
な
空
間
内
に
留
ま
る
た
め
に
そ

の
上
限
と
下
限
、閾
値
を
監
視
す
る
こ
と
は
、

利
害
関
係
者
に
対
す
る
早
期
警
告
信
号
と
緊

急
信
号
と
し
て
機
能
す
る
。
緊
急
信
号
を
超

え
る
と
、目
的
地
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
い

る
た
め
、
即
時
の
対
応
が
必
要
と
な
る
。

　ラ
ワ
ー
ス
は
、
新
し
い
経
済
へ
の
大
転
換

を
促
す
た
め
、
ド
ー
ナ
ツ
モ
デ
ル
と
と
も
に

全
体
像
を
示
す
た
め
の
7
つ
の
思
考
法
を
提

示
し
た
。
そ
れ
を
観
光
地
に
応
用
し
た
も
の

が
観
光
地
を
再
定
義
す
る
7
つ
の
思
考
法

〔
表
1
〕
で
あ
る
。「
1
．目
標
を
変
え
る
：

手
段
と
し
て
の
観
光
」「
2
．全
体
像
を
見
る
：

観
光
は
よ
り
大
き
な
全
体
に
組
み
込
ま
れ
て

い
る
」「
3
．人
間
性
を
育
む
：
観
光
客
は
合

理
的
な
経
済
人
で
は
な
い
」「
4
．シ
ス
テ
ム

に
精
通
す
る
：
観
光
は
動
的
で
複
雑
な
シ
ス

テ
ム
の
一
部
で
あ
る
」「
5
．観
光
は
再
配
的

で
あ
る
必
要
が
あ
る
：
観
光
は
全
て
の
人
に

利
益
を
も
た
ら
す
」「
6
．再
生
の
た
め
に
創

造
す
る
：
観
光
は
再
生
可
能
で
あ
る
必
要
が

あ
る
」「
7
．成
長
に
こ
だ
わ
ら
な
い
：
観
光

の
成
長
は
無
限
で
は
な
い
」。
同
研
究
の
内

容
を
確
認
す
る
限
り
、
ま
だ
ま
だ
議
論
の
余

地
や
補
完
の
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
例

え
ば
、「
1
：
手
段
と
し
て
の
観
光
」
に
つ
い

て
は
、
観
光
と
い
う
手
段
を
通
じ
て
何
を
得

た
い
の
か
、そ
の
目
的
を
ま
ず
明
確
に
定
め
、

そ
れ
を
検
証
可
能
な
形
で
共
有
す
る
必
要
が

あ
る
。
同
時
に
、
観
光
客
の
目
的
や
行
動
に

寄
り
添
え
な
け
れ
ば
、「
安
全
な
空
間
」
に

定
位
す
る
の
は
難
し
い
。
ま
た
、
そ
の
際
に

は
、「
計
画
が
適
切
な
観
光
市
場
を
作
っ
て

い
く
と
い
う
発
想
こ
そ
が
求
め
ら
れ
る
」（
阿

部
， 

2
0
1
9
）
だ
ろ
う
。「
2
：
観
光
は
よ

り
大
き
な
全
体
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
」
に

つ
い
て
は
、
ボ
ル
グ
氏
は
、
観
光
が
孤
立

し
て
存
在
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
説
い

た
。
持
続
可
能
な
都
市
観
光
の
枠
組
み
で
捉

え
る
上
で
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
以
上
の

議
論
の
必
要
」
と
な
る
意
味
も
こ
こ
に
あ
る
。

「
7
：
観
光
の
成
長
は
無
限
で
は
な
い
」
に
つ

い
て
は
、
具
体
例
と
し
て
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

市
の
帯
域
設
定
（
上
限
2
0
0
0
万
人
泊
、

下
限
1
0
0
0
万
人
泊
）
が
紹
介
さ
れ
て
い

る
。し
か
し
、現
状
、上
限
で
の
措
置
に
対
し
、

下
限
を
下
回
っ
た
場
合
の
対
応
は
見
え
て
い

な
い
※
4

。
佐
野
氏
は
、
チ
ン
ク
エ
テ
ッ
レ

の
愛
の
小
道
で
導
入
さ
れ
て
い
る
閾
値
（
観

光
客
数
の
上
限
4
0
0
名
）
を
設
定
す
る
シ

ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
対
策
は
一
つ
の
あ
り
方

と
し
な
が
ら
も
、「
そ
の
パ
ラ
メ
ー
タ
設
定

が
問
題
の
本
質
を
つ
い
て
い
る
の
か
、
そ
の

閾
値
が
問
題
解
決
に
と
っ
て
適
切
な
の
か
、

絶
え
ず
議
論
や
検
証
が
必
要
」
と
述
べ
る
。

ま
た
、
パ
ラ
メ
ー
タ
や
閾
値
の
設
定
が
困
難

な
地
域
が
ほ
と
ん
ど
で
は
な
い
か
と
疑
問
を

呈
し
て
い
る
。

　ラ
ワ
ー
ス
に
よ
る
と
、
そ
も
そ
も
7
つ
の

思
考
法
は
、
具
体
的
な
政
策
や
制
度
を
提
案

す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
。「
今
後
直
面

す
る
変
化
の
速
さ
や
大
き
さ
、
不
確
か
さ
を

考
え
る
な
ら
、
将
来
の
政
策
や
制
度
を
決
め

て
し
ま
う
の
は
無
謀
」（
ケ
イ
ト
・
ラ
ワ
ー
ス

『
ド
ー
ナ
ツ
経
済
』
黒
輪
篤
嗣
訳
、 

2
0
2
1
、 

p
・
48
）
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
思
考
法
の

内
容
は
固
定
的
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
モ

デ
ル
に
つ
い
て
も
同
様
だ
。実
装
の
た
め
に
、

ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
か
。
目
標
に
対

し
て
常
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
と
な
る
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
し
て
は
、
我

が
国
に
お
い
て
は
、
国
内
外
の
事
例
を
参
考

に
そ
の
対
策
（
戦
術
）は
既
に
一
定
程
度
整
理

さ
れ
て
い
る
。
類
似
し
た
も
の
を
提
示
す
る

こ
と
を
避
け
、
こ
こ
で
は
、
リ
バ
ラ
ン
ス
に
向

け
た
視
点
か
ら
我
が
国
に
と
っ
て
重
要
と
思

わ
れ
る
2
点
に
絞
っ
て
述
べ
る
。
一
つ
目
は
ア

プ
ロ
ー
チ
す
る
対
象
の
拡
大
、
再
認
識
に
つ

い
て
、
二
つ
目
は
全
体
最
適
に
向
か
う
た
め

の
シ
ス
テ
ム
思
考
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　観
光
政
策
及
び
D
M
M
（D

estination 

M
arketing and M

anagem
ent

）
が
対
象

と
す
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
関
係

性
を
整
理
し
て
い
る
の
がK

agerm
eier

（
2
0
2
2
）
に
よ
る
〔
図
3
〕
で
あ
る
。
こ

れ
は
ド
ー
ナ
ツ
の
断
面
と
見
る
こ
と
も
で
き

る
だ
ろ
う
※
5

。
観
光
政
策
及
び
D
M
M
は
、

対
象
を
経
済
セ
ク
タ
ー
か
ら
住
民
や
働
く
従

事
者
に
ま
で
拡
げ
る
必
要
が
生
じ
て
い
る
。

一
方
で
、
実
際
は
住
民
は
「
一
括
り
に
は
で

き
な
い
ほ
ど
多
様
」（
真
野
、
2
0
1
3
）
で

あ
る
が
、
住
民
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
同
質

の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
こ
れ
ま
で
扱
わ
れ
て
い

た
（Żem

ła an
d S

zrom
ek,

2
0
2
4
）。

熊
谷
氏
、
ボ
ル
グ
氏
、
佐
野
氏
か
ら
は
、
住

民
と
言
っ
て
も
一
様
で
な
い
こ
と
、
観
光
の

恩
恵
の
受
け
方
も
異
な
り
、
見
方
が
大
き
く

異
な
る
現
実
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
従
事
者
に
つ
い
て
も
同
様
に
均
質
で
あ

る
こ
と
は
な
く
、
一
括
り
に
で
き
な
い
ほ
ど

実
際
は
多
様
で
あ
ろ
う
。
同
じ
グ
ル
ー
プ
内

で
も
、
利
害
は
し
ば
し
ば
異
な
り
、
時
に

は
矛
盾
す
る
こ
と
も
あ
る
（G

óm
ez and 

A
lfonso, 

2
0
1
9
）。
観
光
客
と
同
様
に
、

住
民
や
従
事
者
に
つ
い
て
も
セ
グ
メ
ン
ト

し
、
細
や
か
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
こ
と

が
今
後
は
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
対
応
と
し
て

は
、
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
（ow

nership

）
と

誇
り
の
醸
成
に
つ
な
が
る
か
を
意
識
し
つ

つ
、①
負
の
影
響
の
軽
減
の
他
、②
意
識
の
把

握
と
共
有
、③
観
光
の
恩
恵
等
に
対
す
る
理

解
促
進
、④
観
光
に
関
与
・
対
話
す
る
場
、

仕
組
み
の
構
築
、⑤
住
民
等
の
利
用
環
境
の

確
保
や
還
元
（
配
分
）、⑥
住
宅
政
策
の
6
つ

深
く
掘
り
下
げ
、
そ
の
背
景
や
原
因
に
目
を

向
け
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
問
題
現
象
を

特
定
し
、
そ
れ
を
分
解
し
て
個
々
の
要
素
を

捉
え
る
こ
と
を
超
え
て
、
各
要
素
の
相
互
作

用
や
影
響
を
総
合
的
に
理
解
す
る
シ
ス
テ
ム

思
考
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
短
期

的
な
解
決
策
だ
け
で
な
く
、
長
期
的
な
影
響

や
副
作
用
も
考
慮
し
た
包
括
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
を
確
立
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
持
続
的
な
測
定
と
監
視
を
行
い
、

観
光
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
最
適
化
や
問
題
の
早

期
検
出
を
目
指
し
て
、
観
光
デ
ー
タ
の
収
集

範
囲
を
拡
大
し
、
統
計
基
盤
を
整
備
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
欧
州
委
員
会

（
2
0
2
2
a
）
の
指
摘
の
通
り
、
旅
行
・
宿

泊
に
関
す
る
基
本
統
計
か
ら
観
光
の
社
会

的
・
環
境
的
・
経
済
的
影
響
に
関
す
る
デ
ー

タ
ま
で
、
幅
広
い
情
報
を
網
羅
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
※
6

。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
及
び
そ
の
対
策
に

よ
る
相
互
作
用
や
影
響
の
一
例
と
し
て
、
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
内
に
お
い
て
は
、
宿
泊
施

設
が
規
制
さ
れ
た
結
果
、
周
辺
自
治
体
で
宿

泊
施
設
が
増
加（
ウ
ォ
ー
タ
ー
ベ
ッ
ド
効
果
）

し
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
転
移
が
懸
念

さ
れ
る
と
と
も
に
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
周
辺

か
ら
日
帰
り
で
市
内
を
訪
問
す
る
た
め
、
問

題
現
象
が
そ
れ
ほ
ど
減
少
し
な
い
、
税
収
が

漏
出
す
る
と
い
う
指
摘
が
報
告
さ
れ
て
い
る

（
五
木
田
、 

2
0
2
5
； 

後
藤
、 

2
0
2
5
）。

ボ
ル
ク
氏
は
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
経
験
か
ら
、

観
光
客
向
け
の
宿
泊
施
設
の
開
発
に
更
に
厳

し
い
制
限
を
か
け
る
こ
と
は
絶
対
に
避
け
る

べ
き
と
述
べ
る
。
観
光
業
の
成
長
を
妨
げ
る

の
で
は
な
く
、
観
光
以
外
の
経
済
活
動
や
観

光
に
代
わ
る
活
動
を
促
進
す
る
こ
と
（
住
宅

補
助
等
）
が
重
要
だ
と
い
う
（B

ertocchi et 

al., 2020

）。

　今
後
は
デ
ー
タ
に
基
づ
く
意
思
決
定
や
行

動
基
準
を
設
け
た
、
シ
ス
テ
ム
全
体
を
構
築

す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
弊
害
を
最

小
限
に
抑
え
、
住
民
と
観
光
客
の
双
方
が
調

和
の
中
で
共
存
で
き
る
環
境
を
育
む
対
策
の

連
動
が
重
要
だ
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
も
た
ら
す
影
響

は
多
面
的
で
あ
り
、
一
朝
一
夕
に
解
決
で
き

る
も
の
で
は
な
い
。
都
市
の
成
長
や
社
会
の

変
化
と
と
も
、
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
の
変
化
を

見
据
え
た
継
続
的
な
投
資
と
、
住
民
の
生
活

舞
台
で
あ
る
地
域
へ
の
再
投
資
の
バ
ラ
ン
ス

を
見
極
め
、
対
応
す
る
こ
と
が
今
後
は
求
め

3
．リ
バ
ラ
ン
ス
へ
の
道
筋

3-1
欧
州
に
お
け
る

持
続
可
能
な
観
光

3-2
俯
瞰
的
な
視
野
と
視
点

―
ド
ー
ナ
ツ・デ
ス
ティ
ネ
ー
シ
ョ
ン

の
意
思
〞を
確
立
し
、
行
動
し
て
き
た
各
地

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
。
そ
れ
ら
を
通
じ

て
、
日
本
の
持
続
可
能
な
観
光
の
あ
り
方
を

探
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
。

　あ
れ
か
ら
約
5
年
の
月
日
が
過
ぎ
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
は
、
観
光
産
業

に
甚
大
な
打
撃
を
与
え
た
。
観
光
客
数
は
一

定
程
度
回
復
し
つ
つ
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
を

以
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
観
光
業
に
与
え
た
影

響
が
消
え
た
、
と
す
る
の
は
時
期
尚
早
で
あ

る
。
一
方
で
、
同
時
に
目
を
向
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
は
、
複
数
年
に
わ
た
る
厳
し
い

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、「
観
光
の
あ
り
方
」

そ
の
も
の
を
見
直
し
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
対
策
を
積
み
重
ね
て
き
た
地
域
も
存
在
す

る
こ
と
だ
。
近
年
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

再
燃
を
耳
に
す
る
中
で
、
本
号
で
は
、
最
適

状
態
を
模
索
し
リ
バ
ラ
ン
ス
を
図
る
動
き
に

着
目
し
て
、
欧
州
都
市
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
対
策
を
取
り
上
げ
る
。
欧
州
は
、
ア
ジ

ア
よ
り
も
一
早
く
観
光
旅
行
市
場
が
回
復
し

て
い
る
状
況
に
あ
っ
た
。
観
光
客
数
が
従
前

の
水
準
に
戻
る
中
で
再
燃
し
て
い
る
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
と
同
じ

な
の
か
否
か
※
1

。「
観
光
客
が
い
な
け
れ

ば
、
街
の
バ
ラ
ン
ス
も
崩
れ
て
し
ま
い
ま

す
」（A

m
s
te
rd

a
m
 &

 P
a
rtn

e
rs
, 

2
0
2
0
）
と
い
う
言
葉
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
観
光
需
要
の
激
減
が
も
た
ら
し
た
新
た

な
認
識
を
示
唆
し
て
い
る
。
我
が
国
に
目
を

向
け
る
と
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
影
響

が
顕
在
化
し
て
い
る
地
域
だ
け
で
な
く
、
未

然
防
止
を
目
的
と
し
た
取
り
組
み
が
各
地
で

展
開
さ
れ
て
い
る
。
観
光
に
よ
る
正
と
負
の

影
響
を
冷
静
か
つ
総
合
的
に
捉
え
よ
う
と
す

る
姿
勢
が
育
ま
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
時

期
に
、
我
が
国
の
持
続
可
能
な
地
域
に
資
す

る
観
光
の
あ
り
方
、
取
組
を
捉
え
直
す
新
た

な
視
野
、
枠
組
み
を
提
示
し
て
お
き
た
い
。

　本
特
集
で
は
、
欧
州
都
市
に
焦
点
を
当
て

た
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
影
響
が
都
市

部
で
深
刻
で
あ
る
こ
と
は
従
前
か
ら
報
告
さ

れ
て
い
る
が
、
同
時
に
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
以
上
の
議
論
の
必
要
性
と
し
て
、「
持
続

可
能
な
都
市
観
光
（U

rb
an
 T
o
u
rism

）」

に
関
す
る
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
都
市
化

が
進
展
す
る
中
で
、
他
の
観
光
形
態
と
比
べ

て
都
市
観
光
が
急
速
に
増
加
し
て
い
る
こ

と
。
都
市
は
多
機
能
性
ゆ
え
訪
問
者
の
動
機

や
体
験
が
様
々
で
同
時
に
実
現
で
き
る
が
、

観
光
客
と
住
民
の
ニ
ー
ズ
等
が
交
差
す
る
に

つ
れ
、
観
光
客
に
よ
る
負
荷
は
都
市
の

バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
、
市
生
活
の
質
を
低
下

さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
（A

all et al., 

2
0
1
9
）。
今
回
、
特
集
記
事
を
寄
稿
い

た
だ
い
た
ボ
ル
グ
氏
は
、
編
著
者
と
し
て

都
市
観
光
に
関
す
る
図
書
『A

 R
esearch

 

A
g
e
n
d
a
 fo

r U
rb
a
n
 T

o
u
ris

m

』

（
2
0
2
2
）
を
発
行
し
て
い
る
。
ま
た
、

ボ
ル
グ
氏
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
イ
ン

ホ
ラ
ン
ト
応
用
科
学
大
学
で
は
、
2
0
2
0

年
に
「N

ew
 U
rban T

ourism

」
を
扱
う
研

究
グ
ル
ー
プ
が
設
置
さ
れ
た
。
持
続
可
能
か

つ
回
復
力
の
あ
る
方
法
で
都
市
観
光
を
再
建

す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
が
今
求
め
ら

れ
て
い
る
（K

oens, 

2
0
2
0
）。

　本
特
集
で
は
、
欧
州
に
お
け
る
代
表
的
な

観
光
都
市
で
あ
る
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
、ロ
ー
マ
、

バ
ル
セ
ロ
ナ
等
を
対
象
に
し
た
。
そ
し
て
、

欧
州
に
居
住
ま
た
は
居
住
経
験
を
有
す
る
三

名
の
学
識
経
験
者
に
寄
稿
い
た
だ
い
た
。
日

本
か
ら
座
し
て
見
る
の
で
は
な
く
、
欧
州
か

ら
見
て
み
よ
う
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
（
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
前
号
『
観
光
文

化
』
2
6
4
号
「
特
集 

世
界
の
観
光
ダ
イ
ナ

ミ
ズ
ム
2
0
2
4
」
で
現
地
視
察
結
果

を
報
告
）。
ま
た
、
都
市
の
観
光
収
容
力

（T
ourism

 C
arrying C

apacity

）
に
つ
い

て
は
、
我
が
国
で
は
研
究
の
蓄
積
が
十
分
で

は
な
い
。
そ
こ
で
、
巻
頭
言
は
、
自
然
公
園

の
環
境
収
容
力
を
専
門
と
さ
れ
る
熊
谷
氏
に

ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
。
以
降
で
は
、
ま
ず
特

集
記
事
か
ら
各
地
の
状
況
等
を
振
り
返
る
。

【
特
集
1
】成
功
を
乗
り
越
え
て
：

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
教
訓

　ボ
ル
グ
氏
は
、
継
続
的
に
内
在
す
る
持
続

不
可
能
性
は
、
観
光
と
い
う
商
品
の
本
質

に
起
因
す
る
直
接
的
な
結
果
と
述
べ
る
。

地
理
的
環
境
に
固
有
で
再
生
産
が
不
可
能

か
つ
希
少
な
公
共
財
で
あ
る
観
光
資
源
は
、

そ
の
配
分
を
市
場
原
理
の
み
に
委
ね
る
と
、

最
適
な
配
分
に
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

観
光
資
源
の
非
最
適
な
配
分
は
、
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
み
に
よ
っ
て
生
じ
る
も
の

で
は
な
く
、
ア
ン
ダ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
観
光

の
活
用
不
足
）で
も
顕
在
化
す
る
。オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
単
純
化
さ
れ
た
分

析
は
、
持
続
不
可
能
な
観
光
開
発
の
要
因

を
見
え
に
く
し
、
問
題
の
本
質
的
な
理
解

を
妨
げ
る
と
さ
れ
る
。

　ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
、
観
光
の
強

度
（Intensity

）
と
観
光
収
容
力
（
T
C
C
）

の
解
析
結
果
か
ら
、
既
に
指
標
を
大
幅
に
上

回
っ
て
い
る
こ
と
。
現
在
、
観
光
の
需
要
と

供
給
の
量
的
及
び
質
的
な
不
均
衡
状
態
に
あ

り
、
受
け
入
れ
側
の
負
担
や
コ
ス
ト
が
恩
恵

を
大
き
く
上
回
り
、
恩
恵
の
大
部
分
は
、
観

ら
れ
る
。。
本
特
集
で
は
、
欧
州
都
市
の
事

例
を
通
じ
て
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
下
に

あ
る
地
域
を
持
続
可
能
な
か
た
ち
で
再
構
築

す
る
た
め
の
観
光
の
あ
り
方
、
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
観
光
の
可
能
性
を
探
っ
た
。
観
光
は

単
独
で
存
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、
都
市
の

経
済
、
環
境
、
住
民
生
活
と
密
接
か
つ
複
雑

に
関
わ
る
。
観
光
に
よ
る
経
済
効
果
を
最
大

化
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
社
会
の
課
題

解
決
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
枠
組
み
が
必
要

で
あ
る
。
ド
ー
ナ
ツ
経
済
の
考
え
方
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
地
域
全
体
の
戦
略
の
中
で
観

光
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
す
る
こ
と
が
、
今
後

の
重
要
な
視
点
と
な
る
だ
ろ
う
。
本
特
集
で

示
さ
れ
た
知
見
を
活
か
し
、
我
が
国
に
お
い

て
も
、
長
期
的
な
視
野
の
も
と
、
各
地
域
の

特
性
に
応
じ
た
柔
軟
な
政
策
を
展
開
し
つ

つ
、
観
光
の
恩
恵
と
負
担
の
適
切
な
配
分
を

探
り
な
が
ら
、
地
域
の
持
続
可
能
性
を
高
め

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

が
挙
げ
ら
れ
る
。
我
が
国
は
、
主
に
①
と
④

に
つ
い
て
は
取
り
組
ん
で
き
た
も
の
の
、
そ

の
他
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
複
雑
な
問

題
の
解
決
に
あ
た
っ
て
は
、
単
な
る
表
面
的

な
症
状
に
対
処
す
る
の
で
は
な
く
、
問
題
を
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　本
号
の
特
集
テ
ー
マ
は
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
で
あ
る
。
当
機
関
誌
『
観
光
文
化
』

に
て
こ
の
課
題
を
特
集
テ
ー
マ
と
し
て
扱
う

の
は
今
回
が
二
度
目
と
な
る
。
前
回
扱
っ
た

の
は
2
0
1
9
年
1
月
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
が
社
会
問
題
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
く

最
中
で
あ
っ
た
。
当
初
、
特
集
テ
ー
マ
を「
地

域
に
忍
び
寄
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
脅

威
」と
設
定
し
た
も
の
の
、
最
終
的
に
は「
観

光
客
急
増
で
問
わ
れ
る
〝
地
域
の
意
思
〞
」

〔
図
1
〕
と
変
更
し
た
。
そ
れ
は
、
次
の
理

由
か
ら
で
あ
っ
た
。

光
産
業
に
集
中
し
て
い
る
状
態
に
あ
る
こ

と
。
観
光
が
主
要
産
業
で
あ
る
当
地
で
は
、

経
済
的
、
社
会
的
発
展
の
た
め
の
戦
略
に

観
光
は
不
可
欠
な
要
素
で
あ
り
、
観
光
は

多
様
な
生
活
側
面
と
相
互
作
用
す
る
こ
と

か
ら
、
観
光
戦
略
も
強
く
全
体
戦
略
に
統

合
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、

成
功
に
よ
る
弊
害
を
抑
え
る
た
め
、
観
光

地
は
環
境
負
荷
（
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
）
と
質

を
重
視
し
た
モ
デ
ル
へ
転
換
し
、
地
域
社

会
を
基
盤
と
し
た
政
策
へ
と
見
直
す
必
要

が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

【
特
集
2
】イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
観
光
と

生
活
を
め
ぐ
る
現
状
と
雑
感

　佐
野
氏
は
、
ロ
ー
マ
と
い
う
観
光
地
に
住

ん
で
感
じ
た
住
宅
事
情
の
厳
し
さ
や
、連
日
、

深
夜
に
ま
で
及
ぶ
屋
外
飲
食
の
騒
音
に
よ
る

迷
惑
等
を
伝
え
た
。
街
が
市
民
と
観
光
客
の

笑
顔
で
溢
れ
、
人
々
で
賑
う
一
方
で
、
あ
る

調
査
結
果
か
ら
多
く
の
イ
タ
リ
ア
人
が
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ

と
。
ま
た
、
家
屋
を
め
ぐ
る
観
光
客
と
住
民

に
よ
る
せ
め
ぎ
合
い
の
最
前
線
と
し
て
、
住

ま
い
を
追
い
出
さ
れ
た
住
民
の
目
に
見
え
る

抗
議
が
即
座
に
撤
去
さ
れ
て
い
る
状
況
と
、

中
心
市
街
地
の
周
縁
部
で
そ
の
痕
跡
が
発
見

さ
れ
る
状
況
を
報
告
い
た
だ
い
た
。

　イ
タ
リ
ア
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策

は
始
動
期
に
あ
り
、
問
題
の
内
容
と
範
囲
を

明
確
に
す
る
こ
と
。
住
民
の
生
活
の
質
の
低

下
や
観
光
客
の
体
験
の
質
の
低
下
に
対
応
す

る
た
め
、
小
規
模
な
政
策
集
団
に
よ
る
柔
軟

な
対
策
が
求
め
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

イ
タ
リ
ア
で
は
、
国
家
よ
り
も
各
自
治
体
が

前
衛
的
で
あ
り
、
例
え
ば
、
チ
ン
ク
エ
テ
ッ

レ
で
は
観
光
客
数
を
制
限
す
る
方
法
が
導
入

さ
れ
た
。
た
だ
、
そ
の
妥
当
性
に
つ
い
て
は

今
後
の
議
論
と
検
証
が
必
要
で
あ
り
、ま
た
、

パ
ラ
メ
ー
タ
や
閾
値
の
設
定
が
難
し
い
地
域

も
多
い
と
指
摘
す
る
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
認
識
は
主
観
的
で
、
観
光
の
恩
恵
を
受

け
る
人
と
被
害
を
受
け
る
人
が
存
在
す
る
。

被
害
を
受
け
る
人
の
声
を
す
く
い
上
げ
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
同
時
に
、
観
光
の
恩
恵

を
広
く
市
民
に
周
知
す
る
こ
と
も
不
可
欠
で

あ
る
。
市
民
間
の
対
話
の
場
を
設
け
、
観
光

推
進
か
反
観
光
か
の
二
者
択
一
で
は
な
く
、

対
立
を
乗
り
越
え
る
解
決
策
を
探
る
こ
と
が

望
ま
れ
る
と
語
る
。

【
特
集
3
】「
観
光
都
市
」か
ら

「
観
光
と
と
も
に
生
き
る
都
市
」へ

―
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
け
る

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
の
最
前
線

　阿
部
氏
か
ら
は
、「
観
光
と
と
も
に
生
き

る
都
市
へ
と
脱
皮
を
図
る
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
奮

闘
と
ジ
レ
ン
マ
」
を
報
告
い
た
だ
い
た
。

　再
燃
す
る
住
民
の
抗
議
運
動
の
主
題
は
、

混
雑
や
マ
ナ
ー
問
題
で
は
な
い
と
い
う
。
観

光
の
成
長
が
も
た
ら
す
公
共
サ
ー
ビ
ス
へ
の

圧
迫
や
地
価
・
家
賃
、
物
価
の
高
騰
が
、
住

民
や
商
店
の
入
れ
替
え
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
変
容
を
招
い
て
し
ま
う
こ
と
。
観

光
産
業
の
利
益
の
不
当
な
配
分
が
社
会
的
不

平
等
を
拡
大
し
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
、
住

民
の
危
機
感
は
「
や
が
て
我
が
ま
ち
バ
ル
セ

ロ
ナ
が
誰
の
も
の
で
も
な
く
な
っ
て
し
ま

う
、
と
い
う
都
市
の
存
立
に
関
わ
る
意
思
表

示
」
だ
と
述
べ
る
。

　観
光
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
2
0
1
7
）
の
特

徴
は
、
観
光
に
関
連
す
る
多
分
野
（
交
通
政

策
、
都
市
計
画
、
地
域
経
済
の
発
展
、
事
業

者
の
責
任
、
宿
泊
税
な
ど
）
の
施
策
を
束
ね

て
い
る
点
に
あ
る
。
近
年
は
、
市
長
交
代
と

い
う
社
会
情
勢
の
変
化
の
中
で
、「
住
民
の

繁
栄
と
幸
福
促
進
」
を
最
優
先
と
し
、「
他
の

経
済
部
門
の
発
展
を
促
す
持
続
可
能
で
敬
意

あ
る
観
光
経
済
」
を
推
進
す
る
方
向
に
あ
る
。

　混
雑
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し
て
、「
大
混
雑

エ
リ
ア
」
で
は
、
交
通
動
線
の
再
整
理
、
事

前
予
約
制
の
強
化
、
空
間
の
市
民
利
用
の
促

進
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
宿
泊
施
設
の
立
地

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
し
て
「
観
光
宿
泊
施
設
特

別
都
市
計
画
」
に
よ
り
、
用
途
混
在
を
図
り
、

市
民
の
住
む
権
利
を
保
障
す
る
と
と
も
に
、

公
共
空
間
で
の
生
活
を
維
持
し
持
続
可
能
な

経
済
活
動
の
展
開
を
図
る
。
ま
た
、
床
面
積

の
30
％
を
低
家
賃
の
社
会
住
宅
に
割
り
当
て

る
都
市
計
画
措
置
も
講
じ
て
い
る
。
民
泊
全

廃
措
置
に
つ
い
て
は
、
違
法
民
泊
の
急
増
に

つ
な
が
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
と
い
う
。
課

税
に
つ
い
て
は
、
州
の
宿
泊
税
に
市
独
自
の

追
加
課
税
を
導
入
し
、「
観
光
市
民
還
元
基

金
」
と
し
て
、
観
光
の
負
の
外
部
性
を
緩
和

し
、
市
民
の
生
活
改
善
を
図
る
取
組
に
再
投

資
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　バ
ル
セ
ロ
ナ
の
政
策
挑
戦
は
、
次
世
代
の

都
市
と
観
光
の
あ
り
方
と
し
て
「
市
民
の
日

常
生
活
を
維
持
し
、
観
光
に
よ
っ
て
更
に
高

め
ら
れ
、
観
光
魅
力
と
し
て
再
生
さ
れ
る
観

光
政
策
」
を
提
示
す
る
。

　観
光
が
持
続
可
能
性
な
地
域
形
成
に
資
す

る
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
観
光
の
持
続
不

可
能
に
な
る
本
質
を
理
解
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
リ
バ
ラ
ン
ス
戦
略
を

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
、
ま

ず
欧
州
の
持
続
可
能
な
観
光
と
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
近
年
の
動
向
を
概
観

し
た
後
（
3
‐
1
）、
ボ
ル
グ
氏
か
ら
紹
介

い
た
だ
い
た
「
ド
ー
ナ
ツ
経
済
」
を
も
と
に
、

地
域
全
体
戦
略
に
観
光
を
位
置
づ
け
る
上
で

の
俯
瞰
的
な
視
野
、
視
点
に
つ
い
て
述
べ
る

（
3
‐
2
）。
さ
ら
に
バ
ラ
ン
ス
の
検
討
、
是

正
に
向
け
て
、
観
光
戦
略
に
落
と
し
込
む
た

め
の
視
点
を
と
り
ま
と
め
る
（
3
‐
3
）。

　

U
N
W
T
O

（
現U

N
 T
ourism

）
は
持
続
可

能
な
観
光
と
い
う
概
念
を
「
訪
問
客
、
業
界
、

環
境
お
よ
び
訪
問
客
を
受
け
入
れ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
つ
つ
、
現
在

お
よ
び
将
来
の
経
済
、
社
会
、
環
境
へ
の
影

響
を
十
分
に
考
慮
す
る
観
光
」（
2
0
0
5
）

と
定
義
し
た
※
2

。

　近
年
の
欧
州
の
持
続
可
能
な
観
光
政
策

に
関
す
る
指
針
と
し
て
は
、「T

ran
sitio

n
 

p
ath

w
ay fo

r to
u
rism

」（
欧
州
委
員
会
、

2
0
2
2
）
や
「
欧
州
観
光
ア
ジ
ェ
ン
ダ

2
0
3
0
」（
欧
州
連
合
理
事
会
、
2
0
2
2
）

と
い
っ
た
重
要
文
書
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ

ら
の
指
針
は
、
グ
リ
ー
ン
化
お
よ
び
デ
ジ
タ

ル
化
へ
の
移
行
を
一
層
加
速
さ
せ
、
観
光
エ

コ
シ
ス
テ
ム
を
よ
り
持
続
可
能
か
つ
回
復
力

の
高
い
も
の
へ
と
転
換
す
る
取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
る
※
3

。
こ
れ
ら
の
文
脈
を
前
提
と

し
て
、
こ
こ
か
ら
は
、
本
特
集
に
関
連
す
る

内
容
を
断
片
的
で
は
あ
る
が
紹
介
す
る
。

〇
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
観
光
の
成
長
に

関
す
る
調
査
研
究

　欧
州
委
員
会
の
「
観
光
地
レ
ベ
ル
で
の
ア

ン
バ
ラ
ン
ス
な
観
光
の
成
長 

最
終
報
告
書
」

（
2
0
2
2
）
に
よ
る
と
、「
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

な
観
光
」
は
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と

互
換
的
に
使
用
さ
れ
る
一
方
で
、
観
光
に
よ

る
目
に
見
え
な
い
影
響
を
含
意
す
る
用
語
と

し
て
説
明
さ
れ
る
。
ま
た
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
は
、
単
な
る
観
光
客
数
の
多
さ
に
限

定
さ
れ
な
い
点
や
、
都
市
部
で
発
生
し
た
比

較
的
新
し
い
現
象
へ
の
批
判
と
し
て
捉
え
ら

れ
て
い
る
点
が
マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
異
な
る

と
さ
れ
る
。

〇
持
続
可
能
な
E
U
観
光

―
明
日
の
観
光
の
形
成

　欧
州
委
員
会
は
、
2
0
2
3
年
に
E
U
観

光
地
の
持
続
可
能
性
と
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
支
援

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
た
。
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
の
成
長
志
向
の
考
え
方
に
対
し

て
は
、
経
済
的
利
益
と
社
会
、
文
化
、
環
境

へ
の
影
響
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
な
い
観

光
地
は
、
環
境
の
安
定
性
、
真
正
性
、
住
み

や
す
さ
、
そ
し
て
、
観
光
地
と
し
て
の
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
や
評
判
を
落
と
す
リ
ス

ク
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。

〇
持
続
可
能
な
観
光
パ
ー
ト
ナ
シ
ッ
プ

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

　E
U
の
都
市
ア
ジ
ェ
ン
ダ
に
基
づ
き

2
0
2
2
年
12
月
に
発
足
し
た
「
持
続
可
能

な
観
光
パ
ー
ト
ナ
シ
ッ
プ
」
は
、
都
市
政
策

に
お
け
る
都
市
観
光
特
有
の
課
題
へ
の
対
応

に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
2
0
2
4

年
に
作
成
さ
れ
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
、

「
環
境
」「
開
発
」「
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
成
長
」

の
3
つ
の
主
要
テ
ー
マ
か
ら
考
察
さ
れ
た
も

の
で
、
よ
り
良
い
規
制
、
よ
り
良
い
資
金
調

達
、
よ
り
良
い
知
識
の
3
本
柱
の
も
と
6
つ

の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
定
め
て
い
る
。

 

『
ド
ー
ナ
ツ
経
済
（D

oughnut E
conom

-

ics

）』（
2
0
1
7
）
は
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
大
学
の
経
済
学
者
ケ
イ
ト
•
ラ
ワ
ー
ス
が

2
0
1
1
年
に
提
唱
し
た
理
論
で
あ
る
。
人

類
の
長
期
的
な
目
標
か
ら
始
め
て
、
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
繁
栄
の
道
を
探
る
た
め
に
導
き

だ
さ
れ
た
も
の
で
、
ド
ー
ナ
ツ
の
よ
う
な
同

心
円
状
の
大
小
二
本
の
輪
で
人
類
の
持
続
可

能
な
生
活
を
可
視
化
す
る
。
内
側
の
小
円

（
ド
ー
ナ
ツ
の
穴
）
は
社
会
的
基
盤
（S

o
cial 

F
o
u
n
d
atio

n

）
を
示
し
、
人
々
が
健
全
に

生
活
す
る
た
め
に
必
要
な
最
低
限
の
条
件
を

表
す
。
外
側
の
大
円
（
ド
ー
ナ
ツ
の
外
）
は

生
態
学
的
天
井
（E

co
lo
gical C

eilin
g

）

を
表
わ
し
、
地
球
の
環
境
負
荷
の
限
界
を
示

す
。
ド
ー
ナ
ツ
の
生
地
の
部
分
で
あ
る
小
円

と
大
円
で
囲
ま
れ
る
安
全
な
空
間
を
超
え
る

こ
と
は
、
経
済
が
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
い
る

こ
と
を
意
味
す
る
（「
ド
ー
ナ
ツ
経
済
」
の
詳

細
説
明
は
今
回
は
省
略
）。
こ
の
ド
ー
ナ
ツ

経
済
を
世
界
で
初
め
て
採
用
し
た
の
は
、
オ

ラ
ン
ダ
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
あ
る
。

2
0
2
0
年
に
は
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ

ミ
ー
（
循
環
経
済
）
戦
略
の
中
核
に
据
え
る
都

市
像
と
し
て
『A

m
sterdam

 C
ity D

ough-

nut

』
を
発
表
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
「
ド
ー

ナ
ツ
経
済
」
を
観
光
の
文
脈
に
合
わ
せ
て
解

釈
し
、
調
整
し
た
も
の
が
欧
州
観
光
未
来
研

究
所
の
ハ
ル
ト
マ
ン
ら
（
2
0
2
2
）
に
よ

る
「
ド
ー
ナ
ツ
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

（D
o
u
gh
n
u
t D

estin
atio

n

）」〔
図
2
〕
で

あ
る
。

 

「
ド
ー
ナ
ツ
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、

ド
ー
ナ
ツ
経
済
の
概
念
と
そ
れ
に
付
随
す
る 

7
つ
の
思
考
法
を
適
用
し
、
観
光
地
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
よ
り
良
い
方
向
に
再
考
で
き
る
か

を
探
求
し
、
再
概
念
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

観
光
地
が
持
続
可
能
な
繁
栄
を
図
る
た
め

に
、
ど
の
よ
う
な
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
べ
き

か
視
覚
的
に
示
し
た
も
の
で
、同
モ
デ
ル
は
、

　ま
ず
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
特
集
で

事
例
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
に
対
す
る
地
域

が
抱
く
懸
念
が
想
像
以
上
に
大
き
か
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
地
域
内
で
の
議
論
も
ま
ま
な
ら

な
い
中
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
発
生
地
域

と
し
て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
印
象
が
拡
散
す
る
こ

と
へ
の
懸
念
で
あ
っ
た
。
当
時
、
事
例
地
域

の
方
か
ら
「
如
何
な
る
姿
勢
、
意
図
の
も
と

で
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
扱
い
、
発
信
す

る
の
か
」
と
厳
し
く
問
い
た
だ
さ
れ
た
こ
と

は
今
で
も
記
憶
の
深
奥
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

　と
は
い
え
、
特
定
の
地
域
で
問
題
が
生
じ

て
い
た
の
は
確
か
で
あ
っ
た
。
観
光
文
化
の

振
興
を
通
じ
た
豊
か
な
社
会
実
現
を
目
指
す

観
光
研
究
機
関
と
し
て
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
」
と
い
う
現
象
に
ど
の
よ
う
に
向
き
合

う
の
か
。
問
題
現
象
を
正
確
に
捉
え
る
こ
と

は
第
一
歩
で
あ
る
が
、
問
題
提
起
や
発
信
す

る
こ
と
を
超
え
て
、
有
効
な
解
決
策
や
指
針

を
提
示
で
き
る
の
か
。
急
激
な
成
長
、
過
度

な
成
長
に
よ
る
痛
み
を
軽
減
す
る
だ
け
で
よ

い
の
か
。
需
要
獲
得
の
機
会
を
損
失
し
て
い

る
状
況
も
一
部
に
見
受
け
ら
れ
る
中
で
、「
地

域
は
観
光
を
通
じ
て
負
の
影
響
だ
け
で
は
な

く
正
の
影
響
も
受
け
て
お
り
、
前
者
だ
け
を

あ
る
立
場
か
ら
切
り
出
し
て
取
り
上
げ
る
だ

け
で
は
、本
当
の
解
決
に
至
ら
な
い
」（
後
藤
、

2
0
1
9
）
と
い
う
の
が
当
時
の
姿
勢
の
着

地
点
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
前
回
の
特
集
で

は
、
住
民
の
暮
ら
し
と
観
光
の
共
存
を
模
索

し
続
け
た
地
域
に
焦
点
を
当
て
、
環
境
変
化

を
経
験
し
な
が
ら
も
議
論
を
重
ね
、〝
地
域

現
在
の
観
光
の
考
え
方
（
再
生
型
観
光
、
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
、ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
思
考
、パ
ー

パ
ス
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
、
環
境
収
容
力
な
ど
）

と
よ
く
共
鳴
し
て
い
る
と
い
う
。

（
1
）
超
過
と
不
足
を
防
ぐ
モ
デ
ル

　安
全
な
空
間
内
に
定
位
す
る
こ
と
は
、
観

光
地
が
持
続
可
能
に
運
営
さ
れ
て
い
る
状
態

を
表
す
。
安
全
な
空
間
内
に
留
ま
る
た
め
に
、

観
光
地
は
、
超
過
や
不
足
を
避
け
な
が
ら
、

4
つ
の
要
素 

―
―
起
業
家
と
従
業
員
の
労

働
環
境
の
質
、
訪
問
者
の
体
験
の
質
、
住
民

の
生
活
の
質
、
場
所
の
質
（
公
共
ス
ペ
ー
ス
、

遺
産
、生
態
系
）
―
―
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て

い
る
こ
と
が
重
要
と
の
こ
と
で
あ
る
。
安
全

な
空
間
の
外
側
へ
突
き
抜
け
た
状
態
「
超
過

（
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー
ト
）」
は
、
観
光
地
が
過

度
に
開
発
さ
れ
、
環
境
や
社
会
に
悪
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
状
態
を
示
す
。
安
全
な
空
間

の
内
側
へ
突
き
抜
け
た
状
態
「
不
足
（
シ
ョ
ー

ト
ホ
ー
ル
）」
は
、
観
光
地
が
必
要
な
社
会

的
基
盤
の
水
準
を
満
た
し
て
い
な
い
状
態
を

示
す
。
安
全
な
空
間
内
に
留
ま
る
た
め
に
そ

の
上
限
と
下
限
、閾
値
を
監
視
す
る
こ
と
は
、

利
害
関
係
者
に
対
す
る
早
期
警
告
信
号
と
緊

急
信
号
と
し
て
機
能
す
る
。
緊
急
信
号
を
超

え
る
と
、目
的
地
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
い

る
た
め
、
即
時
の
対
応
が
必
要
と
な
る
。

　ラ
ワ
ー
ス
は
、
新
し
い
経
済
へ
の
大
転
換

を
促
す
た
め
、
ド
ー
ナ
ツ
モ
デ
ル
と
と
も
に

全
体
像
を
示
す
た
め
の
7
つ
の
思
考
法
を
提

示
し
た
。
そ
れ
を
観
光
地
に
応
用
し
た
も
の

が
観
光
地
を
再
定
義
す
る
7
つ
の
思
考
法

〔
表
1
〕
で
あ
る
。「
1
．目
標
を
変
え
る
：

手
段
と
し
て
の
観
光
」「
2
．全
体
像
を
見
る
：

観
光
は
よ
り
大
き
な
全
体
に
組
み
込
ま
れ
て

い
る
」「
3
．人
間
性
を
育
む
：
観
光
客
は
合

理
的
な
経
済
人
で
は
な
い
」「
4
．シ
ス
テ
ム

に
精
通
す
る
：
観
光
は
動
的
で
複
雑
な
シ
ス

テ
ム
の
一
部
で
あ
る
」「
5
．観
光
は
再
配
的

で
あ
る
必
要
が
あ
る
：
観
光
は
全
て
の
人
に

利
益
を
も
た
ら
す
」「
6
．再
生
の
た
め
に
創

造
す
る
：
観
光
は
再
生
可
能
で
あ
る
必
要
が

あ
る
」「
7
．成
長
に
こ
だ
わ
ら
な
い
：
観
光

の
成
長
は
無
限
で
は
な
い
」。
同
研
究
の
内

容
を
確
認
す
る
限
り
、
ま
だ
ま
だ
議
論
の
余

地
や
補
完
の
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
例

え
ば
、「
1
：
手
段
と
し
て
の
観
光
」
に
つ
い

て
は
、
観
光
と
い
う
手
段
を
通
じ
て
何
を
得

た
い
の
か
、そ
の
目
的
を
ま
ず
明
確
に
定
め
、

そ
れ
を
検
証
可
能
な
形
で
共
有
す
る
必
要
が

あ
る
。
同
時
に
、
観
光
客
の
目
的
や
行
動
に

寄
り
添
え
な
け
れ
ば
、「
安
全
な
空
間
」
に

定
位
す
る
の
は
難
し
い
。
ま
た
、
そ
の
際
に

は
、「
計
画
が
適
切
な
観
光
市
場
を
作
っ
て

い
く
と
い
う
発
想
こ
そ
が
求
め
ら
れ
る
」（
阿

部
、 

2
0
1
9
）
だ
ろ
う
。「
2
：
観
光
は
よ

り
大
き
な
全
体
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
」
に

つ
い
て
は
、
ボ
ル
グ
氏
は
、
観
光
が
孤
立

し
て
存
在
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
説
い

た
。
持
続
可
能
な
都
市
観
光
の
枠
組
み
で
捉

え
る
上
で
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
以
上
の

議
論
の
必
要
」
と
な
る
意
味
も
こ
こ
に
あ
る
。

「
7
：
観
光
の
成
長
は
無
限
で
は
な
い
」
に
つ

い
て
は
、
具
体
例
と
し
て
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

市
の
帯
域
設
定
（
上
限
2
0
0
0
万
人
泊
、

下
限
1
0
0
0
万
人
泊
）
が
紹
介
さ
れ
て
い

る
。し
か
し
、現
状
、上
限
で
の
措
置
に
対
し
、

下
限
を
下
回
っ
た
場
合
の
対
応
は
見
え
て
い

な
い
※
4

。
佐
野
氏
は
、
チ
ン
ク
エ
テ
ッ
レ

の
愛
の
小
道
で
導
入
さ
れ
て
い
る
閾
値
（
観

光
客
数
の
上
限
4
0
0
名
）
を
設
定
す
る
シ

ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
対
策
は
一
つ
の
あ
り
方

と
し
な
が
ら
も
、「
そ
の
パ
ラ
メ
ー
タ
設
定

が
問
題
の
本
質
を
つ
い
て
い
る
の
か
、
そ
の

閾
値
が
問
題
解
決
に
と
っ
て
適
切
な
の
か
、

絶
え
ず
議
論
や
検
証
が
必
要
」
と
述
べ
る
。

ま
た
、
パ
ラ
メ
ー
タ
や
閾
値
の
設
定
が
困
難

な
地
域
が
ほ
と
ん
ど
で
は
な
い
か
と
疑
問
を

呈
し
て
い
る
。

　ラ
ワ
ー
ス
に
よ
る
と
、
そ
も
そ
も
7
つ
の

思
考
法
は
、
具
体
的
な
政
策
や
制
度
を
提
案

す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
。「
今
後
直
面

す
る
変
化
の
速
さ
や
大
き
さ
、
不
確
か
さ
を

考
え
る
な
ら
、
将
来
の
政
策
や
制
度
を
決
め

て
し
ま
う
の
は
無
謀
」（
ケ
イ
ト
・
ラ
ワ
ー
ス

『
ド
ー
ナ
ツ
経
済
』
黒
輪
篤
嗣
訳
、 

2
0
2
1
、 

p
・
48
）
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
思
考
法
の

内
容
は
固
定
的
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
モ

デ
ル
に
つ
い
て
も
同
様
だ
。実
装
の
た
め
に
、

ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
か
。
目
標
に
対

し
て
常
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
と
な
る
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
し
て
は
、
我

が
国
に
お
い
て
は
、
国
内
外
の
事
例
を
参
考

に
そ
の
対
策
（
戦
術
）は
既
に
一
定
程
度
整
理

さ
れ
て
い
る
。
類
似
し
た
も
の
を
提
示
す
る

こ
と
を
避
け
、
こ
こ
で
は
、
リ
バ
ラ
ン
ス
に
向

け
た
視
点
か
ら
我
が
国
に
と
っ
て
重
要
と
思

わ
れ
る
2
点
に
絞
っ
て
述
べ
る
。
一
つ
目
は
ア

プ
ロ
ー
チ
す
る
対
象
の
拡
大
、
再
認
識
に
つ

い
て
、
二
つ
目
は
全
体
最
適
に
向
か
う
た
め

の
シ
ス
テ
ム
思
考
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　観
光
政
策
及
び
D
M
M
（D

estination 

M
arketing and M

anagem
ent

）
が
対
象

と
す
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
関
係

性
を
整
理
し
て
い
る
の
がK

agerm
eier

（
2
0
2
2
）
に
よ
る
〔
図
3
〕
で
あ
る
。
こ

れ
は
ド
ー
ナ
ツ
の
断
面
と
見
る
こ
と
も
で
き

る
だ
ろ
う
※
5

。
観
光
政
策
及
び
D
M
M
は
、

対
象
を
経
済
セ
ク
タ
ー
か
ら
住
民
や
働
く
従

事
者
に
ま
で
拡
げ
る
必
要
が
生
じ
て
い
る
。

一
方
で
、
実
際
は
住
民
は
「
一
括
り
に
は
で

き
な
い
ほ
ど
多
様
」（
真
野
、
2
0
1
3
）
で

あ
る
が
、
住
民
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
同
質

の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
こ
れ
ま
で
扱
わ
れ
て
い

た
（Żem

ła an
d S

zrom
ek,

2
0
2
4
）。

熊
谷
氏
、
ボ
ル
グ
氏
、
佐
野
氏
か
ら
は
、
住

民
と
言
っ
て
も
一
様
で
な
い
こ
と
、
観
光
の

恩
恵
の
受
け
方
も
異
な
り
、
見
方
が
大
き
く

異
な
る
現
実
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
従
事
者
に
つ
い
て
も
同
様
に
均
質
で
あ

る
こ
と
は
な
く
、
一
括
り
に
で
き
な
い
ほ
ど

実
際
は
多
様
で
あ
ろ
う
。
同
じ
グ
ル
ー
プ
内

で
も
、
意
見
や
利
害
は
し
ば
し
ば
異
な
り
、

矛
盾
す
る
こ
と
も
あ
る
（G

ó
m
ez an

d
 

A
lfonso, 

2
0
1
9
）。
観
光
客
と
同
様
に
、

住
民
や
従
事
者
に
つ
い
て
も
セ
グ
メ
ン
ト

し
、
細
や
か
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
こ
と

が
今
後
は
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
対
応
と
し
て

は
、
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
（ow

nership

）
と

誇
り
の
醸
成
に
つ
な
が
る
か
を
意
識
し
つ

つ
、①
負
の
影
響
の
軽
減
の
他
、②
意
識
の
把

握
と
共
有
、③
観
光
の
恩
恵
等
に
対
す
る
理

解
促
進
、④
観
光
に
関
与
・
対
話
す
る
場
、

仕
組
み
の
構
築
、⑤
住
民
等
の
利
用
環
境
の

確
保
や
還
元
（
配
分
）、⑥
住
宅
政
策
の
6
つ

深
く
掘
り
下
げ
、
そ
の
背
景
や
原
因
に
目
を

向
け
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
問
題
現
象
を

特
定
し
、
そ
れ
を
分
解
し
て
個
々
の
要
素
を

捉
え
る
こ
と
を
超
え
て
、
各
要
素
の
相
互
作

用
や
影
響
を
総
合
的
に
理
解
す
る
シ
ス
テ
ム

思
考
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
短
期

的
な
解
決
策
だ
け
で
な
く
、
長
期
的
な
影
響

や
副
作
用
も
考
慮
し
た
包
括
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
を
確
立
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
持
続
的
な
測
定
と
監
視
を
行
い
、

観
光
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
最
適
化
や
問
題
の
早

期
検
出
を
目
指
し
て
、
観
光
デ
ー
タ
の
収
集

範
囲
を
拡
大
し
、
統
計
基
盤
を
整
備
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
欧
州
委
員
会

（
2
0
2
2
a
）
の
指
摘
の
通
り
、
旅
行
・
宿

泊
に
関
す
る
基
本
統
計
か
ら
観
光
の
社
会

的
・
環
境
的
・
経
済
的
影
響
に
関
す
る
デ
ー

タ
ま
で
、
幅
広
い
情
報
を
網
羅
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
※
6

。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
及
び
そ
の
対
策
に

よ
る
相
互
作
用
や
影
響
の
一
例
と
し
て
、
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
内
に
お
い
て
は
、
宿
泊
施

設
が
規
制
さ
れ
た
結
果
、
周
辺
自
治
体
で
宿

泊
施
設
が
増
加（
ウ
ォ
ー
タ
ー
ベ
ッ
ド
効
果
）

し
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
転
移
が
懸
念

さ
れ
る
と
と
も
に
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
周
辺

か
ら
日
帰
り
で
市
内
を
訪
問
す
る
た
め
、
問

題
現
象
が
そ
れ
ほ
ど
減
少
し
な
い
、
税
収
が

漏
出
す
る
と
い
う
指
摘
が
報
告
さ
れ
て
い
る

（
五
木
田
、 

2
0
2
5;

後
藤
、 

2
0
2
5
）。

ボ
ル
ク
氏
は
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
経
験
か
ら
、

観
光
客
向
け
の
宿
泊
施
設
の
開
発
に
更
に
厳

し
い
制
限
を
か
け
る
こ
と
は
絶
対
に
避
け
る

べ
き
と
述
べ
る
。
観
光
業
の
成
長
を
妨
げ
る

の
で
は
な
く
、
観
光
以
外
の
経
済
活
動
や
観

光
に
代
わ
る
活
動
を
促
進
す
る
こ
と
（
住
宅

補
助
等
）
が
重
要
だ
と
い
う
（B

ertocchi et 

al., 2020

）。

　今
後
は
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く
意
思
決
定
や

行
動
基
準
を
設
け
た
、
シ
ス
テ
ム
全
体
を
構

築
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
弊
害
を

最
小
限
に
抑
え
、
住
民
と
観
光
客
の
双
方
が

調
和
の
中
で
共
存
で
き
る
環
境
を
育
む
対
策

の
連
動
が
重
要
だ
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
も
た
ら
す
影
響

は
多
面
的
で
あ
り
、
一
朝
一
夕
に
解
決
で
き

る
も
の
で
は
な
い
。
都
市
の
成
長
や
社
会
の

変
化
と
と
も
に
、
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
の
変
化

を
見
据
え
た
継
続
的
な
投
資
と
、
住
民
の
生

活
舞
台
で
あ
る
地
域
へ
の
再
投
資
の
バ
ラ
ン

ス
を
見
極
め
、
対
応
す
る
こ
と
が
今
後
は
求

3
．リ
バ
ラ
ン
ス
へ
の
道
筋

3-1
欧
州
に
お
け
る

持
続
可
能
な
観
光

3-2
俯
瞰
的
な
視
野
と
視
点

―
ド
ー
ナ
ツ・デ
ス
ティ
ネ
ー
シ
ョ
ン

の
意
思
〞を
確
立
し
、
行
動
し
て
き
た
各
地

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
。
そ
れ
ら
を
通
じ

て
、
日
本
の
持
続
可
能
な
観
光
の
あ
り
方
を

探
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
。

　あ
れ
か
ら
約
5
年
の
月
日
が
過
ぎ
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
は
、
観
光
産
業

に
甚
大
な
打
撃
を
与
え
た
。
観
光
客
数
は
一

定
程
度
回
復
し
つ
つ
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
を

以
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
観
光
業
に
与
え
た
影

響
が
消
え
た
、
と
す
る
の
は
時
期
尚
早
で
あ

る
。
一
方
で
、
同
時
に
目
を
向
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
は
、
複
数
年
に
わ
た
る
厳
し
い

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、「
観
光
の
あ
り
方
」

そ
の
も
の
を
見
直
し
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
対
策
を
積
み
重
ね
て
き
た
地
域
も
存
在
す

る
こ
と
だ
。
近
年
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

再
燃
を
耳
に
す
る
中
で
、
本
号
で
は
、
最
適

状
態
を
模
索
し
リ
バ
ラ
ン
ス
を
図
る
動
き
に

着
目
し
て
、
欧
州
都
市
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
対
策
を
取
り
上
げ
る
。
欧
州
は
、
ア
ジ

ア
よ
り
も
一
早
く
観
光
旅
行
市
場
が
回
復
し

て
い
る
状
況
に
あ
っ
た
。
観
光
客
数
が
従
前

の
水
準
に
戻
る
中
で
再
燃
し
て
い
る
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
と
同
じ

な
の
か
否
か
※
1

。「
観
光
客
が
い
な
け
れ

ば
、
街
の
バ
ラ
ン
ス
も
崩
れ
て
し
ま
い
ま

す
」（A

m
s
te
rd

a
m
 &

 P
a
rtn

e
rs
, 

2
0
2
0
）
と
い
う
言
葉
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
観
光
需
要
の
激
減
が
も
た
ら
し
た
新
た

な
認
識
を
示
唆
し
て
い
る
。
我
が
国
に
目
を

向
け
る
と
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
影
響

が
顕
在
化
し
て
い
る
地
域
だ
け
で
な
く
、
未

然
防
止
を
目
的
と
し
た
取
り
組
み
が
各
地
で

展
開
さ
れ
て
い
る
。
観
光
に
よ
る
正
と
負
の

影
響
を
冷
静
か
つ
総
合
的
に
捉
え
よ
う
と
す

る
姿
勢
が
育
ま
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
時

期
に
、
我
が
国
の
持
続
可
能
な
地
域
に
資
す

る
観
光
の
あ
り
方
、
取
組
を
捉
え
直
す
新
た

な
視
野
、
枠
組
み
を
提
示
し
て
お
き
た
い
。

　本
特
集
で
は
、
欧
州
都
市
に
焦
点
を
当
て

た
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
影
響
が
都
市

部
で
深
刻
で
あ
る
こ
と
は
従
前
か
ら
報
告
さ

れ
て
い
る
が
、
同
時
に
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
以
上
の
議
論
の
必
要
性
と
し
て
、「
持
続

可
能
な
都
市
観
光
（U

rb
an
 T
o
u
rism

）」

に
関
す
る
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
都
市
化

が
進
展
す
る
中
で
、
他
の
観
光
形
態
と
比
べ

て
都
市
観
光
が
急
速
に
増
加
し
て
い
る
こ

と
。
都
市
は
多
機
能
性
ゆ
え
訪
問
者
の
動
機

や
体
験
が
様
々
で
同
時
に
実
現
で
き
る
が
、

観
光
客
と
住
民
の
ニ
ー
ズ
等
が
交
差
す
る
に

つ
れ
、
観
光
客
に
よ
る
負
荷
は
都
市
の

バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
、
市
生
活
の
質
を
低
下

さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
（A

all et al., 

2
0
1
9
）。
今
回
、
特
集
記
事
を
寄
稿
い

た
だ
い
た
ボ
ル
グ
氏
は
、
編
著
者
と
し
て

都
市
観
光
に
関
す
る
図
書
『A

 R
esearch

 

A
g
e
n
d
a
 fo

r U
rb
a
n
 T

o
u
ris

m

』

（
2
0
2
2
）
を
発
行
し
て
い
る
。
ま
た
、

ボ
ル
グ
氏
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
イ
ン

ホ
ラ
ン
ト
応
用
科
学
大
学
で
は
、
2
0
2
0

年
に
「N

ew
 U
rban T

ourism

」
を
扱
う
研

究
グ
ル
ー
プ
が
設
置
さ
れ
た
。
持
続
可
能
か

つ
回
復
力
の
あ
る
方
法
で
都
市
観
光
を
再
建

す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
が
今
求
め
ら

れ
て
い
る
（K

oens, 

2
0
2
0
）。

　本
特
集
で
は
、
欧
州
に
お
け
る
代
表
的
な

観
光
都
市
で
あ
る
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
、ロ
ー
マ
、

バ
ル
セ
ロ
ナ
等
を
対
象
に
し
た
。
そ
し
て
、

欧
州
に
居
住
ま
た
は
居
住
経
験
を
有
す
る
三

名
の
学
識
経
験
者
に
寄
稿
い
た
だ
い
た
。
日

本
か
ら
座
し
て
見
る
の
で
は
な
く
、
欧
州
か

ら
見
て
み
よ
う
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
（
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
前
号
『
観
光
文

化
』
2
6
4
号
「
特
集 

世
界
の
観
光
ダ
イ
ナ

ミ
ズ
ム
2
0
2
4
」
で
現
地
視
察
結
果

を
報
告
）。
ま
た
、
都
市
の
観
光
収
容
力

（T
ourism

 C
arrying C

apacity

）
に
つ
い

て
は
、
我
が
国
で
は
研
究
の
蓄
積
が
十
分
で

は
な
い
。
そ
こ
で
、
巻
頭
言
は
、
自
然
公
園

の
環
境
収
容
力
を
専
門
と
さ
れ
る
熊
谷
氏
に

ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
。
以
降
で
は
、
ま
ず
特

集
記
事
か
ら
各
地
の
状
況
等
を
振
り
返
る
。

【
特
集
1
】成
功
を
乗
り
越
え
て
：

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
教
訓

　ボ
ル
グ
氏
は
、
継
続
的
に
内
在
す
る
持
続

不
可
能
性
は
、
観
光
と
い
う
商
品
の
本
質

に
起
因
す
る
直
接
的
な
結
果
と
述
べ
る
。

地
理
的
環
境
に
固
有
で
再
生
産
が
不
可
能

か
つ
希
少
な
公
共
財
で
あ
る
観
光
資
源
は
、

そ
の
配
分
を
市
場
原
理
の
み
に
委
ね
る
と
、

最
適
な
配
分
に
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

観
光
資
源
の
非
最
適
な
配
分
は
、
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
み
に
よ
っ
て
生
じ
る
も
の

で
は
な
く
、
ア
ン
ダ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
観
光

の
活
用
不
足
）で
も
顕
在
化
す
る
。オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
単
純
化
さ
れ
た
分

析
は
、
持
続
不
可
能
な
観
光
開
発
の
要
因

を
見
え
に
く
し
、
問
題
の
本
質
的
な
理
解

を
妨
げ
る
と
さ
れ
る
。

　ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
、
観
光
の
強

度
（Intensity

）
と
観
光
収
容
力
（
T
C
C
）

の
解
析
結
果
か
ら
、
既
に
指
標
を
大
幅
に
上

回
っ
て
い
る
こ
と
。
現
在
、
観
光
の
需
要
と

供
給
の
量
的
及
び
質
的
な
不
均
衡
状
態
に
あ

り
、
受
け
入
れ
側
の
負
担
や
コ
ス
ト
が
恩
恵

を
大
き
く
上
回
り
、
恩
恵
の
大
部
分
は
、
観

め
ら
れ
る
。
本
特
集
で
は
、
欧
州
都
市
の
事

例
を
通
じ
て
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
下
に

あ
る
地
域
を
持
続
可
能
な
か
た
ち
で
再
構
築

す
る
た
め
の
観
光
の
あ
り
方
、
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
観
光
の
可
能
性
を
探
っ
た
。
観
光
は

単
独
で
存
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、
都
市
の

経
済
、
環
境
、
住
民
生
活
と
密
接
か
つ
複
雑

に
関
わ
る
。
観
光
に
よ
る
経
済
効
果
を
最
大

化
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
社
会
の
課
題

解
決
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
枠
組
み
が
必
要

で
あ
る
。
ド
ー
ナ
ツ
経
済
の
考
え
方
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
地
域
全
体
の
戦
略
の
中
で
観

光
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
す
る
こ
と
が
、
今
後

の
重
要
な
視
点
と
な
る
だ
ろ
う
。
本
特
集
で

示
さ
れ
た
知
見
を
活
か
し
、
我
が
国
に
お
い

て
も
、
長
期
的
な
視
野
の
も
と
、
各
地
域
の

特
性
に
応
じ
た
柔
軟
な
政
策
を
展
開
し
つ

つ
、
観
光
の
恩
恵
と
負
担
の
適
切
な
配
分
を

探
り
な
が
ら
、
地
域
の
持
続
可
能
性
を
高
め

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

が
挙
げ
ら
れ
る
。
我
が
国
は
、
主
に
①
と
④

に
つ
い
て
は
取
り
組
ん
で
き
た
も
の
の
、
そ

の
他
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
複
雑
な
問

題
の
解
決
に
あ
た
っ
て
は
、
単
な
る
表
面
的

な
症
状
に
対
処
す
る
の
で
は
な
く
、
問
題
を
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クリティカ
ルゾーン

デステ
ィネーション

クリ
ティカルゾーン

開発
のための安全な空間

　本
号
の
特
集
テ
ー
マ
は
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
で
あ
る
。
当
機
関
誌
『
観
光
文
化
』

に
て
こ
の
課
題
を
特
集
テ
ー
マ
と
し
て
扱
う

の
は
今
回
が
二
度
目
と
な
る
。
前
回
扱
っ
た

の
は
2
0
1
9
年
1
月
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
が
社
会
問
題
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
く

最
中
で
あ
っ
た
。
当
初
、
特
集
テ
ー
マ
を「
地

域
に
忍
び
寄
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
脅

威
」と
設
定
し
た
も
の
の
、
最
終
的
に
は「
観

光
客
急
増
で
問
わ
れ
る
〝
地
域
の
意
思
〞
」

〔
図
1
〕
と
変
更
し
た
。
そ
れ
は
、
次
の
理

由
か
ら
で
あ
っ
た
。

光
産
業
に
集
中
し
て
い
る
状
態
に
あ
る
こ

と
。
観
光
が
主
要
産
業
で
あ
る
当
地
で
は
、

経
済
的
、
社
会
的
発
展
の
た
め
の
戦
略
に

観
光
は
不
可
欠
な
要
素
で
あ
り
、
観
光
は

多
様
な
生
活
側
面
と
相
互
作
用
す
る
こ
と

か
ら
、
観
光
戦
略
も
強
く
全
体
戦
略
に
統

合
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、

成
功
に
よ
る
弊
害
を
抑
え
る
た
め
、
観
光

地
は
環
境
負
荷
（
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
）
と
質

を
重
視
し
た
モ
デ
ル
へ
転
換
し
、
地
域
社

会
を
基
盤
と
し
た
政
策
へ
と
見
直
す
必
要

が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

【
特
集
2
】イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
観
光
と

生
活
を
め
ぐ
る
現
状
と
雑
感

　佐
野
氏
は
、
ロ
ー
マ
と
い
う
観
光
地
に
住

ん
で
感
じ
た
住
宅
事
情
の
厳
し
さ
や
、連
日
、

深
夜
に
ま
で
及
ぶ
屋
外
飲
食
の
騒
音
に
よ
る

迷
惑
等
を
伝
え
た
。
街
が
市
民
と
観
光
客
の

笑
顔
で
溢
れ
、
人
々
で
賑
う
一
方
で
、
あ
る

調
査
結
果
か
ら
多
く
の
イ
タ
リ
ア
人
が
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ

と
。
ま
た
、
家
屋
を
め
ぐ
る
観
光
客
と
住
民

に
よ
る
せ
め
ぎ
合
い
の
最
前
線
と
し
て
、
住

ま
い
を
追
い
出
さ
れ
た
住
民
の
目
に
見
え
る

抗
議
が
即
座
に
撤
去
さ
れ
て
い
る
状
況
と
、

中
心
市
街
地
の
周
縁
部
で
そ
の
痕
跡
が
発
見

さ
れ
る
状
況
を
報
告
い
た
だ
い
た
。

　イ
タ
リ
ア
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策

は
始
動
期
に
あ
り
、
問
題
の
内
容
と
範
囲
を

明
確
に
す
る
こ
と
。
住
民
の
生
活
の
質
の
低

下
や
観
光
客
の
体
験
の
質
の
低
下
に
対
応
す

る
た
め
、
小
規
模
な
政
策
集
団
に
よ
る
柔
軟

な
対
策
が
求
め
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

イ
タ
リ
ア
で
は
、
国
家
よ
り
も
各
自
治
体
が

前
衛
的
で
あ
り
、
例
え
ば
、
チ
ン
ク
エ
テ
ッ

レ
で
は
観
光
客
数
を
制
限
す
る
方
法
が
導
入

さ
れ
た
。
た
だ
、
そ
の
妥
当
性
に
つ
い
て
は

今
後
の
議
論
と
検
証
が
必
要
で
あ
り
、ま
た
、

パ
ラ
メ
ー
タ
や
閾
値
の
設
定
が
難
し
い
地
域

も
多
い
と
指
摘
す
る
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
認
識
は
主
観
的
で
、
観
光
の
恩
恵
を
受

け
る
人
と
被
害
を
受
け
る
人
が
存
在
す
る
。

被
害
を
受
け
る
人
の
声
を
す
く
い
上
げ
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
同
時
に
、
観
光
の
恩
恵

を
広
く
市
民
に
周
知
す
る
こ
と
も
不
可
欠
で

あ
る
。
市
民
間
の
対
話
の
場
を
設
け
、
観
光

推
進
か
反
観
光
か
の
二
者
択
一
で
は
な
く
、

対
立
を
乗
り
越
え
る
解
決
策
を
探
る
こ
と
が

望
ま
れ
る
と
語
る
。

【
特
集
3
】「
観
光
都
市
」か
ら

「
観
光
と
と
も
に
生
き
る
都
市
」へ

―
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
け
る

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
の
最
前
線

　阿
部
氏
か
ら
は
、「
観
光
と
と
も
に
生
き

る
都
市
へ
と
脱
皮
を
図
る
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
奮

闘
と
ジ
レ
ン
マ
」
を
報
告
い
た
だ
い
た
。

　再
燃
す
る
住
民
の
抗
議
運
動
の
主
題
は
、

混
雑
や
マ
ナ
ー
問
題
で
は
な
い
と
い
う
。
観

光
の
成
長
が
も
た
ら
す
公
共
サ
ー
ビ
ス
へ
の

圧
迫
や
地
価
・
家
賃
、
物
価
の
高
騰
が
、
住

民
や
商
店
の
入
れ
替
え
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
変
容
を
招
い
て
し
ま
う
こ
と
。
観

光
産
業
の
利
益
の
不
当
な
配
分
が
社
会
的
不

平
等
を
拡
大
し
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
、
住

民
の
危
機
感
は
「
や
が
て
我
が
ま
ち
バ
ル
セ

ロ
ナ
が
誰
の
も
の
で
も
な
く
な
っ
て
し
ま

う
、
と
い
う
都
市
の
存
立
に
関
わ
る
意
思
表

示
」
だ
と
述
べ
る
。

　観
光
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
2
0
1
7
）
の
特

徴
は
、
観
光
に
関
連
す
る
多
分
野
（
交
通
政

策
、
都
市
計
画
、
地
域
経
済
の
発
展
、
事
業

者
の
責
任
、
宿
泊
税
な
ど
）
の
施
策
を
束
ね

て
い
る
点
に
あ
る
。
近
年
は
、
市
長
交
代
と

い
う
社
会
情
勢
の
変
化
の
中
で
、「
住
民
の

繁
栄
と
幸
福
促
進
」
を
最
優
先
と
し
、「
他
の

経
済
部
門
の
発
展
を
促
す
持
続
可
能
で
敬
意

あ
る
観
光
経
済
」
を
推
進
す
る
方
向
に
あ
る
。

　混
雑
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し
て
、「
大
混
雑

エ
リ
ア
」
で
は
、
交
通
動
線
の
再
整
理
、
事

前
予
約
制
の
強
化
、
空
間
の
市
民
利
用
の
促

進
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
宿
泊
施
設
の
立
地

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
し
て
「
観
光
宿
泊
施
設
特

別
都
市
計
画
」
に
よ
り
、
用
途
混
在
を
図
り
、

市
民
の
住
む
権
利
を
保
障
す
る
と
と
も
に
、

公
共
空
間
で
の
生
活
を
維
持
し
持
続
可
能
な

経
済
活
動
の
展
開
を
図
る
。
ま
た
、
床
面
積

の
30
％
を
低
家
賃
の
社
会
住
宅
に
割
り
当
て

る
都
市
計
画
措
置
も
講
じ
て
い
る
。
民
泊
全

廃
措
置
に
つ
い
て
は
、
違
法
民
泊
の
急
増
に

つ
な
が
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
と
い
う
。
課

税
に
つ
い
て
は
、
州
の
宿
泊
税
に
市
独
自
の

追
加
課
税
を
導
入
し
、「
観
光
市
民
還
元
基

金
」
と
し
て
、
観
光
の
負
の
外
部
性
を
緩
和

し
、
市
民
の
生
活
改
善
を
図
る
取
組
に
再
投

資
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　バ
ル
セ
ロ
ナ
の
政
策
挑
戦
は
、
次
世
代
の

都
市
と
観
光
の
あ
り
方
と
し
て
「
市
民
の
日

常
生
活
を
維
持
し
、
観
光
に
よ
っ
て
更
に
高

め
ら
れ
、
観
光
魅
力
と
し
て
再
生
さ
れ
る
観

光
政
策
」
を
提
示
す
る
。

　観
光
が
持
続
可
能
性
な
地
域
形
成
に
資
す

る
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
観
光
の
持
続
不

可
能
に
な
る
本
質
を
理
解
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
リ
バ
ラ
ン
ス
戦
略
を

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
、
ま

ず
欧
州
の
持
続
可
能
な
観
光
と
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
近
年
の
動
向
を
概
観

し
た
後
（
3
‐
1
）、
ボ
ル
グ
氏
か
ら
紹
介

い
た
だ
い
た
「
ド
ー
ナ
ツ
経
済
」
を
も
と
に
、

地
域
全
体
戦
略
に
観
光
を
位
置
づ
け
る
上
で

の
俯
瞰
的
な
視
野
、
視
点
に
つ
い
て
述
べ
る

（
3
‐
2
）。
さ
ら
に
バ
ラ
ン
ス
の
検
討
、
是

正
に
向
け
て
、
観
光
戦
略
に
落
と
し
込
む
た

め
の
視
点
を
と
り
ま
と
め
る
（
3
‐
3
）。

　

U
N
W
T
O

（
現U

N
 T
ourism

）
は
持
続
可

能
な
観
光
と
い
う
概
念
を
「
訪
問
客
、
業
界
、

環
境
お
よ
び
訪
問
客
を
受
け
入
れ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
つ
つ
、
現
在

お
よ
び
将
来
の
経
済
、
社
会
、
環
境
へ
の
影

響
を
十
分
に
考
慮
す
る
観
光
」（
2
0
0
5
）

と
定
義
し
た
※
2

。

　近
年
の
欧
州
の
持
続
可
能
な
観
光
政
策

に
関
す
る
指
針
と
し
て
は
、「T

ran
sitio

n
 

p
ath

w
ay fo

r to
u
rism

」（
欧
州
委
員
会
、

2
0
2
2
）
や
「
欧
州
観
光
ア
ジ
ェ
ン
ダ

2
0
3
0
」（
欧
州
連
合
理
事
会
、
2
0
2
2
）

と
い
っ
た
重
要
文
書
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ

ら
の
指
針
は
、
グ
リ
ー
ン
化
お
よ
び
デ
ジ
タ

ル
化
へ
の
移
行
を
一
層
加
速
さ
せ
、
観
光
エ

コ
シ
ス
テ
ム
を
よ
り
持
続
可
能
か
つ
回
復
力

の
高
い
も
の
へ
と
転
換
す
る
取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
る
※
3

。
こ
れ
ら
の
文
脈
を
前
提
と

し
て
、
こ
こ
か
ら
は
、
本
特
集
に
関
連
す
る

内
容
を
断
片
的
で
は
あ
る
が
紹
介
す
る
。

〇
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
観
光
の
成
長
に

関
す
る
調
査
研
究

　欧
州
委
員
会
の
「
観
光
地
レ
ベ
ル
で
の
ア

ン
バ
ラ
ン
ス
な
観
光
の
成
長 

最
終
報
告
書
」

（
2
0
2
2
）
に
よ
る
と
、「
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

な
観
光
」
は
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と

互
換
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
観
光

に
よ
る
目
に
見
え
な
い
影
響
を
含
意
す
る
用

語
と
し
て
説
明
さ
れ
る
。
ま
た
、
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
単
な
る
観
光
客
数
の
多
さ

に
限
定
さ
れ
な
い
点
や
、
都
市
部
で
発
生
し

た
比
較
的
新
し
い
現
象
へ
の
批
判
と
し
て
捉

え
ら
れ
て
い
る
点
が
マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
異

な
る
と
さ
れ
る
。

〇
持
続
可
能
な
E
U
観
光

―
明
日
の
観
光
の
形
成

　欧
州
委
員
会
は
、
2
0
2
3
年
に
E
U
観

光
地
の
持
続
可
能
性
と
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
支
援

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
た
。
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
の
成
長
志
向
の
考
え
方
に
対
し

て
は
、
経
済
的
利
益
と
社
会
、
文
化
、
環
境

へ
の
影
響
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
な
い
観

光
地
は
、
環
境
の
安
定
性
、
真
正
性
、
住
み

や
す
さ
、
そ
し
て
、
観
光
地
と
し
て
の
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
や
評
判
を
落
と
す
リ
ス

ク
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。

〇
持
続
可
能
な
観
光
パ
ー
ト
ナ
シ
ッ
プ

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

　E
U
の
都
市
ア
ジ
ェ
ン
ダ
に
基
づ
き

2
0
2
2
年
12
月
に
発
足
し
た
「
持
続
可
能

な
観
光
パ
ー
ト
ナ
シ
ッ
プ
」
は
、
都
市
政
策

に
お
け
る
都
市
観
光
特
有
の
課
題
へ
の
対
応

に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
2
0
2
4

年
に
作
成
さ
れ
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
、

「
環
境
」「
開
発
」「
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
成
長
」

の
3
つ
の
主
要
テ
ー
マ
か
ら
考
察
さ
れ
た
も

の
で
、
よ
り
良
い
規
制
、
よ
り
良
い
資
金
調

達
、
よ
り
良
い
知
識
の
3
本
柱
の
も
と
6
つ

の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
定
め
て
い
る
。

 

『
ド
ー
ナ
ツ
経
済
（D

oughnut E
conom

-

ics

）』（
2
0
1
7
）
は
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
大
学
の
経
済
学
者
ケ
イ
ト
•
ラ
ワ
ー
ス
が

2
0
1
1
年
に
提
唱
し
た
理
論
で
あ
る
。
人

類
の
長
期
的
な
目
標
か
ら
始
め
て
、
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
繁
栄
の
道
を
探
る
た
め
に
導
き

だ
さ
れ
た
も
の
で
、
ド
ー
ナ
ツ
の
よ
う
な
同

心
円
状
の
大
小
二
本
の
輪
で
人
類
の
持
続
可

能
な
生
活
を
可
視
化
す
る
。
内
側
の
小
円

（
ド
ー
ナ
ツ
の
穴
）
は
社
会
的
基
盤
（S

o
cial 

F
o
u
n
d
atio

n

）
を
示
し
、
人
々
が
健
全
に

生
活
す
る
た
め
に
必
要
な
最
低
限
の
条
件
を

表
す
。
外
側
の
大
円
（
ド
ー
ナ
ツ
の
外
）
は

生
態
学
的
天
井
（E

co
lo
gical C

eilin
g

）

を
表
わ
し
、
地
球
の
環
境
負
荷
の
限
界
を
示

す
。
ド
ー
ナ
ツ
の
生
地
の
部
分
で
あ
る
小
円

と
大
円
で
囲
ま
れ
る
安
全
な
空
間
を
超
え
る

こ
と
は
、
経
済
が
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
い
る

こ
と
を
意
味
す
る
（「
ド
ー
ナ
ツ
経
済
」
の
詳

細
説
明
は
今
回
は
省
略
）。
こ
の
ド
ー
ナ
ツ

経
済
を
世
界
で
初
め
て
採
用
し
た
の
は
、
オ

ラ
ン
ダ
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
あ
る
。

2
0
2
0
年
に
は
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ

ミ
ー
（
循
環
経
済
）
戦
略
の
中
核
に
据
え
る
都

市
像
と
し
て
『A

m
sterdam

 C
ity D

ough-

nut

』
を
発
表
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
「
ド
ー

ナ
ツ
経
済
」
を
観
光
の
文
脈
に
合
わ
せ
て
解

釈
し
、
調
整
し
た
も
の
が
欧
州
観
光
未
来
研

究
所
の
ハ
ー
ト
マ
ン
ら
（
2
0
2
2
）
に
よ

る
「
ド
ー
ナ
ツ
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

（D
o
u
gh
n
u
t D

estin
atio

n

）」〔
図
2
〕
で

あ
る
。

 

「
ド
ー
ナ
ツ
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、

ド
ー
ナ
ツ
経
済
の
概
念
と
そ
れ
に
付
随
す
る 

7
つ
の
思
考
法
を
適
用
し
、
観
光
地
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
よ
り
良
い
方
向
に
再
考
で
き
る
か

を
探
求
し
、
再
概
念
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

観
光
地
が
持
続
可
能
な
繁
栄
を
図
る
た
め

に
、
ど
の
よ
う
な
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
べ
き

か
視
覚
的
に
示
し
た
も
の
で
、同
モ
デ
ル
は
、

　ま
ず
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
特
集
で

事
例
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
に
対
す
る
地
域

が
抱
く
懸
念
が
想
像
以
上
に
大
き
か
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
地
域
内
で
の
議
論
も
ま
ま
な
ら

な
い
中
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
発
生
地
域

と
し
て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
印
象
が
拡
散
す
る
こ

と
へ
の
懸
念
で
あ
っ
た
。
当
時
、
事
例
地
域

の
方
か
ら
「
如
何
な
る
姿
勢
、
意
図
の
も
と

で
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
扱
い
、
発
信
す

る
の
か
」
と
厳
し
く
問
い
た
だ
さ
れ
た
こ
と

は
今
で
も
記
憶
の
深
奥
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

　と
は
い
え
、
特
定
の
地
域
で
問
題
が
生
じ

て
い
た
の
は
確
か
で
あ
っ
た
。
観
光
文
化
の

振
興
を
通
じ
た
豊
か
な
社
会
実
現
を
目
指
す

観
光
研
究
機
関
と
し
て
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
」
と
い
う
現
象
に
ど
の
よ
う
に
向
き
合

う
の
か
。
問
題
現
象
を
正
確
に
捉
え
る
こ
と

は
第
一
歩
で
あ
る
が
、
問
題
提
起
や
発
信
す

る
こ
と
を
超
え
て
、
有
効
な
解
決
策
や
指
針

を
提
示
で
き
る
の
か
。
急
激
な
成
長
、
過
度

な
成
長
に
よ
る
痛
み
を
軽
減
す
る
だ
け
で
よ

い
の
か
。
需
要
獲
得
の
機
会
を
損
失
し
て
い

る
状
況
も
一
部
に
見
受
け
ら
れ
る
中
で
、「
地

域
は
観
光
を
通
じ
て
負
の
影
響
だ
け
で
は
な

く
正
の
影
響
も
受
け
て
お
り
、
前
者
だ
け
を

あ
る
立
場
か
ら
切
り
出
し
て
取
り
上
げ
る
だ

け
で
は
、本
当
の
解
決
に
至
ら
な
い
」（
後
藤
、

2
0
1
9
）
と
い
う
の
が
当
時
の
姿
勢
の
着

地
点
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
前
回
の
特
集
で

は
、
住
民
の
暮
ら
し
と
観
光
の
共
存
を
模
索

し
続
け
た
地
域
に
焦
点
を
当
て
、
環
境
変
化

を
経
験
し
な
が
ら
も
議
論
を
重
ね
、〝
地
域

現
在
の
観
光
の
考
え
方
（
再
生
型
観
光
、
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
、ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
思
考
、パ
ー

パ
ス
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
、
環
境
収
容
力
な
ど
）

と
よ
く
共
鳴
し
て
い
る
と
い
う
。

（
1
）
超
過
と
不
足
を
防
ぐ
モ
デ
ル

　安
全
な
空
間
内
に
定
位
す
る
こ
と
は
、
観

光
地
が
持
続
可
能
に
運
営
さ
れ
て
い
る
状
態

を
表
す
。
安
全
な
空
間
内
に
留
ま
る
た
め
に
、

観
光
地
は
、
超
過
や
不
足
を
避
け
な
が
ら
、

4
つ
の
要
素 

―
―
起
業
家
と
従
業
員
の
労

働
環
境
の
質
、
訪
問
者
の
体
験
の
質
、
住
民

の
生
活
の
質
、
場
所
の
質
（
公
共
ス
ペ
ー
ス
、

遺
産
、生
態
系
）
―
―
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て

い
る
こ
と
が
重
要
と
の
こ
と
で
あ
る
。
安
全

な
空
間
の
外
側
へ
突
き
抜
け
た
状
態
「
超
過

（
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー
ト
）」
は
、
観
光
地
が
過

度
に
開
発
さ
れ
、
環
境
や
社
会
に
悪
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
状
態
を
示
す
。
安
全
な
空
間

の
内
側
へ
突
き
抜
け
た
状
態
「
不
足
（
シ
ョ
ー

ト
ホ
ー
ル
）」
は
、
観
光
地
が
必
要
な
社
会

的
基
盤
の
水
準
を
満
た
し
て
い
な
い
状
態
を

示
す
。
安
全
な
空
間
内
に
留
ま
る
た
め
に
そ

の
上
限
と
下
限
、閾
値
を
監
視
す
る
こ
と
は
、

利
害
関
係
者
に
対
す
る
早
期
警
告
信
号
と
緊

急
信
号
と
し
て
機
能
す
る
。
緊
急
信
号
を
超

え
る
と
、目
的
地
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
い

る
た
め
、
即
時
の
対
応
が
必
要
と
な
る
。

　ラ
ワ
ー
ス
は
、
新
し
い
経
済
へ
の
大
転
換

を
促
す
た
め
、
ド
ー
ナ
ツ
モ
デ
ル
と
と
も
に

全
体
像
を
示
す
た
め
の
7
つ
の
思
考
法
を
提

示
し
た
。
そ
れ
を
観
光
地
に
応
用
し
た
も
の

が
観
光
地
を
再
定
義
す
る
7
つ
の
思
考
法

〔
表
1
〕
で
あ
る
。「
1
．目
標
を
変
え
る
：

手
段
と
し
て
の
観
光
」「
2
．全
体
像
を
見
る
：

観
光
は
よ
り
大
き
な
全
体
に
組
み
込
ま
れ
て

い
る
」「
3
．人
間
性
を
育
む
：
観
光
客
は
合

理
的
な
経
済
人
で
は
な
い
」「
4
．シ
ス
テ
ム

に
精
通
す
る
：
観
光
は
動
的
で
複
雑
な
シ
ス

テ
ム
の
一
部
で
あ
る
」「
5
．観
光
は
再
配
的

で
あ
る
必
要
が
あ
る
：
観
光
は
全
て
の
人
に

利
益
を
も
た
ら
す
」「
6
．再
生
の
た
め
に
創

造
す
る
：
観
光
は
再
生
可
能
で
あ
る
必
要
が

あ
る
」「
7
．成
長
に
こ
だ
わ
ら
な
い
：
観
光

の
成
長
は
無
限
で
は
な
い
」。
同
研
究
の
内

容
を
確
認
す
る
限
り
、
ま
だ
ま
だ
議
論
の
余

地
や
補
完
の
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
例

え
ば
、「
1
：
手
段
と
し
て
の
観
光
」
に
つ
い

て
は
、
観
光
と
い
う
手
段
を
通
じ
て
何
を
得

た
い
の
か
、そ
の
目
的
を
ま
ず
明
確
に
定
め
、

そ
れ
を
検
証
可
能
な
形
で
共
有
す
る
必
要
が

あ
る
。
同
時
に
、
観
光
客
の
目
的
や
行
動
に

寄
り
添
え
な
け
れ
ば
、「
安
全
な
空
間
」
に

定
位
す
る
の
は
難
し
い
。
ま
た
、
そ
の
際
に

は
、「
計
画
が
適
切
な
観
光
市
場
を
作
っ
て

い
く
と
い
う
発
想
こ
そ
が
求
め
ら
れ
る
」（
阿

部
， 

2
0
1
9
）
だ
ろ
う
。「
2
：
観
光
は
よ

り
大
き
な
全
体
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
」
に

つ
い
て
は
、
ボ
ル
グ
氏
は
、
観
光
が
孤
立

し
て
存
在
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
説
い

た
。
持
続
可
能
な
都
市
観
光
の
枠
組
み
で
捉

え
る
上
で
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
以
上
の

議
論
の
必
要
」
と
な
る
意
味
も
こ
こ
に
あ
る
。

「
7
：
観
光
の
成
長
は
無
限
で
は
な
い
」
に
つ

い
て
は
、
具
体
例
と
し
て
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

市
の
帯
域
設
定
（
上
限
2
0
0
0
万
人
泊
、

下
限
1
0
0
0
万
人
泊
）
が
紹
介
さ
れ
て
い

る
。し
か
し
、現
状
、上
限
で
の
措
置
に
対
し
、

下
限
を
下
回
っ
た
場
合
の
対
応
は
見
え
て
い

な
い
※
4

。
佐
野
氏
は
、
チ
ン
ク
エ
テ
ッ
レ

の
愛
の
小
道
で
導
入
さ
れ
て
い
る
閾
値
（
観

光
客
数
の
上
限
4
0
0
名
）
を
設
定
す
る
シ

ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
対
策
は
一
つ
の
あ
り
方

と
し
な
が
ら
も
、「
そ
の
パ
ラ
メ
ー
タ
設
定

が
問
題
の
本
質
を
つ
い
て
い
る
の
か
、
そ
の

閾
値
が
問
題
解
決
に
と
っ
て
適
切
な
の
か
、

絶
え
ず
議
論
や
検
証
が
必
要
」
と
述
べ
る
。

ま
た
、
パ
ラ
メ
ー
タ
や
閾
値
の
設
定
が
困
難

な
地
域
が
ほ
と
ん
ど
で
は
な
い
か
と
疑
問
を

呈
し
て
い
る
。

　ラ
ワ
ー
ス
に
よ
る
と
、
そ
も
そ
も
7
つ
の

思
考
法
は
、
具
体
的
な
政
策
や
制
度
を
提
案

す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
。「
今
後
直
面

す
る
変
化
の
速
さ
や
大
き
さ
、
不
確
か
さ
を

考
え
る
な
ら
、
将
来
の
政
策
や
制
度
を
決
め

て
し
ま
う
の
は
無
謀
」（
ケ
イ
ト
・
ラ
ワ
ー
ス

『
ド
ー
ナ
ツ
経
済
』
黒
輪
篤
嗣
訳
、 

2
0
2
1
、 

p
・
48
）
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
思
考
法
の

内
容
は
固
定
的
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
モ

デ
ル
に
つ
い
て
も
同
様
だ
。実
装
の
た
め
に
、

ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
か
。
目
標
に
対

し
て
常
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
と
な
る
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
し
て
は
、
我

が
国
に
お
い
て
は
、
国
内
外
の
事
例
を
参
考

に
そ
の
対
策
（
戦
術
）は
既
に
一
定
程
度
整
理

さ
れ
て
い
る
。
類
似
し
た
も
の
を
提
示
す
る

こ
と
を
避
け
、
こ
こ
で
は
、
リ
バ
ラ
ン
ス
に
向

け
た
視
点
か
ら
我
が
国
に
と
っ
て
重
要
と
思

わ
れ
る
2
点
に
絞
っ
て
述
べ
る
。
一
つ
目
は
ア

プ
ロ
ー
チ
す
る
対
象
の
拡
大
、
再
認
識
に
つ

い
て
、
二
つ
目
は
全
体
最
適
に
向
か
う
た
め

の
シ
ス
テ
ム
思
考
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　観
光
政
策
及
び
D
M
M
（D

estination 

M
arketing and M

anagem
ent

）
が
対
象

と
す
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
関
係

性
を
整
理
し
て
い
る
の
がK

agerm
eier

（
2
0
2
2
）
に
よ
る
〔
図
3
〕
で
あ
る
。
こ

れ
は
ド
ー
ナ
ツ
の
断
面
と
見
る
こ
と
も
で
き

る
だ
ろ
う
※
5

。
観
光
政
策
及
び
D
M
M
は
、

対
象
を
経
済
セ
ク
タ
ー
か
ら
住
民
や
働
く
従

事
者
に
ま
で
拡
げ
る
必
要
が
生
じ
て
い
る
。

一
方
で
、
実
際
は
住
民
は
「
一
括
り
に
は
で

き
な
い
ほ
ど
多
様
」（
真
野
、
2
0
1
3
）
で

あ
る
が
、
住
民
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
同
質

の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
こ
れ
ま
で
扱
わ
れ
て
い

た
（Żem

ła an
d S

zrom
ek,

2
0
2
4
）。

熊
谷
氏
、
ボ
ル
グ
氏
、
佐
野
氏
か
ら
は
、
住

民
と
言
っ
て
も
一
様
で
な
い
こ
と
、
観
光
の

恩
恵
の
受
け
方
も
異
な
り
、
見
方
が
大
き
く

異
な
る
現
実
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
従
事
者
に
つ
い
て
も
同
様
に
均
質
で
あ

る
こ
と
は
な
く
、
一
括
り
に
で
き
な
い
ほ
ど

実
際
は
多
様
で
あ
ろ
う
。
同
じ
グ
ル
ー
プ
内

で
も
、
利
害
は
し
ば
し
ば
異
な
り
、
時
に

は
矛
盾
す
る
こ
と
も
あ
る
（G

óm
ez and 

A
lfonso, 

2
0
1
9
）。
観
光
客
と
同
様
に
、

住
民
や
従
事
者
に
つ
い
て
も
セ
グ
メ
ン
ト

し
、
細
や
か
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
こ
と

が
今
後
は
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
対
応
と
し
て

は
、
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
（ow

nership

）
と

誇
り
の
醸
成
に
つ
な
が
る
か
を
意
識
し
つ

つ
、①
負
の
影
響
の
軽
減
の
他
、②
意
識
の
把

握
と
共
有
、③
観
光
の
恩
恵
等
に
対
す
る
理

解
促
進
、④
観
光
に
関
与
・
対
話
す
る
場
、

仕
組
み
の
構
築
、⑤
住
民
等
の
利
用
環
境
の

確
保
や
還
元
（
配
分
）、⑥
住
宅
政
策
の
6
つ

深
く
掘
り
下
げ
、
そ
の
背
景
や
原
因
に
目
を

向
け
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
問
題
現
象
を

特
定
し
、
そ
れ
を
分
解
し
て
個
々
の
要
素
を

捉
え
る
こ
と
を
超
え
て
、
各
要
素
の
相
互
作

用
や
影
響
を
総
合
的
に
理
解
す
る
シ
ス
テ
ム

思
考
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
短
期

的
な
解
決
策
だ
け
で
な
く
、
長
期
的
な
影
響

や
副
作
用
も
考
慮
し
た
包
括
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
を
確
立
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
持
続
的
な
測
定
と
監
視
を
行
い
、

観
光
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
最
適
化
や
問
題
の
早

期
検
出
を
目
指
し
て
、
観
光
デ
ー
タ
の
収
集

範
囲
を
拡
大
し
、
統
計
基
盤
を
整
備
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
欧
州
委
員
会

（
2
0
2
2
a
）
の
指
摘
の
通
り
、
旅
行
・
宿

泊
に
関
す
る
基
本
統
計
か
ら
観
光
の
社
会

的
・
環
境
的
・
経
済
的
影
響
に
関
す
る
デ
ー

タ
ま
で
、
幅
広
い
情
報
を
網
羅
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
※
6

。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
及
び
そ
の
対
策
に

よ
る
相
互
作
用
や
影
響
の
一
例
と
し
て
、
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
内
に
お
い
て
は
、
宿
泊
施

設
が
規
制
さ
れ
た
結
果
、
周
辺
自
治
体
で
宿

泊
施
設
が
増
加（
ウ
ォ
ー
タ
ー
ベ
ッ
ド
効
果
）

し
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
転
移
が
懸
念

さ
れ
る
と
と
も
に
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
周
辺

か
ら
日
帰
り
で
市
内
を
訪
問
す
る
た
め
、
問

題
現
象
が
そ
れ
ほ
ど
減
少
し
な
い
、
税
収
が

漏
出
す
る
と
い
う
指
摘
が
報
告
さ
れ
て
い
る

（
五
木
田
、 

2
0
2
5
； 

後
藤
、 

2
0
2
5
）。

ボ
ル
ク
氏
は
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
経
験
か
ら
、

観
光
客
向
け
の
宿
泊
施
設
の
開
発
に
更
に
厳

し
い
制
限
を
か
け
る
こ
と
は
絶
対
に
避
け
る

べ
き
と
述
べ
る
。
観
光
業
の
成
長
を
妨
げ
る

の
で
は
な
く
、
観
光
以
外
の
経
済
活
動
や
観

光
に
代
わ
る
活
動
を
促
進
す
る
こ
と
（
住
宅

補
助
等
）
が
重
要
だ
と
い
う
（B

ertocchi et 

al., 2020

）。

　今
後
は
デ
ー
タ
に
基
づ
く
意
思
決
定
や
行

動
基
準
を
設
け
た
、
シ
ス
テ
ム
全
体
を
構
築

す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
弊
害
を
最

小
限
に
抑
え
、
住
民
と
観
光
客
の
双
方
が
調

和
の
中
で
共
存
で
き
る
環
境
を
育
む
対
策
の

連
動
が
重
要
だ
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
も
た
ら
す
影
響

は
多
面
的
で
あ
り
、
一
朝
一
夕
に
解
決
で
き

る
も
の
で
は
な
い
。
都
市
の
成
長
や
社
会
の

変
化
と
と
も
、
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
の
変
化
を

見
据
え
た
継
続
的
な
投
資
と
、
住
民
の
生
活

舞
台
で
あ
る
地
域
へ
の
再
投
資
の
バ
ラ
ン
ス

を
見
極
め
、
対
応
す
る
こ
と
が
今
後
は
求
め

3-3
実
装
に
向
け
た

視
野
と
視
点

の
意
思
〞を
確
立
し
、
行
動
し
て
き
た
各
地

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
。
そ
れ
ら
を
通
じ

て
、
日
本
の
持
続
可
能
な
観
光
の
あ
り
方
を

探
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
。

　あ
れ
か
ら
約
5
年
の
月
日
が
過
ぎ
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
は
、
観
光
産
業

に
甚
大
な
打
撃
を
与
え
た
。
観
光
客
数
は
一

定
程
度
回
復
し
つ
つ
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
を

以
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
観
光
業
に
与
え
た
影

響
が
消
え
た
、
と
す
る
の
は
時
期
尚
早
で
あ

る
。
一
方
で
、
同
時
に
目
を
向
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
は
、
複
数
年
に
わ
た
る
厳
し
い

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、「
観
光
の
あ
り
方
」

そ
の
も
の
を
見
直
し
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
対
策
を
積
み
重
ね
て
き
た
地
域
も
存
在
す

る
こ
と
だ
。
近
年
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

再
燃
を
耳
に
す
る
中
で
、
本
号
で
は
、
最
適

状
態
を
模
索
し
リ
バ
ラ
ン
ス
を
図
る
動
き
に

着
目
し
て
、
欧
州
都
市
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
対
策
を
取
り
上
げ
る
。
欧
州
は
、
ア
ジ

ア
よ
り
も
一
早
く
観
光
旅
行
市
場
が
回
復
し

て
い
る
状
況
に
あ
っ
た
。
観
光
客
数
が
従
前

の
水
準
に
戻
る
中
で
再
燃
し
て
い
る
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
と
同
じ

な
の
か
否
か
※
1

。「
観
光
客
が
い
な
け
れ

ば
、
街
の
バ
ラ
ン
ス
も
崩
れ
て
し
ま
い
ま

す
」（A

m
s
te
rd

a
m
 &

 P
a
rtn

e
rs
, 

2
0
2
0
）
と
い
う
言
葉
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
観
光
需
要
の
激
減
が
も
た
ら
し
た
新
た

な
認
識
を
示
唆
し
て
い
る
。
我
が
国
に
目
を

向
け
る
と
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
影
響

が
顕
在
化
し
て
い
る
地
域
だ
け
で
な
く
、
未

然
防
止
を
目
的
と
し
た
取
り
組
み
が
各
地
で

展
開
さ
れ
て
い
る
。
観
光
に
よ
る
正
と
負
の

影
響
を
冷
静
か
つ
総
合
的
に
捉
え
よ
う
と
す

る
姿
勢
が
育
ま
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
時

期
に
、
我
が
国
の
持
続
可
能
な
地
域
に
資
す

る
観
光
の
あ
り
方
、
取
組
を
捉
え
直
す
新
た

な
視
野
、
枠
組
み
を
提
示
し
て
お
き
た
い
。

　本
特
集
で
は
、
欧
州
都
市
に
焦
点
を
当
て

た
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
影
響
が
都
市

部
で
深
刻
で
あ
る
こ
と
は
従
前
か
ら
報
告
さ

れ
て
い
る
が
、
同
時
に
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
以
上
の
議
論
の
必
要
性
と
し
て
、「
持
続

可
能
な
都
市
観
光
（U

rb
an
 T
o
u
rism

）」

に
関
す
る
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
都
市
化

が
進
展
す
る
中
で
、
他
の
観
光
形
態
と
比
べ

て
都
市
観
光
が
急
速
に
増
加
し
て
い
る
こ

と
。
都
市
は
多
機
能
性
ゆ
え
訪
問
者
の
動
機

や
体
験
が
様
々
で
同
時
に
実
現
で
き
る
が
、

観
光
客
と
住
民
の
ニ
ー
ズ
等
が
交
差
す
る
に

つ
れ
、
観
光
客
に
よ
る
負
荷
は
都
市
の

バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
、
市
生
活
の
質
を
低
下

さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
（A

all et al., 

2
0
1
9
）。
今
回
、
特
集
記
事
を
寄
稿
い

た
だ
い
た
ボ
ル
グ
氏
は
、
編
著
者
と
し
て

都
市
観
光
に
関
す
る
図
書
『A

 R
esearch

 

A
g
e
n
d
a
 fo

r U
rb
a
n
 T

o
u
ris

m

』

（
2
0
2
2
）
を
発
行
し
て
い
る
。
ま
た
、

ボ
ル
グ
氏
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
イ
ン

ホ
ラ
ン
ト
応
用
科
学
大
学
で
は
、
2
0
2
0

年
に
「N

ew
 U
rban T

ourism

」
を
扱
う
研

究
グ
ル
ー
プ
が
設
置
さ
れ
た
。
持
続
可
能
か

つ
回
復
力
の
あ
る
方
法
で
都
市
観
光
を
再
建

す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
が
今
求
め
ら

れ
て
い
る
（K

oens, 

2
0
2
0
）。

　本
特
集
で
は
、
欧
州
に
お
け
る
代
表
的
な

観
光
都
市
で
あ
る
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
、ロ
ー
マ
、

バ
ル
セ
ロ
ナ
等
を
対
象
に
し
た
。
そ
し
て
、

欧
州
に
居
住
ま
た
は
居
住
経
験
を
有
す
る
三

名
の
学
識
経
験
者
に
寄
稿
い
た
だ
い
た
。
日

本
か
ら
座
し
て
見
る
の
で
は
な
く
、
欧
州
か

ら
見
て
み
よ
う
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
（
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
前
号
『
観
光
文

化
』
2
6
4
号
「
特
集 

世
界
の
観
光
ダ
イ
ナ

ミ
ズ
ム
2
0
2
4
」
で
現
地
視
察
結
果

を
報
告
）。
ま
た
、
都
市
の
観
光
収
容
力

（T
ourism

 C
arrying C

apacity

）
に
つ
い

て
は
、
我
が
国
で
は
研
究
の
蓄
積
が
十
分
で

は
な
い
。
そ
こ
で
、
巻
頭
言
は
、
自
然
公
園

の
環
境
収
容
力
を
専
門
と
さ
れ
る
熊
谷
氏
に

ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
。
以
降
で
は
、
ま
ず
特

集
記
事
か
ら
各
地
の
状
況
等
を
振
り
返
る
。

【
特
集
1
】成
功
を
乗
り
越
え
て
：

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
教
訓

　ボ
ル
グ
氏
は
、
継
続
的
に
内
在
す
る
持
続

不
可
能
性
は
、
観
光
と
い
う
商
品
の
本
質

に
起
因
す
る
直
接
的
な
結
果
と
述
べ
る
。

地
理
的
環
境
に
固
有
で
再
生
産
が
不
可
能

か
つ
希
少
な
公
共
財
で
あ
る
観
光
資
源
は
、

そ
の
配
分
を
市
場
原
理
の
み
に
委
ね
る
と
、

最
適
な
配
分
に
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

観
光
資
源
の
非
最
適
な
配
分
は
、
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
み
に
よ
っ
て
生
じ
る
も
の

で
は
な
く
、
ア
ン
ダ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
観
光

の
活
用
不
足
）で
も
顕
在
化
す
る
。オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
単
純
化
さ
れ
た
分

析
は
、
持
続
不
可
能
な
観
光
開
発
の
要
因

を
見
え
に
く
し
、
問
題
の
本
質
的
な
理
解

を
妨
げ
る
と
さ
れ
る
。

　ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
、
観
光
の
強

度
（Intensity

）
と
観
光
収
容
力
（
T
C
C
）

の
解
析
結
果
か
ら
、
既
に
指
標
を
大
幅
に
上

回
っ
て
い
る
こ
と
。
現
在
、
観
光
の
需
要
と

供
給
の
量
的
及
び
質
的
な
不
均
衡
状
態
に
あ

り
、
受
け
入
れ
側
の
負
担
や
コ
ス
ト
が
恩
恵

を
大
き
く
上
回
り
、
恩
恵
の
大
部
分
は
、
観

図 2 ドーナツ・デスティネーション

表 1 7つの思考法の観光への応用

出典：Hartman and Heslinga （2022）の図2より筆者作成

出典：〔左列〕「ドーナツ経済」（ケイト・ラワース著、黒輪篤嗣訳）をもとに作成、〔右列〕Hartman and Heslinga （2022）より筆者作成

ら
れ
る
。。
本
特
集
で
は
、
欧
州
都
市
の
事

例
を
通
じ
て
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
下
に

あ
る
地
域
を
持
続
可
能
な
か
た
ち
で
再
構
築

す
る
た
め
の
観
光
の
あ
り
方
、
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
観
光
の
可
能
性
を
探
っ
た
。
観
光
は

単
独
で
存
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、
都
市
の

経
済
、
環
境
、
住
民
生
活
と
密
接
か
つ
複
雑

に
関
わ
る
。
観
光
に
よ
る
経
済
効
果
を
最
大

化
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
社
会
の
課
題

解
決
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
枠
組
み
が
必
要

で
あ
る
。
ド
ー
ナ
ツ
経
済
の
考
え
方
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
地
域
全
体
の
戦
略
の
中
で
観

光
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
す
る
こ
と
が
、
今
後

の
重
要
な
視
点
と
な
る
だ
ろ
う
。
本
特
集
で

示
さ
れ
た
知
見
を
活
か
し
、
我
が
国
に
お
い

て
も
、
長
期
的
な
視
野
の
も
と
、
各
地
域
の

特
性
に
応
じ
た
柔
軟
な
政
策
を
展
開
し
つ

つ
、
観
光
の
恩
恵
と
負
担
の
適
切
な
配
分
を

探
り
な
が
ら
、
地
域
の
持
続
可
能
性
を
高
め

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

（
1
）
観
光
政
策
及
び
D
M
M
に
お
け
る

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
関
係
性

│ 

住
民
、従
事
者
の
生
活
の
質

（
2
）
観
光
地
再
構
築
に
向
け
た

7
つ
の
思
考
法

目標を変える
― GDPからドーナツへ

全体像を見る
― 自己完結した市場から組み込み型形成

人間性を育む
― 合意的経済人から社会的適応人

システムに精通する
― 機械的均衡からダイナミックな複雑性

分配を設計する
― 「また成長率は上向く」から設計による分配

環境再生を創造する
― 「成長でまたきれいになる」から設計による環境再生

成長にこだわらない
― 成長依存から成長にこだわらない

目標を変える
― 手段としての観光

全体像を見る
― 観光はより大きな全体に組み込まれている

人間性を育む
― 観光客は合理的な経済人ではない

システムに精通する
― 観光は動的で複雑なシステムの一部である

観光は再配的である必要がある
― 観光は全ての人に利益をもたらす

再生のために創造する
― 観光は再生可能である必要がある

成長にこだわらない
― 観光の成長は無限ではない

安全な空間内に留まるには
超過と不足を避けながら
　〇起業家と従業員の労働環境の質
　〇訪問者の体験の質
　〇住民の生活の質
　〇場所の質
のバランスを見つける

テーマ 例
・供給開発
・モビリティ
・インフラ
・アクセシビリティ
・居住性
・循環型経済
・デジタル化
・エネルギー転換
・CO2ニュートラル
・空間の質
・プレイスメイキング
・コミュニティ開発 等

テーマ／指標例
・迷惑
・ジェントリフィ
  ケーション 
・混雑
・住みにくさ 等
テーマ／指標例

・単一経済
・充足不可能
 な欠員
・過剰供給 等
テーマ／指標例

・崩壊
・CO2排出量
・エネルギーの
 過剰使用
・廃棄物
・水過剰使用 等
テーマ／指標例

・下水道容量
・水道容量
・インフラ容量等

オーバーシュート
1

社会文化的

オーバーシュート
2

社会経済的

オーバーシュート
3

社会生態学的

オーバーシュート
4

社会技術的

ショート
フォール
不足

オーバー
シュート
超過

閾値
（早期警告信号）
限界
（緊急信号）

4.
5.
6.
7.

3.
2.
1.

4.
5.
6.
7.

3.
2.
1.

観光地を再定義する
7つの思考法

テーマ/
指標例・失業

・破産
・違法行為
・訪問者にとって
 の不快な体験
・維持管理に問題のあるインフラ
・劣悪な労働環境
・障がい者にとっての

アクセスの悪さ 等

思考法
（20世紀型から21世紀型へ）

が
挙
げ
ら
れ
る
。
我
が
国
は
、
主
に
①
と
④

に
つ
い
て
は
取
り
組
ん
で
き
た
も
の
の
、
そ

の
他
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
複
雑
な
問

題
の
解
決
に
あ
た
っ
て
は
、
単
な
る
表
面
的

な
症
状
に
対
処
す
る
の
で
は
な
く
、
問
題
を

オーバーツーリズム下でのリバランス戦略 ―欧州都市を通じて̶視座
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クリティカ
ルゾーン

デステ
ィネーション

クリ
ティカルゾーン

開発
のための安全な空間

　本
号
の
特
集
テ
ー
マ
は
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
で
あ
る
。
当
機
関
誌
『
観
光
文
化
』

に
て
こ
の
課
題
を
特
集
テ
ー
マ
と
し
て
扱
う

の
は
今
回
が
二
度
目
と
な
る
。
前
回
扱
っ
た

の
は
2
0
1
9
年
1
月
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
が
社
会
問
題
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
く

最
中
で
あ
っ
た
。
当
初
、
特
集
テ
ー
マ
を「
地

域
に
忍
び
寄
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
脅

威
」と
設
定
し
た
も
の
の
、
最
終
的
に
は「
観

光
客
急
増
で
問
わ
れ
る
〝
地
域
の
意
思
〞
」

〔
図
1
〕
と
変
更
し
た
。
そ
れ
は
、
次
の
理

由
か
ら
で
あ
っ
た
。

光
産
業
に
集
中
し
て
い
る
状
態
に
あ
る
こ

と
。
観
光
が
主
要
産
業
で
あ
る
当
地
で
は
、

経
済
的
、
社
会
的
発
展
の
た
め
の
戦
略
に

観
光
は
不
可
欠
な
要
素
で
あ
り
、
観
光
は

多
様
な
生
活
側
面
と
相
互
作
用
す
る
こ
と

か
ら
、
観
光
戦
略
も
強
く
全
体
戦
略
に
統

合
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、

成
功
に
よ
る
弊
害
を
抑
え
る
た
め
、
観
光

地
は
環
境
負
荷
（
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
）
と
質

を
重
視
し
た
モ
デ
ル
へ
転
換
し
、
地
域
社

会
を
基
盤
と
し
た
政
策
へ
と
見
直
す
必
要

が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

【
特
集
2
】イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
観
光
と

生
活
を
め
ぐ
る
現
状
と
雑
感

　佐
野
氏
は
、
ロ
ー
マ
と
い
う
観
光
地
に
住

ん
で
感
じ
た
住
宅
事
情
の
厳
し
さ
や
、連
日
、

深
夜
に
ま
で
及
ぶ
屋
外
飲
食
の
騒
音
に
よ
る

迷
惑
等
を
伝
え
た
。
街
が
市
民
と
観
光
客
の

笑
顔
で
溢
れ
、
人
々
で
賑
う
一
方
で
、
あ
る

調
査
結
果
か
ら
多
く
の
イ
タ
リ
ア
人
が
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ

と
。
ま
た
、
家
屋
を
め
ぐ
る
観
光
客
と
住
民

に
よ
る
せ
め
ぎ
合
い
の
最
前
線
と
し
て
、
住

ま
い
を
追
い
出
さ
れ
た
住
民
の
目
に
見
え
る

抗
議
が
即
座
に
撤
去
さ
れ
て
い
る
状
況
と
、

中
心
市
街
地
の
周
縁
部
で
そ
の
痕
跡
が
発
見

さ
れ
る
状
況
を
報
告
い
た
だ
い
た
。

　イ
タ
リ
ア
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策

は
始
動
期
に
あ
り
、
問
題
の
内
容
と
範
囲
を

明
確
に
す
る
こ
と
。
住
民
の
生
活
の
質
の
低

下
や
観
光
客
の
体
験
の
質
の
低
下
に
対
応
す

る
た
め
、
小
規
模
な
政
策
集
団
に
よ
る
柔
軟

な
対
策
が
求
め
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

イ
タ
リ
ア
で
は
、
国
家
よ
り
も
各
自
治
体
が

前
衛
的
で
あ
り
、
例
え
ば
、
チ
ン
ク
エ
テ
ッ

レ
で
は
観
光
客
数
を
制
限
す
る
方
法
が
導
入

さ
れ
た
。
た
だ
、
そ
の
妥
当
性
に
つ
い
て
は

今
後
の
議
論
と
検
証
が
必
要
で
あ
り
、ま
た
、

パ
ラ
メ
ー
タ
や
閾
値
の
設
定
が
難
し
い
地
域

も
多
い
と
指
摘
す
る
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
認
識
は
主
観
的
で
、
観
光
の
恩
恵
を
受

け
る
人
と
被
害
を
受
け
る
人
が
存
在
す
る
。

被
害
を
受
け
る
人
の
声
を
す
く
い
上
げ
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
同
時
に
、
観
光
の
恩
恵

を
広
く
市
民
に
周
知
す
る
こ
と
も
不
可
欠
で

あ
る
。
市
民
間
の
対
話
の
場
を
設
け
、
観
光

推
進
か
反
観
光
か
の
二
者
択
一
で
は
な
く
、

対
立
を
乗
り
越
え
る
解
決
策
を
探
る
こ
と
が

望
ま
れ
る
と
語
る
。

【
特
集
3
】「
観
光
都
市
」か
ら

「
観
光
と
と
も
に
生
き
る
都
市
」へ

―
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
け
る

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
の
最
前
線

　阿
部
氏
か
ら
は
、「
観
光
と
と
も
に
生
き

る
都
市
へ
と
脱
皮
を
図
る
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
奮

闘
と
ジ
レ
ン
マ
」
を
報
告
い
た
だ
い
た
。

　再
燃
す
る
住
民
の
抗
議
運
動
の
主
題
は
、

混
雑
や
マ
ナ
ー
問
題
で
は
な
い
と
い
う
。
観

光
の
成
長
が
も
た
ら
す
公
共
サ
ー
ビ
ス
へ
の

圧
迫
や
地
価
・
家
賃
、
物
価
の
高
騰
が
、
住

民
や
商
店
の
入
れ
替
え
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
変
容
を
招
い
て
し
ま
う
こ
と
。
観

光
産
業
の
利
益
の
不
当
な
配
分
が
社
会
的
不

平
等
を
拡
大
し
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
、
住

民
の
危
機
感
は
「
や
が
て
我
が
ま
ち
バ
ル
セ

ロ
ナ
が
誰
の
も
の
で
も
な
く
な
っ
て
し
ま

う
、
と
い
う
都
市
の
存
立
に
関
わ
る
意
思
表

示
」
だ
と
述
べ
る
。

　観
光
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
2
0
1
7
）
の
特

徴
は
、
観
光
に
関
連
す
る
多
分
野
（
交
通
政

策
、
都
市
計
画
、
地
域
経
済
の
発
展
、
事
業

者
の
責
任
、
宿
泊
税
な
ど
）
の
施
策
を
束
ね

て
い
る
点
に
あ
る
。
近
年
は
、
市
長
交
代
と

い
う
社
会
情
勢
の
変
化
の
中
で
、「
住
民
の

繁
栄
と
幸
福
促
進
」
を
最
優
先
と
し
、「
他
の

経
済
部
門
の
発
展
を
促
す
持
続
可
能
で
敬
意

あ
る
観
光
経
済
」
を
推
進
す
る
方
向
に
あ
る
。

　混
雑
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し
て
、「
大
混
雑

エ
リ
ア
」
で
は
、
交
通
動
線
の
再
整
理
、
事

前
予
約
制
の
強
化
、
空
間
の
市
民
利
用
の
促

進
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
宿
泊
施
設
の
立
地

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
し
て
「
観
光
宿
泊
施
設
特

別
都
市
計
画
」
に
よ
り
、
用
途
混
在
を
図
り
、

市
民
の
住
む
権
利
を
保
障
す
る
と
と
も
に
、

公
共
空
間
で
の
生
活
を
維
持
し
持
続
可
能
な

経
済
活
動
の
展
開
を
図
る
。
ま
た
、
床
面
積

の
30
％
を
低
家
賃
の
社
会
住
宅
に
割
り
当
て

る
都
市
計
画
措
置
も
講
じ
て
い
る
。
民
泊
全

廃
措
置
に
つ
い
て
は
、
違
法
民
泊
の
急
増
に

つ
な
が
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
と
い
う
。
課

税
に
つ
い
て
は
、
州
の
宿
泊
税
に
市
独
自
の

追
加
課
税
を
導
入
し
、「
観
光
市
民
還
元
基

金
」
と
し
て
、
観
光
の
負
の
外
部
性
を
緩
和

し
、
市
民
の
生
活
改
善
を
図
る
取
組
に
再
投

資
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　バ
ル
セ
ロ
ナ
の
政
策
挑
戦
は
、
次
世
代
の

都
市
と
観
光
の
あ
り
方
と
し
て
「
市
民
の
日

常
生
活
を
維
持
し
、
観
光
に
よ
っ
て
更
に
高

め
ら
れ
、
観
光
魅
力
と
し
て
再
生
さ
れ
る
観

光
政
策
」
を
提
示
す
る
。

　観
光
が
持
続
可
能
性
な
地
域
形
成
に
資
す

る
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
観
光
の
持
続
不

可
能
に
な
る
本
質
を
理
解
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
リ
バ
ラ
ン
ス
戦
略
を

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
、
ま

ず
欧
州
の
持
続
可
能
な
観
光
と
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
近
年
の
動
向
を
概
観

し
た
後
（
3
‐
1
）、
ボ
ル
グ
氏
か
ら
紹
介

い
た
だ
い
た
「
ド
ー
ナ
ツ
経
済
」
を
も
と
に
、

地
域
全
体
戦
略
に
観
光
を
位
置
づ
け
る
上
で

の
俯
瞰
的
な
視
野
、
視
点
に
つ
い
て
述
べ
る

（
3
‐
2
）。
さ
ら
に
バ
ラ
ン
ス
の
検
討
、
是

正
に
向
け
て
、
観
光
戦
略
に
落
と
し
込
む
た

め
の
視
点
を
と
り
ま
と
め
る
（
3
‐
3
）。

　

U
N
W
T
O

（
現U

N
 T
ourism

）
は
持
続
可

能
な
観
光
と
い
う
概
念
を
「
訪
問
客
、
業
界
、

環
境
お
よ
び
訪
問
客
を
受
け
入
れ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
つ
つ
、
現
在

お
よ
び
将
来
の
経
済
、
社
会
、
環
境
へ
の
影

響
を
十
分
に
考
慮
す
る
観
光
」（
2
0
0
5
）

と
定
義
し
た
※
2

。

　近
年
の
欧
州
の
持
続
可
能
な
観
光
政
策

に
関
す
る
指
針
と
し
て
は
、「T

ran
sitio

n
 

p
ath

w
ay fo

r to
u
rism

」（
欧
州
委
員
会
、

2
0
2
2
）
や
「
欧
州
観
光
ア
ジ
ェ
ン
ダ

2
0
3
0
」（
欧
州
連
合
理
事
会
、
2
0
2
2
）

と
い
っ
た
重
要
文
書
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ

ら
の
指
針
は
、
グ
リ
ー
ン
化
お
よ
び
デ
ジ
タ

ル
化
へ
の
移
行
を
一
層
加
速
さ
せ
、
観
光
エ

コ
シ
ス
テ
ム
を
よ
り
持
続
可
能
か
つ
回
復
力

の
高
い
も
の
へ
と
転
換
す
る
取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
る
※
3

。
こ
れ
ら
の
文
脈
を
前
提
と

し
て
、
こ
こ
か
ら
は
、
本
特
集
に
関
連
す
る

内
容
を
断
片
的
で
は
あ
る
が
紹
介
す
る
。

〇
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
観
光
の
成
長
に

関
す
る
調
査
研
究

　欧
州
委
員
会
の
「
観
光
地
レ
ベ
ル
で
の
ア

ン
バ
ラ
ン
ス
な
観
光
の
成
長 

最
終
報
告
書
」

（
2
0
2
2
）
に
よ
る
と
、「
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

な
観
光
」
は
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と

互
換
的
に
使
用
さ
れ
る
一
方
で
、
観
光
に
よ

る
目
に
見
え
な
い
影
響
を
含
意
す
る
用
語
と

し
て
説
明
さ
れ
る
。
ま
た
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
は
、
単
な
る
観
光
客
数
の
多
さ
に
限

定
さ
れ
な
い
点
や
、
都
市
部
で
発
生
し
た
比

較
的
新
し
い
現
象
へ
の
批
判
と
し
て
捉
え
ら

れ
て
い
る
点
が
マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
異
な
る

と
さ
れ
る
。

〇
持
続
可
能
な
E
U
観
光

―
明
日
の
観
光
の
形
成

　欧
州
委
員
会
は
、
2
0
2
3
年
に
E
U
観

光
地
の
持
続
可
能
性
と
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
支
援

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
た
。
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
の
成
長
志
向
の
考
え
方
に
対
し

て
は
、
経
済
的
利
益
と
社
会
、
文
化
、
環
境

へ
の
影
響
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
な
い
観

光
地
は
、
環
境
の
安
定
性
、
真
正
性
、
住
み

や
す
さ
、
そ
し
て
、
観
光
地
と
し
て
の
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
や
評
判
を
落
と
す
リ
ス

ク
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。

〇
持
続
可
能
な
観
光
パ
ー
ト
ナ
シ
ッ
プ

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

　E
U
の
都
市
ア
ジ
ェ
ン
ダ
に
基
づ
き

2
0
2
2
年
12
月
に
発
足
し
た
「
持
続
可
能

な
観
光
パ
ー
ト
ナ
シ
ッ
プ
」
は
、
都
市
政
策

に
お
け
る
都
市
観
光
特
有
の
課
題
へ
の
対
応

に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
2
0
2
4

年
に
作
成
さ
れ
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
、

「
環
境
」「
開
発
」「
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
成
長
」

の
3
つ
の
主
要
テ
ー
マ
か
ら
考
察
さ
れ
た
も

の
で
、
よ
り
良
い
規
制
、
よ
り
良
い
資
金
調

達
、
よ
り
良
い
知
識
の
3
本
柱
の
も
と
6
つ

の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
定
め
て
い
る
。

 

『
ド
ー
ナ
ツ
経
済
（D

oughnut E
conom

-

ics

）』（
2
0
1
7
）
は
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
大
学
の
経
済
学
者
ケ
イ
ト
•
ラ
ワ
ー
ス
が

2
0
1
1
年
に
提
唱
し
た
理
論
で
あ
る
。
人

類
の
長
期
的
な
目
標
か
ら
始
め
て
、
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
繁
栄
の
道
を
探
る
た
め
に
導
き

だ
さ
れ
た
も
の
で
、
ド
ー
ナ
ツ
の
よ
う
な
同

心
円
状
の
大
小
二
本
の
輪
で
人
類
の
持
続
可

能
な
生
活
を
可
視
化
す
る
。
内
側
の
小
円

（
ド
ー
ナ
ツ
の
穴
）
は
社
会
的
基
盤
（S

o
cial 

F
o
u
n
d
atio

n

）
を
示
し
、
人
々
が
健
全
に

生
活
す
る
た
め
に
必
要
な
最
低
限
の
条
件
を

表
す
。
外
側
の
大
円
（
ド
ー
ナ
ツ
の
外
）
は

生
態
学
的
天
井
（E

co
lo
gical C

eilin
g

）

を
表
わ
し
、
地
球
の
環
境
負
荷
の
限
界
を
示

す
。
ド
ー
ナ
ツ
の
生
地
の
部
分
で
あ
る
小
円

と
大
円
で
囲
ま
れ
る
安
全
な
空
間
を
超
え
る

こ
と
は
、
経
済
が
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
い
る

こ
と
を
意
味
す
る
（「
ド
ー
ナ
ツ
経
済
」
の
詳

細
説
明
は
今
回
は
省
略
）。
こ
の
ド
ー
ナ
ツ

経
済
を
世
界
で
初
め
て
採
用
し
た
の
は
、
オ

ラ
ン
ダ
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
あ
る
。

2
0
2
0
年
に
は
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ

ミ
ー
（
循
環
経
済
）
戦
略
の
中
核
に
据
え
る
都

市
像
と
し
て
『A

m
sterdam

 C
ity D

ough-

nut

』
を
発
表
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
「
ド
ー

ナ
ツ
経
済
」
を
観
光
の
文
脈
に
合
わ
せ
て
解

釈
し
、
調
整
し
た
も
の
が
欧
州
観
光
未
来
研

究
所
の
ハ
ル
ト
マ
ン
ら
（
2
0
2
2
）
に
よ

る
「
ド
ー
ナ
ツ
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

（D
o
u
gh
n
u
t D

estin
atio

n

）」〔
図
2
〕
で

あ
る
。

 

「
ド
ー
ナ
ツ
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、

ド
ー
ナ
ツ
経
済
の
概
念
と
そ
れ
に
付
随
す
る 

7
つ
の
思
考
法
を
適
用
し
、
観
光
地
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
よ
り
良
い
方
向
に
再
考
で
き
る
か

を
探
求
し
、
再
概
念
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

観
光
地
が
持
続
可
能
な
繁
栄
を
図
る
た
め

に
、
ど
の
よ
う
な
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
べ
き

か
視
覚
的
に
示
し
た
も
の
で
、同
モ
デ
ル
は
、

　ま
ず
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
特
集
で

事
例
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
に
対
す
る
地
域

が
抱
く
懸
念
が
想
像
以
上
に
大
き
か
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
地
域
内
で
の
議
論
も
ま
ま
な
ら

な
い
中
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
発
生
地
域

と
し
て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
印
象
が
拡
散
す
る
こ

と
へ
の
懸
念
で
あ
っ
た
。
当
時
、
事
例
地
域

の
方
か
ら
「
如
何
な
る
姿
勢
、
意
図
の
も
と

で
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
扱
い
、
発
信
す

る
の
か
」
と
厳
し
く
問
い
た
だ
さ
れ
た
こ
と

は
今
で
も
記
憶
の
深
奥
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

　と
は
い
え
、
特
定
の
地
域
で
問
題
が
生
じ

て
い
た
の
は
確
か
で
あ
っ
た
。
観
光
文
化
の

振
興
を
通
じ
た
豊
か
な
社
会
実
現
を
目
指
す

観
光
研
究
機
関
と
し
て
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
」
と
い
う
現
象
に
ど
の
よ
う
に
向
き
合

う
の
か
。
問
題
現
象
を
正
確
に
捉
え
る
こ
と

は
第
一
歩
で
あ
る
が
、
問
題
提
起
や
発
信
す

る
こ
と
を
超
え
て
、
有
効
な
解
決
策
や
指
針

を
提
示
で
き
る
の
か
。
急
激
な
成
長
、
過
度

な
成
長
に
よ
る
痛
み
を
軽
減
す
る
だ
け
で
よ

い
の
か
。
需
要
獲
得
の
機
会
を
損
失
し
て
い

る
状
況
も
一
部
に
見
受
け
ら
れ
る
中
で
、「
地

域
は
観
光
を
通
じ
て
負
の
影
響
だ
け
で
は
な

く
正
の
影
響
も
受
け
て
お
り
、
前
者
だ
け
を

あ
る
立
場
か
ら
切
り
出
し
て
取
り
上
げ
る
だ

け
で
は
、本
当
の
解
決
に
至
ら
な
い
」（
後
藤
、

2
0
1
9
）
と
い
う
の
が
当
時
の
姿
勢
の
着

地
点
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
前
回
の
特
集
で

は
、
住
民
の
暮
ら
し
と
観
光
の
共
存
を
模
索

し
続
け
た
地
域
に
焦
点
を
当
て
、
環
境
変
化

を
経
験
し
な
が
ら
も
議
論
を
重
ね
、〝
地
域

現
在
の
観
光
の
考
え
方
（
再
生
型
観
光
、
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
、ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
思
考
、パ
ー

パ
ス
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
、
環
境
収
容
力
な
ど
）

と
よ
く
共
鳴
し
て
い
る
と
い
う
。

（
1
）
超
過
と
不
足
を
防
ぐ
モ
デ
ル

　安
全
な
空
間
内
に
定
位
す
る
こ
と
は
、
観

光
地
が
持
続
可
能
に
運
営
さ
れ
て
い
る
状
態

を
表
す
。
安
全
な
空
間
内
に
留
ま
る
た
め
に
、

観
光
地
は
、
超
過
や
不
足
を
避
け
な
が
ら
、

4
つ
の
要
素 

―
―
起
業
家
と
従
業
員
の
労

働
環
境
の
質
、
訪
問
者
の
体
験
の
質
、
住
民

の
生
活
の
質
、
場
所
の
質
（
公
共
ス
ペ
ー
ス
、

遺
産
、生
態
系
）
―
―
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て

い
る
こ
と
が
重
要
と
の
こ
と
で
あ
る
。
安
全

な
空
間
の
外
側
へ
突
き
抜
け
た
状
態
「
超
過

（
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー
ト
）」
は
、
観
光
地
が
過

度
に
開
発
さ
れ
、
環
境
や
社
会
に
悪
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
状
態
を
示
す
。
安
全
な
空
間

の
内
側
へ
突
き
抜
け
た
状
態
「
不
足
（
シ
ョ
ー

ト
ホ
ー
ル
）」
は
、
観
光
地
が
必
要
な
社
会

的
基
盤
の
水
準
を
満
た
し
て
い
な
い
状
態
を

示
す
。
安
全
な
空
間
内
に
留
ま
る
た
め
に
そ

の
上
限
と
下
限
、閾
値
を
監
視
す
る
こ
と
は
、

利
害
関
係
者
に
対
す
る
早
期
警
告
信
号
と
緊

急
信
号
と
し
て
機
能
す
る
。
緊
急
信
号
を
超

え
る
と
、目
的
地
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
い

る
た
め
、
即
時
の
対
応
が
必
要
と
な
る
。

　ラ
ワ
ー
ス
は
、
新
し
い
経
済
へ
の
大
転
換

を
促
す
た
め
、
ド
ー
ナ
ツ
モ
デ
ル
と
と
も
に

全
体
像
を
示
す
た
め
の
7
つ
の
思
考
法
を
提

示
し
た
。
そ
れ
を
観
光
地
に
応
用
し
た
も
の

が
観
光
地
を
再
定
義
す
る
7
つ
の
思
考
法

〔
表
1
〕
で
あ
る
。「
1
．目
標
を
変
え
る
：

手
段
と
し
て
の
観
光
」「
2
．全
体
像
を
見
る
：

観
光
は
よ
り
大
き
な
全
体
に
組
み
込
ま
れ
て

い
る
」「
3
．人
間
性
を
育
む
：
観
光
客
は
合

理
的
な
経
済
人
で
は
な
い
」「
4
．シ
ス
テ
ム

に
精
通
す
る
：
観
光
は
動
的
で
複
雑
な
シ
ス

テ
ム
の
一
部
で
あ
る
」「
5
．観
光
は
再
配
的

で
あ
る
必
要
が
あ
る
：
観
光
は
全
て
の
人
に

利
益
を
も
た
ら
す
」「
6
．再
生
の
た
め
に
創

造
す
る
：
観
光
は
再
生
可
能
で
あ
る
必
要
が

あ
る
」「
7
．成
長
に
こ
だ
わ
ら
な
い
：
観
光

の
成
長
は
無
限
で
は
な
い
」。
同
研
究
の
内

容
を
確
認
す
る
限
り
、
ま
だ
ま
だ
議
論
の
余

地
や
補
完
の
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
例

え
ば
、「
1
：
手
段
と
し
て
の
観
光
」
に
つ
い

て
は
、
観
光
と
い
う
手
段
を
通
じ
て
何
を
得

た
い
の
か
、そ
の
目
的
を
ま
ず
明
確
に
定
め
、

そ
れ
を
検
証
可
能
な
形
で
共
有
す
る
必
要
が

あ
る
。
同
時
に
、
観
光
客
の
目
的
や
行
動
に

寄
り
添
え
な
け
れ
ば
、「
安
全
な
空
間
」
に

定
位
す
る
の
は
難
し
い
。
ま
た
、
そ
の
際
に

は
、「
計
画
が
適
切
な
観
光
市
場
を
作
っ
て

い
く
と
い
う
発
想
こ
そ
が
求
め
ら
れ
る
」（
阿

部
、 

2
0
1
9
）
だ
ろ
う
。「
2
：
観
光
は
よ

り
大
き
な
全
体
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
」
に

つ
い
て
は
、
ボ
ル
グ
氏
は
、
観
光
が
孤
立

し
て
存
在
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
説
い

た
。
持
続
可
能
な
都
市
観
光
の
枠
組
み
で
捉

え
る
上
で
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
以
上
の

議
論
の
必
要
」
と
な
る
意
味
も
こ
こ
に
あ
る
。

「
7
：
観
光
の
成
長
は
無
限
で
は
な
い
」
に
つ

い
て
は
、
具
体
例
と
し
て
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

市
の
帯
域
設
定
（
上
限
2
0
0
0
万
人
泊
、

下
限
1
0
0
0
万
人
泊
）
が
紹
介
さ
れ
て
い

る
。し
か
し
、現
状
、上
限
で
の
措
置
に
対
し
、

下
限
を
下
回
っ
た
場
合
の
対
応
は
見
え
て
い

な
い
※
4

。
佐
野
氏
は
、
チ
ン
ク
エ
テ
ッ
レ

の
愛
の
小
道
で
導
入
さ
れ
て
い
る
閾
値
（
観

光
客
数
の
上
限
4
0
0
名
）
を
設
定
す
る
シ

ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
対
策
は
一
つ
の
あ
り
方

と
し
な
が
ら
も
、「
そ
の
パ
ラ
メ
ー
タ
設
定

が
問
題
の
本
質
を
つ
い
て
い
る
の
か
、
そ
の

閾
値
が
問
題
解
決
に
と
っ
て
適
切
な
の
か
、

絶
え
ず
議
論
や
検
証
が
必
要
」
と
述
べ
る
。

ま
た
、
パ
ラ
メ
ー
タ
や
閾
値
の
設
定
が
困
難

な
地
域
が
ほ
と
ん
ど
で
は
な
い
か
と
疑
問
を

呈
し
て
い
る
。

　ラ
ワ
ー
ス
に
よ
る
と
、
そ
も
そ
も
7
つ
の

思
考
法
は
、
具
体
的
な
政
策
や
制
度
を
提
案

す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
。「
今
後
直
面

す
る
変
化
の
速
さ
や
大
き
さ
、
不
確
か
さ
を

考
え
る
な
ら
、
将
来
の
政
策
や
制
度
を
決
め

て
し
ま
う
の
は
無
謀
」（
ケ
イ
ト
・
ラ
ワ
ー
ス

『
ド
ー
ナ
ツ
経
済
』
黒
輪
篤
嗣
訳
、 

2
0
2
1
、 

p
・
48
）
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
思
考
法
の

内
容
は
固
定
的
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
モ

デ
ル
に
つ
い
て
も
同
様
だ
。実
装
の
た
め
に
、

ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
か
。
目
標
に
対

し
て
常
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
と
な
る
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
し
て
は
、
我

が
国
に
お
い
て
は
、
国
内
外
の
事
例
を
参
考

に
そ
の
対
策
（
戦
術
）は
既
に
一
定
程
度
整
理

さ
れ
て
い
る
。
類
似
し
た
も
の
を
提
示
す
る

こ
と
を
避
け
、
こ
こ
で
は
、
リ
バ
ラ
ン
ス
に
向

け
た
視
点
か
ら
我
が
国
に
と
っ
て
重
要
と
思

わ
れ
る
2
点
に
絞
っ
て
述
べ
る
。
一
つ
目
は
ア

プ
ロ
ー
チ
す
る
対
象
の
拡
大
、
再
認
識
に
つ

い
て
、
二
つ
目
は
全
体
最
適
に
向
か
う
た
め

の
シ
ス
テ
ム
思
考
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　観
光
政
策
及
び
D
M
M
（D

estination 

M
arketing and M

anagem
ent

）
が
対
象

と
す
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
関
係

性
を
整
理
し
て
い
る
の
がK

agerm
eier

（
2
0
2
2
）
に
よ
る
〔
図
3
〕
で
あ
る
。
こ

れ
は
ド
ー
ナ
ツ
の
断
面
と
見
る
こ
と
も
で
き

る
だ
ろ
う
※
5

。
観
光
政
策
及
び
D
M
M
は
、

対
象
を
経
済
セ
ク
タ
ー
か
ら
住
民
や
働
く
従

事
者
に
ま
で
拡
げ
る
必
要
が
生
じ
て
い
る
。

一
方
で
、
実
際
は
住
民
は
「
一
括
り
に
は
で

き
な
い
ほ
ど
多
様
」（
真
野
、
2
0
1
3
）
で

あ
る
が
、
住
民
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
同
質

の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
こ
れ
ま
で
扱
わ
れ
て
い

た
（Żem

ła an
d S

zrom
ek,

2
0
2
4
）。

熊
谷
氏
、
ボ
ル
グ
氏
、
佐
野
氏
か
ら
は
、
住

民
と
言
っ
て
も
一
様
で
な
い
こ
と
、
観
光
の

恩
恵
の
受
け
方
も
異
な
り
、
見
方
が
大
き
く

異
な
る
現
実
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
従
事
者
に
つ
い
て
も
同
様
に
均
質
で
あ

る
こ
と
は
な
く
、
一
括
り
に
で
き
な
い
ほ
ど

実
際
は
多
様
で
あ
ろ
う
。
同
じ
グ
ル
ー
プ
内

で
も
、
意
見
や
利
害
は
し
ば
し
ば
異
な
り
、

矛
盾
す
る
こ
と
も
あ
る
（G

ó
m
ez an

d
 

A
lfonso, 

2
0
1
9
）。
観
光
客
と
同
様
に
、

住
民
や
従
事
者
に
つ
い
て
も
セ
グ
メ
ン
ト

し
、
細
や
か
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
こ
と

が
今
後
は
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
対
応
と
し
て

は
、
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
（ow

nership

）
と

誇
り
の
醸
成
に
つ
な
が
る
か
を
意
識
し
つ

つ
、①
負
の
影
響
の
軽
減
の
他
、②
意
識
の
把

握
と
共
有
、③
観
光
の
恩
恵
等
に
対
す
る
理

解
促
進
、④
観
光
に
関
与
・
対
話
す
る
場
、

仕
組
み
の
構
築
、⑤
住
民
等
の
利
用
環
境
の

確
保
や
還
元
（
配
分
）、⑥
住
宅
政
策
の
6
つ

深
く
掘
り
下
げ
、
そ
の
背
景
や
原
因
に
目
を

向
け
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
問
題
現
象
を

特
定
し
、
そ
れ
を
分
解
し
て
個
々
の
要
素
を

捉
え
る
こ
と
を
超
え
て
、
各
要
素
の
相
互
作

用
や
影
響
を
総
合
的
に
理
解
す
る
シ
ス
テ
ム

思
考
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
短
期

的
な
解
決
策
だ
け
で
な
く
、
長
期
的
な
影
響

や
副
作
用
も
考
慮
し
た
包
括
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
を
確
立
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
持
続
的
な
測
定
と
監
視
を
行
い
、

観
光
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
最
適
化
や
問
題
の
早

期
検
出
を
目
指
し
て
、
観
光
デ
ー
タ
の
収
集

範
囲
を
拡
大
し
、
統
計
基
盤
を
整
備
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
欧
州
委
員
会

（
2
0
2
2
a
）
の
指
摘
の
通
り
、
旅
行
・
宿

泊
に
関
す
る
基
本
統
計
か
ら
観
光
の
社
会

的
・
環
境
的
・
経
済
的
影
響
に
関
す
る
デ
ー

タ
ま
で
、
幅
広
い
情
報
を
網
羅
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
※
6

。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
及
び
そ
の
対
策
に

よ
る
相
互
作
用
や
影
響
の
一
例
と
し
て
、
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
内
に
お
い
て
は
、
宿
泊
施

設
が
規
制
さ
れ
た
結
果
、
周
辺
自
治
体
で
宿

泊
施
設
が
増
加（
ウ
ォ
ー
タ
ー
ベ
ッ
ド
効
果
）

し
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
転
移
が
懸
念

さ
れ
る
と
と
も
に
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
周
辺

か
ら
日
帰
り
で
市
内
を
訪
問
す
る
た
め
、
問

題
現
象
が
そ
れ
ほ
ど
減
少
し
な
い
、
税
収
が

漏
出
す
る
と
い
う
指
摘
が
報
告
さ
れ
て
い
る

（
五
木
田
、 

2
0
2
5;

後
藤
、 

2
0
2
5
）。

ボ
ル
ク
氏
は
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
経
験
か
ら
、

観
光
客
向
け
の
宿
泊
施
設
の
開
発
に
更
に
厳

し
い
制
限
を
か
け
る
こ
と
は
絶
対
に
避
け
る

べ
き
と
述
べ
る
。
観
光
業
の
成
長
を
妨
げ
る

の
で
は
な
く
、
観
光
以
外
の
経
済
活
動
や
観

光
に
代
わ
る
活
動
を
促
進
す
る
こ
と
（
住
宅

補
助
等
）
が
重
要
だ
と
い
う
（B

ertocchi et 

al., 2020

）。

　今
後
は
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く
意
思
決
定
や

行
動
基
準
を
設
け
た
、
シ
ス
テ
ム
全
体
を
構

築
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
弊
害
を

最
小
限
に
抑
え
、
住
民
と
観
光
客
の
双
方
が

調
和
の
中
で
共
存
で
き
る
環
境
を
育
む
対
策

の
連
動
が
重
要
だ
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
も
た
ら
す
影
響

は
多
面
的
で
あ
り
、
一
朝
一
夕
に
解
決
で
き

る
も
の
で
は
な
い
。
都
市
の
成
長
や
社
会
の

変
化
と
と
も
に
、
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
の
変
化

を
見
据
え
た
継
続
的
な
投
資
と
、
住
民
の
生

活
舞
台
で
あ
る
地
域
へ
の
再
投
資
の
バ
ラ
ン

ス
を
見
極
め
、
対
応
す
る
こ
と
が
今
後
は
求

3-3
実
装
に
向
け
た

視
野
と
視
点

の
意
思
〞を
確
立
し
、
行
動
し
て
き
た
各
地

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
。
そ
れ
ら
を
通
じ

て
、
日
本
の
持
続
可
能
な
観
光
の
あ
り
方
を

探
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
。

　あ
れ
か
ら
約
5
年
の
月
日
が
過
ぎ
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
は
、
観
光
産
業

に
甚
大
な
打
撃
を
与
え
た
。
観
光
客
数
は
一

定
程
度
回
復
し
つ
つ
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
を

以
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
観
光
業
に
与
え
た
影

響
が
消
え
た
、
と
す
る
の
は
時
期
尚
早
で
あ

る
。
一
方
で
、
同
時
に
目
を
向
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
は
、
複
数
年
に
わ
た
る
厳
し
い

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、「
観
光
の
あ
り
方
」

そ
の
も
の
を
見
直
し
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
対
策
を
積
み
重
ね
て
き
た
地
域
も
存
在
す

る
こ
と
だ
。
近
年
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

再
燃
を
耳
に
す
る
中
で
、
本
号
で
は
、
最
適

状
態
を
模
索
し
リ
バ
ラ
ン
ス
を
図
る
動
き
に

着
目
し
て
、
欧
州
都
市
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
対
策
を
取
り
上
げ
る
。
欧
州
は
、
ア
ジ

ア
よ
り
も
一
早
く
観
光
旅
行
市
場
が
回
復
し

て
い
る
状
況
に
あ
っ
た
。
観
光
客
数
が
従
前

の
水
準
に
戻
る
中
で
再
燃
し
て
い
る
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
と
同
じ

な
の
か
否
か
※
1

。「
観
光
客
が
い
な
け
れ

ば
、
街
の
バ
ラ
ン
ス
も
崩
れ
て
し
ま
い
ま

す
」（A

m
s
te
rd

a
m
 &

 P
a
rtn

e
rs
, 

2
0
2
0
）
と
い
う
言
葉
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
観
光
需
要
の
激
減
が
も
た
ら
し
た
新
た

な
認
識
を
示
唆
し
て
い
る
。
我
が
国
に
目
を

向
け
る
と
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
影
響

が
顕
在
化
し
て
い
る
地
域
だ
け
で
な
く
、
未

然
防
止
を
目
的
と
し
た
取
り
組
み
が
各
地
で

展
開
さ
れ
て
い
る
。
観
光
に
よ
る
正
と
負
の

影
響
を
冷
静
か
つ
総
合
的
に
捉
え
よ
う
と
す

る
姿
勢
が
育
ま
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
時

期
に
、
我
が
国
の
持
続
可
能
な
地
域
に
資
す

る
観
光
の
あ
り
方
、
取
組
を
捉
え
直
す
新
た

な
視
野
、
枠
組
み
を
提
示
し
て
お
き
た
い
。

　本
特
集
で
は
、
欧
州
都
市
に
焦
点
を
当
て

た
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
影
響
が
都
市

部
で
深
刻
で
あ
る
こ
と
は
従
前
か
ら
報
告
さ

れ
て
い
る
が
、
同
時
に
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
以
上
の
議
論
の
必
要
性
と
し
て
、「
持
続

可
能
な
都
市
観
光
（U

rb
an
 T
o
u
rism

）」

に
関
す
る
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
都
市
化

が
進
展
す
る
中
で
、
他
の
観
光
形
態
と
比
べ

て
都
市
観
光
が
急
速
に
増
加
し
て
い
る
こ

と
。
都
市
は
多
機
能
性
ゆ
え
訪
問
者
の
動
機

や
体
験
が
様
々
で
同
時
に
実
現
で
き
る
が
、

観
光
客
と
住
民
の
ニ
ー
ズ
等
が
交
差
す
る
に

つ
れ
、
観
光
客
に
よ
る
負
荷
は
都
市
の

バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
、
市
生
活
の
質
を
低
下

さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
（A

all et al., 

2
0
1
9
）。
今
回
、
特
集
記
事
を
寄
稿
い

た
だ
い
た
ボ
ル
グ
氏
は
、
編
著
者
と
し
て

都
市
観
光
に
関
す
る
図
書
『A

 R
esearch

 

A
g
e
n
d
a
 fo

r U
rb
a
n
 T

o
u
ris

m

』

（
2
0
2
2
）
を
発
行
し
て
い
る
。
ま
た
、

ボ
ル
グ
氏
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
イ
ン

ホ
ラ
ン
ト
応
用
科
学
大
学
で
は
、
2
0
2
0

年
に
「N

ew
 U
rban T

ourism

」
を
扱
う
研

究
グ
ル
ー
プ
が
設
置
さ
れ
た
。
持
続
可
能
か

つ
回
復
力
の
あ
る
方
法
で
都
市
観
光
を
再
建

す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
が
今
求
め
ら

れ
て
い
る
（K

oens, 

2
0
2
0
）。

　本
特
集
で
は
、
欧
州
に
お
け
る
代
表
的
な

観
光
都
市
で
あ
る
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
、ロ
ー
マ
、

バ
ル
セ
ロ
ナ
等
を
対
象
に
し
た
。
そ
し
て
、

欧
州
に
居
住
ま
た
は
居
住
経
験
を
有
す
る
三

名
の
学
識
経
験
者
に
寄
稿
い
た
だ
い
た
。
日

本
か
ら
座
し
て
見
る
の
で
は
な
く
、
欧
州
か

ら
見
て
み
よ
う
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
（
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
前
号
『
観
光
文

化
』
2
6
4
号
「
特
集 

世
界
の
観
光
ダ
イ
ナ

ミ
ズ
ム
2
0
2
4
」
で
現
地
視
察
結
果

を
報
告
）。
ま
た
、
都
市
の
観
光
収
容
力

（T
ourism

 C
arrying C

apacity

）
に
つ
い

て
は
、
我
が
国
で
は
研
究
の
蓄
積
が
十
分
で

は
な
い
。
そ
こ
で
、
巻
頭
言
は
、
自
然
公
園

の
環
境
収
容
力
を
専
門
と
さ
れ
る
熊
谷
氏
に

ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
。
以
降
で
は
、
ま
ず
特

集
記
事
か
ら
各
地
の
状
況
等
を
振
り
返
る
。

【
特
集
1
】成
功
を
乗
り
越
え
て
：

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
教
訓

　ボ
ル
グ
氏
は
、
継
続
的
に
内
在
す
る
持
続

不
可
能
性
は
、
観
光
と
い
う
商
品
の
本
質

に
起
因
す
る
直
接
的
な
結
果
と
述
べ
る
。

地
理
的
環
境
に
固
有
で
再
生
産
が
不
可
能

か
つ
希
少
な
公
共
財
で
あ
る
観
光
資
源
は
、

そ
の
配
分
を
市
場
原
理
の
み
に
委
ね
る
と
、

最
適
な
配
分
に
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

観
光
資
源
の
非
最
適
な
配
分
は
、
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
み
に
よ
っ
て
生
じ
る
も
の

で
は
な
く
、
ア
ン
ダ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
観
光

の
活
用
不
足
）で
も
顕
在
化
す
る
。オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
単
純
化
さ
れ
た
分

析
は
、
持
続
不
可
能
な
観
光
開
発
の
要
因

を
見
え
に
く
し
、
問
題
の
本
質
的
な
理
解

を
妨
げ
る
と
さ
れ
る
。

　ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
、
観
光
の
強

度
（Intensity

）
と
観
光
収
容
力
（
T
C
C
）

の
解
析
結
果
か
ら
、
既
に
指
標
を
大
幅
に
上

回
っ
て
い
る
こ
と
。
現
在
、
観
光
の
需
要
と

供
給
の
量
的
及
び
質
的
な
不
均
衡
状
態
に
あ

り
、
受
け
入
れ
側
の
負
担
や
コ
ス
ト
が
恩
恵

を
大
き
く
上
回
り
、
恩
恵
の
大
部
分
は
、
観

図 2 ドーナツ・デスティネーション

表 1 7つの思考法の観光への応用

出典：Hartman and Heslinga （2022）の図2より筆者作成

出典：〔左列〕「ドーナツ経済」（ケイト・ラワース著、黒輪篤嗣訳）をもとに作成、〔右列〕Hartman and Heslinga （2022）より筆者作成

め
ら
れ
る
。
本
特
集
で
は
、
欧
州
都
市
の
事

例
を
通
じ
て
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
下
に

あ
る
地
域
を
持
続
可
能
な
か
た
ち
で
再
構
築

す
る
た
め
の
観
光
の
あ
り
方
、
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
観
光
の
可
能
性
を
探
っ
た
。
観
光
は

単
独
で
存
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、
都
市
の

経
済
、
環
境
、
住
民
生
活
と
密
接
か
つ
複
雑

に
関
わ
る
。
観
光
に
よ
る
経
済
効
果
を
最
大

化
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
社
会
の
課
題

解
決
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
枠
組
み
が
必
要

で
あ
る
。
ド
ー
ナ
ツ
経
済
の
考
え
方
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
地
域
全
体
の
戦
略
の
中
で
観

光
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
す
る
こ
と
が
、
今
後

の
重
要
な
視
点
と
な
る
だ
ろ
う
。
本
特
集
で

示
さ
れ
た
知
見
を
活
か
し
、
我
が
国
に
お
い

て
も
、
長
期
的
な
視
野
の
も
と
、
各
地
域
の

特
性
に
応
じ
た
柔
軟
な
政
策
を
展
開
し
つ

つ
、
観
光
の
恩
恵
と
負
担
の
適
切
な
配
分
を

探
り
な
が
ら
、
地
域
の
持
続
可
能
性
を
高
め

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

（
1
）
観
光
政
策
及
び
D
M
M
に
お
け
る

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
関
係
性

│ 

住
民
、従
事
者
の
生
活
の
質

（
2
）
観
光
地
再
構
築
に
向
け
た

7
つ
の
思
考
法

目標を変える
― GDPからドーナツへ

全体像を見る
― 自己完結した市場から組み込み型形成

人間性を育む
― 合意的経済人から社会的適応人

システムに精通する
― 機械的均衡からダイナミックな複雑性

分配を設計する
― 「また成長率は上向く」から設計による分配

環境再生を創造する
― 「成長でまたきれいになる」から設計による環境再生

成長にこだわらない
― 成長依存から成長にこだわらない

目標を変える
― 手段としての観光

全体像を見る
― 観光はより大きな全体に組み込まれている

人間性を育む
― 観光客は合理的な経済人ではない

システムに精通する
― 観光は動的で複雑なシステムの一部である

観光は再配的である必要がある
― 観光は全ての人に利益をもたらす

再生のために創造する
― 観光は再生可能である必要がある

成長にこだわらない
― 観光の成長は無限ではない

安全な空間内に留まるには
超過と不足を避けながら
　〇起業家と従業員の労働環境の質
　〇訪問者の体験の質
　〇住民の生活の質
　〇場所の質
のバランスを見つける

テーマ 例
・供給開発
・モビリティ
・インフラ
・アクセシビリティ
・居住性
・循環型経済
・デジタル化
・エネルギー転換
・CO2ニュートラル
・空間の質
・プレイスメイキング
・コミュニティ開発 等

テーマ／指標例
・迷惑
・ジェントリフィ
  ケーション 
・混雑
・住みにくさ 等
テーマ／指標例

・単一経済
・充足不可能
 な欠員
・過剰供給 等
テーマ／指標例

・崩壊
・CO2排出量
・エネルギーの
 過剰使用
・廃棄物
・水過剰使用 等
テーマ／指標例

・下水道容量
・水道容量
・インフラ容量等

オーバーシュート
1

社会文化的

オーバーシュート
2

社会経済的

オーバーシュート
3

社会生態学的

オーバーシュート
4

社会技術的

ショート
フォール
不足

オーバー
シュート
超過

閾値
（早期警告信号）
限界
（緊急信号）

4.
5.
6.
7.

3.
2.
1.

4.
5.
6.
7.

3.
2.
1.

観光地を再定義する
7つの思考法

テーマ/
指標例・失業

・破産
・違法行為
・訪問者にとって
 の不快な体験
・維持管理に問題のあるインフラ
・劣悪な労働環境
・障がい者にとっての

アクセスの悪さ 等

思考法
（20世紀型から21世紀型へ）

が
挙
げ
ら
れ
る
。
我
が
国
は
、
主
に
①
と
④

に
つ
い
て
は
取
り
組
ん
で
き
た
も
の
の
、
そ

の
他
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
複
雑
な
問

題
の
解
決
に
あ
た
っ
て
は
、
単
な
る
表
面
的

な
症
状
に
対
処
す
る
の
で
は
な
く
、
問
題
を
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第265号 May 202531



　本
号
の
特
集
テ
ー
マ
は
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
で
あ
る
。
当
機
関
誌
『
観
光
文
化
』

に
て
こ
の
課
題
を
特
集
テ
ー
マ
と
し
て
扱
う

の
は
今
回
が
二
度
目
と
な
る
。
前
回
扱
っ
た

の
は
2
0
1
9
年
1
月
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
が
社
会
問
題
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
く

最
中
で
あ
っ
た
。
当
初
、
特
集
テ
ー
マ
を「
地

域
に
忍
び
寄
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
脅

威
」と
設
定
し
た
も
の
の
、
最
終
的
に
は「
観

光
客
急
増
で
問
わ
れ
る
〝
地
域
の
意
思
〞
」

〔
図
1
〕
と
変
更
し
た
。
そ
れ
は
、
次
の
理

由
か
ら
で
あ
っ
た
。

光
産
業
に
集
中
し
て
い
る
状
態
に
あ
る
こ

と
。
観
光
が
主
要
産
業
で
あ
る
当
地
で
は
、

経
済
的
、
社
会
的
発
展
の
た
め
の
戦
略
に

観
光
は
不
可
欠
な
要
素
で
あ
り
、
観
光
は

多
様
な
生
活
側
面
と
相
互
作
用
す
る
こ
と

か
ら
、
観
光
戦
略
も
強
く
全
体
戦
略
に
統

合
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、

成
功
に
よ
る
弊
害
を
抑
え
る
た
め
、
観
光

地
は
環
境
負
荷
（
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
）
と
質

を
重
視
し
た
モ
デ
ル
へ
転
換
し
、
地
域
社

会
を
基
盤
と
し
た
政
策
へ
と
見
直
す
必
要

が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

【
特
集
2
】イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
観
光
と

生
活
を
め
ぐ
る
現
状
と
雑
感

　佐
野
氏
は
、
ロ
ー
マ
と
い
う
観
光
地
に
住

ん
で
感
じ
た
住
宅
事
情
の
厳
し
さ
や
、連
日
、

深
夜
に
ま
で
及
ぶ
屋
外
飲
食
の
騒
音
に
よ
る

迷
惑
等
を
伝
え
た
。
街
が
市
民
と
観
光
客
の

笑
顔
で
溢
れ
、
人
々
で
賑
う
一
方
で
、
あ
る

調
査
結
果
か
ら
多
く
の
イ
タ
リ
ア
人
が
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ

と
。
ま
た
、
家
屋
を
め
ぐ
る
観
光
客
と
住
民

に
よ
る
せ
め
ぎ
合
い
の
最
前
線
と
し
て
、
住

ま
い
を
追
い
出
さ
れ
た
住
民
の
目
に
見
え
る

抗
議
が
即
座
に
撤
去
さ
れ
て
い
る
状
況
と
、

中
心
市
街
地
の
周
縁
部
で
そ
の
痕
跡
が
発
見

さ
れ
る
状
況
を
報
告
い
た
だ
い
た
。

　イ
タ
リ
ア
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策

は
始
動
期
に
あ
り
、
問
題
の
内
容
と
範
囲
を

明
確
に
す
る
こ
と
。
住
民
の
生
活
の
質
の
低

下
や
観
光
客
の
体
験
の
質
の
低
下
に
対
応
す

る
た
め
、
小
規
模
な
政
策
集
団
に
よ
る
柔
軟

な
対
策
が
求
め
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

イ
タ
リ
ア
で
は
、
国
家
よ
り
も
各
自
治
体
が

前
衛
的
で
あ
り
、
例
え
ば
、
チ
ン
ク
エ
テ
ッ

レ
で
は
観
光
客
数
を
制
限
す
る
方
法
が
導
入

さ
れ
た
。
た
だ
、
そ
の
妥
当
性
に
つ
い
て
は

今
後
の
議
論
と
検
証
が
必
要
で
あ
り
、ま
た
、

パ
ラ
メ
ー
タ
や
閾
値
の
設
定
が
難
し
い
地
域

も
多
い
と
指
摘
す
る
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
認
識
は
主
観
的
で
、
観
光
の
恩
恵
を
受

け
る
人
と
被
害
を
受
け
る
人
が
存
在
す
る
。

被
害
を
受
け
る
人
の
声
を
す
く
い
上
げ
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
同
時
に
、
観
光
の
恩
恵

を
広
く
市
民
に
周
知
す
る
こ
と
も
不
可
欠
で

あ
る
。
市
民
間
の
対
話
の
場
を
設
け
、
観
光

推
進
か
反
観
光
か
の
二
者
択
一
で
は
な
く
、

対
立
を
乗
り
越
え
る
解
決
策
を
探
る
こ
と
が

望
ま
れ
る
と
語
る
。

【
特
集
3
】「
観
光
都
市
」か
ら

「
観
光
と
と
も
に
生
き
る
都
市
」へ

―
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
け
る

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
の
最
前
線

　阿
部
氏
か
ら
は
、「
観
光
と
と
も
に
生
き

る
都
市
へ
と
脱
皮
を
図
る
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
奮

闘
と
ジ
レ
ン
マ
」
を
報
告
い
た
だ
い
た
。

　再
燃
す
る
住
民
の
抗
議
運
動
の
主
題
は
、

混
雑
や
マ
ナ
ー
問
題
で
は
な
い
と
い
う
。
観

光
の
成
長
が
も
た
ら
す
公
共
サ
ー
ビ
ス
へ
の

圧
迫
や
地
価
・
家
賃
、
物
価
の
高
騰
が
、
住

民
や
商
店
の
入
れ
替
え
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
変
容
を
招
い
て
し
ま
う
こ
と
。
観

光
産
業
の
利
益
の
不
当
な
配
分
が
社
会
的
不

平
等
を
拡
大
し
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
、
住

民
の
危
機
感
は
「
や
が
て
我
が
ま
ち
バ
ル
セ

ロ
ナ
が
誰
の
も
の
で
も
な
く
な
っ
て
し
ま

う
、
と
い
う
都
市
の
存
立
に
関
わ
る
意
思
表

示
」
だ
と
述
べ
る
。

　観
光
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
2
0
1
7
）
の
特

徴
は
、
観
光
に
関
連
す
る
多
分
野
（
交
通
政

策
、
都
市
計
画
、
地
域
経
済
の
発
展
、
事
業

者
の
責
任
、
宿
泊
税
な
ど
）
の
施
策
を
束
ね

て
い
る
点
に
あ
る
。
近
年
は
、
市
長
交
代
と

い
う
社
会
情
勢
の
変
化
の
中
で
、「
住
民
の

繁
栄
と
幸
福
促
進
」
を
最
優
先
と
し
、「
他
の

経
済
部
門
の
発
展
を
促
す
持
続
可
能
で
敬
意

あ
る
観
光
経
済
」
を
推
進
す
る
方
向
に
あ
る
。

　混
雑
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し
て
、「
大
混
雑

エ
リ
ア
」
で
は
、
交
通
動
線
の
再
整
理
、
事

前
予
約
制
の
強
化
、
空
間
の
市
民
利
用
の
促

進
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
宿
泊
施
設
の
立
地

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
し
て
「
観
光
宿
泊
施
設
特

別
都
市
計
画
」
に
よ
り
、
用
途
混
在
を
図
り
、

市
民
の
住
む
権
利
を
保
障
す
る
と
と
も
に
、

公
共
空
間
で
の
生
活
を
維
持
し
持
続
可
能
な

経
済
活
動
の
展
開
を
図
る
。
ま
た
、
床
面
積

の
30
％
を
低
家
賃
の
社
会
住
宅
に
割
り
当
て

る
都
市
計
画
措
置
も
講
じ
て
い
る
。
民
泊
全

廃
措
置
に
つ
い
て
は
、
違
法
民
泊
の
急
増
に

つ
な
が
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
と
い
う
。
課

税
に
つ
い
て
は
、
州
の
宿
泊
税
に
市
独
自
の

追
加
課
税
を
導
入
し
、「
観
光
市
民
還
元
基

金
」
と
し
て
、
観
光
の
負
の
外
部
性
を
緩
和

し
、
市
民
の
生
活
改
善
を
図
る
取
組
に
再
投

資
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　バ
ル
セ
ロ
ナ
の
政
策
挑
戦
は
、
次
世
代
の

都
市
と
観
光
の
あ
り
方
と
し
て
「
市
民
の
日

常
生
活
を
維
持
し
、
観
光
に
よ
っ
て
更
に
高

め
ら
れ
、
観
光
魅
力
と
し
て
再
生
さ
れ
る
観

光
政
策
」
を
提
示
す
る
。

　観
光
が
持
続
可
能
性
な
地
域
形
成
に
資
す

る
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
観
光
の
持
続
不

可
能
に
な
る
本
質
を
理
解
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
リ
バ
ラ
ン
ス
戦
略
を

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
、
ま

ず
欧
州
の
持
続
可
能
な
観
光
と
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
近
年
の
動
向
を
概
観

し
た
後
（
3
‐
1
）、
ボ
ル
グ
氏
か
ら
紹
介

い
た
だ
い
た
「
ド
ー
ナ
ツ
経
済
」
を
も
と
に
、

地
域
全
体
戦
略
に
観
光
を
位
置
づ
け
る
上
で

の
俯
瞰
的
な
視
野
、
視
点
に
つ
い
て
述
べ
る

（
3
‐
2
）。
さ
ら
に
バ
ラ
ン
ス
の
検
討
、
是

正
に
向
け
て
、
観
光
戦
略
に
落
と
し
込
む
た

め
の
視
点
を
と
り
ま
と
め
る
（
3
‐
3
）。

　

U
N
W
T
O

（
現U

N
 T
ourism

）
は
持
続
可

能
な
観
光
と
い
う
概
念
を
「
訪
問
客
、
業
界
、

環
境
お
よ
び
訪
問
客
を
受
け
入
れ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
つ
つ
、
現
在

お
よ
び
将
来
の
経
済
、
社
会
、
環
境
へ
の
影

響
を
十
分
に
考
慮
す
る
観
光
」（
2
0
0
5
）

と
定
義
し
た
※
2

。

　近
年
の
欧
州
の
持
続
可
能
な
観
光
政
策

に
関
す
る
指
針
と
し
て
は
、「T

ran
sitio

n
 

p
ath

w
ay fo

r to
u
rism

」（
欧
州
委
員
会
、

2
0
2
2
）
や
「
欧
州
観
光
ア
ジ
ェ
ン
ダ

2
0
3
0
」（
欧
州
連
合
理
事
会
、
2
0
2
2
）

と
い
っ
た
重
要
文
書
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ

ら
の
指
針
は
、
グ
リ
ー
ン
化
お
よ
び
デ
ジ
タ

ル
化
へ
の
移
行
を
一
層
加
速
さ
せ
、
観
光
エ

コ
シ
ス
テ
ム
を
よ
り
持
続
可
能
か
つ
回
復
力

の
高
い
も
の
へ
と
転
換
す
る
取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
る
※
3

。
こ
れ
ら
の
文
脈
を
前
提
と

し
て
、
こ
こ
か
ら
は
、
本
特
集
に
関
連
す
る

内
容
を
断
片
的
で
は
あ
る
が
紹
介
す
る
。

〇
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
観
光
の
成
長
に

関
す
る
調
査
研
究

　欧
州
委
員
会
の
「
観
光
地
レ
ベ
ル
で
の
ア

ン
バ
ラ
ン
ス
な
観
光
の
成
長 

最
終
報
告
書
」

（
2
0
2
2
）
に
よ
る
と
、「
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

な
観
光
」
は
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と

互
換
的
に
使
用
さ
れ
る
一
方
で
、
観
光
に
よ

る
目
に
見
え
な
い
影
響
を
含
意
す
る
用
語
と

し
て
説
明
さ
れ
る
。
ま
た
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
は
、
単
な
る
観
光
客
数
の
多
さ
に
限

定
さ
れ
な
い
点
や
、
都
市
部
で
発
生
し
た
比

較
的
新
し
い
現
象
へ
の
批
判
と
し
て
捉
え
ら

れ
て
い
る
点
が
マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
異
な
る

と
さ
れ
る
。

〇
持
続
可
能
な
E
U
観
光

―
明
日
の
観
光
の
形
成

　欧
州
委
員
会
は
、
2
0
2
3
年
に
E
U
観

光
地
の
持
続
可
能
性
と
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
支
援

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
た
。
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
の
成
長
志
向
の
考
え
方
に
対
し

て
は
、
経
済
的
利
益
と
社
会
、
文
化
、
環
境

へ
の
影
響
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
な
い
観

光
地
は
、
環
境
の
安
定
性
、
真
正
性
、
住
み

や
す
さ
、
そ
し
て
、
観
光
地
と
し
て
の
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
や
評
判
を
落
と
す
リ
ス

ク
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。

〇
持
続
可
能
な
観
光
パ
ー
ト
ナ
シ
ッ
プ

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

　E
U
の
都
市
ア
ジ
ェ
ン
ダ
に
基
づ
き

2
0
2
2
年
12
月
に
発
足
し
た
「
持
続
可
能

な
観
光
パ
ー
ト
ナ
シ
ッ
プ
」
は
、
都
市
政
策

に
お
け
る
都
市
観
光
特
有
の
課
題
へ
の
対
応

に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
2
0
2
4

年
に
作
成
さ
れ
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
、

「
環
境
」「
開
発
」「
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
成
長
」

の
3
つ
の
主
要
テ
ー
マ
か
ら
考
察
さ
れ
た
も

の
で
、
よ
り
良
い
規
制
、
よ
り
良
い
資
金
調

達
、
よ
り
良
い
知
識
の
3
本
柱
の
も
と
6
つ

の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
定
め
て
い
る
。

 

『
ド
ー
ナ
ツ
経
済
（D

oughnut E
conom

-

ics

）』（
2
0
1
7
）
は
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
大
学
の
経
済
学
者
ケ
イ
ト
•
ラ
ワ
ー
ス
が

2
0
1
1
年
に
提
唱
し
た
理
論
で
あ
る
。
人

類
の
長
期
的
な
目
標
か
ら
始
め
て
、
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
繁
栄
の
道
を
探
る
た
め
に
導
き

だ
さ
れ
た
も
の
で
、
ド
ー
ナ
ツ
の
よ
う
な
同

心
円
状
の
大
小
二
本
の
輪
で
人
類
の
持
続
可

能
な
生
活
を
可
視
化
す
る
。
内
側
の
小
円

（
ド
ー
ナ
ツ
の
穴
）
は
社
会
的
基
盤
（S

o
cial 

F
o
u
n
d
atio

n

）
を
示
し
、
人
々
が
健
全
に

生
活
す
る
た
め
に
必
要
な
最
低
限
の
条
件
を

表
す
。
外
側
の
大
円
（
ド
ー
ナ
ツ
の
外
）
は

生
態
学
的
天
井
（E

co
lo
gical C

eilin
g

）

を
表
わ
し
、
地
球
の
環
境
負
荷
の
限
界
を
示

す
。
ド
ー
ナ
ツ
の
生
地
の
部
分
で
あ
る
小
円

と
大
円
で
囲
ま
れ
る
安
全
な
空
間
を
超
え
る

こ
と
は
、
経
済
が
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
い
る

こ
と
を
意
味
す
る
（「
ド
ー
ナ
ツ
経
済
」
の
詳

細
説
明
は
今
回
は
省
略
）。
こ
の
ド
ー
ナ
ツ

経
済
を
世
界
で
初
め
て
採
用
し
た
の
は
、
オ

ラ
ン
ダ
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
あ
る
。

2
0
2
0
年
に
は
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ

ミ
ー
（
循
環
経
済
）
戦
略
の
中
核
に
据
え
る
都

市
像
と
し
て
『A

m
sterdam

 C
ity D

ough-

nut

』
を
発
表
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
「
ド
ー

ナ
ツ
経
済
」
を
観
光
の
文
脈
に
合
わ
せ
て
解

釈
し
、
調
整
し
た
も
の
が
欧
州
観
光
未
来
研

究
所
の
ハ
ル
ト
マ
ン
ら
（
2
0
2
2
）
に
よ

る
「
ド
ー
ナ
ツ
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

（D
o
u
gh
n
u
t D

estin
atio

n

）」〔
図
2
〕
で

あ
る
。

 

「
ド
ー
ナ
ツ
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、

ド
ー
ナ
ツ
経
済
の
概
念
と
そ
れ
に
付
随
す
る 

7
つ
の
思
考
法
を
適
用
し
、
観
光
地
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
よ
り
良
い
方
向
に
再
考
で
き
る
か

を
探
求
し
、
再
概
念
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

観
光
地
が
持
続
可
能
な
繁
栄
を
図
る
た
め

に
、
ど
の
よ
う
な
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
べ
き

か
視
覚
的
に
示
し
た
も
の
で
、同
モ
デ
ル
は
、

　ま
ず
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
特
集
で

事
例
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
に
対
す
る
地
域

が
抱
く
懸
念
が
想
像
以
上
に
大
き
か
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
地
域
内
で
の
議
論
も
ま
ま
な
ら

な
い
中
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
発
生
地
域

と
し
て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
印
象
が
拡
散
す
る
こ

と
へ
の
懸
念
で
あ
っ
た
。
当
時
、
事
例
地
域

の
方
か
ら
「
如
何
な
る
姿
勢
、
意
図
の
も
と

で
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
扱
い
、
発
信
す

る
の
か
」
と
厳
し
く
問
い
た
だ
さ
れ
た
こ
と

は
今
で
も
記
憶
の
深
奥
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

　と
は
い
え
、
特
定
の
地
域
で
問
題
が
生
じ

て
い
た
の
は
確
か
で
あ
っ
た
。
観
光
文
化
の

振
興
を
通
じ
た
豊
か
な
社
会
実
現
を
目
指
す

観
光
研
究
機
関
と
し
て
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
」
と
い
う
現
象
に
ど
の
よ
う
に
向
き
合

う
の
か
。
問
題
現
象
を
正
確
に
捉
え
る
こ
と

は
第
一
歩
で
あ
る
が
、
問
題
提
起
や
発
信
す

る
こ
と
を
超
え
て
、
有
効
な
解
決
策
や
指
針

を
提
示
で
き
る
の
か
。
急
激
な
成
長
、
過
度

な
成
長
に
よ
る
痛
み
を
軽
減
す
る
だ
け
で
よ

い
の
か
。
需
要
獲
得
の
機
会
を
損
失
し
て
い

る
状
況
も
一
部
に
見
受
け
ら
れ
る
中
で
、「
地

域
は
観
光
を
通
じ
て
負
の
影
響
だ
け
で
は
な

く
正
の
影
響
も
受
け
て
お
り
、
前
者
だ
け
を

あ
る
立
場
か
ら
切
り
出
し
て
取
り
上
げ
る
だ

け
で
は
、本
当
の
解
決
に
至
ら
な
い
」（
後
藤
、

2
0
1
9
）
と
い
う
の
が
当
時
の
姿
勢
の
着

地
点
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
前
回
の
特
集
で

は
、
住
民
の
暮
ら
し
と
観
光
の
共
存
を
模
索

し
続
け
た
地
域
に
焦
点
を
当
て
、
環
境
変
化

を
経
験
し
な
が
ら
も
議
論
を
重
ね
、〝
地
域

現
在
の
観
光
の
考
え
方
（
再
生
型
観
光
、
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
、ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
思
考
、パ
ー

パ
ス
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
、
環
境
収
容
力
な
ど
）

と
よ
く
共
鳴
し
て
い
る
と
い
う
。

（
1
）
超
過
と
不
足
を
防
ぐ
モ
デ
ル

　安
全
な
空
間
内
に
定
位
す
る
こ
と
は
、
観

光
地
が
持
続
可
能
に
運
営
さ
れ
て
い
る
状
態

を
表
す
。
安
全
な
空
間
内
に
留
ま
る
た
め
に
、

観
光
地
は
、
超
過
や
不
足
を
避
け
な
が
ら
、

4
つ
の
要
素 

―
―
起
業
家
と
従
業
員
の
労

働
環
境
の
質
、
訪
問
者
の
体
験
の
質
、
住
民

の
生
活
の
質
、
場
所
の
質
（
公
共
ス
ペ
ー
ス
、

遺
産
、生
態
系
）
―
―
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て

い
る
こ
と
が
重
要
と
の
こ
と
で
あ
る
。
安
全

な
空
間
の
外
側
へ
突
き
抜
け
た
状
態
「
超
過

（
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー
ト
）」
は
、
観
光
地
が
過

度
に
開
発
さ
れ
、
環
境
や
社
会
に
悪
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
状
態
を
示
す
。
安
全
な
空
間

の
内
側
へ
突
き
抜
け
た
状
態
「
不
足
（
シ
ョ
ー

ト
ホ
ー
ル
）」
は
、
観
光
地
が
必
要
な
社
会

的
基
盤
の
水
準
を
満
た
し
て
い
な
い
状
態
を

示
す
。
安
全
な
空
間
内
に
留
ま
る
た
め
に
そ

の
上
限
と
下
限
、閾
値
を
監
視
す
る
こ
と
は
、

利
害
関
係
者
に
対
す
る
早
期
警
告
信
号
と
緊

急
信
号
と
し
て
機
能
す
る
。
緊
急
信
号
を
超

え
る
と
、目
的
地
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
い

る
た
め
、
即
時
の
対
応
が
必
要
と
な
る
。

　ラ
ワ
ー
ス
は
、
新
し
い
経
済
へ
の
大
転
換

を
促
す
た
め
、
ド
ー
ナ
ツ
モ
デ
ル
と
と
も
に

全
体
像
を
示
す
た
め
の
7
つ
の
思
考
法
を
提

示
し
た
。
そ
れ
を
観
光
地
に
応
用
し
た
も
の

が
観
光
地
を
再
定
義
す
る
7
つ
の
思
考
法

〔
表
1
〕
で
あ
る
。「
1
．目
標
を
変
え
る
：

手
段
と
し
て
の
観
光
」「
2
．全
体
像
を
見
る
：

観
光
は
よ
り
大
き
な
全
体
に
組
み
込
ま
れ
て

い
る
」「
3
．人
間
性
を
育
む
：
観
光
客
は
合

理
的
な
経
済
人
で
は
な
い
」「
4
．シ
ス
テ
ム

に
精
通
す
る
：
観
光
は
動
的
で
複
雑
な
シ
ス

テ
ム
の
一
部
で
あ
る
」「
5
．観
光
は
再
配
的

で
あ
る
必
要
が
あ
る
：
観
光
は
全
て
の
人
に

利
益
を
も
た
ら
す
」「
6
．再
生
の
た
め
に
創

造
す
る
：
観
光
は
再
生
可
能
で
あ
る
必
要
が

あ
る
」「
7
．成
長
に
こ
だ
わ
ら
な
い
：
観
光

の
成
長
は
無
限
で
は
な
い
」。
同
研
究
の
内

容
を
確
認
す
る
限
り
、
ま
だ
ま
だ
議
論
の
余

地
や
補
完
の
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
例

え
ば
、「
1
：
手
段
と
し
て
の
観
光
」
に
つ
い

て
は
、
観
光
と
い
う
手
段
を
通
じ
て
何
を
得

た
い
の
か
、そ
の
目
的
を
ま
ず
明
確
に
定
め
、

そ
れ
を
検
証
可
能
な
形
で
共
有
す
る
必
要
が

あ
る
。
同
時
に
、
観
光
客
の
目
的
や
行
動
に

寄
り
添
え
な
け
れ
ば
、「
安
全
な
空
間
」
に

定
位
す
る
の
は
難
し
い
。
ま
た
、
そ
の
際
に

は
、「
計
画
が
適
切
な
観
光
市
場
を
作
っ
て

い
く
と
い
う
発
想
こ
そ
が
求
め
ら
れ
る
」（
阿

部
、 

2
0
1
9
）
だ
ろ
う
。「
2
：
観
光
は
よ

り
大
き
な
全
体
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
」
に

つ
い
て
は
、
ボ
ル
グ
氏
は
、
観
光
が
孤
立

し
て
存
在
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
説
い

た
。
持
続
可
能
な
都
市
観
光
の
枠
組
み
で
捉

え
る
上
で
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
以
上
の

議
論
の
必
要
」
と
な
る
意
味
も
こ
こ
に
あ
る
。

「
7
：
観
光
の
成
長
は
無
限
で
は
な
い
」
に
つ

い
て
は
、
具
体
例
と
し
て
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

市
の
帯
域
設
定
（
上
限
2
0
0
0
万
人
泊
、

下
限
1
0
0
0
万
人
泊
）
が
紹
介
さ
れ
て
い

る
。し
か
し
、現
状
、上
限
で
の
措
置
に
対
し
、

下
限
を
下
回
っ
た
場
合
の
対
応
は
見
え
て
い

な
い
※
4

。
佐
野
氏
は
、
チ
ン
ク
エ
テ
ッ
レ

の
愛
の
小
道
で
導
入
さ
れ
て
い
る
閾
値
（
観

光
客
数
の
上
限
4
0
0
名
）
を
設
定
す
る
シ

ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
対
策
は
一
つ
の
あ
り
方

と
し
な
が
ら
も
、「
そ
の
パ
ラ
メ
ー
タ
設
定

が
問
題
の
本
質
を
つ
い
て
い
る
の
か
、
そ
の

閾
値
が
問
題
解
決
に
と
っ
て
適
切
な
の
か
、

絶
え
ず
議
論
や
検
証
が
必
要
」
と
述
べ
る
。

ま
た
、
パ
ラ
メ
ー
タ
や
閾
値
の
設
定
が
困
難

な
地
域
が
ほ
と
ん
ど
で
は
な
い
か
と
疑
問
を

呈
し
て
い
る
。

　ラ
ワ
ー
ス
に
よ
る
と
、
そ
も
そ
も
7
つ
の

思
考
法
は
、
具
体
的
な
政
策
や
制
度
を
提
案

す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
。「
今
後
直
面

す
る
変
化
の
速
さ
や
大
き
さ
、
不
確
か
さ
を

考
え
る
な
ら
、
将
来
の
政
策
や
制
度
を
決
め

て
し
ま
う
の
は
無
謀
」（
ケ
イ
ト
・
ラ
ワ
ー
ス

『
ド
ー
ナ
ツ
経
済
』
黒
輪
篤
嗣
訳
、 

2
0
2
1
、 

p
・
48
）
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
思
考
法
の

内
容
は
固
定
的
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
モ

デ
ル
に
つ
い
て
も
同
様
だ
。実
装
の
た
め
に
、

ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
か
。
目
標
に
対

し
て
常
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
と
な
る
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
し
て
は
、
我

が
国
に
お
い
て
は
、
国
内
外
の
事
例
を
参
考

に
そ
の
対
策
（
戦
術
）は
既
に
一
定
程
度
整
理

さ
れ
て
い
る
。
類
似
し
た
も
の
を
提
示
す
る

こ
と
を
避
け
、
こ
こ
で
は
、
リ
バ
ラ
ン
ス
に
向

け
た
視
点
か
ら
我
が
国
に
と
っ
て
重
要
と
思

わ
れ
る
2
点
に
絞
っ
て
述
べ
る
。
一
つ
目
は
ア

プ
ロ
ー
チ
す
る
対
象
の
拡
大
、
再
認
識
に
つ

い
て
、
二
つ
目
は
全
体
最
適
に
向
か
う
た
め

の
シ
ス
テ
ム
思
考
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　観
光
政
策
及
び
D
M
M
（D

estination 

M
arketing and M

anagem
ent

）
が
対
象

と
す
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
関
係

性
を
整
理
し
て
い
る
の
がK

agerm
eier

（
2
0
2
2
）
に
よ
る
〔
図
3
〕
で
あ
る
。
こ

れ
は
ド
ー
ナ
ツ
の
断
面
と
見
る
こ
と
も
で
き

る
だ
ろ
う
※
5

。
観
光
政
策
及
び
D
M
M
は
、

対
象
を
経
済
セ
ク
タ
ー
か
ら
住
民
や
働
く
従

事
者
に
ま
で
拡
げ
る
必
要
が
生
じ
て
い
る
。

一
方
で
、
実
際
は
住
民
は
「
一
括
り
に
は
で

き
な
い
ほ
ど
多
様
」（
真
野
、
2
0
1
3
）
で

あ
る
が
、
住
民
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
同
質

の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
こ
れ
ま
で
扱
わ
れ
て
い

た
（Żem

ła an
d S

zrom
ek,

2
0
2
4
）。

熊
谷
氏
、
ボ
ル
グ
氏
、
佐
野
氏
か
ら
は
、
住

民
と
言
っ
て
も
一
様
で
な
い
こ
と
、
観
光
の

恩
恵
の
受
け
方
も
異
な
り
、
見
方
が
大
き
く

異
な
る
現
実
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
従
事
者
に
つ
い
て
も
同
様
に
均
質
で
あ

る
こ
と
は
な
く
、
一
括
り
に
で
き
な
い
ほ
ど

実
際
は
多
様
で
あ
ろ
う
。
同
じ
グ
ル
ー
プ
内

で
も
、
意
見
や
利
害
は
し
ば
し
ば
異
な
り
、

矛
盾
す
る
こ
と
も
あ
る
（G

ó
m
ez an

d
 

A
lfonso, 

2
0
1
9
）。
観
光
客
と
同
様
に
、

住
民
や
従
事
者
に
つ
い
て
も
セ
グ
メ
ン
ト

し
、
細
や
か
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
こ
と

が
今
後
は
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
対
応
と
し
て

は
、
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
（ow
nership

）
と

誇
り
の
醸
成
に
つ
な
が
る
か
を
意
識
し
つ

つ
、①
負
の
影
響
の
軽
減
の
他
、②
意
識
の
把

握
と
共
有
、③
観
光
の
恩
恵
等
に
対
す
る
理

解
促
進
、④
観
光
に
関
与
・
対
話
す
る
場
、

仕
組
み
の
構
築
、⑤
住
民
等
の
利
用
環
境
の

確
保
や
還
元
（
配
分
）、⑥
住
宅
政
策
の
6
つ

深
く
掘
り
下
げ
、
そ
の
背
景
や
原
因
に
目
を

向
け
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
問
題
現
象
を

特
定
し
、
そ
れ
を
分
解
し
て
個
々
の
要
素
を

捉
え
る
こ
と
を
超
え
て
、
各
要
素
の
相
互
作

用
や
影
響
を
総
合
的
に
理
解
す
る
シ
ス
テ
ム

思
考
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
短
期

的
な
解
決
策
だ
け
で
な
く
、
長
期
的
な
影
響

や
副
作
用
も
考
慮
し
た
包
括
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
を
確
立
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
持
続
的
な
測
定
と
監
視
を
行
い
、

観
光
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
最
適
化
や
問
題
の
早

期
検
出
を
目
指
し
て
、
観
光
デ
ー
タ
の
収
集

範
囲
を
拡
大
し
、
統
計
基
盤
を
整
備
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
欧
州
委
員
会

（
2
0
2
2
a
）
の
指
摘
の
通
り
、
旅
行
・
宿

泊
に
関
す
る
基
本
統
計
か
ら
観
光
の
社
会

的
・
環
境
的
・
経
済
的
影
響
に
関
す
る
デ
ー

タ
ま
で
、
幅
広
い
情
報
を
網
羅
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
※
6

。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
及
び
そ
の
対
策
に

よ
る
相
互
作
用
や
影
響
の
一
例
と
し
て
、
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
内
に
お
い
て
は
、
宿
泊
施

設
が
規
制
さ
れ
た
結
果
、
周
辺
自
治
体
で
宿

泊
施
設
が
増
加（
ウ
ォ
ー
タ
ー
ベ
ッ
ド
効
果
）

し
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
転
移
が
懸
念

さ
れ
る
と
と
も
に
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
周
辺

か
ら
日
帰
り
で
市
内
を
訪
問
す
る
た
め
、
問

題
現
象
が
そ
れ
ほ
ど
減
少
し
な
い
、
税
収
が

漏
出
す
る
と
い
う
指
摘
が
報
告
さ
れ
て
い
る

（
五
木
田
、 

2
0
2
5;

後
藤
、 

2
0
2
5
）。

ボ
ル
ク
氏
は
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
経
験
か
ら
、

観
光
客
向
け
の
宿
泊
施
設
の
開
発
に
更
に
厳

し
い
制
限
を
か
け
る
こ
と
は
絶
対
に
避
け
る

べ
き
と
述
べ
る
。
観
光
業
の
成
長
を
妨
げ
る

の
で
は
な
く
、
観
光
以
外
の
経
済
活
動
や
観

光
に
代
わ
る
活
動
を
促
進
す
る
こ
と
（
住
宅

補
助
等
）
が
重
要
だ
と
い
う
（B

ertocchi et 

al., 2020

）。

　今
後
は
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く
意
思
決
定
や

行
動
基
準
を
設
け
た
、
シ
ス
テ
ム
全
体
を
構

築
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
弊
害
を

最
小
限
に
抑
え
、
住
民
と
観
光
客
の
双
方
が

調
和
の
中
で
共
存
で
き
る
環
境
を
育
む
対
策

の
連
動
が
重
要
だ
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
も
た
ら
す
影
響

は
多
面
的
で
あ
り
、
一
朝
一
夕
に
解
決
で
き

る
も
の
で
は
な
い
。
都
市
の
成
長
や
社
会
の

変
化
と
と
も
に
、
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
の
変
化

を
見
据
え
た
継
続
的
な
投
資
と
、
住
民
の
生

活
舞
台
で
あ
る
地
域
へ
の
再
投
資
の
バ
ラ
ン

ス
を
見
極
め
、
対
応
す
る
こ
と
が
今
後
は
求

4
．お
わ
り
に

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
観
光

の
意
思
〞を
確
立
し
、
行
動
し
て
き
た
各
地

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
。
そ
れ
ら
を
通
じ

て
、
日
本
の
持
続
可
能
な
観
光
の
あ
り
方
を

探
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
。

　あ
れ
か
ら
約
5
年
の
月
日
が
過
ぎ
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
は
、
観
光
産
業

に
甚
大
な
打
撃
を
与
え
た
。
観
光
客
数
は
一

定
程
度
回
復
し
つ
つ
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
を

以
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
観
光
業
に
与
え
た
影

響
が
消
え
た
、
と
す
る
の
は
時
期
尚
早
で
あ

る
。
一
方
で
、
同
時
に
目
を
向
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
は
、
複
数
年
に
わ
た
る
厳
し
い

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、「
観
光
の
あ
り
方
」

そ
の
も
の
を
見
直
し
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
対
策
を
積
み
重
ね
て
き
た
地
域
も
存
在
す

る
こ
と
だ
。
近
年
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

再
燃
を
耳
に
す
る
中
で
、
本
号
で
は
、
最
適

状
態
を
模
索
し
リ
バ
ラ
ン
ス
を
図
る
動
き
に

着
目
し
て
、
欧
州
都
市
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
対
策
を
取
り
上
げ
る
。
欧
州
は
、
ア
ジ

ア
よ
り
も
一
早
く
観
光
旅
行
市
場
が
回
復
し

て
い
る
状
況
に
あ
っ
た
。
観
光
客
数
が
従
前

の
水
準
に
戻
る
中
で
再
燃
し
て
い
る
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
と
同
じ

な
の
か
否
か
※
1

。「
観
光
客
が
い
な
け
れ

ば
、
街
の
バ
ラ
ン
ス
も
崩
れ
て
し
ま
い
ま

す
」（A

m
s
te
rd

a
m
 &

 P
a
rtn

e
rs
, 

2
0
2
0
）
と
い
う
言
葉
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
観
光
需
要
の
激
減
が
も
た
ら
し
た
新
た

な
認
識
を
示
唆
し
て
い
る
。
我
が
国
に
目
を

向
け
る
と
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
影
響

が
顕
在
化
し
て
い
る
地
域
だ
け
で
な
く
、
未

然
防
止
を
目
的
と
し
た
取
り
組
み
が
各
地
で

展
開
さ
れ
て
い
る
。
観
光
に
よ
る
正
と
負
の

影
響
を
冷
静
か
つ
総
合
的
に
捉
え
よ
う
と
す

る
姿
勢
が
育
ま
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
時

期
に
、
我
が
国
の
持
続
可
能
な
地
域
に
資
す

る
観
光
の
あ
り
方
、
取
組
を
捉
え
直
す
新
た

な
視
野
、
枠
組
み
を
提
示
し
て
お
き
た
い
。

　本
特
集
で
は
、
欧
州
都
市
に
焦
点
を
当
て

た
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
影
響
が
都
市

部
で
深
刻
で
あ
る
こ
と
は
従
前
か
ら
報
告
さ

れ
て
い
る
が
、
同
時
に
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
以
上
の
議
論
の
必
要
性
と
し
て
、「
持
続

可
能
な
都
市
観
光
（U

rb
an
 T
o
u
rism

）」

に
関
す
る
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
都
市
化

が
進
展
す
る
中
で
、
他
の
観
光
形
態
と
比
べ

て
都
市
観
光
が
急
速
に
増
加
し
て
い
る
こ

と
。
都
市
は
多
機
能
性
ゆ
え
訪
問
者
の
動
機

や
体
験
が
様
々
で
同
時
に
実
現
で
き
る
が
、

観
光
客
と
住
民
の
ニ
ー
ズ
等
が
交
差
す
る
に

つ
れ
、
観
光
客
に
よ
る
負
荷
は
都
市
の

バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
、
市
生
活
の
質
を
低
下

さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
（A

all et al., 

2
0
1
9
）。
今
回
、
特
集
記
事
を
寄
稿
い

た
だ
い
た
ボ
ル
グ
氏
は
、
編
著
者
と
し
て

都
市
観
光
に
関
す
る
図
書
『A

 R
esearch

 

A
g
e
n
d
a
 fo

r U
rb
a
n
 T

o
u
ris

m

』

（
2
0
2
2
）
を
発
行
し
て
い
る
。
ま
た
、

ボ
ル
グ
氏
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
イ
ン

ホ
ラ
ン
ト
応
用
科
学
大
学
で
は
、
2
0
2
0

年
に
「N

ew
 U
rban T

ourism

」
を
扱
う
研

究
グ
ル
ー
プ
が
設
置
さ
れ
た
。
持
続
可
能
か

つ
回
復
力
の
あ
る
方
法
で
都
市
観
光
を
再
建

す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
が
今
求
め
ら

れ
て
い
る
（K

oens, 

2
0
2
0
）。

　本
特
集
で
は
、
欧
州
に
お
け
る
代
表
的
な

観
光
都
市
で
あ
る
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
、ロ
ー
マ
、

バ
ル
セ
ロ
ナ
等
を
対
象
に
し
た
。
そ
し
て
、

欧
州
に
居
住
ま
た
は
居
住
経
験
を
有
す
る
三

名
の
学
識
経
験
者
に
寄
稿
い
た
だ
い
た
。
日

本
か
ら
座
し
て
見
る
の
で
は
な
く
、
欧
州
か

ら
見
て
み
よ
う
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
（
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
前
号
『
観
光
文

化
』
2
6
4
号
「
特
集 

世
界
の
観
光
ダ
イ
ナ

ミ
ズ
ム
2
0
2
4
」
で
現
地
視
察
結
果

を
報
告
）。
ま
た
、
都
市
の
観
光
収
容
力

（T
ourism

 C
arrying C

apacity

）
に
つ
い

て
は
、
我
が
国
で
は
研
究
の
蓄
積
が
十
分
で

は
な
い
。
そ
こ
で
、
巻
頭
言
は
、
自
然
公
園

の
環
境
収
容
力
を
専
門
と
さ
れ
る
熊
谷
氏
に

ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
。
以
降
で
は
、
ま
ず
特

集
記
事
か
ら
各
地
の
状
況
等
を
振
り
返
る
。

【
特
集
1
】成
功
を
乗
り
越
え
て
：

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
教
訓

　ボ
ル
グ
氏
は
、
継
続
的
に
内
在
す
る
持
続

不
可
能
性
は
、
観
光
と
い
う
商
品
の
本
質

に
起
因
す
る
直
接
的
な
結
果
と
述
べ
る
。

地
理
的
環
境
に
固
有
で
再
生
産
が
不
可
能

か
つ
希
少
な
公
共
財
で
あ
る
観
光
資
源
は
、

そ
の
配
分
を
市
場
原
理
の
み
に
委
ね
る
と
、

最
適
な
配
分
に
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

観
光
資
源
の
非
最
適
な
配
分
は
、
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
み
に
よ
っ
て
生
じ
る
も
の

で
は
な
く
、
ア
ン
ダ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
観
光

の
活
用
不
足
）で
も
顕
在
化
す
る
。オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
単
純
化
さ
れ
た
分

析
は
、
持
続
不
可
能
な
観
光
開
発
の
要
因

を
見
え
に
く
し
、
問
題
の
本
質
的
な
理
解

を
妨
げ
る
と
さ
れ
る
。

　ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
、
観
光
の
強

度
（Intensity

）
と
観
光
収
容
力
（
T
C
C
）

の
解
析
結
果
か
ら
、
既
に
指
標
を
大
幅
に
上

回
っ
て
い
る
こ
と
。
現
在
、
観
光
の
需
要
と

供
給
の
量
的
及
び
質
的
な
不
均
衡
状
態
に
あ

り
、
受
け
入
れ
側
の
負
担
や
コ
ス
ト
が
恩
恵

を
大
き
く
上
回
り
、
恩
恵
の
大
部
分
は
、
観

図 3 観光政策及びDMMが捉えるステークホルダーの関連性、射程範囲
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【注】

め
ら
れ
る
。
本
特
集
で
は
、
欧
州
都
市
の
事

例
を
通
じ
て
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
下
に

あ
る
地
域
を
持
続
可
能
な
か
た
ち
で
再
構
築

す
る
た
め
の
観
光
の
あ
り
方
、
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
観
光
の
可
能
性
を
探
っ
た
。
観
光
は

単
独
で
存
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、
都
市
の

経
済
、
環
境
、
住
民
生
活
と
密
接
か
つ
複
雑

に
関
わ
る
。
観
光
に
よ
る
経
済
効
果
を
最
大

化
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
社
会
の
課
題

解
決
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
枠
組
み
が
必
要

で
あ
る
。
ド
ー
ナ
ツ
経
済
の
考
え
方
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
地
域
全
体
の
戦
略
の
中
で
観

光
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
す
る
こ
と
が
、
今
後

の
重
要
な
視
点
と
な
る
だ
ろ
う
。
本
特
集
で

示
さ
れ
た
知
見
を
活
か
し
、
我
が
国
に
お
い

て
も
、
長
期
的
な
視
野
の
も
と
、
各
地
域
の

特
性
に
応
じ
た
柔
軟
な
政
策
を
展
開
し
つ

つ
、
観
光
の
恩
恵
と
負
担
の
適
切
な
配
分
を

探
り
な
が
ら
、
地
域
の
持
続
可
能
性
を
高
め

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

（
2
）シ
ス
テ
ム
思
考

│ 

全
体
最
適
に
向
け
て

経済的な
可能性の質生活の質

体験の質

観光政策
DMO

訪問者

訪問者によるプレッシャーの管理

観光産業住民
従事者

英
語
文
献

日
本
語
文
献

が
挙
げ
ら
れ
る
。
我
が
国
は
、
主
に
①
と
④

に
つ
い
て
は
取
り
組
ん
で
き
た
も
の
の
、
そ

の
他
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
複
雑
な
問

題
の
解
決
に
あ
た
っ
て
は
、
単
な
る
表
面
的

な
症
状
に
対
処
す
る
の
で
は
な
く
、
問
題
を
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　本
号
の
特
集
テ
ー
マ
は
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
で
あ
る
。
当
機
関
誌
『
観
光
文
化
』

に
て
こ
の
課
題
を
特
集
テ
ー
マ
と
し
て
扱
う

の
は
今
回
が
二
度
目
と
な
る
。
前
回
扱
っ
た

の
は
2
0
1
9
年
1
月
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
が
社
会
問
題
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
く

最
中
で
あ
っ
た
。
当
初
、
特
集
テ
ー
マ
を「
地

域
に
忍
び
寄
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
脅

威
」と
設
定
し
た
も
の
の
、
最
終
的
に
は「
観

光
客
急
増
で
問
わ
れ
る
〝
地
域
の
意
思
〞
」

〔
図
1
〕
と
変
更
し
た
。
そ
れ
は
、
次
の
理

由
か
ら
で
あ
っ
た
。

光
産
業
に
集
中
し
て
い
る
状
態
に
あ
る
こ

と
。
観
光
が
主
要
産
業
で
あ
る
当
地
で
は
、

経
済
的
、
社
会
的
発
展
の
た
め
の
戦
略
に

観
光
は
不
可
欠
な
要
素
で
あ
り
、
観
光
は

多
様
な
生
活
側
面
と
相
互
作
用
す
る
こ
と

か
ら
、
観
光
戦
略
も
強
く
全
体
戦
略
に
統

合
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、

成
功
に
よ
る
弊
害
を
抑
え
る
た
め
、
観
光

地
は
環
境
負
荷
（
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
）
と
質

を
重
視
し
た
モ
デ
ル
へ
転
換
し
、
地
域
社

会
を
基
盤
と
し
た
政
策
へ
と
見
直
す
必
要

が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

【
特
集
2
】イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
観
光
と

生
活
を
め
ぐ
る
現
状
と
雑
感

　佐
野
氏
は
、
ロ
ー
マ
と
い
う
観
光
地
に
住

ん
で
感
じ
た
住
宅
事
情
の
厳
し
さ
や
、連
日
、

深
夜
に
ま
で
及
ぶ
屋
外
飲
食
の
騒
音
に
よ
る

迷
惑
等
を
伝
え
た
。
街
が
市
民
と
観
光
客
の

笑
顔
で
溢
れ
、
人
々
で
賑
う
一
方
で
、
あ
る

調
査
結
果
か
ら
多
く
の
イ
タ
リ
ア
人
が
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ

と
。
ま
た
、
家
屋
を
め
ぐ
る
観
光
客
と
住
民

に
よ
る
せ
め
ぎ
合
い
の
最
前
線
と
し
て
、
住

ま
い
を
追
い
出
さ
れ
た
住
民
の
目
に
見
え
る

抗
議
が
即
座
に
撤
去
さ
れ
て
い
る
状
況
と
、

中
心
市
街
地
の
周
縁
部
で
そ
の
痕
跡
が
発
見

さ
れ
る
状
況
を
報
告
い
た
だ
い
た
。

　イ
タ
リ
ア
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策

は
始
動
期
に
あ
り
、
問
題
の
内
容
と
範
囲
を

明
確
に
す
る
こ
と
。
住
民
の
生
活
の
質
の
低

下
や
観
光
客
の
体
験
の
質
の
低
下
に
対
応
す

る
た
め
、
小
規
模
な
政
策
集
団
に
よ
る
柔
軟

な
対
策
が
求
め
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

イ
タ
リ
ア
で
は
、
国
家
よ
り
も
各
自
治
体
が

前
衛
的
で
あ
り
、
例
え
ば
、
チ
ン
ク
エ
テ
ッ

レ
で
は
観
光
客
数
を
制
限
す
る
方
法
が
導
入

さ
れ
た
。
た
だ
、
そ
の
妥
当
性
に
つ
い
て
は

今
後
の
議
論
と
検
証
が
必
要
で
あ
り
、ま
た
、

パ
ラ
メ
ー
タ
や
閾
値
の
設
定
が
難
し
い
地
域

も
多
い
と
指
摘
す
る
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
認
識
は
主
観
的
で
、
観
光
の
恩
恵
を
受

け
る
人
と
被
害
を
受
け
る
人
が
存
在
す
る
。

被
害
を
受
け
る
人
の
声
を
す
く
い
上
げ
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
同
時
に
、
観
光
の
恩
恵

を
広
く
市
民
に
周
知
す
る
こ
と
も
不
可
欠
で

あ
る
。
市
民
間
の
対
話
の
場
を
設
け
、
観
光

推
進
か
反
観
光
か
の
二
者
択
一
で
は
な
く
、

対
立
を
乗
り
越
え
る
解
決
策
を
探
る
こ
と
が

望
ま
れ
る
と
語
る
。

【
特
集
3
】「
観
光
都
市
」か
ら

「
観
光
と
と
も
に
生
き
る
都
市
」へ

―
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
け
る

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
の
最
前
線

　阿
部
氏
か
ら
は
、「
観
光
と
と
も
に
生
き

る
都
市
へ
と
脱
皮
を
図
る
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
奮

闘
と
ジ
レ
ン
マ
」
を
報
告
い
た
だ
い
た
。

　再
燃
す
る
住
民
の
抗
議
運
動
の
主
題
は
、

混
雑
や
マ
ナ
ー
問
題
で
は
な
い
と
い
う
。
観

光
の
成
長
が
も
た
ら
す
公
共
サ
ー
ビ
ス
へ
の

圧
迫
や
地
価
・
家
賃
、
物
価
の
高
騰
が
、
住

民
や
商
店
の
入
れ
替
え
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
変
容
を
招
い
て
し
ま
う
こ
と
。
観

光
産
業
の
利
益
の
不
当
な
配
分
が
社
会
的
不

平
等
を
拡
大
し
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
、
住

民
の
危
機
感
は
「
や
が
て
我
が
ま
ち
バ
ル
セ

ロ
ナ
が
誰
の
も
の
で
も
な
く
な
っ
て
し
ま

う
、
と
い
う
都
市
の
存
立
に
関
わ
る
意
思
表

示
」
だ
と
述
べ
る
。

　観
光
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
2
0
1
7
）
の
特

徴
は
、
観
光
に
関
連
す
る
多
分
野
（
交
通
政

策
、
都
市
計
画
、
地
域
経
済
の
発
展
、
事
業

者
の
責
任
、
宿
泊
税
な
ど
）
の
施
策
を
束
ね

て
い
る
点
に
あ
る
。
近
年
は
、
市
長
交
代
と

い
う
社
会
情
勢
の
変
化
の
中
で
、「
住
民
の

繁
栄
と
幸
福
促
進
」
を
最
優
先
と
し
、「
他
の

経
済
部
門
の
発
展
を
促
す
持
続
可
能
で
敬
意

あ
る
観
光
経
済
」
を
推
進
す
る
方
向
に
あ
る
。

　混
雑
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し
て
、「
大
混
雑

エ
リ
ア
」
で
は
、
交
通
動
線
の
再
整
理
、
事

前
予
約
制
の
強
化
、
空
間
の
市
民
利
用
の
促

進
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
宿
泊
施
設
の
立
地

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
し
て
「
観
光
宿
泊
施
設
特

別
都
市
計
画
」
に
よ
り
、
用
途
混
在
を
図
り
、

市
民
の
住
む
権
利
を
保
障
す
る
と
と
も
に
、

公
共
空
間
で
の
生
活
を
維
持
し
持
続
可
能
な

経
済
活
動
の
展
開
を
図
る
。
ま
た
、
床
面
積

の
30
％
を
低
家
賃
の
社
会
住
宅
に
割
り
当
て

る
都
市
計
画
措
置
も
講
じ
て
い
る
。
民
泊
全

廃
措
置
に
つ
い
て
は
、
違
法
民
泊
の
急
増
に

つ
な
が
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
と
い
う
。
課

税
に
つ
い
て
は
、
州
の
宿
泊
税
に
市
独
自
の

追
加
課
税
を
導
入
し
、「
観
光
市
民
還
元
基

金
」
と
し
て
、
観
光
の
負
の
外
部
性
を
緩
和

し
、
市
民
の
生
活
改
善
を
図
る
取
組
に
再
投

資
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　バ
ル
セ
ロ
ナ
の
政
策
挑
戦
は
、
次
世
代
の

都
市
と
観
光
の
あ
り
方
と
し
て
「
市
民
の
日

常
生
活
を
維
持
し
、
観
光
に
よ
っ
て
更
に
高

め
ら
れ
、
観
光
魅
力
と
し
て
再
生
さ
れ
る
観

光
政
策
」
を
提
示
す
る
。

　観
光
が
持
続
可
能
性
な
地
域
形
成
に
資
す

る
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
観
光
の
持
続
不

可
能
に
な
る
本
質
を
理
解
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
リ
バ
ラ
ン
ス
戦
略
を

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
、
ま

ず
欧
州
の
持
続
可
能
な
観
光
と
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
近
年
の
動
向
を
概
観

し
た
後
（
3
‐
1
）、
ボ
ル
グ
氏
か
ら
紹
介

い
た
だ
い
た
「
ド
ー
ナ
ツ
経
済
」
を
も
と
に
、

地
域
全
体
戦
略
に
観
光
を
位
置
づ
け
る
上
で

の
俯
瞰
的
な
視
野
、
視
点
に
つ
い
て
述
べ
る

（
3
‐
2
）。
さ
ら
に
バ
ラ
ン
ス
の
検
討
、
是

正
に
向
け
て
、
観
光
戦
略
に
落
と
し
込
む
た

め
の
視
点
を
と
り
ま
と
め
る
（
3
‐
3
）。

　

U
N
W
T
O

（
現U

N
 T
ourism

）
は
持
続
可

能
な
観
光
と
い
う
概
念
を
「
訪
問
客
、
業
界
、

環
境
お
よ
び
訪
問
客
を
受
け
入
れ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
つ
つ
、
現
在

お
よ
び
将
来
の
経
済
、
社
会
、
環
境
へ
の
影

響
を
十
分
に
考
慮
す
る
観
光
」（
2
0
0
5
）

と
定
義
し
た
※
2

。

　近
年
の
欧
州
の
持
続
可
能
な
観
光
政
策

に
関
す
る
指
針
と
し
て
は
、「T

ran
sitio

n
 

p
ath

w
ay fo

r to
u
rism

」（
欧
州
委
員
会
、

2
0
2
2
）
や
「
欧
州
観
光
ア
ジ
ェ
ン
ダ

2
0
3
0
」（
欧
州
連
合
理
事
会
、
2
0
2
2
）

と
い
っ
た
重
要
文
書
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ

ら
の
指
針
は
、
グ
リ
ー
ン
化
お
よ
び
デ
ジ
タ

ル
化
へ
の
移
行
を
一
層
加
速
さ
せ
、
観
光
エ

コ
シ
ス
テ
ム
を
よ
り
持
続
可
能
か
つ
回
復
力

の
高
い
も
の
へ
と
転
換
す
る
取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
る
※
3

。
こ
れ
ら
の
文
脈
を
前
提
と

し
て
、
こ
こ
か
ら
は
、
本
特
集
に
関
連
す
る

内
容
を
断
片
的
で
は
あ
る
が
紹
介
す
る
。

〇
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
観
光
の
成
長
に

関
す
る
調
査
研
究

　欧
州
委
員
会
の
「
観
光
地
レ
ベ
ル
で
の
ア

ン
バ
ラ
ン
ス
な
観
光
の
成
長 

最
終
報
告
書
」

（
2
0
2
2
）
に
よ
る
と
、「
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

な
観
光
」
は
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と

互
換
的
に
使
用
さ
れ
る
一
方
で
、
観
光
に
よ

る
目
に
見
え
な
い
影
響
を
含
意
す
る
用
語
と

し
て
説
明
さ
れ
る
。
ま
た
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
は
、
単
な
る
観
光
客
数
の
多
さ
に
限

定
さ
れ
な
い
点
や
、
都
市
部
で
発
生
し
た
比

較
的
新
し
い
現
象
へ
の
批
判
と
し
て
捉
え
ら

れ
て
い
る
点
が
マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
異
な
る

と
さ
れ
る
。

〇
持
続
可
能
な
E
U
観
光

―
明
日
の
観
光
の
形
成

　欧
州
委
員
会
は
、
2
0
2
3
年
に
E
U
観

光
地
の
持
続
可
能
性
と
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
支
援

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
た
。
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
の
成
長
志
向
の
考
え
方
に
対
し

て
は
、
経
済
的
利
益
と
社
会
、
文
化
、
環
境

へ
の
影
響
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
な
い
観

光
地
は
、
環
境
の
安
定
性
、
真
正
性
、
住
み

や
す
さ
、
そ
し
て
、
観
光
地
と
し
て
の
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
や
評
判
を
落
と
す
リ
ス

ク
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。

〇
持
続
可
能
な
観
光
パ
ー
ト
ナ
シ
ッ
プ

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

　E
U
の
都
市
ア
ジ
ェ
ン
ダ
に
基
づ
き

2
0
2
2
年
12
月
に
発
足
し
た
「
持
続
可
能

な
観
光
パ
ー
ト
ナ
シ
ッ
プ
」
は
、
都
市
政
策

に
お
け
る
都
市
観
光
特
有
の
課
題
へ
の
対
応

に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
2
0
2
4

年
に
作
成
さ
れ
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
、

「
環
境
」「
開
発
」「
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
成
長
」

の
3
つ
の
主
要
テ
ー
マ
か
ら
考
察
さ
れ
た
も

の
で
、
よ
り
良
い
規
制
、
よ
り
良
い
資
金
調

達
、
よ
り
良
い
知
識
の
3
本
柱
の
も
と
6
つ

の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
定
め
て
い
る
。

 

『
ド
ー
ナ
ツ
経
済
（D

oughnut E
conom

-

ics

）』（
2
0
1
7
）
は
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
大
学
の
経
済
学
者
ケ
イ
ト
•
ラ
ワ
ー
ス
が

2
0
1
1
年
に
提
唱
し
た
理
論
で
あ
る
。
人

類
の
長
期
的
な
目
標
か
ら
始
め
て
、
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
繁
栄
の
道
を
探
る
た
め
に
導
き

だ
さ
れ
た
も
の
で
、
ド
ー
ナ
ツ
の
よ
う
な
同

心
円
状
の
大
小
二
本
の
輪
で
人
類
の
持
続
可

能
な
生
活
を
可
視
化
す
る
。
内
側
の
小
円

（
ド
ー
ナ
ツ
の
穴
）
は
社
会
的
基
盤
（S

o
cial 

F
o
u
n
d
atio

n

）
を
示
し
、
人
々
が
健
全
に

生
活
す
る
た
め
に
必
要
な
最
低
限
の
条
件
を

表
す
。
外
側
の
大
円
（
ド
ー
ナ
ツ
の
外
）
は

生
態
学
的
天
井
（E

co
lo
gical C

eilin
g

）

を
表
わ
し
、
地
球
の
環
境
負
荷
の
限
界
を
示

す
。
ド
ー
ナ
ツ
の
生
地
の
部
分
で
あ
る
小
円

と
大
円
で
囲
ま
れ
る
安
全
な
空
間
を
超
え
る

こ
と
は
、
経
済
が
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
い
る

こ
と
を
意
味
す
る
（「
ド
ー
ナ
ツ
経
済
」
の
詳

細
説
明
は
今
回
は
省
略
）。
こ
の
ド
ー
ナ
ツ

経
済
を
世
界
で
初
め
て
採
用
し
た
の
は
、
オ

ラ
ン
ダ
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
あ
る
。

2
0
2
0
年
に
は
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ

ミ
ー
（
循
環
経
済
）
戦
略
の
中
核
に
据
え
る
都

市
像
と
し
て
『A

m
sterdam

 C
ity D

ough-

nut

』
を
発
表
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
「
ド
ー

ナ
ツ
経
済
」
を
観
光
の
文
脈
に
合
わ
せ
て
解

釈
し
、
調
整
し
た
も
の
が
欧
州
観
光
未
来
研

究
所
の
ハ
ー
ト
マ
ン
ら
（
2
0
2
2
）
に
よ

る
「
ド
ー
ナ
ツ
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

（D
o
u
gh
n
u
t D

estin
atio

n

）」〔
図
2
〕
で

あ
る
。

 

「
ド
ー
ナ
ツ
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、

ド
ー
ナ
ツ
経
済
の
概
念
と
そ
れ
に
付
随
す
る 

7
つ
の
思
考
法
を
適
用
し
、
観
光
地
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
よ
り
良
い
方
向
に
再
考
で
き
る
か

を
探
求
し
、
再
概
念
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

観
光
地
が
持
続
可
能
な
繁
栄
を
図
る
た
め

に
、
ど
の
よ
う
な
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
べ
き

か
視
覚
的
に
示
し
た
も
の
で
、同
モ
デ
ル
は
、

　ま
ず
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
特
集
で

事
例
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
に
対
す
る
地
域

が
抱
く
懸
念
が
想
像
以
上
に
大
き
か
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
地
域
内
で
の
議
論
も
ま
ま
な
ら

な
い
中
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
発
生
地
域

と
し
て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
印
象
が
拡
散
す
る
こ

と
へ
の
懸
念
で
あ
っ
た
。
当
時
、
事
例
地
域

の
方
か
ら
「
如
何
な
る
姿
勢
、
意
図
の
も
と

で
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
扱
い
、
発
信
す

る
の
か
」
と
厳
し
く
問
い
た
だ
さ
れ
た
こ
と

は
今
で
も
記
憶
の
深
奥
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

　と
は
い
え
、
特
定
の
地
域
で
問
題
が
生
じ

て
い
た
の
は
確
か
で
あ
っ
た
。
観
光
文
化
の

振
興
を
通
じ
た
豊
か
な
社
会
実
現
を
目
指
す

観
光
研
究
機
関
と
し
て
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
」
と
い
う
現
象
に
ど
の
よ
う
に
向
き
合

う
の
か
。
問
題
現
象
を
正
確
に
捉
え
る
こ
と

は
第
一
歩
で
あ
る
が
、
問
題
提
起
や
発
信
す

る
こ
と
を
超
え
て
、
有
効
な
解
決
策
や
指
針

を
提
示
で
き
る
の
か
。
急
激
な
成
長
、
過
度

な
成
長
に
よ
る
痛
み
を
軽
減
す
る
だ
け
で
よ

い
の
か
。
需
要
獲
得
の
機
会
を
損
失
し
て
い

る
状
況
も
一
部
に
見
受
け
ら
れ
る
中
で
、「
地

域
は
観
光
を
通
じ
て
負
の
影
響
だ
け
で
は
な

く
正
の
影
響
も
受
け
て
お
り
、
前
者
だ
け
を

あ
る
立
場
か
ら
切
り
出
し
て
取
り
上
げ
る
だ

け
で
は
、本
当
の
解
決
に
至
ら
な
い
」（
後
藤
、

2
0
1
9
）
と
い
う
の
が
当
時
の
姿
勢
の
着

地
点
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
前
回
の
特
集
で

は
、
住
民
の
暮
ら
し
と
観
光
の
共
存
を
模
索

し
続
け
た
地
域
に
焦
点
を
当
て
、
環
境
変
化

を
経
験
し
な
が
ら
も
議
論
を
重
ね
、〝
地
域

現
在
の
観
光
の
考
え
方
（
再
生
型
観
光
、
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
、ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
思
考
、パ
ー

パ
ス
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
、
環
境
収
容
力
な
ど
）

と
よ
く
共
鳴
し
て
い
る
と
い
う
。

（
1
）
超
過
と
不
足
を
防
ぐ
モ
デ
ル

　安
全
な
空
間
内
に
定
位
す
る
こ
と
は
、
観

光
地
が
持
続
可
能
に
運
営
さ
れ
て
い
る
状
態

を
表
す
。
安
全
な
空
間
内
に
留
ま
る
た
め
に
、

観
光
地
は
、
超
過
や
不
足
を
避
け
な
が
ら
、

4
つ
の
要
素 

―
―
起
業
家
と
従
業
員
の
労

働
環
境
の
質
、
訪
問
者
の
体
験
の
質
、
住
民

の
生
活
の
質
、
場
所
の
質
（
公
共
ス
ペ
ー
ス
、

遺
産
、生
態
系
）
―
―
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て

い
る
こ
と
が
重
要
と
の
こ
と
で
あ
る
。
安
全

な
空
間
の
外
側
へ
突
き
抜
け
た
状
態
「
超
過

（
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー
ト
）」
は
、
観
光
地
が
過

度
に
開
発
さ
れ
、
環
境
や
社
会
に
悪
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
状
態
を
示
す
。
安
全
な
空
間

の
内
側
へ
突
き
抜
け
た
状
態
「
不
足
（
シ
ョ
ー

ト
ホ
ー
ル
）」
は
、
観
光
地
が
必
要
な
社
会

的
基
盤
の
水
準
を
満
た
し
て
い
な
い
状
態
を

示
す
。
安
全
な
空
間
内
に
留
ま
る
た
め
に
そ

の
上
限
と
下
限
、閾
値
を
監
視
す
る
こ
と
は
、

利
害
関
係
者
に
対
す
る
早
期
警
告
信
号
と
緊

急
信
号
と
し
て
機
能
す
る
。
緊
急
信
号
を
超

え
る
と
、目
的
地
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
い

る
た
め
、
即
時
の
対
応
が
必
要
と
な
る
。

　ラ
ワ
ー
ス
は
、
新
し
い
経
済
へ
の
大
転
換

を
促
す
た
め
、
ド
ー
ナ
ツ
モ
デ
ル
と
と
も
に

全
体
像
を
示
す
た
め
の
7
つ
の
思
考
法
を
提

示
し
た
。
そ
れ
を
観
光
地
に
応
用
し
た
も
の

が
観
光
地
を
再
定
義
す
る
7
つ
の
思
考
法

〔
表
1
〕
で
あ
る
。「
1
．目
標
を
変
え
る
：

手
段
と
し
て
の
観
光
」「
2
．全
体
像
を
見
る
：

観
光
は
よ
り
大
き
な
全
体
に
組
み
込
ま
れ
て

い
る
」「
3
．人
間
性
を
育
む
：
観
光
客
は
合

理
的
な
経
済
人
で
は
な
い
」「
4
．シ
ス
テ
ム

に
精
通
す
る
：
観
光
は
動
的
で
複
雑
な
シ
ス

テ
ム
の
一
部
で
あ
る
」「
5
．観
光
は
再
配
的

で
あ
る
必
要
が
あ
る
：
観
光
は
全
て
の
人
に

利
益
を
も
た
ら
す
」「
6
．再
生
の
た
め
に
創

造
す
る
：
観
光
は
再
生
可
能
で
あ
る
必
要
が

あ
る
」「
7
．成
長
に
こ
だ
わ
ら
な
い
：
観
光

の
成
長
は
無
限
で
は
な
い
」。
同
研
究
の
内

容
を
確
認
す
る
限
り
、
ま
だ
ま
だ
議
論
の
余

地
や
補
完
の
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
例

え
ば
、「
1
：
手
段
と
し
て
の
観
光
」
に
つ
い

て
は
、
観
光
と
い
う
手
段
を
通
じ
て
何
を
得

た
い
の
か
、そ
の
目
的
を
ま
ず
明
確
に
定
め
、

そ
れ
を
検
証
可
能
な
形
で
共
有
す
る
必
要
が

あ
る
。
同
時
に
、
観
光
客
の
目
的
や
行
動
に

寄
り
添
え
な
け
れ
ば
、「
安
全
な
空
間
」
に

定
位
す
る
の
は
難
し
い
。
ま
た
、
そ
の
際
に

は
、「
計
画
が
適
切
な
観
光
市
場
を
作
っ
て

い
く
と
い
う
発
想
こ
そ
が
求
め
ら
れ
る
」（
阿

部
、 

2
0
1
9
）
だ
ろ
う
。「
2
：
観
光
は
よ

り
大
き
な
全
体
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
」
に

つ
い
て
は
、
ボ
ル
グ
氏
は
、
観
光
が
孤
立

し
て
存
在
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
説
い

た
。
持
続
可
能
な
都
市
観
光
の
枠
組
み
で
捉

え
る
上
で
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
以
上
の

議
論
の
必
要
」
と
な
る
意
味
も
こ
こ
に
あ
る
。

「
7
：
観
光
の
成
長
は
無
限
で
は
な
い
」
に
つ

い
て
は
、
具
体
例
と
し
て
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

市
の
帯
域
設
定
（
上
限
2
0
0
0
万
人
泊
、

下
限
1
0
0
0
万
人
泊
）
が
紹
介
さ
れ
て
い

る
。し
か
し
、現
状
、上
限
で
の
措
置
に
対
し
、

下
限
を
下
回
っ
た
場
合
の
対
応
は
見
え
て
い

な
い
※
4

。
佐
野
氏
は
、
チ
ン
ク
エ
テ
ッ
レ

の
愛
の
小
道
で
導
入
さ
れ
て
い
る
閾
値
（
観

光
客
数
の
上
限
4
0
0
名
）
を
設
定
す
る
シ

ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
対
策
は
一
つ
の
あ
り
方

と
し
な
が
ら
も
、「
そ
の
パ
ラ
メ
ー
タ
設
定

が
問
題
の
本
質
を
つ
い
て
い
る
の
か
、
そ
の

閾
値
が
問
題
解
決
に
と
っ
て
適
切
な
の
か
、

絶
え
ず
議
論
や
検
証
が
必
要
」
と
述
べ
る
。

ま
た
、
パ
ラ
メ
ー
タ
や
閾
値
の
設
定
が
困
難

な
地
域
が
ほ
と
ん
ど
で
は
な
い
か
と
疑
問
を

呈
し
て
い
る
。

　ラ
ワ
ー
ス
に
よ
る
と
、
そ
も
そ
も
7
つ
の

思
考
法
は
、
具
体
的
な
政
策
や
制
度
を
提
案

す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
。「
今
後
直
面

す
る
変
化
の
速
さ
や
大
き
さ
、
不
確
か
さ
を

考
え
る
な
ら
、
将
来
の
政
策
や
制
度
を
決
め

て
し
ま
う
の
は
無
謀
」（
ケ
イ
ト
・
ラ
ワ
ー
ス

『
ド
ー
ナ
ツ
経
済
』
黒
輪
篤
嗣
訳
、 

2
0
2
1
、 

p
・
48
）
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
思
考
法
の

内
容
は
固
定
的
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
モ

デ
ル
に
つ
い
て
も
同
様
だ
。実
装
の
た
め
に
、

ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
か
。
目
標
に
対

し
て
常
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
と
な
る
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
し
て
は
、
我

が
国
に
お
い
て
は
、
国
内
外
の
事
例
を
参
考

に
そ
の
対
策
（
戦
術
）は
既
に
一
定
程
度
整
理

さ
れ
て
い
る
。
類
似
し
た
も
の
を
提
示
す
る

こ
と
を
避
け
、
こ
こ
で
は
、
リ
バ
ラ
ン
ス
に
向

け
た
視
点
か
ら
我
が
国
に
と
っ
て
重
要
と
思

わ
れ
る
2
点
に
絞
っ
て
述
べ
る
。
一
つ
目
は
ア

プ
ロ
ー
チ
す
る
対
象
の
拡
大
、
再
認
識
に
つ

い
て
、
二
つ
目
は
全
体
最
適
に
向
か
う
た
め

の
シ
ス
テ
ム
思
考
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　観
光
政
策
及
び
D
M
M
（D

estination 

M
arketing and M

anagem
ent

）
が
対
象

と
す
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
関
係

性
を
整
理
し
て
い
る
の
がK

agerm
eier

（
2
0
2
2
）
に
よ
る
〔
図
3
〕
で
あ
る
。
こ

れ
は
ド
ー
ナ
ツ
の
断
面
と
見
る
こ
と
も
で
き

る
だ
ろ
う
※
5

。
観
光
政
策
及
び
D
M
M
は
、

対
象
を
経
済
セ
ク
タ
ー
か
ら
住
民
や
働
く
従

事
者
に
ま
で
拡
げ
る
必
要
が
生
じ
て
い
る
。

一
方
で
、
実
際
は
住
民
は
「
一
括
り
に
は
で

き
な
い
ほ
ど
多
様
」（
真
野
、
2
0
1
3
）
で

あ
る
が
、
住
民
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
同
質

の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
こ
れ
ま
で
扱
わ
れ
て
い

た
（Żem

ła an
d S

zrom
ek,

2
0
2
4
）。

熊
谷
氏
、
ボ
ル
グ
氏
、
佐
野
氏
か
ら
は
、
住

民
と
言
っ
て
も
一
様
で
な
い
こ
と
、
観
光
の

恩
恵
の
受
け
方
も
異
な
り
、
見
方
が
大
き
く

異
な
る
現
実
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
従
事
者
に
つ
い
て
も
同
様
に
均
質
で
あ

る
こ
と
は
な
く
、
一
括
り
に
で
き
な
い
ほ
ど

実
際
は
多
様
で
あ
ろ
う
。
同
じ
グ
ル
ー
プ
内

で
も
、
利
害
は
し
ば
し
ば
異
な
り
、
時
に

は
矛
盾
す
る
こ
と
も
あ
る
（G

óm
ez and 

A
lfonso, 

2
0
1
9
）。
観
光
客
と
同
様
に
、

住
民
や
従
事
者
に
つ
い
て
も
セ
グ
メ
ン
ト

し
、
細
や
か
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
こ
と

が
今
後
は
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
対
応
と
し
て

は
、
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
（ow

nership

）
と

誇
り
の
醸
成
に
つ
な
が
る
か
を
意
識
し
つ

つ
、①
負
の
影
響
の
軽
減
の
他
、②
意
識
の
把

握
と
共
有
、③
観
光
の
恩
恵
等
に
対
す
る
理

解
促
進
、④
観
光
に
関
与
・
対
話
す
る
場
、

仕
組
み
の
構
築
、⑤
住
民
等
の
利
用
環
境
の

確
保
や
還
元
（
配
分
）、⑥
住
宅
政
策
の
6
つ

深
く
掘
り
下
げ
、
そ
の
背
景
や
原
因
に
目
を

向
け
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
問
題
現
象
を

特
定
し
、
そ
れ
を
分
解
し
て
個
々
の
要
素
を

捉
え
る
こ
と
を
超
え
て
、
各
要
素
の
相
互
作

用
や
影
響
を
総
合
的
に
理
解
す
る
シ
ス
テ
ム

思
考
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
短
期

的
な
解
決
策
だ
け
で
な
く
、
長
期
的
な
影
響

や
副
作
用
も
考
慮
し
た
包
括
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
を
確
立
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
持
続
的
な
測
定
と
監
視
を
行
い
、

観
光
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
最
適
化
や
問
題
の
早

期
検
出
を
目
指
し
て
、
観
光
デ
ー
タ
の
収
集

範
囲
を
拡
大
し
、
統
計
基
盤
を
整
備
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
欧
州
委
員
会

（
2
0
2
2
a
）
の
指
摘
の
通
り
、
旅
行
・
宿

泊
に
関
す
る
基
本
統
計
か
ら
観
光
の
社
会

的
・
環
境
的
・
経
済
的
影
響
に
関
す
る
デ
ー

タ
ま
で
、
幅
広
い
情
報
を
網
羅
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
※
6

。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
及
び
そ
の
対
策
に

よ
る
相
互
作
用
や
影
響
の
一
例
と
し
て
、
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
内
に
お
い
て
は
、
宿
泊
施

設
が
規
制
さ
れ
た
結
果
、
周
辺
自
治
体
で
宿

泊
施
設
が
増
加（
ウ
ォ
ー
タ
ー
ベ
ッ
ド
効
果
）

し
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
転
移
が
懸
念

さ
れ
る
と
と
も
に
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
周
辺

か
ら
日
帰
り
で
市
内
を
訪
問
す
る
た
め
、
問

題
現
象
が
そ
れ
ほ
ど
減
少
し
な
い
、
税
収
が

漏
出
す
る
と
い
う
指
摘
が
報
告
さ
れ
て
い
る

（
五
木
田
、 

2
0
2
5
； 

後
藤
、 

2
0
2
5
）。

ボ
ル
ク
氏
は
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
経
験
か
ら
、

観
光
客
向
け
の
宿
泊
施
設
の
開
発
に
更
に
厳

し
い
制
限
を
か
け
る
こ
と
は
絶
対
に
避
け
る

べ
き
と
述
べ
る
。
観
光
業
の
成
長
を
妨
げ
る

の
で
は
な
く
、
観
光
以
外
の
経
済
活
動
や
観

光
に
代
わ
る
活
動
を
促
進
す
る
こ
と
（
住
宅

補
助
等
）
が
重
要
だ
と
い
う
（B

ertocchi et 

al., 2020

）。

　今
後
は
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く
意
思
決
定
や

行
動
基
準
を
設
け
た
、
シ
ス
テ
ム
全
体
を
構

築
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
弊
害
を

最
小
限
に
抑
え
、
住
民
と
観
光
客
の
双
方
が

調
和
の
中
で
共
存
で
き
る
環
境
を
育
む
対
策

の
連
動
が
重
要
だ
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
も
た
ら
す
影
響

は
多
面
的
で
あ
り
、
一
朝
一
夕
に
解
決
で
き

る
も
の
で
は
な
い
。
都
市
の
成
長
や
社
会
の

変
化
と
と
も
に
、
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
の
変
化

を
見
据
え
た
継
続
的
な
投
資
と
、
住
民
の
生

活
舞
台
で
あ
る
地
域
へ
の
再
投
資
の
バ
ラ
ン

ス
を
見
極
め
、
対
応
す
る
こ
と
が
今
後
は
求

4
．お
わ
り
に

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
観
光

の
意
思
〞を
確
立
し
、
行
動
し
て
き
た
各
地

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
。
そ
れ
ら
を
通
じ

て
、
日
本
の
持
続
可
能
な
観
光
の
あ
り
方
を

探
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
。

　あ
れ
か
ら
約
5
年
の
月
日
が
過
ぎ
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
は
、
観
光
産
業

に
甚
大
な
打
撃
を
与
え
た
。
観
光
客
数
は
一

定
程
度
回
復
し
つ
つ
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
を

以
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
観
光
業
に
与
え
た
影

響
が
消
え
た
、
と
す
る
の
は
時
期
尚
早
で
あ

る
。
一
方
で
、
同
時
に
目
を
向
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
は
、
複
数
年
に
わ
た
る
厳
し
い

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、「
観
光
の
あ
り
方
」

そ
の
も
の
を
見
直
し
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
対
策
を
積
み
重
ね
て
き
た
地
域
も
存
在
す

る
こ
と
だ
。
近
年
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

再
燃
を
耳
に
す
る
中
で
、
本
号
で
は
、
最
適

状
態
を
模
索
し
リ
バ
ラ
ン
ス
を
図
る
動
き
に

着
目
し
て
、
欧
州
都
市
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
対
策
を
取
り
上
げ
る
。
欧
州
は
、
ア
ジ

ア
よ
り
も
一
早
く
観
光
旅
行
市
場
が
回
復
し

て
い
る
状
況
に
あ
っ
た
。
観
光
客
数
が
従
前

の
水
準
に
戻
る
中
で
再
燃
し
て
い
る
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
と
同
じ

な
の
か
否
か
※
1

。「
観
光
客
が
い
な
け
れ

ば
、
街
の
バ
ラ
ン
ス
も
崩
れ
て
し
ま
い
ま

す
」（A

m
s
te
rd

a
m
 &

 P
a
rtn

e
rs
, 

2
0
2
0
）
と
い
う
言
葉
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
観
光
需
要
の
激
減
が
も
た
ら
し
た
新
た

な
認
識
を
示
唆
し
て
い
る
。
我
が
国
に
目
を

向
け
る
と
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
影
響

が
顕
在
化
し
て
い
る
地
域
だ
け
で
な
く
、
未

然
防
止
を
目
的
と
し
た
取
り
組
み
が
各
地
で

展
開
さ
れ
て
い
る
。
観
光
に
よ
る
正
と
負
の

影
響
を
冷
静
か
つ
総
合
的
に
捉
え
よ
う
と
す

る
姿
勢
が
育
ま
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
時

期
に
、
我
が
国
の
持
続
可
能
な
地
域
に
資
す

る
観
光
の
あ
り
方
、
取
組
を
捉
え
直
す
新
た

な
視
野
、
枠
組
み
を
提
示
し
て
お
き
た
い
。

　本
特
集
で
は
、
欧
州
都
市
に
焦
点
を
当
て

た
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
影
響
が
都
市

部
で
深
刻
で
あ
る
こ
と
は
従
前
か
ら
報
告
さ

れ
て
い
る
が
、
同
時
に
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
以
上
の
議
論
の
必
要
性
と
し
て
、「
持
続

可
能
な
都
市
観
光
（U

rb
an
 T
o
u
rism

）」

に
関
す
る
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
都
市
化

が
進
展
す
る
中
で
、
他
の
観
光
形
態
と
比
べ

て
都
市
観
光
が
急
速
に
増
加
し
て
い
る
こ

と
。
都
市
は
多
機
能
性
ゆ
え
訪
問
者
の
動
機

や
体
験
が
様
々
で
同
時
に
実
現
で
き
る
が
、

観
光
客
と
住
民
の
ニ
ー
ズ
等
が
交
差
す
る
に

つ
れ
、
観
光
客
に
よ
る
負
荷
は
都
市
の

バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
、
市
生
活
の
質
を
低
下

さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
（A

all et al., 

2
0
1
9
）。
今
回
、
特
集
記
事
を
寄
稿
い

た
だ
い
た
ボ
ル
グ
氏
は
、
編
著
者
と
し
て

都
市
観
光
に
関
す
る
図
書
『A

 R
esearch

 

A
g
e
n
d
a
 fo

r U
rb
a
n
 T

o
u
ris

m

』

（
2
0
2
2
）
を
発
行
し
て
い
る
。
ま
た
、

ボ
ル
グ
氏
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
イ
ン

ホ
ラ
ン
ト
応
用
科
学
大
学
で
は
、
2
0
2
0

年
に
「N

ew
 U
rban T

ourism

」
を
扱
う
研

究
グ
ル
ー
プ
が
設
置
さ
れ
た
。
持
続
可
能
か

つ
回
復
力
の
あ
る
方
法
で
都
市
観
光
を
再
建

す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
が
今
求
め
ら

れ
て
い
る
（K

oens, 

2
0
2
0
）。

　本
特
集
で
は
、
欧
州
に
お
け
る
代
表
的
な

観
光
都
市
で
あ
る
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
、ロ
ー
マ
、

バ
ル
セ
ロ
ナ
等
を
対
象
に
し
た
。
そ
し
て
、

欧
州
に
居
住
ま
た
は
居
住
経
験
を
有
す
る
三

名
の
学
識
経
験
者
に
寄
稿
い
た
だ
い
た
。
日

本
か
ら
座
し
て
見
る
の
で
は
な
く
、
欧
州
か

ら
見
て
み
よ
う
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
（
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
前
号
『
観
光
文

化
』
2
6
4
号
「
特
集 

世
界
の
観
光
ダ
イ
ナ

ミ
ズ
ム
2
0
2
4
」
で
現
地
視
察
結
果

を
報
告
）。
ま
た
、
都
市
の
観
光
収
容
力

（T
ourism

 C
arrying C

apacity

）
に
つ
い

て
は
、
我
が
国
で
は
研
究
の
蓄
積
が
十
分
で

は
な
い
。
そ
こ
で
、
巻
頭
言
は
、
自
然
公
園

の
環
境
収
容
力
を
専
門
と
さ
れ
る
熊
谷
氏
に

ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
。
以
降
で
は
、
ま
ず
特

集
記
事
か
ら
各
地
の
状
況
等
を
振
り
返
る
。

【
特
集
1
】成
功
を
乗
り
越
え
て
：

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
教
訓

　ボ
ル
グ
氏
は
、
継
続
的
に
内
在
す
る
持
続

不
可
能
性
は
、
観
光
と
い
う
商
品
の
本
質

に
起
因
す
る
直
接
的
な
結
果
と
述
べ
る
。

地
理
的
環
境
に
固
有
で
再
生
産
が
不
可
能

か
つ
希
少
な
公
共
財
で
あ
る
観
光
資
源
は
、

そ
の
配
分
を
市
場
原
理
の
み
に
委
ね
る
と
、

最
適
な
配
分
に
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

観
光
資
源
の
非
最
適
な
配
分
は
、
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
み
に
よ
っ
て
生
じ
る
も
の

で
は
な
く
、
ア
ン
ダ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
観
光

の
活
用
不
足
）で
も
顕
在
化
す
る
。オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
単
純
化
さ
れ
た
分

析
は
、
持
続
不
可
能
な
観
光
開
発
の
要
因

を
見
え
に
く
し
、
問
題
の
本
質
的
な
理
解

を
妨
げ
る
と
さ
れ
る
。

　ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
、
観
光
の
強

度
（Intensity

）
と
観
光
収
容
力
（
T
C
C
）

の
解
析
結
果
か
ら
、
既
に
指
標
を
大
幅
に
上

回
っ
て
い
る
こ
と
。
現
在
、
観
光
の
需
要
と

供
給
の
量
的
及
び
質
的
な
不
均
衡
状
態
に
あ

り
、
受
け
入
れ
側
の
負
担
や
コ
ス
ト
が
恩
恵

を
大
き
く
上
回
り
、
恩
恵
の
大
部
分
は
、
観

図 3 観光政策及びDMMが捉えるステークホルダーの関連性、射程範囲
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【注】

め
ら
れ
る
。
本
特
集
で
は
、
欧
州
都
市
の
事

例
を
通
じ
て
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
下
に

あ
る
地
域
を
持
続
可
能
な
か
た
ち
で
再
構
築

す
る
た
め
の
観
光
の
あ
り
方
、
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
観
光
の
可
能
性
を
探
っ
た
。
観
光
は

単
独
で
存
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、
都
市
の

経
済
、
環
境
、
住
民
生
活
と
密
接
か
つ
複
雑

に
関
わ
る
。
観
光
に
よ
る
経
済
効
果
を
最
大

化
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
社
会
の
課
題

解
決
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
枠
組
み
が
必
要

で
あ
る
。
ド
ー
ナ
ツ
経
済
の
考
え
方
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
地
域
全
体
の
戦
略
の
中
で
観

光
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
す
る
こ
と
が
、
今
後

の
重
要
な
視
点
と
な
る
だ
ろ
う
。
本
特
集
で

示
さ
れ
た
知
見
を
活
か
し
、
我
が
国
に
お
い

て
も
、
長
期
的
な
視
野
の
も
と
、
各
地
域
の

特
性
に
応
じ
た
柔
軟
な
政
策
を
展
開
し
つ

つ
、
観
光
の
恩
恵
と
負
担
の
適
切
な
配
分
を

探
り
な
が
ら
、
地
域
の
持
続
可
能
性
を
高
め

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

（
2
）シ
ス
テ
ム
思
考

│ 

全
体
最
適
に
向
け
て

経済的な
可能性の質生活の質

体験の質

観光政策
DMO

訪問者

訪問者によるプレッシャーの管理

観光産業住民
従事者

英
語
文
献

日
本
語
文
献

が
挙
げ
ら
れ
る
。
我
が
国
は
、
主
に
①
と
④

に
つ
い
て
は
取
り
組
ん
で
き
た
も
の
の
、
そ

の
他
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
複
雑
な
問

題
の
解
決
に
あ
た
っ
て
は
、
単
な
る
表
面
的

な
症
状
に
対
処
す
る
の
で
は
な
く
、
問
題
を
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ミレニアル世代（n=1,943）
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ベビーブーマー世代（n=859）

Z世代（n=212）

ミレニアル世代（n=847）
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ベビーブーマー世代（n=791）

Z世代 ミレニアル世代 X世代 ベビーブーマー世代
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2019年以前
（n=1,483）

2022年10月以降
（n=1,548）

7% 35% 37% 21%
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資料：「DBJ・JTBF アジア・欧米豪訪日外国人旅行者の意向調査 2024年度版」よりJTBF作成
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68%
69%

62%
54%

42%
41%

40%
31%

欧米豪居住者

アジア居住者 世
代
別
に
み
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行

収
束
後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場

「
D
B
J
・
J
T
B
F 

ア
ジ
ア
・
欧
米
豪

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向
調
査 
2
0
2
4
年
度
版
」の
結
果
か
ら

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

観
光
研
究
部

上
席
主
任
研
究
員

柿
島
あ
か
ね

観
光

研
究
最
前
線
…
①

も
各
種
調
査
等
8

か
ら
Z
世
代
は
コ

ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
（
コ
ス
パ
）
に

敏
感
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
円
安
時
の
訪
日
旅
行
に
コ
ス
パ

の
良
さ
を
期
待
し
て
い
る
こ
と
が
見

て
と
れ
る
。
ま
た
、
訪
日
旅
行
時
に

「
円
安
で
得
を
し
た
分
の
お
金
の
使

い
道
」（
図
7
）
に
つ
い
て
は
、
全
て

の
世
代
で「
数
量
を
多
く
購
入
し
た
」

の
割
合
が
最
も
高
い
。

　
観
光
資
源
・
施
設
の
混
雑
緩
和
や

保
護
の
た
め
の
金
銭
負
担
、
い
わ
ゆ

るW
illingness T

o P
ay

に
つ
い
て

は
、「
賛
成
」
の
割
合
が
中
高
年
層

に
比
べ
、
若
年
層
が
高
い
。
一
方

で
中
高
年
層
の
「
や
や
反
対
」
の
割

合
は
若
年
層
に
比
べ
て
高
い
（
図

8
）。
ま
た
、
海
外
旅
行
先
や
宿
泊

施
設
を
検
討
す
る
際
に
「
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
取
り
組
み
」
を
重
視
す
る
人

の
割
合
も
同
様
の
傾
向
（
図
9
）
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
若
年
層
は
中
高

年
層
と
比
べ
、
観
光
地
の
維
持
や

存
続
へ
の
貢
献
意
識
が
高
い
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

　
一
方
で
、
意
識
と
行
動
に
は
乖
離

が
あ
る
。
海
外
旅
行
先
で「
今
後
実

践
し
た
い
」取
り
組
み
と「
過
去
に
実

施
し
た
」取
り
組
み
の
差
分
を
示
し

た
も
の
が
図
10
‐
1（
Z
世
代
・
ミ
レ

ニ
ア
ル
世
代
）、
10
‐
2（
X
世
代
・

ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代
）で
あ
る
。
全

体
的
に
意
識
が
先
行
す
る
傾
向
で
あ

る
た
め
、
今
後
は
高
い
意
識
を
ど
う

行
動
に
結
び
付
け
て
い
く
か
が
課
題

と
な
る
。
な
お
、
全
世
代
で
行
動
が

意
識
を
上
回
る
項
目
は「
宿
泊
施
設

に
お
け
る
ア
メ
ニ
テ
ィ
グ
ッ
ズ
を
辞

物
活
動
で
も
、
Z
世
代
は
ア
パ
レ
ル

関
連
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
あ
る
の
に

対
し
、
X
世
代
は
日
用
品
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
が
主
と
な
っ
て
い
る
。
ベ

ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代
は
、「
世
界
遺

産
の
見
物
」、「
日
本
の
酒
」
等
、
地

方
部
の
地
域
資
源
を
活
用
し
て
い
る

体
験
と
の
関
連
が
強
い
。
実
際
に
、

ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代
の
2
0
2
2

年
10
月
以
降
の
地
方
訪
問
経
験
の
割

合
は
2
0
1
9
年
以
前
と
比
べ
、
約

30
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
お
り（
図
5
）、

地
方
部
で
は
こ
れ
ら
の
活
動
を
実
施

し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

（
4
）
円
安
の
影
響

　
2
0
2
2
年
以
降
、
急
速
に
進
行

し
た
円
安
は
、
水
際
対
策
の
大
幅
緩

和
と
重
な
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要

の
回
復
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
こ
う

し
た
状
況
を
受
け
、
本
調
査
で
は「
訪

日
旅
行
の
決
定
」
と
「
円
安
で
得
を
し

た
分
の
お
金
の
使
い
道
」
に
お
け
る

円
安
の
影
響
に
つ
い
て
把
握
し
た
。

　
円
安
が
訪
日
旅
行
の
決
定
に
影
響

し
た
と
回
答
し
た
人
の
割
合
は
、
各

世
代
4
〜
5
割
程
度
で
、
Z
世
代
が

最
も
高
い
（
図
6
）。
こ
れ
ま
で
に

動
が
意
識
を
上
回
る
項
目
が
最
多

（
6
項
目
）と
な
っ
て
い
る
。
Z
世
代

や
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
の
意
識
が
行
動

を
上
回
る
項
目
の
上
位
は「
地
域
の

祭
り
や
行
事
等
に
参
加
す
る
」、「
環

退
す
る
」と
な
っ
て
い
る
が
、
環
境
保

護
を
目
的
と
す
る
一
方
で
、
旅
行
中

の
滞
在
を
快
適
に
す
る
た
め
の
行
動

と
も
捉
え
ら
れ
る
。

　
世
代
別
に
み
る
と
、
Z
世
代
で
行

ウ
ェ
ル
ネ
ス
等
）
を
テ
ー
マ
に
し
た

パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
「
ミ
ン
グ
ル
ツ

ア
ー
」
を
販
売
し
て
い
る
こ
と
等
か

ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
ミ
レ

ニ
ア
ル
世
代
（
特
に
ア
ジ
ア
）
は
教

育
熱
心
で
あ
り
、
訪
日
時
に
自
分
の

子
供
に
何
ら
か
の
気
づ
き
や
学
び
を

得
ら
れ
る
体
験
を
希
望
す
る
ケ
ー
ス

が
多
い 

16

こ
と
も
影
響
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
今
回
の
分
析
か
ら
ミ

レ
ニ
ア
ル
世
代
と
関
連
が
強
い
体
験

の
中
に
は
地
方
部
の
資
源
を
活
用
で

き
る
も
の
（
例
：
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、

伝
統
工
芸
品
の
工
房
見
学
・
体
験
／

制
作
や
購
入
、
イ
ベ
ン
ト
・
祭
り
の

見
物
等
）
も
多
い
こ
と
が
分
か
り
、

ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
は
地
域
と
の
つ
な

が
り
を
重
視
す
る 

17

こ
と
か
ら
、
地

方
部
の
資
源
を
活
用
し
た
体
験
活
動

に
よ
る
誘
客
等
も
効
果
的
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
若
年
層
は
社
会
問
題
全

般
に
対
す
る
意
識
が
高
く
、
自
分
が

訪
れ
る
観
光
地
の
維
持
・
存
続
に
対

し
て
も
何
ら
か
の
形
で
貢
献
し
よ
う

と
す
る
意
志
が
確
認
さ
れ
た
。
一
方

で
高
い
意
識
に
行
動
が
結
び
つ
い
て

い
な
い
点
は
全
て
の
世
代
で
課
題
で

あ
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

過
去
調
査 

18

の
結
果
か
ら
、
Z
世
代

は
旅
行
先
で
実
施
し
た
い
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
取
組
に
つ
い
て
は
実
利
に
つ

な
が
る
活
動
に
積
極
的
で
あ
る
た
め
、

利
他
的
で
あ
る
と
同
時
に
旅
行
体
験

の
満
足
度
向
上
に
寄
与
す
る
よ
う
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
こ
と
で
意

識
と
行
動
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
一

助
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
X
世
代
は
、
訪
日
時
、
居
住
地
で

の
活
動
と
も
に
日
本
製
品
の
消
費
に

積
極
的
で
あ
る
。
訪
日
時
の
消
費
の

み
な
ら
ず
、
訪
日
と
訪
日
の
間
の
居

住
地
で
の
日
本
製
品
の
消
費
促
進
も

可
能
で
あ
る
。
一
方
で
、
日
本
で
し

か
買
え
な
い
も
の
、
新
し
い
商
品
の

提
案
と
い
っ
た
訪
日
に
対
す
る
動
機

付
け
も
必
要
と
な
る
。
ベ
ビ
ー
ブ
ー

マ
ー
世
代
は
、
若
年
層
に
比
べ
訪
日

意
向
は
低
い
も
の
の
、
コ
ロ
ナ
禍
を

経
て
、
地
方
訪
問
経
験
率
が
大
幅
に

上
昇
し
た
。
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代

と
訪
日
時
の
消
費
や
体
験
は
相
互
に

影
響
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
例
え
ば
、
居
住
地
で
日
本
の
ア

ニ
メ
を
視
聴
し
た
経
験
か
ら
、
訪
日

時
に
ロ
ケ
地
を
訪
問
す
る
こ
と
や
、

訪
日
時
に
食
べ
て
お
い
し
か
っ
た
食

材
を
居
住
地
で
購
入
す
る
こ
と
等
が

挙
げ
ら
れ
る
。
本
調
査
で
は
、
世
代

別
に
居
住
地
で
の
日
本
に
関
す
る
活

動
傾
向
を
把
握
す
る
た
め
、
訪
日
時

の
体
験
活
動
と
同
様
、
コ
レ
ス
ポ
ン

デ
ン
ス
分
析
と
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
を

実
施
し
た 

10（
図
11
）。
こ
こ
で
は
、

既
出
の
訪
日
時
の
体
験
の
結
果
（
図

4
）
も
踏
ま
え
て
考
察
す
る
こ
と
と

す
る
。

　
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
と
Z
世
代
は
同

じ
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い
る
が
、
日

本
の
コ
ン
テ
ン
ツ
関
連
の
活
動
の
よ

り
近
く
に
付
置
さ
れ
て
い
る
の
は
ミ

レ
ニ
ア
ル
世
代
で
あ
る
。
こ
れ
に
加

え
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
・
オ
フ
ラ
イ
ン

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
イ
ベ
ン
ト
参
加

と
の
関
連
も
強
い
。
一
方
、
Z
世
代

は
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
と
比
べ
、
日
本

語
学
習
と
の
関
係
が
強
い
。
若
年
層

に
日
本
の
コ
ン
テ
ン
ツ
人
気
が
高
い

点
は
共
通
し
て
い
る
が
、
ミ
レ
ニ
ア

ル
世
代
は
日
本
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を

き
っ
か
け
と
し
た
各
種
交
流
、
Z
世

代
は
日
本
語
学
習
に
派
生
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
る 

11

。
ま
た
、
ミ
レ
ニ

ア
ル
世
代
は
、訪
日
時
に
イ
ベ
ン
ト
・

祭
り
の
見
物
と
関
連
が
強
く
、
コ
ン

テ
ン
ツ
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

て
い
る
こ
と
や
、
Z
世
代
は
ロ
ケ
地

見
物
と
比
較
的
関
連
が
強
く
、
居
住

地
で
視
聴
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
に
関
連

し
た
場
所
を
訪
れ
て
い
る
こ
と
等
が

推
察
さ
れ
る
。

　
X
世
代
は
、
居
住
地
で
食
体
験
や

日
本
企
業
の
製
品
購
入
と
の
関
連
が

強
く
、
訪
日
時
は
、
化
粧
品
や
医
薬

品
、
食
品
や
飲
料
、
電
化
製
品
の

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
と
関
連
が
強
い
。
X

世
代
は
、
80
年
代
半
ば
か
ら
90
年
代

前
半
に
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
が
国
際

的
に
評
価
さ
れ
た
時
期
を
経
験
し
て

お
り
、
日
本
企
業
製
品
に
対
す
る
信

頼
感
や
愛
着
が
醸
成
さ
れ
た
こ
と

も
、
居
住
地
や
訪
日
時
の
消
費
行
動

に
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
ま
た
、
X
世
代
は
居
住
地
、

訪
日
時
と
も
に
日
本
の
文
化
体
験
と

も
関
連
が
強
い
。以
上
の
結
果
か
ら
、

X
世
代
は
、
訪
日
時
の
体
験
と
居
住

地
で
の
日
本
関
連
の
活
動
が
影
響
し

合
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ベ

ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代
は
特
段
、
強
い

関
係
性
を
示
す
日
本
に
関
す
る
活
動

は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
Z
世
代
の
訪
日
意
向
は
高
く
、
日

本
の
コ
ン
テ
ン
ツ
、
ア
パ
レ
ル
関
連

つ
い
て
は
、
ク
ロ
ス
集
計
表
で
の
表

現
は
複
雑
化
す
る
た
め
、
コ
レ
ス
ポ

ン
デ
ン
ス
分
析
を
実
施
し
た
。
世
代

別
に
関
係
が
高
い
活
動
を
特
定
す
る

た
め
、
コ
レ
ス
ポ
ン
デ
ン
ス
分
析
の

結
果
、得
ら
れ
た
座
標
軸
に
基
づ
き
、

ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
を
実
施
し
た
5

（
図
4
）。

　
こ
の
結
果
、
Z
世
代
は
洋
服
や

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
雑
貨
、
ブ
ラ
ン
ド
品

や
宝
飾
品
等
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、「
遊

園
地
や
テ
ー
マ
パ
ー
ク
」、「
美
術
館

や
博
物
館
の
鑑
賞
」
と
い
っ
た
主
に

都
市
部
で
楽
し
め
る
活
動
と
関
連
が

強
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、

旅
行
の
ス
タ
イ
ル
は
S
N
S
な
ど
に

投
稿
で
き
る
よ
う
な
場
所
を
選
好
す

る
6

傾
向
も
あ
り
、
こ
う
し
た
活
動

の
多
く
が
視
覚
的
に
美
し
く
、
分
か

り
や
す
く
発
信
で
き
る
点
も
特
徴
的

で
あ
る
。

　
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
は
「
伝
統
工
芸

品
の
工
房
見
学
・
体
験
／
制
作
や
購

入
」、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
楽
し
む

こ
と
」
等
、
自
ら
が
何
か
を
体
験
す

る
活
動
と
関
連
が
強
い
。
旅
行
の
目

的
や
ス
タ
イ
ル
に
自
分
の
関
心
ご
と

を
テ
ー
マ
と
し
た
旅
行
を
選
好
す
る

傾
向
7

も
影
響
し
て
か
、「
イ
ベ
ン
ト
・

祭
り
の
見
学
」、「
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
」

と
も
関
連
が
強
い
。

　
X
世
代
は
食
品
や
飲
料
、
化
粧
品

や
医
薬
品
、
電
化
製
品
等
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
と
関
連
が
強
い
。
同
じ
買
い

◆ 

宿
泊
施
設

　
ア
ジ
ア
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代

で
「
基
本
的
な
設
備
の
み
が
備
わ
っ

て
い
る
ホ
テ
ル
（
西
洋
式
）」
の
割
合

が
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
や
X
世
代
に
比

べ
て
高
い
（
表
1
）。
2
0
1
9
年

以
前
と
の
比
較
で
は
、
Z
世
代
を
除

く
世
代
で「
温
泉
の
あ
る
日
本
旅
館
」

の
利
用
率
が
、
X
世
代
を
除
く
世
代

で
「
基
本
的
な
設
備
の
み
が
備
わ
っ

て
い
る
ホ
テ
ル
（
西
洋
式
）」
の
利
用

率
が
上
昇
し
た
（
表
2
）。

（
2
）
情
報
収
集

　
訪
日
旅
行
に
関
係
す
る
旅
行
情
報

の
収
集
に
つ
い
て
は
、「
思
案
段
階
」、

「
計
画
段
階
」、「
予
約
段
階
」（
以
上
、

旅
マ
エ
）、「
実
行
段
階
」（
旅
ナ
カ
）

の
4
つ
の
段
階
別
に
利
用
し
た
媒
体

を
尋
ね
た
（
図
3
）。
ベ
ビ
ー
ブ
ー

マ
ー
世
代
は
ど
の
段
階
に
お
い
て
も

最
も
利
用
率
が
高
い
の
は
「
旅
行
会

社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
で
、「
S
N
S
」

は
上
位
5
位
以
内
に
存
在
し
な
い
。

全
体
的
な
傾
向
と
し
て
、
一
般
旅
行

者
の
情
報
よ
り
も
、
事
業
者
の
情
報

を
参
照
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

段
階
別
の
傾
向
で
は
、
Z
世
代
、
ミ

レ
ニ
ア
ル
世
代
、
X
世
代
で
は
実
施

段
階
（
旅
ナ
カ
）
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用

率
が
高
い
。

（
3
）
訪
日
時
の
体
験
活
動

　
訪
日
旅
行
で
体
験
し
た
こ
と
に

後
（
2
0
2
2
年
10
月
以
降
）
の
訪

日
旅
行
の
実
態
に
つ
い
て
世
代
間

比
較
と
、
旅
行
内
容
に
つ
い
て
は
新

型
コ
ロ
ナ
流
行
前
（
2
0
1
9
年
以

前
）
と
収
束
後
の
比
較
を
行
っ
た
。

（
1
）
旅
行
内
容

◆
同
行
者

　
X
世
代
で
「
自
分
の
子
共
」（
40
・

3
%
）
の
割
合
が
、
Z
世
代
で
「
自

分
の
親
」（
31
・
4
%
）
の
割
合
が
そ

れ
ぞ
れ
他
の
世
代
に
比
べ
て
高
い

（
表
1
）。
2
0
1
9
年
以
前
と
の
比

較
で
は
、
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
、
X
世

代
、
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代
で
「
配

偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
」、
ミ
レ
ニ
ア

ル
世
代
、
X
世
代
で
「
自
分
の
子
供
」

の
割
合
が
増
え
て
お
り
、
身
近
な
人

と
の
旅
行
が
増
え
て
い
る
（
表
2
）。 

◆ 

旅
行
手
配
方
法

　
旅
行
手
配
方
法
に
つ
い
て
は
世

代
別
に
大
き
な
違
い
は
確
認
さ
れ
な

か
っ
た
（
表
1
）。
2
0
1
9
年
以

前
と
の
比
較
で
は
、
ベ
ビ
ー
ブ
ー

マ
ー
世
代
を
除
き
、「
航
空
券
と
宿

泊
施
設
を
個
別
に
手
配
」
の
割
合
が

増
え
て
い
る
。
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
、

X
世
代
で
は
、「
航
空
券
と
宿
泊
が

セ
ッ
ト
の
パ
ッ
ク
旅
行
に
食
事
・
観

光
等
が
含
ま
れ
る
も
の
」
い
わ
ゆ
る

フ
ル
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
の
割
合
が

減
少
し
て
い
る
（
表
2
）。
コ
ロ
ナ

禍
で
は
安
心
・
安
全
な
旅
行
を
実
現

す
る
た
め
、
旅
行
会
社
の
利
用
意
向

が
高
ま
っ
た
4

が
、
こ
う
し
た
意
向

は
一
時
的
な
も
の
で
あ
り
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
市
場
の
回
復
後
は
、

2
0
1
9
年
以
前
以
上
に
個
別
手
配

が
進
ん
で
い
る
。

別
に
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
後
の
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
市
場
を
分
析
す
る
こ
と

と
す
る
。

　
2
0
2
4
年
7
月
に
実
施
し
た
本

調
査
に
よ
れ
ば
、
ア
ジ
ア
居
住
者
、

欧
米
豪
居
住
者
と
も
に
次
に
希
望
す

る
海
外
旅
行
先
は
「
日
本
」
の
割
合

が
最
も
高
い
が
、
世
代
別
3

で
は
、

Z
世
代
、
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
の
割
合

が
特
に
高
い
（
図
1
）。

　
ま
た
、
訪
日
経
験
者
を
対
象
に
新

型
コ
ロ
ナ
流
行
前
の
「
2
0
1
9
年

以
前
」
と
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
収
束
後

の
「
2
0
2
2
年
10
月
以
降
」
で
世

代
別
構
成
比
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、

2
0
2
2
年
10
月
以
降
は
2
0
1
9

年
以
前
と
比
べ
、
中
高
年
層
の
割
合

が
低
下
し
、
若
年
層
の
割
合
が
増
加

（
図
2
）
し
て
お
り
、
我
が
国
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
回
復
に
若
年
層

が
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
続
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
収
束

の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク

等
、
現
代
的
で
都
市
部
で
体
験
で
き

る
こ
と
へ
の
関
心
が
高
い
。
特
に
ア

ジ
ア
居
住
者
に
と
っ
て
、
都
市
部
を

中
心
と
し
た
訪
問
で
あ
れ
ば
、
限
ら

れ
た
時
間
の
中
で
効
率
的
に
楽
し
め

る
タ
イ
パ 

12

の
良
さ
、
円
安
ゆ
え
の

コ
ス
パ 

13

の
良
さ
と
い
っ
た
Z
世
代

の
消
費
の
価
値
観
と
合
致
し
て
い
る

点
が
日
本
人
気
の
背
景
に
あ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
あ
る
需
要
を

機
会
と
捉
え
、「
お
得
感
」
だ
け
で

は
な
い
別
の
側
面
を
認
知
し
て
も
ら

う
こ
と
や
、
今
後
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

が
変
わ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
地
方
部

も
含
め
た
日
本
の
多
様
な
楽
し
み
方

を
提
案
し
、
ラ
イ
フ
タ
イ
ム
バ

リ
ュ
ー 

14

を
高
め
て
い
く
こ
と
も
重

要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
も
Z
世
代
と
同

様
、
訪
日
意
向
が
強
く
、
旅
行
行
動

や
意
向
、
意
識
に
共
通
点
が
多
い
一

方
、
今
回
の
調
査
か
ら
は
、
訪
日
時

の
観
光
活
動
は
体
験
系
の
活
動
と
関

連
が
強
く
、
消
費
財
へ
の
関
心
が
強

い
Z
世
代
と
は
異
な
る
傾
向
を
示
し

た
。
こ
の
背
景
に
は
、
旅
行
の
目
的

や
ス
タ
イ
ル
に
自
分
の
関
心
ご
と
を

テ
ー
マ
と
し
た
旅
行
を
選
好
す
る
傾

向
が
あ
る 
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こ
と
が
影
響
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
韓

国
の
旅
行
会
社
「
ハ
ナ
ツ
ア
ー
」
が

Z
世
代
、
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
向
け
に

趣
味（
例
：
ダ
イ
ビ
ン
グ
、ド
ラ
イ
ブ
、

は
じ
め
に

　
国
連
世
界
観
光
機
関（U

N
W
T
O
/

現“U
N
 T
ourism

”

）は
、
2
0
3
0

〜
2
0
4
0
年
の
旅
行
市
場
は
「
ミ

レ
ニ
ア
ル
世
代
」
と
「
Z
世
代
」
が

大
半
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
と
展
望

し
て
い
る
1

。
こ
れ
ら
の
世
代
は
旅

行
意
欲
が
旺
盛
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症（
以
下
新
型
コ
ロ
ナ
）

流
行
の
収
束
に
よ
る
旅
行
市
場
回
復

を
け
ん
引
し
、
か
つ
て
旅
行
市
場
の

主
役
と
さ
れ
た
X
世
代
や
ベ
ビ
ー

ブ
ー
マ
ー
世
代
と
の
交
代
が
進
ん

だ
。
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
以
降
、
観

光
研
究
分
野
で
は
Z
世
代
を
中
心

に
世
代
別
の
研
究
が
散
見
さ
れ
、

世
界
の
旅
行
会
社
で
は
Z
世
代
や

ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
を
対
象
と
し
た

商
品
造
成
に
注
力
す
る
会
社
も
増

加
し
た
2

。
こ
う
し
た
動
き
か
ら
も
、

旅
行
・
観
光
分
野
に
お
い
て
も
若
年

層
を
中
心
に
「
世
代
別
」
へ
の
注
目

が
高
ま
っ
て
い
る
状
況
と
言
え
る
だ

ろ
う
。

　
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
流
行
後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
に

つ
い
て
、
当
財
団
と
株
式
会
社
日
本

政
策
投
資
銀
行
の
独
自
調
査
で
あ
る

「
D
B
J
・
J
T
B
F 

ア
ジ
ア
・
欧

米
豪 

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向

調
査 

2
0
2
4
年
度
版
」（
以
降「
本

調
査
」）
の
分
析
結
果
か
ら
、
世
代

資料：「DBJ・JTBF アジア・欧米豪訪日外国人旅行者の意向調査 2024年度版」よりJTBF作成注：「次に観光旅行したい国・地域」の選択肢から、回答者の国・地域及び近隣の国・地域（中国-香港-マカオ、マレーシアーシンガボール、タイーマレーシア、
アメリカーカナダ・メキシコ・ハワイ・グアム、オーストラリアーニュージーランド、イギリス・フランス-欧州各国）を除いている。
割合の算出において、「旅行したい国・地域」と「回答者の国・地域」及び「回答者の近隣国・地域」が同じ場合、当該国・地域の回答者数をサンプル数（分母）から除いている。

1
．訪
日
意
向
・

訪
日
経
験

‐
若
年
層
を
中
心
に

特
に
高
い
日
本
人
気
‐

2
．新
型
コ
ロ
ナ
流
行

収
束
後
の

世
代
別
訪
日
旅
行
の

実
態

は
東
ア
ジ
ア
を
中
心
に
訪
日
リ
ピ
ー

タ
ー
割
合
が
高
い
こ
と
か
ら
、
日
本

国
内
の
新
た
な
魅
力
を
探
し
て
い
る

こ
と
等
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
推

察
さ
れ
る
。
昨
今
、
特
定
観
光
地
へ

の
需
要
集
中
と
そ
れ
に
伴
う
諸
問
題

が
浮
き
彫
り
と
な
っ
て
い
る
が
、
地

方
分
散
と
い
う
観
点
か
ら
、
ベ
ビ
ー

ブ
ー
マ
ー
世
代
が
果
た
す
役
割
は
大

き
い
。
ま
た
、
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世

代
に
対
し
て
は
、
全
国
的
な
治
安
の

良
さ
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
環
境
の
充
実

等
、
安
全
・
安
心
か
つ
、
快
適
な
滞

在
と
い
っ
た
側
面
か
ら
訴
求
で
き
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
筆
者
が
昨

年
夏
に
韓
国
の
旅
行
会
社
を
対
象
に

境
負
荷
が
少
な
い
自
然
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
参
加
す
る
」、「
収
益
の
一
部

を
野
生
動
物
保
護
に
充
て
る
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
」
等
、
自
分

が
何
か
を
体
験
す
る
こ
と
を
通
じ
て

貢
献
す
る
こ
と
へ
の
関
心
が
高
い
。

こ
れ
ら
の
傾
向
を
踏
ま
え
る
と
、
観

光
地
や
観
光
事
業
者
が
旅
行
者
に
観

光
地
の
維
持
に
対
し
て
協
力
を
促
す

た
め
に
は
、
旅
行
者
の
満
足
度
向
上

に
寄
与
す
る
よ
う
な
利
己
的
な
価
値

に
変
換
し
て
発
信
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
コ
ラ
ム

〝G
ood N

ature S
T
A
T
IO
N

（
京
都

市
）‐
エ
ピ
キ
ュ
リ
ア
ン
・
ナ
チ
ュ
ラ

ル
の
実
践
‐
〞を
参
照
の
こ
と
）。

　
居
住
地
で
の
日
本
に
関
す
る
活
動

※5%水準で有意

図 1 次に観光旅行したい国・地域 【全員】（回答は最大5つまで）

図 2 直近の訪日旅行時期×世代 【訪日旅行経験者】（回答は1つ）

実
施
し
た

ヒ
ア
リ
ン

グ
調
査 

19

で

は
、
高

年

層
を
安
心

し
て
送
客

で
き
る
点

が
日
本
の

強
み
と
い

う
声
も
聞

か

れ

た
。

以
上
を
踏

ま
え
る
と
、

中
高
年
層

（
特
に
東
ア

ジ
ア
）
に
対

し

て

は
、

安

全
・
安

心
に
楽
し

め
る
海
外

旅
行
先
と

し
て
優
位

性
が
あ
る

の
で
は
な

い
だ
ろ
う

か
。 34
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Z世代（n=400）

ミレニアル世代（n=1,943）

X世代（n=1,918）

ベビーブーマー世代（n=859）

Z世代（n=212）

ミレニアル世代（n=847）

X世代（n=826）

ベビーブーマー世代（n=791）

Z世代 ミレニアル世代 X世代 ベビーブーマー世代

0%

2019年以前
（n=1,483）

2022年10月以降
（n=1,548）

7% 35% 37% 21%

8% 46% 32% 14%

資料：「DBJ・JTBF アジア・欧米豪訪日外国人旅行者の意向調査 2024年度版」よりJTBF作成

0%

0%

68%
69%

62%
54%

42%
41%

40%
31%

欧米豪居住者

アジア居住者 世
代
別
に
み
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行

収
束
後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場

「
D
B
J
・
J
T
B
F 

ア
ジ
ア
・
欧
米
豪

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向
調
査 

2
0
2
4
年
度
版
」の
結
果
か
ら

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

観
光
研
究
部

上
席
主
任
研
究
員

柿
島
あ
か
ね

観
光

研
究
最
前
線
…
①

も
各
種
調
査
等
8

か
ら
Z
世
代
は
コ

ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
（
コ
ス
パ
）
に

敏
感
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
円
安
時
の
訪
日
旅
行
に
コ
ス
パ

の
良
さ
を
期
待
し
て
い
る
こ
と
が
見

て
と
れ
る
。
ま
た
、
訪
日
旅
行
時
に

「
円
安
で
得
を
し
た
分
の
お
金
の
使

い
道
」（
図
7
）
に
つ
い
て
は
、
全
て

の
世
代
で「
数
量
を
多
く
購
入
し
た
」

の
割
合
が
最
も
高
い
。

　
観
光
資
源
・
施
設
の
混
雑
緩
和
や

保
護
の
た
め
の
金
銭
負
担
、
い
わ
ゆ

るW
illingness T

o P
ay

に
つ
い
て

は
、「
賛
成
」
の
割
合
が
中
高
年
層

に
比
べ
、
若
年
層
が
高
い
。
一
方

で
中
高
年
層
の
「
や
や
反
対
」
の
割

合
は
若
年
層
に
比
べ
て
高
い
（
図

8
）。
ま
た
、
海
外
旅
行
先
や
宿
泊

施
設
を
検
討
す
る
際
に
「
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
取
り
組
み
」
を
重
視
す
る
人

の
割
合
も
同
様
の
傾
向
（
図
9
）
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
若
年
層
は
中
高

年
層
と
比
べ
、
観
光
地
の
維
持
や

存
続
へ
の
貢
献
意
識
が
高
い
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

　
一
方
で
、
意
識
と
行
動
に
は
乖
離

が
あ
る
。
海
外
旅
行
先
で「
今
後
実

践
し
た
い
」取
り
組
み
と「
過
去
に
実

施
し
た
」取
り
組
み
の
差
分
を
示
し

た
も
の
が
図
10
‐
1（
Z
世
代
・
ミ
レ

ニ
ア
ル
世
代
）、
10
‐
2（
X
世
代
・

ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代
）で
あ
る
。
全

体
的
に
意
識
が
先
行
す
る
傾
向
で
あ

る
た
め
、
今
後
は
高
い
意
識
を
ど
う

行
動
に
結
び
付
け
て
い
く
か
が
課
題

と
な
る
。
な
お
、
全
世
代
で
行
動
が

意
識
を
上
回
る
項
目
は「
宿
泊
施
設

に
お
け
る
ア
メ
ニ
テ
ィ
グ
ッ
ズ
を
辞

物
活
動
で
も
、
Z
世
代
は
ア
パ
レ
ル

関
連
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
あ
る
の
に

対
し
、
X
世
代
は
日
用
品
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
が
主
と
な
っ
て
い
る
。
ベ

ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代
は
、「
世
界
遺

産
の
見
物
」、「
日
本
の
酒
」
等
、
地

方
部
の
地
域
資
源
を
活
用
し
て
い
る

体
験
と
の
関
連
が
強
い
。
実
際
に
、

ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代
の
2
0
2
2

年
10
月
以
降
の
地
方
訪
問
経
験
の
割

合
は
2
0
1
9
年
以
前
と
比
べ
、
約

30
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
お
り（
図
5
）、

地
方
部
で
は
こ
れ
ら
の
活
動
を
実
施

し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

（
4
）
円
安
の
影
響

　
2
0
2
2
年
以
降
、
急
速
に
進
行

し
た
円
安
は
、
水
際
対
策
の
大
幅
緩

和
と
重
な
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要

の
回
復
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
こ
う

し
た
状
況
を
受
け
、
本
調
査
で
は「
訪

日
旅
行
の
決
定
」
と
「
円
安
で
得
を
し

た
分
の
お
金
の
使
い
道
」
に
お
け
る

円
安
の
影
響
に
つ
い
て
把
握
し
た
。

　
円
安
が
訪
日
旅
行
の
決
定
に
影
響

し
た
と
回
答
し
た
人
の
割
合
は
、
各

世
代
4
〜
5
割
程
度
で
、
Z
世
代
が

最
も
高
い
（
図
6
）。
こ
れ
ま
で
に

動
が
意
識
を
上
回
る
項
目
が
最
多

（
6
項
目
）と
な
っ
て
い
る
。
Z
世
代

や
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
の
意
識
が
行
動

を
上
回
る
項
目
の
上
位
は「
地
域
の

祭
り
や
行
事
等
に
参
加
す
る
」、「
環

退
す
る
」と
な
っ
て
い
る
が
、
環
境
保

護
を
目
的
と
す
る
一
方
で
、
旅
行
中

の
滞
在
を
快
適
に
す
る
た
め
の
行
動

と
も
捉
え
ら
れ
る
。

　
世
代
別
に
み
る
と
、
Z
世
代
で
行

ウ
ェ
ル
ネ
ス
等
）
を
テ
ー
マ
に
し
た

パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
「
ミ
ン
グ
ル
ツ

ア
ー
」
を
販
売
し
て
い
る
こ
と
等
か

ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
ミ
レ

ニ
ア
ル
世
代
（
特
に
ア
ジ
ア
）
は
教

育
熱
心
で
あ
り
、
訪
日
時
に
自
分
の

子
供
に
何
ら
か
の
気
づ
き
や
学
び
を

得
ら
れ
る
体
験
を
希
望
す
る
ケ
ー
ス

が
多
い 

16

こ
と
も
影
響
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
今
回
の
分
析
か
ら
ミ

レ
ニ
ア
ル
世
代
と
関
連
が
強
い
体
験

の
中
に
は
地
方
部
の
資
源
を
活
用
で

き
る
も
の
（
例
：
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

を
楽
し
む
こ
と
、
伝
統
工
芸
品
の
工

房
見
学
・
体
験
／
制
作
や
購
入
、
イ

ベ
ン
ト
・
祭
り
の
見
物
等
）
も
多
い

こ
と
が
分
か
り
、
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代

は
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
重
視
す
る 

17

こ
と
か
ら
、
地
方
部
の
資
源
を
活

用
し
た
体
験
活
動
に
よ
る
誘
客
等
も

効
果
的
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
若
年
層
は
社
会
問
題
全

般
に
対
す
る
意
識
が
高
く
、
自
分
が

訪
れ
る
観
光
地
の
維
持
・
存
続
に
対

し
て
も
何
ら
か
の
形
で
貢
献
し
よ
う

と
す
る
意
志
が
確
認
さ
れ
た
。
一
方

で
高
い
意
識
に
行
動
が
結
び
つ
い
て

い
な
い
点
は
全
て
の
世
代
で
課
題
で

あ
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

過
去
調
査 

18

の
結
果
か
ら
、
Z
世
代

は
旅
行
先
で
実
施
し
た
い
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
実
利

に
つ
な
が
る
活
動
に
積
極
的
で
あ
る

た
め
、
利
他
的
で
あ
る
と
同
時
に
旅

行
体
験
の
満
足
度
向
上
に
寄
与
す
る

よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
こ

と
で
意
識
と
行
動
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋

め
る
一
助
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　
X
世
代
は
、
訪
日
時
、
居
住
地
で

の
活
動
と
も
に
日
本
製
品
の
消
費
に

積
極
的
で
あ
る
。
訪
日
時
の
消
費
の

み
な
ら
ず
、
訪
日
と
訪
日
の
間
の
居

住
地
で
の
日
本
製
品
の
消
費
促
進
も

可
能
で
あ
る
。
一
方
で
、
日
本
で
し

か
買
え
な
い
も
の
、
新
し
い
商
品
の

提
案
と
い
っ
た
訪
日
に
対
す
る
動
機

付
け
も
必
要
と
な
る
。
ベ
ビ
ー
ブ
ー

マ
ー
世
代
は
、
若
年
層
に
比
べ
訪
日

意
向
は
低
い
も
の
の
、
コ
ロ
ナ
禍
を

経
て
、
地
方
訪
問
経
験
率
が
大
幅
に

上
昇
し
た
。
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代

は
東
ア
ジ
ア
を
中
心
に
訪
日
リ
ピ
ー

タ
ー
割
合
が
高
い
こ
と
か
ら
、
日
本

国
内
の
新
た
な
魅
力
を
探
し
て
い
る

こ
と
等
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
推

と
訪
日
時
の
消
費
や
体
験
は
相
互
に

影
響
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
例
え
ば
、
居
住
地
で
日
本
の
ア

ニ
メ
を
視
聴
し
た
経
験
か
ら
、
訪
日

時
に
ロ
ケ
地
を
訪
問
す
る
こ
と
や
、

訪
日
時
に
食
べ
て
お
い
し
か
っ
た
食

材
を
居
住
地
で
購
入
す
る
こ
と
等
が

挙
げ
ら
れ
る
。
本
調
査
で
は
、
世
代

別
に
居
住
地
で
の
日
本
に
関
す
る
活

動
傾
向
を
把
握
す
る
た
め
、
訪
日
時

の
体
験
活
動
と
同
様
、
コ
レ
ス
ポ
ン

デ
ン
ス
分
析
と
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
を

実
施
し
た 

10（
図
11
）。
こ
こ
で
は
、

既
出
の
訪
日
時
の
体
験
の
結
果
（
図

4
）
も
踏
ま
え
て
考
察
す
る
こ
と
と

す
る
。

　
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
と
Z
世
代
は
同

じ
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い
る
が
、
日

本
の
コ
ン
テ
ン
ツ
関
連
の
活
動
の
よ

り
近
く
に
付
置
さ
れ
て
い
る
の
は
ミ

レ
ニ
ア
ル
世
代
で
あ
る
。
こ
れ
に
加

え
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
・
オ
フ
ラ
イ
ン

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
イ
ベ
ン
ト
参
加

と
の
関
連
も
強
い
。
一
方
、
Z
世
代

は
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
と
比
べ
、
日
本

語
学
習
と
の
関
係
が
強
い
。
若
年
層

に
日
本
の
コ
ン
テ
ン
ツ
人
気
が
高
い

点
は
共
通
し
て
い
る
が
、
ミ
レ
ニ
ア

ル
世
代
は
日
本
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を

き
っ
か
け
と
し
た
各
種
交
流
、
Z
世

代
は
日
本
語
学
習
に
派
生
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
る 

11

。
ま
た
、
ミ
レ
ニ

ア
ル
世
代
は
、訪
日
時
に
イ
ベ
ン
ト
・

祭
り
の
見
物
と
関
連
が
強
く
、
コ
ン

テ
ン
ツ
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

て
い
る
こ
と
や
、
Z
世
代
は
ロ
ケ
地

見
物
と
比
較
的
関
連
が
強
く
、
居
住

地
で
視
聴
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
に
関
連

し
た
場
所
を
訪
れ
て
い
る
こ
と
等
が

推
察
さ
れ
る
。

　
X
世
代
は
、
居
住
地
で
食
体
験
や

日
本
企
業
の
製
品
購
入
と
の
関
連
が

強
く
、
訪
日
時
は
、
化
粧
品
や
医
薬

品
、
食
品
や
飲
料
、
電
化
製
品
の

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
と
関
連
が
強
い
。
X

世
代
は
、
80
年
代
半
ば
か
ら
90
年
代

前
半
に
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
が
国
際

的
に
評
価
さ
れ
た
時
期
を
経
験
し
て

お
り
、
日
本
企
業
製
品
に
対
す
る
信

頼
感
や
愛
着
が
醸
成
さ
れ
た
こ
と

も
、
居
住
地
や
訪
日
時
の
消
費
行
動

に
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
ま
た
、
X
世
代
は
居
住
地
、

訪
日
時
と
も
に
日
本
の
文
化
体
験
と

も
関
連
が
強
い
。以
上
の
結
果
か
ら
、

X
世
代
は
、
訪
日
時
の
体
験
と
居
住

地
で
の
日
本
関
連
の
活
動
が
影
響
し

合
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ベ

ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代
は
特
段
、
強
い

関
係
性
を
示
す
日
本
に
関
す
る
活
動

は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
Z
世
代
の
訪
日
意
向
は
高
く
、
日

本
の
コ
ン
テ
ン
ツ
、
ア
パ
レ
ル
関
連

つ
い
て
は
、
ク
ロ
ス
集
計
表
で
の
表

現
は
複
雑
化
す
る
た
め
、
コ
レ
ス
ポ

ン
デ
ン
ス
分
析
を
実
施
し
た
。
世
代

別
に
関
係
が
高
い
活
動
を
特
定
す
る

た
め
、
コ
レ
ス
ポ
ン
デ
ン
ス
分
析
の

結
果
、得
ら
れ
た
座
標
軸
に
基
づ
き
、

ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
を
実
施
し
た
5

（
図
4
）。

　
こ
の
結
果
、
Z
世
代
は
洋
服
や

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
雑
貨
、
ブ
ラ
ン
ド
品

や
宝
飾
品
等
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、「
遊

園
地
や
テ
ー
マ
パ
ー
ク
」、「
美
術
館

や
博
物
館
の
鑑
賞
」
と
い
っ
た
主
に

都
市
部
で
楽
し
め
る
活
動
と
関
連
が

強
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、

旅
行
の
ス
タ
イ
ル
は
S
N
S
な
ど
に

投
稿
で
き
る
よ
う
な
場
所
を
選
好
す

る
6

傾
向
も
あ
り
、
こ
う
し
た
活
動

の
多
く
が
視
覚
的
に
美
し
く
、
分
か

り
や
す
く
発
信
で
き
る
点
も
特
徴
的

で
あ
る
。

　
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
は
「
伝
統
工
芸

品
の
工
房
見
学
・
体
験
／
制
作
や
購

入
」、「
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
楽
し
む

こ
と
」
等
、
自
ら
が
何
か
を
体
験
す

る
活
動
と
関
連
が
強
い
。
旅
行
の
目

的
や
ス
タ
イ
ル
に
自
分
の
関
心
ご
と

を
テ
ー
マ
と
し
た
旅
行
を
選
好
す
る

傾
向
7

も
影
響
し
て
か
、「
イ
ベ
ン
ト
・

祭
り
の
見
物
」、「
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
」

と
も
関
連
が
強
い
。

　
X
世
代
は
食
品
や
飲
料
、
化
粧
品

や
医
薬
品
、
電
化
製
品
等
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
と
関
連
が
強
い
。
同
じ
買
い

◆ 

宿
泊
施
設

　
ア
ジ
ア
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代

で
「
基
本
的
な
設
備
の
み
が
備
わ
っ

て
い
る
ホ
テ
ル
（
西
洋
式
）」
の
割
合

が
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
や
X
世
代
に
比

べ
て
高
い
（
表
1
）。
2
0
1
9
年

以
前
と
の
比
較
で
は
、
Z
世
代
を
除

く
世
代
で「
温
泉
の
あ
る
日
本
旅
館
」

の
利
用
率
が
、
X
世
代
を
除
く
世
代

で
「
基
本
的
な
設
備
の
み
が
備
わ
っ

て
い
る
ホ
テ
ル
（
西
洋
式
）」
の
利
用

率
が
上
昇
し
た
（
表
2
）。

（
2
）
情
報
収
集

　
訪
日
旅
行
に
関
係
す
る
旅
行
情
報

の
収
集
に
つ
い
て
は
、「
思
案
段
階
」、

「
計
画
段
階
」、「
予
約
段
階
」（
以
上
、

旅
マ
エ
）、「
実
行
段
階
」（
旅
ナ
カ
）

の
4
つ
の
段
階
別
に
利
用
し
た
媒
体

を
尋
ね
た
（
図
3
）。
ベ
ビ
ー
ブ
ー

マ
ー
世
代
は
ど
の
段
階
に
お
い
て
も

最
も
利
用
率
が
高
い
の
は
「
旅
行
会

社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
で
、「
S
N
S
」

は
上
位
5
位
以
内
に
存
在
し
な
い
。

全
体
的
な
傾
向
と
し
て
、
一
般
旅
行

者
の
情
報
よ
り
も
、
事
業
者
の
情
報

を
参
照
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

段
階
別
の
傾
向
で
は
、
Z
世
代
、
ミ

レ
ニ
ア
ル
世
代
、
X
世
代
で
は
実
行

段
階
（
旅
ナ
カ
）
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用

率
が
高
い
。

（
3
）
訪
日
時
の
体
験
活
動

　
訪
日
旅
行
で
体
験
し
た
こ
と
に

後
（
2
0
2
2
年
10
月
以
降
）
の
訪

日
旅
行
の
実
態
に
つ
い
て
世
代
間

比
較
と
、
旅
行
内
容
に
つ
い
て
は
新

型
コ
ロ
ナ
流
行
前
（
2
0
1
9
年
以

前
）
と
収
束
後
の
比
較
を
行
っ
た
。

（
1
）
旅
行
内
容

◆
同
行
者

　
X
世
代
で
「
自
分
の
子
供
」（
40
・

3
%
）
の
割
合
が
、
Z
世
代
で
「
自

分
の
親
」（
31
・
4
%
）
の
割
合
が
そ

れ
ぞ
れ
他
の
世
代
に
比
べ
て
高
い

（
表
1
）。
2
0
1
9
年
以
前
と
の
比

較
で
は
、
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
、
X
世

代
、
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代
で
「
配

偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
」、
ミ
レ
ニ
ア

ル
世
代
、
X
世
代
で
「
自
分
の
子
供
」

の
割
合
が
増
え
て
お
り
、
身
近
な
人

と
の
旅
行
が
増
え
て
い
る
（
表
2
）。 

◆ 

旅
行
手
配
方
法

　
旅
行
手
配
方
法
に
つ
い
て
は
世

代
別
に
大
き
な
違
い
は
確
認
さ
れ
な

か
っ
た
（
表
1
）。
2
0
1
9
年
以

前
と
の
比
較
で
は
、
ベ
ビ
ー
ブ
ー

マ
ー
世
代
を
除
き
、「
航
空
券
と
宿

泊
施
設
を
個
別
に
手
配
」
の
割
合
が

増
え
て
い
る
。
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
、

X
世
代
で
は
、「
航
空
券
と
宿
泊
が

セ
ッ
ト
の
パ
ッ
ク
旅
行
に
食
事
・
観

光
等
が
含
ま
れ
る
も
の
」
い
わ
ゆ
る

フ
ル
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
の
割
合
が

減
少
し
て
い
る
（
表
2
）。
コ
ロ
ナ

禍
で
は
安
心
・
安
全
な
旅
行
を
実
現

す
る
た
め
、
旅
行
会
社
の
利
用
意
向

が
高
ま
っ
た
4

が
、
こ
う
し
た
意
向

は
一
時
的
な
も
の
で
あ
り
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
市
場
の
回
復
後
は
、

2
0
1
9
年
以
前
以
上
に
個
別
手
配

が
進
ん
で
い
る
。

別
に
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
後
の
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
市
場
を
分
析
す
る
こ
と

と
す
る
。

　
2
0
2
4
年
7
月
に
実
施
し
た
本

調
査
に
よ
れ
ば
、
ア
ジ
ア
居
住
者
、

欧
米
豪
居
住
者
と
も
に
次
に
希
望
す

る
海
外
旅
行
先
は
「
日
本
」
の
割
合

が
最
も
高
い
が
、
世
代
別
3

で
は
、

Z
世
代
、
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
の
割
合

が
特
に
高
い
（
図
1
）。

　
ま
た
、
訪
日
経
験
者
を
対
象
に
新

型
コ
ロ
ナ
流
行
前
の
「
2
0
1
9
年

以
前
」
と
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
収
束
後

の
「
2
0
2
2
年
10
月
以
降
」
で
世

代
別
構
成
比
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、

2
0
2
2
年
10
月
以
降
は
2
0
1
9

年
以
前
と
比
べ
、
中
高
年
層
の
割
合

が
低
下
し
、
若
年
層
の
割
合
が
増
加

（
図
2
）
し
て
お
り
、
我
が
国
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
回
復
に
若
年
層

が
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
続
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
収
束

の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク

等
、
現
代
的
で
都
市
部
で
体
験
で
き

る
こ
と
へ
の
関
心
が
高
い
。
特
に
ア

ジ
ア
居
住
者
に
と
っ
て
、
都
市
部
を

中
心
と
し
た
訪
問
で
あ
れ
ば
、
限
ら

れ
た
時
間
の
中
で
効
率
的
に
楽
し
め

る
タ
イ
パ 
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の
良
さ
、
円
安
ゆ
え
の

コ
ス
パ 
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の
良
さ
と
い
っ
た
Z
世
代

の
消
費
の
価
値
観
と
合
致
し
て
い
る

点
が
日
本
人
気
の
背
景
に
あ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
あ
る
需
要
を

機
会
と
捉
え
、「
お
得
感
」
だ
け
で

は
な
い
別
の
側
面
を
認
知
し
て
も
ら

う
こ
と
や
、
今
後
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

が
変
わ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
地
方
部

も
含
め
た
日
本
の
多
様
な
楽
し
み
方

を
提
案
し
、
ラ
イ
フ
タ
イ
ム
バ

リ
ュ
ー 

14

を
高
め
て
い
く
こ
と
も
重

要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
も
Z
世
代
と
同

様
、
訪
日
意
向
が
高
く
、
旅
行
行
動

や
意
向
、
意
識
に
共
通
点
が
多
い
一

方
、
今
回
の
調
査
か
ら
は
、
訪
日
時

の
観
光
活
動
は
体
験
系
の
活
動
と
関

連
が
強
く
、
消
費
財
へ
の
関
心
が
強

い
Z
世
代
と
は
異
な
る
傾
向
を
示
し

た
。
こ
の
背
景
に
は
、
旅
行
の
目
的

や
ス
タ
イ
ル
に
自
分
の
関
心
ご
と
を

テ
ー
マ
と
し
た
旅
行
を
選
好
す
る
傾

向
が
あ
る 
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こ
と
が
影
響
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
韓

国
の
旅
行
会
社
「
ハ
ナ
ツ
ア
ー
」
が

Z
世
代
、
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
向
け
に

趣
味（
例
：
ダ
イ
ビ
ン
グ
、ド
ラ
イ
ブ
、

は
じ
め
に

　
国
連
世
界
観
光
機
関（U

N
W
T
O
/

現“U
N
 T
ourism

”

）は
、
2
0
3
0

〜
2
0
4
0
年
の
旅
行
市
場
は
「
ミ

レ
ニ
ア
ル
世
代
」
と
「
Z
世
代
」
が

大
半
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
と
展
望

し
て
い
る
1

。
こ
れ
ら
の
世
代
は
旅

行
意
欲
が
旺
盛
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症（
以
下
新
型
コ
ロ
ナ
）

流
行
の
収
束
に
よ
る
旅
行
市
場
回
復

を
け
ん
引
し
、
か
つ
て
旅
行
市
場
の

主
役
と
さ
れ
た
X
世
代
や
ベ
ビ
ー

ブ
ー
マ
ー
世
代
と
の
交
代
が
進
ん

だ
。
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
以
降
、
観

光
研
究
分
野
で
は
Z
世
代
を
中
心

に
世
代
別
の
研
究
が
散
見
さ
れ
、

世
界
の
旅
行
会
社
で
は
Z
世
代
や

ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
を
対
象
と
し
た

商
品
造
成
に
注
力
す
る
会
社
も
増

加
し
た
2

。
こ
う
し
た
動
き
か
ら
も
、

旅
行
・
観
光
分
野
に
お
い
て
も
若
年

層
を
中
心
に
「
世
代
別
」
へ
の
注
目

が
高
ま
っ
て
い
る
状
況
と
言
え
る
だ

ろ
う
。

　
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
流
行
後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
に

つ
い
て
、
当
財
団
と
株
式
会
社
日
本

政
策
投
資
銀
行
の
独
自
調
査
で
あ
る

「
D
B
J
・
J
T
B
F 

ア
ジ
ア
・
欧

米
豪 

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向

調
査 

2
0
2
4
年
度
版
」（
以
降「
本

調
査
」）
の
分
析
結
果
か
ら
、
世
代

資料：「DBJ・JTBF アジア・欧米豪訪日外国人旅行者の意向調査 2024年度版」よりJTBF作成注：「次に観光旅行したい国・地域」の選択肢から、回答者の国・地域及び近隣の国・地域（中国-香港-マカオ、マレーシアーシンガボール、タイーマレーシア、
アメリカーカナダ・メキシコ・ハワイ・グアム、オーストラリアーニュージーランド、イギリス・フランス-欧州各国）を除いている。
割合の算出において、「旅行したい国・地域」と「回答者の国・地域」及び「回答者の近隣国・地域」が同じ場合、当該国・地域の回答者数をサンプル数（分母）から除いている。

1
．訪
日
意
向
・

訪
日
経
験

‐
若
年
層
を
中
心
に

特
に
高
い
日
本
人
気
‐

2
．新
型
コ
ロ
ナ
流
行

収
束
後
の

世
代
別
訪
日
旅
行
の

実
態

察
さ
れ
る
。
昨
今
、
特
定
観
光
地
へ

の
需
要
集
中
と
そ
れ
に
伴
う
諸
問
題

が
浮
き
彫
り
と
な
っ
て
い
る
が
、
地

方
分
散
と
い
う
観
点
か
ら
、
ベ
ビ
ー

ブ
ー
マ
ー
世
代
が
果
た
す
役
割
は
大

き
い
。
ま
た
、
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世

代
に
対
し
て
は
、
全
国
的
な
治
安
の

良
さ
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
環
境
の
充
実

等
、
安
全
・
安
心
か
つ
、
快
適
な
滞

在
と
い
っ
た
側
面
か
ら
訴
求
で
き
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
筆
者
が
昨

年
夏
に
韓
国
の
旅
行
会
社
を
対
象
に

実
施
し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査 

19

で

は
、
高
年
層
を
安
心
し
て
送
客
で
き

る
点
が
日
本
の
強
み
と
い
う
声
も
聞

か
れ
た
。
以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
中

高
年
層
（
特
に
東
ア
ジ
ア
）
に
対
し

て
は
、
安
全
・
安
心
に
楽
し
め
る
海

外
旅
行
先
と
し
て
優
位
性
が
あ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

境
負
荷
が
少
な
い
自
然
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
参
加
す
る
」、「
収
益
の
一
部

を
野
生
動
物
保
護
に
充
て
る
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
」
等
、
自
分

が
何
か
を
体
験
す
る
こ
と
を
通
じ
て

貢
献
す
る
こ
と
へ
の
関
心
が
高
い
。

こ
れ
ら
の
傾
向
を
踏
ま
え
る
と
、
観

光
地
や
観
光
事
業
者
が
旅
行
者
に
観

光
地
の
維
持
に
対
し
て
協
力
を
促
す

た
め
に
は
、
旅
行
者
の
満
足
度
向
上

に
寄
与
す
る
よ
う
な
利
己
的
な
価
値

に
変
換
し
て
発
信
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
コ
ラ
ム

〝G
O
O
D
 N
A
T
U
R
E
 S
T
A
T
IO
N

（
京
都
市
）‐
エ
ピ
キ
ュ
リ
ア
ン
・
ナ
チ
ュ

ラ
ル
の
実
践
‐
〞を
参
照
の
こ
と
）。

　
居
住
地
で
の
日
本
に
関
す
る
活
動

※5%水準で有意

図 1 次に観光旅行したい国・地域 【全員】（回答は最大5つまで）

図 2 直近の訪日旅行時期×世代 【訪日旅行経験者】（回答は1つ）
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旅
マ
エ
）

実
行
段
階（
旅
ナ
カ
）

一人で
配偶者・パートナー
友人
自分の子供
自分の親
自分の子供・親以外の家族・親族
その他
航空券と宿泊がセットのパック旅行に食事・観光等が含まれるもの
自身の嗜好によるガイド付きテーラーメイドツアー
航空券、宿泊、食事等について選択肢から選択し組み合せ可能なツアー
航空券と宿泊施設のみがセットになったパック旅行
航空券と宿泊施設を個別に手配
航空券のみを出発前に手配（宿泊先は現地で手配）
その他
覚えていない・わからない
温泉のある日本旅館
日本旅館（温泉なし）
豪華で快適なホテル（西洋式）
基本的な設備のみが備わっているホテル（西洋式）
ユースホステル・ゲストハウス
現地の人から有料で借りる家・アパート
親戚・知人宅
その他

同
行
者

旅
行
手
配
方
法

利
用
し
た
宿
泊
施
設

14.7%
18.3%
27.5%

6.4%
40.4%
24.8%

0.0%

31.2%
12.8%
18.3%
13.8%
20.2%

2.8%
0.0%
0.9%

47.7%
21.1%
29.4%
23.9%

7.3%
13.8%

5.5%
0.0%

11.0%
22.0%
33.1%

6.8%
31.4%
16.9%

1.7%

23.7%
9.3%

13.6%
10.2%
37.3%

4.2%
0.8%
0.8%

39.0%
17.8%
30.5%
39.8%
11.0%
13.6%

2.5%
0.8%

12.7%
44.6%
28.4%
11.4%
15.1%
15.3%

1.4%

30.9%
12.5%
18.9%

8.3%
26.4%

2.1%
0.2%
0.6%

36.3%
24.7%
29.3%
30.9%
13.9%
14.7%

1.5%
0.8%

10.3%
55.2%
26.5%
21.8%
14.6%
10.4%

0.8%

23.8%
8.7%

19.3%
8.2%

35.8%
3.4%
0.4%
0.4%

44.9%
18.3%
34.9%
38.9%
12.1%
12.3%

3.2%
0.4%

11.3%
51.0%
24.0%
23.0%
11.1%
13.2%

2.0%

31.4%
6.9%

15.1%
10.2%
29.6%

3.8%
1.5%
1.6%

34.7%
16.9%
26.3%
38.7%
11.1%
13.1%

3.3%
0.9%

8.0%
68.3%
18.0%
40.3%
10.0%

8.2%
0.8%

24.8%
8.8%

16.4%
10.4%
37.1%

2.0%
0.2%
0.2%

42.7%
14.4%
35.1%
39.9%

5.6%
9.0%
1.8%
0.4%

13.1%
43.6%
24.9%
22.0%
5.2%

10.5%
6.2%

32.5%
5.9%

10.5%
10.5%
28.5%
5.6%
4.9%
1.6%

28.5%
7.9%

32.1%
39.3%
6.2%
6.9%
4.9%
4.6%

7.2%
59.3%
27.6%
26.7%
2.3%

11.3%
1.4%

27.6%
12.7%
13.1%
12.2%
32.1%
0.9%
0.9%
0.5%

41.6%
19.9%
29.4%
50.7%
10.9%
11.3%
3.6%
0.0%

一人で
配偶者・パートナー
友人
自分の子供
自分の親
自分の子供・親以外の家族・親族
その他
航空券と宿泊がセットのパック旅行に食事・観光等が含まれるもの
自身の嗜好によるガイド付きテーラーメイドツアー
航空券、宿泊、食事等について選択肢から選択し組み合せ可能なツアー
航空券と宿泊施設のみがセットになったパック旅行
航空券と宿泊施設を個別に手配
航空券のみを出発前に手配（宿泊先は現地で手配）
その他
覚えていない・わからない
温泉のある日本旅館
日本旅館（温泉なし）
豪華で快適なホテル（西洋式）
基本的な設備のみが備わっているホテル（西洋式）
ユースホステル・ゲストハウス
現地の人から有料で借りる家・アパート
親戚・知人宅
その他

同
行
者

旅
行
手
配
方
法

宿
泊
施
設

11.0%
22.0%
33.1%

6.8%
31.4%
16.9%

1.7%

23.7%
9.3%

13.6%
10.2%
37.3%

4.2%
0.8%
0.8%

39.0%
17.8%
30.5%
39.8%
11.0%
13.6%

2.5%
0.8%

10.3%
55.2%
26.5%
21.8%
14.6%
10.4%

0.8%

23.8%
8.7%

19.3%
8.2%

35.8%
3,4%
0.4%
0.4%

44.9%
18.3%
34.9%
38.9%
12.1%
12.3%

3,2%
0.4%

8.0%
68.3%
18.0%
40.3%
10.0%

8.2%
0.8%

24.8%
8.8%

16.4%
10.4%
37.1%

2.0%
0.2%
0.2%

42.7%
14.4%
35.1%
39.9%

5.6%
9.0%
1.8%
0.4%

7.2%
59.3%
27.6%
26.7%
2.3%

11.3%
1.4%

27.6%
12.7%
13.1%
12.2%
32.1%
0.9%
0.9%
0.5%

41.6%
19.9%
29.4%
50.7%
10.9%
11.3%
3.6%
0.0%

美術館や博物館の鑑賞

洋服や
ファッション雑貨の
ショッピング

ドラマや映画のロケ地
アニメの舞台の見物

プランド品や
宝飾品の

ショッピング

電化製品の
ショッピング

食品や飲料のショッピング
紅葉の観賞

スポーツ観戦
伝統工芸品の工房見学・体験/制作や購入

桜の観賞

伝統芸能鑑賞

近代的／先進的な
建築物の見物

日本庭園
の見物

雪景色
観賞 スイーツ

世界遺産の見物

有名な史跡や
歴史的な

建築物の見物 日本の酒

化粧品や医薬品の購入

伝統的日本料理
自然や風景の見物 フルーツ狩り

温泉への入浴
現地の人が普段
利用している
カジュアルな食事

遊園地やテーマパーク

繁華街の街歩き
日本文化の体験

アクティビティを
楽しむことナイトライフ体験

イベント・祭りの見物
自然や資源を損なうことのないよう配慮されている観光地・観光ツアー

ミレニアル世代と関連が強い活動

ベビーブーマー世代と関連が強い活動

Z世代と関連が強い活動

X世代と関連が強い活動

●Z世代

●X世代

●
ベビーブーマー

世代

●
ミレニアル
　　世代

も
各
種
調
査
等
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か
ら
Z
世
代
は
コ

ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
（
コ
ス
パ
）
に

敏
感
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
円
安
時
の
訪
日
旅
行
に
コ
ス
パ

の
良
さ
を
期
待
し
て
い
る
こ
と
が
見

て
と
れ
る
。
ま
た
、
訪
日
旅
行
時
に

「
円
安
で
得
を
し
た
分
の
お
金
の
使

い
道
」（
図
7
）
に
つ
い
て
は
、
全
て

の
世
代
で「
数
量
を
多
く
購
入
し
た
」

の
割
合
が
最
も
高
い
。

　
観
光
資
源
・
施
設
の
混
雑
緩
和
や

保
護
の
た
め
の
金
銭
負
担
、
い
わ
ゆ

るW
illingness T

o P
ay

に
つ
い
て

は
、「
賛
成
」
の
割
合
が
中
高
年
層

に
比
べ
、
若
年
層
が
高
い
。
一
方

で
中
高
年
層
の
「
や
や
反
対
」
の
割

合
は
若
年
層
に
比
べ
て
高
い
（
図

8
）。
ま
た
、
海
外
旅
行
先
や
宿
泊

施
設
を
検
討
す
る
際
に
「
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
取
り
組
み
」
を
重
視
す
る
人

の
割
合
も
同
様
の
傾
向
（
図
9
）
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
若
年
層
は
中
高

年
層
と
比
べ
、
観
光
地
の
維
持
や

存
続
へ
の
貢
献
意
識
が
高
い
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

　
一
方
で
、
意
識
と
行
動
に
は
乖
離

が
あ
る
。
海
外
旅
行
先
で「
今
後
実

践
し
た
い
」取
り
組
み
と「
過
去
に
実

施
し
た
」取
り
組
み
の
差
分
を
示
し

た
も
の
が
図
10
‐
1（
Z
世
代
・
ミ
レ

ニ
ア
ル
世
代
）、
10
‐
2（
X
世
代
・

ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代
）で
あ
る
。
全

体
的
に
意
識
が
先
行
す
る
傾
向
で
あ

る
た
め
、
今
後
は
高
い
意
識
を
ど
う

行
動
に
結
び
付
け
て
い
く
か
が
課
題

と
な
る
。
な
お
、
全
世
代
で
行
動
が

意
識
を
上
回
る
項
目
は「
宿
泊
施
設

に
お
け
る
ア
メ
ニ
テ
ィ
グ
ッ
ズ
を
辞

物
活
動
で
も
、
Z
世
代
は
ア
パ
レ
ル

関
連
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
あ
る
の
に

対
し
、
X
世
代
は
日
用
品
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
が
主
と
な
っ
て
い
る
。
ベ

ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代
は
、「
世
界
遺

産
の
見
物
」、「
日
本
の
酒
」
等
、
地

方
部
の
地
域
資
源
を
活
用
し
て
い
る

体
験
と
の
関
連
が
強
い
。
実
際
に
、

ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代
の
2
0
2
2

年
10
月
以
降
の
地
方
訪
問
経
験
の
割

合
は
2
0
1
9
年
以
前
と
比
べ
、
約

30
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
お
り（
図
5
）、

地
方
部
で
は
こ
れ
ら
の
活
動
を
実
施

し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

（
4
）
円
安
の
影
響

　
2
0
2
2
年
以
降
、
急
速
に
進
行

し
た
円
安
は
、
水
際
対
策
の
大
幅
緩

和
と
重
な
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要

の
回
復
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
こ
う

し
た
状
況
を
受
け
、
本
調
査
で
は「
訪

日
旅
行
の
決
定
」
と
「
円
安
で
得
を
し

た
分
の
お
金
の
使
い
道
」
に
お
け
る

円
安
の
影
響
に
つ
い
て
把
握
し
た
。

　
円
安
が
訪
日
旅
行
の
決
定
に
影
響

し
た
と
回
答
し
た
人
の
割
合
は
、
各

世
代
4
〜
5
割
程
度
で
、
Z
世
代
が

最
も
高
い
（
図
6
）。
こ
れ
ま
で
に

動
が
意
識
を
上
回
る
項
目
が
最
多

（
6
項
目
）と
な
っ
て
い
る
。
Z
世
代

や
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
の
意
識
が
行
動

を
上
回
る
項
目
の
上
位
は「
地
域
の

祭
り
や
行
事
等
に
参
加
す
る
」、「
環

退
す
る
」と
な
っ
て
い
る
が
、
環
境
保

護
を
目
的
と
す
る
一
方
で
、
旅
行
中

の
滞
在
を
快
適
に
す
る
た
め
の
行
動

と
も
捉
え
ら
れ
る
。

　
世
代
別
に
み
る
と
、
Z
世
代
で
行

ウ
ェ
ル
ネ
ス
等
）
を
テ
ー
マ
に
し
た

パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
「
ミ
ン
グ
ル
ツ

ア
ー
」
を
販
売
し
て
い
る
こ
と
等
か

ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
ミ
レ

ニ
ア
ル
世
代
（
特
に
ア
ジ
ア
）
は
教

育
熱
心
で
あ
り
、
訪
日
時
に
自
分
の

子
供
に
何
ら
か
の
気
づ
き
や
学
び
を

得
ら
れ
る
体
験
を
希
望
す
る
ケ
ー
ス

が
多
い 

16

こ
と
も
影
響
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
今
回
の
分
析
か
ら
ミ

レ
ニ
ア
ル
世
代
と
関
連
が
強
い
体
験

の
中
に
は
地
方
部
の
資
源
を
活
用
で

き
る
も
の
（
例
：
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

を
楽
し
む
こ
と
、
伝
統
工
芸
品
の
工

房
見
学
・
体
験
／
制
作
や
購
入
、
イ

ベ
ン
ト
・
祭
り
の
見
物
等
）
も
多
い

こ
と
が
分
か
り
、
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代

は
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
重
視
す
る 

17

こ
と
か
ら
、
地
方
部
の
資
源
を
活

用
し
た
体
験
活
動
に
よ
る
誘
客
等
も

効
果
的
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
若
年
層
は
社
会
問
題
全

般
に
対
す
る
意
識
が
高
く
、
自
分
が

訪
れ
る
観
光
地
の
維
持
・
存
続
に
対

し
て
も
何
ら
か
の
形
で
貢
献
し
よ
う

と
す
る
意
志
が
確
認
さ
れ
た
。
一
方

で
高
い
意
識
に
行
動
が
結
び
つ
い
て

い
な
い
点
は
全
て
の
世
代
で
課
題
で

あ
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

過
去
調
査 
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の
結
果
か
ら
、
Z
世
代

は
旅
行
先
で
実
施
し
た
い
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
実
利

に
つ
な
が
る
活
動
に
積
極
的
で
あ
る

た
め
、
利
他
的
で
あ
る
と
同
時
に
旅

行
体
験
の
満
足
度
向
上
に
寄
与
す
る

よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
こ

と
で
意
識
と
行
動
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋

め
る
一
助
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　
X
世
代
は
、
訪
日
時
、
居
住
地
で

の
活
動
と
も
に
日
本
製
品
の
消
費
に

積
極
的
で
あ
る
。
訪
日
時
の
消
費
の

み
な
ら
ず
、
訪
日
と
訪
日
の
間
の
居

住
地
で
の
日
本
製
品
の
消
費
促
進
も

可
能
で
あ
る
。
一
方
で
、
日
本
で
し

か
買
え
な
い
も
の
、
新
し
い
商
品
の

提
案
と
い
っ
た
訪
日
に
対
す
る
動
機

付
け
も
必
要
と
な
る
。
ベ
ビ
ー
ブ
ー

マ
ー
世
代
は
、
若
年
層
に
比
べ
訪
日

意
向
は
低
い
も
の
の
、
コ
ロ
ナ
禍
を

経
て
、
地
方
訪
問
経
験
率
が
大
幅
に

上
昇
し
た
。
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代

は
東
ア
ジ
ア
を
中
心
に
訪
日
リ
ピ
ー

タ
ー
割
合
が
高
い
こ
と
か
ら
、
日
本

国
内
の
新
た
な
魅
力
を
探
し
て
い
る

こ
と
等
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
推

と
訪
日
時
の
消
費
や
体
験
は
相
互
に

影
響
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
例
え
ば
、
居
住
地
で
日
本
の
ア

ニ
メ
を
視
聴
し
た
経
験
か
ら
、
訪
日

時
に
ロ
ケ
地
を
訪
問
す
る
こ
と
や
、

訪
日
時
に
食
べ
て
お
い
し
か
っ
た
食

材
を
居
住
地
で
購
入
す
る
こ
と
等
が

挙
げ
ら
れ
る
。
本
調
査
で
は
、
世
代

別
に
居
住
地
で
の
日
本
に
関
す
る
活

動
傾
向
を
把
握
す
る
た
め
、
訪
日
時

の
体
験
活
動
と
同
様
、
コ
レ
ス
ポ
ン

デ
ン
ス
分
析
と
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
を

実
施
し
た 

10（
図
11
）。
こ
こ
で
は
、

既
出
の
訪
日
時
の
体
験
の
結
果
（
図

4
）
も
踏
ま
え
て
考
察
す
る
こ
と
と

す
る
。

　
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
と
Z
世
代
は
同

じ
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い
る
が
、
日

本
の
コ
ン
テ
ン
ツ
関
連
の
活
動
の
よ

り
近
く
に
付
置
さ
れ
て
い
る
の
は
ミ

レ
ニ
ア
ル
世
代
で
あ
る
。
こ
れ
に
加

え
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
・
オ
フ
ラ
イ
ン

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
イ
ベ
ン
ト
参
加

と
の
関
連
も
強
い
。
一
方
、
Z
世
代

は
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
と
比
べ
、
日
本

語
学
習
と
の
関
係
が
強
い
。
若
年
層

に
日
本
の
コ
ン
テ
ン
ツ
人
気
が
高
い

点
は
共
通
し
て
い
る
が
、
ミ
レ
ニ
ア

ル
世
代
は
日
本
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を

き
っ
か
け
と
し
た
各
種
交
流
、
Z
世

代
は
日
本
語
学
習
に
派
生
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
る 
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。
ま
た
、
ミ
レ
ニ

ア
ル
世
代
は
、訪
日
時
に
イ
ベ
ン
ト
・

祭
り
の
見
物
と
関
連
が
強
く
、
コ
ン

テ
ン
ツ
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

て
い
る
こ
と
や
、
Z
世
代
は
ロ
ケ
地

見
物
と
比
較
的
関
連
が
強
く
、
居
住

地
で
視
聴
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
に
関
連

し
た
場
所
を
訪
れ
て
い
る
こ
と
等
が

推
察
さ
れ
る
。

　
X
世
代
は
、
居
住
地
で
食
体
験
や

日
本
企
業
の
製
品
購
入
と
の
関
連
が

強
く
、
訪
日
時
は
、
化
粧
品
や
医
薬

品
、
食
品
や
飲
料
、
電
化
製
品
の

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
と
関
連
が
強
い
。
X

世
代
は
、
80
年
代
半
ば
か
ら
90
年
代

前
半
に
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
が
国
際

的
に
評
価
さ
れ
た
時
期
を
経
験
し
て

お
り
、
日
本
企
業
製
品
に
対
す
る
信

頼
感
や
愛
着
が
醸
成
さ
れ
た
こ
と

も
、
居
住
地
や
訪
日
時
の
消
費
行
動

に
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
ま
た
、
X
世
代
は
居
住
地
、

訪
日
時
と
も
に
日
本
の
文
化
体
験
と

も
関
連
が
強
い
。以
上
の
結
果
か
ら
、

X
世
代
は
、
訪
日
時
の
体
験
と
居
住

地
で
の
日
本
関
連
の
活
動
が
影
響
し

合
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ベ

ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代
は
特
段
、
強
い

関
係
性
を
示
す
日
本
に
関
す
る
活
動

は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
Z
世
代
の
訪
日
意
向
は
高
く
、
日

本
の
コ
ン
テ
ン
ツ
、
ア
パ
レ
ル
関
連

つ
い
て
は
、
ク
ロ
ス
集
計
表
で
の
表

現
は
複
雑
化
す
る
た
め
、
コ
レ
ス
ポ

ン
デ
ン
ス
分
析
を
実
施
し
た
。
世
代

別
に
関
係
が
高
い
活
動
を
特
定
す
る

た
め
、
コ
レ
ス
ポ
ン
デ
ン
ス
分
析
の

結
果
、得
ら
れ
た
座
標
軸
に
基
づ
き
、

ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
を
実
施
し
た
5

（
図
4
）。

　
こ
の
結
果
、
Z
世
代
は
洋
服
や

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
雑
貨
、
ブ
ラ
ン
ド
品

や
宝
飾
品
等
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、「
遊

園
地
や
テ
ー
マ
パ
ー
ク
」、「
美
術
館

や
博
物
館
の
鑑
賞
」
と
い
っ
た
主
に

都
市
部
で
楽
し
め
る
活
動
と
関
連
が

強
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、

旅
行
の
ス
タ
イ
ル
は
S
N
S
な
ど
に

投
稿
で
き
る
よ
う
な
場
所
を
選
好
す

る
6

傾
向
も
あ
り
、
こ
う
し
た
活
動

の
多
く
が
視
覚
的
に
美
し
く
、
分
か

り
や
す
く
発
信
で
き
る
点
も
特
徴
的

で
あ
る
。

　
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
は
「
伝
統
工
芸

品
の
工
房
見
学
・
体
験
／
制
作
や
購

入
」、「
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
楽
し
む

こ
と
」
等
、
自
ら
が
何
か
を
体
験
す

る
活
動
と
関
連
が
強
い
。
旅
行
の
目

的
や
ス
タ
イ
ル
に
自
分
の
関
心
ご
と

を
テ
ー
マ
と
し
た
旅
行
を
選
好
す
る

傾
向
7

も
影
響
し
て
か
、「
イ
ベ
ン
ト
・

祭
り
の
見
物
」、「
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
」

と
も
関
連
が
強
い
。

　
X
世
代
は
食
品
や
飲
料
、
化
粧
品

や
医
薬
品
、
電
化
製
品
等
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
と
関
連
が
強
い
。
同
じ
買
い

◆ 
宿
泊
施
設

　
ア
ジ
ア
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代

で
「
基
本
的
な
設
備
の
み
が
備
わ
っ

て
い
る
ホ
テ
ル
（
西
洋
式
）」
の
割
合

が
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
や
X
世
代
に
比

べ
て
高
い
（
表
1
）。
2
0
1
9
年

以
前
と
の
比
較
で
は
、
Z
世
代
を
除

く
世
代
で「
温
泉
の
あ
る
日
本
旅
館
」

の
利
用
率
が
、
X
世
代
を
除
く
世
代

で
「
基
本
的
な
設
備
の
み
が
備
わ
っ

て
い
る
ホ
テ
ル
（
西
洋
式
）」
の
利
用

率
が
上
昇
し
た
（
表
2
）。

（
2
）
情
報
収
集

　
訪
日
旅
行
に
関
係
す
る
旅
行
情
報

の
収
集
に
つ
い
て
は
、「
思
案
段
階
」、

「
計
画
段
階
」、「
予
約
段
階
」（
以
上
、

旅
マ
エ
）、「
実
行
段
階
」（
旅
ナ
カ
）

の
4
つ
の
段
階
別
に
利
用
し
た
媒
体

を
尋
ね
た
（
図
3
）。
ベ
ビ
ー
ブ
ー

マ
ー
世
代
は
ど
の
段
階
に
お
い
て
も

最
も
利
用
率
が
高
い
の
は
「
旅
行
会

社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
で
、「
S
N
S
」

は
上
位
5
位
以
内
に
存
在
し
な
い
。

全
体
的
な
傾
向
と
し
て
、
一
般
旅
行

者
の
情
報
よ
り
も
、
事
業
者
の
情
報

を
参
照
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

段
階
別
の
傾
向
で
は
、
Z
世
代
、
ミ

レ
ニ
ア
ル
世
代
、
X
世
代
で
は
実
行

段
階
（
旅
ナ
カ
）
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用

率
が
高
い
。

（
3
）
訪
日
時
の
体
験
活
動

　
訪
日
旅
行
で
体
験
し
た
こ
と
に

後
（
2
0
2
2
年
10
月
以
降
）
の
訪

日
旅
行
の
実
態
に
つ
い
て
世
代
間

比
較
と
、
旅
行
内
容
に
つ
い
て
は
新

型
コ
ロ
ナ
流
行
前
（
2
0
1
9
年
以

前
）
と
収
束
後
の
比
較
を
行
っ
た
。

（
1
）
旅
行
内
容

◆
同
行
者

　
X
世
代
で
「
自
分
の
子
供
」（
40
・

3
%
）
の
割
合
が
、
Z
世
代
で
「
自

分
の
親
」（
31
・
4
%
）
の
割
合
が
そ

れ
ぞ
れ
他
の
世
代
に
比
べ
て
高
い

（
表
1
）。
2
0
1
9
年
以
前
と
の
比

較
で
は
、
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
、
X
世

代
、
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代
で
「
配

偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
」、
ミ
レ
ニ
ア

ル
世
代
、
X
世
代
で
「
自
分
の
子
供
」

の
割
合
が
増
え
て
お
り
、
身
近
な
人

と
の
旅
行
が
増
え
て
い
る
（
表
2
）。 

◆ 

旅
行
手
配
方
法

　
旅
行
手
配
方
法
に
つ
い
て
は
世

代
別
に
大
き
な
違
い
は
確
認
さ
れ
な

か
っ
た
（
表
1
）。
2
0
1
9
年
以

前
と
の
比
較
で
は
、
ベ
ビ
ー
ブ
ー

マ
ー
世
代
を
除
き
、「
航
空
券
と
宿

泊
施
設
を
個
別
に
手
配
」
の
割
合
が

増
え
て
い
る
。
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
、

X
世
代
で
は
、「
航
空
券
と
宿
泊
が

セ
ッ
ト
の
パ
ッ
ク
旅
行
に
食
事
・
観

光
等
が
含
ま
れ
る
も
の
」
い
わ
ゆ
る

フ
ル
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
の
割
合
が

減
少
し
て
い
る
（
表
2
）。
コ
ロ
ナ

禍
で
は
安
心
・
安
全
な
旅
行
を
実
現

す
る
た
め
、
旅
行
会
社
の
利
用
意
向

が
高
ま
っ
た
4

が
、
こ
う
し
た
意
向

は
一
時
的
な
も
の
で
あ
り
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
市
場
の
回
復
後
は
、

2
0
1
9
年
以
前
以
上
に
個
別
手
配

が
進
ん
で
い
る
。

別
に
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
後
の
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
市
場
を
分
析
す
る
こ
と

と
す
る
。

　
2
0
2
4
年
7
月
に
実
施
し
た
本

調
査
に
よ
れ
ば
、
ア
ジ
ア
居
住
者
、

欧
米
豪
居
住
者
と
も
に
次
に
希
望
す

る
海
外
旅
行
先
は
「
日
本
」
の
割
合

が
最
も
高
い
が
、
世
代
別
3

で
は
、

Z
世
代
、
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
の
割
合

が
特
に
高
い
（
図
1
）。

　
ま
た
、
訪
日
経
験
者
を
対
象
に
新

型
コ
ロ
ナ
流
行
前
の
「
2
0
1
9
年

以
前
」
と
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
収
束
後

の
「
2
0
2
2
年
10
月
以
降
」
で
世

代
別
構
成
比
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、

2
0
2
2
年
10
月
以
降
は
2
0
1
9

年
以
前
と
比
べ
、
中
高
年
層
の
割
合

が
低
下
し
、
若
年
層
の
割
合
が
増
加

（
図
2
）
し
て
お
り
、
我
が
国
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
回
復
に
若
年
層

が
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
続
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
収
束

の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク

等
、
現
代
的
で
都
市
部
で
体
験
で
き

る
こ
と
へ
の
関
心
が
高
い
。
特
に
ア

ジ
ア
居
住
者
に
と
っ
て
、
都
市
部
を

中
心
と
し
た
訪
問
で
あ
れ
ば
、
限
ら

れ
た
時
間
の
中
で
効
率
的
に
楽
し
め

る
タ
イ
パ 

12

の
良
さ
、
円
安
ゆ
え
の

コ
ス
パ 

13

の
良
さ
と
い
っ
た
Z
世
代

の
消
費
の
価
値
観
と
合
致
し
て
い
る

点
が
日
本
人
気
の
背
景
に
あ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
あ
る
需
要
を

機
会
と
捉
え
、「
お
得
感
」
だ
け
で

は
な
い
別
の
側
面
を
認
知
し
て
も
ら

う
こ
と
や
、
今
後
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

が
変
わ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
地
方
部

も
含
め
た
日
本
の
多
様
な
楽
し
み
方

を
提
案
し
、
ラ
イ
フ
タ
イ
ム
バ

リ
ュ
ー 

14

を
高
め
て
い
く
こ
と
も
重

要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
も
Z
世
代
と
同

様
、
訪
日
意
向
が
高
く
、
旅
行
行
動

や
意
向
、
意
識
に
共
通
点
が
多
い
一

方
、
今
回
の
調
査
か
ら
は
、
訪
日
時

の
観
光
活
動
は
体
験
系
の
活
動
と
関

連
が
強
く
、
消
費
財
へ
の
関
心
が
強

い
Z
世
代
と
は
異
な
る
傾
向
を
示
し

た
。
こ
の
背
景
に
は
、
旅
行
の
目
的

や
ス
タ
イ
ル
に
自
分
の
関
心
ご
と
を

テ
ー
マ
と
し
た
旅
行
を
選
好
す
る
傾

向
が
あ
る 
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こ
と
が
影
響
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
韓

国
の
旅
行
会
社
「
ハ
ナ
ツ
ア
ー
」
が

Z
世
代
、
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
向
け
に

趣
味（
例
：
ダ
イ
ビ
ン
グ
、ド
ラ
イ
ブ
、

は
じ
め
に

　
国
連
世
界
観
光
機
関（U

N
W
T
O
/

現“U
N
 T
ourism

”

）は
、
2
0
3
0

〜
2
0
4
0
年
の
旅
行
市
場
は
「
ミ

レ
ニ
ア
ル
世
代
」
と
「
Z
世
代
」
が

大
半
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
と
展
望

し
て
い
る
1

。
こ
れ
ら
の
世
代
は
旅

行
意
欲
が
旺
盛
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症（
以
下
新
型
コ
ロ
ナ
）

流
行
の
収
束
に
よ
る
旅
行
市
場
回
復

を
け
ん
引
し
、
か
つ
て
旅
行
市
場
の

主
役
と
さ
れ
た
X
世
代
や
ベ
ビ
ー

ブ
ー
マ
ー
世
代
と
の
交
代
が
進
ん

だ
。
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
以
降
、
観

光
研
究
分
野
で
は
Z
世
代
を
中
心

に
世
代
別
の
研
究
が
散
見
さ
れ
、

世
界
の
旅
行
会
社
で
は
Z
世
代
や

ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
を
対
象
と
し
た

商
品
造
成
に
注
力
す
る
会
社
も
増

加
し
た
2

。
こ
う
し
た
動
き
か
ら
も
、

旅
行
・
観
光
分
野
に
お
い
て
も
若
年

層
を
中
心
に
「
世
代
別
」
へ
の
注
目

が
高
ま
っ
て
い
る
状
況
と
言
え
る
だ

ろ
う
。

　
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
流
行
後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
に

つ
い
て
、
当
財
団
と
株
式
会
社
日
本

政
策
投
資
銀
行
の
独
自
調
査
で
あ
る

「
D
B
J
・
J
T
B
F 

ア
ジ
ア
・
欧

米
豪 

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向

調
査 

2
0
2
4
年
度
版
」（
以
降「
本

調
査
」）
の
分
析
結
果
か
ら
、
世
代

資料：「DBJ・JTBF アジア・欧米豪訪日外国人旅行者の意向調査 2024年度版」よりJTBF作成資料：「DBJ・JTBF アジア・欧米豪訪日外国人旅行者の意向調査 2024年度版」よりJTBF作成

資料：「DBJ・JTBF アジア・欧米豪訪日外国人旅行者の意向調査 2024年度版」よりJTBF作成

資料：「DBJ・JTBF アジア・欧米豪訪日外国人旅行者の意向調査 2024年度版」よりJTBF作成

※5%水準で有意

上位5位まで

※5%水準で他の3世代に対して有意
※5%水準でミレニアル世代、X世代に対して有意

察
さ
れ
る
。
昨
今
、
特
定
観
光
地
へ

の
需
要
集
中
と
そ
れ
に
伴
う
諸
問
題

が
浮
き
彫
り
と
な
っ
て
い
る
が
、
地

方
分
散
と
い
う
観
点
か
ら
、
ベ
ビ
ー

ブ
ー
マ
ー
世
代
が
果
た
す
役
割
は
大

き
い
。
ま
た
、
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世

代
に
対
し
て
は
、
全
国
的
な
治
安
の

良
さ
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
環
境
の
充
実

等
、
安
全
・
安
心
か
つ
、
快
適
な
滞

在
と
い
っ
た
側
面
か
ら
訴
求
で
き
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
筆
者
が
昨

年
夏
に
韓
国
の
旅
行
会
社
を
対
象
に

実
施
し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査 
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で

は
、
高
年
層
を
安
心
し
て
送
客
で
き

る
点
が
日
本
の
強
み
と
い
う
声
も
聞

か
れ
た
。
以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
中

高
年
層
（
特
に
東
ア
ジ
ア
）
に
対
し

て
は
、
安
全
・
安
心
に
楽
し
め
る
海

外
旅
行
先
と
し
て
優
位
性
が
あ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

境
負
荷
が
少
な
い
自
然
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
参
加
す
る
」、「
収
益
の
一
部

を
野
生
動
物
保
護
に
充
て
る
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
」
等
、
自
分

が
何
か
を
体
験
す
る
こ
と
を
通
じ
て

貢
献
す
る
こ
と
へ
の
関
心
が
高
い
。

こ
れ
ら
の
傾
向
を
踏
ま
え
る
と
、
観

光
地
や
観
光
事
業
者
が
旅
行
者
に
観

光
地
の
維
持
に
対
し
て
協
力
を
促
す

た
め
に
は
、
旅
行
者
の
満
足
度
向
上

に
寄
与
す
る
よ
う
な
利
己
的
な
価
値

に
変
換
し
て
発
信
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
コ
ラ
ム

〝G
O
O
D
 N
A
T
U
R
E
 S
T
A
T
IO
N

（
京
都
市
）‐
エ
ピ
キ
ュ
リ
ア
ン
・
ナ
チ
ュ

ラ
ル
の
実
践
‐
〞を
参
照
の
こ
と
）。

　
居
住
地
で
の
日
本
に
関
す
る
活
動

図 3 訪日旅行の思案段階・計画段階・予約段階・実行（出発～旅行中）段階で最も参考にした旅行情報 【2022年10月以降訪日旅行経験者】（回答は1つ） 表 1 世代×旅行内容 【2022年10月以降訪日旅行経験者】
（回答は「同行者」「宿泊施設」はあてはまるもの全て／
「旅行手配方法」は1つ）

表 2 世代×旅行内容
 【2022年10月以降・2019年以前訪日旅行経験者】
（回答は「同行者」「宿泊施設」はあてはまるもの全て／
「旅行手配方法」は1つ）

図 4 世代×訪日旅行時に体験したこと 【2022年10月以降訪日旅行経験者】（回答はあてはまるもの5つまで）

36



1.200

1.000

0.800

0.600

- 1.200

- 1.000

- 0.800

- 0.600

- 0.400

- 0.200

0.000

0.200

0.400

1.2001.0000.8000.6000.4000.2000.000- 0.200- 0.400- 0.600- 0.800- 1.000- 1.200

2019年
以前

n=109

Z
世代

2022年
10月
以降

n=118

2019年
以前

n=518

ミレニアル
世代

2022年
10月
以降

n=710

2019年
以前

n=551

X
世代

2022年
10月
以降

n=499

2019年
以前

n=305

ベビーブーマー
世代

2022年
10月
以降

n=221

n=118

Z
世代

n=710

ミレニアル
世代

n=499

X
世代

n=221

ベビーブーマー
世代

ベビーブーマー世代
（n=221）

X世代
（n=499）

ミレニアル世
（n=710）

Z世代
（n=118）

Z世代（n=118）
ミレニアル世代（n=710）
X世代（n=499）
ベビーブーマー世代（n=221）

19%

19%

9%

9%

9%

11%

11%

11%

9%

9%

20%

15%

14%

10%

10%

13%

10%

10%

9%

9%

15%

15%

11%

9%

8%

14%

11%

10%

10%

9%

20%

17%

17%

11%

8%

14%

9%

9%

9%

9%

日本政府観光局ホームベージ
旅行会社ホームページ
宿泊施設ホームページ
航空会社ホームページ
ロコミサイト（トリップアドバイザー 等）

旅行会社ホームベージ
航空会社ホームベージ
ロコミサイト（トリップアドバイザー 等）

動画サイト（YouTube/愛奇芸 等）

宿泊施設ホームページ
宿泊施設ホームベージ
宿泊予約サイト
旅行会社ホームベージ
航空会社ホームページ
日本政府観光局ホームページ
SNS（Facebook/X（旧Twitter）/微信 等）

旅行会社ホームページ
宿泊施設ホームページ
航空会社ホームページ
宿泊予約サイト

旅行会社ホームページ
日本政府観光局ホームページ
宿泊施設ホームページ
SNS（Facebook/X（旧Twitter）/微信 等）

動画サイト（YouTube/愛奇芸 等）

口コミサイト（トリップアドバイザー 等）

旅行会社ホームページ
SNS（Facebook/X（旧Twitter）/微信 等）

宿泊施設ホームページ
宿泊予約サイト
宿泊予約サイト
旅行会社ホームページ
宿泊施設ホームページ
口コミサイト（トリップアドバイザー 等）

航空会社ホームページ
旅行会社ホームページ
SNS（Facebook/X（旧Twitter）/微信 等）

口コミサイト（トリップアドバイザー 等）

日本政府観光局ホームページ
航空会社ホームページ

旅行会社ホームページ
日本政府観光局ホームページ
宿泊施設ホームページ
動画サイト（YouTube/愛奇芸 等）

口コミサイト（トリップアドバイザー 等）

旅行会社ホームページ
動画サイト（YouTube/愛奇芸 等）

宿泊予約サイト
口コミサイト（トリップアドバイザー 等）

SNS（Facebook/X（旧Twitter）/微信 等）

宿泊予約サイト
宿泊施設ホームページ
旅行会社ホームページ
航空会社ホームページ
口コミサイト（トリップアドバイザー 等）

旅行会社ホームページ
口コミサイト（トリップアドバイザー 等）

SNS（Facebook/X（旧Twitter）/微信 等）

宿泊予約サイト
宿泊施設ホームページ

旅行会社ホームページ
日本政府観光局ホームページ
宿泊施設ホームページ
宿泊予約サイト
航空会社ホームページ
旅行会社ホームページ
口コミサイト（トリップアドバイザー 等）

宿泊予約サイト
動画サイト（YouTube/愛奇芸 等）

宿泊施設ホームページ
旅行会社ホームページ
宿泊予約サイト
宿泊施設ホームページ
航空会社ホームページ
口コミサイト（トリップアドバイザー 等）

旅行会社ホームページ
その他インターネット（検索サイト除く）

航空会社ホームページ
宿泊施設ホームページ
日本政府観光局ホームページ

1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5

14%

13%

11%

9%

8%

14%

12%

12%

9%

8%

20%

19%

14%

14%

8%

14%

11%

10%

10%

10%

24%

15%

10%

8%

7%

21%

8%

8%

8%

7%

25%

18%

12%

10%

6%

24%

9%

8%

7%

6%

思
案
段
階（
旅
マ
エ
）

計
画
段
階（
旅
マ
エ
）

予
約
段
階（
旅
マ
エ
）

実
行
段
階（
旅
ナ
カ
）

一人で
配偶者・パートナー
友人
自分の子供
自分の親
自分の子供・親以外の家族・親族
その他
航空券と宿泊がセットのパック旅行に食事・観光等が含まれるもの
自身の嗜好によるガイド付きテーラーメイドツアー
航空券、宿泊、食事等について選択肢から選択し組み合せ可能なツアー
航空券と宿泊施設のみがセットになったパック旅行
航空券と宿泊施設を個別に手配
航空券のみを出発前に手配（宿泊先は現地で手配）
その他
覚えていない・わからない
温泉のある日本旅館
日本旅館（温泉なし）
豪華で快適なホテル（西洋式）
基本的な設備のみが備わっているホテル（西洋式）
ユースホステル・ゲストハウス
現地の人から有料で借りる家・アパート
親戚・知人宅
その他

同
行
者

旅
行
手
配
方
法

利
用
し
た
宿
泊
施
設

14.7%
18.3%
27.5%
6.4%

40.4%
24.8%
0.0%

31.2%
12.8%
18.3%
13.8%
20.2%
2.8%
0.0%
0.9%

47.7%
21.1%
29.4%
23.9%
7.3%

13.8%
5.5%
0.0%

11.0%
22.0%
33.1%
6.8%

31.4%
16.9%
1.7%

23.7%
9.3%

13.6%
10.2%
37.3%
4.2%
0.8%
0.8%

39.0%
17.8%
30.5%
39.8%
11.0%
13.6%
2.5%
0.8%

12.7%
44.6%
28.4%
11.4%
15.1%
15.3%
1.4%

30.9%
12.5%
18.9%
8.3%

26.4%
2.1%
0.2%
0.6%

36.3%
24.7%
29.3%
30.9%
13.9%
14.7%
1.5%
0.8%

10.3%
55.2%
26.5%
21.8%
14.6%
10.4%

0.8%

23.8%
8.7%

19.3%
8.2%

35.8%
3.4%
0.4%
0.4%

44.9%
18.3%
34.9%
38.9%
12.1%
12.3%
3.2%
0.4%

11.3%
51.0%
24.0%
23.0%
11.1%
13.2%
2.0%

31.4%
6.9%

15.1%
10.2%
29.6%
3.8%
1.5%
1.6%

34.7%
16.9%
26.3%
38.7%
11.1%
13.1%
3.3%
0.9%

8.0%
68.3%
18.0%
40.3%
10.0%
8.2%
0.8%

24.8%
8.8%

16.4%
10.4%
37.1%
2.0%
0.2%
0.2%

42.7%
14.4%
35.1%
39.9%
5.6%
9.0%
1.8%
0.4%

13.1%
43.6%
24.9%
22.0%
5.2%

10.5%
6.2%

32.5%
5.9%

10.5%
10.5%
28.5%
5.6%
4.9%
1.6%

28.5%
7.9%

32.1%
39.3%
6.2%
6.9%
4.9%
4.6%

7.2%
59.3%
27.6%
26.7%
2.3%

11.3%
1.4%

27.6%
12.7%
13.1%
12.2%
32.1%
0.9%
0.9%
0.5%

41.6%
19.9%
29.4%
50.7%
10.9%
11.3%
3.6%
0.0%

一人で
配偶者・パートナー
友人
自分の子供
自分の親
自分の子供・親以外の家族・親族
その他
航空券と宿泊がセットのパック旅行に食事・観光等が含まれるもの
自身の嗜好によるガイド付きテーラーメイドツアー
航空券、宿泊、食事等について選択肢から選択し組み合せ可能なツアー
航空券と宿泊施設のみがセットになったパック旅行
航空券と宿泊施設を個別に手配
航空券のみを出発前に手配（宿泊先は現地で手配）
その他
覚えていない・わからない
温泉のある日本旅館
日本旅館（温泉なし）
豪華で快適なホテル（西洋式）
基本的な設備のみが備わっているホテル（西洋式）
ユースホステル・ゲストハウス
現地の人から有料で借りる家・アパート
親戚・知人宅
その他

同
行
者

旅
行
手
配
方
法

宿
泊
施
設

11.0%
22.0%
33.1%
6.8%

31.4%
16.9%
1.7%

23.7%
9.3%

13.6%
10.2%
37.3%
4.2%
0.8%
0.8%

39.0%
17.8%
30.5%
39.8%
11.0%
13.6%
2.5%
0.8%

10.3%
55.2%
26.5%
21.8%
14.6%
10.4%
0.8%

23.8%
8.7%

19.3%
8.2%

35.8%
3,4%
0.4%
0.4%

44.9%
18.3%
34.9%
38.9%
12.1%
12.3%
3,2%
0.4%

8.0%
68.3%
18.0%
40.3%
10.0%
8.2%
0.8%

24.8%
8.8%

16.4%
10.4%
37.1%
2.0%
0.2%
0.2%

42.7%
14.4%
35.1%
39.9%
5.6%
9.0%
1.8%
0.4%

7.2%
59.3%
27.6%
26.7%
2.3%

11.3%
1.4%

27.6%
12.7%
13.1%
12.2%
32.1%
0.9%
0.9%
0.5%

41.6%
19.9%
29.4%
50.7%
10.9%
11.3%
3.6%
0.0%

美術館や博物館の鑑賞

洋服や
ファッション雑貨の
ショッピング

ドラマや映画のロケ地
アニメの舞台の見物

プランド品や
宝飾品の

ショッピング

電化製品の
ショッピング

食品や飲料のショッピング
紅葉の観賞

スポーツ観戦
伝統工芸品の工房見学・体験/制作や購入

桜の観賞

伝統芸能鑑賞

近代的／先進的な
建築物の見物

日本庭園
の見物

雪景色
観賞 スイーツ

世界遺産の見物

有名な史跡や
歴史的な

建築物の見物 日本の酒

化粧品や医薬品の購入

伝統的日本料理
自然や風景の見物 フルーツ狩り

温泉への入浴
現地の人が普段
利用している
カジュアルな食事

遊園地やテーマパーク

繁華街の街歩き
日本文化の体験

アクティビティを
楽しむことナイトライフ体験

イベント・祭りの見物
自然や資源を損なうことのないよう配慮されている観光地・観光ツアー

ミレニアル世代と関連が強い活動

ベビーブーマー世代と関連が強い活動

Z世代と関連が強い活動

X世代と関連が強い活動

●Z世代

●X世代

●
ベビーブーマー

世代

●
ミレニアル
　　世代

も
各
種
調
査
等
8

か
ら
Z
世
代
は
コ

ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
（
コ
ス
パ
）
に

敏
感
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
円
安
時
の
訪
日
旅
行
に
コ
ス
パ

の
良
さ
を
期
待
し
て
い
る
こ
と
が
見

て
と
れ
る
。
ま
た
、
訪
日
旅
行
時
に

「
円
安
で
得
を
し
た
分
の
お
金
の
使

い
道
」（
図
7
）
に
つ
い
て
は
、
全
て

の
世
代
で「
数
量
を
多
く
購
入
し
た
」

の
割
合
が
最
も
高
い
。

　
観
光
資
源
・
施
設
の
混
雑
緩
和
や

保
護
の
た
め
の
金
銭
負
担
、
い
わ
ゆ

るW
illingness T

o P
ay

に
つ
い
て

は
、「
賛
成
」
の
割
合
が
中
高
年
層

に
比
べ
、
若
年
層
が
高
い
。
一
方

で
中
高
年
層
の
「
や
や
反
対
」
の
割

合
は
若
年
層
に
比
べ
て
高
い
（
図

8
）。
ま
た
、
海
外
旅
行
先
や
宿
泊

施
設
を
検
討
す
る
際
に
「
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
取
り
組
み
」
を
重
視
す
る
人

の
割
合
も
同
様
の
傾
向
（
図
9
）
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
若
年
層
は
中
高

年
層
と
比
べ
、
観
光
地
の
維
持
や

存
続
へ
の
貢
献
意
識
が
高
い
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

　
一
方
で
、
意
識
と
行
動
に
は
乖
離

が
あ
る
。
海
外
旅
行
先
で「
今
後
実

践
し
た
い
」取
り
組
み
と「
過
去
に
実

施
し
た
」取
り
組
み
の
差
分
を
示
し

た
も
の
が
図
10
‐
1（
Z
世
代
・
ミ
レ

ニ
ア
ル
世
代
）、
10
‐
2（
X
世
代
・

ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代
）で
あ
る
。
全

体
的
に
意
識
が
先
行
す
る
傾
向
で
あ

る
た
め
、
今
後
は
高
い
意
識
を
ど
う

行
動
に
結
び
付
け
て
い
く
か
が
課
題

と
な
る
。
な
お
、
全
世
代
で
行
動
が

意
識
を
上
回
る
項
目
は「
宿
泊
施
設

に
お
け
る
ア
メ
ニ
テ
ィ
グ
ッ
ズ
を
辞

物
活
動
で
も
、
Z
世
代
は
ア
パ
レ
ル

関
連
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
あ
る
の
に

対
し
、
X
世
代
は
日
用
品
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
が
主
と
な
っ
て
い
る
。
ベ

ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代
は
、「
世
界
遺

産
の
見
物
」、「
日
本
の
酒
」
等
、
地

方
部
の
地
域
資
源
を
活
用
し
て
い
る

体
験
と
の
関
連
が
強
い
。
実
際
に
、

ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代
の
2
0
2
2

年
10
月
以
降
の
地
方
訪
問
経
験
の
割

合
は
2
0
1
9
年
以
前
と
比
べ
、
約

30
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
お
り（
図
5
）、

地
方
部
で
は
こ
れ
ら
の
活
動
を
実
施

し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

（
4
）
円
安
の
影
響

　
2
0
2
2
年
以
降
、
急
速
に
進
行

し
た
円
安
は
、
水
際
対
策
の
大
幅
緩

和
と
重
な
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要

の
回
復
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
こ
う

し
た
状
況
を
受
け
、
本
調
査
で
は「
訪

日
旅
行
の
決
定
」
と
「
円
安
で
得
を
し

た
分
の
お
金
の
使
い
道
」
に
お
け
る

円
安
の
影
響
に
つ
い
て
把
握
し
た
。

　
円
安
が
訪
日
旅
行
の
決
定
に
影
響

し
た
と
回
答
し
た
人
の
割
合
は
、
各

世
代
4
〜
5
割
程
度
で
、
Z
世
代
が

最
も
高
い
（
図
6
）。
こ
れ
ま
で
に

動
が
意
識
を
上
回
る
項
目
が
最
多

（
6
項
目
）と
な
っ
て
い
る
。
Z
世
代

や
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
の
意
識
が
行
動

を
上
回
る
項
目
の
上
位
は「
地
域
の

祭
り
や
行
事
等
に
参
加
す
る
」、「
環

退
す
る
」と
な
っ
て
い
る
が
、
環
境
保

護
を
目
的
と
す
る
一
方
で
、
旅
行
中

の
滞
在
を
快
適
に
す
る
た
め
の
行
動

と
も
捉
え
ら
れ
る
。

　
世
代
別
に
み
る
と
、
Z
世
代
で
行

ウ
ェ
ル
ネ
ス
等
）
を
テ
ー
マ
に
し
た

パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
「
ミ
ン
グ
ル
ツ

ア
ー
」
を
販
売
し
て
い
る
こ
と
等
か

ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
ミ
レ

ニ
ア
ル
世
代
（
特
に
ア
ジ
ア
）
は
教

育
熱
心
で
あ
り
、
訪
日
時
に
自
分
の

子
供
に
何
ら
か
の
気
づ
き
や
学
び
を

得
ら
れ
る
体
験
を
希
望
す
る
ケ
ー
ス

が
多
い 

16

こ
と
も
影
響
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
今
回
の
分
析
か
ら
ミ

レ
ニ
ア
ル
世
代
と
関
連
が
強
い
体
験

の
中
に
は
地
方
部
の
資
源
を
活
用
で

き
る
も
の
（
例
：
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

を
楽
し
む
こ
と
、
伝
統
工
芸
品
の
工

房
見
学
・
体
験
／
制
作
や
購
入
、
イ

ベ
ン
ト
・
祭
り
の
見
物
等
）
も
多
い

こ
と
が
分
か
り
、
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代

は
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
重
視
す
る 

17

こ
と
か
ら
、
地
方
部
の
資
源
を
活

用
し
た
体
験
活
動
に
よ
る
誘
客
等
も

効
果
的
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
若
年
層
は
社
会
問
題
全

般
に
対
す
る
意
識
が
高
く
、
自
分
が

訪
れ
る
観
光
地
の
維
持
・
存
続
に
対

し
て
も
何
ら
か
の
形
で
貢
献
し
よ
う

と
す
る
意
志
が
確
認
さ
れ
た
。
一
方

で
高
い
意
識
に
行
動
が
結
び
つ
い
て

い
な
い
点
は
全
て
の
世
代
で
課
題
で

あ
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

過
去
調
査 

18

の
結
果
か
ら
、
Z
世
代

は
旅
行
先
で
実
施
し
た
い
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
実
利

に
つ
な
が
る
活
動
に
積
極
的
で
あ
る

た
め
、
利
他
的
で
あ
る
と
同
時
に
旅

行
体
験
の
満
足
度
向
上
に
寄
与
す
る

よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
こ

と
で
意
識
と
行
動
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋

め
る
一
助
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　
X
世
代
は
、
訪
日
時
、
居
住
地
で

の
活
動
と
も
に
日
本
製
品
の
消
費
に

積
極
的
で
あ
る
。
訪
日
時
の
消
費
の

み
な
ら
ず
、
訪
日
と
訪
日
の
間
の
居

住
地
で
の
日
本
製
品
の
消
費
促
進
も

可
能
で
あ
る
。
一
方
で
、
日
本
で
し

か
買
え
な
い
も
の
、
新
し
い
商
品
の

提
案
と
い
っ
た
訪
日
に
対
す
る
動
機

付
け
も
必
要
と
な
る
。
ベ
ビ
ー
ブ
ー

マ
ー
世
代
は
、
若
年
層
に
比
べ
訪
日

意
向
は
低
い
も
の
の
、
コ
ロ
ナ
禍
を

経
て
、
地
方
訪
問
経
験
率
が
大
幅
に

上
昇
し
た
。
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代

は
東
ア
ジ
ア
を
中
心
に
訪
日
リ
ピ
ー

タ
ー
割
合
が
高
い
こ
と
か
ら
、
日
本

国
内
の
新
た
な
魅
力
を
探
し
て
い
る

こ
と
等
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
推

と
訪
日
時
の
消
費
や
体
験
は
相
互
に

影
響
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
例
え
ば
、
居
住
地
で
日
本
の
ア

ニ
メ
を
視
聴
し
た
経
験
か
ら
、
訪
日

時
に
ロ
ケ
地
を
訪
問
す
る
こ
と
や
、

訪
日
時
に
食
べ
て
お
い
し
か
っ
た
食

材
を
居
住
地
で
購
入
す
る
こ
と
等
が

挙
げ
ら
れ
る
。
本
調
査
で
は
、
世
代

別
に
居
住
地
で
の
日
本
に
関
す
る
活

動
傾
向
を
把
握
す
る
た
め
、
訪
日
時

の
体
験
活
動
と
同
様
、
コ
レ
ス
ポ
ン

デ
ン
ス
分
析
と
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
を

実
施
し
た 

10（
図
11
）。
こ
こ
で
は
、

既
出
の
訪
日
時
の
体
験
の
結
果
（
図

4
）
も
踏
ま
え
て
考
察
す
る
こ
と
と

す
る
。

　
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
と
Z
世
代
は
同

じ
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い
る
が
、
日

本
の
コ
ン
テ
ン
ツ
関
連
の
活
動
の
よ

り
近
く
に
付
置
さ
れ
て
い
る
の
は
ミ

レ
ニ
ア
ル
世
代
で
あ
る
。
こ
れ
に
加

え
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
・
オ
フ
ラ
イ
ン

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
イ
ベ
ン
ト
参
加

と
の
関
連
も
強
い
。
一
方
、
Z
世
代

は
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
と
比
べ
、
日
本

語
学
習
と
の
関
係
が
強
い
。
若
年
層

に
日
本
の
コ
ン
テ
ン
ツ
人
気
が
高
い

点
は
共
通
し
て
い
る
が
、
ミ
レ
ニ
ア

ル
世
代
は
日
本
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を

き
っ
か
け
と
し
た
各
種
交
流
、
Z
世

代
は
日
本
語
学
習
に
派
生
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
る 

11

。
ま
た
、
ミ
レ
ニ

ア
ル
世
代
は
、訪
日
時
に
イ
ベ
ン
ト
・

祭
り
の
見
物
と
関
連
が
強
く
、
コ
ン

テ
ン
ツ
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

て
い
る
こ
と
や
、
Z
世
代
は
ロ
ケ
地

見
物
と
比
較
的
関
連
が
強
く
、
居
住

地
で
視
聴
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
に
関
連

し
た
場
所
を
訪
れ
て
い
る
こ
と
等
が

推
察
さ
れ
る
。

　
X
世
代
は
、
居
住
地
で
食
体
験
や

日
本
企
業
の
製
品
購
入
と
の
関
連
が

強
く
、
訪
日
時
は
、
化
粧
品
や
医
薬

品
、
食
品
や
飲
料
、
電
化
製
品
の

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
と
関
連
が
強
い
。
X

世
代
は
、
80
年
代
半
ば
か
ら
90
年
代

前
半
に
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
が
国
際

的
に
評
価
さ
れ
た
時
期
を
経
験
し
て

お
り
、
日
本
企
業
製
品
に
対
す
る
信

頼
感
や
愛
着
が
醸
成
さ
れ
た
こ
と

も
、
居
住
地
や
訪
日
時
の
消
費
行
動

に
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
ま
た
、
X
世
代
は
居
住
地
、

訪
日
時
と
も
に
日
本
の
文
化
体
験
と

も
関
連
が
強
い
。以
上
の
結
果
か
ら
、

X
世
代
は
、
訪
日
時
の
体
験
と
居
住

地
で
の
日
本
関
連
の
活
動
が
影
響
し

合
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ベ

ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代
は
特
段
、
強
い

関
係
性
を
示
す
日
本
に
関
す
る
活
動

は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
Z
世
代
の
訪
日
意
向
は
高
く
、
日

本
の
コ
ン
テ
ン
ツ
、
ア
パ
レ
ル
関
連

つ
い
て
は
、
ク
ロ
ス
集
計
表
で
の
表

現
は
複
雑
化
す
る
た
め
、
コ
レ
ス
ポ

ン
デ
ン
ス
分
析
を
実
施
し
た
。
世
代

別
に
関
係
が
高
い
活
動
を
特
定
す
る

た
め
、
コ
レ
ス
ポ
ン
デ
ン
ス
分
析
の

結
果
、得
ら
れ
た
座
標
軸
に
基
づ
き
、

ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
を
実
施
し
た
5

（
図
4
）。

　
こ
の
結
果
、
Z
世
代
は
洋
服
や

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
雑
貨
、
ブ
ラ
ン
ド
品

や
宝
飾
品
等
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、「
遊

園
地
や
テ
ー
マ
パ
ー
ク
」、「
美
術
館

や
博
物
館
の
鑑
賞
」
と
い
っ
た
主
に

都
市
部
で
楽
し
め
る
活
動
と
関
連
が

強
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、

旅
行
の
ス
タ
イ
ル
は
S
N
S
な
ど
に

投
稿
で
き
る
よ
う
な
場
所
を
選
好
す

る
6

傾
向
も
あ
り
、
こ
う
し
た
活
動

の
多
く
が
視
覚
的
に
美
し
く
、
分
か

り
や
す
く
発
信
で
き
る
点
も
特
徴
的

で
あ
る
。

　
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
は
「
伝
統
工
芸

品
の
工
房
見
学
・
体
験
／
制
作
や
購

入
」、「
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
楽
し
む

こ
と
」
等
、
自
ら
が
何
か
を
体
験
す

る
活
動
と
関
連
が
強
い
。
旅
行
の
目

的
や
ス
タ
イ
ル
に
自
分
の
関
心
ご
と

を
テ
ー
マ
と
し
た
旅
行
を
選
好
す
る

傾
向
7

も
影
響
し
て
か
、「
イ
ベ
ン
ト
・

祭
り
の
見
物
」、「
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
」

と
も
関
連
が
強
い
。

　
X
世
代
は
食
品
や
飲
料
、
化
粧
品

や
医
薬
品
、
電
化
製
品
等
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
と
関
連
が
強
い
。
同
じ
買
い

◆ 

宿
泊
施
設

　
ア
ジ
ア
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代

で
「
基
本
的
な
設
備
の
み
が
備
わ
っ

て
い
る
ホ
テ
ル
（
西
洋
式
）」
の
割
合

が
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
や
X
世
代
に
比

べ
て
高
い
（
表
1
）。
2
0
1
9
年

以
前
と
の
比
較
で
は
、
Z
世
代
を
除

く
世
代
で「
温
泉
の
あ
る
日
本
旅
館
」

の
利
用
率
が
、
X
世
代
を
除
く
世
代

で
「
基
本
的
な
設
備
の
み
が
備
わ
っ

て
い
る
ホ
テ
ル
（
西
洋
式
）」
の
利
用

率
が
上
昇
し
た
（
表
2
）。

（
2
）
情
報
収
集

　
訪
日
旅
行
に
関
係
す
る
旅
行
情
報

の
収
集
に
つ
い
て
は
、「
思
案
段
階
」、

「
計
画
段
階
」、「
予
約
段
階
」（
以
上
、

旅
マ
エ
）、「
実
行
段
階
」（
旅
ナ
カ
）

の
4
つ
の
段
階
別
に
利
用
し
た
媒
体

を
尋
ね
た
（
図
3
）。
ベ
ビ
ー
ブ
ー

マ
ー
世
代
は
ど
の
段
階
に
お
い
て
も

最
も
利
用
率
が
高
い
の
は
「
旅
行
会

社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
で
、「
S
N
S
」

は
上
位
5
位
以
内
に
存
在
し
な
い
。

全
体
的
な
傾
向
と
し
て
、
一
般
旅
行

者
の
情
報
よ
り
も
、
事
業
者
の
情
報

を
参
照
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

段
階
別
の
傾
向
で
は
、
Z
世
代
、
ミ

レ
ニ
ア
ル
世
代
、
X
世
代
で
は
実
行

段
階
（
旅
ナ
カ
）
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用

率
が
高
い
。

（
3
）
訪
日
時
の
体
験
活
動

　
訪
日
旅
行
で
体
験
し
た
こ
と
に

後
（
2
0
2
2
年
10
月
以
降
）
の
訪

日
旅
行
の
実
態
に
つ
い
て
世
代
間

比
較
と
、
旅
行
内
容
に
つ
い
て
は
新

型
コ
ロ
ナ
流
行
前
（
2
0
1
9
年
以

前
）
と
収
束
後
の
比
較
を
行
っ
た
。

（
1
）
旅
行
内
容

◆
同
行
者

　
X
世
代
で
「
自
分
の
子
供
」（
40
・

3
%
）
の
割
合
が
、
Z
世
代
で
「
自

分
の
親
」（
31
・
4
%
）
の
割
合
が
そ

れ
ぞ
れ
他
の
世
代
に
比
べ
て
高
い

（
表
1
）。
2
0
1
9
年
以
前
と
の
比

較
で
は
、
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
、
X
世

代
、
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代
で
「
配

偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
」、
ミ
レ
ニ
ア

ル
世
代
、
X
世
代
で
「
自
分
の
子
供
」

の
割
合
が
増
え
て
お
り
、
身
近
な
人

と
の
旅
行
が
増
え
て
い
る
（
表
2
）。 

◆ 

旅
行
手
配
方
法

　
旅
行
手
配
方
法
に
つ
い
て
は
世

代
別
に
大
き
な
違
い
は
確
認
さ
れ
な

か
っ
た
（
表
1
）。
2
0
1
9
年
以

前
と
の
比
較
で
は
、
ベ
ビ
ー
ブ
ー

マ
ー
世
代
を
除
き
、「
航
空
券
と
宿

泊
施
設
を
個
別
に
手
配
」
の
割
合
が

増
え
て
い
る
。
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
、

X
世
代
で
は
、「
航
空
券
と
宿
泊
が

セ
ッ
ト
の
パ
ッ
ク
旅
行
に
食
事
・
観

光
等
が
含
ま
れ
る
も
の
」
い
わ
ゆ
る

フ
ル
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
の
割
合
が

減
少
し
て
い
る
（
表
2
）。
コ
ロ
ナ

禍
で
は
安
心
・
安
全
な
旅
行
を
実
現

す
る
た
め
、
旅
行
会
社
の
利
用
意
向

が
高
ま
っ
た
4

が
、
こ
う
し
た
意
向

は
一
時
的
な
も
の
で
あ
り
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
市
場
の
回
復
後
は
、

2
0
1
9
年
以
前
以
上
に
個
別
手
配

が
進
ん
で
い
る
。

別
に
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
後
の
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
市
場
を
分
析
す
る
こ
と

と
す
る
。

　
2
0
2
4
年
7
月
に
実
施
し
た
本

調
査
に
よ
れ
ば
、
ア
ジ
ア
居
住
者
、

欧
米
豪
居
住
者
と
も
に
次
に
希
望
す

る
海
外
旅
行
先
は
「
日
本
」
の
割
合

が
最
も
高
い
が
、
世
代
別
3

で
は
、

Z
世
代
、
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
の
割
合

が
特
に
高
い
（
図
1
）。

　
ま
た
、
訪
日
経
験
者
を
対
象
に
新

型
コ
ロ
ナ
流
行
前
の
「
2
0
1
9
年

以
前
」
と
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
収
束
後

の
「
2
0
2
2
年
10
月
以
降
」
で
世

代
別
構
成
比
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、

2
0
2
2
年
10
月
以
降
は
2
0
1
9

年
以
前
と
比
べ
、
中
高
年
層
の
割
合

が
低
下
し
、
若
年
層
の
割
合
が
増
加

（
図
2
）
し
て
お
り
、
我
が
国
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
回
復
に
若
年
層

が
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
続
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
収
束

の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク

等
、
現
代
的
で
都
市
部
で
体
験
で
き

る
こ
と
へ
の
関
心
が
高
い
。
特
に
ア

ジ
ア
居
住
者
に
と
っ
て
、
都
市
部
を

中
心
と
し
た
訪
問
で
あ
れ
ば
、
限
ら

れ
た
時
間
の
中
で
効
率
的
に
楽
し
め

る
タ
イ
パ 

12

の
良
さ
、
円
安
ゆ
え
の

コ
ス
パ 

13

の
良
さ
と
い
っ
た
Z
世
代

の
消
費
の
価
値
観
と
合
致
し
て
い
る

点
が
日
本
人
気
の
背
景
に
あ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
あ
る
需
要
を

機
会
と
捉
え
、「
お
得
感
」
だ
け
で

は
な
い
別
の
側
面
を
認
知
し
て
も
ら

う
こ
と
や
、
今
後
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

が
変
わ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
地
方
部

も
含
め
た
日
本
の
多
様
な
楽
し
み
方

を
提
案
し
、
ラ
イ
フ
タ
イ
ム
バ

リ
ュ
ー 

14

を
高
め
て
い
く
こ
と
も
重

要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
も
Z
世
代
と
同

様
、
訪
日
意
向
が
高
く
、
旅
行
行
動

や
意
向
、
意
識
に
共
通
点
が
多
い
一

方
、
今
回
の
調
査
か
ら
は
、
訪
日
時

の
観
光
活
動
は
体
験
系
の
活
動
と
関

連
が
強
く
、
消
費
財
へ
の
関
心
が
強

い
Z
世
代
と
は
異
な
る
傾
向
を
示
し

た
。
こ
の
背
景
に
は
、
旅
行
の
目
的

や
ス
タ
イ
ル
に
自
分
の
関
心
ご
と
を

テ
ー
マ
と
し
た
旅
行
を
選
好
す
る
傾

向
が
あ
る 

15

こ
と
が
影
響
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
韓

国
の
旅
行
会
社
「
ハ
ナ
ツ
ア
ー
」
が

Z
世
代
、
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
向
け
に

趣
味（
例
：
ダ
イ
ビ
ン
グ
、ド
ラ
イ
ブ
、

は
じ
め
に

　
国
連
世
界
観
光
機
関（U

N
W
T
O
/

現“U
N
 T
ourism

”

）は
、
2
0
3
0

〜
2
0
4
0
年
の
旅
行
市
場
は
「
ミ

レ
ニ
ア
ル
世
代
」
と
「
Z
世
代
」
が

大
半
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
と
展
望

し
て
い
る
1

。
こ
れ
ら
の
世
代
は
旅

行
意
欲
が
旺
盛
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症（
以
下
新
型
コ
ロ
ナ
）

流
行
の
収
束
に
よ
る
旅
行
市
場
回
復

を
け
ん
引
し
、
か
つ
て
旅
行
市
場
の

主
役
と
さ
れ
た
X
世
代
や
ベ
ビ
ー

ブ
ー
マ
ー
世
代
と
の
交
代
が
進
ん

だ
。
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
以
降
、
観

光
研
究
分
野
で
は
Z
世
代
を
中
心

に
世
代
別
の
研
究
が
散
見
さ
れ
、

世
界
の
旅
行
会
社
で
は
Z
世
代
や

ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
を
対
象
と
し
た

商
品
造
成
に
注
力
す
る
会
社
も
増

加
し
た
2

。
こ
う
し
た
動
き
か
ら
も
、

旅
行
・
観
光
分
野
に
お
い
て
も
若
年

層
を
中
心
に
「
世
代
別
」
へ
の
注
目

が
高
ま
っ
て
い
る
状
況
と
言
え
る
だ

ろ
う
。

　
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
流
行
後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
に

つ
い
て
、
当
財
団
と
株
式
会
社
日
本

政
策
投
資
銀
行
の
独
自
調
査
で
あ
る

「
D
B
J
・
J
T
B
F 

ア
ジ
ア
・
欧

米
豪 

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向

調
査 

2
0
2
4
年
度
版
」（
以
降「
本

調
査
」）
の
分
析
結
果
か
ら
、
世
代

資料：「DBJ・JTBF アジア・欧米豪訪日外国人旅行者の意向調査 2024年度版」よりJTBF作成資料：「DBJ・JTBF アジア・欧米豪訪日外国人旅行者の意向調査 2024年度版」よりJTBF作成

資料：「DBJ・JTBF アジア・欧米豪訪日外国人旅行者の意向調査 2024年度版」よりJTBF作成

資料：「DBJ・JTBF アジア・欧米豪訪日外国人旅行者の意向調査 2024年度版」よりJTBF作成

※5%水準で有意

上位5位まで

※5%水準で他の3世代に対して有意
※5%水準でミレニアル世代、X世代に対して有意

察
さ
れ
る
。
昨
今
、
特
定
観
光
地
へ

の
需
要
集
中
と
そ
れ
に
伴
う
諸
問
題

が
浮
き
彫
り
と
な
っ
て
い
る
が
、
地

方
分
散
と
い
う
観
点
か
ら
、
ベ
ビ
ー

ブ
ー
マ
ー
世
代
が
果
た
す
役
割
は
大

き
い
。
ま
た
、
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世

代
に
対
し
て
は
、
全
国
的
な
治
安
の

良
さ
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
環
境
の
充
実

等
、
安
全
・
安
心
か
つ
、
快
適
な
滞

在
と
い
っ
た
側
面
か
ら
訴
求
で
き
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
筆
者
が
昨

年
夏
に
韓
国
の
旅
行
会
社
を
対
象
に

実
施
し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査 
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で

は
、
高
年
層
を
安
心
し
て
送
客
で
き

る
点
が
日
本
の
強
み
と
い
う
声
も
聞

か
れ
た
。
以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
中

高
年
層
（
特
に
東
ア
ジ
ア
）
に
対
し

て
は
、
安
全
・
安
心
に
楽
し
め
る
海

外
旅
行
先
と
し
て
優
位
性
が
あ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

境
負
荷
が
少
な
い
自
然
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
参
加
す
る
」、「
収
益
の
一
部

を
野
生
動
物
保
護
に
充
て
る
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
」
等
、
自
分

が
何
か
を
体
験
す
る
こ
と
を
通
じ
て

貢
献
す
る
こ
と
へ
の
関
心
が
高
い
。

こ
れ
ら
の
傾
向
を
踏
ま
え
る
と
、
観

光
地
や
観
光
事
業
者
が
旅
行
者
に
観

光
地
の
維
持
に
対
し
て
協
力
を
促
す

た
め
に
は
、
旅
行
者
の
満
足
度
向
上

に
寄
与
す
る
よ
う
な
利
己
的
な
価
値

に
変
換
し
て
発
信
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
コ
ラ
ム

〝G
O
O
D
 N
A
T
U
R
E
 S
T
A
T
IO
N

（
京
都
市
）‐
エ
ピ
キ
ュ
リ
ア
ン
・
ナ
チ
ュ

ラ
ル
の
実
践
‐
〞を
参
照
の
こ
と
）。

　
居
住
地
で
の
日
本
に
関
す
る
活
動

図 3 訪日旅行の思案段階・計画段階・予約段階・実行（出発～旅行中）段階で最も参考にした旅行情報 【2022年10月以降訪日旅行経験者】（回答は1つ） 表 1 世代×旅行内容 【2022年10月以降訪日旅行経験者】
（回答は「同行者」「宿泊施設」はあてはまるもの全て／
「旅行手配方法」は1つ）

表 2 世代×旅行内容
 【2022年10月以降・2019年以前訪日旅行経験者】
（回答は「同行者」「宿泊施設」はあてはまるもの全て／
「旅行手配方法」は1つ）

図 4 世代×訪日旅行時に体験したこと 【2022年10月以降訪日旅行経験者】（回答はあてはまるもの5つまで）
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43.9%
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40.4%
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48.8%

85%

87%

83%

93%

77%

92%

63%

92%

も
各
種
調
査
等
8

か
ら
Z
世
代
は
コ

ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
（
コ
ス
パ
）
に

敏
感
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
円
安
時
の
訪
日
旅
行
に
コ
ス
パ

の
良
さ
を
期
待
し
て
い
る
こ
と
が
見

て
と
れ
る
。
ま
た
、
訪
日
旅
行
時
に

「
円
安
で
得
を
し
た
分
の
お
金
の
使

い
道
」（
図
7
）
に
つ
い
て
は
、
全
て

の
世
代
で「
数
量
を
多
く
購
入
し
た
」

の
割
合
が
最
も
高
い
。

　
観
光
資
源
・
施
設
の
混
雑
緩
和
や

保
護
の
た
め
の
金
銭
負
担
、
い
わ
ゆ

るW
illingness T

o P
ay

に
つ
い
て

は
、「
賛
成
」
の
割
合
が
中
高
年
層

に
比
べ
、
若
年
層
が
高
い
。
一
方

で
中
高
年
層
の
「
や
や
反
対
」
の
割

合
は
若
年
層
に
比
べ
て
高
い
（
図

8
）。
ま
た
、
海
外
旅
行
先
や
宿
泊

施
設
を
検
討
す
る
際
に
「
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
取
り
組
み
」
を
重
視
す
る
人

の
割
合
も
同
様
の
傾
向
（
図
9
）
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
若
年
層
は
中
高

年
層
と
比
べ
、
観
光
地
の
維
持
や

存
続
へ
の
貢
献
意
識
が
高
い
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

　
一
方
で
、
意
識
と
行
動
に
は
乖
離

が
あ
る
。
海
外
旅
行
先
で「
今
後
実

践
し
た
い
」取
り
組
み
と「
過
去
に
実

施
し
た
」取
り
組
み
の
差
分
を
示
し

た
も
の
が
図
10
‐
1（
Z
世
代
・
ミ
レ

ニ
ア
ル
世
代
）、
10
‐
2（
X
世
代
・

ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代
）で
あ
る
。
全

体
的
に
意
識
が
先
行
す
る
傾
向
で
あ

る
た
め
、
今
後
は
高
い
意
識
を
ど
う

行
動
に
結
び
付
け
て
い
く
か
が
課
題

と
な
る
。
な
お
、
全
世
代
で
行
動
が

意
識
を
上
回
る
項
目
は「
宿
泊
施
設

に
お
け
る
ア
メ
ニ
テ
ィ
グ
ッ
ズ
を
辞

物
活
動
で
も
、
Z
世
代
は
ア
パ
レ
ル

関
連
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
あ
る
の
に

対
し
、
X
世
代
は
日
用
品
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
が
主
と
な
っ
て
い
る
。
ベ

ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代
は
、「
世
界
遺

産
の
見
物
」、「
日
本
の
酒
」
等
、
地

方
部
の
地
域
資
源
を
活
用
し
て
い
る

体
験
と
の
関
連
が
強
い
。
実
際
に
、

ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代
の
2
0
2
2

年
10
月
以
降
の
地
方
訪
問
経
験
の
割

合
は
2
0
1
9
年
以
前
と
比
べ
、
約

30
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
お
り（
図
5
）、

地
方
部
で
は
こ
れ
ら
の
活
動
を
実
施

し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

（
4
）
円
安
の
影
響

　
2
0
2
2
年
以
降
、
急
速
に
進
行

し
た
円
安
は
、
水
際
対
策
の
大
幅
緩

和
と
重
な
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要

の
回
復
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
こ
う

し
た
状
況
を
受
け
、
本
調
査
で
は「
訪

日
旅
行
の
決
定
」
と
「
円
安
で
得
を
し

た
分
の
お
金
の
使
い
道
」
に
お
け
る

円
安
の
影
響
に
つ
い
て
把
握
し
た
。

　
円
安
が
訪
日
旅
行
の
決
定
に
影
響

し
た
と
回
答
し
た
人
の
割
合
は
、
各

世
代
4
〜
5
割
程
度
で
、
Z
世
代
が

最
も
高
い
（
図
6
）。
こ
れ
ま
で
に

動
が
意
識
を
上
回
る
項
目
が
最
多

（
6
項
目
）と
な
っ
て
い
る
。
Z
世
代

や
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
の
意
識
が
行
動

を
上
回
る
項
目
の
上
位
は「
地
域
の

祭
り
や
行
事
等
に
参
加
す
る
」、「
環

退
す
る
」と
な
っ
て
い
る
が
、
環
境
保

護
を
目
的
と
す
る
一
方
で
、
旅
行
中

の
滞
在
を
快
適
に
す
る
た
め
の
行
動

と
も
捉
え
ら
れ
る
。

　
世
代
別
に
み
る
と
、
Z
世
代
で
行

ウ
ェ
ル
ネ
ス
等
）
を
テ
ー
マ
に
し
た

パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
「
ミ
ン
グ
ル
ツ

ア
ー
」
を
販
売
し
て
い
る
こ
と
等
か

ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
ミ
レ

ニ
ア
ル
世
代
（
特
に
ア
ジ
ア
）
は
教

育
熱
心
で
あ
り
、
訪
日
時
に
自
分
の

子
供
に
何
ら
か
の
気
づ
き
や
学
び
を

得
ら
れ
る
体
験
を
希
望
す
る
ケ
ー
ス

が
多
い 
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こ
と
も
影
響
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
今
回
の
分
析
か
ら
ミ

レ
ニ
ア
ル
世
代
と
関
連
が
強
い
体
験

の
中
に
は
地
方
部
の
資
源
を
活
用
で

き
る
も
の
（
例
：
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

を
楽
し
む
こ
と
、
伝
統
工
芸
品
の
工

房
見
学
・
体
験
／
制
作
や
購
入
、
イ

ベ
ン
ト
・
祭
り
の
見
物
等
）
も
多
い

こ
と
が
分
か
り
、
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代

は
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
重
視
す
る 

17

こ
と
か
ら
、
地
方
部
の
資
源
を
活

用
し
た
体
験
活
動
に
よ
る
誘
客
等
も

効
果
的
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
若
年
層
は
社
会
問
題
全

般
に
対
す
る
意
識
が
高
く
、
自
分
が

訪
れ
る
観
光
地
の
維
持
・
存
続
に
対

し
て
も
何
ら
か
の
形
で
貢
献
し
よ
う

と
す
る
意
志
が
確
認
さ
れ
た
。
一
方

で
高
い
意
識
に
行
動
が
結
び
つ
い
て

い
な
い
点
は
全
て
の
世
代
で
課
題
で

あ
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

過
去
調
査 
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の
結
果
か
ら
、
Z
世
代

は
旅
行
先
で
実
施
し
た
い
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
実
利

に
つ
な
が
る
活
動
に
積
極
的
で
あ
る

た
め
、
利
他
的
で
あ
る
と
同
時
に
旅

行
体
験
の
満
足
度
向
上
に
寄
与
す
る

よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
こ

と
で
意
識
と
行
動
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋

め
る
一
助
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　
X
世
代
は
、
訪
日
時
、
居
住
地
で

の
活
動
と
も
に
日
本
製
品
の
消
費
に

積
極
的
で
あ
る
。
訪
日
時
の
消
費
の

み
な
ら
ず
、
訪
日
と
訪
日
の
間
の
居

住
地
で
の
日
本
製
品
の
消
費
促
進
も

可
能
で
あ
る
。
一
方
で
、
日
本
で
し

か
買
え
な
い
も
の
、
新
し
い
商
品
の

提
案
と
い
っ
た
訪
日
に
対
す
る
動
機

付
け
も
必
要
と
な
る
。
ベ
ビ
ー
ブ
ー

マ
ー
世
代
は
、
若
年
層
に
比
べ
訪
日

意
向
は
低
い
も
の
の
、
コ
ロ
ナ
禍
を

経
て
、
地
方
訪
問
経
験
率
が
大
幅
に

上
昇
し
た
。
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代

は
東
ア
ジ
ア
を
中
心
に
訪
日
リ
ピ
ー

タ
ー
割
合
が
高
い
こ
と
か
ら
、
日
本

国
内
の
新
た
な
魅
力
を
探
し
て
い
る

こ
と
等
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
推

と
訪
日
時
の
消
費
や
体
験
は
相
互
に

影
響
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
例
え
ば
、
居
住
地
で
日
本
の
ア

ニ
メ
を
視
聴
し
た
経
験
か
ら
、
訪
日

時
に
ロ
ケ
地
を
訪
問
す
る
こ
と
や
、

訪
日
時
に
食
べ
て
お
い
し
か
っ
た
食

材
を
居
住
地
で
購
入
す
る
こ
と
等
が

挙
げ
ら
れ
る
。
本
調
査
で
は
、
世
代

別
に
居
住
地
で
の
日
本
に
関
す
る
活

動
傾
向
を
把
握
す
る
た
め
、
訪
日
時

の
体
験
活
動
と
同
様
、
コ
レ
ス
ポ
ン

デ
ン
ス
分
析
と
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
を

実
施
し
た 

10（
図
11
）。
こ
こ
で
は
、

既
出
の
訪
日
時
の
体
験
の
結
果
（
図

4
）
も
踏
ま
え
て
考
察
す
る
こ
と
と

す
る
。

　
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
と
Z
世
代
は
同

じ
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い
る
が
、
日

本
の
コ
ン
テ
ン
ツ
関
連
の
活
動
の
よ

り
近
く
に
付
置
さ
れ
て
い
る
の
は
ミ

レ
ニ
ア
ル
世
代
で
あ
る
。
こ
れ
に
加

え
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
・
オ
フ
ラ
イ
ン

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
イ
ベ
ン
ト
参
加

と
の
関
連
も
強
い
。
一
方
、
Z
世
代

は
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
と
比
べ
、
日
本

語
学
習
と
の
関
係
が
強
い
。
若
年
層

に
日
本
の
コ
ン
テ
ン
ツ
人
気
が
高
い

点
は
共
通
し
て
い
る
が
、
ミ
レ
ニ
ア

ル
世
代
は
日
本
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を

き
っ
か
け
と
し
た
各
種
交
流
、
Z
世

代
は
日
本
語
学
習
に
派
生
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
る 

11

。
ま
た
、
ミ
レ
ニ

ア
ル
世
代
は
、訪
日
時
に
イ
ベ
ン
ト
・

祭
り
の
見
物
と
関
連
が
強
く
、
コ
ン

テ
ン
ツ
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

て
い
る
こ
と
や
、
Z
世
代
は
ロ
ケ
地

見
物
と
比
較
的
関
連
が
強
く
、
居
住

地
で
視
聴
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
に
関
連

し
た
場
所
を
訪
れ
て
い
る
こ
と
等
が

推
察
さ
れ
る
。

　
X
世
代
は
、
居
住
地
で
食
体
験
や

日
本
企
業
の
製
品
購
入
と
の
関
連
が

強
く
、
訪
日
時
は
、
化
粧
品
や
医
薬

品
、
食
品
や
飲
料
、
電
化
製
品
の

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
と
関
連
が
強
い
。
X

世
代
は
、
80
年
代
半
ば
か
ら
90
年
代

前
半
に
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
が
国
際

的
に
評
価
さ
れ
た
時
期
を
経
験
し
て

お
り
、
日
本
企
業
製
品
に
対
す
る
信

頼
感
や
愛
着
が
醸
成
さ
れ
た
こ
と

も
、
居
住
地
や
訪
日
時
の
消
費
行
動

に
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
ま
た
、
X
世
代
は
居
住
地
、

訪
日
時
と
も
に
日
本
の
文
化
体
験
と

も
関
連
が
強
い
。以
上
の
結
果
か
ら
、

X
世
代
は
、
訪
日
時
の
体
験
と
居
住

地
で
の
日
本
関
連
の
活
動
が
影
響
し

合
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ベ

ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代
は
特
段
、
強
い

関
係
性
を
示
す
日
本
に
関
す
る
活
動

は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
Z
世
代
の
訪
日
意
向
は
高
く
、
日

本
の
コ
ン
テ
ン
ツ
、
ア
パ
レ
ル
関
連

つ
い
て
は
、
ク
ロ
ス
集
計
表
で
の
表

現
は
複
雑
化
す
る
た
め
、
コ
レ
ス
ポ

ン
デ
ン
ス
分
析
を
実
施
し
た
。
世
代

別
に
関
係
が
高
い
活
動
を
特
定
す
る

た
め
、
コ
レ
ス
ポ
ン
デ
ン
ス
分
析
の

結
果
、得
ら
れ
た
座
標
軸
に
基
づ
き
、

ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
を
実
施
し
た
5

（
図
4
）。

　
こ
の
結
果
、
Z
世
代
は
洋
服
や

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
雑
貨
、
ブ
ラ
ン
ド
品

や
宝
飾
品
等
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、「
遊

園
地
や
テ
ー
マ
パ
ー
ク
」、「
美
術
館

や
博
物
館
の
鑑
賞
」
と
い
っ
た
主
に

都
市
部
で
楽
し
め
る
活
動
と
関
連
が

強
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、

旅
行
の
ス
タ
イ
ル
は
S
N
S
な
ど
に

投
稿
で
き
る
よ
う
な
場
所
を
選
好
す

る
6

傾
向
も
あ
り
、
こ
う
し
た
活
動

の
多
く
が
視
覚
的
に
美
し
く
、
分
か

り
や
す
く
発
信
で
き
る
点
も
特
徴
的

で
あ
る
。

　
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
は
「
伝
統
工
芸

品
の
工
房
見
学
・
体
験
／
制
作
や
購

入
」、「
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
楽
し
む

こ
と
」
等
、
自
ら
が
何
か
を
体
験
す

る
活
動
と
関
連
が
強
い
。
旅
行
の
目

的
や
ス
タ
イ
ル
に
自
分
の
関
心
ご
と

を
テ
ー
マ
と
し
た
旅
行
を
選
好
す
る

傾
向
7

も
影
響
し
て
か
、「
イ
ベ
ン
ト
・

祭
り
の
見
物
」、「
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
」

と
も
関
連
が
強
い
。

　
X
世
代
は
食
品
や
飲
料
、
化
粧
品

や
医
薬
品
、
電
化
製
品
等
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
と
関
連
が
強
い
。
同
じ
買
い

◆ 

宿
泊
施
設

　
ア
ジ
ア
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代

で
「
基
本
的
な
設
備
の
み
が
備
わ
っ

て
い
る
ホ
テ
ル
（
西
洋
式
）」
の
割
合

が
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
や
X
世
代
に
比

べ
て
高
い
（
表
1
）。
2
0
1
9
年

以
前
と
の
比
較
で
は
、
Z
世
代
を
除

く
世
代
で「
温
泉
の
あ
る
日
本
旅
館
」

の
利
用
率
が
、
X
世
代
を
除
く
世
代

で
「
基
本
的
な
設
備
の
み
が
備
わ
っ

て
い
る
ホ
テ
ル
（
西
洋
式
）」
の
利
用

率
が
上
昇
し
た
（
表
2
）。

（
2
）
情
報
収
集

　
訪
日
旅
行
に
関
係
す
る
旅
行
情
報

の
収
集
に
つ
い
て
は
、「
思
案
段
階
」、

「
計
画
段
階
」、「
予
約
段
階
」（
以
上
、

旅
マ
エ
）、「
実
行
段
階
」（
旅
ナ
カ
）

の
4
つ
の
段
階
別
に
利
用
し
た
媒
体

を
尋
ね
た
（
図
3
）。
ベ
ビ
ー
ブ
ー

マ
ー
世
代
は
ど
の
段
階
に
お
い
て
も

最
も
利
用
率
が
高
い
の
は
「
旅
行
会

社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
で
、「
S
N
S
」

は
上
位
5
位
以
内
に
存
在
し
な
い
。

全
体
的
な
傾
向
と
し
て
、
一
般
旅
行

者
の
情
報
よ
り
も
、
事
業
者
の
情
報

を
参
照
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

段
階
別
の
傾
向
で
は
、
Z
世
代
、
ミ

レ
ニ
ア
ル
世
代
、
X
世
代
で
は
実
行

段
階
（
旅
ナ
カ
）
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用

率
が
高
い
。

（
3
）
訪
日
時
の
体
験
活
動

　
訪
日
旅
行
で
体
験
し
た
こ
と
に

後
（
2
0
2
2
年
10
月
以
降
）
の
訪

日
旅
行
の
実
態
に
つ
い
て
世
代
間

比
較
と
、
旅
行
内
容
に
つ
い
て
は
新

型
コ
ロ
ナ
流
行
前
（
2
0
1
9
年
以

前
）
と
収
束
後
の
比
較
を
行
っ
た
。

（
1
）
旅
行
内
容

◆
同
行
者

　
X
世
代
で
「
自
分
の
子
供
」（
40
・

3
%
）
の
割
合
が
、
Z
世
代
で
「
自

分
の
親
」（
31
・
4
%
）
の
割
合
が
そ

れ
ぞ
れ
他
の
世
代
に
比
べ
て
高
い

（
表
1
）。
2
0
1
9
年
以
前
と
の
比

較
で
は
、
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
、
X
世

代
、
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代
で
「
配

偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
」、
ミ
レ
ニ
ア

ル
世
代
、
X
世
代
で
「
自
分
の
子
供
」

の
割
合
が
増
え
て
お
り
、
身
近
な
人

と
の
旅
行
が
増
え
て
い
る
（
表
2
）。 

◆ 

旅
行
手
配
方
法

　
旅
行
手
配
方
法
に
つ
い
て
は
世

代
別
に
大
き
な
違
い
は
確
認
さ
れ
な

か
っ
た
（
表
1
）。
2
0
1
9
年
以

前
と
の
比
較
で
は
、
ベ
ビ
ー
ブ
ー

マ
ー
世
代
を
除
き
、「
航
空
券
と
宿

泊
施
設
を
個
別
に
手
配
」
の
割
合
が

増
え
て
い
る
。
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
、

X
世
代
で
は
、「
航
空
券
と
宿
泊
が

セ
ッ
ト
の
パ
ッ
ク
旅
行
に
食
事
・
観

光
等
が
含
ま
れ
る
も
の
」
い
わ
ゆ
る

フ
ル
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
の
割
合
が

減
少
し
て
い
る
（
表
2
）。
コ
ロ
ナ

禍
で
は
安
心
・
安
全
な
旅
行
を
実
現

す
る
た
め
、
旅
行
会
社
の
利
用
意
向

が
高
ま
っ
た
4

が
、
こ
う
し
た
意
向

は
一
時
的
な
も
の
で
あ
り
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
市
場
の
回
復
後
は
、

2
0
1
9
年
以
前
以
上
に
個
別
手
配

が
進
ん
で
い
る
。

別
に
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
後
の
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
市
場
を
分
析
す
る
こ
と

と
す
る
。

　
2
0
2
4
年
7
月
に
実
施
し
た
本

調
査
に
よ
れ
ば
、
ア
ジ
ア
居
住
者
、

欧
米
豪
居
住
者
と
も
に
次
に
希
望
す

る
海
外
旅
行
先
は
「
日
本
」
の
割
合

が
最
も
高
い
が
、
世
代
別
3

で
は
、

Z
世
代
、
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
の
割
合

が
特
に
高
い
（
図
1
）。

　
ま
た
、
訪
日
経
験
者
を
対
象
に
新

型
コ
ロ
ナ
流
行
前
の
「
2
0
1
9
年

以
前
」
と
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
収
束
後

の
「
2
0
2
2
年
10
月
以
降
」
で
世

代
別
構
成
比
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、

2
0
2
2
年
10
月
以
降
は
2
0
1
9

年
以
前
と
比
べ
、
中
高
年
層
の
割
合

が
低
下
し
、
若
年
層
の
割
合
が
増
加

（
図
2
）
し
て
お
り
、
我
が
国
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
回
復
に
若
年
層

が
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
続
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
収
束

の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク

等
、
現
代
的
で
都
市
部
で
体
験
で
き

る
こ
と
へ
の
関
心
が
高
い
。
特
に
ア

ジ
ア
居
住
者
に
と
っ
て
、
都
市
部
を

中
心
と
し
た
訪
問
で
あ
れ
ば
、
限
ら

れ
た
時
間
の
中
で
効
率
的
に
楽
し
め

る
タ
イ
パ 

12

の
良
さ
、
円
安
ゆ
え
の

コ
ス
パ 

13

の
良
さ
と
い
っ
た
Z
世
代

の
消
費
の
価
値
観
と
合
致
し
て
い
る

点
が
日
本
人
気
の
背
景
に
あ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
あ
る
需
要
を

機
会
と
捉
え
、「
お
得
感
」
だ
け
で

は
な
い
別
の
側
面
を
認
知
し
て
も
ら

う
こ
と
や
、
今
後
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

が
変
わ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
地
方
部

も
含
め
た
日
本
の
多
様
な
楽
し
み
方

を
提
案
し
、
ラ
イ
フ
タ
イ
ム
バ

リ
ュ
ー 

14

を
高
め
て
い
く
こ
と
も
重

要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
も
Z
世
代
と
同

様
、
訪
日
意
向
が
高
く
、
旅
行
行
動

や
意
向
、
意
識
に
共
通
点
が
多
い
一

方
、
今
回
の
調
査
か
ら
は
、
訪
日
時

の
観
光
活
動
は
体
験
系
の
活
動
と
関

連
が
強
く
、
消
費
財
へ
の
関
心
が
強

い
Z
世
代
と
は
異
な
る
傾
向
を
示
し

た
。
こ
の
背
景
に
は
、
旅
行
の
目
的

や
ス
タ
イ
ル
に
自
分
の
関
心
ご
と
を

テ
ー
マ
と
し
た
旅
行
を
選
好
す
る
傾

向
が
あ
る 

15

こ
と
が
影
響
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
韓

国
の
旅
行
会
社
「
ハ
ナ
ツ
ア
ー
」
が

Z
世
代
、
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
向
け
に

趣
味（
例
：
ダ
イ
ビ
ン
グ
、ド
ラ
イ
ブ
、

は
じ
め
に

　
国
連
世
界
観
光
機
関（U

N
W
T
O
/

現“U
N
 T
ourism

”

）は
、
2
0
3
0

〜
2
0
4
0
年
の
旅
行
市
場
は
「
ミ

レ
ニ
ア
ル
世
代
」
と
「
Z
世
代
」
が

大
半
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
と
展
望

し
て
い
る
1

。
こ
れ
ら
の
世
代
は
旅

行
意
欲
が
旺
盛
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症（
以
下
新
型
コ
ロ
ナ
）

流
行
の
収
束
に
よ
る
旅
行
市
場
回
復

を
け
ん
引
し
、
か
つ
て
旅
行
市
場
の

主
役
と
さ
れ
た
X
世
代
や
ベ
ビ
ー

ブ
ー
マ
ー
世
代
と
の
交
代
が
進
ん

だ
。
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
以
降
、
観

光
研
究
分
野
で
は
Z
世
代
を
中
心

に
世
代
別
の
研
究
が
散
見
さ
れ
、

世
界
の
旅
行
会
社
で
は
Z
世
代
や

ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
を
対
象
と
し
た

商
品
造
成
に
注
力
す
る
会
社
も
増

加
し
た
2

。
こ
う
し
た
動
き
か
ら
も
、

旅
行
・
観
光
分
野
に
お
い
て
も
若
年

層
を
中
心
に
「
世
代
別
」
へ
の
注
目

が
高
ま
っ
て
い
る
状
況
と
言
え
る
だ

ろ
う
。

　
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
流
行
後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
に

つ
い
て
、
当
財
団
と
株
式
会
社
日
本

政
策
投
資
銀
行
の
独
自
調
査
で
あ
る

「
D
B
J
・
J
T
B
F 

ア
ジ
ア
・
欧

米
豪 

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向

調
査 

2
0
2
4
年
度
版
」（
以
降「
本

調
査
」）
の
分
析
結
果
か
ら
、
世
代

資料：「DBJ・JTBF アジア・欧米豪訪日外国人旅行者の意向調査 2024年度版」よりJTBF作成※「全体」の割合で降順ソート

資料：「DBJ・JTBF アジア・欧米豪訪日外国人旅行者の意向調査 2024年度版」よりJTBF作成

資料：「DBJ・JTBF アジア・欧米豪訪日外国人旅行者の意向調査 2024年度版」よりJTBF作成

察
さ
れ
る
。
昨
今
、
特
定
観
光
地
へ

の
需
要
集
中
と
そ
れ
に
伴
う
諸
問
題

が
浮
き
彫
り
と
な
っ
て
い
る
が
、
地

方
分
散
と
い
う
観
点
か
ら
、
ベ
ビ
ー

ブ
ー
マ
ー
世
代
が
果
た
す
役
割
は
大

き
い
。
ま
た
、
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世

代
に
対
し
て
は
、
全
国
的
な
治
安
の

良
さ
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
環
境
の
充
実

等
、
安
全
・
安
心
か
つ
、
快
適
な
滞

在
と
い
っ
た
側
面
か
ら
訴
求
で
き
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
筆
者
が
昨

年
夏
に
韓
国
の
旅
行
会
社
を
対
象
に

実
施
し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査 
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で

は
、
高
年
層
を
安
心
し
て
送
客
で
き

る
点
が
日
本
の
強
み
と
い
う
声
も
聞

か
れ
た
。
以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
中

高
年
層
（
特
に
東
ア
ジ
ア
）
に
対
し

て
は
、
安
全
・
安
心
に
楽
し
め
る
海

外
旅
行
先
と
し
て
優
位
性
が
あ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

境
負
荷
が
少
な
い
自
然
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
参
加
す
る
」、「
収
益
の
一
部

を
野
生
動
物
保
護
に
充
て
る
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
」
等
、
自
分

が
何
か
を
体
験
す
る
こ
と
を
通
じ
て

貢
献
す
る
こ
と
へ
の
関
心
が
高
い
。

こ
れ
ら
の
傾
向
を
踏
ま
え
る
と
、
観

光
地
や
観
光
事
業
者
が
旅
行
者
に
観

光
地
の
維
持
に
対
し
て
協
力
を
促
す

た
め
に
は
、
旅
行
者
の
満
足
度
向
上

に
寄
与
す
る
よ
う
な
利
己
的
な
価
値

に
変
換
し
て
発
信
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
コ
ラ
ム

〝G
O
O
D
 N
A
T
U
R
E
 S
T
A
T
IO
N

（
京
都
市
）‐
エ
ピ
キ
ュ
リ
ア
ン
・
ナ
チ
ュ

ラ
ル
の
実
践
‐
〞を
参
照
の
こ
と
）。

　
居
住
地
で
の
日
本
に
関
す
る
活
動

数量を多く購入した

高価な食事をした

宿泊施設をアップグレードした

高価なものを購入した

日本国内の目的地を追加した

体験するもの（体験ツアー等）を追加した

日本での滞在日数を延ばした

優先入場等のチケットを購入した

タクシーの利用頻度が高くなった

プライベートのガイドツアーを利用した

貸切でタクシー等を利用した

Z
世代

2019年以前
（n=109）

2022年10月以降
（n=118）

ミレニアル
世代

2019年以前
（n=518）

2022年10月以降
（n=710）

X
世代

2019年以前
（n=551）

2022年10月以降
（n=499）

ベビーブーマー
世代

2019年以前
（n=305）

2022年10月以降
（n=221）

日本国内を移動する
新幹線、鉄道、航空機、船舶等を

利用する際に座席をアップグレードした

直近の日本旅行では使わず
日本での滞在費を安く済ませた

Z世代
（n=118）

ミレニアル世代
（n=710）

X世代
（n=499）

ベビーブーマー世代
（n=221）

資料：「DBJ・JTBF アジア・欧米豪訪日外国人旅行者の意向調査 2024年度版」よりJTBF作成

Z世代
（n=612）

ミレニアル世代
（n=2,790）

X世代
（n=2,744）

ベビーブーマー世代
（n=1,650）

資料：「DBJ・JTBF アジア・欧米豪訪日外国人旅行者の意向調査 2024年度版」よりJTBF作成

Z世代
（n=612）

ミレニアル世代
（n=2,790）

X世代
（n=2,744）

ベビーブーマー世代
（n=1,650）

図 6 訪日旅行の決定に円安が影響した回答者の割合 
【2022年10月以降訪日旅行経験者】（回答は1つ）

図 8 観光資源・施設の混雑緩和や保護のため金銭を負担することについての考え 
【全員】（回答は1つ）

図 9 海外旅行先や宿泊施設を検討する際にサステナブルな取り組みを行っていることの重視度 
【全員】（回答は1つ）

図 5 世代×地方訪問経験×訪日時期 【訪日旅行意向者かつ訪日旅行経験者】（回答は1つ）

図 7 円安で得をした分のお金の使い道 【2022年10月以降訪日旅行経験者かつ円安実感者】（回答はあてはまるもの全て）

3
．海
外
旅
行
先
に

対
す
る
意
識

‐
観
光
地
の
維
持
や

存
続
に
対
す
る
意
識
は

若
年
層
が
高
い
‐
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80%60%40%20%

80%60%40%20%

60% 80%

影響あり 影響なし

Z世代（n=59）

ミレニアル世代（n=335）

X世代（n=242）

ベビーブーマー世代（n=95）

0%

0%
100%0%

賛成 やや賛成 どちらでもない／わからない やや反対 反対

100%0%

重視する どちらかといえば重視する どちらでもない どちらかといえば重視しない 全く重視しない

100%0%

36%

37%

39%

39%

44%

44%

33%

24%

36%

34%

33%

30%

40%

38%

27%

17%

50%

47%

48%

43%

6.0%
9.9%

6.8%
14.6%

7.2%
10.6%

5.1%
7.3%

3.3%
5.0%
5.1%

0.0%
14.0%

12.8%
15.3%

14.6%
13.4%

11.3%
11.9%

22.0%
15.8%

22.0%
6.8%

24.4%
20.9%

16.3%
27.1%

14.6%
23.6%

30.5%
11.9%

24.4%
21.5%

25.5%
20.3%

26.8%
25.7%

18.4%
22.0%

19.5%
30.7%

27.7%
20.3%

29.3%
45.4%

39.7%
39.0%

43.9%
56.4%

40.4%
62.7%

48.8%

85%

87%

83%

93%

77%

92%

63%

92%

も
各
種
調
査
等
8

か
ら
Z
世
代
は
コ

ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
（
コ
ス
パ
）
に

敏
感
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
円
安
時
の
訪
日
旅
行
に
コ
ス
パ

の
良
さ
を
期
待
し
て
い
る
こ
と
が
見

て
と
れ
る
。
ま
た
、
訪
日
旅
行
時
に

「
円
安
で
得
を
し
た
分
の
お
金
の
使

い
道
」（
図
7
）
に
つ
い
て
は
、
全
て

の
世
代
で「
数
量
を
多
く
購
入
し
た
」

の
割
合
が
最
も
高
い
。

　
観
光
資
源
・
施
設
の
混
雑
緩
和
や

保
護
の
た
め
の
金
銭
負
担
、
い
わ
ゆ

るW
illingness T

o P
ay

に
つ
い
て

は
、「
賛
成
」
の
割
合
が
中
高
年
層

に
比
べ
、
若
年
層
が
高
い
。
一
方

で
中
高
年
層
の
「
や
や
反
対
」
の
割

合
は
若
年
層
に
比
べ
て
高
い
（
図

8
）。
ま
た
、
海
外
旅
行
先
や
宿
泊

施
設
を
検
討
す
る
際
に
「
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
取
り
組
み
」
を
重
視
す
る
人

の
割
合
も
同
様
の
傾
向
（
図
9
）
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
若
年
層
は
中
高

年
層
と
比
べ
、
観
光
地
の
維
持
や

存
続
へ
の
貢
献
意
識
が
高
い
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

　
一
方
で
、
意
識
と
行
動
に
は
乖
離

が
あ
る
。
海
外
旅
行
先
で「
今
後
実

践
し
た
い
」取
り
組
み
と「
過
去
に
実

施
し
た
」取
り
組
み
の
差
分
を
示
し

た
も
の
が
図
10
‐
1（
Z
世
代
・
ミ
レ

ニ
ア
ル
世
代
）、
10
‐
2（
X
世
代
・

ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代
）で
あ
る
。
全

体
的
に
意
識
が
先
行
す
る
傾
向
で
あ

る
た
め
、
今
後
は
高
い
意
識
を
ど
う

行
動
に
結
び
付
け
て
い
く
か
が
課
題

と
な
る
。
な
お
、
全
世
代
で
行
動
が

意
識
を
上
回
る
項
目
は「
宿
泊
施
設

に
お
け
る
ア
メ
ニ
テ
ィ
グ
ッ
ズ
を
辞

物
活
動
で
も
、
Z
世
代
は
ア
パ
レ
ル

関
連
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
あ
る
の
に

対
し
、
X
世
代
は
日
用
品
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
が
主
と
な
っ
て
い
る
。
ベ

ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代
は
、「
世
界
遺

産
の
見
物
」、「
日
本
の
酒
」
等
、
地

方
部
の
地
域
資
源
を
活
用
し
て
い
る

体
験
と
の
関
連
が
強
い
。
実
際
に
、

ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代
の
2
0
2
2

年
10
月
以
降
の
地
方
訪
問
経
験
の
割

合
は
2
0
1
9
年
以
前
と
比
べ
、
約

30
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
お
り（
図
5
）、

地
方
部
で
は
こ
れ
ら
の
活
動
を
実
施

し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

（
4
）
円
安
の
影
響

　
2
0
2
2
年
以
降
、
急
速
に
進
行

し
た
円
安
は
、
水
際
対
策
の
大
幅
緩

和
と
重
な
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要

の
回
復
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
こ
う

し
た
状
況
を
受
け
、
本
調
査
で
は「
訪

日
旅
行
の
決
定
」
と
「
円
安
で
得
を
し

た
分
の
お
金
の
使
い
道
」
に
お
け
る

円
安
の
影
響
に
つ
い
て
把
握
し
た
。

　
円
安
が
訪
日
旅
行
の
決
定
に
影
響

し
た
と
回
答
し
た
人
の
割
合
は
、
各

世
代
4
〜
5
割
程
度
で
、
Z
世
代
が

最
も
高
い
（
図
6
）。
こ
れ
ま
で
に

動
が
意
識
を
上
回
る
項
目
が
最
多

（
6
項
目
）と
な
っ
て
い
る
。
Z
世
代

や
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
の
意
識
が
行
動

を
上
回
る
項
目
の
上
位
は「
地
域
の

祭
り
や
行
事
等
に
参
加
す
る
」、「
環

退
す
る
」と
な
っ
て
い
る
が
、
環
境
保

護
を
目
的
と
す
る
一
方
で
、
旅
行
中

の
滞
在
を
快
適
に
す
る
た
め
の
行
動

と
も
捉
え
ら
れ
る
。

　
世
代
別
に
み
る
と
、
Z
世
代
で
行

ウ
ェ
ル
ネ
ス
等
）
を
テ
ー
マ
に
し
た

パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
「
ミ
ン
グ
ル
ツ

ア
ー
」
を
販
売
し
て
い
る
こ
と
等
か

ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
ミ
レ

ニ
ア
ル
世
代
（
特
に
ア
ジ
ア
）
は
教

育
熱
心
で
あ
り
、
訪
日
時
に
自
分
の

子
供
に
何
ら
か
の
気
づ
き
や
学
び
を

得
ら
れ
る
体
験
を
希
望
す
る
ケ
ー
ス

が
多
い 
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こ
と
も
影
響
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
今
回
の
分
析
か
ら
ミ

レ
ニ
ア
ル
世
代
と
関
連
が
強
い
体
験

の
中
に
は
地
方
部
の
資
源
を
活
用
で

き
る
も
の
（
例
：
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、

伝
統
工
芸
品
の
工
房
見
学
・
体
験
／

制
作
や
購
入
、
イ
ベ
ン
ト
・
祭
り
の

見
物
等
）
も
多
い
こ
と
が
分
か
り
、

ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
は
地
域
と
の
つ
な

が
り
を
重
視
す
る 

17

こ
と
か
ら
、
地

方
部
の
資
源
を
活
用
し
た
体
験
活
動

に
よ
る
誘
客
等
も
効
果
的
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
若
年
層
は
社
会
問
題
全

般
に
対
す
る
意
識
が
高
く
、
自
分
が

訪
れ
る
観
光
地
の
維
持
・
存
続
に
対

し
て
も
何
ら
か
の
形
で
貢
献
し
よ
う

と
す
る
意
志
が
確
認
さ
れ
た
。
一
方

で
高
い
意
識
に
行
動
が
結
び
つ
い
て

い
な
い
点
は
全
て
の
世
代
で
課
題
で

あ
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

過
去
調
査 

18

の
結
果
か
ら
、
Z
世
代

は
旅
行
先
で
実
施
し
た
い
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
取
組
に
つ
い
て
は
実
利
に
つ

な
が
る
活
動
に
積
極
的
で
あ
る
た
め
、

利
他
的
で
あ
る
と
同
時
に
旅
行
体
験

の
満
足
度
向
上
に
寄
与
す
る
よ
う
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
こ
と
で
意

識
と
行
動
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
一

助
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
X
世
代
は
、
訪
日
時
、
居
住
地
で

の
活
動
と
も
に
日
本
製
品
の
消
費
に

積
極
的
で
あ
る
。
訪
日
時
の
消
費
の

み
な
ら
ず
、
訪
日
と
訪
日
の
間
の
居

住
地
で
の
日
本
製
品
の
消
費
促
進
も

可
能
で
あ
る
。
一
方
で
、
日
本
で
し

か
買
え
な
い
も
の
、
新
し
い
商
品
の

提
案
と
い
っ
た
訪
日
に
対
す
る
動
機

付
け
も
必
要
と
な
る
。
ベ
ビ
ー
ブ
ー

マ
ー
世
代
は
、
若
年
層
に
比
べ
訪
日

意
向
は
低
い
も
の
の
、
コ
ロ
ナ
禍
を

経
て
、
地
方
訪
問
経
験
率
が
大
幅
に

上
昇
し
た
。
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代

と
訪
日
時
の
消
費
や
体
験
は
相
互
に

影
響
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
例
え
ば
、
居
住
地
で
日
本
の
ア

ニ
メ
を
視
聴
し
た
経
験
か
ら
、
訪
日

時
に
ロ
ケ
地
を
訪
問
す
る
こ
と
や
、

訪
日
時
に
食
べ
て
お
い
し
か
っ
た
食

材
を
居
住
地
で
購
入
す
る
こ
と
等
が

挙
げ
ら
れ
る
。
本
調
査
で
は
、
世
代

別
に
居
住
地
で
の
日
本
に
関
す
る
活

動
傾
向
を
把
握
す
る
た
め
、
訪
日
時

の
体
験
活
動
と
同
様
、
コ
レ
ス
ポ
ン

デ
ン
ス
分
析
と
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
を

実
施
し
た 

10（
図
11
）。
こ
こ
で
は
、

既
出
の
訪
日
時
の
体
験
の
結
果
（
図

4
）
も
踏
ま
え
て
考
察
す
る
こ
と
と

す
る
。

　
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
と
Z
世
代
は
同

じ
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い
る
が
、
日

本
の
コ
ン
テ
ン
ツ
関
連
の
活
動
の
よ

り
近
く
に
付
置
さ
れ
て
い
る
の
は
ミ

レ
ニ
ア
ル
世
代
で
あ
る
。
こ
れ
に
加

え
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
・
オ
フ
ラ
イ
ン

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
イ
ベ
ン
ト
参
加

と
の
関
連
も
強
い
。
一
方
、
Z
世
代

は
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
と
比
べ
、
日
本

語
学
習
と
の
関
係
が
強
い
。
若
年
層

に
日
本
の
コ
ン
テ
ン
ツ
人
気
が
高
い

点
は
共
通
し
て
い
る
が
、
ミ
レ
ニ
ア

ル
世
代
は
日
本
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を

き
っ
か
け
と
し
た
各
種
交
流
、
Z
世

代
は
日
本
語
学
習
に
派
生
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
る 

11

。
ま
た
、
ミ
レ
ニ

ア
ル
世
代
は
、訪
日
時
に
イ
ベ
ン
ト
・

祭
り
の
見
物
と
関
連
が
強
く
、
コ
ン

テ
ン
ツ
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

て
い
る
こ
と
や
、
Z
世
代
は
ロ
ケ
地

見
物
と
比
較
的
関
連
が
強
く
、
居
住

地
で
視
聴
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
に
関
連

し
た
場
所
を
訪
れ
て
い
る
こ
と
等
が

推
察
さ
れ
る
。

　
X
世
代
は
、
居
住
地
で
食
体
験
や

日
本
企
業
の
製
品
購
入
と
の
関
連
が

強
く
、
訪
日
時
は
、
化
粧
品
や
医
薬

品
、
食
品
や
飲
料
、
電
化
製
品
の

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
と
関
連
が
強
い
。
X

世
代
は
、
80
年
代
半
ば
か
ら
90
年
代

前
半
に
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
が
国
際

的
に
評
価
さ
れ
た
時
期
を
経
験
し
て

お
り
、
日
本
企
業
製
品
に
対
す
る
信

頼
感
や
愛
着
が
醸
成
さ
れ
た
こ
と

も
、
居
住
地
や
訪
日
時
の
消
費
行
動

に
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
ま
た
、
X
世
代
は
居
住
地
、

訪
日
時
と
も
に
日
本
の
文
化
体
験
と

も
関
連
が
強
い
。以
上
の
結
果
か
ら
、

X
世
代
は
、
訪
日
時
の
体
験
と
居
住

地
で
の
日
本
関
連
の
活
動
が
影
響
し

合
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ベ

ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代
は
特
段
、
強
い

関
係
性
を
示
す
日
本
に
関
す
る
活
動

は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
Z
世
代
の
訪
日
意
向
は
高
く
、
日

本
の
コ
ン
テ
ン
ツ
、
ア
パ
レ
ル
関
連

つ
い
て
は
、
ク
ロ
ス
集
計
表
で
の
表

現
は
複
雑
化
す
る
た
め
、
コ
レ
ス
ポ

ン
デ
ン
ス
分
析
を
実
施
し
た
。
世
代

別
に
関
係
が
高
い
活
動
を
特
定
す
る

た
め
、
コ
レ
ス
ポ
ン
デ
ン
ス
分
析
の

結
果
、得
ら
れ
た
座
標
軸
に
基
づ
き
、

ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
を
実
施
し
た
5

（
図
4
）。

　
こ
の
結
果
、
Z
世
代
は
洋
服
や

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
雑
貨
、
ブ
ラ
ン
ド
品

や
宝
飾
品
等
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、「
遊

園
地
や
テ
ー
マ
パ
ー
ク
」、「
美
術
館

や
博
物
館
の
鑑
賞
」
と
い
っ
た
主
に

都
市
部
で
楽
し
め
る
活
動
と
関
連
が

強
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、

旅
行
の
ス
タ
イ
ル
は
S
N
S
な
ど
に

投
稿
で
き
る
よ
う
な
場
所
を
選
好
す

る
6

傾
向
も
あ
り
、
こ
う
し
た
活
動

の
多
く
が
視
覚
的
に
美
し
く
、
分
か

り
や
す
く
発
信
で
き
る
点
も
特
徴
的

で
あ
る
。

　
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
は
「
伝
統
工
芸

品
の
工
房
見
学
・
体
験
／
制
作
や
購

入
」、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
楽
し
む

こ
と
」
等
、
自
ら
が
何
か
を
体
験
す

る
活
動
と
関
連
が
強
い
。
旅
行
の
目

的
や
ス
タ
イ
ル
に
自
分
の
関
心
ご
と

を
テ
ー
マ
と
し
た
旅
行
を
選
好
す
る

傾
向
7

も
影
響
し
て
か
、「
イ
ベ
ン
ト
・

祭
り
の
見
学
」、「
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
」

と
も
関
連
が
強
い
。

　
X
世
代
は
食
品
や
飲
料
、
化
粧
品

や
医
薬
品
、
電
化
製
品
等
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
と
関
連
が
強
い
。
同
じ
買
い

◆ 

宿
泊
施
設

　
ア
ジ
ア
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代

で
「
基
本
的
な
設
備
の
み
が
備
わ
っ

て
い
る
ホ
テ
ル
（
西
洋
式
）」
の
割
合

が
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
や
X
世
代
に
比

べ
て
高
い
（
表
1
）。
2
0
1
9
年

以
前
と
の
比
較
で
は
、
Z
世
代
を
除

く
世
代
で「
温
泉
の
あ
る
日
本
旅
館
」

の
利
用
率
が
、
X
世
代
を
除
く
世
代

で
「
基
本
的
な
設
備
の
み
が
備
わ
っ

て
い
る
ホ
テ
ル
（
西
洋
式
）」
の
利
用

率
が
上
昇
し
た
（
表
2
）。

（
2
）
情
報
収
集

　
訪
日
旅
行
に
関
係
す
る
旅
行
情
報

の
収
集
に
つ
い
て
は
、「
思
案
段
階
」、

「
計
画
段
階
」、「
予
約
段
階
」（
以
上
、

旅
マ
エ
）、「
実
行
段
階
」（
旅
ナ
カ
）

の
4
つ
の
段
階
別
に
利
用
し
た
媒
体

を
尋
ね
た
（
図
3
）。
ベ
ビ
ー
ブ
ー

マ
ー
世
代
は
ど
の
段
階
に
お
い
て
も

最
も
利
用
率
が
高
い
の
は
「
旅
行
会

社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
で
、「
S
N
S
」

は
上
位
5
位
以
内
に
存
在
し
な
い
。

全
体
的
な
傾
向
と
し
て
、
一
般
旅
行

者
の
情
報
よ
り
も
、
事
業
者
の
情
報

を
参
照
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

段
階
別
の
傾
向
で
は
、
Z
世
代
、
ミ

レ
ニ
ア
ル
世
代
、
X
世
代
で
は
実
施

段
階
（
旅
ナ
カ
）
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用

率
が
高
い
。

（
3
）
訪
日
時
の
体
験
活
動

　
訪
日
旅
行
で
体
験
し
た
こ
と
に

後
（
2
0
2
2
年
10
月
以
降
）
の
訪

日
旅
行
の
実
態
に
つ
い
て
世
代
間

比
較
と
、
旅
行
内
容
に
つ
い
て
は
新

型
コ
ロ
ナ
流
行
前
（
2
0
1
9
年
以

前
）
と
収
束
後
の
比
較
を
行
っ
た
。

（
1
）
旅
行
内
容

◆
同
行
者

　
X
世
代
で「
自
分
の
子
」（
40
・
3
%
）

の
割
合
が
、
Z
世
代
で
「
自
分
の
親
」

（
31
・
4
%
）
の
割
合
が
そ
れ
ぞ
れ

他
の
世
代
に
比
べ
て
高
い
（
表
1
）。

2
0
1
9
年
以
前
と
の
比
較
で
は
、

ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
、
X
世
代
、
ベ

ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代
で
「
配
偶
者
・

パ
ー
ト
ナ
ー
」、
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
、

X
世
代
で
「
自
分
の
子
供
」
の
割
合

が
増
え
て
お
り
、
身
近
な
人
と
の

旅
行
が
増
え
て
い
る
（
表
2
）。 

◆ 

旅
行
手
配
方
法

　
旅
行
手
配
方
法
に
つ
い
て
は
世

代
別
に
大
き
な
違
い
は
確
認
さ
れ
な

か
っ
た
（
表
1
）。
2
0
1
9
年
以

前
と
の
比
較
で
は
、
ベ
ビ
ー
ブ
ー

マ
ー
世
代
を
除
き
、「
航
空
券
と
宿

泊
施
設
を
個
別
に
手
配
」
の
割
合
が

増
え
て
い
る
。
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
、

X
世
代
で
は
、「
航
空
券
と
宿
泊
が

セ
ッ
ト
の
パ
ッ
ク
旅
行
に
食
事
・
観

光
等
が
含
ま
れ
る
も
の
」
い
わ
ゆ
る

フ
ル
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
の
割
合
が

減
少
し
て
い
る
（
表
2
）。
コ
ロ
ナ

禍
で
は
安
心
・
安
全
な
旅
行
を
実
現

す
る
た
め
、
旅
行
会
社
の
利
用
意
向

が
高
ま
っ
た
4

が
、
こ
う
し
た
意
向

は
一
時
的
な
も
の
で
あ
り
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
市
場
の
回
復
後
は
、

2
0
1
9
年
以
前
以
上
に
個
別
手
配

が
進
ん
で
い
る
。

代
別
に
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
後
の
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
市
場
を
分
析
す
る
こ
と
と

す
る
。

　
2
0
2
4
年
7
月
に
実
施
し
た
本

調
査
に
よ
れ
ば
、
ア
ジ
ア
居
住
者
、

欧
米
豪
居
住
者
と
も
に
次
に
希
望
す

る
海
外
旅
行
先
は
「
日
本
」
の
割
合

が
最
も
高
い
が
、
世
代
別
3

で
は
、

Z
世
代
、
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
の
割
合

が
特
に
高
い
（
図
1
）。

　
ま
た
、
訪
日
経
験
者
を
対
象
に
新

型
コ
ロ
ナ
流
行
前
の
「
2
0
1
9
年

以
前
」
と
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
収
束
後

の
「
2
0
2
2
年
10
月
以
降
」
で
世

代
別
構
成
比
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、

2
0
2
2
年
10
月
以
降
は
2
0
1
9

年
以
前
と
比
べ
、
中
高
年
層
の
割
合

が
低
下
し
、
若
年
層
の
割
合
が
増
加

（
図
2
）
し
て
お
り
、
我
が
国
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
回
復
に
若
年
層

が
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
続
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
収
束

の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク

等
、
現
代
的
で
都
市
部
で
体
験
で
き

る
こ
と
へ
の
関
心
が
高
い
。
特
に
ア

ジ
ア
居
住
者
に
と
っ
て
、
都
市
部
を

中
心
と
し
た
訪
問
で
あ
れ
ば
、
限
ら

れ
た
時
間
の
中
で
効
率
的
に
楽
し
め

る
タ
イ
パ 

12

の
良
さ
、
円
安
ゆ
え
の

コ
ス
パ 

13

の
良
さ
と
い
っ
た
Z
世
代

の
消
費
の
価
値
観
と
合
致
し
て
い
る

点
が
日
本
人
気
の
背
景
に
あ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
あ
る
需
要
を

機
会
と
捉
え
、「
お
得
感
」
だ
け
で

は
な
い
別
の
側
面
を
認
知
し
て
も
ら

う
こ
と
や
、
今
後
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

が
変
わ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
地
方
部

も
含
め
た
日
本
の
多
様
な
楽
し
み
方

を
提
案
し
、
ラ
イ
フ
タ
イ
ム
バ

リ
ュ
ー 

14

を
高
め
て
い
く
こ
と
も
重

要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
も
Z
世
代
と
同

様
、
訪
日
意
向
が
強
く
、
旅
行
行
動

や
意
向
、
意
識
に
共
通
点
が
多
い
一

方
、
今
回
の
調
査
か
ら
は
、
訪
日
時

の
観
光
活
動
は
体
験
系
の
活
動
と
関

連
が
強
く
、
消
費
財
へ
の
関
心
が
強

い
Z
世
代
と
は
異
な
る
傾
向
を
示
し

た
。
こ
の
背
景
に
は
、
旅
行
の
目
的

や
ス
タ
イ
ル
に
自
分
の
関
心
ご
と
を

テ
ー
マ
と
し
た
旅
行
を
選
好
す
る
傾

向
が
あ
る 

15

こ
と
が
影
響
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
韓

国
の
旅
行
会
社
「
ハ
ナ
ツ
ア
ー
」
が

Z
世
代
、
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
向
け
に

趣
味（
例
：
ダ
イ
ビ
ン
グ
、ド
ラ
イ
ブ
、

は
じ
め
に

　
国
連
世
界
観
光
機
関
（U

N
W
T
O
/

現“
U
N
 T

o
u
r
is
m
”

）
は
、

2
0
3
0
〜
2
0
4
0
年
の
旅
行
市

場
は
「
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
」
と
「
Z

世
代
」
が
大
半
を
占
め
る
こ
と
に
な

る
と
展
望
し
て
い
る
1

。
こ
れ
ら
の

世
代
は
旅
行
意
欲
が
旺
盛
で
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
以
下
新

型
コ
ロ
ナ
）
流
行
の
収
束
に
よ
る
旅

行
市
場
回
復
を
け
ん
引
し
、
か
つ
て

旅
行
市
場
の
主
役
と
さ
れ
た
X
世
代

や
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代
と
の
交
代

が
進
ん
だ
。新
型
コ
ロ
ナ
流
行
以
降
、

観
光
研
究
分
野
で
は
Z
世
代
を
中

心
に
世
代
別
の
研
究
が
散
見
さ
れ
、

世
界
の
旅
行
会
社
で
は
Z
世
代
や

ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
を
対
象
と
し
た

商
品
造
成
に
注
力
す
る
会
社
も
増

加
し
た
2

。
こ
う
し
た
動
き
か
ら
も
、

旅
行
・
観
光
分
野
に
お
い
て
も
若
年

層
を
中
心
に
「
世
代
別
」
へ
の
注
目

が
高
ま
っ
て
い
る
状
況
と
言
え
る
だ

ろ
う
。

　
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
流
行
後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場

に
つ
い
て
、
当
財
団
と
株
式
会
社
日

本
政
策
投
資
銀
行
の
独
自
調
査
で
あ

る
「
D
B
J
・
J
T
B
F 

ア
ジ
ア
・

欧
米
豪 

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意

向
調
査 

2
0
2
4
年
度
版
」（
以
降

「
本
調
査
」）
の
分
析
結
果
か
ら
、
世

資料：「DBJ・JTBF アジア・欧米豪訪日外国人旅行者の意向調査 2024年度版」よりJTBF作成※「全体」の割合で降順ソート

資料：「DBJ・JTBF アジア・欧米豪訪日外国人旅行者の意向調査 2024年度版」よりJTBF作成

資料：「DBJ・JTBF アジア・欧米豪訪日外国人旅行者の意向調査 2024年度版」よりJTBF作成

は
東
ア
ジ
ア
を
中
心
に
訪
日
リ
ピ
ー

タ
ー
割
合
が
高
い
こ
と
か
ら
、
日
本

国
内
の
新
た
な
魅
力
を
探
し
て
い
る

こ
と
等
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
推

察
さ
れ
る
。
昨
今
、
特
定
観
光
地
へ

の
需
要
集
中
と
そ
れ
に
伴
う
諸
問
題

が
浮
き
彫
り
と
な
っ
て
い
る
が
、
地

方
分
散
と
い
う
観
点
か
ら
、
ベ
ビ
ー

ブ
ー
マ
ー
世
代
が
果
た
す
役
割
は
大

き
い
。
ま
た
、
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世

代
に
対
し
て
は
、
全
国
的
な
治
安
の

良
さ
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
環
境
の
充
実

等
、
安
全
・
安
心
か
つ
、
快
適
な
滞

在
と
い
っ
た
側
面
か
ら
訴
求
で
き
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
筆
者
が
昨

年
夏
に
韓
国
の
旅
行
会
社
を
対
象
に

境
負
荷
が
少
な
い
自
然
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
参
加
す
る
」、「
収
益
の
一
部

を
野
生
動
物
保
護
に
充
て
る
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
」
等
、
自
分
が
何

か
を
体
験
す
る
こ
と
を
通
じ
て
貢
献

す
る
こ
と
へ
の
関
心
が
高
い
。
こ
れ

ら
の
傾
向
を
踏
ま
え
る
と
、
観
光

地
や
観
光
事
業
者
が
旅
行
者
に
観

光
地
の
維
持
に
対
し
て
協
力
を
促

す
た
め
に
は
、
旅
行
者
の
満
足
度

向
上
に
寄
与
す
る
よ
う
な
利
己
的

な
価
値
に
変
換
し
て
発
信
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る（
コ

ラ
ム
〝G

ood N
ature S

T
A
T
IO
N

（
京
都
市
）‐
エ
ピ
キ
ュ
リ
ア
ン
・
ナ
チ
ュ

ラ
ル
の
実
践
‐
〞を
参
照
の
こ
と
）。

　
居
住
地
で
の
日
本
に
関
す
る
活
動

数量を多く購入した

高価な食事をした

宿泊施設をアップグレードした

高価なものを購入した

日本国内の目的地を追加した

体験するもの（体験ツアー等）を追加した

日本での滞在日数を延ばした

優先入場等のチケットを購入した

タクシーの利用頻度が高くなった

プライベートのガイドツアーを利用した

貸切でタクシー等を利用した

Z
世代

2019年以前
（n=109）

2022年10月以降
（n=118）

ミレニアル
世代

2019年以前
（n=518）

2022年10月以降
（n=710）

X
世代

2019年以前
（n=551）

2022年10月以降
（n=499）

ベビーブーマー
世代

2019年以前
（n=305）

2022年10月以降
（n=221）

日本国内を移動する
新幹線、鉄道航空機、船舶等を

利用する際に座席をアップグレードした

直近の日本旅行では使わず
日本での滞在費を安く済ませた

Z世代
（n=118）

ミレニアル世代
（n=710）

X世代
（n=499）

ベビーブーマー世代
（n=221）

資料：「DBJ・JTBF アジア・欧米豪訪日外国人旅行者の意向調査 2024年度版」よりJTBF作成

Z世代
（n=612）

ミレニアル世代
（n=2,790）

X世代
（n=2,744）

ベビーブーマー世代
（n=1,650）

資料：「DBJ・JTBF アジア・欧米豪訪日外国人旅行者の意向調査 2024年度版」よりJTBF作成

Z世代
（n=612）

ミレニアル世代
（n=2,790）

X世代
（n=2,744）

ベビーブーマー世代
（n=1,650）

図 6 訪日旅行の決定に円安が影響した回答者の割合 
【2022年10月以降訪日旅行経験者】（回答は1つ）

図 8 観光資源・施設の混雑緩和や保護のため金銭を負担することについての考え 
【全員】（回答は1つ）

図 9 海外旅行先や宿泊施設を検討する際にサステナブルな取り組みを行っていることの重視度 
【全員】（回答は1つ）

図 5 世代×地方訪問経験×訪日時期 【訪日旅行意向者かつ訪日旅行経験者】（回答は1つ）

図 7 円安で得をした分のお金の使い道 【2022年10月以降訪日旅行経験者かつ円安実感者】（回答はあてはまるもの全て）

3
．海
外
旅
行
先
に

対
す
る
意
識

‐
観
光
地
の
維
持
や

存
続
に
対
す
る
意
識
は

若
年
層
が
高
い
‐

実
施
し
た

ヒ
ア
リ
ン

グ
調
査 
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で

は
、
高

年

層
を
安
心

し
て
送
客

で
き
る
点

が
日
本
の

強
み
と
い

う
声
も
聞

か

れ

た
。

以
上
を
踏

ま
え
る
と
、

中
高
年
層

（
特
に
東
ア

ジ
ア
）
に
対

し

て

は
、

安

全
・
安

心
に
楽
し

め
る
海
外

旅
行
先
と

し
て
優
位

性
が
あ
る

の
で
は
な

い
だ
ろ
う

か
。 第265号 May 202539
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Z世代（n=612）

ミレニアル世代（n=2,790）

X世代（n=2,744）

ベビーブーマー世代（n=1,650）

Z世代（n=612）

ミレニアル世代（n=2,790）

X世代（n=2,744）

ベビーブーマー世代（n=1,650）

X世代またはベビーブーマー世代の意識が
比較的高い項目について行動との差分

Z世代またはミレニアル世代の意識が
比較的高い項目について行動との差分0.0 PT 0.0 PT

混雑を回避するため、比較的空いている時間帯に訪問する

混雑を回避するため、観光施設等を事前予約する

その地域で許可・認可されているツアーガイドを選択する

観光施設等の混雑時間帯を避けて利用する

地域ガイドによる野生動物ウォッチングツアーに参加する

地域の伝統工芸を体験する

地域の特産品を購入する

ゴミを削減する

伝統工芸品等の模造品を購入しない

宿泊施設におけるリネン類の交換を辞退する

地域の事業者が販売する商品、
サービスを適正価格で購入する

省エネルギーや再生可能エネルギーの
利用を促進している観光施設を利用する

収益の一部を野生動物保護に充てる
体験プログラムに参加する

地域の生態系の保全に貢献できる
体験アクティビティに参加する

環境への影響を考慮して
CO2排出量が少ない移動手段を選択する

地域の食材やオーガニック食材を使った食事を
提供している店を利用する
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境
保
護
に
も
貢
献
で
き
る
商
品
な
の
だ
。

　
ホ
テ
ル
で
は
宿
泊
者
が
楽
し
み
な
が
ら
脱
炭
素
を

考
え
る
き
っ
か
け
づ
く
り
の
場
と
し
て
、「
脱
炭
素
紋

帳
／Decarbo collection

」を
開
催
し
た
。滞
在
中

に
利
用
す
る
ア
メ
ニ
テ
ィ
や
食
事
を
通
じ
て
C
O
2
削

減
に
貢
献
し
た
場
合
、館
内
に
設
置
さ
れ
た「
デ
カ
ボ

ス
コ
ア
」ポ
イ
ン
ト
で「
脱
炭
素
紋
帳
」に
押
印
す
る
と

い
う
も
の
。例
え
ば
、客
室
に
ア
メ
ニ
テ
ィ
と
し
て
設

置
し
て
い
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品「N

EM
O
H
A
M
O

」

は
植
物
性
原
料
を
使
用
し
た
シ
ャ
ン
プ
ー
で
、

1
0
0
%
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
用
し
た
工
場
で
製
造
さ
れ
て
い
る
。滞
在
中
、こ

の
シ
ャ
ン
プ
ー
を
利
用
す
る
こ
と
で
、C
O
２
が
56
%
程
度
削
減
さ
れ
る
た
め
、協
力
し
た

人
は
デ
カ
ボ
ス
コ
ア
56
%
O
F
F
の
判
子
を
押
印
で
き
る
の
で
、自
分
の
行
動
に
よ
っ
て

ど
の
程
度
C
O
2
削
減
に
貢
献
し
た
の
か
可
視
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
取
り
組
み
と
な
っ

て
い
る
。ホ
テ
ル
の
主
た
る
客
層
は
30
〜
40
代
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
が
多
く
、判
子
を
押
す

楽
し
さ
か
ら
、小
さ
い
子
供
が
参
加
す
る
姿
も
見
ら
れ
る
そ
う
だ
。楽
し
み
な
が
ら
、親
子

で
環
境
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
も
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

 「
ホ
テ
ル
に
宿
泊
す
る
き
っ
か
け
は
立
地
等
の
利
便
性
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、宿
泊
中

に
何
ら
か
の『
気
づ
き
』を
得
て
ご
自
身
の
生
活
に
取
り
入
れ
て
頂
く
こ
と
が
重
要
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。さ
り
げ
な
く『
気
づ
き
』を
得
て
も
ら
う
た
め
の
仕
掛
け
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。」（
北
田
氏
）

　
同
施
設
の「
エ
ピ
キ
ュ
リ
ア
ン・ナ
チ
ュ
ラ
ル
」な
取
り
組
み
は
、旅
行
先
で「
今
後
実

施
し
た
い
」サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
り
組
み（
意
識
）と「
過
去
に
実
施
し
た
」取
り
組
み

（
行
動
）の
間
に
あ
る
隔
た
り
を
埋
め
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

も
各
種
調
査
等
8

か
ら
Z
世
代
は
コ

ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
（
コ
ス
パ
）
に

敏
感
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
円
安
時
の
訪
日
旅
行
に
コ
ス
パ

の
良
さ
を
期
待
し
て
い
る
こ
と
が
見

て
と
れ
る
。
ま
た
、
訪
日
旅
行
時
に

「
円
安
で
得
を
し
た
分
の
お
金
の
使

い
道
」（
図
7
）
に
つ
い
て
は
、
全
て

の
世
代
で「
数
量
を
多
く
購
入
し
た
」

の
割
合
が
最
も
高
い
。

　
観
光
資
源
・
施
設
の
混
雑
緩
和
や

保
護
の
た
め
の
金
銭
負
担
、
い
わ
ゆ

るW
illingness T

o P
ay

に
つ
い
て

は
、「
賛
成
」
の
割
合
が
中
高
年
層

に
比
べ
、
若
年
層
が
高
い
。
一
方

で
中
高
年
層
の
「
や
や
反
対
」
の
割

合
は
若
年
層
に
比
べ
て
高
い
（
図

8
）。
ま
た
、
海
外
旅
行
先
や
宿
泊

施
設
を
検
討
す
る
際
に
「
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
取
り
組
み
」
を
重
視
す
る
人

の
割
合
も
同
様
の
傾
向
（
図
9
）
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
若
年
層
は
中
高

年
層
と
比
べ
、
観
光
地
の
維
持
や

存
続
へ
の
貢
献
意
識
が
高
い
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

　
一
方
で
、
意
識
と
行
動
に
は
乖
離

が
あ
る
。
海
外
旅
行
先
で「
今
後
実

践
し
た
い
」取
り
組
み
と「
過
去
に
実

施
し
た
」取
り
組
み
の
差
分
を
示
し

た
も
の
が
図
10
‐
1（
Z
世
代
・
ミ
レ

ニ
ア
ル
世
代
）、
10
‐
2（
X
世
代
・

ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代
）で
あ
る
。
全

体
的
に
意
識
が
先
行
す
る
傾
向
で
あ

る
た
め
、
今
後
は
高
い
意
識
を
ど
う

行
動
に
結
び
付
け
て
い
く
か
が
課
題

と
な
る
。
な
お
、
全
世
代
で
行
動
が

意
識
を
上
回
る
項
目
は「
宿
泊
施
設

に
お
け
る
ア
メ
ニ
テ
ィ
グ
ッ
ズ
を
辞

物
活
動
で
も
、
Z
世
代
は
ア
パ
レ
ル

関
連
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
あ
る
の
に

対
し
、
X
世
代
は
日
用
品
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
が
主
と
な
っ
て
い
る
。
ベ

ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代
は
、「
世
界
遺

産
の
見
物
」、「
日
本
の
酒
」
等
、
地

方
部
の
地
域
資
源
を
活
用
し
て
い
る

体
験
と
の
関
連
が
強
い
。
実
際
に
、

ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代
の
2
0
2
2

年
10
月
以
降
の
地
方
訪
問
経
験
の
割

合
は
2
0
1
9
年
以
前
と
比
べ
、
約

30
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
お
り（
図
5
）、

地
方
部
で
は
こ
れ
ら
の
活
動
を
実
施

し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

（
4
）
円
安
の
影
響

　
2
0
2
2
年
以
降
、
急
速
に
進
行

し
た
円
安
は
、
水
際
対
策
の
大
幅
緩

和
と
重
な
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要

の
回
復
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
こ
う

し
た
状
況
を
受
け
、
本
調
査
で
は「
訪

日
旅
行
の
決
定
」
と
「
円
安
で
得
を
し

た
分
の
お
金
の
使
い
道
」
に
お
け
る

円
安
の
影
響
に
つ
い
て
把
握
し
た
。

　
円
安
が
訪
日
旅
行
の
決
定
に
影
響

し
た
と
回
答
し
た
人
の
割
合
は
、
各

世
代
4
〜
5
割
程
度
で
、
Z
世
代
が

最
も
高
い
（
図
6
）。
こ
れ
ま
で
に

動
が
意
識
を
上
回
る
項
目
が
最
多

（
6
項
目
）と
な
っ
て
い
る
。
Z
世
代

や
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
の
意
識
が
行
動

を
上
回
る
項
目
の
上
位
は「
地
域
の

祭
り
や
行
事
等
に
参
加
す
る
」、「
環

退
す
る
」と
な
っ
て
い
る
が
、
環
境
保

護
を
目
的
と
す
る
一
方
で
、
旅
行
中

の
滞
在
を
快
適
に
す
る
た
め
の
行
動

と
も
捉
え
ら
れ
る
。

　
世
代
別
に
み
る
と
、
Z
世
代
で
行

ウ
ェ
ル
ネ
ス
等
）
を
テ
ー
マ
に
し
た

パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
「
ミ
ン
グ
ル
ツ

ア
ー
」
を
販
売
し
て
い
る
こ
と
等
か

ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
ミ
レ

ニ
ア
ル
世
代
（
特
に
ア
ジ
ア
）
は
教

育
熱
心
で
あ
り
、
訪
日
時
に
自
分
の

子
供
に
何
ら
か
の
気
づ
き
や
学
び
を

得
ら
れ
る
体
験
を
希
望
す
る
ケ
ー
ス

が
多
い 

16

こ
と
も
影
響
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
今
回
の
分
析
か
ら
ミ

レ
ニ
ア
ル
世
代
と
関
連
が
強
い
体
験

の
中
に
は
地
方
部
の
資
源
を
活
用
で

き
る
も
の
（
例
：
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

を
楽
し
む
こ
と
、
伝
統
工
芸
品
の
工

房
見
学
・
体
験
／
制
作
や
購
入
、
イ

ベ
ン
ト
・
祭
り
の
見
物
等
）
も
多
い

こ
と
が
分
か
り
、
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代

は
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
重
視
す
る 

17

こ
と
か
ら
、
地
方
部
の
資
源
を
活

用
し
た
体
験
活
動
に
よ
る
誘
客
等
も

効
果
的
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
若
年
層
は
社
会
問
題
全

般
に
対
す
る
意
識
が
高
く
、
自
分
が

訪
れ
る
観
光
地
の
維
持
・
存
続
に
対

し
て
も
何
ら
か
の
形
で
貢
献
し
よ
う

と
す
る
意
志
が
確
認
さ
れ
た
。
一
方

で
高
い
意
識
に
行
動
が
結
び
つ
い
て

い
な
い
点
は
全
て
の
世
代
で
課
題
で

あ
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

過
去
調
査 

18

の
結
果
か
ら
、
Z
世
代

は
旅
行
先
で
実
施
し
た
い
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
実
利

に
つ
な
が
る
活
動
に
積
極
的
で
あ
る

た
め
、
利
他
的
で
あ
る
と
同
時
に
旅

行
体
験
の
満
足
度
向
上
に
寄
与
す
る

よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
こ

と
で
意
識
と
行
動
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋

め
る
一
助
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　
X
世
代
は
、
訪
日
時
、
居
住
地
で

の
活
動
と
も
に
日
本
製
品
の
消
費
に

積
極
的
で
あ
る
。
訪
日
時
の
消
費
の

み
な
ら
ず
、
訪
日
と
訪
日
の
間
の
居

住
地
で
の
日
本
製
品
の
消
費
促
進
も

可
能
で
あ
る
。
一
方
で
、
日
本
で
し

か
買
え
な
い
も
の
、
新
し
い
商
品
の

提
案
と
い
っ
た
訪
日
に
対
す
る
動
機

付
け
も
必
要
と
な
る
。
ベ
ビ
ー
ブ
ー

マ
ー
世
代
は
、
若
年
層
に
比
べ
訪
日

意
向
は
低
い
も
の
の
、
コ
ロ
ナ
禍
を

経
て
、
地
方
訪
問
経
験
率
が
大
幅
に

上
昇
し
た
。
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代

は
東
ア
ジ
ア
を
中
心
に
訪
日
リ
ピ
ー

タ
ー
割
合
が
高
い
こ
と
か
ら
、
日
本

国
内
の
新
た
な
魅
力
を
探
し
て
い
る

こ
と
等
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
推

と
訪
日
時
の
消
費
や
体
験
は
相
互
に

影
響
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
例
え
ば
、
居
住
地
で
日
本
の
ア

ニ
メ
を
視
聴
し
た
経
験
か
ら
、
訪
日

時
に
ロ
ケ
地
を
訪
問
す
る
こ
と
や
、

訪
日
時
に
食
べ
て
お
い
し
か
っ
た
食

材
を
居
住
地
で
購
入
す
る
こ
と
等
が

挙
げ
ら
れ
る
。
本
調
査
で
は
、
世
代

別
に
居
住
地
で
の
日
本
に
関
す
る
活

動
傾
向
を
把
握
す
る
た
め
、
訪
日
時

の
体
験
活
動
と
同
様
、
コ
レ
ス
ポ
ン

デ
ン
ス
分
析
と
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
を

実
施
し
た 

10（
図
11
）。
こ
こ
で
は
、

既
出
の
訪
日
時
の
体
験
の
結
果
（
図

4
）
も
踏
ま
え
て
考
察
す
る
こ
と
と

す
る
。

　
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
と
Z
世
代
は
同

じ
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い
る
が
、
日

本
の
コ
ン
テ
ン
ツ
関
連
の
活
動
の
よ

り
近
く
に
付
置
さ
れ
て
い
る
の
は
ミ

レ
ニ
ア
ル
世
代
で
あ
る
。
こ
れ
に
加

え
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
・
オ
フ
ラ
イ
ン

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
イ
ベ
ン
ト
参
加

と
の
関
連
も
強
い
。
一
方
、
Z
世
代

は
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
と
比
べ
、
日
本

語
学
習
と
の
関
係
が
強
い
。
若
年
層

に
日
本
の
コ
ン
テ
ン
ツ
人
気
が
高
い

点
は
共
通
し
て
い
る
が
、
ミ
レ
ニ
ア

ル
世
代
は
日
本
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を

き
っ
か
け
と
し
た
各
種
交
流
、
Z
世

代
は
日
本
語
学
習
に
派
生
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
る 

11

。
ま
た
、
ミ
レ
ニ

ア
ル
世
代
は
、訪
日
時
に
イ
ベ
ン
ト
・

祭
り
の
見
物
と
関
連
が
強
く
、
コ
ン

テ
ン
ツ
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

て
い
る
こ
と
や
、
Z
世
代
は
ロ
ケ
地

見
物
と
比
較
的
関
連
が
強
く
、
居
住

地
で
視
聴
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
に
関
連

し
た
場
所
を
訪
れ
て
い
る
こ
と
等
が

推
察
さ
れ
る
。

　
X
世
代
は
、
居
住
地
で
食
体
験
や

日
本
企
業
の
製
品
購
入
と
の
関
連
が

強
く
、
訪
日
時
は
、
化
粧
品
や
医
薬

品
、
食
品
や
飲
料
、
電
化
製
品
の

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
と
関
連
が
強
い
。
X

世
代
は
、
80
年
代
半
ば
か
ら
90
年
代

前
半
に
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
が
国
際

的
に
評
価
さ
れ
た
時
期
を
経
験
し
て

お
り
、
日
本
企
業
製
品
に
対
す
る
信

頼
感
や
愛
着
が
醸
成
さ
れ
た
こ
と

も
、
居
住
地
や
訪
日
時
の
消
費
行
動

に
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
ま
た
、
X
世
代
は
居
住
地
、

訪
日
時
と
も
に
日
本
の
文
化
体
験
と

も
関
連
が
強
い
。以
上
の
結
果
か
ら
、

X
世
代
は
、
訪
日
時
の
体
験
と
居
住

地
で
の
日
本
関
連
の
活
動
が
影
響
し

合
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ベ

ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代
は
特
段
、
強
い

関
係
性
を
示
す
日
本
に
関
す
る
活
動

は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
Z
世
代
の
訪
日
意
向
は
高
く
、
日

本
の
コ
ン
テ
ン
ツ
、
ア
パ
レ
ル
関
連

つ
い
て
は
、
ク
ロ
ス
集
計
表
で
の
表

現
は
複
雑
化
す
る
た
め
、
コ
レ
ス
ポ

ン
デ
ン
ス
分
析
を
実
施
し
た
。
世
代

別
に
関
係
が
高
い
活
動
を
特
定
す
る

た
め
、
コ
レ
ス
ポ
ン
デ
ン
ス
分
析
の

結
果
、得
ら
れ
た
座
標
軸
に
基
づ
き
、

ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
を
実
施
し
た
5

（
図
4
）。

　
こ
の
結
果
、
Z
世
代
は
洋
服
や

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
雑
貨
、
ブ
ラ
ン
ド
品

や
宝
飾
品
等
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、「
遊

園
地
や
テ
ー
マ
パ
ー
ク
」、「
美
術
館

や
博
物
館
の
鑑
賞
」
と
い
っ
た
主
に

都
市
部
で
楽
し
め
る
活
動
と
関
連
が

強
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、

旅
行
の
ス
タ
イ
ル
は
S
N
S
な
ど
に

投
稿
で
き
る
よ
う
な
場
所
を
選
好
す

る
6

傾
向
も
あ
り
、
こ
う
し
た
活
動

の
多
く
が
視
覚
的
に
美
し
く
、
分
か

り
や
す
く
発
信
で
き
る
点
も
特
徴
的

で
あ
る
。

　
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
は
「
伝
統
工
芸

品
の
工
房
見
学
・
体
験
／
制
作
や
購

入
」、「
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
楽
し
む

こ
と
」
等
、
自
ら
が
何
か
を
体
験
す

る
活
動
と
関
連
が
強
い
。
旅
行
の
目

的
や
ス
タ
イ
ル
に
自
分
の
関
心
ご
と

を
テ
ー
マ
と
し
た
旅
行
を
選
好
す
る

傾
向
7

も
影
響
し
て
か
、「
イ
ベ
ン
ト
・

祭
り
の
見
物
」、「
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
」

と
も
関
連
が
強
い
。

　
X
世
代
は
食
品
や
飲
料
、
化
粧
品

や
医
薬
品
、
電
化
製
品
等
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
と
関
連
が
強
い
。
同
じ
買
い

◆ 

宿
泊
施
設

　
ア
ジ
ア
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代

で
「
基
本
的
な
設
備
の
み
が
備
わ
っ

て
い
る
ホ
テ
ル
（
西
洋
式
）」
の
割
合

が
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
や
X
世
代
に
比

べ
て
高
い
（
表
1
）。
2
0
1
9
年

以
前
と
の
比
較
で
は
、
Z
世
代
を
除

く
世
代
で「
温
泉
の
あ
る
日
本
旅
館
」

の
利
用
率
が
、
X
世
代
を
除
く
世
代

で
「
基
本
的
な
設
備
の
み
が
備
わ
っ

て
い
る
ホ
テ
ル
（
西
洋
式
）」
の
利
用

率
が
上
昇
し
た
（
表
2
）。

（
2
）
情
報
収
集

　
訪
日
旅
行
に
関
係
す
る
旅
行
情
報

の
収
集
に
つ
い
て
は
、「
思
案
段
階
」、

「
計
画
段
階
」、「
予
約
段
階
」（
以
上
、

旅
マ
エ
）、「
実
行
段
階
」（
旅
ナ
カ
）

の
4
つ
の
段
階
別
に
利
用
し
た
媒
体

を
尋
ね
た
（
図
3
）。
ベ
ビ
ー
ブ
ー

マ
ー
世
代
は
ど
の
段
階
に
お
い
て
も

最
も
利
用
率
が
高
い
の
は
「
旅
行
会

社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
で
、「
S
N
S
」

は
上
位
5
位
以
内
に
存
在
し
な
い
。

全
体
的
な
傾
向
と
し
て
、
一
般
旅
行

者
の
情
報
よ
り
も
、
事
業
者
の
情
報

を
参
照
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

段
階
別
の
傾
向
で
は
、
Z
世
代
、
ミ

レ
ニ
ア
ル
世
代
、
X
世
代
で
は
実
行

段
階
（
旅
ナ
カ
）
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用

率
が
高
い
。

（
3
）
訪
日
時
の
体
験
活
動

　
訪
日
旅
行
で
体
験
し
た
こ
と
に

後
（
2
0
2
2
年
10
月
以
降
）
の
訪

日
旅
行
の
実
態
に
つ
い
て
世
代
間

比
較
と
、
旅
行
内
容
に
つ
い
て
は
新

型
コ
ロ
ナ
流
行
前
（
2
0
1
9
年
以

前
）
と
収
束
後
の
比
較
を
行
っ
た
。

（
1
）
旅
行
内
容

◆
同
行
者

　
X
世
代
で
「
自
分
の
子
供
」（
40
・

3
%
）
の
割
合
が
、
Z
世
代
で
「
自

分
の
親
」（
31
・
4
%
）
の
割
合
が
そ

れ
ぞ
れ
他
の
世
代
に
比
べ
て
高
い

（
表
1
）。
2
0
1
9
年
以
前
と
の
比

較
で
は
、
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
、
X
世

代
、
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代
で
「
配

偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
」、
ミ
レ
ニ
ア

ル
世
代
、
X
世
代
で
「
自
分
の
子
供
」

の
割
合
が
増
え
て
お
り
、
身
近
な
人

と
の
旅
行
が
増
え
て
い
る
（
表
2
）。 

◆ 

旅
行
手
配
方
法

　
旅
行
手
配
方
法
に
つ
い
て
は
世

代
別
に
大
き
な
違
い
は
確
認
さ
れ
な

か
っ
た
（
表
1
）。
2
0
1
9
年
以

前
と
の
比
較
で
は
、
ベ
ビ
ー
ブ
ー

マ
ー
世
代
を
除
き
、「
航
空
券
と
宿

泊
施
設
を
個
別
に
手
配
」
の
割
合
が

増
え
て
い
る
。
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
、

X
世
代
で
は
、「
航
空
券
と
宿
泊
が

セ
ッ
ト
の
パ
ッ
ク
旅
行
に
食
事
・
観

光
等
が
含
ま
れ
る
も
の
」
い
わ
ゆ
る

フ
ル
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
の
割
合
が

減
少
し
て
い
る
（
表
2
）。
コ
ロ
ナ

禍
で
は
安
心
・
安
全
な
旅
行
を
実
現

す
る
た
め
、
旅
行
会
社
の
利
用
意
向

が
高
ま
っ
た
4

が
、
こ
う
し
た
意
向

は
一
時
的
な
も
の
で
あ
り
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
市
場
の
回
復
後
は
、

2
0
1
9
年
以
前
以
上
に
個
別
手
配

が
進
ん
で
い
る
。

別
に
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
後
の
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
市
場
を
分
析
す
る
こ
と

と
す
る
。

　
2
0
2
4
年
7
月
に
実
施
し
た
本

調
査
に
よ
れ
ば
、
ア
ジ
ア
居
住
者
、

欧
米
豪
居
住
者
と
も
に
次
に
希
望
す

る
海
外
旅
行
先
は
「
日
本
」
の
割
合

が
最
も
高
い
が
、
世
代
別
3

で
は
、

Z
世
代
、
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
の
割
合

が
特
に
高
い
（
図
1
）。

　
ま
た
、
訪
日
経
験
者
を
対
象
に
新

型
コ
ロ
ナ
流
行
前
の
「
2
0
1
9
年

以
前
」
と
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
収
束
後

の
「
2
0
2
2
年
10
月
以
降
」
で
世

代
別
構
成
比
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、

2
0
2
2
年
10
月
以
降
は
2
0
1
9

年
以
前
と
比
べ
、
中
高
年
層
の
割
合

が
低
下
し
、
若
年
層
の
割
合
が
増
加

（
図
2
）
し
て
お
り
、
我
が
国
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
回
復
に
若
年
層

が
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
続
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
収
束

G
O
O
D
 N
A
TU
R
E STA

TIO
N

（
京
都
市
）

エ
ピ
キ
ュ
リ
ア
ン・ナ
チ
ュ
ラ
ル
の
実
践

取
材
協
力
：
北
田
萌
子
氏（
株
式
会
社
ビ
オ
ス
タ
イ
ル 

ホ
テ
ル
事
業
部
長 

総
支
配
人
）

聞
き
手
：
内
藤
桂
子
氏（
株
式
会
社
日
本
政
策
投
資
銀
行
）、柿
島
あ
か
ね

の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク

等
、
現
代
的
で
都
市
部
で
体
験
で
き

る
こ
と
へ
の
関
心
が
高
い
。
特
に
ア

ジ
ア
居
住
者
に
と
っ
て
、
都
市
部
を

中
心
と
し
た
訪
問
で
あ
れ
ば
、
限
ら

れ
た
時
間
の
中
で
効
率
的
に
楽
し
め

る
タ
イ
パ 

12

の
良
さ
、
円
安
ゆ
え
の

コ
ス
パ 

13

の
良
さ
と
い
っ
た
Z
世
代

の
消
費
の
価
値
観
と
合
致
し
て
い
る

点
が
日
本
人
気
の
背
景
に
あ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
あ
る
需
要
を

機
会
と
捉
え
、「
お
得
感
」
だ
け
で

は
な
い
別
の
側
面
を
認
知
し
て
も
ら

う
こ
と
や
、
今
後
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

が
変
わ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
地
方
部

も
含
め
た
日
本
の
多
様
な
楽
し
み
方

を
提
案
し
、
ラ
イ
フ
タ
イ
ム
バ

リ
ュ
ー 

14

を
高
め
て
い
く
こ
と
も
重

要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
も
Z
世
代
と
同

様
、
訪
日
意
向
が
高
く
、
旅
行
行
動

や
意
向
、
意
識
に
共
通
点
が
多
い
一

方
、
今
回
の
調
査
か
ら
は
、
訪
日
時

の
観
光
活
動
は
体
験
系
の
活
動
と
関

連
が
強
く
、
消
費
財
へ
の
関
心
が
強

い
Z
世
代
と
は
異
な
る
傾
向
を
示
し

た
。
こ
の
背
景
に
は
、
旅
行
の
目
的

や
ス
タ
イ
ル
に
自
分
の
関
心
ご
と
を

テ
ー
マ
と
し
た
旅
行
を
選
好
す
る
傾

向
が
あ
る 

15

こ
と
が
影
響
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
韓

国
の
旅
行
会
社
「
ハ
ナ
ツ
ア
ー
」
が

Z
世
代
、
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
向
け
に

趣
味（
例
：
ダ
イ
ビ
ン
グ
、ド
ラ
イ
ブ
、

は
じ
め
に

　
国
連
世
界
観
光
機
関（U

N
W
T
O
/

現“U
N
 T
ourism

”

）は
、
2
0
3
0

〜
2
0
4
0
年
の
旅
行
市
場
は
「
ミ

レ
ニ
ア
ル
世
代
」
と
「
Z
世
代
」
が

大
半
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
と
展
望

し
て
い
る
1

。
こ
れ
ら
の
世
代
は
旅

行
意
欲
が
旺
盛
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症（
以
下
新
型
コ
ロ
ナ
）

流
行
の
収
束
に
よ
る
旅
行
市
場
回
復

を
け
ん
引
し
、
か
つ
て
旅
行
市
場
の

主
役
と
さ
れ
た
X
世
代
や
ベ
ビ
ー

ブ
ー
マ
ー
世
代
と
の
交
代
が
進
ん

だ
。
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
以
降
、
観

光
研
究
分
野
で
は
Z
世
代
を
中
心

に
世
代
別
の
研
究
が
散
見
さ
れ
、

世
界
の
旅
行
会
社
で
は
Z
世
代
や

ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
を
対
象
と
し
た

商
品
造
成
に
注
力
す
る
会
社
も
増

加
し
た
2

。
こ
う
し
た
動
き
か
ら
も
、

旅
行
・
観
光
分
野
に
お
い
て
も
若
年

層
を
中
心
に
「
世
代
別
」
へ
の
注
目

が
高
ま
っ
て
い
る
状
況
と
言
え
る
だ

ろ
う
。

　
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
流
行
後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
に

つ
い
て
、
当
財
団
と
株
式
会
社
日
本

政
策
投
資
銀
行
の
独
自
調
査
で
あ
る

「
D
B
J
・
J
T
B
F 

ア
ジ
ア
・
欧

米
豪 

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向

調
査 

2
0
2
4
年
度
版
」（
以
降「
本

調
査
」）
の
分
析
結
果
か
ら
、
世
代

資料：「DBJ・JTBF アジア・欧米豪訪日外国人旅行者の意向調査 2024年度版」よりJTBF作成

資料：「DBJ・JTBF アジア・欧米豪訪日外国人旅行者の意向調査 2024年度版」よりJTBF作成

※ポイント差分で降順ソート ※ポイント差分で降順ソート

館内に設置されたデカボスコアポイント
画像提供：（株）ビオスタイル

GOOD CACAOシリーズの焼き菓子商品
画像：筆者撮影

アップサイクル商品の開発による循環　画像提供：（株）ビオスタイル

C
O

L
U

M
N

　
鉄
道
事
業
を
中
心
と
す
る
京
阪
グ
ル
ー

プ
で
は
、2
0
1
3
年
頃
か
ら「
健
康
」や

「
環
境
」を
テ
ー
マ
と
し
た
新
規
事
業
を
模

索
し
始
め
、2
0
1
7
年
に
株
式
会
社
ビ

オ
ス
タ
イ
ル
が
誕
生
し
た
。2
0
1
9
年
に

は
京
都
市
四
条
河
原
町
に「
心
と
体
に
い
い

こ
と
、も
っ
と
楽
し
も
う
。」を
コ
ン
セ
プ
ト

に
物
販
、飲
食
、宿
泊
機
能（G

O
O
D 

NATURE HOTEL KYOTO

／
以
下
、

「
ホ
テ
ル
」）等
を
備
え
た「G

O
O
D 

NATURE 
STATION

」（
以
下
、「
同
施

設
」）を
開
業
し
た
。「
我
慢
」す
る「
ス
ト
イ

ッ
ク・ナ
チ
ュ
ラ
ル
」で
は
な
く
、本
能
的
に

良
い
、エ
ピ
キ
ュ
リ
ア
ン（
快
楽
）・ナ
チ
ュ
ラ

ル
を
実
践
す
る
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
基

づ
き
、「
楽
し
く
て
、お
い
し
く
て
、お
し
ゃ

れ
」（
北
田
萌
子
氏 

株
式
会
社
ビ
オ
ス
タ
イ
ル
ホ
テ
ル
事
業
部
長 

総
支
配
人
）な
の
に
、健

康
や
環
境
に
貢
献
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。

　
同
施
設
1
階
のM

ARKET

に
は
レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
、焼
き
菓
子
、コ
ー
ヒ
ー
等
、食
料

品
を
中
心
に
多
く
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
が
並
ん
で
い
る
。こ
れ
ら
の
商
品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は

ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
魅
力
的
で
、思
わ
ず
手
に
取
り
た
く

な
る
も
の
ば
か
り
。実
は
、こ
れ
ら
の
食
品
の
多
く
は
、

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
製
造
の
過
程
で
廃
棄
さ
れ
る
カ
カ
オ

ハ
ス
ク
を
活
用
し
た
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
9
商
品

「GOOD CACAO

」シ
リ
ー
ズ
の一部
で
あ
る
。そ
れ

ぞ
れ
の
食
品
に
カ
カ
オ
の
コ
ク
や
香
り
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
商
品
と
な
っ
て
い
る
。こ
の
取
り
組
み
に

よ
り
、1
9
2
7
㎏
の
カ
カ
オ
ハ
ス
ク
の
廃
棄
削
減
に

貢
献
し
て
い
る（
2
0
2
4
年
度
）。ま
さ
に「
楽
し
く

て
、お
い
し
く
て
、お
し
ゃ
れ
」な
の
に
、体
に
も
良
く
環4

． 居
住
地
で
の

日
本
に
関
す
る
活
動

‐
居
住
地
で
の

日
本
関
連
活
動
と

訪
日
時
の
活
動
の
傾
向
は

世
代
ご
と
に
異
な
る
‐

察
さ
れ
る
。
昨
今
、
特
定
観
光
地
へ

の
需
要
集
中
と
そ
れ
に
伴
う
諸
問
題

が
浮
き
彫
り
と
な
っ
て
い
る
が
、
地

方
分
散
と
い
う
観
点
か
ら
、
ベ
ビ
ー

ブ
ー
マ
ー
世
代
が
果
た
す
役
割
は
大

き
い
。
ま
た
、
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世

代
に
対
し
て
は
、
全
国
的
な
治
安
の

良
さ
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
環
境
の
充
実

等
、
安
全
・
安
心
か
つ
、
快
適
な
滞

在
と
い
っ
た
側
面
か
ら
訴
求
で
き
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
筆
者
が
昨

年
夏
に
韓
国
の
旅
行
会
社
を
対
象
に

実
施
し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査 
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で

は
、
高
年
層
を
安
心
し
て
送
客
で
き

る
点
が
日
本
の
強
み
と
い
う
声
も
聞

か
れ
た
。
以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
中

高
年
層
（
特
に
東
ア
ジ
ア
）
に
対
し

て
は
、
安
全
・
安
心
に
楽
し
め
る
海

外
旅
行
先
と
し
て
優
位
性
が
あ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

境
負
荷
が
少
な
い
自
然
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
参
加
す
る
」、「
収
益
の
一
部

を
野
生
動
物
保
護
に
充
て
る
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
」
等
、
自
分

が
何
か
を
体
験
す
る
こ
と
を
通
じ
て

貢
献
す
る
こ
と
へ
の
関
心
が
高
い
。

こ
れ
ら
の
傾
向
を
踏
ま
え
る
と
、
観

光
地
や
観
光
事
業
者
が
旅
行
者
に
観

光
地
の
維
持
に
対
し
て
協
力
を
促
す

た
め
に
は
、
旅
行
者
の
満
足
度
向
上

に
寄
与
す
る
よ
う
な
利
己
的
な
価
値

に
変
換
し
て
発
信
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
コ
ラ
ム

〝G
O
O
D
 N
A
T
U
R
E
 S
T
A
T
IO
N

（
京
都
市
）‐
エ
ピ
キ
ュ
リ
ア
ン
・
ナ
チ
ュ

ラ
ル
の
実
践
‐
〞を
参
照
の
こ
と
）。

　
居
住
地
で
の
日
本
に
関
す
る
活
動

行動＞意識 意識＞行動

地域の祭りや行事等に参加する

環境負荷が少ない自然体験プログラムに参加する

カーボンオフセット商品を利用する

古民家をリノベーションした宿泊施設に宿泊する

ハラスメント対策を講じている企業を利用する

資源保護のための協力金等を支払う

宿泊施設におけるアメニティグッズを辞退する

行動＞意識 意識＞行動

図 -10 2 海外旅行先で「今後実践したい」サステナブルな取り組み（意識）と海外旅行先で「過去に実施した」サステナブルな取り組み（行動）の差分
【全員】

図 -10 1 海外旅行先で「今後実践したい」サステナブルな取り組み（意識）と海外旅行先で「過去に実施した」サステナブルな取り組み（行動）の差分
【全員】

40



8.0 PT- 4.0 PT - 2.0 PT 2.0 PT 4.0 PT 6.0 PT 8.0 PT- 4.0 PT - 2.0 PT 2.0 PT 4.0 PT 6.0 PT

Z世代（n=612）

ミレニアル世代（n=2,790）

X世代（n=2,744）

ベビーブーマー世代（n=1,650）

Z世代（n=612）

ミレニアル世代（n=2,790）

X世代（n=2,744）

ベビーブーマー世代（n=1,650）

X世代またはベビーブーマー世代の意識が
比較的高い項目について行動との差分

Z世代またはミレニアル世代の意識が
比較的高い項目について行動との差分0.0 PT 0.0 PT

混雑を回避するため、比較的空いている時間帯に訪問する

混雑を回避するため、観光施設等を事前予約する

その地域で許可・認可されているツアーガイドを選択する

観光施設等の混雑時間帯を避けて利用する

地域ガイドによる野生動物ウォッチングツアーに参加する

地域の伝統工芸を体験する

地域の特産品を購入する

ゴミを削減する

伝統工芸品等の模造品を購入しない

宿泊施設におけるリネン類の交換を辞退する

地域の事業者が販売する商品、
サービスを適正価格で購入する

省エネルギーや再生可能エネルギーの
利用を促進している観光施設を利用する

収益の一部を野生動物保護に充てる
体験プログラムに参加する

地域の生態系の保全に貢献できる
体験アクティビティに参加する

環境への影響を考慮して
CO2排出量が少ない移動手段を選択する

地域の食材やオーガニック食材を使った食事を
提供している店を利用する
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境
保
護
に
も
貢
献
で
き
る
商
品
な
の
だ
。

　
ホ
テ
ル
で
は
宿
泊
者
が
楽
し
み
な
が
ら
脱
炭
素
を

考
え
る
き
っ
か
け
づ
く
り
の
場
と
し
て
、「
脱
炭
素
紋

帳
／Decarbo collection

」を
開
催
し
た
。滞
在
中

に
利
用
す
る
ア
メ
ニ
テ
ィ
や
食
事
を
通
じ
て
C
O
2
削

減
に
貢
献
し
た
場
合
、館
内
に
設
置
さ
れ
た「
デ
カ
ボ

ス
コ
ア
」ポ
イ
ン
ト
で「
脱
炭
素
紋
帳
」に
押
印
す
る
と

い
う
も
の
。例
え
ば
、客
室
に
ア
メ
ニ
テ
ィ
と
し
て
設

置
し
て
い
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品「N

EM
O
H
A
M
O

」

は
植
物
性
原
料
を
使
用
し
た
シ
ャ
ン
プ
ー
で
、

1
0
0
%
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
用
し
た
工
場
で
製
造
さ
れ
て
い
る
。滞
在
中
、こ

の
シ
ャ
ン
プ
ー
を
利
用
す
る
こ
と
で
、C
O
２
が
56
%
程
度
削
減
さ
れ
る
た
め
、協
力
し
た

人
は
デ
カ
ボ
ス
コ
ア
56
%
O
F
F
の
判
子
を
押
印
で
き
る
の
で
、自
分
の
行
動
に
よ
っ
て

ど
の
程
度
C
O
2
削
減
に
貢
献
し
た
の
か
可
視
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
取
り
組
み
と
な
っ

て
い
る
。ホ
テ
ル
の
主
た
る
客
層
は
30
〜
40
代
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
が
多
く
、判
子
を
押
す

楽
し
さ
か
ら
、小
さ
い
子
供
が
参
加
す
る
姿
も
見
ら
れ
る
そ
う
だ
。楽
し
み
な
が
ら
、親
子

で
環
境
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
も
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

 「
ホ
テ
ル
に
宿
泊
す
る
き
っ
か
け
は
立
地
等
の
利
便
性
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、宿
泊
中

に
何
ら
か
の『
気
づ
き
』を
得
て
ご
自
身
の
生
活
に
取
り
入
れ
て
頂
く
こ
と
が
重
要
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。さ
り
げ
な
く『
気
づ
き
』を
得
て
も
ら
う
た
め
の
仕
掛
け
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。」（
北
田
氏
）

　
同
施
設
の「
エ
ピ
キ
ュ
リ
ア
ン・ナ
チ
ュ
ラ
ル
」な
取
り
組
み
は
、旅
行
先
で「
今
後
実

施
し
た
い
」サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
り
組
み（
意
識
）と「
過
去
に
実
施
し
た
」取
り
組
み

（
行
動
）の
間
に
あ
る
隔
た
り
を
埋
め
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

も
各
種
調
査
等
8

か
ら
Z
世
代
は
コ

ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
（
コ
ス
パ
）
に

敏
感
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
円
安
時
の
訪
日
旅
行
に
コ
ス
パ

の
良
さ
を
期
待
し
て
い
る
こ
と
が
見

て
と
れ
る
。
ま
た
、
訪
日
旅
行
時
に

「
円
安
で
得
を
し
た
分
の
お
金
の
使

い
道
」（
図
7
）
に
つ
い
て
は
、
全
て

の
世
代
で「
数
量
を
多
く
購
入
し
た
」

の
割
合
が
最
も
高
い
。

　
観
光
資
源
・
施
設
の
混
雑
緩
和
や

保
護
の
た
め
の
金
銭
負
担
、
い
わ
ゆ

るW
illingness T

o P
ay

に
つ
い
て

は
、「
賛
成
」
の
割
合
が
中
高
年
層

に
比
べ
、
若
年
層
が
高
い
。
一
方

で
中
高
年
層
の
「
や
や
反
対
」
の
割

合
は
若
年
層
に
比
べ
て
高
い
（
図

8
）。
ま
た
、
海
外
旅
行
先
や
宿
泊

施
設
を
検
討
す
る
際
に
「
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
取
り
組
み
」
を
重
視
す
る
人

の
割
合
も
同
様
の
傾
向
（
図
9
）
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
若
年
層
は
中
高

年
層
と
比
べ
、
観
光
地
の
維
持
や

存
続
へ
の
貢
献
意
識
が
高
い
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

　
一
方
で
、
意
識
と
行
動
に
は
乖
離

が
あ
る
。
海
外
旅
行
先
で「
今
後
実

践
し
た
い
」取
り
組
み
と「
過
去
に
実

施
し
た
」取
り
組
み
の
差
分
を
示
し

た
も
の
が
図
10
‐
1（
Z
世
代
・
ミ
レ

ニ
ア
ル
世
代
）、
10
‐
2（
X
世
代
・

ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代
）で
あ
る
。
全

体
的
に
意
識
が
先
行
す
る
傾
向
で
あ

る
た
め
、
今
後
は
高
い
意
識
を
ど
う

行
動
に
結
び
付
け
て
い
く
か
が
課
題

と
な
る
。
な
お
、
全
世
代
で
行
動
が

意
識
を
上
回
る
項
目
は「
宿
泊
施
設

に
お
け
る
ア
メ
ニ
テ
ィ
グ
ッ
ズ
を
辞

物
活
動
で
も
、
Z
世
代
は
ア
パ
レ
ル

関
連
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
あ
る
の
に

対
し
、
X
世
代
は
日
用
品
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
が
主
と
な
っ
て
い
る
。
ベ

ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代
は
、「
世
界
遺

産
の
見
物
」、「
日
本
の
酒
」
等
、
地

方
部
の
地
域
資
源
を
活
用
し
て
い
る

体
験
と
の
関
連
が
強
い
。
実
際
に
、

ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代
の
2
0
2
2

年
10
月
以
降
の
地
方
訪
問
経
験
の
割

合
は
2
0
1
9
年
以
前
と
比
べ
、
約

30
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
お
り（
図
5
）、

地
方
部
で
は
こ
れ
ら
の
活
動
を
実
施

し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

（
4
）
円
安
の
影
響

　
2
0
2
2
年
以
降
、
急
速
に
進
行

し
た
円
安
は
、
水
際
対
策
の
大
幅
緩

和
と
重
な
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要

の
回
復
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
こ
う

し
た
状
況
を
受
け
、
本
調
査
で
は「
訪

日
旅
行
の
決
定
」
と
「
円
安
で
得
を
し

た
分
の
お
金
の
使
い
道
」
に
お
け
る

円
安
の
影
響
に
つ
い
て
把
握
し
た
。

　
円
安
が
訪
日
旅
行
の
決
定
に
影
響

し
た
と
回
答
し
た
人
の
割
合
は
、
各

世
代
4
〜
5
割
程
度
で
、
Z
世
代
が

最
も
高
い
（
図
6
）。
こ
れ
ま
で
に

動
が
意
識
を
上
回
る
項
目
が
最
多

（
6
項
目
）と
な
っ
て
い
る
。
Z
世
代

や
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
の
意
識
が
行
動

を
上
回
る
項
目
の
上
位
は「
地
域
の

祭
り
や
行
事
等
に
参
加
す
る
」、「
環

退
す
る
」と
な
っ
て
い
る
が
、
環
境
保

護
を
目
的
と
す
る
一
方
で
、
旅
行
中

の
滞
在
を
快
適
に
す
る
た
め
の
行
動

と
も
捉
え
ら
れ
る
。

　
世
代
別
に
み
る
と
、
Z
世
代
で
行

ウ
ェ
ル
ネ
ス
等
）
を
テ
ー
マ
に
し
た

パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
「
ミ
ン
グ
ル
ツ

ア
ー
」
を
販
売
し
て
い
る
こ
と
等
か

ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
ミ
レ

ニ
ア
ル
世
代
（
特
に
ア
ジ
ア
）
は
教

育
熱
心
で
あ
り
、
訪
日
時
に
自
分
の

子
供
に
何
ら
か
の
気
づ
き
や
学
び
を

得
ら
れ
る
体
験
を
希
望
す
る
ケ
ー
ス

が
多
い 

16

こ
と
も
影
響
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
今
回
の
分
析
か
ら
ミ

レ
ニ
ア
ル
世
代
と
関
連
が
強
い
体
験

の
中
に
は
地
方
部
の
資
源
を
活
用
で

き
る
も
の
（
例
：
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

を
楽
し
む
こ
と
、
伝
統
工
芸
品
の
工

房
見
学
・
体
験
／
制
作
や
購
入
、
イ

ベ
ン
ト
・
祭
り
の
見
物
等
）
も
多
い

こ
と
が
分
か
り
、
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代

は
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
重
視
す
る 

17

こ
と
か
ら
、
地
方
部
の
資
源
を
活

用
し
た
体
験
活
動
に
よ
る
誘
客
等
も

効
果
的
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
若
年
層
は
社
会
問
題
全

般
に
対
す
る
意
識
が
高
く
、
自
分
が

訪
れ
る
観
光
地
の
維
持
・
存
続
に
対

し
て
も
何
ら
か
の
形
で
貢
献
し
よ
う

と
す
る
意
志
が
確
認
さ
れ
た
。
一
方

で
高
い
意
識
に
行
動
が
結
び
つ
い
て

い
な
い
点
は
全
て
の
世
代
で
課
題
で

あ
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

過
去
調
査 

18

の
結
果
か
ら
、
Z
世
代

は
旅
行
先
で
実
施
し
た
い
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
実
利

に
つ
な
が
る
活
動
に
積
極
的
で
あ
る

た
め
、
利
他
的
で
あ
る
と
同
時
に
旅

行
体
験
の
満
足
度
向
上
に
寄
与
す
る

よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
こ

と
で
意
識
と
行
動
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋

め
る
一
助
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　
X
世
代
は
、
訪
日
時
、
居
住
地
で

の
活
動
と
も
に
日
本
製
品
の
消
費
に

積
極
的
で
あ
る
。
訪
日
時
の
消
費
の

み
な
ら
ず
、
訪
日
と
訪
日
の
間
の
居

住
地
で
の
日
本
製
品
の
消
費
促
進
も

可
能
で
あ
る
。
一
方
で
、
日
本
で
し

か
買
え
な
い
も
の
、
新
し
い
商
品
の

提
案
と
い
っ
た
訪
日
に
対
す
る
動
機

付
け
も
必
要
と
な
る
。
ベ
ビ
ー
ブ
ー

マ
ー
世
代
は
、
若
年
層
に
比
べ
訪
日

意
向
は
低
い
も
の
の
、
コ
ロ
ナ
禍
を

経
て
、
地
方
訪
問
経
験
率
が
大
幅
に

上
昇
し
た
。
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代

は
東
ア
ジ
ア
を
中
心
に
訪
日
リ
ピ
ー

タ
ー
割
合
が
高
い
こ
と
か
ら
、
日
本

国
内
の
新
た
な
魅
力
を
探
し
て
い
る

こ
と
等
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
推

と
訪
日
時
の
消
費
や
体
験
は
相
互
に

影
響
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
例
え
ば
、
居
住
地
で
日
本
の
ア

ニ
メ
を
視
聴
し
た
経
験
か
ら
、
訪
日

時
に
ロ
ケ
地
を
訪
問
す
る
こ
と
や
、

訪
日
時
に
食
べ
て
お
い
し
か
っ
た
食

材
を
居
住
地
で
購
入
す
る
こ
と
等
が

挙
げ
ら
れ
る
。
本
調
査
で
は
、
世
代

別
に
居
住
地
で
の
日
本
に
関
す
る
活

動
傾
向
を
把
握
す
る
た
め
、
訪
日
時

の
体
験
活
動
と
同
様
、
コ
レ
ス
ポ
ン

デ
ン
ス
分
析
と
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
を

実
施
し
た 

10（
図
11
）。
こ
こ
で
は
、

既
出
の
訪
日
時
の
体
験
の
結
果
（
図

4
）
も
踏
ま
え
て
考
察
す
る
こ
と
と

す
る
。

　
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
と
Z
世
代
は
同

じ
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い
る
が
、
日

本
の
コ
ン
テ
ン
ツ
関
連
の
活
動
の
よ

り
近
く
に
付
置
さ
れ
て
い
る
の
は
ミ

レ
ニ
ア
ル
世
代
で
あ
る
。
こ
れ
に
加

え
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
・
オ
フ
ラ
イ
ン

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
イ
ベ
ン
ト
参
加

と
の
関
連
も
強
い
。
一
方
、
Z
世
代

は
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
と
比
べ
、
日
本

語
学
習
と
の
関
係
が
強
い
。
若
年
層

に
日
本
の
コ
ン
テ
ン
ツ
人
気
が
高
い

点
は
共
通
し
て
い
る
が
、
ミ
レ
ニ
ア

ル
世
代
は
日
本
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を

き
っ
か
け
と
し
た
各
種
交
流
、
Z
世

代
は
日
本
語
学
習
に
派
生
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
る 

11

。
ま
た
、
ミ
レ
ニ

ア
ル
世
代
は
、訪
日
時
に
イ
ベ
ン
ト
・

祭
り
の
見
物
と
関
連
が
強
く
、
コ
ン

テ
ン
ツ
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

て
い
る
こ
と
や
、
Z
世
代
は
ロ
ケ
地

見
物
と
比
較
的
関
連
が
強
く
、
居
住

地
で
視
聴
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
に
関
連

し
た
場
所
を
訪
れ
て
い
る
こ
と
等
が

推
察
さ
れ
る
。

　
X
世
代
は
、
居
住
地
で
食
体
験
や

日
本
企
業
の
製
品
購
入
と
の
関
連
が

強
く
、
訪
日
時
は
、
化
粧
品
や
医
薬

品
、
食
品
や
飲
料
、
電
化
製
品
の

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
と
関
連
が
強
い
。
X

世
代
は
、
80
年
代
半
ば
か
ら
90
年
代

前
半
に
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
が
国
際

的
に
評
価
さ
れ
た
時
期
を
経
験
し
て

お
り
、
日
本
企
業
製
品
に
対
す
る
信

頼
感
や
愛
着
が
醸
成
さ
れ
た
こ
と

も
、
居
住
地
や
訪
日
時
の
消
費
行
動

に
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
ま
た
、
X
世
代
は
居
住
地
、

訪
日
時
と
も
に
日
本
の
文
化
体
験
と

も
関
連
が
強
い
。以
上
の
結
果
か
ら
、

X
世
代
は
、
訪
日
時
の
体
験
と
居
住

地
で
の
日
本
関
連
の
活
動
が
影
響
し

合
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ベ

ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代
は
特
段
、
強
い

関
係
性
を
示
す
日
本
に
関
す
る
活
動

は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
Z
世
代
の
訪
日
意
向
は
高
く
、
日

本
の
コ
ン
テ
ン
ツ
、
ア
パ
レ
ル
関
連

つ
い
て
は
、
ク
ロ
ス
集
計
表
で
の
表

現
は
複
雑
化
す
る
た
め
、
コ
レ
ス
ポ

ン
デ
ン
ス
分
析
を
実
施
し
た
。
世
代

別
に
関
係
が
高
い
活
動
を
特
定
す
る

た
め
、
コ
レ
ス
ポ
ン
デ
ン
ス
分
析
の

結
果
、得
ら
れ
た
座
標
軸
に
基
づ
き
、

ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
を
実
施
し
た
5

（
図
4
）。

　
こ
の
結
果
、
Z
世
代
は
洋
服
や

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
雑
貨
、
ブ
ラ
ン
ド
品

や
宝
飾
品
等
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、「
遊

園
地
や
テ
ー
マ
パ
ー
ク
」、「
美
術
館

や
博
物
館
の
鑑
賞
」
と
い
っ
た
主
に

都
市
部
で
楽
し
め
る
活
動
と
関
連
が

強
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、

旅
行
の
ス
タ
イ
ル
は
S
N
S
な
ど
に

投
稿
で
き
る
よ
う
な
場
所
を
選
好
す

る
6

傾
向
も
あ
り
、
こ
う
し
た
活
動

の
多
く
が
視
覚
的
に
美
し
く
、
分
か

り
や
す
く
発
信
で
き
る
点
も
特
徴
的

で
あ
る
。

　
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
は
「
伝
統
工
芸

品
の
工
房
見
学
・
体
験
／
制
作
や
購

入
」、「
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
楽
し
む

こ
と
」
等
、
自
ら
が
何
か
を
体
験
す

る
活
動
と
関
連
が
強
い
。
旅
行
の
目

的
や
ス
タ
イ
ル
に
自
分
の
関
心
ご
と

を
テ
ー
マ
と
し
た
旅
行
を
選
好
す
る

傾
向
7

も
影
響
し
て
か
、「
イ
ベ
ン
ト
・

祭
り
の
見
物
」、「
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
」

と
も
関
連
が
強
い
。

　
X
世
代
は
食
品
や
飲
料
、
化
粧
品

や
医
薬
品
、
電
化
製
品
等
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
と
関
連
が
強
い
。
同
じ
買
い

◆ 

宿
泊
施
設

　
ア
ジ
ア
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代

で
「
基
本
的
な
設
備
の
み
が
備
わ
っ

て
い
る
ホ
テ
ル
（
西
洋
式
）」
の
割
合

が
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
や
X
世
代
に
比

べ
て
高
い
（
表
1
）。
2
0
1
9
年

以
前
と
の
比
較
で
は
、
Z
世
代
を
除

く
世
代
で「
温
泉
の
あ
る
日
本
旅
館
」

の
利
用
率
が
、
X
世
代
を
除
く
世
代

で
「
基
本
的
な
設
備
の
み
が
備
わ
っ

て
い
る
ホ
テ
ル
（
西
洋
式
）」
の
利
用

率
が
上
昇
し
た
（
表
2
）。

（
2
）
情
報
収
集

　
訪
日
旅
行
に
関
係
す
る
旅
行
情
報

の
収
集
に
つ
い
て
は
、「
思
案
段
階
」、

「
計
画
段
階
」、「
予
約
段
階
」（
以
上
、

旅
マ
エ
）、「
実
行
段
階
」（
旅
ナ
カ
）

の
4
つ
の
段
階
別
に
利
用
し
た
媒
体

を
尋
ね
た
（
図
3
）。
ベ
ビ
ー
ブ
ー

マ
ー
世
代
は
ど
の
段
階
に
お
い
て
も

最
も
利
用
率
が
高
い
の
は
「
旅
行
会

社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
で
、「
S
N
S
」

は
上
位
5
位
以
内
に
存
在
し
な
い
。

全
体
的
な
傾
向
と
し
て
、
一
般
旅
行

者
の
情
報
よ
り
も
、
事
業
者
の
情
報

を
参
照
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

段
階
別
の
傾
向
で
は
、
Z
世
代
、
ミ

レ
ニ
ア
ル
世
代
、
X
世
代
で
は
実
行

段
階
（
旅
ナ
カ
）
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用

率
が
高
い
。

（
3
）
訪
日
時
の
体
験
活
動

　
訪
日
旅
行
で
体
験
し
た
こ
と
に

後
（
2
0
2
2
年
10
月
以
降
）
の
訪

日
旅
行
の
実
態
に
つ
い
て
世
代
間

比
較
と
、
旅
行
内
容
に
つ
い
て
は
新

型
コ
ロ
ナ
流
行
前
（
2
0
1
9
年
以

前
）
と
収
束
後
の
比
較
を
行
っ
た
。

（
1
）
旅
行
内
容

◆
同
行
者

　
X
世
代
で
「
自
分
の
子
供
」（
40
・

3
%
）
の
割
合
が
、
Z
世
代
で
「
自

分
の
親
」（
31
・
4
%
）
の
割
合
が
そ

れ
ぞ
れ
他
の
世
代
に
比
べ
て
高
い

（
表
1
）。
2
0
1
9
年
以
前
と
の
比

較
で
は
、
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
、
X
世

代
、
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代
で
「
配

偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
」、
ミ
レ
ニ
ア

ル
世
代
、
X
世
代
で
「
自
分
の
子
供
」

の
割
合
が
増
え
て
お
り
、
身
近
な
人

と
の
旅
行
が
増
え
て
い
る
（
表
2
）。 

◆ 

旅
行
手
配
方
法

　
旅
行
手
配
方
法
に
つ
い
て
は
世

代
別
に
大
き
な
違
い
は
確
認
さ
れ
な

か
っ
た
（
表
1
）。
2
0
1
9
年
以

前
と
の
比
較
で
は
、
ベ
ビ
ー
ブ
ー

マ
ー
世
代
を
除
き
、「
航
空
券
と
宿

泊
施
設
を
個
別
に
手
配
」
の
割
合
が

増
え
て
い
る
。
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
、

X
世
代
で
は
、「
航
空
券
と
宿
泊
が

セ
ッ
ト
の
パ
ッ
ク
旅
行
に
食
事
・
観

光
等
が
含
ま
れ
る
も
の
」
い
わ
ゆ
る

フ
ル
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
の
割
合
が

減
少
し
て
い
る
（
表
2
）。
コ
ロ
ナ

禍
で
は
安
心
・
安
全
な
旅
行
を
実
現

す
る
た
め
、
旅
行
会
社
の
利
用
意
向

が
高
ま
っ
た
4

が
、
こ
う
し
た
意
向

は
一
時
的
な
も
の
で
あ
り
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
市
場
の
回
復
後
は
、

2
0
1
9
年
以
前
以
上
に
個
別
手
配

が
進
ん
で
い
る
。

別
に
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
後
の
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
市
場
を
分
析
す
る
こ
と

と
す
る
。

　
2
0
2
4
年
7
月
に
実
施
し
た
本

調
査
に
よ
れ
ば
、
ア
ジ
ア
居
住
者
、

欧
米
豪
居
住
者
と
も
に
次
に
希
望
す

る
海
外
旅
行
先
は
「
日
本
」
の
割
合

が
最
も
高
い
が
、
世
代
別
3

で
は
、

Z
世
代
、
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
の
割
合

が
特
に
高
い
（
図
1
）。

　
ま
た
、
訪
日
経
験
者
を
対
象
に
新

型
コ
ロ
ナ
流
行
前
の
「
2
0
1
9
年

以
前
」
と
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
収
束
後

の
「
2
0
2
2
年
10
月
以
降
」
で
世

代
別
構
成
比
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、

2
0
2
2
年
10
月
以
降
は
2
0
1
9

年
以
前
と
比
べ
、
中
高
年
層
の
割
合

が
低
下
し
、
若
年
層
の
割
合
が
増
加

（
図
2
）
し
て
お
り
、
我
が
国
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
回
復
に
若
年
層

が
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
続
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
収
束

G
O
O
D
 N
A
TU
R
E STA

TIO
N

（
京
都
市
）

エ
ピ
キ
ュ
リ
ア
ン・ナ
チ
ュ
ラ
ル
の
実
践

取
材
協
力
：
北
田
萌
子
氏（
株
式
会
社
ビ
オ
ス
タ
イ
ル 

ホ
テ
ル
事
業
部
長 

総
支
配
人
）

聞
き
手
：
内
藤
桂
子
氏（
株
式
会
社
日
本
政
策
投
資
銀
行
）、柿
島
あ
か
ね

の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク

等
、
現
代
的
で
都
市
部
で
体
験
で
き

る
こ
と
へ
の
関
心
が
高
い
。
特
に
ア

ジ
ア
居
住
者
に
と
っ
て
、
都
市
部
を

中
心
と
し
た
訪
問
で
あ
れ
ば
、
限
ら

れ
た
時
間
の
中
で
効
率
的
に
楽
し
め

る
タ
イ
パ 

12

の
良
さ
、
円
安
ゆ
え
の

コ
ス
パ 

13

の
良
さ
と
い
っ
た
Z
世
代

の
消
費
の
価
値
観
と
合
致
し
て
い
る

点
が
日
本
人
気
の
背
景
に
あ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
あ
る
需
要
を

機
会
と
捉
え
、「
お
得
感
」
だ
け
で

は
な
い
別
の
側
面
を
認
知
し
て
も
ら

う
こ
と
や
、
今
後
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

が
変
わ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
地
方
部

も
含
め
た
日
本
の
多
様
な
楽
し
み
方

を
提
案
し
、
ラ
イ
フ
タ
イ
ム
バ

リ
ュ
ー 

14

を
高
め
て
い
く
こ
と
も
重

要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
も
Z
世
代
と
同

様
、
訪
日
意
向
が
高
く
、
旅
行
行
動

や
意
向
、
意
識
に
共
通
点
が
多
い
一

方
、
今
回
の
調
査
か
ら
は
、
訪
日
時

の
観
光
活
動
は
体
験
系
の
活
動
と
関

連
が
強
く
、
消
費
財
へ
の
関
心
が
強

い
Z
世
代
と
は
異
な
る
傾
向
を
示
し

た
。
こ
の
背
景
に
は
、
旅
行
の
目
的

や
ス
タ
イ
ル
に
自
分
の
関
心
ご
と
を

テ
ー
マ
と
し
た
旅
行
を
選
好
す
る
傾

向
が
あ
る 

15

こ
と
が
影
響
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
韓

国
の
旅
行
会
社
「
ハ
ナ
ツ
ア
ー
」
が

Z
世
代
、
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
向
け
に

趣
味（
例
：
ダ
イ
ビ
ン
グ
、ド
ラ
イ
ブ
、

は
じ
め
に

　
国
連
世
界
観
光
機
関（U

N
W
T
O
/

現“U
N
 T
ourism

”

）は
、
2
0
3
0

〜
2
0
4
0
年
の
旅
行
市
場
は
「
ミ

レ
ニ
ア
ル
世
代
」
と
「
Z
世
代
」
が

大
半
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
と
展
望

し
て
い
る
1

。
こ
れ
ら
の
世
代
は
旅

行
意
欲
が
旺
盛
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症（
以
下
新
型
コ
ロ
ナ
）

流
行
の
収
束
に
よ
る
旅
行
市
場
回
復

を
け
ん
引
し
、
か
つ
て
旅
行
市
場
の

主
役
と
さ
れ
た
X
世
代
や
ベ
ビ
ー

ブ
ー
マ
ー
世
代
と
の
交
代
が
進
ん

だ
。
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
以
降
、
観

光
研
究
分
野
で
は
Z
世
代
を
中
心

に
世
代
別
の
研
究
が
散
見
さ
れ
、

世
界
の
旅
行
会
社
で
は
Z
世
代
や

ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
を
対
象
と
し
た

商
品
造
成
に
注
力
す
る
会
社
も
増

加
し
た
2

。
こ
う
し
た
動
き
か
ら
も
、

旅
行
・
観
光
分
野
に
お
い
て
も
若
年

層
を
中
心
に
「
世
代
別
」
へ
の
注
目

が
高
ま
っ
て
い
る
状
況
と
言
え
る
だ

ろ
う
。

　
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
流
行
後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
に

つ
い
て
、
当
財
団
と
株
式
会
社
日
本

政
策
投
資
銀
行
の
独
自
調
査
で
あ
る

「
D
B
J
・
J
T
B
F 

ア
ジ
ア
・
欧

米
豪 

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向

調
査 

2
0
2
4
年
度
版
」（
以
降「
本

調
査
」）
の
分
析
結
果
か
ら
、
世
代

資料：「DBJ・JTBF アジア・欧米豪訪日外国人旅行者の意向調査 2024年度版」よりJTBF作成

資料：「DBJ・JTBF アジア・欧米豪訪日外国人旅行者の意向調査 2024年度版」よりJTBF作成

※ポイント差分で降順ソート ※ポイント差分で降順ソート

館内に設置されたデカボスコアポイント
画像提供：（株）ビオスタイル

GOOD CACAOシリーズの焼き菓子商品
画像：筆者撮影

アップサイクル商品の開発による循環　画像提供：（株）ビオスタイル

C
O

L
U

M
N

　
鉄
道
事
業
を
中
心
と
す
る
京
阪
グ
ル
ー

プ
で
は
、2
0
1
3
年
頃
か
ら「
健
康
」や

「
環
境
」を
テ
ー
マ
と
し
た
新
規
事
業
を
模

索
し
始
め
、2
0
1
7
年
に
株
式
会
社
ビ

オ
ス
タ
イ
ル
が
誕
生
し
た
。2
0
1
9
年
に

は
京
都
市
四
条
河
原
町
に「
心
と
体
に
い
い

こ
と
、も
っ
と
楽
し
も
う
。」を
コ
ン
セ
プ
ト

に
物
販
、飲
食
、宿
泊
機
能（G

O
O
D 

NATURE HOTEL KYOTO

／
以
下
、

「
ホ
テ
ル
」）等
を
備
え
た「G

O
O
D 

NATURE 
STATION

」（
以
下
、「
同
施

設
」）を
開
業
し
た
。「
我
慢
」す
る「
ス
ト
イ

ッ
ク・ナ
チ
ュ
ラ
ル
」で
は
な
く
、本
能
的
に

良
い
、エ
ピ
キ
ュ
リ
ア
ン（
快
楽
）・ナ
チ
ュ
ラ

ル
を
実
践
す
る
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
基

づ
き
、「
楽
し
く
て
、お
い
し
く
て
、お
し
ゃ

れ
」北
田
萌
子
氏（
株
式
会
社
ビ
オ
ス
タ
イ
ル
ホ
テ
ル
事
業
部
長 

総
支
配
人
）な
の
に
、健

康
や
環
境
に
貢
献
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。

　
同
施
設
1
階
のM

ARKET

に
は
レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
、焼
き
菓
子
、コ
ー
ヒ
ー
等
、食
料

品
を
中
心
に
多
く
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
が
並
ん
で
い
る
。こ
れ
ら
の
商
品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は

ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
魅
力
的
で
、思
わ
ず
手
に
取
り
た
く

な
る
も
の
ば
か
り
。実
は
、こ
れ
ら
の
食
品
の
多
く
は
、

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
製
造
の
過
程
で
廃
棄
さ
れ
る
カ
カ
オ

ハ
ス
ク
を
活
用
し
た
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
9
商
品

「GOOD CACAO

」シ
リ
ー
ズ
の一部
で
あ
る
。そ
れ

ぞ
れ
の
食
品
に
カ
カ
オ
の
コ
ク
や
香
り
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
商
品
と
な
っ
て
い
る
。こ
の
取
り
組
み
に

よ
り
、1
9
2
7
㎏
の
カ
カ
オ
ハ
ス
ク
の
廃
棄
削
減
に

貢
献
し
て
い
る（
2
0
2
4
年
度
）。ま
さ
に「
楽
し
く

て
、お
い
し
く
て
、お
し
ゃ
れ
」な
の
に
、体
に
も
良
く
環4

． 居
住
地
で
の

日
本
に
関
す
る
活
動

‐
居
住
地
で
の

日
本
関
連
活
動
と

訪
日
時
の
活
動
の
傾
向
は

世
代
ご
と
に
異
な
る
‐

察
さ
れ
る
。
昨
今
、
特
定
観
光
地
へ

の
需
要
集
中
と
そ
れ
に
伴
う
諸
問
題

が
浮
き
彫
り
と
な
っ
て
い
る
が
、
地

方
分
散
と
い
う
観
点
か
ら
、
ベ
ビ
ー

ブ
ー
マ
ー
世
代
が
果
た
す
役
割
は
大

き
い
。
ま
た
、
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世

代
に
対
し
て
は
、
全
国
的
な
治
安
の

良
さ
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
環
境
の
充
実

等
、
安
全
・
安
心
か
つ
、
快
適
な
滞

在
と
い
っ
た
側
面
か
ら
訴
求
で
き
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
筆
者
が
昨

年
夏
に
韓
国
の
旅
行
会
社
を
対
象
に

実
施
し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査 
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で

は
、
高
年
層
を
安
心
し
て
送
客
で
き

る
点
が
日
本
の
強
み
と
い
う
声
も
聞

か
れ
た
。
以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
中

高
年
層
（
特
に
東
ア
ジ
ア
）
に
対
し

て
は
、
安
全
・
安
心
に
楽
し
め
る
海

外
旅
行
先
と
し
て
優
位
性
が
あ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

境
負
荷
が
少
な
い
自
然
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
参
加
す
る
」、「
収
益
の
一
部

を
野
生
動
物
保
護
に
充
て
る
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
」
等
、
自
分

が
何
か
を
体
験
す
る
こ
と
を
通
じ
て

貢
献
す
る
こ
と
へ
の
関
心
が
高
い
。

こ
れ
ら
の
傾
向
を
踏
ま
え
る
と
、
観

光
地
や
観
光
事
業
者
が
旅
行
者
に
観

光
地
の
維
持
に
対
し
て
協
力
を
促
す

た
め
に
は
、
旅
行
者
の
満
足
度
向
上

に
寄
与
す
る
よ
う
な
利
己
的
な
価
値

に
変
換
し
て
発
信
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
コ
ラ
ム

〝G
O
O
D
 N
A
T
U
R
E
 S
T
A
T
IO
N

（
京
都
市
）‐
エ
ピ
キ
ュ
リ
ア
ン
・
ナ
チ
ュ

ラ
ル
の
実
践
‐
〞を
参
照
の
こ
と
）。

　
居
住
地
で
の
日
本
に
関
す
る
活
動

行動＞意識 意識＞行動

地域の祭りや行事等に参加する

環境負荷が少ない自然体験プログラムに参加する

カーボンオフセット商品を利用する

古民家をリノベーションした宿泊施設に宿泊する

ハラスメント対策を講じている企業を利用する

資源保護のための協力金等を支払う

宿泊施設におけるアメニティグッズを辞退する

行動＞意識 意識＞行動

図 -10 2 海外旅行先で「今後実践したい」サステナブルな取り組み（意識）と海外旅行先で「過去に実施した」サステナブルな取り組み（行動）の差分
【全員】

図 -10 1 海外旅行先で「今後実践したい」サステナブルな取り組み（意識）と海外旅行先で「過去に実施した」サステナブルな取り組み（行動）の差分
【全員】
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ベビーブーマー世代（n=1,650）

ベビーブーマー世代と関連が強い活動

ミレニアル世代と関連が強い活動

X世代と関連が強い活動

Z世代と関連が強い活動

日本国内を案内する
オンラインツアーに
参加する

日本のアニメ、マンガ以外の
コンテンツを楽しむ

自国で日本に関する活動をしていない

その他、日本に関する活動
日本食を体験する

日本の武道・スポーツを
楽しむ・体験する

日本の文化を楽しむ、体験する

日本企業の製品を
購入する

日本語を学んだり、話す

訪日旅行に関する
情報を収集する

自国の日本好きの
オンライン・オフラインの
コミュニティに参加する

日本のアニメ、
マンガを楽しむ

日本に関するイベントに参加する

●Z世代

●X世代

ベビーブーマー世代
●

●ミレニアル世代

も
各
種
調
査
等
8

か
ら
Z
世
代
は
コ

ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
（
コ
ス
パ
）
に

敏
感
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
円
安
時
の
訪
日
旅
行
に
コ
ス
パ

の
良
さ
を
期
待
し
て
い
る
こ
と
が
見

て
と
れ
る
。
ま
た
、
訪
日
旅
行
時
に

「
円
安
で
得
を
し
た
分
の
お
金
の
使

い
道
」（
図
7
）
に
つ
い
て
は
、
全
て

の
世
代
で「
数
量
を
多
く
購
入
し
た
」

の
割
合
が
最
も
高
い
。

　
観
光
資
源
・
施
設
の
混
雑
緩
和
や

保
護
の
た
め
の
金
銭
負
担
、
い
わ
ゆ

るW
illingness T

o P
ay

に
つ
い
て

は
、「
賛
成
」
の
割
合
が
中
高
年
層

に
比
べ
、
若
年
層
が
高
い
。
一
方

で
中
高
年
層
の
「
や
や
反
対
」
の
割

合
は
若
年
層
に
比
べ
て
高
い
（
図

8
）。
ま
た
、
海
外
旅
行
先
や
宿
泊

施
設
を
検
討
す
る
際
に
「
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
取
り
組
み
」
を
重
視
す
る
人

の
割
合
も
同
様
の
傾
向
（
図
9
）
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
若
年
層
は
中
高

年
層
と
比
べ
、
観
光
地
の
維
持
や

存
続
へ
の
貢
献
意
識
が
高
い
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

　
一
方
で
、
意
識
と
行
動
に
は
乖
離

が
あ
る
。
海
外
旅
行
先
で「
今
後
実

践
し
た
い
」取
り
組
み
と「
過
去
に
実

施
し
た
」取
り
組
み
の
差
分
を
示
し

た
も
の
が
図
10
‐
1（
Z
世
代
・
ミ
レ

ニ
ア
ル
世
代
）、
10
‐
2（
X
世
代
・

ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代
）で
あ
る
。
全

体
的
に
意
識
が
先
行
す
る
傾
向
で
あ

る
た
め
、
今
後
は
高
い
意
識
を
ど
う

行
動
に
結
び
付
け
て
い
く
か
が
課
題

と
な
る
。
な
お
、
全
世
代
で
行
動
が

意
識
を
上
回
る
項
目
は「
宿
泊
施
設

に
お
け
る
ア
メ
ニ
テ
ィ
グ
ッ
ズ
を
辞

物
活
動
で
も
、
Z
世
代
は
ア
パ
レ
ル

関
連
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
あ
る
の
に

対
し
、
X
世
代
は
日
用
品
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
が
主
と
な
っ
て
い
る
。
ベ

ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代
は
、「
世
界
遺

産
の
見
物
」、「
日
本
の
酒
」
等
、
地

方
部
の
地
域
資
源
を
活
用
し
て
い
る

体
験
と
の
関
連
が
強
い
。
実
際
に
、

ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代
の
2
0
2
2

年
10
月
以
降
の
地
方
訪
問
経
験
の
割

合
は
2
0
1
9
年
以
前
と
比
べ
、
約

30
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
お
り（
図
5
）、

地
方
部
で
は
こ
れ
ら
の
活
動
を
実
施

し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

（
4
）
円
安
の
影
響

　
2
0
2
2
年
以
降
、
急
速
に
進
行

し
た
円
安
は
、
水
際
対
策
の
大
幅
緩

和
と
重
な
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要

の
回
復
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
こ
う

し
た
状
況
を
受
け
、
本
調
査
で
は「
訪

日
旅
行
の
決
定
」
と
「
円
安
で
得
を
し

た
分
の
お
金
の
使
い
道
」
に
お
け
る

円
安
の
影
響
に
つ
い
て
把
握
し
た
。

　
円
安
が
訪
日
旅
行
の
決
定
に
影
響

し
た
と
回
答
し
た
人
の
割
合
は
、
各

世
代
4
〜
5
割
程
度
で
、
Z
世
代
が

最
も
高
い
（
図
6
）。
こ
れ
ま
で
に

動
が
意
識
を
上
回
る
項
目
が
最
多

（
6
項
目
）と
な
っ
て
い
る
。
Z
世
代

や
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
の
意
識
が
行
動

を
上
回
る
項
目
の
上
位
は「
地
域
の

祭
り
や
行
事
等
に
参
加
す
る
」、「
環

退
す
る
」と
な
っ
て
い
る
が
、
環
境
保

護
を
目
的
と
す
る
一
方
で
、
旅
行
中

の
滞
在
を
快
適
に
す
る
た
め
の
行
動

と
も
捉
え
ら
れ
る
。

　
世
代
別
に
み
る
と
、
Z
世
代
で
行

ウ
ェ
ル
ネ
ス
等
）
を
テ
ー
マ
に
し
た

パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
「
ミ
ン
グ
ル
ツ

ア
ー
」
を
販
売
し
て
い
る
こ
と
等
か

ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
ミ
レ

ニ
ア
ル
世
代
（
特
に
ア
ジ
ア
）
は
教

育
熱
心
で
あ
り
、
訪
日
時
に
自
分
の

子
供
に
何
ら
か
の
気
づ
き
や
学
び
を

得
ら
れ
る
体
験
を
希
望
す
る
ケ
ー
ス

が
多
い 
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こ
と
も
影
響
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
今
回
の
分
析
か
ら
ミ

レ
ニ
ア
ル
世
代
と
関
連
が
強
い
体
験

の
中
に
は
地
方
部
の
資
源
を
活
用
で

き
る
も
の
（
例
：
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

を
楽
し
む
こ
と
、
伝
統
工
芸
品
の
工

房
見
学
・
体
験
／
制
作
や
購
入
、
イ

ベ
ン
ト
・
祭
り
の
見
物
等
）
も
多
い

こ
と
が
分
か
り
、
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代

は
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
重
視
す
る 

17

こ
と
か
ら
、
地
方
部
の
資
源
を
活

用
し
た
体
験
活
動
に
よ
る
誘
客
等
も

効
果
的
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
若
年
層
は
社
会
問
題
全

般
に
対
す
る
意
識
が
高
く
、
自
分
が

訪
れ
る
観
光
地
の
維
持
・
存
続
に
対

し
て
も
何
ら
か
の
形
で
貢
献
し
よ
う

と
す
る
意
志
が
確
認
さ
れ
た
。
一
方

で
高
い
意
識
に
行
動
が
結
び
つ
い
て

い
な
い
点
は
全
て
の
世
代
で
課
題
で

あ
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

過
去
調
査 

18

の
結
果
か
ら
、
Z
世
代

は
旅
行
先
で
実
施
し
た
い
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
実
利

に
つ
な
が
る
活
動
に
積
極
的
で
あ
る

た
め
、
利
他
的
で
あ
る
と
同
時
に
旅

行
体
験
の
満
足
度
向
上
に
寄
与
す
る

よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
こ

と
で
意
識
と
行
動
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋

め
る
一
助
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　
X
世
代
は
、
訪
日
時
、
居
住
地
で

の
活
動
と
も
に
日
本
製
品
の
消
費
に

積
極
的
で
あ
る
。
訪
日
時
の
消
費
の

み
な
ら
ず
、
訪
日
と
訪
日
の
間
の
居

住
地
で
の
日
本
製
品
の
消
費
促
進
も

可
能
で
あ
る
。
一
方
で
、
日
本
で
し

か
買
え
な
い
も
の
、
新
し
い
商
品
の

提
案
と
い
っ
た
訪
日
に
対
す
る
動
機

付
け
も
必
要
と
な
る
。
ベ
ビ
ー
ブ
ー

マ
ー
世
代
は
、
若
年
層
に
比
べ
訪
日

意
向
は
低
い
も
の
の
、
コ
ロ
ナ
禍
を

経
て
、
地
方
訪
問
経
験
率
が
大
幅
に

上
昇
し
た
。
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代

は
東
ア
ジ
ア
を
中
心
に
訪
日
リ
ピ
ー

タ
ー
割
合
が
高
い
こ
と
か
ら
、
日
本

国
内
の
新
た
な
魅
力
を
探
し
て
い
る

こ
と
等
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
推

と
訪
日
時
の
消
費
や
体
験
は
相
互
に

影
響
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
例
え
ば
、
居
住
地
で
日
本
の
ア

ニ
メ
を
視
聴
し
た
経
験
か
ら
、
訪
日

時
に
ロ
ケ
地
を
訪
問
す
る
こ
と
や
、

訪
日
時
に
食
べ
て
お
い
し
か
っ
た
食

材
を
居
住
地
で
購
入
す
る
こ
と
等
が

挙
げ
ら
れ
る
。
本
調
査
で
は
、
世
代

別
に
居
住
地
で
の
日
本
に
関
す
る
活

動
傾
向
を
把
握
す
る
た
め
、
訪
日
時

の
体
験
活
動
と
同
様
、
コ
レ
ス
ポ
ン

デ
ン
ス
分
析
と
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
を

実
施
し
た 

10（
図
11
）。
こ
こ
で
は
、

既
出
の
訪
日
時
の
体
験
の
結
果
（
図

4
）
も
踏
ま
え
て
考
察
す
る
こ
と
と

す
る
。

　
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
と
Z
世
代
は
同

じ
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い
る
が
、
日

本
の
コ
ン
テ
ン
ツ
関
連
の
活
動
の
よ

り
近
く
に
付
置
さ
れ
て
い
る
の
は
ミ

レ
ニ
ア
ル
世
代
で
あ
る
。
こ
れ
に
加

え
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
・
オ
フ
ラ
イ
ン

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
イ
ベ
ン
ト
参
加

と
の
関
連
も
強
い
。
一
方
、
Z
世
代

は
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
と
比
べ
、
日
本

語
学
習
と
の
関
係
が
強
い
。
若
年
層

に
日
本
の
コ
ン
テ
ン
ツ
人
気
が
高
い

点
は
共
通
し
て
い
る
が
、
ミ
レ
ニ
ア

ル
世
代
は
日
本
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を

き
っ
か
け
と
し
た
各
種
交
流
、
Z
世

代
は
日
本
語
学
習
に
派
生
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
る 

11

。
ま
た
、
ミ
レ
ニ

ア
ル
世
代
は
、訪
日
時
に
イ
ベ
ン
ト
・

祭
り
の
見
物
と
関
連
が
強
く
、
コ
ン

テ
ン
ツ
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

て
い
る
こ
と
や
、
Z
世
代
は
ロ
ケ
地

見
物
と
比
較
的
関
連
が
強
く
、
居
住

地
で
視
聴
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
に
関
連

し
た
場
所
を
訪
れ
て
い
る
こ
と
等
が

推
察
さ
れ
る
。

　
X
世
代
は
、
居
住
地
で
食
体
験
や

日
本
企
業
の
製
品
購
入
と
の
関
連
が

強
く
、
訪
日
時
は
、
化
粧
品
や
医
薬

品
、
食
品
や
飲
料
、
電
化
製
品
の

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
と
関
連
が
強
い
。
X

世
代
は
、
80
年
代
半
ば
か
ら
90
年
代

前
半
に
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
が
国
際

的
に
評
価
さ
れ
た
時
期
を
経
験
し
て

お
り
、
日
本
企
業
製
品
に
対
す
る
信

頼
感
や
愛
着
が
醸
成
さ
れ
た
こ
と

も
、
居
住
地
や
訪
日
時
の
消
費
行
動

に
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
ま
た
、
X
世
代
は
居
住
地
、

訪
日
時
と
も
に
日
本
の
文
化
体
験
と

も
関
連
が
強
い
。以
上
の
結
果
か
ら
、

X
世
代
は
、
訪
日
時
の
体
験
と
居
住

地
で
の
日
本
関
連
の
活
動
が
影
響
し

合
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ベ

ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代
は
特
段
、
強
い

関
係
性
を
示
す
日
本
に
関
す
る
活
動

は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
Z
世
代
の
訪
日
意
向
は
高
く
、
日

本
の
コ
ン
テ
ン
ツ
、
ア
パ
レ
ル
関
連

つ
い
て
は
、
ク
ロ
ス
集
計
表
で
の
表

現
は
複
雑
化
す
る
た
め
、
コ
レ
ス
ポ

ン
デ
ン
ス
分
析
を
実
施
し
た
。
世
代

別
に
関
係
が
高
い
活
動
を
特
定
す
る

た
め
、
コ
レ
ス
ポ
ン
デ
ン
ス
分
析
の

結
果
、得
ら
れ
た
座
標
軸
に
基
づ
き
、

ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
を
実
施
し
た
5

（
図
4
）。

　
こ
の
結
果
、
Z
世
代
は
洋
服
や

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
雑
貨
、
ブ
ラ
ン
ド
品

や
宝
飾
品
等
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、「
遊

園
地
や
テ
ー
マ
パ
ー
ク
」、「
美
術
館

や
博
物
館
の
鑑
賞
」
と
い
っ
た
主
に

都
市
部
で
楽
し
め
る
活
動
と
関
連
が

強
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、

旅
行
の
ス
タ
イ
ル
は
S
N
S
な
ど
に

投
稿
で
き
る
よ
う
な
場
所
を
選
好
す

る
6

傾
向
も
あ
り
、
こ
う
し
た
活
動

の
多
く
が
視
覚
的
に
美
し
く
、
分
か

り
や
す
く
発
信
で
き
る
点
も
特
徴
的

で
あ
る
。

　
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
は
「
伝
統
工
芸

品
の
工
房
見
学
・
体
験
／
制
作
や
購

入
」、「
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
楽
し
む

こ
と
」
等
、
自
ら
が
何
か
を
体
験
す

る
活
動
と
関
連
が
強
い
。
旅
行
の
目

的
や
ス
タ
イ
ル
に
自
分
の
関
心
ご
と

を
テ
ー
マ
と
し
た
旅
行
を
選
好
す
る

傾
向
7

も
影
響
し
て
か
、「
イ
ベ
ン
ト
・

祭
り
の
見
物
」、「
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
」

と
も
関
連
が
強
い
。

　
X
世
代
は
食
品
や
飲
料
、
化
粧
品

や
医
薬
品
、
電
化
製
品
等
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
と
関
連
が
強
い
。
同
じ
買
い

◆ 

宿
泊
施
設

　
ア
ジ
ア
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代

で
「
基
本
的
な
設
備
の
み
が
備
わ
っ

て
い
る
ホ
テ
ル
（
西
洋
式
）」
の
割
合

が
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
や
X
世
代
に
比

べ
て
高
い
（
表
1
）。
2
0
1
9
年

以
前
と
の
比
較
で
は
、
Z
世
代
を
除

く
世
代
で「
温
泉
の
あ
る
日
本
旅
館
」

の
利
用
率
が
、
X
世
代
を
除
く
世
代

で
「
基
本
的
な
設
備
の
み
が
備
わ
っ

て
い
る
ホ
テ
ル
（
西
洋
式
）」
の
利
用

率
が
上
昇
し
た
（
表
2
）。

（
2
）
情
報
収
集

　
訪
日
旅
行
に
関
係
す
る
旅
行
情
報

の
収
集
に
つ
い
て
は
、「
思
案
段
階
」、

「
計
画
段
階
」、「
予
約
段
階
」（
以
上
、

旅
マ
エ
）、「
実
行
段
階
」（
旅
ナ
カ
）

の
4
つ
の
段
階
別
に
利
用
し
た
媒
体

を
尋
ね
た
（
図
3
）。
ベ
ビ
ー
ブ
ー

マ
ー
世
代
は
ど
の
段
階
に
お
い
て
も

最
も
利
用
率
が
高
い
の
は
「
旅
行
会

社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
で
、「
S
N
S
」

は
上
位
5
位
以
内
に
存
在
し
な
い
。

全
体
的
な
傾
向
と
し
て
、
一
般
旅
行

者
の
情
報
よ
り
も
、
事
業
者
の
情
報

を
参
照
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

段
階
別
の
傾
向
で
は
、
Z
世
代
、
ミ

レ
ニ
ア
ル
世
代
、
X
世
代
で
は
実
行

段
階
（
旅
ナ
カ
）
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用

率
が
高
い
。

（
3
）
訪
日
時
の
体
験
活
動

　
訪
日
旅
行
で
体
験
し
た
こ
と
に

後
（
2
0
2
2
年
10
月
以
降
）
の
訪

日
旅
行
の
実
態
に
つ
い
て
世
代
間

比
較
と
、
旅
行
内
容
に
つ
い
て
は
新

型
コ
ロ
ナ
流
行
前
（
2
0
1
9
年
以

前
）
と
収
束
後
の
比
較
を
行
っ
た
。

（
1
）
旅
行
内
容

◆
同
行
者

　
X
世
代
で
「
自
分
の
子
供
」（
40
・

3
%
）
の
割
合
が
、
Z
世
代
で
「
自

分
の
親
」（
31
・
4
%
）
の
割
合
が
そ

れ
ぞ
れ
他
の
世
代
に
比
べ
て
高
い

（
表
1
）。
2
0
1
9
年
以
前
と
の
比

較
で
は
、
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
、
X
世

代
、
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代
で
「
配

偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
」、
ミ
レ
ニ
ア

ル
世
代
、
X
世
代
で
「
自
分
の
子
供
」

の
割
合
が
増
え
て
お
り
、
身
近
な
人

と
の
旅
行
が
増
え
て
い
る
（
表
2
）。 

◆ 

旅
行
手
配
方
法

　
旅
行
手
配
方
法
に
つ
い
て
は
世

代
別
に
大
き
な
違
い
は
確
認
さ
れ
な

か
っ
た
（
表
1
）。
2
0
1
9
年
以

前
と
の
比
較
で
は
、
ベ
ビ
ー
ブ
ー

マ
ー
世
代
を
除
き
、「
航
空
券
と
宿

泊
施
設
を
個
別
に
手
配
」
の
割
合
が

増
え
て
い
る
。
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
、

X
世
代
で
は
、「
航
空
券
と
宿
泊
が

セ
ッ
ト
の
パ
ッ
ク
旅
行
に
食
事
・
観

光
等
が
含
ま
れ
る
も
の
」
い
わ
ゆ
る

フ
ル
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
の
割
合
が

減
少
し
て
い
る
（
表
2
）。
コ
ロ
ナ

禍
で
は
安
心
・
安
全
な
旅
行
を
実
現

す
る
た
め
、
旅
行
会
社
の
利
用
意
向

が
高
ま
っ
た
4

が
、
こ
う
し
た
意
向

は
一
時
的
な
も
の
で
あ
り
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
市
場
の
回
復
後
は
、

2
0
1
9
年
以
前
以
上
に
個
別
手
配

が
進
ん
で
い
る
。

別
に
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
後
の
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
市
場
を
分
析
す
る
こ
と

と
す
る
。

　
2
0
2
4
年
7
月
に
実
施
し
た
本

調
査
に
よ
れ
ば
、
ア
ジ
ア
居
住
者
、

欧
米
豪
居
住
者
と
も
に
次
に
希
望
す

る
海
外
旅
行
先
は
「
日
本
」
の
割
合

が
最
も
高
い
が
、
世
代
別
3

で
は
、

Z
世
代
、
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
の
割
合

が
特
に
高
い
（
図
1
）。

　
ま
た
、
訪
日
経
験
者
を
対
象
に
新

型
コ
ロ
ナ
流
行
前
の
「
2
0
1
9
年

以
前
」
と
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
収
束
後

の
「
2
0
2
2
年
10
月
以
降
」
で
世

代
別
構
成
比
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、

2
0
2
2
年
10
月
以
降
は
2
0
1
9

年
以
前
と
比
べ
、
中
高
年
層
の
割
合

が
低
下
し
、
若
年
層
の
割
合
が
増
加

（
図
2
）
し
て
お
り
、
我
が
国
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
回
復
に
若
年
層

が
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
続
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
収
束

＜注＞
1. UN Tourism Investment Guidelines Enabling Frameworks for Tourism Investment
2. 例えば韓国ハナツアーのミングルツアー（https://www.hanatour.com/promotion/plan/PM00677E59D1）
や18歳～35歳を対象とした旅行会社Contiki travel（https://www.contiki.com/en-us）等。
3. 本稿における世代区分は以下の通り。Ｚ世代（20～24歳）、ミレニアル世代、（25～39歳）Ｘ世代（40～54歳）、ベ
ビーブーマー世代（55歳～）Z世代とミレニアル世代を「若年層」、X世代とベビーブーマー世代を「中高年層」とする。
　　　　
4. 2019年に実施した「DBJ・JTBF アジア・欧米豪訪日外国人旅行者の意向調査」（2019年版）と2021年に実施し
た「DBJ・JTBFアジア・欧米豪 訪日外国人旅行者の意向調査」（第3回 新型コロナ影響度 特別調査）」では訪日意向
者を対象に「次回訪日時に希望する旅行形態」を尋ねており、この調査結果から、新型コロナ流行前の2019年版に比
べ、コロナ禍に実施した第3回 新型コロナ影響度 特別調査では、旅行会社利用割合が12ポイント上昇した。
5. コレスポンデンス分析、クラスター分析（標準ユークリッド／Ward法）はSPSS Statistics 29を用いて行った。コレ
スポンデンス分析の結果、第1軸と第2軸の寄与率は85.4%。
6. 相澤美穂子 「次世代観光地～『Z世代』『ミレニアル世代』が求める『経験価値』への対応」 観光文化252号
https://www.jtb.or.jp/tourism-culture/bunka252/252-06/
7. 脚注5に同じ
8. 脚注6に同じ
9. 本来廃棄される予定の製品に新たな付加価値をつけて再生すること。
10. コレスポンデンス分析、クラスター分析（標準ユークリッド／Ward法）はSPSS Statistics 29を用いて行った。コ
レスポンデンス分析の結果、第1軸と第2軸の寄与率は98.5%。
11. 例えば「海外で日本語熱　アニメ通じ関心、1500万人がアプリ学習」https://www.nikkei.com/article/DGXZQO-
CA078M30X00C2
2A2000000/
12. タイムパフォーマンスの略。コストパフォーマンスと同様にZ世代が重視する消費の価値観
13. コストパフォーマンスの略。タイムパフォーマンスと同様にZ世代が重視する消費の価値観
14. 顧客生涯価値。顧客が自社の利用を開始してから終了するまでの期間に自社がその顧客からどれだけの利益を
得ることができるのかを表す指標
15. 脚注6に同じ
16. 2025年2月に京都市内の宿泊施設にヒアリング調査を実施した結果より。
17. 脚注6に同じ
18. DBJ・JTBF アジア・欧米豪 訪日外国人旅行者の意向調査（第3回 新型コロナ影響度 特別調査）p18
19. 2024年8月に韓国の旅行会社3社を対象にヒアリング調査を実施。

の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク

等
、
現
代
的
で
都
市
部
で
体
験
で
き

る
こ
と
へ
の
関
心
が
高
い
。
特
に
ア

ジ
ア
居
住
者
に
と
っ
て
、
都
市
部
を

中
心
と
し
た
訪
問
で
あ
れ
ば
、
限
ら

れ
た
時
間
の
中
で
効
率
的
に
楽
し
め

る
タ
イ
パ 

12

の
良
さ
、
円
安
ゆ
え
の

コ
ス
パ 

13

の
良
さ
と
い
っ
た
Z
世
代

の
消
費
の
価
値
観
と
合
致
し
て
い
る

点
が
日
本
人
気
の
背
景
に
あ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
あ
る
需
要
を

機
会
と
捉
え
、「
お
得
感
」
だ
け
で

は
な
い
別
の
側
面
を
認
知
し
て
も
ら

う
こ
と
や
、
今
後
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

が
変
わ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
地
方
部

も
含
め
た
日
本
の
多
様
な
楽
し
み
方

を
提
案
し
、
ラ
イ
フ
タ
イ
ム
バ

リ
ュ
ー 

14

を
高
め
て
い
く
こ
と
も
重

要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
も
Z
世
代
と
同

様
、
訪
日
意
向
が
高
く
、
旅
行
行
動

や
意
向
、
意
識
に
共
通
点
が
多
い
一

方
、
今
回
の
調
査
か
ら
は
、
訪
日
時

の
観
光
活
動
は
体
験
系
の
活
動
と
関

連
が
強
く
、
消
費
財
へ
の
関
心
が
強

い
Z
世
代
と
は
異
な
る
傾
向
を
示
し

た
。
こ
の
背
景
に
は
、
旅
行
の
目
的

や
ス
タ
イ
ル
に
自
分
の
関
心
ご
と
を

テ
ー
マ
と
し
た
旅
行
を
選
好
す
る
傾

向
が
あ
る 

15

こ
と
が
影
響
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
韓

国
の
旅
行
会
社
「
ハ
ナ
ツ
ア
ー
」
が

Z
世
代
、
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
向
け
に

趣
味（
例
：
ダ
イ
ビ
ン
グ
、ド
ラ
イ
ブ
、

●調査名

●調査方法       
●調査時期
●調査地域

●調査対象者
●有効回答者
●協力会社

DBJ・JTBF アジア・欧米豪 
訪日外国人旅行者の意向調査 2024年度版
インターネットによる調査
2024年7月8日～7月18日
アジア：韓国、中国、台湾、香港、タイ、シンガポール、マレーシア、インドネシア
欧米豪：アメリカ、オーストラリア、イギリス、フランス
※中国-香港-マカオ間、マレーシア-シンガポール間、タイ-マレーシア間、
アメリカ-カナダ・メキシコ・ハワイ・グアム間、オーストラリア-ニュージーランド間、
イギリス・フランス-欧州各国間の旅行は、海外旅行経験から除く
20歳～79歳の男女、かつ、海外旅行経験者
上記各地域に居住する住民計7,796人
㈱インテージリサーチ（DBJデジタルソリューションズ（株））
KANTAR JAPAN Inc.（アンケートモニター抽出・配信）

調査概要

は
じ
め
に

　
国
連
世
界
観
光
機
関（U

N
W
T
O
/

現“U
N
 T
ourism

”

）は
、
2
0
3
0

〜
2
0
4
0
年
の
旅
行
市
場
は
「
ミ

レ
ニ
ア
ル
世
代
」
と
「
Z
世
代
」
が

大
半
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
と
展
望

し
て
い
る
1

。
こ
れ
ら
の
世
代
は
旅

行
意
欲
が
旺
盛
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症（
以
下
新
型
コ
ロ
ナ
）

流
行
の
収
束
に
よ
る
旅
行
市
場
回
復

を
け
ん
引
し
、
か
つ
て
旅
行
市
場
の

主
役
と
さ
れ
た
X
世
代
や
ベ
ビ
ー

ブ
ー
マ
ー
世
代
と
の
交
代
が
進
ん

だ
。
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
以
降
、
観

光
研
究
分
野
で
は
Z
世
代
を
中
心

に
世
代
別
の
研
究
が
散
見
さ
れ
、

世
界
の
旅
行
会
社
で
は
Z
世
代
や

ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
を
対
象
と
し
た

商
品
造
成
に
注
力
す
る
会
社
も
増

加
し
た
2

。
こ
う
し
た
動
き
か
ら
も
、

旅
行
・
観
光
分
野
に
お
い
て
も
若
年

層
を
中
心
に
「
世
代
別
」
へ
の
注
目

が
高
ま
っ
て
い
る
状
況
と
言
え
る
だ

ろ
う
。

　
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
流
行
後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
に

つ
い
て
、
当
財
団
と
株
式
会
社
日
本

政
策
投
資
銀
行
の
独
自
調
査
で
あ
る

「
D
B
J
・
J
T
B
F 

ア
ジ
ア
・
欧

米
豪 

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向

調
査 

2
0
2
4
年
度
版
」（
以
降「
本

調
査
」）
の
分
析
結
果
か
ら
、
世
代

5
．ま
と
め

‐
世
代
別
に
考
え
る

海
外
旅
行
先
と
し
て
の
日
本
‐

察
さ
れ
る
。
昨
今
、
特
定
観
光
地
へ

の
需
要
集
中
と
そ
れ
に
伴
う
諸
問
題

が
浮
き
彫
り
と
な
っ
て
い
る
が
、
地

方
分
散
と
い
う
観
点
か
ら
、
ベ
ビ
ー

ブ
ー
マ
ー
世
代
が
果
た
す
役
割
は
大

き
い
。
ま
た
、
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世

代
に
対
し
て
は
、
全
国
的
な
治
安
の

良
さ
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
環
境
の
充
実

等
、
安
全
・
安
心
か
つ
、
快
適
な
滞

在
と
い
っ
た
側
面
か
ら
訴
求
で
き
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
筆
者
が
昨

年
夏
に
韓
国
の
旅
行
会
社
を
対
象
に

実
施
し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査 

19

で

は
、
高
年
層
を
安
心
し
て
送
客
で
き

る
点
が
日
本
の
強
み
と
い
う
声
も
聞

か
れ
た
。
以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
中

高
年
層
（
特
に
東
ア
ジ
ア
）
に
対
し

て
は
、
安
全
・
安
心
に
楽
し
め
る
海

外
旅
行
先
と
し
て
優
位
性
が
あ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

境
負
荷
が
少
な
い
自
然
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
参
加
す
る
」、「
収
益
の
一
部

を
野
生
動
物
保
護
に
充
て
る
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
」
等
、
自
分

が
何
か
を
体
験
す
る
こ
と
を
通
じ
て

貢
献
す
る
こ
と
へ
の
関
心
が
高
い
。

こ
れ
ら
の
傾
向
を
踏
ま
え
る
と
、
観

光
地
や
観
光
事
業
者
が
旅
行
者
に
観

光
地
の
維
持
に
対
し
て
協
力
を
促
す

た
め
に
は
、
旅
行
者
の
満
足
度
向
上

に
寄
与
す
る
よ
う
な
利
己
的
な
価
値

に
変
換
し
て
発
信
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
コ
ラ
ム

〝G
O
O
D
 N
A
T
U
R
E
 S
T
A
T
IO
N

（
京
都
市
）‐
エ
ピ
キ
ュ
リ
ア
ン
・
ナ
チ
ュ

ラ
ル
の
実
践
‐
〞を
参
照
の
こ
と
）。

　
居
住
地
で
の
日
本
に
関
す
る
活
動

3,349

4,447

7,796

合計

258

354

612

Z世代

1,374

1,416

2,790

ミレニアル世代

1,160

1,584

2,744

X世代

訪日経験あり

訪日経験なし

総計

訪日経験別回答者数

3,826

3,916

54

7,796

合計

297

311

4

612

Z世代

1,362

1,417

11

2,790

ミレニアル世代

1,345

1,380

19

2,744

X世代

557

1,093

1,650

ベビープーマー世代

822

808

20

1,650

ベビープーマー世代

（人）

（人）

男性

女性

その他

総計

有効回答者数

図 11 世代別×自国で実施した日本に関する活動 【全員】（回答はあてはまるもの全て）

資料：「DBJ・JTBF アジア・欧米豪訪日外国人旅行者の意向調査 2024年度版」よりJTBF作成
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Z世代（n=612）
ミレニアル世代（n=2,790）
X世代（n=2,744）
ベビーブーマー世代（n=1,650）

ベビーブーマー世代と関連が強い活動

ミレニアル世代と関連が強い活動

X世代と関連が強い活動

Z世代と関連が強い活動

日本国内を案内する
オンラインツアーに
参加する

日本のアニメ、マンガ以外の
コンテンツを楽しむ

自国で日本に関する活動をしていない

その他、日本に関する活動
日本食を体験する

日本の武道・スポーツを
楽しむ・体験する

日本の文化を楽しむ、体験する

日本企業の製品を
購入する

日本語を学んだり、話す

訪日旅行に関する
情報を収集する

自国の日本好きの
オンライン・オフラインの
コミュニティに参加する

日本のアニメ、
マンガを楽しむ

日本に関するイベントに参加する

●Z世代

●X世代

ベビーブーマー世代
●

●ミレニアル世代

も
各
種
調
査
等
8

か
ら
Z
世
代
は
コ

ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
（
コ
ス
パ
）
に

敏
感
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
円
安
時
の
訪
日
旅
行
に
コ
ス
パ

の
良
さ
を
期
待
し
て
い
る
こ
と
が
見

て
と
れ
る
。
ま
た
、
訪
日
旅
行
時
に

「
円
安
で
得
を
し
た
分
の
お
金
の
使

い
道
」（
図
7
）
に
つ
い
て
は
、
全
て

の
世
代
で「
数
量
を
多
く
購
入
し
た
」

の
割
合
が
最
も
高
い
。

　
観
光
資
源
・
施
設
の
混
雑
緩
和
や

保
護
の
た
め
の
金
銭
負
担
、
い
わ
ゆ

るW
illingness T

o P
ay

に
つ
い
て

は
、「
賛
成
」
の
割
合
が
中
高
年
層

に
比
べ
、
若
年
層
が
高
い
。
一
方

で
中
高
年
層
の
「
や
や
反
対
」
の
割

合
は
若
年
層
に
比
べ
て
高
い
（
図

8
）。
ま
た
、
海
外
旅
行
先
や
宿
泊

施
設
を
検
討
す
る
際
に
「
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
取
り
組
み
」
を
重
視
す
る
人

の
割
合
も
同
様
の
傾
向
（
図
9
）
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
若
年
層
は
中
高

年
層
と
比
べ
、
観
光
地
の
維
持
や

存
続
へ
の
貢
献
意
識
が
高
い
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

　
一
方
で
、
意
識
と
行
動
に
は
乖
離

が
あ
る
。
海
外
旅
行
先
で「
今
後
実

践
し
た
い
」取
り
組
み
と「
過
去
に
実

施
し
た
」取
り
組
み
の
差
分
を
示
し

た
も
の
が
図
10
‐
1（
Z
世
代
・
ミ
レ

ニ
ア
ル
世
代
）、
10
‐
2（
X
世
代
・

ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代
）で
あ
る
。
全

体
的
に
意
識
が
先
行
す
る
傾
向
で
あ

る
た
め
、
今
後
は
高
い
意
識
を
ど
う

行
動
に
結
び
付
け
て
い
く
か
が
課
題

と
な
る
。
な
お
、
全
世
代
で
行
動
が

意
識
を
上
回
る
項
目
は「
宿
泊
施
設

に
お
け
る
ア
メ
ニ
テ
ィ
グ
ッ
ズ
を
辞

物
活
動
で
も
、
Z
世
代
は
ア
パ
レ
ル

関
連
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
あ
る
の
に

対
し
、
X
世
代
は
日
用
品
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
が
主
と
な
っ
て
い
る
。
ベ

ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代
は
、「
世
界
遺

産
の
見
物
」、「
日
本
の
酒
」
等
、
地

方
部
の
地
域
資
源
を
活
用
し
て
い
る

体
験
と
の
関
連
が
強
い
。
実
際
に
、

ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代
の
2
0
2
2

年
10
月
以
降
の
地
方
訪
問
経
験
の
割

合
は
2
0
1
9
年
以
前
と
比
べ
、
約

30
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
お
り（
図
5
）、

地
方
部
で
は
こ
れ
ら
の
活
動
を
実
施

し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

（
4
）
円
安
の
影
響

　
2
0
2
2
年
以
降
、
急
速
に
進
行

し
た
円
安
は
、
水
際
対
策
の
大
幅
緩

和
と
重
な
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要

の
回
復
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
こ
う

し
た
状
況
を
受
け
、
本
調
査
で
は「
訪

日
旅
行
の
決
定
」
と
「
円
安
で
得
を
し

た
分
の
お
金
の
使
い
道
」
に
お
け
る

円
安
の
影
響
に
つ
い
て
把
握
し
た
。

　
円
安
が
訪
日
旅
行
の
決
定
に
影
響

し
た
と
回
答
し
た
人
の
割
合
は
、
各

世
代
4
〜
5
割
程
度
で
、
Z
世
代
が

最
も
高
い
（
図
6
）。
こ
れ
ま
で
に

動
が
意
識
を
上
回
る
項
目
が
最
多

（
6
項
目
）と
な
っ
て
い
る
。
Z
世
代

や
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
の
意
識
が
行
動

を
上
回
る
項
目
の
上
位
は「
地
域
の

祭
り
や
行
事
等
に
参
加
す
る
」、「
環

退
す
る
」と
な
っ
て
い
る
が
、
環
境
保

護
を
目
的
と
す
る
一
方
で
、
旅
行
中

の
滞
在
を
快
適
に
す
る
た
め
の
行
動

と
も
捉
え
ら
れ
る
。

　
世
代
別
に
み
る
と
、
Z
世
代
で
行

ウ
ェ
ル
ネ
ス
等
）
を
テ
ー
マ
に
し
た

パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
「
ミ
ン
グ
ル
ツ

ア
ー
」
を
販
売
し
て
い
る
こ
と
等
か

ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
ミ
レ

ニ
ア
ル
世
代
（
特
に
ア
ジ
ア
）
は
教

育
熱
心
で
あ
り
、
訪
日
時
に
自
分
の

子
供
に
何
ら
か
の
気
づ
き
や
学
び
を

得
ら
れ
る
体
験
を
希
望
す
る
ケ
ー
ス

が
多
い 

16

こ
と
も
影
響
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
今
回
の
分
析
か
ら
ミ

レ
ニ
ア
ル
世
代
と
関
連
が
強
い
体
験

の
中
に
は
地
方
部
の
資
源
を
活
用
で

き
る
も
の
（
例
：
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

を
楽
し
む
こ
と
、
伝
統
工
芸
品
の
工

房
見
学
・
体
験
／
制
作
や
購
入
、
イ

ベ
ン
ト
・
祭
り
の
見
物
等
）
も
多
い

こ
と
が
分
か
り
、
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代

は
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
重
視
す
る 

17

こ
と
か
ら
、
地
方
部
の
資
源
を
活

用
し
た
体
験
活
動
に
よ
る
誘
客
等
も

効
果
的
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
若
年
層
は
社
会
問
題
全

般
に
対
す
る
意
識
が
高
く
、
自
分
が

訪
れ
る
観
光
地
の
維
持
・
存
続
に
対

し
て
も
何
ら
か
の
形
で
貢
献
し
よ
う

と
す
る
意
志
が
確
認
さ
れ
た
。
一
方

で
高
い
意
識
に
行
動
が
結
び
つ
い
て

い
な
い
点
は
全
て
の
世
代
で
課
題
で

あ
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

過
去
調
査 
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の
結
果
か
ら
、
Z
世
代

は
旅
行
先
で
実
施
し
た
い
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
実
利

に
つ
な
が
る
活
動
に
積
極
的
で
あ
る

た
め
、
利
他
的
で
あ
る
と
同
時
に
旅

行
体
験
の
満
足
度
向
上
に
寄
与
す
る

よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
こ

と
で
意
識
と
行
動
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋

め
る
一
助
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　
X
世
代
は
、
訪
日
時
、
居
住
地
で

の
活
動
と
も
に
日
本
製
品
の
消
費
に

積
極
的
で
あ
る
。
訪
日
時
の
消
費
の

み
な
ら
ず
、
訪
日
と
訪
日
の
間
の
居

住
地
で
の
日
本
製
品
の
消
費
促
進
も

可
能
で
あ
る
。
一
方
で
、
日
本
で
し

か
買
え
な
い
も
の
、
新
し
い
商
品
の

提
案
と
い
っ
た
訪
日
に
対
す
る
動
機

付
け
も
必
要
と
な
る
。
ベ
ビ
ー
ブ
ー

マ
ー
世
代
は
、
若
年
層
に
比
べ
訪
日

意
向
は
低
い
も
の
の
、
コ
ロ
ナ
禍
を

経
て
、
地
方
訪
問
経
験
率
が
大
幅
に

上
昇
し
た
。
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代

は
東
ア
ジ
ア
を
中
心
に
訪
日
リ
ピ
ー

タ
ー
割
合
が
高
い
こ
と
か
ら
、
日
本

国
内
の
新
た
な
魅
力
を
探
し
て
い
る

こ
と
等
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
推

と
訪
日
時
の
消
費
や
体
験
は
相
互
に

影
響
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
例
え
ば
、
居
住
地
で
日
本
の
ア

ニ
メ
を
視
聴
し
た
経
験
か
ら
、
訪
日

時
に
ロ
ケ
地
を
訪
問
す
る
こ
と
や
、

訪
日
時
に
食
べ
て
お
い
し
か
っ
た
食

材
を
居
住
地
で
購
入
す
る
こ
と
等
が

挙
げ
ら
れ
る
。
本
調
査
で
は
、
世
代

別
に
居
住
地
で
の
日
本
に
関
す
る
活

動
傾
向
を
把
握
す
る
た
め
、
訪
日
時

の
体
験
活
動
と
同
様
、
コ
レ
ス
ポ
ン

デ
ン
ス
分
析
と
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
を

実
施
し
た 

10（
図
11
）。
こ
こ
で
は
、

既
出
の
訪
日
時
の
体
験
の
結
果
（
図

4
）
も
踏
ま
え
て
考
察
す
る
こ
と
と

す
る
。

　
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
と
Z
世
代
は
同

じ
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い
る
が
、
日

本
の
コ
ン
テ
ン
ツ
関
連
の
活
動
の
よ

り
近
く
に
付
置
さ
れ
て
い
る
の
は
ミ

レ
ニ
ア
ル
世
代
で
あ
る
。
こ
れ
に
加

え
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
・
オ
フ
ラ
イ
ン

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
イ
ベ
ン
ト
参
加

と
の
関
連
も
強
い
。
一
方
、
Z
世
代

は
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
と
比
べ
、
日
本

語
学
習
と
の
関
係
が
強
い
。
若
年
層

に
日
本
の
コ
ン
テ
ン
ツ
人
気
が
高
い

点
は
共
通
し
て
い
る
が
、
ミ
レ
ニ
ア

ル
世
代
は
日
本
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を

き
っ
か
け
と
し
た
各
種
交
流
、
Z
世

代
は
日
本
語
学
習
に
派
生
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
る 

11

。
ま
た
、
ミ
レ
ニ

ア
ル
世
代
は
、訪
日
時
に
イ
ベ
ン
ト
・

祭
り
の
見
物
と
関
連
が
強
く
、
コ
ン

テ
ン
ツ
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

て
い
る
こ
と
や
、
Z
世
代
は
ロ
ケ
地

見
物
と
比
較
的
関
連
が
強
く
、
居
住

地
で
視
聴
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
に
関
連

し
た
場
所
を
訪
れ
て
い
る
こ
と
等
が

推
察
さ
れ
る
。

　
X
世
代
は
、
居
住
地
で
食
体
験
や

日
本
企
業
の
製
品
購
入
と
の
関
連
が

強
く
、
訪
日
時
は
、
化
粧
品
や
医
薬

品
、
食
品
や
飲
料
、
電
化
製
品
の

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
と
関
連
が
強
い
。
X

世
代
は
、
80
年
代
半
ば
か
ら
90
年
代

前
半
に
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
が
国
際

的
に
評
価
さ
れ
た
時
期
を
経
験
し
て

お
り
、
日
本
企
業
製
品
に
対
す
る
信

頼
感
や
愛
着
が
醸
成
さ
れ
た
こ
と

も
、
居
住
地
や
訪
日
時
の
消
費
行
動

に
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
ま
た
、
X
世
代
は
居
住
地
、

訪
日
時
と
も
に
日
本
の
文
化
体
験
と

も
関
連
が
強
い
。以
上
の
結
果
か
ら
、

X
世
代
は
、
訪
日
時
の
体
験
と
居
住

地
で
の
日
本
関
連
の
活
動
が
影
響
し

合
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ベ

ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代
は
特
段
、
強
い

関
係
性
を
示
す
日
本
に
関
す
る
活
動

は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
Z
世
代
の
訪
日
意
向
は
高
く
、
日

本
の
コ
ン
テ
ン
ツ
、
ア
パ
レ
ル
関
連

つ
い
て
は
、
ク
ロ
ス
集
計
表
で
の
表

現
は
複
雑
化
す
る
た
め
、
コ
レ
ス
ポ

ン
デ
ン
ス
分
析
を
実
施
し
た
。
世
代

別
に
関
係
が
高
い
活
動
を
特
定
す
る

た
め
、
コ
レ
ス
ポ
ン
デ
ン
ス
分
析
の

結
果
、得
ら
れ
た
座
標
軸
に
基
づ
き
、

ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
を
実
施
し
た
5

（
図
4
）。

　
こ
の
結
果
、
Z
世
代
は
洋
服
や

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
雑
貨
、
ブ
ラ
ン
ド
品

や
宝
飾
品
等
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、「
遊

園
地
や
テ
ー
マ
パ
ー
ク
」、「
美
術
館

や
博
物
館
の
鑑
賞
」
と
い
っ
た
主
に

都
市
部
で
楽
し
め
る
活
動
と
関
連
が

強
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、

旅
行
の
ス
タ
イ
ル
は
S
N
S
な
ど
に

投
稿
で
き
る
よ
う
な
場
所
を
選
好
す

る
6

傾
向
も
あ
り
、
こ
う
し
た
活
動

の
多
く
が
視
覚
的
に
美
し
く
、
分
か

り
や
す
く
発
信
で
き
る
点
も
特
徴
的

で
あ
る
。

　
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
は
「
伝
統
工
芸

品
の
工
房
見
学
・
体
験
／
制
作
や
購

入
」、「
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
楽
し
む

こ
と
」
等
、
自
ら
が
何
か
を
体
験
す

る
活
動
と
関
連
が
強
い
。
旅
行
の
目

的
や
ス
タ
イ
ル
に
自
分
の
関
心
ご
と

を
テ
ー
マ
と
し
た
旅
行
を
選
好
す
る

傾
向
7

も
影
響
し
て
か
、「
イ
ベ
ン
ト
・

祭
り
の
見
物
」、「
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
」

と
も
関
連
が
強
い
。

　
X
世
代
は
食
品
や
飲
料
、
化
粧
品

や
医
薬
品
、
電
化
製
品
等
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
と
関
連
が
強
い
。
同
じ
買
い

◆ 

宿
泊
施
設

　
ア
ジ
ア
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代

で
「
基
本
的
な
設
備
の
み
が
備
わ
っ

て
い
る
ホ
テ
ル
（
西
洋
式
）」
の
割
合

が
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
や
X
世
代
に
比

べ
て
高
い
（
表
1
）。
2
0
1
9
年

以
前
と
の
比
較
で
は
、
Z
世
代
を
除

く
世
代
で「
温
泉
の
あ
る
日
本
旅
館
」

の
利
用
率
が
、
X
世
代
を
除
く
世
代

で
「
基
本
的
な
設
備
の
み
が
備
わ
っ

て
い
る
ホ
テ
ル
（
西
洋
式
）」
の
利
用

率
が
上
昇
し
た
（
表
2
）。

（
2
）
情
報
収
集

　
訪
日
旅
行
に
関
係
す
る
旅
行
情
報

の
収
集
に
つ
い
て
は
、「
思
案
段
階
」、

「
計
画
段
階
」、「
予
約
段
階
」（
以
上
、

旅
マ
エ
）、「
実
行
段
階
」（
旅
ナ
カ
）

の
4
つ
の
段
階
別
に
利
用
し
た
媒
体

を
尋
ね
た
（
図
3
）。
ベ
ビ
ー
ブ
ー

マ
ー
世
代
は
ど
の
段
階
に
お
い
て
も

最
も
利
用
率
が
高
い
の
は
「
旅
行
会

社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
で
、「
S
N
S
」

は
上
位
5
位
以
内
に
存
在
し
な
い
。

全
体
的
な
傾
向
と
し
て
、
一
般
旅
行

者
の
情
報
よ
り
も
、
事
業
者
の
情
報

を
参
照
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

段
階
別
の
傾
向
で
は
、
Z
世
代
、
ミ

レ
ニ
ア
ル
世
代
、
X
世
代
で
は
実
行

段
階
（
旅
ナ
カ
）
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用

率
が
高
い
。

（
3
）
訪
日
時
の
体
験
活
動

　
訪
日
旅
行
で
体
験
し
た
こ
と
に

後
（
2
0
2
2
年
10
月
以
降
）
の
訪

日
旅
行
の
実
態
に
つ
い
て
世
代
間

比
較
と
、
旅
行
内
容
に
つ
い
て
は
新

型
コ
ロ
ナ
流
行
前
（
2
0
1
9
年
以

前
）
と
収
束
後
の
比
較
を
行
っ
た
。

（
1
）
旅
行
内
容

◆
同
行
者

　
X
世
代
で
「
自
分
の
子
供
」（
40
・

3
%
）
の
割
合
が
、
Z
世
代
で
「
自

分
の
親
」（
31
・
4
%
）
の
割
合
が
そ

れ
ぞ
れ
他
の
世
代
に
比
べ
て
高
い

（
表
1
）。
2
0
1
9
年
以
前
と
の
比

較
で
は
、
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
、
X
世

代
、
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代
で
「
配

偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
」、
ミ
レ
ニ
ア

ル
世
代
、
X
世
代
で
「
自
分
の
子
供
」

の
割
合
が
増
え
て
お
り
、
身
近
な
人

と
の
旅
行
が
増
え
て
い
る
（
表
2
）。 

◆ 

旅
行
手
配
方
法

　
旅
行
手
配
方
法
に
つ
い
て
は
世

代
別
に
大
き
な
違
い
は
確
認
さ
れ
な

か
っ
た
（
表
1
）。
2
0
1
9
年
以

前
と
の
比
較
で
は
、
ベ
ビ
ー
ブ
ー

マ
ー
世
代
を
除
き
、「
航
空
券
と
宿

泊
施
設
を
個
別
に
手
配
」
の
割
合
が

増
え
て
い
る
。
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
、

X
世
代
で
は
、「
航
空
券
と
宿
泊
が

セ
ッ
ト
の
パ
ッ
ク
旅
行
に
食
事
・
観

光
等
が
含
ま
れ
る
も
の
」
い
わ
ゆ
る

フ
ル
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
の
割
合
が

減
少
し
て
い
る
（
表
2
）。
コ
ロ
ナ

禍
で
は
安
心
・
安
全
な
旅
行
を
実
現

す
る
た
め
、
旅
行
会
社
の
利
用
意
向

が
高
ま
っ
た
4

が
、
こ
う
し
た
意
向

は
一
時
的
な
も
の
で
あ
り
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
市
場
の
回
復
後
は
、

2
0
1
9
年
以
前
以
上
に
個
別
手
配

が
進
ん
で
い
る
。

別
に
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
後
の
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
市
場
を
分
析
す
る
こ
と

と
す
る
。

　
2
0
2
4
年
7
月
に
実
施
し
た
本

調
査
に
よ
れ
ば
、
ア
ジ
ア
居
住
者
、

欧
米
豪
居
住
者
と
も
に
次
に
希
望
す

る
海
外
旅
行
先
は
「
日
本
」
の
割
合

が
最
も
高
い
が
、
世
代
別
3

で
は
、

Z
世
代
、
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
の
割
合

が
特
に
高
い
（
図
1
）。

　
ま
た
、
訪
日
経
験
者
を
対
象
に
新

型
コ
ロ
ナ
流
行
前
の
「
2
0
1
9
年

以
前
」
と
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
収
束
後

の
「
2
0
2
2
年
10
月
以
降
」
で
世

代
別
構
成
比
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、

2
0
2
2
年
10
月
以
降
は
2
0
1
9

年
以
前
と
比
べ
、
中
高
年
層
の
割
合

が
低
下
し
、
若
年
層
の
割
合
が
増
加

（
図
2
）
し
て
お
り
、
我
が
国
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
回
復
に
若
年
層

が
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
続
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
収
束

＜注＞
1. UN Tourism Investment Guidelines Enabling Frameworks for Tourism Investment
2. 例えば韓国ハナツアーのミングルツアー（https://www.hanatour.com/promotion/plan/PM00677E59D1）
や18歳～35歳を対象とした旅行会社Contiki travel（https://www.contiki.com/en-us）等。
3. 本稿における世代区分は以下の通り。Ｚ世代（20～24歳）、ミレニアル世代、（25～39歳）Ｘ世代（40～54歳）、ベ
ビーブーマー世代（55歳～）Z世代とミレニアル世代を「若年層」、X世代とベビーブーマー世代を「中高年層」とする。
4. 2019年に実施した「DBJ・JTBF アジア・欧米豪訪日外国人旅行者の意向調査」（2019年版）と2021年に実施し
た「DBJ・JTBFアジア・欧米豪 訪日外国人旅行者の意向調査」（第3回 新型コロナ影響度 特別調査）」では訪日意向
者を対象に「次回訪日時に希望する旅行形態」を尋ねており、この調査結果から、新型コロナ流行前の2019年版に比
べ、コロナ禍に実施した第3回 新型コロナ影響度 特別調査では、旅行会社利用割合が12ポイント上昇した。
5. コレスポンデンス分析、クラスター分析（標準ユークリッド／Ward法）はSPSS Statistics 29を用いて行った。コレ
スポンデンス分析の結果、第1軸と第2軸の寄与率は85.4%。
6. 相澤美穂子 「次世代観光地～『Z世代』『ミレニアル世代』が求める『経験価値』への対応」 観光文化252号
https://www.jtb.or.jp/tourism-culture/bunka252/252-06/
7. 脚注5に同じ
8. 脚注6に同じ
9. 本来廃棄される予定の製品に新たな付加価値をつけて再生すること。
10. コレスポンデンス分析、クラスター分析（標準ユークリッド／Ward法）はSPSS Statistics 29を用いて行った。
コレスポンデンス分析の結果、第1軸と第2軸の寄与率は98.5%。
11. 例えば「海外で日本語熱　アニメ通じ関心、1500万人がアプリ学習」
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOCA078M30X00C22A2000000/
12. タイムパフォーマンスの略。コストパフォーマンスと同様にZ世代が重視する消費の価値観
13. コストパフォーマンスの略。タイムパフォーマンスと同様にZ世代が重視する消費の価値観
14. 顧客生涯価値。顧客が自社の利用を開始してから終了するまでの期間に自社がその顧客からどれだけの利益を
得ることができるのかを表す指標
15. 脚注6に同じ
16. 2025年2月に京都市内の宿泊施設にヒアリング調査を実施した結果より。
17. 脚注6に同じ
18. DBJ・JTBF アジア・欧米豪 訪日外国人旅行者の意向調査（第3回 新型コロナ影響度 特別調査）p18
19. 2024年8月に韓国の旅行会社3社を対象にヒアリング調査を実施。

の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク

等
、
現
代
的
で
都
市
部
で
体
験
で
き

る
こ
と
へ
の
関
心
が
高
い
。
特
に
ア

ジ
ア
居
住
者
に
と
っ
て
、
都
市
部
を

中
心
と
し
た
訪
問
で
あ
れ
ば
、
限
ら

れ
た
時
間
の
中
で
効
率
的
に
楽
し
め

る
タ
イ
パ 

12

の
良
さ
、
円
安
ゆ
え
の

コ
ス
パ 

13

の
良
さ
と
い
っ
た
Z
世
代

の
消
費
の
価
値
観
と
合
致
し
て
い
る

点
が
日
本
人
気
の
背
景
に
あ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
あ
る
需
要
を

機
会
と
捉
え
、「
お
得
感
」
だ
け
で

は
な
い
別
の
側
面
を
認
知
し
て
も
ら

う
こ
と
や
、
今
後
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

が
変
わ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
地
方
部

も
含
め
た
日
本
の
多
様
な
楽
し
み
方

を
提
案
し
、
ラ
イ
フ
タ
イ
ム
バ

リ
ュ
ー 

14

を
高
め
て
い
く
こ
と
も
重

要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
も
Z
世
代
と
同

様
、
訪
日
意
向
が
高
く
、
旅
行
行
動

や
意
向
、
意
識
に
共
通
点
が
多
い
一

方
、
今
回
の
調
査
か
ら
は
、
訪
日
時

の
観
光
活
動
は
体
験
系
の
活
動
と
関

連
が
強
く
、
消
費
財
へ
の
関
心
が
強

い
Z
世
代
と
は
異
な
る
傾
向
を
示
し

た
。
こ
の
背
景
に
は
、
旅
行
の
目
的

や
ス
タ
イ
ル
に
自
分
の
関
心
ご
と
を

テ
ー
マ
と
し
た
旅
行
を
選
好
す
る
傾

向
が
あ
る 

15

こ
と
が
影
響
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
韓

国
の
旅
行
会
社
「
ハ
ナ
ツ
ア
ー
」
が

Z
世
代
、
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
向
け
に

趣
味（
例
：
ダ
イ
ビ
ン
グ
、ド
ラ
イ
ブ
、

●調査名

●調査方法       
●調査時期
●調査地域

●調査対象者
●有効回答者
●協力会社

DBJ・JTBF アジア・欧米豪 
訪日外国人旅行者の意向調査 2024年度版
インターネットによる調査
2024年7月8日～7月18日
アジア：韓国、中国、台湾、香港、タイ、シンガポール、マレーシア、インドネシア
欧米豪：アメリカ、オーストラリア、イギリス、フランス
※中国-香港-マカオ間、マレーシア-シンガポール間、タイ-マレーシア間、
アメリカ-カナダ・メキシコ・ハワイ・グアム間、オーストラリア-ニュージーランド間、
イギリス・フランス-欧州各国間の旅行は、海外旅行経験から除く
20歳～79歳の男女、かつ、海外旅行経験者
上記各地域に居住する住民計7,796人
㈱インテージリサーチ（DBJデジタルソリューションズ（株））
KANTAR JAPAN Inc.（アンケートモニター抽出・配信）

調査概要

は
じ
め
に

　
国
連
世
界
観
光
機
関（U

N
W
T
O
/

現“U
N
 T
ourism

”

）は
、
2
0
3
0

〜
2
0
4
0
年
の
旅
行
市
場
は
「
ミ

レ
ニ
ア
ル
世
代
」
と
「
Z
世
代
」
が

大
半
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
と
展
望

し
て
い
る
1

。
こ
れ
ら
の
世
代
は
旅

行
意
欲
が
旺
盛
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症（
以
下
新
型
コ
ロ
ナ
）

流
行
の
収
束
に
よ
る
旅
行
市
場
回
復

を
け
ん
引
し
、
か
つ
て
旅
行
市
場
の

主
役
と
さ
れ
た
X
世
代
や
ベ
ビ
ー

ブ
ー
マ
ー
世
代
と
の
交
代
が
進
ん

だ
。
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
以
降
、
観

光
研
究
分
野
で
は
Z
世
代
を
中
心

に
世
代
別
の
研
究
が
散
見
さ
れ
、

世
界
の
旅
行
会
社
で
は
Z
世
代
や

ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
を
対
象
と
し
た

商
品
造
成
に
注
力
す
る
会
社
も
増

加
し
た
2

。
こ
う
し
た
動
き
か
ら
も
、

旅
行
・
観
光
分
野
に
お
い
て
も
若
年

層
を
中
心
に
「
世
代
別
」
へ
の
注
目

が
高
ま
っ
て
い
る
状
況
と
言
え
る
だ

ろ
う
。

　
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
流
行
後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
に

つ
い
て
、
当
財
団
と
株
式
会
社
日
本

政
策
投
資
銀
行
の
独
自
調
査
で
あ
る

「
D
B
J
・
J
T
B
F 

ア
ジ
ア
・
欧

米
豪 

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向

調
査 

2
0
2
4
年
度
版
」（
以
降「
本

調
査
」）
の
分
析
結
果
か
ら
、
世
代

5
．ま
と
め

‐
世
代
別
に
考
え
る

海
外
旅
行
先
と
し
て
の
日
本
‐

察
さ
れ
る
。
昨
今
、
特
定
観
光
地
へ

の
需
要
集
中
と
そ
れ
に
伴
う
諸
問
題

が
浮
き
彫
り
と
な
っ
て
い
る
が
、
地

方
分
散
と
い
う
観
点
か
ら
、
ベ
ビ
ー

ブ
ー
マ
ー
世
代
が
果
た
す
役
割
は
大

き
い
。
ま
た
、
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世

代
に
対
し
て
は
、
全
国
的
な
治
安
の

良
さ
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
環
境
の
充
実

等
、
安
全
・
安
心
か
つ
、
快
適
な
滞

在
と
い
っ
た
側
面
か
ら
訴
求
で
き
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
筆
者
が
昨

年
夏
に
韓
国
の
旅
行
会
社
を
対
象
に

実
施
し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査 

19

で

は
、
高
年
層
を
安
心
し
て
送
客
で
き

る
点
が
日
本
の
強
み
と
い
う
声
も
聞

か
れ
た
。
以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
中

高
年
層
（
特
に
東
ア
ジ
ア
）
に
対
し

て
は
、
安
全
・
安
心
に
楽
し
め
る
海

外
旅
行
先
と
し
て
優
位
性
が
あ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

境
負
荷
が
少
な
い
自
然
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
参
加
す
る
」、「
収
益
の
一
部

を
野
生
動
物
保
護
に
充
て
る
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
」
等
、
自
分

が
何
か
を
体
験
す
る
こ
と
を
通
じ
て

貢
献
す
る
こ
と
へ
の
関
心
が
高
い
。

こ
れ
ら
の
傾
向
を
踏
ま
え
る
と
、
観

光
地
や
観
光
事
業
者
が
旅
行
者
に
観

光
地
の
維
持
に
対
し
て
協
力
を
促
す

た
め
に
は
、
旅
行
者
の
満
足
度
向
上

に
寄
与
す
る
よ
う
な
利
己
的
な
価
値

に
変
換
し
て
発
信
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
コ
ラ
ム

〝G
O
O
D
 N
A
T
U
R
E
 S
T
A
T
IO
N

（
京
都
市
）‐
エ
ピ
キ
ュ
リ
ア
ン
・
ナ
チ
ュ

ラ
ル
の
実
践
‐
〞を
参
照
の
こ
と
）。

　
居
住
地
で
の
日
本
に
関
す
る
活
動

3,349

4,447

7,796

合計

258

354

612

Z世代

1,374

1,416

2,790

ミレニアル世代

1,160

1,584

2,744

X世代

訪日経験あり

訪日経験なし

総計

訪日経験別回答者数

3,826

3,916

54

7,796

合計

297

311

4

612

Z世代

1,362

1,417

11

2,790

ミレニアル世代

1,345

1,380

19

2,744

X世代

557

1,093

1,650

ベビープーマー世代

822

808

20

1,650

ベビープーマー世代

（人）

（人）

男性

女性

その他

総計

有効回答者数

図 11 世代別×自国で実施した日本に関する活動 【全員】（回答はあてはまるもの全て）

資料：「DBJ・JTBF アジア・欧米豪訪日外国人旅行者の意向調査 2024年度版」よりJTBF作成

第265号 May 202543



出典：「住宅地域の観光名所住民被害実態調査」（鍾路区庁, 2017）の図6-1（p.101）より筆者翻訳、作成

出典：「観光振興法・観光振興法施行令・観光振興法施行規則」（国家法令情報センター）より一部抜粋、
筆者翻訳、太字は本稿に関係する箇所

https://www.law.go.kr/LSW//lumThdCmpJo.do?lsiSeq=255789&-
joNo=0048&joBrNo=03&datClsCd=010103&dguBun=&lsId=001744&chrClsCd=010202&gubu
n=STD&lnkText=%25EC%25A7%2580%25EC%2597%25AD%25EC%259D%2584%2520%25E
C%25A1%25B0%25EB%25A1%2580%25EB%25A1%259C 

住民の実生活の保護と
変化する観光トレンドへの対応
規制から一部緩和へ
●用途、販売品目に掛かる規制の
一部緩和
●高さ制限・階数制限の一部緩和、
地下階許容への変更
全州都市管理計画
全州伝統文化地域地区単位計画（2003
年策定、2023年7月変更）
国土の計画及び利用に関する法律［国土
計画法］（2002年、国土利用管理法と都
市計画法を統合）
土地利用規制基本法［土地利用規制法］
（2002年制定）
●2016年7月、ソウル特別市は景福宮西
側地区単位計画を変更し、立地制限と立
地強化等を実施
●2023年5月、全州市は歴史都市中心地
区単位計画を変更し、規制緩和

地域共同体の生態系と
地域商圏、路地（通り）景観の保護
韓国で初めてのジェントリフィケーショ
ン対策（2016年9月指定、2023年8月
区域拡大）

ソウル特別市城東区地域共同体相互協力
及び持続可能発展区域指定に関する条
例（2015年9月施行、2022年12月改正）
地域商圏共生および活性化に関する法
律［地域商圏法］（2021年公布、2022
年施行）

●2015年11月、ソウル特別市はジェン
トリフィケーション総合対策を発表
●2016年6月、「ジェントリフィケーショ
ン」の防止と持続可能な共同体のための
地方自治体協議会が発足

住民の定住権の保護と
正しい観光文化の定着
オーバーツーリズム対策
韓国で初めての「特別管理地域」指定
（2024年7月）

ソウル特別市鍾路区観光振興条例
（2020年10月制定、2024年10月改正）
第10条（特別管理地域指定等）
観光振興法（1979年制定、
2019,2021,2023年改正）

●2016年、ソウル特別市はソウル特別
市観光振興条例を改正し、第9条の2（特
別管理地域の指定等)を新設
●2024年、ソウル特別市は北村地区単
位計画を変更

文化体育観光部長官は、エネルギー・資源の使用を最小化し、気候変動に対応し、環
境毀損を減らし、地域住民の生活とのバランスをとり、地域経済と共生発展できる持
続可能な観光資源の開発を奨励するために、情報提供及び財政支援など必要な措置
を講じることができる。〈改正2019. 12. 3.〉
市・道知事や市長・郡守・区庁長は、次の各号のいずれかに該当する地域を条例に定
めるところにより、特別管理地域に指定することができる。
〈新設2019. 12. 3., 2021. 4. 13., 2023. 10. 31.〉
1…収容範囲を超えた観光客の訪問で自然環境が損なわれたり、住民の平穏な生活
環境を害するおそれがあり、管理する必要があると認められる地域。
2…車両を利用した宿泊・炊事等の行為で自然環境が毀損されたり、住民の平穏な生
活環境を害するおそれがあり、管理する必要があると認められる地域。ただし、他の法
令で出入、駐車、炊事及びキャンプ等を禁止する地域は除く。
市・道知事や市長・郡守・区庁長は、特別管理地域に対して条例で定めるところにより、
観光客訪問時間制限、便宜施設設置、利用規則の通知、利用料徴収、車両・観光客通
行制限など必要な措置を行うことができる。
〈新設2019.12.3., 2021.4.13., 2023.10.31.〉
市・道知事や市長・郡守・区庁長は、第6項による条例に違反した者に「地方自治法」第
27条により1千万ウォン以下の過怠料を賦課・徴収することができる。
〈新設2021.4.13.〉

第
１
項

第
２
項

第
６
項

第
７
項

ビジョン

核心となる
価値

戦略
方向

●利害関係者間の
　コミュニケーション
　の強化
●地域住民と観光客
の相互理解強化

●村観光エチケット
　キャンペーン

相互理解と
尊重がある

観光文化の形成

文化

●観光客の
行為の規制

●団体観光客
の制限

●高付加価値の
プレイス・
マーケティング

品格ある
高級観光地
への進化

質

●路地商圏の
場所性の
保全

●条例及び
協約の
制定

変化速度の
調整による
自然な発展

速度

●観光客の
時間的分散

●観光客の
空間的分散

観光収容力を
考慮した

観光客数制限

量

公平性
（Fairness）

持続
可能性

（Sustainability）

固有性
（Authenticity）

持
続
可
能
な

地
域
の
た
め
の
観
光

―
韓
国
の
観
光
関
連
政
策
を
通
じ
て

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

観
光
研
究
部

主
任
研
究
員

後
藤
健
太
郎

観
光

研
究
最
前
線
…
②

に
「
全
州
伝
統
文
化
地
域
地
区
単
位

計
画
」
の
変
更
決
定
を
告
示
し
た
。

住
民
の
実
生
活
を
守
つ
つ
、
都
市
型

効
果
は
、
現
地
を
訪
問
し
て
も
目

視
で
確
認
で
き
る
も
の
で
は
な
い

が
、
現
地
の
活
況
は
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

に
18
棟
確
保
さ
れ
た
公
共
安
心
商

店
街
の
一
部
も
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
た
【
写
真
4
】。

　
城
東
区
の
調
べ
に
よ
る
と
、
城
東

地
域
商
店
街
の
2
0
2
3
年
の
賃
料

は
42
％
上
昇
（
2
0
2
0
年
比
）
と

ソ
ウ
ル
市
内
で
最
も
高
い
上
昇
率
で

あ
っ
た
※
7
。
こ
れ
を
受
け
て
城
東

区
は
2
0
2
3
年
8
月
に
指
定
区
域

を
既
存
の
25
万
9
5
1
8
㎡
か
ら

2
2
5
万
4
7
0
㎡
と
8
・
6
倍
に

拡
大
し
た
（
一
部
、
聖
水
戦
略
整
備

区
域
な
ど
は
除
く
）。
こ
れ
は
、
独

自
政
策
の
効
果
を
調
査
・
検
証
し
、

ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
進

行
段
階
を
診
断
し
た
上
で
講
じ
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。

〈
対
策
の
効
果
〉

　
城
東
区
が
2
0
2
1
年
に
行
っ
た

調
査
研
究
結
果
に
よ
る
と
、
持
続
可

能
な
発
展
区
域
の
聖
水
洞
カ
フ
ェ
通

り
に
あ
り
共
生
協
約
を
締
結
し
た
商

店
の
場
合
、
平
均
営
業
期
間
は
79
ヶ

月
で
あ
っ
た
（
締
結
し
て
い
な
い
店

舗
は
平
均
52
ヶ
月
）。
賃
貸
料
の
引
き

上
げ
率
は
、
共
生
協
約
を
締
結
し
た

場
合
は
2
・
49
％
（
締
結
し
て
い
な

い
店
舗
は
2
・
85
％
）
で
あ
っ
た
※
8
。

　
指
定
区
域
の
拡
大
に
あ
た
っ
て
は
、

独
自
調
査
に
加
え
て
、
国
土
研
究
院

が
2
0
1
8
年
に
開
発
し
た
指
標（
イ

他
、
2
0
1
8
）
を
用
い
て
、
城
東

区
は
年
度
別
進
行
段
階
を
分
析
し
、

先
制
的
対
応
を
行
っ
た
。
調
査
の
結

果
、
聖
水
洞
は
、
注
意
段
階
お
よ
び

境
界
段
階
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
っ

た
※
7
。
国
土
研
究
院
の
研
究
で
は
、

ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
現
象

の
進
行
段
階
を
、①
初
期
段
階
（
問

題
発
生
以
前
）、②
注
意
段
階
（
政
策

推
進
に
伴
う
地
域
活
性
化
の
進
行
）、

れ
た
、韓
国
で
は
初
め
て
の
法
律
で
、

地
域
商
圏
の
埋
没
防
止
の
た
め
に
、

商
圏
の
特
性
に
応
じ
て
「
地
域
共
生

区
域
」
と
「
自
律
商
圏
区
域
」
を
指

定
で
き
る
。

　
最
後
に
、
城
東
区
の
同
政
策
に
関

す
る
コ
ロ
ナ
禍
前
を
対
象
と
し
た
研

究（
チ
ョ
他
、2
0
2
0
）は
、城
東
区

が
持
続
可
能
な
発
展
区
域
に
指
定
し

た
時
点
で
、
商
業
化
が
既
に
進
ん
で

い
た
こ
と
、
そ
の
た
め
同
制
度
は
商

業
テ
ナ
ン
ト
と
そ
の
家
賃
安
定
化
に

焦
点
を
当
て
て
お
り
、居
住
空
間（
賃

貸
住
宅
な
ど
）
で
暮
ら
す
住
民
の
立

ち
退
き
問
題
や
工
場
・
製
造
業
を
営

む
産
業
テ
ナ
ン
ト
の
退
去
と
い
っ
た

非
商
業
空
間
に
お
け
る
変
化
や
被
害

に
は
十
分
に
対
応
し
て
い
な
い
こ
と

を
指
摘
す
る
。

　
現
在
も
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
発

展
を
図
る
と
同
時
に
、
安
定
的
な
営

業
環
境
と
共
生
協
力
の
都
市
生
態
系

の
構
築
を
目
指
す
聖
水
洞
で
の
取
り

組
み
は
続
い
て
い
る
。
詳
細
は
別
の

機
会
に
報
告
す
る
（
小
商
工
人
の
負

担
軽
減
を
図
り
共
生
消
費
で
地
域
経

済
活
性
化
を
目
指
す
取
り
組
み
や
、

地
方
自
治
体
協
議
会
に
よ
る
法
改
正

の
早
期
化
を
求
め
る
動
き
等
）。

ン
通
り
で
十
字
に
交
わ
る
太
祖
路
地

区
（
商
業
地
域
・
住
宅
地
域
）
及
び

銀
杏
路
【
写
真
6
】
の
建
物
の
高
さ

制
限
を
緩
和
し
、
地
下
階
の
設
置
を

全
域
で
許
可
し
た
。
ま
た
、
商
業
地

域
の
敷
地
の
最
小
面
積
基
準
を
拡
大

（
土
地
利
用
の
効
率
化
）
し
、
幅

6
m
以
上
の
接
道
条
件
へ
と
緩
和
す

る
こ
と
で
事
業
促
進
を
図
る
。
一
部

の
業
種
制
限
を
維
持
す
る
一
方
で
、

韓
服
レ
ン
タ
ル
店
な
ど
の
規
制
を
撤

韓
屋
と
し
て
再
生
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
に
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、

次
の
通
り
で
あ
る
【
表
5
】。
メ
イ

確
認
さ
れ
た
【
写
真
１
】。
レ
ッ
ド

ゾ
ー
ン
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
に
配

置
さ
れ
て
い
た
人
材
は
、
制
限
時
間

の
夕
方
17
時
以
降
と
朝
10
時
前
は
、

同
ゾ
ー
ン
入
口
の
歩
道
に
配
置
さ

れ
、
入
域
し
よ
う
と
す
る
人
に
声
掛

け
を
し
、
宿
泊
者
か
な
ど
を
個
別
に

確
認
し
て
い
た
。
制
限
時
間
に
お
い

て
は
、
同
ゾ
ー
ン
に
居
住
す
る
住
民

と
家
族
、
知
人
、
同
ゾ
ー
ン
内
の
商

〇
訪
問
時
間
制
限

（
過
怠
料
賦
課
も
可
能
）

〇
利
用
料
の
徴
収

〇
車
両
・
観
光
客
通
行
制
限

（
バ
ス
侵
入
禁
止
等
）
な
ど

　
そ
の
後
、
鍾
路
区
は
条
例
制
定
や

調
査
、
住
民
と
の
協
議
を
経
て
、

2
0
2
4
年
7
月
に
北
村
を
韓
国
国

内
で
初
め
て
「
特
別
管
理
地
域
」
に

指
定
し
た
（「
観
光
振
興
法
」
第
48
条

の
3
及
び
「
ソ
ウ
ル
特
別
市
鍾
路
区

観
光
振
興
条
例
」
第
10
条
に
基
づ

く
）。「
住
民
の
定
住
権
保
護
及
び
正

し
い
観
光
文
化
の
定
着
の
た
め
に
特

別
管
理
地
域
に
指
定
す
る
こ
と
で
、

地
域
住
民
の
生
活
と
の
均
衡
を
図

り
、
地
域
経
済
と
共
存
・
発
展
で
き

る
持
続
可
能
な
観
光
政
策
の
基
盤
を

構
築
す
る
」（
鍾
路
区
、 

2
0
2
4
） 

た
め
に
で
あ
る
。
住
民
の
不
便
水
準

を
考
慮
し
、
範
囲
を
指
定
し
4
つ
に

ゾ
ー
ニ
ン
グ
し
た
【
図
2
】。
同
年
10

月
に
条
例
を
一
部
改
正
し
、
観
光
客

止
し
小
商
工
人
に
よ
る
地
域
商
圏
の

保
護
を
目
指
す
聖
水
洞
で
あ
る
。
3

つ
目
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
、

維
持
発
展
の
た
め
に
景
観
や
業
種
、

販
売
品
目
等
に
制
限
を
課
し
て
き
た

が
、
住
民
生
活
や
観
光
の
ト
レ
ン
ド

に
応
じ
て
制
限
を
緩
和
す
る
方
向
に

動
い
て
い
る
全
州
韓
屋
村
で
あ
る
。

北
村
の
状
況
（
2
0
1
8
年
以
前
）
や

本
稿
で
一
部
扱
う
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
ツ
ー
リ
ス
テ
ィ

フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン（T

ouristification

）

に
つ
い
て
は
、『
観
光
文
化
2
4
0
号
』

で
金（
2
0
1
9
）に
よ
り
既
に
報
告

さ
れ
て
い
る
の
で
そ
ち
ら
を
参
照
さ

れ
た
い
。

　
以
降
で
は
、文
献
調
査
に
加
え
て
、

2
0
2
4
年
度
に
現
地
を
視
察
し
た

結
果
も
含
め
て
報
告
す
る
（
本
号
で

は
一
部
の
み
）。

鍾
路
区
北
村

―
地
元
住
民
の

定
住
権
の
保
護

　
　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
北
村
は
、
ソ
ウ
ル
都
心
部
北
側
の

高
台
に
位
置
し
、
伝
統
的
な
家
屋
で

あ
る
韓
屋
が
立
ち
並
ぶ
地
区
で
あ

る
。
住
居
地
域
で
あ
る
同
地
区
は
、

が
上
回
り
人
口
流
出
が
続
く
中
で
、

地
元
住
民
の
定
住
権
を
い
か
に
保
護

す
る
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
鍾
路
区
は
、
2
0
1
3
年
に
観
光

客
に
静
粛
を
促
す
取
組
等
を
開
始

は
じ
め
に

　
本
稿
で
は
、
持
続
可
能
な
地
域
の

た
め
の
観
光
と
い
う
観
点
か
ら
、
韓

国
の
3
つ
の
地
区
（
ソ
ウ
ル
特
別
市

鍾
路
区
北
村
韓
屋
村
、
同
市
城
東
区

聖
水
洞
、
全
州
市
全
州
韓
屋
村
）
の

法
制
度
に
基
づ
く
観
光
関
連
政
策
に

つ
い
て
報
告
す
る
【
表
1
】。
今
回
、

韓
国
の
同
地
区
を
調
査
研
究
対
象
と

し
た
理
由
は
、次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
第
一
に
、
韓
国
は
観
光
需
要
の
高

ま
り
や
観
光
事
業
活
動
に
伴
う
住
商

環
境
の
変
化
に
対
し
て
、
日
本
よ
り

踏
み
込
ん
だ
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

日
本
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
問
題

の
捉
え
方
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍

前
か
ら
「
観
光
客
の
急
増
に
よ
る
混

雑
や
マ
ナ
ー
問
題
に
回
収
さ
れ
が

ち
」※
1
と
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
現

在
は
日
本
に
お
い
て
も
一
部
の
地
域

に
お
い
て
、
観
光
の
「
量
」
や
「
質
」

の
み
な
ら
ず
、「
変
化
速
度
」
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
が
意
識
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
垣
間
見
え
る
。
ま
ち
は
生
き
物

で
あ
り
変
化
自
体
は
当
然
起
こ
り
う

る
も
の
だ
が
、
急
激
な
変
化
に
対
し

て
そ
の
受
容
者
が
耐
え
得
る
水
準
の

進
行
と
な
る
よ
う
調
査
を
実
施
し
、

策
を
講
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
文
化

の
観
光
活
用
と
い
う
文
脈
だ
け
で
は

な
く
、
観
光
客
、
住
民
な
ど
様
々
な

利
害
関
係
者
の
相
互
理
解
に
基
づ
く

「
観
光
文
化
」
の
育
成
・
定
着
が
目

指
さ
れ
て
い
る
。

　
本
稿
で
扱
う
3
地
区
の
概
要
は
次

の
通
り
【
表
１
】。
最
初
の
2
つ
は

ソ
ウ
ル
特
別
市
に
位
置
す
る
。
伝
統

的
な
韓
屋
で
構
成
さ
れ
る
住
居
地
域

で
、
地
元
住
民
の
定
住
権
保
護
を
目

指
す
北
村
韓
屋
村
と
、
賃
料
が
急
騰

す
る
中
で
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
（G

en
trificatio

n

）
を
防

で
住
民
の
住
宅
確
保
問
題
な
ど
が
報

じ
ら
れ
る
な
ど
、
新
た
な
局
面
が
見

受
け
ら
れ
る
。
韓
国
で
は
、
地
元
住

民
や
地
場
の
商
人
、
賃
借
人
の
非
自

発
的
な
転
出
を
防
ぎ
、
生
活
と
観
光

の
共
存
を
図
る
対
策
や
、
産
業
集
積

の
質
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
等
を
早
く
か

ら
講
じ
て
い
る
（
も
ち
ろ
ん
問
題
と

な
る
現
象
が
実
際
に
発
生
し
、
顕
在

化
し
て
い
た
と
い
う
側
面
が
あ
る
）。

　
第
二
に
、
韓
国
で
は
高
ま
る
観
光

需
要
に
対
し
て
、
先
制
的
ま
た
は
段

階
的
に
、
条
例
や
法
律
の
も
と
で
抑

制
や
共
生
の
た
め
新
た
な
策
を
導
入

す
る
地
域
と
と
も
に
、
観
光
旅
行
市

場
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
に
緩
和

措
置
を
行
う
地
域
事
例
も
確
認
さ
れ

る
。
変
化
す
る
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
や

今
後
を
見
据
え
て
生
活
と
観
光
を
ど

う
共
存
さ
せ
て
い
く
の
か
の
参
考
と

な
る
。

　
第
三
に
、
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

廃
し
た
。
さ
ら
に
、
食
品
の
販
売
品

目
制
限
を
廃
止
し
、
外
国
料
理
な
ど

の
幅
広
い
飲
食
業
を
認
め
た
【
表

6
】。
観
光
客
の
食
体
験
へ
の
ニ
ー

ズ
の
高
ま
り
を
受
け
て
規
制
を
緩
和

し
、
多
様
な
グ
ル
メ
の
提
供
な
ど
を

通
じ
て
滞
在
型
へ
と
転
換
し
よ
う
と

し
て
い
る
※
12
。

　
全
州
市
全
体
と
し
て
も
年
間
観
光

客
数
の
増
加
を
受
け
て
、
国
際
的
な

地
位
に
見
合
っ
た
観
光
都
市
の
骨
格

を
形
成
す
る
方
向
に
動
い
て
い
る
。

お
わ
り
に

　
本
稿
で
取
り
上
げ
た
3
地
区
の
観

光
政
策
事
例
の
よ
う
に
、
地
域
住
民

の
生
活
の
保
護
と
観
光
の
共
存
を
図

る
た
め
の
法
的
措
置
や
政
策
展
開

は
、
持
続
可
能
な
地
域
形
成
を
実
現

し
て
い
く
上
で
重
要
で
あ
る
。
韓
国

で
は
、
観
光
に
よ
る
影
響
を
最
小
化

図 1 調査を踏まえて提唱された戦略モデル

表 1 対象地区での観光関連政策表 2 韓国の観光振興法 第48条の3(持続可能な観光活性化)

決
意
を
感
じ
る
。

　
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
及
び
イ
エ
ロ
ー

ゾ
ー
ン
に
は
、
管
理
人
材
が
配
置
さ

れ
て
い
た
（
人
材
配
置
自
体
は
今
回

の
指
定
以
前
よ
り
実
施
、
3
月
か
ら

は
過
怠
料
取
締
を
専
門
で
担
当
す
る

公
務
員
「
北
村
保
安
官
」
が
配
置
）。

訪
問
者
の
望
ま
し
く
な
い
行
為
に
対

し
て
は
、管
理
人
材
が
声
掛
け
を
し
、

行
動
の
変
更
を
指
示
し
て
い
る
の
が

店
利
用
客
、
商
人
、
宿
泊
客
、
な
ど

は
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
へ
の
出
入
り
が
許

可
さ
れ
る
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
、
関
係
者
や

研
究
者
か
ら
は
、
同
地
区
で
宿
泊
可

能
な
韓
屋
ス
テ
イ
の
問
題
（
法
人
運

営
や
深
夜
の
騒
音
※
3 

、
商
業
と
の

共
生
の
点
か
ら
季
節
に
応
じ
た
弾
力

的
な
制
限
時
間
の
設
定
※
4 

な
ど
が

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
住
民
保
護
と
商

圏
安
定
の
バ
ラ
ン
ス
を
模
索
す
る
動

き
は
続
く
。

城
東
区
聖
水
洞

―
先
制
的
対
応
に
よ
る

地
域
商
圏
と

路
地
景
観
の
保
護
　
　

　
聖
水
洞
は
、
ソ
ウ
ル
特
別
市
内
で

急
浮
上
し
た
ホ
ッ
ト
プ
レ
イ
ス
で
あ

る
。
日
本
の
旅
行
雑
誌
等
で
も
近
年

は
注
目
の
観
光
地
と
し
て
紹
介
さ
れ

る
。
同
地
区
は
も
と
も
と
は
準
工
業

地
帯
で
あ
り
、
現
在
は
工
場
等
を
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
施
設
な
ど
多
く

の
事
業
所
が
集
積
し
て
い
る
【
写
真

2
、
3
】。
聖
水
洞
が
位
置
す
る
城

東
区
は
、
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
※
5 

現
象
に
先
制
的
に
対
応

す
る
た
め
に
、
2
0
1
5
年
に
全
国

で
初
め
て
「
持
続
可
能
な
発
展
区
域

制
度
」
を
創
設
し
た
（「
ソ
ウ
ル
特
別

市
城
東
区
地
域
共
同
体
相
互
協
力
及

び
持
続
可
能
な
発
展
区
域
指
定
に
関

す
る
条
例
」）。
都
市
再
生
に
よ
る
事

業
者
等
の
流
入
に
よ
り
、
ま
ち
が
急

激
に
変
化
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

城
東
区
は
、
地
域
商
圏
※
6 

と
聖
水

洞
固
有
の
路
地
文
化
の
均
質
化
を
防

ぎ
保
護
す
る
た
め
に
、
建
物
主
・
賃

借
人
・
城
東
区
の
間
で
の
共
生
協
約

締
結
を
推
奨
し
て
い
る
。
そ
の
他
、

地
区
単
位
計
画
と
連
携
し
た
、
大
企

業
・
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
加
盟
店
の
入

店
制
限
【
表
4
】
や
、
賃
貸

料
安
定
履
行
協
約
を
締
結

し
た
場
合
は
、
建
物
の
新
・

増
築
時
の
容
積
率
の
緩
和

が
可
能
と
な
る
（
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る
代
わ

り
に
、
区
が
賃
貸
料
設
定

権
限
の
一
部
を
持
つ
）。

〈
指
定
区
域
の
拡
大
〉

　
今
回
の
視
察
で
は
、
拡

大
後
の
指
定
区
域
4
地
区

の
う
ち
主
に
2
地
区
（
聖

水
1
街
2
洞
、2
街
3
洞
）

を
視
察
し
た
。
同
制
度
の

③
境
界
段
階
（
不
動
産
価
格
上
昇
）、

④
危
険
段
階
（
副
作
用
の
深
化
）
の

4
段
階
に
分
類
し
て
い
る
。指
標
は
、

人
口
、
世
帯
所
得
、
創
業
・
廃
業
、

営
業
期
間
、フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
企
業
、

流
動
人
口
な
ど
で
、
そ
の
変
数
を
統

合
し
た
総
合
点
で
算
定
す
る
（
変
数

別
に
重
み
づ
け
）。
指
標
値
は
具
体

的
な
基
準
や
公
論
化
が
必
要
な
政
策

で
の
活
用
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
指

標
を
導
入
し
、
地
域
の
変
化
に
即
座

に
対
応
で
き
る
基
盤
づ
く
り
と
各
進

行
段
階
に
応
じ
た
対
応
の
実
施
が
目

指
さ
れ
て
い
る
。

〈
国
レ
ベ
ル
で
の
法
整
備
〉

　
関
連
す
る
国
レ
ベ
ル
の
動
き
と
し

て
二
つ
紹
介
す
る
。
韓
国
は
、

2
0
1
8
年
に
「
商
店
街
建
物
賃
貸

借
保
護
法
」 

を
改
正
し
、
賃
借
人
が

契
約
更
新
要
求
権
を
行
使
で
き
る
賃

貸
借
保
護
期
間
を
5
年
か
ら
10
年
に

拡
大
し
（
同
法
第
10
条
第
2
項
）、
賃

貸
料
引
き
上
げ
率
の
上
限
を
9
％
か

ら
5
％
へ
と
引
き
下
げ
る
下
方
調
整

を
行
っ
た
（
同
法
施
行
令
第
4
条
）。

　
ま
た
、
城
東
区
独
自
の
政
策
「
持

続
可
能
な
発
展
区
域
」
指
定
は
、
現

在
は
、
2
0
2
1
年
に
国
が
制
定
し

た
「
地
域
商
圏
共
生
お
よ
び
活
性
化

に
関
す
る
法
律
（
略
称
：
地
域
商
圏

法
）」 

に
基
づ
く
措
置
と
な
っ
て
い

る
。
同
法
は
個
別
店
舗
で
は
な
く
商

圏
単
位
で
の
支
援
の
た
め
に
設
け
ら

し
、
2
0
1
7
年
に
調
査
【
図
１
】

を
行
っ
た
上
で
、2
0
1
8
年
に
は
、

ソ
ウ
ル
特
別
市
と
鍾
路
区
は
「
北
村

住
民
被
害
最
小
化
の
た
め
の
8
大
対

策
推
進
」を
発
表
し
た
※
2
。し
か
し
、

対
策
実
施
後
も
法
的
根
拠
不
在
で
実

効
性
の
な
い
状
態
が
続
い
た
こ
と
か

ら
、
鍾
路
区
は
、
次
な
る
段
階
と
し

て
住
民
の
定
住
権
保
護
の
観
点
か
ら

国
に
法
改
正
を
提
案
し
た
。
そ
れ
を

受
け
て
、
韓
国
で
は
、
2
0
1
9
年

以
降
、
コ
ロ
ナ
禍
の
最
中
に
「
観
光

観
光
地
化
と
と
も
に
、
騒
音
や
ゴ
ミ

の
ポ
イ
捨
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵

害
、違
法
駐
車
な
ど
が
問
題
と
な
り
、

住
民
の
生
活
環
境
を
脅
か
し
て
い

た
。
同
地
区
で
は
、
転
入
よ
り
転
出

振
興
法
」
の
改
正
を
数
回
行
い
、
法

整
備
を
進
め
た
。
国
の
「
観
光
振
興

法
」
第
48
条
の
3
（
持
続
可
能
な
観

光
活
性
化
）【
表
2
】
で
は
「
特
別
管

理
地
域
」
を
「
収
容
範
囲
を
超
え
た

観
光
客
の
訪
問
で
自
然
環
境
が
損
な

わ
れ
た
り
、
住
民
の
平
穏
な
生
活
環

境
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
管
理

す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
地

域
」
と
定
義
し
た
。
そ
し
て
、
自
治

体
は
同
法
に
基
づ
き
条
例
で
次
の
事

項
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

条例・計画(一部)
最新の改正・変更のみ
を記載

対象

テーマ

本稿で扱う内容

根拠法（略称）

関連情報（同地区内外）

し
つ
つ
、
地
域
の
個
性
や
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
守
り
な
が
ら
適
切
に
活

用
す
る
た
め
の
取
り
組
み
が
進
め
ら

れ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
地
元
住
民
、

商
人
、
観
光
客
が
共
存
す
る
、
生
態

系
と
し
て
の
調
和
を
保
つ
仕
組
み
構

築
へ
の
挑
戦
で
あ
り
、
産
業
集
積
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
そ
の
一
つ
で
あ

る
。
外
か
ら
取
り
入
れ
る
活
力
を
見

極
め
、
望
ま
し
い
共
生
の
あ
り
方
を

描
く
こ
と
が
必
要
だ
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
事
例
は
、
観
光

の
量
や
質
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
だ
け
で

な
く
、
地
域
の
変
化
速
度
の
調
整
が

持
続
可
能
な
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
お
い
て
鍵
を
握
る
こ
と
を
示
唆
し

て
い
る
。
日
本
国
内
に
お
い
て
も
、

観
光
が
地
域
社
会
や
住
民
生
活
に
及

ぼ
す
影
響
を
時
間
軸
で
捉
え
た
政
策

の
策
定
、実
施
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
韓
国
の
経
験
か
ら
学
び

つ
つ
も
、
日
本
の
地
域
特
性
や
文
化

的
文
脈
、
社
会
的
状
況
（
人
口
減
少
、

高
齢
化
社
会
の
進
行
、
空
き
家
の
増

加
等
）
を
踏
ま
え
た
観
光
政
策
を
模

索
し
、
生
活
と
観
光
が
共
に
息
づ
く

持
続
可
能
な
地
域
の
形
成
を
目
指
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
え

よ
う
。
本
稿
が
そ
の
一
助
と
な
れ
ば

幸
い
で
あ
る
。

の
訪
問
時
間
制
限
（
2
0
2
5
年
３

月
導
入
）
と
観
光
バ
ス
通
行
制
限

（
2
0
2
6
年
１
月
導
入
）
を
行
う

【
表
3
】。
違
反
し
た
場
合
、
実
際
に

過
料
が
科
せ
ら
れ
る
（
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
基
づ
く
）。
な
お
、
利
用
料
の
徴

収
は
今
回
は
行
わ
れ
な
い
。

　
訪
問
時
間
制
限
に
つ
い
て
は
、

2
0
2
4
年
11
月
よ
り
周
知
・
啓
発

を
開
始
し
た
。
今
回
の
視
察
で
は
、

制
限
エ
リ
ア
内
で
の
周
知
お
よ
び
運

用
状
況
を
時
間
帯
を
変
え
て
確
認
し

た
。レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
、イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー

ン
及
び
そ
の
周
辺
道
路
に
は
、
多
種

多
様
な
告
知
の
た
め
の
案
内
板
が
非

常
に
多
く
設
置
さ
れ
て
い
た
。
訪
問

者
に
『
気
づ
か
な
か
っ
た
』『
知
ら
な

か
っ
た
』
と
は
言
わ
せ
な
い
ほ
ど
、

目
に
留
ま
る
形
で
設
置
さ
れ
て
お

り
、
従
前
よ
り
問
題
解
決
へ
の
強
い

全
州
韓
屋
村

―
観
光
ト
レ
ン
ド
を

踏
ま
え
た

規
制
と
緩
和
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    

　
　

　
全
州
韓
屋
村
は
、
韓
国
の
伝
統
建

築
で
あ
る
韓
屋
が
国
内
最
大
規
模
で

群
落
を
為
す
地
域
【
写
真
5
】
で
あ

り
、
歴
史
的
建
造
物
の
保
存
や
伝
統

文
化
の
継
承
が
重
要
視
さ
れ
る
地
域

で
あ
る
。こ
の
地
区
は
城
郭
都
市（
邑

城
）
の
外
側
に
位
置
し
、
近
代
以
降

に
形
成
さ
れ
た
住
宅
地
で
あ
る
※
9
。

2
0
0
0
年
代
以
降
に
観
光
客
数
の

大
幅
な
増
加
と
商
業
施
設
比
率
の
高

ま
り
と
い
う
急
成
長
に
直
面
し
た
全

州
市
は
、
地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
確
立
と
発
展
を
目
的
と
し
て
、
住

民
の
定
住
条
件
や
観
光
客
の
収
容
態

勢
の
改
善
に
資
す
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
き
た
。
景
観
規
制
や
商
業
化

の
抑
制
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

2
0
1
1
年
以
降
に
建
築
物
の
高
さ

や
階
数
の
制
限
を
強
化
※
10 

し
、
フ

ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
店
舗
や
フ
ァ
ー
ス
ト

フ
ー
ド
店
の
進
出
や
業
種
・
販
売
品

目
の
制
限
を
実
施
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

前
の
2
0
1
9
年
に
は
、
韓
服
レ
ン

タ
ル
店
な
ど
の
既
存
貸
与
業
を
制
限

す
る
規
定
※
11
を
設
け
た
。
も
と
も

と
住
宅
地
と
し
て
の
機
能
を
持
つ
地

区
に
お
い
て
、
非
住
居
建
築
物
（
住

居
複
合
建
築
物
を
含
む
）
の
比
率
が

増
加
す
る
中
で
、
韓
屋
村
に
合
っ
た

伝
統
的
な
活
動
が
行
わ
れ
且
つ
一
部

の
業
態
が
集
中
・
固
着
し
な
い
よ
う
、

産
業
集
積
の
質
を
問
い
、
そ
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
き
た
。

　
近
年
は
、
観
光
の
ト
レ
ン
ド
の
変

化
を
踏
ま
え
、
国
際
観
光
都
市
と
な

る
た
め
に
規
制
緩
和
へ
と
舵
を
切
っ

て
い
る
。
全
州
市
は
、
2
0
2
3
年

全州 韓屋村
（全州市［全北特別自治道］）

城東区聖水洞
（ソウル特別市）

ソンドング ソンスドン

鍾路区北村韓屋村
（ソウル特別市）

事
例
・
1

●
法
的
根
拠
を
有
す
る

実
効
性
を
伴
う
対
応
へ
の
移
行

自
主
研
究
報
告
こ
れ
か
ら
の

観
光
政
策
に
関
す
る
研
究
2
0
2
4
、

責
任
あ
る
観
光
に
関
す
る
研
究
2
0
2
4

チョンノグ ブクチョンハノンマウル チョンジュ ハノンマウル

44



出典：「住宅地域の観光名所住民被害実態調査」（鍾路区庁, 2017）の図6-1（p.101）より筆者翻訳、作成

出典：「観光振興法・観光振興法施行令・観光振興法施行規則」（国家法令情報センター）より一部抜粋、
筆者翻訳、太字は本稿に関係する箇所

https://www.law.go.kr/LSW//lumThdCmpJo.do?lsiSeq=255789&-
joNo=0048&joBrNo=03&datClsCd=010103&dguBun=&lsId=001744&chrClsCd=010202&gubu
n=STD&lnkText=%25EC%25A7%2580%25EC%2597%25AD%25EC%259D%2584%2520%25E
C%25A1%25B0%25EB%25A1%2580%25EB%25A1%259C 

住民の実生活の保護と
変化する観光トレンドへの対応
規制から一部緩和へ
●用途、販売品目に掛かる規制の
一部緩和
●高さ制限・階数制限の一部緩和、
地下階許容への変更
全州都市管理計画
全州伝統文化地域地区単位計画（2003
年策定、2023年7月変更）
国土の計画及び利用に関する法律［国土
計画法］（2002年、国土利用管理法と都
市計画法を統合）
土地利用規制基本法［土地利用規制法］
（2002年制定）
●2016年7月、ソウル特別市は景福宮西
側地区単位計画を変更し、立地制限と立
地強化等を実施
●2023年5月、全州市は歴史都市中心地
区単位計画を変更し、規制緩和

地域共同体の生態系と
地域商圏、路地（通り）景観の保護
韓国で初めてのジェントリフィケーショ
ン対策（2016年9月指定、2023年8月
区域拡大）

ソウル特別市城東区地域共同体相互協力
及び持続可能発展区域指定に関する条
例（2015年9月施行、2022年12月改正）
地域商圏共生および活性化に関する法
律［地域商圏法］（2021年公布、2022
年施行）

●2015年11月、ソウル特別市はジェン
トリフィケーション総合対策を発表
●2016年6月、「ジェントリフィケーショ
ン」の防止と持続可能な共同体のための
地方自治体協議会が発足

住民の定住権の保護と
正しい観光文化の定着
オーバーツーリズム対策
韓国で初めての「特別管理地域」指定
（2024年7月）

ソウル特別市鍾路区観光振興条例
（2020年10月制定、2024年10月改正）
第10条（特別管理地域指定等）
観光振興法（1979年制定、
2019,2021,2023年改正）

●2016年、ソウル特別市はソウル特別
市観光振興条例を改正し、第9条の2（特
別管理地域の指定等)を新設
●2024年、ソウル特別市は北村地区単
位計画を変更

文化体育観光部長官は、エネルギー・資源の使用を最小化し、気候変動に対応し、環
境毀損を減らし、地域住民の生活とのバランスをとり、地域経済と共生発展できる持
続可能な観光資源の開発を奨励するために、情報提供及び財政支援など必要な措置
を講じることができる。〈改正2019. 12. 3.〉
市・道知事や市長・郡守・区庁長は、次の各号のいずれかに該当する地域を条例に定
めるところにより、特別管理地域に指定することができる。
〈新設2019. 12. 3., 2021. 4. 13., 2023. 10. 31.〉
1…収容範囲を超えた観光客の訪問で自然環境が損なわれたり、住民の平穏な生活
環境を害するおそれがあり、管理する必要があると認められる地域。
2…車両を利用した宿泊・炊事等の行為で自然環境が毀損されたり、住民の平穏な生
活環境を害するおそれがあり、管理する必要があると認められる地域。ただし、他の法
令で出入、駐車、炊事及びキャンプ等を禁止する地域は除く。
市・道知事や市長・郡守・区庁長は、特別管理地域に対して条例で定めるところにより、
観光客訪問時間制限、便宜施設設置、利用規則の通知、利用料徴収、車両・観光客通
行制限など必要な措置を行うことができる。
〈新設2019.12.3., 2021.4.13., 2023.10.31.〉
市・道知事や市長・郡守・区庁長は、第6項による条例に違反した者に「地方自治法」第
27条により1千万ウォン以下の過怠料を賦課・徴収することができる。
〈新設2021.4.13.〉

第
１
項

第
２
項

第
６
項

第
７
項

ビジョン

核心となる
価値

戦略
方向

●利害関係者間の
　コミュニケーション
　の強化
●地域住民と観光客
の相互理解強化

●村観光エチケット
　キャンペーン

相互理解と
尊重がある

観光文化の形成

文化

●観光客の
行為の規制

●団体観光客
の制限

●高付加価値の
プレイス・
マーケティング

品格ある
高級観光地
への進化

質

●路地商圏の
場所性の
保全

●条例及び
協約の
制定

変化速度の
調整による
自然な発展

速度

●観光客の
時間的分散

●観光客の
空間的分散

観光収容力を
考慮した

観光客数制限

量

公平性
（Fairness）

持続
可能性

（Sustainability）

固有性
（Authenticity）

持
続
可
能
な

地
域
の
た
め
の
観
光

―
韓
国
の
観
光
関
連
政
策
を
通
じ
て

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

観
光
研
究
部

主
任
研
究
員

後
藤
健
太
郎

観
光

研
究
最
前
線
…
②

に
「
全
州
伝
統
文
化
地
域
地
区
単
位

計
画
」
の
変
更
決
定
を
告
示
し
た
。

住
民
の
実
生
活
を
守
つ
つ
、
都
市
型

効
果
は
、
現
地
を
訪
問
し
て
も
目

視
で
確
認
で
き
る
も
の
で
は
な
い

が
、
現
地
の
活
況
は
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

に
18
棟
確
保
さ
れ
た
公
共
安
心
商

店
街
の
一
部
も
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
た
【
写
真
4
】。

　
城
東
区
の
調
べ
に
よ
る
と
、
城
東

地
域
商
店
街
の
2
0
2
3
年
の
賃
料

は
42
％
上
昇
（
2
0
2
0
年
比
）
と

ソ
ウ
ル
市
内
で
最
も
高
い
上
昇
率
で

あ
っ
た
※
7
。
こ
れ
を
受
け
て
城
東

区
は
2
0
2
3
年
8
月
に
指
定
区
域

を
既
存
の
25
万
9
5
1
8
㎡
か
ら

2
2
5
万
4
7
0
㎡
と
8
・
6
倍
に

拡
大
し
た
（
一
部
、
聖
水
戦
略
整
備

区
域
な
ど
は
除
く
）。
こ
れ
は
、
独

自
政
策
の
効
果
を
調
査
・
検
証
し
、

ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
進

行
段
階
を
診
断
し
た
上
で
講
じ
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。

〈
対
策
の
効
果
〉

　
城
東
区
が
2
0
2
1
年
に
行
っ
た

調
査
研
究
結
果
に
よ
る
と
、
持
続
可

能
な
発
展
区
域
の
聖
水
洞
カ
フ
ェ
通

り
に
あ
り
共
生
協
約
を
締
結
し
た
商

店
の
場
合
、
平
均
営
業
期
間
は
79
ヶ

月
で
あ
っ
た
（
締
結
し
て
い
な
い
店

舗
は
平
均
52
ヶ
月
）。
賃
貸
料
の
引

き
上
げ
率
は
、
共
生
協
約
を
締
結
し

た
場
合
2
・
49
％
（
締
結
し
て
い
な

い
店
舗
は
2
・
85
％
）で
あ
っ
た
※
8
。

　
指
定
区
域
の
拡
大
に
あ
た
っ
て
は
、

独
自
調
査
に
加
え
て
、
国
土
研
究
院

が
2
0
1
8
年
に
開
発
し
た
指
標（
イ

他
、
2
0
1
8
）
を
用
い
て
、
城
東

区
は
年
度
別
進
行
段
階
を
分
析
し
、

先
制
的
対
応
を
行
っ
た
。
調
査
の
結

果
、
聖
水
洞
は
、
注
意
段
階
お
よ
び

境
界
段
階
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
っ

た
※
7
。
国
土
研
究
院
の
研
究
で
は
、

ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
現
象

の
進
行
段
階
を
、①
初
期
段
階
（
問

題
発
生
以
前
）、②
注
意
段
階
（
政
策

推
進
に
伴
う
地
域
活
性
化
の
進
行
）、

れ
た
、韓
国
で
は
初
め
て
の
法
律
で
、

地
域
商
圏
の
埋
没
防
止
の
た
め
に
、

商
圏
の
特
性
に
応
じ
て
「
地
域
共
生

区
域
」
と
「
自
律
商
圏
区
域
」
を
指

定
で
き
る
。

　
最
後
に
、
城
東
区
の
同
政
策
に
関

す
る
コ
ロ
ナ
禍
前
を
対
象
と
し
た
研

究（
チ
ョ
他
、2
0
2
0
）は
、城
東
区

が
持
続
可
能
な
発
展
区
域
に
指
定
し

た
時
点
で
、
商
業
化
が
既
に
進
ん
で

い
た
こ
と
、
そ
の
た
め
同
制
度
は
商

業
テ
ナ
ン
ト
と
そ
の
家
賃
安
定
化
に

焦
点
を
当
て
て
お
り
、居
住
空
間（
賃

貸
住
宅
な
ど
）
で
暮
ら
す
住
民
の
立

ち
退
き
問
題
や
工
場
・
製
造
業
を
営

む
産
業
テ
ナ
ン
ト
の
退
去
と
い
っ
た

非
商
業
空
間
に
お
け
る
変
化
や
被
害

に
は
十
分
に
対
応
し
て
い
な
い
こ
と

を
指
摘
す
る
。

　
現
在
も
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
発

展
を
図
る
と
同
時
に
、
安
定
的
な
営

業
環
境
と
共
生
協
力
の
都
市
生
態
系

の
構
築
を
目
指
す
聖
水
洞
で
の
取
り

組
み
は
続
い
て
い
る
。
詳
細
は
別
の

機
会
に
報
告
す
る
（
小
商
工
人
の
負

担
軽
減
を
図
り
共
生
消
費
で
地
域
経

済
活
性
化
を
目
指
す
取
り
組
み
や
、

地
方
自
治
体
協
議
会
に
よ
る
法
改
正

の
早
期
化
を
求
め
る
動
き
等
）。

ン
通
り
で
十
字
に
交
わ
る
太
祖
路
地

区
（
商
業
地
域
・
住
宅
地
域
）
及
び

銀
杏
路
【
写
真
6
】
の
建
物
の
高
さ

制
限
を
緩
和
し
、
地
下
階
の
設
置
を

全
域
で
許
可
し
た
。
ま
た
、
商
業
地

域
の
敷
地
の
最
小
面
積
基
準
を
拡
大

（
土
地
利
用
の
効
率
化
）
し
、
幅

6
m
以
上
の
接
道
条
件
へ
と
緩
和
す

る
こ
と
で
事
業
促
進
を
図
る
。
一
部

の
業
種
制
限
を
維
持
す
る
一
方
で
、

韓
服
レ
ン
タ
ル
店
な
ど
の
規
制
を
撤

韓
屋
と
し
て
再
生
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
に
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、

次
の
通
り
で
あ
る
【
表
5
】。
メ
イ

確
認
さ
れ
た
【
写
真
１
】。
レ
ッ
ド

ゾ
ー
ン
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
に
配

置
さ
れ
て
い
た
人
材
は
、
制
限
時
間

の
夕
方
17
時
以
降
と
朝
10
時
前
は
、

同
ゾ
ー
ン
入
口
の
歩
道
に
配
置
さ

れ
、
入
域
し
よ
う
と
す
る
人
に
声
掛

け
を
し
、
宿
泊
者
か
な
ど
を
個
別
に

確
認
し
て
い
た
。
制
限
時
間
に
お
い

て
は
、
同
ゾ
ー
ン
に
居
住
す
る
住
民

と
家
族
、
知
人
、
同
ゾ
ー
ン
内
の
商

〇
訪
問
時
間
制
限

（
過
怠
料
賦
課
も
可
能
）

〇
利
用
料
の
徴
収

〇
車
両
・
観
光
客
通
行
制
限

（
バ
ス
侵
入
禁
止
等
）
な
ど

　
そ
の
後
、
鍾
路
区
は
条
例
制
定
や

調
査
、
住
民
と
の
協
議
を
経
て
、

2
0
2
4
年
7
月
に
北
村
を
韓
国
国

内
で
初
め
て
「
特
別
管
理
地
域
」
に

指
定
し
た
（「
観
光
振
興
法
」
第
48
条

の
3
及
び
「
ソ
ウ
ル
特
別
市
鍾
路
区

観
光
振
興
条
例
」
第
10
条
に
基
づ

く
）。「
住
民
の
定
住
権
保
護
及
び
正

し
い
観
光
文
化
の
定
着
の
た
め
に
特

別
管
理
地
域
に
指
定
す
る
こ
と
で
、

地
域
住
民
の
生
活
と
の
均
衡
を
図

り
、
地
域
経
済
と
共
存
・
発
展
で
き

る
持
続
可
能
な
観
光
政
策
の
基
盤
を

構
築
す
る
」（
鍾
路
区
、 

2
0
2
4
） 

た
め
に
で
あ
る
。
住
民
の
不
便
水
準

を
考
慮
し
、
範
囲
を
指
定
し
4
つ
に

ゾ
ー
ニ
ン
グ
し
た
【
図
2
】。
同
年
10

月
に
条
例
を
一
部
改
正
し
、
観
光
客

止
し
小
商
工
人
に
よ
る
地
域
商
圏
の

保
護
を
目
指
す
聖
水
洞
で
あ
る
。
3

つ
目
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
、

維
持
発
展
の
た
め
に
景
観
や
業
種
、

販
売
品
目
等
に
制
限
を
課
し
て
き
た

が
、
住
民
生
活
や
観
光
の
ト
レ
ン
ド

に
応
じ
て
制
限
を
緩
和
す
る
方
向
に

動
い
て
い
る
全
州
韓
屋
村
で
あ
る
。

北
村
の
状
況
（
2
0
1
8
年
以
前
）
や

本
稿
で
一
部
扱
う
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
ツ
ー
リ
ス
テ
ィ

フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン（T

ouristification

）

に
つ
い
て
は
、『
観
光
文
化
2
4
0
号
』

で
金（
2
0
1
9
）に
よ
り
既
に
報
告

さ
れ
て
い
る
の
で
そ
ち
ら
を
参
照
さ

れ
た
い
。

　
以
降
で
は
、文
献
調
査
に
加
え
て
、

2
0
2
4
年
度
に
現
地
を
視
察
し
た

結
果
も
含
め
て
報
告
す
る
（
本
号
で

は
一
部
の
み
）。

鍾
路
区
北
村

―
地
元
住
民
の

定
住
権
の
保
護

　
　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
北
村
は
、
ソ
ウ
ル
都
心
部
北
側
の

高
台
に
位
置
し
、
伝
統
的
な
家
屋
で

あ
る
韓
屋
が
立
ち
並
ぶ
地
区
で
あ

る
。
住
居
地
域
で
あ
る
同
地
区
は
、

が
上
回
り
人
口
流
出
が
続
く
中
で
、

地
元
住
民
の
定
住
権
を
い
か
に
保
護

す
る
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
鍾
路
区
は
、
2
0
1
3
年
に
観
光

客
に
静
粛
を
促
す
取
組
等
を
開
始

は
じ
め
に

　
本
稿
で
は
、
持
続
可
能
な
地
域
の

た
め
の
観
光
と
い
う
観
点
か
ら
、
韓

国
の
3
つ
の
地
区
（
ソ
ウ
ル
特
別
市

鍾
路
区
北
村
韓
屋
村
、
同
市
城
東
区

聖
水
洞
、
全
州
市
全
州
韓
屋
村
）
の

法
制
度
に
基
づ
く
観
光
関
連
政
策
に

つ
い
て
報
告
す
る
【
表
1
】。
今
回
、

韓
国
の
同
地
区
を
調
査
研
究
対
象
と

し
た
理
由
は
、次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
第
一
に
、
韓
国
は
観
光
需
要
の
高

ま
り
や
観
光
事
業
活
動
に
伴
う
住
商

環
境
の
変
化
に
対
し
て
、
日
本
よ
り

踏
み
込
ん
だ
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

日
本
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
問
題

の
捉
え
方
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍

前
か
ら
「
観
光
客
の
急
増
に
よ
る
混

雑
や
マ
ナ
ー
問
題
に
回
収
さ
れ
が

ち
」※
1
と
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、

現
在
は
日
本
に
お
い
て
も
一
部
の
地

に
お
い
て
、
観
光
の
「
量
」
や
「
質
」

の
み
な
ら
ず
、「
変
化
速
度
」
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
が
意
識
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
垣
間
見
え
る
。
ま
ち
は
生
き
物

で
あ
り
変
化
自
体
は
当
然
起
こ
り
う

る
も
の
だ
が
、
急
激
な
変
化
に
対
し

て
そ
の
受
容
者
が
耐
え
得
る
水
準
の

進
行
と
な
る
よ
う
調
査
を
実
施
し
、

策
を
講
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
文
化

の
観
光
活
用
と
い
う
文
脈
だ
け
で
は

な
く
、
観
光
客
、
住
民
な
ど
様
々
な

利
害
関
係
者
の
相
互
理
解
に
基
づ
く

「
観
光
文
化
」
の
育
成
・
定
着
が
目

指
さ
れ
て
い
る
。

　
本
稿
で
扱
う
3
地
区
の
概
要
は
次

の
通
り
【
表
１
】。
最
初
の
2
つ
は

ソ
ウ
ル
特
別
市
に
位
置
す
る
。
伝
統

的
な
韓
屋
で
構
成
さ
れ
る
住
居
地
域

で
、
地
元
住
民
の
定
住
権
保
護
を
目

指
す
北
村
韓
屋
村
と
、
賃
料
が
急
騰

す
る
中
で
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
（G

en
trificatio

n

）
を
防

域
で
住
民
の
住
宅
確
保
問
題
な
ど
が

報
じ
ら
れ
る
な
ど
、
新
た
な
局
面
が

見
受
け
ら
れ
る
。
韓
国
で
は
、
地
元

住
民
や
地
場
の
商
人
、
賃
借
人
の
非

自
発
的
な
転
出
を
防
ぎ
、
生
活
と
観

光
の
共
存
を
図
る
対
策
や
産
業
集
積

の
質
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
等
を
早
く
か

ら
講
じ
て
い
る
（
も
ち
ろ
ん
問
題
と

な
る
現
象
が
実
際
に
発
生
し
、
顕
在

化
し
て
い
た
と
い
う
側
面
が
あ
る
）。

　
第
二
に
、
韓
国
で
は
高
ま
る
観
光

需
要
に
対
し
て
、
先
制
的
ま
た
は
段

階
的
に
、
条
例
や
法
律
の
も
と
で
抑

制
や
共
生
の
た
め
新
た
な
策
を
導
入

す
る
地
域
と
と
も
に
、
観
光
旅
行
市

場
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
に
緩
和

措
置
を
行
う
地
域
事
例
も
確
認
さ
れ

る
。
変
化
す
る
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
や

今
後
を
見
据
え
て
生
活
と
観
光
を
ど

う
共
存
さ
せ
て
い
く
の
か
の
参
考
と

な
る
。

　
第
三
に
、
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

廃
し
た
。
さ
ら
に
、
食
品
の
販
売
品

目
制
限
を
廃
止
し
、
外
国
料
理
な
ど

の
幅
広
い
飲
食
業
を
認
め
た
【
表

6
】。
観
光
客
の
食
体
験
へ
の
ニ
ー

ズ
の
高
ま
り
を
受
け
て
規
制
を
緩
和

し
、
多
様
な
グ
ル
メ
の
提
供
な
ど
を

通
じ
て
滞
在
型
へ
と
転
換
し
よ
う
と

し
て
い
る
※
12
。

　
全
州
市
全
体
と
し
て
も
年
間
観
光

客
数
の
増
加
を
受
け
て
、
国
際
的
な

地
位
に
見
合
っ
た
観
光
都
市
の
骨
格

を
形
成
す
る
方
向
に
動
い
て
い
る
。

お
わ
り
に

　
本
稿
で
取
り
上
げ
た
3
地
区
の
観

光
政
策
事
例
の
よ
う
に
、
地
域
住
民

の
生
活
の
保
護
と
観
光
の
共
存
を
図

る
た
め
の
法
的
措
置
や
政
策
展
開

は
、
持
続
可
能
な
地
域
形
成
を
実
現

し
て
い
く
上
で
重
要
で
あ
る
。
韓
国

で
は
、
観
光
に
よ
る
影
響
を
最
小
化

図 1 調査を踏まえて提唱された戦略モデル

表 1 対象地区での観光関連政策表 2 韓国の観光振興法 第48条の3(持続可能な観光活性化)

決
意
を
感
じ
る
。

　
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
及
び
イ
エ
ロ
ー

ゾ
ー
ン
に
は
、
管
理
人
材
が
配
置
さ

れ
て
い
た
（
人
材
配
置
自
体
は
今
回

の
指
定
以
前
よ
り
実
施
、
3
月
か
ら

は
過
怠
料
取
締
を
専
門
で
担
当
す
る

公
務
員
「
北
村
保
安
官
」
が
配
置
）。

訪
問
者
の
望
ま
し
く
な
い
行
為
に
対

し
て
は
、管
理
人
材
が
声
掛
け
を
し
、

行
動
の
変
更
を
指
示
し
て
い
る
の
が

店
利
用
客
、
商
人
、
宿
泊
客
、
な
ど

は
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
へ
の
出
入
り
が
許

可
さ
れ
る
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
、
関
係
者
や

研
究
者
か
ら
は
、
同
地
区
で
宿
泊
可

能
な
韓
屋
ス
テ
イ
の
問
題
（
法
人
運

営
や
深
夜
の
騒
音
※
3 

、
商
業
と
の

共
生
の
点
か
ら
季
節
に
応
じ
た
弾
力

的
な
制
限
時
間
の
設
定
※
4 

な
ど
が

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
住
民
保
護
と
商

圏
安
定
の
バ
ラ
ン
ス
を
模
索
す
る
動

き
は
続
く
。

城
東
区
聖
水
洞

―
先
制
的
対
応
に
よ
る

地
域
商
圏
と

路
地
景
観
の
保
護
　
　

　
聖
水
洞
は
、
ソ
ウ
ル
特
別
市
内
で

急
浮
上
し
た
ホ
ッ
ト
プ
レ
イ
ス
で
あ

る
。
日
本
の
旅
行
雑
誌
等
で
も
近
年

は
注
目
の
観
光
地
と
し
て
紹
介
さ
れ

る
。
同
地
区
は
も
と
も
と
は
準
工
業

地
帯
で
あ
り
、
現
在
は
工
場
等
を
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
施
設
な
ど
多
く

の
事
務
所
が
集
積
し
て
い
る
【
写
真

2
、
3
】。
聖
水
洞
が
位
置
す
る
城

東
区
は
、
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
※
5 

現
象
に
先
制
的
に
対
応

す
る
た
め
に
、
2
0
1
5
年
に
全
国

で
初
め
て
「
持
続
可
能
な
発
展
区
域

制
度
」
を
創
設
し
た
（「
ソ
ウ
ル
特
別

市
城
東
区
地
域
共
同
体
相
互
協
力
及

び
持
続
可
能
な
発
展
区
域
指
定
に
関

す
る
条
例
」）。
都
市
再
生
に
よ
る
事

業
者
等
の
流
入
に
よ
り
、
ま
ち
が
急

激
に
変
化
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

城
東
区
は
、
地
域
商
圏
※
6 

と
聖
水

洞
固
有
の
路
地
文
化
の
均
質
化
を
防

ぎ
保
護
す
る
た
め
に
、
建
物
主
・
賃

借
人
・
城
東
区
の
間
で
の
共
生
協
約

締
結
を
推
奨
し
て
い
る
。
そ
の
他
、

地
区
単
位
計
画
と
連
携
し
た
、
大
企

業
・
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
加
盟
店
の
入

店
制
限
【
表
4
】
や
、
賃
貸

料
安
定
履
行
協
約
を
締
結

し
た
場
合
は
、
建
物
の
新
・

増
築
時
の
容
積
率
の
緩
和

が
可
能
と
な
る
（
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る
代
わ

り
に
、
区
が
賃
貸
料
設
定

権
限
の
一
部
を
持
つ
）。

〈
指
定
区
域
の
拡
大
〉

　
今
回
の
視
察
で
は
、
拡

大
後
の
指
定
区
域
4
地
区

の
う
ち
主
に
2
地
区
（
聖

水
1
街
2
洞
、2
街
3
洞
）

を
視
察
し
た
。
同
制
度
の

③
境
界
段
階
（
不
動
産
価
格
上
昇
）、

④
危
険
段
階
（
副
作
用
の
深
化
）
の

4
段
階
に
分
類
し
て
い
る
。指
標
は
、

人
口
、
世
帯
所
得
、
創
業
・
廃
業
、

営
業
期
間
、フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
企
業
、

流
動
人
口
な
ど
で
、
そ
の
変
数
を
統

合
し
た
総
合
点
で
算
定
す
る
（
変
数

別
に
重
み
づ
け
）。
指
標
値
は
具
体

的
な
基
準
や
公
論
化
が
必
要
な
政
策

で
の
活
用
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
指

標
を
導
入
し
、
地
域
の
変
化
に
即
座

に
対
応
で
き
る
基
盤
づ
く
り
と
各
進

行
段
階
に
応
じ
た
対
応
の
実
施
が
目

指
さ
れ
て
い
る
。

〈
国
レ
ベ
ル
で
の
法
整
備
〉

　
関
連
す
る
国
レ
ベ
ル
の
動
き
と
し

て
二
つ
紹
介
す
る
。
韓
国
は
、

2
0
1
8
年
に
「
商
店
街
建
物
賃
貸

借
保
護
法
」 

を
改
正
し
、
賃
借
人
が

契
約
更
新
要
求
権
を
行
使
で
き
る
賃

貸
借
保
護
期
間
を
5
年
か
ら
10
年
に

拡
大
し
（
同
法
第
10
条
第
2
項
）、
賃

貸
料
引
き
上
げ
率
の
上
限
を
9
％
か

ら
5
％
へ
と
引
き
下
げ
る
下
方
調
整

を
行
っ
た
（
同
法
施
行
令
第
4
条
）。

　
ま
た
、
城
東
区
独
自
の
政
策
「
持

続
可
能
な
発
展
区
域
」
指
定
は
、
現

在
は
、
2
0
2
1
年
に
国
が
制
定
し

た
「
地
域
商
圏
共
生
お
よ
び
活
性
化

に
関
す
る
法
律
（
略
称
：
地
域
商
圏

法
）」 

に
基
づ
く
措
置
と
な
っ
て
い

る
。
同
法
は
個
別
店
舗
で
は
な
く
商

圏
単
位
で
の
支
援
の
た
め
に
設
け
ら

し
、
2
0
1
7
年
に
調
査
【
図
１
】

を
行
っ
た
上
で
、2
0
1
8
年
に
は
、

ソ
ウ
ル
特
別
市
と
鍾
路
区
は
「
北
村

住
民
被
害
最
小
化
の
た
め
の
8
大
対

策
推
進
」を
発
表
し
た
※
2
。し
か
し
、

対
策
実
施
後
も
法
的
根
拠
不
在
で
実

効
性
の
な
い
状
態
が
続
い
た
こ
と
か

ら
、
鍾
路
区
は
、
次
な
る
段
階
と
し

て
住
民
の
定
住
権
保
護
の
観
点
か
ら

国
に
法
改
正
を
提
案
し
た
。
そ
れ
を

受
け
て
、
韓
国
で
は
、
2
0
1
9
年

以
降
、
コ
ロ
ナ
禍
の
最
中
に
「
観
光

観
光
地
化
と
と
も
に
、
騒
音
や
ゴ
ミ

の
ポ
イ
捨
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵

害
、違
法
駐
車
な
ど
が
問
題
と
な
り
、

住
民
の
生
活
環
境
を
脅
か
し
て
い

た
。
同
地
区
で
は
、
転
入
よ
り
転
出

振
興
法
」
の
改
正
を
数
回
行
い
、
法

整
備
を
進
め
た
。
国
の
「
観
光
振
興

法
」
第
48
条
の
3
（
持
続
可
能
な
観

光
活
性
化
）【
表
2
】
で
は
「
特
別
管

理
地
域
」
を
「
収
容
範
囲
を
超
え
た

観
光
客
の
訪
問
で
自
然
環
境
が
損
な

わ
れ
た
り
、
住
民
の
平
穏
な
生
活
環

境
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
管
理

す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
地

域
」
と
定
義
し
た
。
そ
し
て
、
自
治

体
は
同
法
に
基
づ
き
条
例
で
次
の
事

項
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

条例・計画(一部)
最新の改正・変更のみ
を記載

対象

テーマ

本稿で扱う内容

根拠法（略称）

関連情報（同地区内外）

し
つ
つ
、
地
域
の
個
性
や
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
守
り
な
が
ら
適
切
に
活

用
す
る
た
め
の
取
り
組
み
が
進
め
ら

れ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
地
元
住
民
、

商
人
、
観
光
客
が
共
存
す
る
、
生
態

系
と
し
て
の
調
和
を
保
つ
仕
組
み
構

築
へ
の
挑
戦
で
あ
り
、
産
業
集
積
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
そ
の
一
つ
で
あ

る
。
外
か
ら
取
り
入
れ
る
活
力
を
見

極
め
、
望
ま
し
い
共
生
の
あ
り
方
を

描
く
こ
と
が
必
要
だ
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
事
例
は
、
観
光

の
量
や
質
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
だ
け
で

な
く
、
地
域
の
変
化
速
度
の
調
整
が

持
続
可
能
な
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
お
い
て
鍵
を
握
る
こ
と
を
示
唆
し

て
い
る
。
日
本
国
内
に
お
い
て
も
、

観
光
が
地
域
社
会
や
住
民
生
活
に
及

ぼ
す
影
響
を
時
間
軸
で
捉
え
た
政
策

の
策
定
、実
施
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
韓
国
の
経
験
か
ら
学
び

つ
つ
も
、
日
本
の
地
域
特
性
や
文
化

的
文
脈
、
社
会
的
状
況
（
人
口
減
少
、

高
齢
化
社
会
の
進
行
、
空
き
家
の
増

加
等
）
を
踏
ま
え
た
観
光
政
策
を
模

索
し
、
生
活
と
観
光
が
共
に
息
づ
く

持
続
可
能
な
地
域
の
形
成
を
目
指
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
え

よ
う
。
本
稿
が
そ
の
一
助
と
な
れ
ば

幸
い
で
あ
る
。

の
訪
問
時
間
制
限
（
2
0
2
5
年
３

月
導
入
）
と
観
光
バ
ス
通
行
制
限

（
2
0
2
6
年
１
月
導
入
）
を
行
う

【
表
3
】。
違
反
し
た
場
合
、
実
際
に

過
料
が
科
せ
ら
れ
る
（
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
基
づ
く
）。
な
お
、
利
用
料
の
徴

収
は
今
回
は
行
わ
れ
な
い
。

　
訪
問
時
間
制
限
に
つ
い
て
は
、

2
0
2
4
年
11
月
よ
り
周
知
・
啓
発

を
開
始
し
た
。
今
回
の
視
察
で
は
、

制
限
エ
リ
ア
内
で
の
周
知
お
よ
び
運

用
状
況
を
時
間
帯
を
変
え
て
確
認
し

た
。レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
、イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー

ン
及
び
そ
の
周
辺
道
路
に
は
、
多
種

多
様
な
告
知
の
た
め
の
案
内
板
が
非

常
に
多
く
設
置
さ
れ
て
い
た
。
訪
問

者
に
『
気
づ
か
な
か
っ
た
』『
知
ら
な

か
っ
た
』
と
は
言
わ
せ
な
い
ほ
ど
、

目
に
留
ま
る
形
で
設
置
さ
れ
て
お

り
、
従
前
よ
り
問
題
解
決
へ
の
強
い

全
州
韓
屋
村

―
観
光
ト
レ
ン
ド
を

踏
ま
え
た

規
制
と
緩
和
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    

　
　

　
全
州
韓
屋
村
は
、
韓
国
の
伝
統
建

築
で
あ
る
韓
屋
が
国
内
最
大
規
模
で

群
落
を
為
す
地
域
【
写
真
5
】
で
あ

り
、
歴
史
的
建
造
物
の
保
存
や
伝
統

文
化
の
継
承
が
重
要
視
さ
れ
る
地
域

で
あ
る
。こ
の
地
区
は
城
郭
都
市（
邑

城
）
の
外
側
に
位
置
し
、
近
代
以
降

に
形
成
さ
れ
た
住
宅
地
で
あ
る
※
9
。

2
0
0
0
年
代
以
降
に
観
光
客
数
の

大
幅
な
増
加
と
商
業
施
設
比
率
の
高

ま
り
と
い
う
急
成
長
に
直
面
し
た
全

州
市
は
、
地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
確
立
と
発
展
を
目
的
と
し
て
、
住

民
の
定
住
条
件
や
観
光
客
の
収
容
態

勢
の
改
善
に
資
す
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
き
た
。
景
観
規
制
や
商
業
化

の
抑
制
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

2
0
1
1
年
以
降
に
建
築
物
の
高
さ

や
階
数
の
制
限
を
強
化
※
10 

し
、
フ

ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
店
舗
や
フ
ァ
ー
ス
ト

フ
ー
ド
店
の
進
出
や
業
種
・
販
売
品

目
の
制
限
を
実
施
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

前
の
2
0
1
9
年
に
は
、
韓
服
レ
ン

タ
ル
店
な
ど
の
既
存
貸
与
業
を
制
限

す
る
規
定
※
11
を
設
け
た
。
も
と
も

と
住
宅
地
と
し
て
の
機
能
を
持
つ
地

区
に
お
い
て
、
非
住
居
建
築
物
（
住

居
複
合
建
築
物
を
含
む
）
の
比
率
が

増
加
す
る
中
で
、
韓
屋
村
に
合
っ
た

伝
統
的
な
活
動
が
行
わ
れ
且
つ
一
部

の
業
態
が
集
中
・
固
着
し
な
い
よ
う
、

産
業
集
積
の
質
を
問
い
、
そ
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
き
た
。

　
近
年
は
、
観
光
の
ト
レ
ン
ド
の
変

化
を
踏
ま
え
、
国
際
観
光
都
市
と
な

る
た
め
に
規
制
緩
和
へ
と
舵
を
切
っ

て
い
る
。
全
州
市
は
、
2
0
2
3
年

全州 韓屋村
（全州市［全北特別自治道］）

城東区聖水洞
（ソウル特別市）

ソンドング ソンスドン

鍾路区北村韓屋村
（ソウル特別市）

事
例
・
1

●
法
的
根
拠
を
有
す
る

実
効
性
を
伴
う
対
応
へ
の
移
行

自
主
研
究
報
告
こ
れ
か
ら
の

観
光
政
策
に
関
す
る
研
究
2
0
2
4
、

責
任
あ
る
観
光
に
関
す
る
研
究
2
0
2
4
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出典：ソウル特別市WEBページ「プクチョン(北村)特
別管理地域における観光客の訪問制限のご案内
(2024年11月～)」（日本語）
https://japanese.seoul.go.kr/
%E3%83%97%E3%82%AF%E3%83%8
1%E3%83%A7%E3%83%B3%E5%8C%
97%E6%9D%91%E7%89%B9%E5%88
%A5%E7%AE%A1%E7%90%86%E5%9
C%B0%E5%9F%9F%E3%81%AB%E3%
81%8A%E3%81%91%E3%82%8B%E8
%A6%B3%E5%85%89%E5%AE%A2%E
3%81%AE%E8%A8%AA/

出典：ソウル特別市WEBページ「プクチョン(北村)特別管理地域における観光客の訪問制限のご案内(2024年11月～)」
（日本語）https://japanese.seoul.go.kr/%E3%83%97%E3%82%AF%E3%83%81%E3%83%A7%E3%83%B3%
E5%8C%97%E6%9D%91%E7%89%B9%E5%88%A5%E7%AE%A1%E7%90%86%E5%9C%B0%E5%9F%
9F%E3%81%AB%E3%81%8A%E3%81%91%E3%82%8B%E8%A6%B3%E5%85%89%E5%AE%A2%E3%
81%AE%E8%A8%AA/
鍾路区庁（2024）：鍾路区報 第1735号 2024. 6. 28.(金) 鍾路区北村特別管理地域指定告示
https://www.jongno.go.kr/prevhtml/skin/doc.html?fn=-
FILE_202406280759071110&rs=/prevhtml/bbs/FILE_000000000197263

出典：「ソウル特別市城東区地域共同体相互協力及び持続可能発展区域指定に関する条例」
https://www.law.go.kr/ordinInfoP.do?ordinSeq=1765573&chrClsC-
d=010202&gubun=ELIS&nwYn=Y&conDatGubunCd=undefined
及び「城東安心商店街 入居/施設案内 入居手続き」より筆者翻訳、作成
https://www.sd.go.kr/main/contents.do?key=1749&

イエローゾーン
〈一箇所〉

オレンジゾーン
〈二箇所〉

観光バス
通行制限区域

レッドゾーン
〈一箇所〉

施行中
2024年10月以降

施行中
2024年10月以降

2025年7月1日~
2025年12月31日

2026年1月1日

2025年3月1日

2024年11月1日~
2025年2月28日

実施区域 実施内容 周知・啓発期間
施行日

に
「
全
州
伝
統
文
化
地
域
地
区
単
位

計
画
」
の
変
更
決
定
を
告
示
し
た
。

住
民
の
実
生
活
を
守
つ
つ
、
都
市
型

効
果
は
、
現
地
を
訪
問
し
て
も
目

視
で
確
認
で
き
る
も
の
で
は
な
い

が
、
現
地
の
活
況
は
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

に
18
棟
確
保
さ
れ
た
公
共
安
心
商

店
街
の
一
部
も
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
た
【
写
真
4
】。

　
城
東
区
の
調
べ
に
よ
る
と
、
城
東

地
域
商
店
街
の
2
0
2
3
年
の
賃
料

は
42
％
上
昇
（
2
0
2
0
年
比
）
と

ソ
ウ
ル
市
内
で
最
も
高
い
上
昇
率
で

あ
っ
た
※
7
。
こ
れ
を
受
け
て
城
東

区
は
2
0
2
3
年
8
月
に
指
定
区
域

を
既
存
の
25
万
9
5
1
8
㎡
か
ら

2
2
5
万
4
7
0
㎡
と
8
・
6
倍
に

拡
大
し
た
（
一
部
、
聖
水
戦
略
整
備

区
域
な
ど
は
除
く
）。
こ
れ
は
、
独

自
政
策
の
効
果
を
調
査
・
検
証
し
、

ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
進

行
段
階
を
診
断
し
た
上
で
講
じ
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。

〈
対
策
の
効
果
〉

　
城
東
区
が
2
0
2
1
年
に
行
っ
た

調
査
研
究
結
果
に
よ
る
と
、
持
続
可

能
な
発
展
区
域
の
聖
水
洞
カ
フ
ェ
通

り
に
あ
り
共
生
協
約
を
締
結
し
た
商

店
の
場
合
、
平
均
営
業
期
間
は
79
ヶ

月
で
あ
っ
た
（
締
結
し
て
い
な
い
店

舗
は
平
均
52
ヶ
月
）。
賃
貸
料
の
引

き
上
げ
率
は
、
共
生
協
約
を
締
結
し

た
場
合
2
・
49
％
（
締
結
し
て
い
な

い
店
舗
は
2
・
85
％
）で
あ
っ
た
※
8
。

　
指
定
区
域
の
拡
大
に
あ
た
っ
て
は
、

独
自
調
査
に
加
え
て
、
国
土
研
究
院

が
2
0
1
8
年
に
開
発
し
た
指
標（
イ

他
、
2
0
1
8
）
を
用
い
て
、
城
東

区
は
年
度
別
進
行
段
階
を
分
析
し
、

先
制
的
対
応
を
行
っ
た
。
調
査
の
結

果
、
聖
水
洞
は
、
注
意
段
階
お
よ
び

境
界
段
階
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
っ

た
※
7
。
国
土
研
究
院
の
研
究
で
は
、

ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
現
象

の
進
行
段
階
を
、①
初
期
段
階
（
問

題
発
生
以
前
）、②
注
意
段
階
（
政
策

推
進
に
伴
う
地
域
活
性
化
の
進
行
）、

れ
た
、韓
国
で
は
初
め
て
の
法
律
で
、

地
域
商
圏
の
埋
没
防
止
の
た
め
に
、

商
圏
の
特
性
に
応
じ
て
「
地
域
共
生

区
域
」
と
「
自
律
商
圏
区
域
」
を
指

定
で
き
る
。

　
最
後
に
、
城
東
区
の
同
政
策
に
関

す
る
コ
ロ
ナ
禍
前
を
対
象
と
し
た
研

究（
チ
ョ
他
、2
0
2
0
）は
、城
東
区

が
持
続
可
能
な
発
展
区
域
に
指
定
し

た
時
点
で
、
商
業
化
が
既
に
進
ん
で

い
た
こ
と
、
そ
の
た
め
同
制
度
は
商

業
テ
ナ
ン
ト
と
そ
の
家
賃
安
定
化
に

焦
点
を
当
て
て
お
り
、居
住
空
間（
賃

貸
住
宅
な
ど
）
で
暮
ら
す
住
民
の
立

ち
退
き
問
題
や
工
場
・
製
造
業
を
営

む
産
業
テ
ナ
ン
ト
の
退
去
と
い
っ
た

非
商
業
空
間
に
お
け
る
変
化
や
被
害

に
は
十
分
に
対
応
し
て
い
な
い
こ
と

を
指
摘
す
る
。

　
現
在
も
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
発

展
を
図
る
と
同
時
に
、
安
定
的
な
営

業
環
境
と
共
生
協
力
の
都
市
生
態
系

の
構
築
を
目
指
す
聖
水
洞
で
の
取
り

組
み
は
続
い
て
い
る
。
詳
細
は
別
の

機
会
に
報
告
す
る
（
小
商
工
人
の
負

担
軽
減
を
図
り
共
生
消
費
で
地
域
経

済
活
性
化
を
目
指
す
取
り
組
み
や
、

地
方
自
治
体
協
議
会
に
よ
る
法
改
正

の
早
期
化
を
求
め
る
動
き
等
）。

ン
通
り
で
十
字
に
交
わ
る
太
祖
路
地

区
（
商
業
地
域
・
住
宅
地
域
）
及
び

銀
杏
路
【
写
真
6
】
の
建
物
の
高
さ

制
限
を
緩
和
し
、
地
下
階
の
設
置
を

全
域
で
許
可
し
た
。
ま
た
、
商
業
地

域
の
敷
地
の
最
小
面
積
基
準
を
拡
大

（
土
地
利
用
の
効
率
化
）
し
、
幅

6
m
以
上
の
接
道
条
件
へ
と
緩
和
す

る
こ
と
で
事
業
促
進
を
図
る
。
一
部

の
業
種
制
限
を
維
持
す
る
一
方
で
、

韓
服
レ
ン
タ
ル
店
な
ど
の
規
制
を
撤

韓
屋
と
し
て
再
生
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
に
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、

次
の
通
り
で
あ
る
【
表
5
】。
メ
イ

確
認
さ
れ
た
【
写
真
１
】。
レ
ッ
ド

ゾ
ー
ン
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
に
配

置
さ
れ
て
い
た
人
材
は
、
制
限
時
間

の
夕
方
17
時
以
降
と
朝
10
時
前
は
、

同
ゾ
ー
ン
入
口
の
歩
道
に
配
置
さ

れ
、
入
域
し
よ
う
と
す
る
人
に
声
掛

け
を
し
、
宿
泊
者
か
な
ど
を
個
別
に

確
認
し
て
い
た
。
制
限
時
間
に
お
い

て
は
、
同
ゾ
ー
ン
に
居
住
す
る
住
民

と
家
族
、
知
人
、
同
ゾ
ー
ン
内
の
商

〇
訪
問
時
間
制
限

（
過
怠
料
賦
課
も
可
能
）

〇
利
用
料
の
徴
収

〇
車
両
・
観
光
客
通
行
制
限

（
バ
ス
侵
入
禁
止
等
）
な
ど

　
そ
の
後
、
鍾
路
区
は
条
例
制
定
や

調
査
、
住
民
と
の
協
議
を
経
て
、

2
0
2
4
年
7
月
に
北
村
を
韓
国
国

内
で
初
め
て
「
特
別
管
理
地
域
」
に

指
定
し
た
（「
観
光
振
興
法
」
第
48
条

の
3
及
び
「
ソ
ウ
ル
特
別
市
鍾
路
区

観
光
振
興
条
例
」
第
10
条
に
基
づ

く
）。「
住
民
の
定
住
権
保
護
及
び
正

し
い
観
光
文
化
の
定
着
の
た
め
に
特

別
管
理
地
域
に
指
定
す
る
こ
と
で
、

地
域
住
民
の
生
活
と
の
均
衡
を
図

り
、
地
域
経
済
と
共
存
・
発
展
で
き

る
持
続
可
能
な
観
光
政
策
の
基
盤
を

構
築
す
る
」（
鍾
路
区
、 

2
0
2
4
） 

た
め
に
で
あ
る
。
住
民
の
不
便
水
準

を
考
慮
し
、
範
囲
を
指
定
し
4
つ
に

ゾ
ー
ニ
ン
グ
し
た
【
図
2
】。
同
年
10

月
に
条
例
を
一
部
改
正
し
、
観
光
客

止
し
小
商
工
人
に
よ
る
地
域
商
圏
の

保
護
を
目
指
す
聖
水
洞
で
あ
る
。
3

つ
目
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
、

維
持
発
展
の
た
め
に
景
観
や
業
種
、

販
売
品
目
等
に
制
限
を
課
し
て
き
た

が
、
住
民
生
活
や
観
光
の
ト
レ
ン
ド

に
応
じ
て
制
限
を
緩
和
す
る
方
向
に

動
い
て
い
る
全
州
韓
屋
村
で
あ
る
。

北
村
の
状
況
（
2
0
1
8
年
以
前
）
や

本
稿
で
一
部
扱
う
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
ツ
ー
リ
ス
テ
ィ

フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン（T

ouristification

）

に
つ
い
て
は
、『
観
光
文
化
2
4
0
号
』

で
金（
2
0
1
9
）に
よ
り
既
に
報
告

さ
れ
て
い
る
の
で
そ
ち
ら
を
参
照
さ

れ
た
い
。

　
以
降
で
は
、文
献
調
査
に
加
え
て
、

2
0
2
4
年
度
に
現
地
を
視
察
し
た

結
果
も
含
め
て
報
告
す
る
（
本
号
で

は
一
部
の
み
）。

鍾
路
区
北
村

―
地
元
住
民
の

定
住
権
の
保
護

　
　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
北
村
は
、
ソ
ウ
ル
都
心
部
北
側
の

高
台
に
位
置
し
、
伝
統
的
な
家
屋
で

あ
る
韓
屋
が
立
ち
並
ぶ
地
区
で
あ

る
。
住
居
地
域
で
あ
る
同
地
区
は
、

が
上
回
り
人
口
流
出
が
続
く
中
で
、

地
元
住
民
の
定
住
権
を
い
か
に
保
護

す
る
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
鍾
路
区
は
、
2
0
1
3
年
に
観
光

客
に
静
粛
を
促
す
取
組
等
を
開
始

は
じ
め
に

　
本
稿
で
は
、
持
続
可
能
な
地
域
の

た
め
の
観
光
と
い
う
観
点
か
ら
、
韓

国
の
3
つ
の
地
区
（
ソ
ウ
ル
特
別
市

鍾
路
区
北
村
韓
屋
村
、
同
市
城
東
区

聖
水
洞
、
全
州
市
全
州
韓
屋
村
）
の

法
制
度
に
基
づ
く
観
光
関
連
政
策
に

つ
い
て
報
告
す
る
【
表
1
】。
今
回
、

韓
国
の
同
地
区
を
調
査
研
究
対
象
と

し
た
理
由
は
、次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
第
一
に
、
韓
国
は
観
光
需
要
の
高

ま
り
や
観
光
事
業
活
動
に
伴
う
住
商

環
境
の
変
化
に
対
し
て
、
日
本
よ
り

踏
み
込
ん
だ
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

日
本
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
問
題

の
捉
え
方
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍

前
か
ら
「
観
光
客
の
急
増
に
よ
る
混

雑
や
マ
ナ
ー
問
題
に
回
収
さ
れ
が

ち
」※
1
と
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、

現
在
は
日
本
に
お
い
て
も
一
部
の
地

に
お
い
て
、
観
光
の
「
量
」
や
「
質
」

の
み
な
ら
ず
、「
変
化
速
度
」
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
が
意
識
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
垣
間
見
え
る
。
ま
ち
は
生
き
物

で
あ
り
変
化
自
体
は
当
然
起
こ
り
う

る
も
の
だ
が
、
急
激
な
変
化
に
対
し

て
そ
の
受
容
者
が
耐
え
得
る
水
準
の

進
行
と
な
る
よ
う
調
査
を
実
施
し
、

策
を
講
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
文
化

の
観
光
活
用
と
い
う
文
脈
だ
け
で
は

な
く
、
観
光
客
、
住
民
な
ど
様
々
な

利
害
関
係
者
の
相
互
理
解
に
基
づ
く

「
観
光
文
化
」
の
育
成
・
定
着
が
目

指
さ
れ
て
い
る
。

　
本
稿
で
扱
う
3
地
区
の
概
要
は
次

の
通
り
【
表
１
】。
最
初
の
2
つ
は

ソ
ウ
ル
特
別
市
に
位
置
す
る
。
伝
統

的
な
韓
屋
で
構
成
さ
れ
る
住
居
地
域

で
、
地
元
住
民
の
定
住
権
保
護
を
目

指
す
北
村
韓
屋
村
と
、
賃
料
が
急
騰

す
る
中
で
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
（G

en
trificatio

n

）
を
防

域
で
住
民
の
住
宅
確
保
問
題
な
ど
が

報
じ
ら
れ
る
な
ど
、
新
た
な
局
面
が

見
受
け
ら
れ
る
。
韓
国
で
は
、
地
元

住
民
や
地
場
の
商
人
、
賃
借
人
の
非

自
発
的
な
転
出
を
防
ぎ
、
生
活
と
観

光
の
共
存
を
図
る
対
策
や
産
業
集
積

の
質
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
等
を
早
く
か

ら
講
じ
て
い
る
（
も
ち
ろ
ん
問
題
と

な
る
現
象
が
実
際
に
発
生
し
、
顕
在

化
し
て
い
た
と
い
う
側
面
が
あ
る
）。

　
第
二
に
、
韓
国
で
は
高
ま
る
観
光

需
要
に
対
し
て
、
先
制
的
ま
た
は
段

階
的
に
、
条
例
や
法
律
の
も
と
で
抑

制
や
共
生
の
た
め
新
た
な
策
を
導
入

す
る
地
域
と
と
も
に
、
観
光
旅
行
市

場
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
に
緩
和

措
置
を
行
う
地
域
事
例
も
確
認
さ
れ

る
。
変
化
す
る
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
や

今
後
を
見
据
え
て
生
活
と
観
光
を
ど

う
共
存
さ
せ
て
い
く
の
か
の
参
考
と

な
る
。

　
第
三
に
、
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

廃
し
た
。
さ
ら
に
、
食
品
の
販
売
品

目
制
限
を
廃
止
し
、
外
国
料
理
な
ど

の
幅
広
い
飲
食
業
を
認
め
た
【
表

6
】。
観
光
客
の
食
体
験
へ
の
ニ
ー

ズ
の
高
ま
り
を
受
け
て
規
制
を
緩
和

し
、
多
様
な
グ
ル
メ
の
提
供
な
ど
を

通
じ
て
滞
在
型
へ
と
転
換
し
よ
う
と

し
て
い
る
※
12
。

　
全
州
市
全
体
と
し
て
も
年
間
観
光

客
数
の
増
加
を
受
け
て
、
国
際
的
な

地
位
に
見
合
っ
た
観
光
都
市
の
骨
格

を
形
成
す
る
方
向
に
動
い
て
い
る
。

お
わ
り
に

　
本
稿
で
取
り
上
げ
た
3
地
区
の
観

光
政
策
事
例
の
よ
う
に
、
地
域
住
民

の
生
活
の
保
護
と
観
光
の
共
存
を
図

る
た
め
の
法
的
措
置
や
政
策
展
開

は
、
持
続
可
能
な
地
域
形
成
を
実
現

し
て
い
く
上
で
重
要
で
あ
る
。
韓
国

で
は
、
観
光
に
よ
る
影
響
を
最
小
化

表 3 各区域での実施内容

表 4 公共安心商店街の入居条件

図 2 北村特別管理地域の
指定範囲とゾーニング

決
意
を
感
じ
る
。

　
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
及
び
イ
エ
ロ
ー

ゾ
ー
ン
に
は
、
管
理
人
材
が
配
置
さ

れ
て
い
た
（
人
材
配
置
自
体
は
今
回

の
指
定
以
前
よ
り
実
施
、
3
月
か
ら

は
過
怠
料
取
締
を
専
門
で
担
当
す
る

公
務
員
「
北
村
保
安
官
」
が
配
置
）。

訪
問
者
の
望
ま
し
く
な
い
行
為
に
対

し
て
は
、管
理
人
材
が
声
掛
け
を
し
、

行
動
の
変
更
を
指
示
し
て
い
る
の
が

店
利
用
客
、
商
人
、
宿
泊
客
、
な
ど

は
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
へ
の
出
入
り
が
許

可
さ
れ
る
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
、
関
係
者
や

研
究
者
か
ら
は
、
同
地
区
で
宿
泊
可

能
な
韓
屋
ス
テ
イ
の
問
題
（
法
人
運

営
や
深
夜
の
騒
音
※
3 

、
商
業
と
の

共
生
の
点
か
ら
季
節
に
応
じ
た
弾
力

的
な
制
限
時
間
の
設
定
※
4 

な
ど
が

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
住
民
保
護
と
商

圏
安
定
の
バ
ラ
ン
ス
を
模
索
す
る
動

き
は
続
く
。

城
東
区
聖
水
洞

―
先
制
的
対
応
に
よ
る

地
域
商
圏
と

路
地
景
観
の
保
護
　
　

　
聖
水
洞
は
、
ソ
ウ
ル
特
別
市
内
で

急
浮
上
し
た
ホ
ッ
ト
プ
レ
イ
ス
で
あ

る
。
日
本
の
旅
行
雑
誌
等
で
も
近
年

は
注
目
の
観
光
地
と
し
て
紹
介
さ
れ

る
。
同
地
区
は
も
と
も
と
は
準
工
業

地
帯
で
あ
り
、
現
在
は
工
場
等
を
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
施
設
な
ど
多
く

の
事
務
所
が
集
積
し
て
い
る
【
写
真

2
、
3
】。
聖
水
洞
が
位
置
す
る
城

東
区
は
、
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
※
5 

現
象
に
先
制
的
に
対
応

す
る
た
め
に
、
2
0
1
5
年
に
全
国

で
初
め
て
「
持
続
可
能
な
発
展
区
域

制
度
」
を
創
設
し
た
（「
ソ
ウ
ル
特
別

市
城
東
区
地
域
共
同
体
相
互
協
力
及

び
持
続
可
能
な
発
展
区
域
指
定
に
関

す
る
条
例
」）。
都
市
再
生
に
よ
る
事

業
者
等
の
流
入
に
よ
り
、
ま
ち
が
急

激
に
変
化
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

城
東
区
は
、
地
域
商
圏
※
6 

と
聖
水

洞
固
有
の
路
地
文
化
の
均
質
化
を
防

ぎ
保
護
す
る
た
め
に
、
建
物
主
・
賃

借
人
・
城
東
区
の
間
で
の
共
生
協
約

締
結
を
推
奨
し
て
い
る
。
そ
の
他
、

地
区
単
位
計
画
と
連
携
し
た
、
大
企

業
・
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
加
盟
店
の
入

店
制
限
【
表
4
】
や
、
賃
貸

料
安
定
履
行
協
約
を
締
結

し
た
場
合
は
、
建
物
の
新
・

増
築
時
の
容
積
率
の
緩
和

が
可
能
と
な
る
（
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る
代
わ

り
に
、
区
が
賃
貸
料
設
定

権
限
の
一
部
を
持
つ
）。

〈
指
定
区
域
の
拡
大
〉

　
今
回
の
視
察
で
は
、
拡

大
後
の
指
定
区
域
4
地
区

の
う
ち
主
に
2
地
区
（
聖

水
1
街
2
洞
、2
街
3
洞
）

を
視
察
し
た
。
同
制
度
の

③
境
界
段
階
（
不
動
産
価
格
上
昇
）、

④
危
険
段
階
（
副
作
用
の
深
化
）
の

4
段
階
に
分
類
し
て
い
る
。指
標
は
、

人
口
、
世
帯
所
得
、
創
業
・
廃
業
、

営
業
期
間
、フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
企
業
、

流
動
人
口
な
ど
で
、
そ
の
変
数
を
統

合
し
た
総
合
点
で
算
定
す
る
（
変
数

別
に
重
み
づ
け
）。
指
標
値
は
具
体

的
な
基
準
や
公
論
化
が
必
要
な
政
策

で
の
活
用
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
指

標
を
導
入
し
、
地
域
の
変
化
に
即
座

に
対
応
で
き
る
基
盤
づ
く
り
と
各
進

行
段
階
に
応
じ
た
対
応
の
実
施
が
目

指
さ
れ
て
い
る
。

〈
国
レ
ベ
ル
で
の
法
整
備
〉

　
関
連
す
る
国
レ
ベ
ル
の
動
き
と
し

て
二
つ
紹
介
す
る
。
韓
国
は
、

2
0
1
8
年
に
「
商
店
街
建
物
賃
貸

借
保
護
法
」 

を
改
正
し
、
賃
借
人
が

契
約
更
新
要
求
権
を
行
使
で
き
る
賃

貸
借
保
護
期
間
を
5
年
か
ら
10
年
に

拡
大
し
（
同
法
第
10
条
第
2
項
）、
賃

貸
料
引
き
上
げ
率
の
上
限
を
9
％
か

ら
5
％
へ
と
引
き
下
げ
る
下
方
調
整

を
行
っ
た
（
同
法
施
行
令
第
4
条
）。

　
ま
た
、
城
東
区
独
自
の
政
策
「
持

続
可
能
な
発
展
区
域
」
指
定
は
、
現

在
は
、
2
0
2
1
年
に
国
が
制
定
し

た
「
地
域
商
圏
共
生
お
よ
び
活
性
化

に
関
す
る
法
律
（
略
称
：
地
域
商
圏

法
）」 

に
基
づ
く
措
置
と
な
っ
て
い

る
。
同
法
は
個
別
店
舗
で
は
な
く
商

圏
単
位
で
の
支
援
の
た
め
に
設
け
ら

契約期間（第20条および第21条参照）
○5年以内（以後、公共安心商業運営委員会で延長を決定）
申請対象（第20条参照）
○急激な賃料の上昇で追い込まれた商店街の賃借人（テナント）
○社会的経済組織（ソウル特別市城東区社会的経済活性化支援に関する
条例第2条第2号）

○小商工人（小商工人保護及び支援に関する法律第2条の小商工人）
○青年創業者（ソウル特別市城東区に居住する19歳以上39歳以下の予備
創業者または創業者）

○高齢者雇用創出事業者（ソウル特別市城東区に居住する60歳以上の人
の能力と適性に合った仕事を開発して普及）

○共有企業（ソウル特別市城東区共有促進条例第2条3号）
○その他、区庁長が入居が必要と認める事業所又は事務所
制限業種（第18条参照）
住民協議体の同意が必要な企業・事業所（持続可能な発展区域内の地域共
同体の生態系及び地域商圏に重大な被害を与えたり、与えるおそれがある
と認められる企業・事業所の場合）
○大企業（「中小企業基本法」で規定している中小企業の範囲外の企業）
○加盟本部、加盟地域本部、加盟店事業者（フランチャイズ）
○カラオケパブ及び遊興酒店
○ビデオ物鑑賞室
○マッサージ施術所
○その他地域共同体の生態系及び地域商圏の保護を阻害するおそれのあ
る企業・事業所

制限時間に観光客の制限区域内への訪問禁止
●制限区域：北村路11キル一帯約3万4000㎡
●制限時間：17時から翌日10時まで
違反時には過料賦課（10万ウォン)
制限区域内での観光バスの通行禁止
●制限区域：約2.3キロメートルの区間
●制限時間：常時（土日祝日を含む）
違反時には過料賦課（1次違反30万ウォン、
２次違反40万ウォン、３次違反50万ウォン）
集中啓発活動を強化
※住宅と商業が混在したエリア
集中モニタリングによる地域管理を実施
※住民の苦情が増加し始めたエリア

指定区域：北村地区単位計画区域全体（112万㎡）
制限エリア（ゾーニングエリア）：指定区域のうち12万㎡（全体の約10％）

写真１： 
レッドゾーンで
の管理人材の
対応状況（ス
ーツケース持
参者に対して）
注：管理人材のベ
ストの背面には、
訪問制限時間と過
料が表示（2025
年１月撮影）

写真2：聖水洞メイン通りの活況（ソンス駅側）
（2025年１月撮影）

写真3：ソウルの森カフェ通りの風景
（トゥクソム駅・ソウルの森駅側）（2025年１月撮影）

写真4：城東安心商店街ビル
注：城東安心商店街については、次を参照。
https://www.sd.go.kr/main/contents.do?key=1745&
城東安心商店街ビルは、2015年に城東区と民間企業が社会貢献
MOU協約を締結。2017年に着工、2018年に竣工、入居開始。（2025年１月
撮影）

し
、
2
0
1
7
年
に
調
査
【
図
１
】

を
行
っ
た
上
で
、2
0
1
8
年
に
は
、

ソ
ウ
ル
特
別
市
と
鍾
路
区
は
「
北
村

住
民
被
害
最
小
化
の
た
め
の
8
大
対

策
推
進
」を
発
表
し
た
※
2
。し
か
し
、

対
策
実
施
後
も
法
的
根
拠
不
在
で
実

効
性
の
な
い
状
態
が
続
い
た
こ
と
か

ら
、
鍾
路
区
は
、
次
な
る
段
階
と
し

て
住
民
の
定
住
権
保
護
の
観
点
か
ら

国
に
法
改
正
を
提
案
し
た
。
そ
れ
を

受
け
て
、
韓
国
で
は
、
2
0
1
9
年

以
降
、
コ
ロ
ナ
禍
の
最
中
に
「
観
光

観
光
地
化
と
と
も
に
、
騒
音
や
ゴ
ミ

の
ポ
イ
捨
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵

害
、違
法
駐
車
な
ど
が
問
題
と
な
り
、

住
民
の
生
活
環
境
を
脅
か
し
て
い

た
。
同
地
区
で
は
、
転
入
よ
り
転
出

振
興
法
」
の
改
正
を
数
回
行
い
、
法

整
備
を
進
め
た
。
国
の
「
観
光
振
興

法
」
第
48
条
の
3
（
持
続
可
能
な
観

光
活
性
化
）【
表
2
】
で
は
「
特
別
管

理
地
域
」
を
「
収
容
範
囲
を
超
え
た

観
光
客
の
訪
問
で
自
然
環
境
が
損
な

わ
れ
た
り
、
住
民
の
平
穏
な
生
活
環

境
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
管
理

す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
地

域
」
と
定
義
し
た
。
そ
し
て
、
自
治

体
は
同
法
に
基
づ
き
条
例
で
次
の
事

項
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
つ
つ
、
地
域
の
個
性
や
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
守
り
な
が
ら
適
切
に
活

用
す
る
た
め
の
取
り
組
み
が
進
め
ら

れ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
地
元
住
民
、

商
人
、
観
光
客
が
共
存
す
る
、
生
態

系
と
し
て
の
調
和
を
保
つ
仕
組
み
構

築
へ
の
挑
戦
で
あ
り
、
産
業
集
積
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
そ
の
一
つ
で
あ

る
。
外
か
ら
取
り
入
れ
る
活
力
を
見

極
め
、
望
ま
し
い
共
生
の
あ
り
方
を

描
く
こ
と
が
必
要
だ
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
事
例
は
、
観
光

の
量
や
質
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
だ
け
で

な
く
、
地
域
の
変
化
速
度
の
調
整
が

持
続
可
能
な
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
お
い
て
鍵
を
握
る
こ
と
を
示
唆
し

て
い
る
。
日
本
国
内
に
お
い
て
も
、

観
光
が
地
域
社
会
や
住
民
生
活
に
及

ぼ
す
影
響
を
時
間
軸
で
捉
え
た
政
策

の
策
定
、実
施
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
韓
国
の
経
験
か
ら
学
び

つ
つ
も
、
日
本
の
地
域
特
性
や
文
化

的
文
脈
、
社
会
的
状
況
（
人
口
減
少
、

高
齢
化
社
会
の
進
行
、
空
き
家
の
増

加
等
）
を
踏
ま
え
た
観
光
政
策
を
模

索
し
、
生
活
と
観
光
が
共
に
息
づ
く

持
続
可
能
な
地
域
の
形
成
を
目
指
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
え

よ
う
。
本
稿
が
そ
の
一
助
と
な
れ
ば

幸
い
で
あ
る
。

の
訪
問
時
間
制
限
（
2
0
2
5
年
３

月
導
入
）
と
観
光
バ
ス
通
行
制
限

（
2
0
2
6
年
１
月
導
入
）
を
行
う

【
表
3
】。
違
反
し
た
場
合
、
実
際
に

過
料
が
科
せ
ら
れ
る
（
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
基
づ
く
）。
な
お
、
利
用
料
の
徴

収
は
今
回
は
行
わ
れ
な
い
。

　
訪
問
時
間
制
限
に
つ
い
て
は
、

2
0
2
4
年
11
月
よ
り
周
知
・
啓
発

を
開
始
し
た
。
今
回
の
視
察
で
は
、

制
限
エ
リ
ア
内
で
の
周
知
お
よ
び
運

用
状
況
を
時
間
帯
を
変
え
て
確
認
し

た
。レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
、イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー

ン
及
び
そ
の
周
辺
道
路
に
は
、
多
種

多
様
な
告
知
の
た
め
の
案
内
板
が
非

常
に
多
く
設
置
さ
れ
て
い
た
。
訪
問

者
に
『
気
づ
か
な
か
っ
た
』『
知
ら
な

か
っ
た
』
と
は
言
わ
せ
な
い
ほ
ど
、

目
に
留
ま
る
形
で
設
置
さ
れ
て
お

り
、
従
前
よ
り
問
題
解
決
へ
の
強
い

全
州
韓
屋
村

―
観
光
ト
レ
ン
ド
を

踏
ま
え
た

規
制
と
緩
和
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    

　
　

　
全
州
韓
屋
村
は
、
韓
国
の
伝
統
建

築
で
あ
る
韓
屋
が
国
内
最
大
規
模
で

群
落
を
為
す
地
域
【
写
真
5
】
で
あ

り
、
歴
史
的
建
造
物
の
保
存
や
伝
統

文
化
の
継
承
が
重
要
視
さ
れ
る
地
域

で
あ
る
。こ
の
地
区
は
城
郭
都
市（
邑

城
）
の
外
側
に
位
置
し
、
近
代
以
降

に
形
成
さ
れ
た
住
宅
地
で
あ
る
※
9
。

2
0
0
0
年
代
以
降
に
観
光
客
数
の

大
幅
な
増
加
と
商
業
施
設
比
率
の
高

ま
り
と
い
う
急
成
長
に
直
面
し
た
全

州
市
は
、
地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
確
立
と
発
展
を
目
的
と
し
て
、
住

民
の
定
住
条
件
や
観
光
客
の
収
容
態

勢
の
改
善
に
資
す
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
き
た
。
景
観
規
制
や
商
業
化

の
抑
制
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

2
0
1
1
年
以
降
に
建
築
物
の
高
さ

や
階
数
の
制
限
を
強
化
※
10 

し
、
フ

ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
店
舗
や
フ
ァ
ー
ス
ト

フ
ー
ド
店
の
進
出
や
業
種
・
販
売
品

目
の
制
限
を
実
施
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

前
の
2
0
1
9
年
に
は
、
韓
服
レ
ン

タ
ル
店
な
ど
の
既
存
貸
与
業
を
制
限

す
る
規
定
※
11
を
設
け
た
。
も
と
も

と
住
宅
地
と
し
て
の
機
能
を
持
つ
地

区
に
お
い
て
、
非
住
居
建
築
物
（
住

居
複
合
建
築
物
を
含
む
）
の
比
率
が

増
加
す
る
中
で
、
韓
屋
村
に
合
っ
た

伝
統
的
な
活
動
が
行
わ
れ
且
つ
一
部

の
業
態
が
集
中
・
固
着
し
な
い
よ
う
、

産
業
集
積
の
質
を
問
い
、
そ
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
き
た
。

　
近
年
は
、
観
光
の
ト
レ
ン
ド
の
変

化
を
踏
ま
え
、
国
際
観
光
都
市
と
な

る
た
め
に
規
制
緩
和
へ
と
舵
を
切
っ

て
い
る
。
全
州
市
は
、
2
0
2
3
年

事
例
・
2

●
周
知
・
啓
発
の
案
内
や
広
報
、

管
理
人
材
の
配
置

●
持
続
可
能
な
発
展
と

賃
料
の
安
定
化

●
政
策
の
効
果
検
証
、

診
断
結
果
に

基
づ
く
介
入
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出典：ソウル特別市WEBページ「プクチョン(北村)特
別管理地域における観光客の訪問制限のご案内
(2024年11月～)」（日本語）
https://japanese.seoul.go.kr/
%E3%83%97%E3%82%AF%E3%83%8
1%E3%83%A7%E3%83%B3%E5%8C%
97%E6%9D%91%E7%89%B9%E5%88
%A5%E7%AE%A1%E7%90%86%E5%9
C%B0%E5%9F%9F%E3%81%AB%E3%
81%8A%E3%81%91%E3%82%8B%E8
%A6%B3%E5%85%89%E5%AE%A2%E
3%81%AE%E8%A8%AA/

出典：ソウル特別市WEBページ「プクチョン(北村)特別管理地域における観光客の訪問制限のご案内(2024年11月～)」
（日本語）https://japanese.seoul.go.kr/%E3%83%97%E3%82%AF%E3%83%81%E3%83%A7%E3%83%B3%
E5%8C%97%E6%9D%91%E7%89%B9%E5%88%A5%E7%AE%A1%E7%90%86%E5%9C%B0%E5%9F%
9F%E3%81%AB%E3%81%8A%E3%81%91%E3%82%8B%E8%A6%B3%E5%85%89%E5%AE%A2%E3%
81%AE%E8%A8%AA/
鍾路区庁（2024）：鍾路区報 第1735号 2024. 6. 28.(金) 鍾路区北村特別管理地域指定告示
https://www.jongno.go.kr/prevhtml/skin/doc.html?fn=-
FILE_202406280759071110&rs=/prevhtml/bbs/FILE_000000000197263

出典：「ソウル特別市城東区地域共同体相互協力及び持続可能発展区域指定に関する条例」
https://www.law.go.kr/ordinInfoP.do?ordinSeq=1765573&chrClsC-
d=010202&gubun=ELIS&nwYn=Y&conDatGubunCd=undefined
及び「城東安心商店街 入居/施設案内 入居手続き」より筆者翻訳、作成
https://www.sd.go.kr/main/contents.do?key=1749&

イエローゾーン
〈一箇所〉

オレンジゾーン
〈二箇所〉

観光バス
通行制限区域

レッドゾーン
〈一箇所〉

施行中
2024年10月以降

施行中
2024年10月以降

2025年7月1日~
2025年12月31日

2026年1月1日

2025年3月1日

2024年11月1日~
2025年2月28日

実施区域 実施内容 周知・啓発期間
施行日

に
「
全
州
伝
統
文
化
地
域
地
区
単
位

計
画
」
の
変
更
決
定
を
告
示
し
た
。

住
民
の
実
生
活
を
守
つ
つ
、
都
市
型

効
果
は
、
現
地
を
訪
問
し
て
も
目

視
で
確
認
で
き
る
も
の
で
は
な
い

が
、
現
地
の
活
況
は
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

に
18
棟
確
保
さ
れ
た
公
共
安
心
商

店
街
の
一
部
も
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
た
【
写
真
4
】。

　
城
東
区
の
調
べ
に
よ
る
と
、
城
東

地
域
商
店
街
の
2
0
2
3
年
の
賃
料

は
42
％
上
昇
（
2
0
2
0
年
比
）
と

ソ
ウ
ル
市
内
で
最
も
高
い
上
昇
率
で

あ
っ
た
※
7
。
こ
れ
を
受
け
て
城
東

区
は
2
0
2
3
年
8
月
に
指
定
区
域

を
既
存
の
25
万
9
5
1
8
㎡
か
ら

2
2
5
万
4
7
0
㎡
と
8
・
6
倍
に

拡
大
し
た
（
一
部
、
聖
水
戦
略
整
備

区
域
な
ど
は
除
く
）。
こ
れ
は
、
独

自
政
策
の
効
果
を
調
査
・
検
証
し
、

ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
進

行
段
階
を
診
断
し
た
上
で
講
じ
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。

〈
対
策
の
効
果
〉

　
城
東
区
が
2
0
2
1
年
に
行
っ
た

調
査
研
究
結
果
に
よ
る
と
、
持
続
可

能
な
発
展
区
域
の
聖
水
洞
カ
フ
ェ
通

り
に
あ
り
共
生
協
約
を
締
結
し
た
商

店
の
場
合
、
平
均
営
業
期
間
は
79
ヶ

月
で
あ
っ
た
（
締
結
し
て
い
な
い
店

舗
は
平
均
52
ヶ
月
）。
賃
貸
料
の
引
き

上
げ
率
は
、
共
生
協
約
を
締
結
し
た

場
合
は
2
・
49
％
（
締
結
し
て
い
な

い
店
舗
は
2
・
85
％
）
で
あ
っ
た
※
8
。

　
指
定
区
域
の
拡
大
に
あ
た
っ
て
は
、

独
自
調
査
に
加
え
て
、
国
土
研
究
院

が
2
0
1
8
年
に
開
発
し
た
指
標（
イ

他
、
2
0
1
8
）
を
用
い
て
、
城
東

区
は
年
度
別
進
行
段
階
を
分
析
し
、

先
制
的
対
応
を
行
っ
た
。
調
査
の
結

果
、
聖
水
洞
は
、
注
意
段
階
お
よ
び

境
界
段
階
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
っ

た
※
7
。
国
土
研
究
院
の
研
究
で
は
、

ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
現
象

の
進
行
段
階
を
、①
初
期
段
階
（
問

題
発
生
以
前
）、②
注
意
段
階
（
政
策

推
進
に
伴
う
地
域
活
性
化
の
進
行
）、

れ
た
、韓
国
で
は
初
め
て
の
法
律
で
、

地
域
商
圏
の
埋
没
防
止
の
た
め
に
、

商
圏
の
特
性
に
応
じ
て
「
地
域
共
生

区
域
」
と
「
自
律
商
圏
区
域
」
を
指

定
で
き
る
。

　
最
後
に
、
城
東
区
の
同
政
策
に
関

す
る
コ
ロ
ナ
禍
前
を
対
象
と
し
た
研

究（
チ
ョ
他
、2
0
2
0
）は
、城
東
区

が
持
続
可
能
な
発
展
区
域
に
指
定
し

た
時
点
で
、
商
業
化
が
既
に
進
ん
で

い
た
こ
と
、
そ
の
た
め
同
制
度
は
商

業
テ
ナ
ン
ト
と
そ
の
家
賃
安
定
化
に

焦
点
を
当
て
て
お
り
、居
住
空
間（
賃

貸
住
宅
な
ど
）
で
暮
ら
す
住
民
の
立

ち
退
き
問
題
や
工
場
・
製
造
業
を
営

む
産
業
テ
ナ
ン
ト
の
退
去
と
い
っ
た

非
商
業
空
間
に
お
け
る
変
化
や
被
害

に
は
十
分
に
対
応
し
て
い
な
い
こ
と

を
指
摘
す
る
。

　
現
在
も
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
発

展
を
図
る
と
同
時
に
、
安
定
的
な
営

業
環
境
と
共
生
協
力
の
都
市
生
態
系

の
構
築
を
目
指
す
聖
水
洞
で
の
取
り

組
み
は
続
い
て
い
る
。
詳
細
は
別
の

機
会
に
報
告
す
る
（
小
商
工
人
の
負

担
軽
減
を
図
り
共
生
消
費
で
地
域
経

済
活
性
化
を
目
指
す
取
り
組
み
や
、

地
方
自
治
体
協
議
会
に
よ
る
法
改
正

の
早
期
化
を
求
め
る
動
き
等
）。

ン
通
り
で
十
字
に
交
わ
る
太
祖
路
地

区
（
商
業
地
域
・
住
宅
地
域
）
及
び

銀
杏
路
【
写
真
6
】
の
建
物
の
高
さ

制
限
を
緩
和
し
、
地
下
階
の
設
置
を

全
域
で
許
可
し
た
。
ま
た
、
商
業
地

域
の
敷
地
の
最
小
面
積
基
準
を
拡
大

（
土
地
利
用
の
効
率
化
）
し
、
幅

6
m
以
上
の
接
道
条
件
へ
と
緩
和
す

る
こ
と
で
事
業
促
進
を
図
る
。
一
部

の
業
種
制
限
を
維
持
す
る
一
方
で
、

韓
服
レ
ン
タ
ル
店
な
ど
の
規
制
を
撤

韓
屋
と
し
て
再
生
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
に
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、

次
の
通
り
で
あ
る
【
表
5
】。
メ
イ

確
認
さ
れ
た
【
写
真
１
】。
レ
ッ
ド

ゾ
ー
ン
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
に
配

置
さ
れ
て
い
た
人
材
は
、
制
限
時
間

の
夕
方
17
時
以
降
と
朝
10
時
前
は
、

同
ゾ
ー
ン
入
口
の
歩
道
に
配
置
さ

れ
、
入
域
し
よ
う
と
す
る
人
に
声
掛

け
を
し
、
宿
泊
者
か
な
ど
を
個
別
に

確
認
し
て
い
た
。
制
限
時
間
に
お
い

て
は
、
同
ゾ
ー
ン
に
居
住
す
る
住
民

と
家
族
、
知
人
、
同
ゾ
ー
ン
内
の
商

〇
訪
問
時
間
制
限

（
過
怠
料
賦
課
も
可
能
）

〇
利
用
料
の
徴
収

〇
車
両
・
観
光
客
通
行
制
限

（
バ
ス
侵
入
禁
止
等
）
な
ど

　
そ
の
後
、
鍾
路
区
は
条
例
制
定
や

調
査
、
住
民
と
の
協
議
を
経
て
、

2
0
2
4
年
7
月
に
北
村
を
韓
国
国

内
で
初
め
て
「
特
別
管
理
地
域
」
に

指
定
し
た
（「
観
光
振
興
法
」
第
48
条

の
3
及
び
「
ソ
ウ
ル
特
別
市
鍾
路
区

観
光
振
興
条
例
」
第
10
条
に
基
づ

く
）。「
住
民
の
定
住
権
保
護
及
び
正

し
い
観
光
文
化
の
定
着
の
た
め
に
特

別
管
理
地
域
に
指
定
す
る
こ
と
で
、

地
域
住
民
の
生
活
と
の
均
衡
を
図

り
、
地
域
経
済
と
共
存
・
発
展
で
き

る
持
続
可
能
な
観
光
政
策
の
基
盤
を

構
築
す
る
」（
鍾
路
区
、 

2
0
2
4
） 

た
め
に
で
あ
る
。
住
民
の
不
便
水
準

を
考
慮
し
、
範
囲
を
指
定
し
4
つ
に

ゾ
ー
ニ
ン
グ
し
た
【
図
2
】。
同
年
10

月
に
条
例
を
一
部
改
正
し
、
観
光
客

止
し
小
商
工
人
に
よ
る
地
域
商
圏
の

保
護
を
目
指
す
聖
水
洞
で
あ
る
。
3

つ
目
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
、

維
持
発
展
の
た
め
に
景
観
や
業
種
、

販
売
品
目
等
に
制
限
を
課
し
て
き
た

が
、
住
民
生
活
や
観
光
の
ト
レ
ン
ド

に
応
じ
て
制
限
を
緩
和
す
る
方
向
に

動
い
て
い
る
全
州
韓
屋
村
で
あ
る
。

北
村
の
状
況
（
2
0
1
8
年
以
前
）
や

本
稿
で
一
部
扱
う
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
ツ
ー
リ
ス
テ
ィ

フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン（T

ouristification

）

に
つ
い
て
は
、『
観
光
文
化
2
4
0
号
』

で
金（
2
0
1
9
）に
よ
り
既
に
報
告

さ
れ
て
い
る
の
で
そ
ち
ら
を
参
照
さ

れ
た
い
。

　
以
降
で
は
、文
献
調
査
に
加
え
て
、

2
0
2
4
年
度
に
現
地
を
視
察
し
た

結
果
も
含
め
て
報
告
す
る
（
本
号
で

は
一
部
の
み
）。

鍾
路
区
北
村

―
地
元
住
民
の

定
住
権
の
保
護

　
　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
北
村
は
、
ソ
ウ
ル
都
心
部
北
側
の

高
台
に
位
置
し
、
伝
統
的
な
家
屋
で

あ
る
韓
屋
が
立
ち
並
ぶ
地
区
で
あ

る
。
住
居
地
域
で
あ
る
同
地
区
は
、

が
上
回
り
人
口
流
出
が
続
く
中
で
、

地
元
住
民
の
定
住
権
を
い
か
に
保
護

す
る
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
鍾
路
区
は
、
2
0
1
3
年
に
観
光

客
に
静
粛
を
促
す
取
組
等
を
開
始

は
じ
め
に

　
本
稿
で
は
、
持
続
可
能
な
地
域
の

た
め
の
観
光
と
い
う
観
点
か
ら
、
韓

国
の
3
つ
の
地
区
（
ソ
ウ
ル
特
別
市

鍾
路
区
北
村
韓
屋
村
、
同
市
城
東
区

聖
水
洞
、
全
州
市
全
州
韓
屋
村
）
の

法
制
度
に
基
づ
く
観
光
関
連
政
策
に

つ
い
て
報
告
す
る
【
表
1
】。
今
回
、

韓
国
の
同
地
区
を
調
査
研
究
対
象
と

し
た
理
由
は
、次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
第
一
に
、
韓
国
は
観
光
需
要
の
高

ま
り
や
観
光
事
業
活
動
に
伴
う
住
商

環
境
の
変
化
に
対
し
て
、
日
本
よ
り

踏
み
込
ん
だ
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

日
本
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
問
題

の
捉
え
方
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍

前
か
ら
「
観
光
客
の
急
増
に
よ
る
混

雑
や
マ
ナ
ー
問
題
に
回
収
さ
れ
が

ち
」※
1
と
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
現

在
は
日
本
に
お
い
て
も
一
部
の
地
域

に
お
い
て
、
観
光
の
「
量
」
や
「
質
」

の
み
な
ら
ず
、「
変
化
速
度
」
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
が
意
識
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
垣
間
見
え
る
。
ま
ち
は
生
き
物

で
あ
り
変
化
自
体
は
当
然
起
こ
り
う

る
も
の
だ
が
、
急
激
な
変
化
に
対
し

て
そ
の
受
容
者
が
耐
え
得
る
水
準
の

進
行
と
な
る
よ
う
調
査
を
実
施
し
、

策
を
講
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
文
化

の
観
光
活
用
と
い
う
文
脈
だ
け
で
は

な
く
、
観
光
客
、
住
民
な
ど
様
々
な

利
害
関
係
者
の
相
互
理
解
に
基
づ
く

「
観
光
文
化
」
の
育
成
・
定
着
が
目

指
さ
れ
て
い
る
。

　
本
稿
で
扱
う
3
地
区
の
概
要
は
次

の
通
り
【
表
１
】。
最
初
の
2
つ
は

ソ
ウ
ル
特
別
市
に
位
置
す
る
。
伝
統

的
な
韓
屋
で
構
成
さ
れ
る
住
居
地
域

で
、
地
元
住
民
の
定
住
権
保
護
を
目

指
す
北
村
韓
屋
村
と
、
賃
料
が
急
騰

す
る
中
で
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
（G

en
trificatio

n

）
を
防

で
住
民
の
住
宅
確
保
問
題
な
ど
が
報

じ
ら
れ
る
な
ど
、
新
た
な
局
面
が
見

受
け
ら
れ
る
。
韓
国
で
は
、
地
元
住

民
や
地
場
の
商
人
、
賃
借
人
の
非
自

発
的
な
転
出
を
防
ぎ
、
生
活
と
観
光

の
共
存
を
図
る
対
策
や
、
産
業
集
積

の
質
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
等
を
早
く
か

ら
講
じ
て
い
る
（
も
ち
ろ
ん
問
題
と

な
る
現
象
が
実
際
に
発
生
し
、
顕
在

化
し
て
い
た
と
い
う
側
面
が
あ
る
）。

　
第
二
に
、
韓
国
で
は
高
ま
る
観
光

需
要
に
対
し
て
、
先
制
的
ま
た
は
段

階
的
に
、
条
例
や
法
律
の
も
と
で
抑

制
や
共
生
の
た
め
新
た
な
策
を
導
入

す
る
地
域
と
と
も
に
、
観
光
旅
行
市

場
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
に
緩
和

措
置
を
行
う
地
域
事
例
も
確
認
さ
れ

る
。
変
化
す
る
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
や

今
後
を
見
据
え
て
生
活
と
観
光
を
ど

う
共
存
さ
せ
て
い
く
の
か
の
参
考
と

な
る
。

　
第
三
に
、
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

廃
し
た
。
さ
ら
に
、
食
品
の
販
売
品

目
制
限
を
廃
止
し
、
外
国
料
理
な
ど

の
幅
広
い
飲
食
業
を
認
め
た
【
表

6
】。
観
光
客
の
食
体
験
へ
の
ニ
ー

ズ
の
高
ま
り
を
受
け
て
規
制
を
緩
和

し
、
多
様
な
グ
ル
メ
の
提
供
な
ど
を

通
じ
て
滞
在
型
へ
と
転
換
し
よ
う
と

し
て
い
る
※
12
。

　
全
州
市
全
体
と
し
て
も
年
間
観
光

客
数
の
増
加
を
受
け
て
、
国
際
的
な

地
位
に
見
合
っ
た
観
光
都
市
の
骨
格

を
形
成
す
る
方
向
に
動
い
て
い
る
。

お
わ
り
に

　
本
稿
で
取
り
上
げ
た
3
地
区
の
観

光
政
策
事
例
の
よ
う
に
、
地
域
住
民

の
生
活
の
保
護
と
観
光
の
共
存
を
図

る
た
め
の
法
的
措
置
や
政
策
展
開

は
、
持
続
可
能
な
地
域
形
成
を
実
現

し
て
い
く
上
で
重
要
で
あ
る
。
韓
国

で
は
、
観
光
に
よ
る
影
響
を
最
小
化

表 3 各区域での実施内容

表 4 公共安心商店街の入居条件

図 2 北村特別管理地域の
指定範囲とゾーニング

決
意
を
感
じ
る
。

　
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
及
び
イ
エ
ロ
ー

ゾ
ー
ン
に
は
、
管
理
人
材
が
配
置
さ

れ
て
い
た
（
人
材
配
置
自
体
は
今
回

の
指
定
以
前
よ
り
実
施
、
3
月
か
ら

は
過
怠
料
取
締
を
専
門
で
担
当
す
る

公
務
員
「
北
村
保
安
官
」
が
配
置
）。

訪
問
者
の
望
ま
し
く
な
い
行
為
に
対

し
て
は
、管
理
人
材
が
声
掛
け
を
し
、

行
動
の
変
更
を
指
示
し
て
い
る
の
が

店
利
用
客
、
商
人
、
宿
泊
客
、
な
ど

は
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
へ
の
出
入
り
が
許

可
さ
れ
る
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
、
関
係
者
や

研
究
者
か
ら
は
、
同
地
区
で
宿
泊
可

能
な
韓
屋
ス
テ
イ
の
問
題
（
法
人
運

営
や
深
夜
の
騒
音
※
3 

、
商
業
と
の

共
生
の
点
か
ら
季
節
に
応
じ
た
弾
力

的
な
制
限
時
間
の
設
定
※
4 

な
ど
が

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
住
民
保
護
と
商

圏
安
定
の
バ
ラ
ン
ス
を
模
索
す
る
動

き
は
続
く
。

城
東
区
聖
水
洞

―
先
制
的
対
応
に
よ
る

地
域
商
圏
と

路
地
景
観
の
保
護
　
　

　
聖
水
洞
は
、
ソ
ウ
ル
特
別
市
内
で

急
浮
上
し
た
ホ
ッ
ト
プ
レ
イ
ス
で
あ

る
。
日
本
の
旅
行
雑
誌
等
で
も
近
年

は
注
目
の
観
光
地
と
し
て
紹
介
さ
れ

る
。
同
地
区
は
も
と
も
と
は
準
工
業

地
帯
で
あ
り
、
現
在
は
工
場
等
を
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
施
設
な
ど
多
く

の
事
業
所
が
集
積
し
て
い
る
【
写
真

2
、
3
】。
聖
水
洞
が
位
置
す
る
城

東
区
は
、
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
※
5 

現
象
に
先
制
的
に
対
応

す
る
た
め
に
、
2
0
1
5
年
に
全
国

で
初
め
て
「
持
続
可
能
な
発
展
区
域

制
度
」
を
創
設
し
た
（「
ソ
ウ
ル
特
別

市
城
東
区
地
域
共
同
体
相
互
協
力
及

び
持
続
可
能
な
発
展
区
域
指
定
に
関

す
る
条
例
」）。
都
市
再
生
に
よ
る
事

業
者
等
の
流
入
に
よ
り
、
ま
ち
が
急

激
に
変
化
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

城
東
区
は
、
地
域
商
圏
※
6 

と
聖
水

洞
固
有
の
路
地
文
化
の
均
質
化
を
防

ぎ
保
護
す
る
た
め
に
、
建
物
主
・
賃

借
人
・
城
東
区
の
間
で
の
共
生
協
約

締
結
を
推
奨
し
て
い
る
。
そ
の
他
、

地
区
単
位
計
画
と
連
携
し
た
、
大
企

業
・
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
加
盟
店
の
入

店
制
限
【
表
4
】
や
、
賃
貸

料
安
定
履
行
協
約
を
締
結

し
た
場
合
は
、
建
物
の
新
・

増
築
時
の
容
積
率
の
緩
和

が
可
能
と
な
る
（
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る
代
わ

り
に
、
区
が
賃
貸
料
設
定

権
限
の
一
部
を
持
つ
）。

〈
指
定
区
域
の
拡
大
〉

　
今
回
の
視
察
で
は
、
拡

大
後
の
指
定
区
域
4
地
区

の
う
ち
主
に
2
地
区
（
聖

水
1
街
2
洞
、2
街
3
洞
）

を
視
察
し
た
。
同
制
度
の

③
境
界
段
階
（
不
動
産
価
格
上
昇
）、

④
危
険
段
階
（
副
作
用
の
深
化
）
の

4
段
階
に
分
類
し
て
い
る
。指
標
は
、

人
口
、
世
帯
所
得
、
創
業
・
廃
業
、

営
業
期
間
、フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
企
業
、

流
動
人
口
な
ど
で
、
そ
の
変
数
を
統

合
し
た
総
合
点
で
算
定
す
る
（
変
数

別
に
重
み
づ
け
）。
指
標
値
は
具
体

的
な
基
準
や
公
論
化
が
必
要
な
政
策

で
の
活
用
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
指

標
を
導
入
し
、
地
域
の
変
化
に
即
座

に
対
応
で
き
る
基
盤
づ
く
り
と
各
進

行
段
階
に
応
じ
た
対
応
の
実
施
が
目

指
さ
れ
て
い
る
。

〈
国
レ
ベ
ル
で
の
法
整
備
〉

　
関
連
す
る
国
レ
ベ
ル
の
動
き
と
し

て
二
つ
紹
介
す
る
。
韓
国
は
、

2
0
1
8
年
に
「
商
店
街
建
物
賃
貸

借
保
護
法
」 

を
改
正
し
、
賃
借
人
が

契
約
更
新
要
求
権
を
行
使
で
き
る
賃

貸
借
保
護
期
間
を
5
年
か
ら
10
年
に

拡
大
し
（
同
法
第
10
条
第
2
項
）、
賃

貸
料
引
き
上
げ
率
の
上
限
を
9
％
か

ら
5
％
へ
と
引
き
下
げ
る
下
方
調
整

を
行
っ
た
（
同
法
施
行
令
第
4
条
）。

　
ま
た
、
城
東
区
独
自
の
政
策
「
持

続
可
能
な
発
展
区
域
」
指
定
は
、
現

在
は
、
2
0
2
1
年
に
国
が
制
定
し

た
「
地
域
商
圏
共
生
お
よ
び
活
性
化

に
関
す
る
法
律
（
略
称
：
地
域
商
圏

法
）」 

に
基
づ
く
措
置
と
な
っ
て
い

る
。
同
法
は
個
別
店
舗
で
は
な
く
商

圏
単
位
で
の
支
援
の
た
め
に
設
け
ら

契約期間（第20条および第21条参照）
○5年以内（以後、公共安心商業運営委員会で延長を決定）
申請対象（第20条参照）
○急激な賃料の上昇で追い込まれた商店街の賃借人（テナント）
○社会的経済組織（ソウル特別市城東区社会的経済活性化支援に関する
条例第2条第2号）

○小商工人（小商工人保護及び支援に関する法律第2条の小商工人）
○青年創業者（ソウル特別市城東区に居住する19歳以上39歳以下の予備
創業者または創業者）

○高齢者雇用創出事業者（ソウル特別市城東区に居住する60歳以上の人
の能力と適性に合った仕事を開発して普及）

○共有企業（ソウル特別市城東区共有促進条例第2条3号）
○その他、区庁長が入居が必要と認める事業所又は事務所
制限業種（第18条参照）
住民協議体の同意が必要な企業・事業所（持続可能な発展区域内の地域共
同体の生態系及び地域商圏に重大な被害を与えたり、与えるおそれがある
と認められる企業・事業所の場合）
○大企業（「中小企業基本法」で規定している中小企業の範囲外の企業）
○加盟本部、加盟地域本部、加盟店事業者（フランチャイズ）
○カラオケパブ及び遊興酒店
○ビデオ物鑑賞室
○マッサージ施術所
○その他地域共同体の生態系及び地域商圏の保護を阻害するおそれのあ
る企業・事業所

制限時間に観光客の制限区域内への訪問禁止
●制限区域：北村路11キル一帯約3万4000㎡
●制限時間：17時から翌日10時まで
違反時には過料賦課（10万ウォン)
制限区域内での観光バスの通行禁止
●制限区域：約2.3キロメートルの区間
●制限時間：常時（土日祝日を含む）
違反時には過料賦課（1次違反30万ウォン、
２次違反40万ウォン、３次違反50万ウォン）
集中啓発活動を強化
※住宅と商業が混在したエリア
集中モニタリングによる地域管理を実施
※住民の苦情が増加し始めたエリア

指定区域：北村地区単位計画区域全体（112万㎡）
制限エリア（ゾーニングエリア）：指定区域のうち12万㎡（全体の約10％）

写真１： 
レッドゾーンで
の管理人材の
対応状況（ス
ーツケース持
参者に対して）
注：管理人材のベ
ストの背面には、
訪問制限時間と過
料が表示（2025
年１月撮影）

写真2：聖水洞メイン通りの活況（ソンス駅側）
（2025年１月撮影）

写真3：ソウルの森カフェ通りの風景
（トゥクソム駅・ソウルの森駅側）（2025年１月撮影）

写真4：城東安心商店街ビル
注：城東安心商店街については、次を参照。
https://www.sd.go.kr/main/contents.do?key=1745&
城東安心商店街ビルは、2015年に城東区と民間企業が社会貢献
MOU協約を締結。2017年に着工、2018年に竣工、入居開始。（2025年１月
撮影）

し
、
2
0
1
7
年
に
調
査
【
図
１
】

を
行
っ
た
上
で
、2
0
1
8
年
に
は
、

ソ
ウ
ル
特
別
市
と
鍾
路
区
は
「
北
村

住
民
被
害
最
小
化
の
た
め
の
8
大
対

策
推
進
」を
発
表
し
た
※
2
。し
か
し
、

対
策
実
施
後
も
法
的
根
拠
不
在
で
実

効
性
の
な
い
状
態
が
続
い
た
こ
と
か

ら
、
鍾
路
区
は
、
次
な
る
段
階
と
し

て
住
民
の
定
住
権
保
護
の
観
点
か
ら

国
に
法
改
正
を
提
案
し
た
。
そ
れ
を

受
け
て
、
韓
国
で
は
、
2
0
1
9
年

以
降
、
コ
ロ
ナ
禍
の
最
中
に
「
観
光

観
光
地
化
と
と
も
に
、
騒
音
や
ゴ
ミ

の
ポ
イ
捨
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵

害
、違
法
駐
車
な
ど
が
問
題
と
な
り
、

住
民
の
生
活
環
境
を
脅
か
し
て
い

た
。
同
地
区
で
は
、
転
入
よ
り
転
出

振
興
法
」
の
改
正
を
数
回
行
い
、
法

整
備
を
進
め
た
。
国
の
「
観
光
振
興

法
」
第
48
条
の
3
（
持
続
可
能
な
観

光
活
性
化
）【
表
2
】
で
は
「
特
別
管

理
地
域
」
を
「
収
容
範
囲
を
超
え
た

観
光
客
の
訪
問
で
自
然
環
境
が
損
な

わ
れ
た
り
、
住
民
の
平
穏
な
生
活
環

境
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
管
理

す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
地

域
」
と
定
義
し
た
。
そ
し
て
、
自
治

体
は
同
法
に
基
づ
き
条
例
で
次
の
事

項
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
つ
つ
、
地
域
の
個
性
や
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
守
り
な
が
ら
適
切
に
活

用
す
る
た
め
の
取
り
組
み
が
進
め
ら

れ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
地
元
住
民
、

商
人
、
観
光
客
が
共
存
す
る
、
生
態

系
と
し
て
の
調
和
を
保
つ
仕
組
み
構

築
へ
の
挑
戦
で
あ
り
、
産
業
集
積
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
そ
の
一
つ
で
あ

る
。
外
か
ら
取
り
入
れ
る
活
力
を
見

極
め
、
望
ま
し
い
共
生
の
あ
り
方
を

描
く
こ
と
が
必
要
だ
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
事
例
は
、
観
光

の
量
や
質
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
だ
け
で

な
く
、
地
域
の
変
化
速
度
の
調
整
が

持
続
可
能
な
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
お
い
て
鍵
を
握
る
こ
と
を
示
唆
し

て
い
る
。
日
本
国
内
に
お
い
て
も
、

観
光
が
地
域
社
会
や
住
民
生
活
に
及

ぼ
す
影
響
を
時
間
軸
で
捉
え
た
政
策

の
策
定
、実
施
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
韓
国
の
経
験
か
ら
学
び

つ
つ
も
、
日
本
の
地
域
特
性
や
文
化

的
文
脈
、
社
会
的
状
況
（
人
口
減
少
、

高
齢
化
社
会
の
進
行
、
空
き
家
の
増

加
等
）
を
踏
ま
え
た
観
光
政
策
を
模

索
し
、
生
活
と
観
光
が
共
に
息
づ
く

持
続
可
能
な
地
域
の
形
成
を
目
指
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
え

よ
う
。
本
稿
が
そ
の
一
助
と
な
れ
ば

幸
い
で
あ
る
。

の
訪
問
時
間
制
限
（
2
0
2
5
年
３

月
導
入
）
と
観
光
バ
ス
通
行
制
限

（
2
0
2
6
年
１
月
導
入
）
を
行
う

【
表
3
】。
違
反
し
た
場
合
、
実
際
に

過
料
が
科
せ
ら
れ
る
（
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
基
づ
く
）。
な
お
、
利
用
料
の
徴

収
は
今
回
は
行
わ
れ
な
い
。

　
訪
問
時
間
制
限
に
つ
い
て
は
、

2
0
2
4
年
11
月
よ
り
周
知
・
啓
発

を
開
始
し
た
。
今
回
の
視
察
で
は
、

制
限
エ
リ
ア
内
で
の
周
知
お
よ
び
運

用
状
況
を
時
間
帯
を
変
え
て
確
認
し

た
。レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
、イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー

ン
及
び
そ
の
周
辺
道
路
に
は
、
多
種

多
様
な
告
知
の
た
め
の
案
内
板
が
非

常
に
多
く
設
置
さ
れ
て
い
た
。
訪
問

者
に
『
気
づ
か
な
か
っ
た
』『
知
ら
な

か
っ
た
』
と
は
言
わ
せ
な
い
ほ
ど
、

目
に
留
ま
る
形
で
設
置
さ
れ
て
お

り
、
従
前
よ
り
問
題
解
決
へ
の
強
い

全
州
韓
屋
村

―
観
光
ト
レ
ン
ド
を

踏
ま
え
た

規
制
と
緩
和
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    

　
　

　
全
州
韓
屋
村
は
、
韓
国
の
伝
統
建

築
で
あ
る
韓
屋
が
国
内
最
大
規
模
で

群
落
を
為
す
地
域
【
写
真
5
】
で
あ

り
、
歴
史
的
建
造
物
の
保
存
や
伝
統

文
化
の
継
承
が
重
要
視
さ
れ
る
地
域

で
あ
る
。こ
の
地
区
は
城
郭
都
市（
邑

城
）
の
外
側
に
位
置
し
、
近
代
以
降

に
形
成
さ
れ
た
住
宅
地
で
あ
る
※
9
。

2
0
0
0
年
代
以
降
に
観
光
客
数
の

大
幅
な
増
加
と
商
業
施
設
比
率
の
高

ま
り
と
い
う
急
成
長
に
直
面
し
た
全

州
市
は
、
地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
確
立
と
発
展
を
目
的
と
し
て
、
住

民
の
定
住
条
件
や
観
光
客
の
収
容
態

勢
の
改
善
に
資
す
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
き
た
。
景
観
規
制
や
商
業
化

の
抑
制
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

2
0
1
1
年
以
降
に
建
築
物
の
高
さ

や
階
数
の
制
限
を
強
化
※
10 

し
、
フ

ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
店
舗
や
フ
ァ
ー
ス
ト

フ
ー
ド
店
の
進
出
や
業
種
・
販
売
品

目
の
制
限
を
実
施
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

前
の
2
0
1
9
年
に
は
、
韓
服
レ
ン

タ
ル
店
な
ど
の
既
存
貸
与
業
を
制
限

す
る
規
定
※
11
を
設
け
た
。
も
と
も

と
住
宅
地
と
し
て
の
機
能
を
持
つ
地

区
に
お
い
て
、
非
住
居
建
築
物
（
住

居
複
合
建
築
物
を
含
む
）
の
比
率
が

増
加
す
る
中
で
、
韓
屋
村
に
合
っ
た

伝
統
的
な
活
動
が
行
わ
れ
且
つ
一
部

の
業
態
が
集
中
・
固
着
し
な
い
よ
う
、

産
業
集
積
の
質
を
問
い
、
そ
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
き
た
。

　
近
年
は
、
観
光
の
ト
レ
ン
ド
の
変

化
を
踏
ま
え
、
国
際
観
光
都
市
と
な

る
た
め
に
規
制
緩
和
へ
と
舵
を
切
っ

て
い
る
。
全
州
市
は
、
2
0
2
3
年

事
例
・
2

●
周
知
・
啓
発
の
案
内
や
広
報
、

管
理
人
材
の
配
置

●
持
続
可
能
な
発
展
と

賃
料
の
安
定
化

●
政
策
の
効
果
検
証
、

診
断
結
果
に

基
づ
く
介
入
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注：上記は、伝統韓屋地区、太祖路地区、銀杏路地区、伝統文化地区を対象
注：「加盟事業」とは、加盟本部が加盟事業者に自己の商標、サービスマーク、商号、徽章又はその他の営業標識を使用
して、一定の品質基準や営業方式に基づいて商品(原材料及び部材料を含む)又は用役を販売させ、これによる経営及
び営業活動などに対する支援・教育と統制を行い、加盟事業者はこれに対する対価として加盟本部に金銭を支払う継
続的な取引関係をいう。
「直営店」とは、同じ業種の2つ以上の店舗を同じ商号で自己の責任と計算の下で直接店舗を運営することをいう。
出典：「全州市告示第2023-119号 全州都市管理計画（全州伝統文化区域地区単位計画）変更の決定と地形図の通
知2023年7月25日」（全州市）より筆者翻訳、作成
https://www.jeonju.go.kr/synap/skin/doc.html?f-
n=256c7ab1-b678-4931-9fe3-df0e81dc413e.hwp&rs=/synap/result/202503/

出典：「全州市告示第2023-119号 全州都市管理計画（全州伝統文化区域地区単位計画）変更の決定と地形図の通
知2023年7月25日」（全州市）等をもとに筆者翻訳、作成
https://www.jeonju.go.kr/synap/skin/doc.html?f-
n=256c7ab1-b678-4931-9fe3-df0e81dc413e.hwp&rs=/synap/result/202503/

継続
（表現変更）

削除
（規定廃止）

に
「
全
州
伝
統
文
化
地
域
地
区
単
位

計
画
」
の
変
更
決
定
を
告
示
し
た
。

住
民
の
実
生
活
を
守
つ
つ
、
都
市
型

効
果
は
、
現
地
を
訪
問
し
て
も
目

視
で
確
認
で
き
る
も
の
で
は
な
い

が
、
現
地
の
活
況
は
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

に
18
棟
確
保
さ
れ
た
公
共
安
心
商

店
街
の
一
部
も
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
た
【
写
真
4
】。

　
城
東
区
の
調
べ
に
よ
る
と
、
城
東

地
域
商
店
街
の
2
0
2
3
年
の
賃
料

は
42
％
上
昇
（
2
0
2
0
年
比
）
と

ソ
ウ
ル
市
内
で
最
も
高
い
上
昇
率
で

あ
っ
た
※
7
。
こ
れ
を
受
け
て
城
東

区
は
2
0
2
3
年
8
月
に
指
定
区
域

を
既
存
の
25
万
9
5
1
8
㎡
か
ら

2
2
5
万
4
7
0
㎡
と
8
・
6
倍
に

拡
大
し
た
（
一
部
、
聖
水
戦
略
整
備

区
域
な
ど
は
除
く
）。
こ
れ
は
、
独

自
政
策
の
効
果
を
調
査
・
検
証
し
、

ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
進

行
段
階
を
診
断
し
た
上
で
講
じ
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。

〈
対
策
の
効
果
〉

　
城
東
区
が
2
0
2
1
年
に
行
っ
た

調
査
研
究
結
果
に
よ
る
と
、
持
続
可

能
な
発
展
区
域
の
聖
水
洞
カ
フ
ェ
通

り
に
あ
り
共
生
協
約
を
締
結
し
た
商

店
の
場
合
、
平
均
営
業
期
間
は
79
ヶ

月
で
あ
っ
た
（
締
結
し
て
い
な
い
店

舗
は
平
均
52
ヶ
月
）。
賃
貸
料
の
引
き

上
げ
率
は
、
共
生
協
約
を
締
結
し
た

場
合
は
2
・
49
％
（
締
結
し
て
い
な

い
店
舗
は
2
・
85
％
）
で
あ
っ
た
※
8
。

　
指
定
区
域
の
拡
大
に
あ
た
っ
て
は
、

独
自
調
査
に
加
え
て
、
国
土
研
究
院

が
2
0
1
8
年
に
開
発
し
た
指
標（
イ

他
、
2
0
1
8
）
を
用
い
て
、
城
東

区
は
年
度
別
進
行
段
階
を
分
析
し
、

先
制
的
対
応
を
行
っ
た
。
調
査
の
結

果
、
聖
水
洞
は
、
注
意
段
階
お
よ
び

境
界
段
階
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
っ

た
※
7
。
国
土
研
究
院
の
研
究
で
は
、

ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
現
象

の
進
行
段
階
を
、①
初
期
段
階
（
問

題
発
生
以
前
）、②
注
意
段
階
（
政
策

推
進
に
伴
う
地
域
活
性
化
の
進
行
）、

れ
た
、韓
国
で
は
初
め
て
の
法
律
で
、

地
域
商
圏
の
埋
没
防
止
の
た
め
に
、

商
圏
の
特
性
に
応
じ
て
「
地
域
共
生

区
域
」
と
「
自
律
商
圏
区
域
」
を
指

定
で
き
る
。

　
最
後
に
、
城
東
区
の
同
政
策
に
関

す
る
コ
ロ
ナ
禍
前
を
対
象
と
し
た
研

究（
チ
ョ
他
、2
0
2
0
）は
、城
東
区

が
持
続
可
能
な
発
展
区
域
に
指
定
し

た
時
点
で
、
商
業
化
が
既
に
進
ん
で

い
た
こ
と
、
そ
の
た
め
同
制
度
は
商

業
テ
ナ
ン
ト
と
そ
の
家
賃
安
定
化
に

焦
点
を
当
て
て
お
り
、居
住
空
間（
賃

貸
住
宅
な
ど
）
で
暮
ら
す
住
民
の
立

ち
退
き
問
題
や
工
場
・
製
造
業
を
営

む
産
業
テ
ナ
ン
ト
の
退
去
と
い
っ
た

非
商
業
空
間
に
お
け
る
変
化
や
被
害

に
は
十
分
に
対
応
し
て
い
な
い
こ
と

を
指
摘
す
る
。

　
現
在
も
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
発

展
を
図
る
と
同
時
に
、
安
定
的
な
営

業
環
境
と
共
生
協
力
の
都
市
生
態
系

の
構
築
を
目
指
す
聖
水
洞
で
の
取
り

組
み
は
続
い
て
い
る
。
詳
細
は
別
の

機
会
に
報
告
す
る
（
小
商
工
人
の
負

担
軽
減
を
図
り
共
生
消
費
で
地
域
経

済
活
性
化
を
目
指
す
取
り
組
み
や
、

地
方
自
治
体
協
議
会
に
よ
る
法
改
正

の
早
期
化
を
求
め
る
動
き
等
）。

ン
通
り
で
十
字
に
交
わ
る
太
祖
路
地

区
（
商
業
地
域
・
住
宅
地
域
）
及
び

銀
杏
路
【
写
真
6
】
の
建
物
の
高
さ

制
限
を
緩
和
し
、
地
下
階
の
設
置
を

全
域
で
許
可
し
た
。
ま
た
、
商
業
地

域
の
敷
地
の
最
小
面
積
基
準
を
拡
大

（
土
地
利
用
の
効
率
化
）
し
、
幅

6
m
以
上
の
接
道
条
件
へ
と
緩
和
す

る
こ
と
で
事
業
促
進
を
図
る
。
一
部

の
業
種
制
限
を
維
持
す
る
一
方
で
、

韓
服
レ
ン
タ
ル
店
な
ど
の
規
制
を
撤

韓
屋
と
し
て
再
生
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
に
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、

次
の
通
り
で
あ
る
【
表
5
】。
メ
イ

確
認
さ
れ
た
【
写
真
１
】。
レ
ッ
ド

ゾ
ー
ン
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
に
配

置
さ
れ
て
い
た
人
材
は
、
制
限
時
間

の
夕
方
17
時
以
降
と
朝
10
時
前
は
、

同
ゾ
ー
ン
入
口
の
歩
道
に
配
置
さ

れ
、
入
域
し
よ
う
と
す
る
人
に
声
掛

け
を
し
、
宿
泊
者
か
な
ど
を
個
別
に

確
認
し
て
い
た
。
制
限
時
間
に
お
い

て
は
、
同
ゾ
ー
ン
に
居
住
す
る
住
民

と
家
族
、
知
人
、
同
ゾ
ー
ン
内
の
商

〇
訪
問
時
間
制
限

（
過
怠
料
賦
課
も
可
能
）

〇
利
用
料
の
徴
収

〇
車
両
・
観
光
客
通
行
制
限

（
バ
ス
侵
入
禁
止
等
）
な
ど

　
そ
の
後
、
鍾
路
区
は
条
例
制
定
や

調
査
、
住
民
と
の
協
議
を
経
て
、

2
0
2
4
年
7
月
に
北
村
を
韓
国
国

内
で
初
め
て
「
特
別
管
理
地
域
」
に

指
定
し
た
（「
観
光
振
興
法
」
第
48
条

の
3
及
び
「
ソ
ウ
ル
特
別
市
鍾
路
区

観
光
振
興
条
例
」
第
10
条
に
基
づ

く
）。「
住
民
の
定
住
権
保
護
及
び
正

し
い
観
光
文
化
の
定
着
の
た
め
に
特

別
管
理
地
域
に
指
定
す
る
こ
と
で
、

地
域
住
民
の
生
活
と
の
均
衡
を
図

り
、
地
域
経
済
と
共
存
・
発
展
で
き

る
持
続
可
能
な
観
光
政
策
の
基
盤
を

構
築
す
る
」（
鍾
路
区
、 

2
0
2
4
） 

た
め
に
で
あ
る
。
住
民
の
不
便
水
準

を
考
慮
し
、
範
囲
を
指
定
し
4
つ
に

ゾ
ー
ニ
ン
グ
し
た
【
図
2
】。
同
年
10

月
に
条
例
を
一
部
改
正
し
、
観
光
客

止
し
小
商
工
人
に
よ
る
地
域
商
圏
の

保
護
を
目
指
す
聖
水
洞
で
あ
る
。
3

つ
目
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
、

維
持
発
展
の
た
め
に
景
観
や
業
種
、

販
売
品
目
等
に
制
限
を
課
し
て
き
た

が
、
住
民
生
活
や
観
光
の
ト
レ
ン
ド

に
応
じ
て
制
限
を
緩
和
す
る
方
向
に

動
い
て
い
る
全
州
韓
屋
村
で
あ
る
。

北
村
の
状
況
（
2
0
1
8
年
以
前
）
や

本
稿
で
一
部
扱
う
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
ツ
ー
リ
ス
テ
ィ

フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン（T

ouristification

）

に
つ
い
て
は
、『
観
光
文
化
2
4
0
号
』

で
金（
2
0
1
9
）に
よ
り
既
に
報
告

さ
れ
て
い
る
の
で
そ
ち
ら
を
参
照
さ

れ
た
い
。

　
以
降
で
は
、文
献
調
査
に
加
え
て
、

2
0
2
4
年
度
に
現
地
を
視
察
し
た

結
果
も
含
め
て
報
告
す
る
（
本
号
で

は
一
部
の
み
）。

鍾
路
区
北
村

―
地
元
住
民
の

定
住
権
の
保
護

　
　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
北
村
は
、
ソ
ウ
ル
都
心
部
北
側
の

高
台
に
位
置
し
、
伝
統
的
な
家
屋
で

あ
る
韓
屋
が
立
ち
並
ぶ
地
区
で
あ

る
。
住
居
地
域
で
あ
る
同
地
区
は
、

が
上
回
り
人
口
流
出
が
続
く
中
で
、

地
元
住
民
の
定
住
権
を
い
か
に
保
護

す
る
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
鍾
路
区
は
、
2
0
1
3
年
に
観
光

客
に
静
粛
を
促
す
取
組
等
を
開
始

は
じ
め
に

　
本
稿
で
は
、
持
続
可
能
な
地
域
の

た
め
の
観
光
と
い
う
観
点
か
ら
、
韓

国
の
3
つ
の
地
区
（
ソ
ウ
ル
特
別
市

鍾
路
区
北
村
韓
屋
村
、
同
市
城
東
区

聖
水
洞
、
全
州
市
全
州
韓
屋
村
）
の

法
制
度
に
基
づ
く
観
光
関
連
政
策
に

つ
い
て
報
告
す
る
【
表
1
】。
今
回
、

韓
国
の
同
地
区
を
調
査
研
究
対
象
と

し
た
理
由
は
、次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
第
一
に
、
韓
国
は
観
光
需
要
の
高

ま
り
や
観
光
事
業
活
動
に
伴
う
住
商

環
境
の
変
化
に
対
し
て
、
日
本
よ
り

踏
み
込
ん
だ
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

日
本
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
問
題

の
捉
え
方
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍

前
か
ら
「
観
光
客
の
急
増
に
よ
る
混

雑
や
マ
ナ
ー
問
題
に
回
収
さ
れ
が

ち
」※
1
と
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
現

在
は
日
本
に
お
い
て
も
一
部
の
地
域

に
お
い
て
、
観
光
の
「
量
」
や
「
質
」

の
み
な
ら
ず
、「
変
化
速
度
」
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
が
意
識
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
垣
間
見
え
る
。
ま
ち
は
生
き
物

で
あ
り
変
化
自
体
は
当
然
起
こ
り
う

る
も
の
だ
が
、
急
激
な
変
化
に
対
し

て
そ
の
受
容
者
が
耐
え
得
る
水
準
の

進
行
と
な
る
よ
う
調
査
を
実
施
し
、

策
を
講
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
文
化

の
観
光
活
用
と
い
う
文
脈
だ
け
で
は

な
く
、
観
光
客
、
住
民
な
ど
様
々
な

利
害
関
係
者
の
相
互
理
解
に
基
づ
く

「
観
光
文
化
」
の
育
成
・
定
着
が
目

指
さ
れ
て
い
る
。

　
本
稿
で
扱
う
3
地
区
の
概
要
は
次

の
通
り
【
表
１
】。
最
初
の
2
つ
は

ソ
ウ
ル
特
別
市
に
位
置
す
る
。
伝
統

的
な
韓
屋
で
構
成
さ
れ
る
住
居
地
域

で
、
地
元
住
民
の
定
住
権
保
護
を
目

指
す
北
村
韓
屋
村
と
、
賃
料
が
急
騰

す
る
中
で
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
（G

en
trificatio

n

）
を
防

で
住
民
の
住
宅
確
保
問
題
な
ど
が
報

じ
ら
れ
る
な
ど
、
新
た
な
局
面
が
見

受
け
ら
れ
る
。
韓
国
で
は
、
地
元
住

民
や
地
場
の
商
人
、
賃
借
人
の
非
自

発
的
な
転
出
を
防
ぎ
、
生
活
と
観
光

の
共
存
を
図
る
対
策
や
、
産
業
集
積

の
質
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
等
を
早
く
か

ら
講
じ
て
い
る
（
も
ち
ろ
ん
問
題
と

な
る
現
象
が
実
際
に
発
生
し
、
顕
在

化
し
て
い
た
と
い
う
側
面
が
あ
る
）。

　
第
二
に
、
韓
国
で
は
高
ま
る
観
光

需
要
に
対
し
て
、
先
制
的
ま
た
は
段

階
的
に
、
条
例
や
法
律
の
も
と
で
抑

制
や
共
生
の
た
め
新
た
な
策
を
導
入

す
る
地
域
と
と
も
に
、
観
光
旅
行
市

場
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
に
緩
和

措
置
を
行
う
地
域
事
例
も
確
認
さ
れ

る
。
変
化
す
る
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
や

今
後
を
見
据
え
て
生
活
と
観
光
を
ど

う
共
存
さ
せ
て
い
く
の
か
の
参
考
と

な
る
。

　
第
三
に
、
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

廃
し
た
。
さ
ら
に
、
食
品
の
販
売
品

目
制
限
を
廃
止
し
、
外
国
料
理
な
ど

の
幅
広
い
飲
食
業
を
認
め
た
【
表

6
】。
観
光
客
の
食
体
験
へ
の
ニ
ー

ズ
の
高
ま
り
を
受
け
て
規
制
を
緩
和

し
、
多
様
な
グ
ル
メ
の
提
供
な
ど
を

通
じ
て
滞
在
型
へ
と
転
換
し
よ
う
と

し
て
い
る
※
12
。

　
全
州
市
全
体
と
し
て
も
年
間
観
光

客
数
の
増
加
を
受
け
て
、
国
際
的
な

地
位
に
見
合
っ
た
観
光
都
市
の
骨
格

を
形
成
す
る
方
向
に
動
い
て
い
る
。

お
わ
り
に

　
本
稿
で
取
り
上
げ
た
3
地
区
の
観

光
政
策
事
例
の
よ
う
に
、
地
域
住
民

の
生
活
の
保
護
と
観
光
の
共
存
を
図

る
た
め
の
法
的
措
置
や
政
策
展
開

は
、
持
続
可
能
な
地
域
形
成
を
実
現

し
て
い
く
上
で
重
要
で
あ
る
。
韓
国

で
は
、
観
光
に
よ
る
影
響
を
最
小
化

表 5 全州伝統文化地域地区単位計画の変更内容（一部）

表 6 不許可用途の継続、削除（2023年変更）

決
意
を
感
じ
る
。

　
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
及
び
イ
エ
ロ
ー

ゾ
ー
ン
に
は
、
管
理
人
材
が
配
置
さ

れ
て
い
た
（
人
材
配
置
自
体
は
今
回

の
指
定
以
前
よ
り
実
施
、
3
月
か
ら

は
過
怠
料
取
締
を
専
門
で
担
当
す
る

公
務
員
「
北
村
保
安
官
」
が
配
置
）。

訪
問
者
の
望
ま
し
く
な
い
行
為
に
対

し
て
は
、管
理
人
材
が
声
掛
け
を
し
、

行
動
の
変
更
を
指
示
し
て
い
る
の
が

店
利
用
客
、
商
人
、
宿
泊
客
、
な
ど

は
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
へ
の
出
入
り
が
許

可
さ
れ
る
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
、
関
係
者
や

研
究
者
か
ら
は
、
同
地
区
で
宿
泊
可

能
な
韓
屋
ス
テ
イ
の
問
題
（
法
人
運

営
や
深
夜
の
騒
音
※
3 

、
商
業
と
の

共
生
の
点
か
ら
季
節
に
応
じ
た
弾
力

的
な
制
限
時
間
の
設
定
※
4 

な
ど
が

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
住
民
保
護
と
商

圏
安
定
の
バ
ラ
ン
ス
を
模
索
す
る
動

き
は
続
く
。

城
東
区
聖
水
洞

―
先
制
的
対
応
に
よ
る

地
域
商
圏
と

路
地
景
観
の
保
護
　
　

　
聖
水
洞
は
、
ソ
ウ
ル
特
別
市
内
で

急
浮
上
し
た
ホ
ッ
ト
プ
レ
イ
ス
で
あ

る
。
日
本
の
旅
行
雑
誌
等
で
も
近
年

は
注
目
の
観
光
地
と
し
て
紹
介
さ
れ

る
。
同
地
区
は
も
と
も
と
は
準
工
業

地
帯
で
あ
り
、
現
在
は
工
場
等
を
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
施
設
な
ど
多
く

の
事
業
所
が
集
積
し
て
い
る
【
写
真

2
、
3
】。
聖
水
洞
が
位
置
す
る
城

東
区
は
、
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
※
5 

現
象
に
先
制
的
に
対
応

す
る
た
め
に
、
2
0
1
5
年
に
全
国

で
初
め
て
「
持
続
可
能
な
発
展
区
域

制
度
」
を
創
設
し
た
（「
ソ
ウ
ル
特
別

市
城
東
区
地
域
共
同
体
相
互
協
力
及

び
持
続
可
能
な
発
展
区
域
指
定
に
関

す
る
条
例
」）。
都
市
再
生
に
よ
る
事

業
者
等
の
流
入
に
よ
り
、
ま
ち
が
急

激
に
変
化
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

城
東
区
は
、
地
域
商
圏
※
6 

と
聖
水

洞
固
有
の
路
地
文
化
の
均
質
化
を
防

ぎ
保
護
す
る
た
め
に
、
建
物
主
・
賃

借
人
・
城
東
区
の
間
で
の
共
生
協
約

締
結
を
推
奨
し
て
い
る
。
そ
の
他
、

地
区
単
位
計
画
と
連
携
し
た
、
大
企

業
・
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
加
盟
店
の
入

店
制
限
【
表
4
】
や
、
賃
貸

料
安
定
履
行
協
約
を
締
結

し
た
場
合
は
、
建
物
の
新
・

増
築
時
の
容
積
率
の
緩
和

が
可
能
と
な
る
（
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る
代
わ

り
に
、
区
が
賃
貸
料
設
定

権
限
の
一
部
を
持
つ
）。

〈
指
定
区
域
の
拡
大
〉

　
今
回
の
視
察
で
は
、
拡

大
後
の
指
定
区
域
4
地
区

の
う
ち
主
に
2
地
区
（
聖

水
1
街
2
洞
、2
街
3
洞
）

を
視
察
し
た
。
同
制
度
の

③
境
界
段
階
（
不
動
産
価
格
上
昇
）、

④
危
険
段
階
（
副
作
用
の
深
化
）
の

4
段
階
に
分
類
し
て
い
る
。指
標
は
、

人
口
、
世
帯
所
得
、
創
業
・
廃
業
、

営
業
期
間
、フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
企
業
、

流
動
人
口
な
ど
で
、
そ
の
変
数
を
統

合
し
た
総
合
点
で
算
定
す
る
（
変
数

別
に
重
み
づ
け
）。
指
標
値
は
具
体

的
な
基
準
や
公
論
化
が
必
要
な
政
策

で
の
活
用
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
指

標
を
導
入
し
、
地
域
の
変
化
に
即
座

に
対
応
で
き
る
基
盤
づ
く
り
と
各
進

行
段
階
に
応
じ
た
対
応
の
実
施
が
目

指
さ
れ
て
い
る
。

〈
国
レ
ベ
ル
で
の
法
整
備
〉

　
関
連
す
る
国
レ
ベ
ル
の
動
き
と
し

て
二
つ
紹
介
す
る
。
韓
国
は
、

2
0
1
8
年
に
「
商
店
街
建
物
賃
貸

借
保
護
法
」 

を
改
正
し
、
賃
借
人
が

契
約
更
新
要
求
権
を
行
使
で
き
る
賃

貸
借
保
護
期
間
を
5
年
か
ら
10
年
に

拡
大
し
（
同
法
第
10
条
第
2
項
）、
賃

貸
料
引
き
上
げ
率
の
上
限
を
9
％
か

ら
5
％
へ
と
引
き
下
げ
る
下
方
調
整

を
行
っ
た
（
同
法
施
行
令
第
4
条
）。

　
ま
た
、
城
東
区
独
自
の
政
策
「
持

続
可
能
な
発
展
区
域
」
指
定
は
、
現

在
は
、
2
0
2
1
年
に
国
が
制
定
し

た
「
地
域
商
圏
共
生
お
よ
び
活
性
化

に
関
す
る
法
律
（
略
称
：
地
域
商
圏

法
）」 

に
基
づ
く
措
置
と
な
っ
て
い

る
。
同
法
は
個
別
店
舗
で
は
な
く
商

圏
単
位
で
の
支
援
の
た
め
に
設
け
ら

建物の階数制限の緩和等
○太祖路地区（商業地域・住宅地域）及び銀杏路地区【写真6】に限って高さ８m以下、
１階以下から、高さ11m、地上2階以下へ、容積率は各地区・地域で従前の２倍へ
※なお、その他の地区では、高さ8m以下から7.5m以下へ
○地下階禁止から全地区で許可へ＊
＊住宅と都市民泊業、韓屋体験業、宿泊業の居室以外の用途
（倉庫、ボイラー室など付属用途）
敷地規模：最小面積の拡大
○太祖路地区（商業地域）では、50㎡以上→150㎡以上
許可要件の緩和
○幅8m以上の道路に接する敷地（2011年導入）から幅6m以上に緩和
業種制限の一部維持
○フランチャイズ、一部ファーストフード店の制限維持【表６】
○韓服レンタル店等の制限＊の廃止（2019年導入）
＊衣装貸与業(韓服など)・電動機貸与業などこれと類似の貸与業を目的とする用途の
小売店の場合は、韓屋保存委員会の審議を経て許可の取得が可能
（ただし、伝統文化区域内の既存貸与業（衣装及び電動機）の移転、拡張は不可）
許容品目制限規定の廃止【表６】

建築法施行令第1種近隣生活施設（休憩飲食店・製菓店）、
第2種近隣生活施設（休憩飲食店・製菓店、一般飲食店、製造業所)のうち、
加盟事業または本社が直接運営する店舗(直営店）として
次のいずれかに該当するもの（ただし、本社が全州にある場合は除く)
●コーヒー専門店及びこれに類する喫茶店
●製菓店・製パン店及びこれに類するものに該当するもの
●ファーストフード店（ドーナツ、ハンバーガー、ピザ、サンドイッチを
主たるメニューとして販売する営業所）　
第2種近隣生活施設の一般飲食店のうち、伝統料理以外の
次のいずれかに該当する形態の食品を調理、販売するもの
●日本食を調理、販売する飲食店
●中華料理を調理、販売する飲食店
●洋食を調理、販売する飲食店
●その他外国系食品を調理、販売する飲食店
●外国料理と組み合わせたフュージョン形式の料理を調理、販売する飲食店

し
、
2
0
1
7
年
に
調
査
【
図
１
】

を
行
っ
た
上
で
、2
0
1
8
年
に
は
、

ソ
ウ
ル
特
別
市
と
鍾
路
区
は
「
北
村

住
民
被
害
最
小
化
の
た
め
の
8
大
対

策
推
進
」を
発
表
し
た
※
2
。し
か
し
、

対
策
実
施
後
も
法
的
根
拠
不
在
で
実

効
性
の
な
い
状
態
が
続
い
た
こ
と
か

ら
、
鍾
路
区
は
、
次
な
る
段
階
と
し

て
住
民
の
定
住
権
保
護
の
観
点
か
ら

国
に
法
改
正
を
提
案
し
た
。
そ
れ
を

受
け
て
、
韓
国
で
は
、
2
0
1
9
年

以
降
、
コ
ロ
ナ
禍
の
最
中
に
「
観
光

観
光
地
化
と
と
も
に
、
騒
音
や
ゴ
ミ

の
ポ
イ
捨
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵

害
、違
法
駐
車
な
ど
が
問
題
と
な
り
、

住
民
の
生
活
環
境
を
脅
か
し
て
い

た
。
同
地
区
で
は
、
転
入
よ
り
転
出

振
興
法
」
の
改
正
を
数
回
行
い
、
法

整
備
を
進
め
た
。
国
の
「
観
光
振
興

法
」
第
48
条
の
3
（
持
続
可
能
な
観

光
活
性
化
）【
表
2
】
で
は
「
特
別
管

理
地
域
」
を
「
収
容
範
囲
を
超
え
た

観
光
客
の
訪
問
で
自
然
環
境
が
損
な

わ
れ
た
り
、
住
民
の
平
穏
な
生
活
環

境
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
管
理

す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
地

域
」
と
定
義
し
た
。
そ
し
て
、
自
治

体
は
同
法
に
基
づ
き
条
例
で
次
の
事

項
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

写真6:
メイン通りの風景
［左：銀杏路、右：太祖路］
（2025年１月撮影）

写真5:
全州韓屋村の風景

（2025年１月撮影）

し
つ
つ
、
地
域
の
個
性
や
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
守
り
な
が
ら
適
切
に
活

用
す
る
た
め
の
取
り
組
み
が
進
め
ら

れ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
地
元
住
民
、

商
人
、
観
光
客
が
共
存
す
る
、
生
態

系
と
し
て
の
調
和
を
保
つ
仕
組
み
構

築
へ
の
挑
戦
で
あ
り
、
産
業
集
積
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
そ
の
一
つ
で
あ

る
。
外
か
ら
取
り
入
れ
る
活
力
を
見

極
め
、
望
ま
し
い
共
生
の
あ
り
方
を

描
く
こ
と
が
必
要
だ
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
事
例
は
、
観
光

の
量
や
質
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
だ
け
で

な
く
、
地
域
の
変
化
速
度
の
調
整
が

持
続
可
能
な
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
お
い
て
鍵
を
握
る
こ
と
を
示
唆
し

て
い
る
。
日
本
国
内
に
お
い
て
も
、

観
光
が
地
域
社
会
や
住
民
生
活
に
及

ぼ
す
影
響
を
時
間
軸
で
捉
え
た
政
策

の
策
定
、実
施
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
韓
国
の
経
験
か
ら
学
び

つ
つ
も
、
日
本
の
地
域
特
性
や
文
化

的
文
脈
、
社
会
的
状
況
（
人
口
減
少
、

高
齢
化
社
会
の
進
行
、
空
き
家
の
増

加
等
）
を
踏
ま
え
た
観
光
政
策
を
模

索
し
、
生
活
と
観
光
が
共
に
息
づ
く

持
続
可
能
な
地
域
の
形
成
を
目
指
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
え

よ
う
。
本
稿
が
そ
の
一
助
と
な
れ
ば

幸
い
で
あ
る
。

の
訪
問
時
間
制
限
（
2
0
2
5
年
３

月
導
入
）
と
観
光
バ
ス
通
行
制
限

（
2
0
2
6
年
１
月
導
入
）
を
行
う

【
表
3
】。
違
反
し
た
場
合
、
実
際
に

過
料
が
科
せ
ら
れ
る
（
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
基
づ
く
）。
な
お
、
利
用
料
の
徴

収
は
今
回
は
行
わ
れ
な
い
。

　
訪
問
時
間
制
限
に
つ
い
て
は
、

2
0
2
4
年
11
月
よ
り
周
知
・
啓
発

を
開
始
し
た
。
今
回
の
視
察
で
は
、

制
限
エ
リ
ア
内
で
の
周
知
お
よ
び
運

用
状
況
を
時
間
帯
を
変
え
て
確
認
し

た
。レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
、イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー

ン
及
び
そ
の
周
辺
道
路
に
は
、
多
種

多
様
な
告
知
の
た
め
の
案
内
板
が
非

常
に
多
く
設
置
さ
れ
て
い
た
。
訪
問

者
に
『
気
づ
か
な
か
っ
た
』『
知
ら
な

か
っ
た
』
と
は
言
わ
せ
な
い
ほ
ど
、

目
に
留
ま
る
形
で
設
置
さ
れ
て
お

り
、
従
前
よ
り
問
題
解
決
へ
の
強
い

全
州
韓
屋
村

―
観
光
ト
レ
ン
ド
を

踏
ま
え
た

規
制
と
緩
和
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    

　
　

　
全
州
韓
屋
村
は
、
韓
国
の
伝
統
建

築
で
あ
る
韓
屋
が
国
内
最
大
規
模
で

群
落
を
為
す
地
域
【
写
真
5
】
で
あ

り
、
歴
史
的
建
造
物
の
保
存
や
伝
統

文
化
の
継
承
が
重
要
視
さ
れ
る
地
域

で
あ
る
。こ
の
地
区
は
城
郭
都
市（
邑

城
）
の
外
側
に
位
置
し
、
近
代
以
降

に
形
成
さ
れ
た
住
宅
地
で
あ
る
※
9
。

2
0
0
0
年
代
以
降
に
観
光
客
数
の

大
幅
な
増
加
と
商
業
施
設
比
率
の
高

ま
り
と
い
う
急
成
長
に
直
面
し
た
全

州
市
は
、
地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
確
立
と
発
展
を
目
的
と
し
て
、
住

民
の
定
住
条
件
や
観
光
客
の
収
容
態

勢
の
改
善
に
資
す
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
き
た
。
景
観
規
制
や
商
業
化

の
抑
制
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

2
0
1
1
年
以
降
に
建
築
物
の
高
さ

や
階
数
の
制
限
を
強
化
※
10 

し
、
フ

ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
店
舗
や
フ
ァ
ー
ス
ト

フ
ー
ド
店
の
進
出
や
業
種
・
販
売
品

目
の
制
限
を
実
施
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

前
の
2
0
1
9
年
に
は
、
韓
服
レ
ン

タ
ル
店
な
ど
の
既
存
貸
与
業
を
制
限

す
る
規
定
※
11
を
設
け
た
。
も
と
も

と
住
宅
地
と
し
て
の
機
能
を
持
つ
地

区
に
お
い
て
、
非
住
居
建
築
物
（
住

居
複
合
建
築
物
を
含
む
）
の
比
率
が

増
加
す
る
中
で
、
韓
屋
村
に
合
っ
た

伝
統
的
な
活
動
が
行
わ
れ
且
つ
一
部

の
業
態
が
集
中
・
固
着
し
な
い
よ
う
、

産
業
集
積
の
質
を
問
い
、
そ
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
き
た
。

　
近
年
は
、
観
光
の
ト
レ
ン
ド
の
変

化
を
踏
ま
え
、
国
際
観
光
都
市
と
な

る
た
め
に
規
制
緩
和
へ
と
舵
を
切
っ

て
い
る
。
全
州
市
は
、
2
0
2
3
年

事
例
・
3

〈
問
題
発
生
の
有
無
と

進
行
段
階
を
診
断
す
る
指
標
〉

●
地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の

確
立
・
発
展
と
商
業
化
の
制
御

●
実
生
活
を
守
り
、
国
際
観
光
に

対
応
す
る
た
め
の
規
制
緩
和

48



注：上記は、伝統韓屋地区、太祖路地区、銀杏路地区、伝統文化地区を対象
注：「加盟事業」とは、加盟本部が加盟事業者に自己の商標、サービスマーク、商号、徽章又はその他の営業標識を使用
して、一定の品質基準や営業方式に基づいて商品(原材料及び部材料を含む)又は用役を販売させ、これによる経営及
び営業活動などに対する支援・教育と統制を行い、加盟事業者はこれに対する対価として加盟本部に金銭を支払う継
続的な取引関係をいう。
「直営店」とは、同じ業種の2つ以上の店舗を同じ商号で自己の責任と計算の下で直接店舗を運営することをいう。
出典：「全州市告示第2023-119号 全州都市管理計画（全州伝統文化区域地区単位計画）変更の決定と地形図の通
知2023年7月25日」（全州市）より筆者翻訳、作成
https://www.jeonju.go.kr/synap/skin/doc.html?f-
n=256c7ab1-b678-4931-9fe3-df0e81dc413e.hwp&rs=/synap/result/202503/

出典：「全州市告示第2023-119号 全州都市管理計画（全州伝統文化区域地区単位計画）変更の決定と地形図の通
知2023年7月25日」（全州市）等をもとに筆者翻訳、作成
https://www.jeonju.go.kr/synap/skin/doc.html?f-
n=256c7ab1-b678-4931-9fe3-df0e81dc413e.hwp&rs=/synap/result/202503/

継続
（表現変更）

削除
（規定廃止）

に
「
全
州
伝
統
文
化
地
域
地
区
単
位

計
画
」
の
変
更
決
定
を
告
示
し
た
。

住
民
の
実
生
活
を
守
つ
つ
、
都
市
型

効
果
は
、
現
地
を
訪
問
し
て
も
目

視
で
確
認
で
き
る
も
の
で
は
な
い

が
、
現
地
の
活
況
は
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

に
18
棟
確
保
さ
れ
た
公
共
安
心
商

店
街
の
一
部
も
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
た
【
写
真
4
】。

　
城
東
区
の
調
べ
に
よ
る
と
、
城
東

地
域
商
店
街
の
2
0
2
3
年
の
賃
料

は
42
％
上
昇
（
2
0
2
0
年
比
）
と

ソ
ウ
ル
市
内
で
最
も
高
い
上
昇
率
で

あ
っ
た
※
7
。
こ
れ
を
受
け
て
城
東

区
は
2
0
2
3
年
8
月
に
指
定
区
域

を
既
存
の
25
万
9
5
1
8
㎡
か
ら

2
2
5
万
4
7
0
㎡
と
8
・
6
倍
に

拡
大
し
た
（
一
部
、
聖
水
戦
略
整
備

区
域
な
ど
は
除
く
）。
こ
れ
は
、
独

自
政
策
の
効
果
を
調
査
・
検
証
し
、

ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
進

行
段
階
を
診
断
し
た
上
で
講
じ
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。

〈
対
策
の
効
果
〉

　
城
東
区
が
2
0
2
1
年
に
行
っ
た

調
査
研
究
結
果
に
よ
る
と
、
持
続
可

能
な
発
展
区
域
の
聖
水
洞
カ
フ
ェ
通

り
に
あ
り
共
生
協
約
を
締
結
し
た
商

店
の
場
合
、
平
均
営
業
期
間
は
79
ヶ

月
で
あ
っ
た
（
締
結
し
て
い
な
い
店

舗
は
平
均
52
ヶ
月
）。
賃
貸
料
の
引

き
上
げ
率
は
、
共
生
協
約
を
締
結
し

た
場
合
2
・
49
％
（
締
結
し
て
い
な

い
店
舗
は
2
・
85
％
）で
あ
っ
た
※
8
。

　
指
定
区
域
の
拡
大
に
あ
た
っ
て
は
、

独
自
調
査
に
加
え
て
、
国
土
研
究
院

が
2
0
1
8
年
に
開
発
し
た
指
標（
イ

他
、
2
0
1
8
）
を
用
い
て
、
城
東

区
は
年
度
別
進
行
段
階
を
分
析
し
、

先
制
的
対
応
を
行
っ
た
。
調
査
の
結

果
、
聖
水
洞
は
、
注
意
段
階
お
よ
び

境
界
段
階
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
っ

た
※
7
。
国
土
研
究
院
の
研
究
で
は
、

ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
現
象

の
進
行
段
階
を
、①
初
期
段
階
（
問

題
発
生
以
前
）、②
注
意
段
階
（
政
策

推
進
に
伴
う
地
域
活
性
化
の
進
行
）、

れ
た
、韓
国
で
は
初
め
て
の
法
律
で
、

地
域
商
圏
の
埋
没
防
止
の
た
め
に
、

商
圏
の
特
性
に
応
じ
て
「
地
域
共
生

区
域
」
と
「
自
律
商
圏
区
域
」
を
指

定
で
き
る
。

　
最
後
に
、
城
東
区
の
同
政
策
に
関

す
る
コ
ロ
ナ
禍
前
を
対
象
と
し
た
研

究（
チ
ョ
他
、2
0
2
0
）は
、城
東
区

が
持
続
可
能
な
発
展
区
域
に
指
定
し

た
時
点
で
、
商
業
化
が
既
に
進
ん
で

い
た
こ
と
、
そ
の
た
め
同
制
度
は
商

業
テ
ナ
ン
ト
と
そ
の
家
賃
安
定
化
に

焦
点
を
当
て
て
お
り
、居
住
空
間（
賃

貸
住
宅
な
ど
）
で
暮
ら
す
住
民
の
立

ち
退
き
問
題
や
工
場
・
製
造
業
を
営

む
産
業
テ
ナ
ン
ト
の
退
去
と
い
っ
た

非
商
業
空
間
に
お
け
る
変
化
や
被
害

に
は
十
分
に
対
応
し
て
い
な
い
こ
と

を
指
摘
す
る
。

　
現
在
も
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
発

展
を
図
る
と
同
時
に
、
安
定
的
な
営

業
環
境
と
共
生
協
力
の
都
市
生
態
系

の
構
築
を
目
指
す
聖
水
洞
で
の
取
り

組
み
は
続
い
て
い
る
。
詳
細
は
別
の

機
会
に
報
告
す
る
（
小
商
工
人
の
負

担
軽
減
を
図
り
共
生
消
費
で
地
域
経

済
活
性
化
を
目
指
す
取
り
組
み
や
、

地
方
自
治
体
協
議
会
に
よ
る
法
改
正

の
早
期
化
を
求
め
る
動
き
等
）。

ン
通
り
で
十
字
に
交
わ
る
太
祖
路
地

区
（
商
業
地
域
・
住
宅
地
域
）
及
び

銀
杏
路
【
写
真
6
】
の
建
物
の
高
さ

制
限
を
緩
和
し
、
地
下
階
の
設
置
を

全
域
で
許
可
し
た
。
ま
た
、
商
業
地

域
の
敷
地
の
最
小
面
積
基
準
を
拡
大

（
土
地
利
用
の
効
率
化
）
し
、
幅

6
m
以
上
の
接
道
条
件
へ
と
緩
和
す

る
こ
と
で
事
業
促
進
を
図
る
。
一
部

の
業
種
制
限
を
維
持
す
る
一
方
で
、

韓
服
レ
ン
タ
ル
店
な
ど
の
規
制
を
撤

韓
屋
と
し
て
再
生
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
に
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、

次
の
通
り
で
あ
る
【
表
5
】。
メ
イ

確
認
さ
れ
た
【
写
真
１
】。
レ
ッ
ド

ゾ
ー
ン
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
に
配

置
さ
れ
て
い
た
人
材
は
、
制
限
時
間

の
夕
方
17
時
以
降
と
朝
10
時
前
は
、

同
ゾ
ー
ン
入
口
の
歩
道
に
配
置
さ

れ
、
入
域
し
よ
う
と
す
る
人
に
声
掛

け
を
し
、
宿
泊
者
か
な
ど
を
個
別
に

確
認
し
て
い
た
。
制
限
時
間
に
お
い

て
は
、
同
ゾ
ー
ン
に
居
住
す
る
住
民

と
家
族
、
知
人
、
同
ゾ
ー
ン
内
の
商

〇
訪
問
時
間
制
限

（
過
怠
料
賦
課
も
可
能
）

〇
利
用
料
の
徴
収

〇
車
両
・
観
光
客
通
行
制
限

（
バ
ス
侵
入
禁
止
等
）
な
ど

　
そ
の
後
、
鍾
路
区
は
条
例
制
定
や

調
査
、
住
民
と
の
協
議
を
経
て
、

2
0
2
4
年
7
月
に
北
村
を
韓
国
国

内
で
初
め
て
「
特
別
管
理
地
域
」
に

指
定
し
た
（「
観
光
振
興
法
」
第
48
条

の
3
及
び
「
ソ
ウ
ル
特
別
市
鍾
路
区

観
光
振
興
条
例
」
第
10
条
に
基
づ

く
）。「
住
民
の
定
住
権
保
護
及
び
正

し
い
観
光
文
化
の
定
着
の
た
め
に
特

別
管
理
地
域
に
指
定
す
る
こ
と
で
、

地
域
住
民
の
生
活
と
の
均
衡
を
図

り
、
地
域
経
済
と
共
存
・
発
展
で
き

る
持
続
可
能
な
観
光
政
策
の
基
盤
を

構
築
す
る
」（
鍾
路
区
、 

2
0
2
4
） 

た
め
に
で
あ
る
。
住
民
の
不
便
水
準

を
考
慮
し
、
範
囲
を
指
定
し
4
つ
に

ゾ
ー
ニ
ン
グ
し
た
【
図
2
】。
同
年
10

月
に
条
例
を
一
部
改
正
し
、
観
光
客

止
し
小
商
工
人
に
よ
る
地
域
商
圏
の

保
護
を
目
指
す
聖
水
洞
で
あ
る
。
3

つ
目
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
、

維
持
発
展
の
た
め
に
景
観
や
業
種
、

販
売
品
目
等
に
制
限
を
課
し
て
き
た

が
、
住
民
生
活
や
観
光
の
ト
レ
ン
ド

に
応
じ
て
制
限
を
緩
和
す
る
方
向
に

動
い
て
い
る
全
州
韓
屋
村
で
あ
る
。

北
村
の
状
況
（
2
0
1
8
年
以
前
）
や

本
稿
で
一
部
扱
う
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
ツ
ー
リ
ス
テ
ィ

フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン（T

ouristification

）

に
つ
い
て
は
、『
観
光
文
化
2
4
0
号
』

で
金（
2
0
1
9
）に
よ
り
既
に
報
告

さ
れ
て
い
る
の
で
そ
ち
ら
を
参
照
さ

れ
た
い
。

　
以
降
で
は
、文
献
調
査
に
加
え
て
、

2
0
2
4
年
度
に
現
地
を
視
察
し
た

結
果
も
含
め
て
報
告
す
る
（
本
号
で

は
一
部
の
み
）。

鍾
路
区
北
村

―
地
元
住
民
の

定
住
権
の
保
護

　
　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
北
村
は
、
ソ
ウ
ル
都
心
部
北
側
の

高
台
に
位
置
し
、
伝
統
的
な
家
屋
で

あ
る
韓
屋
が
立
ち
並
ぶ
地
区
で
あ

る
。
住
居
地
域
で
あ
る
同
地
区
は
、

が
上
回
り
人
口
流
出
が
続
く
中
で
、

地
元
住
民
の
定
住
権
を
い
か
に
保
護

す
る
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
鍾
路
区
は
、
2
0
1
3
年
に
観
光

客
に
静
粛
を
促
す
取
組
等
を
開
始

は
じ
め
に

　
本
稿
で
は
、
持
続
可
能
な
地
域
の

た
め
の
観
光
と
い
う
観
点
か
ら
、
韓

国
の
3
つ
の
地
区
（
ソ
ウ
ル
特
別
市

鍾
路
区
北
村
韓
屋
村
、
同
市
城
東
区

聖
水
洞
、
全
州
市
全
州
韓
屋
村
）
の

法
制
度
に
基
づ
く
観
光
関
連
政
策
に

つ
い
て
報
告
す
る
【
表
1
】。
今
回
、

韓
国
の
同
地
区
を
調
査
研
究
対
象
と

し
た
理
由
は
、次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
第
一
に
、
韓
国
は
観
光
需
要
の
高

ま
り
や
観
光
事
業
活
動
に
伴
う
住
商

環
境
の
変
化
に
対
し
て
、
日
本
よ
り

踏
み
込
ん
だ
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

日
本
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
問
題

の
捉
え
方
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍

前
か
ら
「
観
光
客
の
急
増
に
よ
る
混

雑
や
マ
ナ
ー
問
題
に
回
収
さ
れ
が

ち
」※
1
と
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、

現
在
は
日
本
に
お
い
て
も
一
部
の
地

に
お
い
て
、
観
光
の
「
量
」
や
「
質
」

の
み
な
ら
ず
、「
変
化
速
度
」
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
が
意
識
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
垣
間
見
え
る
。
ま
ち
は
生
き
物

で
あ
り
変
化
自
体
は
当
然
起
こ
り
う

る
も
の
だ
が
、
急
激
な
変
化
に
対
し

て
そ
の
受
容
者
が
耐
え
得
る
水
準
の

進
行
と
な
る
よ
う
調
査
を
実
施
し
、

策
を
講
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
文
化

の
観
光
活
用
と
い
う
文
脈
だ
け
で
は

な
く
、
観
光
客
、
住
民
な
ど
様
々
な

利
害
関
係
者
の
相
互
理
解
に
基
づ
く

「
観
光
文
化
」
の
育
成
・
定
着
が
目

指
さ
れ
て
い
る
。

　
本
稿
で
扱
う
3
地
区
の
概
要
は
次

の
通
り
【
表
１
】。
最
初
の
2
つ
は

ソ
ウ
ル
特
別
市
に
位
置
す
る
。
伝
統

的
な
韓
屋
で
構
成
さ
れ
る
住
居
地
域

で
、
地
元
住
民
の
定
住
権
保
護
を
目

指
す
北
村
韓
屋
村
と
、
賃
料
が
急
騰

す
る
中
で
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
（G

en
trificatio

n

）
を
防

域
で
住
民
の
住
宅
確
保
問
題
な
ど
が

報
じ
ら
れ
る
な
ど
、
新
た
な
局
面
が

見
受
け
ら
れ
る
。
韓
国
で
は
、
地
元

住
民
や
地
場
の
商
人
、
賃
借
人
の
非

自
発
的
な
転
出
を
防
ぎ
、
生
活
と
観

光
の
共
存
を
図
る
対
策
や
産
業
集
積

の
質
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
等
を
早
く
か

ら
講
じ
て
い
る
（
も
ち
ろ
ん
問
題
と

な
る
現
象
が
実
際
に
発
生
し
、
顕
在

化
し
て
い
た
と
い
う
側
面
が
あ
る
）。

　
第
二
に
、
韓
国
で
は
高
ま
る
観
光

需
要
に
対
し
て
、
先
制
的
ま
た
は
段

階
的
に
、
条
例
や
法
律
の
も
と
で
抑

制
や
共
生
の
た
め
新
た
な
策
を
導
入

す
る
地
域
と
と
も
に
、
観
光
旅
行
市

場
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
に
緩
和

措
置
を
行
う
地
域
事
例
も
確
認
さ
れ

る
。
変
化
す
る
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
や

今
後
を
見
据
え
て
生
活
と
観
光
を
ど

う
共
存
さ
せ
て
い
く
の
か
の
参
考
と

な
る
。

　
第
三
に
、
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

廃
し
た
。
さ
ら
に
、
食
品
の
販
売
品

目
制
限
を
廃
止
し
、
外
国
料
理
な
ど

の
幅
広
い
飲
食
業
を
認
め
た
【
表

6
】。
観
光
客
の
食
体
験
へ
の
ニ
ー

ズ
の
高
ま
り
を
受
け
て
規
制
を
緩
和

し
、
多
様
な
グ
ル
メ
の
提
供
な
ど
を

通
じ
て
滞
在
型
へ
と
転
換
し
よ
う
と

し
て
い
る
※
12
。

　
全
州
市
全
体
と
し
て
も
年
間
観
光

客
数
の
増
加
を
受
け
て
、
国
際
的
な

地
位
に
見
合
っ
た
観
光
都
市
の
骨
格

を
形
成
す
る
方
向
に
動
い
て
い
る
。

お
わ
り
に

　
本
稿
で
取
り
上
げ
た
3
地
区
の
観

光
政
策
事
例
の
よ
う
に
、
地
域
住
民

の
生
活
の
保
護
と
観
光
の
共
存
を
図

る
た
め
の
法
的
措
置
や
政
策
展
開

は
、
持
続
可
能
な
地
域
形
成
を
実
現

し
て
い
く
上
で
重
要
で
あ
る
。
韓
国

で
は
、
観
光
に
よ
る
影
響
を
最
小
化

表 5 全州伝統文化地域地区単位計画の変更内容（一部）

表 6 不許可用途の継続、削除（2023年変更）

決
意
を
感
じ
る
。

　
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
及
び
イ
エ
ロ
ー

ゾ
ー
ン
に
は
、
管
理
人
材
が
配
置
さ

れ
て
い
た
（
人
材
配
置
自
体
は
今
回

の
指
定
以
前
よ
り
実
施
、
3
月
か
ら

は
過
怠
料
取
締
を
専
門
で
担
当
す
る

公
務
員
「
北
村
保
安
官
」
が
配
置
）。

訪
問
者
の
望
ま
し
く
な
い
行
為
に
対

し
て
は
、管
理
人
材
が
声
掛
け
を
し
、

行
動
の
変
更
を
指
示
し
て
い
る
の
が

店
利
用
客
、
商
人
、
宿
泊
客
、
な
ど

は
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
へ
の
出
入
り
が
許

可
さ
れ
る
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
、
関
係
者
や

研
究
者
か
ら
は
、
同
地
区
で
宿
泊
可

能
な
韓
屋
ス
テ
イ
の
問
題
（
法
人
運

営
や
深
夜
の
騒
音
※
3 

、
商
業
と
の

共
生
の
点
か
ら
季
節
に
応
じ
た
弾
力

的
な
制
限
時
間
の
設
定
※
4 

な
ど
が

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
住
民
保
護
と
商

圏
安
定
の
バ
ラ
ン
ス
を
模
索
す
る
動

き
は
続
く
。

城
東
区
聖
水
洞

―
先
制
的
対
応
に
よ
る

地
域
商
圏
と

路
地
景
観
の
保
護
　
　

　
聖
水
洞
は
、
ソ
ウ
ル
特
別
市
内
で

急
浮
上
し
た
ホ
ッ
ト
プ
レ
イ
ス
で
あ

る
。
日
本
の
旅
行
雑
誌
等
で
も
近
年

は
注
目
の
観
光
地
と
し
て
紹
介
さ
れ

る
。
同
地
区
は
も
と
も
と
は
準
工
業

地
帯
で
あ
り
、
現
在
は
工
場
等
を
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
施
設
な
ど
多
く

の
事
務
所
が
集
積
し
て
い
る
【
写
真

2
、
3
】。
聖
水
洞
が
位
置
す
る
城

東
区
は
、
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
※
5 

現
象
に
先
制
的
に
対
応

す
る
た
め
に
、
2
0
1
5
年
に
全
国

で
初
め
て
「
持
続
可
能
な
発
展
区
域

制
度
」
を
創
設
し
た
（「
ソ
ウ
ル
特
別

市
城
東
区
地
域
共
同
体
相
互
協
力
及

び
持
続
可
能
な
発
展
区
域
指
定
に
関

す
る
条
例
」）。
都
市
再
生
に
よ
る
事

業
者
等
の
流
入
に
よ
り
、
ま
ち
が
急

激
に
変
化
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

城
東
区
は
、
地
域
商
圏
※
6 

と
聖
水

洞
固
有
の
路
地
文
化
の
均
質
化
を
防

ぎ
保
護
す
る
た
め
に
、
建
物
主
・
賃

借
人
・
城
東
区
の
間
で
の
共
生
協
約

締
結
を
推
奨
し
て
い
る
。
そ
の
他
、

地
区
単
位
計
画
と
連
携
し
た
、
大
企

業
・
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
加
盟
店
の
入

店
制
限
【
表
4
】
や
、
賃
貸

料
安
定
履
行
協
約
を
締
結

し
た
場
合
は
、
建
物
の
新
・

増
築
時
の
容
積
率
の
緩
和

が
可
能
と
な
る
（
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る
代
わ

り
に
、
区
が
賃
貸
料
設
定

権
限
の
一
部
を
持
つ
）。

〈
指
定
区
域
の
拡
大
〉

　
今
回
の
視
察
で
は
、
拡

大
後
の
指
定
区
域
4
地
区

の
う
ち
主
に
2
地
区
（
聖

水
1
街
2
洞
、2
街
3
洞
）

を
視
察
し
た
。
同
制
度
の

③
境
界
段
階
（
不
動
産
価
格
上
昇
）、

④
危
険
段
階
（
副
作
用
の
深
化
）
の

4
段
階
に
分
類
し
て
い
る
。指
標
は
、

人
口
、
世
帯
所
得
、
創
業
・
廃
業
、

営
業
期
間
、フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
企
業
、

流
動
人
口
な
ど
で
、
そ
の
変
数
を
統

合
し
た
総
合
点
で
算
定
す
る
（
変
数

別
に
重
み
づ
け
）。
指
標
値
は
具
体

的
な
基
準
や
公
論
化
が
必
要
な
政
策

で
の
活
用
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
指

標
を
導
入
し
、
地
域
の
変
化
に
即
座

に
対
応
で
き
る
基
盤
づ
く
り
と
各
進

行
段
階
に
応
じ
た
対
応
の
実
施
が
目

指
さ
れ
て
い
る
。

〈
国
レ
ベ
ル
で
の
法
整
備
〉

　
関
連
す
る
国
レ
ベ
ル
の
動
き
と
し

て
二
つ
紹
介
す
る
。
韓
国
は
、

2
0
1
8
年
に
「
商
店
街
建
物
賃
貸

借
保
護
法
」 

を
改
正
し
、
賃
借
人
が

契
約
更
新
要
求
権
を
行
使
で
き
る
賃

貸
借
保
護
期
間
を
5
年
か
ら
10
年
に

拡
大
し
（
同
法
第
10
条
第
2
項
）、
賃

貸
料
引
き
上
げ
率
の
上
限
を
9
％
か

ら
5
％
へ
と
引
き
下
げ
る
下
方
調
整

を
行
っ
た
（
同
法
施
行
令
第
4
条
）。

　
ま
た
、
城
東
区
独
自
の
政
策
「
持

続
可
能
な
発
展
区
域
」
指
定
は
、
現

在
は
、
2
0
2
1
年
に
国
が
制
定
し

た
「
地
域
商
圏
共
生
お
よ
び
活
性
化

に
関
す
る
法
律
（
略
称
：
地
域
商
圏

法
）」 

に
基
づ
く
措
置
と
な
っ
て
い

る
。
同
法
は
個
別
店
舗
で
は
な
く
商

圏
単
位
で
の
支
援
の
た
め
に
設
け
ら

建物の階数制限の緩和等
○太祖路地区（商業地域・住宅地域）及び銀杏路地区【写真6】に限って高さ８m以下、
１階以下から、高さ11m、地上2階以下へ、容積率は各地区・地域で従前の２倍へ
※なお、その他の地区では、高さ8m以下から7.5m以下へ
○地下階禁止から全地区で許可へ＊
＊住宅と都市民泊業、韓屋体験業、宿泊業の居室以外の用途
（倉庫、ボイラー室など付属用途）
敷地規模：最小面積の拡大
○太祖路地区（商業地域）では、50㎡以上→150㎡以上
許可要件の緩和
○幅8m以上の道路に接する敷地（2011年導入）から幅6m以上に緩和
業種制限の一部維持
○フランチャイズ、一部ファーストフード店の制限維持【表６】
○韓服レンタル店等の制限＊の廃止（2019年導入）
＊衣装貸与業(韓服など)・電動機貸与業などこれと類似の貸与業を目的とする用途の
小売店の場合は、韓屋保存委員会の審議を経て許可の取得が可能
（ただし、伝統文化区域内の既存貸与業（衣装及び電動機）の移転、拡張は不可）
許容品目制限規定の廃止【表６】

建築法施行令第1種近隣生活施設（休憩飲食店・製菓店）、
第2種近隣生活施設（休憩飲食店・製菓店、一般飲食店、製造業所)のうち、
加盟事業または本社が直接運営する店舗(直営店）として
次のいずれかに該当するもの（ただし、本社が全州にある場合は除く)
●コーヒー専門店及びこれに類する喫茶店
●製菓店・製パン店及びこれに類するものに該当するもの
●ファーストフード店（ドーナツ、ハンバーガー、ピザ、サンドイッチを
主たるメニューとして販売する営業所）　
第2種近隣生活施設の一般飲食店のうち、伝統料理以外の
次のいずれかに該当する形態の食品を調理、販売するもの
●日本食を調理、販売する飲食店
●中華料理を調理、販売する飲食店
●洋食を調理、販売する飲食店
●その他外国系食品を調理、販売する飲食店
●外国料理と組み合わせたフュージョン形式の料理を調理、販売する飲食店

し
、
2
0
1
7
年
に
調
査
【
図
１
】

を
行
っ
た
上
で
、2
0
1
8
年
に
は
、

ソ
ウ
ル
特
別
市
と
鍾
路
区
は
「
北
村

住
民
被
害
最
小
化
の
た
め
の
8
大
対

策
推
進
」を
発
表
し
た
※
2
。し
か
し
、

対
策
実
施
後
も
法
的
根
拠
不
在
で
実

効
性
の
な
い
状
態
が
続
い
た
こ
と
か

ら
、
鍾
路
区
は
、
次
な
る
段
階
と
し

て
住
民
の
定
住
権
保
護
の
観
点
か
ら

国
に
法
改
正
を
提
案
し
た
。
そ
れ
を

受
け
て
、
韓
国
で
は
、
2
0
1
9
年

以
降
、
コ
ロ
ナ
禍
の
最
中
に
「
観
光

観
光
地
化
と
と
も
に
、
騒
音
や
ゴ
ミ

の
ポ
イ
捨
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵

害
、違
法
駐
車
な
ど
が
問
題
と
な
り
、

住
民
の
生
活
環
境
を
脅
か
し
て
い

た
。
同
地
区
で
は
、
転
入
よ
り
転
出

振
興
法
」
の
改
正
を
数
回
行
い
、
法

整
備
を
進
め
た
。
国
の
「
観
光
振
興

法
」
第
48
条
の
3
（
持
続
可
能
な
観

光
活
性
化
）【
表
2
】
で
は
「
特
別
管

理
地
域
」
を
「
収
容
範
囲
を
超
え
た

観
光
客
の
訪
問
で
自
然
環
境
が
損
な

わ
れ
た
り
、
住
民
の
平
穏
な
生
活
環

境
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
管
理

す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
地

域
」
と
定
義
し
た
。
そ
し
て
、
自
治

体
は
同
法
に
基
づ
き
条
例
で
次
の
事

項
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

写真6:
メイン通りの風景
［左：銀杏路、右：太祖路］
（2025年１月撮影）

写真5:
全州韓屋村の風景

（2025年１月撮影）

し
つ
つ
、
地
域
の
個
性
や
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
守
り
な
が
ら
適
切
に
活

用
す
る
た
め
の
取
り
組
み
が
進
め
ら

れ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
地
元
住
民
、

商
人
、
観
光
客
が
共
存
す
る
、
生
態

系
と
し
て
の
調
和
を
保
つ
仕
組
み
構

築
へ
の
挑
戦
で
あ
り
、
産
業
集
積
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
そ
の
一
つ
で
あ

る
。
外
か
ら
取
り
入
れ
る
活
力
を
見

極
め
、
望
ま
し
い
共
生
の
あ
り
方
を

描
く
こ
と
が
必
要
だ
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
事
例
は
、
観
光

の
量
や
質
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
だ
け
で

な
く
、
地
域
の
変
化
速
度
の
調
整
が

持
続
可
能
な
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
お
い
て
鍵
を
握
る
こ
と
を
示
唆
し

て
い
る
。
日
本
国
内
に
お
い
て
も
、

観
光
が
地
域
社
会
や
住
民
生
活
に
及

ぼ
す
影
響
を
時
間
軸
で
捉
え
た
政
策

の
策
定
、実
施
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
韓
国
の
経
験
か
ら
学
び

つ
つ
も
、
日
本
の
地
域
特
性
や
文
化

的
文
脈
、
社
会
的
状
況
（
人
口
減
少
、

高
齢
化
社
会
の
進
行
、
空
き
家
の
増

加
等
）
を
踏
ま
え
た
観
光
政
策
を
模

索
し
、
生
活
と
観
光
が
共
に
息
づ
く

持
続
可
能
な
地
域
の
形
成
を
目
指
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
え

よ
う
。
本
稿
が
そ
の
一
助
と
な
れ
ば

幸
い
で
あ
る
。

の
訪
問
時
間
制
限
（
2
0
2
5
年
３

月
導
入
）
と
観
光
バ
ス
通
行
制
限

（
2
0
2
6
年
１
月
導
入
）
を
行
う

【
表
3
】。
違
反
し
た
場
合
、
実
際
に

過
料
が
科
せ
ら
れ
る
（
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
基
づ
く
）。
な
お
、
利
用
料
の
徴

収
は
今
回
は
行
わ
れ
な
い
。

　
訪
問
時
間
制
限
に
つ
い
て
は
、

2
0
2
4
年
11
月
よ
り
周
知
・
啓
発

を
開
始
し
た
。
今
回
の
視
察
で
は
、

制
限
エ
リ
ア
内
で
の
周
知
お
よ
び
運

用
状
況
を
時
間
帯
を
変
え
て
確
認
し

た
。レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
、イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー

ン
及
び
そ
の
周
辺
道
路
に
は
、
多
種

多
様
な
告
知
の
た
め
の
案
内
板
が
非

常
に
多
く
設
置
さ
れ
て
い
た
。
訪
問

者
に
『
気
づ
か
な
か
っ
た
』『
知
ら
な

か
っ
た
』
と
は
言
わ
せ
な
い
ほ
ど
、

目
に
留
ま
る
形
で
設
置
さ
れ
て
お

り
、
従
前
よ
り
問
題
解
決
へ
の
強
い

全
州
韓
屋
村

―
観
光
ト
レ
ン
ド
を

踏
ま
え
た

規
制
と
緩
和
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    

　
　

　
全
州
韓
屋
村
は
、
韓
国
の
伝
統
建

築
で
あ
る
韓
屋
が
国
内
最
大
規
模
で

群
落
を
為
す
地
域
【
写
真
5
】
で
あ

り
、
歴
史
的
建
造
物
の
保
存
や
伝
統

文
化
の
継
承
が
重
要
視
さ
れ
る
地
域

で
あ
る
。こ
の
地
区
は
城
郭
都
市（
邑

城
）
の
外
側
に
位
置
し
、
近
代
以
降

に
形
成
さ
れ
た
住
宅
地
で
あ
る
※
9
。

2
0
0
0
年
代
以
降
に
観
光
客
数
の

大
幅
な
増
加
と
商
業
施
設
比
率
の
高

ま
り
と
い
う
急
成
長
に
直
面
し
た
全

州
市
は
、
地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
確
立
と
発
展
を
目
的
と
し
て
、
住

民
の
定
住
条
件
や
観
光
客
の
収
容
態

勢
の
改
善
に
資
す
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
き
た
。
景
観
規
制
や
商
業
化

の
抑
制
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

2
0
1
1
年
以
降
に
建
築
物
の
高
さ

や
階
数
の
制
限
を
強
化
※
10 

し
、
フ

ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
店
舗
や
フ
ァ
ー
ス
ト

フ
ー
ド
店
の
進
出
や
業
種
・
販
売
品

目
の
制
限
を
実
施
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

前
の
2
0
1
9
年
に
は
、
韓
服
レ
ン

タ
ル
店
な
ど
の
既
存
貸
与
業
を
制
限

す
る
規
定
※
11
を
設
け
た
。
も
と
も

と
住
宅
地
と
し
て
の
機
能
を
持
つ
地

区
に
お
い
て
、
非
住
居
建
築
物
（
住

居
複
合
建
築
物
を
含
む
）
の
比
率
が

増
加
す
る
中
で
、
韓
屋
村
に
合
っ
た

伝
統
的
な
活
動
が
行
わ
れ
且
つ
一
部

の
業
態
が
集
中
・
固
着
し
な
い
よ
う
、

産
業
集
積
の
質
を
問
い
、
そ
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
き
た
。

　
近
年
は
、
観
光
の
ト
レ
ン
ド
の
変

化
を
踏
ま
え
、
国
際
観
光
都
市
と
な

る
た
め
に
規
制
緩
和
へ
と
舵
を
切
っ

て
い
る
。
全
州
市
は
、
2
0
2
3
年

事
例
・
3

〈
問
題
発
生
の
有
無
と

進
行
段
階
を
診
断
す
る
指
標
〉

●
地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の

確
立
・
発
展
と
商
業
化
の
制
御

●
実
生
活
を
守
り
、
国
際
観
光
に

対
応
す
る
た
め
の
規
制
緩
和

第265号 May 202549



に
「
全
州
伝
統
文
化
地
域
地
区
単
位

計
画
」
の
変
更
決
定
を
告
示
し
た
。

住
民
の
実
生
活
を
守
つ
つ
、
都
市
型

効
果
は
、
現
地
を
訪
問
し
て
も
目

視
で
確
認
で
き
る
も
の
で
は
な
い

が
、
現
地
の
活
況
は
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

に
18
棟
確
保
さ
れ
た
公
共
安
心
商

店
街
の
一
部
も
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
た
【
写
真
4
】。

　
城
東
区
の
調
べ
に
よ
る
と
、
城
東

地
域
商
店
街
の
2
0
2
3
年
の
賃
料

は
42
％
上
昇
（
2
0
2
0
年
比
）
と

ソ
ウ
ル
市
内
で
最
も
高
い
上
昇
率
で

あ
っ
た
※
7
。
こ
れ
を
受
け
て
城
東

区
は
2
0
2
3
年
8
月
に
指
定
区
域

を
既
存
の
25
万
9
5
1
8
㎡
か
ら

2
2
5
万
4
7
0
㎡
と
8
・
6
倍
に

拡
大
し
た
（
一
部
、
聖
水
戦
略
整
備

区
域
な
ど
は
除
く
）。
こ
れ
は
、
独

自
政
策
の
効
果
を
調
査
・
検
証
し
、

ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
進

行
段
階
を
診
断
し
た
上
で
講
じ
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。

〈
対
策
の
効
果
〉

　
城
東
区
が
2
0
2
1
年
に
行
っ
た

調
査
研
究
結
果
に
よ
る
と
、
持
続
可

能
な
発
展
区
域
の
聖
水
洞
カ
フ
ェ
通

り
に
あ
り
共
生
協
約
を
締
結
し
た
商

店
の
場
合
、
平
均
営
業
期
間
は
79
ヶ

月
で
あ
っ
た
（
締
結
し
て
い
な
い
店

舗
は
平
均
52
ヶ
月
）。
賃
貸
料
の
引

き
上
げ
率
は
、
共
生
協
約
を
締
結
し

た
場
合
2
・
49
％
（
締
結
し
て
い
な

い
店
舗
は
2
・
85
％
）で
あ
っ
た
※
8
。

　
指
定
区
域
の
拡
大
に
あ
た
っ
て
は
、

独
自
調
査
に
加
え
て
、
国
土
研
究
院

が
2
0
1
8
年
に
開
発
し
た
指
標（
イ

他
、
2
0
1
8
）
を
用
い
て
、
城
東

区
は
年
度
別
進
行
段
階
を
分
析
し
、

先
制
的
対
応
を
行
っ
た
。
調
査
の
結

果
、
聖
水
洞
は
、
注
意
段
階
お
よ
び

境
界
段
階
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
っ

た
※
7
。
国
土
研
究
院
の
研
究
で
は
、

ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
現
象

の
進
行
段
階
を
、①
初
期
段
階
（
問

題
発
生
以
前
）、②
注
意
段
階
（
政
策

推
進
に
伴
う
地
域
活
性
化
の
進
行
）、

れ
た
、韓
国
で
は
初
め
て
の
法
律
で
、

地
域
商
圏
の
埋
没
防
止
の
た
め
に
、

商
圏
の
特
性
に
応
じ
て
「
地
域
共
生

区
域
」
と
「
自
律
商
圏
区
域
」
を
指

定
で
き
る
。

　
最
後
に
、
城
東
区
の
同
政
策
に
関

す
る
コ
ロ
ナ
禍
前
を
対
象
と
し
た
研

究（
チ
ョ
他
、2
0
2
0
）は
、城
東
区

が
持
続
可
能
な
発
展
区
域
に
指
定
し

た
時
点
で
、
商
業
化
が
既
に
進
ん
で

い
た
こ
と
、
そ
の
た
め
同
制
度
は
商

業
テ
ナ
ン
ト
と
そ
の
家
賃
安
定
化
に

焦
点
を
当
て
て
お
り
、居
住
空
間（
賃

貸
住
宅
な
ど
）
で
暮
ら
す
住
民
の
立

ち
退
き
問
題
や
工
場
・
製
造
業
を
営

む
産
業
テ
ナ
ン
ト
の
退
去
と
い
っ
た

非
商
業
空
間
に
お
け
る
変
化
や
被
害

に
は
十
分
に
対
応
し
て
い
な
い
こ
と

を
指
摘
す
る
。

　
現
在
も
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
発

展
を
図
る
と
同
時
に
、
安
定
的
な
営

業
環
境
と
共
生
協
力
の
都
市
生
態
系

の
構
築
を
目
指
す
聖
水
洞
で
の
取
り

組
み
は
続
い
て
い
る
。
詳
細
は
別
の

機
会
に
報
告
す
る
（
小
商
工
人
の
負

担
軽
減
を
図
り
共
生
消
費
で
地
域
経

済
活
性
化
を
目
指
す
取
り
組
み
や
、

地
方
自
治
体
協
議
会
に
よ
る
法
改
正

の
早
期
化
を
求
め
る
動
き
等
）。

ン
通
り
で
十
字
に
交
わ
る
太
祖
路
地

区
（
商
業
地
域
・
住
宅
地
域
）
及
び

銀
杏
路
【
写
真
6
】
の
建
物
の
高
さ

制
限
を
緩
和
し
、
地
下
階
の
設
置
を

全
域
で
許
可
し
た
。
ま
た
、
商
業
地

域
の
敷
地
の
最
小
面
積
基
準
を
拡
大

（
土
地
利
用
の
効
率
化
）
し
、
幅

6
m
以
上
の
接
道
条
件
へ
と
緩
和
す

る
こ
と
で
事
業
促
進
を
図
る
。
一
部

の
業
種
制
限
を
維
持
す
る
一
方
で
、

韓
服
レ
ン
タ
ル
店
な
ど
の
規
制
を
撤

韓
屋
と
し
て
再
生
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
に
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、

次
の
通
り
で
あ
る
【
表
5
】。
メ
イ

確
認
さ
れ
た
【
写
真
１
】。
レ
ッ
ド

ゾ
ー
ン
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
に
配

置
さ
れ
て
い
た
人
材
は
、
制
限
時
間

の
夕
方
17
時
以
降
と
朝
10
時
前
は
、

同
ゾ
ー
ン
入
口
の
歩
道
に
配
置
さ

れ
、
入
域
し
よ
う
と
す
る
人
に
声
掛

け
を
し
、
宿
泊
者
か
な
ど
を
個
別
に

確
認
し
て
い
た
。
制
限
時
間
に
お
い

て
は
、
同
ゾ
ー
ン
に
居
住
す
る
住
民

と
家
族
、
知
人
、
同
ゾ
ー
ン
内
の
商

〇
訪
問
時
間
制
限

（
過
怠
料
賦
課
も
可
能
）

〇
利
用
料
の
徴
収

〇
車
両
・
観
光
客
通
行
制
限

（
バ
ス
侵
入
禁
止
等
）
な
ど

　
そ
の
後
、
鍾
路
区
は
条
例
制
定
や

調
査
、
住
民
と
の
協
議
を
経
て
、

2
0
2
4
年
7
月
に
北
村
を
韓
国
国

内
で
初
め
て
「
特
別
管
理
地
域
」
に

指
定
し
た
（「
観
光
振
興
法
」
第
48
条

の
3
及
び
「
ソ
ウ
ル
特
別
市
鍾
路
区

観
光
振
興
条
例
」
第
10
条
に
基
づ

く
）。「
住
民
の
定
住
権
保
護
及
び
正

し
い
観
光
文
化
の
定
着
の
た
め
に
特

別
管
理
地
域
に
指
定
す
る
こ
と
で
、

地
域
住
民
の
生
活
と
の
均
衡
を
図

り
、
地
域
経
済
と
共
存
・
発
展
で
き

る
持
続
可
能
な
観
光
政
策
の
基
盤
を

構
築
す
る
」（
鍾
路
区
、 

2
0
2
4
） 

た
め
に
で
あ
る
。
住
民
の
不
便
水
準

を
考
慮
し
、
範
囲
を
指
定
し
4
つ
に

ゾ
ー
ニ
ン
グ
し
た
【
図
2
】。
同
年
10

月
に
条
例
を
一
部
改
正
し
、
観
光
客

止
し
小
商
工
人
に
よ
る
地
域
商
圏
の

保
護
を
目
指
す
聖
水
洞
で
あ
る
。
3

つ
目
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
、

維
持
発
展
の
た
め
に
景
観
や
業
種
、

販
売
品
目
等
に
制
限
を
課
し
て
き
た

が
、
住
民
生
活
や
観
光
の
ト
レ
ン
ド

に
応
じ
て
制
限
を
緩
和
す
る
方
向
に

動
い
て
い
る
全
州
韓
屋
村
で
あ
る
。

北
村
の
状
況
（
2
0
1
8
年
以
前
）
や

本
稿
で
一
部
扱
う
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
ツ
ー
リ
ス
テ
ィ

フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン（T

ouristification

）

に
つ
い
て
は
、『
観
光
文
化
2
4
0
号
』

で
金（
2
0
1
9
）に
よ
り
既
に
報
告

さ
れ
て
い
る
の
で
そ
ち
ら
を
参
照
さ

れ
た
い
。

　
以
降
で
は
、文
献
調
査
に
加
え
て
、

2
0
2
4
年
度
に
現
地
を
視
察
し
た

結
果
も
含
め
て
報
告
す
る
（
本
号
で

は
一
部
の
み
）。

鍾
路
区
北
村

―
地
元
住
民
の

定
住
権
の
保
護

　
　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
北
村
は
、
ソ
ウ
ル
都
心
部
北
側
の

高
台
に
位
置
し
、
伝
統
的
な
家
屋
で

あ
る
韓
屋
が
立
ち
並
ぶ
地
区
で
あ

る
。
住
居
地
域
で
あ
る
同
地
区
は
、

が
上
回
り
人
口
流
出
が
続
く
中
で
、

地
元
住
民
の
定
住
権
を
い
か
に
保
護

す
る
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
鍾
路
区
は
、
2
0
1
3
年
に
観
光

客
に
静
粛
を
促
す
取
組
等
を
開
始

は
じ
め
に

　
本
稿
で
は
、
持
続
可
能
な
地
域
の

た
め
の
観
光
と
い
う
観
点
か
ら
、
韓

国
の
3
つ
の
地
区
（
ソ
ウ
ル
特
別
市

鍾
路
区
北
村
韓
屋
村
、
同
市
城
東
区

聖
水
洞
、
全
州
市
全
州
韓
屋
村
）
の

法
制
度
に
基
づ
く
観
光
関
連
政
策
に

つ
い
て
報
告
す
る
【
表
1
】。
今
回
、

韓
国
の
同
地
区
を
調
査
研
究
対
象
と

し
た
理
由
は
、次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
第
一
に
、
韓
国
は
観
光
需
要
の
高

ま
り
や
観
光
事
業
活
動
に
伴
う
住
商

環
境
の
変
化
に
対
し
て
、
日
本
よ
り

踏
み
込
ん
だ
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

日
本
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
問
題

の
捉
え
方
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍

前
か
ら
「
観
光
客
の
急
増
に
よ
る
混

雑
や
マ
ナ
ー
問
題
に
回
収
さ
れ
が

ち
」※
1
と
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、

現
在
は
日
本
に
お
い
て
も
一
部
の
地

に
お
い
て
、
観
光
の
「
量
」
や
「
質
」

の
み
な
ら
ず
、「
変
化
速
度
」
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
が
意
識
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
垣
間
見
え
る
。
ま
ち
は
生
き
物

で
あ
り
変
化
自
体
は
当
然
起
こ
り
う

る
も
の
だ
が
、
急
激
な
変
化
に
対
し

て
そ
の
受
容
者
が
耐
え
得
る
水
準
の

進
行
と
な
る
よ
う
調
査
を
実
施
し
、

策
を
講
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
文
化

の
観
光
活
用
と
い
う
文
脈
だ
け
で
は

な
く
、
観
光
客
、
住
民
な
ど
様
々
な

利
害
関
係
者
の
相
互
理
解
に
基
づ
く

「
観
光
文
化
」
の
育
成
・
定
着
が
目

指
さ
れ
て
い
る
。

　
本
稿
で
扱
う
3
地
区
の
概
要
は
次

の
通
り
【
表
１
】。
最
初
の
2
つ
は

ソ
ウ
ル
特
別
市
に
位
置
す
る
。
伝
統

的
な
韓
屋
で
構
成
さ
れ
る
住
居
地
域

で
、
地
元
住
民
の
定
住
権
保
護
を
目

指
す
北
村
韓
屋
村
と
、
賃
料
が
急
騰

す
る
中
で
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
（G

en
trificatio

n

）
を
防

域
で
住
民
の
住
宅
確
保
問
題
な
ど
が

報
じ
ら
れ
る
な
ど
、
新
た
な
局
面
が

見
受
け
ら
れ
る
。
韓
国
で
は
、
地
元

住
民
や
地
場
の
商
人
、
賃
借
人
の
非

自
発
的
な
転
出
を
防
ぎ
、
生
活
と
観

光
の
共
存
を
図
る
対
策
や
産
業
集
積

の
質
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
等
を
早
く
か

ら
講
じ
て
い
る
（
も
ち
ろ
ん
問
題
と

な
る
現
象
が
実
際
に
発
生
し
、
顕
在

化
し
て
い
た
と
い
う
側
面
が
あ
る
）。

　
第
二
に
、
韓
国
で
は
高
ま
る
観
光

需
要
に
対
し
て
、
先
制
的
ま
た
は
段

階
的
に
、
条
例
や
法
律
の
も
と
で
抑

制
や
共
生
の
た
め
新
た
な
策
を
導
入

す
る
地
域
と
と
も
に
、
観
光
旅
行
市

場
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
に
緩
和

措
置
を
行
う
地
域
事
例
も
確
認
さ
れ

る
。
変
化
す
る
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
や

今
後
を
見
据
え
て
生
活
と
観
光
を
ど

う
共
存
さ
せ
て
い
く
の
か
の
参
考
と

な
る
。

　
第
三
に
、
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

廃
し
た
。
さ
ら
に
、
食
品
の
販
売
品

目
制
限
を
廃
止
し
、
外
国
料
理
な
ど

の
幅
広
い
飲
食
業
を
認
め
た
【
表

6
】。
観
光
客
の
食
体
験
へ
の
ニ
ー

ズ
の
高
ま
り
を
受
け
て
規
制
を
緩
和

し
、
多
様
な
グ
ル
メ
の
提
供
な
ど
を

通
じ
て
滞
在
型
へ
と
転
換
し
よ
う
と

し
て
い
る
※
12
。

　
全
州
市
全
体
と
し
て
も
年
間
観
光

客
数
の
増
加
を
受
け
て
、
国
際
的
な

地
位
に
見
合
っ
た
観
光
都
市
の
骨
格

を
形
成
す
る
方
向
に
動
い
て
い
る
。

お
わ
り
に

　
本
稿
で
取
り
上
げ
た
3
地
区
の
観

光
政
策
事
例
の
よ
う
に
、
地
域
住
民

の
生
活
の
保
護
と
観
光
の
共
存
を
図

る
た
め
の
法
的
措
置
や
政
策
展
開

は
、
持
続
可
能
な
地
域
形
成
を
実
現

し
て
い
く
上
で
重
要
で
あ
る
。
韓
国

で
は
、
観
光
に
よ
る
影
響
を
最
小
化

決
意
を
感
じ
る
。

　
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
及
び
イ
エ
ロ
ー

ゾ
ー
ン
に
は
、
管
理
人
材
が
配
置
さ

れ
て
い
た
（
人
材
配
置
自
体
は
今
回

の
指
定
以
前
よ
り
実
施
、
3
月
か
ら

は
過
怠
料
取
締
を
専
門
で
担
当
す
る

公
務
員
「
北
村
保
安
官
」
が
配
置
）。

訪
問
者
の
望
ま
し
く
な
い
行
為
に
対

し
て
は
、管
理
人
材
が
声
掛
け
を
し
、

行
動
の
変
更
を
指
示
し
て
い
る
の
が

店
利
用
客
、
商
人
、
宿
泊
客
、
な
ど

は
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
へ
の
出
入
り
が
許

可
さ
れ
る
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
、
関
係
者
や

研
究
者
か
ら
は
、
同
地
区
で
宿
泊
可

能
な
韓
屋
ス
テ
イ
の
問
題
（
法
人
運

営
や
深
夜
の
騒
音
※
3 

、
商
業
と
の

共
生
の
点
か
ら
季
節
に
応
じ
た
弾
力

的
な
制
限
時
間
の
設
定
※
4 

な
ど
が

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
住
民
保
護
と
商

圏
安
定
の
バ
ラ
ン
ス
を
模
索
す
る
動

き
は
続
く
。

城
東
区
聖
水
洞

―
先
制
的
対
応
に
よ
る

地
域
商
圏
と

路
地
景
観
の
保
護
　
　

　
聖
水
洞
は
、
ソ
ウ
ル
特
別
市
内
で

急
浮
上
し
た
ホ
ッ
ト
プ
レ
イ
ス
で
あ

る
。
日
本
の
旅
行
雑
誌
等
で
も
近
年

は
注
目
の
観
光
地
と
し
て
紹
介
さ
れ

る
。
同
地
区
は
も
と
も
と
は
準
工
業

地
帯
で
あ
り
、
現
在
は
工
場
等
を
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
施
設
な
ど
多
く

の
事
務
所
が
集
積
し
て
い
る
【
写
真

2
、
3
】。
聖
水
洞
が
位
置
す
る
城

東
区
は
、
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
※
5 

現
象
に
先
制
的
に
対
応

す
る
た
め
に
、
2
0
1
5
年
に
全
国

で
初
め
て
「
持
続
可
能
な
発
展
区
域

制
度
」
を
創
設
し
た
（「
ソ
ウ
ル
特
別

市
城
東
区
地
域
共
同
体
相
互
協
力
及

び
持
続
可
能
な
発
展
区
域
指
定
に
関

す
る
条
例
」）。
都
市
再
生
に
よ
る
事

業
者
等
の
流
入
に
よ
り
、
ま
ち
が
急

激
に
変
化
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

城
東
区
は
、
地
域
商
圏
※
6 

と
聖
水

洞
固
有
の
路
地
文
化
の
均
質
化
を
防

ぎ
保
護
す
る
た
め
に
、
建
物
主
・
賃

借
人
・
城
東
区
の
間
で
の
共
生
協
約

締
結
を
推
奨
し
て
い
る
。
そ
の
他
、

地
区
単
位
計
画
と
連
携
し
た
、
大
企

業
・
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
加
盟
店
の
入

店
制
限
【
表
4
】
や
、
賃
貸

料
安
定
履
行
協
約
を
締
結

し
た
場
合
は
、
建
物
の
新
・

増
築
時
の
容
積
率
の
緩
和

が
可
能
と
な
る
（
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る
代
わ

り
に
、
区
が
賃
貸
料
設
定

権
限
の
一
部
を
持
つ
）。

〈
指
定
区
域
の
拡
大
〉

　
今
回
の
視
察
で
は
、
拡

大
後
の
指
定
区
域
4
地
区

の
う
ち
主
に
2
地
区
（
聖

水
1
街
2
洞
、2
街
3
洞
）

を
視
察
し
た
。
同
制
度
の

③
境
界
段
階
（
不
動
産
価
格
上
昇
）、

④
危
険
段
階
（
副
作
用
の
深
化
）
の

4
段
階
に
分
類
し
て
い
る
。指
標
は
、

人
口
、
世
帯
所
得
、
創
業
・
廃
業
、

営
業
期
間
、フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
企
業
、

流
動
人
口
な
ど
で
、
そ
の
変
数
を
統

合
し
た
総
合
点
で
算
定
す
る
（
変
数

別
に
重
み
づ
け
）。
指
標
値
は
具
体

的
な
基
準
や
公
論
化
が
必
要
な
政
策

で
の
活
用
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
指

標
を
導
入
し
、
地
域
の
変
化
に
即
座

に
対
応
で
き
る
基
盤
づ
く
り
と
各
進

行
段
階
に
応
じ
た
対
応
の
実
施
が
目

指
さ
れ
て
い
る
。

〈
国
レ
ベ
ル
で
の
法
整
備
〉

　
関
連
す
る
国
レ
ベ
ル
の
動
き
と
し

て
二
つ
紹
介
す
る
。
韓
国
は
、

2
0
1
8
年
に
「
商
店
街
建
物
賃
貸

借
保
護
法
」 

を
改
正
し
、
賃
借
人
が

契
約
更
新
要
求
権
を
行
使
で
き
る
賃

貸
借
保
護
期
間
を
5
年
か
ら
10
年
に

拡
大
し
（
同
法
第
10
条
第
2
項
）、
賃

貸
料
引
き
上
げ
率
の
上
限
を
9
％
か

ら
5
％
へ
と
引
き
下
げ
る
下
方
調
整

を
行
っ
た
（
同
法
施
行
令
第
4
条
）。

　
ま
た
、
城
東
区
独
自
の
政
策
「
持

続
可
能
な
発
展
区
域
」
指
定
は
、
現

在
は
、
2
0
2
1
年
に
国
が
制
定
し

た
「
地
域
商
圏
共
生
お
よ
び
活
性
化

に
関
す
る
法
律
（
略
称
：
地
域
商
圏

法
）」 

に
基
づ
く
措
置
と
な
っ
て
い

る
。
同
法
は
個
別
店
舗
で
は
な
く
商

圏
単
位
で
の
支
援
の
た
め
に
設
け
ら

し
、
2
0
1
7
年
に
調
査
【
図
１
】

を
行
っ
た
上
で
、2
0
1
8
年
に
は
、

ソ
ウ
ル
特
別
市
と
鍾
路
区
は
「
北
村

住
民
被
害
最
小
化
の
た
め
の
8
大
対

策
推
進
」を
発
表
し
た
※
2
。し
か
し
、

対
策
実
施
後
も
法
的
根
拠
不
在
で
実

効
性
の
な
い
状
態
が
続
い
た
こ
と
か

ら
、
鍾
路
区
は
、
次
な
る
段
階
と
し

て
住
民
の
定
住
権
保
護
の
観
点
か
ら

国
に
法
改
正
を
提
案
し
た
。
そ
れ
を

受
け
て
、
韓
国
で
は
、
2
0
1
9
年

以
降
、
コ
ロ
ナ
禍
の
最
中
に
「
観
光
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観
光
地
化
と
と
も
に
、
騒
音
や
ゴ
ミ

の
ポ
イ
捨
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵

害
、違
法
駐
車
な
ど
が
問
題
と
な
り
、

住
民
の
生
活
環
境
を
脅
か
し
て
い

た
。
同
地
区
で
は
、
転
入
よ
り
転
出

振
興
法
」
の
改
正
を
数
回
行
い
、
法

整
備
を
進
め
た
。
国
の
「
観
光
振
興

法
」
第
48
条
の
3
（
持
続
可
能
な
観

光
活
性
化
）【
表
2
】
で
は
「
特
別
管

理
地
域
」
を
「
収
容
範
囲
を
超
え
た

観
光
客
の
訪
問
で
自
然
環
境
が
損
な

わ
れ
た
り
、
住
民
の
平
穏
な
生
活
環

境
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
管
理

す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
地

域
」
と
定
義
し
た
。
そ
し
て
、
自
治

体
は
同
法
に
基
づ
き
条
例
で
次
の
事

項
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
つ
つ
、
地
域
の
個
性
や
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
守
り
な
が
ら
適
切
に
活

用
す
る
た
め
の
取
り
組
み
が
進
め
ら

れ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
地
元
住
民
、

商
人
、
観
光
客
が
共
存
す
る
、
生
態

系
と
し
て
の
調
和
を
保
つ
仕
組
み
構

築
へ
の
挑
戦
で
あ
り
、
産
業
集
積
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
そ
の
一
つ
で
あ

る
。
外
か
ら
取
り
入
れ
る
活
力
を
見

極
め
、
望
ま
し
い
共
生
の
あ
り
方
を

描
く
こ
と
が
必
要
だ
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
事
例
は
、
観
光

の
量
や
質
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
だ
け
で

な
く
、
地
域
の
変
化
速
度
の
調
整
が

持
続
可
能
な
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
お
い
て
鍵
を
握
る
こ
と
を
示
唆
し

て
い
る
。
日
本
国
内
に
お
い
て
も
、

観
光
が
地
域
社
会
や
住
民
生
活
に
及

ぼ
す
影
響
を
時
間
軸
で
捉
え
た
政
策

の
策
定
、実
施
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
韓
国
の
経
験
か
ら
学
び

つ
つ
も
、
日
本
の
地
域
特
性
や
文
化

的
文
脈
、
社
会
的
状
況
（
人
口
減
少
、

高
齢
化
社
会
の
進
行
、
空
き
家
の
増

加
等
）
を
踏
ま
え
た
観
光
政
策
を
模

索
し
、
生
活
と
観
光
が
共
に
息
づ
く

持
続
可
能
な
地
域
の
形
成
を
目
指
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
え

よ
う
。
本
稿
が
そ
の
一
助
と
な
れ
ば

幸
い
で
あ
る
。

の
訪
問
時
間
制
限
（
2
0
2
5
年
３

月
導
入
）
と
観
光
バ
ス
通
行
制
限

（
2
0
2
6
年
１
月
導
入
）
を
行
う

【
表
3
】。
違
反
し
た
場
合
、
実
際
に

過
料
が
科
せ
ら
れ
る
（
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
基
づ
く
）。
な
お
、
利
用
料
の
徴

収
は
今
回
は
行
わ
れ
な
い
。

　
訪
問
時
間
制
限
に
つ
い
て
は
、

2
0
2
4
年
11
月
よ
り
周
知
・
啓
発

を
開
始
し
た
。
今
回
の
視
察
で
は
、

制
限
エ
リ
ア
内
で
の
周
知
お
よ
び
運

用
状
況
を
時
間
帯
を
変
え
て
確
認
し

た
。レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
、イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー

ン
及
び
そ
の
周
辺
道
路
に
は
、
多
種

多
様
な
告
知
の
た
め
の
案
内
板
が
非

常
に
多
く
設
置
さ
れ
て
い
た
。
訪
問

者
に
『
気
づ
か
な
か
っ
た
』『
知
ら
な

か
っ
た
』
と
は
言
わ
せ
な
い
ほ
ど
、

目
に
留
ま
る
形
で
設
置
さ
れ
て
お

り
、
従
前
よ
り
問
題
解
決
へ
の
強
い

全
州
韓
屋
村

―
観
光
ト
レ
ン
ド
を

踏
ま
え
た

規
制
と
緩
和
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    

　
　

　
全
州
韓
屋
村
は
、
韓
国
の
伝
統
建

築
で
あ
る
韓
屋
が
国
内
最
大
規
模
で

群
落
を
為
す
地
域
【
写
真
5
】
で
あ

り
、
歴
史
的
建
造
物
の
保
存
や
伝
統

文
化
の
継
承
が
重
要
視
さ
れ
る
地
域

で
あ
る
。こ
の
地
区
は
城
郭
都
市（
邑

城
）
の
外
側
に
位
置
し
、
近
代
以
降

に
形
成
さ
れ
た
住
宅
地
で
あ
る
※
9
。

2
0
0
0
年
代
以
降
に
観
光
客
数
の

大
幅
な
増
加
と
商
業
施
設
比
率
の
高

ま
り
と
い
う
急
成
長
に
直
面
し
た
全

州
市
は
、
地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
確
立
と
発
展
を
目
的
と
し
て
、
住

民
の
定
住
条
件
や
観
光
客
の
収
容
態

勢
の
改
善
に
資
す
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
き
た
。
景
観
規
制
や
商
業
化

の
抑
制
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

2
0
1
1
年
以
降
に
建
築
物
の
高
さ

や
階
数
の
制
限
を
強
化
※
10 

し
、
フ

ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
店
舗
や
フ
ァ
ー
ス
ト

フ
ー
ド
店
の
進
出
や
業
種
・
販
売
品

目
の
制
限
を
実
施
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

前
の
2
0
1
9
年
に
は
、
韓
服
レ
ン

タ
ル
店
な
ど
の
既
存
貸
与
業
を
制
限

す
る
規
定
※
11
を
設
け
た
。
も
と
も

と
住
宅
地
と
し
て
の
機
能
を
持
つ
地

区
に
お
い
て
、
非
住
居
建
築
物
（
住

居
複
合
建
築
物
を
含
む
）
の
比
率
が

増
加
す
る
中
で
、
韓
屋
村
に
合
っ
た

伝
統
的
な
活
動
が
行
わ
れ
且
つ
一
部

の
業
態
が
集
中
・
固
着
し
な
い
よ
う
、

産
業
集
積
の
質
を
問
い
、
そ
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
き
た
。

　
近
年
は
、
観
光
の
ト
レ
ン
ド
の
変

化
を
踏
ま
え
、
国
際
観
光
都
市
と
な

る
た
め
に
規
制
緩
和
へ
と
舵
を
切
っ

て
い
る
。
全
州
市
は
、
2
0
2
3
年

参考文献1), p.14。全文は、「観光客の急増による混雑やマナー問題に回収されがちであるが、より本質的に注目すべきは過度の観光活動がもたらす
土地所有権の急速かつ不可逆な変質による界隈の社会構造の変化ならびに地域資源への再投資なき消費であろう」。 
8大対策の内容は、訪問時間制限（早朝と夜間は観光客の通行を規制。平日・土曜日は10時から5時のみ通行可能、日曜日は路地の休みで通行不可）、団体観光
客の現場案内支援、観光バスの不法駐停車の特別取締、集中清掃区域の指定、開放トイレの拡大、観光客の禁止行為予防、観光ガイドの事前教育、住民の管理
人材の養成である。
ユン・スンミン（2024）：急増する韓屋ステイ…観光客の騒音で昼と夜を奪われた北村, 京郷新聞, 2024年3月18日
https://www.khan.co.kr/local/Seoul/article/202403181530011
キム・ハナ（2024）：「オーバーツーリズム」北村の共存と分離：過怠料がないこと, ザ・スクープ, 2024年11月20日
https://www.thescoop.co.kr/news/articleView.html?idxno=303930
韓国では、オーバーツーリズム問題発生以前より、ジェントリフィケーションの文脈から調査研究や対策が行われていた。
本文で後述する「地域商圏法」第2条（定義）によると、「地域商圏」とは、商業建物（「商店街賃貸借保護法」による商価建物）の所有者・賃貸人・賃借人、
土地所有者、住民などが調和し、地域に特化した生活・文化・経済的共同体を形成している商店建物集を指す。
シン・イルヨン（2023）：城東区、聖水洞一帯持続可能発展区域の大幅拡大指定, 市政日報, 2023年8月2日
https://www.sijung.co.kr/news/articleView.html?idxno=299625
キム・ボミ（2023）：ソウル・ソンスドン(聖水洞)の「家賃暴騰」阻止...洞全域に「持続可能な発展区域」拡大, 京郷新聞, 2023年8月1日
https://www.khan.co.kr/article/202308012133035
邑城区域を主に対象とする「歴史都市中心地区単位計画」や全州市全体の都市計画、観光政策については別の機会に報告する。
参考文献14)によると、建築物の規制については、緩和規定もあり、韓屋保全委員会の審議を通じて、公共建築物は2階以下及び容積率2倍の範囲内
（伝統韓屋地区、香橋地区を除く）、太祖路商業地域は2階以下及び容積率2倍の範囲内で緩和可能。道路の高さの差によりやむを得ない場合等は、
同委員会の審議を通じて、2階や地下層の設置が可能だが、２層以下。
参考文献14)によると、2019年の許可用途の変更理由は、韓屋村に衣装貸与業(韓服など)・電動機貸与業など、
これと類似した貸与業を目的とする用途の小売店の入店を韓屋保存委員会の審議を通じて可能なように変更し、徐々に韓屋村に合った伝統的な活動が行われ、
一部の業種が集中化・固着しないように制限するため(伝統韓屋地区、太祖路及び銀行路地区、伝統文化地区に該当)。
全州伝統文化地域地区だけではなく、歴史都市中心地区においても地区単位計画を変更し、規制緩和を実施。

※1…

※2…

※3…

※4…

※5…
※6…

※7…

※8…

※9…
※10…

※11…

※12…

＜注＞
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アムステルダムの
観光経済政策の最新動向

　アムステルダム市は、2022年に

『観光経済ビジョン2035』を策定し、

現在は、シティーセンターアプローチ

とビジターエコノミーの両プログラム

を実施している。両者は、毎年、対策の

調整がなされる長期的なアプローチ

である。

　前者は、2020年に「バランスの取

れた都市」プログラムと統合され、6

つの優先事項のもとで進められてきた。

都心部を対象に住民が快適に過ごせ

る魅力場所にすることを目的とする。

『実施プログラム：2025年のシティー

センターアプローチ』（Gemeente 
Amsterdam, 2025）では、7つの新し

い変革目標が設定された〔図〕。そのう

ちの一つが「2.市内中心部への訪問

者は減り、訪問者は敬意を払う」であ

る。多くの場合、各変革は複数の目標

に影響を及ぼし、目標間には大きな相

互依存性があるという。

　後者は、観光産業セクターの変革

に焦点を当てたものである。『実施

プログラム：2025年の観光経済』

（Gemeente Amsterdam, 2025）
には、53プログラムが掲載されており、

そのうち18プログラムが新たなプロ

グラムとなる〔図〕。 新規取組のうち、

具体的な内容を一部整理したものが

下記である。

　アムステルダム市のバランスを図

る観光経済政策に関する動向を今後

もウォッチしていく必要がある。

新規取組のうち本特集に関連するもの（一部）
●新規調査、研究の実施
―公共空間での待ち行列と混雑削減に向けた調査
̶観光税の影響に関する調査
̶住民の観光経済に対する意識調査（Amsterdam & Partnersが実施）等
●欧州との関わり：自治体を超えた国際及び国内協力の強化
̶都市におけるモノカルチャー化や小売業の多様性強化に関する新たな研究
　（欧州バランス都市観光同盟（European Alliance on Balanced Urban Tourism）に加盟する
　都市と共同で実施）2025年第2四半期に完了し、発表予定
̶住民への還元
　（欧州の幾つかの都市で導入されている、観光経済の恩恵を伝える取組や
　観光税収を地域住民のためのプロジェクトに還元する取組等をもとに、
　訪問者が都市と住民に貢献できる方法をより強調）

●導入　
●他者との変革の軌跡
❶多様でバランスの取れた飲食、ショッピング、雇用機会

❷市内中心部への訪問者は減り、訪問者は敬意を払う
◯迷惑行為を行う訪問者の数を減らすことを目指す一方、
　敬意を払う訪問者が訪れる余地は依然としてある。
◯迷惑行為と闘い、混雑を制限することに尽力すると同時に、
　来訪者を惹き付けるマグネット機能の低減も図る。
変革: 行動の影響（2）／マグネット機能を減らす（違法薬物等）〔2〕
基本的なこと: 安全な街路（２）／混雑を制限する〔3〕

❸市内中心部の住みやすい公共空間
❹緑豊かな市内中心部
❺強固な文化的DNA
❻アムステルダムの中心部におけるより大規模で多様な住宅供給
❼十分な施設を備えた強力な社会的都心

シティーセンターアプローチ 2025 観光経済（ビジターエコノミー） 2025
●導入
●持続可能な観光経済
●シティーセンターアプローチと
　ビジターエコノミープログラムの連携
●説明責任と報告　
●財務

●宿泊 : ホテルでの宿泊〔4（3）〕／
　プライベートホリデーレンタル〔2〕／観光税〔1（1）〕
●オーバーツーリズム： 旅行の動きを規制する〔10（1）〕／
　アトラクションと施設の分布〔9（3）〕／来訪者の分布（群衆管理）と
　キャンペーン〔5（2）〕／国際協力〔4（3）〕／国家協力〔5（2）〕

●住みやすい都市の原動力となる観光経済
　働きがいも経済成長も（SDG 8）〔1〕／持続可能な都市と
　コミュニティ（SDG 11）〔6（4）〕／責任ある消費と生産（SDG 12）
　〔3（1）〕／ 目標達成のためのパートナーシップ（SDG 17）〔3（2）〕

注：表中〔　〕はプログラム数、そのうち（　）は新規の本数を示す。
出典：〔左列〕『Uitvoeringsprogramma Aanpak Binnenstad 2025』より筆者作成

https://www.amsterdam.nl/stadsdelen/centrum/aanpak-binnenstad/
〔右列〕『Uitvoeringsprogramma Bezoekerseconomie 2025』より筆者作成

https://www.amsterdam.nl/en/policy/policy-tourism/

本コラムは、観光文化264号の「特集③-2 オーバーツーリズム政策の流れと最新の動向―アムステルダム市の「バランスの取れた観光条例」を中心に―」（後藤, 2025）の追加報告となる。

図 各実施プログラム書の概要

C O L U M N

公益財団法人日本交通公社
観光研究部　主任研究員

後藤健太郎
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ゼ
ミ
を
通
し
て
見
る
大
学
の
今

金
沢
星
稜
大
学 

経
済
学
部

石
川
ゼ
ミ

観
光
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と

24
回

第

石
川
美
澄（
い
し
か
わ・み
す
み
）

金
沢
星
稜
大
学
経
済
学
部
地
域

シ
ス
テ
ム
学
科
教
授
。和
歌
山
県

紀
の
川
市
出
身
。阪
南
大
学
卒
業

後
、ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
株
式
会

社
に
勤
務
。退
職
後
、北
海
道
大
学
大
学
院
国
際
広

報
メ
デ
ィ
ア・観
光
学
院
に
進
み
博
士
前
期
課
程
修

了
、博
士
後
期
課
程
単
位
修
得
退
学
。博
士（
観
光

学
）。共
栄
大
学
専
任
講
師
を
経
て
、2
0
1
8
年

度
に
金
沢
星
稜
大
学
経
済
学
部
経
営
学
科
へ
着
任
、

2
0
2
4
年
度
よ
り
現
職
。研
究
テ
ー
マ
は
観
光
と

交
流
、場
づ
く
り
。著
書
に『
北
陸
か
ら
地
域
を
考
え

る
』（
共
編
著
、金
沢
星
稜
大
学
学
会
、2
0
2
5
年

3
月
）。

イ
ベ
ン
ト
等
の

企
画
・
運
営
を
通
し
て
、

地
域
を
理
解
す
る

よ
い
イ
ベ
ン
ト
を
目
指
し
て
奮
闘
し
て
い
ま

し
た
。

　「観
光
を
学
ん
で
い
る
の
か
」
と
問
わ
れ

る
と
答
え
に
窮
す
る
場
面
も
あ
り
ま
す
が
、

学
生
が
見
知
ら
ぬ
他
者
で
あ
る
住
民
の
方
々

と
接
点
を
持
ち
、
両
者
が
居
合
わ
せ
た
り
交

流
し
た
り
す
る
様
子
は
、
観
光
客
と
地
域
あ

る
い
は
観
光
客
と
地
域
住
民
と
の
関
係
に
も

通
ず
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。
学
生
自
身
が
観

光
客
と
い
う
立
場
か
ら
地
域
の
魅
力
を
言
語

化
し
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
等
で
情
報
発
信

を
行
っ
た
り
、
よ
そ
者
と
し
て
地
域
課
題
の

改
善
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
し
実
行
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
現
代
社
会

に
お
け
る
地
域
と
観
光
の
あ
り
方
を
学
ぶ
こ

と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　本
学
部
で
は
、
本
格
的
な

卒
業
研
究
を
始
め
る
前
に
合

宿
形
式
の
3
年
次
研
修
（
ゼ

ミ
旅
行
）
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
教
員
主

導
で
研
修
地
域
や
研
修
内
容
を
決
め
る
ゼ
ミ

も
あ
れ
ば
、学
生
主
導
の
ゼ
ミ
も
あ
り
ま
す
。

石
川
ゼ
ミ
の
場
合
は
、
教
員
・
学
生
が
複
数

の
候
補
を
提
示
し
、
そ
こ
か
ら
学
生
が
1
案

に
絞
り
込
み
ま
す
。
石
川
県
や
富
山
県
と

い
っ
た
近
場
は
学
生
に
は
「
不
人
気
」
で
あ

り
、こ
こ
数
年
は
岐
阜
や
京
都
、長
野
と
い
っ

た
北
陸
脱
出
タ
イ
プ
の
ゼ
ミ
旅
行
と
な
っ
て

い
ま
す
。

な
い
〞と
い
う
印
象
が
あ
る
か
ら
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
筆
者
自
身
も
そ
の
よ
う
な
考

え
で
い
ま
し
た
が
、
最
近
は
「
単
発
型
を
含
む

イ
ベ
ン
ト
は
、
観
光
を
学
ぶ
学
生
に
と
っ
て

最
適
な
題
材
の
1
つ
か
も
し
れ
な
い
」、「
地
域

課
題
の
改
善
策
を
ま
と
め
、
発
表
す
る
だ
け

で
な
く
、
そ
れ
を
ど
う
実
現
す
る
か
、
ま
ず

は
や
っ
て
み
る
こ
と
も
重
要
だ
ろ
う
」
と
思
い

直
し
て
い
ま
す
。

　イ
ベ
ン
ト
を
含
む
M
I
C
E
業
界
に
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
プ
ラ

ン
ナ
ー
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
等
の

様
々
な
職
務
が
あ
る
よ
う
で
す
。
M
I
C
E

が
指
す
範
囲
は
広
い
で
す
が
、
そ
れ
を
企
画
・

運
営
す
る
能
力
や
人
材
は
業
界
や
職
種
を
問

わ
ず
、
社
会
の
様
々
な
面
で
必
要
で
す
。
ま

た
、
誰
に
向
け
て
、
何
の
た
め
に
、
ど
の
よ

う
に
1
つ
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・
実
施
す
る

か
を
考
え
る
過
程
で
、住
民
・
事
業
者
の
方
々

と
の
対
話
か
ら
開
催
地
域
の
歴
史
や
文
化
な

ど
、
多
く
の
こ
と
を
学
べ
ま
す
。

　こ
こ
か
ら
は
、
2
0
2
4
年
度
の
活
動
を

も
と
に
、「
よ
き
イ
ベ
ン
ト
屋
」
に
な
る
た

め
の
学
び
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　2
年
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
は
「
観
光
現
象
を
多

角
的
に
学
ぶ
」
で
あ
り
、
観
光
客
や
観
光
事

業
者
、
行
政
、
住
民
等
の
様
々
な
主
体
や
視

点
か
ら
観
光
と
い
う
現
象
を
考
え
ま
す
。
2

年
生
の
段
階
で
は
、
課
題
探
求
型
授
業
等
で

よ
く
使
わ
れ
る
「
地
域
の
課
題
を
発
見
し
、

そ
の
改
善
策
を
提
案
す
る
」
と
い
う
フ
レ
ー

ズ
の
前
半
部
分
に
は
ま
だ
重
き
を
置
い
て
お

ら
ず
、
教
員
か
ら
「
地
域
の
課
題
」
の
大
枠
を

提
示
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
2
0
2
4

年
度
は
、
教
員
か
ら
南
加
賀
地
域
の
農
業
や

宿
泊
業
の
人
手
不
足
等
の
地
域
課
題
を
提
示

し
、
学
生
は
そ
れ
ぞ
れ
の
背
景
や
実
態
を
調

査
す
る
こ
と
で
、
地
域
社
会
や
業
界
の
構
造

的
な
問
題
を
よ
り
深
く
理
解
し
ま
し
た
。
ま

た
、
ツ
ア
ー
商
品
造
成
を
通
し
て
そ
れ
ら
の

課
題
改
善
に
迫
る
こ
と
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　2
0
2
4
年
度
は
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
石

川
県
立
金
沢
商
業
高
等
学
校
観
光
サ
ー
ビ
ス

コ
ー
ス
（
以
下
、
金
商
高
校
）
と
連
携
し
な

が
ら
実
施
し
ま
し
た
。
金
商
高
校
で
の
初
顔

合
わ
せ
や
調
査
の
進
捗
報
告
、
南
加
賀
地
域

で
の
合
同
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
等
を
行
い
な

が
ら
、
10
月
に
は
親
子
向
け
の
日
帰
り
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。
高
校
と
の

連
携
は
、
筆
者
自
身
初
め
て
の
取
り
組
み
で

あ
り
、
互
い
の
活
動
時
間
が
な
か
な
か
合
わ

せ
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
予
算
管
理
等
が
大
変

だ
っ
た
り
と
苦
労
し
た
部
分
も
あ
り
ま
し

た
。
た
だ
学
生

か
ら
は
「
高
校

生
の
積
極
性
に

非
常
に
刺
激
を

受
け
た
」、「
活

動
と
は
関
係
な

い
け
れ
ど
、
高

校
生
か
ら
大
学

で
の
学
び
に
つ

い
て
聞
か
れ

て
、
改
め
て
自

分
の
大
学
生
活

に
つ
い
て
考
え

た
」
と
い
う
意

見
が
聞
か
れ
ま

し
た
。ま
た
、金

商
高
校
の
生
徒

か
ら
は
、「
大

学
生
と
の
意
見

交
換
を
通
じ

て
、
自
分
た
ち

で
は
気
づ
け
な

か
っ
た
視
点
や
ア
イ
デ
ア
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
」、「
大
学
生
か
ら
将
来
に
つ
い
て
の
話

を
聞
い
て
、
自
分
の
進
路
に
つ
い
て
改
め
て

考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
」
と
い
う
感
想

も
あ
り
、
互
い
に
学
び
の
多
い
活
動
と
な
り

ま
し
た
。

　本
学
は
、
J
R
金
沢
駅
か
ら
約
4
㎞
の
位

置
に
あ
り
、
観
光
客
で
賑
わ
う
兼
六
園
や
近

江
町
市
場
、
ひ
が
し
茶
屋
街
へ
は
車
で
15
分

圏
内
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
観
光
を
学
ぶ
と
い

う
意
味
で
は
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
り
ま
す
。

3
学
部
の
う
ち
、
経
済
学
部
は
経
済
・
経
営
・

地
域
シ
ス
テ
ム
の
3
学
科
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
う
ち
、
地
域
シ
ス
テ
ム
学
科
は

2
0
2
4
年
度
に
新
設
さ
れ
た
学
科
で
あ

り
、
原
稿
執
筆
時
点
で
は
教
養
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

（
1
年
生
）
の
み
開
講
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
本
稿
で
ご
紹
介
す
る
石
川
ゼ
ミ
の

望
者
多
数
の
場
合
は
選
考
有
）。
例
え
ば
、

筆
者
の
2
0
2
4
年
度
の
2
年
ゼ
ミ
は
経
営

学
科
の
学
生
が
20
名
、
専
門
ゼ
ミ
3
年
は
同

15
名
、
専
門
ゼ
ミ
4
年
は
経
済
・
経
営
の
両

学
科
の
学
生
が
混
在
し
13
名
が
在
籍
し
て
い

ま
し
た
。

　つ
ま
り
、
2
年
ゼ
ミ
で
指
導
し
た
学
生
が

そ
の
ま
ま
専
門
ゼ
ミ
へ
と
移
行
す
る
わ
け
で

は
な
く
、
石
川
ゼ
ミ
で
1
年
間
学
ん
だ
学
生

も
い
れ
ば
、
法
学
や
会
計
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
系
の
ゼ
ミ
で
身
に
つ
け
た
知
識
・
ス
キ
ル

を
も
っ
て
専
門
ゼ
ミ
段
階
か
ら
石
川
ゼ
ミ
で

学
び
始
め
る
学
生
も
い
ま
す
。筆
者
自
身
は
、

年
々
開
始
時
期
が
早
ま
る
就
職
活
動
等
の
影

響
も
あ
り
、「
2
年
生
で
身
に
つ
け
た
基
本

的
な
知
識
や
調
査
の
作
法
、
現
地
調
査
体
験

を
基
に
、
専
門
ゼ
ミ
で
学
び
を
深
め
て
ほ
し

い
」
と
い
う
希
望
を
抱
い
て
い
ま
す
が
、
専

門
ゼ
ミ
に
移
行
す
る
段
階
で
残
り
2
年
間
も

石
川
ゼ
ミ
で
学
ぼ
う
と
希
望
す
る
学
生
は
例

年
3
〜
5
割
程
度
で
す
。

 

「
イ
ベ
ン
ト
屋
」
と
聞
く
と
、
よ
い
印
象
を

持
た
れ
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
そ
の
背
景
に
は
、
持
続
可
能
な
観

光
な
ら
び
に
地
域
づ
く
り
に
お
い
て
、〝
単

発
型
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
こ
と
は
よ
ろ
し
く

　2
0
2
4
年
度
は
、
白
馬
村
と
長
野
市
を

訪
れ
、
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
の
グ
リ
ー
ン
シ
ー

ズ
ン
の
活
用
や
善
光
寺
界
隈
の
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
動
き
を
テ
ー
マ
に
、
1
泊
2
日
の

ゼ
ミ
旅
行
を
実
施
し
ま
し
た
。
事
前
に
複
数

の
論
文
を
読
ん
だ
上
で
、
経
営
者
や
施
設
ス

タ
ッ
フ
の
方
々
か
ら
お
話
を
伺
い
ま
す
。
長

野
市
で
訪
れ
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
店
舗
等
の
運

営
に
、
自
分
た
ち
と
同
じ
大
学
生
が
ま
ち
づ

く
り
の
視
点
か
ら
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
も

気
づ
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
体
験
を
通
し
て
、

卒
業
研
究
の
テ
ー
マ
や
対
象
に
つ
い
て
改
め

て
考
え
ま
す
。

　石
川
ゼ
ミ
は
、正
課（
授
業
）と
正
課
外（
地

域
貢
献
活
動
等
）
と
い
う
2
軸
を
併
走
さ
せ

る
こ
と
が
多
い
ゼ
ミ
で
す
。
前
者
に
は
当
然

な
が
ら
出
欠
管
理
や
課
題
提
出
、
成
績
評
価

等
が
あ
り
ま
す
が
、
後
者
は
空
き
時
間
や
土

日
・
長
期
休
暇
を
利
用
し
実
施
す
る
自
主
的

か
つ
自
律
的
な
活
動
で
す
。
ま
た
、
後
者
の

活
動
で
は
本
学
独
自
の
地
域
貢
献
活
動
補
助

費
を
使
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
正
課

で
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
教
育
制
度
や
資
金

管
理
等
の
観
点
か
ら
は
、
正
課
と
正
課
外
と

い
う
2
つ
の
活
動
を
切
り
離
す
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
筆
者
と
し
て
は
両
者
を
有
機
的

に
つ
な
げ
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
、
毎
年
悩
み
な
が
ら
ゼ
ミ
を
運
営
し
て
い

ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
、
輪
読
や
下
調
べ
、
調

査
準
備
・
分
析
等
は
正
課
と
し
て
実
施
し
、

住
民
や
行
政
の
方
々
と
の
意
見
交
換
や
イ
ベ

ン
ト
・
ツ
ア
ー
の
準
備
・
実
施
等
は
正
課
外

の
活
動
と
し
て
展
開
し
て
い
ま
す
。

町
の
河
合
谷
地
域
で
す
。
こ
の
地
域
に
は
、

木
窪
大
滝
と
い
う
観
光
名
所
が
あ
り
ま
す

が
、
夏
以
外
の
時
期
に
近
隣
住
民
や
旅
行
者

が
同
地
域
を
訪
れ
る
機
会
は
多
く
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
地
域
の
賑
わ
い
創
出
を
目
的

に
「
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
企
画
・

実
施
し
て
い
ま
す
。

　学
生
の
多
く
は
石
川
県
出
身
で
す
が
、
ほ

と
ん
ど
の
学
生
は
河
合
谷
地
域
の
存
在
を
知

り
ま
せ
ん
。
ゼ
ミ
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
の

地
理
的
特
徴
や
か
つ
て
「
禁
酒
村
」
と
呼
ば

れ
て
い
た
歴
史
を
知
る
と
と
も
に
、
住
民
の

方
々
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
す
る
意
義
や
具
体
的
な
内
容
を
検
討
し
ま

す
。
自
分
た
ち
が
企
画
す
る
イ
ベ
ン
ト
だ
け

で
な
く
、
河
合
谷
公
民
館
主
催
の
子
ど
も
向

け
交
流
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
に
も
積
極

的
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
子
ど
も
た

ち
と
顔
見
知
り
に
な
っ
た
り
、
地
域
資
源
の

活
用
方
法
を
学
ん
だ
り
し
ま
す
。

　2
年
目
と
な
っ
た
2
0
2
4
年
度
は
、
公

民
館
の
方
々
と
教
員
、
そ
し
て
一
部
の
学
生

は
前
年
も
経
験
し
て
い
る
た
め
、
イ
ベ
ン
ト

の
準
備
等
は
比
較
的
円
滑
に
進
み
ま
し
た
。

学
生
た
ち
は
、
前
年
度
は
組
み
入
れ
な
か
っ

た
地
域
の
歴
史
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
禁
酒
ド

リ
ン
ク
（
ジ
ュ
ー
ス
）
の
考
案
や
、
地
元
飲

食
店
へ
の
出
店
協
力
依
頼
等
を
行
い
、
よ
り

　2
0
2
3
年
初
夏
、
能
登
の
食
文
化
や
食

材
を
通
じ
て
能
登
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
石
川
ゼ
ミ
有
志
9
名
が
学

生
団
体
「
の
と
プ
ロ
」
を
結
成
し
ま
し
た
。

能
登
愛
に
あ
ふ
れ
る
1
人
の
学
生
の
一
言
か

ら
始
ま
っ
た
本
活
動
を
こ
こ
で
紹
介
さ
せ
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
本
活
動
は
前
述
し
た
よ

う
な
正
課
と
の
つ
な
が
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　の
と
プ
ロ
は
、
前
述
し
た
目
的
を
掲
げ
、

In
stagram

か
ら
つ
な
が
っ
た
N
P
O
法

人
「
チ
ー
ム
能
登
喰
い
し
ん
坊
」
に
協
力
を

打
診
し
、
快
諾
い
た
だ
い
て
以
降
、
食
イ
ベ

ン
ト
の
サ
ポ
ー
ト
や
能
登
の
食
資
源
の
認
知

度
調
査
等
を
実
施
し
、
新
た
な
商
品
開
発
に

向
け
て
地
元
事
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実

施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
が
発
生
、
ヒ
ア
リ

ン
グ
や
新
商
品
開
発
の
動
き
も
中
止
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
り
、
そ
の
後
の
活
動
は
道
の
駅

で
の
募
金
活
動
や
復
興
支
援
イ
ベ
ン
ト
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
切
り
替
わ
っ
て
い
き
ま
し

た
。
2
0
2
4
年
12
月
に
は
奥
能
登
地
域
の

穴
水
町
で
、
親
子
向
け
の
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
用
意
さ
れ
た
会
場

で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
な
く
、
自
分
た
ち

で
会
場
手
配
、
地
元
の
ケ
ー
キ
店
や
保
育
園

へ
の
協
力
依
頼
等
を
行
い
ま
し
た
。
震
災
前

か
ら
何
度
も
能
登
を
訪
れ
て
い
た
学
生
た
ち

は
、
被
災
地
の
実
態
を
つ
ぶ
さ
に
目
の
当
た

り
に
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
方
々
と
の
交

流
や
交
渉
、
対
話
を
通
じ
て
、
よ
き
イ
ベ
ン

ト
運
営
者
、
能
登
の
よ
き
理
解
者
と
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。
な
お
、
石
川
ゼ
ミ
の
学
生
に

限
定
し
て
い
た
本
活
動
は
、
2
0
2
5
年
度

か
ら
は
本
学
の
在
学
生
に
間
口
を
広
げ
な
が

ら
活
動
を
継
続
し
ま
す
。

　石
川
ゼ
ミ
の
学
生
が
卒
業
研
究
に
着
手
す

る
時
期
は
、
他
の
ゼ
ミ
に
比
べ
る
と
大
変
遅

い
と
思
い
ま
す
。
例
年
3
年
生
の
12
月
か
ら

卒
業
研
究
の
導
入
的
な
講
義
を
行
い
、
先
行

研
究
を
探
し
て
読
ん
だ
り
、
研
究
の
問
い
を

考
え
た
り
し
始
め
ま
す
。
2
月
に
は
卒
業
研

究
の
構
想
を
口
頭
発
表
す
る
「
3
年
次
発
表

会
」
が
設
け
ら
れ
、
ゼ
ミ
の
教
員
以
外
か
ら

も
助
言
や
指
摘
を
受
け
ま
す
。
そ
の
後
、
大

半
の
学
生
は
就
職
活
動
に
多
く
の
時
間
を
使

う
こ
と
と
な
り
、
卒
業
研
究
の
た
め
の
調
査

等
を
行
う
の
は
4
年
生
の
夏
頃
か
ら
と
な
り

ま
す
。

　石
川
ゼ
ミ
と
し
て
は
、
冒
頭
で
述
べ
た
金

沢
と
い
う
地
の
利
を
ま
だ
活
か
し
き
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
卒
業
研
究
で
は
金
沢
を
調
査
対

象
と
し
た
研
究
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
一
例

を
挙
げ
る
と
、「
ク
ル
ー
ズ
観
光
に
お
け
る

寄
港
地
の
役
割
に
関
す
る
考
察
：
金
沢
市
を

事
例
に
」、「
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
お

け
る
祭
事
・
イ
ベ
ン
ト
運
営
に
関
す
る
現
状

と
課
題
：
石
川
県
金
沢
市
の
『
湯
涌
ぼ
ん
ぼ

り
祭
り
』
を
事
例
に
」
等
が
あ
り
ま
す
。
学

生
は
、
行
政
や
事
業
者
、
観
光
客
の
方
々
に

協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

を
行
う
な
ど
し
て
卒
業
研
究
報
告
書
を
完
成

さ
せ
、
卒
業
し
て
い
き
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
ゼ
ミ
活
動
を
経
験
し
た
学
生

の
1
〜
2
割
は
い
わ
ゆ
る
観
光
業
界
に
、
残

り
の
学
生
は
製
造
業
や
小
売
業
、
行
政
等
に

就
職
し
、
新
た
な
活
動
の
場
へ
と
身
を
移
し

ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、「
よ
き
イ
ベ
ン

ト
屋
」と
し
て
試
行
錯
誤
し
た
体
験
や
思
考
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
卒
業
研
究
の
過
程
で

見
聞
き
し
た
物
事
は
、
卒
業
後
も
何
ら
か
の

か
た
ち
で
活
用
で
き
ま
す
。
た
と
え
す
ぐ
に

は
使
わ
な
い
知
識
・
ス
キ
ル
だ
と
し
て
も
、

い
つ
か
そ
の
引
出
し
を
開
け
る
瞬
間
が
あ
る

と
信
じ
て
、
筆
者
は
ま
た
新
し
い
学
生
た
ち

と
と
も
に
学
ぶ
の
で
す
。

 

　2
0
2
3
年
度
か
ら
開
始
し
、
2
年
目
の

活
動
と
な
る
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
舞
台
は
、

人
口
減
少
と
高
齢
化
が
著
し
い
石
川
県
津
幡

活
動
は
、
経
済
・
経
営
学
科
の
学
生
と
と
も

に
学
ん
で
い
る
内
容
と
な
り
ま
す
。
な
お
、

本
学
部
に
は
観
光
学
基
礎
や
観
光
ま
ち
づ
く

り
論
、
観
光
事
業
論
等
の
授
業
科
目
は
あ
り

ま
す
が
、
観
光
コ
ー
ス
や
観
光
専
攻
と
い
う

仕
組
み
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　専
門
的
な
学
び
と
い
う
意
味
で
の
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
は
、
2
年
生
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
基

礎
専
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
2
年
生
、
以
下
2
年

ゼ
ミ
）
は
学
科
毎
に
開
講
さ
れ
、
学
生
は
自

身
が
在
籍
す
る
学
科
の
ゼ
ミ
で
学
び
ま
す

が
、
専
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
3
〜
4
年
生
、
以

下
専
門
ゼ
ミ
）
で
は
原
則
学
科
の
別
に
関
係

な
く
、
経
済
学
部
の
30
以
上
あ
る
専
門
ゼ
ミ

か
ら
希
望
す
る
ゼ
ミ
を
選
択
で
き
ま
す
（
希

観
光
地
・
金
沢
と
大
学

「
よ
き
イ
ベ
ン
ト
屋
」
に

な
る
た
め
に

写真1：金商高校との合同フィールドワークでの振り返りの様子

（
1
）
高
大
連
携
に
よ
る

観
光
実
践
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
2
）
津
幡
町
河
合
谷
地
域

活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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ゼ
ミ
を
通
し
て
見
る
大
学
の
今

金
沢
星
稜
大
学 

経
済
学
部

石
川
ゼ
ミ

観
光
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と

24
回

第

石
川
美
澄（
い
し
か
わ・み
す
み
）

金
沢
星
稜
大
学
経
済
学
部
地
域

シ
ス
テ
ム
学
科
教
授
。和
歌
山
県

紀
の
川
市
出
身
。阪
南
大
学
卒
業

後
、ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
株
式
会

社
に
勤
務
。退
職
後
、北
海
道
大
学
大
学
院
国
際
広

報
メ
デ
ィ
ア・観
光
学
院
に
進
み
博
士
前
期
課
程
修

了
、博
士
後
期
課
程
単
位
修
得
退
学
。博
士（
観
光

学
）。共
栄
大
学
専
任
講
師
を
経
て
、2
0
1
8
年

度
に
金
沢
星
稜
大
学
経
済
学
部
経
営
学
科
へ
着
任
、

2
0
2
4
年
度
よ
り
現
職
。研
究
テ
ー
マ
は
観
光
と

交
流
、場
づ
く
り
。著
書
に『
北
陸
か
ら
地
域
を
考
え

る
』（
共
編
著
、金
沢
星
稜
大
学
学
会
、2
0
2
5
年

3
月
）。

イ
ベ
ン
ト
等
の

企
画
・
運
営
を
通
し
て
、

地
域
を
理
解
す
る

よ
い
イ
ベ
ン
ト
を
目
指
し
て
奮
闘
し
て
い
ま

し
た
。

　「観
光
を
学
ん
で
い
る
の
か
」
と
問
わ
れ

る
と
答
え
に
窮
す
る
場
面
も
あ
り
ま
す
が
、

学
生
が
見
知
ら
ぬ
他
者
で
あ
る
住
民
の
方
々

と
接
点
を
持
ち
、
両
者
が
居
合
わ
せ
た
り
交

流
し
た
り
す
る
様
子
は
、
観
光
客
と
地
域
あ

る
い
は
観
光
客
と
地
域
住
民
と
の
関
係
に
も

通
ず
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。
学
生
自
身
が
観

光
客
と
い
う
立
場
か
ら
地
域
の
魅
力
を
言
語

化
し
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
等
で
情
報
発
信

を
行
っ
た
り
、
よ
そ
者
と
し
て
地
域
課
題
の

改
善
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
し
実
行
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
現
代
社
会

に
お
け
る
地
域
と
観
光
の
あ
り
方
を
学
ぶ
こ

と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　本
学
部
で
は
、
本
格
的
な

卒
業
研
究
を
始
め
る
前
に
合

宿
形
式
の
3
年
次
研
修
（
ゼ

ミ
旅
行
）
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
教
員
主

導
で
研
修
地
域
や
研
修
内
容
を
決
め
る
ゼ
ミ

も
あ
れ
ば
、学
生
主
導
の
ゼ
ミ
も
あ
り
ま
す
。

石
川
ゼ
ミ
の
場
合
は
、
教
員
・
学
生
が
複
数

の
候
補
を
提
示
し
、
そ
こ
か
ら
学
生
が
1
案

に
絞
り
込
み
ま
す
。
石
川
県
や
富
山
県
と

い
っ
た
近
場
は
学
生
に
は
「
不
人
気
」
で
あ

り
、こ
こ
数
年
は
岐
阜
や
京
都
、長
野
と
い
っ

た
北
陸
脱
出
タ
イ
プ
の
ゼ
ミ
旅
行
と
な
っ
て

い
ま
す
。

な
い
〞と
い
う
印
象
が
あ
る
か
ら
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
筆
者
自
身
も
そ
の
よ
う
な
考

え
で
い
ま
し
た
が
、
最
近
は
「
単
発
型
を
含
む

イ
ベ
ン
ト
は
、
観
光
を
学
ぶ
学
生
に
と
っ
て

最
適
な
題
材
の
1
つ
か
も
し
れ
な
い
」、「
地
域

課
題
の
改
善
策
を
ま
と
め
、
発
表
す
る
だ
け

で
な
く
、
そ
れ
を
ど
う
実
現
す
る
か
、
ま
ず

は
や
っ
て
み
る
こ
と
も
重
要
だ
ろ
う
」
と
思
い

直
し
て
い
ま
す
。

　イ
ベ
ン
ト
を
含
む
M
I
C
E
業
界
に
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
プ
ラ

ン
ナ
ー
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
等
の

様
々
な
職
務
が
あ
る
よ
う
で
す
。
M
I
C
E

が
指
す
範
囲
は
広
い
で
す
が
、
そ
れ
を
企
画
・

運
営
す
る
能
力
や
人
材
は
業
界
や
職
種
を
問

わ
ず
、
社
会
の
様
々
な
面
で
必
要
で
す
。
ま

た
、
誰
に
向
け
て
、
何
の
た
め
に
、
ど
の
よ

う
に
1
つ
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・
実
施
す
る

か
を
考
え
る
過
程
で
、住
民
・
事
業
者
の
方
々

と
の
対
話
か
ら
開
催
地
域
の
歴
史
や
文
化
な

ど
、
多
く
の
こ
と
を
学
べ
ま
す
。

　こ
こ
か
ら
は
、
2
0
2
4
年
度
の
活
動
を

も
と
に
、「
よ
き
イ
ベ
ン
ト
屋
」
に
な
る
た

め
の
学
び
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　2
年
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
は
「
観
光
現
象
を
多

角
的
に
学
ぶ
」
で
あ
り
、
観
光
客
や
観
光
事

業
者
、
行
政
、
住
民
等
の
様
々
な
主
体
や
視

点
か
ら
観
光
と
い
う
現
象
を
考
え
ま
す
。
2

年
生
の
段
階
で
は
、
課
題
探
求
型
授
業
等
で

よ
く
使
わ
れ
る
「
地
域
の
課
題
を
発
見
し
、

そ
の
改
善
策
を
提
案
す
る
」
と
い
う
フ
レ
ー

ズ
の
前
半
部
分
に
は
ま
だ
重
き
を
置
い
て
お

ら
ず
、
教
員
か
ら
「
地
域
の
課
題
」
の
大
枠
を

提
示
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
2
0
2
4

年
度
は
、
教
員
か
ら
南
加
賀
地
域
の
農
業
や

宿
泊
業
の
人
手
不
足
等
の
地
域
課
題
を
提
示

し
、
学
生
は
そ
れ
ぞ
れ
の
背
景
や
実
態
を
調

査
す
る
こ
と
で
、
地
域
社
会
や
業
界
の
構
造

的
な
問
題
を
よ
り
深
く
理
解
し
ま
し
た
。
ま

た
、
ツ
ア
ー
商
品
造
成
を
通
し
て
そ
れ
ら
の

課
題
改
善
に
迫
る
こ
と
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　2
0
2
4
年
度
は
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
石

川
県
立
金
沢
商
業
高
等
学
校
観
光
サ
ー
ビ
ス

コ
ー
ス
（
以
下
、
金
商
高
校
）
と
連
携
し
な

が
ら
実
施
し
ま
し
た
。
金
商
高
校
で
の
初
顔

合
わ
せ
や
調
査
の
進
捗
報
告
、
南
加
賀
地
域

で
の
合
同
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
等
を
行
い
な

が
ら
、
10
月
に
は
親
子
向
け
の
日
帰
り
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。
高
校
と
の

連
携
は
、
筆
者
自
身
初
め
て
の
取
り
組
み
で

あ
り
、
互
い
の
活
動
時
間
が
な
か
な
か
合
わ

せ
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
予
算
管
理
等
が
大
変

だ
っ
た
り
と
苦
労
し
た
部
分
も
あ
り
ま
し

た
。
た
だ
学
生

か
ら
は
「
高
校

生
の
積
極
性
に

非
常
に
刺
激
を

受
け
た
」、「
活

動
と
は
関
係
な

い
け
れ
ど
、
高

校
生
か
ら
大
学

で
の
学
び
に
つ

い
て
聞
か
れ

て
、
改
め
て
自

分
の
大
学
生
活

に
つ
い
て
考
え

た
」
と
い
う
意

見
が
聞
か
れ
ま

し
た
。ま
た
、金

商
高
校
の
生
徒

か
ら
は
、「
大

学
生
と
の
意
見

交
換
を
通
じ

て
、
自
分
た
ち

で
は
気
づ
け
な

か
っ
た
視
点
や
ア
イ
デ
ア
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
」、「
大
学
生
か
ら
将
来
に
つ
い
て
の
話

を
聞
い
て
、
自
分
の
進
路
に
つ
い
て
改
め
て

考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
」
と
い
う
感
想

も
あ
り
、
互
い
に
学
び
の
多
い
活
動
と
な
り

ま
し
た
。

　本
学
は
、
J
R
金
沢
駅
か
ら
約
4
㎞
の
位

置
に
あ
り
、
観
光
客
で
賑
わ
う
兼
六
園
や
近

江
町
市
場
、
ひ
が
し
茶
屋
街
へ
は
車
で
15
分

圏
内
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
観
光
を
学
ぶ
と
い

う
意
味
で
は
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
り
ま
す
。

3
学
部
の
う
ち
、
経
済
学
部
は
経
済
・
経
営
・

地
域
シ
ス
テ
ム
の
3
学
科
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
う
ち
、
地
域
シ
ス
テ
ム
学
科
は

2
0
2
4
年
度
に
新
設
さ
れ
た
学
科
で
あ

り
、
原
稿
執
筆
時
点
で
は
教
養
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

（
1
年
生
）
の
み
開
講
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
本
稿
で
ご
紹
介
す
る
石
川
ゼ
ミ
の

望
者
多
数
の
場
合
は
選
考
有
）。
例
え
ば
、

筆
者
の
2
0
2
4
年
度
の
2
年
ゼ
ミ
は
経
営

学
科
の
学
生
が
20
名
、
専
門
ゼ
ミ
3
年
は
同

15
名
、
専
門
ゼ
ミ
4
年
は
経
済
・
経
営
の
両

学
科
の
学
生
が
混
在
し
13
名
が
在
籍
し
て
い

ま
し
た
。

　つ
ま
り
、
2
年
ゼ
ミ
で
指
導
し
た
学
生
が

そ
の
ま
ま
専
門
ゼ
ミ
へ
と
移
行
す
る
わ
け
で

は
な
く
、
石
川
ゼ
ミ
で
1
年
間
学
ん
だ
学
生

も
い
れ
ば
、
法
学
や
会
計
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
系
の
ゼ
ミ
で
身
に
つ
け
た
知
識
・
ス
キ
ル

を
も
っ
て
専
門
ゼ
ミ
段
階
か
ら
石
川
ゼ
ミ
で

学
び
始
め
る
学
生
も
い
ま
す
。筆
者
自
身
は
、

年
々
開
始
時
期
が
早
ま
る
就
職
活
動
等
の
影

響
も
あ
り
、「
2
年
生
で
身
に
つ
け
た
基
本

的
な
知
識
や
調
査
の
作
法
、
現
地
調
査
体
験

を
基
に
、
専
門
ゼ
ミ
で
学
び
を
深
め
て
ほ
し

い
」
と
い
う
希
望
を
抱
い
て
い
ま
す
が
、
専

門
ゼ
ミ
に
移
行
す
る
段
階
で
残
り
2
年
間
も

石
川
ゼ
ミ
で
学
ぼ
う
と
希
望
す
る
学
生
は
例

年
3
〜
5
割
程
度
で
す
。

 

「
イ
ベ
ン
ト
屋
」
と
聞
く
と
、
よ
い
印
象
を

持
た
れ
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
そ
の
背
景
に
は
、
持
続
可
能
な
観

光
な
ら
び
に
地
域
づ
く
り
に
お
い
て
、〝
単

発
型
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
こ
と
は
よ
ろ
し
く

　2
0
2
4
年
度
は
、
白
馬
村
と
長
野
市
を

訪
れ
、
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
の
グ
リ
ー
ン
シ
ー

ズ
ン
の
活
用
や
善
光
寺
界
隈
の
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
動
き
を
テ
ー
マ
に
、
1
泊
2
日
の

ゼ
ミ
旅
行
を
実
施
し
ま
し
た
。
事
前
に
複
数

の
論
文
を
読
ん
だ
上
で
、
経
営
者
や
施
設
ス

タ
ッ
フ
の
方
々
か
ら
お
話
を
伺
い
ま
す
。
長

野
市
で
訪
れ
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
店
舗
等
の
運

営
に
、
自
分
た
ち
と
同
じ
大
学
生
が
ま
ち
づ

く
り
の
視
点
か
ら
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
も

気
づ
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
体
験
を
通
し
て
、

卒
業
研
究
の
テ
ー
マ
や
対
象
に
つ
い
て
改
め

て
考
え
ま
す
。

　石
川
ゼ
ミ
は
、正
課（
授
業
）と
正
課
外（
地

域
貢
献
活
動
等
）
と
い
う
2
軸
を
併
走
さ
せ

る
こ
と
が
多
い
ゼ
ミ
で
す
。
前
者
に
は
当
然

な
が
ら
出
欠
管
理
や
課
題
提
出
、
成
績
評
価

等
が
あ
り
ま
す
が
、
後
者
は
空
き
時
間
や
土

日
・
長
期
休
暇
を
利
用
し
実
施
す
る
自
主
的

か
つ
自
律
的
な
活
動
で
す
。
ま
た
、
後
者
の

活
動
で
は
本
学
独
自
の
地
域
貢
献
活
動
補
助

費
を
使
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
正
課

で
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
教
育
制
度
や
資
金

管
理
等
の
観
点
か
ら
は
、
正
課
と
正
課
外
と

い
う
2
つ
の
活
動
を
切
り
離
す
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
筆
者
と
し
て
は
両
者
を
有
機
的

に
つ
な
げ
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
、
毎
年
悩
み
な
が
ら
ゼ
ミ
を
運
営
し
て
い

ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
、
輪
読
や
下
調
べ
、
調

査
準
備
・
分
析
等
は
正
課
と
し
て
実
施
し
、

住
民
や
行
政
の
方
々
と
の
意
見
交
換
や
イ
ベ

ン
ト
・
ツ
ア
ー
の
準
備
・
実
施
等
は
正
課
外

の
活
動
と
し
て
展
開
し
て
い
ま
す
。

町
の
河
合
谷
地
域
で
す
。
こ
の
地
域
に
は
、

木
窪
大
滝
と
い
う
観
光
名
所
が
あ
り
ま
す

が
、
夏
以
外
の
時
期
に
近
隣
住
民
や
旅
行
者

が
同
地
域
を
訪
れ
る
機
会
は
多
く
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
地
域
の
賑
わ
い
創
出
を
目
的

に
「
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
企
画
・

実
施
し
て
い
ま
す
。

　学
生
の
多
く
は
石
川
県
出
身
で
す
が
、
ほ

と
ん
ど
の
学
生
は
河
合
谷
地
域
の
存
在
を
知

り
ま
せ
ん
。
ゼ
ミ
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
の

地
理
的
特
徴
や
か
つ
て
「
禁
酒
村
」
と
呼
ば

れ
て
い
た
歴
史
を
知
る
と
と
も
に
、
住
民
の

方
々
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
す
る
意
義
や
具
体
的
な
内
容
を
検
討
し
ま

す
。
自
分
た
ち
が
企
画
す
る
イ
ベ
ン
ト
だ
け

で
な
く
、
河
合
谷
公
民
館
主
催
の
子
ど
も
向

け
交
流
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
に
も
積
極

的
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
子
ど
も
た

ち
と
顔
見
知
り
に
な
っ
た
り
、
地
域
資
源
の

活
用
方
法
を
学
ん
だ
り
し
ま
す
。

　2
年
目
と
な
っ
た
2
0
2
4
年
度
は
、
公

民
館
の
方
々
と
教
員
、
そ
し
て
一
部
の
学
生

は
前
年
も
経
験
し
て
い
る
た
め
、
イ
ベ
ン
ト

の
準
備
等
は
比
較
的
円
滑
に
進
み
ま
し
た
。

学
生
た
ち
は
、
前
年
度
は
組
み
入
れ
な
か
っ

た
地
域
の
歴
史
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
禁
酒
ド

リ
ン
ク
（
ジ
ュ
ー
ス
）
の
考
案
や
、
地
元
飲

食
店
へ
の
出
店
協
力
依
頼
等
を
行
い
、
よ
り

　2
0
2
3
年
初
夏
、
能
登
の
食
文
化
や
食

材
を
通
じ
て
能
登
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
石
川
ゼ
ミ
有
志
9
名
が
学

生
団
体
「
の
と
プ
ロ
」
を
結
成
し
ま
し
た
。

能
登
愛
に
あ
ふ
れ
る
1
人
の
学
生
の
一
言
か

ら
始
ま
っ
た
本
活
動
を
こ
こ
で
紹
介
さ
せ
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
本
活
動
は
前
述
し
た
よ

う
な
正
課
と
の
つ
な
が
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　の
と
プ
ロ
は
、
前
述
し
た
目
的
を
掲
げ
、

In
stagram

か
ら
つ
な
が
っ
た
N
P
O
法

人
「
チ
ー
ム
能
登
喰
い
し
ん
坊
」
に
協
力
を

打
診
し
、
快
諾
い
た
だ
い
て
以
降
、
食
イ
ベ

ン
ト
の
サ
ポ
ー
ト
や
能
登
の
食
資
源
の
認
知

度
調
査
等
を
実
施
し
、
新
た
な
商
品
開
発
に

向
け
て
地
元
事
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実

施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
が
発
生
、
ヒ
ア
リ

ン
グ
や
新
商
品
開
発
の
動
き
も
中
止
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
り
、
そ
の
後
の
活
動
は
道
の
駅

で
の
募
金
活
動
や
復
興
支
援
イ
ベ
ン
ト
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
切
り
替
わ
っ
て
い
き
ま
し

た
。
2
0
2
4
年
12
月
に
は
奥
能
登
地
域
の

穴
水
町
で
、
親
子
向
け
の
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
用
意
さ
れ
た
会
場

で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
な
く
、
自
分
た
ち

で
会
場
手
配
、
地
元
の
ケ
ー
キ
店
や
保
育
園

へ
の
協
力
依
頼
等
を
行
い
ま
し
た
。
震
災
前

か
ら
何
度
も
能
登
を
訪
れ
て
い
た
学
生
た
ち

は
、
被
災
地
の
実
態
を
つ
ぶ
さ
に
目
の
当
た

り
に
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
方
々
と
の
交

流
や
交
渉
、
対
話
を
通
じ
て
、
よ
き
イ
ベ
ン

ト
運
営
者
、
能
登
の
よ
き
理
解
者
と
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。
な
お
、
石
川
ゼ
ミ
の
学
生
に

限
定
し
て
い
た
本
活
動
は
、
2
0
2
5
年
度

か
ら
は
本
学
の
在
学
生
に
間
口
を
広
げ
な
が

ら
活
動
を
継
続
し
ま
す
。

　石
川
ゼ
ミ
の
学
生
が
卒
業
研
究
に
着
手
す

る
時
期
は
、
他
の
ゼ
ミ
に
比
べ
る
と
大
変
遅

い
と
思
い
ま
す
。
例
年
3
年
生
の
12
月
か
ら

卒
業
研
究
の
導
入
的
な
講
義
を
行
い
、
先
行

研
究
を
探
し
て
読
ん
だ
り
、
研
究
の
問
い
を

考
え
た
り
し
始
め
ま
す
。
2
月
に
は
卒
業
研

究
の
構
想
を
口
頭
発
表
す
る
「
3
年
次
発
表

会
」
が
設
け
ら
れ
、
ゼ
ミ
の
教
員
以
外
か
ら

も
助
言
や
指
摘
を
受
け
ま
す
。
そ
の
後
、
大

半
の
学
生
は
就
職
活
動
に
多
く
の
時
間
を
使

う
こ
と
と
な
り
、
卒
業
研
究
の
た
め
の
調
査

等
を
行
う
の
は
4
年
生
の
夏
頃
か
ら
と
な
り

ま
す
。

　石
川
ゼ
ミ
と
し
て
は
、
冒
頭
で
述
べ
た
金

沢
と
い
う
地
の
利
を
ま
だ
活
か
し
き
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
卒
業
研
究
で
は
金
沢
を
調
査
対

象
と
し
た
研
究
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
一
例

を
挙
げ
る
と
、「
ク
ル
ー
ズ
観
光
に
お
け
る

寄
港
地
の
役
割
に
関
す
る
考
察
：
金
沢
市
を

事
例
に
」、「
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
お

け
る
祭
事
・
イ
ベ
ン
ト
運
営
に
関
す
る
現
状

と
課
題
：
石
川
県
金
沢
市
の
『
湯
涌
ぼ
ん
ぼ

り
祭
り
』
を
事
例
に
」
等
が
あ
り
ま
す
。
学

生
は
、
行
政
や
事
業
者
、
観
光
客
の
方
々
に

協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

を
行
う
な
ど
し
て
卒
業
研
究
報
告
書
を
完
成

さ
せ
、
卒
業
し
て
い
き
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
ゼ
ミ
活
動
を
経
験
し
た
学
生

の
1
〜
2
割
は
い
わ
ゆ
る
観
光
業
界
に
、
残

り
の
学
生
は
製
造
業
や
小
売
業
、
行
政
等
に

就
職
し
、
新
た
な
活
動
の
場
へ
と
身
を
移
し

ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、「
よ
き
イ
ベ
ン

ト
屋
」と
し
て
試
行
錯
誤
し
た
体
験
や
思
考
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
卒
業
研
究
の
過
程
で

見
聞
き
し
た
物
事
は
、
卒
業
後
も
何
ら
か
の

か
た
ち
で
活
用
で
き
ま
す
。
た
と
え
す
ぐ
に

は
使
わ
な
い
知
識
・
ス
キ
ル
だ
と
し
て
も
、

い
つ
か
そ
の
引
出
し
を
開
け
る
瞬
間
が
あ
る

と
信
じ
て
、
筆
者
は
ま
た
新
し
い
学
生
た
ち

と
と
も
に
学
ぶ
の
で
す
。

 

　2
0
2
3
年
度
か
ら
開
始
し
、
2
年
目
の

活
動
と
な
る
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
舞
台
は
、

人
口
減
少
と
高
齢
化
が
著
し
い
石
川
県
津
幡

活
動
は
、
経
済
・
経
営
学
科
の
学
生
と
と
も

に
学
ん
で
い
る
内
容
と
な
り
ま
す
。
な
お
、

本
学
部
に
は
観
光
学
基
礎
や
観
光
ま
ち
づ
く

り
論
、
観
光
事
業
論
等
の
授
業
科
目
は
あ
り

ま
す
が
、
観
光
コ
ー
ス
や
観
光
専
攻
と
い
う

仕
組
み
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　専
門
的
な
学
び
と
い
う
意
味
で
の
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
は
、
2
年
生
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
基

礎
専
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
2
年
生
、
以
下
2
年

ゼ
ミ
）
は
学
科
毎
に
開
講
さ
れ
、
学
生
は
自

身
が
在
籍
す
る
学
科
の
ゼ
ミ
で
学
び
ま
す

が
、
専
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
3
〜
4
年
生
、
以

下
専
門
ゼ
ミ
）
で
は
原
則
学
科
の
別
に
関
係

な
く
、
経
済
学
部
の
30
以
上
あ
る
専
門
ゼ
ミ

か
ら
希
望
す
る
ゼ
ミ
を
選
択
で
き
ま
す
（
希

観
光
地
・
金
沢
と
大
学

「
よ
き
イ
ベ
ン
ト
屋
」
に

な
る
た
め
に

写真1：金商高校との合同フィールドワークでの振り返りの様子

（
1
）
高
大
連
携
に
よ
る

観
光
実
践
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
2
）
津
幡
町
河
合
谷
地
域

活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

第265号 May 202553



よ
い
イ
ベ
ン
ト
を
目
指
し
て
奮
闘
し
て
い
ま

し
た
。

　「観
光
を
学
ん
で
い
る
の
か
」
と
問
わ
れ

る
と
答
え
に
窮
す
る
場
面
も
あ
り
ま
す
が
、

学
生
が
見
知
ら
ぬ
他
者
で
あ
る
住
民
の
方
々

と
接
点
を
持
ち
、
両
者
が
居
合
わ
せ
た
り
交

流
し
た
り
す
る
様
子
は
、
観
光
客
と
地
域
あ

る
い
は
観
光
客
と
地
域
住
民
と
の
関
係
に
も

通
ず
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。
学
生
自
身
が
観

光
客
と
い
う
立
場
か
ら
地
域
の
魅
力
を
言
語

化
し
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
等
で
情
報
発
信

を
行
っ
た
り
、
よ
そ
者
と
し
て
地
域
課
題
の

改
善
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
し
実
行
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
現
代
社
会

に
お
け
る
地
域
と
観
光
の
あ
り
方
を
学
ぶ
こ

と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　本
学
部
で
は
、
本
格
的
な

卒
業
研
究
を
始
め
る
前
に
合

宿
形
式
の
3
年
次
研
修
（
ゼ

ミ
旅
行
）
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
教
員
主

導
で
研
修
地
域
や
研
修
内
容
を
決
め
る
ゼ
ミ

も
あ
れ
ば
、学
生
主
導
の
ゼ
ミ
も
あ
り
ま
す
。

石
川
ゼ
ミ
の
場
合
は
、
教
員
・
学
生
が
複
数

の
候
補
を
提
示
し
、
そ
こ
か
ら
学
生
が
1
案

に
絞
り
込
み
ま
す
。
石
川
県
や
富
山
県
と

い
っ
た
近
場
は
学
生
に
は
「
不
人
気
」
で
あ

り
、こ
こ
数
年
は
岐
阜
や
京
都
、長
野
と
い
っ

た
北
陸
脱
出
タ
イ
プ
の
ゼ
ミ
旅
行
と
な
っ
て

い
ま
す
。

な
い
〞と
い
う
印
象
が
あ
る
か
ら
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
筆
者
自
身
も
そ
の
よ
う
な
考

え
で
い
ま
し
た
が
、
最
近
は
「
単
発
型
を
含
む

イ
ベ
ン
ト
は
、
観
光
を
学
ぶ
学
生
に
と
っ
て

最
適
な
題
材
の
1
つ
か
も
し
れ
な
い
」、「
地
域

課
題
の
改
善
策
を
ま
と
め
、
発
表
す
る
だ
け

で
な
く
、
そ
れ
を
ど
う
実
現
す
る
か
、
ま
ず

は
や
っ
て
み
る
こ
と
も
重
要
だ
ろ
う
」
と
思
い

直
し
て
い
ま
す
。

　イ
ベ
ン
ト
を
含
む
M
I
C
E
業
界
に
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
プ
ラ

ン
ナ
ー
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
等
の

様
々
な
職
務
が
あ
る
よ
う
で
す
。
M
I
C
E

が
指
す
範
囲
は
広
い
で
す
が
、
そ
れ
を
企
画
・

運
営
す
る
能
力
や
人
材
は
業
界
や
職
種
を
問

わ
ず
、
社
会
の
様
々
な
面
で
必
要
で
す
。
ま

た
、
誰
に
向
け
て
、
何
の
た
め
に
、
ど
の
よ

う
に
1
つ
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・
実
施
す
る

か
を
考
え
る
過
程
で
、住
民
・
事
業
者
の
方
々

と
の
対
話
か
ら
開
催
地
域
の
歴
史
や
文
化
な

ど
、
多
く
の
こ
と
を
学
べ
ま
す
。

　こ
こ
か
ら
は
、
2
0
2
4
年
度
の
活
動
を

も
と
に
、「
よ
き
イ
ベ
ン
ト
屋
」
に
な
る
た

め
の
学
び
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　2
年
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
は
「
観
光
現
象
を
多

角
的
に
学
ぶ
」
で
あ
り
、
観
光
客
や
観
光
事

業
者
、
行
政
、
住
民
等
の
様
々
な
主
体
や
視

点
か
ら
観
光
と
い
う
現
象
を
考
え
ま
す
。
2

年
生
の
段
階
で
は
、
課
題
探
求
型
授
業
等
で

よ
く
使
わ
れ
る
「
地
域
の
課
題
を
発
見
し
、

そ
の
改
善
策
を
提
案
す
る
」
と
い
う
フ
レ
ー

ズ
の
前
半
部
分
に
は
ま
だ
重
き
を
置
い
て
お

ら
ず
、
教
員
か
ら
「
地
域
の
課
題
」
の
大
枠
を

提
示
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
2
0
2
4

年
度
は
、
教
員
か
ら
南
加
賀
地
域
の
農
業
や

宿
泊
業
の
人
手
不
足
等
の
地
域
課
題
を
提
示

し
、
学
生
は
そ
れ
ぞ
れ
の
背
景
や
実
態
を
調

査
す
る
こ
と
で
、
地
域
社
会
や
業
界
の
構
造

的
な
問
題
を
よ
り
深
く
理
解
し
ま
し
た
。
ま

た
、
ツ
ア
ー
商
品
造
成
を
通
し
て
そ
れ
ら
の

課
題
改
善
に
迫
る
こ
と
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　2
0
2
4
年
度
は
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
石

川
県
立
金
沢
商
業
高
等
学
校
観
光
サ
ー
ビ
ス

コ
ー
ス
（
以
下
、
金
商
高
校
）
と
連
携
し
な

が
ら
実
施
し
ま
し
た
。
金
商
高
校
で
の
初
顔

合
わ
せ
や
調
査
の
進
捗
報
告
、
南
加
賀
地
域

で
の
合
同
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
等
を
行
い
な

が
ら
、
10
月
に
は
親
子
向
け
の
日
帰
り
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。
高
校
と
の

連
携
は
、
筆
者
自
身
初
め
て
の
取
り
組
み
で

あ
り
、
互
い
の
活
動
時
間
が
な
か
な
か
合
わ

せ
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
予
算
管
理
等
が
大
変

だ
っ
た
り
と
苦
労
し
た
部
分
も
あ
り
ま
し

た
。
た
だ
学
生

か
ら
は
「
高
校

生
の
積
極
性
に

非
常
に
刺
激
を

受
け
た
」、「
活

動
と
は
関
係
な

い
け
れ
ど
、
高

校
生
か
ら
大
学

で
の
学
び
に
つ

い
て
聞
か
れ

て
、
改
め
て
自

分
の
大
学
生
活

に
つ
い
て
考
え

た
」
と
い
う
意

見
が
聞
か
れ
ま

し
た
。ま
た
、金

商
高
校
の
生
徒

か
ら
は
、「
大

学
生
と
の
意
見

交
換
を
通
じ

て
、
自
分
た
ち

で
は
気
づ
け
な

か
っ
た
視
点
や
ア
イ
デ
ア
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
」、「
大
学
生
か
ら
将
来
に
つ
い
て
の
話

を
聞
い
て
、
自
分
の
進
路
に
つ
い
て
改
め
て

考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
」
と
い
う
感
想

も
あ
り
、
互
い
に
学
び
の
多
い
活
動
と
な
り

ま
し
た
。

　本
学
は
、
J
R
金
沢
駅
か
ら
約
4
㎞
の
位

置
に
あ
り
、
観
光
客
で
賑
わ
う
兼
六
園
や
近

江
町
市
場
、
ひ
が
し
茶
屋
街
へ
は
車
で
15
分

圏
内
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
観
光
を
学
ぶ
と
い

う
意
味
で
は
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
り
ま
す
。

3
学
部
の
う
ち
、
経
済
学
部
は
経
済
・
経
営
・

地
域
シ
ス
テ
ム
の
3
学
科
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
う
ち
、
地
域
シ
ス
テ
ム
学
科
は

2
0
2
4
年
度
に
新
設
さ
れ
た
学
科
で
あ

り
、
原
稿
執
筆
時
点
で
は
教
養
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

（
1
年
生
）
の
み
開
講
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
本
稿
で
ご
紹
介
す
る
石
川
ゼ
ミ
の

望
者
多
数
の
場
合
は
選
考
有
）。
例
え
ば
、

筆
者
の
2
0
2
4
年
度
の
2
年
ゼ
ミ
は
経
営

学
科
の
学
生
が
20
名
、
専
門
ゼ
ミ
3
年
は
同

15
名
、
専
門
ゼ
ミ
4
年
は
経
済
・
経
営
の
両

学
科
の
学
生
が
混
在
し
13
名
が
在
籍
し
て
い

ま
し
た
。

　つ
ま
り
、
2
年
ゼ
ミ
で
指
導
し
た
学
生
が

そ
の
ま
ま
専
門
ゼ
ミ
へ
と
移
行
す
る
わ
け
で

は
な
く
、
石
川
ゼ
ミ
で
1
年
間
学
ん
だ
学
生

も
い
れ
ば
、
法
学
や
会
計
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
系
の
ゼ
ミ
で
身
に
つ
け
た
知
識
・
ス
キ
ル

を
も
っ
て
専
門
ゼ
ミ
段
階
か
ら
石
川
ゼ
ミ
で

学
び
始
め
る
学
生
も
い
ま
す
。筆
者
自
身
は
、

年
々
開
始
時
期
が
早
ま
る
就
職
活
動
等
の
影

響
も
あ
り
、「
2
年
生
で
身
に
つ
け
た
基
本

的
な
知
識
や
調
査
の
作
法
、
現
地
調
査
体
験

を
基
に
、
専
門
ゼ
ミ
で
学
び
を
深
め
て
ほ
し

い
」
と
い
う
希
望
を
抱
い
て
い
ま
す
が
、
専

門
ゼ
ミ
に
移
行
す
る
段
階
で
残
り
2
年
間
も

石
川
ゼ
ミ
で
学
ぼ
う
と
希
望
す
る
学
生
は
例

年
3
〜
5
割
程
度
で
す
。

 

「
イ
ベ
ン
ト
屋
」
と
聞
く
と
、
よ
い
印
象
を

持
た
れ
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
そ
の
背
景
に
は
、
持
続
可
能
な
観

光
な
ら
び
に
地
域
づ
く
り
に
お
い
て
、〝
単

発
型
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
こ
と
は
よ
ろ
し
く

　2
0
2
4
年
度
は
、
白
馬
村
と
長
野
市
を

訪
れ
、
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
の
グ
リ
ー
ン
シ
ー

ズ
ン
の
活
用
や
善
光
寺
界
隈
の
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
動
き
を
テ
ー
マ
に
、
1
泊
2
日
の

ゼ
ミ
旅
行
を
実
施
し
ま
し
た
。
事
前
に
複
数

の
論
文
を
読
ん
だ
上
で
、
経
営
者
や
施
設
ス

タ
ッ
フ
の
方
々
か
ら
お
話
を
伺
い
ま
す
。
長

野
市
で
訪
れ
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
店
舗
等
の
運

営
に
、
自
分
た
ち
と
同
じ
大
学
生
が
ま
ち
づ

く
り
の
視
点
か
ら
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
も

気
づ
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
体
験
を
通
し
て
、

卒
業
研
究
の
テ
ー
マ
や
対
象
に
つ
い
て
改
め

て
考
え
ま
す
。

　石
川
ゼ
ミ
は
、正
課（
授
業
）と
正
課
外（
地

域
貢
献
活
動
等
）
と
い
う
2
軸
を
併
走
さ
せ

る
こ
と
が
多
い
ゼ
ミ
で
す
。
前
者
に
は
当
然

な
が
ら
出
欠
管
理
や
課
題
提
出
、
成
績
評
価

等
が
あ
り
ま
す
が
、
後
者
は
空
き
時
間
や
土

日
・
長
期
休
暇
を
利
用
し
実
施
す
る
自
主
的

か
つ
自
律
的
な
活
動
で
す
。
ま
た
、
後
者
の

活
動
で
は
本
学
独
自
の
地
域
貢
献
活
動
補
助

費
を
使
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
正
課

で
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
教
育
制
度
や
資
金

管
理
等
の
観
点
か
ら
は
、
正
課
と
正
課
外
と

い
う
2
つ
の
活
動
を
切
り
離
す
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
筆
者
と
し
て
は
両
者
を
有
機
的

に
つ
な
げ
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
、
毎
年
悩
み
な
が
ら
ゼ
ミ
を
運
営
し
て
い

ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
、
輪
読
や
下
調
べ
、
調

査
準
備
・
分
析
等
は
正
課
と
し
て
実
施
し
、

住
民
や
行
政
の
方
々
と
の
意
見
交
換
や
イ
ベ

ン
ト
・
ツ
ア
ー
の
準
備
・
実
施
等
は
正
課
外

の
活
動
と
し
て
展
開
し
て
い
ま
す
。

町
の
河
合
谷
地
域
で
す
。
こ
の
地
域
に
は
、

木
窪
大
滝
と
い
う
観
光
名
所
が
あ
り
ま
す

が
、
夏
以
外
の
時
期
に
近
隣
住
民
や
旅
行
者

が
同
地
域
を
訪
れ
る
機
会
は
多
く
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
地
域
の
賑
わ
い
創
出
を
目
的

に
「
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
企
画
・

実
施
し
て
い
ま
す
。

　学
生
の
多
く
は
石
川
県
出
身
で
す
が
、
ほ

と
ん
ど
の
学
生
は
河
合
谷
地
域
の
存
在
を
知

り
ま
せ
ん
。
ゼ
ミ
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
の

地
理
的
特
徴
や
か
つ
て
「
禁
酒
村
」
と
呼
ば

れ
て
い
た
歴
史
を
知
る
と
と
も
に
、
住
民
の

方
々
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
す
る
意
義
や
具
体
的
な
内
容
を
検
討
し
ま

す
。
自
分
た
ち
が
企
画
す
る
イ
ベ
ン
ト
だ
け

で
な
く
、
河
合
谷
公
民
館
主
催
の
子
ど
も
向

け
交
流
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
に
も
積
極

的
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
子
ど
も
た

ち
と
顔
見
知
り
に
な
っ
た
り
、
地
域
資
源
の

活
用
方
法
を
学
ん
だ
り
し
ま
す
。

　2
年
目
と
な
っ
た
2
0
2
4
年
度
は
、
公

民
館
の
方
々
と
教
員
、
そ
し
て
一
部
の
学
生

は
前
年
も
経
験
し
て
い
る
た
め
、
イ
ベ
ン
ト

の
準
備
等
は
比
較
的
円
滑
に
進
み
ま
し
た
。

学
生
た
ち
は
、
前
年
度
は
組
み
入
れ
な
か
っ

た
地
域
の
歴
史
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
禁
酒
ド

リ
ン
ク
（
ジ
ュ
ー
ス
）
の
考
案
や
、
地
元
飲

食
店
へ
の
出
店
協
力
依
頼
等
を
行
い
、
よ
り

　2
0
2
3
年
初
夏
、
能
登
の
食
文
化
や
食

材
を
通
じ
て
能
登
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
石
川
ゼ
ミ
有
志
9
名
が
学

生
団
体
「
の
と
プ
ロ
」
を
結
成
し
ま
し
た
。

能
登
愛
に
あ
ふ
れ
る
1
人
の
学
生
の
一
言
か

ら
始
ま
っ
た
本
活
動
を
こ
こ
で
紹
介
さ
せ
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
本
活
動
は
前
述
し
た
よ

う
な
正
課
と
の
つ
な
が
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　の
と
プ
ロ
は
、
前
述
し
た
目
的
を
掲
げ
、

In
stagram

か
ら
つ
な
が
っ
た
N
P
O
法

人
「
チ
ー
ム
能
登
喰
い
し
ん
坊
」
に
協
力
を

打
診
し
、
快
諾
い
た
だ
い
て
以
降
、
食
イ
ベ

ン
ト
の
サ
ポ
ー
ト
や
能
登
の
食
資
源
の
認
知

度
調
査
等
を
実
施
し
、
新
た
な
商
品
開
発
に

向
け
て
地
元
事
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実

施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
が
発
生
、
ヒ
ア
リ

ン
グ
や
新
商
品
開
発
の
動
き
も
中
止
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
り
、
そ
の
後
の
活
動
は
道
の
駅

で
の
募
金
活
動
や
復
興
支
援
イ
ベ
ン
ト
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
切
り
替
わ
っ
て
い
き
ま
し

た
。
2
0
2
4
年
12
月
に
は
奥
能
登
地
域
の

穴
水
町
で
、
親
子
向
け
の
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
用
意
さ
れ
た
会
場

で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
な
く
、
自
分
た
ち

で
会
場
手
配
、
地
元
の
ケ
ー
キ
店
や
保
育
園

へ
の
協
力
依
頼
等
を
行
い
ま
し
た
。
震
災
前

か
ら
何
度
も
能
登
を
訪
れ
て
い
た
学
生
た
ち

は
、
被
災
地
の
実
態
を
つ
ぶ
さ
に
目
の
当
た

り
に
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
方
々
と
の
交

流
や
交
渉
、
対
話
を
通
じ
て
、
よ
き
イ
ベ
ン

ト
運
営
者
、
能
登
の
よ
き
理
解
者
と
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。
な
お
、
石
川
ゼ
ミ
の
学
生
に

限
定
し
て
い
た
本
活
動
は
、
2
0
2
5
年
度

か
ら
は
本
学
の
在
学
生
に
間
口
を
広
げ
な
が

ら
活
動
を
継
続
し
ま
す
。

　石
川
ゼ
ミ
の
学
生
が
卒
業
研
究
に
着
手
す

る
時
期
は
、
他
の
ゼ
ミ
に
比
べ
る
と
大
変
遅

い
と
思
い
ま
す
。
例
年
3
年
生
の
12
月
か
ら

卒
業
研
究
の
導
入
的
な
講
義
を
行
い
、
先
行

研
究
を
探
し
て
読
ん
だ
り
、
研
究
の
問
い
を

考
え
た
り
し
始
め
ま
す
。
2
月
に
は
卒
業
研

究
の
構
想
を
口
頭
発
表
す
る
「
3
年
次
発
表

会
」
が
設
け
ら
れ
、
ゼ
ミ
の
教
員
以
外
か
ら

も
助
言
や
指
摘
を
受
け
ま
す
。
そ
の
後
、
大

半
の
学
生
は
就
職
活
動
に
多
く
の
時
間
を
使

う
こ
と
と
な
り
、
卒
業
研
究
の
た
め
の
調
査

等
を
行
う
の
は
4
年
生
の
夏
頃
か
ら
と
な
り

ま
す
。

　石
川
ゼ
ミ
と
し
て
は
、
冒
頭
で
述
べ
た
金

沢
と
い
う
地
の
利
を
ま
だ
活
か
し
き
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
卒
業
研
究
で
は
金
沢
を
調
査
対

象
と
し
た
研
究
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
一
例

を
挙
げ
る
と
、「
ク
ル
ー
ズ
観
光
に
お
け
る

寄
港
地
の
役
割
に
関
す
る
考
察
：
金
沢
市
を

事
例
に
」、「
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
お

け
る
祭
事
・
イ
ベ
ン
ト
運
営
に
関
す
る
現
状

と
課
題
：
石
川
県
金
沢
市
の
『
湯
涌
ぼ
ん
ぼ

り
祭
り
』
を
事
例
に
」
等
が
あ
り
ま
す
。
学

生
は
、
行
政
や
事
業
者
、
観
光
客
の
方
々
に

協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

を
行
う
な
ど
し
て
卒
業
研
究
報
告
書
を
完
成

さ
せ
、
卒
業
し
て
い
き
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
ゼ
ミ
活
動
を
経
験
し
た
学
生

の
1
〜
2
割
は
い
わ
ゆ
る
観
光
業
界
に
、
残

り
の
学
生
は
製
造
業
や
小
売
業
、
行
政
等
に

就
職
し
、
新
た
な
活
動
の
場
へ
と
身
を
移
し

ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、「
よ
き
イ
ベ
ン

ト
屋
」と
し
て
試
行
錯
誤
し
た
体
験
や
思
考
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
卒
業
研
究
の
過
程
で

見
聞
き
し
た
物
事
は
、
卒
業
後
も
何
ら
か
の

か
た
ち
で
活
用
で
き
ま
す
。
た
と
え
す
ぐ
に

は
使
わ
な
い
知
識
・
ス
キ
ル
だ
と
し
て
も
、

い
つ
か
そ
の
引
出
し
を
開
け
る
瞬
間
が
あ
る

と
信
じ
て
、
筆
者
は
ま
た
新
し
い
学
生
た
ち

と
と
も
に
学
ぶ
の
で
す
。

 

　2
0
2
3
年
度
か
ら
開
始
し
、
2
年
目
の

活
動
と
な
る
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
舞
台
は
、

人
口
減
少
と
高
齢
化
が
著
し
い
石
川
県
津
幡

活
動
は
、
経
済
・
経
営
学
科
の
学
生
と
と
も

に
学
ん
で
い
る
内
容
と
な
り
ま
す
。
な
お
、

本
学
部
に
は
観
光
学
基
礎
や
観
光
ま
ち
づ
く

り
論
、
観
光
事
業
論
等
の
授
業
科
目
は
あ
り

ま
す
が
、
観
光
コ
ー
ス
や
観
光
専
攻
と
い
う

仕
組
み
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　専
門
的
な
学
び
と
い
う
意
味
で
の
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
は
、
2
年
生
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
基

礎
専
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
2
年
生
、
以
下
2
年

ゼ
ミ
）
は
学
科
毎
に
開
講
さ
れ
、
学
生
は
自

身
が
在
籍
す
る
学
科
の
ゼ
ミ
で
学
び
ま
す

が
、
専
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
3
〜
4
年
生
、
以

下
専
門
ゼ
ミ
）
で
は
原
則
学
科
の
別
に
関
係

な
く
、
経
済
学
部
の
30
以
上
あ
る
専
門
ゼ
ミ

か
ら
希
望
す
る
ゼ
ミ
を
選
択
で
き
ま
す
（
希

3
年
次
研
修

正
課
と
正
課
外
の

活
動
を
つ
な
げ
る
に
は

学
生
有
志
に
よ
る

地
域
貢
献
活
動

卒
業
研
究

か
わ
い
だ
に

写真2：学生が作成した
オータムフェスティバルのポスター

き
の
く
ぼ
お
お
た
き

写真3：実証実験中の長野市「門前観光案内所」にて（2024年11月）
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よ
い
イ
ベ
ン
ト
を
目
指
し
て
奮
闘
し
て
い
ま

し
た
。

　「観
光
を
学
ん
で
い
る
の
か
」
と
問
わ
れ

る
と
答
え
に
窮
す
る
場
面
も
あ
り
ま
す
が
、

学
生
が
見
知
ら
ぬ
他
者
で
あ
る
住
民
の
方
々

と
接
点
を
持
ち
、
両
者
が
居
合
わ
せ
た
り
交

流
し
た
り
す
る
様
子
は
、
観
光
客
と
地
域
あ

る
い
は
観
光
客
と
地
域
住
民
と
の
関
係
に
も

通
ず
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。
学
生
自
身
が
観

光
客
と
い
う
立
場
か
ら
地
域
の
魅
力
を
言
語

化
し
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
等
で
情
報
発
信

を
行
っ
た
り
、
よ
そ
者
と
し
て
地
域
課
題
の

改
善
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
し
実
行
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
現
代
社
会

に
お
け
る
地
域
と
観
光
の
あ
り
方
を
学
ぶ
こ

と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　本
学
部
で
は
、
本
格
的
な

卒
業
研
究
を
始
め
る
前
に
合

宿
形
式
の
3
年
次
研
修
（
ゼ

ミ
旅
行
）
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
教
員
主

導
で
研
修
地
域
や
研
修
内
容
を
決
め
る
ゼ
ミ

も
あ
れ
ば
、学
生
主
導
の
ゼ
ミ
も
あ
り
ま
す
。

石
川
ゼ
ミ
の
場
合
は
、
教
員
・
学
生
が
複
数

の
候
補
を
提
示
し
、
そ
こ
か
ら
学
生
が
1
案

に
絞
り
込
み
ま
す
。
石
川
県
や
富
山
県
と

い
っ
た
近
場
は
学
生
に
は
「
不
人
気
」
で
あ

り
、こ
こ
数
年
は
岐
阜
や
京
都
、長
野
と
い
っ

た
北
陸
脱
出
タ
イ
プ
の
ゼ
ミ
旅
行
と
な
っ
て

い
ま
す
。

な
い
〞と
い
う
印
象
が
あ
る
か
ら
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
筆
者
自
身
も
そ
の
よ
う
な
考

え
で
い
ま
し
た
が
、
最
近
は
「
単
発
型
を
含
む

イ
ベ
ン
ト
は
、
観
光
を
学
ぶ
学
生
に
と
っ
て

最
適
な
題
材
の
1
つ
か
も
し
れ
な
い
」、「
地
域

課
題
の
改
善
策
を
ま
と
め
、
発
表
す
る
だ
け

で
な
く
、
そ
れ
を
ど
う
実
現
す
る
か
、
ま
ず

は
や
っ
て
み
る
こ
と
も
重
要
だ
ろ
う
」
と
思
い

直
し
て
い
ま
す
。

　イ
ベ
ン
ト
を
含
む
M
I
C
E
業
界
に
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
プ
ラ

ン
ナ
ー
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
等
の

様
々
な
職
務
が
あ
る
よ
う
で
す
。
M
I
C
E

が
指
す
範
囲
は
広
い
で
す
が
、
そ
れ
を
企
画
・

運
営
す
る
能
力
や
人
材
は
業
界
や
職
種
を
問

わ
ず
、
社
会
の
様
々
な
面
で
必
要
で
す
。
ま

た
、
誰
に
向
け
て
、
何
の
た
め
に
、
ど
の
よ

う
に
1
つ
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・
実
施
す
る

か
を
考
え
る
過
程
で
、住
民
・
事
業
者
の
方
々

と
の
対
話
か
ら
開
催
地
域
の
歴
史
や
文
化
な

ど
、
多
く
の
こ
と
を
学
べ
ま
す
。

　こ
こ
か
ら
は
、
2
0
2
4
年
度
の
活
動
を

も
と
に
、「
よ
き
イ
ベ
ン
ト
屋
」
に
な
る
た

め
の
学
び
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　2
年
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
は
「
観
光
現
象
を
多

角
的
に
学
ぶ
」
で
あ
り
、
観
光
客
や
観
光
事

業
者
、
行
政
、
住
民
等
の
様
々
な
主
体
や
視

点
か
ら
観
光
と
い
う
現
象
を
考
え
ま
す
。
2

年
生
の
段
階
で
は
、
課
題
探
求
型
授
業
等
で

よ
く
使
わ
れ
る
「
地
域
の
課
題
を
発
見
し
、

そ
の
改
善
策
を
提
案
す
る
」
と
い
う
フ
レ
ー

ズ
の
前
半
部
分
に
は
ま
だ
重
き
を
置
い
て
お

ら
ず
、
教
員
か
ら
「
地
域
の
課
題
」
の
大
枠
を

提
示
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
2
0
2
4

年
度
は
、
教
員
か
ら
南
加
賀
地
域
の
農
業
や

宿
泊
業
の
人
手
不
足
等
の
地
域
課
題
を
提
示

し
、
学
生
は
そ
れ
ぞ
れ
の
背
景
や
実
態
を
調

査
す
る
こ
と
で
、
地
域
社
会
や
業
界
の
構
造

的
な
問
題
を
よ
り
深
く
理
解
し
ま
し
た
。
ま

た
、
ツ
ア
ー
商
品
造
成
を
通
し
て
そ
れ
ら
の

課
題
改
善
に
迫
る
こ
と
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　2
0
2
4
年
度
は
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
石

川
県
立
金
沢
商
業
高
等
学
校
観
光
サ
ー
ビ
ス

コ
ー
ス
（
以
下
、
金
商
高
校
）
と
連
携
し
な

が
ら
実
施
し
ま
し
た
。
金
商
高
校
で
の
初
顔

合
わ
せ
や
調
査
の
進
捗
報
告
、
南
加
賀
地
域

で
の
合
同
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
等
を
行
い
な

が
ら
、
10
月
に
は
親
子
向
け
の
日
帰
り
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。
高
校
と
の

連
携
は
、
筆
者
自
身
初
め
て
の
取
り
組
み
で

あ
り
、
互
い
の
活
動
時
間
が
な
か
な
か
合
わ

せ
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
予
算
管
理
等
が
大
変

だ
っ
た
り
と
苦
労
し
た
部
分
も
あ
り
ま
し

た
。
た
だ
学
生

か
ら
は
「
高
校

生
の
積
極
性
に

非
常
に
刺
激
を

受
け
た
」、「
活

動
と
は
関
係
な

い
け
れ
ど
、
高

校
生
か
ら
大
学

で
の
学
び
に
つ

い
て
聞
か
れ

て
、
改
め
て
自

分
の
大
学
生
活

に
つ
い
て
考
え

た
」
と
い
う
意

見
が
聞
か
れ
ま

し
た
。ま
た
、金

商
高
校
の
生
徒

か
ら
は
、「
大

学
生
と
の
意
見

交
換
を
通
じ

て
、
自
分
た
ち

で
は
気
づ
け
な

か
っ
た
視
点
や
ア
イ
デ
ア
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
」、「
大
学
生
か
ら
将
来
に
つ
い
て
の
話

を
聞
い
て
、
自
分
の
進
路
に
つ
い
て
改
め
て

考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
」
と
い
う
感
想

も
あ
り
、
互
い
に
学
び
の
多
い
活
動
と
な
り

ま
し
た
。

　本
学
は
、
J
R
金
沢
駅
か
ら
約
4
㎞
の
位

置
に
あ
り
、
観
光
客
で
賑
わ
う
兼
六
園
や
近

江
町
市
場
、
ひ
が
し
茶
屋
街
へ
は
車
で
15
分

圏
内
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
観
光
を
学
ぶ
と
い

う
意
味
で
は
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
り
ま
す
。

3
学
部
の
う
ち
、
経
済
学
部
は
経
済
・
経
営
・

地
域
シ
ス
テ
ム
の
3
学
科
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
う
ち
、
地
域
シ
ス
テ
ム
学
科
は

2
0
2
4
年
度
に
新
設
さ
れ
た
学
科
で
あ

り
、
原
稿
執
筆
時
点
で
は
教
養
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

（
1
年
生
）
の
み
開
講
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
本
稿
で
ご
紹
介
す
る
石
川
ゼ
ミ
の

望
者
多
数
の
場
合
は
選
考
有
）。
例
え
ば
、

筆
者
の
2
0
2
4
年
度
の
2
年
ゼ
ミ
は
経
営

学
科
の
学
生
が
20
名
、
専
門
ゼ
ミ
3
年
は
同

15
名
、
専
門
ゼ
ミ
4
年
は
経
済
・
経
営
の
両

学
科
の
学
生
が
混
在
し
13
名
が
在
籍
し
て
い

ま
し
た
。

　つ
ま
り
、
2
年
ゼ
ミ
で
指
導
し
た
学
生
が

そ
の
ま
ま
専
門
ゼ
ミ
へ
と
移
行
す
る
わ
け
で

は
な
く
、
石
川
ゼ
ミ
で
1
年
間
学
ん
だ
学
生

も
い
れ
ば
、
法
学
や
会
計
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
系
の
ゼ
ミ
で
身
に
つ
け
た
知
識
・
ス
キ
ル

を
も
っ
て
専
門
ゼ
ミ
段
階
か
ら
石
川
ゼ
ミ
で

学
び
始
め
る
学
生
も
い
ま
す
。筆
者
自
身
は
、

年
々
開
始
時
期
が
早
ま
る
就
職
活
動
等
の
影

響
も
あ
り
、「
2
年
生
で
身
に
つ
け
た
基
本

的
な
知
識
や
調
査
の
作
法
、
現
地
調
査
体
験

を
基
に
、
専
門
ゼ
ミ
で
学
び
を
深
め
て
ほ
し

い
」
と
い
う
希
望
を
抱
い
て
い
ま
す
が
、
専

門
ゼ
ミ
に
移
行
す
る
段
階
で
残
り
2
年
間
も

石
川
ゼ
ミ
で
学
ぼ
う
と
希
望
す
る
学
生
は
例

年
3
〜
5
割
程
度
で
す
。

 

「
イ
ベ
ン
ト
屋
」
と
聞
く
と
、
よ
い
印
象
を

持
た
れ
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
そ
の
背
景
に
は
、
持
続
可
能
な
観

光
な
ら
び
に
地
域
づ
く
り
に
お
い
て
、〝
単

発
型
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
こ
と
は
よ
ろ
し
く

　2
0
2
4
年
度
は
、
白
馬
村
と
長
野
市
を

訪
れ
、
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
の
グ
リ
ー
ン
シ
ー

ズ
ン
の
活
用
や
善
光
寺
界
隈
の
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
動
き
を
テ
ー
マ
に
、
1
泊
2
日
の

ゼ
ミ
旅
行
を
実
施
し
ま
し
た
。
事
前
に
複
数

の
論
文
を
読
ん
だ
上
で
、
経
営
者
や
施
設
ス

タ
ッ
フ
の
方
々
か
ら
お
話
を
伺
い
ま
す
。
長

野
市
で
訪
れ
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
店
舗
等
の
運

営
に
、
自
分
た
ち
と
同
じ
大
学
生
が
ま
ち
づ

く
り
の
視
点
か
ら
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
も

気
づ
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
体
験
を
通
し
て
、

卒
業
研
究
の
テ
ー
マ
や
対
象
に
つ
い
て
改
め

て
考
え
ま
す
。

　石
川
ゼ
ミ
は
、正
課（
授
業
）と
正
課
外（
地

域
貢
献
活
動
等
）
と
い
う
2
軸
を
併
走
さ
せ

る
こ
と
が
多
い
ゼ
ミ
で
す
。
前
者
に
は
当
然

な
が
ら
出
欠
管
理
や
課
題
提
出
、
成
績
評
価

等
が
あ
り
ま
す
が
、
後
者
は
空
き
時
間
や
土

日
・
長
期
休
暇
を
利
用
し
実
施
す
る
自
主
的

か
つ
自
律
的
な
活
動
で
す
。
ま
た
、
後
者
の

活
動
で
は
本
学
独
自
の
地
域
貢
献
活
動
補
助

費
を
使
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
正
課

で
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
教
育
制
度
や
資
金

管
理
等
の
観
点
か
ら
は
、
正
課
と
正
課
外
と

い
う
2
つ
の
活
動
を
切
り
離
す
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
筆
者
と
し
て
は
両
者
を
有
機
的

に
つ
な
げ
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
、
毎
年
悩
み
な
が
ら
ゼ
ミ
を
運
営
し
て
い

ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
、
輪
読
や
下
調
べ
、
調

査
準
備
・
分
析
等
は
正
課
と
し
て
実
施
し
、

住
民
や
行
政
の
方
々
と
の
意
見
交
換
や
イ
ベ

ン
ト
・
ツ
ア
ー
の
準
備
・
実
施
等
は
正
課
外

の
活
動
と
し
て
展
開
し
て
い
ま
す
。

町
の
河
合
谷
地
域
で
す
。
こ
の
地
域
に
は
、

木
窪
大
滝
と
い
う
観
光
名
所
が
あ
り
ま
す

が
、
夏
以
外
の
時
期
に
近
隣
住
民
や
旅
行
者

が
同
地
域
を
訪
れ
る
機
会
は
多
く
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
地
域
の
賑
わ
い
創
出
を
目
的

に
「
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
企
画
・

実
施
し
て
い
ま
す
。

　学
生
の
多
く
は
石
川
県
出
身
で
す
が
、
ほ

と
ん
ど
の
学
生
は
河
合
谷
地
域
の
存
在
を
知

り
ま
せ
ん
。
ゼ
ミ
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
の

地
理
的
特
徴
や
か
つ
て
「
禁
酒
村
」
と
呼
ば

れ
て
い
た
歴
史
を
知
る
と
と
も
に
、
住
民
の

方
々
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
す
る
意
義
や
具
体
的
な
内
容
を
検
討
し
ま

す
。
自
分
た
ち
が
企
画
す
る
イ
ベ
ン
ト
だ
け

で
な
く
、
河
合
谷
公
民
館
主
催
の
子
ど
も
向

け
交
流
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
に
も
積
極

的
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
子
ど
も
た

ち
と
顔
見
知
り
に
な
っ
た
り
、
地
域
資
源
の

活
用
方
法
を
学
ん
だ
り
し
ま
す
。

　2
年
目
と
な
っ
た
2
0
2
4
年
度
は
、
公

民
館
の
方
々
と
教
員
、
そ
し
て
一
部
の
学
生

は
前
年
も
経
験
し
て
い
る
た
め
、
イ
ベ
ン
ト

の
準
備
等
は
比
較
的
円
滑
に
進
み
ま
し
た
。

学
生
た
ち
は
、
前
年
度
は
組
み
入
れ
な
か
っ

た
地
域
の
歴
史
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
禁
酒
ド

リ
ン
ク
（
ジ
ュ
ー
ス
）
の
考
案
や
、
地
元
飲

食
店
へ
の
出
店
協
力
依
頼
等
を
行
い
、
よ
り

　2
0
2
3
年
初
夏
、
能
登
の
食
文
化
や
食

材
を
通
じ
て
能
登
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
石
川
ゼ
ミ
有
志
9
名
が
学

生
団
体
「
の
と
プ
ロ
」
を
結
成
し
ま
し
た
。

能
登
愛
に
あ
ふ
れ
る
1
人
の
学
生
の
一
言
か

ら
始
ま
っ
た
本
活
動
を
こ
こ
で
紹
介
さ
せ
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
本
活
動
は
前
述
し
た
よ

う
な
正
課
と
の
つ
な
が
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　の
と
プ
ロ
は
、
前
述
し
た
目
的
を
掲
げ
、

In
stagram

か
ら
つ
な
が
っ
た
N
P
O
法

人
「
チ
ー
ム
能
登
喰
い
し
ん
坊
」
に
協
力
を

打
診
し
、
快
諾
い
た
だ
い
て
以
降
、
食
イ
ベ

ン
ト
の
サ
ポ
ー
ト
や
能
登
の
食
資
源
の
認
知

度
調
査
等
を
実
施
し
、
新
た
な
商
品
開
発
に

向
け
て
地
元
事
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実

施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
が
発
生
、
ヒ
ア
リ

ン
グ
や
新
商
品
開
発
の
動
き
も
中
止
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
り
、
そ
の
後
の
活
動
は
道
の
駅

で
の
募
金
活
動
や
復
興
支
援
イ
ベ
ン
ト
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
切
り
替
わ
っ
て
い
き
ま
し

た
。
2
0
2
4
年
12
月
に
は
奥
能
登
地
域
の

穴
水
町
で
、
親
子
向
け
の
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
用
意
さ
れ
た
会
場

で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
な
く
、
自
分
た
ち

で
会
場
手
配
、
地
元
の
ケ
ー
キ
店
や
保
育
園

へ
の
協
力
依
頼
等
を
行
い
ま
し
た
。
震
災
前

か
ら
何
度
も
能
登
を
訪
れ
て
い
た
学
生
た
ち

は
、
被
災
地
の
実
態
を
つ
ぶ
さ
に
目
の
当
た

り
に
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
方
々
と
の
交

流
や
交
渉
、
対
話
を
通
じ
て
、
よ
き
イ
ベ
ン

ト
運
営
者
、
能
登
の
よ
き
理
解
者
と
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。
な
お
、
石
川
ゼ
ミ
の
学
生
に

限
定
し
て
い
た
本
活
動
は
、
2
0
2
5
年
度

か
ら
は
本
学
の
在
学
生
に
間
口
を
広
げ
な
が

ら
活
動
を
継
続
し
ま
す
。

　石
川
ゼ
ミ
の
学
生
が
卒
業
研
究
に
着
手
す

る
時
期
は
、
他
の
ゼ
ミ
に
比
べ
る
と
大
変
遅

い
と
思
い
ま
す
。
例
年
3
年
生
の
12
月
か
ら

卒
業
研
究
の
導
入
的
な
講
義
を
行
い
、
先
行

研
究
を
探
し
て
読
ん
だ
り
、
研
究
の
問
い
を

考
え
た
り
し
始
め
ま
す
。
2
月
に
は
卒
業
研

究
の
構
想
を
口
頭
発
表
す
る
「
3
年
次
発
表

会
」
が
設
け
ら
れ
、
ゼ
ミ
の
教
員
以
外
か
ら

も
助
言
や
指
摘
を
受
け
ま
す
。
そ
の
後
、
大

半
の
学
生
は
就
職
活
動
に
多
く
の
時
間
を
使

う
こ
と
と
な
り
、
卒
業
研
究
の
た
め
の
調
査

等
を
行
う
の
は
4
年
生
の
夏
頃
か
ら
と
な
り

ま
す
。

　石
川
ゼ
ミ
と
し
て
は
、
冒
頭
で
述
べ
た
金

沢
と
い
う
地
の
利
を
ま
だ
活
か
し
き
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
卒
業
研
究
で
は
金
沢
を
調
査
対

象
と
し
た
研
究
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
一
例

を
挙
げ
る
と
、「
ク
ル
ー
ズ
観
光
に
お
け
る

寄
港
地
の
役
割
に
関
す
る
考
察
：
金
沢
市
を

事
例
に
」、「
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
お

け
る
祭
事
・
イ
ベ
ン
ト
運
営
に
関
す
る
現
状

と
課
題
：
石
川
県
金
沢
市
の
『
湯
涌
ぼ
ん
ぼ

り
祭
り
』
を
事
例
に
」
等
が
あ
り
ま
す
。
学

生
は
、
行
政
や
事
業
者
、
観
光
客
の
方
々
に

協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

を
行
う
な
ど
し
て
卒
業
研
究
報
告
書
を
完
成

さ
せ
、
卒
業
し
て
い
き
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
ゼ
ミ
活
動
を
経
験
し
た
学
生

の
1
〜
2
割
は
い
わ
ゆ
る
観
光
業
界
に
、
残

り
の
学
生
は
製
造
業
や
小
売
業
、
行
政
等
に

就
職
し
、
新
た
な
活
動
の
場
へ
と
身
を
移
し

ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、「
よ
き
イ
ベ
ン

ト
屋
」と
し
て
試
行
錯
誤
し
た
体
験
や
思
考
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
卒
業
研
究
の
過
程
で

見
聞
き
し
た
物
事
は
、
卒
業
後
も
何
ら
か
の

か
た
ち
で
活
用
で
き
ま
す
。
た
と
え
す
ぐ
に

は
使
わ
な
い
知
識
・
ス
キ
ル
だ
と
し
て
も
、

い
つ
か
そ
の
引
出
し
を
開
け
る
瞬
間
が
あ
る

と
信
じ
て
、
筆
者
は
ま
た
新
し
い
学
生
た
ち

と
と
も
に
学
ぶ
の
で
す
。

 

　2
0
2
3
年
度
か
ら
開
始
し
、
2
年
目
の

活
動
と
な
る
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
舞
台
は
、

人
口
減
少
と
高
齢
化
が
著
し
い
石
川
県
津
幡

活
動
は
、
経
済
・
経
営
学
科
の
学
生
と
と
も

に
学
ん
で
い
る
内
容
と
な
り
ま
す
。
な
お
、

本
学
部
に
は
観
光
学
基
礎
や
観
光
ま
ち
づ
く

り
論
、
観
光
事
業
論
等
の
授
業
科
目
は
あ
り

ま
す
が
、
観
光
コ
ー
ス
や
観
光
専
攻
と
い
う

仕
組
み
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　専
門
的
な
学
び
と
い
う
意
味
で
の
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
は
、
2
年
生
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
基

礎
専
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
2
年
生
、
以
下
2
年

ゼ
ミ
）
は
学
科
毎
に
開
講
さ
れ
、
学
生
は
自

身
が
在
籍
す
る
学
科
の
ゼ
ミ
で
学
び
ま
す

が
、
専
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
3
〜
4
年
生
、
以

下
専
門
ゼ
ミ
）
で
は
原
則
学
科
の
別
に
関
係

な
く
、
経
済
学
部
の
30
以
上
あ
る
専
門
ゼ
ミ

か
ら
希
望
す
る
ゼ
ミ
を
選
択
で
き
ま
す
（
希

3
年
次
研
修

正
課
と
正
課
外
の

活
動
を
つ
な
げ
る
に
は

学
生
有
志
に
よ
る

地
域
貢
献
活
動

卒
業
研
究

か
わ
い
だ
に

写真2：学生が作成した
オータムフェスティバルのポスター

き
の
く
ぼ
お
お
た
き

写真3：実証実験中の長野市「門前観光案内所」にて（2024年11月）

第265号 May 202555



　数
学
が
大
の
苦
手
で
あ
る
。
大
学

受
験
を
控
え
た
数
学
の
授
業
は
憂
鬱

で
仕
方
が
な
か
っ
た
。
や
る
気
は

あ
っ
て
も
理
解
が
追
い
付
か
な
い
の

で
あ
る
。
そ
ん
な
苦
悩
を
察
知
し
て

く
れ
た
の
か
、
専
任
の
先
生
が
「
数

学
は
暗
記
教
科
と
割
り
切
っ
て
勉
強

し
な
さ
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く

れ
た
の
で
あ
る
。「
そ
う
か
！
」
と
、

そ
の
言
葉
が
妙
に
腑
に
落
ち
大
学
受

験
の
数
学
を
ど
う
に
か
乗
り
越
え
た

の
だ
っ
た
。

　私
に
と
っ
て
の
数
学
は
、
苦
手
以

外
の
何
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
岡
潔
と
い
う
数
学
者
に

出
会
っ
て
か
ら
は
、
色
を
帯
び
匂
い

を
発
し
情
感
さ
え
感
じ
る
世
界
か
も

し
れ
な
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　岡
潔
は
、
世
界
的
難
問
だ
っ
た
多

変
数
函
数
論
の
分
野
に
お
け
る
三
大

問
題
を
、
ひ
と
り
で
解
決
し
た
天
才

数
学
者
で
あ
る
。
と
い
っ
て
も
、
そ

の
偉
業
を
理
解
す
る
こ
と
は
私
に
は

到
底
出
来
な
い
が
、
晩
年
に
書
か
れ

た
エ
ッ
セ
イ
の
数
々
を
読
ん
で
い
く

う
ち
に
、
数
学
が
姿
を
変
え
て
私
に

忍
び
寄
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
真
理

に
近
づ
く
た
め
の
学
問
か
も
し
れ
な

い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

 

『
人
間
の
建
設
』
は
、
近
代
批
評
の

表
現
を
確
立
し
た
小
林
秀
雄
と
岡
潔

の
世
紀
の
雑
談
本
で
あ
る
。
対
談
日

の
京
都
五
山
送
り
火
の
話
か
ら
始
ま

る
冒
頭
の
文
章
で
、
そ
の
場
に
居
合

わ
せ
て
い
る
か
の
よ
う
な
感
覚
に
な

る
。「
今
日
は
大
文
字
の
山
焼
き
の

あ
る
日
だ
そ
う
で
す
ね
。」
と
、
口
火

を
切
っ
た
小
林
に
、「
私
は
あ
あ
い

う
人
為
的
な
も
の
に
は
、
あ
ま
り
興

味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
山
は
や
っ
ぱ
り

焼
か
な
い
ほ
う
が
い
い
で
す
よ
。」
と

返
す
岡
。
初
見
の
二
人
の
会
話
に
し

て
は
気
心
が
知
れ
た
空
気
が
漂
う
。

　数
学
や
小
説
の
話
に
と
ど
ま
ら

ず
、
ピ
カ
ソ
の
絵
か
ら
日
本
酒
の
個

性
、
骨
董
屋
の
俳
句
、
素
読
教
育
と

話
題
が
次
々
と
展
開
し
て
い
く
。
ま

る
で
森
羅
万
象
を
相
手
に
言
葉
を
紡

ぎ
出
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
緊
張
感

と
、
心
地
よ
い
時
間
の
流
れ
が
リ
ズ

ミ
カ
ル
に
刻
ま
れ
て
い
く
。
会
話
に

わたしの１冊
35回第

『人間の建設』
小林秀雄 岡潔・著

新潮文庫

多
田
稔
子（
た
だ・の
り
こ
）

一
般
社
団
法
人
田
辺
市
熊
野
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ
ュ
ー
ロ
ー
代
表
理
事
。和
歌
山
県

生
ま
れ
。和
歌
山
大
学
教
育
学
部
卒
業
。熊
野
古
道
エ
リ
ア
を「
世
界
に
開
か
れ

た
持
続
的
で
上
質
な
観
光
地
」と
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
る
。そ
の

他
主
な
公
職
、和
歌
山
県
景
観
審
議
会
委
員
、大
阪
観
光
大
学
ア
ド
バ
イ
ザ
リ

ー
委
員
な
ど
。2
0
2
3
年
5
月
か
ら
ま
ち
づ
く
り
会
社「
南
紀
み
ら
い
」代
表
取
締
役
社
長
。

2
0
2
4
年
10
月
か
ら
和
歌
山
県
教
育
委
員
。

集
中
し
な
が
ら
も
、
同
時
に
美
し
い

数
式
と
新
た
な
調
べ
を
思
い
描
い
て

い
る
に
違
い
な
い
、
そ
ん
な
空
想
が

膨
ら
む
。

　ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
ベ
ル
グ
ソ

ン
の
件
（
く
だ
り
）
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
の
表
現
で
、
二
人
の
会
話

が
伏
流
水
の
川
の
流
れ
の
よ
う
に
続

い
て
い
く
。
読
み
進
む
う
ち
に
、
縁

遠
か
っ
た
自
然
科
学
や
物
理
学
、
数

学
の
世
界
に
対
す
る
解
像
度
が
高

ま
っ
て
く
る
。
そ
し
て
、
自
然
科
学

は
「
建
設
は
何
も
し
て
い
な
い
。
し

て
い
る
の
は
破
壊
と
機
械
的
操
作
だ

け
な
ん
で
す
。」
と
警
鐘
を
鳴
ら
す
の

で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
岡
潔
が
こ
の

対
談
の
中
で
幾
度
と
な
く
使
う
「
情

緒
」
と
い
う
言
葉
に
対
談
の
テ
ー
マ

は
集
約
さ
れ
て
い
く
。
人
間
の
中
心

は
情
緒
で
あ
り
、
そ
の
情
緒
が
お
の

ず
か
ら
形
に
現
れ
、
文
化
は
そ
の
現

れ
で
数
学
も
そ
の
一
つ
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
説
く
の
で
あ
る
。
形
に
現

れ
る
も
の
の
も
と
は
、
す
べ
て
「
情

緒
」
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　我
が
身
に
置
き
換
え
て
み
る
に
、

観
光
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
し
て
い
く

上
で
、
自
分
自
身
の
「
情
緒
」
を
美

し
く
整
え
、
耕
や
す
こ
と
を
忘
れ
て

い
な
い
か
と
、
日
々
問
わ
れ
て
い
る

気
が
す
る
の
で
あ
る
。

多
田
稔
子

一
般
社
団
法
人

田
辺
市
熊
野
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ
ュ
ー
ロ
ー

代
表
理
事
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　コロ
ナ
禍
収
束
後
、
世
界
中
で
観
光
客
の
移
動
が
再

開
・
活
発
化
す
る
な
か
で
、
日
本
に
お
い
て
も
訪
日
外

国
人
旅
行
者
数
が
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
水
準
を
上
回
り
、

2
0
2
4
年
の
暦
年
値
は
過
去
最
高
を
更
新
し
た
。

こ
れ
に
と
も
な
い
、
世
界
の
観
光
地
で
は
、
観
光
客
の

来
訪
に
起
因
す
る
混
雑
や
交
通
渋
滞
な
ど
、
住
民
の
生

活
環
境
に
負
の
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
状
況
が
発
生
し

て
い
る
。「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」で
あ
る
。

　今
号
で
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
を
行
う
バ
ル

セ
ロ
ナ
や
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
な
ど
の
人
気
観
光
都
市
を
取
り

上
げ
、
欧
州
に
お
け
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
現
況
と

最
新
の
対
応
策
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
観
光
と
住
民

生
活
と
の
リ
バ
ラ
ン
ス
に
焦
点
を
当
て
て
、
そ
の
考
え
方

や
戦
略
的
対
応
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
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特
集

巻
頭
言

特
集
1

特
集
2

特
集
3

観
光
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と
…
第
24
回

金
沢
星
稜
大
学
経
済
学
部
石
川
ゼ
ミ 

石
川
美
澄（
金
沢
星
稜
大
学
）

わ
た
し
の
1
冊
…
第
35
回

『
人
間
の
建
設
』多
田
稔
子

連載

コラム

成
功
を
乗
り
越
え
て

〜
ヴェネ
ツィ
アの
教
訓
〜

ヤン・ファン・デル・ボルグ（
ル
ー
ヴェン・カ
ト
リック
大
学
／
ヴェネ
ツィ
ア・カ・フォス
カ
リ
大
学
）

イ
タ
リ
ア
に
お
け
る

観
光
と
生
活
の

共
存
を
め
ぐ
る

現
状
と
雑
感

佐
野
浩
祥（
東
洋
大
学
）

持
続
可
能
な

地
域
の
た
め
の

観
光

―
韓
国
の

観
光
関
連
政
策

を
通
じ
て

後
藤
健
太
郎（
J
T
B
F
）

アムス
テル
ダム
の

観
光
経
済
政
策
の

最
新
動
向

後
藤
健
太
郎（
J
T
B
F
）

「
観
光
都
市
」か
ら

「
観
光
と
と
も
に
生
き
る
都
市
」へ

　

〜
バルセロ
ナ
に
お
け
る

オ
ーバーツ
ー
リ
ズム
対
策
の
最
前
線
〜

阿
部
大
輔（
龍
谷
大
学
）

世
代
別
に
み
る
新
型コロナ
ウ
イルス
感
染
症

流
行
収
束
後
の
インバウン
ド
市
場

柿
島
あ
か
ね（
J
T
B
F
）

観
光
研
究
最
前
線
❶

観
光
研
究
最
前
線
❷

視座

後藤健太郎（JTBF）

オ
ーバーツ
ー
リ
ズム
再
考

熊
谷
嘉
隆（
国
際
教
養
大
学
）

（
田
辺
市
熊
野

ツ
ー
リ
ズムビューロ
ー
）

オーバーツーリズム下での
リバランス戦略

～欧州都市を通じて～

オ
ーバー
ツ
ー
リズム
下での

リバランス
戦
略

オ
ーバー
ツ
ー
リズム
下での

リバランス
戦
略

May
2025

【
特
集
】オ
ーバーツ
ー
リズム
下
で
の
リ
バランス
戦
略

M
ay 2025

号

機
関
誌

2
6
5

機関誌

機関誌

2652
6
5

265

Tourism Culture

2
2
2
2
22
2
22
2

22
2
22
2
22
2

2

2
2
2
2
22
2
22
2

22
2
22
2
22
2

2

再 校再 校 DIC.616 / 




